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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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登場人物







ヴィクトリカ


　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園図書館塔最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。


久城一弥


　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。


アブリル・ブラッドリー


　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。


セシル先生


　　一弥たちのクラス担任。


グレヴィール・ド・ブロワ


　　貴族出身の警部。


ロクサーヌ


　　学園近くの村に住む老占い師。


ネッド・バクスター


　　イギリスの舞台俳優


ジュリィ・ガイル


　　炭坑所有者の令嬢。


モーリス


　　ソヴュール王国外務省幹部。









　野原をよこぎって追いかけてゆくと、ウサギがいけがきの下の大きなウサギあなにとびこむのが見えました。

　すかさずアリスもそのあとからあなにとびこみましたが、そのときはあなからでてこられるかどうかなど、まったく考えてもみませんでした。






──『不思議の国のアリス』ルイス・キャロル　




楠悦郎訳　新樹社刊　








　プロローグ　野兎を走らせろ！










　大きくて黒いものが──

　横切った。

　犬だ、と子供は思った。宵闇にまぎれる、闇のように黒い犬。猟犬だ。その四肢はつややかに黒く、二つの目が、闇の中で燃える青い炎のように揺らめいていた。

　子供は黒い森を抜けて、ようやく村道を歩きだしたところだった。お使いにしては遅すぎる時間だった。はやく暖炉の燃える暖かな我が家に帰りたかった。近道しようと、村外れのその屋敷の庭に一歩入った途端、その猟犬に遭遇したのだった。

　子供は思わず、数歩、後ずさった。

　──ぐしゃり。

　足の裏に、いやな感触がした。柔らかく、生暖かい液体をふくんだなにかを踏んだ。足元を見下ろすと、ぐじゃぐじゃになった小さな肉塊が落ちていた。赤い肉。血の滴を跳ね返す、茶色い毛皮がところどころ見えていた。長いふわふわした耳が肉塊の中から覗のぞ

 いていた。そして、それに埋もれたガラス玉のような丸い瞳ひとみ

 。夜空の暗黒を映して、暗く虚むな

 しくこちらを見上げていた。

　……野兎だ、と気づいた。

　顔を上げた。猟犬の閉じた口こう
 蓋がい

 から、一筋の生々しい血がぼとり、と落ちた。

　こいつが食い殺したんだ……！

　子供の手から、力が抜けた。ぎゅっと握っていた葡萄ぶどう

 酒の瓶が、ゆっくりと地面に落下し、破片を飛び散らせた。赤紫色の液体が、猟犬の頭にもびしゃりとかかった。

　犬は、ズルリ……と、舌なめずりした。

　ふいに雷鳴がとどろいた。

　白い閃せん
 光こう

 に、その村外れの屋敷が浮かび上がった。いまは誰も住んでいないはずの朽ちた屋敷。そのテラスに、見たこともない姿をした何者かが座っていた。

　子供は目を見開いた。

　頭から赤いリンネルの布を被かぶ

 った人間が、車椅子に座っていた。その布がかすかにはだけ、頭があるはずの場所にぽっかり空いた暗い空洞が見えた。布の中から、生きている人間のものとは到底思えない、枯れ枝のごとく瘦や

 せ細り、あまりに老いた手が一本だけ、にょっきりと突き出ていた。

　その手は、金色に輝く手鏡を強く強く握りしめ、ブルブル震えていた。

　三つの壺つぼ

 ──銀の壺、銅の壺、ガラスの壺が置かれ、不気味に輝いている。

　ふいに、老いたしわがれ声が響いた。

「一人の青年が、もうすぐ、死ぬ、だろう……！」

　子供は息を飲んだ。老婆の声……。まるで、この老婆が口にした不吉なことが片端から現実になるような恐怖を覚えた。声は続けた。

「その死が、すべての始まり。

　世界は石となって転がり始める」

　誰もいなかったはずのテラスから、無数の男たちの声が響いた。子供は驚いて目をこらすが、雷鳴の瞬間に照らされたテラスは、いまは再び、闇に埋もれている。

「どうすれば……」

「我々はどうすれば……」

「ロクサーヌ様！」

「……箱、を」

　再び、老婆の声が響いた。

「大きな箱を用意するのじゃ。この庭よりも大きな箱を。それを水面みなも

 に浮かべよ。そして……」

　──バリバリバリッ！

　雷鳴がとどろいた。

　白い閃光に、テラスと庭が照らされた。

　それが浮かび上がらせた光景に、子供は腰を抜かし、声にならない悲鳴を上げた。

　テラスには、赤い老婆と、それを囲む人間たちがいた。人間たちはみな、白い布を被り、手を伸ばして、まるで幽鬼のようにテラスを彷徨さまよ

 っていた。

　そして、庭には……。

　たくさんの茶色く丸い塊が走り回っていた。十匹以上の野兎が必死で逃げまどい、それを、さきほどの猟犬が追い回しては嚙か

 み殺していた。地面にはいくつもの小さな肉塊が転がり、血ち
 溜だ

 まりを作っていた。

　つぎの瞬間には、雷鳴は去り、再び闇が屋敷と庭を包んだ。

　静寂。

　やがて、テラスから老婆の声が響いた。





「そして……〈野兎を、走らせろ！〉」






　第一章　金色の妖精











　　　　１






　それから十年後──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　山脈の麓ふもと

 に構えられた、名門聖マルグリット学園の、豪ごう
 奢しや

 な石造りの校舎の一角で……。





「……それでね、海上救助隊が駆けつけたとき、その客船にはディナーのお皿にまだ温かい料理が残っていて、暖炉も赤々と燃えていて、テーブルにはカードゲームのカードが並べられていて……なのに、なのによ？　だーれもいなかったんだって。船客も、航海士たちも、みんな消えてしまった……。血のついた部屋とか、争った跡のある部屋もいくつかあったんだけど、とにかく人っ子一人いなくて、ね……」

「うん、うんうん」

　校舎裏の花壇で、二人の生徒が熱心に話していた。

　コの字形をした校舎から、中庭に出る小さなドアを開け放ち、三段ある石階段の二段目に腰掛けている。顔を寄せている二人の目前には、色とりどりの花が咲き乱れて、春の心地いい風に揺れている。

　二人の生徒は、小柄で生真面目そうな東洋人の少年と、スラリとした金髪の白人少女だ。

　少年のほうは、東洋の島国からの留学生、久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 。少女のほうは英国からの留学生、アブリル・ブラッドリー。同じクラスになって間もないが、お互い留学生どうし、気兼ねなくお喋しやべ

 りできる仲だ。

　アブリルはお話に熱中して、きれいな顔がちょっとユーモラスな寄り目がちになっている。金色のショートヘアが風に揺れている。

「……ところが、よ」

「うんうん」

「救助隊員が船内を調べていたときのこと……。何気なく花瓶に触った途端、どこからかボウガンの矢が飛んできて、あやうく死んじゃうところだったんだって」

「……それどういうこと？　花瓶に仕掛けがしてあったのかな。それとも誰かが隠れていて、たまたま花瓶に触ったときにボウガンを撃ったのかな？　それとも……」

　一弥が生真面目な顔で仮説を列挙し始めた途端、アブリルがぷうっとふくれっ面になった。それに気づかずしゃべり続ける一弥の口を、アブリルが白い手のひらをひるがえして、ふさいだ。

「……むふっ？」

「いいから聞いてよ。ここからが肝心なんだからね。まったくもう、久城くんって真面目なんだから、つまんない」

「……すみません。続けて、アブリル」

　一弥はどうも納得できないまま、相手が女の子なので、つい謝る。

「いい？　救助隊は海上警察に連絡して、船を調べようとしたんだけどね、船底から浸水していて、詳しく捜査するひまもなく、その客船──〈Queeクイ
 nBeーンベ
 rryリー

 号〉は、あっというまに海底に沈んでしまったのよ。波飛沫しぶき

 を上げ、大きな不吉な音とともに、暗い暗い海の底へ……！」

「それは大変だったね」

「だけどね……」

　アブリルは、一弥のじいさんみたいな合いの手にめげず、盛り上げようと声を張り上げた。

「十年前に沈んだはずのその船、〈QueenBerry 号〉は、それからも現れるのよ」

「現れないよ。だって沈んだんだろ？」

「うるさい。黙れ一弥」

「……すみません」

「嵐の、夜。霧の向こうから突如現れるその船には、いなくなったはずの人々が乗っているのよ。そして生者をうまく誘いこみ、生い

 け贄にえ

 として、船とともに沈、め、………………
 」

　アブリルが声を低くしたので、一弥も息をひそめてじいっと待った。

　と、アブリルが急にその蒼あお

 い瞳ひとみ

 を見開き、

「……るのだった！　きゃあ──────────ぁ!!

 」

「ぎゃあああ!!
 」

「あはははは。久城くんひっかかったー。悲鳴上げたー。男の子なのにー。軍人の息子なのにー。怪談で悲鳴上げたー。あっはははー！」

　勝ち誇るアブリルに、一弥は「く、くそぅ」とうなだれた。

　思わず上げてしまったおおげさな悲鳴にくよくよ悩んでいると、アブリルは立ち上がって、お尻しり

 についた埃ほこり

 をぽんぽんはたいた。制服のプリーツスカートが揺れて、長くて真っ白な足がちらちら見えた。

　天気は快晴で、校舎裏の石階段にも眩まぶ

 しく陽光が降り注いでいた。一弥は眩しそうに目を細めた。

　アブリルが楽しそうに、言った。

「さっ。そろそろ教室にもーどろっと。いやぁ、久城くんって意外とこわがりなんだねぇ。成績もいいし、いつも真面目な顔してるし、いかにも軍人一家の男の子って感じー、と思ってたけど。いやはや、意外や意外～」

　あまりにも無邪気に勝ち誇っているアブリルに見下ろされ、一弥はますますうなだれた。

「わたしの勝ちね。いやっほぅ！」

　と、スキップしながら校舎に入っていく後ろ姿を見送りながら、固く心に誓う。

（うぅ。絶対にもっとこわい怪談を仕入れて、アブリルに披露してやる。でもってきゃああああ、と悲鳴を上げさせねばならん。この借りは返すぞ。帝国軍人の三男の名にかけて！）

　悔しがりながらも、一弥はアブリルに続いて校舎に入っていった。





　──教室に入ると、いつものことながら、そこにいるのは十五歳の、白人の、貴族の子弟たちばかりだった。

　上質なオーク材で贅ぜい
 沢たく

 に造られた机が並び、その机に一人ずつ、やけに上等なカフスやネクタイピンを輝かせた少年や、手入れの行き届いた髪や爪をした少女が、座っている。白い肌に、スラリと伸びた手足。どの顔もつんと取り澄ましている。

　ここにいると、いかにも生真面目な東洋人少年、久城一弥はかなり浮いていた。現に、一弥が教室に入ってきた途端、クラスメートたちはちらちらと一弥を遠巻きにしながらささやいている。

「死神だ……」

「戻ってきたぞ……」

　優雅なフランス語でそうつぶやくのが聞こえ、一弥はますますふてくされた。





　時は一九二四年──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　スイスとの国境は、なだらかな山脈と心地よい高原。フランスとの国境は、のどかに広がる葡萄ぶどう

 畑。イタリアとの国境は、地中海に面した騒がしい港町。細長い形状をした国土の一端は、自然豊かなアルプス山脈の奥、もう一端は貴族の避暑地として知られるリヨン湾に面している。周囲を列強に囲まれながらも、世界大戦を生き抜いたソヴュール王国は、過ごしやすい気候と豊かな自然、そして長く荘厳な歴史を誇っていた。

　その王国の、リヨン湾を豪奢な玄関とするなら、アルプス山脈は、もっとも奥深い場所にある秘密の屋根裏部屋と言えた。その山脈の麓に、王国そのものほどではないが長い歴史を誇る、聖マルグリット学園が建っていた。貴族の子弟のための教育機関として、王国に名をとどろかす名門学園。緑に囲まれた過ごしやすい環境と、空中から見るとコの字形をした荘厳な石造りの校舎は、貴族の子弟である生徒と、教育者のみが出入りでき、一般には門戸を閉ざす秘密主義の学校でもあった。

　しかし、その聖マルグリット学園は、先の大戦──各国を巻きこみ初の世界大戦となった──終結後、同盟国から優秀な生徒を留学生として受け入れることを始めた。

　極東の島国からやってきた十五歳の久城一弥は、成績優秀で、軍人一家の末っ子。兄二人は歳が離れており、すでに一人は学者、一人は政治家の卵として活躍していた。そこを考慮され、留学生として選ばれた。そして半年前に一人、ソヴュールにやってきたのである。

　しかし、期待に胸躍らせてやってきた一弥を待っていたのは、貴族の子弟たちの偏見や、学園中に蔓延はびこ

 る謎の怪談。

　一弥の強こわ
 面もて

 な雰囲気は、生真面目で善良な性格からくるものなのだが、なぜか怪談につなげられてしまい、いろいろと苦労の多い半年だったわけである。……それはまた別の機会に。





　授業の開始を告げる鉄鐘が鳴り響いた。一弥はほかの生徒たちと同じく席に着くと、ふと、窓際の空席に目をやった。

　ここ半年のあいだ、一度も、その席の主が教室にいるところを見たことがなかった。いつも必ず空いている。なのにクラスの誰もが申し合わせたように、その席に座ったり、近づいたり、物を置いたりはしないのだった。まるでなにかを恐れるかのように。

　いまでは一弥も、なにを恐れているのかわかっているけれど。

　──教室に担任の先生が入ってきた。童顔で小柄な女性。大きな丸眼鏡に、ふわふわのブルネット。いつも本や参考書を両手で胸の前に抱えて、まるで小犬のように小首をかしげている。

　その担任──セシル先生は、教壇の前に立つと、一つため息をついた。

（……あれっ？）

　一弥は、セシル先生が元気がないことに気づく。

　と、そのとき後ろのほうの席から丸めた紙が投げられてきて、頭にポコンと当たった。拾って広げてみると、英語でサラサラと、

〈今夜、一人でトイレ行ける？　こわがりの久城くんへ　アブリルちゃんより〉

　振り返ると、アブリルがにこにこ手を振っていた。ご機嫌だ。……一種の愛情表現だろうか？

　──授業が終わると、セシル先生は教室を出ようとして、ふと足を止めた。

「久城くん、ちょっとちょっと」

　呼ばれた一弥は、立ち上がって、先生の後を追うように廊下に出た。担任にわざわざ呼ばれるということは、まさか成績が落ちたんだろうか、と心配していると、

「これを頼もうと思って。はい」

　手渡されたのは、さっきまでの授業で使われたプリントだった。セシル先生は廊下から、教室の窓際にあるいつもの空席を指差して、

「いつも頼んで悪いけど、これ、ヴィクトリカさんに渡しておいてね」

「そっか……わかりました」

　一弥がうなずいたとき、スラリとした影が一弥に並んだ。顔を上げると、アブリルのかわいらしい顔があった。ショートにした金髪が、窓からの日光を受けてキラキラ輝いていた。

　プリントを覗のぞ

 きこんで、

「へぇ～。先生、このヴィクトリカくんって、あの、いつも休んでる子のこと？」

「ええ。でも、学校にはきてるのよ。ね、久城くん？」

　一弥はあいまいにうなずいた。

　アブリルは不思議そうに首をかしげて、

「どういうこと？　じゃ、どこにいるの？」

「……植物園」

「えぇ？　この学園にそんなの、あったっけ。植物園……？」

「あるんだよ、これが」

　一弥はなぜか顔を曇らせた。不思議そうにしているアブリルに、

「すごく高いところにね……」

「なにそれ？　ね、このヴィクトリカくんって、久城くんと仲いいの？」

　アブリルの問いに、セシル先生はうれしそうにうなずき、一弥は微妙に首をかしげた。アブリルはますますキョトンとして、

「どっち？」

「いや、ぼくにもよくわからないっていうか……」

「はっきりしなさいよぅ。ね、どんな男の子なの？」

「おそろしいっていうか……けんもほろろっていうか……ひどいっていうか…………
 」

　アブリルは首をかしげていたが、「ま、いっか」とつぶやくと、スキップして教室に戻っていってしまった。





「……あの、セシル先生」

　立ち去ろうとする先生を、一弥は呼び止めた。

「ん？　なぁに？」

「なんだか元気ないんじゃないですか？　いや、ちょっと気になって……」

　一弥がそう言うと、セシル先生は大きな瞳ひとみ

 をますますまんまるに見開いて、

「……よくわかったわねぇ。実はね……ううん、学園のことじゃないの。わたしが住んでいる村で、おかしな事件が起きてね。朝から、警察の人が聞きこみにやってきたり、いろいろと……」

「事件？」

　セシル先生は声を落とした。

　近所で起こった事件のせいか、不安そうに瞳を曇らせて、

「それがね……とても奇怪な事件なの。警察の人から聞いた話と、後は、近所の噂話でしか知らないんだけどね」

「どんな事件なんですか？」

「村外れに住んでいたおばあさんが、何者かに殺されたの。それも、とても奇妙なやり方で……」

「おばあさん……？」

「なんでも、いまは引退したけれど、昔は有名な占い師だったんですって。たしかロクサーヌっていう人。政治家や企業の重役が大挙して押し寄せていたって。未来を視み

 るのが得意だったそうよ」

「先生、占いなんてものはですね……」

　迷信ですよ、と話し出そうとして、疲れた様子のセシル先生に気づき、黙る。先生は、

「まだ犯人が捕まっていないらしいのよ。だから、こわくて。とにかく奇妙な殺され方なのよ。どういうことなのかしら……」

　セシル先生は、一弥に、警察の人から聞いた話と、近所で流れていた噂話を少し話してくれた。話を総合すると、どうやら、その占い師は鍵かぎ

 のかかった密室で射殺されたのだが、凶器もみつからず、犯人も誰だかわからない……ということらしかった。

「こわいけれど、まぁ、もう少しの辛抱ね。最近、名警部として名前が売れてきた、あのグレヴィール・ド・ブロワ警部が大騒ぎして捜査していたから。部下の人、二人を連れて村中を調べているの」

「それは面めん
 妖よう

 な……」

　思わずつぶやいた一弥に、セシル先生は不思議そうな顔をした。

　それから、

「殺されたおばあさんも、よくわからない人なのよ。そのお屋敷では、野兎がたくさんいて、犬に嚙か

 み殺されたりしていたらしいの。かわいそうに……。こわかったでしょうね……」

　暗い顔でつぶやいた。どうやらセシル先生は、その事件に流れる暗く不気味な雰囲気そのものに怯おび

 えているようだった。先生は、一弥の心配そうな顔に気づくと、一転して笑顔に戻り、渡したプリントを指差した。

「じゃ、久城くん。これお願いね。ちょっと……高いけど…………
 その、頑張って上ってね」

「はいはい……いつものことですから」

　一弥は苦笑しながら、うなずいた。






　　　　２






　──聖マルグリット大図書館。

　学園の敷地の隅にのっそりと建つその建築物は、三百年以上の時を刻んだ、欧州でも指折りの書物庫の一つである。石造りの外観は荘厳そのもので、観光名所になってもおかしくはないのだが、聖マルグリット学園は関係者以外の人間を締め出し続けているため、世の人の目に触れることはまず、ない。

　一弥はさくさくと乾いた土が音を立てる道を歩き、大図書館にやってくると、中に入った。

　角筒形の大図書館は、壁一面が巨大な書棚になっていた。中央は吹き抜けのホールで、遥はる

 か上の天井には荘厳な宗教画が輝いている。そして書棚と書棚のあいだを、まるで巨大迷路のように、細い木の階段がいかにも危なっかしく繫つな

 いでいた。

　一弥は上を見上げ、思わずため息をついた。

　天井辺りから、金色の長い帯のようなものが垂れ下がっているのが見える。

「ヴィクトリカ……。また、いちばん上かぁ」

　仕方なく、迷路のような階段を上り始める。

　しらず声を出してしまう。

「たまには、もうちょっと下のほうにいてくれてもいいよなぁ。あいつ、毎日この階段を上がってるんだろうか。ご苦労なことだよっ……」

　階段を上がるにつれ、床が遠くなっていく。

　下を見ると目が回るので、一弥はまっすぐ前をみつめ、帝国軍人の三男らしく背筋をぴしっと伸ばしてカッカッと上り続けた。

　途中で息が切れてくるが、がんばる。

「しかし……なんでこんなことになってるんだよ？　この図書館……」

　──一説によると、この大図書館は十七世紀初頭、聖マルグリット学園の創始者である国王によって建設された、らしい。恐妻家でもあった国王は、愛人との逢あ

 い引きにひたるため、大図書館のいちばん上に秘密部屋を造った。そして階段を迷路状に配置したのだ、と……。

　今世紀に入って、一部修復工事の折に油圧式エレベーターが導入されたのだが、教職員専用とされているので一弥には縁がない。

　だから、上る。

　迷路階段を、上る、上る。

　……まだまだ上る。

　ようやくいちばん上の階に着いた一弥は、投げやりに、

「ヴィクトリカー。いるー？」

　返事はない。一弥はめげずに、

「いるよね。だって長い髪が見えたもん。おーい」

　吹き抜けの空間に垂れ下がっている、帯のような金色の髪に向かって声をかけた。

　白い細い煙が、天井に上がっていく。

　一弥は一歩踏み出した。

　そこには……。





　植物園があった。

　大図書館のいちばん上の秘密の部屋は、国王と愛人のためのベッドルームではなく、緑生い茂る温室に建設し直されていた。南国の樹木やシダが生い茂り、天窓から射しこむ柔らかな日光に明るく輝いている。

　明るくて、そして人ひと
 気け

 のない植物園。

　その温室から階段の踊り場に、半身を投げ出したように、大きな陶人形が置かれていた。

　等身大に近い、百四十センチぐらいの背丈。絹とレースをふんだんにあしらった贅ぜい
 沢たく

 な衣装に身を包み、長い見事な金髪を、ほどけたターバンみたいに床に垂らしている。

　横顔はひんやりとした陶器の冷たさ。

　大人とも子供ともつかない、醒さ

 めた瞳は、透けるように薄いエメラルド・グリーンに輝いている。

　その陶人形は口にパイプをくわえ、ぷかり、ぷかり、と吸っていた。白い細い煙が天窓に向かって上っていく。

　一弥はスタスタとその陶人形……いや、人形そのものに思える美び
 貌ぼう

 の少女に近づき、

「……返事ぐらいしろよな、ヴィクトリカ」

　少女の緑色の瞳は、床に並べられた書物の上を忙せわ

 しく行き来していた。彼女の頭部を中心点として放射線状に並べられた書物は、古代史から、最新の科学、機械学、呪じゆ
 詛そ

 に錬金術……。英語からフランス語、ラテン語に中国語と、書かれた言語もさまざまだ。

　それらを無造作に流し読みしていた少女──ヴィクトリカが、ふっと我に返り、顔を上げた。

　一弥の不満そうな顔を見上げると、一言、

「なんだ、君か」

　まるで老人のような、しわがれて低い声。小さな体と妖精のような美貌とは、あまりにかけ離れた声。

　その取り澄ました、貴族特有の鼻持ちならない態度に、一弥はムッとした。……まぁ、毎度のことだ。ここにくるたび、ヴィクトリカにはイライラさせられる。

　黙っていると、ヴィクトリカはまた書物に視線を戻した。

　つぎつぎページをめくり、流し読みを続けながら、

「死神が、わたしになんの用だ？」

「それを言うなってば」

　一弥はうなだれて、階段の手すりにもたれた。

〝死神〟とは、あまりありがたくない一弥の別名である。元来、この学園の生徒たちは怪談に目がない。また、歴史の深いこの学園は、怪談ネタに事欠かなかった。曰いわ

 く〈春やってくる旅人が学園に死をもたらす〉、曰く〈階段の十三段目には悪魔が棲す

 んでいる〉、曰く……。

　黒髪に漆黒の瞳ひとみ

 、東洋からやってきた無口な旅人、久城一弥は、まんまと〈春くる死神〉として認識されてしまった。怪談好きな生徒たちは一弥にあまり近づかない。どこまで信じているのかは疑問だが、この学園中が一つの遊びを盛り上げる協力をしあっているかのように、生徒たちは怪談に対してノリがよかった。

　というわけで、一弥はなかなか親しい友人もできず、セシル先生の計らいによって、気づいたらこの学園一の変人、ヴィクトリカの連絡係というか、付き人のような立場になっていたのである。

　好きでこの鼻持ちならない美少女の相手をしているわけではない……はずなのだが、気づくと、彼女に会うためにあの迷路階段を上るはめになっている。そのことをくよくよする一弥には構わず、ヴィクトリカは続けて、しゃがれ声で、

「久城、君、いくら友達ができないからって、またわたしのところにくるとはね。懲りないやつだ。それとも、君は階段が好きなのかね？」

「……そんなわけないだろ。はい、これ」

　一弥が先生から預かったプリントをぐいっと出すと、ヴィクトリカは鼻先で「そこにおけ」というように床を差してみせた。

　それから歌うように、

「天気がいいからって、花壇で逢い引きか？」

「いや、逢い引きじゃなくて、ただ喋しやべ

 ってただけだよ。あのね、無人の豪華客船〈QueenBerry 号〉って怪談を聞かされ、て…………っ
 て、ちょっと待って、ヴィクトリカ」

　さっさと温室を去ろうとしていた一弥が、小走りに戻ってきた。書物に顔を埋うず

 めるヴィクトリカを覗のぞ

 きこんで、

「どうして知ってるんだよ？　もしかして、見てたの？」

「いや」

「じゃ、なんでだよ？」

「例によって、例のものだよ、君」

　ヴィクトリカは書物を読みながら、物憂げに、

「湧き出る〝知恵の泉〟が教えてくれたのだ」

　じりじりとつぎの言葉を待つ一弥に気づかず、パイプをくゆらしながら、ヴィクトリカは歌うようにのんびりと続けた。

「久城、君は几き
 帳ちよう
 面めん

 でくそ真面目な秀才だ」

「……悪かったね」

「そんな人間はだね、屋外に出るときは律儀に制帽を被かぶ

 るものだ。君の髪に、きっちり制帽を被っていた跡が残っている。そして襟についたピンクの花びら。花壇に咲いているパンジーのものだ。よって君は花壇にいたと推測されるのだよ」

「でも、逢い引きって……一人でいたかもしれないじゃないか…………
 」

「久城、今朝の君は浮かれている。うきうきとした足音で階段を上ってきた」

「えっ……？
 」

　そうだっけ？　と一弥は首をかしげた。

　いつも通りに上ってきたつもりだったけど……規則正しく、背筋を伸ばして……。

　ヴィクトリカは吐き捨てるように冷たく、

「わたしの台詞せりふ

 への反論も、いつになく元気いっぱいではないか。君、ゆめゆめ、人間の雄がそのような浮かれた動作をする原因は、決まっているのだよ。欲情だ。久城、君は柄にもなく欲情し浮かれ非常に機嫌のよい状態というわけだ。一人で花壇にいて欲情もなにもない。ゆえに君は女性とともにいた。それは憎からず思っている女性にちがいない。そう〝知恵の泉〟がわたしに告げるのだよ」

「いや、ヴィクトリカ……もっと言葉を選んでよ。欲情って……。それに、柄にもないとか、もう…………
 」

　一弥は真っ赤になり、膝ひざ

 を抱えて座りこんだ。

　こうやって、見てもいないのにヴィクトリカが、その日の一弥の行動をピタリと当てるのはいつものことなのだが、今朝のはとくに恥ずかしい。

　膝を抱え、恨めしそうにヴィクトリカの横顔をみつめる。

「よく当てるよね……。感心しちゃうよ…………
 」

　ヴィクトリカはしばらく返事もせず、書物を読み進めていたが、ようやく一弥の言葉が脳に到達したらしく、「ああ」とうなずいた。

「それはだね、君。五感を研ぎ澄まし、この世の混沌カオス

 から受け取った欠片かけら

 たちを、わたしの中にある〝知恵の泉〟が、退屈しのぎに玩もてあそ

 ぶのだよ。つまり、再構成するのだ。気が向けば、君のような凡人にも理解できるよう、さらに言語化してやることもある。まぁ、たいがいは面倒なので黙っているがね」

「……なんでぼくには黙っていないんだよ」

「それはおそらく、久城、君を見ているとからかいたくなるからだと推測されるよ」

　それきりヴィクトリカは黙り、書物にますます頭をめりこませた。

　一弥は肩をすくめ、ヴィクトリカの横顔をみつめた。

　──一国の代表になるほど秀才の久城一弥をして〝君のような凡人〟などと称することを、普段の一弥ならけして許さないはずだった。だがこの、一度も授業に出てこない不思議な貴族の娘、ヴィクトリカに言われると、なぜか二の句がつげなくなるのだ。

　ヴィクトリカがどういった生い立ちの、どういった娘なのか、じつは一弥はあまり知らなかった。

　すごく美形で、すごく小さく、すごく頭が良く、そしてまったくとりつく島もないこの少女。なぜか男性名を名付けられた、少し狂気じみた、しかしもしかすると天才かもしれない少女。

　幾人かの事情通によると、貴族の妾しよう
 腹ふく

 の子であるとか、一族の中ではなぜか恐れられており、屋敷においておきたくなくてこの学園に入れられたのだとか、母は有名な踊り子で、発狂したとか、伝説の灰色狼の生まれ変わりだとか、生肉を貪むさぼ

 り食っているのを見たとか……。さすがに怪談学園だけあって、だんだん怪しい話になってくる。

　一弥はヴィクトリカに、そういったことを質問したことがない。帝国軍人の息子として、下司げす

 な好奇心をもって人を見ることは許せなかったし、それ以上に、ヴィクトリカ本人が奇天烈きてれつ

 すぎて、まずなにを質問したらいいのかもよくわからなかった。

　わからないまま、この植物園まで苦労して上がってきては、ヴィクトリカの毒舌に腹を立てる。それがいまの一弥の、なんだかなぁ……の、日課だった。





「ところで、ヴィクトリカ。毎日大量に書物を読んでるけどさ」

　一弥はめげずに話しかけてみた。

　ヴィクトリカは返事もせず、ただかすかにうなずいてみせるだけだ。

「もしかしてこの大図書館の本、全部読んじゃうつもりなの？」

　冗談で言ったのだが、ヴィクトリカは顔を上げると、無造作に階段の手すりから下を指差して、

「こっちの一面は、そろそろ読破するころだろう。……おや？　久城、君、目玉が飛び出しそうなおかしな顔になっているが。どうしたのだね？」

「いや……びっくりしただけ。いまはなにを読んでるんだよ？」

「いろいろだよ、君」

　ヴィクトリカはあくびをすると、猫のように体を弓なりにして伸びをした。

「あぁ、退屈だ。再構成すべき混沌カオス

 が足りないのだ。読んでも読んでも、足りないのだよ、君」

「……これ一冊読むだけで、頭がパンクしそうになると思うけどね。普通」

　一弥は手前に広げられていたラテン語の書物を指差して、そう言った。と、あくびを連発していたヴィクトリカが、ふと顔を輝かせ、

「そうだ、久城。君に説明してやろう」

「なにをだよ？」

「この書物についてだ。これはだね……。古代の占いについての本だよ、君」

「占い？　興味ないな」

「関係ない」

「って……なんでぼくに話すんだよ？」

「退屈だから」

　ヴィクトリカは、当たり前だ、というようにうなずいた。

　面倒くさがって逃げようとする一弥を押さえつけ、無理やり聞かせ始める。

「この書物によるとだね、君。占いとは古代から人間の欲望と隣り合わせにあったものなのだよ。例えば古代ローマ帝国。人々は動物の腸はらわた

 や肩けん
 胛こう
 骨こつ

 を焼いて生じた亀裂によって吉兆を占った。これはなんと十一世紀まで続いたが、キリスト教の宗教会議によって禁止されてしまった。また、書物を開いて、そのページに書かれていたことから占う、書物占いも古代から続いていた。古代人はホメロス書で占ったが、キリスト教徒たちは聖書を使い始めた。これもまた宗教会議によって禁止されたのだが……。おい、久城、寝るな。わたしが退屈で死ぬぞ」

「……はい、すみません」

「つまり占いとは異端であるのだな。だが政府によって、教会によって禁止されても、人々は続けるのだ。中には何世紀にも亘わた

 り、教会内でこっそり聖職者が続けていた例もある。なぜだかわかるかね、君？」

「さぁ……」

　ヴィクトリカはパイプを口から離し、ぷかりと煙を吐くと、物憂げに言った。

「当たるからだよ、君」

「……まさか」

「古代ローマ帝国の皇帝ヴァレンスは、自らの地位に不安を感じていた。そこで占い師を呼び寄せ、自らを脅かす者の名を占わせた。それは、平らな土地にアルファベットを描き餌を置き、鶏を放すという占いだった。結果、鶏は〈Ｔ〉〈Ｈ〉〈Ｅ〉〈Ｏ〉〈Ｄ〉の場所にある餌を食べた。皇帝はそれをテオドーレウスという名と解釈し、帝国内のその名を持つ者すべてを処刑した。しかし、皇帝のつぎに帝国を支配したものの名はテオドシウスであったのだよ。つまり人違いだったというわけだ」

「……物騒な話だねぇ」

「まじめに聞きたまえ。わたしが退屈で寝てしまうぞ」

「すみません」

「さまざまな書物からの検証によると、もっとも信しん
 憑ぴよう

 性の高いものは〈魔法の鏡〉と呼ばれる代物だがね。レオナルド・ダ・ヴィンチの絵画〈魔法の鏡を用いる魔女〉にも描かれたこの鏡は、水晶占いの前身なのだ。葡萄ぶどう

 酒を満たした銀の壺つぼ

 、油を注いだ銅の壺、水を入れたガラスの壺を用意し、三日三晩かけて占うのだ。銅の壺からは過去、ガラスの壺からは現在、そして銀の壺からは未来が立ち上り、魔法の鏡に写し取られるのだ」

　ずいっとヴィクトリカが差しだした書物の一ページには、頭から赤い布を被かぶ

 った女が、三つの壺を前にして、金色の手鏡を掲げる説明図が載せられていた。白ずくめの服装をした男たちが地面に額をこすりつけるようにひれ伏している。

　ヴィクトリカは書物をめくっては、とうとうと語り続けている。

　一弥は、怒られるのがこわいのでおとなしく聞いていた。

　思えば自分の生まれ育った国では、婦女はおとなしく三歩遅れてついてくるものなので、自分はこういう、三歩先を歩きつつ振り返って「はやくっ！」と怒るようなタイプの女の子と、うまく渡り合う訓練ができていない気がする。

　なにごとも修業だ、と一弥は思った。修業は辛つら

 いものなのだ。眠い。

「さて、預言者モーゼによる棒占いについての記述が、『民数記』に記されているのも興味深い。イスラエルの民の長おさ

 になるべき人物がどの種族から生まれるかを知るため、それぞれの種族名を記した十二本の棒を用意し、占ったのだ」

「……ふ～ん。それにしても、意外だな」

「なにがだね？」

「ヴィクトリカが、占いを信じてるなんてさ」

「信じているわけないだろう」

「へっ？」

　ヴィクトリカは、放射線状に広げた書物の山から、なにやら別の書物を一冊、引っぱり出した。その書物を開いて一弥に示してみせるが、難解そうなドイツ語で書かれたその書物から、一弥は思わず身をひねって逃げようとした。ヴィクトリカの小さな手が伸びてきて、一弥を押さえこんだ。一弥はあきらめて、

「……そっちの本は、なに？」

「心理学だよ、君。頭の固い、中途半端な秀才である君に、わたしが説明してやろうではないか。〝人はなぜ占いを信じるのか？〟」

「はぁ……」

「占いは、当たる。それは客観的事実ではもちろんない。主観的事実として、当たるのだよ。つまり〝当たったように思う〟のだ。それが紀元前から綿々と、占いという迷信が持ち続けた本質的な力だ。それはだね、君、占いが〝当たってほしい〟という集団心理によって支えられているからなのだ。……つまり、この学園に蔓延はびこ

 る怪談ブームと、同じだ。全員が無意識の集合体、同時発生的な共犯者たちなのだよ」

「うん……」

「それ故に、起こりうる三つの原因を挙げてみよう。一つ目は、当たった占いだけが歴史上に残る。当たった一例の陰には、いくつもの外れた占いが眠っているわけだ。二つ目は、相手の顔色を窺うかが

 い、望みを言い当てるという占い師の技術。そして三つ目が、どちらとも取れる答えを出された場合だ」

「ん……」

「例えば久城、君がだね、この国に留学する前に、留学後の生活を占ったとしよう。それが吉と出れば、留学後、成績がよかったときに『当たった！』と思う。凶と出れば、辛いことがあったときに『当たった！』と思う」

「うーん……」

「……さきほどの皇帝ヴァレンスもまた、然しか

 り。鶏が選んだ五つのアルファベットには、無数の組み合わせがあったはずなのだ。だが皇帝は、内心、テオドーレウスという名の青年を疑っていた。だから、占いの結果をその名に結びつけたのだ。つまり占いとは、内心、行動を起こそうとすでに決めていることの〝背中を押してほしい〟という心理に支えられた迷信なのだ。つまり、責任回避装置としての………………
 ああっ！」

「な、ななな、なに!?
 」

　朗々としゃべっていたヴィクトリカが、とつぜん、小さな金色の頭を抱えて呻うめ

 いたので、一弥は飛び上がった。とうとう発狂したのかと心配していると、ヴィクトリカは恨めしそうに一弥を睨にら

 み、

「君のような凡人に説明していたら、よけい退屈になってしまった」

「……し、失礼な」

「くぅぅ、胸が苦しい。退屈で苦しいよぅ。……さて、どう責任をとるのだ、君？」

「あのねぇ！」

　怒りかけた一弥は、ふっと、あることを思い出した。

「そうだ。ねぇ、ヴィクトリカ。占いといえばさ……」

　セシル先生が漏らしていた事件を思い出す。

　確か、近くの村で、おばあさんが奇妙なやり方で殺された、とか……。密室で射殺されていて、凶器もみつからなかったと話していた気がする。被害者はロクサーヌとかいう人で、職業は確か……。

「昨日、近くの村で、占い師が殺されたよ」

　と話しかけた途端、ヴィクトリカの細い肩が、ぴくん、と震えた。

　顔を上げて、その朝初めて、一弥の姿を真正面からじっとみつめた。

　糸のように細く輝く金色の髪。淡いウェーブを描いて床にこぼれ落ちている。

　血管が透けて見えそうなほど白いその肌。

　そして、エメラルド・グリーンの双眼は、まるで長く生きすぎた老人のようにもの悲しく、どこをみつめているのかわからない遠い眼まな
 差ざ

 しをこちらに投げかけている。

　一弥はヴィクトリカのその瞳ひとみ

 に、思わず後ずさった。

　と、ヴィクトリカは静かに口を開き、

「……混沌カオス

 か」

　一言つぶやくと、一弥の顔に、ぷうっと煙を吹きかけた。





「ゲホ、ゴホ、ゴホ……。いや、詳しく話せって言われてもね……」

　一弥はヴィクトリカのとなりに腰を下ろすと、煙に咳せ

 きこみ、瞳に浮かぶ涙を拭ふ

 きながら、話し始めた。

「さっきセシル先生と立ち話したとき、ちょっと聞いただけなんだよ。セシル先生も、警察の人の話と、近所の噂話から聞いただけらしいし……。ま、とにかく、そのおばあさんは、世界大戦が始まる頃、小さくて住み心地のいいお屋敷を買い取って住み始めたらしいんだけど……」

　占い師、ロクサーヌ。

　八十歳とも九十歳とも噂される皺しわ

 だらけの老婆は、その屋敷にインド人の下男とアラブ人のメイドと三人で住んでいた。そこに孫娘が訪ねてきた昨晩、事件は起こった、らしい。

「……待ちたまえ、君。なぜ下男がインド人でメイドがアラブ人なのだ？」

「異国情緒のある使用人が好きだったんだって。それに、博識なおばあさんで、ヒンズー語とかアラビア語とかも、日常会話ぐらいならできるから苦労しないって。あ、メイドはアラビア語しかわからないけど、下男は英語とフランス語がペラペラらしいよ」

　老婆ロクサーヌはその夜、自室で射殺された。弾丸は左眼を貫き、即死だった。

　犯人は不明。その夜屋敷にいた下男、メイド、孫娘のうちの誰かだと思われるが、捜査のめどは立っていない。

「なぜだね？」

「ええと、確か……ドアも窓も内側から鍵かぎ

 がかかってて、しかも凶器のピストルがみつからないんだって。三人ともやってないって言ってるらしいよ」

「ふぅむ……」

　ヴィクトリカが先をうながすように一弥を見上げた。一弥はその視線に困ってもじもじした。

　さっきセシル先生との立ち話で仕入れた情報は、これだけだ。それに、セシル先生だってそれ以上のことは知らないようだった。もっと教えろと言われても困ってしまう。

　そう思ったとき、大図書館の入り口辺りから、誰かが入ってくる足音がした。手すり越しにそれを見下ろした一弥の目に、さっきセシル先生が名警部と称した、グレヴィール・ド・ブロワ警部がさっそうと入ってくるのが見えた。

（また、きた……）

　あきれながらも、一弥はヴィクトリカの肩をちょんちょんつつき、

「続きは、おかしなヘアスタイルの人に聞いてよ」

「……むっ？」

　ヴィクトリカの顔が、かすかに険しくなった。

　ブロワ警部が教職員用の油圧式エレベーターに乗りこんだらしい音がきこえた。

　ガタン、ガタタン──！

　無骨な音を立てて鉄てつ
 檻おり

 が上がってくる。

　続いて警部の部下である、兎革のハンチングを被かぶ

 った若い男二人組が見えた。仲良く手を繫つな

 いでスキップしたまま、大図書館に入ってくる。彼らは下で待機しているつもりらしく、こっちを見上げて、空いているほうの手でほがらかに手を振っている。

　犯罪好きの貴族の青年、グレヴィール・ド・ブロワを無理やり警部に起用した地元警察署で、趣味でもって捜査に関わる彼にいつも振り回され、苦労している二人だ。

　一弥が部下二人から目を離したとき、ガタン──！　と大きな音とともに、エレベーターが到着した。植物園の手前にある小さなホールに、ブロワ警部が姿を現した。

　生い茂る緑と、天窓からの柔らかな光の向こうに、おかしな様子の男が立っている。

　三つ揃いのスーツに、派手なアスコットタイ。手首には上質な銀のカフスが輝いていた。いかにも貴族的な若い伊達だて

 男、なのだが、しかしなにかが間違っていた。

　ヘアスタイルだ。濃い金髪をなぜか、先端をぐりゅんと尖とが

 らせた流線形にまとめ、がっちり固めている。使い方によっては十分、凶器になりそうな頭だ。

　腕を組み、扉の桟に体重をかけて斜めに立つというナイスポーズに決め、口を開いた。

「よぅ、久城くん！」

「……どうも」

　ブロワ警部は上機嫌な様子で近づいてくると、一弥だけに親しそうに話しかけた。ヴィクトリカのほうはまったく見ようともしない。ヴィクトリカもそっぽを向いてパイプをくゆらしている。

「君、君はだね、このわたしの優秀なる頭脳でもって命を救われたことがあったね。いやぁ、あれは大変な事件だった。思い出すなぁ……」

「解決したのはヴィクトリカだったような……」

「君に事件の話を聞いてもらおうと思ってね。君に聞かせるとなぜか頭が冴さ

 え始めるのでね。この名警部の頭脳が、ね」

　──一弥は以前、通学途中に遭遇した殺人事件の容疑者にされ、このブロワ警部に逮捕されそうになったことがあった。国に強制送還か、殺人罪で裁かれるのか、と悩む一弥を救ったのは、この植物園で出会った不思議な美少女、ヴィクトリカだった。

　もちろんヴィクトリカが、一弥を心配して助けてくれたわけではない。彼女の言う〝知恵の泉〟が、その事件を再構成すべき混沌カオス

 の欠片かけら

 と判断し、真相を言い当てただけだ。現に、推理を終えた後もヴィクトリカは、それをもとに一弥の無実を訴えてくれたりはしなかった。一弥は自力で、ヴィクトリカの推理を警部に説明し、無実を勝ち取ったのだ。

　……あのときのことを思い出すと、いまだにだらだら冷汗が出る。

　しかしそれ以来、味を占めたブロワ警部は、難事件に遭遇するたびにこの植物園に足を運んでは、一弥に事件の詳細を話して聞かせる。それを横で聞いていたヴィクトリカが〝混沌の欠片を再構成する〟と、警部は地上に降りて、事件を解決するというわけだ。

　つまり彼は名警部でもなんでもない。いわば、人間アンチョコに頼っているだけなのである……。

「警部、ヴィクトリカに話してくださいよ。ぼくが聞いてもわかんないんだから」

「なんだって？　ここには君とわたししかいないが？」

「…………
 」

　一弥はあきれて二人の顔を見比べた。

　どうやらヴィクトリカとブロワ警部は、最初の事件の前から知り合いらしかった。だが、二人ともけっして目を合わせようとしないし、警部はヴィクトリカの力を借りることに憤りを感じているらしかった。では頼らなければいいのではと思うが、そこはそこ、らしい。

　ヴィクトリカがついっと顔を上げると、一弥に言った。

「いいじゃないか、久城。わたしはここで読書をしている。君たちは話を続けたまえ。ときどきわたしが独り言を言っても、気にしなければいい。それがたまたまヒントになったとしても、わたしには関係ないことだ」

「いや、でも、そういうのはさ……」

「よぅし、話すぞ。さて、おい、こっちを向きたまえ」

　ブロワ警部は張り切って腕まくりをした。

　一弥は観念して聞くことにした。





　ブロワ警部は懐からパイプを取り出すと、一分の隙もないキザな動きで口にくわえた。警部の口からも、パイプからも白い煙が立ち上って、彼の流線形をした前髪の中に消えていくのを、一弥はぼんやりとみつめていた。

　ヴィクトリカは相変わらずそっぽをむき、こちらもパイプをくわえて煙をくゆらせている。

　警部は口から煙を吐き終わると、話し出した。

「このロクサーヌという占い師が殺されたのは、昨晩。屋敷にいた人々は夕食を終え、各自のんびりしていた。占い師は自分の部屋でくつろいでいた。部屋は一階だ。下男はその窓の下で、本人曰いわ

 く、庭に放した野兎を飼育小屋に戻していた」

「……野兎？」

　ヴィクトリカが聞き返すと、ブロワ警部はビクリとした。

　一弥に向かってうなずいてみせ、

「この占い師はたくさんの野兎と、一匹の猟犬を飼っていた。ときどき野兎を放して、猟犬に嚙か

 み殺させたりしていたらしい。なぜかわからないが、殺される野兎と、大切に育てて天寿を全うさせる野兎に分かれていたらしいが、その法則はまったくわからない。変わり者のばーさんだったらしいからな」

「なるほど」

　これもヴィクトリカの声だが、二人とも会話しているというのにお互い顔も見ない。一弥は真ん中にはさまれてくさっている。……毎度のことなのだが。

「メイドはとなりの部屋で掃除をしていた。孫娘はちょうど上の部屋で、レコードを大音量でかけて踊っていた。そのとき銃声が響いて、みんな驚いて屋敷の廊下に集まった。占い師を心配してメイドがドアを叩たた

 き、大声で呼んだが、返事がなかった。ドアには鍵がかかっていた。下男はあわてふためき、斧おの

 を持ってきてドアを壊そうと提案した。ドアは車椅子のばーさんでも簡単に開閉できるようにと、軽くて薄い素材で作られていたから、斧を一振りすれば簡単に壊せるはずだと思ったのだ。だがここで、孫娘が金切り声を上げ、強硬に反対した。ばーさんが死んだら自分の屋敷になるんだから壊さないでくれという罰当たりな理由だった。下男は引き下がったが、メイドのほうは外国人で、孫娘の言っていることがわからなかったため、となりの部屋から護身用のピストルを持ってくると、止める間もなくドアの鍵を撃ち壊した。これに怒った孫娘がメイドに襲いかかり、女二人で殴り合いになった。そのあいだにインド人の下男が、一人で部屋に入った。すると、下男が言うには……いつも乗っていた車椅子から崩れ落ちるように、占い師が倒れていた。左眼を撃ち抜かれ即死だった。窓にも内側から鍵がかかっていた。凶器もみつからない」

「ふぅむ」

「なにがなんだかさっぱりわからない……」

　警部がそうつぶやいたのとほぼ同時に、ヴィクトリカが、

「なんだ。そんなことか」

　じつに退屈そうに大あくびをすると、細い両腕を伸ばして怠惰な猫のように伸びをした。そしてまたあくびを一つ。

　ブロワ警部はそんなヴィクトリカの横顔を、驚くほど強い憎悪の眼まな
 差ざ

 しで睨にら

 みつけていた。それからフッと目をそらし、

「まぁ、犯人はわかっているがね。窓の下にいた下男がどうもあやしい。しかし証拠が……」

「……犯人はメイドだよ、グレヴィール」

　ヴィクトリカがあくびの途中で、くぐもった声を出した。警部がぐっとつまり、驚いたようにヴィクトリカを見る。と、あわてて目をそらし、一弥に向かって、

「なんだ、君。それはどういうことだ！」

「知りませんよ！　そんながっくがっく首を揺さぶられても！」

　ヴィクトリカが静かな声で言った。

「メイドはアラビア語しかしゃべれないのだろう。それを理解できるのは占い師だけだ」

「へっ……？
 」

　一弥とブロワ警部は、争ったポーズのままでヴィクトリカのほうを見た。

「どういうこと、ヴィクトリカ？」

「簡単なことだ。混沌カオス

 というほどのものではない。いいかね？　メイドはドアを叩き、アラビア語で叫んだ。返事がないのでとなりの部屋のピストルを持って廊下に戻ってきた。ドアの鍵かぎ

 を撃ち、壊した」

「うんうん」

「そのときメイドがなにを叫んだのか、知っているのは本人と、占い師だけだ」

　静かな声に、一弥はヴィクトリカのほうに向き直った。

「なんて叫んだんだよ？」

「おそらく、こう言ったのだ。孫娘と下男、どちらを悪役にしたのかはわからないがね。『御主人さまは命を狙われている。さっきの銃声を聞きましたね？　窓から離れて、ドアの近くへ。いま助けます』」

　一弥と警部は顔を見合わせた。

「なんだ？　どういうことだ？　うぅ～………………
 」

　警部が頭を抱えて悩み始めたので、一弥が代わりに、

「あの……そのときって、占い師はまだ……生きてたの？」

「もちろんだ」

　ヴィクトリカはこともなくうなずいた。

　そのまま書物の中に埋没しようとして、ふと気づいて顔を上げる。

　一弥と警部が、キョトンと首をかしげて彼女をみつめていた。二人の頭上に、天窓から陽光が降り注いでいた。おだやかな風に、緑生い茂る温室の枝も、ブロワ警部の前髪もふわふわと揺れていた。

　しばしの静寂の後、ヴィクトリカが「ふわ～あ……」と大あくびした。

　誰も理解していないのだと認識し、非常に面倒くさそうに、

「……言語化の作業が足りないかね？」

「まったく足りないよ。頼むよ、ヴィクトリカ」

「つまりだね。占い師を殺したのは一発目の銃声ではない。そっちはダミーなのだ。事件が起こったと駆けつけた目撃者たちの前で、メイドは堂々と占い師を射殺したのだよ、君。アラビア語で叫んで占い師を騙だま

 し、安全だからとドアの前に立たせて、ドアの鍵ごと占い師を撃ったのだ。左眼を撃ち抜かれていたのは、おそらく占い師が、鍵穴から外を覗のぞ

 こうとしたからなのだ。鍵穴の向こうにあったのは、銃口だったというわけだよ、君」

「ちょっと待て……。では、一発目の銃声は？　久城くん」

「警部さん、推理してるのはぼくじゃなくてヴィクトリカ」

「一発目の銃声はだね……」

　ヴィクトリカはまた大あくびをした。

「……となりの部屋で撃ったのだよ。占い師を怯おび

 えさせ、屋敷の人々を呼び寄せるために。どこに向かって撃ったのかまではわからないがね。となりの部屋を調べるといい。まだ新しい銃じゆう
 痕こん

 がみつかるはずだ」

「…………
 なるほど」

　ブロワ警部が立ち上がった。

　何ごともなかったかのように、三つ揃いのスーツの裾すそ

 を引っ張って整え、流線形の頭を手のひらで整えると、エレベーターに向かって早足で歩きだそうとした。まるで逃げるように。

　その後ろ姿に、一弥が義憤にかられて声をかけた。

「警部！」

「……なんだね？」

「ヴィクトリカにお礼を言うべきじゃないですか。捜査を手助けしてもらったんだから……」

「いったいなんのことかね？」

　振り返った警部の顔は、傲ごう
 慢まん

 そのものだった。肩をそびやかし、顎あご

 をグイッと上げて一弥を睨む。ゆっくりとパイプを口から離し、一弥の顔にぷうっと煙を吹きかけた。

「ゲホ、ゴホ、ゴホ……」

　警部は歩き去りながら早口でまくしたてた。

「久城くん、わたしはだね。ただ、わたしが助けてやった東洋人の少年が、その後、元気にしているか心配で、様子を見にきてやっただけだ。元気そうでなによりだが、おかしな言いがかりはだね……」

「……グレヴィール」

　ヴィクトリカが顔を上げて、静かに声をかけた。

　エレベーターの鉄てつ
 檻おり

 に乗りこんだブロワ警部が、不安そうな顔で振り返った。小さなヴィクトリカのほうを、強大な何者かを見るようにびくついてみつめている。

　その瞬間、大人と子供の立場がカチリと音を立てて入れ替わったような……不思議な光景だった。

　一弥は黙って二人を見比べていた。

「犯人の動機の謎は、一発目の弾丸でなにを撃ったかに隠されているはずだよ」

「……どういうことだ!?
 」

「それぐらいは自分で考えたまえ、グレヴィール」

　ガタン──！

　エレベーターが動き出した。

　ブロワ警部の伊達だて

 男じみた顔が、悔しそうに歪ゆが

 んだ。そのまま鉄檻は落下していき、警部の姿は地上へと消えていった。

「ふわ～～～ぁ！」

　ヴィクトリカが大あくびした。ついで、猫のようにゴロンと床に寝転がると、ぐるぐる回りながら駄々をこね始めた。

「一瞬で終わってしまった。また退屈がやってきた。あぁ、あぁぁ～……」

「ねぇ、ヴィクトリカ」

　一弥は不機嫌そのものだ。

　もちろんヴィクトリカは、一弥の機嫌など気にもしていない。開いた書物の上をぐるぐるし続けている。

「あのおかしなヘアスタイルの警部、きっとまた、手柄を独り占めするつもりだよ。本当はいつもヴィクトリカに教えてもらってるのに」

「……気にしてるのか？」

　意外そうにヴィクトリカが聞く。

　一弥は強くうなずき、

「筋の通らないことは、好きじゃないよ。だいたい、頼ってる割には態度が悪いだろう？」

　ヴィクトリカは興味なさそうに、相変わらずぐるぐるしていた。一弥はふと、

「そうだ……。ねぇ、君と警部って知り合いなの？　なんだかあんまり……仲がよくなさそうだけど…………
 」

　ヴィクトリカは答えない。

　一弥はあきらめて、肩をすくめた。

　と、ヴィクトリカが急に起きあがると、

「久城、君、ちょっと踊ってみろ」

「……はぁ!?
 」

「ぼんやりしていないで立ち上がりたまえ。そしていますぐ、踊りだせ」

「なぜですか!?
 」

　ヴィクトリカは当たり前だ、というようにうなずきながら、言った。

「退屈しのぎだ」

「……いやだよ。帰る！　あっ、そろそろ午後の授業が始まるから、その…………
 」

「久城」

　ヴィクトリカの緑色の双眼にじっとみつめられると、一弥は蛇に睨にら

 まれた蛙のように動けなくなった。ぷうっと煙を吹きかけられ、一弥はまた咳せ

 きこんだ。

「ゲホッ……！
 　あのね、ヴィクトリカ」

「久城、はやく……」

　ヴィクトリカは据わった目つきで、一言、

「踊れ」

「…………
 はい」

　一弥は記憶の糸をたぐり寄せ、故郷ふるさと

 の夏祭りの踊りをやり始めた。軍人一家の息子として、踊ったり歌ったり、浮かれたことにうつつを抜かしたことなどこれまでない。

「……ふうむ。それはなんという踊りだ？」

「盆踊りだよ。君もやる？」

「やるはずないだろう。あぁ……退屈だな」

「君、ほんと……ひどい人だよね」

「もう、寝ようかな……」

　植物園の中に、ヴィクトリカのため息が響き渡った。
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　そして、翌朝──。

　聖マルグリット学園男子寮の自室で、一弥はいつも通り朝七時半ぴったりに起床した。眠そうに洗面所や廊下をふらふらしている少年たちを尻しり
 目め

 に、顔を洗って髪もしっかりとかしつけ、食堂のいつもの席に座る。

　やけに色っぽい赤毛の寮母さんが、朝食をテーブルに置いてくれた。パンとミルク、フルーツの朝食を口に運ぼうとして、一弥は、

「………………
 ああっ!?
 」

　隅の椅子に足を組んで座り、くわえ煙草で朝刊を読んでいた寮母さんが、びっくりして顔を上げた。

「どうかした!?
 　なにか混入してた？」

「いや、食事はおいしいです。じゃなくて、その見出し……！」

　一弥は、寮母さんから朝刊を譲ってもらい、むさぼるように読んだ。

　見出しにはこんな煽あお

 り文句が躍っていた……。

〈またもお手柄！　ブロワ警部。

　占い師ロクサーヌ射殺事件を見事解決!!
 〉

　例によって、ブロワ警部がヴィクトリカの推理を自分の手柄にしてしまったのだ。記事には続いて、アラブ人メイドが逮捕されたこと、そのメイドがすごく美人なこと、そのせいもあってか警部が張り切って取り調べしていること、そして……。

「なっ!?
 」

　占い師の遺産を相続することになった孫娘──あのメイドと殴り合ったという恐ろしい──から、感謝の気持ちを込めて、ブロワ警部に熱いキスと──それはべつにいいが──豪華なヨットがプレゼントされた、と。

　警部はこの週末にでもさっそく、ヨット遊びに興じるつもりだと高笑いしていた、と……。

「ヨットぉぉぉ!?

 」

　一弥は朝刊を寮母さんに返し、椅子に座り直した。

　二、三秒、考えこむ。

（その感謝のキスと豪華なヨットは、もともとヴィクトリカに贈られるはずのものだよな……。まちがったことは許せない……。くそぅ、あのドリルみたいな頭の警部め！）

　──一弥は立ち上がった。





「ヴィクトリカ──────────!!

 」

　朝いちばんで聖マルグリット大図書館に駆けこみ、細い迷路階段を駆け上がった一弥を待っていたのは、なぜか無人の植物園だった。時計を見ると、まだ朝の八時前だ。きっとヴィクトリカもこれから植物園にくるのだろう……。

　一弥はまた、数分間かけて迷路階段を降りた。降りている途中で、教職員の誰かが乗りこんだらしく、油圧式エレベーターがガタタンッと音を立てて昇っていくのが見えた。

　大図書館を出て走り出したとき、ちょうど登校してきた生徒に思い切りぶつかった。

「きゃっ!?
 」

「す、すみませ…………
 あ、なんだ、アブリルか」

　金色のショートヘアに、長くしなやかな手足が眩まぶ

 しい、英国人の少女が立っていた。手にしていた写真がヒラヒラと落ちたので、一弥はかがんで、それを拾った。

　若い男の写真だった。

　控えめな笑顔を浮かべてこちらをみつめているが、その顔は眩しい美び
 貌ぼう

 で、誰をも魅了するさわやかな魅力に溢あふ

 れていた。一弥はちょっと肩を落として、

「おはよう、アブリル……。これ、誰？　恋人とか……？」

「あっはははー！　やだもぅ、久城くん、そんなはずないでしょー！」

　アブリルは大笑いして、ばしばしと一弥の背中を叩たた

 いた。かなり痛かった。女の子って意外と腕力があるものなのかもしれない。

「いてて……」

「これはねぇ、ネッド様よ」

「はぁ？」

「知らないの？　ネッド・バクスター様。英国の舞台俳優で、いますっごい人気なの。見た目も素敵だけど、こう見えて演技派なのよ」

「ふーん。ファンなんだ？」

「ううんー」

　アブリルが首を振った。

「英国の友達がくれたから、大事にしてるだけ」

「なんだ……」

　アブリルは大切そうに写真をポケットにしまうと、

「じゃ、あとで教室でね！」

「う、うん」

「またこわい話しよっか？」

「いやっ……。今度はぼくがアブリルに、こわい話をするよ」

「こわがりなのに？」

　一弥はショックを受けたが、アブリルはそれに気づく様子もなく、ほがらかに手を振って走り去っていった。

（こわがりって……）

　気を取り直し、一弥も走り出す。

　──学園の敷地を出て、村に向かった。人や馬車、それに最近は車が忙しく行き来する大通りにある、地元警察署に入っていく。

　煉れん
 瓦が

 造りの小さな建物は、外壁に蔦つた

 がびっしりからまり、いまにも崩れそうに古い建物だった。正面入り口のガラス扉にはいくつもの亀裂が入り、床に敷きつめられたターコイズ色のタイルも、ところどころが割れていた。

　三階のいちばん大きな部屋──警察署長より立派な部屋だ、さすが貴族の息子というところだろうか──に陣取っていたグレヴィール・ド・ブロワ警部は、手を繫つな

 ぎながら騒いでいる部下二人に止められながらもずんずん入ってきた一弥の姿に、びっくりして顔を上げた。

　部屋の四方は棚になっていて、警察署だというのになぜか高価な西洋人形がたくさん並んでいた。趣味が丸出しの奇天烈きてれつ

 な部屋だ。

「……よぅ、久城くん」

「け、警部さんの…………
 ばかー！」

「はぁ？」

　何ごとだ？　と署内の男たちがたくさん集まってきた。ドアの前で手を繫いで通せんぼしている部下二人に邪魔されながらも、有名な貴族警部と、やってきた東洋人の少年が睨にら

 みあっている様子を、興味津々で見守っている。

「今朝の朝刊、読みました。なんですか、あれは？」

「いや、その……」

　ブロワ警部はあわてて言い訳し始めた。

「あのキスはねだったわけじゃなくて向こうがね、それに割と年とし
 増ま

 だったし別にそんなにうれしくは……」

「キスじゃない！」

「えっ？」

「豪華ヨット！　あと、遺族の感謝の念ですよ。あれはもともと、あなたじゃなくて別の人に贈られるべきものですよね。ヴィク、トリ、カ………………
 もふっ!?
 」

　一弥がヴィクトリカの名前を出そうとした途端、ブロワ警部は走り幅跳びのような跳躍力で一弥に飛びかかった。口を押さえて、血走った目で、黙れっというように一弥を睨んでいる。

　野次馬たちが、なんだなんだ、と耳をそばだてている。警部は両腕で一弥の首と口を押さえこみながら、そろそろと移動して、足を伸ばし、ドアを乱暴に蹴け

 っ飛ばして閉めた。

　ようやく一弥の口から手を離す。

「……げほっ!?
 」

「口を慎みたまえ。ばれちゃうじゃないか」

「あのですね！」

「ああ、もう、わかったわかった。仕方のない男だな。君の情熱には負けたよ」

「はぁ……？
 」

「週末のヨット遊びの計画は、当初、わたし一人で心ゆくまで〝男と海〟をテーマに自然と戯れるつもりだったがね。仕方ない。君たちも招待するよ」

　警部はおおげさにため息をついてみせた。そして机に尻しり

 を乗せて浅く座ると、棚に置かれていた西洋人形を一つ胸に抱いて、長い髪を愛いと

 おしそうになで始めた。

　その様子を、変態を見るような目で遠巻きにしている一弥には構わず、独り言のように、

「彼女のだね……」

「彼女？」

「その、ヴィクトリカ……だよ。あいつの〝外出許可〟の特例も、このわたしの働きかけがあれば下りるだろう。なんといってもわたしはグレヴィール・ド・ブロワ警部だからね。尽力してやってもいい。ふむ……」

　一弥は首をかしげた。

「外出許可って？」

「いや、なんでもない……。では、週末に。詳しいことは追って連絡するよ」

　ブロワ警部は人形の片手をつかむと、一弥に向かって「ばいばい」と振ってみせた。一弥は不気味に思い、逃げるようにその部屋を出た。





「……では、週末の約束をしてきてしまったのか？」

　聖マルグリット大図書館。

　再び迷路階段を駆け上がってやってきた一弥に、いつのまにかいつもの植物園に陣取り、パイプをくゆらしていた美少女、ヴィクトリカが言った。

　目の前の床には、放射線状に広げられたたくさんの難解な書物。ヴィクトリカは顔も上げず、長い金髪をほどけたターバンのように散らしながら、読書に没頭している。

　一弥の話に耳を傾けながらも、ひっきりなしにページをめくっているところを見ると、難解な書物を読むことと会話することを同時にやってのけているらしい。

「うん、そう」

「……グレヴィールと？」

　一弥は得意そうに胸を張った。

「ヨットの所有権までは主張できなかったけど、とりあえずは暫定的勝利というか、ね」

　その義憤に燃え、勝利に酔う一弥の生き生きとした顔を、ヴィクトリカがのっそりと首をもたげて、あきれたように見上げた。

　長く生きすぎた老人のような、もの悲しい緑の双眼。

　老女のようにしゃがれた、しかしよく通る声。

「一つ、聞くが」

「はいはい、なんでしょう？」

「久城、君、グレヴィールが好きか？」

「まっさか！　あんなやつ、大ッキライだよ。反吐へど

 が出る！」

「もう一つ、聞くが。貴重な週末をだね、その大ッキライなグレヴィールとともに過ごしてだね、久城、君、楽しいのか？」

「楽しくないよ！…………………………
 あっ？」

　一弥はしばし呆ぼう
 然ぜん

 とした後、首をかしげてその場にしゃがみこんだ。

「…………
 どうしてこうなったんだっけ？」

「わたしとしても、君に聞きたいところではあるが。しかし、そうか……」

　落ちこんでいる一弥にはまったく気を遣うことなく、ヴィクトリカは書物から顔を上げると、けだるげにパイプをくゆらした。

　天窓から射しこむ柔らかな光。

　それを見上げる彼女の肌も、照らされて白々と輝く。

「そうか……。では、出られるのか。この牢ろう
 獄ごく

 を。グレヴィールが〝外出許可〟を取ると、そう、言ったのだな……！」

　その謎のつぶやきに、落ちこんでいる一弥は気づかない。

「警部と週末旅行……。どうしてそんなことになったんだろう？　いや、向こうも悩んでるころだろうから、いわば相打ちだな。しかし……せめてあのヘアスタイルだけでもなんとかしてくれないかな。一緒に歩くの、恥ずかしいよ……」

　──ふと気づくと、ヴィクトリカが立ち上がっていた。

　身長は百四十センチぐらい。長い金髪を垂らし、白い肌とエメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 を輝かせるその姿は、人間というより、精巧な人形が動いているような奇妙さを感じさせる。

　つられて一弥も立ち上がった。

　めったにヴィクトリカが立ったところを見ることはないのだが、たまにこうすると、一弥は彼女の体の小ささに改めて驚いてしまう。少年としては小柄な一弥の胸かお腹辺りに、小さな金色の頭があった。子供のように首をもたげてこちらを見上げ、ヴィクトリカは、

「旅行の支度をする」

「……えっ？　だって、週末までまだ何日もあるよ」

「…………
 」

　ヴィクトリカはなぜか悔しそうな顔をした。それから黙って歩き始めた。

　と……。

　教職員用の油圧式エレベーターのボタンを押し、開いた鉄格子から鉄てつ
 檻おり

 に入っていった。

「げげぇ!?
 」

「……どうした、久城？」

「ヴィクトリカ、君、なんでエレベーターに乗ってるの？」

　振り返ったヴィクトリカは、パイプを口から離し、

「許可があるからだ。これは教職員とわたし用のエレベーターなのだよ。……どうした？　なぜ泣きそうになっている？」

「いや、ぼくはまた、君も迷路階段を上がっているものだとばかり……。ぼくらは同じ苦労をともにしているのだと……」

「そんな馬鹿な。こんな階段を何分もかけて上がるマヌケは、君ぐらいだ、久城。そういえば……」

　ヴィクトリカは遠い目をした。

「今朝、わたしがエレベーターで昇ってきたとき、君、階段にいたな。やけに急いで駆け下りていたので、声はかけなかったが」

「……ぜひ、かけてよ！　それは君に会いにきたんだから！」

　落ちこんでいる一弥に構わず、鉄格子がギギーッと閉まった。

　あわてて、

「ぼくも乗せてよ」

「それはいけない。これは教職員とわたしのためのものだ。君は辛つら

 い辛い思いをして腿もも

 をだるぅくしながらえっちらおっちら階段を降りたまえ。勉強ばかりしている君には、貴重な運動だ。せいぜい無駄に体力でもつけたまえよ」

　一弥はショックを受けた。生まれ育った東洋の島国では、兄二人が、成績優秀なだけではなく体も相当鍛えていたので、事あるごとに家族に、おまえも走れだの腕立て伏せをしろだのと言われて家の近所を走ったりしていた一弥だったが、そういえば、ソヴュール王国にきてからは、運動らしい運動はしていなかった。ちなみに、国に残してきた兄たちは大柄で腕力もあり、昔は二人揃ってよく近所の悪ガキを締めていた。長じて、喧けん
 嘩か

 バカの長兄は学者になり、逃げ足の速い次兄は政治家になった。適材適所ともなんとも言い切れないが……。

　思わず遠い目になって立ち尽くす一弥に、ヴィクトリカはとってつけたように笑顔を見せ、ぱたぱたと小さな手を振った。

「では、友よ。下で会おう」

「えっ……ちょっ、ヴィクトリカぁぁぁ!?

 」

　ガタタン──！

　鉄檻は無情にも、ヴィクトリカだけを乗せて落下し始めた。
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　さて、時が過ぎ、その週の週末──。

　あいにくの曇り空が、聖マルグリット学園の静かな敷地内を覆っていた。

　なだらかな山の中腹に位置する敷地の隅に、学生寮がそびえていた。学生寮といっても、そこは貴族の子弟の寝起きする場所だ。上質なオーク材で造られた二階建ての建物で、各部屋の窓には絹のカーテンが揺れている。内部は生徒一人一人に与えられた広い個室のほか、シャンデリアの輝く大食堂まであり、至れり尽くせりである。

　その学生寮の前で、一弥とヴィクトリカが言い争いをしていた。

「……どうしてこんな大荷物なんだよっ！　君、おかしいよ、ヴィクトリカ」

「これはだな、わたしのこの頭脳が英知を尽くして考えた、旅行に最低限必要な持ち物、なの、だ……」

　ヴィクトリカはちょっと自信なさそうだ。

　一弥のほうは顔を真っ赤にして、彼女が地面に置いている、体の倍はありそうな旅行鞄かばん

 を指差している。

「ヨットの一泊旅行に、どうしてこんな大荷物が必要なんだよっ？　これじゃ、君、家出少女じゃないか。ぼくたち二人がすっぽり入る大きさだよ」

「必要だったら、必要なのだ！」

　意地になったように、ヴィクトリカが繰り返した。

　一弥は負けじと、

「だいたい、どうして、留学してきたときのぼくの荷物より多いんだよ？　極東からはるばる海を渡ってきたんだよ。ええと……一か月ぐらい船に乗ってた。そうだ、ヴィクトリカ、君、この鞄が自分で持てるのか」

「もちろん持てない」

「じゃ……？
 」

「久城、君が持つのだ」

「ばかー！」

　一弥はおろおろと止めるヴィクトリカに構わず、巨大な旅行鞄を開けると中を点検し始めた。ヴィクトリカが「君、勝手に人の荷物を……」「プライバシーが……」などと抗議するが、こうなると一弥は誰にも止められない。

　のんびりと通りがかったセシル先生が、そんな二人の様子をびっくりしたようにみつめた。

「……あなたたちって、いつも仲がいいわねぇ。でも……なにしてるの？」

「ちょうどよかった。先生、はい、これ」

　顔を上げた一弥が、セシル先生に向かってなにか投げた。先生は驚いて受け取る。ヴィクトリカが悲しそうに、

「それはわたしのコンパス……！」

「そんなものヨットにあるって。あ、この救命胴衣もいらない。あとこの……着替えの山も、一着でいいよ。うーん……なんで食器セットが入ってるんだよ!?
 　椅子とか!?
 　君、難民なの!?
 」

　──結局、小さなヴィクトリカが肩からかけられるバッグ一つ分の荷物に減らされ、二人は無事に出発することになった。巨大鞄をセシル先生に預け、村に向かって歩き始める。

「久城、君という男は……」

　ヴィクトリカが憮ぶ
 然ぜん

 として言った。

「仕切り屋なのだな」

「そんなことないよ」

「仲のよい友人も、旅行をすると意外な欠点が露呈し、友情に亀裂が入ることがあるというがね……」

「なに言ってるんだよ？　あ、ヴィクトリカ、走って。五十四分の列車に乗るって、ぼくが決めてるから」

「むぅ……」

　二人は村に一つだけある駅に走りこんだ。三角屋根にかけられた丸い時計が目印の、小さな駅だ。蒸気機関車が到着するたび、小さな駅舎がぶるぶると震えて、足の下から振動が伝わってくる。

　一弥が切符を買い、改札を通ろうとすると、ヴィクトリカがぼんやりとそれをみつめていた。

「ヴィクトリカ、切符は？」

「……切符？」

「ここで買うんだよ。ほら、財布出して」

　と、出した財布にぎっしり紙幣が詰まっているのを見て、一弥はあわててそれをしまわせた。彼女の分の切符も自分で買って、手を引っ張って駅のホームに走る。

　旅支度の大人たちのあいだを、まるで台所の床を走る二匹の鼠みたいに、二人でバタバタ駆け抜けた。乗るはずの蒸気機関車が、ホームの真ん中でちょうど動き出したところだった。一弥は振り返って、ヴィクトリカの手を引っ張った。彼女は金髪をなびかせて、小さな体で懸命に走っていた。ヴィクトリカの体を持ち上げるようにして乗せると、自分も後から飛び乗った。

　二人を乗せた機関車が、速度を増して、小さな駅舎のホームを轟ごう
 音おん

 とともに駆け抜けていく……。

　ドアの近くに立って、手すりをつかんでいるヴィクトリカの金色の髪が、風に吹き上げられて綿菓子みたいにふくらんだ。その向こうに、びっくりしたように見開かれたエメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 があった。

　機関車はどんどん速度を増していく。

　村に広がる葡萄ぶどう

 畑の中に、ぽつん、ぽつん、と人が立っているのが見えて……だんだん、目で追えないほどに速くなっていった。

　一弥は立ち尽くしているヴィクトリカをうながして、座席に向かった。ヴィクトリカはおとなしくついてくる。

　向かい合わせのボックス席に着いた。固い座席に腰を落ち着けて、一拍おいてから……一弥が叫んだ。

「……なんでそんなたくさん、お金を持ってきたんだよっ？」

「必要だろう」

「そんなにいらないよ！　それに、あんな財布を人に見られたら、スリにモテモテになっちゃうよ。ああ、もう、びっくりしたなぁ…………っ
 て、ヴィクトリカ？」

　ヴィクトリカは子供のように窓の桟に小さな両手をつき、窓の外の風景をみつめていた。

　一弥はその顔を、おそるおそる覗のぞ

 きこんだ。

　朝からお説教ばかりして、怒らせちゃったかな……と心配になったのだが、ヴィクトリカは怒った様子はなく、ただ驚いたようにエメラルド・グリーンの瞳を見開いて、窓の外に目をこらしていた。

　生い茂る緑。山脈のつらなる雄大な光景。

　それが次第に、建物や道路が増え、都会の街並みに変わっていく。

　学園のある山を降り、街に近づいていくのだ。それをヴィクトリカは、熱っぽくみつめている。

　そして時折、視線を動かして、しゅっぽしゅっぽと音を立てる車両や、黒煙を上げる煙突などにじっと見入っている。

（まるで、初めて機関車に乗った人みたいだな……）

　一弥は口を閉じて、一心に窓の外をみつめるヴィクトリカの横顔を、見るともなしにじっと眺めていた。





　──目指す駅は、地中海沿いの騒がしい町にあった。アルプス山脈の麓ふもと

 にあるあの村とは、同じ国と思えないほどに活気があり、駅のホームにまでかすかな潮の匂いが漂う大きな港町だった。

　一弥はヴィクトリカをうながしてホームに降り立った。村の駅舎とちがって、ホームが何本もあり、天井も見上げたら気が遠くなりそうなほど高かった。油断すると駅の中で道に迷ってしまいそうだ。

　旅慣れた様子の大人たちが忙しく行きすぎ、大きな荷物を預かった赤い制服のポーターが横切っていく。

　何本ものホームに、たくさんの人が向かい、また降りてくる。人と人が無限に交差する、都会の駅。しかし子供の姿は少なかった。通り過ぎる人々が、二人だけで立っている一弥とヴィクトリカを、時折、不思議そうに一いち
 瞥べつ

 していく。

　ホームに降り立ったヴィクトリカは、きょろきょろし続けていた。ようやく改札の場所をみつけた一弥が、一緒にそちらに歩きだそうとしても、ヴィクトリカが熱に浮かされたように、興味をもったままあっちにこっちに歩きだしてしまうので、難儀した。一弥は意を決し、ヴィクトリカとしっかり手を繫つな

 いだ。

　──小さな手だった。学園の同級生というより、まるで幼い妹を連れているみたいだ。

「ぼくからはぐれないでよね、ヴィクトリカ」

「…………
 」

　ヴィクトリカはきょろきょろし続けている。不思議なものをみつけては、

「あれはなんだ？」

「アイスクリーム屋だよ」

「あれは？」

「新聞売り。……ちょっと、まっすぐ歩いてよ。轢ひ

 かれちゃうよ」

　一弥はヴィクトリカの小さな体を抱えこむようにして、通りに出た。

　広い道幅に何車線も線が引かれて、ひっきりなしに馬車や車が通り過ぎていた。舗道には人々が溢あふ

 れ、慣れた足取りで、馬車や車の行き交う大通りを渡ったり、馬車を止めては乗りこんでいる。舗道沿いにはきらびやかな店舗が並び、ウインドウに高級菓子やあでやかなドレス、帽子や扇子などが飾られている。

　また、かすかに潮の匂いがした。海が近いのだ。

　一弥は立ち止まり、ぴゅうっと口笛を吹いた。と、パッカパッカと四輪馬車が近づいてきて、二人の前で停まった。ヴィクトリカが驚いて、

「……魔法か？」

「こうやって呼ぶものなんだよ。ほら、乗って」

　馬車に乗ってからも、ヴィクトリカは顔を外に向けて、めずらしそうに通りの人々や建物を観察し続けていた。一弥は行き先を告げてから、

「ねぇ、もしかしてヴィクトリカ……あんまり外出したことないの？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えなかった。急に横顔が不機嫌になったような気がして、一弥はそれ以上聞くのをやめた。

　──警部と待ち合わせをしたリヨン湾の海岸に着く頃には、一弥はへとへとになっていた。
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　地中海に面した大きな波止場の一角。

　貴族や金持ちの豪華ヨットや、異国情緒あるデザインの客船が停泊し、肌の色もさまざまな船乗りたちが乗り降りを繰り返していた。

　岸につけられたピカピカのヨットの上に、若い男が立っていた。

　横よこ
 縞じま

 の水夫風シャツに、白いぴちぴちパンタロン。首に朱色のバンダナを巻いて、頭は相変わらず攻撃的に尖とが

 らせている。……グレヴィール・ド・ブロワ警部だ。

　警部は二人の姿を目に留めると、上機嫌で手を振った。

「よーぅ、相棒！」

　一弥はぐったり疲れた顔をして、力なく手を振った。

　ブロワ警部は軽快にヒラリと飛び降りてくると、一弥たちの前で、片足を前に出し、扇情的なナイスポーズを取ってみせた。それからふと、途方に暮れたように、

「……悩んでたんだがね……どうしてわたしは、君たちと週末を過ごすことになったのかな？」

「ぼくも不思議に思ってました。……いいヨットですね？」

「ブロワ号だよ。ところで、久城くん」

　警部は急にまじめな顔になった。

　傍らに立つヴィクトリカにも聞こえるように、中腰になって──こうしてみると二人の身長差は四十センチ以上あった──ささやいた。

「例の事件……となりの部屋での一発目の発砲だがね」

「また、警部さん、ヴィクトリカに頼ろうとし、て……」

　一弥が怒りだしたのを、ヴィクトリカがつついてやめさせた。ヴィクトリカの顔を覗きこむと、聞きたそうな顔をしていたので、仕方なく黙る。

「撃たれていたのは、鏡だった。粉々にされていたよ。どうやら占い師ロクサーヌが占い用に使っていた、古く由緒ある鏡だったらしい」

「魔法の鏡、か……」

　ヴィクトリカがつぶやくと、ブロワ警部はビクリと体を震わせた。

「部屋には占いに使う道具がたくさんあった。たとえば……」

「葡萄酒を満たした銀の壺つぼ

 。油を注いだ銅の壺。そして水を入れたガラスの壺だな」

「うっ……」

　警部は恐ろしいものを見るようにヴィクトリカを見た。

　ヴィクトリカは肩をすくめ、

「占いに使う道具だよ、グレヴィール」

「そういうことには詳しいよね。切符の買い方とかは知らないのに」

　一弥が口をはさむが、二人とも返事をしない。一弥はしょんぼりした。

「それから、例のアラブ人メイドだが……」

「ふむ」

「美人だ」

「……警部さん、それ新聞にも書いてありましたよ」

　また一弥が口をはさむ。

「そのメイドが、動機について謎の言葉を口走った。アラビア語の通訳が、怪しげなやつしかみつからなかったので、まだ意思の疎通が図りきれないのだがね。通訳は、彼女がこう語ったと言っている」

　ブロワ警部は一度、言葉を切ってから、静かに、

「〈これは箱の復ふく
 讐しゆう

 です〉、と……」

　ヴィクトリカが顔を上げた。

　警部と目を合わせる。

　二人の視線が合ったところを見るのは、これが初めてだった。どうなることかと一弥は息を飲んで見守っていたが、どうもならなかった。

　と、遠くから、おかしな声が聞こえてきた。

「警部ぅぅぅぅぅー！
 」

「ぶぅぅぅぅぅー！
 」

　三人が顔を上げると、桟橋の向こうから、見慣れた男二人組が走ってくるのが見えた。

　兎革のハンチングをかぶった二人組だ。仲良く手を繫ぎながら走り寄ってくる。

　──ブロワ警部の部下だ。

「どうした！　何ごとだ？」

　ブロワ警部が胸を張り、ビシッと二人を指差して言うと、二人は足を止め、

「警部、ナイスポーズですー！」

「きれてますー！」

　一弥は、無理して警部を褒めちぎる二人を横目で睨にら

 んだ。

（こいつらが甘やかすから、へんな警部なんだよ……。ヘアスタイルも直らないし……）

　ヴィクトリカにもそう言おうかと傍らを見ると、いつのまにか彼女は姿を消していた。きょろきょろと捜すと、ヨットに飛び乗って熱心に中を調べていた。……また、好奇心の虫にとりつかれたらしい。

「警部ー、たいへんですー！　アラブ人メイドがー」

「逃げましたー！」

「げげぇ!?
 　ほ、本当か！」

　ブロワ警部は飛び上がった。

　部下二人について走り出そうとして、はっと気づき、戻ってくる。

「おい、久城くん。わたしはここで失礼する！　ヨットだが、乗ってもいいが運転してはいかんぞ。免許を持っているのはわたしだけなのだからな」

「ええ!?
 　乗ってるだけ？　運転はダメ？………………
 つまんないですけど？」

「わかってる！　我慢だ！」

　警部はきっぱり言い切ると、部下二人と手を繫いで、走り去っていってしまった。

　一弥はその後ろ姿を、呆ぼう
 然ぜん

 と見送った。

（運転するなって……。我慢だって………………
 えぇ～？）

　弱り切って、ヴィクトリカのほうを振り返ると、彼女はレースがふわふわしたワンピースを際限なく汚し、糸のように細くきらきら輝く金髪をぼさぼさにした姿で、ヨットから降りてきた。

　チラッとブロワ警部の後ろ姿を見ただけで、気にする様子もなく、

「おい、君。このヨットは占い師ロクサーヌの孫娘のもの、だったな」

「うん、たしかそうだよ」

「孫娘はロクサーヌの遺産を相続したのだな。ということはこのヨットはもともとロクサーヌのものだったのだな」

「……そうだね」

「ふぅむ、ところでだね」

　ヨットが運転できないことにしょんぼりしていた一弥は、ヴィクトリカの言葉に生返事を返すばかりだった。その様子に気づいたヴィクトリカはムッとし、さっきから手に握っていたなにかを、ずいっと一弥の目前に差しだした。

　──白い封筒だった。

「なに、これ？」

「ヨットの中でみつけたのだ。招待状だ。……ロクサーヌ宛の」

　一弥は興味を持って、封筒を開けてみた。

　二人でヨットの縁へり

 に腰を下ろし、中から現れた、流麗なフランス語で書かれた手紙を読む。

　内容は豪華客船への招待だった。この近くの海岸に停泊中の客船でのディナーに、ロクサーヌを招いていた。日付は今日の夜。

「……気になる部分があるな」

「そうだね……」

　一つは、料理のメニュー。ひときわ大きな飾り文字で、わざわざこんな言葉が綴つづ

 られていた。

〈メインディッシュは〝野兎〟です〉

　野兎──。

　占い師ロクサーヌのお屋敷でたくさん飼われていた動物だ。

　猟犬に嚙か

 み殺させていたという……。

　そして、もう一つ。

　ディナーのタイトルだ。

〈～箱庭の夕べ～〉

「……箱、って言葉、さっきも聞いたよね？」

「ああ、そうだな」

　一弥とヴィクトリカは、顔を見合わせた。

　ヴィクトリカの表情が、はやくも「退屈だ」「退屈しのぎだ」と一弥にからむときの顔つきに変わってきていた。どこがどう、とうまく言えないのだが、経験からわかるのだ。

　ついで一弥は、ヨットの中を振り返ってみた。

　ぴかぴかの豪華なヨット。

　素敵だけれど……動かしちゃいけないっていうのは、ちょっと……つまらない。

　ヴィクトリカと、うなずきあう。

「……行ってみようか」

「うむ」





　──二人が招待状の地図を頼りにその客船をみつけた頃には、日が暮れかけていた。薄暗い岸に停められたその船に、招待状を見せて、乗りこむ。

　二人が最後の客だったらしく、船はすぐに岸を離れて、波の音をさせながら動き始めた。

（あれっ……？
 ）

　静かな船だった。岸に停泊しているときから、闇に溶けこむように暗い色で、目をこらさなければそこに船があることを見逃してしまいそうな……暗い幻のような船だった。やけに太い煙突が、夜空に向かって不気味にそびえ立っていた。一弥は思わず身震いした。

（あれっ？　この船の名前……）

　ふと、首をかしげた。

（どこかで聞いたことがあるような……うーん、思い出せない。まぁ、いっか）

　船は海を割るように進んでいる。

　遠くで雷鳴が鳴った。天候はよくないらしい。





　船には、その名が控えめに記されていた。

〈QueenBerry 号〉と──。






　モノローグ─monologue 1─










　さむかったしお腹もすいていた。

　ソヴュールは豊かな国のはずだったけれど、ダウンタウンの路地にしゃがみこんでいる孤児にとっては、凍い

 てついた森にいるのと同じだった。

　施設を抜け出して、三日。

　残飯を漁あさ

 ったり、盗んだりして食いつないでいたけれど、もう限界だった。





　──急にがっちりした大人の腕に肩をつかまれて、持ち上げられた。

　みつかってしまった、施設に帰されるんだ、と思ったけれど、抵抗する力もなかった。

　鉄格子がはめられた馬車に放りこまれた。

　まるで動物を入れる檻おり

 みたいだ、と思った。

　暗かったけど、闇に慣れた瞳ひとみ

 に、同じ檻に入れられた数人の子供たちが見えた。みんなボロを着て寒さに震えていた。男の子のほうが多かったけれど、女の子もいた。

　馬車が動き出す。馬の蹄ひづめ

 が、石畳を蹴け

 って、軽い音を立てる。

　御者席からさっきの大人の声がする。男が二人いて、なにか相談している。

「ソヴュールの子供を確保したぞ」

「身元は？」

「ありゃあ、孤児だろう。いなくなったって誰も捜さない。だいじょうぶだ」

（……どういうこと？）

　思わず耳をそばだてる。

「あとはどこ
 だ？」

「あと……二人だな。まぁ、すぐ集まるだろう」

「簡単だったな」





　さむくてたまらなかったので、傍らの子供にくっついて、暖めあった。

　馬車が揺れている。





（どこに連れていかれるんだろう……？）






　第二章　暗い晩餐
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　豪華客船の周りは、真っ暗だった。異国人らしい、漆黒の肌をした案内人は無言で、手にした洋燈ランプ

 の灯あか

 りを頼りに、一弥とヴィクトリカを誘導していた。

　ザバン、ザバーン……と、進み始めた船が立てる、波の音が聞こえてくる。

　静かな夜だった。

　ふと夜空を見上げた一弥は、星の瞬く暗い空が、とつぜんある場所から遮断されているのに気づいた。空にまぎれて真っ黒な壁が立っていた。上から迫ってくるような黒い壁によく目をこらすと、それは大きくそびえ立つ煙突だった。

　その煙突は、なぜか船の大きさとはバランスが合わないほどに太く、船の中央に漆黒の塔のようにそびえ立っていた。

「……行くぞ、久城」

　ヴィクトリカの声に、一弥はあわてて後を追った。船内の階段を降りて、どんどん下っていく。船内に入れば明るいのかと思ったが、なぜか薄暗いままで、相変わらず案内人の持つ洋燈だけが頼りだった。

　──二人が通されたのは、細長い大テーブルとシャンデリアが輝く大食堂だった。そのシャンデリアは灯りがついておらず、部屋は薄暗い……いや、真っ暗だった。大テーブルには、十人分のディナーが並べられてほかほかと湯気を立てていた。各自の手元だけがかろうじて見えるほどのかすかな蠟ろう
 燭そく

 の光が、十人分、闇の中に揺れていた。

　給仕はいないらしく、順に運んでこられるはずの皿は、前菜からメインディッシュまですべてテーブルに並べられていた。

　闇の中に、九人の大人が席に着いていた。ディナーは始まっているらしく、カチャカチャとナイフやフォークが音を立てている。

　隅にある席が、一つだけポツンと空いていた。そこが、殺されたロクサーヌが着くはずだった席なのだろう。一弥は案内人のほうを振り返って、

「二人いるので、椅子をもう一つ…………
 あれっ？」

　誰もいないので、扉を開けて廊下に顔を出す。

　案内人の持つ洋燈の橙だいだい
 色いろ

 の灯りが、廊下を揺れながら遠ざかっていった。

「あ、あの、ちょっと……？」

　声が聞こえているはずなのに、振り向こうとしない。

　一弥は不安になった。暗い廊下を走って、彼を追いかける。と、洋燈の灯りも左右に大きく揺れ、遠ざかっていった。走っているらしい……。

（どうしてぼくから逃げるんだ……？）

　──真っ暗な甲板に出ると、案内人の姿はどこにもなかった。一弥は戸惑ってキョロキョロと辺りを見回した。

（そんな……。消えるはずない。確かにここから甲板に出たんだ……！）

　──ポチャリ！

　遠くで水音がした。

　一弥は甲板を走った。

　小さな水音を立てながら、暗い海を、洋燈の橙色の灯りが遠ざかっていった。案内人は、最後の客である一弥とヴィクトリカをこの船に乗せた後、ボートに乗って船から去ったのだろうか。暗くてボートに乗った人影までは見えなかったが、一弥はそうなのだろうと考えた。手すりから身を乗り出し、呆ぼう
 然ぜん

 とボートを見送る。

（なっ……？
 　どういうことだよ……？）

　しばらくそこに立ち尽くしていた。

　と、船体に控えめに書かれた文字が、目に飛びこんできた。

　──〈QueenBerry 号〉。

　やっぱり、どこかで聞いたことのある名前だよなぁ、と思った。

　首をかしげる。

　……思い出せない。一弥はボートで遠ざかっていく男を追うことをあきらめ、甲板を歩いてもとの大食堂に戻った。

「ねぇ、ヴィクトリ、カッ…………!?

 」

　真っ暗な大食堂では、相変わらず、手元の蠟燭の灯りだけを頼りに人々が食事を続けていた。隅の空いていた席……には、ヴィクトリカがチョコンと座り、もぐもぐと豪華なディナーを食していた。

　小さな手でナイフとフォークを動かしては、小さな口に料理を運んでいく。優雅で、それでいて素早い動きだった。咀そ
 嚼しやく

 も速い。どんどん料理がなくなっていく。

　一弥があわてて近づき、

「ちょっ、ちょっと、ヴィクトリカ！」

「むぐ、むぐ……なんだね、久城？　食事中なのだよ、君。静かにしたまえ」

「ぼくもいるんだけど」

「……知っているが？」

　もりもりと前菜を平らげ、ナイフとフォークを替えると魚料理に取りかかりながら、ヴィクトリカが不思議そうに聞き返した。

「ぼくもお腹が空いてるんだよ！」

「しかし、君。これはロクサーヌ宛の招待状なのだからね」

「……だからなんだよ？」

「ロクサーヌは一人しかいない。従って、彼女宛の招待状を手にやってきた我々のディナーも、一人分しかないというわけなのだ」

「………………
 わかったよ。君はそういうやつだよね。ねぇ、荷物にクッキーかなにか入ってないの？　それで我慢するよ」

　魚用ナイフで器用に小骨を取り除きながら、ヴィクトリカが顔を上げた。

　その顔には奇妙な微笑が浮かんでいた。文句なしに美しい顔は、一見笑っているようだが、口の端が歪ゆが

 み、片頰がぴくぴく痙けい
 攣れん

 している。

　……ヴィクトリカが怒っているときの顔だ。

「持って、いたのだが。君」

「わーい！　じゃ、それちょうだい」

「あの旅行鞄かばん

 になのだよ」

「………………
 あっ？」

「わたしの頭脳が導き出した、必要なはずの道具たち。食器セット、椅子セット、そして非常食セット」

「……食器と椅子はいらないだろ？」

「いまごろ、旅行鞄ごとセシルの部屋にあることだろう。自業自得だよ、君」

　ヴィクトリカはふんっとそっぽを向いた。

　続けて小声で、

「君、いくら極東から優秀な成績で留学してきたといってもだね、お堅い軍人一家の息子といってもだね、えらそうに屁へ
 理り
 屈くつ

 を並べて人を惑わすのはどうかと思うがね？　だいたい君は、偏屈で、自信家なのだ。そんなやつに分けてやるクッキーなどないのだよ。ふんっ」

（げげぇっ!?
 ）

　一弥は啞あ
 然ぜん

 とした。

（確かにぼくは、頭が固くて真面目すぎるし、そりゃ欠点だってあるけど……）

　ヴィクトリカはすねているのか、知らんぷりして肉料理に取りかかっている。旅行の出だしから一弥に仕切られたことに、じつはプライドが傷ついていたらしい。

（偏屈って、自信家って、屁理屈で人を惑わすって…………
 ヴィクトリカにだけは言われたくないぞぉぉぉっ!!

 ）

　ひそかに拳こぶし

 を固めた一弥のお尻しり

 を、ちょんちょん、と後ろからつつくものがいた。一弥があわてて振り返ると、となりの席についていた若い白人男性が一弥を見上げていた。

「あ、すみません……うるさいですよね」

「いや……。君、座りたまえよ」

　そう言われても、空いている椅子はない。一弥が困っていると、男は人のいい笑みを浮かべ、自分の膝ひざ

 をポンポンと叩たた

 いてみせた。

「ここでよければ」

「ええっ？　いや……」

「座れ、久城」

　機嫌の悪いヴィクトリカに低い声でささやかれ、一弥は仕方なく、その見知らぬ男の膝にそうっと座った。首を曲げて男の顔を見ると、愛想よく微笑んでいる。

　どこかで見た顔だ、と一弥は思った。

　端整ではあるが、人柄の良さそうな微笑のせいで、ハンサムというよりいい人という印象のほうが強い。イギリス人らしい、どこか硬質な響きを持つクイーンズイングリッシュが、あのかわいい転校生、アブリルを思い出させた。

　そうだ、アブリルが……。

「あなた、イギリスの舞台俳優の人じゃないですか？」

　一弥が言うと、男の顔がパッと輝いた。

「俺を知ってるのか？」

「クラスメートの女の子がブロマイドを持ってたんです。ネッド・バクスター様、って」

「いや、うれしいなぁ。君、俺の肉を食べたまえ。ほら、遠慮しないで」

　大きく切ったメインの肉料理をさしたフォークを口の前まで持ってこられた一弥は、目を白黒させながらもぱくっと食べた。舌の上でとろけるようなおいしい肉だった。ネッド・バクスターは小食なのか、肉料理をほとんど残していた。せっせと一弥の口の前に運んでは、食べさせる。ヴィクトリカがその様子を横目で見て、意地悪な声で、

「……お似合いだぞ」

「あのねぇ、ヴィクトリカ」

「ほらほら、もっと食べたまえ、君」

「あああ、ありがとうございます……」

　──しんとした食堂に、うれしそうにネッド・バクスターが語るイギリスの演劇事情やらシェークスピア談議などが響き渡った。

　ほかの客は皆、黙って食事を続けている。

　そして、十数分後──。

　食器の立てる音は聞こえなくなっていた。ネッドの声も途絶えた。

　暗い食堂に、ただ蠟ろう
 燭そく

 の灯あか

 りだけが薄ぼんやりと揺れていた。規則正しく、十人分の席の前で鈍く輝いている。その、それぞれの席に着いていた客は……。

　ある客はテーブルに突っ伏し、動かなくなっていた。そのとなりの客は、椅子に深くもたれてぽかりと口を開けていた。鼾いびき

 に似たかすかな息が漏れ聞こえ、また途絶えた。

　客は全員、ぐぅぐぅと眠ってしまっていた。ネッドの膝から一弥が転がり落ちて、大きな音を立て、床にうつぶせに倒れた。

　食堂に静寂が落ちる。

　蠟燭の炎がじじっ……と音を立てるほかはなんの音も聞こえない。

　やがて……。

　静かにドアが開き、誰かが入ってきた。

　その十二人目の人物は、注意深く一人一人の顔を覗のぞ

 きこみ、眠っているかどうかを確認した。かすかな足音を立てながら、テーブルの周りをゆっくり歩く。床に転がっていた一弥をぎゅむっと踏んづけ、驚いたように小さな叫び声を立てる。

　不思議そうに少年を見下ろし、ついで、となりの席で眠る、帯のような長い金髪を椅子から垂らすヴィクトリカに気づくと、まずその精巧な美び
 貌ぼう

 にみとれた。それから怪訝けげん

 な顔になり、床の一弥と、椅子のヴィクトリカを順番にじろじろ見た。

　そして、ヴィクトリカの目前にあるネームプレートを確認する。

〈ロクサーヌ様〉と書かれている。……その席に、どうしてこの少女がいるのだ、というように首をかしげる。

　静かな侵入者に気づかず、十一人の客はすやすやと眠り続けている……。
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「……おい、君、起きたまえ」

「うう～ん……？」

「仕切り屋で屁理屈こきの留学生の人。起きなさい」

「……君にだけは言われたくないよ、ヴィクトリカ！」

　一弥は怒りながら起きあがった。

　途端に、鼻先にぷうっと煙を吐きかけられた。手のひらで煙を追っ払いながら、ゴホゴホ咳せ

 きこむ。

「ゴホン、ゲホン……もぅ、やめてよ、ヴィクトリカ。まったく、子供っぽいんだから……」

　ヴィクトリカが、心外な、という顔をした。

　一弥はそんなことは気にせず、きょろきょろと周囲を見回した。

「あれっ……ここ、どこ？」

「船室の一つだ。ラウンジだよ」

　ヴィクトリカがぷいっとそっぽを向きながらも、答えた。

　そこはさきほどの大食堂と同じぐらいの広さのラウンジだった。さきほどまでいた部屋とは対照的に、天井の豪華なシャンデリアが、目が痛くなるほど眩まぶ

 しかった。

　壁際に小さな舞台があり、まるでついさっきまで楽隊が演奏していたかのように、楽譜が開きっぱなしになっていた。中央にはポーカーに興じたりお酒を飲むための小テーブルがいくつも並んでいた。隅にバーカウンターがあり、高級そうな酒瓶がいくつも並んでいた。

　さきほどの大食堂にいたらしい大人たちが、それぞれ椅子に座ったり、テーブルをベッド代わりに寝かされたりしていた。明るいこの部屋で見ると、ほとんどは四十代かもっと上の世代の男だった。仕立てのいいスーツに、ピカピカの靴やカフス。手入れの行き届いた口くち
 髭ひげ

 。かなり身分の高そうな男たちばかりだったが、いまはみんな頭を抱えて辛つら

 そうにうめき声を上げている。

　部屋の中にはなぜかシンナーのような刺激臭がかすかに漂っていた。息をするたびに鼻孔をつんと刺激する。みんなが気分悪そうなのはこの臭いのせいでもあるのだろうか。

　一弥が座らされている椅子のとなりに、ヴィクトリカがちょこんと座っていた。そのとなりにネッド・バクスターもいた。彼は頭を抱えて辛そうにうつむいていた。

　一弥もかすかな頭痛を感じながらヴィクトリカを見た。彼女のほうは平気そうだ。

「……どういうこと？」

「食事に一服盛られていたようだ。目覚めたら全員このラウンジに移されていた」

「どうして？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えなかった。

　代わりにラウンジを見渡す。

　男たちが年輩者ばかりなのに、一弥は改めて驚いた。二十代半ばぐらいのネッドがもっとも若い男だった。

「おじさんばっかりだね、ヴィクトリカ」

「いや、そうでもないぞ。あそこに女がいる」

　一弥はヴィクトリカの視線を追った。

　ドア近くのテーブルに、若い女が一人、小さくて形のいい尻しり

 を乗せて座っていた。鮮やかな朱色のドレスをまとっていた。そしてその赤とは対照的な、つややかな黒髪が腰まで垂れていた。

　視線を感じたのか、女がふとこちらを見た。

　ドレスに合わせた赤い口紅が目に飛びこんできた。瞳ひとみ

 が長い睫毛まつげ

 に縁取られて蒼あお

 く輝いていた。

　童顔のせいで、一瞬、子供が大人ぶった服装をしているようにも見えたが、おそらく二十代前半ぐらいだろう。唇をギュッと結んでいる。まるで、さぁこれから口喧げん
 嘩か

 をおっ始めるわよとでも言いたげな、いかにも気の強そうな表情だった。

　ラウンジにはうめき声や怯おび

 えたような小さなささやきが漏れるだけで、静かだった。誰もが身動きもせず、ただ辛そうに頭を抱えていた。

　ヴィクトリカは赤いドレスの女から目を離すと、一弥にささやいた。

「久城、おかしなことがある」

「……なに？」

「一人増えているのだよ」

　一弥は目をしばたいた。

「そりゃそうだろ？　十人しか席がないところ、ぼくとヴィクトリカがきたんだからさ」

「そうではないよ、久城。わたしたち以外に、さらに一人、だ」

「どういうこと？」

　ヴィクトリカは、なかなか話が通じないことにいらつくようにその場で地団駄を踏んだ。しかめっ面をしてみせ、いつもより早口で、

「つまりだね。さきほどの食堂にいたのは、九人だった。そこにわたしたちがやってきて、十一人になった。しかし……数えてみたまえ」

　一弥は言われたとおり、ラウンジで呻うめ

 いている人間を数えてみた。

　一人。二人。三人……。

　四人……五人…………
 六人……………………
 。

　数え終わると、不思議そうに言った。

「ほんとだ！　十二人もいる……！」

「そうだ」

　ヴィクトリカは満足そうにうなずいた。話が通じたことに安心したのだろう。

「つまり、さきほどの食堂にはいなかった人間が紛れこんでいるのだ。君、そいつが犯人なのかもしれないよ。そいつはあのディナーを食していない。眠ったわたしたちをここに移動させたのは、そいつなのだ。そしてそのままわたしたちの中に紛れこんだのだよ……」

　一弥はラウンジを見渡した。

　男たちは一様に、睡眠薬のせいで頭が痛いだけではなく、なにかに怯えるように辺りを見回していた。互いの顔に見覚えがあるようで、顔を合わせては「あっ！」などと小声で叫んでいた。

　若いネッド・バクスターだけ、キョトンとして、

「こいつは、なんだ？　俺……俺、わからねぇ…………
 」

　困ったようにつぶやいている。

　あの赤いドレスの女が急に立ち上がった。腹立たしそうに叫ぶ。

「なによ、これっ！　ここはどこよ？　もうっ……あ、開かない」

　ドアノブを両手でつかみ、がちゃがちゃ乱暴に揺らした。ラウンジにいる全員が彼女に注目した。女は急にドアノブから手を離すと、怯えたような顔でラウンジを見回した。

「どうしてよ？　ここ、どこ……？　どうして鍵かぎ

 がかかってるのよ!?
 」

　誰も答えない。

　年輩の男たちは気まずそうに目をそらした。ネッドと、ヴィクトリカ、一弥の三人は、立ち尽くす女をじっと見上げていた。すると女はつかつかと三人に近寄ってきて、そばの椅子にどしんと腰をかけた。

　その拍子に、彼女の小さなハンドバッグが一弥の頭に当たり、ゴチンと音を立てた。

「イテッ！」

「…………
 」

　女は謝ろうとせず、一弥を見下ろし、フンと鼻を鳴らした。代わりにネッドが、

「大丈夫か？」

「ええ、まぁ」

　ずいぶん重たいハンドバッグだったな、と思いながら、横目で女を見る。

　それからヴィクトリカに向き直り、小声で聞いた。

「ねぇ、ヴィクトリカ。これ、いったいどういうこと？」

「…………
 混沌カオス

 だ」

　ヴィクトリカは機嫌悪そうに言った。

　一弥が「えっ？」と聞き返すと、

「…………
 まだ再構成の材料となる欠片かけら

 が不十分だと言わざるを得ない」

「つまり、わかんないんだね」

　一弥が納得すると、ヴィクトリカはムッとした。白いほっぺたを子供のように膨らませ、一弥をきっと睨にら

 みつけて、

「わたしは、材料不足を認めたに過ぎない。わからないのではない」

「…………
 屁へ
 理り
 屈くつ

 」

「むっ！　だいたいだな、わたしにわからないことなどないのだぞ。それを……」

「……自信家」

「むむっ！」

　一弥とヴィクトリカが睨みあった。

　一弥の漆黒の瞳が、ヴィクトリカの澄んだエメラルド・グリーンの双眼と火花を散らす。

　そして、数秒後……。

　敗北した一弥は、

「すみません……」

「ふむ、わかればいいのだ」

　眼力に負け、悪くないのにうっかり謝っていた。
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　徐々に睡眠薬による頭痛から回復してきた一弥は、立ち上がり、ラウンジをいろいろ調べ始めた。

　バーカウンターを覗のぞ

 く。とくになにもなかった。並べられたお酒を見ていると、ヴィクトリカも近づいてきて、酒の瓶をざっと見渡した。

「葡萄ぶどう

 酒があるな」

「うん……」

　ヴィクトリカは瓶の栓を抜くと、手近にあったグラスにとぽとぽと注いだ。鮮やかな赤紫色の液体がシャンデリアのライトを反射してキラキラと輝いた。

　ヴィクトリカは瓶のラベルをじっと見た。それからグラスを手に取って、鼻先に近づけ匂いを嗅か

 いだ。

「古くて上等の葡萄酒だ」

「そうなの？」

　ヴィクトリカはうなずいた。

「ラベルによると、な……」

　二人が小声で話しているところに、ネッドが頭を押さえながらフラフラ近づいてきた。

「なにしてるんだ、坊主？」

「いや、なにかヒントがないかなぁっと……」

「あまりあちこちに触るなよ」

　低い声に、一弥が驚いて顔を上げると、ネッドは表情を歪ゆが

 めて、

「食事に睡眠薬が入ってたぐらいだ。どこになにがあるか、わからないぜ」

「そっか……」

　ネッドは辺りをきょろきょろし、テニスラケットとボールが投げ出されているテーブルに近づいた。

　テーブルには、まるで誰かがついさっきまで座っていたかのように、ウイスキーの瓶と氷、二人分のグラスも置かれていた。氷はまだ溶けきっていない。となりのテーブルには、カードゲームに興じていた途中で誰かがちょっと席を立ったように、カードが何枚も散らばっていた。

　一方、一弥はバーカウンターの中に入ったり、出たり、舞台のほうをうろついたりし始めた。楽譜がクラシックらしき曲の途中のページで開きっぱなしになっていた。まるでたったいままで誰かがここに立って演奏していたようだった。

　……そのとき、一人の男が急に立ち上がった。

「ウロウロするなっ！」

　怒りを込めた叫びに、一弥もネッドも驚いたように振り返った。

　男は上等なスーツに宝石のついたカフスを輝かせた伊達だて

 男だった。ダークブラウンの髪を七三にきっちり撫な

 でつけ、そばかすの浮く頰を怒りにひくひく震わせている。

「こっ、この船が、危険なことはっ、おまえらもわかってるだろうっ！　静かに座っていろ！　動くとなにがあるかわからんのだぞっ！」

「……どういうことだね？」

　しんとしたラウンジに、隅の席でヴィクトリカのつぶやいた声が響き渡った。男はキッと振り返ったが、しわがれた老婆のような声に該当する人物が見当たらないので、戸惑ったように立ち尽くした。

「……いまの声は、誰だっ！」

「わたしだが」

　ヴィクトリカが落ちついて挙手すると、全員が一斉にこちらを見た。

　隅の席にポツンと座るその少女に、全員がハッと息を飲む気配がした。ヴィクトリカは緑色の瞳ひとみ

 を輝かせ、彼らを見渡していた。金色の髪が、ほどけたターバンみたいにその小さな体にこぼれ落ちていた。

　ほうっ……と嘆息するたくさんの声が響いた。

　上玉だな……、美しい……！　などのささやき声も続いた。男たちは初め驚き、それから多大な興味を持ってヴィクトリカの精巧な人形のような様子をみつめた。

　一弥は思わずヴィクトリカの前に駆けつけて、その視線を遮った。

　ヴィクトリカが不審そうに、

「なにしてるのだ？」

「邪悪な視線から君を守ってる」

「……邪魔だ。前が見えない」

　一弥はすごすごともとの場所に戻った。

　怒鳴っていた男が、ヴィクトリカを強く睨んでいた。

「子供は黙っていたまえ！」

　一弥が驚いてその言葉に反論しようとしたとき、誰かが前に出てくる気配がした。顔を上げると、あの赤いドレスの女だった。気の強そうな瞳がらんらんと輝いていた。

「だけど、おじさん。この船おかしいわよ」

　男はムッとした表情を浮かべ、振り返った。若い女は近くのテーブルを指差し、

「見てよ、このテーブル。ラケットとボール、それにウイスキーの水割り。氷はまだ溶けてないわ。まるで誰かがテニスコートで遊んで、ラウンジで飲み始めたばかりのよう。こっちのテーブルにはカードが散らばってるわ。でも……だぁれも、いないの。わたしたち以外」

「黙れっ！」

　男は叫んだ。

「女は黙ってろ」

　赤いドレスの女は驚いたように目を見開いた。

　となりに立っていたネッドが、助け船を出すように、

「おいおい、オッサン、でもな、彼女の言うとおり……」

「役者ふぜいは、静かにしたまえ！」

「……なっ!?
 」

　ネッドが怒って殴りかかりそうになり、女が「ちょっとちょっと……！」と羽交い絞めにして止めた。

　おそるおそる一弥が発言する。

「でもさ……」

　振り返った男は、一弥を睨にら

 むと、

「東洋人はしゃべるな！」

　一弥は口を閉じた。

　辺りを見回すと、男の暴言に怒っているのは、一弥とヴィクトリカ、それにネッドと女の四人だけのようだった。残りの七人は男と同世代か少し年上の男ばかりで、次第に一所に固まり、こちらを遠巻きにしている。

　一弥たちのそばにネッドと女も近づいてきた。

　小声で、ネッドが一弥に文句を言う。

「あの論理だと、しゃべっていいのはオッサンだけってことか？」

「むぅ……」

「どういう理屈だよ。まったく、偉そうに。ムカつくやつだな」

　ネッドがぶつぶつ文句を言い続ける。

　その横で、ヴィクトリカが、

「…………
 混沌カオス

 だな」

　とまじめな顔で言った。

　ドレスの女がうろうろと歩きながら考えこみ始めた。くせらしく、ぴったり五歩、歩いてはターンして、また五歩進んでターンを繰り返している。その様子をヴィクトリカが興味深そうにみつめていた。

　──閉じこめられた十二人のうち、年輩の男性八人は顔見知りらしかった。血色もよく、揃いも揃って、高級なスーツにピカピカの革靴を履き、髭ひげ

 の手入れもピンと行き届いている。どうやら彼らは久しぶりに会ったらしく、小声で近況などを聞きあっていた。漏れ聞こえる会話からすると、八人はそれぞれ、ソヴュールの政府高官、大手繊維会社の経営者、外務省の幹部などの役職に就く男たちだった。

　こんなときでも、習性なのか、自分の役職や子供の通う学校などの自慢話が行き交っていた。しかし、ひとしきりそれらの会話が終わると、不安そうに顔を見合わせ、小声でささやきあい始めた。

「それにしても、この船は……」

「ああ。まるで、あのときの箱だ。乗るときは気づかなかったが……」

「まさか……」

　不安そうにつぶやきあう声が聞こえる。その様子をネッドが、どういうことなのだろうというようにちらちらと盗み見ている。

　一弥は黙って考えこんでいた。

　船……。温かい料理……。カードゲーム…………
 。

　それらの言葉に、なぜか胸騒ぎがした。なにかを思い出しそうで、思い出せない。息苦しさを感じて一弥は思わず頭をブンブン振った。

　その様子に気づいたヴィクトリカが、

「どうしたのだ？」

「いや……」

　一弥は、ヴィクトリカの不思議そうな顔を見下ろしながら、ゆっくりと、

「そうだ。ぼく、この船の名前に聞き覚えがある気がするんだよ。確か……〈QueenBerry 号〉って。それに……」

　話しながら、どんどん不安が押し寄せてくるのを感じて顔をしかめる。いつのまにかラウンジにいる男たちがじっと一弥をみつめていた。なんの表情も浮かんでいない、蠟ろう

 人形のように青白い男たちの顔。一弥は顔を上げて彼らを見回した。

（この反応は、なんだ……？）

　ますます不安になり、考えこむ。

（そうだ……。それと、なんだっけ。花瓶……？）

　ふと、かたわらのアンティーク棚に飾られた花瓶に気づいた。なぜか、これだ、という気がした。どうやらもう少しで思い出せそうだ。

　一弥が、その花瓶に、無造作に手を伸ばした途端……。

　男たちがはっと息を飲んだ。

　さっきの伊達男が立ち上がり、焦った声で叫んだ。

「おい！　その花瓶に、触るな！」

　──ひゅん！

　空気を切るような音が響いた。

　ボウガンの矢が一弥の頭上すれすれを飛び、壁にズンッと突き刺さった。

　若い女が口に両手を当てると、声にならない悲鳴を上げて後ずさった。ネッド・バクスターもあわあわと妙な声を上げている。ヴィクトリカさえも、そのエメラルド・グリーンの瞳を見開いて、驚いた表情を浮かべてこちらを見上げていた。

　遅れて……。

　男たちが一斉に叫び声を上げた。

「やっぱり……！」

「やっぱりこの船はっ…………！
 」

　一刻を争うように立ち上がると、ドアに向かって走り出した。あわてすぎて転び、うめき声を上げた男もいた。

　驚きのあまり硬直していた一弥は、ヴィクトリカとネッドに左右からつかまれて、がくがく揺さぶられた。

「だいじょうぶか、坊主！」

「おい、死にぞこなった気分はどうだ！」

　一弥は口をパクパクさせた。

　──思い出した。

　花瓶に手を触れた途端……ボウガンの矢が飛んできた…………
 船の………………
 お話。

　誰に聞いた、なんの話なのか。

　……アブリルだ。

　つい先日、聖マルグリット学園の校舎裏に座って、彼女からふざけ混じりに聞いた、あの怪談。

　そう。その船には……。





〈それでね、海上救助隊が駆けつけたとき、その客船にはディナーのお皿にまだ温かい料理が残っていて、暖炉も赤々と燃えていて、テーブルにはカードゲームのカードが並べられていて……なのに、なのによ？　だーれもいなかったんだって……！〉





〈船客も、航海士たちも、みんな消えてしまった……〉





〈とにかく人っ子一人いなくて……〉





〈救助隊員が船内を調べていたときのこと……。何気なく花瓶に触った途端、どこからかボウガンの矢が飛んできて、あやうく死んじゃうところだったんだって〉





〈……あっというまに、海底に沈んでしまったのよ。波飛沫しぶき

 を上げ、大きな不吉な音とともに、暗い暗い海の底へ……！〉





〈十年前に沈んだはずのその船、〈QueenBerry 号〉は、それからも現れるのよ。嵐の、夜。霧の向こうから突如現れるその船には、いなくなったはずの人々が乗っているのよ。そして……〉





〈生者をうまく誘いこみ、生い

 け贄にえ

 として、船とともに沈、め、るの……！〉





　──一弥は思い出した。

　たったいままで人がいたようなテーブル。

　温かい料理。

　散らばったカード。

　花瓶に触れると飛んでくる、ボウガンの矢……。

　そして、船の名前の一致。アブリルが語った〈QueenBerry 号〉と同じ名前が、確かにこの船の船体に書かれていた……！

「どうしたのだ、久城？」

「ヴィ、ヴィ、ヴィクトリカ、お、落ちついて聞いてね。ぼくたちが乗っちゃったこの船は、その、つまり……ぜったい驚かないでよ」

「なんなのだ？」

「あ、あと、笑わないでよ。ほんとうなんだから。約束して」

「いいとも」

「幽霊船なんだよ！」

「…………
 」

　ヴィクトリカはパカッと口を開くと、真剣な顔で、

「……わはははは！」

　一弥はがっくりと崩れ落ちた。

　その様子を不思議そうに見下ろして、ヴィクトリカが言った。

「愉快だな、君は」

「説明を聞いてよ。十分、論理的だからさ」

　一弥は気を取り直し、アブリルの話をして聞かせた。その様子に、ドアの前で押し合いへし合いするグループから弾はじ

 き飛ばされてきたあの伊達だて

 男が、興味深そうに耳を傾け始めた。と、その顔が次第に恐怖にひきつり始めた。

　ヴィクトリカのほうはあきれかえった表情を浮かべている。

「幽霊船？　久城、君、もしかして本気で言っていたのかね？」

「いや、うん、もしかしたら、って……」

「この船がか？」

　ヴィクトリカはぶつぶつと「てっきり冗談かと思って、笑ってやったのに。まったく、君はおかしな男だな……」と文句を言い始めた。それからバーカウンターに置かれた葡萄ぶどう

 酒の瓶と、赤紫色の液体を注いだグラスを手にして戻ってきた。

「君、この酒を、よく見たまえ」

「なんで？」

「鮮やかな色をした葡萄酒と、古いものであることを示す瓶のラベルだ」

「……なんだよ？」

　ヴィクトリカが不満そうに口をつぐんだ。

　その瞬間……。

　ふいに、パッと室内の灯あか

 りが消えた。

　明るすぎるぐらいきつい照明がとつぜんなくなり、ラウンジは闇に包まれた。ドアに押し寄せて争っていた男たちが、パニックに陥ったように次々と大声を上げた。怒りの声と悲鳴が入り混じっている。その声と闇に押されるように、一弥も急に強い不安に襲われた。膝ひざ

 ががくがくと震えだし、近くにいるはずのヴィクトリカを守ろうと、手を伸ばす。

　どこにもいない。小声で名前を呼びながら、手探りする。

　不安がどんどん強くなる。ヴィクトリカを心配する気持ちも。

　……しかし、その停電はほんの一瞬のことだった。ふいに再び灯りがつき、眩まぶ

 しすぎるぐらい強く部屋が照らし出された。隅に立っていたヴィクトリカが、へっぴり腰で両手を宙に伸ばしている一弥を見て、驚いたように、

「……君、なにをしようとしていたのだね？」

　一弥はあわてて手を引っこめた。

　ラウンジは死のような静寂に包まれていた。叫び声を上げていた男たちは、夢から醒さ

 めたように口をつぐみ、恥ずかしそうにうつむいた。安心したせいか、驚きからまだ醒めないのか、誰もなにも言おうとしなかった。

　ふいに、ネッドが甲高い悲鳴を上げた。

　全員が驚いて彼のほうを振り返った。

　ネッドは壁の一方をみつめていた。バーカウンターのあるほうだ。その近くに立っていた赤いドレスの女が、びっくりしたようにネッドをみつめ返している。

　ネッドはいかにも舞台俳優らしいおおげさで隙のない動きで、片手を上げると、壁を指差した。バーカウンターにもたれていた女が、その指差す方向をゆっくりと振り返った。

　はっ、と息を飲んだ。

　それからまるで泣き声のような、甲高くもの悲しい悲鳴を上げた。

「……きゃああああああ！」

　ほかの人々もそれに気づき、遅れて叫び声を上げた。

　──壁には、たった数秒前にはなかったものがあった。血で描かれたような大きな文字だ。

　血文字はあるメッセージを残していた。

　それは……。





〈あれから、十年。

　はやいものだ。

　こんどは貴様たちの番だ。

　箱は用意された。

　さぁ……〉





〈〝野兎〟よ、走れ！〉





　伊達男が大声を上げた。

「うわぁぁぁぁぁぁ!!

 」

　かたわらにいた太った男が、それにつられたようにパニックになり、叫んだ。

「あの招待状……！」

「箱庭の夕べ…………！
 」

「メインディッシュは野兎…………！
 」

「野兎走りを楽しめるんじゃなかったんだ。わたしたちこそが……野兎だったのだ！」

　八人の男たちは、へたりこむもの、頭を抱えるもの、怒りを露あら

 わにするものとさまざまだった。

　驚いて見回している一弥たちにはわからない謎の言葉を口走っては、恐怖の叫び声を上げている。

「幽霊だ！　少年たちが戻ってきて、わたしたちを生け贄にするんだ！」

「この血文字がなによりの証拠！」

　太った男が立ち上がった。

　ラウンジから逃げ出そうと走り出す。ドアに向かうと、ドアノブをつかんで思い切り引いた。

　さっきまで鍵かぎ

 のかかっていたドアは、なぜか今度は簡単に開いた。

　男が、ドアから飛び出そうと、一歩踏み出した。

　廊下のほうからなにかが飛んできた。黒い一筋だ。一弥にはそれが太い絵筆で描かれた黒い線のように見えた。

　その線が男の眉み
 間けん

 に突き刺さり、後頭部から少し頭を出したところで、止まった。黒かった線は、赤いフェルトペンで書き足したように先端だけが赤黒く染まっていた。

　──線ではない。

　ボウガンの矢だった。廊下から飛んできたのだ。

　全員が呆ぼう
 然ぜん

 とその様子を眺めていた。誰も動かなかった。

　男の頭部は、まるで柔らかな素材でできているかのようにボウガンの矢で軽々と貫かれていた。後頭部から血と脳しょうにまみれたボウガンの矢先が顔を出した。

　その勢いに止められ、一瞬立ちすくんだ後、男は仰あお
 向む

 けに……。

　──バタン！

　と、倒れた。

　一瞬の静寂の後、女が、

「……いやあああああ！」

　いまにも泣き出しそうな悲鳴を上げた。ついで、あわてて言い訳するように、

「わっ、わたし、ついさっきあのドアを開けようとしたのよ！　開かなかったわ！　ほんとよ、信じて。でも、もし開いてたら、わたしが…………！
 」

　その恐怖にひきつる顔を、ヴィクトリカが瞳ひとみ

 を細めてじっとみつめていた。

　しかし残った七人の男たちは女の言うことなどまったく聞いていなかった。ほんの一瞬、立ちすくんだ後、誰からともなく廊下に走り出した。

　おかしな言葉をつぎつぎに口走っている。

「このドアはもう安全だ！　罠わな

 が解除された！」

「甲板だ、甲板へ！」

「逃げろ！……船に、殺されるぞ！」

　彼らは死体をまたいでは廊下に飛び出し、走る。我先にと階段を駆け上がり、船の甲板に走り出ていく。

　ヴィクトリカたちは顔を見合わせた。

　ネッドが驚きと疑問に顔を歪ゆが

 ませながらも、

「俺たちも、追おう……。な？」

　一弥とヴィクトリカ、それにネッド、若い女の四人もおそるおそる廊下に出た。

　廊下にはところどころに洋燈ランプ

 が揺らめいていた。豪ごう
 奢しや

 な造りの廊下で、歩くたびに深紅の絨じゆう
 毯たん

 が心地よい柔らかさで床に沈みこんだ。やがて階段をみつけて、上がっていく。甲板に出ようとすると、いちばん前を歩いていたネッドが、

「雨だ。空が、荒れてる……」

　とつぶやいて、ため息をついた。

　──船尾側のせまい甲板だった。激しい雨が叩たた

 きつけ、雷鳴の轟とどろ

 く夜空と暗い海に囲まれていた。気をつけないと滑って転んでしまいそうに、雨水でつるつるしていた。

　暗い空は、星も消えて、暗く、重苦しく陰っていた。

　海面では黒い波が激しく寄せては返していた。見ているだけで吸いこまれそうな不吉な暗さだった。波の音も大きく響いてくる。

　女が顔をしかめた。

「荒れてるわね……」

　ネッドが振り返って、聞いた。

「これじゃ、救命ボートは、ダメだな……？」

「ええ、もちろんよ。こんな天候でボートなんて、自殺行為だわ。すぐに沈んでしまう」

　女の声に、男たちが振り返り、怒鳴った。

「じゃあ、どうする!?
 」

「どうって……」

　そのとなりでネッドが叫んだ。

「そうだ、操そう
 舵だ

 室へ行けばいい！　船を運転して陸地に戻るんだよ！」

　ネッドの声に、男たちは我先にと走り出した。

　濡ぬ

 れた甲板はつるつると滑り、焦った男たちは転んだり、足をくじいたりし始めた。そのたびに腹立たしそうに怒声を上げる。

　操舵室をみつけた。鍵がかけられているので、ネッドが体当たりして木製のドアを壊した。中に飛びこんだネッドは、しかし、顔をひきつらせて出てきた。

「ダメだ……」

「なぜだ!?
 」

　男たちが怒声を上げる。ネッドも怒ったように、

「舵かじ

 が壊されてる。これじゃ、この船は動かねぇ」

「噓をつけ！」

　ネッドを押しのけて、何人かの男が操舵室に飛びこむ。ネッドはふらついて転びそうになった。男たちは操舵室から出てくると、悔しそうにつぶやいた。

「本当だ。壊されてる！」

「……だから、俺がそう言っただろ」

　ネッドの声には答えず、立ち尽くす。

　──どうやら〈QueenBerry 号〉は、あてどもなく嵐の海を漂っているだけらしかった。航海士の姿もなく、行き場所もわからずただ海に浮かんでいる。

　男たちがネッドに言葉荒く詰め寄り始めた。どうやら彼がいちばん船について詳しいようだと考えたらしい。しかしネッドは困ったように、

「だって、じゃあどうすれば……。俺にだってわかんねぇよ…………
 。あ、そうだ。無線を使って助けを呼べばいいんじゃないか？　海上救助隊がきてくれるぜ」

「じゃあ、はやくやりたまえ！　ぐずぐずするな！」

　男たちが口々に叫んだ。

　ネッドは一瞬ムッとした。しかし気を取り直すと、甲板の反対側──船首部分を指差して、

「無線室は船首のほうだ。あちらに行こう！」

「早くしろ！」

　雨が痛いほど皮膚を強く打った。

　甲板の横幅は二十メートルほどに感じられた。船首ははるか向こうなのか、暗い中ではまったく見えなかった。

　と、走っていたネッドが立ち止まり、首を振った。

「どうした？」

「無理だ……」

　後を追ってきた女も、叫んだ。

「ここに飾り煙突があるのよ。大きすぎるわ。船のデザインとして不自然よ。とにかく、向こうには行けない……」

　闇に溶けこみ、見えにくかったが、そこには黒い巨大な煙突があった。船首部分がまったく見えなかったのは、暗いせいではなく、この煙突が視界をふさいでいたからだった。一弥が最初にこの船に案内されたときに見たあの煙突だ。

　デザイン重視の客船によく使われる、飾りのための煙突──。

　しかしそれは船とのバランスがおかしく感じられるほど大きく、船の前半分と後ろ半分を隔てていた。高さは煙突にしては低かった。

　一弥とネッドが右にも左にも走って確認したが、抜け道はなかった。船の甲板は、船首側と船尾側をつなぐ通路がこのおかしな煙突によって完全に区切られていたのだ。

　若い女が男たちを振り返った。

　激しい雨に黒髪もドレスも濡れ、白い肌に張りついている。

「上からじゃ通れないわ。一度、船の内部を通って向こう側に行かなくては」

「……いやだ！」

　男たちが叫んだ。

　震えながら、

「中に戻れば野兎になる！　絶対にいやだ！」

「野兎ってなによ!?
 」

　女が苛いら
 立だ

 ったように叫び返した。

　ネッドもそのとなりに立ち、

「そうだよ。さっきから、オッサンたちの言ってることはわけがわからねぇ。あの血文字もだ。おまえらにはわかってるんだろ？　知ってることを俺たちに説明しろよ！　その義務があるだろう!!
 　あっ、おい……」

　伊達だて

 男が叫び声を上げ、救命ボートを指差していた。男たちは協力しあい、救命ボートを降ろし始めた。しかし海は荒れて、強い雨と波に激しく揺れている。とてもボートを降ろせる状態ではない。

　ネッドと女、それに一弥が必死になってそれを止めた。

「こんな天気のときにそんなことしたら、転覆して死にますよ！」

「うるさい、黙れ！」

　男たちはつぎつぎにボートに飛び乗った。止めようと叫ぶネッドたちに構わず、逃げようとする。

　伊達男が、ボートに乗る瞬間、ふいに不安そうな顔でこちらを振り返った。

　女が呼びかける。

「危ないってば！　残りなさいよ！」

　伊達男の血走った目が、迷うように宙を泳いだ。

　数秒間の沈黙の後、

「…………
 わかった」

　男は荒れる海と、ボートと、残った若者たちの顔を順番に見回している。

　ボートに乗った男たちは、伊達男のことを気にすることなく、振り返りもしなかった。それを見送る伊達男の目には、反対に、迷いと焦燥感が溢あふ

 れていた。

　救命ボートが、しつこく止める女の声も空しく、海に降りていった。

　──六人の男を乗せたボートが海上に落ちた。

　一弥たちは手すりから身を乗り出し、その様子を見守っていた。

　ボートはほんの一瞬、波に揺れた。それから大波にさらわれて大きく横に揺れ、転覆した。

　一弥は叫び声を上げ、海底に消えていく男たちをなすすべもなく見守った。

　男たちは声を上げる間もなく海底に引きずりこまれていった。白い泡が波間にできて、漂った。ボートも消えた。

　ほんの数秒のことだった。

　甲板に残った人々の体に激しい雨が叩たた

 きつける。

　一弥はかたわらに立つネッドと女の顔を見上げた。

　ネッドは蒼そう
 白はく

 な顔をしてぶるぶる震えていた。唇まで真っ青で、言葉を失っていた。

　そして、女は……。

　女は奇妙に満足げな微笑を浮かべ、消えていくボートを見下ろしていた。ぞっとするほど冷たい目つきだった。

　赤い唇を動かし、なにかつぶやく。

　誰かに聞かせるための言葉ではなかった。だが一弥の耳にはかすかにその独り言が聞こえてきた。

　女はこう言った。

「……だから言ったのに。警告してあげたのに」

　ふと、自分を見ている一弥に気づく。と、今度は一弥に向かってつまらなそうにつぶやいた。

「大人っていつも、バカね。自信たっぷりで、わけのわからないことばかりするの」

　肩をすくめると、船室へ戻る階段に歩いていった。

「ちょっ……
 こんなときにそんなことを！　不謹慎ですよ……！」

　一弥の声は届かない。

　その細い後ろ姿を、一弥は怒りと驚きをもって見送った。
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　──生き残った五人はもとのラウンジに戻ろうとした。

　とぼとぼと廊下を戻り、開け放されたドアからラウンジに入る。

　と……。

　いちばん最初にラウンジに足を踏み入れた女が、目を見開いた。

　ゆっくりと口の前に両手をかざし、声にならない悲鳴を上げる。

　続いてラウンジに入ろうとしていた一弥が、怪訝けげん

 そうに、

「どうしたんですか？」

「あ、あ、あ…………
 」

　女が目を閉じた。

　それから悲鳴を上げた。

「……きゃああああぁぁぁ！
 」

　ネッドが急いで廊下の向こうから駆け寄ってきた。大声で叫ぶ。

「なんだよ！　どうしたんだよ！」

　女がポロポロと泣き始めた。

　震えながら細い腕を上げる。ラウンジの中を指差し、

「この部屋、この部屋……」

「なんだよっ？」

「もう、いやぁ！」

　一弥は女の横から顔を出した。

　そして絶句した。

　──ラウンジはついさっきまでとは様変わりしていた。

　壁も、天井も、そして床も……ラウンジはこの数分のあいだに、見事なほどに水浸しになっていた。バーカウンターも、テーブルも、酒瓶もそのままに、まるで長いあいだ海底に沈んでいた沈没船のように、壁も朽ち、水を含み、天井からもぽたぽた汚れた水が落ちてきた。

　その水浸しのラウンジを、薄暗い洋燈ランプ

 が白々と照らす。

　女がヒステリーを起こしたように激しく泣き始めた。ネッドがその横に立ち、オロオロしている。なぐさめようと声をかけると、

「どういうことよ！　誰か、なんとかしてよっ！」

　わめかれて、閉口する。

　ネッドが困りながらも、辺りを見回し、

「このラウンジ……。どうしてこうなっちまったんだ？　壁の、あの文字は……あるけど……」

　壁には、さきほどと同じ血文字が躍っていた。白々とした洋燈に不気味に照らされている。朽ちたテーブルが、歩きだしたネッドの足に軽く蹴け

 られるとぐじゃりと潰つぶ

 れた。海水の臭いが残ざん
 骸がい

 からぷんと臭ってきた。床も腐りかけたように柔らかく、一歩歩くごとにぐにゃりぐにゃりと不快な感触を足に伝えてくる。

「……おい」

　ネッドが振り返った。ラウンジの真ん中に立ち、呆ぼう
 然ぜん

 とした顔でこちらをみつめている。

　ゆっくりとドア付近の床を指差す。

　助けを求めるような目つきで一弥たちをみつめると、口を開いた。

「おい……。さっきの、ボウガンで撃たれて死んだオッサンの、死体は、どこだ？」

　女がピタリと泣きやんだ。

　一弥も驚いて辺りを見回した。

　──死体は消えていた。水浸しのラウンジのどこにもなくなっていた。飛び散った血も脳しょうもきれいに消えていた。

　女が泣き叫び始めた。

「消えてるやつが怪しいのよ！　きっとあいつがやったのよ！　わたしたちを閉じこめて、死んだフリをして、恐がらせて喜んでるんだわ。ちょっと、出てきなさいよ！　どこにいるの！」

　ラウンジを横切り、テーブルの下などを覗のぞ

 きこんでは叫び始める。ネッドがあきれて、

「落ち着けよ。あいつは確かに死んでた。俺、確かめたんだからな。本当だよ」

「じゃ、あなたもグルなんじゃないの！」

　ネッドが顔をしかめた。

「……いい加減にしろよ！」

　二人が睨にら

 みあう。

　そこに、あのボートに乗らなかった伊達だて

 男が割って入った。

「……争うのはやめたまえ。くだらない」

「くだらないだと？」

「とりあえず、座ろう。わたしは、疲れた……」

　五人は顔を見合わせた。





　比較的濡ぬ

 れていない椅子を選んで、座る。

　ネッドはイライラと落ちつかない様子で貧乏揺すりを始めていた。彼が足を動かすたびに、床に溜た

 まった海水がびしゃびしゃいやな音を立てた。若い女は顔を蒼白にして座りこむと、両手で頭を抱えこんだ。つややかな黒髪がその膝ひざ

 にこぼれ落ちていた。伊達男はやけに静かだった。唇まで紫色に染めて、怯おび

 えきった顔をしている。

　ヴィクトリカだけが、いつもと変わらず、優雅で落ちついた様子で座っていた。一弥はその顔を見ると、ほっと心が落ちつくのを感じた。

　五人は順番に名前を名乗った。

　伊達男が口を開いた。

「モーリスだ。ソヴュール王国外務省の幹部だ」

　それ以上は語ろうとしない。続いて若い女が名乗った。

「ジュリィ・ガイルよ。職業は……なしよ。父が炭坑を所有しているの」

　どうやら金持ちの娘らしかった。モーリスがフンと鼻を鳴らすと、ムッとして言い添える。

「……なによ。働かなくても生きていけるんだから、べつに、いいでしょ」

　その言葉に、苦労人らしい舞台俳優のネッド・バクスターがかすかに顔をしかめた。

　一弥とヴィクトリカが名乗ると、モーリスはヴィクトリカの名字に聞き覚えがあるらしく、急に態度を改めた。ほかの三人には横柄なままだ。

　五人は疲れ切ったように座り、互いの顔をみつめていた。

　女──ジュリィ・ガイルが、少し落ちついたように小声でささやいた。

「いったいどういうことなの？　ここはどこ？　どうしてこんなことになったの？」

「まったくだ。俺にもさっぱり……」

「ぼくにもわかりません……」

　モーリスは下を見て黙りこんでいる。三人は口々に疑問を口にしていたが、次第に、もの静かなモーリス、そしてそれをじっと観察しているヴィクトリカに注目し始めた。

　静かな緊張が部屋に満ちていく。

　と、その緊張が極限に達した頃……。

　ずっと黙りこくっていたヴィクトリカが、急に口を開いた。

　そのしゃがれた、よく通る声で、

「……モーリス」

　呼ばれた男は、ビクリとした。

　全員が二人を注視する。

　モーリスは蛇に睨まれた蛙のように硬直し、ヴィクトリカのつぎの言葉を待った。

　ヴィクトリカが口を開いた。

「君、君はさきほど、わたしの友人があの花瓶に触れようとしたとき、警告したが」

「あ、ああ……」

「なぜその仕掛けを知っていたのだね？」

　モーリスは唇を嚙か

 んだ。

　ジュリィとネッドも小声でアッと叫んだ。

　水浸しの薄暗いラウンジに沈黙が降りた。

　ぴしゃん……ぴしゃん…………
 。

　いやな水音が、静かな中で、響く。

　答えないモーリスに、ヴィクトリカは続けて、

「わたしたち……この若者四人以外は、どうやら知っていたようだ。年輩の男八人だけがわたしたちにはわからない言葉を吐いていた。その中で生き残ったのは、モーリス、君だけだ。君はこの船に乗った若者たちに説明するべきではないのかね？」

　モーリスは唇を強く嚙み続けている。

　ぴしゃん……ぴしゃん…………
 。

　水音だけが響く。

　──やがてモーリスは観念したように顔を上げた。くぐもった小声で、

「……同じだからだ」

「なにがだね？」

「十年前の、あのときと。だから知っていた」

　ゆっくりと上げられた顔は、死人のように蒼そう
 白はく

 だった。紫色に変色した唇を開き、モーリスは言った。





「この船は、十年前にこの地中海に沈んだ〈QueenBerry 号〉なのだ。つまり、また〝あれ〟が始まったのだ。だからわたしは知っていた」
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　誰かに体を揺すられているのに気づいた。

　目を開けると、漆黒の瞳ひとみ

 が心配そうに覗きこんでいた。瞳と同じ、濡れたように黒いロングヘアが床に垂れていた。

　同じぐらいの年齢の、きれいな少女だった。

「うっ……！
 」

　起きあがろうとしたら、頭が痛くて、思わずうめいてしまった。少女は「あっ……！
 」とつぶやいて、細い両手で支えてくれた。





　ここは、どこ……？

　どうしちゃったんだ？





　頭を押さえながら辺りを見回した。そこは広いラウンジだった。アンティークらしい上質な丸テーブルと椅子があちこちに置かれていた。隅にはバーカウンターがあり、酒瓶がたくさん並んでいた。小さな舞台も用意されていて、楽譜が途中のページを繰られたままになっていた。

　木目のつやつやと輝く床に、同じぐらいの年齢の少年や少女がたくさん倒れ伏していた。十人以上いるようだった。どの子も頭を押さえて、頭痛を訴えていた。

　その子供たちの人種がさまざまなことに気づいた。肌の白いものが圧倒的に多い。でも、いかにもゲルマン風の金髪碧へき
 眼がん

 の大柄な少年や、地中海育ちに見える日に焼けた巻髪の少年が入り混じり、国籍がバラバラなことが見て取れた。黄色い肌をした中国人らしき小柄な少年もいる。浅黒い肌をした小柄な少年と、同じ肌色の少女もいたが、二人は互いがかけあう言葉が異国のものだと気づいて、戸惑っているようだった。

　彼らが発する、頭痛を訴えるらしいわめき声は、英語とフランス語はわかるけれど、早口の異国の言葉も多くてなにを言っているのかわからなかった。

　かたわらに黄色い肌の少年がやってきて、起きあがろうとするのを手伝ってくれた。フランス語で「ありがメル
 とうシー

 」とお礼を言うと、彼は理解したようにうなずいた。

「ここは、どこだ？」

　はっきりとした英語の発音が響いた。大声だったので、子供たちはみんなそちらを振り返った。

　白人の少年が立っていた。瘦や

 せて、髪は短い。そばかすの浮いた肌はよく日に焼けて健康的だった。

「へんな馬車に乗った大人に捕まって、飯を食わされたら眠くなった。気づいたらここにいたんだ。頭も痛いし……どういうことだよ？」

　立ち上がって、自分も同じだと言うと、その少年は不安そうに、

「みんなも、そうなのか……？」

　英語がわかる子供だけがうなずいた。

　そばかすの少年はラウンジを見回した。部屋中をイライラと歩き回ってから、顔を上げ、ドアをみつめた。

　ドアノブに手を伸ばす。

　……開ける。

　つられてドアに近づいて、外を覗のぞ

 いてみた。外は長い廊下だった。眩まぶ

 しすぎるほど明るい洋燈ランプ

 に、豪ごう
 奢しや

 な木の壁と、深紅の絨じゆう
 毯たん

 が照らし出されていた。

　そばかすの少年が、不安そうに顔をしかめてこちらを見た。

「なぁ……」

　半信半疑だというように首をかしげながら、

「揺れて、ないか？」

「……そうだね」

　言われてみると、床が左右にゆっくり揺れている気がした。規則正しく、数秒ごとに横に揺れ続けている……。

　ここはどこだ？

　どうしてここにいるんだ？

　と、頭を押さえていた少女がふいに顔を上げた。甲高い声で、叫ぶ。

「地震じゃない？　そうよ、地震が起こってるのよ！」

　ラウンジに動揺が走った。

　あわててテーブルの下に入ろうとする子供もいた。パニックになりかけたとき、さっき手を貸してくれた中国人の少年が、

「……ちがう」

　英語で言った。美しい発音だった。

　全員が彼のほうを振り返った。

「この揺れは、地震じゃない」

「……どうしてそう言えるんだよ？」

　そばかすの少年が聞き返す。中国人の少年は落ちついた声で、

「ここは、地上じゃないからだ」

「なんだって？」

「この揺れは……波だよ。ぼくたちは海の上にいるんだ。この部屋はおそらく船室の一つだ。これは地上の建物じゃなくて、船だと、思う」

　ラウンジはしんと静まり返った。
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　そばかすの少年が、頭痛から回復した数人を連れて廊下に出た。その中にはさっきの中国人の少年と、最初に起こしてくれた黒髪の少女も混ざっていた。

　廊下は洋燈の灯あか

 りに眩しく照らされていた。深紅の絨毯はこれまで踏んだことがないぐらい上等のもので、一歩一歩歩くごとにふわふわと沈み、足を取られて転びそうだった。

　そうつぶやくと、中国人の少年が、

「うん。きっとここは、船内でも上のほうの階なんだよ」

「どうしてだよ？」

「こういう客船は、上の階のほうが、高い船賃を払って豪華な船旅を楽しむ、一等船客のために使われるものなんだ。だからラウンジも客室も、廊下までも豪華なんだよ」

「へぇ……」

「下の階に行くほど、二等船客や三等船客を詰めこむ安い客室や、船員のための施設になっていくんだ。だから照明もけちられるし、絨毯も古びたものになる。もっと下に行くと、貨物室やボイラー室になる。同じ船とは思えないぐらい薄汚い風景になるんだよ」

「……やけに詳しいな」

　そばかすの少年が疑わしそうにつぶやいた。すると中国人の少年は苦笑した。

「おいおい、疑わないでくれよ。ぼくはただ、三等船客としてこういった船に乗った経験があるんだよ」

「ふぅん……」

　歩きながら、互いに自己紹介することになった。

　そばかすの少年はヒューイと名乗った。中国人の少年の名はヤンだった。

「君は？」

　聞かれたので、答えた。

「アレックスだ。よろしく」

「フランス人なの？　いや、最初にフランス語を話したし、英語に少し訛なま

 りがある」

「いや、ちがう。ソヴュールだよ」

「そうか。あの国の公用語はフランス語だものね」

　黒髪の少女は英語もフランス語もわからないようだった。でも、みんなが自己紹介しているのはわかったらしく、自分の顔を指差して、

「リィ」

　それから手の指で、十四歳なのだと説明した。

　──ヤンが説明したとおり、豪華なラウンジのあった階は船内でも上のほうだったらしく、階段をみつけて上がると、すぐに船の甲板に出ることができた。

　一人、また一人と甲板に出る。使いこまれた木目の甲板は、少年たちが上がってくるたびコツコツと硬質の音を立てた。

　上がってきた少年たちは……全員、呆ぼう
 然ぜん

 と立ち尽くした。

　そこは本当に海だった。

　夜の海……。

　街では考えられないぐらいの濃い闇が落ちて、黒い波がぽちゃり、ぽちゃりと揺れていた。遠くに青白い月が上がり、海の上に一筋の、光のラインを浮かび上がらせていた。見渡す限りの暗い大海原。そこにはこの客船以外にはなんの姿もみつけることはできなかった。

　少年の一人が甲板を走り、

「お───い！」

　叫んだ。

「誰か、いないかー！　助けてくれ──────！
 」

　波の音だけが静かに寄せては返すばかりだった。

　もう一人、ハンガリー人の少女も走り出した。大柄でむっちりと肉づきのいい少女だった。彼女が手すりによりかかり、叫ぼうとしたとき……。

　──ヒュン！

　妙な音がした。

　風を切るような音に続いて、少女の甲高い悲鳴が響いた。

　ヒューイがあわてて、

「どうしたんだ？」

「なにかが顔をかすったわ。このへんを踏んだら、あっちからなにかが飛んできて、海に……」

　少女の顔に、ヒューイが手を伸ばす。

　その手にべったりと鮮血がついたのが、暗い中でもはっきりと見えた。

　少女の右頰になにかが削り取ったような浅い溝が走り、そこから血が滴り落ちていた。それに気づくと少女本人が悲鳴を上げてへたりこんだ。

　黒髪のリィと二人で、少女を助け起こす。

　ヒューイたちが少女の指差した方向を調べていたが、暗いこともあってなにが飛んできたのかわからなかった。

　──操そう
 舵だ

 室に入っていたヤンが、「ダメだ」と首を振りながら戻ってきた。

「舵かじ

 が壊れてる。いや……壊されてる」

「どうしてだ？　俺たち、どうしてここにいるんだよ？　それに、この船には俺たち以外に人間の気配がないぜ？　どうして子供しかいないんだよ？」

　叫びだした少年に、ヤンが困ったように首を振った。

「……わからない」

　立ち上がったヒューイが、

「このまま船にいても遭難してしまうだけだぜ？　そうだ、無線は？　こういう船って無線があるだろう？」

「そうだな。おい、アレックス……無線室って、確か船首のほうにあるんだよな」

　ヤンに聞かれたが、こういった船に乗るのは初めてなのでわからなかった。首を振ると、ヤンとヒューイが、

「あっちにあるはずだ……！」

　二人で走り出した。

　しかし、すぐにうなだれて戻ってきた。

「どうしたの？」

「ダメだ……。やけに大きな煙突があって、通路を遮断されてるんだ。この船尾から船首には、甲板をつたっては行けないよ。多分、飾り用の煙突だと思うけど……それにしては大きすぎる。まるでわざと大きく造ったみたいだ。ぼくたちが無線室に行けないように……」

「じゃ、どうすれば……」

　ヒューイが顔を上げた。

「方法はあるさ。船の甲板じゃなくて、一度中に戻るんだ。階段を降りて、廊下を船首方向に向かって歩いて、向こう側の階段を上がればいい。そしたら、反対側に行ける。無線で海上救助隊を呼ぼう」

「そうだ。きっとすぐだよ」

　ヤンもうなずいた。

　腕にふと、柔らかな感触がした。リィが不安そうにくっついてきていた。言葉は通じないけれど、だいじょうぶだよ、というようにうなずいてみせる。

　頰から血を流すハンガリー人の少女を、両側から支えながら、また階段を降りていった。

　廊下は相変わらず洋燈ランプ

 の灯りに眩まぶ

 しく照らし出されていた。柔らかな深紅の絨じゆう
 毯たん

 が、さきほどまでとはちがって感じられた。血の色のようにどす黒く思えてしまう。ハンガリー人の少女が静かに泣き始めた。リィと顔を見合わせ、彼女を支える腕にいっそう力を込めた。





　もとのラウンジに戻ると、頭痛から回復したらしい少年たちが、怪我をした少女をみつけてギョッとした。

　ラウンジでは残った少年たちがそれぞれ椅子に座り、不安そうにうつむいていた。シャンデリアに明々と照らし出されたどの顔も、青白く、瞳ひとみ

 は暗かった。

　立ち上がると口々に、

「なっ……」

「ど、どうしたんだよ」

　こちらに詰め寄ってくる。ヒューイがそれを押しとどめた。

「……いま説明するよ」

　ヒューイが代表して、甲板で起こったことを説明した。それから、みんなで無線室のある船首のほうに向かおうと提案すると、反対するものはなく、力なくうなずいた。

　簡単に自己紹介をした。名前と年齢と、国籍。どうしてこの船にきてしまったのか。

　全員が食い違っていることが一つあった。国籍だ。

　イギリス、フランス、ドイツ、オーストリア、ハンガリー、イタリア、アメリカ、トルコ、アラブ、中国、そして……ソヴュール。

　言葉の通じない相手も、リィを含めて何人かいたが、どうやら十一人いる少年少女のうち、同じ国籍の者はいないようだった。まるで世界中から一人ずつ集めたようだ。

　そして、共通点もあった。

　全員が孤児だったのだ。このまま消えても誰も捜しにこない。
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　再び廊下を歩きだした。今度は、十一人全員で、ぞろぞろと。同じ廊下をさっきとは逆の方向に進んでいく。

　不安のあまり、頭痛がぶり返しそうになった。思わず頭を押さえて低く呻うめ

 くと、リィがその様子に気づいて立ち止まった。

「アレックス……」

　リィは首からかけたハートのペンダントを指差した。ぴかぴかしたエナメルの、ピンク色をしたペンダントだった。手をつかんでちょっと強引にそのペンダントに触らせると、瞳を閉じて、リラックス、というようなジェスチャーをしてみせた。

　ハートのペンダントはリィのおまもりらしい。これがあるからあなたも大丈夫、と言ってくれているようだった。

　大きな黒い瞳がおだやかな輝きをたたえている。優しい子だ、と思った。感謝するようにうなずいて、再びみんなについて歩きだした。

　先頭を歩いていたヒューイとヤンが、急に大声を上げた。みんなビクリとして足を止めた。

「……ふさがってる」

　ヒューイがつぶやいた。

「どういうこと!?
 」

　頰を怪我しているハンガリー人の少女が、みんなをかき分けて前に進んだ。二手に分かれたので、いちばん後ろに立ったままでも、そこにあるものがよく見えるようになった。

　壁、だった。

　天井までの黒い壁に、廊下が塞ふさ

 がれていた。これでは、通れない……！　ヤンが顔色を変えて振り返った。廊下を走り出す。

「ヤン!?
 」

　叫ぶと、こちらを振り返って、

「この階の廊下は、ここだけじゃないはずだ。船首の側に行ける廊下がないか、確認しないと！」

　全員がうなずいて、ヤンの後を追った。

　しかし……廊下はすべて同じ黒い壁で仕切られていた。いちばん初めに、ハンガリー人の少女がしくしく泣き出した。つられて泣きそうになる子も出始めた。

　ヒューイとヤンが小声で相談を始めた。それから顔を上げると、

「みんな、エレベーターを捜そう！」

　全員が顔を上げた。

　ヒューイは力強く言った。

「下の階に降りるんだ。そっちはこんな壁で仕切られていないかもしれない。いいな？　よし、エレベーターを捜すぞ」

　ヤンが廊下の一方を指差して、

「こっちにあった」

　二人は有無を言わせず、先導して歩きだした。

　ひときわ明るい一角にエレベーターホールがあった。不気味に感じられる鉄の檻おり

 が一つ、黒く輝いていた。そのとなりに白いタイルが輝く階段もあったが、そちらはなぜか照明が切れていて、闇を落としたようにそこだけ暗かった。

　ヒューイが少年たちを見渡して、

「階段もあるけど、君たち、どうする？」

　全員が顔を見合わせた。

　暗い階段を恐がったのか、我先にエレベーターに乗りこみ始めた。ぎゅうぎゅうに詰めこまれた少年たちを、ヒューイはポカンとして見ていたが、気を取り直したように言った。

「あと二人ぐらい、乗れるか……。ヤン、アレックス、彼らを誘導して一つ下の階に連れていってくれ」

「ヒューイ、君は？」

　聞き返すと、リィの手を引っ張って階段のほうに歩きだした。

「ぼくとリィは、階段から行くよ。じゃ、下で会おう」

　リィがこちらを振り返って、ぱたぱたと手を振った。かわいらしい動きだった。ヤンに目で合図されて、あわててエレベーターに乗りこむ。

　ガタン、ガタン──！

　無骨な音を立てて鉄格子が閉まった。

　ぶぉん、ぶぉん、と音を立てて、エレベーターがゆっくりと下降していく。

　照明灯に白々と照らされて、誰もが緊張感をはらみ、黙っている。

　と、そのとき……。





「キャアァァァ!!

 」





　少女の悲鳴が響いた。リィの声だ。

　ヤンがあわてて鉄格子を開こうとした。エレベーターが一階下で止まり、しばらく無骨な音を立てて揺れてから、鉄格子がゆっくりと開いた。

　全員、転がるように飛び出した。

「リィ!?
 」

「どうした、ヒューイ！」

　暗い階段のほうに一歩踏み出す。

　あまりに濃い闇が落ちているので、戸惑って、声を出して呼ぶだけになる。上のほうからかすかにしゃくり上げるような声が聞こえてきた。

「……リィ!?
 」

　駆け上がろうとすると、ヤンがエレベーターの中から非常用らしい小さな懐中電灯をみつけて、追ってきた。スイッチを入れて、階段の上の闇を照らす。

　懐中電灯の、白く丸い、おぼろげな光に、死体が照らし出された。

　全員が低い悲鳴を上げ、立ち尽くした。

　……ヒューイが倒れていた。

　階段の踊り場に、壊れたマリオネットのように体を投げ出していた。うつぶせの姿勢で、左手は体の下に隠れ、右手は姿勢を正して腰にぴったりくっつけたようになっていた。

　そのかたわらに、リィが腰を抜かしたようにしゃがみこんでいた。

「どうしたんだ！」

　ドイツ人の少年がリィを怒鳴りつけた。大柄で、十四歳だという実年齢よりもずっと大人に近い体格をした威圧的な少年だった。

　怒鳴られたリィは、しかし、説明することができなかった。身振り手振りで、ヒューイを追いかけて階段を降りたら、ここに倒れていた、とジェスチャーする。

　ドイツ人の少年が、ドイツ訛なま

 りの英語で苛いら
 立だ

 ったように叫んだ。

「そんな身振りじゃ、わからん！」

　ヒューイに駆け寄り、脈を取ろうとした。こちらに向かって投げ出されたヒューイの右手を取り、手首の内側に指の腹を当てる。

　──脈は完全に止まっていた。

「どうして死んだんだ！」

　誰かの声に、リィが、わからない、というように首を振った。

　真っ暗な階段には、ヤンが照らす懐中電灯の丸い光だけが輝いていた。と、ヤンが驚きのあまり取り落としてしまったらしく、その丸い光が下に落ちて、カン、カラララ……と階段を転がり落ちていく音がした。階段は再び真っ暗になった。

　静寂は、死のように重い。

　と、誰かがふいに甲高い悲鳴を上げた。

「やだ！　もうやだ！　帰る……ッ！
 」

　あの、頰に怪我をしたハンガリー人の少女の声だった。続いて、階段を駆け下りる音がした。あわてて彼女を追おうとする。ヤンもハッと息を飲んで、

「おい、どこに行くんだよ！　はぐれるな！」

　返事はない。ヤンはさらに叫んだ。

「ぼくたち、一緒にいないと……危ないよっ！」

　一階下の廊下にたどりつく。辺りを見回すと、闇雲に走り去る少女の後ろ姿が見えた。廊下の角を曲がり、姿を消してしまった。

「おいっ……！
 」

　続いて追ってきた少年たちも、顔を見合わせた。

　放っておくわけにはいかない……。このエレベーターホールを集合場所に、みんなで彼女を捜してその階を歩き始めることにした。
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　廊下は少し暗く感じた。

　たった一階下にきただけで、最初にいたあのラウンジのある廊下より照明が少し落とされて、廊下の木目も、節が目立つ木材が使われているのがわかった。深紅の絨じゆう
 毯たん

 も、使い古されているのかところどころ黒ずんでいて、人々がよく歩く真ん中辺りが毛羽立って生地が薄くなっていた。

　一人用の客室がずっと続いていた。同じ場所をぐるぐる回っているような錯覚を覚えるほど、廊下は変化なくただ続いていた。

　一人で、柔らかすぎる絨毯を踏んで歩いていると、次第に不安が増してきた。

　いやな、予感がする。

　どきどきと心臓が脈打つ。

　つぎの角を、曲がりたくないなぁとなぜか思う。足が勝手に止まりそうになる。自分を奮い立たせて、その角をむりやり、ゆっくりと、曲がる。

　そこに……。

　捜していたハンガリー人の少女が立っていた。一人でポツンと。ビックリしたように目を見開いて硬直している。その目と、目があった。そらそうとしたけれどできなかった。

　……少女は死んでいた。

　知らない間に、口が開いて、自分のものとは思えないぐらい大きな悲鳴が響き渡った。

　彼女はそこに立っているのではなくて、タクティカルナイフで喉のど

 を正面から貫かれて、廊下の壁に串くし
 刺ざ

 しにされていたのだった。ふらふらと近づいて、なんとかしなければと、手を伸ばす。

　震える手で触った途端、壁にめりこんでいたナイフの刃先がはずれて、腕の中に死体が落ちてきた。

　重たかった。ずしりと重量感があった。

　悲鳴を聞きつけて、つぎつぎに少年たちが集まってきた。角を曲がって姿を現しては、死体を見て大声を上げる。ヤンがおそるおそる近づいてきて、

「アレックス……だいじょうぶか？」

　力なくうなずいた。

　集まってきた子供たちは顔を見合わせ、震えるばかりだった。やがて、体格のいいドイツ人の少年が、怒りにかられたように大声を上げた。

「誰が殺したんだ？」

「さぁ……わからない」

　ヤンの答えに、激げき
 昂こう

 し、

「わからないだと!?
 」

「だって、誰もナイフなんか持っていなかっただろう。全員、手ぶらでこの船に乗せられていたんだ。それに、こんな軍隊用の無骨なナイフが、客船にあるものか」

「じゃ……？
 」

　顔を見合わせる。

　遅れて、リィがその場所にやってきた。少女の死体をみつけると、息を飲み、手のひらで口を押さえた。





　静かなその場所で、死体を抱えながら、一つ、誰にも言えないことがあった。

　廊下の端にあるアンティークの棚。引き出しが少し開いていた。ちょうど立っている位置から、引き出しの中身が見下ろせた。

　中には小型拳けん
 銃じゆう

 が入っていた。銃身が不吉な漆黒に輝いている。

　武器は、ある。

　この船にあるんだ。

　でも……。





　どうして………………？







　第三章　幽霊船〈QueenBerry 号〉
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　水浸しのラウンジには重苦しい空気が立ちこめていた。一人、超然としているのはヴィクトリカで、あとの四人はうつむいたり、互いを睨にら

 んだりを繰り返していた。

　ぴちゃん、ぴちゃん……。

　海水が染みこんだ壁や天井から、澱よど

 んだ色をした水滴が床に落ちてくる。湿った空気がラウンジ全体を包む。

「……この船にはかつて、十一人の少年少女が乗せられたんだよ。〈野兎〉だ」

　モーリスはそううめくと、子供のように膝ひざ

 を抱えて震えだした。

　残りの四人が顔を見合わせた。

　と、ジュリィ・ガイルが勢いよく立ち上がり、モーリスに迫った。

「……それ、どういうこと？」

　ネッド・バクスターが低い声で言った。

「おい……。そいつらはどうなったんだよ？」

「……死んだよ。殺しあったんだ」

「ど、どうしてだ!?
 」

「そういうふうに仕組まれていた」

　モーリスはつぶやくと、おそるおそる顔を上げた。

　ラウンジの壁には、さきほどと同じ血文字がおどろおどろしく躍っていた。それを見上げるモーリスの瞳ひとみ

 には、怯おび

 えと絶望が揺れていた。色をなくした唇を開き、

「これ以上は話せない。わたしの職務規定に違反する。だが……とにかく、この船〈QueenBerry 号〉は、その運命の夜が明けると、少年少女たちの遺体が回収され、海に沈められた。我々が回収作業を終えて撤収した直後、海上救助隊が駆けつけて船を確認したが、もちろん内部は無人だった。少年少女用のトラップがいくつか残っていたことと、争った形跡もあったことから、彼らは船内を調査しようとしたが、浸水が進んでいたため叶かな

 わなかった。君、君が……」

　モーリスは一弥を指差した。

「同級生の少女から聞いたという怪談は、この十年前の事件が元になっているのだ。君から、〈QueenBerry 号〉が繰り返し海上に現れ、人々を誘いこむという話を聞いたとき、わたしは確信した」

　モーリスは暗い声を絞り出した。

「……この船が、幽霊船だと！」

　ネッドとジュリィが顔を見合わせた。二人とも半信半疑ながら、不安そうに表情をひきつらせている。

　ネッドがテニスボールをつかんで放り上げた。落下してくるボールを受け止めては、また放り上げる。ジュリィのほうは立ち上がってラウンジを行ったり来たりし始めた。

　モーリスが続ける。

「この船は、死んだ少年少女の恨みが海上に押し上げた幽霊船なのだ。あれからちょうど十年だ……」

　話すうちに、肩を細かく震わせ始める。

「彼らに死をもたらした大人たちが集められ、こうして死んでいった……」

　モーリスの顔は蒼そう
 白はく

 だった。

「我々も死ぬんだ……」

　震えが全身に行き渡り、モーリスは絶望的な表情で、

「無線室になんてたどり着けるものか！　我々は、あの子供たち──〈野兎〉に、呪われているんだよ！」

「……ぷっ」

　誰かが吹き出した。

　モーリスがキッとこちらを睨んだので、一弥はあわてて首を振った。かたわらを見ると、ヴィクトリカがうつむいて座っていた。まるで黄金の糸のような長い金髪に隠され、顔は見えない。

　その細い肩がカタカタ揺れていた。

「……おーい、ヴィクトリカ？」

「ぷくくくくっ！」

　へんな声を出すなぁ、と一弥が金髪に手を伸ばし、かきあげてみると、ヴィクトリカはぽろぽろ涙を流して……笑っていた。

「わはははは！」

「おい、君！　なにがおかしいのだ！」

　ネッドたちもそれぞれ、テニスボールをいじることと、うろうろ歩くことをやめ、驚いたように、笑いの発作を起こしたヴィクトリカをみつめた。

　ヴィクトリカは優雅な仕草で鞄かばん

 からパイプを取り出した。ポカンとしてみつめている大人たちには構わず、火をつけてぷかりと一服吸う。

　ゆっくりと煙を吐きだし……その煙を、モーリスの顔めがけて吐きだした。モーリスは「ゲホッ、ゴホッ、ゲホホッ……」と咳せ

 きこんだ。目め
 尻じり

 に浮かんだ涙を指の腹で忙せわ

 しく拭ふ

 いている。

　しばらくパイプをくゆらしていたヴィクトリカは、やがて、空いているほうの手をレースの衣装のポケットに入れた。

　ポケットから出てきた小さな手には、一通の封筒が握られていた。一弥にも見覚えのある、それは……ヴィクトリカがロクサーヌのヨットでみつけた招待状だった。

　ネッドがそれを見て、

「あ、俺もそれ、受け取った」

「わたしもよ。鍵かぎ

 をかけた車に入ってたの」

「……一つ聞くがね、モーリス」

　ヴィクトリカは、三倍も年上の外務官僚に向かって笑いながら言い放った。

「君、思うかね？……幽霊が招待状なんてものを書くと」

「!?
 」

　モーリスはハッと息を飲んだ。

　一弥たちも我に返った。互いの顔をみつめあって、夢から醒さ

 めたように目をぱちくりしている。

　モーリスは口を開いた。反論しようとして、自信なさそうに首をかしげる。

「だが……しかし……それにしたって、おかしいじゃないか。この船は確かに海底に沈んだのだ。それに、あの壁の血文字。停電したのはほんの十秒足らずのあいだだったんだぞ！　人間に、そんな短時間で、大きな字で長い文章が書けるものかね？　それに、このラウンジだって……さっきとぜんぜんちがう！」

　澱んだ瞳に涙が浮かんでいる。

　むきになって叫んだ。

「説明してみろ！　幽霊じゃなきゃ、なんなんだ！」

「そりゃ、人間だろう。君」

　ようやく笑い終わったヴィクトリカが、つぶやいた。静かな声だった。ネッドは不安そうにテニスボールを握りしめていた。ジュリィはくせなのか、首に下げたハートのペンダントをいじりながらうろうろ歩き続けていた。

　五歩歩いては、ターン。また五歩歩く。無意識だが正確な動きだった。ヴィクトリカはそれをチラリと見て、かすかに顔をしかめた。

　ペンダントはハート形をしたエナメルだった。かなり古びて、ところどころ塗装がはげていた。ずいぶんと子供っぽいデザインで、彼女の深紅のドレスには合わなかったが、ジュリィはそのペンダントを大切そうに指の腹で撫な

 で続けていた。

「人間にできることばかりだよ、君。ちょっとは考えたまえ」

「なんだと？　どういうことだ」

　モーリスはずいっと顔を近づけて、ヴィクトリカに迫った。ヴィクトリカはいやそうに身をよじると、一弥のほうを振り返った。機嫌悪そうに、

「久城、君、説明しろ」

「えっ、なにを？」

「混沌カオス

 の再構成」

「……ぼくがぁ？」

　澄んだ緑の双眼が一弥をひたと見据えた。

　わずか、三秒。一弥は眼力戦に負け、しどろもどろに、

「ええとですね、混沌カオス

 、もしくはこの世の謎をですね、その数々を、つまり欠片かけら

 ですね、鍋なべ

 に全部入れて煮こんで、そぅ、闇鍋ですね。お椀わん

 についで、結局、再構成ということですね、そうすると見事に謎が解けるけれど手柄は警部に横取りされると…………
 ぼく、なんの話をしてるんだっけ？」

「もう、いい。中途半端な秀才め」

「ヴィッ…………!?

 」

　口の中でもごもごと、中途半端だったら留学できないんだぞ、とつぶやく一弥を置いてきぼりに、ヴィクトリカは話し始めた。

「まず、幽霊はだね、君たち。招待状など書かない。わかるかね？」

　ネッドがまずうなずいた。続いてジュリィが、最後にモーリスがいやいやうなずく。

　ヴィクトリカは招待状を振りかざして、

「何者かがこれを書き、我々をこの船に集めたのだ」

「しかし君、この船は沈んだはずなのだぞ！」

「これが十年前に沈んだ〈QueenBerry 号〉だと、なぜわかる？」

　静かな声に、モーリスはなにか言いかけ、口を閉じた。ヴィクトリカは続けて、

「ここで一つの仮説をだね、提案しよう」

　全員が固かた
 唾ず

 を吞の

 んで、この自信満々でしゃべり続ける小さな少女を見守った。ヴィクトリカは落ちついた声で言い放った。

「〝これは、昔を知る者が当時そっくりの船を再現したものである〟と」

　ラウンジはしんと静まり返った。





　ネッドとモーリスが顔を見合わせて黙りこくった。一弥もキョトンとしていた。

　水浸しのラウンジに、ぴちょん、ぴちょん……と、水音だけが響いている。

　やがてジュリィが我に返った。おそるおそる聞く。

「それ、どういうことよ？」

　ヴィクトリカは彼女のほうを振り返った。相変わらず自信満々の態度だ。いつものように低いしゃがれ声で説明を始める。

「君、これはきわめて単純な、論理的解釈だ。まず〈QueenBerry 号〉だが、これは十年前に沈んだらしい。もしそれが事実であるなら、いま我々が乗っているこの船は、よくできたレプリカなのだ」

「はぁ……？
 」

「そう考えればすべては反転する。幽鬼現象じみていたことも説明がつくようになるが、どうだね？」

　ジュリィは眉み
 間けん

 にしわをよせ、考えこんでいた。困り切った声で聞き返す。

「えと、つまり……？」

　ヴィクトリカは面倒くさそうな顔をした。パイプをくゆらしながら、だるそうに、

「君たち、鼻を使ってみたまえ」

　一弥たちはクンクンと鼻をうごめかせた。鼻を使えと言われても、ヴィクトリカが吸い始めたパイプから漂う匂いに邪魔されてよくわからない。

　と、ヴィクトリカが言葉を続けた。

「……塗りたてのペンキの臭いがしないかね？」

「あっ!?
 」

　一弥は最初に感じたシンナーのような臭いを思い出した。ラウンジ全体に充満していたあの臭い。頭痛がひどかったのも、睡眠薬だけでなくそのせいだったのだろう……。

「そして、わたしが気にしていた葡萄ぶどう
 酒しゆ

 。久城、君、覚えているかね？」

　聞かれて一弥は思い出した。さっき、この船が幽霊船かもしれないと言い出した自分にあきれ顔になり、ヴィクトリカが見せようとした葡萄酒の瓶と、それを注いだグラス。その直後に停電騒ぎがあり、すっかり忘れていたが……。

「あれと同じ葡萄酒の瓶が、確かにこのラウンジのバーカウンターにも、あるが……」

　ヴィクトリカはバーカウンターのほうを指し示した。全員がそちらを振り返った。カウンターにはぎっしりと酒瓶が並んでいた。

「わたしが栓を抜いてグラスに注いだ葡萄酒が、また元に戻っている。おかしくはないかね？」

「あっ……」

　一弥がつぶやいた。

　確かに、ヴィクトリカが栓を抜いた葡萄酒も、中身を注いだグラスも見当たらなかった。カウンターに近づいて調べてみると、同じラベルを貼られた、まだ栓の抜かれていない瓶があった。

　ヴィクトリカが一弥を手招きした。葡萄酒の瓶を受け取ると、

「これはだね、一八九〇年、つまり三十年以上も前に醸造されたソヴュール産の葡萄酒だ。おそらく、十年前に沈んだ本物の〈QueenBerry 号〉に乗せられていたため、忠実に再現しようと、犯人はこの葡萄酒を載せたのだろう。だが、しかし……」

　ヴィクトリカは肩をすくめた。栓を抜いて、手近にあった汚れたグラスにとぽとぽと注いでみせる。さきほどと同じく、鮮やかな赤紫色の液体が瓶から流れ出てきた。

「中身はにせものだ。こうやって注ぐと、作りたての葡萄酒特有の鮮やかな色をしているのがわかる。古い葡萄酒はもっとにごった色をしているものなのだよ。そして香りもまた……」

　グラスを持ち上げ、鼻に近づける。

「ほら……新しい葡萄酒のものだ」

「……どういうこと？」

　一弥は聞き返した。ヴィクトリカはラベルを指差してみせた。

「この醸造元は、一九一四年の夏、開戦された世界大戦の戦火で焼け落ちたのだよ。いまではもう手に入らない。おそらくそれで、ラベルだけを再現して新しい葡萄酒のラベルと貼り替えたのだろう」

　四人は顔を見合わせた。誰もが不安そうな顔だった。

「……し、しかし！」

　モーリスが叫んだ。

「この壁の血文字は!?
 　水浸しのこのラウンジは!?
 　死体はどこに消えた！」

「……わめかなくても聞こえるよ、モーリス」

　ヴィクトリカは顔をしかめた。

　それから椅子から立ち上がり、ちょこちょこと歩きだした。

　ラウンジのドアを開けながら、

「おそらくこの部屋は、最初にわたしたちがいたラウンジではないのだ」

「!?
 」

「わたしたちは、一度、船の甲板に出た。そして戻ってきた。同じ廊下を通り、当然のようにこの部屋に入ったが、それはなぜだ？」

　ジュリィが自信なさそうにつぶやいた。

「だって、ドアが開いていたからよ。ほかの部屋は閉まっていたから……」

「その通り。では……おい、久城」

　ヴィクトリカに呼ばれて、一弥は立ち上がった。ヴィクトリカは廊下に出ると、指で合図をして、

「君、同じ側のドアを順番に開けてみたまえ」

「うん……」

　一弥はとなりの部屋を開けた。豪華な一等船室だった。天井からシャンデリアが垂れ下がっていた。大きな天てん
 蓋がい

 付きベッドと、柔らかなソファ。テーブルクロスもクロゼットも豪ごう
 奢しや

 なものだった。

　さらにとなりのドアも開ける。まったく同じ造りの船室だった。

　何室かドアを開けてみるが、同じ部屋が続いていた。だんだん飽きてくる。一弥は一度、もとのラウンジのほうに戻った。そして、いま開け続けたのとは反対側の、一つとなりのドアを、開けた。

「…………!?

 」

　そこに展開された光景に、思わず息を飲む。

　ヴィクトリカのほうを振り返り、口をパクパクさせると、ヴィクトリカはわかっているというように「……うむ」とうなずき、残りの三人を手招きした。

　全員でそのとなりの部屋を覗のぞ

 きこむ。

　……そこには、まるで写真のようにまったく同じラウンジがあった。テーブルとバーカウンター。小さな舞台。そして……。

　壁に血文字。

　開けられた葡萄酒の瓶と、中身が注がれたグラス。

　床には、ボウガンの矢で眉間を貫かれた、太った男の死体。

　ジュリィとモーリスが叫び声を上げた。

　振り向くと、ヴィクトリカは満足そうにうなずいていた。

「最初にいたのは、こっちの部屋だ。誰がドアを開け閉めし直したかまではわからないが。これは簡単なトリックだったのだよ、君たち」






　　　　２






　──五人は、床に死体が転がるもとのラウンジに入った。

　水浸しだったほうと比べると、シャンデリアの輝きが眩まぶ

 しすぎるほどで、かえって落ちつかなかった。適当な椅子をみつけて座り、互いの顔をみつめあう。

　ヴィクトリカは血文字の躍る壁を見上げていた。睨にら

 みつけるような鋭い視線だった。やがて彼女は、壁のかたわらにあるバーカウンターを指差してみせた。

「久城、君、その中を覗いてみたまえ」

「えっ……？
 」

「混沌カオス

 を再構成した結果、導き出した答えだ。おそらくそこに、最初に覗いたときはなかったものがあるはずだよ、君」

　一弥は戸惑いながらも立ち上がった。バーカウンターに近づいて、言われたとおり、その中を覗きこんでみる。

　そっと隠すように、くしゃくしゃに丸められた何かが落ちていた。大きな布……？　いや、ちがう。これは……。

「壁紙だ！」

　一弥は思わず叫んだ。ジュリィとネッドも、その声に立ち上がって、一緒にバーカウンターの中を覗きこんだ。

「あっ！」

「これって、もしかして……？」

　そこに丸められていたのは、壁と同じ模様を施された壁紙だった。くしゃくしゃにされて無理やり押しこまれている。

　遅れてバーカウンターに近づいたモーリスが、叫んだ。

「こ、これは……確かに、壁紙だ!?
 」

「そうだ」

　ヴィクトリカは落ちついてうなずいた。

「いいかね、モーリス。確かに十秒ほどの時間で、壁に長い文章を書くことはできない。しかし、あらかじめ書かれていた文字の上から、張られた壁紙を一気に剝は

 がして隠すには、十分な時間ではないかね？」

　ネッドがほうっ……とため息をついた。

　そのとなりでジュリィが、ハートのペンダントをいじりながら首を振った。長い黒髪がさらさら揺れた。

「なるほどな」

「なーんだ、わかってみれば簡単ね」

　ネッドはまたテニスボールをいじり始め、ジュリィは五歩歩いてターンを繰り返し始めた。落ちつかないのだろう。

　その様子を、モーリス一人が肩を震わせて睨みつけていた。床に仁王立ちし、一人、一人を順繰りに見回していたが、やがてとつぜん叫んだ。

「おい、おまえら！」

　ヴィクトリカが顔をしかめた。

「……なんだね、その言い方は」

　モーリスは壁際まで後退すると、おそろしそうに、一弥、ネッド、ジュリィ、そして最後にヴィクトリカの顔を順番に見回した。

　それから、誰にともなく震え声で聞いた。

「誰が
 〈野兎
 〉なんだ
 ……？」

　残りの四人が、不思議そうにモーリスの顔を見る。

「〈野兎〉とはなんだ？」

「あの少年少女の別称だ。我々はあの子たちをそう呼んでいたんだ！」

　モーリスはがたがた震えていた。

　血文字の躍る壁に背をつけ、叫ぶ。

「だって、そうだろう？　これが幽霊船じゃないなら、呪いじゃないなら、なんなんだ!?
 」

　全員が顔を見合わせた。やがてジュリィが「あっ！」と叫び、口に手を当てた。

　小声でささやく。

「……もしかして、復ふく
 讐しゆう

 ？」

　ジュリィの半信半疑の声が響いた。ネッドもその声に、

「あっ、そうか！」

　モーリスは震えながら、

「しらばっくれるな！　だいたい、あの招待状は誰に配られたんだ？　わたしを含む、あのときの大人たちが集められていたじゃないか。みんな死んで、わたしだけ残った。だがここにいる四人の若者たち……おまえらは何者だ？　十年前の、わたしたちの側の人間ではない。ではなぜ招待状が届いたのだ？」

　激しい息に肩を震わせながら、続ける。

「〈野兎〉は全員死んだわけじゃない。数人が生き残り、解放された。太らせろとのことで、その後は贅ぜい
 沢たく

 な暮らしが保証されたはずだ。……おい、おまえらの中に、生き残った〈野兎〉がいるんじゃないか？　そして十年後のいま……」

　ジュリィはペンダントを激しくいじっている。ネッドはテニスボールを握りしめている。

「我々に復讐するために、このレプリカの船を造り、招待したんだ！」

「ちがうわ……」

「俺だって、そんな……」

　二人の若者は戸惑ったように顔を見合わせた。

「じゃあ、どうして招待状を持っているんだ！」

　一弥がおそるおそる、自分とヴィクトリカの説明をした。

　自分たちは学園の同級生だということ。本当は週末にヨット遊びをするつもりだったこと。しかし、直前に中止になってしまったこと。退屈しているとき、ヨットの中で招待状をみつけたこと……。

　ヨットの持ち主が有名な占い師、ロクサーヌだったことと、彼女が殺されたことを聞くと、モーリスの顔が蒼そう
 白はく

 になった。

「ロクサーヌ様が……殺された!?
 」

「知り合いだったんですか？」

　一弥の問いに、モーリスは答えなかった。

　続いてネッドが話し出した。

「俺はもともと孤児で、家族はいない。十八歳まで施設にいた。それから、働きながら役者になる修業を積んで、幸い、舞台に立つことができるようになってね。いつのまにか、ちょっとは有名になってた。で、今週……」

　一度、言葉を切る。語るべきことを迷うようにゆっくりした口調になり、

「俺が出演していた舞台の控え室に、花束と招待状が届けられたんだよ。ま、熱心なファンの招待ってのは、ときどきあるからね……。ちょうど舞台も終わったところだし、息抜きにと思ってやってきたってわけだ」

　語り終わると、うつむく。

　続いてジュリィが説明を始めた。

「さっきも話したけど、わたしの親は炭坑を所有している資産家なのよ。かなり好き勝手に育ってきたわ。広い屋敷でのびのびと、わがままに育てられたのよ……」

　ジュリィはネッドとは逆に早口だった。急いで語り終えようとするようにまくしたてる。

「ついこないだのことよ。わたし専用の車の中に、鍵かぎ

 をかけていたのに、なぜかあの招待状が入っていたの。確かに、少し妙だとは思ったけど……。誕生日も近いし、友人たちの悪ふざけだろうと思ったの。で、内心クスクス笑いながらやってきたのよ。ふっ……。とんだ勘違いだったけどね……」

　それぞれの話が終わった。

　モーリスはうなだれて考えこんでいた。眉み
 間けん

 にしわを寄せて厳しい顔をしている。

　それから顔を上げると、ネッドとジュリィを指差し、

「おまえらの、どちらかだ。……だろう？」

「な、なんでよ!?
 　ちがうわよ！」

　モーリスはヴィクトリカをチラリと見て、

「この少女の身元は、はっきりしている。貴族のお姫さまだ。こんなことをしないだろう。その友人もだ。それに年齢が幼すぎる。十年前なら二人ともまだわずか五歳だ。そんな小さな〈野兎〉はいなかった。全員が十代前半だったはずなんだ」

「どうしてそう言い切れるの？　この子の身元なんて、本人が自称してるだけよ！　ほんとはどこの馬の骨ともわからないガキかもしれないわ」

「バカを言うな。貴族は、見ればわかる。庶民とは空気がちがうんだよ。おまえみたいな成金の娘にはわからないかもしれないがな、わたしは自分自身も子爵の称号を持ち、また長年、上流階級と接してきた。そのわたしが保証する。この子供は本物の貴族だ」

「なっ……成金ですって!?
 」

　つかみかかろうとするジュリィを、ネッドが「よせよ！」と止めた。

　モーリスはその二人を軽けい
 蔑べつ

 するように見て、

「〈野兎〉たちは、孤児だった。卑しい生まれの者は、見ればわかる。一人は役者、もう一人は成金の娘、か。果たしてどちらが、あの死に損ないの少年少女のなれの果てなのかな……くっ！」

　モーリスは天井を見上げて笑いだした。

　ジュリィが獣のように暴れてモーリスに襲いかかろうとする。ネッドが一弥を呼んで、手伝ってくれと叫んだ。あわてて一弥もジュリィを押さえつける。

　ジュリィがぐるるる、と獣じみた唸うな

 り声を発してから、

「モーリス、あんただって怪しいわよッ！」

「……なんだと？」

　ようやく暴れるのをやめたジュリィから、手を離す。彼女は手負いの獣のようなせっぱ詰まった危険な目つきでモーリスを睨にら

 んだ。モーリスは壁際に追いつめられ、怯おび

 えたようにジュリィを見返している。

「その〈野兎〉とやらには、親がいたのかもしれないわ。もしくは親代わりとなる大人が。かわいがっていた大人が。ちがう？」

「…………
 」

「十年前なら、モーリス、あんたは三十代の半ばぐらいね。二十歳過ぎにできた子供が、十代前半になっている頃だわ。あんた曰いわ

 く、ちょうど〈野兎〉の年齢に」

「わたしの娘は貴族の学校に通わせている」

「あんたが貴族だって話も、外務官僚だって話も、自称しているだけよ。この船にいる限り、確かめる術すべ

 はない。もしかしたらあんたは、死んだ子供の復讐のためにこんなばかげた船を造った、狂った親なのかもしれないわ。そうよ。あんたはきっと、子供を亡くして狂った父親なのよ！」

「馬鹿な……」

　モーリスは失笑した。

　それからジュリィを睨みつけ、

「侮辱は、許さん！」

　その顔を見て、一弥は確信した。モーリスは貴族だと。この国にきてからいやというほど見た、貴族特有のプライドと、取り澄ました物腰がモーリスにもまた染みついていた。この男は身分を詐称してはいないだろう……。

「そうだ。この探偵みたいなお嬢ちゃんが、最初に言っていたな。一人増えている、と。近くにいたから聞こえていたよ。最初の食堂で、十一人だった我々は、ラウンジで目覚めたとき、一人増えていた。十二人に。あの食堂にいなかったものが犯人だ。我々に紛れこんで、怯えたり、死んでいくのを、腹の中で笑って見ているんだ」

「なっ……！
 」

「そこの役者の男は、確かに食堂にいた。暗くて顔は確認できないほどだったが、つまらん役者話を延々語っているのが耳に入ったよ」

　ネッドの頰が恥じ入るようにカッと赤くなった。

　ジュリィが唇を嚙か

 み、モーリスを睨む。

「……だが、成金娘。貴様はいなかったな？」

「いたわ！」

「証拠はない」

「それはあんたも同じよ。あんたの顔だって、誰も見てない。犯人は、わたしかあんたってことね」

「くっ！」

　二人は睨みあった。

　ジュリィが怒りに震える声で、

「それに、モーリス。あんたどうして、あの救命ボートに乗らなかったのよ？」

「そ、それは……」

「仲間はみんな、船から逃れようと争ってボートに乗ったわ。そうだ、救命ボートで逃げようって最初に言い出したのはあんたじゃなかった？　なのにみんなが乗って海上に降りたときには、あんた一人乗ってなかった」

「それは……、お、おまえらが危ないって叫んだじゃないか」

「成金の言うことを素直に聞いたわけ？　貴族のおじさまが」

　嫌味っぽくジュリィが言うと、今度はモーリスが拳こぶし

 を固めて襲いかかろうとした。ネッドがあわてて二人の間に入る。

　鼻息を荒くするモーリスと睨みあっていたジュリィが、ふいにビクッと肩を震わせた。

「……しっ！」

　唇に人差し指を当てると、黙って耳を澄ます。

　ネッドが小声で、

「どうしたんだ？」

「……水が」

　ジュリィの顔が恐怖にひきつった。

「水音がするわ！」





　ドアを開けて廊下に飛び出す。

　立ち止まって耳を澄ました。

　と……。

　……ばしゃっ、ばしゃっ、ばしゃっ！

　下の方からかすかに水音が聞こえてきた気がした。なぜなのかわからず立ち尽くしていると、ふいにモーリスが、

「浸水だ……！」

　うめいて、その場にがっくりと膝ひざ

 をついた。ネッドがその肩を揺さぶって、

「どういうことだよ！　オッサン！」

「…………
 」

　モーリスは答えない。ネッドがその肩をつかんでがくがくと揺さぶった。モーリスは固く閉じていた目を開けた。その顔は恐怖にひきつっていた。低い声で、

「船底に……小さな穴を開けて、少しずつ少しずつ浸水させるのだ……。それによって……タイムリミットができる」

「えっ……？
 」

「これは、わたしの……わたしのアイデア…………
 だった」

「はぁ!?
 」

　モーリスはしばらく黙って肩を震わせていた。

　それから顔を上げた。鬼気迫る声で、叫ぶ。





「はやく、無線室へ！　船が沈むぞ！」
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「武器なら、あるぞ──！」





　大声が響いた。

　洋燈ランプ

 に明々と照らされた廊下に、少年たちは立ち尽くしていた。その真ん中に、喉のど

 をタクティカルナイフで貫かれた死体を抱えて、立っていた。しばらくのあいだ、誰も身動きせず、声も発しなかった。

　残った少年少女は、九人……。ヒューイとこのハンガリー人の少女が欠けたのだ。

　そのとき、ドイツ人の少年が叫んだのだった。十四歳にしては大柄な、ほとんど大人に近い体たい
 軀く

 を怒りに震わせていた。

　少年はいちばん遅れて駆けつけてきた少女、リィが背中に隠していた手を、強引にねじるようにして前に出させた。

　思わず、

「やめろ！」

「……よく見ろよ。武器ならある。この女がこうして持ってるじゃないか！」

　威圧的に感じられるドイツ訛なま

 りの声が、廊下に低く響いた。

　彼が差しだしたものに全員がアッと息を飲んだ。

　リィの手には、なぜか小さめのナイフが握られていた。象の牙きば

 のような流線形をしたナイフが洋燈に冷たく照らし出された。

　少年は憎々しげに、

「こいつだよ。この女が殺したんだ！」

　リィがその手をふりほどこうとした。小さな手からナイフが落ちると、ドイツ人の少年は彼女の手をつかんだままかがみ、ナイフを拾った。

　リィは、ちがうの、というように首を振っている。泣きそうな顔だ。ヤンが進み出て、

「やめたまえ！」

「黄色人種に指図される覚えはないね」

「なっ……!?

 」

　怒るヤンの前に、ずいっとほかの少年が進み出た。

　最初からドイツ人の少年とよく一緒にいた、大柄で筋肉質の少年だった。ドイツ人の少年とよく似た雰囲気を醸し出していた。国籍はオーストリア。彼は、ドイツ人の少年と一緒になって、リィのもう一方の手をつかみ、

「こいつさえいなけりゃ、俺たちに危険はないってことだろう？　武器を隠し持っていたのはこの女なんだからな。ちくしょう、言葉がわからないフリをしやがって！」

「ちがう。その子は本当に、わからないんだよ！」

　叫んだが、彼らはこちらを振り向こうともしなかった。身動きできないリィの頭を、ドイツ人の少年が思いきり殴りつけた。リィの小さな頭が揺れて、長い黒髪がふわりと宙に舞い上がった。ヤンがあわてて止めに入った。ほかの少年少女たちは、体を硬直させ、ただその光景をみつめている。

「そうだ。だいたいこいつは、ヒューイが死んだとき、やつと二人きりだった。おまえが俺たちをここに閉じこめて、一人ずつ殺してるんだ！」

「そうはいかない！　おまえを殺すのは俺たちだぞ！」

　二人の大柄な少年はそう決めつけると、リィを痛めつけ始めた。

　……常軌を逸していた。

　こんな場所に閉じこめられて、目の前で死体を見て、気が動転しているのだろう。ヤンが「やめたまえ！」と二人を止めるが、大柄な少年二人が相手では、あまりに体格差が大きく、弾はじ

 き飛ばされた。

　と……。

　ドイツ人の少年が叫び声を上げ、ナイフを振り上げた。

　少年少女たちの悲鳴が上がった。

　ナイフが思い切り振り下ろされた。リィの心臓めがけてまっすぐに降りていくそれを、ヤンが少年に体当たりして止めようとした。周りを囲む少年少女たちの中から、ドイツ人の少年を止める声が上がった。

　ヤンの邪魔が入り、ナイフは狙っていたリィの心臓をそれた。横腹を軽く撫な

 でるようにすり抜け、ドイツ人の少年の渾こん
 身しん

 の力は、リィの心臓ではなく、廊下の赤い絨じゆう
 毯たん

 めがけて落ちていった。床の板がガツッと音を立てた。

　切れ味のいいナイフらしい。リィの横腹に開いた浅い傷口から鮮やかな鮮血が飛んで、切れた皮膚が、そこだけ大輪の花が咲いたように赤く染まった。

　全員が硬直した。

　リィがか細い悲鳴を上げ、かくっ……と気絶した。

「…………!?

 」

　オーストリア人の少年のほうが、血を見て我に返り、リィからぱっと手を離した。だがドイツ人の少年のほうは、血走った目で再びナイフを振り上げた。

　思わず、抱えていた死体を放り出した。

　棚の引き出しを開けると、小型拳けん
 銃じゆう

 を取り出した。

　それを両手で構え、大声で叫ぶ。

「リィから離れろ！　撃つぞ!!
 」

　……振り返ったドイツ人の少年は、信じられないものを見た、というように手を止め、それから静かにホールドアップした。

　ほかの少年少女も驚いた顔でこちらをみつめている。

　廊下は静寂に包まれた。

　銃を持つ自分の両腕がブルブルと震えているのがわかった。自分が果たして正しいことをしているのかどうか、わからなかった。ただ、リィを助けねばと思った。あの子が優しい、いい子だということは、言葉が通じなくてもわかっていたから。

　ヤンが口を開いた。静かな声で、

「アレックス……落ちついて」

「うん……」

「その拳銃、どうしたんだ？」

「ここに入ってた」

　棚を指し示す。全員の視線がそこに釘くぎ
 付づ

 けになった。

「さっき気づいたんだ。どうしてかはわからないけれど、この船に武器はあるんだ。リィもきっと、同じようにしてそのナイフをみつけたんだと思う。自衛のためか、みんなにそれを知らせるためかはわからないけれど、みつけたナイフを持ってきただけだと思う」

「なっ……！
 」

「二人はリィから離れろ。ヤン、リィの傷口を……」

　ヤンがうなずいて、跪ひざまず

 いた。自分のシャツを引き裂くとリィの脇腹を止血した。

　ホールドアップしている二人に、

「撃たないよ。そんなことするもんか。ただ……仲間を疑うのはもうやめよう。みんなで協力しあって、はやく一緒に、無線室へ……」

「こ、断る！」

　ドイツ人の少年が震え声で叫んだ。

　意地になっているようだった。戸惑っているオーストリア人の少年を引き立てて、二人で離れていく。

「おい……」

「武器があるんだな？　それなら俺たちも武装する。信じられるもんか。武器を隠しもっている女なんて！」

　倒れているリィを憎々しげに睨にら

 むと、廊下にある棚などを片っ端から開けていった。武器を捜しながら離れていく。

　だいぶ遠ざかった頃、遠くから、

「……みつけたぞ！」

　叫び声が聞こえた。

　彼らの姿は、廊下の角を曲がってもう見えなくなっていた。

　ふいに、トルコ人の少年が立ち上がった。褐色の肌に、しなやかに長い手足をした少年だった。低い声で、義憤にかられたようになにか叫び始めた。言葉が通じないのでわからなかったが、おそらく、危険だから彼らを呼び戻してくると言っているのだろう、とわかった。廊下のほうを指差し、ついで自分を指差してうなずき、走り出す。

　トルコ人の少年の細い体が、廊下の角を曲がり、消えた。

　そのつぎの瞬間……。

　大きな発砲音がした。廊下の床や壁、そして空気がビリビリと震えたように感じられた。続いて視界に、角を曲がったばかりの少年の体が、吹き飛ばされるようにして再び現れ、ズサリと仰向けに倒れるのが映った。

　静寂。

　……遅れて、誰かが悲鳴を上げた。

　拳銃を握りしめたまま、トルコ人の少年に駆け寄った。

　助け起こそうとして、その胸に大きな穴が開いているのに気づいた。床に敷かれた絨毯の模様が、一瞬見えたと思ったら、穴からじわりと染み出る鮮血に染められて見えなくなった。

　威力の強い銃で撃たれたのだとわかった。トルコ人の少年は、少し怒ったような顔をしたまま絶命していた。自分の身に起こったことに気づくまもなく死んだのだろう。

　顔を上げると、ドイツ人の少年とオーストリア人の少年が逃げていく後ろ姿が見えた。ドイツ人のほうが機関銃らしきものを抱えていた。
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　死んだのは、三人。ヒューイとハンガリー人の少女、そしてトルコ人の少年。

　痛みと出血で気を失っているリィをおぶって、移動し始めた。無線室に向かうため、船首方向に廊下を進む。

　残っているのは六人だった。中国人のヤン、黒髪のリィ、自分。それから彫りの深い顔をした、大柄なイタリア人の少年。対照的にひょろりと瘦や

 せて、天使を連想させるくるくるした巻き毛のアメリカ人の少年。長いブルネットを三つ編みにした、小柄なフランス人の少女。

　みんな怯おび

 えた顔をして無言で歩いていた。

　下の階は、豪華だった上の階と比べると、やはり薄暗く、どこか不気味だった。廊下のところどころにある洋燈ランプ

 も、ドアノブも、少しだけ地味で実用的なデザインのものに変わっているようだった。

「……あっ！」

　先を歩いていたフランス人の少女が悲しそうな声を上げた。振り返って、ダメだというように首を振る。

　……この階もまた、廊下が途中で壁に仕切られ、通れなくなっていた。さらに一階下に降りようと、階段に向かってみんなでまた歩き始めた。

　ヤンが声をかけてきた。

「アレックス。さっきは勇敢だったね」

「いや、君のほうが……」

「さっきの銃、まだ持ってる？」

　うなずくと、ヤンは「出してみて」と言った。銃を受け取ると、

「これが安全装置。外さないと撃てないよ」

「そっか」

　うなずいてから、ふと、

「……じゃ、さっきは引き金を引いても、撃てなかったんだ？」

「うん。でも、アレックスは撃たないだろうと思ってたよ」

　目があった。

　ヤンが糸のように目を細めて微笑した。





　階段を使い、さらに一階下に降りた。

　さっきよりもっと薄暗く感じられる廊下を、五人で歩いていく。背負ったリィはまだ気を失っていた。出血が止まっているか心配だが、いまはただ歩くしかなかった。

　ひたすら廊下を進んでいく。壁で仕切られていないことを祈りながら。

　この階は二等客室や機関士用の食堂などが多く、古びて粗末な部屋が多かった。廊下も薄暗くて、もとは深紅だったらしい絨じゆう
 毯たん

 もくすんで毛羽立っていた。

　フランス人の少女がとつぜん、小声で関係ない話を始めた。自分の育った田舎町の話だった。唐突なその話題に戸惑った。

「羊を飼っていたの。貧乏だから、そんなにたくさんじゃないけど。羊のミルクでチーズを作って、家族で食べたわ。その頃はみんな元気だったから。裕福な家の友達がいて、その子の家の葡萄ぶどう
 酒しゆ

 倉でよく遊んだわ。懐かしい……」

　男の子みたいなボロ服に身を包んだ三つ編みのその少女は、よく見るとなかなかかわいらしい顔をしていたが、いまは怯えきった蒼そう
 白はく

 な表情を浮かべていた。アメリカ人の少年が、その話題に無理に声を張り上げて乗った。

「うへー、羊のチーズなんて、くさくって食べられたもんじゃないですよ」

　声変わり前の、まるで少女のようにかわいらしい声だった。フランス人の少女がムキになって反論してみせる。

「あら、それがおいしいんだってば」

「ふーん……。ぼくの住んでいたところは、一面のとうもろこし畑だったんですよ。とうもろこし、好きですか？　あのころは、毎日みたいにとうもろこしをスープにしたり、肉と一緒に煮たりして食べてたんです。……懐かしいなぁ」

　ヤンもまた、優しくおだやかな声で自分の話をし始めた。父親が生きていたころは二人で旅を続けていたこと。孤児になってからは、港の荷下ろしの仕事をしてなんとか食いつないできたこと。旅から旅の生活が、とても楽しかったこと……。

　と、イタリア人の少年が、

「けっ……！
 」

　つまらなそうにつぶやいた。

「……そんな話をしている場合かね？　聞きたくないよ」

　みんな白けてしまい、口をつぐんだ。

　それきりしばらく黙って歩き続けていた。と、アメリカ人の少年が、急に口を開いた。

「犯人なんていない。そう思いませんか？」

　みんな驚いて、彼の顔をみつめた。

　アメリカ人の少年は、その少女のような声で熱心に話し始めた。

「ぼく、考えたんです。確かに、この船にはぼくたちしか乗っていないようだし、武器はあちこちに隠されています。だけど、ちがう。ぼくたちの中に犯人なんていない。そう思うんです」

「……うん！」

　フランス人の少女がうなずいた。

　うれしそうに声を張り上げて、

「わたしも、そう思うわ。だって、わたしたちのほかに、わたしたちをここに閉じこめた悪者がいるはずなんだもの。どうしてかはわからないけど、わざわざこんな船に連れてきて、意地悪にも舵かじ

 を壊して、こわい目に遭わせて喜んでいる人がいるんだわ。だから、廊下にこんな壁が作られているのよ。それは……わたしたちのしわざなんかじゃないわ」

　うなずきあう二人に、くっきりと彫りの深い顔をしたイタリア人の少年が食ってかかった。

「おいおい！　ではなぜ、ヒューイは死んでいたのだね？　あの場所にはぼくたち以外の人間はいなかったのだぞ。ヤンが懐中電灯で照らしたときは、リィのほかはだれもいなかった。それに、あの、喉のど

 を刺し貫いたナイフ……」

　話しているうちに思い出したのか、声を震わせながら、

「あのハンガリー人の少女も、もしぼくたち以外の見知らぬ人間に会ったら、悲鳴ぐらい上げたのではないか？　それが一声も発せず刺されていた……。それは、あの子を殺したのが、ぼくたちの中の誰かだったから……」

「えっと……それは、ですね………………
 」

　アメリカ人の少年は言葉に詰まり、うつむいてしまった。

　沈黙が落ちる。

　と、ヤンが顔を上げた。

「アレックス……。甲板に出たときのこと、覚えてる？」

「ああ、うん」

「あのとき、ハンガリー人の子が、頰を怪我したよね。あのとき、彼女が言ってたこと……」

　思い出した。

　甲板に出て、手すりに近づいて大声で助けを呼ぼうとしたハンガリー人の少女が、叫んだのだ。

（なにかが顔をこすったわ。このへんを……）

　そうだ。彼女は確か……。

（このへんを踏んだら、あっちからなにかが飛んできて、海に……）

　ヤンがうなずいて、

「あの子はなにかを踏んだ。そしたら、おそらく矢かなにかが飛んできて、頰を削ったんだ。彼女が指差した方向には、誰もいなかったんだから」

「つまり、なんだね……？」

　イタリア人の少年が身を乗り出した。

　ヤンが半信半疑の顔で、

「もしかすると、犯人はあらかじめ、この船に無人のトラップを仕掛けているのかもしれない。ナイフも、誰かが刺したんじゃなく、そこを人が通ったら飛ぶように、設計されていたのかもしれない」

「まさか……？」

　──六人で、安全なように床にかがんで、船室のドアを開けたり家具を動かしたりした。

　ある部屋では、ドアを開けた途端、ボウガンの矢が飛んできた。

　イタリア人の少年が部屋に入り、用心深くくまなく捜した。だが誰もいなかった。

　別の場所では、横からハンマーが落ちてきて、あやうくフランス人の少女が直撃されそうになった。ヤンに突き飛ばされて転がった彼女の鼻先を、大きな鉄の塊がブンッとうなって通り過ぎていった。

　そこは、床のある場所を踏むとハンマーが動き出す仕掛けになっていた。

　トラップはすべての部屋や廊下にあるわけではなかった。だが悪意と狂気を感じた。おそろしかった。みんな、体を温めあうように、庇かば

 いあうように、寄り添って歩いた。

　しばらくして、フランス人の少女がビクリと肩を震わせた。

「どうしたの？」

「……水音がするわ」

　全員、耳を澄ませる。

　べつになにも聞こえなかった。フランス人の少女に聞き返そうとすると、ヤンが、

「しっ……！
 」

　言葉を飲んだ。

　やがて……。

　──ちょろ、ちょろ、ちょろ。

　かすかな水音が聞こえてきた。

　これは、なに……？

　戸惑って立ち尽くしていると、ヤンが大声で叫んだ。

「浸水だ──！」

「まさか？」

「少しずつだけど、船底から水が流れこんでる。おそらく……朝には沈んでしまう。急ごう！　とにかく船首のほうに、急ぐんだ！」

　顔を見合わせ、うなずきあったとき……。

　どこからか少年たちの悲鳴が響いた。





　声のした方向に全力で走った。

　角を曲がると、白々と白熱灯に照らされる、その階のエレベーターホールにたどりついた。下の階に降りてくるにしたがって、廊下も、部屋も、薄暗く粗末になっていたから、この場所だけが異様に明るく、目に眩まぶ

 しく感じられた。

　声は、その場所からしたはずだった。だが誰の姿もない……。

　戸惑って辺りを見回していると、ふいにどこからか、がっちりした腕が現れた。髪の毛をむんずとつかまれ、強く引っ張られた。

　思わず悲鳴を上げた。と、耳元で、その腕の主の声が聞こえた。

「助けてくれ！」

　……ドイツ訛なま

 りだった。聞き覚えのある声。

　振り返ると、その腕は、エレベーターの鉄格子の中からこちらに伸びていたのだった。鉄てつ
 檻おり

 の中にあのドイツ人とオーストリア人の少年がいた。大人のような大柄な体を、ガタガタ震わせ、こちらに腕を伸ばしていた。

「どっ、どうしたの!?
 」

「助けてくれ！　鍵かぎ

 が、鍵が……ッ！
 」

　背負っていたリィを床に降ろし、エレベーターに走り寄る。がちゃがちゃと鉄格子を揺らすが、外から鍵がかけられていた。駆けつけた少年たちが口々に聞くが、中の二人は怯おび

 えきり、まともに口が利けなかった。

「幽霊が、出たんだ……！」

「俺たちから銃を取り上げて、ここに放りこんだ……」

　ヤンが振り返り、叫んだ。

「そうだ。アレックス、銃だ！」

　銃を取り出すと、中の少年二人は恐怖にかられて叫び声を上げた。

「離れてろよ！」

　叫んで、鉄格子の鍵に狙いを定め、引き金を引く。

　両腕から肩に、激しい衝撃が貫いた。耳が痺しび

 れるほどの音。

　一発目は外した。すぐに二発目を撃つ。

　──ガチャッ！

　鈍い音とともに、鍵が壊れて鉄格子から外れた。

「よかった……！」

　心の底からホッとした。中の二人の表情も、安あん
 堵ど

 のために緩んでいる。

　ヤンがすばやく手を伸ばし、急いで鉄格子を開けようとした。

　そのとき……。

　ガタタン──ッ！


　エレベーターがとつぜん下降し始めた。

　少年たちの顔が恐怖にひきつった。眼球が飛び出さんばかりに目を見開き、こちらに太い腕を伸ばす。また髪の毛をつかまれた。つられて大声を上げてしまう。彼らも絶叫している。

　ぶちっ、ぶちぶちっ……！


　髪の毛が何本も、根元から引き抜かれる音がした。頭皮に鈍い痛みが走り、目の奥がチカチカする。

　二人の少年の恐怖と憤ふん
 怒ぬ

 にひきつる顔。鉄格子の向こうにある顔。それが……ガクンと揺れて、鉄檻の急激な下降とともに奈な
 落らく

 の底へ消えていった。

　鼓膜を破るほどの絶叫も、みるまに遠くなっていく。

　そして……。

　はるか下のほうで、じゃぶんっ……水音がした。





　エレベーターは壊されていた。上昇させようとしたが、動かない。

　ヤンと二人で必死になって動かそうとし、ついには叩たた

 いたり泣いたりしていると、アメリカ人の少年が肩にそっと手を置いてきた。

　泣きながら振り向くと、静かに首を振った。

　その背後でフランス人の少女も声を立てずに泣いていた。

「あの二人は、もう……死んでいます」

「そんなっ……！
 」

「十分以上、経ちました。水が流れこんで、溺でき
 死し

 したと……思います」

　イタリア人の少年が、獣のように咆ほう
 哮こう

 し、壁を叩いた。
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　いつまでもそこにいるわけにはいかなかった。船の浸水は少しずつ進んでいるようだった。まだ気絶しているリィを背負い、残った仲間とともに歩きだした。

　注意深く、トラップの有無を確認しながら、歩いていく。また壁をみつけて、階段に戻る。下の階に行くほど、照明は暗く、廊下も粗末になっていった。水音はどんどん迫ってきていた。

　と、ヤンが独り言のようにつぶやいた。

「……外から鍵がかけられた、と言っていたな」

　となりでうなずく。

「うん。幽霊がきて、やった、って」

「どういうことだろう……？」

「さぁ」

　ヤンが続ける。

「ぼくたちがみつけたトラップは、全部、無人の仕掛けだ。だけどさっきのはちがう。ぼくたちのほかに誰かがいる。この船に隠れて、狙っている。そうとしか……思えない」

　足元がかろうじて見えるほどのかなり薄暗い廊下を、歩き続ける。

　誰の声もない。自分たちの足音しか聞こえない。

　と……。

　背負っていたリィが、

「ううっ……ん」

「リィ？　気がついたか？」

　目を開けたリィは、痛そうに顔をしかめた。それから、こちらをみつめて、ありがとう、というように弱々しく微笑んでみせた。

　そのまましばらくリィは背負われたまま黙っていた。が、急に叫び声を上げ、暴れ始めた。あわてて床に降ろし、

「どうした？」

　リィは狂ったように自分の首もとを指差した。

「あ……！」

　ペンダントがなくなっていた。

　ハート形をしたピンクのエナメルのペンダント。リィの大切なお守り。

　気づいたヤンが、いなすように、

「いまはそれどころじゃないんだ。また同じものを買うといいよ。生きて帰れたら、なんだってできる。我慢してくれ」

　リィは漆黒の瞳ひとみ

 に涙をためて、何度も何度も首を振った。

　ヤンはそれにかまわず、少し開いてきたリィの脇腹の傷口を、自分のシャツで止血し直している。

　少し時間がかかりそうだった。

　ふと、最初にこの船で目覚めたとき、心配してくれたリィの優しい笑顔を思い出した。気づくととなりにいて気遣ってくれたこの少女のことを思うと、胸が痛んだ。自分を力づけようと、大切なハートのペンダントに触らせてくれたリィ。

　その彼女は、いまは青白い顔をして、黙って痛みに耐えている。

　──急に立ち上がると、ヤンが不思議そうに見上げた。

「どうした、アレックス」

「あの、ちょっと……取ってくる」

「え……？」

「ペンダント。多分、ヒューイが倒れた場所に落ちてるよ。その後、あいつらがナイフがどうのって騒ぎ始めたときは、リィ、もうペンダント、つけてなかった気がするから」

「……アレックス！」

　ヤンが止めた。

「危険だ。ここにいろよ。ぼくたちとはぐれるな」

　ほかの少年少女たちも口々に止めた。

「そうですよ。ペンダントくらい、また買えばいいんです！」

「危険だわ。一緒にいましょうよ」

「君、いまは無駄な動きをしないほうがいい……」

　リィの血の気の引いた顔を見下ろした。このまま連れていって、最後までこの少女の体力が持つのかよくわからなかった。ペンダントをみつけて、手渡したかった。リィとは言葉が通じないのだ。リィの優しさに感謝していることを、言葉では伝えられない。

「でも、階段の踊り場だったから、すぐだよ。すぐ戻ってくるから」

　強引に言い切ると、走り出した。

　ヤンたちの声が追いかけてきた。





　暗い階段を上がっていく。

　エレベーターからヤンが持ち出した懐中電灯で足元を照らしながら、上っていく。注意深く、トラップらしいものを踏まないように気をつけ、一歩、一歩。

　懐中電灯の丸い光に照らされて、階段の白いタイルが冷たく輝いていた。不安が押し寄せてきた。一度はぐれたら、もう二度とさっきまでの仲間には会えないのではないか。自分は一人でこの船を彷徨さまよ

 わなくてはいけないのではないか。そう思うと、自然と目め
 尻じり

 に涙が浮かんだ。そんな暗い考えを追い払うように、一歩一歩、上り続けた。

　もうすぐヒューイの倒れていた場所に着く、と思ったとき、なにか丸くて弾力のあるものを踏んづけて転びそうになった。

　一瞬、トラップがまたあったのか、とヒヤリとした。あわてて足元を照らすと、それはトラップではなかった。小さなボールだった。テニスボールだ。

　どうしてこんなところに落ちているんだろう？　と不思議に思い、拾い上げる。

　それからまた階段を上がった。

　そして……息を飲んだ。





　死体は消えていた。

　ヒューイが倒れているはずの場所にはなにもなかった。

　ついさっきまでそこに死体があったことを示すものはなにも残されていなかった。跡形もなく消えてしまったのだ。

　呆ぼう
 然ぜん

 として座りこむ。

　懐中電灯の光がそれにあわせて動いた。すぐ足元に、つやつやしたピンクのエナメルの、ハート形をしたペンダントが落ちていた。リィが捜していた大切なペンダントだ。それを見た瞬間、リィと心が繫つな

 がった気がしてホッとした。

　拾い上げて、握りしめる。わけがわからなくなり、涙が溢あふ

 れてきた。





　死体はどこにいった？

　誰が、なぜ隠した？

　自分たち以外の人間が、この船に、いるのか……？






　第四章　〈野兎〉と〈猟犬〉
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　廊下を歩きだした五人は、無言だった。

　ヴィクトリカと一弥は最後尾を並んで歩いていた。その前を、ジュリィ・ガイルが赤いドレスを引きずるように歩いている。一歩、一歩進むたびに、長い黒髪が左右に揺れている。

　ネッド・バクスターがいちばん前を進んでいた。モーリスは一人、グループから離れて早足で歩いている。

　赤い絨じゆう
 毯たん

 はふわふわして、一足ごとに足を柔らかく包みこんだ。豪華だけれど歩きにくい。洋燈ランプ

 も装飾の多い派手すぎるデザインだった。明々と五人を照らしている。

「こ、これは……!?
 」

　ネッドが立ち止まり、絶句した。

　全員足を止めてそれを見上げた。

　船首方向を目指して歩いていた五人を止めたものは、廊下を阻む黒い壁だった。その階のどの廊下もこの壁に遮られて、それ以上向こうには進めなかった。

　モーリスが舌打ちし、

「十年前と、同じだ……」

　ネッドとジュリィが詰めよると、暗い顔で説明し始めた。

「野兎たちが簡単に無線室にたどりついては、つまらない。トラップに引っかかって命を落としたり、武器をみつけて傷つけあったりして、数を減らす必要があった」

「……なんでよ？」

「…………
 」

　ジュリィの問いにモーリスは答えようとしなかった。

　沈黙の後、ため息混じりに、

「ここから三階下まで降りる必要がある。この下と、さらにその下の階は、同じように壁で廊下を仕切っているはずだ。この船が……〈QueenBerry 号〉なら、な」

　五人は階段を捜して、廊下をまた戻り始めた。





　一弥はふととなりのヴィクトリカを見た。

　ずっと黙りこくっていたヴィクトリカが、かすかに、ふぅっと息をついたのが聞こえたのだ。一弥は心配になり、その横顔を覗のぞ

 きこんだ。

　小さな人形じみた少女の青白い額に、汗の粒が浮かんでいた。

「……ヴィクトリカ、疲れてない？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えない。

「足、痛くない？　お腹は空いてない？　あ、荷物重いんだろ。ぼくが持つよ」

「……いい」

「遠慮してるの？　そんな君らしくないこと、するなよ」

「……久城、君に仕切られるとだね、わたしはだね」

　ヴィクトリカが顔を上げた。

　すねた子供のようにぷうっと頰をふくらませている。本人の意図とはおそらくかけ離れているだろうが、その姿はまるで、頰袋いっぱいに木の実を詰めこんだリスのようにかわいらしかった。

「……なぜかとても腹が立つのだよ」

「だーっ!?
 　どこが仕切ってるんだよ！　心配してるだけだろ。この、負けず嫌いの偏屈人間！」

「偏屈は君だ」

「ヴィクトリカだよ！」

　一弥は叫ぶと、強引にヴィクトリカの鞄かばん

 を奪い取り、彼女の小さな手を空いているほうの手で握りしめて歩きだした。

　その様子をジュリィが驚いたようにみつめていた。ネッドは素知らぬふりをしている。

　──歩きながら一弥はヴィクトリカに話しかけた。頭の中にさまざまな疑問が浮かんで、誰かに話さずにはいられなかったのだ。

「ねぇ、ヴィクトリカ。これっていったいどういうことだろう？」

　返事はない。

　その横顔を覗きこむと、一応、一弥の話を聞いているようなので、安心してまた話し出す。

「この船そっくりだったという〈QueenBerry 号〉で、十年前に起きたことって、いったいなんなのかな？　ぼくたちぐらいの年齢の少年少女は、どうしてこの船に乗せられたんだろう？　そして、船の中でいったいなにが起こったんだろう？　そして、十年後のいま、こんな大がかりなレプリカが造られて当時が再現されているのは、どうしてなんだろう？」

　ヴィクトリカは答えない。

　ただ一弥のとなりをちょこちょこと歩き続けている。一弥は続けた。

「いったい誰が、なぜ、こんなことをしているんだろう……？」

　一弥はあの大食堂でのディナーを思い出した。

　暗かったあの部屋。

　ボートで船から離れていった案内人。

　暗い海を遠ざかる、ボートに置かれた橙だいだい
 色いろ

 の洋燈。

　そして大食堂の席に着いた十一人の客。食事に入れられていた睡眠薬によってラウンジに移された。そしてそのときは一人増えていた。

　誰か、ディナーの席にはいなかった人間が紛れこんでいるのだ。

　それこそがこの血塗られた再現劇の首謀者なのだろうか？

「……あの席にネッドがいたのは確かだよね」

「君を膝ひざ

 に乗せていたからな」

　ようやくヴィクトリカが口を聞いた。

「う、うん……。だとすると、ジュリィ、もしくはモーリスが、十二人目の客なんだよね。年齢から考えると、若いジュリィのほうが怪しい。だって、十年前は十代前半だったはずだから。この船に乗せられた少年少女と同じぐらいの歳だ」

　一弥は考えこんでいる。

「だけど、そうすると、どうしてネッドにも招待状が届いたのかな？　モーリスは当時、彼らを船に乗せたほうの人間らしい。だから呼ばれて、殺されそうになった。でも、ネッドは？　彼だって、年齢は十年前なら、十代前半。被害者のほう……のはずだ」

「久城、君、さっきからなにを当たり前のことばかり、呻うめ

 いているのだ」

　ヴィクトリカが心底あきれたように言った。一弥はめげそうになり、「……でもさ」と反論した。

「いろいろ、わからないじゃないか」

「…………
 」

「あ、そうだ。ネッドも犯人なんじゃないかな。ジュリィとの共犯で……。いや、それなら、こんなまどろっこしいことをせずに、二人でモーリスを殺してしまうよね」

「うーむ。またもや、当たり前のことだな」

「くぅ、悔しい……。あ、そういえば、船に乗る前の……占い師ロクサーヌ殺人事件。この〈QueenBerry 号〉に呼ばれたうちの一人、ロクサーヌが殺されて、犯人らしきメイドは、逃亡した……」

「そうだな、久城」

「ええと、つまり……」

「つまり？」

「うーんと…………
 わかんない」

「君の混沌カオス

 は、本当に、退屈だな」

　ヴィクトリカが心底つまらなそうにつぶやいた。

　一弥はすねてしまい、それきり黙って彼女の手を引いて歩いていた。

　五人はようやく階段にたどりついた。白いタイルが輝いているその階段は、なぜか照明が暗く、まるで闇を落としたようだった。

　となりに対照的に白熱灯が白々と照らすエレベーターホールがあった。鉄てつ
 檻おり

 の中も明るく、こちらのほうが安心できそうだった。しかし、一弥がエレベーターのほうを指差し、乗りませんかと提案しようとすると、ネッドがなぜか顔色を変えて反対した。

「階段にしよう。こっちのほうが安全な……気が、する」

　一弥はヴィクトリカと顔を見合わせた。

　ヴィクトリカは肩をすくめ、

「……だ、そうだ」

　五人は暗い階段を、そろそろと注意深く降りていった。

　ゆっくり、ゆっくりだが、だいぶ降りたな、というころ……。





　──タンッ！





　短い音がした。

　モーリスがくぐもったような叫び声を上げた。

　残りの四人も、思わず心臓をギュッとつかまれたような気分になり、飛び上がった。

「どっ、どうしたんだよっ、オッサン!?
 」

「こっ、こっ、これっ……！
 」

　暗い中、モーリスの震える指が差すものを、全員がみつめる。

　──モーリスの横顔ぎりぎりのところを、ボウガンの矢が通り過ぎ、壁にズンッとめりこんでいた。続いて全員で調べると、タイルの床に目立たないボタンが仕掛けてあった。恐らくモーリスはうっかりこれを踏んだのだろう。

　モーリスはゆっくりと寄り目になり、矢をじっとみつめ……。

「ふっ、ふざけるな！　おまえらっ、このわたしを………………！
 」

　ヴィクトリカたちを憎々しげに睨にら

 みつけた。

「オッサン、だいじょうぶか？」

　ネッドの声にますます激げき
 昂こう

 する。

「なにが、だいじょうぶか、だ。おまえらの中にいる〈野兎〉が、わたしを狙ったトラップだろう!?
 　いや、それともおまえたちは全員グルで、わたしを殺そうとしているんじゃないのか！」

「いい加減にしてよ、おじさん」

　ジュリィが顔をしかめた。

　ハートのペンダントをいじりながら、

「それなら、おじさんが救命ボートに乗ろうとしたとき、危ないって止めるわけないでしょ。言いがかりはよしてよ」

　二人は睨みあった。

　その緊張感溢あふ

 れる静寂に、一弥の声が響き渡った。のんびりした響きで、一弥はとなりにいるヴィクトリカに声をかけていた。

「ヴィクトリカ、君もトラップに気をつけなよ。もちろん、ぼくも君の分まで見てるけど……」

　その生真面目でおだやかな声に、ジュリィの険しかった表情が、緩んだ。しかしそれに答えるヴィクトリカの声に、今度は怪訝けげん

 そうな顔になる。

　ヴィクトリカが自信ありげにこう答えたのだ。

「わたしにはその心配はない」

　一弥はキョトンとした。大人三人も、その言葉にひっかかりを感じて振り返った。

　ネッドが歩み寄り、こわい顔をして、

「どういう意味だよ。おい」

　その声にも態度にも威圧感があったが、ヴィクトリカはひるむ様子もなかった。いつも通りの冷静な声で、

「この船は、大人を殺すためのものだ。だからだいじょうぶなのだよ」

「そんな……。だからってトラップは相手を選ばないぜ？　うっかりドアを開けたり、踏んだり、触ったりすれば、お嬢ちゃん、あんただって……」

　ヴィクトリカは小首をかしげて微笑んだ。天使のような顔だった。

「トラップはすべて、君たち大人の身長に合わせて仕掛けられている。身長で言うなら、百七十センチから百八十センチぐらいの人間の脳天を貫くように」

「あっ……！
 」

　一弥が叫んだ。

　……確かに、その通りだった。最初に男を殺したボウガンの矢も、いま飛んできたものも、すべてその高さに仕掛けられていた。

　ということは……。

　百四十センチぐらいしかないヴィクトリカが仕掛けに引っかかっても、彼女のはるか頭上を飛びすぎるだけだ。

　驚いたような顔をしている一弥に、ヴィクトリカはただ知っていることを口にする子供のような無邪気さで、

「久城、君もちょっとかがんだほうがいいだろうね。でないと、脳天は無事でも頭頂部がちょっと削れるかもしれないよ」

「け、削れ……こわっ!?
 」

　一弥はヴィクトリカの手を引いたまま、前屈みになって歩きだした。さっきよりずっとヴィクトリカの手を強く握りしめている。疲れていないか、その顔色を観察しながら。

　その様子を、後ろを歩きだしたジュリィがじっとみつめていた。





　階段は相変わらず暗かった。トラップを警戒してゆっくり降りていくため、もうずいぶん長いあいだ、この階段を降り続けているような気がした。

　後ろにいたジュリィが「ねぇ……」と小声で一弥に話しかけてきた。

「……意外と優しいのね、少年？」

　一弥は顔を上げた。

　なんのことかな？　と首をかしげると、ジュリィは一弥のとなりを歩いているヴィクトリカのほうをチラリと見て、

「女の子を庇かば

 って、一生懸命になっちゃって」

　からかうような口調に、一弥は赤面した。

「べ、べつに、ぼくは……。それに、彼女もぼくには文句たらたらだし」

「甘えてるのよ」

　ジュリィは軽く言った。

　一弥はまったく納得できなかった。

「甘えてるぅ？」

「あの子も女の子なのよ。ぶっきらぼうだけど、あなたのことは信頼してると思うわよ。荷物も任せるし、ほら、つないだ手をけして離さない」

　一弥は手に神経を集中した。

　確かに、文句を言いながらも、ヴィクトリカは一弥の手をぎゅっと握りしめていた。本当に、少しは信頼してくれているのだろうか。それとも、ヴィクトリカなりに、いまの状況に不安を感じているのだろうか。

　彼女の態度からも、言葉からも、微み
 塵じん

 も不安など感じなかったけれど、繫つな

 いだ手からは気持ちが流れこんでくるようだった。一弥も思わずギュッと手を握り返した。

「……ああいうタイプの人間はね、少年。よほど信頼した相手にじゃないと、自分の荷物なんてぜったい渡さないわよ。賭か

 けてもいいわ」

「ぼく、旅行の前に、彼女の鞄かばん

 を勝手に開けて荷物を減らせって騒いだりしたけど……」

「そりゃ、相手によっては、ぜーったいに許さないわよ。そんなことされたら、旅行になんてこないわ。くるっときびすを返して、帰っちゃう」

「む……」

　一弥は考えこんだ。

　それから、感心した顔で自分を見守るジュリィに、照れと反発から、

「でも、ぼくはただ……この事態に、責任を感じてるんですよ」

「……あら、あなたが犯人なの？」

「冗談はやめてください。そうじゃなくて……」

　一弥の顔が曇った。

　そう、もともとこの旅行にヴィクトリカを連れ出したのは、自分なのだ。彼女は、一弥が知る限りいつも、あの大図書館の植物園にいた。国王が愛人との逢あ

 い引き用に造ったという、最上階の天窓つきの快適な部屋。書物を読み飛ばし、たまに下界の事件を聞いては即座に解決するヴィクトリカは、聖マルグリット学園にとりついた精霊のような、小さな神のような、不思議な存在だった。

　きっと彼女の一日一日は、不思議と謎に取り囲まれ、平和に過ぎていたのだと思う。

　それを、よりによって自分は週末旅行に誘いだし、こんな危険な場所に連れてきてしまった。もしヴィクトリカの身になにかあったら、自分の責任だ。

　彼女にあるのは、頭脳だけ。

　体はこんなに小さく、か弱いのだ。自分だって無力な子供の一人に過ぎないけれど、せめてヴィクトリカのことは守らなくては。

　一弥はそう思っていた。……こういうところが生真面目な堅物と称される所以ゆえん

 なのだが。だが、自分にも他人にも厳しい父や、年の離れた兄たちから、事あるごとに一弥は言われてきたのだった。〈自分より弱いものを、守れ〉〈自分も弱くても、無理して守れ〉と。

　正直、そんなことはできない、自分はそんな立派な存在とはほど遠い、無理なものは無理、と思ってきた。でも、いまこの場所でジュリィに向かって弱音を吐くのはなんだかいやだった。一弥は少し意地になってもいた……。

　そんな気を知ってか知らずか、ジュリィはからかうように言った。

「あらあら、立派ねぇ、少年」

「いえ……これでも帝国軍人の三男ですから」

「ていうより、男の子ねぇ」

　ジュリィはくすくす笑った。

　笑われたことに一弥は赤面したが、ジュリィは楽しそうに、

「そういう子、好きよ。一緒に生きて帰りましょうね」

　無邪気にも聞こえるジュリィの言葉に、一弥ははずかしくなった。なんと答えたらいいかわからず、口ごもる。

　──ようやく目指す階に着いたようだった。先を歩いていたネッドが、安あん
 堵ど

 したように「着いたぞ」と声を上げた。一弥はホッとして、かたわらのヴィクトリカに、

「もう少しだよ」

　声をかけた。

　しかし、そのとき……。





　ネッドに続いていたモーリスが、絶望したような叫び声を上げた。

　一弥とジュリィはハッと顔を見合わせた。続いて階段を降りていく。

　階段の最後の二段は、足を降ろすとばしゃばしゃと水音がした。靴にもはっきりと、水をかき分けて歩くという感触がした。青白い白熱灯にそれは映しだされた。

　海水だった。

　だいぶ浸水が進み、膝ひざ

 の辺りまで濁った海水が迫っていた。

　貨物室と機関室がつらなるこの階は、上とは大違いだった。まるで巨大な土管の中にいるようだった。あまりに殺風景で、非衛生的に見えるその廊下。汚れた水が小さな波をつくってぼちゃりぼちゃりと揺れていた。絶望的な光景だった。

　ネッドとモーリスが、気が抜けたように顔を見合わせている。

　と、モーリスが先にわめき声を上げ始めた。

「どういうことだ！　まったく……これじゃ、船首のほうにいけないじゃないか!?
 」

　ネッドも頭を抱え、低いうめき声を上げた。

　と……。

　遅れて階段から降りてきたジュリィが、水に膝まで浸つ

 かったままばしゃばしゃと廊下を歩きだした。男二人がその後ろ姿をただみつめていると、ジュリィはキッと振り返った。

　一弥に向かって、

「なにしてるの？　早くきなさいよ。急げば間に合うわ！」

「あっ…………
 はい！」

　一瞬ためらったが、一弥は力強くうなずいた。

　前屈みになり、ヴィクトリカに向かって、

「乗って！」

　ヴィクトリカは一瞬、鳩が豆鉄砲をくらったような顔をした。

　遠くからジュリィが、

「乗りなさいってば！」

「早く早く！　急いでるんだよ！」

　ヴィクトリカは「うー、うぅー……
 」とうなってから、渋々、一弥の背中に乗った。

　ちょこん、と犬か猫が乗っかってきたような、人間にしては軽すぎる感触がした。いやいやの割には、一度乗ると、一弥の首に細っこい両腕を回してぎゅうっと強く強く抱きつく。

「いたた、ヴィクトリカ、首が絞まる」

「……我慢したまえ」

「やだよ。死んじゃうってば」

　言い合いながらも、一弥はじゃぶじゃぶと水を蹴け

 って進む。

　後ろから、モーリスとネッドも歩きだす音がした。

　──やがて、先を歩いていたジュリィのうれしそうな叫び声が聞こえてきた。

「やった！　この階は廊下を仕切られていないわ。みんな、船首側に出たわよ。はやく上へ！　階段を上がるわ！」

　その声に一弥は足を速めた。ヴィクトリカがうれしいのか、背中の上で、体をのけぞらせ、小さな両足をばたばたさせ始めた。水の中に落っことしそうになり、一弥は彼女を支える両腕にいっそう力を込めた。そんな苦労を知ってか知らずか、ヴィクトリカはうれしそうに足をばたばた揺らし続けていた。





　船首側の階段に辿たど

 り着き、またトラップを避けてゆっくり上がりだそうとする。

　モーリスはぶつぶつと、

「どうしてこんなことになったんだ。この中に〈野兎〉がいるんだ。油断はしないぞ。そうだ……！」

　叫ぶと、とつぜん上の階の廊下に飛び出した。

　そこは、最初にいた階と比べるとまだ下のほうで、そのせいか照明も薄暗く、廊下にしかれた絨じゆう
 毯たん

 も毛羽立って古びたものだった。もとは深紅だった色が黒ずんで、人々がよく通る中央から薄くなり始めていた。洋燈ランプ

 も装飾の少ない実用的なもので、壁に使われる板も節目が目立った。

　モーリスは走り出し、手近なドアを片端から開けていった。そこは三等船室で、天井までぎっちりと四段ベッドが詰めこまれた部屋が、ドアを開けても開けても無限に続いていた。モーリスはどうやらなにかを捜しているようだった。

　ネッドがびっくりして、

「オッサン、なにしてんだよ？」

「この船が、かつての箱を再現したものだとすれば、この辺りにもあるはずなんだ。そう…………
 あった！」

　モーリスの横顔が、勝利を確信し、歪ゆが

 む。

　近づこうとしたネッドが、

「あっ!?
 」

　叫んで、あわてて立ち止まった。

　こちらを振り返ったモーリスの手には拳けん
 銃じゆう

 が握られていた。震える両手に支えられ、闇のように黒く輝いている。

　ネッドが、

「あわわっ！」

　と叫ぶと、ヴィクトリカや一弥たちの後ろに逃げ隠れた。モーリスはニタニタ笑いながら銃口を彼らのほうに向けた。

「この船には、たくさんの武器が隠されていた。引き出し、花瓶の中、絨毯の下……。あちこちにだ。これもその一つだよ」

「どうしてなの……？」

　後ろからジュリィの声がした。

　悲しそうな顔でモーリスをみつめている。手が震えて、いまにも泣き出しそうだ。その顔をみつめ返すモーリスのほうは無表情だった。そしてさも当然だと言わんばかりに、威張りくさって話し出した。

「殺しあわせるためだ」

「どういうこと……？」

　モーリスは肩をすくめた。

「彼らのある者は、トラップに引っかかって死んだ。またある者は、武器をみつけ、それによって互いに殺しあった。こちらの計算通りだった。たくさん生き残っては、意味がなかったのだからね」

「なんなのよ、それ!?
 」

「君たちが知る必要はない。それに……」

　モーリスはニヤリと笑った。

「〈猟犬〉もいた」

「……〈猟犬〉？」

「ああ、そうだ」

　モーリスは口を閉じた。

　それからゆっくりと銃のスライドを引いた。

　カチャリ──！

　薬室に弾が滑りこむ不吉な音が響いた。

「……〈野兎〉は、死ね！」

　銃口がぴたりとヴィクトリカに向けられていることに気づき、一弥は驚いて叫んだ。

「ちょっ……
 モーリスさん、どうして！　ヴィクトリカは犯人じゃない、本物の貴族だからって、言ってたじゃないですか！」

「こうなっては、もう、なにがなんだかわたしにはわからん。幸い、弾は六発もある。全員殺して、わたしだけこの船から逃れるのだ！」

「なっ……!?

 」

「どうせこの船はすぐに沈む。証拠もなにも海の底だ。十年前と同じようにな……！」

　一弥がヴィクトリカの前に立ちふさがった。

　銃口の真正面だった。冷汗が出てきて、知らないあいだに足ががくがく震え始めていた。一弥が歯を食いしばって立ちふさがっていると……。

　後ろからヴィクトリカが、緊張感のない感じでつんつん背中をつついてきた。

「久城、君……なにをしているのかね？」

「ななな、なにって、ヴィヴィヴィクトリカを、じゃ、邪悪な弾丸から、まままもってる！」

「君が、死ぬが？」

「かかかもね。でもこうすれば、ヴィヴィヴィクトリカは、しし死なない」

「まぁそうだが……？」

「ぼっ、ぼくが誘ったんだから。君を生きて帰さないと。帝国軍人の三男として、責任がある」

　一弥の脳裏に、いつも姿勢をびしっと正した荘厳な父、そしてその父にそっくりな兄二人の姿が蘇よみがえ

 った。いつだったか、晴れた気持ちのいい午後、彼らが通う近所の道場に連れていかれたときのこと……。一弥はいきなり大人に投げ飛ばされた。向かっていく勇気もなく、一弥は道場の白い畳に這は

 いつくばって、男の子なのに泣きそうになった。悔しいような、悲しいような、自分がふがいないような……。そんな自分を、がっかりした顔で見下ろしている兄たちの顔が思い出された。

（末っ子だから、甘ったれだな……）

　あのとき、あの道場にいた誰かがつぶやいたのだ。見ていた大人たちの一人だろう。何気ないそのつぶやきが、一弥の心には消せない痛みとなって残っていた。

「だから、ヴィ、ヴィクトリカ……」

　かたわらの彼女を、真剣な顔で見下ろす。

　と、ヴィクトリカは……。

「────!!

 ！」

　彼女はエメラルド・グリーンに輝く大きな瞳ひとみ

 をまんまるにして一弥を見上げていた。

　一弥は初めて、ヴィクトリカがとても驚いた顔をしていることに気づいた。これまでおかしな事件について報告するたびに、彼女はうれしそうにその謎──つまり〝混沌カオス

 〟に食いついてきた。そのときも、少しは、驚いたような顔をしていたように思う。

　でも、いまヴィクトリカの顔に浮かんでいるのは、そういうときの表情とはまったくちがうものだった。

　彼女は純粋に驚き、珍しいものをみつけて一心に観察するような顔をしていた。そしてしみじみとつぶやいた。

「久城、君はもしかすると…………
 善人なのかね？」

「なにそれ？……誉めてるの？」

「いや」

「バカにしてる？」

「……なんだね、それは。これは単なる事実の指摘だよ、君。いったいなにをムキになっているのだね？」

「うぅー……
 」

　一弥が怒りだしそうになったとき……。

　──ズキューン！

　銃声が響いた。

（撃たれた……ッ!?

 ）

　一弥は思わずヴィクトリカを庇かば

 って抱きしめたまま、身を縮めた。固く目をつぶって声にならない悲鳴を上げる。

　生まれてからこれまでのこと──優秀な兄たちを見て育ち、自分もやらなくてはと猛勉強した子供時代。留学が決まり、旅立ったこと。聖マルグリット学園の日々と、ヴィクトリカとの運命的というか取り返しがつかないというか、とにかく衝撃的な出会い──それらが走馬燈のように浮かんでは消えた。





（……あれっ？）

　一弥は死んでいなかった。

　おそるおそる目を開けると、ヴィクトリカがいやそうに身をよじらせていた。

「……苦しい。君、殺す気かね？」

「あのねぇ！」

　命の恩人に向かってなにを、と怒りながらも、ヴィクトリカの細い体から手を離す。

　モーリスが仰あお
 向む

 けに倒れていた。眉み
 間けん

 に黒い穴が開いている。驚いたような表情で事切れていた。

　振り向くと、片かた
 膝ひざ

 をついて小型拳けん
 銃じゆう

 を構えるジュリィがいた。赤いドレスの裾すそ

 がはだけて、眩まぶ

 しいほど白い足が少しだけ覗のぞ

 いていた。

　無表情で銃を降ろし、立ち上がる。

　言い訳するように、

「……わたしもみつけたのよ。壁の洋燈ランプ

 の陰に隠してあったわ。理由がわからないから黙ってたの」

　ネッドがこわい顔をしてモーリスの死体に近寄った。握りしめている拳銃を拾うと、階段の下、浸水が進むほうに向かって放り投げた。

　──ボチャン！

　水音の後、ぶくりと不吉な泡を一つ立て、銃は沈んでいった。

　ネッドはジュリィを振り返り、言った。

「君の銃も、投げるんだ」

「なっ……！
 」

「ただでさえ、お互い疑心暗鬼になってる。こんなものがあったら、それこそ殺しあってしまう。俺も捨てたぞ。さぁ、君も……」

「……でも」

「それとも、武器を持っていたい理由があるのかい？」

　ジュリィは舌打ちした。

　小型拳銃を階段の下に投げた。ぼちゃんと水音がした。

　もう一度舌打ちし、

「……行くわよ。無線室へ」

　階段を上がり始める。

　その手からハンドバッグが滑って落ちた。

　ヴィクトリカがそれを拾った。一弥は、おや？　と首をかしげた。ヴィクトリカに限って、人が落としたものを拾ってやるなんて親切心を持っているだろうか。

　ていねいに渡してやる気はないようで、ヴィクトリカはジュリィに向かってハンドバッグを投げた。ふわふわと飛んで、ジュリィの手にキャッチされる。

　受け取ったジュリィが、また階段を上がり始めた。

　三人も後に続いた。






　　　　２






　階段を一歩一歩、上がるたびに、一弥とジュリィ、ネッドの濡ぬ

 れた衣服から、ぽたり、ぽたりと水の滴が落ちた。

　一人だけ濡れずにすんだヴィクトリカの衣服は、しかし上等なレースもフリルも、その下から見える絹の靴下もぜんぶ、埃ほこり

 などで黒っぽく汚れてきていた。

　一弥はそれを横目で見ると、なんともいえず申し訳ないような、情けないような気持ちになった。いつもあの大図書館の植物園で、悠然と書物をめくっていたヴィクトリカ。なにものにも犯しがたいような、神聖にしておそるべき少女を、こんな沈みかけた船で泥だらけにさせているなんて……。

　強く手を握ると、ヴィクトリカがキョトンとしたような顔でこちらを見上げ、

「……さっきから気になっていたのだが」

「なぁに？」

「久城、君、帝国軍人の三男だと叫んでいたが」

「はい」

「三男は、いる意味があるのか？」

「………………
 がーっ!?
 」

　一弥はヴィクトリカの手をふりほどき、怒った。

　その本気で怒っている顔に、ヴィクトリカのほうがビックリして、

「き、君、なにを怒っているのだ？」

「あのねぇ、さっきから、善人だの、三男だの。君、ぼくに喧けん
 嘩か

 売ってるの、ヴィクトリカ？」

「ち、ちがう。単なる事実の指摘だ。わたしはただ、混沌カオス

 の一つとして認識したのだ」

「言っとくけど、三男だけど、ぼくがいちばん成績優秀なんだからね！」

　二人の会話は嚙か

 み合っていなかった。

「……彼か

 の国では、優秀な三男は長男に昇格するのか？」

「しません。……単なる意地だよ。兄貴たちばかりが優遇されるもんだから、対抗しようと思って猛勉強したんだ」

　とはいえ、あの近所の道場で投げ飛ばされた日に、すべての努力が水の泡となった……ように、一弥は感じたのだが。それもあって一弥は、通っていた士官学校からのソヴュール留学の打診に飛びついた。優しい母や姉など、家族が止める間もなく手続きをし、荷物をまとめて船に乗った。まるで国から、家族から、自分自身からも逃げるように……。

　それでいま一弥はここにいる……。

「ふぅむ……？」

　ヴィクトリカはうなずいた。

　しばらくの沈黙の後、歌うようなのどかな声で、

「この国の貴族も、同じだ。家督を継ぐのは長男と決まっている」

　ヴィクトリカの顔がまた不思議な表情に変わった。一弥を見上げ、めずらしいものを一心に観察するような様子で、

「意地、か」

「……ん？」

「久城、君は善人なだけでなく、素直だな」

「はぁ？」

「意地と口に出してしまえるだけ、君の魂は単純で美しい」

「誉めてる？　遠回しにバカだって言ってる？」

　ヴィクトリカは怒りだした一弥を不思議そうにみつめていた。それから顔をそむけて黙りこんだ。その横顔を覗きこむと、頰袋に木の実をめいっぱい詰めたリスのようなふくれっ面をしていた。彼女がちょっとすねたときの顔だ。

　おそらくここまでの一連の会話は、ヴィクトリカなりに一弥を誉めた、もしくは自らを盾に守ってくれたことに礼を言ったつもりだったのかもしれない。友愛の情を表現したつもりだったか……。

　となりでまだぶつぶつ文句を言っている一弥に、ヴィクトリカはすねた口調で、

「くだらない。単なる事実の指摘だよ、君。混沌カオス

 の再構成を言語化しただけだ」

　それきりヴィクトリカは黙った。

　一弥は一弥で、急に不機嫌になったヴィクトリカを、理由はわからないが自分のことをなにやら怒っているのだろうと思い、困っていた。

　──四人で黙りこくって階段を上がっていく。

　ネッドは相変わらず、暗い中でも器用にテニスボールを投げてはキャッチし続けていた。そのまま、暗い階段の踊り場を曲がりゆっくりと姿を消した。

　つぎの瞬間、ドンッと鈍い音がした。

　続いて、小さな悲鳴が聞こえた……気がした。

　一弥はジュリィと顔を見合わせた。

「……ネッド？」

　ジュリィがおそるおそる声をかける。

　返事はない。

　一弥が続いて、

「どうかしたんですか？」

　階段はしんと静まり返っている。

　一弥とジュリィはまた顔を見合わせた。

　つぎの瞬間、二人とも階段を駆け上がった。薄暗い踊り場に足を運ぶと、そこに思いもかけないものがあった。

　そこで……

　ネッドがうつぶせに倒れ、死んでいた。





　一弥が叫び声を上げて駆け寄った。

　死体はこちらに足を向けて倒れ、右手が体の下に隠れていた。左手はこちらに向かって、腰に手のひらを当てて気を付けの姿勢をとったように伸ばされていた。

　その左手を取り、脈を確かめる。

　ネッドの脈は完全に止まっていた。

（どうして!?
 　どうして……!?
 　いったいなにが……。トラップか？　ここになにか仕掛けてあったのか？　いったい……）

「……久、城」

　ヴィクトリカが低いしゃがれ声で一弥を呼んだ。振り返ると、彼女にしてはめずらしく、心の底から心配そうに表情を強こわ

 ばらせ、こちらを見下ろしていた。

「なに……？」

「こっちにきたまえ、久城」

「ちょっと待って。この人、死んでるから。なんのトラップでどうなったか調べないと……」

「いいから、こい、久城」

　ヴィクトリカは頑固に言い張った。

　一弥はその言い方に少しムッとして、

「ヴィクトリカ、わがままもいい加減に……」

「こわいんだ。おねがいだ、そばにきて……。頼む、久城」

　一弥は──キョトンとした。

　床に片かた
 膝ひざ

 ついたまま、ヴィクトリカの顔をじっと見上げる。

　彼女はいつも通りの有無を言わせぬ表情で自分をみつめていた。早く、早く立て、と言っているようだった。いまの台詞せりふ

 ……こわいからそばにきて、は、まったくヴィクトリカらしからぬものだった。

　一弥は戸惑い、それから、ヴィクトリカが噓をついている、と思った。

（こわいなんて、噓だ。それに、こいつが、頼む、なんて言うわけない）

　はっと息を飲む。

（そうか。わかったぞ……！　ヴィクトリカはぼくを動かしたいんだ。この……ネッドの死体から、遠ざけたいんだ！）

　一弥は立ち上がって、そろそろとヴィクトリカのそばに戻った。

　ふとかたわらを見ると、ジュリィは硬直していた。両手のひらを口に当てて、信じられないというように瞳ひとみ

 を見開いている。

「まさか、まさか……」

　小声でつぶやいている。

「おんなじだわ。おんなじだわ。これ、あのときとおんなじだわ……！　どういうこと!?
 」

　一弥はジュリィを気にしながらも、ヴィクトリカにささやいた。

「……どうしたんだよ？」

「いいか、久城」

　ヴィクトリカの声は緊張していた。

「三人でこの階段を抜けたら、上の階に行き、隠れるのだ。武器を捜したほうがいい。船中にあるようだからな」

「なっ……？
 」

　ヴィクトリカは硬い表情を浮かべ、そして……謎の言葉をつぶやいた。

「こちらは三人、あちらは一人だ。だが、子供二人と女一人が、大人の男一人に勝てるかというと、はなはだ心こころ
 許もと

 ない。ああ、さっき彼女の拳けん
 銃じゆう

 を捨てさせたのは失敗だったようだ……いまさら悔いても仕方ないが」

　ジュリィも小声で聞き返した。

「なんのこと？　どうなるの？」

　ヴィクトリカは顔を上げた。

　エメラルド・グリーンの瞳が見開かれ、不安に揺れていた。

　薄く、色のない唇を動かし、きっぱりと言い切る。

「殺されるぞ」

「なっ……？
 」

　一弥はなにか言いかけ、口を閉じた。

　こいつの言うとおりにしてみよう、と思い直す。呆ぼう
 然ぜん

 と立ちすくんでいるジュリィを引き立てて、ゆっくりと死体の横を通り、階段の踊り場を抜ける。

　ヴィクトリカが小声で、

「……走れ！」

　一弥はヴィクトリカの手をギュッと握りしめた。

　その階は、だいぶ上にきたため、また豪華なふわふわの絨じゆう
 毯たん

 が敷かれ、贅ぜい
 沢たく

 なデザインの洋燈ランプ

 が瞬いていた。手近な部屋に飛びこむと、そこは一等船客のための広々とした読書室だった。きらきらしたシャンデリアに、壁際につらなる豪ごう
 奢しや

 な書棚。トラップに気をつけながらも、書棚や引き出しの中、絨毯の下を徹底的に捜した。

　一弥は棚の引き出しから、小さなメリケンサックを二つみつけた。両手にはめる。それから振り返り、ジュリィを見た。彼女は大きめのペーパーナイフをつかんで、肩で息をしていた。

　目があった。ジュリィが、静かに、というように唇に人差し指を当てた。一弥もうなずく。

　──しん、と静まり返る。

　一弥の心臓の音が、どくっ、どくっ……と音を増して感じられた。こめかみがずきずきと痛んだ。

　そのまま、数刻……。

　なにも起こらない。

　一弥とジュリィはみつめあったまま首をかしげた。それから一弥が、背中に庇かば

 ったヴィクトリカを振り返った。彼女に「ねぇ、どういう、こと……？」と聞こうとした、その瞬間……。

　音もなくドアが開いた。

　そこに立っていたのは──。

　死んだはずのネッド・バクスターだった。





　ネッドは右手に大きな斧おの

 を握りしめていた。

　ついさっきまでとは別人のような無表情だった。読書室の気温がとつぜんぐっと下がったように感じられた。

　ぶん、ぶん……と首を左右に振ると、まず、壁際に立ち尽くして自分を睨にら

 みつけているジュリィをみつけた。ゆっくりと彼女に歩み寄る。斧をふりかぶってくるネッドに、ジュリィがナイフを振り回して応戦する。一弥たちに向かって、

「なにしてるの？　逃げなさいよ！　はやく無線室へ行って、助けを呼んで！」

　その声に、ネッドがゆっくりと振り返った。

　そして一弥と、その背後に庇われたヴィクトリカをみつけた。

　顔にポッカリと二つの穴を開けただけのような、暗く空虚な瞳。

　しかしそれは、ヴィクトリカをみつめているうちにらんらんと輝き始めた。

「少女だ。〈野兎〉だ……！」

「なっ!?
 」

「〈野兎〉は狩らなくてはいけない。俺は、〈猟犬〉だから、な！」

　斧を振り上げ、床を蹴け

 って飛ひ
 翔しよう

 してくる。

　ネッドはまっすぐにヴィクトリカを狙ってくる。一弥は彼女を床に突き飛ばすと、着地したネッドの頭を横から思い切り殴りつけた。

　体格の差がすごくあったけれど、手につけたメリケンサックのおかげでびっくりするぐらい一弥のパンチに威力が出た。ゴンッという確かな手て
 応ごた

 えとともに、ネッドはそのままうつぶせに倒れた。

　──どさり！

　ジュリィが駆け寄ってきた。一弥の頭をおおざっぱにぐりぐり撫な

 でて、

「よくやったわね。男の子ね」

「いや、帝国軍人の……」

「はいはい、三男ね。はやく逃げましょ！」

　ジュリィが斧を奪い取った。三人で部屋を出ると、廊下に置かれた大きなキャビネットを力を合わせて押し、ドアの前に置いてとおせんぼにした。

　階段を駆け上がる。やがて起きあがったらしいネッドが、ドアに体当たりする音が聞こえてきた。





　甲板目指して、少しずつ明るくなる階段を上がっていく。

　一弥はヴィクトリカの小さな体を抱えこむようにして走っていた。ヴィクトリカは、その一弥の装着したメリケンサックに、ネッドのものらしい血がべっとりついているのを、不思議なものを見るようにじっとみつめていた。

　後ろからジュリィが追いすがってきた。斧を両手で握りしめたまま階段を駆け上がっている。一弥ではなく、小さなヴィクトリカに向かって、悲ひ
 愴そう

 な顔で、

「あなた、どうしてわかったの？　あいつが死んでないって……？」

　一弥は、いまはそんなことを話している場合ではない……と言いかけて、ジュリィの顔があまりに蒼そう
 白はく

 でせっぱ詰まっているのに気づき、口を閉じた。

　ヴィクトリカはわずかに顔をしかめた。

　それから、こんな切迫した状況とは思えないほどいつも通りの声で、言った。

「簡単なことだ。湧き出る〝知恵の泉〟が教えてくれたのだ」

「ヴィクトリカ、言語化してあげて、言語化」

「うむ……」

　ヴィクトリカは不承不承うなずく。

「簡単なことだ。あの倒れ方は不自然ではなかったかね？　うつぶせに倒れ、右手は体の下に隠していた。まるで触られては困るかのように。そして左手は逆に、こちらに向かって伸ばされていた。まるでここで脈を取れと言わんばかりに、ね」

「そういえば……」

「なにか思わぬトラップにかかり倒れたとき、あんなポーズを取るものだろうか？　両腕とも前に向かって伸ばされているのがもっとも自然な状態だ。あれはおかしいと気づくべきなのだよ」

「でも、脈は止まってたよ。それは確かだ」

「そうよ……」

　ジュリィが小声でつぶやいた。

　その顔は死人のように青ざめ、唇も小刻みに震えていた。そして独り言のように小さくささやいた。

「あのときだって……脈は………………
 確かに止まってたのに」

「……あのとき？」

「う、ううん。なんでもないわ。続けて、小さな探偵さん」

　ヴィクトリカはその呼ばれ方に、不満そうにクスンと鼻を鳴らした。

「一時的に脈を止めることは、できる」

「どうやって？」

「脇にはさむのだ。……テニスボールを」

　一弥とジュリィがアッと叫んだ。

　顔を見合わせ、瞳ひとみ

 を何度もパチクリする。

「そう、か……」

　ネッドがずっと、テニスボールをいじったり、放り投げたりしていたのを思い出す。あのボールを左の脇の下にはさんで、強く脇を締めると……。

「一時的に脈が止まり、その腕に触れて脈を取った人間に、死んでいると思いこませることができるというわけだ。それに気づいたため、久城、君を呼んだのだよ」

「こわいからそばにいて、って？」

　ジュリィがからかうように言う。

　ヴィクトリカはカッと頰を染めた。やけにムキになって、

「あれは本心ではない。ああでも言わないと、この帝国軍人の三男が動こうとしなかったからだ」

「その呼び方、やめてよ」

「おや、では帝国軍人の優秀な三男が、とでも言えばいいのかね？」

「……だーっ！　腹立つ、腹立つ！」

　文句を言い合いながらも寄り添って離れない二人を、ジュリィはどこか寂しそうな瞳で見守っていた……。






　　　　３






　三人は甲板に出た。

　──夜は明けかけ、白々とした朝日が濡ぬ

 れた甲板を照らしていた。夜のうちにあれだけ激しかった雨は小ぶりになっていたが、まだやんではいなかった。海は暗く、波も不気味に高かった。

　まるで山腹にぽつんと建てられた山小屋のように、無線室が三人を待っていた。甲板はつるつる滑った。ヴィクトリカが何度も転びそうになり、そのたびに一弥があわてふためいた。

　二人が無線室に入ろうとしたとき……。

　遅れてついてきていたはずのジュリィが、背後で甲高い悲鳴を上げた。

「きゃあぁぁぁぁ！
 」

　あわてて振り向いた一弥の目に、ジュリィの長い黒髪を後ろから引っ張る、男の太い腕が見えた。

　──ネッド・バクスターだった。

　ジュリィがまた悲鳴を上げた。

「いやあぁぁぁぁぁぁ！
 」

　ネッド・バクスターの目は血走り、口は大きく開き、まるで子供が悪夢に見る邪悪な獣のような形相に変わっていた。ジュリィの首がぐりりと曲がり、断末魔のような悲鳴が響き渡った。握っていた斧おの

 が甲板に落ちて、転がった。

　ネッドはぐったりしたジュリィの体を甲板に投げ出すと、大おお
 股また

 でこちらに歩いてきた。

「ヴィ、ヴィクトリカ、こっちだ……っ！
 」

　一弥は恐怖のあまりか立ちすくむヴィクトリカを強引に引きずって走り出した。濡れた甲板を、何度も転びそうになりながら。

　……無線室のドアを開ける。

　ヴィクトリカだけを中に入れ、ドアを閉めようとした。するとヴィクトリカが小さな手を伸ばし、一弥を引っ張った。

「ヴィクトリカ、君はここにいて！　無線で助けを呼んで！」

「久城、君は……？」

「あいつをなんとかしなきゃ。君が殺されちゃうだろ！」

「久城……」

「ぼくが、君を……」

　一弥は、ゆっくり近づいてくる〈猟犬〉、ネッドの姿にがたがた震えながらも言った。

「ぼくが君を、ここに連れてきたんだ。無事に帰す責任がある」

「──ちがう！」

　ヴィクトリカが震え声で叫んだ。

　その顔はとても苦しそうだった。言いたいことがあるのに、自分は、それを伝えるべき言葉を持っていない……。そのことに初めて気づいたように、ヴィクトリカは何度も口を開いては、言葉がみつからず空しく閉じることを繰り返した。

　やがて、ようやく、ヴィクトリカは言葉をみつけた。

「君……ここにはわたしがきたがったのだよ。わたしが招待状をみつけて、君をだね……」

「ちがうよ。ぼくのせいなんだよ」

「君、論理的に考えたまえ。責任がどちらにあるかをだ」

「そ、そんなこと関係ないだろ！」

　一弥は地団駄を踏んだ。ヴィクトリカも真似するように何度も床を踏み鳴らした。やがて一弥は、

「あのね、ぼくは、君を助けないと、帝国軍人の三男として……」

　一弥は急に、この〝帝国軍人の三男〟という言葉を呪じゆ
 縛ばく

 のように感じた。それではヴィクトリカに、自分の本当の気持ちがどうやっても伝わらないような気がした。さっきの会話のように嚙か

 み合わなくなってしまう。

「……いや、ちがう。そうじゃなくて」

　一弥はがんばって、正直に言った。

「ぼくは、君を助けたいんだよ」

　ヴィクトリカの顔が歪ゆが

 んだ。

　悲しそうに、でもなにかを言おうとして、口を開いた。

　一弥はドアをむりやり閉めようとした。

　──ヴィクトリカは、これまで見せ続けてきた、冷静でどこかシニカルで、つんと取り澄ました貴族特有の顔ではなくなっていた。ヴィクトリカと世界をいつもへだてていた、目には見えない薄い膜のようなものがなくなり、そこには、年相応の、不安に揺れる少女の顔があった。

　……一弥はドアに力を込めた。

　ヴィクトリカの、迷子の小犬のような、不安な緑色の瞳が、最後に見えた。

「く、久城……」

　聞こえないほどの小さな声。

「久城、頼む…………
 そばにいて。一緒に帰ろう。一人じゃいやだよぅ。久城……っ！
 」

　一弥は目をつぶり、ドアをバタンと閉めた。

　つぎの瞬間、〈猟犬〉が襲いかかってきた。

　一弥はメリケンサックをはめた手をぐっと握りしめ、構えた。頭の中で、あの東洋の島国で兄たちが折に触れ自分に教えた、徒手の拳けん
 法ぽう

 を思い出す。兄たちは熱心だったし、一弥も記憶力には自信があった。だからこその秀才なのだ。

　一弥は拳こぶし

 を引いて、ネッドの鼻柱に向けて思い切り突き出した。

　ネッドは一弥のパンチを顔面に受けて、少しだけよろめいた。それから手のひらを広げて、自分の顔を上から下につるりと撫な

 でた。手のひらが下に向かって離れたとき、ネッドのその顔には奇妙な笑顔が張りついていた。一弥はそれを恐ろしく思った。こわいものを叩たた

 き伏せるように、もっと強いパンチを繰り出した。ゴスッと鈍い音がした。ネッドの鼻から鼻血がだらりと流れた。また上から下へ、顔をつるりと撫でたネッドの手のひらに、べっとりと血がついた。

　それを見た途端、ネッドは片かた
 眉まゆ

 をピクピクッとさせた。……怒ったのだ。

　ふいにネッドが甲板を蹴け

 って飛び上がった。一弥の上に覆い被かぶ

 さるように落下してきた。一弥は吹っ飛ばされて、甲板に背中を打ちつけ、仰あお
 向む

 けに倒れた。ネッドがその上に覆い被さり、何度も一弥の顔を殴りつけた。気が遠くなった。

　あのときみたいだ……と思った。あの近所の道場で、畳に這は

 いつくばって震えていたとき。

　でも……あのとき一弥を待っていたのは、一弥よりずっと強くて大人の兄たちだった。でも、いまはちがう。ここはあの国をはるか遠く離れた異国だし、一弥は、その異国で友達になった小さな少女と二人きりだった。一弥が負けると、二人の命がこの地上から簡単に消え去ってしまうのだ。そこにはただ無情なエンドマークが待っているだけだ。

　一弥は歯を食いしばって耐えた。ネッドの動きが少しゆるくなった瞬間を見透かして、自分の拳を、空に向かって振り出すようにして突いた。ネッドの顔面に何度も一弥のパンチが当たった。

　不思議と息が切れなかった。どうしてだろうと一弥は考え、ふとあることに思い当たった。最近、毎日のようにあの聖マルグリット大図書館の迷路階段を上り下りしていたこと。ヴィクトリカはいい運動になるだろうと一弥をからかったが……おそらく、知らないあいだに少し体力もついていたのではないだろうか。

　一弥のパンチに、ネッドの頭は何度も後方に吹き飛ばされた。だが、吹き飛ばされても吹き飛ばされても、またしつこく戻ってくる。その顔は血に染まり、赤い、不気味な塊のようだった。一弥は何度も何度もその頭を殴りつけた。

　ネッドがぐいぐいと一弥の首を絞め始めた。少しずつ一弥の気が遠くなっていく。

（負けないぞ……。ぼくは、負けない！）

　しかし、きつく首を絞められ、大人の男の力に、少しずつ体の力が抜けていく。

（ヴィクトリ、カ……！）

　一弥は目を開けた。視界は白くかすんでいた。

　歯を食いしばり、思いっきりネッドのこめかみを殴りつける。ふっと、首を絞めるネッドの力が弱まった。一弥は荒く息をしながら、目を開けた。

　息をするたび、視界が戻ってきた。一弥は立ち上がった。少し後ずさる。甲板の手すりに背中をつく。血まみれの顔をしたネッドも立ち上がり、フラリ、フラリと体を揺らして追ってくる。

　その背後に人影が映った。一弥は目をこらした。

　……ジュリィだった。意識を取り戻して、そうっとこちらに近づいてくる。その手に斧を握りしめていた。一弥と目が合うと、静かに、というように口に人差し指を当てた。一弥は小さくうなずいた。

　またネッドが拳を振り上げる。一弥の頭に叩き降ろそうとする。

　その瞬間……。

　一弥はパッとその場にかがむと、ネッドの両足のあいだをすばやくくぐり、背後に回った。体重を前方にかけてパンチを繰り出していたネッドが、的を失って前によろめく。ジュリィが斧を振り上げて、その背中に思い切り叩きこんだ。斧はネッドの背中に斜めにめりこんだ。ネッドが獣のように咆ほう
 哮こう

 した。

　ジュリィが、斧から、震える両手を離した。

　同時に一弥が、振り向こうとするネッドの両足を抱え上げ、思い切り持ち上げた。

「……うわぁぁぁっ？
 」

　ネッドの体がくるりと回転した。

　背中に斧をめりこませたまま、頭を下にして、手すりを乗り越えて海に落下していく。

　一弥はあわてて手すりに走り寄り、海上を見下ろした。

　ばしゃああん……！

　高い波がネッドの体を飲みこんでいった。

　白い泡がたくさん立った。二、三度、波が揺れた後、ネッド・バクスターの体は海の底へ消えていった。

　ジュリィも手すりに近づいてきた。肩ではぁはぁと息をしながら、

「助かったわ。少年……」

「いや、ぼくのほうこそ」

「よくやったわね」

　ジュリィが薄く微笑む。

　海上では白い波が寄せては返していた。夜明けの近づいた海は静かだった。二人はしばらく黙って、ネッドを飲みこんだ暗い海を見下ろしていた。





　無線室では、ヴィクトリカが海上救助隊へＳＯＳを発信していた。

　大きな四角い機械の前に、誰かがふざけて人形を置いたかのように、小さな体でチョコンと座っていた。しかし人形ではない証拠に、その顔は青白く、また、両手が忙しく動いていた。

　ドアが開いた。ヴィクトリカはビクリと肩を震わせた。

　一弥が入ってくると、一瞬、安あん
 堵ど

 のあまり泣きそうな顔をした……ように見えた。つぎの瞬間にはいつもの静かな、そして少し皮肉っぽい貴族の表情に戻り、

「……見たところ、どうやら無事のようだね。君」

　続いて入ってきたジュリィを見ると、なぜかヴィクトリカは微妙な表情を浮かべた。

　ジュリィはそれに気づかず、明るい声で、

「助けを呼んだのね？」

「もちろんだとも。すぐにきてくれるそうだよ。ところで、どうもここは……」

　ヴィクトリカが暗い顔で肩をすくめた。

「わたしたちが出航したあの港から、たいして離れていないらしい。そんな陸の近くで、どうして遭難したのだ、と不思議がられたよ。無線で説明するのは骨が折れたがね」

　それからヴィクトリカは立ち上がり、とことこと、手からメリケンサックを外している一弥のそばに寄ってきた。

　小さくて精巧な人形が歩いてきたようだった。だが人形ではない証あかし

 に、その顔には説明しがたい表情が浮かんでいた。安堵と、心労と、あと透明ななにか。

　ヴィクトリカは黙って、一弥の手をギュッと握った。
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　海上救助隊に三人が保護され、そちらの船に乗り移った、数分後──。

　客船〈QueenBerry 号〉は大きな音を立て、海底に沈んでいった。

　その様は壮観だった。大きな船はゆっくりと沈んでいったのだが、その後には静かな海だけが残り、波を起こしては消えていった。まるで初めからなにもなかったのだというように。

　救助船は〈QueenBerry 号〉とは異なり、飾り気のない頑丈そうな船だった。よく使いこまれた甲板。手すりのペンキは剝は

 げかけて、ところどころ斑まだら

 になっていた。

　と、救助隊員に混ざり、兎革のハンチングを被った若い男二人組がこちらに駆け寄ってきた。なぜか手を繫つな

 いでいる。……グレヴィール・ド・ブロワ警部の部下だ。

　二人とも青い顔をして大声を上げていた。ヴィクトリカの無事を確認し、

「よかったー。生きてたー。奇跡だー」

「驚いたー。わー船沈んだのー。たいへんだー」

　大騒ぎしている。

　──ヴィクトリカは甲板の手すりにもたれ、海面をみつめていた。糸のように細く、いつもきらきらと輝いている長い金髪が、海からの強い潮風に揺れていた。仕立てがよく豪ごう
 奢しや

 なその服は、白いレースが汚れ、あちこちに染みやほつれがあった。

　寂しそうな表情だった。

　一弥が横に並んで、

「なに見てるの？」

　ふっと顔を上げたヴィクトリカは、かすかに笑った。それから、重大な秘密を教えてくれるかのように、一弥の耳に唇を寄せて小声でささやいた。

「美しいものは、嫌いじゃないのだよ」

　そうして、海面に朝日が映り、燃えるように赤い波が寄せては返すのを指差してみせた。

　小さな指だった。

　いつのまにか雨はやんで、眩まぶ

 しい朝日が船を包んでいた。海を鮮やかな赤に染める強い朝日は、二人の上にもさんさんと降り注いでいた。

　この小さな金色の女友達が、自分に〝好き嫌い〟を教えてくれたのは、これが初めてだということに一弥は気づいた。特別なことを言われた気がした。一弥は微笑んだ。

　二人は並んで、しばらくその光景をみつめていた。

　やがて一弥が小声で、

「また、こようよ」

「……また？」

「うん。二人で海を見にこよう」

　ヴィクトリカはなぜか寂しそうに笑った。

「また、か」

「ん？」

「いや、なんでもないよ。久城。なんでもないのだ……」

　少しずつ朝日が昇っていく。

　きつく感じた赤い輝きも、柔らかな光に変わっていく。

　船が陸地に近づいていく。

　そして、波は柔らかに寄せては返していた。






　　　　５






　ジュリィ・ガイルは船を下りた。目立たないように顔をうつむかせ、歩きながらどんどん早足になる。

　やがて駆け足になり、船から離れていく。

（なるほど、ね……）

　心の中でだけそっとつぶやく。

　船が港に着き、人々がぞろぞろと下りていく。荷下ろしの掛け声や、行き交う水夫たちの忙しそうな声。長旅のため船に乗りこもうとやってきた人々や、見送りのため集まった家族。荷物が運び出されたり、持ちこまれたり。港は朝の喧けん
 噪そう

 に包まれていた。

　その喧噪にジュリィはうまく混ざり、姿を消そうとしていた。もちろん警察官に残るように言われたのだが、聞く気はなかった。ジュリィは港の朝の人混みに紛れてさっさと歩きだしていた。

　あの船さえ下りれば、ジュリィ・ガイルと名乗った女は消える。都会に紛れればもうみつかるまい。

　足早に歩きだすジュリィは、跡をついてくる男たちの姿に気づいていなかった。

　手を繫いで、スキップしてついてくる二人組。揃って兎革のハンチングを被かぶ

 っている。

　ジュリィはつぶやく。

（なるほど。あのときもあんたはそうやったのね。そうだったのね……）

　その瞳ひとみ

 には涙が光っている。

　──思い出が押し寄せてきた。

　いや、思い出などというきれいな言葉では言い表せない。

　あれは、悪夢だ。悪夢のような一夜──。

（そうだったのね。騙だま

 されたわ、ヒューイ……）

〈野兎〉の群れに放された〈猟犬〉。

　ヒューイこと、ネッド・バクスター──。

（あなたはあのときも、ああやって、死体のフリをしたってわけね…………！
 ）
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　わたしは階段で拾ったハートのペンダントをポケットに押しこむと、立ち上がった。そろそろと暗い階段を降り、もとの廊下に戻ろうとした。

　しかし、階段の途中で不測の事態が起きた。

　遠くから聞こえた銃声と、いくつもの悲鳴……。

　わたしは走り出した。階段を駆け下りて、薄暗く粗末な廊下に躍り出る。

　そして驚きのあまり立ち尽くした。

「…………
 ヒューイ!?
 」

　廊下に折り重なるように仲間たちが倒れていた。小柄なフランス人の少女が、リィを庇かば

 うようにしてうつぶせに倒れている。がっちりしたイタリア人の少年は、廊下の壁に背を預け、その肩からどくどくと流れる血を呆ぼう
 然ぜん

 とみつめている。瘦や

 せてくるくるとした巻き毛のアメリカ人の少年は、仰あお
 向む

 けに倒れてうめき声を上げている。その前に、腕から血を流すヤンが立ちふさがっている。

　そして、その阿あ
 鼻び
 叫きよう
 喚かん

 の真ん中に、瘦せた少年が──

　死んだはずのヒューイが立っていた。

　思わず上げた声に、ゆっくりとこちらを振り返る。わたしは息を飲んだ。彼の青白い顔にはなんの表情も浮かんでいなかった。彼自身の意思ではなく、なにか大きな力に操られたおそろしいマリオネットのようだった。

「〈野兎〉、みっけ」

　そうつぶやくと、急にニヤリと笑った。

　片手に、無造作に機関銃を持っていた。溺おぼ

 れ死んだあの二人の少年から奪い取ったものだろうと推測できた。

　ということは……彼らが言い残した言葉は……。

（幽霊が、出たんだ……！）

（俺たちから銃を取り上げて、ここに放りこんだ……！）

　あの〝幽霊〟とは、死んだはずのヒューイのことだったのだろう。

　そしていま、体中から血を流して倒れている仲間たち。

　──頭にカッと血が上った。わたしはポケットに突っこんだままになっていた拳けん
 銃じゆう

 を取り出して、ヒューイの胸に狙いを定めた。

「ヒューイ、銃をおろして！」

「……おまえこそ」

　ヒューイは笑いながら引き金を引いた。

　右肩に熱い衝撃が走った。撃たれた、と気づいたときにはもう床に膝ひざ

 をついていた。握っていた銃も床に落としていた。額に冷汗が浮かび、悪寒がした。

　ヒューイは楽しそうに、一歩一歩、近づいてくる。銃口をわたしの頭に向けて……。

「……やめろっ！」

　少年の叫び声がした。

　腕からだらだらと血を流したヤンが立ち上がり、わたしとヒューイのあいだに割りこんだ。怒りに震える声で、

「どうしてこんなことをするのか、わからないが……女の子に銃なんか、向けるな」

「そんなことは関係ない。男も女も、この箱の中では関係ないんだ」

　ヒューイの声も震えていた。

　なにに怯おび

 えているのか、瞳を不安そうに揺らし、

「重要なのは〝国籍〟だ。性別じゃないんだ」

「……どういうことだ？」

「俺は協力者なんだ。君たちは〈野兎〉で、俺はその群れに放たれた〈猟犬〉なんだ。適当に嚙か

 み殺せって命令された。国のためだ。最後までやる！」

「ヒューイ……？」

　わたしも、彼の悲ひ
 愴そう

 な表情と、繰り出される謎の言葉に、戸惑って彼の顔をただ見上げるばかりだった。ヒューイは機関銃を振り上げ、

「ここで起きたことは〝未来〟なんだ。これは絶対なんだよ！」

　ヤンが飛びかかる。

　その胸に銃口が当てられた。ヒューイが引き金を引いた。

　ヤンの小柄な体が吹き飛ばされ、血ち
 飛沫しぶき

 がわたしの顔にびしゃっとかかった。至近距離から弾を受けたヤンは、胸に大きな風穴を開け、小柄な体からは予想もつかないほど大きな音を立てて、床にどさりと倒れた。どくどくと血が流れ出て、またたくまに黒ずんだ古い絨じゆう
 毯たん

 を鮮やかな赤色に染めた。

　わたしは悲鳴を上げた。するとヒューイはこちらにも銃口を向けた。

　ニヤリ、と笑う。

　薄い唇を開き、一言、

「命いのち
 乞ご

 いしろよ」

　わたしはキッと睨にら

 みあげた。ヒューイの表情は変わらない。

「……いやよ」

「じゃあ、死ね！」

　銃口が迫ってくる。わたしは思わず目をつぶった。

　──カチッ！

　引き金を引く、小さな音がした。

　わたしは目を開けた。

　弾が切れたらしい。わたしはあわてて落とした銃を拾い、左手で握りしめた。

　ヒューイは身をひるがえし、走り出した。

　その後ろ姿に引き金を引く。

　大きな発砲音が何度も繰り返される。だが、当たらない。肩からの出血に気が遠くなる。

　気づくとわたしは泣きじゃくっていた。引き金を引きながら、溢あふ

 れる涙に視界を阻まれ、嗚お
 咽えつ

 で大きく肩を揺らしていた。

　事切れているヤンに目をやってから、立ち上がった。ふらつきながらほかの仲間のところへ行く。

　アメリカ人、イタリア人の少年は、それぞれ脇腹と肩を撃たれていたが、弾はかすっただけのようで、声をかけるとなんとか立ち上がることができた。フランス人の少女は恐怖で気を失っていただけのようだった。

　三人ともが立ち上がると、わたしは出血のためかまた意識を失っているリィを担いだ。彼女のハートのペンダントは、まだわたしのポケットに入っていた。これを彼女に渡さなければ、と思った。また歩きだした。

　イタリア人の少年が、ふらつくアメリカ人の少年を力づけるように話し始めた。故郷ふるさと

 のことを。場違いな話だった。

「ぼくは、市場のすぐ近くに住んでいたのだよ。朝は、屋台の店番などをして小遣いを稼いでいた。色とりどりの野菜を積んだ屋台は、圧巻だよ。夏野菜の美しさと、おいしさは、どこの国にも負けないと思っていた……」

　アメリカ人の少年が、聞こえているよ、というように力無く微笑んだ。

　ふいにフランス人の少女がうめいた。

「どうして……？」

　ほかの少年たちも振り返る。

　フランス人の少女は、絞り出すような声で、誰にともなく問う。

「生きてたの？　あの男の子？　死んでたはずよ……」

　誰も、なにも言わなかった。

　わからなかったのだ。

　わたしも、狂ったように何度も、頭の中で反はん
 芻すう

 していた。あのとき……あのとき、ヒューイは確かに、脈が止まっていたのに、と……。






　第五章　ゲーム・セット











　　　　１






　ジュリィ・ガイルは港を離れ、街で拾った辻つじ

 馬車に揺られていた。舞いこむ風に長い黒髪が揺れ、その青白い顔にかかったり、また離れたりを繰り返している。

　ガタゴトと揺れる座席で、ジュリィは一人、遠い目をして考えこんでいた。

「そうよ……」

　思わず声がもれる。

「あのとき、倒れているヒューイの脈を取ったのは、わたし。確かに脈は止まり、死んでいるように見えたわ。あれからずっと……考えていた。どうしてか、と」

　外の風景は次第に町中の喧けん
 噪そう

 に入っていった。都会の人混みに、ジュリィは安あん
 堵ど

 を強くする。自分はついに復ふく
 讐しゆう

 を終え、逃げ切ったのだと。

　御者が素す

 っ頓とん
 狂きよう

 なほど明るい声で、

「今日はいい天気ですねぇ、お嬢さん」

　声をかけてきたが、無視した。

　御者はそれでもしつこく、

「ついさっきまで曇っていたのに。いい一日になりそうだ」

「……そうね」

　ジュリィは低く返事をした。

　一人、目を細める。

　ヴィクトリカを思いだし、知らず微笑みがこぼれた。本人は知らないことだろうが、自分が十年ものあいだ抱えていた疑問を、あのおかしな美少女は一瞬にして解いてくれたのだ。

　ヒューイが倒れていたはずの場所に転がっていたテニスボール。

　きっと十年前も、ヒューイは同じ手を使って死体のフリをしたのだ。そうして少年少女を恐怖に陥れ、争いあう原因の一つになった。その後はグループを離れて、徒いたずら

 にその命を奪ったりした。

「なるほどね……」

　胸にかけたハートのペンダントをぐっと握りしめる。

　しかし自分は見事に復讐をやってのけた。あの箱に〈野兎〉たちを閉じこめてなぶり殺した大人たちも、〈猟犬〉の少年も、もういない。すべて終わったのだ。遠くへ……後は遠くへ逃げればいい。

　──ふと、ジュリィは異変に気づいた。

　辻馬車は、ジュリィが命じた、異国へ続く列車の出る駅ではなく、別の街角を走っていた。駅は遠ざかっていく。あわてて御者に向かい、

「どこへ行くのよ！」

「……どこへって、お嬢さん」

　御者は振り返った。

　ハンサムな若い男だった。貴族的な品のある顔立ちに、皮肉っぽく歪ゆが

 められた口もと。御者にしては上等すぎる外がい
 套とう

 に身を包み、首には高価そうなシルクのタイを巻いていた。

「あんた、誰！」

　ジュリィは、その御者の異様なヘアスタイル──先端をぐりゅんと流線形にかためた、見たこともない形だ──に目を奪われながら、叫んだ。

「グレヴィールです」

「……グレヴィールって、誰よ！」

「名警部です」

「は？」

　御者が強く手綱を引いた。

　馬がヒヒーンと一声鳴いて、足を止めた。

　と同時に、ズザザッとたくさんの足音がした。ジュリィは息を飲んだ。いつのまにか辻馬車の周りをたくさんの警官が取り囲んでいた。

　辺りを見回す。そこは警察署ビルの前だった。鉄格子のはめられた四角い窓がいくつも並ぶ、真四角のビル。古くからここに建っている由緒あるこの建物は、どこか刑務所を連想させる威圧的なものだった。そのくすんだオレンジ色をした煉れん
 瓦が

 の壁が、じわじわとこちらに迫ってくるように感じられた。

　ジュリィは目をこらした。

　警察署の前に少年と少女が立っていた。あの東洋人の──帝国軍人の三男だと言っていた──久城一弥と、ジュリィ自身が、小さな探偵さんと呼んだ、いかにも貴族的な金髪の少女、ヴィクトリカ。

　二人は手を繫つな

 いでこちらをみつめていた。

　ジュリィは肩をすくめた。

　御者に向かい、笑いかける。

「ゲーム・セットね？」

「……そのようですな」

　御者は馬車から飛び降りると、外からドアを開け、うやうやしくジュリィに手を差しのべた。攻撃的に尖とが

 った髪の毛が、ジュリィの顔に突き刺さりそうだった。その手を取ってジュリィが馬車から降りると、御者は胸を張り、

「ジュリィ・ガイル。殺人罪で、逮捕する！」

　ジュリィは一瞬だけ、笑った。

　それから氷のような無表情になり、警察署に向かって歩きだした。






　　　　２






　警察署の一部屋で、ジュリィ・ガイルは、ブロワ警部と、ヴィクトリカ、一弥の三人を前にして座っていた。

　警部の部下二人はなぜか外に締め出され、手を繫いでドアの前に立っていた。

　──この警察署はブロワ警部の管轄ではないのだが、ヴィクトリカからの連絡が入ったためと、やはりその出自から発言力があるために、警部はまるで自分の管轄であるかのように自由に振る舞っていた。

　その部屋は薄暗く、やけに広々としていた。なんの飾り気もない長テーブルが部屋の真ん中にでんと置かれていた。照明は実用一点張りの白熱灯で、各自に与えられた粗末な木の椅子は、少し動くたびにギィギィといやな音を立てた。

　その椅子に、ジュリィ・ガイルは不思議そうな顔をして座っていた。ヴィクトリカに向かって、

「どうしてわかったの？　犯人がわたしだって」

　ヴィクトリカとブロワ警部は、なぜかほぼ同時に、鞄かばん

 を開けるとパイプを取り出し、口にくわえた。火をつけて一服、吸うと、ヴィクトリカは問いを発したジュリィを、警部は問われたヴィクトリカを、煙をぷかりと吐きながらひたと見据えた。

「……〝知恵の泉〟だ」

　ヴィクトリカはそっけなく言った。

　ジュリィ、警部、そして一弥も、自分の顔をじっとみつめているのに気づくと、面倒くさそうにその長い金髪をかきあげ、

「説明するとだね。あなたはまず、最初に噓をついた」

「……噓ですって？　わたしが？」

　ジュリィが目をパチクリする。

　ヴィクトリカはうなずいた。顔を上げる。

「自己紹介のときだ。ジュリィ・ガイル。資産家の令嬢で〝広い屋敷でのびのび育った〟と」

　一弥が不思議そうに、

「どうしてそれが噓だってわかったんだよ？」

「久城、君、覚えているかね？　この人が考え事をするときに必ずしていた、くせを」

　ヴィクトリカは立ち上がると、胸のペンダントをいじるような真似をしながら、歩きだした。五歩歩くと、ターンして、戻ってくる。また五歩歩くと、ターンする。ぐるぐるとこれを繰り返し、顔を上げる。

「……な？」

「な、ってなにが？」

　三人ともがキョトンとしていることに気づくと、ヴィクトリカは苛いら
 立だ

 ったように、

「君たち、考えてみたまえ。広い屋敷でのびのび育った人間が、こんな動きをするものかね？」

「どういうこと？」

「この動きはだね、狭い場所──五歩歩くと壁にぶつかってしまうぐらい──に居続けた人間のくせなのだよ」

「……住んでる部屋が狭いってこと？」

「それも否定できないが、もっと範囲を狭めるとだね」

　ヴィクトリカは椅子に座り直した。

　低いしゃがれ声で、

「たとえば、刑務所の独房。もしくは病院の病室。屋敷の屋根裏部屋。長いあいだ外に出ないと、こうなるのだよ」

　ブロワ警部がなぜか居心地悪そうに体を揺らし、咳せき
 払ばら

 いした。

　それを横目で見ると、ヴィクトリカが小声で、

「いまのは一般論だ、グレヴィール。深い意味はない」

「…………
 」

　警部は返事をしない。

　ヴィクトリカは続けて、

「〝外出許可〟のことは感謝しているよ」

「…………
 」

　一弥は二人のおかしな雰囲気に戸惑い、その顔を見比べた。

　ヴィクトリカはジュリィのほうに向き直り、

「あなたは身分を詐称していた。そして、もう一つ大事なことがある。あなたは最初から武器を持っていた」

　一弥が驚いて声を上げた。

「武器？」

「ああ。この人は、モーリスが武器をみつけて使おうとしたとき、自分も拳けん
 銃じゆう

 を取り出して、逆にモーリスを撃ち殺した。そのとき、銃は途中でたまたまみつけて持っていたのだと言ったが、それも噓なのだよ」

「どうしてわかったんだよ？」

「バッグの重さだ」

　ヴィクトリカはジュリィのハンドバッグを指差した。

「そのバッグはだね、いちばん最初にラウンジで出会ったとき、とても重かった。久城、君の頭に当たったとき、ゴツンと大きな音がしたのを覚えているかね？」

「うん、もちろん」

「あのときすでに銃が入っていたのだ。バッグの重さはそのためだ。そして銃を使い、捨てた後、この人はうっかりバッグを落とした。わたしが拾った」

「あぁ、覚えてる……」

　一弥は、ヴィクトリカが拾ったバッグをジュリィに投げ渡したときのことを思い出した。バッグは軽いらしく、ふわふわと宙を飛んだ……。

「ネッド・バクスターがわたしたちの命を狙ったのは、犯人だったからではない。おそらく彼もまた、十年前の事件に関わる男だったのだろう。モーリスと同じく、わたしたちの中に復ふく
 讐しゆう

 を企てるかつての〈野兎〉がいると信じ、密ひそ

 かに怯おび

 えていた。そして、殺される前に殺そうとしたのだ」

　部屋はしん……と静まり返った。

　やがてジュリィがうなずいた。

「そうよ……」

　その表情は奇妙に明るいものだった。罪を暴かれ捕まったことにかえってホッとしているようにも見受けられた。ジュリィはきわめて率直な口調で、

「わたしがやったの。船を用意して、招待状を書いて。全員殺して、船を沈めるつもりだった。でも、思わぬ誤算が……。ロクサーヌがすでに死んでいて、代わりになんの関係もないあなたたちが乗りこんでしまった。焦ったわ。あなたたちを死なせるわけにはいかなかったから、ずっとハラハラしていたわ」

　ジュリィは薄く微笑んだ。

「あなたたちを見ていたら、昔を思い出したの。ヤンっていう中国人の少年がいてね。優しくてしっかりした人で、頼りになったわ。最後はネッド・バクスターに殺されてしまったけど……。久城くん、あなたを見てたら、彼を思い出してね」

「なにがあったか、十年前のことを話してもらえますか」

　ブロワ警部が口をはさんだ。

　ジュリィはうなずいた。

「……いいわ」





　そしてジュリィ・ガイルは話し始めた。

　十年前。夜、この町の路上で、鉄格子のはめられた黒い馬車に乗せられたこと。たくさんの少年少女とともに、あの船──本物の〈QueenBerry 号〉で目覚めたこと。そして悪夢の一夜が始まったこと。

　つぎつぎと仲間が死んでいったこと。ヒューイの裏切り。傷ついた仲間を連れて、甲板へ上がっていったこと。

　そして、生き残った〈野兎〉たちが、そこで見たもののことを……。
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　わたしたちは水浸しの廊下を進んで、船首側の階段を上がり、甲板へ向かった……。

　背中に担いだリィの体は、どんどん重くなっていった。一歩一歩、階段を上がるたびに膝ひざ

 が震えた。でも、わたしが担ぐしかなかった。少年二人はヒューイに撃たれた傷から出血し次第に顔色が青くなっていたし、残った少女はショックで泣き始めていた。わたしが背負わなければ、リィを置いていくことになってしまう。

　背中にぐったりもたれかかるリィが、まだ生きているのか、すでに息絶えてしまったのか、わからなかった。彼女の黒髪が、階段を上るたびにさらさら揺れた。チョコレート色をしたつややかな肌も、健康的な色を失っている。

　──そうして、階段を上り続け、ようやくわたしたちは甲板に出た。

　夜は明けかけていた。

　昨夜、船尾のほうから甲板に出たときは深い闇が立ちこめてなにも見えなかった。でもいまは夜明けの青白い光が東の空から白々と甲板を照らしていた。海は灰色で、静かに波を寄せては返していた。

　震える足で、一歩一歩、進み、無線室へ。

　ドアを開けると……。





　白い煙が、その部屋の天井辺りに立ち上り、霧のように視界を邪魔していた。

　血だらけで入ってきたわたしたちに、部屋にいた人間──九人の大人の男たち──が一斉に振り返った。

　ある者はカードゲームに興じていた。ある者は葉巻をくゆらしていた。ある者は書物に目を落としていた。

　天井に葉巻から白い煙の筋が上がっていく。

　男たちは、わたしたちを見るとポカンと口を開けた。

　それから一斉に叫んだ。

「どこの国だ！」

「国籍を言え！　死んだのはどこの子供だ！」

「よし、こいつはソヴュールだぞ！　同盟国はどこだ!!
 」

　わたしたちの肩をつかみ、乱暴に揺する。

　ブランデーのグラスをかたむけていた男が、立ち上がった。男たちの中では比較的若い。三十代の半ばぐらいか……。初老の紳士の腕をつかみ、

「まぁ、まぁ、まずは労ねぎら

 おうではありませんか」

「モーリス君……」

「さぁ」

　モーリスと呼ばれた男は、呆ぼう
 然ぜん

 と立ちすくんでいるわたしたちを見下ろし、両腕を上げた。

　そして手のひらを合わせ、パチパチパチ……！　と拍手をした。

「ようこそ！　勇敢な〈野兎〉たちよ！」

　男たちがそれに合わせ、拍手し始める。

　その笑顔、笑顔、笑顔……。

　気が狂いそうだった。

　──背中に担いでいたリィの体が、わたしが力を抜いたためか、ずるずると床に落ちた。わたしが「リィ……！
 」と叫んでかがみこむと、男の一人がこちらを見下ろした。

　リィの黒い髪と、チョコレート色の肌を凝視する。

　フン、と鼻を鳴らして、

「アラブ、か」

　あろうことか、リィの倒れた体を足あし
 蹴げ

 にした。

　わたしは叫び声を上げた。

　リィは動かない。本当に死んでしまったのかもしれない……。

　わたしは彼女に返すつもりだったハートのペンダントを、ポケットの中に入れた手でぐっと握りしめた。涙が溢あふ

 れてきた。

　男たちはわたしたちを眺め、

「イギリス、は、生きてるな」

「もちろん。あいつは〈猟犬〉だ。生きて戻ってきた」

「あとは、この……フランス、イタリア、アメリカ……そして、ソヴュール」

　顔を見合わせ、うなずきあう。

　──部屋の奥に不気味な人間がいた。車椅子に座っていた。頭部だけを赤いリンネルの布で覆っていた。皺しわ

 だらけの皮膚が垂れ下がって、その瞳ひとみ

 を半ばまで隠していた。

　老いた女だった。

　彼女の前には、銀の壺つぼ

 、銅の壺、そしてガラスの壷が置かれていた。金色に輝く手鏡を皺だらけの手でつかんでいた。

「一人の青年が、もうすぐ、死ぬ……」

　低い声だった。

　男たちは振り返り、老女に、

「ロクサーヌ様……！」

「それがすべての始まり。

　世界は石となって転がり始める」

　部屋はしんと静まり返った。

　老女、ロクサーヌは叫んだ。

「お告げの通りにするのじゃ。そうすれば、この国はますます発展するじゃろう」

「はっ……！
 」

　男たちは頭を下げる。

　わたしは混乱し、立ちすくんでいた。

（お告げ……？　どういうことよっ……？
 ）

　やがて老女は、首を揺らし、しわがれた声で笑いながら宣言した。





「これにて〈野兎走り〉を終える。ただちに箱を沈めよ！　そして〈野兎〉たちは、太らせよ！」






　第六章　その手を、離さない
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　ジュリィは警察署の一室で、長い告白を終えた。

　部屋はしんと静まり返っていた。

　ヴィクトリカとブロワ警部が手にした陶製のパイプから、白い煙が二筋、細く、天井に上がっていく。

　誰もなにも言わなかった。やがてジュリィが低い声で、

「……ずっと、わからなかったの。苦しかったわ。ねぇ、ヴィクトリカ。小さな探偵さん。あなたならわかるんじゃ、ない？」

　一弥が顔を上げると、ジュリィは唇を嚙か

 み、ひたとヴィクトリカを見据えていた。

　一弥はヴィクトリカの横顔をチラリと見た。彼女は混沌カオス

 の再構成を終えたようで、それを言語化しようと考えこんでいた。

　ブロワ警部は、頭の許容量を超えたようで、遠い目をして窓の外を飛びすぎる小鳥を眺めていた。ぐりゅんと尖とが

 らせた金髪の先端が、窓からの朝日に透けて淡い金色に輝いていた。パイプは口から離され、忘れられたように、心ここにあらずの様子をした警部の手の中でいたずらに白い煙をくゆらせていた。

　ヴィクトリカが口を開いた。

　慎重に、ゆっくりと、言う。

「おそらく──大規模な占いだったのだと推測されるが」

「……占い!?
 」

　ジュリィが叫んだ。首を振り、

「あんなにたくさん死んだのよ。船も沈んだわ。いったいどういうことよ。なにを占ったの？　どうやって？　資金だってかなりかかっているわ」

「久城、君には説明したことがあるが」

　とつぜん話題を振られた一弥が、飛び上がった。

「な、なに？」

「古代の占いだ。預言者モーゼが行った、棒占い」

「あぁ……聞いたような気もするけど」

「イスラエルの民の長おさ

 となるべき人物が、どの種族から生まれるかを占うために、それぞれの種族名を書いた十二本の棒を用意した。その棒の運命が種族の運命というわけだ」

「うん……」

「また、占い師ロクサーヌは庭で野兎を飼っていた。しかし、ときどき猟犬に嚙み殺させたりしていたようだ。殺される野兎と、生き残る野兎。生き残ったほうは太らされ、大事に飼われていたのだ」

　ヴィクトリカは言葉を切った。

　次第にジュリィの顔が暗く陰っていった。

「おそらくロクサーヌは、野兎を占いに使っていたのだ。それぞれに、占うべき人名などをつけて猟犬の中に放す。どの野兎が生き残るかで未来を占った」

「ねぇ、まさかその野兎が、わたしたち……？」

　ヴィクトリカがうなずく。

「でも、どうしてよ？　人間よ？」

「おそらく、それまで行ったどんな占いより、大規模な未来予測が必要となったのだろうと推測されるが。……ここで、材料となるべき混沌カオス

 の欠片かけら

 が、いくつかある。世界中から集められた、十一の国籍を持つ孤児たち。ロクサーヌの〈一人の青年がもうすぐ死ぬ。それがすべての始まり。世界は石となって転がり始める〉という言葉。その場にいた男の〈同盟国はどこだ〉という言葉。それから、ヒューイの〈ここで起きたことは〝未来〟なんだ〉〈重要なのは〝国籍〟だ〉」

　ヴィクトリカは低い声になった。

「そして、それは十年前──一九一四年の春に起こったということ」

「……あっ！」

　一弥が叫んだ。

　全員が振り返った。一弥はあわてて、

「あ、いや……。ごめん。十年前と言えば、その年の六月に〈サラエボ事件〉があって、世界大戦が起こったなぁと思って。関係ないよね」

「いや、関係はあるよ、君。それが答えなのだ」

　ヴィクトリカの声に、ジュリィが叫び声を上げた。

「どういうこと!?
 」

　──一九一四年六月末。オーストリアの帝位継承者がサラエボで暗殺される事件があった。犯人の引き渡しを要求するオーストリアに、セルビア政府が反発、それを支援する国家も出た。オーストリア・ハンガリー、ドイツなどが結託し、開戦。ロシア、フランス、イギリスなどがこれらと戦うことになり、やがて戦争は世界規模の拡がりを見せた……。

　ヴィクトリカは低い声で、

「いまとなっては推測することしかできないがね。おそらく、十年前、世界を覆うきな臭い空気を感じた政府関係者が、有名な占い師を使い、世界の未来を読もうとしたのだ。大規模な舞台──〈QueenBerry 号〉という箱を用意し、そこに、世界中から集めた〈野兎〉を放った。トラップだらけの箱に、〈猟犬〉役のイギリス人の少年も混ぜた。箱の中では、少年少女がそれぞれの国の未来を担っていた」

「そんな……っ！
 」

「占いは、当たったのだ」

　ヴィクトリカは金髪をかきあげて、

「あの世界大戦のことを思い出してみたまえ。おい、中途半端な秀才の久城」

「……あのねぇ！」

「戦争の結果を、言ってみたまえ」

　一弥は戸惑いながらも、つっかえつっかえ、

「世界大戦は、同盟国と連合国に分かれて始まったけど、ええと、連合国の勝利に終わったよ。同盟国のほうは、最終的に……ドイツ、オーストリア・ハンガリー、それにトルコ…………
 」

「連合国側は、久城？」

「ええと……フランスとかイタリア、イギリス、アメリカ、あとはソヴュールとか…………
 」

　ヴィクトリカは、じっとジュリィをみつめた。

　その瞳ひとみ

 にはなんの表情も浮かんでいなかった。ジュリィのほうは激しい葛かつ
 藤とう

 に唇を強く嚙んでいた。

「そんな……」

「占いは、当たったのだよ」

「…………
 」

「あの船の中で、少年少女は二手に分かれてしまった。同盟国側と、連合国側。まずハンガリー人の少女がトラップで死に、ついでトルコ人の少年が撃たれて死んだ。そしてイギリス人の少年は二枚舌を使い分けて生き残った。そう、イギリスはあの戦争のトリックスターだった。ドイツとオーストリアの少年も死に、中国人の少年も撃たれて倒れた。そしてアラブ人の少女は……」

「リィ……！
 」

「アラブはあの戦争に巻きこまれて、国土を失いボロボロになってしまった」

　ジュリィは泣いていた。

　それを見守り、ヴィクトリカは少し困ったような顔をした。ポケットからいかにも高級そうなハンカチを取り出すと、おそるおそるジュリィに差しだす。

　ジュリィがそれを受け取り、涙を拭ふ

 くと、ヴィクトリカはかすかにホッとしたような表情を浮かべた。

　ジュリィは涙をすすりながら、問う。

「じゃあ……あいつらは、わたしたちの動きを元にその後の政治を動かしたのね」

「そうだ」

　ヴィクトリカはうなずいた。

「ソヴュールは連合国側について世界大戦に参戦した。歴史が動いた。どこまでが偶然か、必然かは、ロクサーヌも関係者も死んだいまとなってはわからないが……ともかく、占いは当たった。もちろん客観的事実としてではなく、主観的事実としてだ。大規模な占い〈野兎走り〉の結果が、心理的に、彼ら……政治家や貴族、外務官僚たちの責任回避装置として作動したことは、言うまでもない」

　ジュリィは顔を上げた。

「ひどいわ」

　それからゆっくりと、その後の自分について語り始めた。ショックから回復できず、長いあいだサナトリウムにいたこと。ようやく落ちついて退院し、当時のことを調べ始めたこと。

　生き残った少年少女は、ある者は自殺してしまい、ある者は殺人者となってすでに刑を執行されており、元気な姿を見ることはできなかった。リィの生死は知れなかった。もしかするとあのときもう死んでいたのではないかと推測した。

　ただ一人、ヒューイだけは、ネッド・バクスターと名を変え元気に暮らしていた。舞台俳優となって活躍している記事をみつけ、彼もまた復ふく
 讐しゆう

 の対象に加えることにした。

　十年後の、いま。

　財産だけは、太らせろ、との指示のせいかたくさんもらっていた。それを全部使い切り、〈QueenBerry 号〉──あの箱のレプリカを造った。招待状を送った。

　彼らは集まってきた。すでに殺されていたロクサーヌを除いて。





　──警察署の一室は、そのような話をしているとは思えないぐらい静かで落ちついた雰囲気になっていた。逮捕されたジュリィ自身が、静かに座り、話をしているからだろう。

　ジュリィは顔を上げるとヴィクトリカに聞いた。

「ねぇ……あなた、いったいいつから、わたしが犯人だってわかってたの？」

　しばらく、ヴィクトリカは黙っていた。

「確信したのは、モーリスを撃ち殺したときだ。しかし、あなたを最初に疑ったのは、あのラウンジで目覚めたときだ」

　ジュリィはキョトンとした。

「……どうして？」

「あなたはラウンジのドアの、すぐそばにいた。そしてドアを開けようとガチャガチャ音を立て、鍵かぎ

 がかかっていると騒いだ。しかし、その後に別の男がドアを開けると、簡単に開いた。そして、仕掛けられていたボウガンの矢が飛んできて、男は死んだ」

「ええ」

「最初から鍵などかかっていなかった。あのときあなたが、鍵がかかっていると騒いだのは、彼らを部屋に足止めするためだった。壁紙をはがして脅しの文句を見せ、これがなんの儀式なのかを彼らに教える必要があった。彼らを殺すのはその後と決めていたのではないかね？」

「……そうよ」

　ジュリィはしみじみとヴィクトリカの小さな顔をみつめた。

　ヴィクトリカが先に目をそらした。

「確証はなかった。だから、ただそう考えただけなのだよ。あの時点ではね」

「そう……」

　くすり、とジュリィが笑う。それから一弥のほうを指差して、

「ねぇ、小さな探偵さん。あなた、それで、この男の子の手をしっかり握っていたのね。犯人とは知らずに、わたしと仲良くしゃべっていたから」

「む……」

「たえず意地悪なことを言いながらも、絶対に手を離さなかったわ。あなた、この子のことが心配だったのね」

「…………
 」

　ヴィクトリカは知らんぷりした。

　一弥は驚いた顔をして、ジュリィとヴィクトリカを見比べていた。船の中を逃げていたときのことを思い出す。自分はヴィクトリカを守るつもりで手を繫つな

 いでいたけれど、ヴィクトリカはヴィクトリカで、自分のことを心配してくれていたのだろうか……。

　──やがて部屋を出るときになると、ジュリィがつぶやいた。

「ねぇ、小さな探偵さん」

「……その呼び方はやめたまえ」

「いいじゃない。ねぇ……わたし、最初にあなたを見たとき、どこかで会ったことがある、と思ったんだけど」

　ジュリィはヴィクトリカの顔をしみじみ見て、

「思い出したわ……」

　横にいたブロワ警部が、なぜか、びくりと肩を震わせた。

「ずっと入っていたサナトリウムよ。そこで、あなたとそっくりの顔をした女性に出会ったの。それで覚えていたのよ。あれは……誰だったのかしら…………
 」

　ヴィクトリカは緑色の双眼を一瞬だけ見開いた。

　それから首を振り、

「さてね」

「お姉さんとか？　それとも……」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えず、ジュリィに、さよならというように手を振った。






　　　　２






　取り調べが終わった。

　一行は警察署の廊下に出た。幅広い廊下を、制服を着た警官や、刑事らしき男たちが忙しく行きすぎていた。時折、一弥とヴィクトリカのほうを、どうしてこんなところに子供がいるのだろうというように振り返る警官もいた。

　角を曲がって、兎革のハンチングを被かぶ

 った男二人組が走ってきた。ブロワ警部は足を止めた。

「警部ー」

「いま、連絡がありましたー」

　手を繫いだままで、二人組は、その手をぶんぶん振った。

「逃げていた、ロクサーヌ殺しのメイドが、捕まりましたー」

「いま連行されてきます。あ、ほら、きたー」

　指差した方向を振り返ったジュリィ・ガイルが、はっと息を飲んだ。

　警官に両側から押さえつけられて連行されてきたのは、美しいアラブ人の女だった。黒髪と、張りのあるチョコレート色の肌が、廊下の洋燈ランプ

 につやつやと照らし出された。

　その女も、顔を上げてジュリィをみつけると息を飲んだ。

　二人とも大人になり、かつてとはあまりに面立ちが変わっていた。しかし、瞳ひとみ

 を見ると以前と同じ輝きがみつけられた。二人は半信半疑のように小声でささやきあった。

「もしかして、リィ、なの……？」

「…………
 アレックス？」

　十年ぶりの再会は、ほんの一瞬、廊下ですれ違い、終わった。

　アラブ人メイドの後ろ姿に、ジュリィは震え声で、

「警部さん。あれが……ロクサーヌ殺しの犯人なの？」

「そうだ」

「そう……。リィも、やったのね。十年後に、復讐を」

　ジュリィは首元に手をかけると、ハートのペンダントをつかんだ。あの日からこの十年間、ずっと大切に保管していたペンダント。リィの幸運のお守り。彼女に返すためにあの階段で拾い、そのまま返しそびれていた……。ジュリィはペンダントをつかんだ手にぐいっと力を込め、外した。

「リィ！」

　叫び声に、リィが振り返る。

　ジュリィが投げたペンダントが、宙を舞った。

　リィは警官の手をふりほどいて、腕を伸ばし、そのペンダントを受け取った。

「……あんたのお守り、返すわ」

　言葉の通じないリィは、小首をかしげた。

　片手を上げ、かすかに手を振るような動作をすると、再び警官に連行されていく。廊下の角を曲がり、消える。

　ジュリィ・ガイルはしばらくそこに立ち尽くし、誰もいなくなった廊下をただみつめていた。






　エピローグ　約束
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「……というわけで、幽霊船〈QueenBerry 号〉は、再び海に沈んでいったんだ。過去の亡霊たちの復ふく
 讐しゆう

 を終えて、暗い海の底に」

　天気のよい朝。

　聖マルグリット学園の校舎裏。咲き乱れる花壇を見渡せる場所にある、三段ほどの階段に座り、二人の子供が顔を寄せて話していた。

　二人の目前には、色とりどりの花が咲き乱れて、太陽の光を浴びて眩まぶ

 しく輝いていた。甘い花の香りが鼻孔をくすぐる。花壇のあいだに作られた小さな通路を歩く、生徒たちの話し声が遠く聞こえてくる。だがこの階段は穴場らしく、寄り添って話している二人のほかには、人気はない。人の多い学園の中に、ぽっかり空いたエアポケットのような、心地よい場所だった。

　そこにいる二人は、小柄で生真面目そうな東洋人の少年と、金髪のショートヘアを風に揺らす、スラリとした白人の少女だ。

　少女──英国からの留学生、アブリル・ブラッドリーは、大きな瞳をまんまるに見開いて少年の話を聞いている。

　久城一弥はその顔をみつめて、内心得意になっていた。

（よしよし。どうやら、アブリルをギャフンと言わせることに成功したぞ。それに、アブリルのネタはただの怪談だけど、こっちはなんといっても、本当の話だからな）

　うんうんとうなずいて、心の中で勝利を確信する。

（ぼくの勝ちだ。いやっほぅ！）

「……ぷうぅぅぅぅ
 ～っ！」

　アブリルが吹き出した。

「あれっ？」

「やだもー、やだもー、久城くんたらー。きゃははははー！」

　どうしたことか、アブリルは階段に座ったまま、長い手足をばたつかせて大爆笑していた。ほっそりとしなやかな足が、風にスカートがふわふわめくれるたびに眩しかった。

「なんで笑ってるんだよ？」

「だってー。そんなわけないじゃないー」

　アブリルは笑いすぎて浮かんだ涙を手の甲でごしごし拭ふ

 いた。

「久城くんたらー」

「ほんとなんだってば」

「もう～！　言っとくけど、わたし、ぜったい信じないからね」

　アブリルが一弥の顔の前で人差し指を立て、「めっ！」と言いながら左右に振った。一弥の目が、その人差し指を追っているうちに寄り目になってくる。

　どういうことだろう……？　と悩んでいると、

「だって、あのサボり魔のヴィクトリカくんが、じつは女の子で、すっごい美人ちゃんで、しかも……名探偵？」

「……ほ、ほんとなんだってば！　なんなら、一緒に大図書館のいちばん上においでよ。ヴィクトリカがほんとにいるんだから！」

「べーだ！　その手には乗りませんよーだ」

　アブリルは小憎たらしい表情をつくって、一弥に向かって舌を出してみせた。笑顔だけでなく、その顔もまたすごくかわいかった。一弥が思わず黙ると、

「それに、あんなすごい迷路階段のある大図書館を、いちばん上まで上がるなんて、ぜったいいやだよー。そんなことする人がいるなんて、信じられない」

「…………
 」

　ヴィクトリカにも言われたな……、と一弥が落ちこんでいると、アブリルはまた、幽霊船の話をしたときみたいに低い声になって、言った。

「それに、あの大図書館にも怪談があるんだよ。〈迷路階段のいちばん上には、金色の妖よう
 精せい

 が棲す

 んでいる〉。…………
 きゃああああ！」

「うわあああ！」

「きゃはははは、また引っかかったー。恐がって悲鳴上げたー。久城くんの恐がりー」

「……いや、いまのはアブリルの悲鳴にびっくりしたんだよ。恐がりじゃないってば。それに、その怪談は当たってるよ。妖精じゃなくて人間だけど、人間離れしてるから人間って言わなくてもいいかも。とにかくヴィクトリカが……」

「はいはい、もうそのほら吹きは、おーわーりー」

　アブリルがパチンと指を鳴らした。

　一弥は思わず、

「……すみません」

　また、謝ってしまった。どうもこの国にきてから、同い年の女の子に、悪くないのに謝り続けている気がする。気のせいだろうか。

　アブリルはニコニコして、

「だいたい、久城くんがどうして、そんな探偵役を思いついたのかはわからないけどさ。元ネタは知ってるんだよ。わたしだって、今朝の新聞、読んだもん」

「……今朝の新聞？」

「じゃじゃーん！……これでしょ？　もう、わかってるんだからねーだ」

　一弥は、アブリルが得意になって差しだした今朝の新聞の一面に、目をこらした。

「……あ、あ、あぁぁぁ～！」

　奇声を上げる一弥に、アブリルがギョッとした。

　新聞の向こうから、元気でかわいらしいその顔を覗のぞ

 かせて、

「……どうかした、久城くん？」

「や、や、やられた」

「えっ？」

　新聞の見出しには──

　こう書かれていた。





　〈またまたお手柄、ブロワ警部！

　〝幽霊船 QueenBerry 号事件〟見事解決！〉





　──一弥は新聞を握りしめ、立ち上がった。

　アブリルがキョトンとしてその顔を見上げている。

「ど、どうかしたの？　久城くん」

「……ちょっと急用。あとでね、アブリル！」

　びっくりしているアブリルを花壇に残し、一弥は走り出した。

　そこに、花壇のあいだの細い道を、肩までのブルネットを揺らしながら小柄な女性が歩いてきた。大きな丸眼鏡に、小犬みたいな垂れ目の、童顔。担任のセシル先生だ。

　一弥をみつけると、にっこりして、

「あら、ちょうどよかった。久城くん」

「あっ、先生……。ぼく、いまちょっと急いでて……」

「急いでるってことは、大図書館に行くんでしょ？」

「いや……。ん？　あ、そうです。……なんでわかったんですか？」

　セシル先生はクスリと笑って、

「久城くんが急いで走るっていったら、そうに決まってるじゃない。はい、これ。ヴィクトリカさんに渡しておいてね」

　いつものように、授業で使ったプリントを渡された。一弥はそれを受け取り、

「どうして……決まってるんだろう？」

　不思議に思いながらも、また走り出した。

　そこに、遅れて歩いてきたアブリルが、一弥の後ろ姿を見送りながらつぶやいた。

「なーんだ。ヴィクトリカくんに会いに行くんだ。ふーん」

　セシル先生は微笑んで、うなずいた。

「そうなのよ。とっても仲がいいの」

「どんな男の子なの、先生？」

　セシル先生は丸眼鏡の奥の瞳ひとみ

 をぱちくりとした。

　人差し指を振ってみせて、

「あら、アブリルさん。ヴィクトリカさんは、女の子よ」

「えええ～！」

　アブリルは叫んだ。

「ほんとに、女の子だったんだ。そうだ。それに、あの名字……？　もしかしてさっきの話……」

　ちょっと首をかしげてから、その首をぶんぶん振る。

「……まさかね。作り話に決まってるわ」

　アブリルはそうつぶやいた。

　春先の暖かい風が吹いて、二人の髪やスカートの裾すそ

 をふわふわ揺らしていった。

　空は青く澄んで、今日は一日、いい天気になりそうだ。

「そっか。ヴィクトリカって、女の子なんだ。ふーん……」

　アブリルは拗す

 ねたように口を尖とが

 らせている。

「なんだか、ちょっと妬や

 けちゃうな」

　また暖かい春の風が吹いた。

　アブリルの短い金髪とスカートを揺らしていく。つられたように、花壇に咲き乱れる色とりどりの花も、吹いてきた風に小さくブルッと震えた。






　　　　２






「ヴィクトリカ────────────!!

 」

　──さて、こちらは聖マルグリット大図書館。

　三百年以上の時を刻んだ、欧州でも指折りの歴史的建造物。

　壁一面が巨大書棚と化した、吹き抜けの角筒形ホール。遥はる

 か上の天井に、荘厳な宗教画が描かれているのが、遠く見える。書棚と書棚のあいだを結ぶのは、細い木階段だけ。まるで巨大迷路のような不思議な建物。

　その昔、国王と愛人が秘密の情事に耽ふけ

 るため、わざと迷路状に造ったという言い伝えのある、大図書館──。

　その迷路階段を、一弥は今朝も、一人の少女の名を呼びながら駆け上がっていた。

「ヴィクトリカ──────！
 」

「……そんな大声で呼ばなくても、聞こえている」

　──いちばん上の階。

　白い細い煙が、天井に向かって上がっていく。ほどけたターバンのように、長い見事な金髪を床に垂らした少女が一人、パイプをくゆらしている。煙はそのパイプから、明るい光の射しこむ天窓に向かってまっすぐ上っている。

　うっそうと緑の茂る植物園。その温室から半身投げ出すように床に座りこみ、放射線状に広げたたくさんの書物を、退屈そうに、しかしすごいスピードで読み飛ばしている。

　壊れた人形が、立てかけられているような姿。

　──ヴィクトリカだ。

　そのヴィクトリカは、はーはー肩で息をしながら駆け上がってきた一弥をチラリと見ると、

「毎日、ご苦労なことだ」

「……あのねぇ」

「心臓に負担をかけ、下を見下ろしては青くなり、腿もも

 をとてもだるぅ～くしながら、この階段を駆け上がり、大声で叫ぶのが日課になるとは。君もよくよく、不思議な留学生活だな」

「人ごとみたいに言うなよ。だいたい、ぼくは君に会いにきてるんだよ？」

「それは知っている。単なる事実の指摘だ」

「うそだー。悪意があるよ、悪意がー」

「だったらなんだね？」

「うー……なんでもありません」

　学園に戻ったヴィクトリカは、取り澄まして少しシニカルな彼女に戻っていた。この図書館でさんざん見慣れたいつもの彼女だ。

　一弥は口では敵かな

 わないことを悟り、おとなしく引き下がることにした。

　そして、アブリルから受け取った新聞をずいっと差しだしてみせた。

「それより、これを見てよ。ヴィクトリカ」

　怒りに震えながらヴィクトリカの表情を窺うかが

 うが、当のヴィクトリカは平気な顔だ。落ちついて新聞記事を流し読みすると、うなずいてみせる。

「なるほど」

「……これ、全部、ヴィクトリカの推理じゃないか。君の通報で犯人が捕まったんだし、その後の推理も、君が警察署で説明したこと、そのままだよ。あのときブロワ警部は、窓の外の小鳥を見てたんだよ？　いかにも、なにがなんだかさっぱりわからないって顔で、遠い目をしてた。ぼく、こういうのは……」

「うむ」

　ヴィクトリカは、ふわぁ～、とあくびしながら、興味なさそうに、

「兄貴は、俗物だからな」

「そうだよ。だいたいあの警部は、俗物なんだよ。……ちょっと待ったヴィクトリカ、いまなんて言った？」

「兄貴は俗物だ、と言ったが？」

「ちょっと聞くけど、兄貴って誰？」

　ヴィクトリカはキョトンとした。

　パイプを口から離し、白い煙とともにその言葉を吐く。

「グレヴィール」

「……あ、兄貴なんだ？」

「ああ、そうだ」

「ふーん。……誰の？」

「わたしのだ」

「ふーん。…………………………
 いや───────────!?

 」

　一弥は叫んだ。

　ヴィクトリカの、精巧な人形のように整って艶あで

 やかな、しかし小さすぎる姿をじっと凝視する。

　それから、ハンサムで洒しや
 落れ
 者もの

 だが、ヘアスタイルがちゃんちゃらおかしい、ブロワ警部の姿を思い浮かべる。

　……よくわからなかった。

　頭を抱える。

　ふと、床に投げ出したっきりになっていた、セシル先生から受け取ったプリントに目が吸い寄せられた。毎日これを受け取っては、ヴィクトリカに渡していたのだが、じっくり真面目に見たことはなかった。

　ヴィクトリカが貴族なのは知っていた。態度や物腰ですぐにわかるし、確か名前が、ヴィクトリカ・ド・なんとかと……。

「うはー……」

　プリントには、ヴィクトリカの名前がちゃんと書かれていた。

　──〈ヴィクトリカ・ド・ブロワ〉と。

　一弥は虚うつ

 ろな目を上げて、彼女を見た。ヴィクトリカはパイプをくわえたまま、じっと一弥をみつめている。

「久城、君、大丈夫かね？　顔がおかしいぞ」

「どうして君と警部の名字が、一緒なんだろう？」

「兄きよう
 妹だい

 だからだろう？」

「いや──────────!!

 」

　一弥は叫んだ。

　しかし、そういえば……およそ、貴族であること以外に共通項のなさそうなヴィクトリカと警部ではあるが、一心にパイプをくゆらしたり、人の顔に煙を吹きかけて喜ぶところなどは、似ていなくもない、という気がする。それ以外は、容姿も、頭脳も、まるで似てはいないのだが……。

　一弥は真顔になり、ヴィクトリカに聞いた。

「なんで？」

「……わたしのせいではない」

　ヴィクトリカは不機嫌になり、ぷいっとそっぽを向いた。しかし、そっぽを向いても向いても、一弥が回りこんできて「なんで？」「なんで？」と連呼する。

　根負けしたように、ヴィクトリカが、

「久城、君、ずっと知らなかったのか？」

「うん！」

「おかしなやつだな」

「だ、だ、だって、ヴィクトリカ。そのこと、ぼくに話した？」

　ヴィクトリカは首をかしげた。

　金髪がサラリ、と揺れる。絹のカーテンのように艶つや

 やかに輝いた。

　やがて、あくびをしながら面倒くさそうに、

「……話してないが」

「じゃ、知らないよ！」

「うるさいなぁ、もう」

　この話題は不愉快らしく、ヴィクトリカはとつぜん怒り、一弥を無視し始めた。興味なさそうに読んでいた書物に頭を突っこむようにして、わざとらしいほど読書に没頭し始める。

　しかし、一弥があまりにも、「あー……」「うー」「うそだー…………
 」などと呟つぶや

 き続けているので、根負けして顔を上げた。

「君、うるさいぞ」

「だってさー……」

「つまり、だな」

　きわめて面倒くさそうにだが、説明し始める。

「彼は、グレヴィール・ド・ブロワ。ブロワ家の嫡男にして、ブロワ侯爵さまだ。俗物で女好きで迷警部だが、長男なのでね。父の正統な跡継ぎなのだよ。わたしたちは血の繫つな

 がった兄妹だが、公式な場で顔を合わせることは、まず、ないのだよ」

「……どうして？」

「それはだな」

　ヴィクトリカは、顔をしかめた。

「わたしの母が、妾めかけ

 だったからだ。グレヴィールの母は、貴族の血が流れる正式な妻だ。つまりわたしたちは腹違いの兄妹なのだよ」

「でも、だからって……」

「それに、わたしの母は危険人物だった。職業は踊り子だが、狂人でもあり、先の大戦では物騒にも……いや、まぁ、それはいい」

　母親のことを語るとき、ヴィクトリカは一瞬だけとても饒じよう
 舌ぜつ

 になった。しかしすぐに口をつぐんだ。

　一弥は、この学園に蔓延はびこ

 る噂話のことを、ふと思い出した。ヴィクトリカについてもいくつかの怪談めいた噂があった。

　貴族の妾しよう
 腹ふく

 の子であるとか。一族の中でなぜか恐れられており、屋敷においておきたくなくてこの学園に入れられたのだとか。母は有名な踊り子だが、発狂したとか。伝説の灰色狼の生まれ変わりだとか。

　そして、あの〈QueenBerry 号〉事件の犯人、ジュリィ・ガイルが、サナトリウムで見たという、ヴィクトリカそっくりの、大人の美しい女性──。

　ヴィクトリカはためらいがちにまた口を開いた。

「……つまりだね。わたしは高貴な血と、危険人物とのあいだに生まれたのだ。そしてわたし自身も、通常の子供とは様子がちがったため、ブロワ家の屋敷の奥深くに隔離されて育った。そしてこの学園に入れられてからは、ここからは出られないようになっているのだ」

「そんな……」

「先週、ここを出ることができたのは、兄貴の特別な〝外出許可〟が下りたからなのだよ。彼が同行することが条件だった。途中でコロッと忘れて、帰ってしまったがね。そういうわけで、わたしがつぎにこの学園の外に出られるのは、いつのことか、自分にもわからないのだよ」

「ヴィクトリカ……」

　一弥は言葉を失った。

　先週、外出したときのことを思い出した。慣れない様子だったヴィクトリカ。機関車や馬車から身を乗り出し、外の風景をじっとみつめていたヴィクトリカ。海から上がる朝日にみとれていたヴィクトリカ。

　美しいものは嫌いじゃないのだ、と語る彼女に、また見にこようと言うと、彼女はなぜか、寂しそうに笑った……。

　ヴィクトリカはぷかぷかパイプをくゆらしながら、冗談めかせて、

「わたしは囚とら

 われの姫なのだよ。どうだ、似合わないだろう？」

「…………
 」

　温室に沈黙が落ちた。

　天窓から柔らかな春の日射しが落ちて、黙りこんだ二人を照らしていた。生い茂る植物が、天窓からのかすかな風に緑の葉を軽く揺らしていた。地上とちがい、ここはとても静かだった。二人が黙ればなんの音も聞こえなくなる。

　ヴィクトリカが口を開いた。

「……そういうわけで、姫は退屈している」

「うん。……んっ？」

　いやな予感がして、一弥は表情を固くした。

　顔を上げると、ヴィクトリカが駄々をこねようとしているときの顔をしていた。どこがどう、と説明できないのだが、経験からわかるのだ。

「あー……退屈だ」

「ぼくちょっと、そろそろつぎの授業に……」

　立ち上がろうとすると、ズボンの裾すそ

 を引っ張られて、転んだ。

「イテ！」

「退屈だ。こら、退屈だと言ってるだろう」

「すみません……？」

　明らかに自分が謝るところではないので、疑問符がついてしまう。

　ヴィクトリカはじたばたと体を揺らして、

「姫が退屈だと言ってるだろうー。謎だ。謎をご所望だぞ」

「そんなこと言ったって、いまべつに、不思議なことなんてなにもないよ」

「だったら久城、君、ちょっと下界に降りて、不思議な事件を捜してこい」

「やだよ。ないし」

「なければ自ら起こしたまえ。なにかに巻きこまれて、死ぬほど困れ」

「無茶いうなってば」

　ヴィクトリカはますますじたばたしている。よほど退屈しているのだろう。

「あー。つまらんー。退屈だ、退屈すぎて死ぬかもしれない。きっと死ぬだろう。おい、久城。君、そしたらただでさえ少ない友達が、一人減ってしまうぞ」

「……余計なこと言うなよ。怒るよ」

「退屈、だ…………
 」

　急に静かになった。

　あれ？　と不思議に思ってヴィクトリカの顔を覗のぞ

 きこむと、こてん、とこちらに、小さな頭が倒れてきた。

「ちょ、ちょっとヴィクトリカ！　死んだの？　退屈で死んだの？　なにそれ。〝退屈〟なんて死因あるの、ちょっとー!?
 」

「くー……。すぴー……」

「…………
 なんだ、眠ったのか。紛らわしいなぁ」

　ヴィクトリカは、一弥の肩に小さな金色の頭を預けて眠ってしまっていた。さっきからあくびを連発していたし、きっと眠いのだろう。

　週末の冒険のせいで、週のはじまりの朝、眠いなんてことは、よくあることだ。ヴィクトリカにはめずらしいことらしいけれど……。

　一弥はつぎの授業に出るのをあきらめて、ヴィクトリカに肩を貸し続けていた。

　こうして座っていると、確かに退屈だな、と思った。彼女が開いたままの書物を一冊、手に取ってみたけれど、難解なラテン語で書かれた哲学書で、一ページも読み下すことなく投げ出してしまった。

　遠くで小鳥が鳴いた。

　春だ。

　いい季節だ。





　膝ひざ

 を抱えて座っていた一弥は、小声で、眠っているヴィクトリカにささやいてみた。

「ねぇ、ヴィクトリカ。いつか、また、二人で……」

　ちょっと照れる。

　どうせ眠ってるんだし、と思い、続けてみる。

「外に出かけよう。そして、また海から上る朝日を見ようよ」

　眠っていたはずのヴィクトリカが、ぱちりと緑色の瞳ひとみ

 を開いた。

「……約束だぞ」

　そう言うと、また、静かに瞳を閉じた。
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　金色でまんまるくてきらきらと輝いてるへんなものが──

　暗闇の中で光っていた。

　そこは大きな屋敷の奥にある狭い狭い部屋で、闇に沈み、頰が切れるほどの張りつめた静寂が立ちこめていた。

　コルデリアはその金色でまんまるくてきらきらと輝いているへんなものを見下ろしていた。

　──なにかしら？

　綿菓子のような柔らかな巻き毛が、コルデリアの頰にかかっていた。彼女は小さなかわいらしいメイドだった。子供みたいに小さくてふくふくとした手には不似合いな、無骨な鉄の燭しよく
 台だい

 を握りしめていた。

　蠟ろう
 燭そく

 の頼りない橙だいだい
 色いろ

 の炎が、暗い部屋の床をほんの少しだけ照らし出していた。

　へんなものはその床にコロンと転がっていた。

　コルデリアは手を伸ばして、おそるおそる拾い上げた。

　──きれーい！

　それはすべすべしていて、顔に近づけてよく見ると、まんまるくて平たくて、人間の横顔が彫りこまれていた。なぜか数字も書かれていた。いったいなんだろう？

　蠟燭の炎が、コルデリアのひそめた息によって、ゆらりと揺れた。

　へんなものもそれに合わせてきらめいた。

　──こんなきれいなもの、見たことないわ！

　コルデリアは瞳ひとみ

 を輝かせて、指の腹で何度も何度もへんなものを撫な

 でた。へんなものも撫でられてうれしいようにさらにきらきら光った。楽しそうにみつめていたコルデリアは、ふと気づいて、燭台を床にかざした。

　右に、左に。

　前に、後ろに。

　闇に溺おぼ

 れる床を照らし出す。

　──一つ、二つ、三つ。

　コルデリアは不思議そうな顔になった。

　──このへんなもの、たくさんある！　いっぱい、いっぱい、床に落ちてる！

　コルデリアは床にそろそろとしゃがむと、おそるおそる手を伸ばした。へんなものは床中に散らばっていた。金色のまんまるいものが蠟燭の炎を密ひそ

 やかに照らし返していた。コルデリアの小さなかわいらしい顔を黄こ
 金がね
 色いろ

 に染めていく。

　──宝物！　たくさんある！　きれい！

　コルデリアはうれしそうにへんなものを拾い集めていたが、あまりにたくさん落ちているので、拾いきれなくなった。

　小さな顔が次第に不安に歪ゆが

 んでいった。手から力が抜けて、へんなものは再び床にこぼれ落ちて音を立てた。

　──これはなに？　どうして落ちてるの？　そうだ、ここにいるはずの……あの人
 は？

　辺りをそうっと見回す。

　部屋は闇に飲みこまれ、漆黒に染まっている。

　コルデリアは震える声であの人を呼んだが、答える声はなかった。少女の声は闇に吸いこまれるように小さくなった。紅あか

 い唇がひきつる。





　ジジ……ッ！






　音を立てて蠟燭の炎が揺れた。
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　よく晴れた午後──。

　通りの左右に並ぶ木骨組みの家々に絡まる蔦つた
 葛かずら

 の葉も鮮やかな緑色に染まり、ふわりふわりと優しく吹く風に揺れている。空は高く、そろそろ初夏に近づいた気候は、この地方ではもっとも過ごしやすい日々と言える。

　そんな穏やかな昼下がり。

　村の一角にある、蔦の絡まる小さな郵便局の扉が勢いよく開いて、小柄な東洋人の少年が飛び出してきた。村にほど近い山脈の麓ふもと

 に構えられた貴族のための名門、聖マルグリット学園の制服に身を包み、律儀にも制帽をきっちりかぶっている。

　生真面目そうに口を結んで、背筋をきりりと伸ばして歩きだしながら、少年──久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 はひとりごちた。

「……お金じゃなくって、本を頼んだんだけどなぁ。どうしてお小遣いを送ってきたんだろ。ぼくの手紙と入れ違いになったのかな。うーん……」

　その手には、国際郵便で送られてきたらしい封筒が握られていた。

「どうしようかな……。ま、いいか。とりあえず学園に戻って……」

　一弥が思い悩みながら歩くその道に面した、小さな雑貨屋さんの扉が開いた。買い物袋を抱えてゆっくり出てきたのは、一弥と同じ聖マルグリット学園の制服に身を包んだ、背の高い少女だった。

　金色のショートヘアにすらりと長い手足。大人びた顔つきをしたなかなかの美少女だ。彼女は前を歩く一弥に気づくと、パッと顔を輝かせた。

「……あれ、久城くーん！」

　とつぜん大きな声をかけられて、一弥は「うわっ！」と声を上げて飛び上がった。その声に驚いたように、少女もまた「きゃっ！」と叫んで飛び退いた。

　それから、ぷぅっと頰を膨らませて一弥を睨にら

 んだ。

「もうっ！　なんて声出すのよ。ビックリしたじゃない」

「なんだ、アブリルか……」

　少女──アブリル・ブラッドリーは、一弥の反応が気に入らなかったらしく、しばらく頰を膨らませていたが、やがて笑顔に戻り、

「なに持っているの？　手紙？」

「うん。あのさ…………
 うわっ、アブリル！」

　アブリルは一弥の手から勝手に封筒を取ると、無造作に中を覗のぞ

 きこんだ。

「あー、お小遣い！」

「うん……。兄がね、送ってきたんだ」

「いいなぁ！　わたしの両親なんて、すっごくケチなの。女の子だからいろいろ買わないといけないのにね」

「ふぅ……ん？」

　女の子だから、というところに首をかしげながらも、一弥は相づちを打った。

　アブリルはうらやましそうな顔のまましばらく封筒を握りしめていたが、やがて渋々、一弥に封筒を返した。

　それからまた笑顔になり、

「ねぇねぇ、そのお小遣いでなに買うの？」

「ええっ？　わ、わかんないよ。教科書もちゃんとあるし、着替えや日用品も、必要なものは国から持ってきたし、それにさ……。あれ？　どうしたの、アブリル？」

　一弥はあわてた。なぜかアブリルがこちらを横目で睨んでいたのだ。アブリルは両手を腰に当てて、

「必要なものと、ほしいものは、ちがうでしょ？」

「へっ？」

「久城くんって、ほんと真面目なんだから」

「ええっ？」

「アブリルちゃんが教えてあげる。あのねぇ、お買い物の醍だい
 醐ご
 味み

 はねぇ、いろいろ見て、なにを買うか迷うことにあるのであって……」

「わかんないな。必要なものだけ買って、すかさず帰ればいいじゃないか」

「そんなことないってば。買い物は娯楽だもの」

「そうかなぁ？」

　首をかしげる一弥に、アブリルは次第にムキになってきた。強い口調で、

「そうだ。久城くん、いいとこ連れてってあげる。いいからいいから」

「いや、あの……」

「あら？　どうして足を踏ん張って抵抗してるの？　行かないと、わたし怒るよ？」

「……はい、すみません」

　一弥はなんとなくいやな予感がしながらも、アブリルに強引に、学園に帰る道とは反対の方角にずるずると引っ張られていった。





　時は一九二四年──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　長い伝統を誇るソヴュール王国は、小さいながらも、今世紀初頭に起こった世界大戦を生き抜いた国力を持つ、西欧の小さな巨人と呼ばれていた。国土は塔を思わせる縦に長い形状をしており、フランスとの国境を豊ほう
 饒じよう

 な葡萄ぶどう

 畑、イタリアとの国境を貴族の避暑地として栄える地中海のリヨン湾、スイスとの国境をなだらかな高原と深い山脈に囲まれていた。

　小さいが豊かな国ソヴュールの、リヨン湾を豪ごう
 奢しや

 な玄関とするなら、アルプス山脈は、もっとも奥深い場所にある秘密の屋根裏部屋であると言えた。そしてその秘密の場所に、ひっそりと、一つの学園がそびえていた。

　聖マルグリット学園である。

　周囲を緑に囲まれた過ごしやすい場所にある聖マルグリット学園は、空中から見るとコの字形をした荘厳な石造りの校舎でできていた。学園もまた、王国そのものほどではないがやはり長い歴史と伝統を誇っていた。生徒は貴族の子弟のみに限られ、学園関係者以外の立ち入りは固く禁じられた秘密主義の場所として知られていた。

　しかし、世界大戦終結後──聖マルグリット学園は、一部同盟国の優秀な生徒を留学生として受け入れ始めた。

　極東の島国からやってきた久城一弥は、成績優秀で品行方正。軍人一家の末っ子で、兄二人もまた優秀であり、長兄は学者、次兄は政治家の卵としてすでに身を立てていた。そして一弥自身も優秀であり、また非常に真面目な少年であると折り紙付きの推薦だった。

　しかし、期待に胸を躍らせてやってきた一弥を待っていたのは、貴族の子弟たちの偏見と、なぜか学園中に蔓延はびこ

 る怪談ブームだった。一弥は学園になかなかなじめないまま、おかしな事件に巻きこまれたり、おかしな友達ができたり、ここ半年ほど苦労の多い留学生活を送っているのである──。





「……それでね、その夜遅く、森に抜ける道を自動車で走っていた二人は、銀色に光るなにかに追い越されたの。あわてて窓の外を見ると、なんとそれは……全速力で走る騎士の甲かつ
 冑ちゆう

 だったのよ！」

「……それはこわいね」

「しかもその甲冑が、追い越した瞬間、自動車のほうをゆっくりと振り返ったの。ところが、その、中身、は……」

「それにしても、いい天気だなぁ」

「空っぽで、だぁれも、いな、かっ、た……………………
 きゃあああああ！」

「うわあぁぁぁー！
 」

「あはははは。久城くん、また悲鳴上げた。こわがりー。久城くんのこわがりー。あっはははー！」

　アブリルが楽しそうに笑い声を立てるその横を、一弥はどこか憮ぶ
 然ぜん

 とした表情で歩き続けていた。ぶつぶつと、

「だから、いまのは怪談の中身じゃなくて、君の大声に驚いたんだってば」

「またまたー」

「ほんとだよ！　それにね、君、幽霊なんてものはいないよ」

「えー、いるよー」

「じゃ、アブリルは見たことある？」

「そりゃ、わたしはないけど……。でもね、わたしの友達の友達の友達が……」

　熱心に話しながら歩いていく二人の横を、毛足の長い老馬が引く荷馬車がゆっくりと通り過ぎていった。

　二人が歩く通りの左右には木骨組みの家々が建ち並び、その白壁の上を蔦つた
 葛かずら

 の葉が鮮やかな緑色にうねっている。窓辺を飾るゼラニウムの花が、鮮やかな深しん
 紅く

 の点となっておだやかな風に揺れている。

　どこからか土や草の優しい香りが漂ってくるのは、村の中心部から少し離れたところに、なだらかに広がる葡萄畑からだろうか。

　穏やかな、優しい季節だった。

　昼下がりの村道は次第に人の数が増えていくようだった。その道を、一弥とアブリルは相変わらず、幽霊がいる、いないでもめながらゆっくりと歩いていた。

　いつになく強気の一弥についに論破されそうになったアブリルが、つまらなそうに、

「だって……幽霊がいたほうが、楽しいじゃない」

「そういう問題じゃないよ。だいたいね……」

「久城くんと仲がいい、あの、ほら、ヴィ……ヴィクトリカさんだっけ？　あの子だって、じつは人間じゃなくて伝説の灰色狼だって噂があるんだよ。友達が伝説の灰色狼かもって思ったら、毎日わくわくしない？」

「しないよ！　ていうか、なんだよその噂。不謹慎じゃないか」

　一弥は抗議した。ただでさえ留学してから半年あまり、自分のことを死神だという怪談のせいでなかなか友達ができなかったり、苦労の連続だったのだ。どんなに流行はや

 っていても、怪談などとても好きにはなれそうにない。

　と、アブリルが口を尖とが

 らせて、

「まったく、久城くんって真面目なんだから」

「うっ……」

　一弥は開きかけた口をしょんぼりと閉じた。

　──一弥が生まれ育った東洋の島国では、男子たるもの余計なことは言わず黙々と為な

 すべきことを為せと教えられてきた。一弥自身もそう思って、多少は無理をしてそのように心がけてきたのだが、どうもソヴュールに留学してからは勝手がちがうのだ。

　仲良くなったこのイギリスからの留学生、アブリル・ブラッドリーにも、真面目だの頭が固いだのとからかわれること、しばし。それにもう一人の友達──それも女の子だけど──にも、中途半端な秀才だの凡人だのと毎日のようにけなされて、一弥としてはおもしろくない。

「あ、久城くん。着いたよ、ここ、ここ」

　アブリルが、一人で悩んだり怒ったりしている一弥にはぜんぜん気づかず、上機嫌で指差した。一弥は顔を上げた。

　村を縦横によぎる二つの村道の交差地点に当たる広場に、村人がたくさん集まっていた。広場に即席の青空市ができて、あふれるほどの品物と、やはりあふれるほどの買い物客でごった返している。

「今日は月に一度の〝のみの市〟なの。わたし、これが楽しみでお小遣いをためてたんだから」

「へぇ……！
 」

　一弥はアブリルに手を引っ張られて、のみの市の真ん中に滑り込んでいった。

　──市にはさまざまなお店が軒を連ねていた。この日のためにわざわざやってきた古物商が並べているのは、前世紀に造られたと思われるアンティークの人形や、かわいらしい食器セットだ。一弥たちと同い年ぐらいに見える村娘がくすくす笑いしながら勧めてくるのは、手作りの香草入り石せつ
 鹼けん

 やポプリの花束。色とりどりの草木染めのスカーフがたくさんひしめく店には、穏やかな笑みを浮かべた老婦人が店番をしていた。

　一弥があまりの品物の多さに目を白黒させていると、誰かに制服の端っこを握られて引っ張られた。

「あんた、見ていきなよ。絶対見たほうがいいって。ねぇ、あんた」

　やけに婀あ
 娜だ

 っぽい声だった。

　一弥が振り向くと、そこには声とはかなりイメージのちがう人が座っていた。重苦しい尼服に身を包んだ若いシスターだ。

「ほら、見なってばよ。な？」

「は、はぁ……」

　ずんずんと先を歩いていたアブリルが、一弥が後ろについてきていないのに気づいて、あわてて戻ってきた。そして、一弥が前にしている店を見ると、「あ！」と顔を輝かせた。

「教会のバザーだ」

「そうなの？」

「うん。久城くん、ここで買いなよ。教会のバザーはね、信者の人がいろいろ持ってきてくれた品物で開くから、ほかのお店より値段が安いんだよ。それにほら……このお店、かわいい！」

　アブリルが言うとおり、シスターの前に広げられた品物は、手作りの繊細なレースや、きらきら輝くガラスの器、アンティークの指輪など、少し古めかしいけれど、男の子の目にもきれいだとわかるものばかりだった。

　一弥は厳いか

 めしい顔をしてそれらを見回していたが、やがて一つのことに思い当たり、

「……よし、買うぞ」

「えっ、本当に？」

　アブリルが少しびっくりしたように聞き返した。

　一弥は真剣な顔をして品物をみつめている。

「うーん……とはいえ、よくわからない」

　一弥は顔を上げて、売り子をしているそのシスターを見た。

　尼服に隠されて髪の色はわからないが、瞳ひとみ

 はスッキリとした切れ長で、見たことのない不思議な青せい
 灰かい
 色しよく

 をしていた。まるで砂漠で見上げた空のような、寂しげだが印象的な輝きだった。年の頃は十八、九歳だろうか。

　しかし、その禁欲的な尼服や澄んだ瞳と、さっきのあまりにくだけた話し方、それに、椅子代わりの木箱に両足を広げて男のように座る姿勢は、どうもアンバランスだった。

　それにさっきから、おおざっぱな動きで頭を搔か

 いたり、不機嫌そうに鼻を鳴らしたりしている。およそ尼服にはふさわしくない動きだった。そして細かなそばかすの浮かぶ白い顔も、見る人によって美しくも、変わった顔にも見えるような、どこか個性的なものだった。

「あの……」

　話しかけようとして一弥は、シスターから甘ったるいような不思議な匂いが漂ってくるのに気づいた。香水とはちがう妙な香り……。

（……あ！）

　一弥は気づいた。

（これはお酒の匂いだ。でも……どうして教会のシスターからお酒の匂いが？）

　それに、尼服の裾すそ

 からかすかに見える革靴の先が白く汚れていた。禁欲的な生活をしているはずのシスターが、昼間からお酒くさくて、靴も磨いていないなんてことが果たしてあるだろうか……。

「なにさ？」

　シスターに面倒そうに聞き返されて、一弥はあわてた。

「あ、いえ、あの……その、女の子のおみやげにいいものがないかなと……」

「女の子ぉ？」

「は、はぁ」

　恥ずかしくなってきた。やっぱりやめようかな、と悩む一弥のかたわらで、アブリルの顔がぱぁっと輝いた。

　一弥はレースの付け襟を手にとって、

「これなんかどうかな。よくわかんないけど……。アブリル、ちょっとそこに立ってて。あ、もうちょっとかがんで。うーん……もうちょっと。もっと。それぐらいだったかなぁ。いつも座ってるからよくわかんないんだよなぁ。うーん……」

　一弥にきれいな付け襟を合わせられて、最初はうれしそうだったアブリルの顔が、かがんで、と言われるたびに怪訝けげん

 な表情になり、やがて不機嫌そうにぷぅっとふくらんだ。その様子を、足を広げた男のようなポーズで座っていたシスターが、ポカンとして見上げていた。やがて事態に気づくと、笑いをこらえ始める。

　一弥がつぎつぎ、かわいらしい小さなハンドバッグや、古風だが上品なデザインの指輪などを手にとって考えこんでいると、アブリルがそれを全部奪い取った。

「な、なんだよ。アブリル？」

「そんなの全然ダメ」

「えぇー？」

「……ねぇ久城くん。これって、ヴィがつく人へのおみやげ？」

「うん、そう。学園から外にぜんぜん出られない……いや、出ないからさ。って、あれ？　そういえば君、ヴィクトリカのこと知ってるの？」

「直接は知らないけど……でも…………
 」

　アブリルはつまらなそうに足元の小石を蹴け

 った。

　それから顔を上げて、

「これがいいよ、絶対！」

　──こぶし大の、金色の髑髏どくろ

 を持ち上げた。

　一弥より先に、見ていたシスターのほうがギョッとして息を吞の

 んだ。

「な、なにそれ？　なんに使うの？」

「こうするの」

　アブリルはまじめな顔で、頭の上に髑髏を載せてみせた。

「うそだー」

「ホントだってば。あとね、これ」

　アブリルは絵葉書の山を見ていた村娘たちを押しのけると、すごい勢いで探し始め、鼠の大群が押し寄せてくる模様の絵葉書を取りだしてみせた。

「……やだよ」

「じゃ、これ」

　王冠に似たデザインの、インド風のきらきらした帽子を取り上げてみせる。それをかぶったところは想像できないが、帽子だけを見ると繊細な飴あめ

 細工のようで確かにきれいだったので、一弥は迷いだした。アブリルはそれを振り回してみせ、

「ほら、きれいでしょ。絶対喜ぶよ」

「う～ん……？」

　次第に涙目になっていくアブリルに、とうとうシスターが、同情したのか、それともおもしろ半分か、加勢し始めた。

「ほんとだよ。それ、すっごくいいよ。アタシもほしかったんだよ。でも売り物だからさぁ」

「えぇっ？　本当ですか？」

　アブリルとシスターは顔を見合わせた。それから同時に一弥のほうに向き直り、うんうんとうなずく。

　──迷うこと、数秒。

　一弥はつい、インド風の不思議な帽子を買ってしまっていた。





　シスターが広げる教会のバザーには、ほかにもたくさんの品物があった。パッと見回したときにいちばんに目につくのが、ドレスデン焼の美しい皿だった。一つだけ奥のほうに大事そうに飾られたそれに、フェルト帽をかぶった瘦や

 せた老人が目を留め、シスターに値段を聞いた。

　と、シスターは得意そうに胸を張って値段を言った。とんでもない高額だったので、一弥とアブリルは思わず顔を見合わせた。老人はううむとうなって、頭を振りながら離れていった。

　絵葉書を見ていた村娘たちが顔を上げて、シスターに聞いた。

「そのお皿だけ、どうしてそんなに高いの？」

　シスターがまた得意そうに胸を張った。

「アタシもよくわかんないけど、なんでもずいぶんと古い皿らしいんだよ。歴史があるから値打ちもんってわけさ。信者の奥さんが特別に出してくれたものでね。今日のメインはこれだよ」

　村娘たちは、かわいらしい花や果物柄の絵葉書を一枚ずつ買うと立ち去っていった。「あのお皿、高～い」「でもすごく古いし、いらないよ」などときゃあきゃあ言い合う声が、少しずつ遠ざかっていく。さきほどドレスデン皿の値段を聞いた老人が、まだあきらめきれないらしく、いかにも欲しそうな顔で遠くから皿をみつめていた。かぶっていたフェルト帽を脱いで小脇に抱え、どこかの店で買ったらしい小さな花瓶を握っていた。

「……ねぇあんたたち、これも買わない？」

　シスターに声をかけられた。振り向くと、シスターは品物の一つを指差していた。

「アタシのおすすめはこれだね。すごくかわいいし、値段も手頃だよ」

「ふぅん……？」

　それは手のひらに載るほどの大きさの四角い箱だった。オルゴールだ。アブリルが思わず手を伸ばした。

「楽譜のカードを入れると、いろんな曲を演奏してくれるよ。手回し式でね。ほら、そこのレバーを……」

「これ？」

　アブリルが左手にオルゴールを載せて、右手でレバーを回した、瞬間……。

　──パン！

　大きな音がして、オルゴールがバラバラに解体した。そして中から白いものが……。

　白い大きな鳩が飛びだして、バサバサと羽音を立て、青い空に飛び立っていった。

　アブリルは「きゃっ！」と叫んで二、三歩後ずさり、それから一弥の顔を見て、

「な、なにいまの？」

　周りの村人もみんな、驚いたように一弥たちのほうを見ていた。飛び立った鳩は広場の上空をのんびりと二周すると、ぽっぽー、と鳴いてどこかに飛び去っていった。

「………………
 あぁぁぁぁぁ!!

 」

　シスターの叫び声が響いた。

　人々は彼女に注目した。シスターは両手を頰に当てて、青灰色の瞳ひとみ

 を見開いて叫んだ。

「皿が！」

　一弥たちも息を吞んだ。

　シスターが震える手で指差す。

　そこにあったはずの……高価な皿はいつのまにか煙のように消えていた。

　シスターが腰を抜かしたように座りこんでいた。アブリルは驚きのあまり唇を震わせている。

　辺りを見回すと、さっき絵葉書を買った村娘たちは、少し離れた場所にかたまってきゃあきゃあ叫び声を上げていた。皿を欲しがった老人は不思議そうな顔でこちらを見ていた。

　誰かが「警察だ、警察を……」とささやいたのが聞こえてきた。

　一弥も驚いていたが、一方で、

（この事件がいちばんのおみやげだったかなぁ……。ヴィクトリカへの…………
 ）

　少しだけ不謹慎なことを考えていた。






　　　　２






　──聖マルグリット大図書館。

　山やま
 間あい

 のなだらかな平地という地理をぞんぶんに生かして広々とした学園の敷地の隅に、のっそりと建つその建築物は、三百年以上の時を刻んだ、古い、そして欧州でも指折りの巨大な書物庫である。角筒形をしたその塔は石造りで、風雨に晒さら

 された幾年月を刻み、荘厳そのものの様相であった。

　コの字形をした大校舎から図書館に続く白い砂利道を、一弥はインド風の帽子を片手に握りしめて、早足で歩いていた。

「さっきの騒ぎのせいで、いつもよりすっかり遅くなっちゃったな。機嫌が悪くなってなきゃいいけど……」

　思わず独り言を言う。

　そして、図書館にいる例の友達が自分を待っているわけではないことを思い出して、気にしなくていいか、と続けてつぶやいた。それに彼女の機嫌がいいときなんてめったにないことも思い出して、ちょっとだけ顔をしかめる。

　一弥は図書館の入り口に着いた。

　真しん
 鍮ちゆう

 の乳ち
 鋲びよう

 を打った革張りの大きな扉がそびえていた。一弥は両手でドアノブを握りしめると、思い切り引いた。

　図書館の中に満ちていた湿気のあるひんやりとした空気が、一弥の頰をひやっと撫な

 でた。

　埃ほこり

 と塵ちり

 と、知性の匂い。知らず敬けい
 虔けん

 な気持ちになる。

　上を見上げる。

　角筒形の大図書館の壁いっぱいが、あふれる書物で埋め尽くされていた。一瞬、壁の模様なのかと見まがうが、それはすべて書物なのである。中央は吹き抜けのホールになっており、はるか上の天井には荘厳な宗教画が描かれている。かすかに鮮やかな緑色をした大きな葉も見える気がするが、たいがいの人は目の錯覚かと思うことだろう。図書館のもっとも上、天井近くに、南国の木々を思わせる大きく鮮やかな葉などあるはずがない、と。

　一階のホール奥にはどこか不吉な薄暗がりがあり、そこには今世紀になってから一部修復工事の折に取りつけられたという油圧式エレベーターが隠されている。とはいえそれは教職員ととある一人の生徒のみに許された乗り物で、一弥には無縁のものだ。

　一弥がこれから上ろうとしているのは、壁一面の巨大書棚を危なっかしくつなぐ細い木の階段なのである。まるで上に上に向かって作られた巨大迷路のように、細い階段はカクカクと直角に天井に向かっている。

　一弥は知らずため息をついた。

「……それにしても、遠いよなぁ」

　天井辺りの木製の手すりの向こうから、かすかになにかが垂れ下がっている。

　金色に輝く帯のようなものだ。

　彼女の長い髪……。

「ま、でも、あそこにいるらしいな。仕方ない。上るかぁ」

　一弥はぴしりと姿勢を正し、カッカッと靴音を響かせながら細い木の階段を上りだした。下を見ると目が回るので、絶対に見るまいと心に言い聞かせながら。

　──一説によると、この大図書館は十七世紀初頭、当時のソヴュール国王によって造られたらしかった。恐妻家であった国王は、若い愛人との逢あ

 い引きに浸るため、図書館のもっとも上の階に秘密部屋を造った。そして、愛しあう二人のほかは誰も上がってこれないように階段を迷路状に設計したのだ、と……。

　確かに、あのいちばん上までわざわざ上がるような人間は滅多にいないだろう、と一弥は思った。よほどの理由があれば別だが……。

　そんなことを思いながら、上がる。

　階段を上がる。

　上がる。

　……まだ上がっている。

　もう少し。

　疲れてきた。

　──ようやくいちばん上の階に着いた一弥は、少し息を切らしながら、そこにいるはずの友達の名前を呼んだ。

「ヴィクトリカー。いるー？」

　返事はない。

　それもいつものことだ。

　一弥は一歩、進んだ。

　その先にあるもののことはよく知っている。

　そこにあるのは……。





　──植物園だった。

　大図書館のいちばん上の秘密部屋は、国王と愛人のためのベッドルームではなく、いまは緑生い茂る植物園に改造されていた。南国の樹木やシダ、どこか毒々しい原色の花々が咲き乱れ、風にさわさわと揺れている。

　風は開かれた天窓から穏やかな日光とともに入ってくる。

　静かで満ち足りた、小さな楽園を思わせる場所だった。

　その植物園から階段の踊り場に半身投げ出すように、かわいらしい陶人形が置かれていた。等身大に近い百四十センチぐらいの背丈を、絹やトーションレースなどをふんだんにあしらった豪ごう
 奢しや

 なドレスで包んでいる。長い見事な金髪だけがなぜか、編まれたりまとめられたりすることなく、小さな革靴を履いた足元にまで流れ落ち、まるでビロードのターバンがほどけたかのようにその体にまとわりついていた。

　うつむき加減の横顔は、まさに陶器を思わせるひんやりと取り澄ました表情。

　大人とも子供ともつかない醒さ

 めた瞳は薄ぼんやりと見開かれ、明け方の夢を見ているようにつかみどころがない。

　その陶人形は口元に白い陶器のパイプをくわえ、ぷかりぷかりと吸っていた。ほの白い煙が天窓に向かって揺れながら上っていく。

　一弥は一瞬立ち止まり、その静止画のような様子に思わずみとれた。それからいつもの表情に戻り、陶人形そのものに思える美び
 貌ぼう

 の、しかしやけに小さな少女のもとに近づいていった。

「さっきからずっと呼んでたのに。返事しろよな、ヴィクトリカ」

「……なんだ、君か」

　少女がほんの少しだけ口を開いた。

　小さな姿とはかけ離れた、まるで老人のようにしわがれた低い声だった。少女──ヴィクトリカは一言だけ言うと、また口を閉じた。

　ヴィクトリカの前には、ページを広げられた書物が放射線状にたくさん並んでいた。ラテン語やドイツ語、アラビア文字らしい蚯蚓みみず

 がのたくったような文字など言語もさまざまで、見るからに難解そうな本ばかりだ。ジャンルもまた、呪じゆ
 詛そ

 に錬金術、化学に高等数学、古代史と多岐にわたっている。

「君か、って。こんなところまで上ってくるのはぼくぐらいじゃないか」

「……以前はセシルがときどききていたがね。君に用事を頼むようになってからは、とんとご無ぶ
 沙さ
 汰た

 だな」

「ふぅ……ん」

　一弥はうなずいた。

　セシルというのは、久城一弥やアブリル・ブラッドリー、それにヴィクトリカ・ド・ブロワが所属するクラスの担任の先生である。留学して半年あまり、なかなか貴族の子弟たちになじめない一弥のことをなにかと心配してくれるのだが、いつの頃からか一弥に、入学以来一度も授業に出てこないという問題児、ヴィクトリカの世話や連絡係を頼むようになった。一弥は渋々、不思議な少女ヴィクトリカがいる大図書館に通うようになり、やがて一弥が巻き込まれたさまざまな事件をヴィクトリカが解決しているうちに、次第に二人は気心が知れてきたのだが……。

　くるたびに、ヴィクトリカのけんもほろろな、貴族特有の鼻持ちならない態度に腹を立て、もう二度とくるもんかと心に誓ったりしながらも、一弥はなぜか、相変わらずこの植物園に通い続けているのだった。

　一弥はふと、ヴィクトリカのかたわらを見た。書物が山と積まれた床の上に、ウイスキーボンボンやマカロンなどのお菓子がたくさん転がっていた。ヴィクトリカのほうを見ると、書物を読み進めるのに夢中で、自分で持ってきたらしいお菓子のことなど忘れているようだ。

「こんなに散らかして。君、だらしないなぁ」

　一弥は文句を言いながら、散らかったお菓子をかき集めて一所にまとめようとした。

　そんな一弥の様子はまったく気にも留めず、ヴィクトリカが話しだした。

「君、〝特別な民〟というものの存在を信じるかね？」

　突然の問いかけに、一弥は驚いて顔を上げた。ヴィクトリカはかまわず話し続ける。

「神話に出てくる神々のような人々のことだよ、君。たとえばギリシア神話の神々。北欧の巨人。中国にも天上人の伝説はある。君の国にもおそらくあることと思うが」

「あぁ……まぁ、そりゃ。でも、そんなの神話だろ？」

「大きく強く万能な、ほかの種族から神々と恐れられる人々。もし本当にいたとしたら、少しばかり愉快ではないかね？」

　再び散らかったお菓子を集めて整理することに没頭し始めた一弥には構わず、ヴィクトリカは滔とう
 々とう

 と語りだした。

「東欧の歴史を繙ひもと

 いてみるとだね、古代セイルーン人についての記述が多くみられるのだよ、君。古代からとりわけ戦の多かった東欧の地を制した、伝説の民族だ。彼ら一人一人は小柄で非力であり、また数も少なかったが、頭脳によってその地を制した。九世紀にはハザール人と、十世紀から十一世紀にかけてはペチェネグ人と、十二世紀にはポロヴェツ人と勇敢に戦い、また十三世紀にはモンゴル人の来襲をも下した。彼らの民族は長く栄華を誇った。春とともに攻めてくる騎馬民族、森に暮らす獰どう
 猛もう

 な野生の狼などを、ものともせずすべて下し続けたセイルーン人は、伝説の神々のようだと思うがね。だがいまはどこにもいないのだ。セイルーンと名の付く国家もない。どの書物を読んでも、十五世紀を境に彼らに関する記述はぴたりとなくなる。彼らはある日とつぜん東欧の地から、いやこの地上から、煙のように消えてしまったのだ。果たして彼らは何処いずこ

 より来たりて何処へと消えたのか？　そこでヒントとなるのは、十五世紀といえば魔女狩りと異端審問の時代でもあったということだ。久城、君、村に行ってきたのかね？」

「……！」

　一弥はお菓子をかき集めていた手を止めた。目を白黒させながら、

「なんだよ、急に。えっ、どうしてわかったの？」

「君の行動などわたしにはお見通しだよ」

「……そりゃそうだけどさ」

　ヴィクトリカは小さくあくびをした。そして、せっかく一弥がかき集めたお菓子の山に無造作に手を伸ばすと、ぐちゃぐちゃにかき混ぜて中からお目当てのウイスキーボンボンをみつけだし、包み紙を剝は

 がすと、口に放りこんだ。

　むぐむぐ、と小さな顔の中でほっぺただけが別の生き物みたいに動いた。彼女がぽんっと放り出した包み紙を、一弥が受け取って、きょろきょろゴミ箱を捜し、まるで見当たらないので仕方なく自分のポケットに入れた。ヴィクトリカはもごもごと食べながら、

「君の頭についている葉っぱは、学園内部にある樹木のものではないしね。だいいち、制服の胸ポケットから郵便物が覗のぞ

 いている。それに、いつもより遅い時間にやけに急いでやってきたところをみると、午後の授業が終わった後でどこかに出かけたらしいとわかる。それだけだよ、君。きわめて簡単なことだ」

「……うん。そう聞くと、ね。でも、いつもビックリするよ。君はまるで見てもいないのに、ぼくの行動を全部当てちゃうんだもの」

　ヴィクトリカがとつぜん顔を上げた。

　そして、南国の海のようなきらめく緑色をした瞳ひとみ

 を大きく見開いて一弥をみつめた。

「それは簡単なことだ。湧き出る〝知恵の泉〟が教えてくれるのだよ、君。五感を研ぎ澄まし、この世の混沌カオス

 から受け取った欠片かけら

 たちを、わたしの中にある〝知恵の泉〟が退屈しのぎに玩もてあそ

 ぶというわけだ。つまり再構成するわけだ。気が向けば、君のようなつまらない凡人にもわかるようにさらに言語化してやることもある。……面倒なのでわざわざ言語化しないときのほうが圧倒的に多いのだがね。わかったかね、君？」

「またぼくのことを、凡人とかなんとかバカにしてさ……」

「いけないかね？」

　ヴィクトリカは心底不思議そうに聞き返した。エメラルドグリーンの瞳がきらりと瞬いた。一弥は肩をすくめて、

「だいぶ慣れてきたけど」

「それはいけない。慣れというものは、君、知性の墓場だよ。反省したまえ」

「反省？　ぼくが？　いまの話の流れでどうしてぼくが反省するのさ？」

　一弥は怒りながらも、しかし、本気で怒り切れない自分を感じていた。

　──普段の一弥なら、よりにもよって、一国の代表になるほど優秀な学生である自分を凡人呼ばわりするなどということを、けして人に許さないはずだった。だがこの……入学してから一度も授業に出たことのない、しかし難解な書物を簡単に読み飛ばしていく、風変わりで狂気じみた小さな少女に言われると、いつもなぜか黙りこんでしまう。

　一弥はじつは、ヴィクトリカが何者なのかいまだよくわかってはいないのだった。貴族の妾しよう
 腹ふく

 の子であるとか。一族の中ではなぜかとても恐れられており、屋敷に置いておきたくなくてこの学園に入れられたのだとか。母は有名な踊り子だが、発狂したとか。灰色狼の生まれ変わりだとか。……学園で聞こえてくる噂は怪しげでいかにも怪談じみたものが多かったが、一弥自身はヴィクトリカにそういったことについて聞いたことがなかった。下司げす

 な好奇心をもって人に接するなどとんでもないと思ったせいでもあるし、なによりも小さなヴィクトリカが、どこか侵しがたい静かだが獰どう
 猛もう

 な雰囲気を以もつ

 て、知らず周囲を威嚇しているせいでもあった。

　なかなか人に慣れない小型の野生動物と少しずつ気心が知れてくるような……そんな日々ももう数か月を過ぎた。一弥はいつも、なんだかなぁと思い悩みながらも、この奇妙な少女のために今日も迷路階段を苦労して上ってきてしまう……そんな留学生活なのだった。





「ところでさ、ヴィクトリカ。村に出かけた用事なんだけど……」

　一弥は、もぐもぐとウイスキーボンボンを咀そ
 嚼しやく

 しながら読書にいそしむヴィクトリカに、めげずに話しかけてみた。

「郵便局に行き、郵便物を受け取るのが目的だったのだろう？」

「……うん。本当はある本を送ってくれって頼んだんだけどさ、行き違いになったみたいで、長兄からお小遣いが届いたんだ。なんでも、学者になってからの初月給だから、ぼくにも少し送るって」

「ふぅむ」

「で、ぼくにとっては臨時収入だったから、これ、君におみやげ」

　一弥が自信を持って差しだしたインド風の帽子を、ヴィクトリカは顔を上げて面倒くさそうにちらりと見た。また書物に目を戻して……それから驚いたようにもう一度見た。

「それはいったいなんだね!?
 」

「なにって、帽子だよ」

「帽子なのか!?
 　それは!?
 」

　思わぬ食いつきに……しかし、喜んでいるのではなく驚いているらしい反応に、一弥はがっかりした。

「……へん？」

「へんだ！」

「そ、そっか……。いらないなら返してくるよ」

　一弥がうなだれて帽子に手を伸ばすと、ヴィクトリカが書物の前からごろりと一回転してきて帽子を奪い取り、また一回転して元の場所に戻ると、帽子を自分の体で隠すようにして、一弥とは反対側の床に置いた。一弥は怪訝けげん

 な顔になり、

「ほしいの？」

「君、わたしはへんだ、と言っただけだよ。いらないとは言っていない」

「でも……へんなら、君が気に入るものに取り替えてもらってくるよ。……やっぱりレースの襟かきれいな指輪にすればよかった。ぼく、だまされたのかな。そういえばあのシスター、いかにも頭のおかしそうな人だったし……」

　悩んでいた一弥がふと顔を上げると、ヴィクトリカは背中を丸めて熱心にインド風の帽子をいじくり回していた。猫が新しいおもちゃで遊びだしたような風情で、かわいらしいと言えなくもなかったが、しばらくするととつぜん帽子を放り出し、

「……あきた」

「あのね、君。帽子は遊ぶものじゃなくてかぶるものなんだよ。かぶる前にあきないでよ」

「退屈だ」

「だから、その……えっ？　退屈？　退屈って言った？」

　一弥はいやな予感がして、逃げ出す準備を始めた。立ち上がって「そろそろぼく、寮のほうに……」と言いかける一弥を、ヴィクトリカが横目で見た。そして、歩きだした一弥のズボンの裾すそ

 をぐいっと引っ張った。

　一弥は思いきり転び、床で顔をしたたかに打った。

「イテッ！」

「退屈だと言っている」

「聞こえたよ！　でも、そんなことぼくに言われても…………
 あっ、そうだ！」

　一弥はむっくりと起きあがった。

「もう一つのおみやげのほう、すっかり忘れてたよ。さっき村ののみの市で帽子を買ったときにね、おかしな盗難事件が起こったんだ……」

　──のみの市で。

　帽子を買って立ち去ろうとする一弥に、バザーの店番をしていたシスターが小さなオルゴールを勧めた。連れのアブリルが手に取った途端、なぜかオルゴールは解体して、中から鳩が飛び出した。みんながそれを見上げているうちに、バザーに出品されていた高価な皿が煙のように消えてしまった。

　もちろんその場にいた客たちは、一弥とアブリルも含め、駆けつけた警官が身体検査をして潔白を確認した。シスターは大騒ぎして皿を捜してくれと言ったが、ついに会場からみつかることはなかった。

　騒ぎのおかげで一弥とアブリルは帰りが遅くなってしまい、学園の門限に遅れて、ぴたりと閉じた鉄製の正門の前で呆ぼう
 然ぜん

 と立ち尽くすはめになったのだ。

　のみの市での一件を説明して中に入れてもらおうと言う一弥に、アブリルは「ここから戻ろ！」と、生け垣の中に密ひそ

 かに開けた抜け穴を案内した。

　先週も門限破りをしてしまったアブリルは、こういうときのために鉈なた

 で生け垣の頑丈な枝を二、三本叩たた

 き斬っておいたのだという。こんなことはいけないと言いながらも、一弥はアブリルに引っ張られて、抜け穴から学園に戻ってきた。

　そういうわけで、一弥の頭には学園内にはない樹木──つまり生け垣の葉っぱがくっついていたのである。

「でも、ずいぶんとおかしな事件だろ？　オルゴールは手のひらに載るぐらい小さくて、とても中に鳩が隠れられる大きさじゃないんだ。それなのに、ぽんっと解体した途端に白い鳩が飛びだした。しかも、同時に高価な皿がなくなったんだ。誰もその場から逃げ出していないし、皿はどこにもない……」

「……なんだ、そんなことか」

　ヴィクトリカが大あくびをした。

　一弥は目を瞬しばたた

 かせた。

　あくびだけでは足らずに伸びまでして、またいたずらに帽子をいじり始めたヴィクトリカに、

「どういうこと？」

「犯人は一人しかいない。久城、それは君のすぐそばにいた人なのだよ」

「えぇっ？」

「なんと単純な欠片かけら

 だ。こんなものは混沌カオス

 などとは呼べない。あぁ、退屈だ。死ぬかもしれない。それぐらいひどく退屈だ。久城のバカ」

「……げっ」

　一弥は少し腹が立って、投げやりに、

「じゃ、その帽子でもかぶれば？」

「……うむ」

　ヴィクトリカがインド風の帽子をかぶった。長い金髪を後ろに流して、王冠のようなそれをすっぽりとかぶる。小さな頭にちょうどいい大きさで、そうすると、ヴィクトリカはまるで遠い砂漠の国のお姫さまみたいに見えた。

　一弥が、似合うよと誉めようか、余計なことを言うのはやめておこうか迷っていると……。

　遥はる

 か下界から、無骨な足音が飛び込んでくるのが聞こえた。革靴を履いた大きな足だ。一弥が階段の手すりから階下を見下ろしたとき、ちょうど一階のホールで足を止めたその人物と目があった。

　一弥はヴィクトリカのほうを振り向いて、

「またきたよ」

「……むっ？」

　ヴィクトリカはかすかに顔をしかめた。

　ガタン、ガタン、ガタン──！

　油圧式エレベーターが動き出す。

　ヴィクトリカが少しだけ身じろぎした。

　──ガタン！

　鉄てつ
 檻おり

 はひときわ大きな音を立て、植物園の前にある小さなエレベーターホールで止まった。

　細い鉄製の檻の向こうに、若い男が立っているのが見えた。

　キィッ、キィッ、キィッ……
 と、少し甲高い音を立てて檻が開く。

　そこに、片腕を上に伸ばしてもう片方の腕を腰に当てたナイスポーズで、おかしなヘアスタイルの男が立っていた。

　仕立てのいい三つ揃いのスーツに、派手なアスコットタイ。手首には銀のカフスが輝いている。申し分のない伊達だて

 男なのだが、ヘアスタイルだけがなぜかおかしかった。輝く金髪の先端をドリルの先のように流線形に固め、そこだけがまるで人間凶器のようだ。

　一弥が小声で、

「……どうせ、いまぼくが話した事件のことを君に聞きにきたんだよ」

　そうささやくと、ヴィクトリカは興味なさそうにあくびを一つした。

　男──ヴィクトリカの腹違いの兄であり、貴族の気まぐれで警察に勤めているグレヴィール・ド・ブロワ警部は、革靴を鳴らしてさっそうと入ってきた。そして一弥たちに向かって自信たっぷりに、

「君、君たち、ちょっと話を聞きたいんだが、ね、ぇ……」

　と言いかけて口をつぐんだ。

　自信に満ちていた顔がゆっくりと蒼そう
 白はく

 に変わっていった。口を開き、目を見開き、まるで幽霊でも見たかのように指先を震わせている。

　一弥は驚いて自分たちの周りを見回した。一弥と小さな友達ヴィクトリカ──いまはインド風の帽子をかぶっているが──、それから書物の山と、お菓子と、植物園。

　いつも通りだ。顔色を変えて驚くようなものはなにもない。

　ブロワ警部は真っ青な顔で口をパクパクさせていたが、やがてようやく声を絞り出した。

「コルデリア
 ・ギャロ
 …………ッ!?

 　どうして貴様がここに…………ッ？
 」

「……ちがう。わたしだ、グレヴィール」

　ヴィクトリカが落ちついた声で答えると、インド風の帽子を脱いだ。

　さらり、と絹のような金髪がこぼれ落ちた。

　ブロワ警部は、蒼白の顔を次第に怒りで赤く染め変えた。怯おび

 えきって叫び声を上げたことに苛いら
 立だ

 つように、

「……ま、紛らわしい！」

「ねぇ、コルデリア・ギャロって何？」

　一弥の問いを、このまったく似ていない兄きよう
 妹だい

 はそろって無視した。一弥はうなだれて、

「わかったよ。聞かないよ。ちぇっ……
 」

　ヴィクトリカはすねている一弥をまったく気にすることなく、パイプをくゆらしていた。やってきたブロワ警部もまたパイプを取りだして火をつけた。

　天窓に向かって二本の煙の線がゆっくりと上っていく。

　やがてブロワ警部が、いつも通り話し始めた。





　ほんの一瞬だけ雲が風に流れて太陽を隠したらしく、植物園の天窓から差し込む光が、ゆっくりと陰った。それからまた柔らかみを帯びた日が差してきて、一弥たちの上を照らした。わずかばかりの風が吹いて、南国を思わせる大きく分厚い葉を二、三度揺らした。

「……というわけで、教会のバザーに出されたドレスデン焼の皿は煙のように消えてしまった。警官がその場にいた客たちを身体検査したが、どこからも出てこない。人の頭ぐらいの直径の皿らしくてね、もともと服の中などにかんたんに隠せる代物じゃないのだが」

　警部は一弥のほうをみつめながら滔とう
 々とう

 と語っている。一弥は小声で、

「そんなの、ぼくは現場にいたんだから知ってますよ。どうしていつもヴィクトリカのほうを見ないんですか？」

「なんのことだね？　わたしはただ、目撃者の一人である君の話を聞きにきたに過ぎない。どうやらここにもう一人誰かいるようだが、わたしにはよく見えないのだよ。さて、と……」

　ブロワ警部は、ヴィクトリカの言うことがよく聞こえるように、左耳を彼女が座る方向に向けて座り直した。尖とが

 らせた髪が天窓からの日射しに映え、黄がかった明るい金色に輝いた。

　ヴィクトリカは熱心に本を読み続けていた。題名がちらりと見えたところによると、それはさきほど彼女が語った、東欧の古代から中世にかけての歴史を綴つづ

 った書物らしかった。みっしりと細かい文字で書かれたその書物を忙せわ

 しなくめくり続けている。

　と、ふと顔を上げたヴィクトリカは、とても退屈そうにあくびを一つした。

「……だから、さっきから言っているだろう、久城。犯人は君のとても近くにいた人だ、と」

「誰のことだよ？」

　一弥が不思議そうに聞き返すと、ブロワ警部が彼を押しのけるように身を乗り出した。

「わかったぞ。あの留学生だな!?
 」

「……どうして久城の連れが皿を盗むのだ。それに彼女は、久城といっしょに身体検査をされている。そうではなくて、もう一人そばにいただろう？　ただ一人、身体検査をされていない人物が。考えてみたまえよ」

　ヴィクトリカはそれだけ言うとまた書物に顔をめりこませた。一弥とブロワ警部は顔を見合わせて考え込んだ。

「もう一人って、もしかすると……あのシスター？」

「そうだ」

　ヴィクトリカは一弥の問いにうなずくと、それきり二人のことは忘れたように、書物の世界に埋没した。

　数秒が静寂のうちに過ぎた。パイプをくゆらしていたヴィクトリカは、ふと視線を上げた。

　一弥とブロワ警部が、なにか言いたそうな顔つきをして、ヴィクトリカが気づくのを待っていた。ヴィクトリカは口からパイプを離し、もう一方の手で床に転がったマカロンを拾うと包み紙をはがして小さな口に放り込み、むぐむぐと咀そ
 嚼しやく

 し、それから一息ついて、言った。

「……なんだね？　人の顔をじろじろと」

「言語化してほしくて、待ってたの」

「わからないのかね!?
 」

　ヴィクトリカは心底驚いたような顔をして二人の顔をみつめた。

　それからパイプをくわえて一服吸い、口から離して煙をぷうっと吐き、もう一つマカロンに手を伸ばすと口に放り込み、またむぐむぐと食べながら、

「君らは、本当に……バカなのだな」

「こらっ！」

　一弥が怒ると、ヴィクトリカはビックリしたように目を見開いた。ブロワ警部のほうはと言うと、怒りのあまり顔を青紫色に染めて黙りこんでいた。ヴィクトリカは気にする様子もなく、

「皿を盗んだ犯人は、シスター以外にはあり得ないのだよ。久城、君の話を聞く限りではね。いいかね？　君の連れがシスターの勧めで小さなオルゴールを手に取った途端、音を立てて解体した。オルゴールにもともとそのような仕掛けがしてあったためだ。そして同時に、中から白い鳩が飛びだし、広場にいた村人はみんな驚いて飛び立つ鳩を見上げた。しかし鳩はオルゴールの中から出てきたのではない」

「どういうこと？」

「シスターのスカートの中から出てきたのだよ」

「ス、スカート……？」

「久城、君は自分で言ったではないか。慎み深いはずのシスターが、まるで男のように両足を広げて座っていたと。君はそのことに違和感を感じた。シスターのそのポーズには、しかし、理由があったのだよ。彼女は足と足の間にある物を隠していたのだ」

　一弥はあのときの情景をよく思いだしてみた。大きく足を広げて座っていたシスター。紺色の分厚い尼服に体が覆われていて、その裾すそ

 は足元まで隠していた……。

「おそらく足の間に台のようなものを設置して、そこに鳩を忍ばせていたのだ。客がやってきてオルゴールを手にした瞬間、スカートを持ち上げて鳩を放す。オルゴールが解体した瞬間にうまく合わせれば、まるでオルゴールの中から鳩が飛びだしたように見えるというわけだ。そして村人たちが驚いて鳩を見上げている間に、スカートの中に今度は皿を隠す。それから叫んだわけだ。皿がなくなった、と」

　一弥は驚いて、ヴィクトリカの顔とブロワ警部の顔を見比べた。

「だって、でも……シスターはバザーを出していた本人なんだよ。それがどうして売り物の皿を盗むんだよ？」

「それは本人に聞いてみなければなるまい。しかしだね、君の話では、シスターは昼間からお酒くさかったそうだ。なかなか事情のありそうなシスターではないかね？　それに、バザーの売り物は教会の持ち物で、売ったお金も彼女自身のものになるわけではない。となれば彼女も容疑者の一人であっておかしくあるまい。それから、だね……」

「うん」

「シスターの尼服と靴をよぅく調べることだよ、君。チラリと見えた黒い革靴がところどころ白く汚れていたという話だがね。それはおそらく、スカートの中に隠していた鳩のフンだと推測できるよ。長い尼服に隠されたはずの靴に、なぜ鳩のフンが付着したのか。おそらく彼女にはうまい釈明ができないことだろうよ」

　話すだけ話すと、ヴィクトリカは面倒くさそうにあくびを一つした。ついでにうーん……と伸びもして、目め
 尻じり

 に浮かんだ涙もそのままに、また書物の世界に戻っていった。

　一弥はかたわらのブロワ警部をチラリと見た。いつも真相がわかった途端にそそくさと帰っていくはずのブロワ警部は、今日はなぜか腕組みをして、険しい顔で考え込んでいた。

「……警部？　どうかしましたか？」

「まいったな」

「えっ？」

「あ、いや……なんでもない！」

　警部はあわてたように言うと立ち上がった。ゆっくりとエレベーターのほうに歩きだす。

　一度振り向いて、なにか言いたそうな顔をしてから……。

　口をつぐみ、鉄てつ
 檻おり

 の中に消えていった。

「警部？」

「…………
 」

　ガタン、ガタン、ガタタン──！

　無骨な音を立てて、エレベーターが階下へ降りていく。

　──やがて、ブロワ警部の足早に去っていく足音が一階のホールから聞こえてきた。足音が遠ざかり静かになると、一弥はヴィクトリカに向き直って、聞いた。

「ところでさ」

「……む？」

「コルデリア・ギャロって誰？　どうして警部はあんなにビックリしたのさ。なんのこと？」

「…………
 」

　ヴィクトリカはずいっと一弥に背を向けると、書物に顔を突っ込んだ。一弥は「……ちぇっ」とつぶやいて、転がっていたマカロンを一つ口に放り込んだ。

　少しずつ日が陰ってきた。

　風が止まったらしく、木々の葉の密ひそ

 かな揺れが止まった。

　白い細い煙が一筋、ヴィクトリカのくわえるパイプから天窓へ立ち上っていく。

　一弥が黙ると、最上階の植物園は、ここ三百年余そうであったように、天上の世界を思わせる静せい
 謐ひつ

 な静寂に包まれた──。






　　　　３






　翌朝。

　一弥は起床時間ぴったりに、聖マルグリット学園男子寮の自分の部屋で、起きあがった。

　この男子寮は貴族の子弟たちのために、一人一人の個室が快適で豪ごう
 奢しや

 な部屋に工夫されている。上質なマホガニー製の机やベッド。クロゼットには美しく刺し
 繡しゆう

 された垂れ絹がかけられ、水差しは磨き込まれた真しん
 鍮ちゆう

 製で、床にはふかふかとした毛足の長い絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられている。

　どの部屋も男の子が一人で使っているために少し散らかっているのが常だったが、一弥の部屋だけはいつもきっちり整頓され、万が一、塵ちり

 一つでも落ちていれば、すかさず一弥が拾ってはゴミ箱に捨てていた。

　その朝も一弥は、起きると顔を洗い、着替え、鞄かばん

 の中身を整理し、背筋を伸ばして一階の食堂に降りていった。ほかの男子学生たちはぎりぎりまで眠っていることが多いため、この時間に食堂に降りてくるのは一弥一人か、多くても二、三人がいいところだった。

　食堂の隅に置かれた木椅子に、やけに色っぽい赤毛の寮母さんが足を組んで座っていた。くわえ煙草で眉み
 間けん

 にしわを寄せ、朝刊を読んでいる。

　一弥に気づくと立ち上がり、パンとフルーツ、軽くソテーしたハムの朝食を出してくれた。そして、お礼を言って食べ始めた一弥が自分のほうをちらちら見ていることに気づくと、「……読む？」とけだるそうに聞き、手にしていた朝刊を一弥に渡してくれた。

　一弥は朝食を取りながら、朝刊を隅々まで読んだ。

「……あれ？　おっかしいなぁ？」

　首をかしげる。

　つい昨日ヴィクトリカが謎解きをしてみせた〝ドレスデン皿盗難事件〟。犯人がわかると即、自分の手柄にしてしまうのが常のブロワ警部が、なぜかこの事件に対しては、





〈ブロワ名警部、脱帽！

　消えたドレスデン皿、行方わからず〉





　……こんな見出しで、犯人であるはずのシスターを捕まえた気配がなかった。

「おっかしいなぁ。いつもならすぐに捕まえて、翌朝の朝刊でお手柄だのなんだのってかき立てられているのに。どうしたんだろう……？」

　そういえば昨日も、帰り際のブロワ警部の様子が少しおかしかったな、と一弥は思いだした。青紫色の顔をして、いつになく無口で、なにか言いたそうな表情を浮かべていた……。

「ネェネェ、久城くん」

　顔を上げると、隅の木椅子に足を組んで座った寮母さんが、煙草を吹かしながら一弥を手招きしていた。

「はい？」

「その朝刊のいちばん下のさ、三行広告があるじゃない。あたし、そこがいつもお気に入りで、読んでるんだけどね」

「どうしてですか？」

「だって、おもしろいのよ。家出した娘に呼びかける広告とか、仕事を探している人の宣伝とか、たまには犯罪を匂わせるような怪しい広告も載るし。……でね、今日の広告」

　一弥は寮母さんが指差す場所に目を走らせた。

　そして首をかしげた。

　そこには……。





〈〝灰色狼の末まつ
 裔えい

 〟に告ぐ。

　近く夏至祭。我らは子孫を歓迎する〉





　続いて、簡単な道のりの説明もしてあった。スイスとの国境に近いホロヴィッツという小さな町の住所が書かれている。

「……なんですかね、これ？」

「さぁ～、さっぱり。だけどさ、灰色狼って、ソヴュールじゃポピュラーな言い伝えなのよね。ほら、吸血鬼とか雪男とかさ、国によっていろいろあるじゃない？　ソヴュールでは昔から、楡にれ

 の茂る山奥には静かなる灰色狼が棲す

 んでいるって言い伝えられてるのよ」

　寮母さんは熱心に、

「灰色狼って、人間よりもずぅっと頭がいいんだってさ。だから、あんまり頭の回転がいい子が生まれると、母親は〝狼の子を生んだ〟って言われて村から追いだされることもあったって。ま、昔の話だけど」

「ふぅ……ん？」

　一弥は、ヴィクトリカのことを灰色狼の生まれ変わりだという怪談を思い出した。どうしてだろうとずっと腑ふ

 に落ちなかったのだが、いまの話で少しだけ理解できた気がした。

　要するに、頭がよすぎるからか、と……。

「……あ、おはよー」

　寮母さんが顔を上げてつぶやいた。遅ればせながら、貴族の子弟たちが起き出して食堂にやってきたのだ。

　一弥を見るとみんな伏し目がちになり、黙って離れた席に座る。そんなことにもいい加減慣れてきたので、一弥は気にせず立ち上がった。

　寮母さんがどんどん彼らの前に食事を出していくのを横目で見ながら、食堂を後にする。廊下を歩き始めてから、さっきの広告のことを思い出した。少しは退屈しのぎになるかな、とひとりごちながら食堂に戻り、

「この朝刊、借りていいですか？」

「あげるー。もう読んだから」

「あ、ありがとうございます」

　一弥は朝刊を小脇に、食堂を後にした。





　寮の玄関を出た一弥は、背筋を伸ばして大校舎に向かう小道を歩いた。道の途中で、担任のセシル先生が芝生の上に立って小首をかしげているのが見えた。

　小柄な体に肩までのブルネット。大きな丸眼鏡をかけたどこか幼い雰囲気の女性だ。そのセシル先生はなぜか、朝からがっくりとうなだれていた。

「……おはようございます、先生」

「あら、久城くん」

　一弥に気づいて、笑顔になる。

「どうかしたんですか？」

「ううん、あのね……」

　セシル先生は芝生の向こうにある木陰──学園の敷地と外を隔てる高い生け垣のほうだ──を指差してみせた。

「あの辺りにきれいな菫すみれ

 が咲いていたから喜んでいたんだけど、昨日誰かが踏んでしまったみたいなの。残念だわ。でもね……あんなところ、いったい誰がどうして通ったのかしら。だって道もなにもないのよ。奥にあるのは生け垣だけだわ」

「うーん………………
 んっ？」

　一弥は口をつぐんだ。

　──そういえば昨日、自分とアブリルが門限に遅れて、生け垣に開いた抜け穴からこっそり入ってきたのがあの辺りだった。ということは、菫を踏んでしまったのは自分たちなのかも……。

　しまった、と顔色を変える一弥には気づかず、セシル先生はしょんぼりしたまま立ち去ってしまった。





　その日のお昼。

　一弥は天井のモザイクガラスから陽光が眩まぶ

 しく降り注ぐ学園の大食堂で手早く昼食を取ると、そそくさと立ち上がった。パンを千切っていたアブリルがそれに気づいて、どこに行くのかしら？　と不思議そうに一弥を目で追った。

　一弥は敷地の外れにある大図書館に向かった。

　昨日に比べて風が強く、そのせいか初夏に近い季節だというのに肌寒く感じられた。

　こんな時間に急ぎ足で校舎を離れていく生徒など一人もいない。無人の細い砂利道を歩きながら、一弥は寒そうに少し肩を縮めた。

「……ヴィクトリカー？」

　返事などしてくれないのをわかっていて、今日もまた、彼女の名を呼びながら細い木の階段を上がり続ける。

　上がる。

　……上がる。

　…………
 ようやくたどりつくと、ヴィクトリカはいつ訪ねてもそうであるように、革張りの大きな本をいくつも放射線状に並べ、座って……いや、今日は小さな体をうつぶせに寝ころばせ、床に肘ひじ

 を立てて頰ほお
 杖づえ

 をついていた。ぷっくりとしたほっぺたが、小さな手のひらの上で柔らかくつぶれている。もう片方の手はいつも通り陶製のパイプを持ち、口に近づけてはぷかりぷかりと吸っている。

「そんな格好して。せっかくの洋服が汚れちゃうよ」

「……新聞に気になる記事でもあったのかね？」

　一弥はなにか言いかけて口を閉じた。内心（どうしてなんでもわかっちゃうんだろう？）と不思議に思いながらもヴィクトリカの横に座った。と……。

「……イテッ!?
 」

　なにか丸くて硬いものをお尻しり

 で踏んづけた。お尻の下でカシャリと乾いた音がして、それは潰つぶ

 れてしまった。あわてて腰を上げる。覗のぞ

 きこんでみると、それはヴィクトリカが床のあちこちに散らかしたお菓子だった。ココアのパウダーをふったマカロンだ。

　一弥はあきれたように、

「またこんなに散らかして。ヴィクトリカ、床に直接置かずにお菓子入れを用意しなよ。ぼく、踏んじゃったよ」

「あああああ！」

　顔を上げたヴィクトリカが、エメラルドグリーンの瞳ひとみ

 を大きく見開いて、驚きよう
 愕がく

 の表情を浮かべた。

「わたしのマカロンがぁ！」

「……潰れたけど。捨てちゃうよ」

「それはいけない。責任を持って食べたまえ」

「えぇ～？　だって、こなごなだよ」

「久城……」

　みつめられること、数秒。

「食べろ」

「…………
 はい」

　一弥はヴィクトリカの眼力に負け、こなごなになったマカロンの残ざん
 骸がい

 を仕方なく口に運んだ。

　もぐもぐと咀そ
 嚼しやく

 しながら、改めて彼女のかたわらに座り直し、一弥は寮母さんからもらった朝刊を差しだした。ヴィクトリカはちらりとも見ず、書物に顔を突っ込んでいる。

「ブロワ警部、昨日のドレスデン皿盗難事件、解決してないみたいなんだよ」

「……うむ」

「びっくりしないの？」

「なにやら曰いわ

 くありげだったからな。しかし、ブロワ家の男共にはあまり関わりたくなくてね」

「ふぅ……ん」

「全員ヘアスタイルがへんなのだ」

「……あれ、全員なの!?
 」

　ヴィクトリカは顔を上げ、ふわぁ～とあくびをした。

「遺伝だろう」

「そんなこと遺伝しないよ。それに、ヴィクトリカのヘアスタイルは普通じゃないか」

「わたしは母親の遺伝が強いのだ」

「ふぅん？」

　一弥はうなずいた。

　しらず遠い目になり、海の向こう、遥はる

 か遠くの島国に残してきた自分の家族のことを思い出す。軍人であり、厳格で常に正しいことを為な

 す、男の中の男のような父。二人の兄も父によく似た、器の大きな、だが大きすぎて少しばかりおおざっぱなところが気になる男たちだった。それとは反対に、母はおっとりして気の優しい女性で、二つ違いの姉もまた、母によく似たかわいらしい人だった。一弥は自分のことを、男の子なのにどうして父に似なかったのかなぁと思うこともあったが、それは大好きな母や姉を否定することに思えて、口に出したことはなかった。

「……ぼくも、母親似かなぁ」

　返事はない。

　かたわらを見ると、ヴィクトリカはパイプを口から離して、くうぅ、と伸びをしていた。猫が伸びをするときのように、小さな体が意外なほど縦に長く伸びた。

「グレヴィールのことを言いにきたのかね？」

「うん。それもあるけど」

「君はよくよく、我がカボチャ頭の兄君のことがお気に召したようだな。一挙手一投足をチェックしている」

「逆だよ！　気に入らないんだってば！」

「……知っている。君が怒ると少しばかりおもしろいので、からかったのだ。グレヴィールに関することとなると、久城、君はまことに怒りの沸点が低い。それはわたしにとってはとても奇妙で、そして少しばかり愉快なことなのだよ」

「……悪かったね」

　一弥はぶつぶつと文句を言いながら、抱え込んでいた膝ひざ

 を伸ばした。それから朝刊の三行広告のページを開いて、ヴィクトリカの前に差しだしてみせた。

　ヴィクトリカはその〈〝灰色狼の末まつ
 裔えい

 〟に告ぐ……〉で始まる広告に、じつに面倒くさそうに横目でちらりとだけ目を走らせた。

　それからむくっと起きあがった。

　一弥の手から朝刊を奪い取ると、新聞に睫毛まつげ

 がふれそうなほど顔を近づけて、何度も何度も、その広告を左から右に、また左から右に、首を振っては読み返した。

「〝灰色狼の末裔〟に告ぐ……。近く夏至祭……」

「おかしな広告だろ。教えてくれた寮母さんによると、三行広告って、家出人への呼びかけから、仕事を求めるメッセージから、それに犯罪を想像させる謎めいたものもあるんだってさ。これなんてとびきり不思議なメッセージだよね。ヴィクトリカ、君、退屈だって言うからさ。下界の不思議を一つ拾ってきて、あげた………………
 どうしたの？」

　ヴィクトリカがむくっむくっと立ち上がった。ゼンマイを巻かれた人形が動き出したような動きだった。その顔は、昨日のブロワ警部ほどではないが、彼女にしては動揺が見えるほどに蒼そう
 白はく

 になっていた。

「……どうしたの？」

　ヴィクトリカは走りだそうとして、一弥が投げ出していた足につっかかって、転んだ。びたーん、とすごい音がした。釦ボタン

 付きの小さな革ブーツの底が見えた。それから白いフリルのペティコート、刺し
 繡しゆう

 の入ったかわいらしいドロワーズが、一瞬ふわりとふくれあがって、倒れたヴィクトリカ本体の上にゆっくりと戻っていった。

「ヴィクトリカ？」

「…………
 」

　静寂が数秒、続いた。

　むくり、とヴィクトリカが起きあがった。

　黙りこんでいるので、一弥は彼女の顔を覗いて「大丈夫？」と聞いた。ヴィクトリカは小さな両手を広げて、顔を押さえていた。

「痛い」

「……だよね？　すっごい音がしたもん」

「痛い」

「うん」

「…………
 痛いったら痛いのだ！」

「ぼくに怒らないでよ。自分で転んだんだから」

　めずらしく自分のほうが優位に立っているので、一弥は彼女を心配しながらも、少しうきうきと声をかけた。

「まったく、大丈夫？　ほら、起きあがって。君、どこに行こうとしたんだよ」

「右側の書棚の、上から七段目の右から三十一冊目の本を取ろうとしたのだ。久城、君、取ってこい」

「へっ？」

「茶色い革張りで乳ち
 鋲びよう

 が打ってある分厚い本だ」

「……わかったよ」

　ヴィクトリカが顔を押さえたままで言うので、一弥は仕方なく、階段を少しだけ降りて、彼女が言う場所にあった本に手を伸ばした。木製の階段は危なっかしく、一弥の動きに合わせてみしり、と揺れた。

　と、ヴィクトリカが降りてきて、不安定なポーズのままでいる一弥の背中を、いきなりブーツの底で蹴け
 飛と

 ばした。思い切りの動きの割には、子供に押されたような小さな力だったが、不安定なポーズをしていた一弥はバランスを崩して転がり落ちそうになった。階段の上にもんどりうって倒れ、

「なっ、なにするんだよ！」

「ふふん。君もせいぜい気をつけたまえ」

「いまのは人災だ！」

　──いまにも一触即発の空気を醸し出しながらも、二人はもとの植物園に戻り、ヴィクトリカが指示した書物を前にした。

　ヴィクトリカは慣れた様子でその書物をめくりながら、マカロンを一つ口に放り込み、包み紙をぽーんと放り出した。一弥がすばやく拾い、ポケットに入れる。

「……ソヴュールには昔から、山奥に入れば入るほど一つの怪談が幅を利かせているのだよ。君も聞いたことがあるだろう。〝灰色狼〟の怪談だ」

　一弥はうなずいた。

「多くはいかにも作り物めいた伝説だが、ここに一つ信しん
 憑ぴよう

 性のある資料があるのだ。十六世紀に書かれたとあるイギリス人旅行者の日記なのだよ。君、わたしはずっとこの記述について考えていたのだ」

　ずいっとヴィクトリカが本を差しだしてくる。

　ラテン語やギリシア語だったらお手上げだ、と思いながらおそるおそる覗のぞ

 き込むと、幸いなことに英語で書かれていた。昔風の言い回しに戸惑いながらも、一弥は苦労してなんとかそのページを読んでいった。





『……一五一一年のことである。私はソヴュールとスイスの国境に近いとある山脈で道に迷った。道案内人は雇っておらず、方位磁石は狂い、暗い森をあてどもなく彷徨さまよ

 う。夜になり、獣の気配に怯おび

 えた私は焚た

 き火を焚いた。野生動物は火を恐れる。そして夜半近くになったとき〝彼〟が現れた。

　まだ若い雄狼だった。シルバーグレイの毛並みをもつ狼だ。彼はほかの動物とちがい、火を恐れなかった。落ち葉を踏みしめてゆっくり近づいてきた。

　死を覚悟したそのとき、驚くべきことが起こった。

　狼は口を開いた。口こう
 蓋がい

 が裂け深しん
 紅く

 の舌が見えた。しかし彼は、私を食おうというのではなかった。

　なんと彼は、語ろうとしたのだ。

　灰色狼は物静かで、若さには似合わぬ知性と落ち着きを持っていた。山奥におり、話し相手も少なかったのだろうか。彼は私に問いかけ、私も答えた。深遠なるこの世の謎について、人々と獣の歴史について。気づくと夜は明けかけ、彼は私に森を抜ける道を教えてくれた。

　別れ際に、私は灰色狼と一つの約束をした。

〝人語を話す狼と逢あ

 ったことを、けして口外せぬ〟と……。

　しかし私は約束を守ることができなかった。無事に戻った私は我慢できず妻に話し、妻は兄に話した。巡り巡って役人の知るところとなり、私はその場所について子細に問いただされた。そして役人もまた同じことを私に約束させたのだ。

〝けして口外せぬ〟と……。

　一年後。

　私は再びあの山脈を訪ねた。

　灰色狼に逢った場所にたどりつくと、すぐ近くに小さな村があった。あのときは夜で気づかなかったのだ。しかし村は無人だった。何者かによって焼き払われ、無残な廃村となっていた。

　役人どもの顔が脳裏をよぎった。

　私のせいなのだろうか。約束を違たが

 えた私の……。

　大声で若き雄狼を呼んだ。

　答える声はない。

　だが……。

　ガサリ、と落ち葉が鳴った。

　振り向くと、森の奥に消えていく何者かの影を見た。シルバーグレイが一瞬だけ木々の間から見えた。

　遠く遠とお
 吠ぼ

 えが聞こえてきて、私は一心に山を降りた。無数の狼たちの咆ほう
 哮こう

 だった。私は転がるように山を降りた。とつぜんおそろしくなったのだ。己の罪が。ただ、走りながら私が思ったのは、一つのことだった。

　彼らは生きていた。彼らは逃れたのだ。

　いまもまだ山の中にいるのだ、と……』





　一弥はなんとかその英語で書かれたページを読み終わった。ふぅ、と息をついて、ヴィクトリカに「読んだよ」と声をかけると、ヴィクトリカは驚いたような顔をした。

「君、いまずっと読んでいたのかね？」

「……悪かったね。ぼくは君ほど速く読めないんだよ」

「まったく、君の秀才ぶりの中途半端さには恐れ入るよ。わたしはまた、目を開けて眠っているものだとばかり思ったのだがね」

「うぅ……悔しい…………
 」

　眉み
 間けん

 にしわを寄せてうなり始めた一弥をまったく気にも留めず、ヴィクトリカは書物を取り上げると、忙せわ

 しくページをめくりながら話し始めた。

「元来この国には狼伝説が多い。それは人食い狼や、月夜に人を殺あや

 める人じん
 狼ろう

 などといった血ち
 腥なまぐさ

 い伝説とは異なる。〝静かなる灰色狼〟〝毛皮を着た哲学者〟などと……。これについてはさまざまな諸説があるのだが。わたしが思うにはだね、一度この国を出て広い視野で思考したとき、初めてわかることも多いのだよ。そこで問題となるのが、狼伝説が生まれたのが意外にもここ数百年のことで、たとえば十三世紀頃の書物など読むと、狼などというものはまったく出てこないということだ。つまりだね……」

　滔とう
 々とう

 としゃべり続けるヴィクトリカを、一弥はぼんやりとみつめていた。話がよくわからないので、だんだん退屈になってきた。

（そういえば……）

　ふと、さきほどヴィクトリカがびたーんと転んだとき、痛い、痛いと繰り返していたことを思い出した。

（ヴィクトリカって、痛いのが苦手なのかな？　ま、確かにみんな痛いのはいやだろうけど、それにしても、一人で、この世の終わりみたいに大騒ぎしていたものな）

　さっき一瞬だけ優位に立ったあの瞬間のことを思って、一弥は知らずにんまりした。それに気づいたヴィクトリカが、

「……どうしたのだね、君？　気味の悪い顔をして」

「ヴィクトリカ、ちょっとこっち向いて」

「む？」

　一弥は冗談のつもりで、こちらに向き直ったヴィクトリカの、賢そうに秀でた陶器を思わせる白い額にぴしっと軽くデコピンした。

　もちろん痛くないようにほんの少し当てただけで、軽く音がしたかしないかという程度だったが、くすくす笑う一弥のほうを見上げるヴィクトリカのエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 には、なぜか、みるみる涙が溜た

 まってきた。

「あはは、ビックリ、し、た…………？
 　ヴィ、ヴィクトリカ!?
 」

「い、痛い」

「そんなはずないよ。軽くしたもん。おおげさだよ、君」

「痛い」

「な、なに言ってるんだよ。ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカは小さな両手で額を庇かば

 うようにして、ずりずりと後ずさった。まるでかわいがってくれていた飼い主にいきなり蹴飛ばされた小猫のように、おびえて、信じられないという表情を浮かべている。

「なんだよ、その反応！」

「久城、君がそんな男だとは思わなかった」

「えぇーっ？
 　わ、わかったよ。ごめん。ごめんってば。そんなに痛かった？　でもさ……うわ、ごめん」

「君とは一生口を利かない。絶交だ！」

「まっさか～？」

　一弥はヴィクトリカのおおげさな言いようにしばらくくすくす笑っていたが、その後、どう話しかけてもヴィクトリカが自分に返事をせず、あろうことかまるでそこに誰もいないかのように完全に無視していることに気づくと、はじめは悲しくなり、ついで腹が立ってきた。

（これはまるで、ヴィクトリカのことを無視するブロワ警部みたいな態度じゃないか。そうか。この兄きよう
 妹だい

 は、気に入らないことがあると相手がいないことにしちゃうんだな。それにしても……）

　一弥は憮ぶ
 然ぜん

 として立ち上がった。

「ひどいのは君のほうだよ、ヴィクトリカ。なにが絶交だよ。ぼくはきちんと筋を通して謝ってるのに。君はわがままだよ。もう、知らないからな」

　ヴィクトリカは返事をしない。

　パイプをくゆらして、そこには誰もいないというように書物に没頭している。

「ぼくより本のほうが好きなんだよな、君は」

「…………
 」

「わかったよ。もうこない」

「…………
 」

「本当に、もう絶対、図書館になんてこないぞ。ヴィクトリカの……ヴィクトリカの、痛がり！」

　一弥は叫ぶと、持ってきた朝刊はそのままに、細い木階段を勢いよく駆け降りていった。

　降りる。

　降りる……。

　……まだ降りている。

　転びそうになった。

　──やがてようやく一階のホールまで降りた一弥は、未練がましく天井のほうを見上げた。一瞬、小さな白い顔がこちらを見下ろしているような気がしたが、つぎの瞬間あわてたように引っこんだ。

「なんだよ。ヴィクトリカのやつ……」

　一弥はもう一度つぶやいた。

「……本当に、もうこないからな」

　遠くで、午後の授業の始まりを告げる鉄鐘が鳴り響いた。

「本当だからな……」

　重たい扉を開くと、暖かな陽光とともに、小鳥がピチチチ……と鳴く声も飛びこんできた。一弥は少しうなだれて図書館を後にした。重たい扉がゆっくりとまた閉まっていき、やがて図書館内部はまた、埃ほこり

 と塵ちり

 と知性の、静せい
 謐ひつ

 で侵しがたい空気に包まれた。

　ただただ、静まり返った。






　　　　４






　夜になると聖マルグリット学園は、まるでこの世の終わりのような静寂に包まれる。誰もいないかのようにしんと静まり返った校舎や寮の建物を、深遠な森にも似た樹木の多い庭園が囲い、暗い影を落としている。時折、青白い月光が枝や葉のあいだからうっすらと差し、また群青色の綿雲に遮られて暗闇になる。

　この時間──といっても夕食が済み、午後七時を少し回ったという、夜にしては早い時間だが──生徒たちは寮の各部屋で勉学にいそしむことになっていた。寮長と呼ばれる最上級生が定期的に下級生たちの部屋を見て回るほか、職員である舎監が玄関前の詰め所で生徒の出入りをチェックしている。

　寮長は死神の噂がよほどこわいのか、一弥の部屋だけは見回ることなく通り過ぎるのが常だった。しかしチェックされる必要もなく、一弥はいつも分厚い教科書を開いては、その日の授業の復習と翌日のための予習、そして英語とフランス語、特に苦手なラテン語の勉強に励んでいた。

　その夜も、一弥は窓際に置かれた勉強机に向かって、ぶつぶつとラテン語の単語をつぶやきながら勉強していた。

　ジジジ……と壁掛けのガス灯が音を立てる。

　分厚い勉強机の上には、教科書や文房具がきっちりと整理整頓されて並んでいる。

　一弥の顔は真剣そのものだ。

「…………？
 」

　ふと顔を上げた一弥は、また教科書に視線を落とそうとして……怪訝けげん

 な表情になり、もう一度窓の外を見直した。

　暗い窓の外。

　ゴブラン織りのカーテンは月明かりのために開け放たれ、フランス窓も少しだけ開いている。

　その外……暗い小こ
 径みち

 を、なにかがずるずると動いているような気がした。

（なに……!?
 ）

　一弥は少し怯おび

 えながらも、フランス窓を大きく開けて外を見下ろした。

　二階の端にある一弥の小さな部屋からは、まず芝生に覆われた敷地が、そしてその向こうに樹木のあいだをうねって続く薄暗い小径が、遠いとはいえよく見渡せた。

　小径を……それが、きわめてゆっくりゆっくりと移動していた。

　それ……。

　──巨大なトランクだ。

　旅行用の大きなトランクが、誰も抱えていないのにゆっくりゆっくりと動いていた。わずかに……おそらく十センチほど動くとしばらく止まり、数秒後にまた十センチほど動くことを繰り返している。

　ぴょこっ……ぴょこっ……ぴょこっ……。

　遠く向こうの小径とはいえ、おぼつかない月明かりの下とはいえ、ほかになにも動くものがない中、トランクのぴょこぴょことした動きは、異様な情景として一弥の目に焼きついた。

（トランクだけが、動いて、る……？）

　どうやら学園の正門がある方角に向かっているようなのだが……。

　ぴょこっ……ぴょこっ……ぴょこっ……。

　一弥はしばらくポカンとしていた。

　それから我に返ると、教科書も鉛筆も放り出して立ち上がった。

　窓辺に差し掛かっている樹木の太い枝に、注意深くそうっと腕を伸ばす。木登りなどは得意ではなかったが、悪気のないおおざっぱな兄たちに、もっと小さい頃、笑いながら木の上に置いてきぼりにされたり、川に流されたり、よくしたのだった。それはいやがらせなどではなく、男の子は木登りや川遊びが好きだと思いこんでいる兄たちなりに、少し乱暴にだが、年の離れた弟と楽しく遊んであげる行為だったのだが……。

　その頃に無理やり培われた腕でもって、一弥は器用に樹木の幹をつたい、するすると降りていった。

　頭の中には、一つのことしかなかった。

（下界の謎だ……。月明かりの下、動くトランク！）

　奇妙な友達、ヴィクトリカに話すおみやげ話のつもりなのである。

　一弥は樹木の枝から枝を伝って降りると、最後の二メートルほどの高さを、少しこわかったが、思い切って飛び降りた。

　バサッ──！


　枝が揺れて大きな音を立てた。

　一弥は立ち上がると、足音を立てないように気をつけながらそうっと芝生を横切った。少しずつ少しずつ暗い小径に近づいていく。

　トランクはまだ、ぴょこっ……ぴょこっ……と、少しずつだが確実にどこかに向かって動き続けている。

　一弥は次第にわくわくしてくるのを感じてきた。この謎を拾ったら、また図書館に上がってヴィクトリカに話してあげようと思うと楽しみになり、気がはやった。

　だが……。

　トランクの後ろに回りこんで見極めようとした一弥は、しかし、角度が変わるにつれて見えてきた、トランクの後ろ側にあるものに、次第に不思議そうな表情を強めた。やがてその顔はあきれた表情に変わっていった。

　トランクの後ろから……。

　動きにあわせて、ぴょこっ……ぴょこっ……と覗のぞ

 いているのは……。

　小さな足だった。

　その足は、レースのついた革靴を履いていた。豪ごう
 奢しや

 なドレスの裾すそ

 のフリンジが、動くたびに小さく揺れている。帽子に飾られたベルベットのリボンも、夜風に吹かれて揺れていた。

　もしかすると、ヴィクトリカなのではないか？

　だが……。

「……君、いったいなにしてるのさ？」

　一弥は芝生の上から、遠くの小径に向かって声を張り上げた。

　ぴょこっ……ぴょ……………………
 。

　トランクの動きがぴたりと止まった。

　とつぜん響いた男の子の声に、ヴィクトリカがびくりと肩を震わせた。一弥がトランクのさらに後ろのほうを覗き込むと、彼女はなぜか、巨大なトランクに小さな両手を這は

 わせて、ゆっくりゆっくりと引っ張っていたらしいとわかった。

　ヴィクトリカが答えようとしないので、一弥は芝生を走り、小径に近づいた。近づいてみると、トランクはとても大きかった。上手に収納すれば、一弥とヴィクトリカの二人がすっぽり入れそうなサイズだ。

「君、なにしてるの？」

　一弥がもう一度聞いた。

「う……む………………
 」

　ヴィクトリカはなにか言いかけて、しかし口をぎゅうっと結んだ。知らんぷりしてまたトランクを引っ張り始める。

　ぴょこっ……ぴょこっ……ぴょこっ……。

「どこか行くのかい？」

「…………
 」

「ねぇ、ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「君、学園から勝手に出られないんだろ？　自分で言ってたじゃないか。それに、正門には鍵かぎ

 がかかっていて開けられないよ」

　一弥たち聖マルグリット学園の生徒には、門限を過ぎた時間に勝手に外出することはもちろん許されていない。門はしっかりと鍵をかけられている。万一、強引に外に出たりすれば、その後はしばらく週末の外出を禁止されるなどの罰則があるし、もしかすると学園から両親に報告されてしまうかもしれない。

　そして、ヴィクトリカは──

　詳しいことは一弥にはわからない。彼女は如何いか

 なるときも学園の外に出てはいけないらしいのだ。グレヴィール・ド・ブロワがどこかに申請して外出許可を取り、彼女に同行した、あのときを除いて……。

　しかし……。

「…………
 」

　ヴィクトリカは一弥の問いに答えなかった。

　トランクはゆっくりゆっくり、正門に向かって、分速十五センチで移動している。

「ど、どうして黙ってるのさ？」

　一弥の声に、無視していたヴィクトリカが、驚いたように振り返った。

　その顔には、信じられないという驚きよう
 愕がく

 の表情が張りついている。一弥は不思議そうに、

「な、なんだよ？」

「…………!!

 」

「しゃべれないの？　あ、わかった。虫歯だろ？」

「!?
 」

　ヴィクトリカは悔しそうな顔をした。

「そういえばほっぺたがふくれてるよ。右……あ、左も」

　それはもともとだ！　と言いたそうに、ヴィクトリカが眉み
 間けん

 にしわを寄せて歯ぎしりした。一弥のほうはそんな様子には気づかず、

「歯医者に行くの？　それならこんな大荷物はいらないよ。開けてみなよ。うわっ、なんだよ、この荷物。着替えに、大きな鏡に、椅子!?
 　十人分のお茶セットに、君がすっぽり入れそうな大きな花瓶に、あと、なにこれ……簡易ベッドまで!?
 　君はいったいどこに行くんだよ。新大陸に移住する家族じゃあるまいし。こないだより荷物が大きくなってるじゃないか。君ってほんとにしょうがない人だなぁ！」

　一弥はぶつぶつ言いながら勝手に荷物を減らし始めた。その横でヴィクトリカが両手両足をばたつかせ、無言で抗議する。一弥は荷物を勝手にどんどん減らしながら、

「歯が痛い人は、おとなしくしてて」

「!?
 」

　ヴィクトリカは両手でぷっくりとしたほっぺたを押さえ、涙目になった。





「いいかい？　歯医者に行ったらすぐ戻ってくるからね。後、この抜け穴のことは絶対に秘密だよ。アブリル……作った生徒にも迷惑がかかるから」

　──しばらく後。

　一弥は小さくなったヴィクトリカの荷物を入れたミニトランクを片手にし、もう片手で、ふりほどこうとじたばたするヴィクトリカの手を握りしめて、アブリルに教えられた生け垣の抜け穴を抜けようとしていた。

　ヴィクトリカの余計な荷物を林の中に隠し、自分も部屋に戻って財布と上着だけを持ち、彼女を案内してきたのだ。

　不満そうに浮かない顔をしているヴィクトリカを振り返り、

「あ、しまった。忘れてた！」

　ようやく思い出したか、という顔をしたヴィクトリカに向かって、一弥は足元を指差した。レースのついた小さな革靴を履いた足。そのすぐかたわらに、夜露に濡ぬ

 れて輝く菫すみれ

 の蕾つぼみ

 が、ひっそりと揺れていた。

「花を踏まないようにね。セシル先生が嘆くからさ」

「…………!!

 」

　ヴィクトリカはかすかにうなだれた。

　──学園の外に出ると、一弥はヴィクトリカが勝手にどこかに行ってしまわないよう、彼女の小さな手を強く握りしめた。荷物も意外と重くてたいへんだ。しかしこの、頭脳明めい
 晰せき

 で口が悪く、しかしじつは学園の外にほとんど出たことがないヴィクトリカは、放っておいたらどこに行ってしまうかわからない。道に迷ったり、交通機関の使い方がよくわからなくて泣いてしまうかもしれないし、もしかしたら古井戸とか動物用の落とし穴などに落ちて、上がってこられなくなってしまうかもしれない。

　さまざまな危険な出来事を予想して、一弥は顔色を青くした。いっそう強く彼女の手を握りしめる。

　そんな一弥の思いを無下にするように、ヴィクトリカはふりほどこうと乱暴に、一弥に握られたほうの手を上に下に右に左に振り回していた。

「イテテ、ヴィクトリカ。関節が。肩の関節が。脱だつ
 臼きゆう

 する！」

「…………
 」

「歯医者はどこ？　ヴィクトリカ」

「…………
 」

　ヴィクトリカは黙って歩き始めた。

　仕方なく一弥は後をついていく。

　──やがてヴィクトリカは、いつぞやも一弥とともにきた場所にやってきた。村に一つだけある駅だ。小さな三角屋根の真ん中に丸時計が輝いていた。時間は七時半過ぎを指している。

　一弥が仰天して、

「駅!?
 　君、もしかして機関車に乗るつもりかい？　いったいどこに行くんだよ。歯医者じゃ……ない…………
 の？」

　ヴィクトリカは知らんぷりして駅舎に入っていった。切符を買うために、一弥の手を振り落として両手を自由にすると、駅員に小声で行き先を告げた。一弥はあわててヴィクトリカの手を引っ張り、

「ダメだよ。遠くに行ったら、学園の外に出たことがばれちゃうよ！」

「…………
 」

「それに、ぼく、財布しか持ってきてないし……」

「…………
 」

「戻ろうよ、ヴィクトリカ。君、いったいどうしたんだよ？」

「…………
 」

　ヴィクトリカが一弥を振りきって歩いていってしまったので、一弥はあわてて駅員に、

「いまの子と同じ行き先、もう一枚！」

「……ホロヴィッツに行くのかい？」

「ホロヴィッツ……？」

　一弥はあわててうなずくと、切符を受け取ってお金を払い、ヴィクトリカの後を追った。

　彼女の小さな後ろ姿はホームの中程まで遠ざかっていた。一弥はあわてて走り寄り、

「ヴィクトリカ、君……」

「…………
 」

「どうして？」

　ヴィクトリカはあくまで答えなかった。

　小さな駅のホームが、やってくる蒸気機関車の振動に足元から大きく揺れた。空には星が瞬いていた。

　改札を抜けて誰かべつの客がホームに出てきたのが、遠く見えた。

　しゅぽしゅぽと煙を立てながら、黒い蒸気機関車がホームに到着した。

　車掌が降りてきて、真しん
 鍮ちゆう

 のレバーを引き、ドアを開ける。

　ヴィクトリカが乗りこむと、一弥は戸惑いながらも、彼女の後を追って機関車に乗ってしまった……。





　車掌が笛を吹く。

　ドアが音を立てて閉まる。

（ホロヴィッツ……。三行広告に出ていた町の名前だ）

　一弥は新聞広告のことを思い出した。確かあれには〈〝灰色狼の末まつ
 裔えい

 〟に告ぐ。近く夏至祭。我らは子孫を歓迎する〉という謎のメッセージが書かれていたのだ。

　そして……。

（スイスとの国境に近いホロヴィッツという小さな町の名前と、簡単な道のりが書いてあった。ここよりもずっと奥深い山脈の麓ふもと

 にある、小さな町の名前が……。でもヴィクトリカ、いったいどうして……）

　一弥の心配そうな視線をよそに、ヴィクトリカは一言もしゃべらない。

　一弥のほうは、彼女がしゃべらない理由を思い出す気配もない。

（そういえばあの三行広告を見せたとき、ヴィクトリカのやつ、なぜか顔色を変えていたな。それに、アブリルから聞いたヴィクトリカの噂……。〈ヴィクトリカ・ド・ブロワは伝説の灰色狼である〉……。それからブロワ警部が叫んだ謎の名前、コルデリア
 ・ギャロ
 ……。わからないことだらけだ。ヴィクトリカは押し黙っていて、しゃべらないし……）

　一弥はひとりごちた。

（まったく、困ったな……）

　ヴィクトリカのほうは、ボックス型の座席の一方にふわんと座り、小さいのにレースとフリルのふくらみだけで二人分の座席を占領していた。お人形が飾られているかのように身動き一つせず、ただエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 だけが時折瞬まばた

 きを繰り返しているだけだ。

　表情は沈み、いつもより元気がないように見えた。でも、ぷっくりとしたほっぺたはいつも通り、まるで頰紅をひとはけしたかのように暖かな薔薇ばら
 色いろ

 をしていた。

「……ありゃ、誰かいたのかぁ」

　急にドアが開いて、一弥たちのいるボックス席に若い女が顔を出した。一弥は驚いて飛び上がった。

　おそらくさっき駅のホームに入ってきたもう一人の客だろう。

「さすがにこんな時間になると客も少ないね。なんだか寂しくってさ。ご一緒してもいいかい、お嬢ちゃんたち？」

　リラの香水を思わせる甘い、だが少しかすれた婀あ
 娜だ

 っぽい声。一弥はその声に聞き覚えがあるような気がした。「どうぞ……」と言いながら顔を上げると、相手もまた一弥の顔に、あらっ？　という顔をした。

「なんだ。あんたかい」

「いや、はぁ……」

　そこに立っていたのは……。

　重い尼服に、砂漠の乾いた空を連想させる寂しげな青灰色の瞳。

　あの、バザーでドレスデン皿を盗んだ若いシスターだった。






　モノローグ─monologue 1─










　夜毎──想い出すのは、血の記憶である。

　そう、〝あれ〟はもう遠い昔のことであるはずなのに、夜毎、鮮やかな色と音と手触りで、想い返される。

　ぶすりと鈍い音を立てて根元まで刺さった短刀の柄え

 が、真鍮の飾りのついた豪ごう
 奢しや

 なものであったことも。

　ダイヤガラスをはめた窓の外で、沈みかけた太陽が炎のように燃えていたことも。

　青ビロードの重いカーテンが、その瞬間風を受けてかすかに揺れ、しゃらりっ……と乾いた音を立てたことも。

　悲鳴一つ立てず崩れ落ちた男の胸から突きでた刃先が、赤黒く輝いていたことも。空気が漏れるようなかすかな音が喉のど

 から洩も

 れた後、あの世ででもあるかのようにしんと静まり返り、何者も冒せないほどの静寂が待っていたことも。やがて窓の外の陽が完全に落ちて闇に包まれるまで、自分がそこに立ち尽くしていたことも。我に返り元の場所
 に戻った後、ゆっくりとこみあげる喜びを一人嚙か

 みしめていたことも。

　そしてあの声。かわいらしい声も。





　──こんなきれいなもの、見たことないわ！





　それもこれも、まるでついさっき起こった出来事のようだ。

　忘れられない。

　──囚とら

 われているのか。





　人々は我らを〝灰色狼〟と呼ぶが、それは間違いである。

　狼は同族を殺したりしないものだ。ことに、あんな理由では。






　第二章　帽子入れの栗鼠











　　　　１






　一弥たちはしばらくしてとある駅で降り、山脈の奥に向かう登山鉄道に乗り換えた。

　アプト式と呼ばれる、急勾こう
 配ばい

 の斜面を登るための歯軌条がついたレールと、歯車付きの機関車。さきほどまで乗っていた機関車のような凝った窓や垂れ絹のカーテンなどの装飾がなくなり、車内はとても殺風景だった。照明も薄暗くなり、気温も少しばかり低く感じられた。

　ガタン、ガタタン──！

　機関車がゆっくりと動き出す。

　左右に大きく揺れながら。

　レールの歯軌条と機関車の歯車がこすれあう金属音が、床からきしりきしりと伝わってくる。

　車内は月明かりにも似た青白い光に包まれていた。となりに黙って座るヴィクトリカの薔薇色をしているはずの頰も、いまはほの青く染まっている。壁掛けのランタンに青白いガラスをはめこんである。月光に似た薄明かりはそのランタンから、たゆたうように二人の上に落ちてきているのだった。

「……ありゃま。また奇遇じゃないのさ？」

　二人が座っていた個室の薄い扉を乱暴に開けて、若い女が入ってきた。……さっきまで一緒に前の機関車に乗っていたシスターだ。

　一弥は驚いて、

「えっ？　あの、あなたも……？」

「ええ。まったく、あんたたちどこに行くのさ？」

　それはぼくも知りたい……とひとりごちながら、一弥はヴィクトリカのほうをちらりと見た。

　相変わらずヴィクトリカは強情に黙りこんで、一弥を無視していた。一弥のほうが戸惑っていろいろ質問するたび、明らかにさらにへそを曲げているようだった。さっきは歯が痛いからだろうと思ったのだが、どうもそうではないらしい。腫は

 れている気がした彼女のほっぺたも、そういえばもともとこれぐらいふっくらしていた気もしてきて、一弥は混乱していた。

　二人の前にどっかりと腰を下ろしたシスターに、一弥は困ったような顔をした。さっきから、ヴィクトリカにシスターのことを話したくてたまらなかったのだ。目の前で話すわけにはいかないから、こちらの登山鉄道に乗り換えてからゆっくり話そうと思っていたのだが、まさかまたシスターと同乗することになるとは……。

　仕方なく、一弥は身振り手振りでヴィクトリカに例のことを伝えようとした。

　例のこと……。

　シスターが、ヴィクトリカが推理した〈ドレスデン皿盗難事件〉の犯人であるということだ。

　なぜかブロワ警部が犯人を逮捕することなく、迷宮入りになりそうなあの事件である……。

　──オルゴールがパンッと解体して、みんなが驚いて、シスターがスカートの中から放した鳩が飛び上がって、みんなが見上げて、そしたら皿がなくなったと大騒ぎに……という一連の流れを、一弥はヴィクトリカにジェスチャーで伝えようとした。ヴィクトリカは知らんぷりして一弥に背を向けると、子供のように窓に張りついた。

　外は真っ暗で景色などなにも見えないのだが……。

　一弥はうなだれてジェスチャーをやめた。

　ふと、目の前に座るシスターを見る。

　月光に似た青白いランタンの光が、機関車の揺れにあわせて右に、左に揺れていた。青灰色をした切れ長の瞳ひとみ

 は、昼間は健康で明るい女性のものに見えたが、いまは正体の知れない不気味な無表情にも見えた。睫毛まつげ

 の影がそばかすの浮かぶ白い頰にやけに長くかかっている。

　青白いシスターの顔に、ランタンの明かりが揺れるたびにかかったりまた暗くなったりした。見ているとなぜか不安になってくる。

　シスターが急に口を開いた。

　不気味な雰囲気とは正反対の、明るい声だった。

「あんたたち、いったいどこに行くのさ？　この先は山だよ」

「……ええ」

「こんな夜中にさ」

「シスターはどこに行かれるんですか？」

「…………
 」

　シスターは口を閉じた。

　一弥の顔をじいっと睨にら

 む。

「……あんたたちは？」

「ええと、ぼくたちはホロヴィッツに……」

「なんだ。一緒じゃないか。アタシもホロヴィッツだよ。道理で同じ列車に乗っているわけだ」

「へぇ……ホロヴィッツに？　どうして？」

「あんたたちは？」

　質問するたびに聞き返されるので、一弥は戸惑って口を閉じた。考え考え、

「ええと……いろいろあって。シスターは？」

「アタシは……その、育った町なんだよ。だからさ」

「へぇ！　そうなんですか。ホロヴィッツって、どんな町ですか？」

　シスターは一瞬だけ、しまったという顔をした。かすかに舌打ちをする。それから、

「さぁ……。普通の町さ」

　そう答えると口を閉じた。

　窓の外を見ていたヴィクトリカが、ちらり、と窓に映るシスターの横顔に目を走らせた。ほんの一瞬の視線だった。シスターが気づいて、険しい目つきでヴィクトリカを睨む。そのときにはもう、ヴィクトリカは窓の外に視線を戻して頰ほお
 杖づえ

 をついていた。シスターは少し考え、ヴィクトリカの小さな後ろ姿から目を離した。

「……アタシ、ミルドレッドだよ。ミルドレッド・アーボガスト。あんたたちは？」

「ぼくは久城です。久城一弥。こっちは友達のヴィクトリカ」

「昨日一緒にいた子は誰さ？」

　ミルドレッドと名乗ったブルーグレイの瞳をしたシスターが、とつぜん揶や
 揄ゆ

 するような小声になったので一弥は驚いた。戸惑いながら、

「昨日？　あぁ、一緒にバザーに行ったのはアブリルっていう子です。同じクラスの」

　一弥はふと思い出してシスターに聞き返した。

「昨日と言えば、あれからどうなったんですか？　盗まれた皿は……」

「……さぁね。あれきりみつからないよ」

　残念そうな口ぶりだが、シスターの顔には明らかに言葉と裏腹のうれしそうな表情が浮かんでいた。口元がゆるんで、いまにもげらげら笑いだしそうだ。

「犯人はいったい……」

「……誰だろうねぇ。どうやったんだろうねぇ。ほんとに不思議だよ」

「…………
 」

「あ、ほら。そろそろ着くよ」

　ミルドレッドがごまかすように窓の外を指差した。

　──いつのまにか登山列車は山脈を分け入り、目指す駅に到着していた。

　ホロヴィッツ駅。

　三行広告に載っていたあの町だ。






　　　　２






　町には宿屋は一軒しかなかった。

「登山にくる観光客？　そんなものいないね。この辺りは勾配が急すぎて、よほどのことがなければさらに上になんて登る気はしないんだよ」

　宿屋に到着して質問すると、そんな答えが返ってきた。

　町はとても寂れていて、いちばんの大通りらしい宿屋の前の石畳の通りにも、人気はほとんどなかった。宿屋の前になぜか最新式のドイツ製の自動車が停められていたが、ぴかぴかの車体は、この町のどの風景とも合わないように思われた。

　うらぶれた三階建ての宿屋の玄関扉には、なぜか、矢が突き刺さって絶命した野鳥の死し
 骸がい

 が逆さにされてぶら下がっていた。

　一弥がじっと見ていると、強い風が吹いた。野鳥の羽毛が風に吹かれて逆立ち、かすかにいやな音を立てた。ぼとっ、ぼとっ……と、矢が刺さった傷口から、赤黒い血が玄関の石畳に落ちて小さな血ち
 溜だ

 まりを作った。

　風で、宿屋の屋根がきしむような音がした。

　その風とともに、どこか獣くさいような奇妙な臭いも漂ってきた。

「今夜は荒れるな。あんたたちも夜のあいだは外に出るなよ」

　一弥は振り返り、宿屋の主人に聞いた。

「外に出ないほうがいいんですか？」

「ああ。こんな夜は、狼が出るから」

「狼？」

「灰色狼だよ」

　宿屋のきしきしときしむ受付台の前に立っていたヴィクトリカが、ふいに顔を上げた。主人はそれに気づくと、子供をこわがらせるときのようにかがんで顔を近づけ、

「昔から、この辺りの山奥には灰色狼が棲す

 んでるんだ。風の強い晩には、山から降りてきて人を殺す。かわいい顔のほっぺの肉を食い破られたくなかったら、部屋から出ないこった、お嬢ちゃん」

　ヴィクトリカがさっぱりこわがらなかったので、主人は気落ちしてうつむいた。一弥が、

「そういう灰色狼の伝説って、ソヴュールの国中にあるんですよね」

「いや。ホロヴィッツの町は本物だよ。本当にいるんだ」

　主人は扉のほうを指差した。

「あの鳥の死骸も、灰色狼が入ってこないように吊つる

 してるんだ。なぜだか、鳥が苦手ってことでね。本当かどうかは知らないが。この辺りの森には野生の狼がいるから、わしたちも気をつけているということもあるがね。しかしこの山の奥深くには本物の灰色狼の村がある。わしたちがもう四百年ものあいだ怖れ続けているのは、それさ」

　主人が言葉を切ったとき、宿屋の奥から、部屋の確認をしていたミルドレッドが戻ってきた。女の人とは思えないぐらい大きな足音が階段を降りて近づいてきた。一弥は思わず、のみの市でこのシスターに出会ったときのことを思い出した。確かあのときも、ずいぶんがさつでおおざっぱな印象を持ったのだった……。

　登山鉄道を降りてホロヴィッツに着いた後、一弥とヴィクトリカだけでは泊めてもらえそうになかったので、二人はミルドレッドと一緒にここまできたのである。尼服が効いたのか、宿屋ではとくになにも聞かれることなくチェックインできた。主人は三人の荷物を持って二階に上がる階段を上がりながら、話を続けた。

「その村に住んでいるのは、おそるべき人じん
 狼ろう

 たちだ。やつらはおとなしそうな顔をしているが、けして怒らせてはいけない。並外れて器量がよく、頭もすこぶるいい人々なのだが、得体が知れない。けして、つまらないことで怒らせてはいけない……」

「あの、人狼ってことは……その村って、つまり、普通の人間が住んでいるんですか？」

「見た目は、な」

　一同は二階に着いた。

　薄暗い宿屋の廊下は寄せ木張りで、歩くたびにキィキィと音を立てた。白い漆しつ
 喰くい

 の壁は、ところどころが剝は

 げて焦茶色に変色していた。壁に掛けられたランタンの薄明かりが、床が揺れるのに合わせてかすかに揺らめいていた。

　小さな部屋を三つ用意されて、一弥たちはそれぞれの部屋に入ろうとした。

　古いビーズのカーテンがかかった窓の外から、夜に沈む山脈が迫ってくるようだった。

　宿の主人が大きな声で言った。

「見た目は人間だ。だが、ちがう」

「……まさか」

「考えてもみろ。山奥でひっそり暮らしているあいつらの、髪を、肌を」

　おそろしそうに肩を震わせて、

「波打つ金色の髪に、白い肌。薔薇ばら
 色いろ

 の頰に、小さな体。全員、判で押したように同じような容姿だ。ソヴュール人にはもっといろいろな髪の色や体格があるはずだ。ブルネットもブラウンも赤毛もいる。それが、そう、そうだ……」

　主人ははっと気づいて、小さな客ヴィクトリカを見下ろした。

　顔をひきつらせてつぶやく。

「そう、こんな……こんな様子なんだ。おそるべき、静かなる灰色狼たちは」





　自分の部屋を確認した後、となりの部屋を覗のぞ

 くと、ヴィクトリカもくつろいでいた。一弥は、

「なにか手伝うことある……？」

　一応声をかけてみたが、ヴィクトリカはその声を聞くと、一弥にくるりと背を向けた。それきり返事もせずに黙りこくっている。

「……どうしちゃったんだよ、ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「ちぇっ……！
 」

　一弥は戸惑いながら扉を閉めた。

　廊下を歩きながら、ひとりごちる。

（いったいどうしたんだろう。ヴィクトリカのやつ、ずっと黙ってるし、それに、なにも説明せずに学園を出て、こんなところまできちゃって……。学園の先生たちにばれたらたいへんなことになる。それにブロワ警部とか……ヴィクトリカの家族も黙ってはいないよな……）

　思わず頭を抱える。

　前回、ブロワ警部の〝外出許可〟によって特別に学園の外に出たヴィクトリカが、機関車に乗るのも、駅に降りるのも、都会の大通りを歩くのも初めてらしい様子で、めずらしそうにきょろきょろし続けていたことを思い出す。ヴィクトリカは、一弥には理解しきれない理由があって、学園から出ない生活を送っているのだ。地中海深くに沈んだ船から無事に脱出した二人をみつけたとき、ブロワ警部の部下である二人の警察官が、心から安あん
 堵ど

 したように（よかった、生きてた……！）と叫んだ、あのひきつった顔が思い出された。

　そのヴィクトリカが、勝手に学園を出て列車に乗り、こんな遠くまで外出したと知られたら、どうなってしまうのだろうか？

（ヴィクトリカ、君、いったいどうしてこんなところに……？　新聞の三行広告が、いったいなんだったって言うんだよ……？）

　頭を抱えて悩み続ける。

　しかしいまは考えていても仕方ない。ヴィクトリカは一弥の言うことは聞かないだろうし、一弥としては、なんとかして無事に彼女が学園に戻るまでくっついていなくては気が済まない。なにしろヴィクトリカは、なるほど頭はいいかもしれないが、外出などほとんどしたことがないのである。ほうっておいたらどうなってしまうかわからない……。

　一弥はそっと階段を降りた。

　安酒をちびちび舐な

 めながら雑誌を読んでいた主人をみつけると、おそるおそる声をかける。

「あの……」

　三行広告のことを言い出した途端、主人はあきれ顔になった。

「なんだ。あんたら三人もそれでここまできたクチか」

「いえ、その……。えっ？　ほかにもいるんですか」

「ああ。表にドイツ車が停めてあるだろう？」

　一弥は宿屋の前に高級な自動車が停められていたことを思い出し、うなずいた。

「若い男の三人組があれに乗ってきてね。やつらにも同じことを聞かれたよ。新聞広告を読んで興味を持って、わざわざやってきたらしい。おもしろ半分の様子だったから、注意は促したんだがねぇ。灰色狼の村になんぞ興味本位で行くもんじゃないって」

「はぁ……」

「迷信だって頭からバカにして、笑いやがって。痛い目を見るのも知らないで」

　主人は低い声になり、まるで独り言のようにゆっくりとつぶやいた。

　ジジジ……音を立て、ガス灯の灯あか

 りが一瞬暗くなった。

　主人の皺しわ

 の刻まれた顔が陰になり、声だけが響いた。

「きっと血を見ることだろう。静かなる灰色狼は、やつらの好奇心をけして許すまいよ」

　──ジジジッ。

　ガス灯がまたつくと、主人は一転して明るい声で、

「やつらは三階の部屋に泊まっているよ。同じところを目指すなら朝にでも話してみるといい。バカだけど気のいいやつらだ」

「はぁ……」

「自動車で山を登るって張り切っていたけどね。勾こう
 配ばい

 が急すぎて、とても自動車なんかで登れる山じゃないよ。行き先が同じなら、彼らと相談して一緒に馬車を雇うといい」

「そっか……。あの、その村の名前を教えてもらえますか？」

「……名前はないんだ」

　聞き返そうとすると、主人の顔が歪ゆが

 んだ。

　低い声になり、

「四百年も前からあの場所に……山脈の奥にあるのに、名前がないんだ。やつらは村に名前をつけない。理由は誰も知らない。だから……恐ろしいんだよ…………
 。俺たちはいつも生きた心地がしないのさ」

　死人のような声──。

　一弥の背筋がふいにぞくりとした。

　お礼を言って歩きだした一弥は、ふと、

「そういえばミルドレッドさんの家ってどこなんだろう？　ぼくたちと一緒にここに泊まったけど……」

　主人が顔を上げた。

「なんだって？」

「ぼくたちと一緒にきたシスター、この町で育ったんです」

「……そんなはずはない」

「でも」

「せまい町だ。町を巣立った子供のことならみんな覚えているよ。それに、僧職に就いたとなればなおさらだ。町の人間はみんな信心深いからね」

「…………
 」

「君の聞き違いだろう。あんな女の子、わしらは知らないね」





　一弥は宿屋の主人に挨あい
 拶さつ

 をして部屋に戻ろうとした。

　一階の廊下を階段に向かって歩いていると、ちょうど階段から降りてきたミルドレッドと目があった。どすどすと足音を立てて降りてきたミルドレッドは、廊下の先に立つ一弥を見下ろすとなぜかびくりと肩を震わせた。

　ほの白いランタンの灯ひ

 が、ミルドレッドのそばかすの浮かぶ肌と憂いのあるブルーグレイの瞳ひとみ

 を薄ぼんやりと照らし出していた。

「……なにうろうろしてんのさ？」

「いや、その」

「もう寝なよ」

　ミルドレッドは少し乱暴な口調で言うと廊下を歩いていった。一弥は足を止めて、彼女の後ろ姿をみつめた。

　主人に声をかけるのが聞こえてきた。

「電話、貸してくれる？」

「……いいですよ」

　どこにかけるのかはわからなかった。

　一弥は電話で話す声に耳を澄ませようとして、盗み聞きはよくないと思い返した。そのままきびすを返して、階段を上がっていった。





　二階の廊下に戻った一弥は、ゆっくりと歩きだした。寄せ木張りの床は、一弥が一歩一歩進むたびに、きぃ、きぃ……と甲高い音を立ててきしんだ。白い漆しつ
 喰くい

 の壁にはさまれた廊下は、人一人通るには十分な幅とはいえ、天井が高い割にはとてもせまく、どこか息苦しく感じられた。

　知らず早足になり、部屋に向かう。

　きぃ、きぃ、きぃ……。

　床がきしむ。

　きぃ、きぃ、きぃ、きぃ……。

　そのたびに、壁の両側に等間隔で並べられた古いガラスのランタンが、揺れる。揺れは少しずつ大きくなっていき、一弥は息苦しさに思わず小さく吐息をついた。

　細く天井の高い廊下が、まるで海に浮かぶ船のそれであるかのように、揺れ動いて感じられた。一弥は船という不吉なイメージが蘇よみがえ

 ろうとすることに気づいて、あわてて打ち消そうとした。

（もし、これが船であるなら……）

　打ち消そうとしても考えてしまう。

（船であるなら、揺れは大きな波。嵐の前兆だ…………
 ）

　早足になり、自分の部屋の前へ急ぐ。廊下の角を曲がり、よりいっそう早足になったとき、一弥は突き当たりにある大きな窓に気づいて足を止めた。

　窓の外には、勾配の急な山脈がまるで鋸のこぎり

 の歯のような鋭利さで暗い夜空を斬りつけていた。その向こうからかすかに月光が輝いていた。

　一弥は窓に近づき、そうっと開けた。

　夜が更けて、冷えた空気が少しずつ動き出していた。

　ひやりとした風が一弥の髪を揺らした。

　またどこからか、獣くさいいやな臭いが立ち上ってきた。

　遠くでなにか……犬かなにかが遠とお
 吠ぼ

 えをした。

（この臭いはきっとあれだ。玄関の扉にぶら下げられていた鳥の死し
 骸がい

 ……。あれから臭ってくるにちがいないんだ。それだけのことなんだ……！）

　一弥は自分に言い聞かせるように思った。

　──カタン！

　背後でかすかな音がした。一弥はビクンとした。肩越しに振りむいた一弥の横顔を、窓からの月光が斜めにほの青く照らし出した。

「……なんだ。ヴィクトリカ」

　部屋の薄い扉を開けて廊下に出てきたのは、小さなヴィクトリカの姿だった。白いモスリンの寝間着姿だった。三段フリルでふっくらとふくらんだワンピース型の寝間着の下から、一弥から見るともんぺにも似た、七分丈のふかふかのズボンが覗のぞ

 いていた。ズボンの裾すそ

 が海を思わせるアクアブルーの梯はし
 子ご

 レースできゅっとしぼってあった。

　つるつるしたサテンのまんまる帽子に、長い髪の半分ほどが入っている。

　小さな両手で目をこすりながら、

「君、帽子入れの中から栗鼠りす

 が出てきたら、いったいなぜだと思う？」

「…………
 はぁ？」

「栗鼠に聞いてみればよいのだ。栗鼠語でなぁ」

「えぇ？」

「ところで、ここはどこだろう？」

「ど、どこって……」

　一弥は窓をそっと閉めると、廊下に迷い出てきたヴィクトリカに駆け寄った。

「ヴィクトリカ？　ヴィクトリカ？　おーい。もしかして……君、寝ぼけてるの？」

　彼女は小さな手で忙せわ

 しく目をこすっていた。いつもはぱっちりと見開かれているエメラルドグリーンの瞳も、いまは眠そうに半分以上閉じられ、しぱしぱと瞬まばた

 きを繰り返している。

「……寝ぼけていない。君は失礼な男だ。レディに対して寝ぼけたとは。それより、ここはどこだ？」

「宿屋だよ。ホロヴィッツの」

「ホロヴィッツ？」

「君がきたがったんだろ。ヴィクトリカ」

「…………………………
 」

　長い沈黙。

　かすかにヴィクトリカの顔が赤くなった。

　それからくるりときびすを返し、部屋に戻ろうとした。一弥はあわてて引き留めた。

「なんだね？」

「いや、その……。眠たいところ悪いんだけど……」

「眠くなどない。いったいなんだね？」

「せっかくヴィクトリカがしゃべるようになったから、聞きたいんだけどさ……」

「……わたしが、しゃべるように？」

　ヴィクトリカは廊下と部屋のあいだ辺りに立ったまま、不思議そうに一弥の真剣な顔を見上げていた。二人の顔はすごく近かった。ヴィクトリカのひっそりとした息づかいが顎あご

 の辺りにかすかにかかって、むずがゆかった。やがてヴィクトリカが次第に表情を変えた。緑色の瞳を見開き、何度か瞬きして、それから明らかに、しまった、と思っているらしい顔をした。

「………………
 あ！」

「どうしてずっと黙ってたんだよ？　やっぱり歯は
 痛いた

 ？」

「ちがう！」

　ヴィクトリカは機嫌を損ね、一人で部屋に戻っていった。一弥が後を追うと、部屋の中から入り口に向けて、クッションが、枕が、続いて帽子が、最後に靴が飛んできた。

「うわっ！　ちょっと、君!?
 」

　ヴィクトリカのほうを窺うかが

 うと、なんと今度は猫足型の椅子を持ち上げようと踏ん張っているところだった。一弥があわてて、

「なにしてるの!?
 　どうしてそんなに怒ってるの!?
 」

「レディの部屋だぞ、君。入ってくるな！」

「レ、レディって……まぁ、そうだけど…………？
 」

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　ヴィクトリカはすごく疲れたらしく、椅子を持ち上げるのをあきらめると、かわりにその椅子の上にどかりと座った。椅子は細木造りでいかにも軽そうで、一弥にだったら上に座ったヴィクトリカごと持ち上げてぐるぐる回転することもできそうだった。

　一弥は戸惑いながらも部屋に入ってきて、扉の横に、礼儀正しく扉を半分ほど開けたまま立った。ヴィクトリカはそれを睨にら

 むと、

「久城、だいたい君はだね、わたしのことを本のほうが好きだなどと言っておいて、自分のほうこそ、ころころといろいろ忘れすぎだ。君という男はだね……」

　なにか言いかけて黙った。

　窓がかすかに揺れた。風が強くなっているらしい。

　暗い雲が窓の外の山脈にたれ込め始めた。濃い群青色の雨模様の空が重苦しくのしかかり、浮かんでいた星々をかき消していった。

　遠くで雷鳴が鳴った。

「ヴィクトリカ？」

「……もう、いい」

「だから、なにがだよ？」

「もういいったら、いいのだ」

「なんだよ、もう！」

　一弥もいらいらして、思わず壁をゴンッと叩たた

 いた。こぶしが痛かったので涙目になり、黙りこむ。

　しばらくの沈黙の後、一弥が口を開いた。

「……あのさ、ヴィクトリカ。君、どうしてここにきたんだい？」

「…………
 」

「ぼくが見せた新聞の三行広告。そのせい……だよね？　君はあれを見たときから様子がおかしいし、とうとう学園を抜け出してここまできちゃって……。君、勝手に学園を出てはいけないんだろう？　自分でそう言ってたじゃないか。これまではおとなしくしていたのに、広告を見た途端、とつぜんこんな行動を取って……。いったいどういうことなんだよ？」

「…………
 」

「ヴィクトリカ、ぼく怒るよ。君のその態度は、ブロワ警部……お兄さんと同じだよ。あの人が君を無視するのと、君がいまぼくに背を向けているのとは、そっくり同じ態度だ。君はあんなふうに……ぼくのことを嫌ってるのか？　ぼくらは友達じゃないの？」

「…………
 」

「君はぼくに言ったじゃないか。自分のことを、ぼくの、数少ない友達だって……」

　一弥はそこまで言って、口を閉じた。

　さぁぁぁぁぁ……
 。

　かすかな音を立てて窓の外で雨が降り始めた。霧雨だ。白い霧が立って山脈が見えなくなった。

　窓の曇ったガラスを雨の粒が外側から叩く小さな音が響いていた。雨粒はころころと落ちては消えていった。部屋は少し寒くなったようだった。

　やがて──

　ヴィクトリカが口を開いた。

「ある人の無実を晴らしにきたのだ」

「えっ？」

「コルデリア・ギャロの無実をだ」

　一弥は顔を上げてヴィクトリカを見た。彼女は下唇を嚙か

 み、強情そうに眉み
 間けん

 に力を入れた顔つきで一弥を睨んでいた。

　一弥は思わず廊下のほうをちらりと見て、誰かに聞かれないようにそっと扉を閉めた。ヴィクトリカのほうに近づく。椅子は一つしかないので、彼女が持ってきた箱型のミニトランクを彼女のかたわらに置き、その上にそっと腰を下ろした。下からヴィクトリカを見上げる。

「……これを」

　ヴィクトリカは一弥になにか見せようとして、小さな手で寝間着の胸元をいじくり始めた。モスリンの大きなフリルを、めくる。またフリルがあるので、それをめくる。またまたフリルが……。

「……なにしてるの？」

「待て！」

「…………
 」

　まだまだフリルをめくっている。

「ねぇ？」

「待て！　待て！　待て！」

「……犬じゃないんだからさ」

　ヴィクトリカは一弥の言葉に、ついっと顔を上げて、不思議そうな顔をした。

　──フリルの迷路からようやく出てきたのは、きらきらした金色のまるいものだった。一弥はしばらくそれをみつめていて、一枚の金貨だということに気づいた。小さな穴を開けて鎖を通し、ペンダントに加工されているのだった。

　まるで子供がつくったおもちゃのようで、ヴィクトリカの豪ごう
 奢しや

 な衣装とはあまりにアンバランスに感じられた。なにしろ、金貨に鎖がついているだけのものなのだ。

　ヴィクトリカが小声でささやいた。

「コルデリアがこれをくれたのだ」

「……ブロワ警部が、インド風の帽子をかぶった君を見て、その名前を言ったよね」

「コルデリア・ギャロは、わたしの母だ」

　彼女の声は小さかった。

　ゆっくりとペンダントを裏返してみせた。そこに貼ってあるなにかを一弥に見せようとする。彼女の足元に座っていた一弥が手を伸ばした。その姿は貴婦人から贈り物を受け取る騎士のようでもあった。

　金貨の裏側には、一枚の小さな写真が貼られていた。

　モノクロームの写真──ヴィクトリカ・ド・ブロワの。

　一弥があげたインド風の帽子をかぶったときのように、長い髪を後ろでまとめて、くっきりと艶あで

 やかな化粧をしていた。紅あか

 い唇の艶なま

 めかしさが、一弥に激しい違和感を抱かせた。それはまったくヴィクトリカらしくない色──大人の色だった。

「……これ、あの……君、なの？」

「ちがう」

　ヴィクトリカは首を振った。

「それがコルデリア・ギャロだ。わたしの母」

　一弥は息を吞の

 んだ。

　夜空から雨がしたたかに降り始め、窓を激しく叩いた。

　ヴィクトリカは下唇をかみしめて、猫足の椅子にじっと座っていた。





「母は踊り子だった。羅ラ
 紗シヤ

 の衣装に異国風の化粧をして舞台に出ていて、たいへんな人気者だったということだ。だがしかし、母の行く先々ではじつにさまざまな事件が起こってね。謎めいた女性であったと言われている」

　ヴィクトリカの声は、大図書館の最上階で南国の木々と書物に囲まれているときと同じ、平へい
 坦たん

 で落ちついたものだった。

　窓の外では雨が降り続き、部屋の中も少し冷えてきた。一弥はミニトランクに座って膝ひざ

 を抱え、ヴィクトリカを見上げていた。

「母はある時期ブロワ侯爵と関わりがあり、わたしを生んだが、その後に姿を消した。わたしはわけあって侯爵家の塔の上にある部屋に隔離されて育っていた。生みの母のことは知らされていなかったが、ある夜、塔の上に母が上がってきて、この金貨のペンダントを渡してくれたのだ。窓の外に母がいた。わたしとそっくりなのですぐにわかったがね」

「窓の外？　塔の!?
 」

「コルデリアはとても身軽なのだよ……。とても、とてもね……」

　一弥は押し黙った。

「母はいつもわたしを見守ってくれている」

「……うん」

「母は、ソヴュールに根付く灰色狼の伝説の元になったと思われる、とある村の出身でね。その村の人々は十六世紀初頭から山奥に住み、文明と切り離された生活をしていると言われていた。小さく金色で、とても賢く、だがきわめて不思議な村人たちだとね。その村の出身者を街で捜すことは困難だ。ほとんど村からは出ないのだから。だがブロワ侯爵は、その特別な力を一族の血に取り入れたいと願った。そして人気の踊り子がどうもそれらしいと調べると、彼女を自分のものにしたのだ。しかし生まれた子供は侯爵が望んだ男子ではなく、わたしだった。そしてその後、母が生まれた村を追われた理由を知った。母は村でメイドとして働いていたが、ある夜おそろしい罪を犯し、村を追放された。彼女は罪人だったのだ。呪わしい血を一族に取り入れてしまったと、ブロワ侯爵は後悔した。そして生まれた子供──わたしの様子もただならなかったため、恐れ、塔に閉じこめて育てた。ただ書物と、有り余る時間だけを与え……。母は逃げ、やがて始まった世界大戦の戦火に身を投じた」

　ヴィクトリカは言葉を切った。

　一弥の手からペンダントを受け取ると、首に巻きつけた。シンプルな金貨のペンダントは、またフリルの海の奥深くに沈んでいった。

「わたしはずっと知りたかったのだ。母が生まれ、村人によって追われたという村を」

「うん……」

「すべての元凶はその夜に戻る。母がおそろしい罪を犯したという夜に。それさえなければ、母は村を追われることはなかった。わたしという存在も生まれることはなかったのだ」

「……それは困るよ」

　ヴィクトリカはびっくりしたように緑色の瞳ひとみ

 を見開いた。それから両手を唇に当て、ぷふふっと吹き出した。

　一弥は顔を赤くして、

「な、なんだよ」

「君は愉快な男だ、久城」

「……悪かったね」

　ヴィクトリカは笑った。それから片手を上げると、ぴしりと部屋の扉を指差した。

「もう寝る。君、出ていきたまえ」

「……むっ？　わ、わかったよ。レディの部屋だからね」

「わたしはもう寝る。すぐに寝る。ほら、出ていきたまえ」

「わかったってば！　もう……おやすみ、ヴィクトリカ」

　一弥はあわてて立ち上がり、部屋を退散しようとした。

　ドアの前に立ったとき、後ろからなにか言われた気がして、振り向いた。

　気のせいだった。ヴィクトリカの口は閉じられていた。でも、黙ったままじっと一弥をみつめていた。

「……ん？」

「わたしは、母の無実を晴らしにきたのだ」

「う、ん……」

　一弥は戸惑って彼女をみつめ返した。見慣れたヴィクトリカの顔が、まるで知らない人のそれのように遠く思えて、急にとても不安になった。

　ヴィクトリカは言った。

「これは戦いなのだ。灰色狼の村と、彼女の」

「う、ん……」

「だから、コルデリア・ギャロが勝つまで、わたしは帰らない」





　──廊下に出ると、誰かが行き違いに扉を閉めたらしい、小さな音がした。

　顔を上げると、ミルドレッドが借りている部屋の扉が……かすかに揺れていた。






　　　　３






　──翌朝。

　一弥とヴィクトリカが宿屋の食堂で紅茶とパンとコールドハムの朝食を取っていると、若い男たちがどやどやと降りてきた。

　髭ひげ

 を生やして鼈べつ
 甲こう

 縁の眼鏡をかけた中肉中背の男が、階段を降りながら早口でひっきりなしにしゃべっている。どうやらお喋しやべ

 りな性格らしい。同じぐらいの背丈で、やけに高級そうな仕立てのジャケットにピカピカの金時計をはめた男が、人の良さそうな笑顔を浮かべて相づちを打っている。その声は甲高くてよく響いた。

　二人の後ろから大柄で猫背な男が降りてきた。大柄な男だけが、一弥たちに気づくと少し顔を赤らめ、消え入りそうな小さな声で挨あい
 拶さつ

 をした。どうやらずいぶんと内気な青年らしい。

　彼らは椅子に腰掛けると、紅茶にミルクをどばどばと入れ、パンをかたまりのままつかんで食べ始めた。旺おう
 盛せい

 な食欲だった。

　髭を生やして鼈甲の眼鏡をかけたお喋りの男が、ひっきりなしにしゃべりながら一弥たちに自己紹介をした。それによると三人はソヴュールの美術大学の学生で、絵画の勉強をしているのだという。旅行が趣味で、三人連れだって田舎を巡っては、スケッチなどをしているらしい。

「こいつの家が金持ちだから。外の車、見たかい？　デリクが親に買ってもらった自動車さ」

　肩を叩たた

 かれた、金時計に高級ジャケットの男が、甲高い声で返事をした。彼の名前はデリクというらしい。髭の男と同じぐらいの体格だが、こちらはつるりとした女性的な顔をしていた。よく喋る髭の男は、アランと名乗った。もう一人、三人の中でいちばん背が高い男は、恥ずかしそうに小声でラウールと名乗った。よほど恥ずかしがり屋なのか、名前を名乗るだけでまた少し赤くなっている。

　アランが楽しそうに、自分たちは最新式のドイツ車で灰色狼の村に行くんだと自慢をし始めた。自動車を買ってくれたデリクの親を褒め称たた

 えている。どうやら三人はデリクの財布を頼りに旅をしているらしく、ことあるごとにデリクを立てるが、ボスはお喋りのアランのようだった。ラウールは黙って笑みを浮かべていた。いるかいないかわからないようなおとなしい青年だった。

　そこに、宿屋の主人が紅茶のお代わりを持ってきて、彼らの会話に口をはさんだ。

「残念だけど、自動車で灰色狼の村に行くのは無理だよ。あの山は勾こう
 配ばい

 がきついから、自動車ではとても登れない」

「……まさか！」

　車の持ち主であるデリクが、甲高い声で抗議し始めた。アランも驚いて大騒ぎをし始めた。ラウールは黙って不安そうな顔をしている。

「馬車を雇うことだね。馬なら、あの勾配でもなんとか登ってくれるだろう」

　デリクはあきらめたらしくうなずいたが、髭のアランはいつまでも大声で文句を言っている。無口なラウールは困ったようにアランをみつめていた。

　そこに、いちばん寝坊したらしいミルドレッドが、大きな足音を響かせて歩いてきた。大あくびをしてだるそうに、

「おはよーさん……」

「……うわっ！」

　一弥は思わず声を上げた。またもやシスターからは、お酒の匂いがぷんぷんしていた。三人の大学生もそれに気づいて、不思議なものを見るようにミルドレッドをみつめた。

　宿屋の主人がのんびりと、

「この子供たちも行き先は同じだよ。だから一緒に馬車を雇うんだね。五人で乗れば一人当たりの値段も安くつく」

「……六人だよ」

　だるそうに席に着いたミルドレッドが、よろよろとした仕草で挙手した。全員が驚いたように彼女を振り返った。

「アタシも行くんだよ」

「……どうしてですか？」

　一弥が問うと、ミルドレッドはキッと一弥を睨にら

 んだ。

「どうしてでもいいだろ。アタシも行きたいってことさ。六人だ。よろしく、あんたたちも」

　三人の大学生は、ぷうっと吹きかけられたミルドレッドのお酒くさい息に目を白黒させながらもうなずいた。





　遠くで雷鳴が鳴った。

　まるで肉切り台の上に載せられた肉のかたまりを大包丁で叩き切るときのような、鈍い音が響いた。雷鳴が数回鳴った後、朝方の曇った空はしんと静まり返った。

　ぽつん、ぽつん、ぽつん……！

　大きな雨粒がいくつも落ちてきて、宿屋の前に立っている一弥たちの服に水の染みをつけた。

「……この箱型馬車だよ。御者の腕は一流だ」

　宿屋の主人が、ゆっくりと通りを近づいてくる馬車を指差した。二頭立ての古ぼけた四輪馬車で、御者は長い髭に顔の半ばを隠された老人だった。老人ではあったが、馬車同様に古ぼけたマントの上からも、強きよう
 靭じん

 な太い腕とがっちりした肩が見て取れた。

　近づいてきた馬車の御者台から、老人が言葉を投げかけてきた。

「自動車なんてとんでもない。馬車で登るのも、慣れた腕じゃなきゃ無理だ」

　老人が言うには、〈名もなき村〉の人々から、もしも広告を見てやってきた客人がいれば、馬車で村まで送るようにと言われているのだという。しかし申し出られた料金は相場よりもずいぶん高かった。一弥が高すぎると抗議しようとすると、金持ちの息子であるデリクが、分厚い財布を取りだして、すぐにお金を払った。

　御者が驚いたようにその財布を見て、もう少しふっかければよかったと後悔するように顔を曇らせた。なにか言おうとした一弥を、髭面のアランが止めた。

「いいんだよ。あれぐらい、デリクにはなんでもないのさ」

「……しかし。ぼくも少し払います」

「いいんだって。ま、気にするなよ」

　まるで自分が払ったかのようにアランが胸を張った。ラウールと目があった。無口な大男もまた、気にするなと言うように肩をすくめてみせた。

　六人は荷物を抱え、三人ずつ向かい合うように座った。馬車がゆっくりと動き出した。

　──町中を石畳を蹴け

 りながら進み出した馬車は、やがて泥炭にぬかるむ山中の道に差し掛かると、急にがたがた音を立て始めた。勾配のきついぬかるむ道に差し掛かったのだとわかった。箱型馬車は、まるで巨人に上からつかまれて左右に揺さぶられているかのように、大きく絶え間なく揺れた。

　ミルドレッドが「気持ち悪いかも……」とつぶやいた。陽気にしゃべり続けていた三人組が、困ったように顔を見合わせた。

「二日酔いか、シスター？」

　髭面のアランが代表して聞く。ミルドレッドは口を開くのもいやだという様子で、首を横に振った。

　ヴィクトリカが窓に手を伸ばし、木製の窓を少し開けた。

　降り始めた雨が、細かい模様のように窓の外を揺らめいていた。

　赤銅色の茨いばら

 が頑強に絡みあって道の左右に続いていた。雨に打たれても揺れる様子もなく、互いにがっちりと絡みあっている。やがて苔こけ

 やシダの生い茂る土手が見え、すぐ下には目もくらむような崖がけ

 がそびえていた。少しでも馬の扱いを間違えたら、真っ逆様に奈な
 落らく

 に落ちてしまうことだろう。そのまた向こうには、霧にかすみながら、小山のいただきがのっそりとこちらを見下ろしていた。

　ガタンガタンと硬い音がして、馬車は細い古びた石橋を渡った。橋の下には激しく流れる濁流があった。渓谷を流れる寒々しい川だ。

　川を渡ると、次第に木々の高さが増していった。草木はオリーブ色で、細かな小雨にしっとりと濡ぬ

 れて揺れていた。黒に近い濃い色の土がその下に広がっていた。どれぐらいの間登り続けただろうか。木々の高さは増し、それにつれ森は暗くなっていった。朝だというのに漆黒の闇に包まれ、この世ならざる場所へ迷い込んだ悪夢のようだった。樫かし

 の木々は風雨にさらされたためか曲がりくねり、老婆の背中のようなシルエットをつくっていた。互いに絡みあい白く乾いている。

　一弥は小声でヴィクトリカに話しかけた。

「そういえばさ……」

「なんだね？」

「あのシスター、バザーでドレスデン皿を盗んだのに、捕まってないんだよね。それに、ホロヴィッツの出身だって言ってたけど、宿屋の御主人はそんなはずないって否定してた。あの人はいったい……」

「……彼女のことなら、気にすることはない」

　ヴィクトリカはなぜか言いきった。そしてその話題には興味なさそうに顔をそらした。一弥は仕方なく黙りこんだ。

　──そのままどれぐらいの時間、馬車は走ったか。

　やがてとつぜん明るくなった。

　森が途絶え、そこに不思議な一角があった。

　周囲は山に囲まれて浅い底のグラスのように丸くなっていた。グラスの底に当たる場所に、高い城壁に囲まれ、石造りの家々が密集する小さな町が……。

　いや……。

　村が、あった。

　馬車が停められた。

　ヒヒーン……！

　二頭の馬がなぜかブルルと音を立てて首を振った。いやがるように暴れる馬を、御者が鞭むち

 で無理矢理おとなしくさせる。馬はいつまでも首を振り、イライラと小さく足踏みを繰り返していた。

　六人はゆっくりと馬車を降りた。

　窪くぼ
 地ち

 と馬車が登ってきた険しい道のあいだに、深い崖があった。切り立った岩が分厚い壁となって下へ下へ続いていた。そっと覗のぞ

 くと、目もくらむほどの深さだった。崖は鋭利な刃物のような鋭い岩肌を光らせていた。遥はる

 か下に白い一筋が見えた。ごぅごぅと音を立てて激しく流れている。濁流だ。白い泡を立てて激しく水が流れ、岩に当たっては寒々しい波飛沫しぶき

 を上げている。

　一弥は崖下から目を離した。石でできた灰色の村を見上げる。

　そのとき雲が晴れて、朝日が白々と、苔こけ
 生む

 した石造りの塔や家の屋根などを照らし出した。

　一弥たちは眩まぶ

 しくて目を細めた。

　若者三人組が、おおげさなぐらい大きな歓声を上げた。

「さすが！」

「これこそ秘境ってもんだ。すげぇなぁ！」

　それを聞いた御者が顔をしかめた。

　一弥はかたわらに立つヴィクトリカの顔を窺うかが

 った。

　彼女はじっと、灰色をした石の村を見上げていた。その顔にはなんの表情もなかった。

　──崖の向こうに石でできた門柱と鉄製の巨大な扉が見えた。外部からの侵入を防ぐためであるかのように、大きく冷え冷えとしていた。どこからも侵入できそうにないほど高い塀が張り巡らされている。まるで中世の城じよう
 塞さい

 都市そのものの佇たたず

 まいだった。

　木製の古びた跳ね橋が上がっていた。粗末な木板で造られており、使い古されて白く変色していた。幅は馬車が一台余裕を持って通れるぐらいのもので、橋の左右に太い紐ひも

 が数本、手すり代わりに張り渡されていた。

　鉄の扉には、不吉な灰色狼の紋章がくすんで浮かび上がっていた。

「……じゃ、わしはこれで」

　御者がそそくさと立ち去ろうとした。

「村の話じゃ、明日の朝に夏至祭が始まって、晩には終わるってことだから。晩にこの場所まで迎えにくるから……」

　馬がまたヒヒーン……と乾いた鳴き声を立て、忙せわ

 しく足踏みした。

　一弥が馬車のほうを振り返っていると、背後でがたがたと大きな音がした。そちらに目を向けると、古びた跳ね橋が……。

　ゆっくりとこちら側に向かって降りてきた。





　そして、重い鉄の扉もまた、ゆっくりゆっくり、開こうとしていた……。






　モノローグ─monologue 2─










　我々は険しい山を登っていった。

　道は勾こう
 配ばい

 がきつく、箱型馬車は左右に大きく揺れ続けた。驚くほどだった。雨が細かく降り続いていた。馬車の中はほとんど誰も口を聞かず、ただ轍わだち

 が立てる音だけが響いていた。

　例の小さな少女が、窓を開けた。

　連れの東洋人の少年──久城一弥が、心配そうにその横顔をみつめた。

　少女の一挙一動に少年が反応するのが、見ていて微笑ましかった。そのくせ二人はすぐに喧けん
 嘩か

 を始めるようだ。仲がいいのは大人が見ればわかるが、この子たちには自分たちのことが理解できていないのかもしれない。

　馬車は揺れた。

　窓の外は絡まる木々の白く乾いた枝が続き、気が遠くなる。

　それでもこの先に行かなくてはならない。

　あの村に、行かなくてはならない。













　少女の横顔にそっと目を走らせる。

　緑色の瞳ひとみ

 は南国の海のように鮮やかな色で、風雨に晒さら

 された暗い森には似合わない。





　少年の顔をちらりと見る。

　漆黒の瞳はまっすぐな視線を少女に向けている。気は優しいが、なかなか頑固そうな顎あご

 をしている。





　彼らは知らない。

　この同乗者の目的を。





　知らないのだ……！






　第三章　コルデリアの娘











　　　　１






　時の狭はざ
 間ま

 を超えて、遠く中世の村に辿たど

 り着いたような風情だった。





　──降り続ける小雨が、鋸のこぎり

 の刃のように切り立って村を囲む山さん
 麓ろく

 から狭い窪地に、乳色をした濃い霧を落とし続けていた。それはさながら、こっくりと色をつけた空気のカーテンのように窪地全体を覆い尽くしていた。

　重いクリーム色のカーテンをめくって部屋に入っていくように、一弥たちは霧の中をゆっくりゆっくりと、〈名もなき村〉へ分け入っていった。

　橋はとても古く、六人の足が動くたびにギィギィといやな音を立ててきしんだ。遥か下のほうで濁流が激しく流れ、岩肌に当たって白い泡が波打つのが見えた。ひゅうぅぅぅ……
 といやな風が吹く。六人ともが知らず早足になり、いそいで跳ね橋を渡った。

　六人全員が渡り終えた途端、跳ね橋はまた音を立てて上がっていった。門の内側に石製のアーチがあり、その上に櫓やぐら

 らしきものが見えた。男が数人、跳ね橋を動かしている。後ろで結ばれた長い金髪が、腕を動かすたびに大きく揺れる。一弥は彼らに声をかけようとしたが、そのとき強い風が吹いて、より深い霧が男たちの姿も馬ば
 蹄てい

 形アーチも覆い隠してしまった。

　霧が風に揺れて視界を覆ったかと思うと、急にきれいに晴れて、驚くほど遠くまで見渡せるようになった。びゅううっ……と強い風に耳をふさがれそうになる。ヴィクトリカ以外の人々は、耳を両手で覆って怯おび

 えたように辺りを見回していた。

「おい、見ろよ」

　髭ひげ
 面づら

 のアランが指差した。

　霧がどんどん晴れていく。

「……あ！」

　一弥も声を上げた。

　──そこに現れたのは、石造りの四角い家々が並ぶ小さな村だった。苔生した灰色の石を謎めいた高等数学で並べたような、幾何学的な、それでいてばらばらとも思える、不思議な形で造られていた。

　開いたままの木戸が、風に揺られてきぃきぃと音を立てた。

　小さな広場の真ん中に大きな井戸があった。

　……誰もいない。

「遺跡、か……？」

　無口な大男のラウールが、感に堪えない様子でつぶやいた。と、デリクがうなずいて、甲高い声でまくしたてた。

「中世の村だな！　見ろよ、あの聖堂の……」

　遠く霧が晴れて見え始めた、石造りの聖堂らしき塔を指差す。

「……薔薇ばら
 窓まど

 と尖せん
 塔とう

 を！」

「昔の絵画にある、中世の聖堂だな」

　アランがかぶっていた帽子を脱いだ。若者三人は敬けい
 虔けん

 な面もちで聖堂をみつめ、しばし沈黙した。

　もの問いたげに振り向く一弥に、デリクが説明する。

「俺たちは美術大学に通ってるから、こういうのには詳しいんだよ」

「ひゅう！」

　アランがうれしそうに口笛を吹いた。ミルドレッドはまだ気持ち悪そうにうつむいて、黙り込んでいる。

　──また風が吹き、霧がとつぜん、ザザーッ……
 と音を立ててすべて晴れた。

　一弥たちはあわてて立ち止まった。

　いつのまにか、目の前に男たちが立っていた。全員が槍やり

 や長剣などを手にし、無表情に一弥たちをみつめていた。

「……幽霊か？」

　アランがつぶやいた。髭をいじりながら、冗談混じりの口調だった。

　その反応も無理はなかった。村が中世の遺跡さながらに古めいているのに似て、目の前に現れた村人たちは、クラシカルすぎる扮ふん
 装そう

 で統一されていた。

　男たちは毛織りのシャツに革ベストを羽織り、鋭角に尖とが

 った帽子をかぶっていた。女たちのスカートはゆったりとして後ろが大きくふくらみ、髪もレース飾りのついた丸帽子で後ろをふくらませている。

　シェイクスピア劇の扮装にも似た、中世そのままの様相──。

　そして人々は、全員がよく似通っていた。男も女も金髪を長く伸ばしてきっちり結んでいた。体格は小柄で、職人が丹誠込めて造った人形を思わせる、整った小さな顔をしていた。

　村人たちは濁った緑色の瞳で一弥たちをじろりと見回した。表情は固まり皮膚も乾いており、そのせいか、小さくて整った容姿にかかわらず、まるで幽鬼のような生気のない集団に見えた。

　村人たちはヴィクトリカに注目した。

　ざわめきが広がっていく。

「……コルデリアの娘だ」

「コルデリアだと……？」

「そっくりだ。見ろ、あの顔を」

「不吉な……！」

　カサカサと枯葉が落ちるような乾いた声ばかりだった。村人たちは一斉に武器を持ち上げた。あちこちから鉄と鉄の合わさる重い音が響いた。

　そのとき……。

　どこからか、しわがれた声が響いた。

「待て」

　村人が一斉に武器を下ろした。

　彼らが自然に道を空け、やがて一人の老いた男が進み出てきた。

　古めいたフロックコートを羽織った六十がらみの男──。

　ほとんど白といってもよい白金の髪が、長く伸ばされて後ろできつく結ばれていた。もみあげと顎あご
 鬚ひげ

 が長く伸び、瞳は皺しわ

 とたるみに覆われた顔の肉によって半ば隠されている。大きな皺だらけの手でつややかな黒こく
 檀たん

 の杖つえ

 を握りしめていた。

　男はヴィクトリカの前に進み出ると、まるで聖者の像のような、両手を握りあわせた姿勢で立った。静かな瞳は冷たく濁った光をたたえていた。ヴィクトリカをじろりと見下ろす。

「……コルデリアの娘か。名前は？」

「ヴィクトリカ・ド・ブロワ」

　問われたヴィクトリカも、負けないほど低い、老女のようにしわがれた声で答えた。男はかすかに息を飲んだ。

「ド・ブロワだと……？　なんと、この国の貴族の血が混じったか……」

「文句があるかね？」

「いや……。母親は……コルデリアはどうした？」

「消えた」

「なるほど、罪人には心安らぐ暇はあるまい」

「…………!!

 」

　ヴィクトリカがぐっと唇を嚙か

 んだ。

「コルデリアは罪人ではない」

「……年長者の言葉に刃向かうのは愚かなことだ。おまえはこの村で育つことができなかったために、子供らしい謙虚さを持っていないと見える。コルデリアでさえ、わしの言葉に逆らわず、おとなしくここを去ったというのに。……まぁ、よい」

　男はヴィクトリカの怒りに燃える瞳ひとみ

 を気にする様子もなく、村人たちを見回した。

「我らのメッセージを読んでやってきた子孫は、この少女だ。コルデリアの娘。しかし娘に罪はない。追いだすこともあるまい。ともに夏至祭を祝おうではないか」

　村人は黙っている。濁った目と目が密ひそ

 やかに合わされるが、誰もなにも言わなかった。

　男は続けた。

「わしの言う通りにするのだ。気にするな。不吉なことは起こるまい。たとえこの娘の母、コルデリアが……」

　風が吹いた。男の白金色の鬚が揺れた。

「……殺人者であろうとも、な」





　──男は、村長のセルジウスと名乗った。村はもう四百年ものあいだここにあり、下界との接触を断って、できるだけ自給自足を心がけて住んでいると言う。

　セルジウスの案内で村を歩いていく。

「夏至祭とは、夏に還かえ

 ってくる先祖の霊を迎えて、豊ほう
 穣じよう

 を祈るための祭だ。明日の朝……夜明けとともに始まって、晩に終わる。あなたがたには、明日の晩まで滞在していただきたい」

「明日の晩までか……」

　ヴィクトリカがつぶやいた。

「ああ。あと一日と少しということだな。明日の夜明けとともに、広場に山車だし

 を出して楽器を鳴らし、森に祭が始まることを告げる。その後少しの時間をおいて、昼前からまた祭を始める。娘たちがハシバミの実を投げるのが祭の始まる合図なのだ。その後、若い男たちに扮装をさせ、広場で寸劇をさせる。〈夏の軍〉と〈冬の軍〉が戦って夏が勝利を収め、〈冬の軍〉の大将である〈冬の男〉が倒されるというものだ。夏の勝利を祝い、その後で先祖を迎える支度をする。先祖は聖堂を通って広場に戻ってくると言われているため、その時間だけは聖堂を無人にしなくてはならない。そして夜になると、選ばれた村人が仮面をかぶり、戻ってきた先祖の役をやって、舞い踊る。祭はそれで終わりだ。一年の平和と豊穣が約束されるのだ……！」

　セルジウスの説明は続いた。

　だが一弥は、さきほどの〝殺人者〟という言葉に驚いて気もそぞろだった。一方、若者三人はおかまいなく、村の様子を見てははしゃいで大声を上げていた。

「見ろよ、この井戸！」

「石造りの家に、暖炉。煙突も、うへぇ！　古くさいぜ！」

　セルジウスの助手らしくかたわらについている金髪の若者に、アランが自分の持っている最新式の腕時計を自慢し始めた。猟銃を片手にした、村人の中では背が高くひときわ美しい顔を持つその若者は、ちらりと腕時計を見て、それから驚いたようにじっくりとみつめ始めた。

「見たことないのかよ」

「……村から出ませんので」

「本当に？　じゃ、毎日なにしてんだよ」

　同世代の若者に、アランが騒々しく話しかける。時計のつぎは鼈べつ
 甲こう

 縁の眼鏡を自慢し、となりを歩くデリクの洋服を引っ張って仕立てを自慢し……。

　村長のセルジウスが不快そうに顔をしかめた。長い眉まゆ

 がぴくりと動いた。

　セルジウスの案内で、村の中心の広場に向かって歩いていった。広場の向こう側には、切り立った断だん
 崖がい

 と小さな暗い森があった。村は森に囲まれた小さな丸い形をしているらしかった。城壁に囲まれていたのは入り口の崖がけ

 のところだけで、村の奥側に壁はなかったが、森のところどころに断崖があり、いかにも危険な様子だった。

　小さな村だった。だがその小さな村で、昔のままの生活がきっちり保たれているということに、一弥は驚きを感じた。

　と、そのとき……セルジウスがちらりと森に目を走らせた。

　かすかに木の枝が風に揺れた。

　カサッ──！


　つぎの瞬間、セルジウスが助手の若者から猟銃を奪い取り、持ち上げた。森に向かって銃口を向ける。

　上機嫌でしゃべるアランやデリクは、気づかない。

　助手の若者がアッと息を吞の

 んだ。

　──乾いた銃声が響いた。

　アランたちは三人揃って飛び上がった。驚いたように顔を見合わせ、

「な、なん、だよ？」

「……狼だ」

　セルジウスはこともなく言った。

「この辺りの山には、野生の狼が棲す

 んでいる。体も大きく、なかなか強きよう
 靭じん

 でね。みつけたら、村に近づかないよう脅すのだ。こうやって」

　若者たちは顔を見合わせた。

「森にはわかりにくい断崖が多く、また野生の狼がいるので、そちらには入れない。安全に村に入る唯一の方法が、跳ね橋を渡ることなのだ」

　助手の若者は怯おび

 えたように口をきつく結び、それきり一言もしゃべらなかった。

　おしゃべりのアランが髭ひげ

 をいじりながら、セルジウスに声をかけた。

「だけどじいさん。麓ふもと

 のホロヴィッツでは、この村に住んでいる人間のことを灰色狼って呼んでたぜ？　とにかく得体が知れないってさ。な？」

　同意を求められた無口なラウールが、大きな体を縮こまらせ、怯えたように猟銃を横目で見ながらも、うなずいた。助手の若者は、よりによって村長がじいさんと呼びかけられたことに息を吞み、怒るべきだろうかと迷うように、アランとセルジウスの顔を見比べた。

　と、セルジウスが乾いた笑い声を上げた。

「そんなはずはない！　我々はただの人間だ。こんな山奥で古めいた生活をしていると、いろいろ邪推されるというだけだよ」

「へぇ……」

　アランがうなずくと、デリクが甲高い声で笑った。つられてラウールもにやにやした。

「……ただ、ほんの少し種族がちがうというだけだ。下の人間はそれ──種族の違いを、皮膚で感じているのだろう。我々からはなにもしていないのだからな」

　セルジウスは妙な言葉を付け足した。そしてそのまま歩いていった。

　乾いた石畳の道が続いていた。一同は村の中心にあった広場を通り抜け、古めかしい建築の聖堂を横手に眺めながら通り過ぎた。聖堂の裏に、霧にかすむ墓地が薄ぼんやりと浮かんでいた。なぜか不吉な気がして、一弥は顔を背けた。墓地の向こうには黒ずんだ森がこちらに迫りくるように盛り上がり、木々の枝のあいだをやはり濃い霧がみっしりと覆っていた。

　狭かった道幅が急に大きくなった。これ以上進んだら森に入りこんでしまう……と思ったとき、セルジウスが足を止めた。

　広くなった石畳の道は、ゆるやかな傾斜で上へ続いていた。薄いオーガンジーのカーテンのような霧が何層も覆い尽くして、風に揺らめいていた。幾つもの霧の層が、風に揺られて上に舞い上がった。そのとき、道の先──小高い不吉な黒みを帯びた丘に、背骨を折り曲げるように丸くうずくまる巨大なモノが見えた。

　想像できないほど大きな体を持った、灰色のモノだった。ミルドレッドが声にならない悲鳴を上げた。

　巨大な灰色の動物──！

　いまは黒ずんだ暗い丘にうずくまっているが、いまにものっそりと起きあがり、こちらに首をもたげたかと思うと、後ろ足で丘を蹴け

 り壊しながら襲いかかってきそうな……。

　巨大な灰色狼の姿……。

　思わず、麓のホロヴィッツで聞いた不吉な噂が脳裏をよぎった。怯えたような宿屋の主人の暗い顔も。

〈灰色狼が棲す

 んでいる──〉

〈やつらを怒らせてはいけない──〉

〈つまらないことで彼らを怒らせてはいけない──〉

〈おそるべき人じん
 狼ろう

 たちだ──〉

　びゅうっと風が吹いた。

（……あれっ？）

　一弥は目をこすった。

　巨大な姿のそれが、しかし、石でできていることに気づいた。冷たく乾いた灰色の無機物。そしてつぎに、それもまた目の錯覚だったことに、気づく。

　それは、暗い灰色をした、大きな館やかた

 だった。

　石造りの平へい
 坦たん

 な造りだった。左側にある高い塔が、動物のもたげた頭部のように見えたのだった。玄関のポールは凝った円花飾りで造られ、屋根の飾りも美しかった。だが、天気のいい日なら眩まぶ

 しい白亜の建物に見えるかもしれない石の外壁は、いまは濃い灰色に不吉に沈んでいた。

　黒一色の筆ですべてを描いたような──豪ごう
 奢しや

 だが色彩に乏しい、不思議な館だった。

　館の周りで、細い花壇が不思議な模様を造っており、名前のわからない赤色をした花が揺れていた。鮮やかな色彩はそれだけで、花壇は赤い血管がのたうつように不吉で暗い印象を投げかけていた。

　セルジウスがしわがれた声で言った。

「ここが、わしの館だ」

　一弥たちは顔を見合わせた。セルジウスは続けた。

「君たちは夏至祭のあいだ、ここに泊まってもらう」





　館は大きく、薄暗かった。

　豪奢な造りで、どの部屋も磨き込まれたマホガニーの家具やビロードのカーテンに囲まれ、石造りの粗末な村とはずいぶん趣のちがう館だった。

　大きな玄関を入ると、赤絨じゆう
 毯たん

 の敷かれた大階段があり、奥にシャンデリアの輝くホールがあった。大階段を上がると長い回廊があり、重苦しいカーテンがたれ込めていた。天井近くの壁灯が橙だいだい
 色いろ

 に揺らめいていた。

　薄暗い回廊には、先祖たちの肖像画がかけられていた。どの顔も整っていかめしく、金髪を長く伸ばして結んでいた。もっとも手前にある肖像画がいちばん若く、まだ四十代に差し掛かったばかりと思われた。

　一弥たちが肖像画を見上げていると、どこからか、あどけない子供のような声がした。

「それがシオドア様。殺された村長です」

　ヴィクトリカの肩がびくっと揺れた。

　全員、声のした方向を振り返った。

　洋燈ランプ

 を手にした女が立っていた。年の頃は二十五、六歳か。濃い金髪を細いたくさんの三つ編みにして、一つ一つをくるりと巻きこんだ凝った髪型をしていた。きれいに整った顔はしかし、表情にとぼしく、壊れた人形のようだった。カタリと真横にかたむけた首は、いまにもごろりと音を立てて床に落ちそうに思えた。

　翡ひ
 翠すい

 を思わせる濁った緑色の瞳ひとみ

 は、薄闇によく光った。

　──その服装から、彼女がメイドであることがわかった。村長のセルジウスと同じく、クラシカルなスタイルの服を身につけている。スカートの丈は長く、後ろが大きくふくらんでいる。腰はコルセットで細く締め、首もとは白い襟で肌が見えないよう覆われていた。

　セルジウスが振り返り、

「彼女はハーマイニア。この館のメイドだ」

　ハーマイニアは片かた
 膝ひざ

 を折って、軽く会釈をした。

　それから冷たい瞳でヴィクトリカを見下ろした。

「コルデリアにそっくりですわ」

　──一弥は息を吞んだ。

　彼女の声は、さきほどの子供のような声とはまるで別人のものに聞こえた。今度の声は男のように低く、太かった。

　ハーマイニアはしゃべり続けた。声は高くなり、低くなり、男か女かも、大人か子供かもわからないぐらい自在に変わった。

「わたしはまだ子供だったけれど、よく覚えています。コルデリアが追放されたときのことを。ちょうど二十年前。この館で……」

「ハーマイニア」

「シオドア様の書斎で、コルデリアが金貨をばらまき、シオドア様を……」

「ハーマイニア」

「短刀で……」

「ハーマイニア！」

「…………
 」

　口を閉じると、ハーマイニアはつっと左手を上げた。

　皆が見ていると、彼女は濁った翡翠のような目に、左手の人差し指を近づけた。下した
 瞼まぶた

 をぐっと引っ張り、人差し指の腹でぐりぐり、ぐりぐり、と目をこすった。

　おそろしい力で目をこすっているように見え、一弥たちははっと息を吞の

 んだ。ハーマイニアの左目の、白目の下のほうがよく見えた。赤い毛細血管がたくさん集まり、細かいひび割れのように白目を細く赤く染めている。

　ぐりぐり、ぐりぐり……。

　白目がむき出される。

　ぐりぐり、ぐりぐり……。

　ハーマイニアは急に、目から手を離した。

　──洋燈の灯ひ

 がとつぜん、少し暗くなったように感じられた。





「事件は書斎で起こった。いまはもう誰も使っていないがね。一階奥にある古い部屋だ」

　ハーマイニアが用意した軽い昼食を前に、一同はダイニングルームのテーブルを囲んでいた。

　大理石のマントルピース。黒光りする鏡板の壁には、四隅にガラス細工の壁灯がかけられている。壁には絵が何枚か飾られている。豪奢な部屋なのに、なぜか息苦しい。一弥はふと、天井の低さのせいではないかと気づいた。部屋も廊下も天井が低く、いまにも押しつぶされそうな不安感をそそる造りだった。……村の人々が小柄なせいだろうか。

　運ばれてくるサンドイッチや紅茶、焼き菓子などは、すべて揃いの銀食器に載せられていた。幾世紀前から磨かれ続けたのだろうか。古いが、よく磨き込まれて鈍く輝いていた。

　セルジウスが話している。

「書斎には、夕方から村長のシオドア様が一人でこもっていた。夜の十二時になると、メイドのコルデリア──当時十五歳の少女が、水差しの水を替えにいく習わしだった」

　十五歳なら……と一弥はひとりごちた。いまの一弥やヴィクトリカと同じ歳だ。

「わしは当時、シオドア様の助手をやっていたからね、この館にいた。ほかの男たちとともに廊下の前を通りかかったとき、ちょうど、書斎に入ろうとするコルデリアの後ろ姿が見えた。彼女はいつも通り、無骨な鉄の燭しよく
 台だい

 を持っていた。ノックをしてから、ドアノブに手を伸ばした。鍵かぎ

 がかかっていたらしくドアは開かなかった。いつもは鍵などかかっていないのだが、シオドア様はあまり邪魔をされたくないとき、ときどき鍵をかけるのだ。コルデリアは鍵を取りだして扉を開けた。そのときわしたちは廊下の前を通り過ぎた。時間は十二時ぴったりだったと思う。わしは懐中時計を見たのでね。コルデリアも時間に正確な人間だった。しかし一緒にいた男たちの、時間に関する証言はなぜかまちまちで、いまとなっては何時だったのかはっきりしない。ともかく……」

　若者三人はむしゃむしゃと食事をしながら、古くさい食材だのなんのと、ひっきりなしにケチをつけていた。アランが大きな声でなにか言うたび、デリクが甲高い声で返事をする。ラウールは黙っていたが、銀食器をめずらしそうにじろじろ見たり叩たた

 いてみたりを繰り返していた。三人ともセルジウスの話には興味がないらしく、ろくに聞いていなかった。

　ミルドレッドはまだ二日酔いなのか、気持ち悪そうに押し黙っていた。食も進んでいないようだ。

　ヴィクトリカはセルジウスの話に耳を傾けていた。

「……コルデリアが、叫び声を上げて書斎から飛び出してきた。わしたちはあわてて駆けつけた。恐怖にかられて暴れるコルデリアを押さえつけて、書斎に入ると……書斎は闇に沈んでいた。燭台で床を照らすと、シオドア様がうつぶせに倒れていた。すでに絶命していた。短刀で、背中の上部を背後から刺され、胸から血に染まった刃先が突き出ていたのだ。そして、なぜか……」

　セルジウスは一度言葉を切って、じつに不思議そうに言った。

「床に、金貨がたくさん散らばっていた」

「……金貨？」

「そうだ。二十枚近くあったはずだ。しかしこの村では、金貨などというものは使われないため、普段はシオドア様がまとめてしまっていたはずだ。金貨はシオドア様の血に浸かり赤く染まっていた」

「……」

「その夜から、コルデリアは高熱を出して寝込んだ。うわごとのように『まるいもの、まるいものがたくさん、きれい……』と繰り返していたらしい。おそらく金貨のことを言っていたのだろう……。そのあいだにわしたちは話し合った。そして十日後。コルデリアの熱が下がり、起き上がれるようになるのを待ち、わしたちは……いや、つぎの村長となったわしは、彼女を村から追放した」

「追放……？」

　一弥が聞き返した。

「そうだ。トランク一つと金貨一枚を持たせて村から出すと、跳ね橋を上げた。その後のことは、山を無事に降りられたのかさえ知らなかった。野生の狼、険しい断だん
 崖がい

 、そして渓流……。村を一歩も出たことのない娘に、無事に麓ふもと

 の町までたどり着けるとは思えなかった。……いまも思い出す。まるいもの……金貨一枚を握りしめ、緑の瞳いっぱいに涙をためて、無情に上がっていく跳ね橋を見上げていたあの顔を。コルデリアは孤児だった。誰もあの子に山を降りる方法を教えず、防寒具も食べ物もなにも与えなかった。あの子の唯一の保護者が、村長の助手であったわしで、身寄りのないあの子に館やかた

 のメイドをさせていたのだ。そのわしがコルデリアを罰したのだ……。罪人となった、病み上がりのコルデリアは、一人で数日かけて山を降り、都会に出て……しかし、なんとかして生きていったのだろう。こうやっていま、娘がやってきたということは」

　一弥は聞き返した。

「そんな……どうして？　追放だなんて……」

「コルデリア以外に犯人は考えられなかったのだ。書斎には内側から鍵がかかっていた。それは彼女自身も認めておる。そして書斎に誰もいなかったことも。書斎の鍵は二つしかなかった。そのうちの一つはシオドア様が身につけていたし、もう一つはずっとコルデリアの手にあった。それに彼女は書斎に入ったとき、手にした燭台できっちり見渡したと言っていたのだ。シオドア様と彼女以外には誰もいなかった。コルデリアは、そのときもうシオドア様は死んでいたと言うが、つじつまがあわん。おそらく彼女が書斎に入った後、なにかが起こったのだろう。そしてコルデリアは、シオドア様を殺してしまった。その後熱を出したのも、自責の念からだろうということになった」

「でも、それだけじゃ……。彼女が犯人だという明確な証あかし

 にはならないのでは……」

「わしの判断にまちがいはない」

　セルジウスは低い声で言った。

「そしてわしは、シオドア様が死んだためにつぎの村長となった。わしの決めたことは絶対のこととなるのだ」

「だけど……」

「罪人は置いておけぬ。村に厄がやってくるからだ。村を守るのがわしの務めだ」

「…………
 」

「コルデリアは罪人なのだ。そうとしか考えられぬ」

　セルジウスは頑固に繰り返した。

　静かに聞いていたヴィクトリカが、ふいに言った。

「その書斎に入りたいのだが」

　セルジウスが首を振った。

「それはいかん」

「なぜだね？」

「……客人に勝手にうろつかれては困る」

　セルジウスは不機嫌そうにそう言うと、それきり押し黙った。






　　　　２






　それぞれに用意された部屋は、館の三階奥にある客用寝室だった。十分な広さがあり、部屋の中央には天てん
 蓋がい

 付きの大きなベッドが鎮座していた。鏡は胸から上が映る大きさで、壁に作りつけになっていた。部屋の奥に、光沢あるビロードのカーテンが重そうにかかっていた。

　ヴィクトリカ、一弥、ミルドレッド、アラン、デリク、ラウールの順に、端から部屋を割りあてられた。一弥は黙りこんでいるヴィクトリカの荷物を持って、彼女の部屋に運びこんだ。ヴィクトリカは一弥のほうを見もせずに、白い顎あご

 に小さな手を当てて考えていた。

　パイプをくわえ、火をつける。

　それからぎゅっと背伸びをして、窓の端にある紐ひも

 に手を伸ばし、思い切り引っ張った。

　カーテンが波打ちながらゆっくり開き、石造りのバルコニーと鬱うつ
 蒼そう

 とした樫かし

 の大木の景色が広がった。

　ヴィクトリカは目を細め、じっと景色を見下ろしていた。一弥が「……どうしたの？」と言いながら彼女に並んだ。

　木々のあいだから、古めかしい聖堂の裏にある、うらぶれた墓地が覗のぞ

 いていた。

　ヴィクトリカはしばらく黙っていた。

　それからとつぜん部屋を出ていった。一弥はあわてて、

「どこに行くんだよ？」

「散歩だ」

「散歩……？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えず、磨き込まれた青銅のてすりに片手を置くと、大理石の大階段をゆっくり下りていった。

　真しん
 鍮ちゆう

 のバケツと白い布を手に掃除していたハーマイニアが、蛇が鎌首をもたげるようにくにゃりと首を曲げ、小さな少女の姿を目で追った。

　──ヴィクトリカは、館の玄関を出ると、ゆっくりした足取りになった。一弥はようやく追いついて、となりを歩きだした。

　石畳の小こ
 径みち

 で、数人の村人とすれちがった。誰もこちらを見ようとしない。ヴィクトリカもまた、彼らのほうを見向きもせずに歩いていく。

「……どこへ行かれるのですか」

　急にどこからか声がした。一弥が振り向くと、いつのまにか背後に……霧にまぎれるようにして一人の青年が立っていた。

　青年は、村人の一人であると一目でわかるような、シェイクスピア劇の登場人物のように古めかしい衣装を身につけていた。長い金髪が後ろできっちり結ばれ、透き通るように白い肌は少女のようにすべすべしていた。ヴィクトリカと同じ深い緑色をした瞳ひとみ

 には、しかしなんの表情も浮かんでいなかった。冷たい能面のような顔──。

　一弥は青年が誰なのかを思い出した。セルジウスの助手として、かたわらについていた青年だ。アランたちの時計や衣服にいちいち驚いていた、あの……。

「ぼくが案内します。あ、ぼくはアンブローズといいます。よろしく」

　青年──アンブローズが、一弥とヴィクトリカに名乗った。一弥はおやっと思った。青年の印象がとつぜん変わったのだ。笑顔で話しだした途端、彼は生き生きとした明るい青年に見え始めた。頰にも生気がみなぎり、薔薇ばら
 色いろ

 に染まっている。貴婦人然とした彫りの深い整った美び
 貌ぼう

 には、愛あい
 嬌きよう

 のある楽しそうな表情が浮かび始めた。

「外からのお客人は久しぶりなので、その、うれしくて。でも、あまり調子に乗らないようにしますけど……」

「あなたはぼくたちを歓迎してくれるんですか」

　一弥は意外に思って、聞いた。

「…………
 」

　アンブローズは困ったように沈黙した。

「……村人たちはみんな、変化を好まないんです。べつの文化に暮らす人々との接触は、あまり好ましくないと考えているんです。外の世界の人たちはよくない生活をしていると……セルジウスさまが……」

「ふぅん……？　アンブローズさんもそう思うんですか？」

「ぼくは、よくは…………
 」

　アンブローズは沈黙した。

　それから、一弥の顔や姿を観察し始めた。どうにもじろじろ見られるので困っていると、つぎにアンブローズはおずおずと手を伸ばした。高貴な貴婦人のような姿に、一弥はつい遠慮がちになり、されるがままになっていた。アンブローズはめずらしそうに一弥の頰を撫な

 でたりこすったり、髪の毛をつまんだり引っ張ったりし始めた。一弥はしばらく我慢していたが、ついに、

「……なんですか！」

「いや、どうして肌や髪の色がちがうのかと。外の世界の人は金髪とは限らないと知っていましたが……」

　どうやら、東洋人を見るのは初めてらしい。いやがる一弥の目を覗きこんだり、顔の彫りを確かめるように手のひらでぺたぺた撫で回したりするのに、一弥がついに、

「ヴィクトリカ、助けて！」

　呼ばれたヴィクトリカは、興味なさそうにふんと鼻を鳴らした。そしてアンブローズを見上げた。

「……君、案内してほしいところがあるのだが」

　アンブローズが笑顔で聞いた。

「どうぞおっしゃってください。その代わり、もう少しこの人を触っていていいですか？」

「好きにしたまえ」

「ヴィッ……！
 」

　ヴィクトリカはフンッとそっぽを向いた。

　そして小声で言った。

「コルデリアの住んでいた家だ」

　──アンブローズの指が、急にすうっと冷たくなった。一弥の顔から手を離し、ヴィクトリカを睨にら

 む。その顔にはもう生気はなく、村人たちと同じ濁った目に、ひんやりした無表情だけが浮かんでいた。





　コルデリアの家は、村人たちの四角い石造りの家が並ぶ一角に、ぽつんと残されていた。

　それ自体が禁忌であるというように、ほかの家から離れたところに孤島のようにたゆたっていた。手入れされていないためか、外壁は風雨の染みとからまったまま枯れた蔦つた

 がつくるカラカラに乾いた模様に彩られ、ひどく寂れていた。

　案内してきたアンブローズは、逃げるようにその場を離れ、霧の中に消えていった。

　一弥ははらはらしていたが、ヴィクトリカは平気な様子で扉のドアノブに手をかけた。鍵かぎ

 はかかっていなかった。長い時間に堆たい
 積せき

 した汚れで、ヴィクトリカの小さなふくふくした手のひらが真っ黒になってしまった。一弥がハンカチを取りだして手を拭ふ

 いてやる。ヴィクトリカは面倒くさそうに一弥をふりほどくと、小さな家に入っていった。

　驚くほどせまくて、古びた部屋だった。

　村のどの家もこうなのだろうか？　寒々とした石の壁に仕切られた部屋は、小さな台所と寝室があるだけで、暖炉と呼ぶにはあまりにも粗末な囲いが、壁際で埃ほこり

 をかぶっていた。使い古された机と椅子。ほつれた木綿のシーツがかけられた小さな木のベッド。薄暗い部屋は、家具の一つ一つが粗末で古びていた。それは、村人たちの濁った目と生気のない顔つきと重なるイメージだった。

　一弥はこの部屋と、村長のための豪ごう
 奢しや

 な館やかた

 のちがいに気づき、ひそかに愕がく
 然ぜん

 とした。

（まるで、まったくべつの場所みたいだ……！）

　しかし、コルデリア・ギャロが一人で住んでいたという部屋は、目が慣れてくると、ところどころに少女らしいかわいらしい飾りつけが見て取れた。ジャムが入っていたガラス瓶に野の花をかざっていたらしく、窓際にその名残が置かれていた。カーテンはボロボロになってはいたが、かわいらしい模様がつけられた手縫いのレースだった。

　二十年前まで──この部屋に確かに少女がいたのだと感じられた。一弥は急に、部屋から濃密な少女の気配が……いまはもうここにいない人の存在が、甘く迫ってくるように感じられた。

　ヴィクトリカが大切に持っていた、あの写真──。

　彼女と顔こそよく似ているが、見慣れない艶あで

 やかな化粧で婉えん
 然ぜん

 とこちらをみつめていた、謎めいた大人の女性──。

　コルデリア・ギャロがここにいたのだ、と。

　ヴィクトリカは、一言もしゃべらずに部屋を見回していた。かわいらしい赤い唇をきつく嚙か

 んで、部屋のあちらこちらを歩いては、観察を続けていた。

「……なにしてるの？」

「わからない。なにかを探している」

　ヴィクトリカは振り向いた。眉み
 間けん

 にぎゅっと力を込めたとても必死な顔だったので、一弥も真剣な顔になった。

「わたしたちは、明日の晩までしかこの村にいられない。夏至祭が終われば追いだされてしまう。だからその前に、わたしはなにかをみつけなければいけないのだ……！」

「うん……」

　ヴィクトリカは部屋中を探し回った。少しずつ動きが速くなっていく。埃が舞い、一弥は咳せ

 き込んだ。やがてヴィクトリカは、あきらめたように動きを止めると、

「……なにもないな」

「そうみたいだね……」

「母はなにかメッセージを残している。この村になにかを……。そんな気がしてならなかったのだ。だがみつからない……」

　ヴィクトリカは唇を強く嚙んだ。

　それからしゃがみこむと、小さな拳こぶし

 を固めてトントン、トントンと床を叩たた

 き始めた。白い埃が舞った。一弥はさらに咳き込みながら、

「なにしてるの？」

「……床を叩いている」

「そりゃ、見ればわかるけど……」

「床の音が変化する場所があれば、下に空洞があるということになる」

「……じゃ、ぼくがやるよ。君は立ってて」

　一弥は床に膝ひざ

 をつくと、几き
 帳ちよう
 面めん

 に部屋の隅から始めて、トントン、トントンと拳で叩き続けた。トントン、トントン……。台所の床を叩き終わり、寝室に移動する。まもなく、音が大きく反響する場所をみつけた。ヴィクトリカがちょこちょこと近づいてきた。

　二人で床板を上げる。

　埃が大量に舞い上がる。

　下に……小さな空洞があった。本が二、三冊入るほどの浅い四角い穴だった。そこにはなにもないようだったが、よく見ると、埃に隠れて一枚の写真が残されていた。

　二人は顔を見合わせた。

　ヴィクトリカが手を伸ばして、その古い写真を握った。

　小さな白い人差し指で、溜た

 まった埃を払う。

　──貴婦人の写真だった。

　髪を結い上げて真珠の飾りを輝かせ、胸元の開いたドレスを身につけている。なにかを抱いている。絹とレースに縁取られた柔らかな布に包まれた、赤ん坊だ。

　母と子の写真──。

　貴婦人の顔は、コルデリア・ギャロにまちがいなかった。

　ヴィクトリカが持つ金貨のペンダントに貼られた写真と、同じ人物だ。

　大人になったコルデリア・ギャロと、その子供の写真……？

「……どうしてここにこんな写真が？」

　ヴィクトリカはつぶやいた。

「久城、これはおかしい。コルデリア・ギャロは十五歳のときに村を追われたのだ。それきり彼女は戻ってきていない……はずだ。それから遥はる

 か二十年の時が過ぎている。だがこの写真の彼女はすでに大人になっているし、赤ん坊がわたしだというなら、おそらくこの写真は十年ちょっと前に撮られたもののはずだ。久城……」

　ヴィクトリカは顔をしかめた。

「この欠片かけら

 はなにを意味する？　この混沌カオス

 は何処へ向かっているのだ？」

「ヴィクトリカ……」

「誰かがここにきたのだ。コルデリアが追放されてから数年後に。そしてその〝誰か〟はこの家にきて、おそらく、隠し場所に残されていた〝なにか〟を持ち去ったのだ。さらに、密ひそ

 かなメッセージとして、大人になったコルデリアの写真を残していった。それは誰か？　コルデリアとの関係はなんだ？　そして、ここから持ち去られたものとはなんなのだ？」

　ヴィクトリカは首を振った。

「わからないことばかりだ。だがしかし、わたしは欠片を一つみつけたぞ。欠片を一つ……！」





　二人はコルデリアの家を出ると、そっと扉を閉めた。

　ヴィクトリカは考え事に夢中になっていて、次第に、一弥に説明してくれなくなってきた。扉の前にただ佇たたず

 んで物思いに耽ふけ

 っている。

　一弥はヴィクトリカの髪や服から埃を払い、ほっぺたや手のひらについた汚れをハンカチで拭いてやった。と、ヴィクトリカがどんどん歩きだしたので、一弥は自分の衣服は汚れたままで、文句を言いながら、後をついていった。

「君もぼくもすっかり埃だらけになっちゃったよ。まったく、ぼくは着替えを持ってきてないんだぜ？　それはなぜかって言うと、昨夜君が、どこに行くかぜんぜん教えてくれなかったせいなんだけどね。……聞いてる？」

　ヴィクトリカはフンと鼻を鳴らしたきりだった。そのまままっすぐ、聖堂の裏にある墓地へ向かっていく。歩調がどんどん速くなっていく。

「どこ行くんだよ？」

「殺された人間の墓を見るのだ」

　一弥は顔をしかめたが、仕方なく後をついていった。

　煙のように狭さ
 霧ぎり

 が立ちこめる墓地に入ると、急に気温が低く感じられた。濃い緑の蔦つた

 が張る古びた墓石が、いくつも続いている。霧に邪魔されて視界が悪かった。一弥は、先に歩いていくヴィクトリカのふっくらしたスカートの裾すそ

 からのぞくフリンジや、帽子から長く垂れているベルベットのリボンが揺れているのを頼りに、彼女の後を追った。

（しょうがないなぁ、もぅ……！
 　こんな妙なところでヴィクトリカを一人きりになんてさせられないからな。転んだり穴に落っこちたら困るし……。ぼくがしっかりしなきゃ……）

　やがて、ヴィクトリカが足を止めた。

　レースのついた革靴が踏みしめる砂利の、乾いた音が響いた。

　一弥は、目の前にある苔こけ
 生む

 した石の十字架に目を留めた。ヴィクトリカの視線はそれに強く注がれ、唇はきゅっと引き結ばれている。一弥は墓石に彫られた名を読み上げた。

「……シ、オ、ド、ア」

　二十年前に殺された村長の名だった。墓碑銘には、彼が若かりし頃から聡明な人間であったことや、立派な村長であったこと、不慮の死を遂げたことなどが、古めかしい散文のような文章で綴つづ

 られていた。一弥が文法に苦心しながらなんとか読んでいると、ヴィクトリカが小さく「……あっ！」と叫んだ。

「どうしたの？」

「久城、これを」

　ヴィクトリカの指差す指が少しだけ震えて見えた。

　そこには……。

　墓地の柔らかな土に埋められた十字架の下のほう、盛り上がった土に隠れるぎりぎりのところに、なにかが見えた。鋭利な石かなにかで無理やり刻みこんだような、小さな手書きの文字のようだった。わずかに一文字だけが覗のぞ

 いていた。ヴィクトリカが小さな手を伸ばして土を掘ろうとした。それは小動物が木の実を埋めようと穴を掘る様子に似ていた。一弥はあわてて彼女を止めると、自分が手を伸ばして、爪の中を真っ黒に汚しながらも穴を掘った。

　文字が現れてきた。

　だが土が邪魔をしてよく見えない。

　一弥がハンカチで十字架を拭ふ

 いた。ハンカチは黒く染まっていき、少しずつ文字が浮かび上がってきた。

　過去からいまへと、不思議な力で蘇よみがえ

 るように……。

　みつめるヴィクトリカの瞳ひとみ

 に、涙が溜た

 まっていく。

　そこには……。





〈我は咎とが
 人びと

 に非あら

 ず　Ｃ〉





　──震える小さな文字だった。

　ヴィクトリカはしばらく文字をみつめていた。それからすっくと立ち上がった。

　怒りを爆発させるように、小さな足で地面を蹴け

 る。レースのついた革靴を履いた足が、砂利にめりこんだ。

　その音か、空気を震わせる怒りそのものかに……驚いたように、霧の向こうで鳥が一斉に飛び立った。バサバサという羽音が絶え間なく聞こえ、やがて遠のいていった。

　乳色をした濃い霧の立ちこめる上から、ひらりひらりと白い羽毛が、一つだけゆっくりと落ちてきた。目で追っていると、砂利の上に落ちてぶるる、と震えた。

　風が吹いて霧が動いた。

　どこからかかすかに……。

　笑い声が聞こえた気がした。

　かすかな声だった。あの世のざわめきにも似た、甲高く、そのくせ冷え切った妙な笑い声……。

　一弥は思わずヴィクトリカに駆け寄った。

　ヴィクトリカは、なにも聞こえていないかのように立ち尽くしていた。小声でつぶやく。

「これを書いたのは、コルデリアだ……」

「ヴィクトリカ、もう戻ろう」

「母はやはり、無実の罪で村を追われたのだ」

「ヴィクトリカ……」

「それなら、本当の罪人はどこにいるのだ？」

　ヴィクトリカがついっと首を上げた。一弥の顔を見上げる。エメラルドグリーンの瞳にゆらめく霧が映り、白く濁って見えた。

「──犯人はまだこの村にいるのではないか？」

　かすかな笑い声が、またどこからか響いた。

　ヴィクトリカの瞳に一弥の背後が映っていた。一瞬、風が吹いて乳色の濃い霧が晴れ、その向こうになにか黒っぽい大きなかたまりを見たように思った。一弥は息を吞の

 んで、ヴィクトリカを庇かば

 いながら背後を振り返った。

　──今度ははっきり聞こえた。

　獣の唸うな

 り声だ。

　が、る、るるる──！

　喉のど

 を鳴らすようなかすかな声。

　続いて、

　がるるるるるるるッ──！


　唸り声は大きくなっていく。

　どこかで嗅か

 いだことのある臭いがした。なんの臭いであるかに気づき、一弥は心臓をぎゅっと摑つか

 まれたような気持ちになった。

　動物園だ。家族と出かけた動物園に満ちていた臭い。

　獣の体から放たれる、あの……。

「ヴィクトリカ、なにかいるよ！」

　一弥はヴィクトリカの小さな手を握りしめた。霧はますます厚くたれこめて、重たい布を頭からかぶせられて上から押さえつけられるような圧迫感があった。重量のある布をめくるように手を大きくかざしながら、一弥は走り出した。

「久城？」

「なにかいるってば！　ヴィクトリカ、走って！」

　ヴィクトリカが振り向いた。

　かぶっていた帽子が飛びそうになり、手を伸ばす。一弥が先に気づいて帽子をつかんだ。また走り出す。

　いまはもう、獣の息づかいや苦しそうな唸り声、生臭い息などがすぐ背後に迫って感じられた。石畳の小こ
 径みち

 に出ると、転がるように駆ける二人の足音だけでなく、その後ろから、蹄ひづめ

 のようなものが立てている乾いた音も聞こえてきた。四本の足が絶え間なく石畳を蹴っているのだ。

　一弥たちは走り、館やかた

 の前に着いた。強い風が吹いて、ヴィクトリカのビロードの帯のような長い金髪を大きく上に吹き上げた。

　霧が晴れていく。

　二人は玄関の扉を開けた。

　一弥がヴィクトリカの小さな体を押し込み、それから自分も転がるように中に入った。

　──扉を閉める。

　外から唸り声が続いていた。がぅ、がぅ、と唸る声と、はぁはぁという息づかい。そして扉をこじ開けようとするような大きな音。

　一弥はヴィクトリカを抱きしめてじっとしていた。ヴィクトリカはすぅすぅとかすかな息づかいをして、目を見開いて小さくなっている。

　──数分が過ぎた。

　音と、気配が、消えた。

　一弥はヴィクトリカを庇いながらそっと扉を開けた。

　霧は噓のように晴れ、そこにはなにもなかった。雨も完全に止んだらしく、太陽がうっすらと射して暖かみがあった。

　一弥はなんだ、と笑顔になろうとして……。

　あっと息を吞んだ。視線が少しずつ下がっていく。

　そこに……。

　玄関の扉の下のほうに……。

　獣が突き破ろうとしたように、爪の跡が幾筋もついて白く変色していた。





　二人がゆっくり階段を上がり、客用寝室に戻ろうとしていると、廊下の奥から騒がしい話し声が聞こえてきた。

　一弥がそっと近づいて扉をノックする。

（確かここは、髭ひげ

 を生やしたよく喋しやべ

 る人……アランさんの部屋だよな）

　返事があったので覗のぞ

 いてみると、部屋にはアラン、デリク、ラウール、それから知らない女の人がいた。

　四人はカードを配ってポーカーをしているらしかった。デリクが女の人のカモになって負け続けているようだ。デリクは甲高い声を上げてしきりに負けを嘆いているが、それを眺めるアランとラウールは楽しそうににやにやしている。アランがおもしろ半分に大声でアドバイスを言うと、ラウールが大きな体を縮こまらせるようにしてにやにや笑いを浮かべた。どうやら、デリクの財布がどうなろうと、あとの二人にはどうでもいいことらしい。

「……どこ行ってたのさ？」

　知らない女の人が顔を上げ、一弥になれなれしく声をかけた。一弥は戸惑って彼女をみつめた。

　燃えるような赤毛の若い女の人だった。にんじんを思い出させる明るい髪は、くるくると渦巻くドーリィカールで、原色の綿菓子のように大きくふくらんでいた。しかし瞳は、どこかで見たことがあるような寂しげな青灰色をしていた。

　シンプルな白いサマードレスのスクエアカットの胸元から、お尻しり

 と見間違えそうなほど大きくてまん丸い、見事な胸が覗いていた。頰に浮かぶものと同じ色合いの細かなそばかすが、胸の谷間にも、かわいらしい小花模様のようにほの紅あか

 く散っていた。

　一弥が困ったような顔をしていることに気づくと、女の人はあきれたように、

「やだ。アタシよ、アタシ！」

　手近にあったシーツをぐるっと頭に巻いてみせた。一弥は驚いて、

「えっ、ミルドレッドさんですか!?
 」

　確かに、青灰色の瞳ひとみ

 をしたシスター、ミルドレッドの顔にちがいなかった。しかし、まるで別人のように雰囲気が一変していた。重苦しく、らしくない尼服から普段着に着替えた途端、本来の彼女が持つ明るさやがさつなほど陽気な性分が前面に押し出されていた。ミルドレッドは顎あご

 を仰の

 け反らすと大笑いした。両腕をばたばた振りながら楽しそうに、

「髪型が変わったらわからなくなるなんて。ヤボな子だねぇ」

　三人の若者も愉快そうに笑いだした。一弥は赤面した。





　一弥とヴィクトリカもその部屋に落ちつき、客人六人それぞれが、あの後どうしていたかを報告しあい始めた。若者たちは、天気も悪いし村人が気味悪いので、部屋にこもってずっとポーカーをしていたらしい。途中でミルドレッドが加わり、盛り上がっていたところだという。

「……狼に追われたんですよ」

　一弥が墓地から逃げ帰ってきたことを話すと、ミルドレッドはこわそうに顔を歪ゆが

 めたが、若者三人は逆に喜び始めた。アランが髭を引っ張りながら大声で、

「おもしろいねぇ！」

　そう叫ぶと、デリクも甲高い声で笑い始めた。ラウールは黙ってにやにやしている。

　ふざけた様子に、一弥はむっとした。

「……おもしろくないですよ」

「確かに村長が、狼が出るって騒いでたもんなぁ」

「……まぁ、そうですけど」

「俺たちも気をつけようぜ、なぁ？」

　アランが大声で言うと、デリクがまた甲高い声で笑いだした。ラウールだけが怖そうに大きな体を縮こまらせた。彼が座る豪ごう
 奢しや

 だが古い椅子が、キィッときしむような音を立てた。

　アランがミルドレッドのほうを振り返った。

「そういやシスター。電話は？」

　聞かれたミルドレッドが、駄目だというように首を振った。一弥が聞きとがめて、

「電話って……？」

「あぁ。さっきシスターが、電話をかけたいって騒いでたんだよ。村長に頼んで。電気が通ってるって話だったから、もしかしたら電話もあるんじゃないかって思ってさ」

　一弥がふと気づいて、

「そういやミルドレッドさん、昨夜も宿屋で、どこかに電話をかけて……」

　ミルドレッドがわざとらしくゴホゴホと咳せ

 きこんだ。話題が止まる。

　黙っていたヴィクトリカが、急に聞いた。

「……やはり、電気が通っているのかね？」

　その声に一弥もようやく気づいた。驚いて大声になる。

「そうだ！　こんな山奥で、しかも人里とつきあいもなくて、なのに電気が……？」

　アランがにやりとした。

「そう。驚くべきことにはね、この館の壁灯も、油でもなければガスでもない。電気なんだ。まぁ確かにここは山奥だけれど、人家がないぶん工事もしやすい。資金はかかるだろうけどなぁ！　スイスのほうの山でも、観光地はけっこう進んでるらしいぜ」

「でもここは……」

「そう、観光地じゃない」

　アランがうなずいた。

　それからヴィクトリカの顔を覗きこんだ。

「いまお嬢ちゃん、やはりと言ったが。わかってたのかい？」

「ある程度は、だが」

　ヴィクトリカがうなずいた。

　全員が彼女の小さな姿を凝視した。部屋は急にしんと静まり返った。ヴィクトリカだけが落ち着き払っているように見えた。

　小さな唇が開き、滔とう
 々とう

 と語り出す。

「さっき村長のセルジウスは、自給自足に近い暮らしをしていると言っていたがね。君たち、そんなことが本当にできると思うかね……？　鉄はどうするのだ？　紅茶の葉や葡萄ぶどう

 酒も、すべて村で作れるのか？　そんなことは不可能だよ。それにセルジウスは言った。シオドアが金貨をしまっていたと。そして彼自身も、コルデリアを追放したとき、金貨を一枚持たせたと。つまり彼らは外の世界と同じ通貨を持っていて、どれほどの価値かも把握しているわけだ」

「あぁ……」

　一弥とアランは同時にうなずいた。ヴィクトリカが続ける。

「彼らはある程度、外の世界との接触があるのだろうよ。村人のほとんどがここから一歩も出ないとしても、少なくとも村長には知識も情報もある。だからあんな新聞広告を出すことができたのだ。それに、わたしたちが乗ってきた馬車の御者は、ここをこわがってはいたが、あの山を登り慣れているようだったからね。きっといままでも、紅茶や葡萄酒、それに新聞や雑誌などを持って上がってきたことがあるのだろうよ」

　ヴィクトリカは滔々と語ると、急に口を閉じた。

　部屋に沈黙が落ちる。

　と──。

　カードをめくったり考え込んだりに忙しかったミルドレッドが、つっと顔を上げた。

「アタシ、さっき、あのへんなメイドに聞いたんだよ。電気がきているっていうから、不思議でさ。そしたら、スポンサーっていうのかな、そういうやつがいるんだってさ」

「スポンサー？」

　一弥は聞き返した。

「そっ。名前は、なんだったっけ。……ブライアン。うん、ブライアン・ロスコーって男。村から出て外で暮らしたやつの子孫らしいよ。金持ちの若い男って以外は、みんなよく知らないらしいけどね。十年ぐらい前に、そいつが村のことを知って、資金を出してくれたんだってさ。ずいぶん酔狂だよね。こんな山奥に、たったこれだけの村のために、わざわざ電気を引くなんてさぁ」

「……なるほど」

　ヴィクトリカがうなずいた。

　一弥のもの問いたげな瞳に気づくと、

「いったいなぜ彼らは広告を出して子孫を呼んだのだろうと、ずっと不思議だったのだよ。しかしおそらく、夏至祭にかこつけて子孫を呼び、ブライアン・ロスコーという男のように、彼らのスポンサーとなってくれる子孫を捜したかったのだろう」

「そ、っか……」

「だからこそ、わたしが名乗ったとき、セルジウスは貴族の名にこだわったのだ。そしてコルデリアの娘だからと反対する村人を押さえて、わたしたちを館やかた

 に呼んだ」

「……なんだ。アンタ貴族なの？　金持ち？」

　ミルドレッドが急に顔を輝かせて訊たず

 ねた。

　ヴィクトリカは瞳を糸のように細め、

「わたしの意思で動かせる資産は、一切ない」

「……なんだ」

　ミルドレッドが、負けの込んだカードをテーブルに放り出した。

　ヴィクトリカがなにか言いたげな瞳で一弥を見上げた。なんだろうと思って顔を近づけると、彼女は一弥だけに聞こえるほどのささやき声で言った。

「……十年前に一度、子孫が村にやってきたのだ。ブライアン・ロスコーはなにか目的があって、村にきた」

「目的って……電気を引いてあげることだろ？」

「コルデリアの家に入って、なにかを持ち去った人間がいる。その人間は、大人になったコルデリアの写真を置いて去った。ここ二十年以内に外から村にやってきた人間のしわざだ。となれば、それはブライアン・ロスコーと名乗る男に他ならない。だが、彼は何者なのか？　どこでどうしてコルデリアに出会い、なんの目的を持っているのか？　彼が持ち去った、コルデリアが床下に隠していたものとはなんなのか？」

「う、ん……」

「十年前と言えば、君、先の世界大戦が始まった頃のことだよ。山奥に電気を引くには、少し慌ただしすぎる時代であったと思うがね……」

　ヴィクトリカはぴたりと口を閉じた。

　その先を口に出すのは逡しゆん
 巡じゆん

 しているらしい。暗い瞳ひとみ

 は、なにを考えているものかわからなかった。





　ゲームの時間はなんとなくお開きになったようだった。無口なラウールが立ち上がると、みんなを見渡した。

「ラ、ラジオでも聴きませんか？」

「……ラジオ？」

　一弥が聞き返す。と、デリクが少し得意そうに言った。

「俺が持ってきたんだ。電気が通じるって聞いて、つなげてみた。山奥だし、なかなか聴き取りづらいとは思うけれど……」

「荷物の中にラジオなんて入れてたんですか？」

　一弥はあきれて聞き返した。

　デリクが、チェストの上に載せた四角いラジオに近づいた。ラジオの横には古びたマリア像や飾りの羅針盤などが飾られていた。デリクが熱心にラジオをいじっている。

　ギリギリと音を立ててボタンを回すと、ラジオから耳障りな雑音が響いてきた。

　雑音の中に、ズンッと響くトランペットの音が混ざった。

　デリクがその音を探すようにボタンを慎重に回す。

　やがて雑音が途切れ、ゆっくりと──

　軽快な音楽が流れ始めた。ときどき途切れそうにはなるが、なんとか聴き取れた。ボリュームが上げられる。高らかなトランペットが響き渡った。デリクがにこにこして顔を上げた。

「ね？」

　一弥も笑顔になった。村の不気味な雰囲気を押し返すような景気のいい音楽に、心が浮き立ってきた。アランが口笛を吹いた。いかにも内気な大男といった様子のラウールも陽気になり、肩を揺らし始めた。

　ミルドレッドがうれしそうに立ち上がり、アランの真似をして口笛を吹いた。

「いいじゃないの。湿っぽかったし、いい景気づけだよ。誰か踊ろ！」

「……君、本当にシスター？」

　デリクがあきれたようにつぶやく。ミルドレッドは気にせず、恥ずかしそうにいやがるラウールの腕を引っ張ると、強引に二人で踊りだした。音楽が次第に大きくなっていく。

　ミルドレッドは踊るときもまた大きな足音を立てるようだった。陽気で楽しそうだ。大ざっぱにターンすると、赤い髪がバサリと音を立てて大きく広がった。

　一弥はぼんやりと、踊るシスターと、照れているラウールをみつめていた。

　どことなく……。

　違和感を感じ始めた。

　まるで壁が少しずつ後ずさりし、大きくなり、部屋全体が揺らいでいくような……。

　ジジ、ジジジッ──！


　いやな音が響いた。

　ボリュームが上げられていた分、雑音も大きく不吉に響いた。デリクが怪訝けげん

 な顔になって、ラジオをいじり始めた。

　ラジオは急にがたがた揺れるような妙な音を出し、それから止まった。

「……あれ？」

　デリクがつぶやく。

　部屋は静まり返り、全員が顔を見合わせた。

　デリクがムキになってラジオをいじり回した。しかしどうしても、ラジオはそれ以上は鳴らなかった。

「壊れたのか？」

　アランがつまらなそうに聞くと、デリクの肩が震えた。それからムキになって甲高い声を張り上げた。

「まさか。最新式だよ？」

　デリクは悔しそうに、いつまでもラジオをひっくり返しいじり続けていた。

　窓の外でまた日が陰り、部屋は急に薄暗くなった。

　みんな押し黙って顔を見合わせた。ミルドレッドが乱暴に椅子にお尻しり

 を乗せた。

「……ふわーあ！」

　ヴィクトリカが急にあくびをした。小さな体をぎゅううっと伸ばすと立ち上がる。

　とことこと歩いてさっさと部屋を出ていってしまう。一弥もあわてて立ち上がり、

「部屋に帰るの？」

「うむ。荷物を出さねばな」

「そっか。じゃあぼくも自分の部屋に戻ろう……」

「いや、君はわたしの部屋で、わたしの荷物を出すのだ」

「えっ？　そうなの？」

「それはそうだろう、君」

　言い合いながら、二人は廊下を歩いていった。扉が閉まる。

　不安そうに青灰色の瞳を陰らすミルドレッドが、顔を上げて、二人の消えた扉をじっとみつめていた。





　ヴィクトリカの部屋に戻った二人は、それぞれの行動に没頭していた。

　一弥は床に膝ひざ

 をついて、彼女のミニトランクから荷物を出しては部屋のあちこちに並べていた。洋服は白木の衣装簞だん
 笥す

 にしまい、細々とした小物はマントルピースの上にわかりやすく並べる。壁に作りつけられた鏡の前を通りかかった一弥は、鏡に映ったヴィクトリカとふと目があった。

　ヴィクトリカのほうは、窓際の大きな揺り椅子に腰掛けて、ぷかりぷかりとパイプをくゆらしていた。大人用の揺り椅子は彼女にはもちろん大きすぎて、体のほとんどはゴブラン織りのクッションに沈み込んでしまっていた。ヴィクトリカはさっきからカーテンの開いた窓の外をみつめていて、そこには石造りのバルコニーと樫かし

 の大木が、霧に隠れたりまた姿を現したりしていたのだが……いつのまにか、視線を部屋の中に戻していた。

　鏡越しにじっと一弥をみつめている。

「……なに？」

「君は、片づけ魔だな」

「し、失礼な。これぐらい普通だよ」

「…………
 」

　ヴィクトリカはつっと手を伸ばして、揺り椅子用のクッションを手に取ると、床にポーンと投げた。一弥は反射的に駆け寄るとクッションを拾ってよく払い、ヴィクトリカのもとに持っていった。

「うむ、ご苦労」

「……いまの、なに？」

「君が片づけ魔だということを証明したのだよ。気は済んだ。君、片づけが終わったのなら自分の部屋に戻りたまえ」

「うん……。あれっ？　ちょっと待ってよ。どうしてぼく、君の荷物を一生懸命片づけてたんだろう？」

「その謎も証明してやってもいいが、いかんせん面倒だ。出ていきたまえ」

「ちぇっ……
 」

　一弥はうなだれた。

　ヴィクトリカは一弥から視線を離すと、パイプを片手に、窓の外の濃い霧を物憂げに眺めた。ふと一弥のほうを振り向く。一弥が部屋を出ていこうとしていることに気づくと、ふいに「久城……」と呼び止めた。

「なに？」

「あのメッセージには、村人の誰も気づいていなかったのだろうな。シオドアの墓碑に刻まれたコルデリアのメッセージ。〈我は咎とが
 人びと

 に非あら

 ず　Ｃ〉には……」

「……そうだね。誰かが気づいたら、消していたんじゃないかな」

「二十年後に気づいたのが、わたしなのだ」

「うん……」

　ヴィクトリカは口を閉じた。きつく唇を嚙か

 みしめて、それきり黙った。

　一弥は、彼女の強情に感じるほど強い意志に戸惑い、立ち尽くした。どうしてもこのままでは帰らないというヴィクトリカの決意をひしひしと感じた。

　それから、聖マルグリット学園の植物園に訪ねてくる彼女の腹違いの兄──グレヴィール・ド・ブロワ警部が、けしてこの頭脳明めい
 晰せき

 で、小さいが人形のように美しい妹と目を合わせないことを思い出した。

　学園に蔓延はびこ

 る怪談の一つ──〈ヴィクトリカ・ド・ブロワは灰色狼である〉についても……。

　怖れと憧あこが

 れの入り混じった不思議な声で熱心に語っていたクラスメート、アブリル・ブラッドリーの、輝く瞳ひとみ

 のことも……。

　気心が知れてきたいまでも、一弥にとってこの小さな美しい友達は、とても謎めいていた。

　──ごちん！

　思い悩む一弥の後頭部に、なにか小さくて固いものが当たった。

　頭を押さえながら振り向くと、小さな美しい友達、ヴィクトリカ・ド・ブロワが、揺り椅子の上からまだなにかを投げようとしていた。床を見下ろすと、さっきから彼女が投げていたらしい、金色の包み紙にくるまった丸いマカロンがたくさん転がっていた。

「なにしてるんだよ？　もう、また散らかして！」

「なかなか当たらないので、つい、な」

「誰が拾うんだよ？」

「君だろう」

「……そんなはずないよ！」

　一弥は文句を言いながら、散らかったマカロンを全部拾って、ヴィクトリカのもとに持っていった。

　頭の中で、この不思議な少女に対する心配と、振り回されていることに対するいらつきと、自分では把握しきれない未知の思いがごちゃごちゃに入り混じった。それは、口にしようとすると、こんな言葉になった。

「……心配だよ、ヴィクトリカ。こんな場所を出て、はやく学園に戻ろう」

　返事はなかった。

「ぼくは君を心配してるんだよ。ここはわけのわからない村だし、狼も出るし……」

「…………
 」

　一弥は水差しを手にして、赤いダイヤガラスのコップに水を注いだ。

「……悩んだら、猛烈にのどが渇いたよ」

「それは気の毒なことだ」

「……君が言うなよ！　君がぼくを悩ませてるんだからな」

　ヴィクトリカは知らんぷりした。

　怒ろうとして、一弥はふと手元を見た。

　──水を注いでいたはずなのに、なにかがぼちゃんと落ちる音がしたのだ。コップを覗のぞ

 き込んだ一弥は思わず声を上げそうになった。ヴィクトリカが怪訝けげん

 そうな顔をして一弥を見た。

　コップに入っていたのは……。

　少量の水と、丸くてぷるぷるとしたなにか……。

　真ん中に黒い部分がある、それは……。

　目、だった。

　部屋がすうっと寒くなり悪寒がしてくるような、奇妙な感覚があった。

　それは動物のものらしく、人間よりは少し小さかった……。

　コップの中で水に揺られて眼球が動いた。黒目がこちらに向く。目があった。一弥は声を上げそうになり、それからヴィクトリカの視線に気づいて、なんとかして平静を装ったままコップを置いた。

「どうしたのかね？」

「いやその……虫が、ね。あとでハーマイニアさんに入れ替えてもらってくるよ」

　一弥は水差しをテーブルに戻した。

　──心臓がどきどきと脈打っていた。






　　　　３






　ゆっくりと日が暮れていき、一日の終わりらしい静かな闇が〈名もなき村〉を覆い尽くそうとしていた。ヴィクトリカの部屋の、カーテンを開け放した窓から、樫の大木に落ちかかる沈みかけた太陽が燃えているのが見え、やがて薄闇の奥へ消えていった。陽が落ちると村は漆黒に染まり、ただ乳色をした霧のベールだけが、昼間と変わらずかすかな風にそよいで、闇の中を泳いでいた。

　黒くもつれあった樫の枝々は、闇の中でまるで骸がい
 骨こつ

 の集団のように、黒々とした骨格を浮き上がらせていた。

「カーテン閉めるよ。ヴィクトリカ」

　一弥が立ち上がって、窓の上から垂れている紐ひも

 を引っ張った。ビロードの重いカーテンは、大きく揺らめきながら閉まっていった。

　揺り椅子に深く腰掛けたヴィクトリカは、さっきからずっと黙って考えこんでいる。セルジウスと客人たちで簡単な夕食を済ませ、部屋に戻ってきてから、ずっとそんな様子だった。聞こえているのかいないのか、声をかけても返事をしようともしないので、一弥はため息混じりのまま元の場所──椅子代わりにした彼女のミニトランク──に戻り、腰を下ろした。

　ふいに扉がノックされ、返事もしないうちからゆっくりと開いた。一弥が腰を浮かせる。かすかな衣きぬ
 擦ず

 れの音とともに、誰かが入ってきた。

　──ハーマイニアだった。

　いっぱいに湯を入れた大きな真しん
 鍮ちゆう

 の入れ物を両手で抱えていた。低い声で、

「お風ふ
 呂ろ

 の湯です。水で薄めてお使いください」

　部屋の奥にあるバスルームの薄い扉を開けてバケツを下ろすと、早足で出ていこうとする。一弥は顔をしかめた。

　ハーマイニアは足音というものをまったく立てない……。

　まるで誰もそこを歩いてなどいないようだ……。

　一弥はそれを、赤毛のシスター、ミルドレッドとはずいぶん対照的なことに感じた。ミルドレッドときたら、歩くたびに、大柄な男性でも立てないような大きな足音を立てるのだ。しかしハーマイニアは、足音どころか気配さえ微弱で、そのうえ得体がしれないのだ……。

　部屋を出るとき、ハーマイニアは急にクルリと振り返った。目玉をひん剝む

 くようにしてぎょろり、ぎょろりと一弥とヴィクトリカを見た。

　ゆっくりと唇が開く。

　薄く色のない唇だった。

「……ご用があれば、呼び鈴でお呼び下さい」

「わかりました」

　扉が閉まった。





　ヴィクトリカは急に上機嫌になり、揺り椅子からぴょんっと飛び降りると、床を踊るように飛び跳ねながらバスルームに向かった。一弥が不思議そうに見ていると、真鍮の猫足がついたクリーム色のバスタブにお湯を入れ、どぼどぼと水を入れ始めた。黒と白の格子縞じま

 のタイルが張られた床に小さな膝ひざ

 をついて、いっぱいに湯をはったバスタブをうれしそうに覗きこんでいる。

　いまにも鼻歌を歌いだしそうな様子に、一弥は不思議になり、

「……どうしたのさ？」

　ヴィクトリカは顔を上げた。

　当然だ、という様子で、

「お風呂が好きなのだ」

「……へぇぇ？　ふぅん。そうか。旅行をすると意外な面が見えるって本当だね。ヴィクトリカ、君はきれいなものが好きで、あと、お風呂が好きなのか」

「…………
 」

「それから本とお菓子だろ？　フリルとレース。あと……なんだよ？　なんでそんなに物騒な目つきでぼくを睨にら

 んでるの？」

「見透かしたようなことを言うな」

「……ちょっと、なんだよそれ！」

　ヴィクトリカは知らんぷりして、荷物の中からお風呂セット──象牙ぞうげ

 でできたきらきらした櫛くし

 や、薔薇ばら

 の香りのする石せつ
 鹼けん

 、金色の縁取りの化粧鏡など──を取りだした。振り向いて一弥を睨む。

「……なんだよ」

「レディの入浴だ。あっち行け」

「あっ……ご、ご、ごめん！」

　一弥は立ち上がった。部屋の入り口辺りまで駆けていき、振り返って、

「廊下にいるから。なにかおかしなことがあったら、呼んでくれよ」

　返事はなかった。

　一弥は廊下に出て扉を閉めた。知らずため息をつく。

　廊下で一人きりになると、急に不安が押し寄せてくるようだった。この得体の知れない山奥の村と、人々。一緒にきた四人のこともじつはよく知らないのだ。急に止まってしまったラジオや、水差しの中に沈められていた目玉……。

　不安になるほど、廊下がゆらりと揺らめいて、壁や天井が四方から一弥に迫ってくるように感じられた。一弥は頭を強く振って、不安に負けまいとした。

（ヴィクトリカは、ぜったい帰らないって言うだろうからな。なんとか危険なことがないようにしないと……）

　やがて……。

　扉越しに、部屋の中からかすかな水音が聞こえた。ぽちゃり、ぽちゃり、ぽちゃり……。とても軽い音で、人間というよりも小猫一匹がお湯に入ったようにしか聞こえない。

　と……。

　続いて、部屋の中から遠く、ヴィクトリカの声がした。

「おっ、おっ、おっ……」

「……ヴィクトリカ！」

　一弥はあわてて振り向いた。扉を開けて部屋に飛びこむと、耳を澄ます。

　と……。

「お風呂が、好きだぁ」

「!?
 」

「あったまるから～」

（…………………………
 歌？）

　一弥はあわてた自分が恥ずかしくて、扉に寄りかかり、わざとぞんざいな言い方をした。

「なにしてるの？　ヴィクトリカ」

「……歌っている」

「へたくそだなぁ！」

　バスルームのほうから、怒りの波が空気を震わせて一弥まで届いた。しばしの沈黙の後、一弥がまた廊下に出ようとすると、ヴィクトリカが低い、地の底から響くような声で言った。

「……へたくそだと？　では久城、君、歌ってみたまえ」

「えぇっ？　や、やだよ。歌なんて、恥ずかしいよ」

「久城………………
 歌え」

「………………
 うぅ」

　一弥はヴィクトリカをからかったことを後悔しながらも、逆らえず、両手を腰に当てた。

　故郷ふるさと

 にいたころよく歌った童謡を思い出して、朗々と歌い上げる。

　──子供の頃のことだが、一弥がまだ声変わり前のあどけない声でこの歌を歌うと、母や姉が手を叩たた

 いて「一弥さんはお歌がうまい」だの「お父さまやお兄さまたちは歌えないのにね」などと喜んでくれたものだった。父や兄たちに歌っているところをみつかり、男らしくないと怒られてからは、一弥は一人のときでも鼻歌一つ口ずさまない男になったのだが、久しぶりに歌っていると、だんだん興が乗ってきた。

　一弥が胸を張って朗々と歌っていると、バスルームの扉に内側からなにかが投げられたらしい、ゴトンッという音がした。続いて、

「うるさいぞ！」

「……き、君が歌えって言ったんじゃないか！」

　一弥は涙目になり、歌をやめた。

　それから小声で、

「上手だろ？」

　返事はなかった。

　一弥はうなだれて口を閉じた。

　部屋はまた、かすかな水音のほかはしんと静まり返り、一弥の心臓の音と、風に揺らめくビロードのカーテンの立てる音がかすかに響くだけとなった。

　カーテンの向こうから時折、白い霧が部屋に迷いこんできて、すうっと消える。

　静かだった。

　遠くでまた狼が吼ほ

 えた。

　鳥の羽音が聞こえた。

　──視界の隅でなにかが動いた。

　一弥はふとその違和感に気づいて顔を上げた。確かになにかが動いた、自分の目はそれをとらえた、と思った。ゆっくりと部屋を見回すが、なにも変化はない。

（……そんなはずはない。いま確かに、なにかが、動いた…………？
 ）

　天てん
 蓋がい

 付きのベッド。

　ミニチェスト。

　揺り椅子と華ごう
 奢しや

 なターンテーブル。

　衣装簞だん
 笥す

 。

　ビロードのカーテン。

　壁に作りつけの鏡。

　……鏡？

　一弥はそれをじっとみつめた。

　鏡の中で、なにかが動いていた。ベッドだ。ベッドの上にふわりと置かれた羽根布団。ついいままで誰もいなくてぺったりとしていたのに、なぜかかすかにふくらんでいた。

　一弥は振り向いた。ベッドを見るとさっきまでと同じようにぺったりとしている。

　鏡を見る。

　──鏡に映ったベッドは、布団が少しずつ少しずつふくらんでいた。

　部屋の灯あか

 りが揺らめいて少し陰った。

　鏡の中で布団がどんどんふくらんでいる。人間が一人入っているほどのふくらみで、どんどん、どんどん大きくなり……。

　一弥は声を上げた。

　思わず廊下に出る扉に向かって逃げ出そうとして……ヴィクトリカがいることに気づいて、バスルームのほうに取って返した。薄い扉を叩いて、

「ヴィクトリカ！　ヴィクトリカ!!
 　そっちは大丈夫!?
 」

　……返事はない。

　一弥は、とつぜん鳴らなくなったラジオや、水差しに入っていた目玉のことをまた思い出した。

（へんだ……。なにかへんだ!!
 　ヴィクトリカ!!
 ）

　──部屋の灯りが消えた。

　とつぜん闇に包まれる。

　一弥はヴィクトリカを守ろうとバスルームの扉に張りついていた。何度も彼女の名前を呼ぶが、返事はない。

　一弥は大声を上げた。

　と……。

　ふいに、部屋の灯りがとつぜんついた。

　鏡に映っていた盛り上がるベッドも、いつのまにか元に戻っていた。





「……君、ずいぶんとうるさかったなぁ。いったいなにを騒いでいたのだね？」

　ヴィクトリカがバスルームから出てきたのは、それから十分ほど経ってからだった。

　白いフリルとアクアブルーの梯はし
 子ご

 レースでふっくらとふくらんだ寝間着に、白いサテンの丸帽子をかぶっている。長い金髪の半分ほどが帽子の中に隠れ、残り半分は背中に向かってこぼれ落ちていた。

　一弥はぐったりと揺り椅子に座りこんでいた。

　ヴィクトリカがむっとして、

「君、それはわたしの椅子だ」

「…………
 」

　一弥は立ち上がった。

　それから口を開き、きれぎれに、いま起こった不思議な現象について話した。ヴィクトリカはなぜか興味なさそうにあくびをして、お風ふ
 呂ろ

 セットを大事そうにしまったり、きょろきょろとマカロンの袋を捜したりしていた。

「ヴィクトリカ、明日の朝になったら、すぐ帰ろう」

　一弥がせっぱつまった声でそう言うと、驚いたように顔を上げる。

「……どうしてだね？」

「だって、危険だよ。こんなおかしなことが起こるなんて……この村はおかしいよ。だいたい、ラジオが急に鳴らなくなったのも不気味じゃないか……」

「ラジオだと？」

　ヴィクトリカは唸うな

 った。

　面倒くさいなぁ、と小声でつぶやくのが聞こえた。

「……な、なんだよ？」

「あれはトリックだろう、君」

「まさか!?
 」

　ヴィクトリカは大きくあくびをした。しょうがないなぁと言うように、

「君、ラジオが置かれたチェストの上に、ほかになにがあったか覚えているかね？」

「チェストの上に？　ええと、ラジオとマリア像と、飾りの羅針盤……」

　一弥は考えこんだ。ヴィクトリカはあくび混じりに、

「羅針盤は磁石だ。そばに磁石があると、電気を使う機器は狂うのだよ。たまたまなのか、誰かがわざとおいたのかはわからないがね」

「……ヴィクトリカ、それって」

　一弥は顔をしかめた。

「もしかして、あの場でわかってたの？」

「もちろんだ」

「じゃ、言ってよ！　みんなも、それにぼくも、不安そうにしてたじゃないか」

「ほかのことで頭がいっぱいだったのだ」

「あのねぇ……」

　一弥が唸るのを、ヴィクトリカは、揺り椅子に腰掛けてじっとみつめていた。

　それから立ち上がると、根負けしたように言った。

「久城、君はわがままな男だなぁ！」

「…………
 そっくりぼくの台詞せりふ

 だよ！」

「仕方ない。久城、君のようにわがままで、しかも中途半端な秀才にもわかるように、言語化してやる」

「……悪かったね」

「その代わり、もう帰ろう帰ろうと騒ぐな。わたしは帰らないのだ」

「……う、ん」

　ヴィクトリカはちょこちょこと歩いて廊下に出ていった。一弥が後を追おうとすると、

「君はそこにいたまえ」

「……わかった」

「それから、いいと言うまで目をつぶって、反省していたまえ」

「反省!?
 　なにをだよ？」

　一弥は仕方なく、言われたとおり目を閉じた。

　ヴィクトリカがどこかへ去っていく気配がした。扉が閉まった。

　静寂。

　どこからか……ごく近くから、なにかがガタガタと揺れている音がした。一弥は目を開けたくて仕方ないのをぐっと我慢していた。

　やがて……。

　部屋から出たはずのヴィクトリカの声が、とても近いところから聞こえた。

「……もういいぞ。目を開けたまえ」

　一弥は目を開けた。

　──目の前の壁に作りつけられた、胸の辺りまで映る鏡に、なぜかヴィクトリカの頭頂部らしいものが映っていた。白いサテンの丸帽子ときらめく金髪がちょっとだけ覗のぞ

 いている。

　声も聞こえた。

「わかったかね。中途半端な秀才の久城」

「……さっぱり。ヴィクトリカ、君、いったいどこにいるのさ？」

　鏡に近づいて覗くと、そこにあった鏡はいつのまにか取り外されて、内窓のようにぽっかり空いていた。となりの一弥の部屋はこちらの部屋と左右対称の客用寝室で、ヴィクトリカはその四角い穴から顔を出そうと、一生懸命背伸びをしていた。

　背伸びをしても届かないことをようやく認めたらしく、ヴィクトリカはどこかへ走っていって、踏み台になる小さな箱をみつけて戻ってきた。いかにも軽そうな箱を、ヴィクトリカはとても重いものであるかのように、歯を食いしばってゆっくりゆっくり運んできた。

　やがて箱に乗ると、ヴィクトリカはようやく、一弥と同じぐらいの背丈になった。四角い穴から顔を出して、

「……な？」

「はぁ」

　一弥がまだわかっていないらしいことを悟ると、ヴィクトリカは箱の上で地団駄を踏んだ。

「つまり、誰かがこちらの部屋に入って鏡を外したのだ。久城、君が見たのは鏡ではない。誰かがこちらの部屋でベッドに潜って盛り上げて見せ、君を脅そうとする姿だったのだよ」

「…………
 」

　一弥はヴィクトリカとじっとみつめあった。

　普段はないことだが、いまは彼女が踏み台に乗っているために、同じぐらいの高さに顔があった。ヴィクトリカの大きな緑色の瞳ひとみ

 と、じっとみつめあう。

「……わかったかね？」

　ヴィクトリカは、わかったのかなぁと心配するように瞳を見開いて、じいっと一弥をみつめていた。一弥はふっと顔を曇らせた。ヴィクトリカはあわてて、

「ど、どうしたのだ、久城？」

「つまり、さっきのことには犯人がいるんだよね」

「ああ、そうだ。だから大丈夫なのだよ」

「……大丈夫じゃないだろ！」

　急に声を荒らげると、ヴィクトリカは驚いたようにますます瞳を見開いた。一弥はやり場のない気持ちに困って、床をどんどんと蹴け

 った。

「幽霊ならまだいいよ。ここが幽霊屋敷だってことだもの。でも、これには人間の犯人がいる……。それにここは、ぼくじゃなくて、ヴィクトリカ、君の部屋だ。誰かが君をこわがらせようと思って、わざとやったんだ。だろう？」

「…………
 」

「ヴィクトリカ……」

「…………
 」

「誰が、どうしてこんなことをするんだろう？」

「誰かはわからない。村人たちの中にいるのだろうとしかね。だが理由は推測できる。それは、わたしがコルデリアの娘だからなのだ、と」

　ヴィクトリカの答える声は低かった。

　目の前にあるヴィクトリカの小さな顔は、瞳も陰って、表情をなくしていた。一弥はその顔をじっと見守った。ヴィクトリカの声が震え始めた。

「コルデリアが厄を為な

 す罪人と信じる村人のしわざか、それとも……わたしに真相を悟られるのを恐れる、本当の罪人のしわざか……」

「ヴィクトリカ……」

　一弥の脳裏に、村人たちの濁った緑色の目が浮かんでは消えた。手に手に持った武器を持ち上げて追い払おうとした村人たち。最後に現れ、村に入ることを許したセルジウス。客人の中からヴィクトリカをみつけ、コルデリアの罪を糾弾したハーマイニアの、剝む

 き出された目玉。そしてアンブローズの、愛想良く話してくれるのに、話題によってはとつぜん冷たくなる態度……。

　しかし、すべての背後にはセルジウスがいるようにも感じられた。彼は村を守ろうとしていて、そのことと、ヴィクトリカの求める真実は、もしかすると……。

　ヴィクトリカが強情な声で言い張った。

「だが、わたしは帰らない」

「危険だよ！」

　一弥もヴィクトリカも、壁をはさんで睨にら

 みあいながら地団駄を踏んだ。

「しかし久城、君が……」

　ヴィクトリカはちょっと迷うように言葉を切った。それからまじめな顔で、

「君がわたしを守ってくれるのだろう？……荷物一つ持たずにここまでついてきたということは」

「……当たり前だ！」

　一弥は叫んだ。

　二人はじっとみつめあった。

　そこにはいつもの仲の良さはなく、まるで睨みあうような……決闘でも始めるかのような物騒な目つきだった。そのまま二人とも、なにも言わずにみつめあい続けていた。

　急に……。

　ヴィクトリカの部屋の扉が、勢いよく開いた。





　立っていたのは、赤毛のドーリィカールを揺らすミルドレッドだった。なにやらとても怒っている様子で、

「聞いてよ。そこの子たち！」

　どすどすと大きな足音を立てて、部屋に入ってきた。一弥は、さきほどお湯を持ってきたハーマイニアがまったく足音を立てなかったことを思い出して、また、ずいぶんと対照的な二人だと思った。ミルドレッドは大おお
 股また

 で入ってくると、四角い穴から顔を出しているヴィクトリカに気づき、クスッと笑って指を伸ばした。

　ヴィクトリカの鼻先をつつく。ヴィクトリカはいたずらな大人に脅された小猫のように、びくっと肩を震わせた。びっくりしたように目をぱちぱちさせている。

「なにしてるのさ、おチビちゃん？」

　ヴィクトリカの顔色が変わった。一弥は内心そのことに驚いて、

（もしかして、背が低いことを気にしてるのかな……？）

　ミルドレッドのほうは悪びれる様子もなく、どすどす歩き回りながらしゃべりだした。

「あいつらバカなんだよ！　あいつらって……あいつらだよ！　髭ひげ

 のアランと、金持ちのデリクと、無口なラウールの三人組。なにさ、デリクがお金持ってるって言うから、仲良くしてたのにさ」

「そ、そんな理由で……」

「アタシはお金が大好きなんだよ！」

　ミルドレッドはなぜか怒りながら言い放った。

「おいしい葡萄ぶどう

 酒よりきれいなドレスより、なによりお金が好きなんだよ！」

　一弥とヴィクトリカは、思わず顔を見合わせた。

　のみの市のバザーで彼女が盗んだはずの、ドレスデン皿のことを思い出す。

　お金の話になった途端、なぜか、それまでは大ざっぱでがさつな感じだったミルドレッドの雰囲気が、がらりと変わった。花の香水をつけたように甘くて濃い匂いが充満し、豊満な体から甘ったるい色気が粒になってはじけ飛ぶようだった。

（なんだかなぁ……）

　お金お金、と繰り返しているミルドレッドを、一弥は少しあきれてみつめた。

　ヴィクトリカがぼそっと口をはさんだ。

「……葡萄酒もドレスも、お金で買うものだが」

　ミルドレッドは聞こえなかった振りをした。

「とにかくあいつら、観光気分でさ。夏至祭の前夜で村の人がピリピリしてるのに、聖堂の見学なんかに行っちゃってさ。なんでもあの聖堂は、一年に一度、夏至祭の決まった時間にしか無人にしちゃいけないんだって。ずいぶんといろいろ決まりがあるらしいんだよ。で、アタシもついていったら、あいつら聖堂でなにをしたと思う？　大切にされてる古くさい壺つぼ

 があってさ。飾られてたその壺を、聖水の大おお
 瓶がめ

 にぼっちゃり落としたんだよ。おもしろいから見せてくれってさんざん騒いで、見たら見たで、ぼろぼろのこんなものをなんで大事にするんだ、なんて笑って、村人をカンカンに怒らせて、あげくに、ぼちゃん！　それも一回じゃないんだ。三人が三人とも見たがって、落っことして……。壺のほうもよく壊れなかったもんだよ。まったく……村長のセルジウスが、頭から湯気を出して怒ってたよ。あいつらは新しい物の価値ばかりを追い求めて、本当の物の価値を知らないってさ。…………
 ゲホッ！」

　ミルドレッドはしゃべりながら、水差しのとなりに置いてあった赤いダイヤガラスのコップを手に取り、中も見ずにゴクンと飲み干した。と、咳せ

 きこみ始めて、

「ゴホッ！　ゲホッ！　な、なんか入ってた……！　丸いもの……飲んじまったよ？」

「……あ！」

　一弥は（目玉だ……！）と気づいたが、余計なことは言わないことにした。お菓子かなにかでしょうと言うと、彼女は納得したようにうなずいた。





　──大きな足音とともにミルドレッドが出ていくと、部屋はまた静けさを取り戻した。

　ヴィクトリカが、となりの部屋から廊下を伝って戻ってきた。

　二人とも口数が少なくなり、一弥はやたらと、扉にかけた鍵かぎ

 を何度も確認したり、鏡の前に衣装簞だん
 笥す

 を移動させてとなりの部屋からなにも入ってこないようにしたり、窓もしっかりと閉めたり、戸締まりに精を出した。

「ヴィクトリカ、ぼくもこっちの部屋にいるよ。扉のすぐ横にいるから、誰かが入ってきたらぼくがやっつけるからね」

「うむ、勇ましいことだな」

「……ちょっと、真面目に聞いてよ！　言っとくけど、狙われてるのは君なんだよ！」

　一弥は扉の前に揺り椅子を置いた。深く腰掛けて目をつぶってみる。

　……眠れそうになかった。家族の中でもとくに繊細なたちの一弥は、もともと、枕が変わっただけでなかなか眠れないのだ。それがさらに、椅子に座った状態となれば、とても熟睡できるものではない。

　そのことを小声でぼやくと、ヴィクトリカがいかにもうれしそうに振り向いた。

「君……わたしの荷物の中に、素敵な簡易ベッドが入っていたことを覚えているかね？」

　一弥は不思議そうに聞き返した。

「君の荷物って、あの……新大陸に移住する家族規模の、ばかみたいな大荷物のことかい？」

「むっ!?
 　ばかは君だ。わたしの頭脳が英知を尽くして考えた、最低限必要なはずのあの荷物……。君、えらそうな説教を垂れて自ら置いてきたのだから、責任を持って揺り椅子で眠りたまえよ」

「……花瓶とかお茶セットは、絶対いらなかったと思うけどね」

　憎まれ口を叩たた

 き返すと、またマカロンがかしかしと宙を飛んできた。一弥は怒りながら床に転がるお菓子を拾い、もとの場所に戻して……。

「ヴィクトリカ……？」

　顔を上げたときには、ヴィクトリカは、心ここにあらずの様子でなにか考えこんでいて、もう一弥のほうを見もしなかった。一弥はため息をついて、揺り椅子に腰掛けた。





　やがて夜が更けてくると、館やかた

 はしんと静まり返った。

　壁灯を少し落として、一弥も眠ることにした。

　ヴィクトリカはとっくに天てん
 蓋がい

 付きの大きなベッドに横になり、くぅくぅとかすかな寝息を立てていた。一弥も揺り椅子に座ったままで目を閉じた。

　無理やり眠ることにする。

　ふと……すでに眠っているヴィクトリカのほうに、目をこらす。

　ヴィクトリカの小さな後頭部が見えた。彼女はうつぶせになり、小さな顔を大きなふわふわの枕にぎゅっと押しつけて眠っていた。

「……不思議な寝相だなぁ」

「くぅ～、くぅ～、くぅ～……」

　かすかな寝息が途切れなく続いている。

　こうして見ると、大きすぎるベッドに眠る小さすぎるヴィクトリカは、人間というより、白い毛足の長い小犬が、紛れこんだまま眠ってしまったようにも見えた。

　やがて階下から、柱時計が鳴る音が聞こえてきた。

　──ボーン！　ボーン！　ボーン！

　一つ、二つ、と一弥は数え始めた。十二まできて音が止まった。もう夜の十二時なのだと気づいて、自分もいい加減眠ることにして……。

　一弥は、不安を胸に、ゆっくりと目を閉じた。
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　夜半、気配に気づいて目を覚ました。

　屋敷は静まり返り、窓の外からのかすかな風の音だけが、妙に響いている。

　──そっと部屋の扉に近づき、聞き耳を立てる。





「……だから、祭の途中で…………
 」





　誰かが小声で話している。廊下の端辺りから、男たちの低い声が聞こえてくる。





「村人も誰も気づかない……」

「……うん。あいつ
 も気づかないに違いない」





　男たちがこそこそと話している。





「自動車で運べばいい。麓ふもと

 の町まで降りれば、自動車があるんだ」





　──怒りがわき上がってくる。

　おそらくそうであろうと想像してはいたが、やはりそうだったのだ。

　男たちは聞き耳を立てる人間がいることに気づかず、いつまでも明日の計画を話し合っている。





「祭の最中なら、村人も気づくまい。聖堂は、明日のある時間だけ無人になる」

「山を降りるんだ。そうすれば……」





　そうすれば……？






　第四章　赤カブ提灯と〈冬の男〉











　　　　１






　夜明けがゆっくりと〈名もなき村〉に近づいてきていた。一弥は部屋の隅で揺り椅子に揺られながら、浅い眠りから醒さ

 めたり、また眠りに落ちたりを繰り返していた。

　目を醒ますたびに、ヴィクトリカが大きな天蓋付きベッドの上で、あっちの隅こっちの隅と、毎回ちがう場所でちがう形で眠っているのが目に入った。夢うつつのまま一弥は（ヴィクトリカ、君……いつ動いてるんだよ……？）と不思議に思っていた。

　やがて、夜が明けたことを告げたのは、突然鳴り響いた大きな太鼓の音だった。

　──ドーン！

　ドーン！　ドーン！　ドーン！

　続いて甲高い笛の音が響いた。夜明けの薄闇を切り裂くように高く、細く。

　──一弥は飛び起きた。

　あわてて立ち上がると、寝間着姿のヴィクトリカが、もこもこした動きでベッドから降りるところだった。ヴィクトリカは窓に駆け寄ると、後ろから近づいてきた一弥をくるりと振り返った。

　一弥は眠たそうな顔だったが、ヴィクトリカのほうはすっかり覚かく
 醒せい

 し、いつも──植物園で会うときと同じ、静かだが鋭い目つきをしていた。白いサテンの丸帽子から、長い金髪のほとんどが、床に向かって金色の濁流のようにうねりながら落ちていた。

「おはよう、久城」

「……おはよ、ヴィクトリカ。いまのなに？」

「さてね。おそらく、推測されるのは……」

　そうつぶやきながら、ヴィクトリカが天井から落ちる紐ひも

 をぐいっと引っ張った。

　重いビロードのカーテンが揺らめいて、左右に開いていった。

　窓の外には……。

　──昨日とはまったくちがう風景が広がっていた。

　石のバルコニーと樫かし

 の大木以外のほとんどを乳色の霧が隠していた昨日とはちがい、今朝は、まだ夜明けだというのに空気は澄み切り、遠くまでよく見渡せた。天気がよく、風は乾いていた。太鼓の音が空気を震わせ、絹を裂くような笛の音がそれを追いかける。

　原色の幟のぼり

 がいくつもはためいていた。どれにも黒々と狼の紋章が描かれていた。

　誰かが水を──おそらくは聖水を、朝の空に向かって撒ま

 いている。飛沫しぶき

 がバルコニーの石にも飛んできて、水の跡をいくつも作った。

　鞭むち

 が鳴らされ、空砲が撃たれる。

「……推測されるのは」

　ヴィクトリカの言葉を一弥が引き取った。

「夏至祭が始まったんだね」

「うむ」

　二人は顔を見合わせた。それから駆けるようにしてバルコニーに出た。苔こけ
 生む

 した石の手すりから乗り出すようにして、外の光景にただただ目を奪われる。

　鮮やかな赤いかたまりが、揺らめきながら広場に入っていこうとしていた。揺らめきの正体がなんなのか、いくら目をこらしてもわからなかった。大きな山車だし

 であるのだが、それ全体が火のかたまりであるかのように鮮やかなオレンジ色に燃えていた。

　村人が、昨日のもの静かさが噓のように広場を練り歩き、叫び声を上げていた。

　──二人が広場の様子に目を奪われていると、控えめに部屋の扉がノックされた。一弥が返事をして、バルコニーから部屋に戻る。

　扉を開けると、長い金髪を後ろで結んだ若者が立っていた。村人にしては背が高く、際だって美しい顔立ちに、よく澄んだまっすぐな瞳ひとみ

 をしていた。……村長の助手のアンブローズだ。

「……廊下を通ったら話し声がしたので。起きてらっしゃるのかと」

　アンブローズは両手に妙なものを持っていた。黄土色の布でぐるぐるに巻かれたミイラのような形をした人間大の張りぼてと、おそろしい黒い顔が彫られた木の仮面だ。

　一弥がじろじろ見ていると、アンブローズは笑って、

「祭に使う張りぼてと、仮面です。めずらしいですか？」

「ええ」

「ぼくから見れば、あなたがたの持ち物のほうがずっと……」

　アンブローズは控えめながら、部屋を覗のぞ

 いて、めずらしい持ち物に視線を彷徨さまよ

 わせた。それからまた一弥の顔をじろじろ見て、不思議そうに手を伸ばしてきたので、一弥はあわてて彼から離れた。頰の肉を摑つか

 まれたり髪を引っ張られたりするのは、どうも苦手だ。

　話し声に起こされたのか、ほかの部屋の扉もつぎつぎに開いた。アランが髭ひげ

 をいじりながら眠そうに出てきた。デリクは一目で高級なものとわかる絹の寝間着を着ていたが、寝相が悪いのかくしゃくしゃになっていた。ラウールの大きな体も、のっそりと出てきた。

　最後にミルドレッドの部屋の扉が開いた。女の人とは思えないぐらい大きな足音を立てて、廊下に出てくる。真っ赤なドーリィカールの髪がゆさゆさ揺れていた。

　ヴィクトリカがバルコニーを離れて、こちらに向かってとことこと歩いてきた。





「昨日、セルジウス様も話しておられましたが……この村の夏至祭とは、夏の豊ほう
 穣じよう

 を祝い、冬を倒して燃やしてしまうという儀式を兼ねた祭なんです。それから祖先の霊を呼び、豊穣に潤うぼくたちの姿を見てもらう……」

　アンブローズは流れるように説明しながら、一弥たちを広場に案内していた。館やかた

 にはもう人気はなく、村人はほぼ全員が広場に集まっているとのことだった。

「聖堂を無人にしてはいけないので、何人かがそちらに。あとはみんな広場にいます」

「……昨日とはずいぶんちがいますね」

　一弥が聞くと、アンブローズは笑って、

「準備で忙しかったのですよ。赤カブが間に合いそうになかったし」

「赤カブ？」

「山車の灯ひ

 です。……ほら！」

　広場に着いた一弥たちは、びっくりしたように目を見開いて、巨大な丸い炎のように燃える山車をみつめた。

　山車のそこここに、オレンジ色に光る小さな丸いものがたくさんつけられていた。よく見るとそれは、中をくり抜いて外にさまざまな模様を彫った赤カブだった。中に小さな蠟ろう
 燭そく

 が立てられて、山車の動きに合わせて揺れながら小さな炎を上げていた。一つ一つの揺れに合わせて、山車そのものも炎の揺らぎのようにあちらにこちらにうごめいている。

「……きれいだな」

　ヴィクトリカが言った。

　それを聞いたアンブローズがうれしそうにうなずいた。

「村人はこれを彫っていて忙しかったんです。ぼくはこの張りぼてを作るので……。不器用なので苦労しました」

　アンブローズが黄土色のミイラのような張りぼてをそっと山車の上に置いた。一弥が聞く。

「その張りぼてはなんですか？」

「〈冬の男〉と呼ばれるものです。昼になると村人は扮ふん
 装そう

 をして、〈冬の軍〉と〈夏の軍〉の二手に分かれて戦争の真似事をします。〈冬の軍〉は茶色い服、〈夏の軍〉は青い服を着ます。やがて〈夏の軍〉が勝って〈冬の軍〉を蹴け
 散ち

 らすと、〈冬の男〉に山車ごと火を放って燃やします。それから夏が勝利したことを祝い、食べ、飲み、踊るのです」

「へぇ……」

「その後、聖堂を無人にします。聖堂があの世との通用門であり、ぼくたちの豊穣を見に帰ってきてくれる祖先の通り道となるからです。祭の最後は、帰ってきた祖先がこの仮面をかぶり……」

　アンブローズは、これまた彼の苦心の作であるらしい、不気味な仮面を持ち上げてみせて、

「豊穣を喜んで踊ります。祖先は、ぼくたちにはわからない言葉で語ります。それはあの世の言葉であると考えられています」

　いつのまにか彼らの後ろから、ぎょろりと目を剝む

 きだして、ハーマイニアが近づいてきていた。アンブローズが持っている仮面をじいっとみつめると、とつぜん口こう
 蓋がい

 が裂けるほどに強い笑みを浮かべた。仮面の出来に満足したらしい。聞き取れないほどの小声で、よい出来ですね、とつぶやいた。

　アンブローズは誉められてうれしそうだ。

「今年はぼくがこの仮面をかぶります」

「……つぎの村長の候補ですからね」

　ハーマイニアが低い声で言った。一弥たちが首をかしげると、今度はさらに低い声で、

「村長には年下の助手がつきます。村長が亡くなると、助手がつぎの村長になります。セルジウス様もシオドア様の助手でした。つまりアンブローズは、セルジウス様にとても買われているということです」

「そうなんですか……」

　一弥たちは改めてアンブローズをみつめた。アンブローズは、貴婦人のようにも見える整って上品な顔をぽっと赤らめた。照れたように首を振っている。

「若者の数が少ないおかげでもあるんです。村には子供が少ないんですよ」

　山車がゆっくりとくるくる回り始めた。残ざん
 滓し

 のように赤い線を描きながら、いくつもの赤カブがくるくる回る。みとれていると、髭面のアランが急に、

「……ちぇっ！　くだらねぇなぁ」

　アンブローズがはっと息を吞の

 んだ。

　ハーマイニアが目を剝いた。

　ちょうどそのとき、太鼓の音や笛の音が止んで、広場は一瞬の静寂に包まれていた。広場にいた村人たちが残らず振り向き、たくさんの暗い瞳が、声の主を捜すように一弥たちの上を彷徨った。

　それは村に入ってからアランが繰り返していたポーズだったが、こんなにも注目を浴びるのは初めてだった。アラン自身も驚いたが、後には引けなくなったらしく、むきになって続けた。

「こんな前時代的な迷信がまだ残っているなんて。なにが秘境だ。灰色狼の村だ。くっだらねぇよ！」

　いつもなら甲高い声で返事をするデリクが、となりで黙っていた。アランは焦ったように、

「なぁ、ラウール？」

　とつぜん同意を求められたラウールが、大きな体を縮めて、困ったように顎あご

 をかいた。

「……う、うん」

「なにが先祖の霊だ。そんなもの、戻ってきやしねぇよ。朝っぱらからバカ騒ぎして……！」

　なおも言い続けようとするアランを、デリクが遠慮がちに止めた。甲高い声が響く。

「まったく、うるさいのは確かだよな。な、アラン。部屋に戻ってポーカーでもやろうぜ」

　アランがうなずいた。三人がぶらぶらとした足取りで館に戻っていこうとするのを、ハーマイニアの低い……よく響く声が止めた。

「お客人、お待ちなさい」

　村人がいつの間にか、ハーマイニアの後ろに集まってきていた。

　ハーマイニアと同化したかのように、みんな胡う
 乱ろん

 な目つきで三人をみつめている。目玉は見開かれ、無表情で身動き一つしない。彼らはクラシカルな服装のせいもあり、まるで幽霊の集団のように見えた。振り向いたアランは自信たっぷりの態度を崩し、たじろいだ。

「な、なんだよ……っ！
 」

「侮辱するなら、村から出ていきなさい」

「なっ……メイド風情が、客になにを言うんだ」

　アランが反論する。しかしハーマイニアは黙らなかった。

「死者の霊は本当に……」

「ほ、本当に、なんだよ？　言ってみろよ？」

「本当に還かえ

 ってきます」

「くっだらねぇ！」

「夜空から無人の聖堂を抜けて広場にきて、あの世の言葉で語ります。その言葉はわたしたちにはわからない。でも死者の霊にはなにも隠せない。夏至祭には意味があるのです」

　ハーマイニアの顔つきからすると、心の底から祭を信じているようだった。アンブローズのほうを振り返り、あなたもなにか言いなさいと責めるようにギロリと睨にら

 みつけた。アンブローズの顔には、ハーマイニアほど迷いのない表情は浮かんでいなかったが、ハーマイニアはそのことに気づいていないようだった。

　アランがムキになってなおも叫ぼうとするのを、アンブローズが静かに止めた。

「お客人。考えは自由ですが、夏至祭を邪魔するのなら、出ていっていただかなければ」

「……そ、それは困る」

　アランが小声でつぶやいた。なぜか急にあわて始めた。どうやら彼らは村を出ていきたくはないらしい。若者三人は顔をつきあわせて何ごとか相談していた。デリクが甲高い声でアランを戒めているようだった。「だいたいおまえは、どこにいっても喧けん
 嘩か

 したがるんだから……」などと責める声が聞こえてきた。ラウールは黙っておろおろしている。

　しばらくするとアランが顔を上げ、ふざけたように両手を上げてみせた。

「……わかったよ。祭の邪魔はしねぇ。俺たちは部屋でおとなしくしてるよ。な？」

　アンブローズが笑顔になり、頭を下げた。ハーマイニアは、去っていく三人をおそろしい形相で睨みつけている。

　アンブローズは少し元気がなくなってしまったようだった。一弥が気を遣って声をかけた。

「あの……ぼくの育った国でも少し似た風習があります」

「あなたの国？」

「はい、あの……海をずーっと渡ったところにある島国なんですけど。昔から、夏のある日に戻ってくる先祖を、大切に迎えるっていう風習があって。信じてるかっていうと微妙なんですけど、でも、家族でお墓に挨あい
 拶さつ

 に行ったり、お供え物をしたりしますよ」

「へぇ……。その国って……」

　アンブローズが興味を持って質問してくるので、それからしばらく、一弥は自分の国や世界の地理、世界情勢などについて説明することになった。驚いたことに彼は、ほんの数年前に終わったはずの世界大戦のことも知らなかった。外の世界に飛行機という乗り物があることは知っていて、その頃やけによく飛んでいたことは覚えているという。

　まさに隠いん
 遁とん

 者の生活だった。

　だがアンブローズは、生活こそ中世さながらのものだったが、驚くほど飲み込みが早く、十分ほどの会話でまたたくまに様々なことを理解した。そして知識欲旺おう
 盛せい

 な若者らしく、つぎつぎと的確な質問をしては、一弥の答えを吸収していった。澄んだ緑色をした二つの瞳ひとみ

 は、知識欲にきらきらと輝いていた。

（この人は、すごく頭がいい…………！
 ）

　一弥は内心敬服した。

（灰色狼の伝説もなるほどと思えるな。これはまるで、ヴィクトリカに見せてもらった十六世紀の旅人の日記に出てくる、山奥で出会った若い雄狼との会話みたいだ。頭脳明めい
 晰せき

 な、静かなる灰色狼たち……）

　アンブローズの質問はいつまでも続いて、知識欲は渇くことがなかった。やがて一息つくと、アンブローズは少し恥ずかしそうに、

「昔……ぼくがまだ子供の頃、村を子孫の人が訪ねてきたことがあったんです。ブライアン・ロスコーという人が。ぼくは彼のことも質問責めにして、後でセルジウス様にきつく叱られました」

「あ、それは確か……村に電気を引いた人のことですね？」

「はい。でも彼は、工事の手配をするとすぐに去ってしまったのです……」

　アンブローズは寂しそうに言った。






　　　　２






　──明け方の騒ぎの後、村人は一度それぞれの家に戻ったようだった。簡単な朝食を済ませ、再び広場に集まったのは昼過ぎのことだった。

　山車だし

 の灯あか

 りは消されて、原色の幟のぼり

 だけが広場を囲んで強い風に吹かれていた。鞭むち

 の音と空砲が続いている。

　アンブローズが説明した、〈夏の軍〉と〈冬の軍〉が戦って夏が勝つという豊ほう
 穣じよう

 を祈るための寸劇が、まもなく広場で始まろうとしていた。一弥はアランやデリクたちの部屋を訪ねて見学に誘おうとしたが、若者三人は機嫌を損ねているのか、部屋にいる気配はあるのだが、返事もしようとしなかった。ミルドレッドが言うには、三人はお互い気まずいらしく、会話もせずそれぞれの部屋で静かにしているらしかった。

　ミルドレッドもまた、興味なさそうに「うーん、部屋のバルコニーからでも広場は見れるしねぇ……」とつぶやいていた。

　結局、一弥はヴィクトリカと二人きりで、手をつないで広場に向かった。

　二人が着いたとき、ちょうど広場に、赤いスカートに身を包んだ娘たちが走り出てきたところだった。娘たちは広場の真ん中で立ち止まり、礼をする。揃って片手にバスケットを持っていた。

　ゆっくりと歩き過ぎる村長のセルジウスについて、アンブローズが忙しそうにあれこれ話しながら通り過ぎた。広場の隅っこで見学している一弥たちに気づくと、振り向いて、

「そこにいると危ないですよー」

「危ない？」

「いや、危ないというほどではないですが。ちょっと痛いですよ」

「い、痛い……？」

　アンブローズは、フフフ……と悪戯いたずら

 めいた笑みを浮かべて歩き去っていった。一弥がとなりを見ると、ヴィクトリカがしかめっ面をしていた。

（痛い……？　痛い……？　あっ、いけない！）

　一弥は、ヴィクトリカが痛いのが苦手だと言うことを思い出して、彼女の手を引いてその場所を離れた。ヴィクトリカのほうは、広場をきょろきょろして村人たちを観察し続けていた。引っ張っていく一弥を不気味そうに見上げて、

「いったいどこに引っ張っていくのだね？」

「いや、よくわかんないけど……」

　一弥たちがそこを離れたとき、娘たちが一斉にきゃあきゃあ声を上げて、バスケットに手を入れた。固いハシバミの実を摑つか

 んだその手を空高く掲げて、「せーの！」と掛け声をかけ……。

　ハシバミの実をあちこちに投げ始めた。

　村人たちは笑いながら見ている。

　──ついいままで一弥たちが立っていたところに、ハシバミの実がどんどん投げられた。ちょうどそこを、髭ひげ

 に眼鏡、帽子をかぶった若い男がぶらぶらと通りかかった。

「……アランさんだ」

　一弥がつぶやく。

「さっき誘ったのに。なんだ、やっぱり気になって、祭を見にきたんだ……」

　娘たちはきゃあきゃあ騒いで、豊穣を祈る歌を口ずさみながら、通りかかった男にどんどんハシバミの実を投げた。乾いた固い音が続き、男が痛さに飛び上がりながら退散していくのが見えた。娘たちは大笑いして、つぎに誰か通りかからないものかと辺りを見回している。村の若い男がわざと近づくと、喜んで実を投げる。男たちはあわてて逃げ出す。その繰り返しで、嬌きよう
 声せい

 と悲鳴が広場を覆い尽くした。

「うわぁ！　痛そう……！」

　一弥は思わずつぶやいた。

（よかった……。アンブローズさんに感謝しなきゃ。あのままあの場所にいたら、ヴィクトリカが痛がってたいへんだったよな……）

　かたわらのヴィクトリカをそっとみつめる。

　ヴィクトリカは相変わらず、村人たちの様子をじっと観察し続けていた。





　──やがて、村娘たちがバスケットを空にして笑いながら退散すると、若い男たちが、茶色い服を着て馬に乗った〈冬の軍〉と、青い服を着て槍やり

 を持った〈夏の軍〉に分かれて、戦争を模した舞いを舞い始めた。

　娘たちは黄色い声を上げて〈夏の軍〉を応援し、年輩の男たちは周りでのっそりとステップを踏んだり声を荒らげたりする。

　長い舞いだった。

　ようやく〈夏の軍〉が勝利を収めると〈冬の軍〉は退散し、〈夏の軍〉の中心にいた若い男が高らかに勝利を宣言した。

「あれ……？　いまの声って」

　一弥はそこで初めて、それがアンブローズであることに気づいた。

　こうして見ると彼は、村のどの青年ともちがって見えた。村にいるのは、変化を拒否する濁った瞳をした灰色狼たち……。彼らとは違い、アンブローズは若い輝きに満ちていた。

　青い服に身を包んだアンブローズは、誇らしげに夏の勝利と今年の豊穣を宣言し、手にした松明たいまつ

 をぐるぐると振り回した。

「〈冬の男〉よ、燃え上がり消え去るがよい！」

　大きな声とともに、広場の中央に置かれていた山車に松明をかざす。

　山車の上には、アンブローズが作った黄土色の張りぼてが置かれていた。〈冬の男〉の張りぼてだ。山車も張りぼても燃えやすい素材で造られているらしく、アンブローズが松明を落とすと、あっというまに炎に包まれ、大きな音を立てて燃えた。

　しかし、そのとき……。





　──山車の上になにかが立ち上がった。

　アンブローズが叫んだ。その顔は驚きよう
 愕がく

 にひきつっていた。口を大きく開けて叫び続けている。

　立ち上がったのは……張りぼてだった。黄土色の布を巻かれた人間大のそれ……は、山車の上に立ち上がり、くるくると回転した。両手で頭を押さえたポーズで回転し続け、やがて山車の上にうつぶせに倒れた。

「……人が!?
 」

　アンブローズが叫ぶのが、炎の向こうから聞こえてきた。

「放せ！　あれは……人間だッ！」

　アンブローズが仲間の制止を振り切って山車に飛び移った。彼のタックルで山車は燃えながら真横に倒れた。大きな音がして、広場全体が地響きを立てて揺れた。赤カブがつぎつぎ潰つぶ

 れて、ぐじゃりと赤紫色の汁を垂らし、広場の石畳に染み込んでいった。

　誰かが井戸に走った。桶おけ

 いっぱいの水を抱えて走ってきて、燃えながら苦しそうにうごめく張りぼてにかけた。

　じゅう、う、ぅ、ぅ……。

　火が消えていき、黄土色の張りぼてはしばらくうごめいていたが、じわりじわりと動きを止めた。

「……人だ」

　アンブローズは呆ぼう
 然ぜん

 とつぶやいた。

「柔らかい。人の体だ。ぼくが造った張りぼてじゃない。人に……替わってる。人に…………！
 」

　仲間の若者が、叫び声を上げるアンブローズを引きずって、張りぼてから引きはがした。アンブローズは石畳に尻しり
 餅もち

 をつき、

「人だ……。人だ…………
 。布をほどいてみてくれ。人なんだ…………！
 」

　村長のセルジウスがゆっくりと進み出てきた。村人が自然に道を開ける。

　セルジウスが震える手で、半ば燃えてしまい体に張りついている黄土色の布を剝は

 がしていった。顔を覆う布を取ったとき、広場全体がぐにゃりと歪ゆが

 んで感じるほどの衝撃と、かすかな……やはり、という無言のつぶやきが、辺りを覆い尽くした。

　苦く
 悶もん

 の表情を浮かべ、目を見開いたまま絶命しているのは……。

　アランだった。





　──一弥は思わず、ヴィクトリカに見せまいと、両手で彼女の顔を覆おうとした。するとヴィクトリカがその手を乱暴に振り払った。

　一弥は驚きと少しの怒りを持って、ヴィクトリカを見た。

　彼女は冷静な目で広場中を見渡していた。

　つられて一弥も、辺りをぐるりと見渡した。

　なぜかハーマイニアの顔が、まずいちばんに目に飛びこんできた。彼女は驚きを浮かべてはいたが、かすかな笑みもまたその顔から見て取れた。アンブローズは仲間に支えられてふらふらと立ち上がったところだった。顔がショックに歪んでいる。セルジウスは険しい顔でアランの体を調べていた。村人たちは皆、黙りこんでアランの体を見下ろしている。

　館やかた

 のほうから駆けてくる足音が聞こえてきた。どすどすと大きな足音なので、ミルドレッドなのだろうとわかった。赤毛を揺らしながら走ってきた彼女は、

「部屋のバルコニーから見てたんだけど、人間みたいなのが、燃えてなかったかい……？」

　人垣に近づいて、倒れているアランに気づくと、

「……いやだ。たいへんじゃないのさ！」

　震え声でつぶやいた。

　遅れてデリクとラウールがやってきた。アランの様子に気づくと、二人ともヒッと息を吞の

 んだ。デリクが震え声で、

「……どういうことだ？」

「わからん」

　セルジウスがつぶやいた。ラウールは無言でぶるぶる震えているだけだが、デリクは甲高い声を張り上げて怒鳴りだした。

「お、おまえら、なんてことを……！　ただじゃ済まさないからな。こんなことをして……！」

「これは事故だ」

　セルジウスが有無を言わさぬ口調で言った。憤ふん
 怒ぬ

 に染まるデリクの顔を、ぎろりと睨にら

 む。

「いつのまにかこの馬鹿が、張りぼてと入れ替わっていたのだ」

「馬鹿って……」

「祭を邪魔する嫌がらせだったのだろう。最後に火をつけられることを知らなかったのか」

　セルジウスは軽けい
 蔑べつ

 の眼まな
 差ざ

 しでアランの体を見下ろした。

「愚かな客人だ」

「……そんなはずはない！」

　デリクが言い返した。怒りのあまり体を震わせている。もともと甲高い声が、ほとんど裏返っている。声を振り絞って、

「そんなはずはない！　俺たちは知ってたんだからな！　今朝、この男に……」

　びしりとアンブローズを指差す。

「祭の説明をされたんだ。そのとき、最後に張りぼてに火をつけるって、確かに……」

　セルジウスが首を振る。

「炎が上がる前に飛び出すなどして、台なしにするつもりだったのだろう」

「そんな馬鹿な！」

　デリクが叫ぶ。

　村人の顔を見渡すが、誰も目を合わせようとしない。セルジウスの言葉を、疑う様子もなく信じたようだった。デリクは絶望したようにうめき声を上げ、その場に崩れ落ちた。

　と、顔を蒼そう
 白はく

 にしたアンブローズが、息絶え絶えの声で言った。

「セルジウス様……。もしこの若者がそう企たくら

 んだとしても、不可能です」

「なんだと？」

「ついさっき……乙女たちがハシバミの実を投げたとき、この若者が通りかかり、ハシバミの痛みに驚いたように逃げていきました。その後、彼は広場にやってきてはいないし、ここにはたくさんの人の目が……」

「つまり……？」

「張りぼてと入れ替わるのは不可能です。だから……」

　アンブローズはセルジウスに睨まれて口をつぐんだ。

　村人たちに動揺が広がっていった。疑うような濁った眼差しが、セルジウスに集まる。セルジウスは苛いら
 立だ

 ち、アンブローズをおそろしい顔つきで睨んだ。

「……余計なことを言うな。饒じよう
 舌ぜつ

 は愚か者の罪だということを、おまえは忘れたのか！」

「も……申しわけ、ありま……せん」

　アンブローズは途方に暮れたように首を振り、うつむく。

　デリクが叫んだ。

「……どういうことだよッ！」

　その大声に驚いたように、広場から一斉に鳥が飛び立ち、霧の中に消えていった。

　激しい羽音が遠のいていく。

　広場は静寂に包まれ、デリクの問いに答える声はなかった。






　モノローグ─monologue 4─










　ざ、ま、あ、み、ろ。

　──と思っていた。顔に出さないよう必死だった。ここは驚いて、衝撃を受け、悲しんでいるように見せなければならない。

　幸い誰も気づいていないようだった。もしかしたらと危ぶんでいたのだが……その心配は杞き
 憂ゆう

 に終わったらしい。

　そう、昨夜のあの声を聞いた以上、彼らを許すわけにはいかない。こちらにはこちらの計画があるのだ。彼らはそれを邪魔しようとしていた。

　残りの男、も……。

　うまく殺してしまおう。

　あれを奪い、車に乗って逃げるのは、彼らではない。

　彼らではないのだ。






　第五章　森には秘密が眠っている











　　　　１






　朝いちばんで麓ふもと

 の町ホロヴィッツを出発したらしい箱型馬車が、蹄ひづめ

 を鳴らしながら茨いばら

 に覆われた急勾こう
 配ばい

 の山を登り、〈名もなき村〉のあるガラスのコップのような窪くぼ
 地ち

 に辿たど

 り着いたのは、昼を少し過ぎた頃だった。

　村は思いもかけなかった旅人の死に動揺し、夏至祭を一時中断して、村長を始めとする人々が灰色の館のダイニングルームに集まって、討議を続けていた。櫓やぐら

 の上に立つ見張りの若者が、馬車に気づき、力を合わせて跳ね橋を下ろして、客人を迎えた。

　金髪に青い瞳ひとみ

 、上等の絹のシャツにきらきら輝く銀のカフスというなかなか洒しや
 落れ
 者もの

 の若い客人は、威張りくさったポーズで跳ね橋を見上げていた。

　ゆっくりと跳ね橋を渡り始める。

　見張りの若者たちは、新しい客人の不思議なヘアスタイル──金髪を流線形にかため、まるで歪んだドリルが頭についているようだ──に、呆あつ
 気け

 にとられて櫓から彼を見下ろしていた……。





　灰色の館やかた

 では、その男──グレヴィール・ド・ブロワ警部が追ってきた当人である、美しく小さな、そして謎めいた妹、ヴィクトリカ・ド・ブロワが、騒ぎに乗じて、入るなと言われた一つの部屋に忍び込んだところだった。

　一階の薄暗い廊下の奥にある部屋──。

　二十年前に殺人が起こったとされる、あの書斎に。






　　　　２






　書斎は静まり返っていた。

　久しく人が入っていないらしく、書棚にも書物机にも埃ほこり

 がたまり、半分ほど開いたままの青ビロードのカーテン越しの日射しで床の板材も焼け、ところどころ色を変えていた。

　ヴィクトリカがそっと扉を開けて中に入ると、小さく軽いはずの彼女の数歩で、床から埃がぶわりと巻き上がった。ヴィクトリカはかすかにコホンと咳せき

 をした。それから息をひそめ、ゆっくりと書斎を見回した。

　せまい部屋だった。書物机と大きな書棚、曲がり足の大きな椅子。チェストの上に鉄の燭しよく
 台だい

 が置かれていた。机も椅子も、なにもかもが……狭い部屋の割には大きくて豪華な造りだった。

　壁の一方に横長い飾り棚が作りつけられていて、ガラス張りの棚の中に、中世の騎士たちが使ったと思われる、古めかしい武器の数々が飾られていた。鉄と削った樫かし

 の枝でできた重そうな槍やり

 や、細く長い剣けん

 などがみっしりと詰められていた。

　その横にはこれまた大きな柱時計があったが、これは誰かが整備しているらしく、きちんと動いていた。振り子がゆっくり揺れていた。文字盤は古くて消えかけていたが、なんとか数字を読むことができた。

　ヴィクトリカは視線を止め、床の一点をじいっと睨にら

 みつけた。

　小さな唇が開く。

「ここに、死体が倒れていた」

　少しだけ視線を動かす。

「そしてここに、金貨がたくさん落ちていた」

　瞳を閉じる。

「……なぜ金貨が山のように落ちていたのだ？　理由があるはずだ。必ず。これは欠片かけら

 だ。混沌カオス

 の欠片なのだ。必ず再構成のためのピースの一つとなる。考えるのだ。考えるのだ……！」

　緑色の瞳をゆっくりと見開く。

　扉を振り返り、つぶやく。

「そして、コルデリアが入ってきた。鍵かぎ

 のかかった扉を開けて。書斎には自分のほかは誰もいなかった。夜中の十二時のことだったと思われるが、時間ははっきりしない。そして、コルデリアが死体をみつけた。……窓は？」

　埃を上げながら窓際に走る。カーテンを乱暴に開けると、また埃が煙のように立った。窓の外を見て、ヴィクトリカは首を振った。

　外は切り立った断だん
 崖がい

 だった。はるか下を濁流が流れる音が聞こえてくる……。

「ここではない……」

　ヴィクトリカはつぶやく。

「ここから出入りしたのではない。犯人は扉から出ていったはずなのだ。いつものままだった書斎。だがここで殺人が起こった。そして……」

　小さな真珠色の歯を食いしばって、ヴィクトリカは耐えた。

　それからかすかな声でささやいた。

「ママン…………！
 」

「…………
 なにをしているのです？」

　ふいに、しっとりと柔らかな声が響いた。ヴィクトリカははっと息を吞の

 んで振り返った。

　ハーマイニアが立っていた。音もなく扉を開け、責めるような顔をして小さな闖ちん
 入にゆう
 者しや

 を見下ろしている。

　ヴィクトリカは唇をきつく結んだ。

「ここには入ってはいけないと、セルジウス様が」

「……なぜだね？」

　ヴィクトリカは言い返した。

「なぜって……」

　ハーマイニアは戸惑ったように、首をカタリとかしげた。また、壊れた人形が動いているような異様な姿になる。

「気づかれては困ることがあるから、ではないかね？」

「……どういうことですか？」

「この書斎で起きた事件に、べつの真相が隠されているからだ」

「まさか！」

　ハーマイニアは笑った。

　くっくっくっと笑う声がしばらく続いた。

　くっ、くっ、くっ……！


　ヴィクトリカが有無を言わさぬ声で、おかしな笑いをさえぎった。

「セルジウスは反論を許さない男だ。村長となった彼の判断に誰も意見ができなかったのだろうと推測される。その呪じゆ
 縛ばく

 はいまも続いている。だが……彼が書斎を見ることをわたしに禁止したのは、自分の理論に、内心では不安を感じているからなのではないかね？　もしくは……知られては困ることがあるのだ。ちがうかね？」

　ハーマイニアはますます高い笑い声を上げた。

　しかしその声は次第に途切れ、青白い幽鬼じみた顔には、少しずつ不安そうな表情が浮かび始めた。

　目玉をひん剝む

 く。黒目はなにも映っていないような虚うつ

 ろな様子で、剝き出された白目には細く赤い毛細血管が無数に走っていた。不安そうに首をカタリカタリと左右に振り、ハーマイニアは大きく息を吐いた。

　ふ、う、う、ぅ、ぅ……！


「どうしたのだね、ハーマイニア？」

　ハーマイニアはひゅうっと息を吸い、それから言った。

「……じつは、ずっと気になっていたことが。口には出せなかったけれど」

　ヴィクトリカはじっと彼女をみつめた。

　ハーマイニアは足音も立てずに近づいてきた。ゆっくりヴィクトリカに歩み寄ると、空気を振動させる低い声で、

「わたしは当時この館にいました。あの夜の出来事も、どんなに大騒ぎになったかも覚えています。でも、あのときわたしはまだ六歳でした。コルデリアの犯した罪に怯おび

 え、熱に魘うな

 される彼女に付き添うことを求められても拒否しました。こわかったのです。そうしてようやく、罪人がわずかな荷物だけを持たされ村から追放されると、安心し、今度は自分が熱を出したのです。それほどわたしはコルデリアが……罪人の気配がこわかった」

　ハーマイニアは言葉を切った。

　白目がまた大きく剝き出され、真ん中の黒目がぐるりと動いた。どこを見ているかわからない異様な顔つきだった。その顔を、腰を屈かが

 めてヴィクトリカの頰に近づけ、

「しかし、コルデリアが追放された後も、厄は彼女について村を出ていきはしなかったのです。その後の二十年で、村は少しずつ変わっていった。村はいつのまにか色鮮やかさを失い、まるで白と黒だけで描かれた寂しい絵画のよう。そして、子供がとても減ったのです。新しく生まれる子供が……。厄は村から去らなかった。もしかしたら、とおそろしい考えがよぎりました。もしかしたら……」

　ハーマイニアはその先を言おうとしなかった。

　ヴィクトリカが代弁する。

「罪人は、まだこの村にいるのかもしれないと？」

「…………
 」

　ハーマイニアは口をきつく結んだ。

「……セルジウス様のおっしゃることももっともです。コルデリアが犯人だったと考えるのがもっとも簡単なことなのです。書斎の扉には内側から鍵がかかっていたし、その鍵はシオドア様とコルデリアしか持っていなかった。中には誰もいなかった。自ら書斎に入ったコルデリア以外の誰にも、シオドア様をナイフで刺すことはできなかったはずです。もちろんわからないこともある。床に散らばっていたたくさんの金貨のことや、時間に関する証言がみんなまちまちだったことや……。それでも、コルデリアが限りなく犯人に近いということは変わりません」

「ふむ……」

「ですが……」

　ハーマイニアはさらに白目をぎょろつかせて叫んだ。

「大人になってから気づいたのです！　この話がどこかおかしいということに！　シオドア様はこうやって……背中の上部を後ろからブスリと刺されていました。その短刀は柄つか

 までぎっちりと背中に食い込んでいたそうです。しかしシオドア様は大人の男で、追放されたコルデリアは十五歳の少女。背の高さもちがいます。こうしなければ……」

　ハーマイニアはなぜか晴れやかな笑顔になり、両手を合わせて振り上げると、上から下に思い切り振り落とした。目に見えない短刀が窓からの日射しにきらめき、そこに立つ二十年前に死んだ男の幻にグサリと突き刺さるような……寒々しい一瞬だった。

「……こうしなければ殺せません。でもコルデリアはなぜ、わざわざシオドア様の背後に回って、こんな刺し方をしたのです？　それに背の低いほうがこんなことをしたら、よほどの力がなければ、根元までぶっすりと刺さらないのではないでしょうか？」

「……その通りだ」

「わたしならこうすると思うのです。自分よりも大きな、大人の男を刺すのなら」

　ハーマイニアは幻の短刀を腹の前に構えて、まっすぐに体ごと相手にぶつけて刺し貫くポーズを取った。

　目玉をぎょろつかせ、首をカタリと真横にかしげて、ヴィクトリカを見下ろす。

「ね？」

「そうだな」

「…………………………
 」

　ハーマイニアは急に押し黙った。

「殺したのは誰だね？」

「わかりません。わたしにはただ、なにかがおかしいとしか」

　それだけ言うとハーマイニアは口を閉じ、足早に……逃げるように書斎を出ていった。

　ヴィクトリカ一人が部屋に残され、その後ろ姿をみつめていた。

　小声で独り言を言った。

「おかしな刺さり方をしていた短刀。散らばっていたたくさんの金貨。そして、時間がまちまちなこと……！」

　首を振った。

　窓からの日射しが、二人の人間によって舞い上がらされた細かい埃ほこり

 を、白く浮かび上がらせていた。柱時計の振り子の音だけが重く、規則正しく響いていた。

　と……。

　──カチッ！

　かすかに音がした。

　そして……。

　──ボーン！　ボーン！

　柱時計が鳴り始めた。

　ヴィクトリカの瞳ひとみ

 が大きく見開かれた。驚いたようにその音に耳を澄ます。

　頰に赤みがさし、表情も明るく変わる。

　小さな唇を開いてなにか言いかける。そのとき……。

　窓の外でバサバサと鳥の羽音が響いた。ヴィクトリカは思考を邪魔されたことにいらつくように、顔を上げて窓の外をきつく睨にら

 みつけた。窓の外を白い鳩が何羽も飛びすぎていくところだった。白い小さな体が幾つも暗い空に舞い上がっていく。

　ヴィクトリカの表情が、人形のように物静かなものに変わった。

　……何ごとか考えている。

　エメラルドグリーンの瞳がちろちろと揺れる。まるで緑色の炎が燃えているような──、熱のこもった、だが不思議な冷たさもある、その瞳──。

　ゆっくりと瞳を細める。

　そのまま数秒。

　やがて──、

　ヴィクトリカは顔を上げた。その顔には確信に満ちた冷たい表情が浮かんでいた。

「〝知恵の泉〟が語りかけた──。いま欠片かけら

 はすべて再構成された──！」

　書斎の重い扉のほうを、ゆっくりと振り返る。

「だが………………
 」

　急に顔を曇らせる。

「だが、これをどう証明するのだ……？」






　　　　３






　その頃、一弥は──。

　広場や墓地やあちこちを走り回って、はぐれてしまったヴィクトリカを捜していた。

　昨日、野生の狼に追いかけられたことや、誰かわからない人物によって水差しに動物の目玉が入れられていたこと、となりの部屋で羽根布団の中に潜んで脅した謎の人物のことや、ついさっき起こったおそろしい殺人事件……。

　さまざまなことが頭に浮かんでは消え、一弥を不安にしていた。

　うろうろと歩いて、村人に連れの少女を見なかったかと質問しては、首をかしげられ……。

　はぁ……とため息をついたとき、なにかが後頭部に突き刺さった。先の尖とが

 った妙なものが……。

　振り返ると、金色のドリルの先のようなものが視界いっぱいに広がっていた。目に刺さりそうな恐怖を覚えて、一弥は思わず後ずさった。

「……君」

　怒りに震える男の声。

「確か、久城一弥くんだったかねぇ？」

「…………
 警部!?
 」

　グレヴィール・ド・ブロワ警部が立っていた。巨大すぎる旅行用の四角いトランクを抱えている。顔をひきつらせ、両手をわなわなと震わせていた。怒っているらしい。

「荷物、大きいですね？」

「君ね……」

「それも遺伝なのかなぁ。ヴィクトリカの荷物もやたらと大きいし……」

「君ね、君…………
 」

　青い血管の筋が額に数本浮かんだ。

　一刻置いて、ブロワ警部が怒鳴った。

「どうして君までここにいるのだね！　それと、あの、あれは……あれだよ、あれ！　髪の長い、生意気な、ちびっこい……」

　一弥は警部の体から溢あふ

 れ出す怒りに圧倒されながらも、

「ええと、警部の妹さんですか？」

「…………
 」

　ふんふんと鼻息だけが荒く聞こえた。

　警部は返事をしようとせず、いらいらと足踏みを続けていた。それからようやく小声で、

「……あれも、ここにきているだろう？」

「はぁ……」

「久城くん、君が一人でこの村にくるわけがないのだからな……」

「おかあさんの故郷ふるさと

 らしいですね」

　警部は頭を振り、忌々しそうに呻うめ

 いた。

「あれはどこだ！　あれは！」

「それが、ぼくもいま捜してるんです」

「なにをのんきな！　君も知っての通り、あれには特別な外出許可がいるのだ。だからほとんど学園から出たことがないし、学園に入れる前は館やかた

 の塔から出さなかったのだ。それが勝手にこんなところまできたと知れたら、わたしも大変なことになるのだよ……！」

　ブロワ警部はいらいらと地面を蹴け

 った。

「大変なことって……？　警部、ヴィクトリカはどうして外に出てはいけないんですか？　ときどき休暇を取って旅行をしたり、週末に買い物に出かけたりするぐらい、誰だってできることだと思うんですが……」

　警部は聞こえない振りをした。一弥はため息をついて、

「それにしても警部……ヴィクトリカを追いかけてきたんですよね？　でも、よく、ここにきたってわかりましたね」

「当たり前だ。あいつが勝手に聖マルグリット学園を抜け出すなんて、前代未聞だよ、君。そうなれば、わざわざ向かうのはここぐらいなものだろう？」

「……そうなんですか」

　二人が言い争っているところを、遠くからくるくる渦巻く赤毛の女性が通りかかろうとして……あわててきびすを返すのが見えた。

　一弥はそれに気づいて、

「そうだ、警部さん……！　例のバザーでのドレスデン皿盗難事件の犯人、なぜかぼくらと一緒にきてるんですよ。あのシスター……。シスターだっていう割には、賭かけ
 事ごと

 やお酒が大好きで、なによりお金が好きだって言ってましたけど。とにかくおかしなシスターで……」

「…………
 」

　警部はなぜかまた、聞こえていない振りをした。

　一弥は口を閉じ、警部の顔をじっとみつめた。

（なにか、おかしいな……）

　思えば、バザーでのドレスデン皿盗難事件のことをヴィクトリカが解決してみせたときも、警部の態度はおかしかった。犯人を知ると、困ったような顔をして図書館を出ていき、しかもその犯人を捕まえなかった。それにいまは、ミルドレッドのほうが、警部の姿に気づくとあわてて逃げていったようだが……。

　──一弥が考えこんでいると、館の玄関の扉が開いて、ヴィクトリカがとことこ出てきた。警部はアッと叫ぶと、一弥の両肩に手を置いてぶんぶん揺さぶった。

「いいかね！　あれにすぐ学園に戻るように言え！　君、わかったかね！」

「……どうして自分で言わないんですか！」

　ヴィクトリカは二人が争う声に気づいて顔を上げたが、驚いた様子はなかった。一弥は警部から離れ、ヴィクトリカに向かって走り出した。

　彼女の前に着くなり、

「……いったいどこに行ってたんだよ？　ヴィクトリカ。心配して捜してたんだからね」

　一弥はやきもきして話しかけるのだが、ヴィクトリカのほうは何ごとかに思い悩むように早足で歩き続けている。

　一弥がなおも話しかけていると、ようやく気づいたように顔を上げ、

「……なんだ、君か」

「君か、じゃないだろ。あと、お兄さんもきたんだけど……」

「ああ、グレヴィールか。彼なら、そろそろくるだろうと思っていたよ」

「本当に？　どうしてわかったんだい？」

　ヴィクトリカは驚いたように一弥の顔を見上げた。じつに不思議そうに、

「……君、気づいてなかったのか？」

「気づいてって、なにを？」

「あれにだ」

「あれって？」

「……もう、いい」

　ヴィクトリカは苛いら
 立だ

 ったようにそう言うと、口を閉じた。

　そのまま歩いていってしまうので、一弥はあわてて後を追った。

「とにかく、あんなおそろしい事件があった後なのに、一人でうろうろして。ヴィクトリカ、帰らないのなら仕方ないけど、その代わり君、頼むからぼくから離れないでくれよ」

「どうしてだね？」

「──心配だからだろ！」

　一弥が怒りだした。

　ヴィクトリカは初め、不思議そうに相手の顔を見上げてぼうっとしていたが、その顔に次第に固い表情が浮かんだ。

「……わたしはそれどころではないのだよ、君」

「それどころって……。ヴィクトリカ、ぼくは君のことを心配……」

「心配などしなくていい」

「…………!!

 」

「わたしのことは放っておいてくれ。君、なぜそんなにおせっかいなのだ？　暇なのかね」

「なっ……！
 」

　一弥の顔が怒りで赤く染まった。なにか言い返そうと口をぱくぱくさせていると、遠くから誰かが二人を呼ぶ声が聞こえてきた。

　二人が同時に振り向くと、聖堂の前に立ったアンブローズが手招きしていた。

　顔を見合わせ、口喧げん
 嘩か

 は休戦ということにして、二人は聖堂に向かっていった。





　──聖堂の前には、いつのまにか、アンブローズのほかに十代の少年少女が数人集まっていた。アンブローズは疲れた顔をしてはいたが、努めて明るく、

「セルジウス様のお考えで、夏至祭を続けることになりました。なので……」

　アンブローズの説明によると、夏至祭の夕方、聖堂に子供だけを集めて、未来を視み

 るのだという。

　昼間の寸劇で〈夏の軍〉が勝利し、豊ほう
 穣じよう

 が約束された後、夕刻に聖堂を無人にする。その無人となった聖堂を通って先祖が広場にやってくる。夜になると今度は、先祖に豊穣のさまを見てもらう儀式が始まる。

　その前に……だいぶ近づいてきた先祖の霊に質問するという形で、子供にだけ、一人が一つ未来について教えてもらえる儀式が行われるらしい。先祖の言葉は村長のセルジウスが代弁するという。

「せっかくだから、お二人もいかがですか？　ぼくはセルジウス様の助手につきますから、列に並んでおいて下さい」

　ヴィクトリカは面倒くさいといやがったが、一弥は参加するだけしてみようと言って彼女を列に並ばせた。

　聖堂の中はしっとりと湿った空気に満たされていた。天井は高いが幅が狭く、上に近づくにつれさらに細く尖とが

 っていた。ステンドグラスが輝き、ささやき声さえも響いて聞こえるほどによく反響した。

　内部は暗く沈んでいた。花のような模様にそった小さな穴がいくつも開いている薔薇ばら
 窓まど

 から、薄い日光が細かく分断されて床に落ちていた。牡ぼ
 丹たん

 雪が舞うように、白く小さな光がたえまなくこぼれ落ちてきていた。

　手前の広いホールには、聖歌隊席の長椅子が五列並んでいた。石造りの長椅子には花が撒ま

 かれていた。ピンクやオレンジ、クリーム色の花びらに埋まっていた。

　聖堂のいちばん奥に、秘密部屋のような小さな礼拝堂があった。屋内にもう一つ小さな家を建てたように、尖った屋根に覆われたその部屋だけが、日光も花びらの輝きも届かず、暗く闇に沈んでいた。

　と、礼拝堂にかすかな灯あか

 りがついた。燭しよく
 台だい

 が置かれて、小さな炎が揺らめいた。その横に古びた壺つぼ

 が大切そうに置かれているのが照らし出され、一弥は、あれが聖水の大おお
 瓶がめ

 に何度も落とされた壺かと思い当たった。

　暗さに目が慣れてくると、礼拝堂の奥にセルジウスとアンブローズが座っているのが見えた。セルジウスは躰からだ

 に僧を思わせるトーガを巻きつけていた。紫色をした帯が、裾すそ

 から床に長く垂れていた。目を閉じていて、ガラスのコップに注がれた水をやたらと飲み干した。そのたびにアンブローズが水差しから水を足していく。

　少年少女たちが順番に礼拝堂の奥に行き、村長のセルジウスになにかささやく。そのたびにセルジウスは目を閉じて、祈るように数秒黙り……なにかをささやき返す。

　その言葉は驚くほど長いこともあれば、ほんの一言のこともあった。少年少女たちは、ある者は満足そうに笑顔で、ある者は怯おび

 えて泣きながら、一人また一人と去っていく。

　静かで、どこか敬けい
 虔けん

 な雰囲気だった。初めは真剣ではなかった一弥も、村の少年少女たちの様子に押されて、少しずつ真面目な気持ちになってきた。

（それにしても……未来についてか。なにを質問しようかな…………？
 ）

　やがて一弥たちの番になった。ヴィクトリカが一弥をぐいっと押して、

「君、先に行きたまえ」

「ええっ、ぼくから？　わ、わかったよ……」

　一弥はそっとセルジウスの前に進み出た。

「ええとですね……」

　セルジウスが目を閉じる。一弥は忙しくいろいろなことを考えた。

（ええと、一国の、そして世界に役立つ優秀なる人材になれるかどうか。将来のことを……）

「……じつは、友達がいるんですけども」

　口が勝手に動いて、考えていることとまるでちがうことを言い始めた。しかも、話し始めたらなぜか止まらなくなってしまった。

「あの、女の子なんですけど、とにかく頭が良くて口が悪くて、なんていうか、ぼくにはどうしたらいいかぜんぜんわかんないんですけど。もっともそれはぼくのせいじゃなくて、向こうがおかしいんだと強く思うんです。いつもばかにされるしこき使われるし、そのくせ邪魔者扱いされたりするし」

「……それはひどいな」

「ええ。もう苦労の連続で、本当に腹が立っているんです」

「……察するよ」

「本当にもう、我慢できないぐらい腹が立っているんです」

「うむ……」

「つまり、ぼくが言いたいのは……」

「……言いたまえ」

「ぼくはその……」

　一弥は迷った。

　それから思い切って、心に浮かんだことを口に出してみた。

「ヴィクトリカと、これからもずっと一緒にいられるのでしょうか？」

　顔が赤くなった。一弥はなぜか急にとても悲しい気持ちになった。そして、そんな質問を口に出したことを強く後悔した。苛立ちや期待や、得体の知れない感情が胸に満ちてくる。一弥は努めてそれを無視しようと踏ん張った。その感情は男らしくないものだという気がした。

　礼拝堂は静寂に包まれ、闇に沈んでいた。

　きらりとなにかが光った気がした。目を閉じるセルジウスの上に、薄闇に沈んでいるはずの礼拝堂のどこからか……陽光の欠片かけら

 のようなものが……一瞬だけ、きらきらっと輝きながら降り落ち、すぅっと消えた。

　その後は、さっきよりずっと暗くなった気がした。一弥は唇を嚙か

 んで待った。

　やがてセルジウスが、しわがれた声でつぶやいた。

「ともには、死ぬまい」

　一弥は顔を上げた。

　セルジウスがゆっくりと目を開いた。

　黒目が消えて、濁った卵色をした白目が二つ、ぽっかりと顔に浮かんでいた。口を開き、うめき声を上げる。

　最初は聞き取れなかったが、次第に言葉としてなんとか聞き取れるようになってきた。

「……それは……これから何年後か……世界を揺るがす大きな風が吹くであろう」

「はい……」

「そなたたちの体は軽い。いかに思いが強くとも、風には敵かな

 うまい」

「…………
 」

「その大きな風によって、二人は離ればなれになることだろう」

　一弥はすっと血の気が引くのを感じた。

「しかし、案ずるな」

「…………
 」

「心は、ずっと離れまいからな」

「心、は……？」

「ああ、そうだ」

　セルジウスの黒目がきゅううっ……と元に戻ってきた。水差しから直接水をぐいぐいと飲み干す。口元から顎あご

 へ、そしてトーガへ……水が細い滝のように流れ落ちた。一弥に「行ってよいぞ」とつぶやくと、つぎにヴィクトリカを呼んだ。

　釘くぎ

 を刺すように、

「母親のことは聞くな」

　と言うのが背後で聞こえた。





　一弥は子供たちで騒がしい聖堂から走り出た。

　外はだいぶ明るかった。まだ昼間なのだ。

　足がもつれそうになり、外に出たところでようやく止まる。

　乳色の濃い霧がまた立ちこめていた。前にも後ろにも人気はなく、一弥は一人きりでそこに立っていた。

　頭の中で、セルジウスの声が響き渡った。

〈心は、離れまい……〉

〈風によって、二人は離ればなれに……〉

〈世界を揺るがす大きな風が吹く……〉

〈何年後か……〉

〈風が……〉

　一弥は大きく首を振った。

「信じないぞ。占いなんて信じない……」

　その声がとても不安そうに震えているのに気づいて、一弥は自分らしくないと感じた。そして、どうして自分はあんな質問をしたのかなぁと首をかしげた。

　そのまましょんぼりとうつむいて靴の先を見ていると、立ちこめる乳色の霧の向こうから、誰かの気配がした。足音一つ立てずそれは近づいてくる。やがて霧の中から、金色の髪を細かく編み込んだ小さな頭が見えた。

　目玉をぎょろりと剝む

 いて、一弥を見る。

　ハーマイニアだった。

「あの、占いを……」

　一弥が短く説明すると、ハーマイニアは、あぁとうなずいた。男のような低い声だった。

　それから急に甲高い若い女の声になり、

「いやな結果が出たのでしょう？」

「はぁ。まぁ……うん、多分」

「占いの結果は覆りませんよ」

「べつに、占いなんて信じてるわけじゃないんですけど……」

「覆りませんよ」

　ハーマイニアは繰り返して、くっくっと笑った。

　ぽかんとして見ている一弥の後ろから、ヴィクトリカもやってきた。ハーマイニアは二人を見比べながら、今度は老人のようにしゃがれた声で言った。

「しかし、過去に一度だけ覆ったことがありますが……」

　ハーマイニアはそれだけ言うと、立ち去っていった。その姿は濃い霧のヴェールにはばまれてすぐに見えなくなった。

「なんなんだよ。覆るとか、覆らないとか。ヴィクトリカ……わぁっ!?
 　君、どうしたの？」

　ぶつぶつ文句を言っていた一弥は、かたわらの彼女を見下ろして驚いた。

　ヴィクトリカは、かなり不機嫌そうにほっぺたをふくらましていた。栗鼠りす

 が木の実を詰めこんだような大きなふくらみだった。そして瞳ひとみ

 には、いっぱいに涙がたまっていた。

（この顔は……よっぽどいやなことを言われたんだろうなぁ……）

　館やかた

 に向かって歩きだしながら、一弥はヴィクトリカに聞いた。

「君、いったいなにを聞いたのさ？」

「……君に関係あるかね？」

　ヴィクトリカの答えは喧けん
 嘩か
 腰ごし

 だった。相変わらず、すこぶる機嫌が悪いらしい。一弥はいい加減腹を立てて、

「……そりゃ、ないけどさ」

　自分もなにを聞いたのか聞かれたら困ることを思い出して、一弥は黙った。

（もしかしたらヴィクトリカは、人には言えないような、とても深刻なことを質問したのかもしれない……。それなら無理に聞いちゃいけないし……）

　と、ヴィクトリカがきわめて不機嫌な声で、ぼそっと言った。

「……伸びるか、聞いたのだ」

「伸びるってなにが？」

「背だ」

「…………
 背ぇ!?
 」

　一弥は足を止めて、かたわらの彼女を見下ろした。

　少年としてはどちらかといえば小柄な一弥の胸の辺りに、彼女の小さな頭がある。十五歳という年齢にしてはずいぶん小柄と言えるだろう。どうやら彼女はそれを気にしていたらしい。

　一弥は思わず、失礼にもぷっと吹き出しそうになった。

「なんだ、背かぁ……」

　心の中だけで（そっか。占いで、もうこれ以上伸びないよって言われたんだ……）と付け足し、かわいそうに思いながらも、ついつい笑い出しそうになった。

　さっきまでの怒りやもやもやした気持ちが、他愛もなくどこかに消えていく。一弥は元来、あまりいつまでも思い悩むほうではないのだ。父や兄たちとすれ違ってしまったときのように、本当に傷ついたとき以外は。

　しかし、にこにこし始めた一弥の顔を見上げたヴィクトリカのほうは、他愛もなく笑顔に、とはいかないようだった。静かな危険な目つきで、一弥を睨にら

 む。

「……久城、君、笑ったな？」

「へっ？」

　ヴィクトリカの表情がとつぜん悲しげに滲にじ

 んだ。

「君はいつもそうだ。わたしのことなど……わかっていないのだ。なのに、見透かしたようなことを簡単に言うのだな、君は」

　ヴィクトリカは謎のような言葉を吐いた。

　なんだか彼女らしくない言葉だった。声のトーンもいつになく暗く、いまにも泣きそうに沈み込んでいた。一弥は驚いて聞き返そうとした。

　そのとき……。

　──ごちん！

　ヴィクトリカがレースのついた革靴のつま先で、一弥の向こう臑ずね

 を思いっ切り蹴け
 飛と

 ばした。たいした力ではないのだが、彼女の小さな革靴はとても固くて、一弥は飛び上がった。

「イテーッ！」

　ヴィクトリカが一弥を睨んだ。少し涙ぐんでいるようだ。

「おい……ヴィクトリカ？　痛いだろ。こら、痛いってば。なにするんだよ！」

　ヴィクトリカは答えず、先に館の玄関を抜けて、ホールに入っていってしまった……。





　彼女を追いかけようとした一弥は、またもや彼をみつけて追いかけてきたブロワ警部に呼び止められ、ヴィクトリカのほうを気にしながらも、その場に足止めされてしまった。

「おい久城くん。それで君、うちのその、あれは……帰らないのか？　学園にいてくれないと困る。わたしは困るのだ。君からよく言い聞かせてくれたまえ………………
 」

「いや、警部……」

　一弥が困りながらも、ヴィクトリカがまだ帰らないということと、自分がついているということを主張すると、警部はそれを鼻で笑った。

「久城くん、君がついていようがいまいが関係あるかね？　確かに君はあれと仲がよいようだがね、それは君とあれとのあいだのことに過ぎない」

「……どういうことですか？」

　ブロワ警部は目を細め、一弥を見下ろした。

「あれは外に出てはいけないのだ……。コルデリア・ギャロは先の世界大戦でしてはいけないことをした。あれは普通の人間ではない。危険なのだ。君はまだそのことを知らないのだよ、久城くん……」

　警部の顔には嫌悪や怖れといった表情が浮かんでいた。一弥は黙って警部の顔を見上げていた。なにかを質問したかったけれど、なにを聞けばいいのかわからなかった。ただ自分はヴィクトリカのことをなにも知らないのだという気がしてきて、そう思うとともに、悲しみや怒りがこみあげてきた。

　ブロワ警部は続けた。

「とにかく、あれはひとまず聖マルグリット学園に戻らなくてはいけないのだ。そういう約束で学園への入学を決めたのだからな。後のことはおそらく……父が決める」

「父って、ブロワ侯爵ですか……？」

「そうだ……！　あれと、それからわたしも、謗そし

 りを受けることだろう。あれの監督は、一族の中でわたしの義務とされていたのだからな……」

　一弥はわけがわからず、首を振った。

　もめている二人に向かって、霧の中から近づいてくる人影があった。一弥がその大きな足音に気づいて振り返る。警部も遅れてそちらをじろりと見た。

　濃い霧をかき分けて近づいてきたのは、アンブローズだった。聖堂から早足で歩いてきて、二人に気づくと足を止める。

　そうして見ると彼は、霧の奥から迷い出てきた大昔の人間のようだった。ごわごわと毛羽だった毛織のシャツはあまりに古めかしく、革のベストも膝ひざ

 までのキュロットも、大きな音を立てる先の尖とが

 った靴も、中世に生きた農民が幽霊となって迷い出てきたようだ。

　しかし彼の顔は、金色の長い髪と緑色の瞳、少女のようにも見える薔薇ばら
 色いろ

 の頰、そしてなによりも表情が好奇心に生き生きと輝いており、まだ少年から青年となってまもない若者に特有の、若々しい魅力にあふれていた。

　彼は一弥に笑顔を向けてから、新しい客人に気づいた。礼儀正しく、

「見張りの者から連絡を受けました。新しい客人が、こら、れた、と…………？
 」

　次第に声が途切れがちになり、アンブローズの輝く瞳はまっすぐに、グレヴィールの貴族らしい気取った顔つきの上にある、ドリルの先のようなものに注がれた。

　アンブローズの本質にある、無邪気な子供らしさの名残が顔を出したらしく、彼は村長の助手という立場をたちまち忘れて、新しい客人を好奇心をむきだしにして眺めた。それから急に、まさに子供のように質問責めにし始めた。

「お客人、そのヘアスタイルは若者の流行ですか？　なにをイメージしているのでしょう？　それからシャツは……絹ですね。男性も絹のシャツを着るのですか？　それから袖そで
 口ぐち

 の銀色に光るものは……？　釦ボタン

 の代わりなのですね。きれいだなぁ……銀製ですか？　それから……」

「……アンブローズ！」

　霧の奥深くから険しい声がかけられた。

　アンブローズははっと我に返り、口を閉じた。質問責めにあったブロワ警部のほうは、まんざらでもない様子で自分のファッションについて語ろうとしていたが、霧の向こうから現れた中世の僧のような老人の姿に驚いて、口を閉じた。

　一弥の小柄な体に隠れ、後ろからささやきかける。

「……誰だね？」

「村長です」

　セルジウスは怒りに震え、髭ひげ

 も逆立つほどの形相で若い助手を睨みつけていた。アンブローズはしまったというように唇を嚙か

 み、頭を深く垂れている。

「アンブローズ……。おまえはまだ、そのようなことに興味をもっておるのかね？　おまえはつぎの村長として村を守らなければならない人間だというのに。このわしが、見込みのある青年だと推してやったというのに」

「はっ……」

「外の世界から客人がくると、おまえはそわそわと浮き立つ。まだ子供だったときもそうだった。ある日とつぜんブライアン・ロスコーと名乗る子孫が訪ねてきて、村にしばらく滞在し、莫ばく
 大だい

 な富で村に電気を引いたとき。あのときもおまえはブライアンになつき、一日中、町の話をしてくれとねだった。愚かなる好奇心。ブライアンが去った後は何か月も、おまえは櫓やぐら

 に上り、山の向こうを眺めてばかりいた。立派な青年となったいまも、おまえは愚かな子供であったときと、少しも変わっていないというのかね？」

「申しわけありません……」

　アンブローズがますます頭を垂れた。

「それから、アンブローズ……髪がほどけかかっているぞ。きちんと固く結ぶのだ。髪につられて心があやふやになるのを防ぐためにな」

　アンブローズはあわてて髪に手をやった。そう乱れているようには見えなかったが、金髪が二筋ほどほどけて首にふわりとかかっていた。

　しばらくセルジウスは髪を結び直す若者を睨みつけていたが、やがて視線を、一弥の後ろに隠れているおかしな洒しや
 落れ
 者もの

 の男に向けた。

「あなたは？」

　アンブローズが、新しい客人がきたのだと告げた。一弥が続けて、ヴィクトリカの腹違いの兄なのだというと、セルジウスはかすかに眉まゆ

 をひそめた。

　ブロワ警部が胸を張って挨あい
 拶さつ

 をした。

「グレヴィール・ド・ブロワ。職業は名警部です……。いや、冗談です、が………………
 どうしました？」

　ブロワ警部の職業を聞いた途端、セルジウスの表情が変わった。

「警部なのかね……？」

「はぁ。あの、なにか？」

「それならば……」

　セルジウスはまっすぐにブロワ警部をみつめた。

「ぜひとも、解決してもらいたい事件がある」






　　　　４






　──灰色の館やかた

 の一階にあるダイニングルーム。

　大理石のマントルピース。黒光りする鏡板の壁の四隅に、ガラス細工の壁灯がかけられている。壁には絵画が飾られていて、それはどうやら、この村の風景を描いたものであるらしい。

　豪華な部屋は、やはりなぜか息苦しかった。天井が低く、じっとしていると少しずつ押しつぶされていくような気がしてしまう。一弥はため息をついて、となりに座るブロワ警部の様子をうかがった。

　一弥とブロワ警部は、セルジウスに連れられて、有無を言わさず部屋に通されていた。つぎつぎと村の重鎮らしい老人がやってきては、席に着く。一弥とブロワ警部は隅の席に小さくなっていた。

　ハーマイニアが足音一つ立てずに入ってきた。古いがよく磨かれた銀食器を抱えている。それぞれにお茶やブランデー、葡萄ぶどう

 酒などが給仕されていく。

　セルジウスはブロワ警部に向かって、つい数時間前に起こった、〈冬の男〉の張りぼてが人間に替わって焼け死んだ事件を説明していた。

「……つまり、死んだアランという男は、事件の直前に別の場所を歩いているところを目撃されているのです。ハシバミの実を娘たちに投げつけられて、痛そうに退散していった……。しかしその後、アンブローズが人間の形をした張りぼての載った山車だし

 に火をつけると、いつのまにか張りぼてとアランがすり替わっていて、彼は炎に巻かれて死んでしまった……」

「はぁ」

　警部は不安そうに足踏みしながら、話を聞いていた。

「警察の方なら、好都合というものです。この事件の謎が解けないままでは、わたしどもとしても……」

「……おい」

　警部が一弥の膝をつついた。

「……なんですか？」

「あれはどこだ？」

「警部の頭のいい妹のヴィクトリカなら、多分自分の部屋ですよ」

「呼んできてくれたまえ、君」

　一弥は腹を立てて、警部にささやいた。

「またヴィクトリカの知恵を借りておいて、自分の手柄にするつもりでしょう？　それなら自分から、彼女に力を貸してくれと頼むべきです。あなたのやることには、いつも筋というものが通っていないんです」

　ブロワ警部は、一弥の顔を不思議な目つきで見返した。その顔が少しずつ、なぜか悔しそうに歪ゆが

 んだ。そして吐きだすように、

「……ぜったいにいやだ！」

「なんでですか？」

「わたしが頼むのと君が頼むのでは、違うのだ。結果がぜんぜん違うのだよ。久城くん、君自身は気づいていないが、君の受け取っている恩恵は、悪徳高利貸しからただでお金をざくざくもらい続けるような、奇特で不思議すぎるものなのだ」

「……なにを言ってるんですか？」

「いいから呼んでこい！　くれぐれも、君があれに頼むんだぞ、久城くん」

「警部……っ！
 」

　そうは言っても、彼女を一人にしておくのは、一弥としても不安だった。一弥はそっと立ち上がって、ダイニングルームを出た。

　豪ごう
 奢しや

 な造りだが、やはり天井が低く圧迫感のある廊下を、一人で歩く。

　青銅のてすりがついた大階段を上がり、ヴィクトリカの部屋の扉をノックする。すぐに扉が開いて、ヴィクトリカのかなり不機嫌そうな顔が覗のぞ

 いた。

「……なんだね？」

「心配だから、見にきた」

「わたしは無事だ。久城なんか知らない。放っておいてくれ」

「君ねぇ！……
 ちぇっ、わかったよ。もううるさく言わないよ。……それから、ダイニングルームで君のお兄さんが助けを呼んでるけど」

「助けだと？」

　ヴィクトリカは大きな瞳ひとみ

 を瞬まばた

 きさせた。

「村の人たちに囲まれて〈冬の男〉の事件を解決してくれと言われてるんだけど、ぜんぜんわからないって遠い目をして、君を呼んでこいってぼくをせっついていたよ。ぼくから君に頼めってさ」

「相変わらずばかな男だな」

「残念ながら、ぼくじゃなくて君の兄貴なんだけどね。……どうする？」

　ヴィクトリカは少しだけ首をかしげて、考えこむような顔をした。それからうなずいて、

「よし、行こう」

　部屋からちょこちょこと出てきた。

　一弥はほかの部屋のほうをちらりと見て、

「ほかの人たちは？」

「……ミルドレッドは部屋にいるようだ。どうやら彼女はあまり祭に関心がないらしいな。男二人はさきほどまでどちらかの部屋で騒いでいたが、いまは外に出かけたようだ。どうやら友人の死を悼むというよりは、村人を恨んでいるようだったな。アランは村人を侮辱したために、彼らの手によっておそろしい方法で殺されたのだと思っているようだった」

　ヴィクトリカはそれだけ言うと先に廊下を歩きだした。一弥もあわてて後を追った。

　パニエでふっくらふくらんだスカートの裾すそ

 からフリンジが覗いて、歩くたびに揺れているのを、一弥は彼女の後ろを歩きながらぼんやりとみつめていた。レースのついた革靴を履いた足はとても小さくて、子供用の靴なのではないかと疑いたくなるほどだ。ヴィクトリカの小さな体は、レースやパニエやベルベットでふくらんで、歩くたびにふかふかと揺れていた。





　──二人がダイニングルームに戻ると、ブロワ警部以外の全員が、なぜか椅子から立ち上がっていた。大きな窓が開け放たれ、外の暗い森が部屋まで迫ってくるようだった。黒くもつれあった枝とみっしりと生えた葉が、光が入り込めない暗い森を作っていた。

　セルジウスが猟銃を構えていた。

　一弥が驚いて、

「なにしてるんですか！」

「……狼だ」

　セルジウスは短く答えた。

　一弥は彼が睨にら

 みつけている森の奥をみつめたが、そこにはなにも見えなかった。昨日この村に着いたときも、セルジウスはかすかな音に反応し、狼がいると言って森に発砲していたが……。

　──ぴしり！

　森の中から、何者かが枝に当たって折ったような乾いた音が響いた。

「やはりな！」

　セルジウスがつぶやき、止める間もなく森に向かって発砲する。

　──銃声が響いた。

　となりでヴィクトリカが息を吞の

 んだ。「いけない……！」とかすかなつぶやきが洩も

 れた。となりを見ると、彼女は真珠色の小さな歯を嚙か

 みしめていた。それから窓に向かって走る。

　セルジウスがなおも撃とうとするのを、止める。

「やめたまえ！」

　同時に、外からうめき声が聞こえてきた。セルジウスが猟銃を下ろして、つぶやいた。

「仕留めたか……」

「ちがう！　あれは人間の声だ！」

　ヴィクトリカの言葉の意味がわからず、セルジウスはただ彼女をみつめた。

「さっき……あの二人は散歩に行こうと言っていたのだ。森のほうに……！」

　ヴィクトリカは叫ぶと、身をひるがえしてダイニングルームを飛び出した。ちょうど廊下にいたらしいアンブローズが、驚いたように彼女を振り返った。

　一弥たちもヴィクトリカの後を追った。玄関を飛び出して、ちょうどダイニングルームの窓の外にある森に辿たど

 り着く。

　ヴィクトリカは黒い枝をかき分け、森に入っていった。せっかくのドレスは枝に引っかかったり土にまみれたりして、どんどん様子を変えていった。

　一弥は必死でヴィクトリカの後を追った。

　森の外から……。

　切れ切れにおかしな叫び声が響いていた。

　うっ、うっ、うっ……。

　人間が泣き声を押し殺しているようにも、獣が短く鳴いているようにも聞こえる。

　うぅっ……
 うぅぅっ…………
 。

　どこから聞こえてくるのかわからず、一弥は思わず天を仰いだ。空はまるで見えず、黒い細い枝と生い茂る大きな葉が風に不気味にそよいでいた。

　狼が出る……。

　野生の狼が出る……この森………………
 。

「ヴィクトリカ!!
 」

　一弥は歯を食いしばって、彼女の後を追った。

　不気味な低い鳴き声が、背後から近づいてくる。

　やがてヴィクトリカが足を止めた。

　鳴き声がさらに大きくなり、天高くに甲高く突き刺さる。

「ヴィクトリカ……？」

　一弥の声に、ゆっくりとヴィクトリカが振り返った。

　困ったような顔をしている。

「……二人目だ、久城」

「えっ？」

「ラウールも殺されたようだぞ」





　一弥は走り、ヴィクトリカに追いついた。そして彼女が指差している地面を見た。

　そこには……胸から血を流して倒れているラウールがいた。

　瞳は見開かれ、呆ぼう
 然ぜん

 と虚空を見上げている。すでに事切れているのは一目見てわかった。

　泣き声の主はデリクだった。森の外から、一弥たちを追って走ってきていた。甲高い奇妙な声を上げて泣きながら、彼は立ち止まった。倒れているラウールに気づき、さらに声を大きくした。

「二人で散歩してたんだ。ラウールがおもしろがって、どんどん森の奥に入っていった。そしたら、どこからか銃声がして……続けてラウールの声がした。短くて……悲鳴みたいだった。撃たれたんだってわかった。だけど……どうしてだ？　どうして…………
 死んじまってるじゃないか！　どうして撃たれたんだ？」

「狼と間違えられたんです」

　デリクは、言われた意味がわからないというようにぽかんと口を開けた。

「……狼？」

　村人たちもやってきた。惨状に気づいて、皆押し黙る。

「昨日デリクさんも、村長が森に発砲したところを見たでしょう？　森の奥から音がしたから、狼だと思って……」

　アンブローズが小声で付け足した。

「村人は森には入らないんです。だから、まさか人間だとは思わなかったのだと……」

「なに言ってるんだ？　死んだんだぞ？　人を撃って死なせたんだぞ？　俺だって、もしかしたら撃たれていたかもしれないんだ。おまえら……わかってるのか！」

　デリクが叫んだ。キンキンと耳に響く声だった。村人は顔を見合わせて黙りこんだ。

　──ヴィクトリカがふっとしゃがんだ。一弥は、なにをしているのだろうと彼女の手元を見た。

　ヴィクトリカは地面からなにかを拾い上げた。一弥の視線に気づくと、ちらりとだけそれを見せる。だが一弥には意味がわからなかった。ヴィクトリカだけが納得したように瞳ひとみ

 を細め、うなずいている。

　ヴィクトリカが拾い上げたもの、それは……。

　固いハシバミの実だった。






　　　　５






「この森はハシバミの森ではないのだよ、久城。つまり、あの場所に実が落ちているはずはないのだ」

　ヴィクトリカは面倒くさそうに小声で説明しながら、森を出ようと歩いていた。小走りについていきながら、一弥は、

「つまり、どういうことだよ？」

「ハシバミの実は、死んだアランに投げつけられたものだ」

「うん……」

「ところで、ドレスデン皿泥棒のミルドレッドはどこだ？」

　急にヴィクトリカが言い出したので、一弥は驚いて、

「し、知らないよ……。部屋じゃないかな」

「ふむ……」

　ヴィクトリカは急にふわぁ～とあくびをした。

　──しばらくのあいだ村は混乱していたが、村人たちは祭を続けていた。アンブローズは二人をみつけると、セルジウスが「わしが撃ったのは狼で、人間ではない」と言い張っているのだとため息をついた。

　ヴィクトリカはしばらく黙ってアンブローズの顔をみつめていた。不思議な表情だった。やがて彼女は低い声で、

「君自身はどう思うのだね？」

「ぼく、ですか……」

　アンブローズは口を開いたが、答えることをおそれるように閉じた。それから迷い、しばらく黙っていたかと思うと、とつぜん堰せき

 を切ったように話しだした。

「ぼくにはなんとも言えません。誰もラウールさんが倒れたところを見ていないからです。ただ、ぼくがセルジウス様の立場だったなら、もしかすると自分が人を殺あや

 めてしまったのではないかと疑うのではないかと思います。誰も狼を見ていないのもまた事実ですから。ぜったいにちがうと言うのなら、証あかし

 を立てねば」

　アンブローズは少し迷い、ヴィクトリカをじっとみつめると、

「罪があることにもないことにも、証は必要です」

　その言葉はセルジウスのことだけではなく、コルデリア・ギャロの罪に対しても向けられているようだった。ヴィクトリカは静かにうなずいた。

「……その通りだ」

　二人のあいだに、共感の空気が生まれたように見えた。

「ところで、アンブローズ。君は夏至祭を無事に終わらせたいのだね？　そして、諸悪の根元を退治したいのだね？」

「もちろん、そうですが……？」

「いま〈名もなき村〉には混沌カオス

 が渦巻いている。その原因となる欠片かけら

 たちすべてを、わたしは握っている。欠片を再構成させれば、謎は解ける。たいがいの場合わたしは退屈しのぎにそれを玩もてあそ

 ぶのだが、自分以外の人間にもわかるよう言語化してやることはきわめて少ない。面倒くさいからだよ、君。大人がきわめて複雑な問題について子供に説明を求められるようなものだ。面倒なので言語化してやることは滅多にない。わたしに毎回それをさせることができる人間は、ここにいる久城ぐらいのものだ」

「……そうなの？」

　一弥は少し驚いて聞き返した。ヴィクトリカはそっぽを向いて無視した。

「君、ぼくが頼むからいつも説明してくれるの？　普段はしないんだ……。そっかぁ……！
 」

「久城、うるさい」

　ヴィクトリカが不機嫌そうに低い声で言った。一弥はあわてて口をつぐんだ。

「ご、ごめん……」

　アンブローズが戸惑ったように、

「あの、つまりどういうことですか？」

「わたしは犯人を知っている」

「……えぇっ！」

　アンブローズが聞き返した。

「どういうことですか？　ラウールさんを撃ち殺したのは、セルジウス様では……」

「……ちがうと言ったら、君はどうするかね？」

「しかし、確かにあのとき、セルジウス様が猟銃を撃ったのだと……」

「確かに彼は猟銃を撃ったが、ラウールに命中した弾がそれだと、なぜわかるのだね？」

「そ、それは……」

　アンブローズは黙りこんだ。

　彼の顔が急に無表情に変わった。なにを考えているのかわからない不思議な顔つきで、地面をきつく睨にら

 みつけて黙っている。

「アンブローズ、君は混沌カオス

 の再構成を言語化してほしいかね？」

「……ええと？」

　一弥が助け船を出した。

「犯人を教えてほしいかってことですよ」

「そうか……。ええ、もちろんです」

　アンブローズの声は硬い。

「では、協力してくれたまえ」

「協力？　なにを？」

「わたしがアランとラウールを殺した犯人をみつけてやる。その代わり君は、わたしが持っている二十年前の混沌カオス

 の欠片を再構成させる作業を手伝いたまえ」

「二十年前と言うと、シオドア様の事件のことですか………………？
 」

「そうだ。犯人は別にいる。しかしその証明には、君たちの協力が必要だ」

　ぼんやりと聞いていた一弥は、不思議に思って聞き返した。

「……君たちって？」

「アンブローズと、久城。君たちのだ」

　一弥とアンブローズは顔を見合わせた。

　ヴィクトリカの瞳がひんやりと冷たく輝いた。瞳の奥で緑色の炎が激しく燃えていた。

「わたしは混沌カオス

 の再構成を取引に使うことがある。わたしが謎を解いてやる代わりに、相応の見返りを要求するのだ」

　一弥はふと彼女との初対面を思い出した。ヴィクトリカは、一弥が巻きこまれたとある事件の真相を教える代わりに、めずらしい食べ物を持ってこいと要求したのだった。そのことを言うと、ヴィクトリカはくすりと笑った。

「あんなものは見返りの内に入らない。わたしが要求するのはたいがいの場合、もっと大きく、痛みをともなう犠牲なのだよ。それはごく幼い頃からのわたしの習性なのだ。なるべく悪魔的な要求になるよう、日々心がけていたものだ。退屈しのぎにな。そういうわけで、久城」

　ヴィクトリカはなぜか思い出し笑いをした。ずいぶん楽しそうな顔だ。

「グレヴィールはわたしを頼るくせに、とても嫌っているのだよ」

「……なるほどね」

　一弥は彼ら兄きよう
 妹だい

 のことが少しわかった気がして、うなずいた。さきほどのブロワ警部との妙な会話のことを思い出して、

「そういやさっき、悪徳高利貸しがどうのって言っていたよ」

「それはおそらく、わたしのことだと推測されるが」

「怒ってたみたいだよ」

　ヴィクトリカは興味なさそうに肩をすくめた。





　夕刻──。

　夏至祭は進み、村人たちの祖先が聖堂を通って帰ってくるとされる時間が近づいていた。

　聖堂にいた僧や見張りの若者も、一人また一人と外に出てきて、広場に集まった。聖堂を無人にして、先祖があの世から還かえ

 ってくるのを待つのだ。先祖が戻ってきた後は、夜、豊ほう
 穣じよう

 を見せる最後の祭が始まる。

　空が暗くなるにつれ、広場には大きな松明たいまつ

 が何本も立てられた。昼間よりも明るく感じるほどに、古い石畳や、中世の服装をした村人たちを照らし出していた。

　ヴィクトリカは一弥とアンブローズ、それに彼が集めた村の若者数人を伴い、聖堂の、花びらが撒ま

 かれた聖歌隊席の陰に隠れていた。

　聖堂が無人になる、その時間──。

　一弥はヴィクトリカたちといっしょに、息を潜ませ、体を縮めて隠れていた。

　聖堂はしんと静まり返り、遠く広場からの松明がぱちぱちと爆は

 ぜる音までがよく聞こえてくる。空気は湿って、外よりもずいぶん冷えていた。撒かれた花びらから甘ったるい匂いが立ち上ってくる。

　昼間でさえ暗く沈んでいた聖堂は、薔薇ばら
 窓まど

 から降り落ちる丸い光も青白い月光になり、ますます暗く、寒々しく感じられた。広場の松明から橙だいだい
 色いろ

 の灯あか

 りが届いて、ステンドグラス越しに床をかすかに照らしている。目が慣れてくるとようやく、お互いの顔が見えるようになった。

　ヴィクトリカが小さくくしゅんとくしゃみをした。一弥もつられてくしゃみをしそうになり、我慢する。

　小声でヴィクトリカに聞く。

「ねぇ……どうしてここに隠れてるんだよ？」

「犯人がここにくるからだ」

「……どういうこと？」

「聖堂にはいつも誰かしら人間がいて、無人になるのはこの時間……祖先の霊が通り抜けると言われているいまだけだ。それならば犯人は、この時間を狙って盗みにくるにちがいない」

「……盗む？」

　アンブローズが小声で聞き返した。

「いったいなにをです？　この村に、盗まれるような価値のあるものなど……」

　ヴィクトリカが硬い声で言った。

「君にはわからないだろうが、アンブローズ。古いからこそ値打ちがあるということもだね、あるのだよ。人間とは、飽くことのない欲望で新しい刺激を追い求める一方で、希少価値というものを尊ぶ奇妙な生き物であるのだ。昔に造られたものはいまのものとは異なり、また時が経つにつれ数が減る。その分、好事家は金貨をいくら積んででもほしがるというわけだ。久城、ほら、君も覚えているだろう。盗まれたドレスデン皿のことを」

　一弥はうなずいた。

　バザーに並んでいたあの皿をまざまざと思い出す。とても古くていまにも壊れそうで、でもどこか心惹ひ

 かれる不思議な皿。売り子のミルドレッドに値段を聞くと、驚くほどに高かった。あのときミルドレッドは、古いからだよ、と得意そうに言ったのだ……。

「この村は、見る者にとっては宝の山だ。好事家が金貨をいくら積んででもほしがる、古くて価値のあるものがたくさん残っている。わたしたちが泊まった部屋の古びたチェストも、ヒビの入ったマリア像も、食事用の古い銀食器も……。それから………………
 」

　ヴィクトリカはシッとささやいた。

　聖堂の重たい木の扉が音もなく開いた。暗闇に滑り込むように、何者かが入ってきた。床に敷きつめられた石のタイルが、密ひそ

 やかな足音を響かせる。

　足音を立てまいとそうっと歩く姿が、広場の松明の明かりで細く長く、聖堂の石壁の天井いっぱいまで延びた。影法師はユラユラと不吉に揺らめき、少しずつ少しずつ近づいてくる。

　一弥たちの潜む聖歌隊席の横を通り過ぎるとき、その人影の顔を、薔薇窓から降り落ちる丸く分断された月明かりが一瞬照らした。

　薄笑いを浮かべる、青白い顔を……。

　一弥は目をこらして、薄暗がりの中に浮き上がる犯人の顔を、見た……。

「……まさか！　あの人が？」

「覚えているかね、久城」

　ヴィクトリカがささやいた。

「聖水に沈められた古い壺つぼ

 の話を」

　一弥は少し考え、うなずいた。

　……ミルドレッドが……昨夜、怒りに燃えながら自分たちに語ったことを。

　若者たちがふざけながら聖堂に入り、あろうことか村人が大事にしている古い壺を、聖水の入った大おお
 瓶がめ

 に落としたのだと。三人が三人とも同じことをして、村人はカンカンに怒った。彼らは新しい物の価値ばかりを追い求めて、本当の物の価値を知らないのだと……。

　ヴィクトリカは首を振った。

「……それは逆だ。彼らは……あの三人の若者は、誰よりも価値をわかっていたのだよ。だからこそ、いちばん初めにこの村に入ってきたとき、聖堂の古めかしい尖せん
 塔とう

 と薔薇窓をみつけるなり叫び声を上げ、三人揃って敬けい
 虔けん

 な表情を浮かべ、祈るようなポーズでみとれたのだ。あれこそが彼らの本心だ。その後の腕時計やラジオの自慢や、村を古くさいと侮辱する言葉は、すべてが噓だ。死んだアランもラウールも、そしてデリクも、誰よりも古いものに詳しく、また村に残る中世のままの夏至祭に、内心感動で打ち震えていたはずなのだよ」

「それじゃ、なぜあんなことばかり……！」

　アンブローズが小声で叫んだ。

　答える代わりに、ヴィクトリカはつっと片手を上げて影法師の主を指差した。

「……彼らが盗人だったからだ」

　一弥たちは小声であっと叫んだ。

　影の主は……。

　聖堂の奥にある礼拝堂に足を踏み入れていた。暗闇の中で慎重に手探りで手を伸ばし、いままさに、古い壺を両手で持ち上げていた。

　ヴィクトリカがつぶやく。

「彼らは壺を聖水に落とした。もちろんふざけていたわけではなく、真剣そのものだったのだよ。彼らは本物の骨こつ
 董とう

 を捜していたのだ。新聞広告を見てわざわざやってきたのも、伝説の灰色狼の隠れ里なら、価値のある骨董がたくさんあるのではと見込んでのことだ。壺を水に落としたのは、水に浮くか沈むかを確かめるためだ。本物なら水に沈むが、メッキの偽物なら水に浮く。壺は沈んだ。本物だったのだ。だからこうして……」

　ヴィクトリカは立ち上がった。

　影法師の主に声をかける。

「そこまでだよ──、デリク」

　びくん、と男が肩を震わせた。

　古い壺を大切そうに抱きしめ、息を荒らげている。薄暗がりの中にとつぜん現れた小さなヴィクトリカを睨にら

 みつけている。その顔には、ついさっき友人の死に涙していた悲しそうな表情とはまったく別人のような、冷え切った無表情が浮かんでいた。

　ヴィクトリカを睨みつけると、そのまま走りだした。聖歌隊席の横を通り過ぎて、重たい木の扉に向かおうとする。一弥が聖歌隊席から花びらを撒き散らしながら飛び出した。走りこんできたデリクに体当たりして止める。壺を大切そうに庇かば

 っているため、デリクの動きは鈍かった。おそろしい表情で一弥を睨むと、振り切ってまた走ろうとする。その足を摑つか

 んで一弥は強く引いた。デリクは頭から冷たい石タイルの床に叩たた

 きつけられ、うめき声を上げた。

　続いて、呆ぼう
 然ぜん

 としていたアンブローズと若者たちも飛び出し、デリクを押さえつけた。つぎつぎと色とりどりの花びらが舞った。逃げられないように数人で囲み、押さえつける。若者の一人が、村人を呼ぶために走り出した。

　デリクは誰にも渡すまいとして古い壺を抱きしめている。

「これは俺のだ。俺のだ。俺がみつけたんだ。俺が……麓ふもと

 の町まで持って帰って、自動車で……持っていくんだ。俺が……アランでもラウールでもない。俺が……！」

　デリクは甲高い声でつぶやくとすすりあげた。まるでわがままな子供のような様子だった。

　彼を見下ろしていた一弥は、ころり……と、かすかに乾いた音を立てて、デリクの服から転がったものに気づいた。しゃがみこんでそれを拾う。

　──ハシバミの実だった。

　ヴィクトリカに見せると、彼女は満足したようにうなずいて、

「そうだ。ハシバミの実だよ、久城。わかったかね？」

「……ううん、ぜんぜん」

　一弥は首を振った。
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　石造りの古い聖堂に、村人たちが集まってきていた。

　捕らえられたデリクを、小柄ながら屈強な村の若者たちが取り押さえていた。村人は少し距離を置いて、濁った不気味な瞳ひとみ

 でデリクを見下ろしていた。

　聖堂は冷えて湿った空気に覆われ、薔薇ばら
 窓まど

 から、暮れていく空にかかった月の青白い光がきらめいて石の床にこぼれ落ちていた。

　人気がなくなった広場で、大きな松明たいまつ

 がまだ燃えさかっている。ぱちぱちと炎が爆は

 ぜる音が遠く聞こえてくる。

　足音が近づいてきた。

　重たい木の扉が開く音がした。

　アンブローズに付き添われて、セルジウスが聖堂に現れた。石タイルがセルジウスの足音を重く響かせた。

　と、いつのまにかやってきていたブロワ警部が、まるで自分が捕らえたのだと言わんばかりに大おお
 股また

 でデリクに近づくと、

「話は麓の町でゆっくり聞こう。わたしの権限で君を逮捕する。さぁ、立ちたまえ」

「……警部、待ちたまえ」

　セルジウスが細くしわがれた……しかし、有無を言わせぬ声で言った。

　警部が振り返る。

　その横顔に、アンブローズが手にしている小さな松明の炎が映えて鮮やかな橙だいだい
 色いろ

 に染まった。瞳にも炎が映りゆらゆらと揺らめいていた。

「説明していただかなくてはな」

「…………
 」

　警部がつっと下がった。

　一弥に向かってなにか合図をしている。一弥は警部にあきれたような視線を投げかけ、それからヴィクトリカを振り返った。

　ヴィクトリカは聖歌隊席からこぼれた花びらだらけの床にしゃがみ込み、デリクが盗もうとした古い青銅の壺を両腕で抱え込むようにして、熱心に観察していた。まるで小猫が新しいおもちゃと戯れるような様子で、一弥だけでなくアンブローズもまた、邪魔するのは悪いかなというように少し躊ちゆう
 躇ちよ

 した。しかしアンブローズは気を引き締め、

「……あの、ヴィクトリカさん。解決してくれるというお約束でしたが」

　ヴィクトリカは顔を上げた。

　長い金髪を揺らし、一弥のほうを振り返る。

「久城、君、わかる範囲で説明したまえ」

「…………
 」

　一弥が困ったように黙っていると、ヴィクトリカはびっくりして一弥を見上げた。

「久城、君……」

「……わかったよ。中途半端な秀才なんだよ。ヴィクトリカ、言語化して」

「むぅ……」

　ヴィクトリカはようやく壺つぼ

 を放すと立ち上がった。

　村人は、彼女が輪の中心に進み出てじろりと見回すとかすかにたじろぎ、それぞれが半歩ほど下がった。気け
 圧お

 されずにじっとヴィクトリカをみつめ返しているのは、村長のセルジウス、そのかたわらで松明を持つアンブローズ、そしてメイドのハーマイニアの三人だった。

「アランが〈冬の男〉の張りぼてと入れ替わって焼け死んだ事件。それからラウールが森の中で野生の狼と間違えられて撃たれた事件。これは両方ともデリクの仕業だ」

「しかし、どうやって……」

　アンブローズがつぶやいた。

「事件の直前、アランさんが広場を通りかかって、ハシバミの実を投げられて退散したのをぼくたちはみんな見ています。すぐ後で〈夏の軍〉と〈冬の軍〉が戦い、勝利した〈夏の軍〉のぼくが、みずから張りぼてに火をつけた……。とても入れ替わる時間などなかった……」

「アランと張りぼてとが入れ替えられたのは、もっと前だ。朝、広場が無人になったときだ。明け方にわたしたちは、アンブローズ、君から祭の概要を説明された。その後、広場は一度無人になった。そのときデリクはアランを殴るなどして昏こん
 倒とう

 させ、布でぐるぐる巻きにして張りぼてと入れ替えたのだ」

「しかし……」

「直前に目撃されたのはアランではない。わたしたちは遠くからその男を見た。アランとデリクは体格が似通っており、服装は三人とも同じようなものだ。デリクがアランの特徴である髭ひげ

 と眼鏡、帽子で変装し、アランが通ったと思いこませたのだ」

　デリクが顔を上げた。

「……証拠はない」

「ラウールは背が高い。アランに化けることは不可能だ。しかしデリク、君なら同じぐらいの体格だ」

「しかし……」

「それから……」

　ヴィクトリカは手のひらに握っていたあるものを取りだしてデリクに見せた。

　──ハシバミの実だ。

　デリクはしばらく意味がわからないというように首をかしげてヴィクトリカを見上げていたが、やがて青白い顔を、憤ふん
 怒ぬ

 と、それから絶望のようなものに赤黒く染めていった。

「くっ…………
 くそっ！」

「君の体から、ついさっきこれが転がり落ちた。君がアランに化けていなかったとしたら、どこでどうして、ハシバミの実が服に入ったのだね？」

「…………
 」

　デリクは答えない。

　村人たちの後ろに立っていたミルドレッドが、鮮やかな赤い巻き毛を揺らして飛び出してきた。抵抗するデリクを押さえつけて、ズボンの裾すそ

 の折り返しを引っ張る。

　──コロン！

　また一つ、ハシバミの実が転がり出てきた。

　聖堂は湿って暗い、おそろしい静寂に包まれていた。ステンドグラスを通して射しこんでくる、広場で燃える松明の明るい色が、ヴィクトリカと村人たちの顔を不吉に橙色に染めあげた。

　口火を切ったのは、小さなヴィクトリカだった。

「そして、ラウールが撃たれて倒れていた森にも、ハシバミの実は落ちていた。あの現場に、デリク、君がいたということだ」

　セルジウスが顔を上げた。

　訳がわからないというように首を振っている。

「つまりデリクは、あらかじめ森にラウールをおびきだし、撃ち殺した。祭のあいだ、鞭むち

 や太鼓、それに空砲がひっきりなしに響いていたから、遠くから銃声がしたとしてもだれも気にしなかったことだろう。そしておそらく、セルジウスが通りかかるか、窓から森の外を見るかしたとき……タイミングを計って森に向かって石を投げ、音を立てたのだろう。セルジウスは例によって野生の狼だと思い、森に向かって発砲した。するとデリクが走り出てきて、森にはラウールがいる、悲鳴を聞いたと騒ぐ」

「それでは……」

　セルジウスがつぶやいた。

「あの客人を殺したのは……」

「セルジウス、あなたではない」

「なんと……」

　セルジウスは金色の髭に覆われた顔を歪ゆが

 めた。

　天を仰ぐようにしてしばらく黙り、誰にも聞こえないほどの小声でつぶやいた。

「…………
 コルデリアの娘に救われるとはな」

　ヴィクトリカはなにも答えなかった。

　ただセルジウスの顔を、いまにも爆発しそうなものをこらえるように歯を食いしばり、見上げていた。





　アンブローズがおずおずと言った。

「しかし……動機はいったいなんなのでしょうか？　先ほどの話では、三人の客人は盗人であるとのことでしたが、起こったのは盗みだけでなく、殺人でした……」

「おそらく、仲間割れだろう」

　ヴィクトリカの言葉に、うつむいていたデリクが顔を上げた。

　その顔には、おかしな微笑が張りついていた。

「そうだ……」

「取り分の配分かね？」

「まさか！　そんなことでもめるものか！」

　デリクは鼻で笑った。

「では、なにかね？」

「俺は物の価値がわかっているんだ。だから大事にするために盗む。金には困ってないからな。だけどアランとラウールの目的は、結局、金だった。あいつらは俺の資金を元に盗みを続けたくせに、俺を裏切って、二人で壺を盗んで先に山を降り、俺の自動車で逃げようとしていた。聞いたんだ。夜中に、二人が俺に内緒で相談しているのを……。壺を手に入れても、俺は売る気がなかった。自分の家に大事に置いておきたかったんだ。なのにあいつらは、コレクターに高く売りつけるつもりで……俺が邪魔で………………
 」

　デリクはぎろりぎろりと村人たちの暗い顔を睨にら

 み回した。

　アンブローズが握りしめる松明たいまつ

 が、ぱちぱちと音を立てて爆は

 ぜた。

　デリクの憤怒に燃える顔に橙だいだい
 色いろ

 の炎が映え、不気味に赤く染まった。

「おまえらも同罪だ。時代遅れの愚か者めらが。この村にどれだけ宝があるかわかってない。おい、そこのメイド。あんな素晴らしい中世の銀食器を、食事なんかに使いやがって。坊さんたちも同罪だ。あんな壺を無造作に置いておくなんて信じられない。壺も食器もなにもかも、本当の価値をわかっている人間に大切に保管されたほうが、ずっと幸せなんだ。俺は……！」

　アンブローズが短く答えた。

「物の幸せとは、使われることなのではないでしょうか」

「……おまえになにがわかる！」

　デリクは短く叫び、それからうつむいてむせび泣いた。





　聖堂の中は、村人たちの重い沈黙に包まれていた。空気はますます湿り気を帯びて、人々の頰をひんやりと撫な

 でていった。月光が強くなり、薔薇ばら
 窓まど

 の模様に合わせた形で、石タイルの床を白々と照らし始める。

　やがて、セルジウスが若者たちに告げた。

「連れていけ！　この者の処分はわしが決める」

　ブロワ警部が抗議しようとすると、セルジウスは大声で遮った。

「ここにはここの掟おきて

 がある。村にいるあいだはそれに従ってもらう」

「しかし、この村はソヴュール王国の国土です。ソヴュールの法律と警察に従ってもらわなくては困る」

「……ここがソヴュールだと？」

　セルジウスは背をそらし、大声で笑った。

　しわがれたその声が、聖堂の天井高く、ステンドグラスのきらめきも越えて、星の瞬く夜空高くに響き渡る。

　セルジウスの濁った緑色の瞳ひとみ

 が、ぎろりとブロワ警部を見た。

　ブロワ警部は、目に見えないなにかをおそれるようにじりじりと後ずさった。そこにはセルジウスの小柄な体だけではなく、見えないなにかがいた。それこそが、麓ふもと

 の町の人々がおそれる人外の存在だった。

　セルジウスは笑いながら口を開き、ゆっくりつぶやいた。

「ここは村ではない」

「……はっ？」

「ここがソヴュールだと？　君はなにもわかっておらんのだ。お客人、ここはだね……」

　村人たちも誰も彼もが聖堂を出ていき、いまやセルジウスとブロワ警部の二人しか残されていなかった。青白い月光が天井から降り注ぎ、ブロワ警部の顔はいつもより青ざめて見えた。石タイルの床に散らばった花びらは、しおれて生気をなくしていた。人外の存在──灰色狼に命を吸い取られたかのように。

　セルジウスは笑い続けていた。

　ブロワ警部の顔に疑念がよぎった。セルジウスの笑いを、この男は狂っているのではないかと疑うように、じっとみつめる。

　しかしセルジウスはきわめて楽しそうだった。ブロワ警部にそっとささやき、また笑いだした。

「ここはセイルーンだ。セイルーン王国なのだよ。わたしも村長ではなく、国王ということだ。我々はそもそも種族がちがうのだよ。……わかるかね、君に？」
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　広場の松明は大きく燃えさかり、ぱちぱちと激しい音を立てて、夜空高くに炎を揺らめかせていた。村人たちは中断されていた夏至祭を再開するために忙しく走り回り、衣装を身につけて大声でなにかを言い合っていた。

「……夏至祭の最後はなんだったっけ？」

　ミルドレッドが赤毛を揺らして近づいてきて、聞いた。どかどかと大きな足音がした。一弥はヴィクトリカと顔を見合わせて、

「ええと……確か、聖堂を通って戻ってきた先祖の霊に、豊かな暮らしを見せて……」

　会話が聞こえていたらしく、ハーマイニアが近づいてきて、地の底から響くような低い声で続きを言った。

「先祖はわたしたちにはわからないあの世の言葉で語ります。死者の霊にはなにも隠せません」

「そう、そうですよね……。アンブローズさんが先祖役をやるって張り切ってましたよね。黒い仮面を作って……」

　心の中でだけ（〈冬の男〉の張りぼてと一緒に、今朝、彼が持ってたんだ……）と付け足す。

　それから、一弥の生まれ育った国で、夏のある日に先祖の霊が還かえ

 ってくる行事のことを、アンブローズに根ほり葉ほり聞かれたときのことも思い出した。

　留学してからというもの、生まれた国を出るときに音を立てずにそっと閉めた心の扉の前に、ずっと立ち尽くしていた。悲しくなるから開けないようにと、ずっと気をつけていた。しかし不思議な中世の村で夏至祭に参加するうちに、少しずつゆっくりと緩んでいき、いまふいに音を立てて扉が開いた。一弥は思わず息を吞の

 み、目を閉じた。

　なつかしい記憶の中の情景に、とつぜん立ち戻った。





　蟬が鳴いていた──。

　けたたましいその鳴き声に混じって、どこからかひぐらしも密ひそ

 やかに声を立てていた。

　縁側に家族の誰かが置きっぱなしにしたウチワに、夏の日射しが射しこんで眩まぶ

 しく照らしている。どこからか、胸のすくような気持ちのいい水音が聞こえてくる。母が着物の裾すそ

 を慎ましく少しだけ上げ、ほおかむりをして、乾いた庭に打ち水をしているのだ……。

　畳に寝ころんでぼんやりと眩しい庭をみつめていると、母らしき人影が縁側のたたきに近づいてきた。小さな足音と、ひそやかな笑い声。外は夏のきつい日射しにおおわれていて、暗い畳の部屋からは、大好きな母の顔が眩しすぎてよく見えない。

（あらあら、一弥さん。はやく着替えなくてはお父さまに叱られますよ）

　──幼い一弥は、その言葉にあわてて起きあがる。そのとき襖ふすま

 が大きな音を立てて開き、きっちりと羽織袴はかま

 を身につけた父が大おお
 股また

 で入ってくる。後ろから同じく正装した兄二人が続く。彼らはまるで三つ子のようにそっくりだ。大柄で肩幅も胸板も頑丈そうで、いつも自信に満ちて輝いている。

　父が、畳の上に座ってぼんやりしている一弥を見下ろすと、驚いたように言う。

（一弥、なにをしているのだ。はやく出かける用意を！　おい、おまえがしっかり監督しないから……）

　責めるような声に、縁側のたたきに立っていた母はかすかな笑みを返して、申しわけありません……とささやいた。一弥は自分のせいで母が叱られたと身を縮め、早く着替えなくてはとあわてて部屋を飛び出した。

　暗い廊下で姉とすれちがった。よそ行きの着物姿で菊の花束を抱える姉は、とてもかわいらしかった。鮮やかな赤い着物を、素敵でしょうと言われ、一弥は思わずその素晴らしい絹の着物にみとれた。小声で賛美の言葉をつぶやくと、姉がうれしそうに、一弥さんはいい子ねぇと微笑んだ。部屋から父の声がして、一弥はあわてて、着替えるために走り出した。

　──あれは先祖の霊が還ってくる日だった。それから一弥たちは、家族で墓参りに出かけたのだ。

　外は暑かった。

　ひぐらしが密やかに、そして蟬がけたたましく鳴いていた。

　父を先頭にして、寺までの道を歩いた。父の後ろを兄たちが歩き、幼い一弥は右手を母に、左手を姉に引かれて、大人たちについていこうと一生懸命歩いていた。

　前を歩く父たちの背中はあまりに大きかった。

　道端の草も木々の葉も鮮やかな緑色で、太陽を照り返していた。あの国の夏は美しかった。一弥の好きな季節だった。

　熱風じみた風がふいに吹いて、母の白い日傘がくるくると揺れた。

　その風に、姉のつややかな黒髪が大きく揺れて、一弥の視界をふさいだ。驚いて石段で転んだ一弥が泣き声を上げ、母と姉が笑いながら抱き起こしてくれた。二人からは甘く密やかないい匂いがした。あれは女の人の匂いで、あれは優しく、包みこむような慈愛があり、そしてそれは、父や兄たちからはなぜかしないのだった。

　寺に着くと、父が墓の前で、先祖の男たちがいかに立派な武将であり政治家であったかを語った。低い声が朗々と響く中、母の白くて折れそうに細い腕が、姉が抱えてきた菊の花束を受け取って墓前に飾った。柄ひ
 杓しやく

 に取った水を、墓石の上にさらさらとかける。水を撒ま

 くのはいつも母の細い腕だった。見ているだけで心がうるおう、なつかしいあの水の情景……。

　父の声は続き、それを聞く兄たちは誇らしげな顔をしていた。先祖は立派な男たちで、父もまた立派な男なのだ。兄たちもまたそうなろうとしていたし、それは近しい未来のことと決まっていた。一弥も父の言葉をちゃんと聞こうとしたが、それは朗々として難しく、幼い一弥にはよくわからない言葉ばかりだったのだ……。

　あのとき、夏の蝶ちよう

 が一羽、すうっと一弥に近づいてきた。うっすらと眩しい金色で、薄羽が木漏れ日に透けていた。手を伸ばすと逃げるように離れていき、少し離れたところで誘うように止まった。金色は一弥の好きな色だった。やがてその小さな蝶は飛び去っていったが、一弥は誰にも内緒で、うっとりといつまでも、金色の蝶のことを考えていた……。

　遠くで蟬が鳴いていた……。

　──あの国の夏はとても美しいのだ。





　一弥は目を開けた。

　もといた〈名もなき村〉の広場に、一弥は立っていた。一瞬の記憶の旅に周囲の誰も気づかず、一弥一人がぼんやりと目を見開いていた。

　──すべてが遠い出来事に感じられた。

　ほんの数年前のことなのに。

　距離が……海に隔てられて、遠く離れているせいなのだろうか。

　ふとかたわらを見ると、いまの一弥にとっての小さな金色の蝶、ヴィクトリカもまた、目を見開いて広場の喧けん
 噪そう

 をみつめていた。そのとなりに立つミルドレッドもいつになく静かで、なにか思い出すように遠い目をしていた。誰もなにも話そうとしなかった。ぽっかりと空いた静かな時間だった。

　一同は黙って、それぞれの思いを胸に広場の喧噪を眺めていた。





　ふいにヴィクトリカが、つっと手を伸ばした。

　そしてとなりに立つミルドレッドの、真っ赤な綿菓子のような巻き毛をぐいっと引っ張った。

「イタッ！　な、なにすんだよ。おチビちゃん！」

「……それで、ミルドレッド」

「な、なにさ？」

「君はどうして、グレヴィールと知り合いなのかね？」

「……!!
 」

　ミルドレッドのそばかすの浮かぶ血色のいい頰が、はたで見てもわかるぐらいたちまち真っ青になった。

「な、なんのことかい？」

「彼に雇われているのかね？　それとも友達なのかね？」

　ミルドレッドは観念したように肩を落とした。

　一弥は二人の顔を見比べて、なんのことだろうと不思議そうにしている。

「いつからばれてたんだい？　おチビちゃん」

「君が無理やり機関車に乗りこんできたときからだ」

「……最初からじゃないか！」

「ねぇねぇ、なんのこと？」

　一弥が割って入った。

　ヴィクトリカはしばらく面倒くさそうにぐずっていたが、一弥の視線に負けて、

「久城、君、それでは本当に気づいてなかったのかね？」

「だから、なにが？」

「ミルドレッドが、グレヴィールの手先だということにだ」

「ええーっ！」

「君という男は……。いいかね、ミルドレッドはバザーでドレスデン皿を盗んだが……」

　ミルドレッドが小さく「げっ！」と叫んだ。

「あんた、それも知ってんの？」

「もちろんだ。だがしかし、グレヴィールは彼女を見逃した。それはなぜか？　何らかの理由で彼女と共存関係にあるからだろう。そして、聖マルグリット学園から出てはいけないわたしが夜こっそり抜け出すと、どこからかミルドレッドが嗅か

 ぎつけて、どこまでもどこまでもついてきた。二日酔いで苦しいというのに、激しく揺れる馬車に乗ってまで。そして彼女は、どこかに電話をかけようとしていた。彼女には連絡を取らなければならない相手がいるということだ」

「ということは……？」

「彼女はグレヴィールからの依頼で、村でわたしを見張る役なのだ。だから皿を盗んだことに気づいても、グレヴィールは彼女を逮捕しなかったのだ」

「……賭か

 けポーカーで、しくじっちゃってね」

　ミルドレッドはつまらなそうに言った。

「村のバールでアタシから声をかけたのさ。だって、あいつ貴族だし。高い服着てるし。それに頭が抜けてるように見えたからさ。いいカモだって思ったんだけど、途中でいかさま用のカードが袖そで

 からざくざくこぼれ落ちちゃって。あいつ、それまでさんざん負けてたもんだから、逮捕する逮捕するってしつこく騒いでね。だったらあんたのいう仕事をするよって言ったのさ。それ以来こき使われて、いい迷惑さ」

「ミルドレッドさん、それは最初のいかさまポーカーが悪いんですよ」

「お金がほしかったんだよ！」

　ミルドレッドはなぜか声を荒らげた。本気で怒っているように、地面を乱暴に蹴け

 っている。大きな胸がゆさゆさと揺れた。匂うような色気が大柄な体から撒き散らされ、濃く甘い花の滴となって地面にぽたぽた落ちていくようだった。

「だって、お金が好きなんだ！」

　一弥は思わず気け
 圧お

 され、内心（どうしてこの人は、お金の話をしているときだけ色っぽくなるんだろう……？）と困りながら首をかしげていた。ミルドレッドは続けて、

「アタシの家は、そりゃあ貧乏だったんだよ。苦労したんだよ。芋の根っこを齧かじ

 りながら、恨みの涙を流したもんさ」

　哀れっぽい声で訴えながら、綿のハンカチを取り出して涙を拭ふ

 く仕草をする。しかし涙は出ていないようだった。

「親父はウイスキー片手にくだを巻くアイルランド移民で、お袋は……ええと、うーんと…………
 うぅ、とっさに思いつかないけど、とにかくね……」

「作り話はやめて下さいよ。噓泣きも」

「うるさいねぇ！　とにかくおかげで、お金を見たら涎よだれ

 が出るぐらいうれしくなっちゃうんだよ。お金が好きで好きで大好きで、夜も眠れないぐらいなんだよ！　まぁ、まさかこの村がそんな宝の山とは知らなかったけどさ……」

「なにも盗んじゃ駄目ですよ。セルジウスさんに裁かれることに……」

「貧乏なんだからさ……」

　ミルドレッドは唇を嚙か

 み、頑固に言い張った。

「泥棒になったって、いいだろ！」

「駄目ですよ！」

　二人はしばらく睨にら

 みあっていた。一弥が一歩も引かない様子に、やがてミルドレッドはあきれたように、

「……真面目な男だねぇ」

「うっ……」

　一弥は気にしていることを指摘されて、かすかにうなだれた。

　ミルドレッドはなぜか機嫌を直し、

「わかったよ。あの皿は教会にそうっと返しておくよ。高いって聞いて盗んだものの、どこに売りにいったらいいものかわからなくてさ。こっそりシーツに包んでベッドの下に隠したっきりなのさ。……見逃してくれてもいいだろ？　それならさ」

「……わかりました。ちゃんと返すのなら」

「口止め料に、なにかほしいだろ？」

「そんなのいりません」

「あげるって言ってるんだから、堅いこと言うなよ。つまんない男だねぇ、あんたって……」

「なっ、なにを…………
 あっ！」

　怒っていた一弥は、ふいに思い出した。

　あのバザーで売られていた、色とりどりの品々──。

　インド風のおかしな帽子を選ぶ前に、クラスメートのアブリルと一緒にたくさんの品を見たのだった。

　きらきらしたきれいな指輪や、レースの付け襟や、絵葉書、それに……。

「……あの、それなら、バザーで売っていたものを一つ、譲ってほしいんですけど」

「なに？　どれのことさ？　言っておくけど高い物は駄目だよ。あんたはお金が好きじゃないんだから、人から高い物をもらう資格はないんだからね」

「どういう理屈ですか!?
 」

　一弥はため息をついた。それからミルドレッドの耳に口をつけ、小声でささやいた。するとミルドレッドは、小花模様のようなそばかすの浮かぶ顔に、とても奇妙な表情を浮かべた。

　一弥の顔をじいいっとみつめて、

「……そんなものでいいのかい？」

「はい！」

「真面目だけどへんな子だねぇ、あんたって」

　一弥は赤くなった。

「アタシさぁ、あんたのこと嫌いじゃないよ。あの二枚目ぶった洒しや
 落れ
 者もの

 の警部より、ずっと好きさ」

　そう言うと、ミルドレッドは鮮やかな赤毛を揺らして楽しそうに笑いだした。





　遠くから、松明たいまつ

 を持ったアンブローズが一弥たちをみつけて走ってきた。持っていた松明を、少し迷ってから、かたわらにいたハーマイニアに渡す。

　ぱちぱち、ぱちぱち──！

　炎が爆は

 ぜる。

　オレンジ色の光の粒が飛び散る。

「そろそろ始まります。先祖の霊を迎える儀式が……」

「そっか……！」

　一弥はうなずいた。

　ヴィクトリカがかすかに身じろぎをした。一弥はアンブローズと目を見合わせた。アンブローズは、緊張のためか少し表情が硬い。

　夜風がぶわりと吹いた。

　ぱちぱち、ぱちぱち──！

　ハーマイニアが青白い乾いた手で握りしめる松明が、風をはらんでひときわ大きく燃えた。ぶわっぶわっと音を立てて、炎が左右に大きく揺れた。

　祭はクライマックスを迎えようとしていた──。
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　夜毎──

　想い出すのは──

　血の記憶である。

〝あれ〟はもう遠い昔のことであるはずなのに、夜毎、鮮やかな色と音と手触りで想い返される。

　ぶすりと鈍い音を立てて根元まで刺さった短刀の柄え

 が、真しん
 鍮ちゆう

 の飾りのついた豪ごう
 奢しや

 なものであったことも。

　ダイヤガラスをはめた窓の外で、沈みかけた太陽が炎のように燃えていたことも。

　青ビロードの重いカーテンがその瞬間、風を受けてかすかに揺れ、しゃらりっ……と乾いた音を立てたことも。

　悲鳴一つ立てず崩れ落ちた男の胸から、突きでた刃先が赤黒く輝いていたことも！　空気が漏れるようなかすかな音が喉のど

 から洩も

 れた後、あの世ででもあるかのようにしんと静まり返り、何者も冒せないほどの静寂が待っていたことも！　やがて窓の外の陽が完全に落ちて闇に包まれるまで、自分がそこに立ち尽くしていたことも！　我に返り元の場所
 に戻った後、ゆっくりとこみあげる喜びを一人嚙みしめていたことも！

　まるでついさっき起こった出来事のようだ！

　忘れられない。

　──囚とら

 われているのか。





　人々は我らを〝灰色狼〟と呼ぶが、それは間違いである。

　狼は同族を殺したりしないものだ。ことにあんな理由
 では。
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　わたしは松明を持ち、じっと立っていた。

　夏至祭がようやく終わろうとしていた。思いもかけぬ客人が相次ぎ、また、客人どうしの愚かな殺人が瞬く間に謎を解かれその愚かな者が捕らわれるあいだ、わたしはずっと笑っていた。

　愚かな者は殺人など犯すべきではないのだ。すぐに見破られ、裁かれてしまう。

　裁かれるのなどごめんだ。

　──わたしは空いているほうの手を伸ばし、自分の顔に触れた。人差し指の腹で下した
 瞼まぶた

 を引っ張る。ぐりぐり、ぐりぐり、とにちゃついた音を立てて、眼球の下のほうを搔か

 く。

　緊張や怒りを感じると、目がかゆくなるのだ。かゆく、かゆくなるのだ。あのときもそうだった。あの場所に隠れ、息をひそめているあいだ、燃えるようにかゆくてかゆくて叫びだしそうだったけれど、子供だったわたしは歯を食いしばり我慢していたのだ。もうちょっともうちょっともうちょっとで終わるから、と。

　あのとき……。

　そう、わたしの思考はいつもあのときに戻る。殺人の記憶に。

　囚われているのか──？





　遠くから砂利道を踏みしめる音を立てて、松明を手にした先祖たちが練り歩いてくる。広場の太鼓と、鞭むち

 と、空砲が、死者たちの霊を迎え入れる喜びのために大きく鳴らされ続けている。ぴしり、ぴしりと鞭が鳴る。太鼓の音は大きく、夜空の冷えた空気をぶるると震わせる。

　夜空は狭くなり、暗い色の天井が低くせまってくるように感じられる。ここが小さな舞台で、星空の下などではないような気がし始める。祭のクライマックスはいつもそうだ。太鼓の音が響き、夜空を震わせる。

　先祖たちの列は、陽気に踊りながら広場に近づいてくる。赤や黒などの毒々しい色の衣服、藁わら

 で造られた気味の悪い上着。あの世の人々は、この世にいる我々と、なんとちがって見えることか。衣服も、動きも、けたたましい叫び声も、もとは我々と同じ人間だったとは思えない。だがしかし、我々は彼ら──遠い先祖たちを、夏至祭で歓待し喜ばせて送り出さなくてはならないのだ。

　彼らが近づいてくる。

　先頭には、黒い仮面をかぶった男がいる。

　後ろを歩いてくるほかの男たちが、陽気に踊り、地面を踏みしめては飛び上がっているのに比べ、黒い仮面の男はぎくしゃくとおかしな動きだ。まるでそうやって四肢を動かすのが久方ぶりだというように、腕がガタリと揺れ、足もゴトリゴトリと前に踏み出される。いまにも転びそうなおぼつかない足取りで、それでも死者の列の先頭を進んでくる。

　アンブローズが造った仮面はなかなかよくできていると、わたしは満足する。自分で作った仮面をつけて練り歩くとなれば、あの若者も満足しているだろう。大役を仰せつかったのは、村長の助手として有能であることへのご褒美なのだ。さぞかし誇らしいことだろう。

　先祖たちはついに広場に足を踏み入れた。

　わたしたちの歓声や空砲に迎えられ、ひときわ愉快な動きで練り歩く。村人たちは彼らに豊ほう
 穣じよう

 の様を見せようと、熟れた野菜や葡萄ぶどう

 酒の大おお
 樽だる

 、艶あで

 やかな織物などを手に手に、彼らの踊りの列に入っていく。

　わたしは一緒に踊ろうとはしなかった。広場の隅に立ち、風景をただじっとみつめていた。





　──わたしが殺人を犯したことは、誰も知らないのだ。





　くっ、くっ、くっ……と笑いがこみあげる。愉快でたまらないのだ。

　祭の喧けん
 噪そう

 が広場を覆い尽くしている。村人のある者は野菜を、ある者は鮮やかな織物を、ある者は酒樽を手に、踊っている。叫び声や太鼓の音、鞭のしなる音が響き渡る。わたしの笑い声は、それらにかき消されてだれも気づく様子はない。

　くっ、くっ、くっ、くっ……。

　──と、

　黒い仮面の男が、ふいに動きを止めた。

　わたしだけがそれに気づいた。

　笑い声を飲みこむ。なぜだか心が警笛を鳴らし始めた。逃げろ、となにかがささやいた。わたしは足がすくみ、立ち尽くしていた。心臓が脈打ち始めた。

　いやな予感がする。

　仮面の男はしばらく、そこにじっとうずくまっていた。

　それから、ぴくっ、ぴくっと短く動いた。

　顔を上げた。





　──逃げろ！





　またなにかが警笛を告げた。しかし遅かった。わたしは仮面の男と目をあわせてしまった。もう動けない。

　仮面に彫りこまれた、左右の高さがばらばらの、大きな表情のない目と──

　ばちりと音を立てるほどに強く、目があった。

　わたしは声にならない悲鳴を上げた。

　仮面の男がなにか言った。言葉はわたしの耳まで届かず、聞き取ることはできなかった。だがしかし、それとともに、わたしの中にいる者がつぶやいた声ははっきり聞こえた。





　──もう手遅れだ。おまえは、あれにみつかってしまったのだ……ハーマイニア！
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　広場は少しずつ静かになっていった。

　暗さが増し、気味の悪い静寂だけが広場を覆い尽くしていた。夜空は急に高くなり、星が瞬き始めた。

　わたしは松明たいまつ

 を片手に立ち尽くしていた。

　仮面の男は、ぶつぶつとなにごとかを語り続けていた。

　広場に集まった村人たちは、わたしと仮面の男とを息をひそめて見比べていた。

　ぱちぱち、ぱちぱち……！

　松明の炎が爆は

 ぜる。

　仮面の男の声は次第に大きくなった。

　だが聞き取れない。こんなに大きな声なのに……。

　わたしはそれが死者の声なのだと気づいた。なぜならそれはわたしたちが知るこの世の言葉ではなかったから。聞いたこともない抑揚でゆっくりとあの世の声が響いてきて、男がゴトリゴトリとおかしな足取りでこちらに近づくたびにあの世の言葉は大きくのしかかり、男の首の上で黒い無表情な歪ゆが

 んだ仮面が左右に大きく揺れている。

　わたしは辺りを見回した。

　──アンブローズが不思議そうにこちらをみつめているのが見えた。わたしも不思議になる。アンブローズがいるのなら、この仮面の男は彼ではないのだ。それでは、いったい誰が入っているというのか……！

　目の前が一瞬、真っ暗になった……。

　閃ひらめ

 いたのだ。

　この死者が、誰なのか。

　耳の奥で何者かがささやいた。





　──そうだ。おまえが殺した男だ、ハーマイニア！





　わたしは足を震わせる。

　仮面の男の声が、少しずつ現うつし
 世よ

 と入り交じるように、聞き取れる言葉に変わっていった。彼はもうわたしの目前まできていた。うずくまるように背を屈かが

 めて、うめいた。

「みつけたぞ……。わたしを殺した娘よ」

　わたしは声を上げた。ようやく出せたその声は、獣の咆ほう
 哮こう

 のような不思議なものだった。

　後ずさる。

「ハーマイニアよ」

　わたしは震え声でその死者の名を呼んだ。

「…………
 シオドア、様」

　仮面の男は、怒りに震える声で叫んだ。

「おまえがわたしを殺したのだ。誇り高きこの男を、幼い手でいとも簡単に殺したのだ。よくも二十年のあいだ、のうのうと暮らせたものだ。ハーマイニア……愚かな子供よ！」

　わたしはさらに後ずさった。

「……ちがう。わたしじゃありません！」

「金貨が降ってきた」

　わたしは息を吞の

 んだ。

　仮面の下で男がクククッと笑った。

「金貨がきらきらと降ってきた。よぅく覚えているぞ。ハーマイニアよ。柱時計から星のように降り落ちたたくさんの金貨を……。あぁ、よぅく覚えているぞ。最後の記憶だからな。ハーマイニア。幼き殺人者よ……」

「き、金貨のことを……！」

　……知っているのは、死者だけだ。わたしのほかは誰も知らないのだ。床に落ちていたたくさんの金貨の理由は……。

　わたしは泣き叫んだ。

「シオドア様！　いやよ。どうか帰ってください！　あの世へ…………！
 」

「認めるのか。ハーマイニアよ」

「認める。認める。わたしが……」

　わたしは松明を振り回して叫んだ。炎の細かい粉が夜空に舞い、オレンジ色の粉のようにわたしの上に降り注いだ。

「……わたしがあなたを殺した！」





　広場はしんと静まり返っていた。

　真ん中の大きな松明がぱちぱちと音を立てていた。肌寒い風が吹いた。風に乳色の霧が流され、ふわりふわりと、わたしと死者のあいだを横切っていった。

　村人はみんな……それに客人たちも……驚いたようにわたしの顔をみつめていた。濁った緑色の瞳ひとみ

 に、怖れと嫌悪が入り交じり始めた。彼らは少し後ずさった。

「……仕方、なかったんです」

　わたしはうめいた。心の中で（そうでしょう……？）とつぶやくが、何者かの声はもう聞こえない。わたしは一人きりだ。恐怖に囚とら

 われて叫ぶ。

「だって……わたしはまだ子供だったのです！」

「あなたが殺したんですね」

　──ふいに。

　仮面の男がごく普通の抑揚の声で言った。

「やっぱりあなたが殺したんだ。……君の推理通りだったよ、ヴィクトリカ」

「!?
 」

　大きな松明の陰から、ちょこちょことした足取りで、あの少女が姿を現した。

　コルデリアの娘だ。緑色をした澄んだ瞳を見開いて、じっとこちらをみつめている。

　わたしは戸惑った。大おお
 股また

 で仮面の男に近づいていった。手を伸ばし、乱暴に仮面を剝は

 ぎ取る。

　現れたのは……。

　客人の一人──東洋人の少年の、すまなそうな顔だった。

　彼にはどこもおそろしいところはない。体つきは小柄で、線も細い。人が良さそうだが、どこか頑固そうにも見える顔をしたごく普通の少年で、おそれるような相手ではないはずだった。

　彼は申しわけなさそうな顔をしていたが、一歩も引く様子はなかった。

　口を開くと、遠慮深い静かな声で、わたしに告げた。

「ハーマイニアさん、ぼく、あなたの言葉が聞きたくて演技をしたんです……」

「では……！」

「シオドアさんを殺したのはあなただと、ヴィクトリカが……」

　わたしはもう一度、コルデリアの娘を見た。

　目があった。

　少女もまた、一歩も引かないという決意を秘めた瞳をしていた。わたしをじっとみつめ返している。

　わたしは立ち尽くした。





　──カッ！

　油をかけられ点火されたように、ふいに目玉に、燃えるようなかゆみを感じた。
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　──仮面を外した一弥は、恥ずかしさに真っ赤になりながら、ヴィクトリカの陰に隠れた。広場に集まっている村人たちは、それぞれが葡萄ぶどう

 酒の樽たる

 や鮮やかな織物などを手にしたまま、訳がわからず一弥たちに注目していた。

（踊ったり、声色を使ったりって……。実に恥ずかしいものだなぁ）

　一弥が少しめげていると、アンブローズが走り寄ってきた。

「あの、さっきあなたが話していた聞き慣れない言葉は、もしかすると……」

「はい。ぼくの国の言葉です。あの世の言葉って言われてもよくわからないから、とりあえずみんなが聞き覚えのない言語を話せば、そういう感じになるかなぁ、と……」

「母音はいくつですか？　文字は右から書きますか？　えっ、縦に書く!!
 　それから……」

　例によってアンブローズが質問責めにし始める。一弥はやっとのことでそれを遮り、ヴィクトリカに声をかけた。

「説明してよ。その……ハーマイニアさんがやったという殺人のことを」

　ヴィクトリカはうなずいた。

　取り押さえられたハーマイニアを見下ろす顔には、不思議な表情が浮かんでいた。

「鳩が飛んだのだ」

「……鳩？」

「二十年前の事件が起こった書斎で、わたしは考えていた。そこにハーマイニアが入ってきた。わたしは彼女と会話をした。やがて彼女は出ていき、わたしはそのまま考え続けていた。そのとき……窓の外で白い鳩が飛び立ったのだ」

「うん……」

「それを見たとき、〝知恵の泉〟がわたしに語りかけた」

　ヴィクトリカは奇妙な笑みを浮かべて一弥を見上げた。

「君、これはのみの市での〈ドレスデン皿盗難事件〉と同じ構造を持つ混沌カオス

 だったのだよ。わかるかね？　ミルドレッドはスカートから鳩を飛ばして、みんなが驚いて空を見上げているあいだに、ドレスデン皿を盗んだ。〝動くものを使って人の視線を限定する〟ために鳩が必要だったのだ」

「そうだったね……。でも、それがどうしたの？」

「鳩が金貨に変わっただけだ。とても簡単なことだったのだよ。あぁ、なんということだ」

　ヴィクトリカはつぶやいた。





　──一同は灰色の館やかた

 に入り、二十年前の惨劇の舞台となったあの奥の書斎に並んでいた。

　ヴィクトリカは落ちついて話し始めた。

「……事件当時、ハーマイニアはまだ六歳の子供だった。彼女自身が事件についてわたしに語った言葉の中に、こういうものがあった。『十代半ばの少女であったコルデリアが、大人の男の背中上部を背後から刺し貫くのは難しいのではないか』と。なぜハーマイニアはこんなことを言ったのか？　暗に、当時は子供だった自分にとっては、コルデリアよりさらに不可能な犯罪だと匂わせたかったのだ」

「しかし……！」

　セルジウスがきつい口調でその言葉を阻んだ。

「実際にハーマイニアは小さな子供だったのだ」

「子供にでも、やり方しだいでは可能なのだよ」

「いや、不可能だ」

　セルジウスは強情に言い張った。なにも聞かずに書斎を出ていこうとする。アンブローズが静かに止めた。

「セルジウス様……話を聞くだけなので……」

　セルジウスが険しい顔で睨にら

 みつける。

「わしに意見するのか？　愚かな若者よ」

　ヴィクトリカが小声でささやいた。

「セルジウス、彼の言うとおりだ。わたしの話を聞くだけなのだから、ここにいたまえ」

　セルジウスは怒りを込めて振り向いたが、出ていきはしなかった。

　書斎には不吉な沈黙が流れていた。壁の飾り棚で、よく磨かれた中世の武器が鈍く輝いていた。書物机や書棚には白く埃ほこり

 がたまっていた。

「この事件には幾つかの不可思議な面がある。一つめは、シオドアが鍵かぎ

 のかかった書斎で死んでいたことだ。そして床に金貨がたくさん落ちていたこと。それから凶器の短刀が背中の上部を後ろから刺し貫いていたこと。最後が、時間だ」

　ヴィクトリカはセルジウスの険しい顔を見上げた。

「セルジウス、君は時間について語ったね。『たしか十二時ぴったりのことだったと思う。自分は懐中時計を見たし、コルデリアも時間に正確な娘だった』と」

「あぁ……」

「だが……『一緒にいた人間たちの、時間に関する証言はなぜかまちまちだった』と」

「そうだ。しかしそれが……」

「なぜその夜、館にいた人々の時間の認識がまちまちだったのか。考えてみたまえ」

　ヴィクトリカは一同をぐるりと見回した。

　──若者たちに捕らえられているハーマイニアが、かすかに唇をゆがめた。

　やがてヴィクトリカは、小さな指で壁の一方を指差した。

「いつも鳴る柱時計が、その夜は鳴らなかったからではないかね？」

　そこには大きな柱時計があった。古びて装飾の多い文字盤の数字は消えかけていたが、振り子はいまも規則正しく動いていた。

　カッチ、カッチ、カッチ──！

　セルジウスが叫んだ。

「……そうだ!?
 」

「その夜、柱時計は鳴らなかったのだ。だから懐中時計で時間を確かめたセルジウスだけが十二時ぴったりだったと思い、ほかの人間はそうは思わなかった。……ではなぜ、柱時計は鳴らなかったのか？」

　ヴィクトリカの小さな顔を全員が注目した。

「……ハーマイニアが中に隠れていたからだ」

「なんだって？」

　セルジウスが鼻で笑った。ヴィクトリカはそれを気にせず話し続けた。

「ハーマイニアはシオドアが入るより先に、鍵の開いていた書斎に忍びこんだのだ。そして柱時計によじ登り、振り子の箱の中に身を隠した。子供の小さな体なら不可能ではない。そして彼女は息を殺し、シオドアが書斎にくるのを待っていた。そのあいだずっと、柱時計は鳴らなかっただろうがね。やがてシオドアが書斎にやってきた。そこで……つぎは、床に転がっていたというたくさんの金貨の出番だ」

「どういうことだね……？」

　セルジウスの顔から表情が次第に消えていく。頰の色も青白く変わっていく。ヴィクトリカは続けた。

「柱時計の中に隠れていたとして、小さな彼女は、いったいどうやってシオドアを殺す？　子供の力で大人の男を刺し殺せると思うかね？　無理だ。だがしかし、方法はある。腕の力に頼らず、体重すべてをかけ、また重力にも頼れば可能だ。幼いハーマイニアは、立った状態で彼を刺したのではない。隠れていた柱時計の上から、武器ごと飛び降りたのだ」

　部屋は不気味な静寂に包まれた。

　誰もがごくりと唾を飲み、黙っていた。

　柱時計をおそろしそうに見上げ、それから無表情で押し黙るハーマイニアをみつめる。彼女はふっとかすかに笑った。

「金貨はもともと床に落ちていたのではない。ハーマイニアが持っていたのだ。そして床に向かってたくさん降らせたのだ。金貨はきらきら光りながら、柱時計から床へ、明るい金色の縦糸をいくつもつくりながら降り落ちていく。さながら金色の流星群のようだったろう。目の上辺りに差し掛かったところから、シオドアはとっさにそれを目で追っただろう。もし気づかなかったとしても、やがて絨じゆう
 毯たん

 の上に落ちて音を立てれば、気づく。歩いていたシオドアは、柱時計の真下……ハーマイニアにとっていちばん飛び降りやすい場所で、金色の雨に驚いて立ち止まる。〝動くものを使って人の視線を限定する〟のだ。視線によってシオドアの動きは限定された。そしてハーマイニアは、立ち止まって床を見下ろすシオドアめがけ、柱時計から飛び降りたのだ。短刀は彼女の体重の分だけぶすりと根元深くまで突き刺さった。シオドアは金貨とともに床に崩れ落ち、声もなく絶命した。それで二つの謎──散らばる金貨と、短刀が背中の上部に刺さっていたことについての説明がつく。そしてハーマイニアは、シオドアを殺した後でドアに鍵をかけ、また柱時計の中に隠れた。誰かが死体を発見するまで辛抱強く待っていた。だから書斎には誰もいないように見えたのだ」

　ヴィクトリカの声がわずかに震え始めた。

「そして入ってきたのが、メイドのコルデリアだ。彼女が死体に気づき、声を上げて逃げた。その扉からハーマイニアが逃げたのだ。かくして犯人はコルデリアにちがいないということになった。ずいぶんと乱暴な推理によって。……さて、セルジウス」

　呼ばれたセルジウスの肩が、びくりと震えた。その顔は、疲労のためか一日でずいぶん歳を取ったように見えた。しかし眼まな
 差ざ

 しには、けして譲らず非を認めない、強情な老人らしい剣けん
 吞のん

 な光があふれていた。

「セルジウス、君の責任だ。無実の罪で村を追われたコルデリアに、どう謝罪するかね？」

　長い沈黙。

　やがてセルジウスは肩を震わせ、絞り出すような声で、

「……この民の長おさ

 としての権限のすべてを使って、この女を罰する」

　怒りと軽けい
 蔑べつ

 の入り交じった顔でハーマイニアを睨むと、びしりと指差した。

　ハーマイニアが叫びだした。

「いやです！　わたしは追放されるのは絶対にいや。村の外になんて行きたくない！」

　アンブローズが、暴れるハーマイニアを押さえつけながら、

「……コルデリアさんも、無事に山を降りて外で暮らしたんです。それに、外の世界にはブライアン・ロスコーもいる。彼を捜して頼れば……」

「コルデリアもブライアンも嫌いです。わたしはここにいたいんです！」

「だけど、外は素晴らしいのに……」

　アンブローズは思わずつぶやいて、それからはっと口をつぐんだ。

　暴れるハーマイニアのほうに、ヴィクトリカが近づいてきた。

「君……動機はなんだね？　六歳の子供が、皆に尊敬される村長を刺し殺すほどの動機とは、いったいなんだね……？」

「当ててごらんなさいよ」

　ハーマイニアが低い声で言った。

「……未来かね？」

　短い答えに、ハーマイニアは白目をぐりりと剝む

 き出して、叫んだ。

「どうしてわかるんです……！」

「……子供と村長との関わりと言えば、夏至祭の占いぐらいしか思いつかないのでね。不都合な未来を読まれたと、村長を恨む子供もいるだろう」

　一弥はヴィクトリカが、背がもう伸びないと言われたのだ、と暗い顔をしていたときのことを思い出した。そして聖堂の出口のところで出会ったハーマイニアが、謎のような言葉を口走ったときのことも……。

〈占いの結果は覆りませんよ〉

〈しかし、過去に一度だけ覆ったことがありますが……〉

　一度だけ覆ったとは、なんのことだったのだろう……？

　ヴィクトリカがつぶやいた。

「ただの占いだと、気にしなければすむ。だがハーマイニア、君は村の掟おきて

 や村長の言葉などに強い信頼を寄せていた。君には占いを〝信じない〟ということはできまい」

「そう……信じるしかなかった……。でも、受け入れがたかった……！」

　ハーマイニアがつぶやいた。

「わたしは……聞いてはいけない未来を聞いてしまったのです。子供らしい好奇心で、おそろしいことを」

「なにをだね？」

「自分の死期を」

「……あぁ」

　ハーマイニアは涙を浮かべて一同を見渡した。

「いまから二十年後、二十六歳のときにおまえは死ぬだろうと告げられました。二十六歳ですって……？　わたしはもっと生きたかった。もっともっと長く生きたかった。未来を覆すためには、その未来を読んだシオドア様を殺さなくてはいけないと……」

　セルジウスが震え声で叫んだ。

「そんな理由でか！　そんな理由で偉大な長を殺したのか！　子供風情が！」

「告げられた者にしかわかるまい！　あの絶望は、あの怒りは、あの悲しみは！」

　二人は睨にら

 みあった。

　ハーマイニアの瞳ひとみ

 は大きく前に剝き出され、いまにも床に落ちてべちゃりと潰つぶ

 れそうに見えた。セルジウスのほうは目を血走らせ、怒りで拳こぶし

 をぶるぶると震わせていた。

　いまやセルジウスの顔には、狂信者そのものの表情が浮かんでいた。眼球が真ん中に寄り、どこを見ているかわからない奇妙な目つきのままで、ハーマイニアを震える指で指差した。そして、地の底から響くような声で叫んだ。

「アンブローズ、この者の首を打ち落とせ！」

「…………
 えっ？」

　言われたアンブローズが、大きく口を開けた。セルジウスは大声で続けた。

「罪人の首は打ち落とす、もともとそういう風習だった。大きな罪を犯す村人がいなくなり、すたれてはきたが……。わしもおまえの歳のときには、罪人の首を斬る仕事をしたものだ」

　後ろのほうで聞いていたブロワ警部が、あわてて前に出てきた。

「あの、セルジウスさん。もう一度言いますが、デリクはわたしが逮捕して警察署に連行します。そしてこの娘さんの罪は、時効が成立しています。首を落とせば、今度はこっちの若者がソヴュール警察から殺人罪に問われます。そして、村人たちが黙認すれば、殺人幇ほう
 助じよ

 に……」

「ここはソヴュールではない！」

「……いや、勝手につけたへんな国名を言われてもね」

「出て行け！」

　セルジウスが若者たちに命じると、彼らは言われるままに、ブロワ警部を担ぎ上げて廊下に出ていった。ブロワ警部の叫び声が廊下を遠ざかっていった。はるか遠くで「久城くん、なんとかしろ……！」と叫ぶのが聞こえてきた。

　セルジウスは壁を震わせるほどの声で、

「コルデリアは、罪が確定されなかったために追放だけで済んだのだ。ハーマイニア、おまえは首を落とされ、首と胴体を別々に埋葬される。夏至祭の夜にも帰ってこれまい。罪人は二度と子孫の前に姿を現せぬ決まりだ。アンブローズ！」

「セ、セルジウス様……」

　呼ばれたアンブローズは、がたがたと震えていた。ひときわ美しい、女性であれば貴婦人然としていたであろう顔が、蠟ろう

 のように青白く染まっていた。

　セルジウスは飾り棚から大きな斧おの

 を取りだし、彼に向かって投げた。思わず受け取ったアンブローズは、悲鳴を上げて放り出した。大斧が床に落ちて、細かく白い埃ほこり

 が舞い上がった。

　セルジウスは目を赤く腫は

 らし、助手の若者を睨みつけている。

「やるのだ。この村を継いでいくのなら、罪人を許すな！」

「でも……子供の頃の罪です。二十年も前の罪です。それに、それに……」

「アンブローズ！」

「ぼ、ぼくは……子供の頃、ハーマイニアによく遊んでもらったんです。とっつきにくいけれど、優しいおねえさんだった。シオドア様を殺したとしても、ぼくには優しい人だった。いやです。セルジウス様……！」

「ここの掟だ。ハーマイニアはシオドア様の予言通り、二十六歳で死ぬのだ」

　アンブローズは睨まれて抵抗できなくなり、のろのろと動いて大斧を手に取った。腕がぶるぶると震えていた。

　歯の鳴る音が聞こえるほどに、アンブローズは怯おび

 えていた。大きな澄んだ瞳には涙が盛り上がり、やがて青白い頰に花びらのようにはらはらとこぼれた。細い肩が激しく揺れた。

　すがるように一弥のほうを振り向く。一弥も震えていた。

「お客人……。外では、外の世界では、こういうときどうするのですか……？」

　一弥は震え声で答えた。

「警察が捕まえます。それで……いろいろ調べて…………
 ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカが口を開いた。

「裁判を開く」

「さい、ばん？」

「そうだ。ハーマイニア側と警察側に分かれてそれぞれの主張をし、話し合う。そして罪が決まる。罪によって死刑になることもあり、刑務所に入ることもあり、釈放されることもある。子供の犯した罪には、死刑という求刑はない」

　アンブローズが斧を取り落とした。

　横顔にはとても寂しそうな表情が浮かんでいた。しかし強い意志が見て取れた。唇を引き結び、悲しそうに顔を上げる。

　憤ふん
 怒ぬ

 に燃えるセルジウスをみつめて、震え声で言う。

「ぼくはずっと、セルジウス様を尊敬していました。それに、村のことも好きでした。ぼくの生まれた村だし、あなたは、名もなき若者であるぼくを認めてくれた。でも……世界はそれだけではないし…………
 その、つまり……………………
 ハーマイニア、逃げて！」

　アンブローズがとつぜん、ハーマイニアを押さえつけていた若者たちを突き飛ばした。驚きの叫びや抗議する声が上がる中、ハーマイニアはべつの生き物のように大きく動いた。床を蹴け

 って飛ひ
 翔しよう

 すると、飾り棚に飾られている長い槍やり

 を一本、鷲わし
 摑づか

 みにした。

　一度振り返る。

　目玉を剝む

 き出し、青白い唇を開いて、なにかつぶやく。

　それから身を翻し、脱だつ
 兎と

 の如く逃げた。






　　　　２






　アンブローズは自分のしたことにしばし呆ぼう
 然ぜん

 とし、立ち尽くしていた。小柄で濁った目をした若者たちが、彼を囲んで口々に責め始めた。それはさながら七人の小人に囲まれた白雪姫のような姿だったが、一瞬後には若者たちは、彼らのボスであるアンブローズを置いて、廊下に飛び出していった。

　口々にハーマイニアの名を叫びながら。

　セルジウスが呪いの叫びを上げた。ぶるぶる震える拳をアンブローズに向かって振り上げ、

「アンブローズ……愚かなわしの継承者よ。すぐに追うのだ。そしてハーマイニアの首をはねろ。そうする以外に、おまえがわしに許される道はない……！」

　アンブローズは震え声で言い返した。

「いくらセルジウス様のお言葉でも、ぼくは人を殺したりしません」

「おまえはなにもわかっていないのだ。おまえが逃したハーマイニアは、必ず村に厄を起こす。すでにもう……厄が始まっている。早く行け！　そしてハーマイニアを殺せ！　おまえはわしの言うことだけを信じて動けばよいのだ。わしが知るなと命じたことを知ろうとするなど、愚かなことだ。若者よ、肝に銘じるがいい……」

　アンブローズはいつものようにうつむいたが、いつものように悲しげにうなずくことは、もうしなかった。首を振ると、黙って部屋を出ていこうとした。

　そのとき……。

　廊下のほうから、若者たちの大声が響いた。

　一弥とアンブローズが顔を見合わせた。あわてて扉から外に出る。

　巨大な動物の舌が──

　赤く分厚いものが、どろりとうごめきながら、こちらに迫ってきていた。

　それは──

　火だった。

　廊下の窓にかけられた青ビロードの分厚いカーテンが燃え上がり、崩れ落ちて、生き物の断末魔のように震えながら床に落ちた。灰色の絨じゆう
 毯たん

 に燃え移ると、さらに勢いを増しながらこちらに迫ってきた。

　若者たちが口々に、

「火だ……！」

「ハーマイニアが、火を！」

　叫びながら走り戻ってきた。

　一弥は目をこらした。生き物の舌のようにうごめく炎の向こうに、松明たいまつ

 を片手に掲げている女の人が見えた。ハーマイニアだ。目玉をぎょろりと剝き出して、首がいまにも床にゴトリと音を立てて落ちそうなほどかたむいている。壊れた人形のような姿──。

　若者たちが、廊下の別の方向に向かって走っていく。

「裏口から出るんだ！　裏にはまだ火が回ってない！」

　一弥は我に返ると、書斎に走り戻った。若者たちの声が聞こえたらしく、ミルドレッドやブロワ警部が、あわてて飛び出してきた。一弥はその流れに逆らって書斎に飛びこむと、真ん中にぽつんと立っていたヴィクトリカをみつけ、手を引っ張った。

「ヴィクトリカ、火事だ！　早く！」

　その後ろから、アンブローズも飛びこんできた。セルジウスに駆け寄ると、老いた男の杖つえ

 を奪い取った。背中にセルジウスを背負うと、一弥とヴィクトリカに続いて廊下に飛び出した。

　廊下には白い煙が立ちこめていた。目にしみるので、一弥はヴィクトリカを抱えこんで、

「君、目をつぶってて！」

　自分は目の痛さを我慢して走り出した。

　ふとかたわらを見ると、ヴィクトリカは言われたとおりにぎゅうっと固く目をつぶったままで懸命に走っていた。ヴィクトリカは足が遅い。セルジウスを背負ったアンブローズに追い抜かれた。それでも、目を閉じたままで一弥に握られた手を頼りにしているだけにしては、こわがることなくまっすぐ走っている。一弥の手を握り返す力が強まっていく。

　二人はようやく、裏口の粗末な扉から外に転がり出た。一弥は煙に咳せ

 き込みながら、館やかた

 を見上げた。

　館は燃えていた。

　暗い空に向かって炎がぱちぱちと音を立て、もっと上へ上へと燃え広がっていく。

　初めて見たときに巨大な灰色狼のように見えたその館は、身動き一つせずうずくまったまま、炎に覆い尽くされていく。

「ハーマイニア……！」

　セルジウスがおそろしい声でつぶやくのが聞こえた。硬い土に膝ひざ

 をつき、怒りに顔を赤黒く染めて、夜空を見上げていた。深い恨みの気配が濃厚に漂っていた。

　彼を助け出したアンブローズはどこかに去ったらしく、セルジウスは一人だった。

「ハーマイニアよ……！　シオドア様を殺しただけでは飽きたらず、村に火を放つとは！」

　目を開けたヴィクトリカがアッと息を吞の

 んだ。一弥がその視線を辿たど

 ると、そこには……燃え広がる〈名もなき村〉があった。

　家々の屋根や木々や、あらゆるものがちろちろと炎を瞬しばた

 かせて燃えようとしていた。石でできた外壁が、熱を帯びて不吉な赤色に染まっていた。屋根に葺ふ

 かれた藁わら

 が、ぱちぱちと音を立てて夜空に向かって炎を立たせていた。炎の帽子をかぶったかのような家々は、村全体を見ると、まるで巨大なシャンデリアが瞬いているようだった。

　村全体が赤く揺らめいている。

　広場に村人たちが集まっていた。井戸の水をくみ出しては、炎にかけている。

　アンブローズの姿は見えなかった。

　と、広場の遥はる

 か向こうで、若者たちの叫び声が響いた。口々になにかを言っている。やがて輪の中から、アンブローズがこちらに駆けてきた。長い金髪がほどけかかり、肩にふわふわと垂れていた。一弥たちをみつけると、恐怖にひきつった顔で叫ぶ。

「ハーマイニアが……ッ！
 」

　一弥たちは駆け出した。

　広場を抜けて、シャンデリアのような炎のあいだをすり抜けるように石畳の道を走り、村の入り口に辿り着く。アンブローズの震える指が、それを指差していた。

　村と外の世界をつなぐ唯一の道である、跳ね橋を──。





　跳ね橋はいつのまにか下ろされていた。

　アンブローズの震える指が、続いて櫓やぐら

 の上を指差した。村の若者が見張りをし、客人がくれば跳ね橋を下ろす……あの石の櫓だ。

　炎に照らされる村の中で、そこだけが漆黒の宵闇に染まっていた。

　暗い櫓の上に、誰かが潜んでいた。

　濃紺の古めかしい衣服。細かい三つ編みにされた金髪。ぎょろりと剝き出された深緑の瞳ひとみ

 。

　──ハーマイニアだ。

　一弥たちが見上げていると、彼女がゆっくりとこちらを見下ろした。

　ぎょろり、と白目が剝き出される。

　──片手に握りしめていた燃える松明を、上に掲げる。ぱちぱちと音を立てて火が爆は

 ぜる。もう片方の手には槍を握りしめていた。古代の戦士のような不思議な姿で、ハーマイニアはそこにすっくと立っていた。

　ほんの数秒。

　と……。

　ハーマイニアは笑った。白目が剝き出し、口角が裂けそうなほどに口を開けている。彼女が笑うところを見たのはこれが初めてだった。

　ハーマイニアは大きくかがんだ。

　かがんで縮んだ躰からだ

 が、つぎの瞬間、倍に感じられるほど伸びた。力を込めてえいやっと飛翔したハーマイニアは、しなやかな動きでこちらに降りてきた。石畳の上に大きな音を立てて着地すると、一弥たちをぎろりと見る。

　剝む

 き出された目玉は、どこを見ているのかわからなかった。

　一弥はヴィクトリカを背後に庇かば

 った。

「……余計なことをしやがって」

　ハーマイニアが低い声で言うと、槍やり

 を構えた。

　一弥は震えながらヴィクトリカを庇った。アンブローズは驚いたように、ハーマイニアと一弥たちを見比べていた。

　一弥はハーマイニアを睨にら

 みつけた。

「余計なことじゃありません。ハーマイニアさん、ヴィクトリカは母親の無実を晴らしただけです！　あなたは二十年ものあいだ、無実の人を……」

「わたしにとっては余計なことだ」

　ハーマイニアは繰り返した。それから首をゴトリと大きくかたむけ、笑顔を浮かべてヴィクトリカを見下ろした。笑顔が急に虚空に吸い込まれるように消えた。

「コルデリアの娘よ……死ぬまでここにいるがいい！」

　一弥ははっと息を吞んで、槍を構えるハーマイニアからヴィクトリカを庇った。だが、ハーマイニアは襲いかかってくるのではなかった。

　身を翻す。

　跳ね橋をまっすぐに渡っていく。

　走るハーマイニアの後ろ姿が、あっという間に遠ざかっていった。彼女の靴の底がよく見えた。黒い革靴の、黒い底。不吉な色だった。

　アンブローズがふいに声を上げた。彼女のやろうとしていることに気づいたらしい。

「ハーマイニア、駄目です！」

「……こうすれば追ってこられまい！」

「ハーマイニア!?
 」

　橋を渡り終わったハーマイニアが、こちらを振り返った。掲げた松明を少しずつ降ろしていく。

　次第に村人たちが集まってきた。跳ね橋のあちらには一人、ハーマイニアが立っていた。こちらには村人たちと客人が呆ぼう
 然ぜん

 と立ち尽くしていた。

　アンブローズが叫んだ。

「ハーマイニアは……橋を燃やそうとしているんです！」

　一弥は息を吞んだ。

　ハーマイニアは松明を橋の真ん中に向かって投げた。炎がちろちろと揺れ、やがてゆっくりと燃え広がり始めた。

　村人に支えられてセルジウスが近づいてきた。アンブローズが振り返ってなにか言おうとすると、セルジウスはそれを制し、

「アンブローズ、髪がほどけているぞ」

「えっ……？
 」

　言われたアンブローズは虚をつかれたようにぽかんとした。セルジウスは苛いら
 立だ

 ち、

「きちんと結べといつも言っておるのに。早く髪を直すのだ」

「セルジウス様……でも、橋が……！」

「橋などなくても困るまい。わしらがいるのはこの村だ。外に出る必要はない」

　アンブローズが短くうめいた。

　彼はもう、セルジウスに叱られたときにいつもするうなだれたポーズをしなかった。まっすぐにセルジウスをみつめ返しただけだった。

　橋が燃え広がろうとしている。

　馬車が一台ちょうど通れるぐらいの幅。両端にある太い紐ひも

 が炎を上げて燃え、橋は支えがゆるくなって上下に細かに揺れ始めていた。木材の床も少しずつ黒く変色し始めていた。一弥が叫んだ。

「ヴィクトリカ、早く！　橋を渡らなきゃ！」

　手を引っ張られたヴィクトリカは、怯おび

 えたように一弥の顔を見上げた。

「しかし……」

「橋が落ちたら、戻れなくなるよ！」

「しかし、橋の向こうには……」

　一弥は怯えるヴィクトリカに、諭すように言った。

「怖かったら目をつぶってて。わかる？」

　答えを待たずに一弥は走り出した。ヴィクトリカは抵抗せずについてきた。振り向くと、さっき館やかた

 の廊下を走ったときと同じように、ヴィクトリカはぎゅうっと力をこめて目をつぶっていた。小さな鼻にかわいらしい縦たて
 皺じわ

 が寄っていた。

　それを見て一弥は安心した。それから背後に向かって叫ぶ。

「警部！　ミルドレッドさんも！」

　どの顔も恐怖に青白く染まっていた。

　客人たちは震えながら、燃え始めた橋を渡り始めた。





　橋は揺れている。

　ぱちぱちと音を立てて燃えてもいる。

　一弥はそっと下を見た。

　遥か奈な
 落らく

 の底は夜目には見えず、ただ暗く深いなにかがあるとしかわからない。濁流が流れているらしき音が、下から響いてきた。

　みんなが怯えて足を震わせる中、なぜか一弥だけが平気で橋を渡っていた。振り向いてブロワ警部やミルドレッドの恐怖にひきつる顔を見て、一弥は初め不思議に思ったが、やがて一つのことに思い当たった。

（……そうか！　ぼくはこういうのに慣れてるんだ。いつも聖マルグリット大図書館の迷路階段を上がっているから……。確か、慣れるまではとてもこわかったんだよな……）

　橋の途中まで差し掛かったとき、前方から獣の雄お
 叫たけ

 びのような声が響いた。ヴィクトリカがびくりと肩を震わせて一弥にしがみついた。フリルの奥の奥にある小さな体が震えているのに気づいて、一弥は両腕で抱え込むようにしてヴィクトリカを庇った。

　顔を上げると、鋭利な金属の先端がこちらに迫ってくるのが見えた。

　槍を構えたハーマイニアだった。おかしな声を上げてこちらに走ってくる。燃え落ちる寸前の跳ね橋が、ハーマイニアの動きに合わせて激しく揺れた。

　ハーマイニアはまっすぐに一弥に……いや、ヴィクトリカに向かってくる。

　その横を、警部と彼に連れられたデリク、ミルドレッドの三人が素早く走り抜けていった。

　槍の先端は不吉に黒ずんでいた。近づいてくる刃先の向こうに、狂ったように笑うハーマイニアの顔があった。首が右に左に激しく揺れていて、いまにも首だけが谷底にゴロリと落ちてしまいそうだ。一弥はヴィクトリカの小さな体を抱えたまま、後ずさった。燃える橋がぐらりと揺れた。端で炎を上げる太い紐から、一弥の頰をちろりと炎が撫な

 でた。

　ビシリ……！

　槍の先端が、一弥の右腕をかすった。熱い、と思った。腕を見ると、薄く長く服の袖そで

 が切られ、血が滲にじ

 み始めていた。腕の中を見ると、ヴィクトリカはぎゅうっと目をつぶったままだった。

　一弥はふいに、目をつぶったまま走るのがどんなにこわいことなのかに思い当たった。自分はヴィクトリカに、目をつぶってついてきて、と言ったけれど、周りが見えない状態では、走るどころかそろそろと歩くことさえとてもこわいことなのだ。

　それなのにヴィクトリカは、言われたとおり目を閉じ、一弥の手を握ってついてきた。

　自分の力を信じてくれているからだろうか……？

　もしそうだとすれば、一弥にとってそれは初めてのことだった。ヴィクトリカ以外の誰が……？　父と兄たちには期待され、母と姉にはかわいがられてきたが、これまで誰も、一弥の力を信じて大切なものを預けてくれた人はいなかった。

（……どうしてもしなきゃいけないことは、ヴィクトリカを助けることだ）

　一弥は強くそう思った。

　ハーマイニアが槍を握った腕を振り上げてきた。

　そのたび一弥はヴィクトリカを庇って、右に左に避けた。

　心の中にセルジウスの不吉な声が蘇よみがえ

 ってきた。

（あの占いでは、確か……）

　セルジウスに告げられた未来……。

〈これから何年後か……世界を揺るがす大きな風が吹く〉

〈その大きな風によって、二人は離ればなれになることだろう〉

〈いかに思いが強くとも、風には敵かな

 うまい……〉

〈心は……〉

〈ずっと〉

〈離れまい〉

　一弥はごくりと唾つば

 を飲んだ。

（ただの占いだ。当たるものか。こんな中世そのもののような村にずっと住み続けている人に、世界のことが……世界を揺るがす風のことが、本当にわかるはずはないんだ……。だけど、だけどもし……あれが本当なら…………
 ）

　一弥はハーマイニアの視線に負けまいと、彼女のぎょろりとした目を睨にら

 みつけた。

（あれが本当なら、まだぼくとヴィクトリカが離ればなれになる時はきていないんだ。ここから無事に帰るんだ。聖マルグリット学園に……。いつものぼくたちの場所に……）

　槍やり

 が、一弥とヴィクトリカの真ん中を狙って突きこんできた。

　一弥はヴィクトリカの体を向こうに押して、自分は一歩後ずさった。二人の中間を槍が貫いた。一弥はヴィクトリカと離れてしまったことに気づいて息を吞の

 んだ。ハーマイニアもそれに気づいた。

　ハーマイニアは燃える橋の上でにたりと笑った。

　目玉が充血して、真っ赤に染まっていた。

「まずあんたから……。あんたからにする……！」

　一弥に向かって槍を振り上げる。

　橋はますます燃えさかっている。

　ハーマイニアは一弥が逃げることを見越して、一弥の左側──より安全な、炎の少ない場所に向かって、思い切り槍を突き立てた。

　だが一弥はとっさに、逆──右側に動いていた。そちらにヴィクトリカを一人置いてしまっていたからだ。彼女を庇かば

 って立ちふさがるようにした一弥を、振り返ったハーマイニアは不思議そうにみつめていた。なぜそっちにいるのだ？　と聞きたそうな顔だった。

　ハーマイニアはバランスを崩した。

　槍が突き刺したのは無人の宙で、彼女は一弥を刺し殺すつもりで体重をかけすぎていた。

　もんどりうって倒れ、そのまま橋から落ちて、奈落の底に落ちていく。

　──ぎゃ、あ、あ、あ、ぁ、ぁ、ぁ！

　何年経とうとも忘れられないようなおそろしい声が遠ざかっていき、やがて遥はる

 か下に吞み込まれ消えていった。

　いまは闇に落ちていて見えないが、深い谷底があり遥か下に激しい濁流が流れていることを、一弥は知っていた。ぞっと背中が総毛立つ。

　ぱちぱち、ぱちぱち……！

　音を立てて橋が落ちようとしていた。もう橋の真ん中のわずかな場所しか歩けない。左右は炎を強くして、火の壁となって二人に迫っている。

　一弥は我に返り、ヴィクトリカの手を引いて走りだした。

　残り十歩ほどの距離を、一弥は火からヴィクトリカを庇うように抱えこんで、走り抜けた。あと一歩。

　安心した。ヴィクトリカを無事に外に連れ出したのだ。一弥自身の力で。

　と……。

　──ぐらり！

　体が揺れた気がした。

　安心したせいだと思った。でもそうではなかった。橋が傾いたのだ。

　ついに燃え落ちて、燃え残りが、鮮やかな橙だいだい
 色いろ

 に輝きながら奈落に落ちていった。

　最後の一歩──。

　先にヴィクトリカが地面に足を着いた。

　続いて一弥も、地面に足を踏み出した──

　そのとき、落ちていく橋とともに、一弥の体も傾いで斜めになった。振り返ったヴィクトリカの顔がアッと叫ぶように変わり、その彼女の顔が視界の下に向かって消えていった。かわりに夜空が──満天の星が輝く夜空が、視界いっぱいに広がった。

　一瞬とてもきれいだった。

　つぎの瞬間、がくんっと体が落下を始めた。

　崖がけ
 下した

 に向かって。





　満天の星があっというまに遠のき、断だん
 崖がい

 と、そのこちら側で大声を上げているヴィクトリカ、ぎょっとしたように一弥を見下ろすブロワ警部、悲鳴を上げるミルドレッドとアンブローズが見えた。向こう側には中世そのものの聖堂や石造りのアーチなど、美しいが絶望的なまでに時間の止まった村が見えた。まだ炎がくすぶっているようだ。

　ヴィクトリカの胸元からあの……麓ふもと

 の町の宿屋で見せてくれた、金貨を鎖に通したペンダントがこちらに垂れ下がっているのも見えた。フリルの海から顔を出し、一弥に向かって金貨が迫ってくるようだった。

　落ちていく一弥は、その一瞬をとても長く長く感じた。やけに冷静にヴィクトリカのペンダントを観察し、それから（あれ？　どうしてアンブローズさんが、橋のこっち側にいるんだろう？）と思った。聞こうとしたが、言葉にはならなかった。がくんっと大きく揺れた後、あっというまに一弥の体は落下を始めた。

　すべてが遠ざかっていく気がした。

　……急に家族に会いたくなった。

　故郷ふるさと

 の空の色や、船で海を渡ったときに見た荒れる海面や、聖マルグリット学園の寮の部屋に初めて入ったときのこと……。そして、セシル先生に頼まれて、初めて大図書館の迷路階段を上がった、あの春の日のこと……。

　いろいろな情景が、現れては消えた。

　悔しさとプライドと、申しわけないような気持ちが入り交じって、一瞬のあいだに一弥を責めさいなんだ。

　思いは、生まれた国へ還かえ

 っていく。

　あの国を離れた理由に……。

（父さん、兄さんたち……ごめん）

　一弥は悲しい気持ちになり、つぶやいた。

（ぼくは望まれるような息子に、弟に、なれなかったんだ。だから逃げたんだ。ほんとはこの国に勉強しにきたんじゃない。うちにいるのが辛つら

 かったんだ。父さんたちのそばにいると自分が情けなくて……だけど自分のことをこれ以上つまらない男だと思いたくなくて……ごめん。父さんたちのことが嫌いなわけじゃないんだよ……。それどころか、とてもとても尊敬しているんだ……！）

　迷路階段はいつも一弥の心の中にもあった。一弥は迷ってしまったのだ。

（どうしたらいいかわからないんだ……。ぼくは自分のことが嫌いになってしまったんだよ。迷って、辛くて、逃げたんだ……。ぼくはとてもつまらない男だ。ヴィクトリカの言う通り、中途半端な秀才で、どうにも凡人なんだよ。ぼくはとるにたらない存在なんだ。だから……ぼくなんて……こうやって崖から落ちちゃっても…………
 ）

　視界を金色の蝶ちよう

 がよぎった気がした。

　木漏れ日に薄羽の透ける、小さな蝶……。

　昔見たことがある……。

　一弥は涙ぐんだ。

（落ちちゃっても仕方ないんだ……ぼくなんて…………
 ）

　金色の蝶が……。

（ヴィクトリカを助けただけでも、すごいことだよ……。だから…………
 ）

　遠ざかっていくヴィクトリカや、ミルドレッド、アンブローズなどの顔。

　しかし、遠ざからないものが一つだけあった。大切なはずの彼女の金貨のペンダントだ。それは遠ざかるどころか、どんどん近づいてくる。ヴィクトリカの胸元から離れて。一弥は、ペンダントの古い鎖が切れて、自分と一緒に谷底に落ちていくのだと気づいた。

　ヴィクトリカの大切なペンダントなのに……！

　なにか叫びながらヴィクトリカが手を伸ばした。ペンダントを拾おうとしている。

（君まで落ちるなよ……。ぼくはいいんだけどさ。君はさ……気をつけないと……！）

　そう思った、つぎの瞬間……。





　──がくんっ！





　体が揺れた。





　一弥の頭が真っ白になった。なにがなんだかわからなくなった。誰かに強く体を揺らされて夢からとつぜん醒さ

 めるときのようだった。





　視界が……





　ぐるり。





　回転して、つぎの瞬間、一弥の目の前は暗く固い断崖に包まれた。





「……久城！」

　上のほうから誰かが自分を呼んでいた。

　一弥は顔を上げた。

　頭上にヴィクトリカがいた。うーん、うーん、と力を込めているような不思議な顔をしていた。薔薇ばら
 色いろ

 の頰が苦しそうに真っ赤になっていた。どうして上にいるのかな、ヴィクトリカはとても小さいのに、と思った。

　手を見る。

　自分が彼女に手を引っ張られていることに気づいた。

　一弥は断崖に宙ぶらりんになり、地面にしゃがみこんだヴィクトリカに片手をぎゅうっと摑つか

 まれていた。

　目の前は断崖で、かすかに土の匂いがした。

　遥か下からは水音がした。

　濁流の流れる激しい音だ。

　──ヴィクトリカは、むんっと歯を食いしばっていた。

　一弥はその手を見た。

　小さな両手が懸命に一弥を引っ張り上げようとしている。でもヴィクトリカの力はとても弱い。小さな椅子一つ、自分ではなかなか持ち上げられないぐらいなのだ。

「ヴィクトリカ……大事なペンダントが落ちちゃったよ」

　彼女は歯を食いしばっていて、返事をしなかった。一弥は、ヴィクトリカが手を伸ばした理由が、ペンダントを拾うのではなく、ほかならぬ自分の手を摑むためだったのだと気づいた。

　ヴィクトリカが力を込めている手を、みつめる。小さな手の甲は、血の気をなくして紫色に染まっていた。ヴィクトリカが真珠のように小さくて白い歯を食いしばりながら、叫んだ。

「……なにしてる、久城！　上がってこい！　バカ！」

「でも、ぼくなんて……」

「無駄口叩たた

 かずに上がってこい。バカで中途半端な秀才で凡人でどうしようもないならず者で歌の下手な死神の久城！」

「……ならず者じゃないよ……多分」

「早くしたまえ！」

　一弥は自分の手を必死で引っ張るヴィクトリカを、とても不思議そうに見上げた。どうしてこんなに一生懸命なのかなぁと思った。ふいに気づいて、

「ヴィクトリカ、君……」

「なんだ!?
 」

「手、痛くない？」

「…………………………
 痛くない」

　ヴィクトリカは言った。

「痛いだろ？」

「…………………………
 痛くない」

「でも……」

「痛くないったら、痛くないのだ！」

　むきになったように繰り返すその顔を、じっと見上げる。

（……あ！）

　一弥はふと思った。

（痛くないはずない。ヴィクトリカはすごく痛がりなんだ。ヴィクトリカが……噓をついてる。初めて見たな……。噓をつくところなんて。あれれ、へんな顔だなぁ……）

　ほっぺたはいつもよりふくらみ、エメラルドグリーンの瞳ひとみ

 が水っぽく潤んでいる。

「久城、早くしろ！……なにを笑ってるのだ！　早くしろと言っているのだ！」

　一弥は急に我に返った。ヴィクトリカの小さな足が、ずるずると崖がけ

 に近づいてきている。このままでは自分も一緒に落ちてしまいそうになっているのに、それでもヴィクトリカは、一弥の手をどうしても放そうとしない。

「一緒に帰るんだ。こないだも言ったぞ。一緒に帰るんだ。こないだもわたしはそう言った。言ったのに」

「……うん」

「早くしろバカならず者音痴の死神！」

「ごめん、そうだよね……ヴィクトリカ」

「なんだぁぁぁぁ！
 」

　ヴィクトリカが怒っていた。一弥は妙に神妙に、

「あのね……ありがとう」

「ばかぁぁぁぁ！
 」

「……へへへ」

　一弥はもう片方の腕を伸ばして、地面から突き出た木の根っこを摑んだ。ぐうっと力を込めると、なんとか自分の体を少しずつ引き上げることができた。

　ゆっくりずるずると地面に近づいていく。ヴィクトリカの小さな息づかいが、やけに耳に響く。遠くでぱちぱちと炎の燃え広がる音もする。一弥はようやく、自分の体をちゃんと地面まで引き上げた。

　息をつく。

　そのまま眠ってしまいたいぐらい疲れていた。





　一弥は大きく深呼吸した。息を吐くと、ついさっきまで囚とら

 われていた悲しい気持ちも、体の外に出ていくようだった。

　膝ひざ

 をついて、はぁはぁと息をする。

　やがて一弥は顔を上げた。かたわらにうずくまっているヴィクトリカをみつめる。

　ヴィクトリカは地面にぺたりと座り、小さな両手を開いていた。じいっと手のひらを覗のぞ

 き込んで、不思議そうな顔をしていた。

　一弥もその手のひらを覗き込む。

　ヴィクトリカの手は真っ赤に腫は

 れ上がっていた。重いものなど持ったことのない肌はとても弱いらしく、火傷やけど

 でもしたように痛々しくふくれていた。

「……ヴィクトリカ」

　一弥の視線に気づくと、ヴィクトリカはあわてて両手を背中に回して隠した。そして一弥の腕の傷からも血が流れているのに気づくと、また不思議そうにそれをみつめ始めた。

「ヴィクトリカ、あの……」

　一弥がなにか言いかけると、ヴィクトリカは怒ったように鼻を鳴らした。そして一弥にくるりと背を向けると、小さくつぶやいた。

「久城、君、落ちてもいいやと思っただろう」

「えっ、えっと…………
 」

　ヴィクトリカの声はとても怒っていた。一弥は頭を搔か

 いた。なんと答えようか困っていると、ヴィクトリカは怒った声のままで短く言った。

「落ちたら駄目だ」

「……そうだよね」

「………………………………
 ばか」

　ヴィクトリカは聞こえないぐらいの小さな声でつぶやいた。






　　　　３






　夜の帳とばり

 が降りる頃、村から上がっていた炎は鎮火した。それからしばらくすると、麓ふもと

 のホロヴィッツから迎えの馬車がやってきた。暗い中で、老いた御者は〈名もなき村〉を襲った異変には気づいていないようだった。ただ一弥たちの顔ぶれ──一弥、ヴィクトリカ、ブロワ警部、デリク、ミルドレッド、それにアンブローズの六人を見渡すと、首をかしげてつぶやいた。

「六人乗せてきて、また六人乗せて戻るにはちがいねぇけど……この顔ぶれだったかね？」

　馬車に乗るとき、アンブローズは迷うように村のある窪くぼ
 地ち

 を振り返った。宵闇に沈む窪地は人が住んでいることを感じさせず、頑固な老人のように身動き一つせず、ただそこに在った。

　アンブローズがつぶやいた。誰にともなく、いいわけのように。

「橋が燃え落ちるのを見ていたら、つい……火の中を渡ってしまったんです。ぼくはずっとあの橋を渡りたかったんです。ブライアン・ロスコーによって外の世界のことを知ったときから……。〈名もなき村〉が唯一の世界ではないと知ったときから……。ぼくだけが、ここを終つい

 の住み処か

 だと思えなくなってしまったのです」

　それだけ言うと、アンブローズは胸を張って馬車に乗りこんだ。髪を結んでいた麻の紐ひも

 に手を伸ばすと、さっとほどいて、馬車の窓から投げ捨てた。絹のようにたおやかな金色の髪がふわりと広がって、品のある女性的な美び
 貌ぼう

 の上にこぼれ落ちた。

　ヴィクトリカが小さな声で言った。

「外は……いい」

　一弥がかすかに息を吞の

 んだ。ヴィクトリカの手をそっと握りしめた。ブロワ警部は知らんぷりをしていたが、ちらりとだけ腹違いの妹を見て、

「もう二度と出られないかもしれないぞ。こんな騒ぎを起こしたのだからな……」

「それでもわたしは満足だ」

　ヴィクトリカが返事をしたので、一弥は驚いた。この不思議な距離のある兄妹が、まともに会話らしきものをしたのは、これが初めてだったのだ。それが棘とげ

 のある、そして不吉な内容だったとしても。

「わたしはコルデリアの無実を証明した。娘は母の名誉を守らねばならない」

「……ふんっ！」

　ブロワ警部が鼻を鳴らした。

「たとえ、コルデリア・ギャロが生まれた村を追われた理由が冤えん
 罪ざい

 だったとしても、あの女が先の世界大戦でさまざまなことを引き起こしたことに変わりはない。その血を引く娘に自由が与えられないことにも、変わりはないだろうがな」

「父親の受け売りだろう？」

「なっ！」

　ブロワ警部はおそろしい顔をして、小さな腹違いの妹を睨にら

 みつけた。ヴィクトリカはおそれる様子もなく静かに視線を返した。

　馬車の中は静まり返った。

　そして、箱型馬車はきたときと同じように激しく揺れながら、蹄ひづめ

 の音を立て、急勾こう
 配ばい

 の道を降り始めた。





「あの村はこれからどうなるんでしょう？」

　一弥が誰にともなくつぶやいた。

　向かい側に座っていたアンブローズが答えた。

「さぁ……。きっと、跳ね橋をもう一度作るのにしばらく時間がかかると思います。でも、これまでと同じように……これからもあの暮らしを続けるのでしょう」

　彼の顔は青白く憔しよう
 悴すい

 しきっていた。

「アンブローズさんは……」

「ぼくは……ずっと外の世界に憧あこが

 れていたので。どうなるかはわかりませんが、外で生きていきたいと思います」

　黙りこんでいたデリクが、甲高い声で苦々しげに言った。

「外がそんなにいいかねぇ？　君らはあの骨こつ
 董とう

 の価値がわかっていないんだよ。あげくにたくさん燃やしてしまうし」

　ミルドレッドが思い出したようにため息をつく。

「そうだ。あの火事って、つまりお金が燃えてたってことだよね。憂ゆう
 鬱うつ

 になるよ……」

　デリクの頭をブロワ警部が小突いた。あきれたようにため息をついて、デリクに説く。

「デリク、おまえはその骨董の村の掟おきて

 で裁かれるところだったんだぞ。どう考えても、ソヴュールの法律よりも残虐な刑が待っていたと思うがね。あの斧おの

 を見たかね？　錆さ

 びついて切れ味の悪そうな中世の斧で首を落とされるなど、ぞっとしないか？　きっとなかなか首が落ちずに、何度も斧を振り下ろされて、絶命するまで、長く苦しむにちがいない……」

　自分で口にした言葉に自分でぞっとしたように、ブロワ警部は黙りこんだ。

　しばらく馬車の中に沈黙が流れた。

　山道を下る馬の蹄の音が、規則正しく聞こえてきた。大きく揺れ、がたごとと音を立てる。やがてブロワ警部がぼそりと言った。

「それにしても、セイルーン王国ってなんだろうな」

「……セイルーン？」

　ヴィクトリカが聞き返した。

　警部はあわてて一弥のほうを向いた。もうこれ以上は妹と会話する気がないらしい。いつものように一弥に向かって話し出す。

「デリクの処分について、村長と言い合いになったときにだね、彼が妙なことを言ったのだ。『ここはソヴュール王国ではない』『村ではない』と。続けて彼は誇らしげに言ったのだ。『ここはセイルーン王国で、わたしは国王だ』と」

　警部は肩をすくめた。

「……勝手に国名をつけて山奥に住まれてもだね、話にならないだろう。ここはソヴュールの国土なのだから。まったく頭のおかしなやつらだよ。……おっと、失礼」

　アンブローズの視線に気づいて、少しあわてる。

　ヴィクトリカが大きくため息をついた。

「そうか。それでなのだな……」

　全員がヴィクトリカに注目した。

　彼女は物憂げに長い金髪をかきあげた。それから少し眠そうに瞳ひとみ

 を細め、となりに座る一弥を見た。

「久城、君、覚えているかね？　わたしが〝特別な民〟について語ったときのことを」

「あぁ、うん……」

　一弥はうなずいた。

「ギリシア神話の神々とか、北欧の巨人とか、中国の天上人とか……」

「そうだ。そういった文献を読んでいて気づいたのが、実際の歴史に──多くは古代史にだが──登場する神の如き人々のことだ」

　ヴィクトリカはため息をついた。

「その昔、東ヨーロッパの地を制覇した森の民。その伝説はいまもなお残っている。バルト海沿岸の地は数々の外敵に晒さら

 されていたが、その森の民はけして負けることがなかった。彼らは小柄で力もなかったが、並外れた知力によって、外敵を下していった。九世紀にはハザール人を、十～十一世紀にはペチェネグ人を、十二世紀にはポロヴェツ人を下した。そして十三世紀にはモンゴル人の来襲をも下した。彼らの敵の多くは、平原から攻めてくる大柄な騎馬民族だった。彼らは栄華を誇ったが、しかし十五世紀を境に、忽こつ
 然ぜん

 と姿を消した。戦争があったわけではない。ある日とつぜん歴史から消えた。果たして彼らは何処へ消えたのか？」

　馬車の中はしんと静まり返っていた。

「彼らの名が、セイルーン人だ」

　あっ、と誰かが叫んだ。

　アンブローズがおそるおそる言った。

「そういった歴史のことは知りませんが、村ではぼくたちはセイルーン人だと教えられてきました。ここはソヴュール王国で、村の形態をとっているけれども、本当は村ではなく王国なのだと、子供の頃から……。しかし、けしてそれを言ってはいけないと。その名も口にしてはいけないと。なぜなら迫害され、焼き払われてしまうからと……」

「そう。彼らは迫害される民なのだ」

　ヴィクトリカがうなずいた。

「君たち、十五世紀と言えばなにを思い出すかね？　それは異端審問と魔女狩りの季節でもあった。小さく、賢く、謎めいたセイルーン人は、その波に吞まれ異端のレッテルを貼られ、やがてバルト海沿岸の小さな王国を保つことができなくなった。戦争ではなく迫害によって、彼らは追われた。そして十五世紀を境にソヴュールで急速に増えたのが、例の〈灰色狼〉の伝説だ。森の奥深くに言葉を話す静かなる狼が棲す

 んでいる、頭のいい子は灰色狼の子と呼ばれてしまう……。それは十五世紀にバルト海沿岸を追われたセイルーン人が、ソヴュールの山奥に逃れて、ひっそりと住んでいたためではないか。そして彼らが〈灰色狼〉と呼ばれたのは、かつて暮らした東欧の森に多く棲せい
 息そく

 していた狼からきた名称ではないか。しかしソヴュールに逃れた彼らは、みつかるたびに村を焼き払われ、さらに森の奥に追われていく。やがて子孫の数は減り、伝統と古い村だけが残った。おそらく、それがあの村なのだろう」

　ヴィクトリカは低い声で続けた。

「君たち、あの夏至祭を覚えているかね？　〈夏の軍〉と〈冬の軍〉の戦いを。あれは豊ほう
 穣じよう

 を祈るための儀式で、ヨーロッパ各地に似たような風習がある。しかし〈冬の軍〉だけが馬に乗っていたのはなぜだろう？　わたしは一つの仮説を立てることができる。それは、彼らの敵が長く騎馬民族であったからではないか、と。あの儀式は冬を追いやるためのものであるとともに、季節ごとに攻めてくる大柄な騎馬民族を、豊壌なる森から乾いた平原に追い返すための儀式でもあったのではないかと」

　馬車は山を降り続けている。

　大きく揺れている。

　ランタンの炎が、ヴィクトリカの顔を照らしたり、暗い影に隠したりを繰り返している。

　誰もなにも言わない。

　やがてヴィクトリカが、しわがれた低い声で言う。

「どちらにしても、遥はる

 か昔のことだ。我々はいまを生きている。いまを……」

　──がたん！

　馬車の車輪が大きな石か木の根っこを踏んだらしく、大きく揺れた。

　ランタンが激しく揺れて、向かい側に座るアンブローズの顔を一瞬明るく照らし出した。

　アンブローズの頰には涙が光っていた。

「……いまを？」

　小さく聞く。

　ヴィクトリカがうなずいた。

「そうか……それなら生きていけます」

　そうつぶやいたアンブローズがかすかに微笑んだ気がしたが、暗くてよく見えなかった。

　ミルドレッドが大あくびをした。それからつぶやいた。

「むずかしいことはよくわかんないけどさ、とにかく健康で、あとお金があったら万々歳ってことだよ。いいじゃないのさ。……お金はもっともっとほしいけどさぁ！」

　アンブローズがくすっと笑った。一弥もつられて笑顔になった。ミルドレッドはまたあくびをすると、疲れ切ったように目を閉じた。





　がたがたと揺れながら、馬車は山を降り続けている。うねった道を、蹄ひづめ

 を鳴らしながら。

　ヴィクトリカが小さくあくびをした。

「……疲れたの？　眠くなった？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは無言でうなずいた。それから小声で、

「久城、君、歌え」

「……歌うの？」

「そうだ」

「……なんでだよ？　まったく……」

　一弥はため息をついた。

　それから小声で、得意な童謡を口ずさみ始めた。朗々と歌っていると、ヴィクトリカがかすかに笑ったような気配がした。

「な、なんだよ？」

「……へたくそめ」

「君もね、ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカはくすくす笑い続けている。

　馬車はまだまだ山を下っている。






　　　　４






　ようやく麓ふもと

 の町にたどりついたときは、夜もすっかり更けていた。一同は一軒しかない宿屋に泊まり、翌朝出発することにした。宿屋の主人は、アンブローズが金色の髪に貴婦人然とした顔つき、そして中世のような服装をしているのに気づくと、おそろしそうに、

「灰色狼だ……！」

　などとつぶやいていたが、アンブローズが屈託なく、宿屋の経営やら電話の仕組みやら、玄関の扉に吊つる

 してある鳥の死し
 骸がい

 やら……について質問し続けるたび、おそろしさは消えていくようだった。代わりに面倒くさくなってきたらしく、

「聞き分けのない子供みたいに、質問責めにするな。あんた、いったい幾つだね！」

　ついには怒りだして、どこかに退散してしまった。

　──翌朝はよく晴れていた。登山鉄道に乗りこみ、山を降りて、さらに蒸気機関車に乗り換えて……昼頃にようやく、聖マルグリット学園のあるいつもの村に帰り着いた。

　ミルドレッドは、サマードレスの上から重苦しい尼服を着込んで、教会に帰っていった。「あーあ、しんきくさい生活に戻るかぁ……」と一言だけ文句を言ったが、ぴたりと口を閉じたときにはもう、色鮮やかなドーリィカールの赤毛も尼服の奥深くにしまいこまれ、顔つきも若干引き締まり、一見するとまともなシスターのように見えた。どかどか大きな足音を立てて、歩き去っていく。

　ブロワ警部はデリクを連行して、警察署に向かうために馬車に乗りこんだ。馬車の窓から振り返って一弥たちに、

「とりあえず、学園に戻りたまえ。その後の指示は学園側に連絡する」

　暗い声に一弥は不安になったが、いまは、この先どうなるのかわからなかった……。

　ブロワ警部とデリクを乗せた馬車が遠ざかっていく。ミルドレッドの姿はもう見えない。

　それぞれがそれぞれの場所に散っていくのだ。

　──旅は終わった。





　駅舎から村の大通りに出ると、初夏に近い風が吹いて、心地よかった。昼どきの大通りにはたくさんの人が歩いていた。通り沿いの店も活気があり、人の出入りが激しい。

　乗り合い馬車が通り過ぎ、反対側からは最新式の自動車が飛ばしてきて、がたがたと大きな音を立てている。

　アンブローズは珍しそうに通りを見回していた。

「……ここが、いま、か」

　どこへともなく歩きだそうとする。不安と楽しさの入り交じった表情を浮かべている。一弥とヴィクトリカがそれを見送っていた。

　穏やかな風とともに、葡萄ぶどう

 畑から甘い果実の匂いと、暖かみのある土の匂いが漂ってきた。遠く駅舎のほうから、つぎの蒸気機関車が近づいてくる、汽笛の甲高い音が聞こえてきた。

　ゆったりとした、いつものこの村の情景だった。

　アンブローズは急になにかを思い出したように走って戻ってきた。一弥を捕まえると、少しあきれたような顔で耳打ちする。

「……そういえば、占いのときに」

「占いって、あの？」

「ええ。あなたと、友達の女の子は……」

「ぼくと、ヴィクトリカ？」

「ええ」

　アンブローズは、わからないと言うように首を振って、

「あなたがた、どうして二人で同じ質問をしたんです？」

「同、じ……？」

　一弥は首をかしげた。

　あのとき──聖堂から出てきたヴィクトリカが、瞳ひとみ

 に涙を溜た

 めて、とても不機嫌な様子だったことを思い出す。

　よほどショックなことを言われたのだろうと思っていたら、彼女は言ったのだ。背が伸びるかどうか聞いたのだ、と……。

（同じ質問って……。ぼく、ヴィクトリカの背が伸びるかどうかなんて聞いてないけど……）

　一弥はしばらく考えこんでいた。

　そしてようやく気づくと、あっと叫んだ。

（ちがう。逆だ……！　ヴィクトリカがぼくと同じことを聞いたんだ。本当は背が伸びるかどうかじゃなくて……）

　わたしと久城一弥は、ずっと一緒なのか、と……。

　答えは一弥と同じだった。

　──だから、少し泣いていたのだ。

　アンブローズは不思議そうに、

「二人がべつべつの質問をしていたら、未来が二つ聞けたのにと思って。でも、よほど聞きたいことだったのでしょうね。うん……」

　それだけ言うと、アンブローズは気軽にぶらぶらと歩き去っていった。

　一弥はヴィクトリカのとなりに戻った。その顔をじいっと見下ろしていると、ヴィクトリカが不機嫌そうに、

「……なんだね。じろじろと見て」

「いや、べつに……」

「じゃあ、あっちを向け」

「……君ねぇ！」

　また、忘れていた怒りがこみあげてきた。

　まったく、ヴィクトリカには腹が立つ。とにかく頭が良くて口が悪くて、どうしたらいいかぜんぜんわからない。一弥ではなく、ヴィクトリカのほうがおかしいのだ。ばかにされるし、こき使われるし、そのくせ邪魔者扱いされるし。それに……。

　それに……。

（……二人で無事に帰ってこられて、よかった）

　まぁ、そういうことだ。

　──それから一弥は、遠ざかっていくアンブローズを見送った。

〈名もなき村〉で見たときは、古風な服装も礼儀正しい態度もいかにもあの村の住人らしく、ただ瞳の輝きだけが、彼の生き生きとした内面を物語っていた。だがいま現代の大通りを歩いていくアンブローズは、歩くごとに、ポケットに手を入れ、口笛を吹き、ゆったりと歩き……あっというまに周囲の空気に溶けこんで、大通りの情景の一部になっていた。服装も、彼の態度の変化につれて、妙なものには見えなくなっていった。アンブローズとすれちがった村娘が、素敵な人だわ、と感嘆するように振り向いて彼を熱心にみつめた。それに気づいたアンブローズは、少し恥ずかしそうにだが、愛想よく村娘に会釈した。

　──あっというまの順応だった。

　暖かな風が吹いた。

　彼のほっそりとした背中にかかる、絹のように輝く長い金髪が、風に揺られてふわりと舞い上がるのが見えた。

　風が止んだときにはもう、アンブローズの姿は消えていた。通りのどこかで曲がり、歩き去っていったのだろう……。

　一弥が少し心配そうにつぶやいた。

「アンブローズさん、これからどうするんだろう？」

　ヴィクトリカはしばらく黙っていた。瞳には憧どう
 憬けい

 に似た不思議な光が湛たた

 えられていた。自由を得たアンブローズをうらやんでいるようにも見えたが、彼女はそれについてはなにも言わなかった。ただ一弥の問いに、短く答えた。

「生きていくのだろう。コルデリア・ギャロもそうしたように」





　それが、旅の終わりだった。






　エピローグ　友達










　よく晴れた午後──。

　だいぶ初夏に近づいた日射しが、大通りの乾いた土の上に照りつけて眩まぶ

 しく輝いている。木骨組みの家々に絡まる蔦つた

 も、二階の窓辺から垂れている赤いゼラニウムの花も、日射しを反射してきらきらとしている。

　穏やかで過ごしやすい、昼下がり。

　村の一角にある小さな郵便局の扉がゆっくり開いて、聖マルグリット学園の制服に身を包んだ小柄な東洋人の少年が出てきた。制帽を律儀にかぶり直し、背筋を伸ばして歩きだす。

　その手には、国際郵便で届いたらしい小さな四角い小包が握られていた。

　郵便局の向かい側にある小さな花屋さんから、同じ制服に身を包んだ、すらりと背の高い少女が飛び出してきた。金色のショートヘアに、いかにも活発そうに輝く表情──。

　少女は少年──久城一弥をみつけると、ぱっと顔を輝かせた。

「久城くん！」

　呼ばれた一弥も、少女──アブリル・ブラッドリーに気づくと、笑顔になった。

「やぁ、アブリル」

「なにしてるの？　あ、今週もまた郵便局にきたのね。それ、故郷ふるさと

 からの郵便？」

「うん。ようやく兄に頼んでた本が…………
 わわっ、アブリル？」

「お小遣い？　お小遣い？　あれっ…………
 なーんだ」

　一弥の手から郵便物を奪って封を開いたアブリルは、中身が東洋の言葉で書かれた古めいた書物なのに気づくと、あからさまにがっかりした。

「……だから、本だって言ったじゃないか。少し前に、長兄に送ってほしいって手紙で頼んでおいたんだよ。それがようやく届いたんだ」

　一弥は歩きだしながら小声でつぶやいた。

「……ちょっとタイミングがね、遅かったけど」

「ふぅん？　ね、なんの本？」

「それは、ええと……いや、いいよ。たいしたものじゃないし」

　一弥は急に赤くなると、アブリルの手から、その緑色の表紙をした本を奪い取った。

　アブリルは不満そうに頰を膨らませると、本を取り返した。表に裏にひっくり返してみつめていたが、東洋の言葉はわからないので、仕方なく一弥に本を返す。

　──二人の歩く大通りは、日射しのせいか土つち
 埃ぼこり

 が舞って、少し煙たかった。毛足の長い老馬が、ゆっくりと荷馬車を引いていくのとすれちがった。山ほどの干し草を積んだ荷馬車から、あたたかくて少し甘酸っぱい、初夏の匂いとしか言いようのない香りがした。

　学園に近づくに従って、道は少しずつ人気がなくなっていった。家々も減り、山の中腹に向かってなだらかな傾斜が延々と続いている。

「……そうだ、アブリル」

　一弥が、本から話題を変えようとするように大きな声を出した。

「あのさ、ぼく、先週いろいろあって……話すととても長くなるからやめておくけど……。のみの市のバザーで会ったシスター、覚えてる？」

「うん」

「あの人、ミルドレッドさんって言うんだけど、知り合いになってさ。バザーに出していた品を一つだけくれるって言われたんで、これ、その……君に…………
 」

　一弥が鞄かばん

 を開けて、中をごそごそと捜し始めた。〝君に〟と言われた瞬間、アブリルの顔がぱぁっと輝き、うれしそうに彼の鞄の中を覗のぞ

 きこんだ。

「わたしに？」

「そう。君にと思って。すごく気に入ってたみたいだったからさ……」

　鞄の中で、なにか金色のものが不吉に光った。

　アブリルの顔から笑顔が幻のように消えた。金色のものを握って一弥が顔を上げたとき、そこには、ものすごく怒っているようにしか見えない、アブリルのとがらせた唇があった。

「君、こうやって、ほしいほしいって騒いでたからさ。これを君に、あげ、よう、と…………
 アブリル、どうしたの？　なんだよ？　なんでそんな顔してるんだよ？」

　一弥はそれ──こぶし大の、金色の髑髏をばかみたいに頭に載せたまま、アブリルとみつめあっていた。

　アブリルはじいっと一弥を睨にら

 んでいた。ぱっちりとして鮮やかな青い瞳ひとみ

 の端になぜか涙が溜た

 まり始めたので、一弥はあわてて「あの……？」と言おうとした。頭がぶれて、金色の髑髏どくろ

 が落っこちた。ころころ、ころころ……と、なだらかな勾こう
 配ばい

 の通りを、土埃を上げて髑髏が転がり落ちていく。

　あわててそれを追いかけていると、背後からアブリルの声が聞こえてきた。

「久城くんの、ばぁか！」

「…………
 えぇぇぇぇぇ？
 」

　やっとのことで髑髏を拾い上げて、一弥が顔を上げたときには、アブリルはカモシカのようにしなやかな動きで通りを走りだしていた。

　一弥は驚いて追いかけるが、アブリルの足は速く、少しだけ距離を縮めるのがやっとだった。学園の前に辿たど

 り着いたとき、アブリルのスカートのはしっこが、例の抜け穴──彼女が鉈なた

 で枝をぶち斬って作ったという──から、学園の敷地内へ消えて行くのが見えた。

「待ってよ、アブリル！　どうして怒ってるんだよ？　ちょっと……」

　一弥が大慌てで抜け穴を通り、細い枝が突き刺さったり葉っぱだらけになったりしながら、敷地内に戻ると……。

「アブ、リ、ル………………
 あ、セシル先生。その、どうも……」

　そこにはアブリルの姿はもうなかった。走り去ってしまった後らしく、代わりに、芝生にしゃがんで菫すみれ

 を愛め

 でていたセシル先生と、大きな丸眼鏡越しに目があった。

「……久城くん？」

　慌てて、体から葉っぱや折れた枝を払う。セシル先生は不思議そうに一弥を見上げていたが、やがてようやく気づいたらしく、はっと息を吞の

 んで生け垣の奥をみつめた。

　そこには、あってはいけないもの──人が一人通れるぐらいの小さな抜け穴があった。

「久城くん!?
 」

「……す、すみません！」

「わたしの菫を踏んだ人は…………
 」

「すみません、ぼくです……」

「そうだわ。先週ヴィクトリカさんが抜け出したときも、この穴から……？　あなたとヴィクトリカさんが二人で、正門が開いてたって言い張るから、納得したけど……あなた達、本当はここから出たのね？　く、久城くん！」

「す、すみません……」

　一弥は頭を下げて何度もあやまった。セシル先生はよほど怒っているらしく、菫が、芝生が、ヴィクトリカさんが、とずっとお説教を続けている。

　抜け穴は庭師によってすぐに閉じられてしまうことになった。一弥が内心（アブリル、がっかりするだろうなぁ？）と思っていると、木の陰から、金色の髪がちらりと覗いているのが見えた。

　アブリルだ。

　先に学園に戻ったものの、一弥が先生に捕まったのに気づいて様子を見にきたのだろう。

　──結局、一弥はセシル先生から「おトイレ掃除を一か月と、夜の外出禁止を一週間」という罰を言い渡されて、その場を去ることになった。

　うなだれて歩きだすと、なにかが頭にぽこんと当たった。

　頭をさすりながら、振り返る。

　走り去っていくアブリルの、すらりとした後ろ姿が見えた。足元に丸めた紙が転がっている。頭に当たったのはこれだろうか……？

　拾って開いてみると、やっぱりそうだった。アブリルの丸っこくて細い筆跡で、こう書かれていた。





〈久城くんへ

　抜け穴つくったのはわたしだっていうこと、先生に黙っててくれてありがと。

　……でも、髑髏なんていらない。久城くんはやっぱり、ばぁか、だよ！


アブリルちゃんより〉　







　一弥はそのくしゃくしゃの紙をきれいに伸ばして四角くたたむと、胸ポケットに入れた。

　……やっぱり、よくわからない。

「どうしてばぁかなのかわからないから、ばぁかだって、ことなのかなぁ？」

　そうつぶやく一弥の周りに、急に強い風が吹いて、黒い髪と制服の裾すそ

 を揺らしながら通り過ぎていった。

　風が止むと、とても暖かく感じられた。

　夏が刻々と近づいているらしかった。





「……ま、それに気づいただけでも、君、少しはましになったと言えるのではないかね？　ばか者の久城」

　──聖マルグリット大図書館。

　三百年以上の時を刻んだという古く荘厳な建物。世界大戦の戦火を生き抜いた後は、欧州でも指折りの書物庫としてその名を馳せている。

　だが、学園の生徒と関係者以外は入れないという秘密主義のため、その存在を知る人は少ない。図書館はいつも静まり返り、埃と塵ちり

 と知性の匂いだけが充満している。

　その大図書館の、目がくらむほど高いところへ続く木の迷路階段。一弥はその午後も、一人で階段を何分もかけて上り、いちばん上にいる友達のところに辿り着いていた。

　最上階には眩まぶ

 しい陽光の降り注ぐ天窓と、南国の植物や花が生い茂る植物園。そして陶人形そのものに思える美び
 貌ぼう

 の、しかしとても小さな少女がいた。いつもいるようにその日も。いつもとまるで同じように。

　少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワは、週末の旅などなかったかのように落ちついて、書物の山に埋もれていた。腹違いの兄グレヴィール・ド・ブロワからはまだなんの連絡もなかった。このままなんの咎とが

 も受けずにすめば、といったところだが……一抹の不安は残っている。

　陶器のパイプをくわえた小さな口から、白い細い煙が天窓に上がっていく。一弥はその煙を頼りに、書物の山の中からヴィクトリカの小さな体をみつけだし、となりに座った。

「……ばか者とか言うなよ。今日は女の人たちに怒られ通しで、本当にめげてるんだからさ」

「自業自得だよ、君。くわしい理由は知らないがね」

「ちぇっ！」

　一弥は機嫌を悪くした。だがヴィクトリカは気にする様子もなく、

「だいたい君はいつも、人のことなどわかっていないくせに、見透かしたようなことを言ったり、とんちんかんなことで怒って絶交するはめになったり、まったく、くだらんやつなのだ」

「な、なんだよそれ!?
 」

「ふんっ！　己の胸に聞きたまえよ」

「なんだよ、まったく。……まぁいいや。ヴィクトリカ、これ、いる？　なんだかわからないから、ぼくにも、なにに使えとか言えないんだけどさ」

　ヴィクトリカは一心にパイプをくゆらしながら大きくて分厚い書物に頭を突っこんでいたが、一弥に言われて、面倒くさそうに顔を上げた。

　ちらりとだけ一弥が差しだすものを見て、また書物に頭を、突っこもうと、して……。

「……なんだね、それは!?
 」

　一弥は戸惑ったように、差しだしていたもの──金色の髑髏を、おずおずと引っこめた。

「なんだろう。文鎮、かなぁ？」

「久城、君はだいたいにおいて、じつにつまらない凡人だがね」

「ほっとけよ！」

「ときどき、とつぜん、わけがわからないのだなぁ」

「……それ、誉めて、は、ないよね？」

「東洋の神秘というやつかね？　それとも、君だけ特別におかしいのかね？」

　一弥はヴィクトリカの毒舌が本当に辛つら

 くなってきて、口を閉じた。小声で「ここにおいとくよ……」と、金色の髑髏を床に置く。

　そのとき、床に置かれたあるものに気づいた。

　一弥がプレゼントした、あのインド風の不思議な帽子だった。やっぱりヴィクトリカは、帽子としては気に入らなかったらしい。代わりにそれは上下逆にされて床に置かれていた。中にウイスキーボンボンやマカロンがこんもりと積まれていた。

　──ヴィクトリカが明めい
 晰せき

 なる〝知恵の泉〟で考えた末に、帽子はお菓子入れとして再出発することになったらしい。

　一弥は帽子のとなりに髑髏どくろ

 をちょんっと置いた。

　……どうも、妙な空間になった。

「東洋の神秘と言えばさ、ヴィクトリカ」

「なんだね？　海を越えてわざわざやってきたばか者で死神の久城」

「……君、いつも、一言も二言も多いよ」

　一弥はめげそうになりながらも、鞄かばん

 からある物を取りだした。

　あの、郵便局で受け取った、長兄に送ってもらった本だ。

　ヴィクトリカは興味なさそうに顔を上げたが、ものが本だったので、意外なほど興味を持って奪い取り、ぱらぱらとめくり始めた。なじみのない言語らしく、額にかわいらしいしわを寄せて、うむむ……などとうめきながらページをめくっていく。

　本には、二人の人間が組み合ったりしている絵がたくさん描いてあった。

「……これはいったい、なんの本なのだね？」

「東洋の格闘術についての本だよ。父や兄たちは詳しいんだけど、ぼくにはさっぱりわからなくてね。それで長兄に、この本を送ってほしいって頼んでたんだ」

「格闘術の本を、かね……？」

　ヴィクトリカが不思議そうにつぶやき、顔を上げる。

　一弥は目をそらした。少しだけ赤面している。

　──前回、ヴィクトリカと共におそろしい船に乗りこんでしまい、危険な目に遭った後、一弥は少しだけ後悔したのだった。もともと一弥は、父や兄たちから習った格闘術がどうも苦手で、なんとかしてかかわらずにいようと思っていたのだった。でもあの船の中で、誰の助けも期待できずに小さなヴィクトリカと二人きりになったとき、一弥は、あぁ、もっとちゃんと勉強していたらなぁ、と心の底から後悔したのだった。

　そんなことを思って、一弥は長兄に手紙で、成績の報告やらこちらの国のことなどを書いた折、できれば格闘術の本を一冊送ってほしいと頼んでおいたのだ。

　とはいえ、少しタイミングがずれて、長兄の本は、二度目の冒険を終えて学園に帰ってきた後で届いてしまった。

（そういえば、兄さんって昔からそうなんだよなぁ……。ご飯を食べた後でお菓子をくれたり、試験が終わった後で勉強を教えてくれたり。いい人なんだけど、いつも、そうなんだよなぁ……）

　そのせいか長兄は、頭もよく姿も美丈夫なのに、失恋ばかり繰り返していた。いつだったか、徹夜で書いた恋文を手に意中の人の家を訪ねたら、なんと彼か

 の君の祝言の真っ最中だったということがあった。長兄は激しい乾布摩擦でその悲しみを乗り越えたようだ……。

「……手紙も入っているようだぞ」

「えっ、本当？」

　一弥はヴィクトリカが差しだしてきた手紙を受け取った。大きなおおざっぱな字で書かれた手紙だった。長兄の字だ。一弥はそれを開いて読み始めた。

〈まったく、どうした風の吹き回しだ？　一弥、おまえがこんな本をほしがるなんて。弟と一緒に首をひねっているよ。しかしいい兆候だ。おまえがもっと男らしく、大きな男になってくれればと、父や弟ともしみじみ話していたところだ……〉

　ここまで読んで、一弥の心はどよーんと沈んだ。

〈……ところで、君の優秀なる成績については、父君はたいへんお喜びになっている。わたしたちも誇りに思っているよ。君が我が国を出て、外の世界で勉強することを選んだのは正解だったと見える。母君と妹は寂しがってたいへんだがな。わたしや弟がいても、一弥、おまえがいないとまったくつまらないらしい。えこひいきというやつだ〉

　一弥は少しだけ笑顔になった。

〈しかし、男にはやらねばならぬことがあるからな。母君や妹にはきつく言っておいたぞ。一弥はいま、男として大いなる成長を遂げている途上。女子供が邪魔をするなとな。一弥、一日も早く一人前の男になって戻ってこい。立身出世、そして国のためになる男になってな。くれぐれも、国の大事とは無関係な、生きている価値のない男になどなるな。立派な男になれ。わたしたちも、国のために一心不乱に働きながら、君の帰りを待っている。──長兄より〉

　一弥はため息とともに手紙を閉じた。

　遠い目になる。

　とつぜん静かになった一弥に、ヴィクトリカが顔を上げて、わずかに心配そうな顔をした。だが、めずらしい東洋の本に興味が戻ったらしく、本に頭を埋める。

　だが、また……。

　開いた本の上からそっと顔を出して、一弥を見る。

　一弥はまだため息をついている。

　ヴィクトリカはしばし首をかしげ、まぁいいかというように、一弥からまた目を離す。

（……兄さん）

　一弥はあからさまにしょんぼりして、階段と植物園のあいだぐらいのところに座り、下を向いていた。くよくよと、

（ぼくは、兄さんが望むような……立派な男になんてなれそうにないよ。それに、国の大事に係わることだけが、人間の価値なんだろうか。本当にそうなのかな……。あぁ、ぼくには……）

　──ゴン！

　急に後頭部に鋭い痛みを感じた。

　振り向こうとして、体がバランスを崩した。一弥は「うわあぁぁぁ!?

 」と悲鳴を上げながら、迷路階段を何段か転がり落ちた。

　斜めに転がったので、あとほんの数センチで遥はる

 か下の奈な
 落らく

 に落ちそうになった。一弥がなんとか階段にしがみついて起きあがると、ぎゅう、と握ったこぶしを突き出しながら、びっくりしたようにこちらを見下ろしてるヴィクトリカがいた。

「なんだ、君、まだそこにいたのか」

「……いまの、ヴィクトリカ…………
 その」

　ヴィクトリカは大あくびをして本を置いた。一弥は這ほう
 々ほう

 の体で階段から這は

 い上がり、

「ヴィクトリカぁ!?
 」

「……いや、この本の挿絵に描いてある通りに手を出したらだね。たまたま、久城、君がいたのだよ」

「うそだぁ！　わかっててやったんだ。おもしろいから……。だろ？」

「むっ。……だったらなんだね？」

「万一ぼくが死んだら、どうするんだよ！」

「……どうもしないが」

　一弥は再び、ヴィクトリカのとなりに座った。膝ひざ

 を抱え、彼女に背を向ける。お菓子入れから勝手にマカロンを一つ取って、包み紙をはがし、口に入れる。ヴィクトリカはむっとしたようにそれを見ていたが、文句は言わなかった。

　やがて一弥が、ぼそっとつぶやいた。

「……噓だね」

「噓？　なにが噓なのだね？」

「どうもしないっていうのがだよ。ヴィクトリカ、君、ぼくがいなくなったらいやだろ？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは返事をしない。

　一弥は心の中だけでつぶやいた。

（君、ちょっと涙ぐんでたじゃないか。あの占いを聞いたときに）

　それだけでは不安なので、付け足してみる。

（それに君は、ぼくを助けてくれた。あのとき君はすごく一生懸命だった。……そうだろ、ヴィクトリカ？）

　でも、口に出してはなにも言わなかった。





　──図書館の中も少しずつ日が暮れてきた。

　天窓から射し込む陽光も、寂しげな静かな日射しに変わっていく。

　ヴィクトリカは、いつもそうであるようにそこに座り、書物に読みふけっていた。

　となりに座った一弥は、書物の山に体を預けるようにして、さっきからじっとしている。ヴィクトリカが書物に顔を埋めたままで、ふっと耳を澄ました。

「すぅ……すぅ…………
 。すぅ」

　一弥はかすかに寝息を立てている。ヴィクトリカはあきれたように顔をしかめた。また、知らんぷりして書物を読み続ける。

　それから数分──。

　ヴィクトリカが書物から顔を上げた。

「久城、君、眠ったか？」

　返事の代わりに、穏やかな寝息だけが続いている。

「眠ったか？」

「すぅ……」

「眠ったのか」

　ヴィクトリカは繰り返した。

　暖かな陽光とともに、少し強い風が天窓から入ってきた。植物園に咲き誇る毒々しい原色の花や大きな棕しゆ
 櫚ろ

 の葉が、かさかさと揺れる。

「……本より友達のほうが大事だ」

　ヴィクトリカがとつぜん言った。





　──眠っていた一弥が、むくっと体を起こした。ヴィクトリカがびくりと肩を震わせる。

　また風が吹いてきた。二人の金と黒の髪を、さらさらと揺らしていく。

「……へへへ」

　一弥はうれしそうな顔をした。

　一瞬おいて、ヴィクトリカの薔薇ばら
 色いろ

 の頰が、少ぅしだけ、赤くなった。
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登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ


　　知恵の泉を持つ少女。ヨーロッパの小国ソヴュール王国にある、聖マルグリット学園大図書館塔最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。


久城一弥


　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。


グレヴィール・ド・ブロワ


　　警部、ヴィクトリカの兄。


アブリル・ブラッドリー


　　一弥のクラスメートで英国からの留学生。


コルデリア・ギャロ


　　謎の人物、ヴィクトリカの実母。


セシル先生


　　一弥たちのクラス担任。


シニョレー


　　警視総監。


ガルニエ


　　デパート〈ジャンタン〉のオーナー。


ルイジ


　　いつも〈ジャンタン〉の前にいる少年。


アナスタシア


　　悪魔の贄にえ

 となる少女。


ブライアン・ロスコー


　　謎の人物、奇術師。









つぎの瞬間、アリスは鏡をくぐりぬけて、むこう側の部屋にかるがるととびおりていた。






──『鏡の国のアリス』ルイス・キャロル　




矢川澄子訳　　新潮文庫　
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　夜──

　書き割りのような星空が四角く浮かんでいた。

　漆黒の鉄とガラスで造られたパレスや、巨大な駅舎や、黒ずんだ煉れん
 瓦が

 造りのビルディングが、精巧なミニチュアの街のように並んで、月明かりに青白く瞬いていた。

　その街の一角で──

　少女が一人、佇たたず

 んでいた。

　砂色の長い髪を背中に垂らして、宝石のような濃い紫色に輝く瞳ひとみ

 をひそませている。彼女が立ち尽くすその目前からは、夜を切り裂くような激しい光の洪水が溢あふ

 れ出していた。

　薄いガラスに仕切られた向こうから、眩まぶ

 しいライティングに照らされた細いマネキンが少女を見下ろしていた。

　少女はすり切れた流行遅れのワンピースに、穴の開いた革靴を履いていた。どちらも元は素晴らしい細工のものだとわかる品だが、いまはもう、耐用年数をとうに超えていた。

　マネキンはきらきらしいドレスを着て、帽子をかぶり、ビーズ刺し
 繡しゆう

 のバッグを手にしていた。

　少女は甘く吐息をついた。

（あぁ……素敵！）

　するとマネキンが口を開いた。

〈素敵……？〉

　少女は驚いてマネキンの口もとを見た。マネキンは笑っていた。

〈いらっしゃいよ。あなたにも着せてあげるわ〉

「でも……」

〈試着室で着てみるだけよ。ただ試着室に入るだけ。お金はいらないわ〉

「……そうなの？」

　マネキンは笑った。

〈そうよ〉





　少女はゆっくりとビルに入っていった。きらびやかな品物が並ぶ中、夢見心地でドレスを渡され、ふらふらと進んでいく。試着室のドアがゆっくりと開けられ、少女はドレスを握りしめたまま夢遊するように歩き続ける。

　試着室に入る。

　背後でゆっくりとドアが閉まる。

　少女は歩き続ける。

　砂色の髪が揺れる。

　──試着室の奥には鏡があり、少女のみすぼらしいワンピース姿が映っている。少女は歩き続ける。鏡は水のようにうごめき、歩いてきた少女を包み込んでしまった……。





　やがて、紫色の制服を着た店員が試着室のドアを開ける。

　中はからっぽで、ドレスだけが残されている。

　店員はゆっくりドレスを拾い上げると、薄く笑う。





　夜──

　ビルの外では、書き割りのような星空が四角く浮かぶばかりだ。
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　夏が近づいていた。

　午後もだいぶ遅い時間だというのに、日射しはいつになくきつく、村道には蹄ひづめ

 を響かせて通り過ぎる荷馬車が立てる乾いた土つち
 埃ぼこり

 がひっきりなしに舞い上がっていた。

　荷馬車の残り香は、夏の到来を予感させる甘酸っぱい藁わら

 の匂いだった。聖マルグリット学園に戻る村道を一目散に歩いていた久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 は、その匂いに気づくとふと足を止めて、眩しそうに目を細めて振り返った。

　大きな古びた荷馬車は左右に激しく揺れながら、でこぼこ道をどんどん遠ざかっていく。揺れるたびに藁の束が少しずつ道に落ちていく。村道の左右にはなだらかな葡萄ぶどう

 畑が広がり、鮮やかな緑の蔦つた

 が風が吹くたびに一斉に揺らめいていた。

　久城一弥はのんびりした足取りになって、また村道を歩き始めた。そんなに一心不乱に歩かなくても、学園の正門が閉ざされてしまう門限の時間まではまだまだ余裕があることを思い出したのだ。

　──小柄で、どちらかというと線の細い少年である。短めだった黒髪は少し伸びて、漆黒の瞳に半ばかかっている。山脈の麓ふもと

 に広々と広がる敷地を持つ名門、聖マルグリット学園の制服に身を包んで、律儀にも制帽をきっちりかぶった彼は、片手に茶色い郵便物を抱えていた。

　歩きながら封を切ったらしく、もう片方の手には便せんが開かれて握られていた。

　一弥は楽しそうに便せんに目を走らせながら、ゆっくり歩いていたが……。

　やがて、少しずつ、情けない顔に変わっていった。





『一弥さまへ

　お元気ですか？　おねえちゃんだよーん。あのね、聞いて。おとうさまがひどいの。それからお兄さまたちもひどいの。どうひどいかというとね……』





　一弥は歩きながらどんどん便せんをめくっていった。

　十枚目ぐらいまで、どうひどいかというとね……の説明が続いていた。読んでいるうちに、村道のずいぶん先まで辿たど

 り着いて、学園の正門が遠く見えてきた。

　──ガラガラガラガラッ！

　大きな音を立てて荷馬車が通り過ぎていき、手紙に気を取られていた一弥は、真横を通り過ぎた荷馬車の立てた風に頰を切られそうになり、びくんとした。

　──手紙は、二歳年上の姉からのものだった。十七歳になる姉は、一見、風に揺れる野の花のような儚はかな

 げな女性だったが、じつは芯しん

 の強い面もあった。おとなしいが、言いたいことははっきり言える性格で、そのせいか頑固な父や兄たちと喧けん
 嘩か

 になることもあった。一弥は密ひそ

 かに、自分よりも姉のほうがずっと、父たちに似た強い性分に生まれたのではないかと思っていた。

　その姉は、今年で女学校を卒業するので、お父さまが勧めるように〝四角い顔をした十も年上の帝国軍人〟なんかのところにお嫁には行かずに、いま通っている女学校の教師になることに決めたのだという。そのことで連日連夜、父や兄たちと丁々発止、言い合いを続けていたらしい。

『一弥さんは、わたくしの味方をしてくれなければ、いやよ』

　十一枚目の便せんにそう書かれているのを読んで、一弥は心の底から、いまソヴュールにいてよかった……と思った。姉を庇かば

 って父や兄たちと言い合うには、末っ子の一弥は性格が穏やかすぎたし、母はというと、昔から、笑顔のままですばやく有利なほうにつくという人だったのだ。優しくてたおやかな女性なのだが、意外と、ぜんぜん、頼りにならない。

　一弥は手紙を読みながら、聖マルグリット学園の正門に近づいていった。見上げるとクラリとするほど高い鉄てつ
 柵さく

 は、唐草模様に似た複雑な形に絡みあい、ところどころに金色の飾りが輝いている。一弥は手紙を読みながら、正門をくぐって聖マルグリット学園の敷地内に戻っていった。

　手紙には唐突に、一弥には見慣れない単語が羅列されていた。

『白木綿のブラウスが三着ほしいなぁ。かわいい襟がついてるのがね。それから、タータンチェックのカラー。革靴は焦茶色で靴先に飾りがついてるやつ。刺し
 繡しゆう

 つきの靴下と、ガラスのペン。もちろんインクもね。ええと、それと……』

　どうやら姉は、女学校の教師になるに当たって必要なものを、一弥に、ソヴュールで買って送ってほしいと頼んでいるようだった。お買い物リストはまだまだ続いていた。

　一弥は頭を抱えて立ち止まった。姉がリストに書き連ねているものが、どこでどう買うものなのか、それ以前にどういうものなのか、さっぱりわからなかったのだ。

　大きくため息をついて空を見上げた、そのとき……。

「あっ！　あの子よ。あの子が犯人。ほら、例の……！」

　犯人という言葉に、一弥はハッとして振り返った。

　もはや無意識にだが、少しでも変わった出来事や謎めいた犯罪をみつけたら、素早く拾ってわかりやすくまとめて、迷路階段を駆け上がって、

　──退屈だー。謎をご所望だー！

　と駄々をこね続ける、あの美しくて奇妙な友達のところに持っていってあげるつもりなのである。

　ところが……。

　あの子が犯人よ、と叫んでいるのは、見慣れた女性──担任のセシル先生だった。大きな丸眼鏡をかけた、ぷくぷくした小犬を思わせる女性で、肩までのブルネットが風をはらんでふっくらふくらんでいた。

　セシル先生はなぜか、まっすぐにこちらを指差していた。

「……犯人、ですか？」

　一弥は後ろを振り返った。

　すうっ……と風が通り過ぎた。

　誰もいない。

　もう一度、セシル先生のほうを見る。やっぱり彼女はこちらを指差している。

　一弥は不思議そうに、セシル先生と、こちらを指差すその指先をみつめた。

　と……。

　先生の足元に広がる生け垣が、ごそごそと枝を揺らした。まるで大きな獣が潜んでいるような揺れ方に、一弥は思わず一歩後ずさった。

　──にょきっ！

　生け垣から顔を出したのは、みっしりと髭ひげ

 を生やした筋骨隆々とした老人だった。片手に大きな園芸鋏ばさみ

 を握っている。

　セシル先生が一弥を指差して、

「庭師さん！　この子が犯人よ。菫すみれ

 を踏んで、生け垣に穴を開けて……」

　一弥は「あっ……」と叫んだ。つい数週間前、一弥は門限をとうに過ぎた時間に学園から外に出る必要に迫られて、生け垣に開けた穴から出たのだった。そのことがセシル先生にばれて、一弥はみっちり叱られた。

　生け垣の穴を直すために呼ばれたにちがいないその庭師は、日に焼けてなめし革のように皮膚の分厚くなった顔をしかめると、一弥を睨にら

 んだ。

「なんだ。おめぇか！　こんなところに穴を開けおって！　どんだけ苦労してここまで木を育てたか、わかっとるのか！　ちょっとこい。こんなことする生意気な腕は、こいつでちょんぎってやる！」

　庭師は巨大な園芸鋏を振り回してうそぶいた。一弥が逃げ出すものと見越して脅しているようだったのだが、脅された一弥は顔を青くして、

「すみません……！」

　思わず頭を下げて、あやまった。庭師は毒気を抜かれたのか、きょとんとした顔で一弥の後頭部をみつめていたが、やがてちょっと笑い、

「……いいよ。どうせセシルにさんざん怒られた後だろう。もう、しなきゃいい」

　そう言うと、また生け垣の奥にがさごそと戻っていった。

　セシル先生はくすくす笑っている。

　一弥は歩き去ろうとして、ふと気づいて、戻ってきた。セシル先生に、

「あの、先生。ちょっと質問があるんですけど……」

「あら、なぁに？」

「その……」

　一弥は片手に握っていた便せんを指差すと、セシル先生に聞いた。

「〈青い薔薇ばら

 〉って、いったい、なんですか……？」





　時は一九二四年──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　貴族の避暑地として知られる地中海沿いのリヨン湾を豪ごう
 奢しや

 な玄関のように構えるその国は、海から始まって、ヨーロッパ大陸の内陸、アルプス山脈の高台に向かって秘密めいた回廊のように細長く延びる形状をした、小さな国だった。山脈の奥にはスイスとの国境が、海に近い華やかな地方にはイタリアとの国境が、そして王宮を構える内陸の都市にはフランスとの国境があった。列強に囲まれながらも、遥はる

 か昔から続く荘厳な歴史を持ち、世界大戦の戦火をも生き抜いたソヴュールは、西ヨーロッパにおいては〝小さな巨人〟と呼ばれていた。

　秘密めいた回廊の先にあるアルプス山脈。その麓に、王国そのものほどではないが、やはり長く荘厳な歴史を持つ聖マルグリット学園がそびえていた。貴族の子弟のための教育機関として王国に名を轟とどろ

 かすこの学園は、静かな環境の中に整然と建っていた。空中から見るとコの字形に見える荘厳な校舎は、広い庭園に彩られ、周囲は高い生け垣で囲まれていた。生徒と職員のみが出入りできる秘密主義の学園──。

　だが、初の世界大戦となった先の戦争が終結した後、聖マルグリット学園は、一部同盟国の優秀な学生を留学生として受け入れることを始めた。

　十五歳の久城一弥は、成績優秀にして品行方正。帝国軍人の父と、やはり優秀な兄二人の存在もあって、推薦されて聖マルグリット学園にやってきた。しかし、新しい生活に期待に胸を躍らせてやってきた一弥を待っていたのは、貴族の子弟たちの偏見と、言葉や文化の壁、そして学園になぜか蔓延はびこ

 る怪談ブームと……。

　美しいが奇妙でどこか冷酷な少女、ヴィクトリカ・ド・ブロワとの出会い……。

　留学して数か月、一弥はおかしな苦労を続けながらもようやく、ソヴュールでの生活に慣れてきたところなのだった。





「……〈青い薔薇〉？」

　セシル先生が小首をかしげて聞き返してきた。一弥はうなずいて、先生とともに、敷地内の庭園にある木のベンチに座った。

　学園の敷地には、コの字形をした巨大な校舎や、生徒のための豪奢な寮、大図書館、礼拝堂……などが鎮座しているのだが、それぞれの施設を結ぶ道の周囲には、ほれぼれするような手の込んだ庭園が続いていた。刈り込まれた花壇に噴水。気持ちのいい芝生。

　二人は芝生の一角に用意されたベンチに座ると、話し始めた。一弥は姉から届いた手紙を見せて、

「姉が、ソヴュールでいろいろ買って送ってほしいって言うんですけど……洋服とか、靴とか、文房具とか。その中に一つ……」

　手紙の最後には『あと〈青い薔薇〉も一つね。じゃ、頼んだわよぅ』と書かれていた。一弥にはなんのことだかさっぱりわからず、これはもしかすると……。

「女の人に聞かないとわからないかなぁと思って……」

「久城くん、知らないの？」

　気づくと、セシル先生があきれたようにこちらをみつめていた。一弥はあわてて、

「し、知らないですよ。あれっ……そんなに有名なものだったんですか？」

「男の子って、こういうものにうといのねぇ」

「すみません……？」

　一弥はヴィクトリカやアブリルと話すときのくせで、また、うっかりあやまってしまった。しかしどうにも、自分が悪いとは思えない。

「〈青い薔薇〉っていうのはね、世界でも有数の大きさのブルーダイヤモンドよ」

「ダイヤモンド……？」

「そ。こーんなに大きいのよ。薔薇の花を思わせる形をしているから、ソヴュール王家の紋章である青ざめた大輪の薔薇にちなんで〈青い薔薇〉と呼ばれているの。ソヴュール王家の宝よ。ほら、教科書に写真が載っていたでしょう？」

　一弥は美術の教科書に載っていたブルーダイヤモンドの写真を思いだして、うなずいた。しかししばらくすると怪け
 訝げん

 な顔になり、

「そんなもの、姉に送ったら、国際問題になりますよ」

「……あはは、久城くんたら。そうじゃなくて、おねえさんが言うのはね、〈青い薔薇〉にそっくりなガラス製の模造品のことよ。ペーパーウェイトなの。いま、女の人にとっても人気でね。ええと確か……〈ジャンタン〉でしか売ってないはずよ」

「〈ジャンタン〉？」

「ソヴレムにある大きなデパート」

　一弥はむずかしい顔になった。

　ソヴレムとは、ソヴュール王国の首都の名前である。この聖マルグリット学園のある村からは遠く離れた、フランスとの国境に近い平地にある街だ。ソヴュールに留学してきたとき、一度だけ通り過ぎたことがあるが、それ以降は用もなく、また遠いので、足を向けたことはなかった。

「……そうか。じゃ、ソヴレムまで買いに行かないといけないのか」

　セシル先生は不思議そうに、

「遠いから行けないって返事をすればいいんじゃないかしら？」

「うーん。でも、多分すごく楽しみにしてると思うし……」

　一弥が思案顔で言うと、セシル先生はしばらくその顔をみつめていたが、やがて手を伸ばして、一弥の頭をなで始めた。

「な、なんですか!?
 」

「いい弟ねー」

「やめて！」

　一弥は逃げながら、

「それにしても……一瞬、すごくびっくりしました。だって〈青い薔薇〉って言われたら、本物のブルーダイヤモンドのほうかと思っちゃうし……」

「ああ……。でもね、本物のブルーダイヤモンドはもうないの」

「ない……？」

「大戦のどさくさで王宮の宝物庫から消えてしまったの。ほかにもたくさん、あの戦争のときに消えてしまった美術品があるわ。この国の大切な財産だけれど、きっと、もう国から持ち出されて、新大陸辺りの好事家の屋敷に飾られていると思うわ……」

　セシル先生はそうつぶやくと、少し寂しそうな顔をした。

「ソヴュール王家の紋章とそっくりなブルーダイヤモンド〈青い薔薇〉は、この国を象徴するものとしてとても大切にされてきたの。代々、ソヴュール国王の玉座にはめるものだから、あれがなくなったことによって王室は多大な損害を被ったと言われているのよ。それにあのダイヤモンドには、その昔の美しい王妃にまつわるお話も伝わっていてね。そのせいもあって、この国の女の子にとっては憧あこが

 れの宝石なのよ。色もきれいだし、形も花みたいでかわいくて……。だから、とっても残念。いま、いったいどこにあるのかしら……」

　先生は立ち上がって、歩きだそうとして振り向いた。

「あ、久城くん！」

「はい！」

「〈ジャンタン〉まで〈青い薔薇〉を買いに行くんだったら……」

「はい、わかってます。週末用の外出許可の申請をして、ちゃんと昼間のうちに正門をくぐって……」

「わたしの分も買ってきて」

「……えっ？」

　セシル先生は上機嫌で、

「ずっとほしかったの。でも、ソヴレムまで行くの、面倒だし……」

「あの、先生……ぼくは使いっ走りでは……」

「お願いね。あと、勉強もサボっちゃだめなのよ」

　セシル先生は一弥の訴えは聞こえなかったふりをして、笑顔で歩き去っていった。一弥がどこか呆ぼう
 然ぜん

 と、

「なんかぼく、ソヴュールにきてから、こう、女の人に……なんだろう、これ？　なめられてるのかな？　一度ガツンと、そう、ガツンと、男子の本懐っていうか……」

「……久城くん、わたしにも買ってきて！」

「ぎゃあああああ！」

　一弥は叫んで、ベンチから飛び上がった。

　震えながら振り向くと、いつのまにかベンチの後ろに、見慣れた女の子の顔があった。

　日の光を浴びて眩まぶ

 しい、金髪のショートヘア。いつも楽しそうにきらきらしている、ぱっちりした青い瞳ひとみ

 。手足はスラリと伸びて、健康そのものの元気な少女だ。

　アブリル・ブラッドリー──英国からの留学生である。三か月ほど前に一弥と同じクラスにやってきて、〈紫の本〉を巡るとある事件をきっかけにして仲良くなった少女だ。

　彼女はなぜか、芝生の上に匍ほ
 匐ふく

 前進のポーズで寝ころんでいた。スカートが少しめくれて、細いけれどはじけんばかりに健康的な長い足が芝生に無造作に投げ出されていた。

　一弥はちょっと赤くなって、

「な、なにしてるの？」

「わたしにも買ってきて、久城くん」

「えっと……？」

「〈青い薔薇〉のペーパーウェイト」

「…………
 」

　一弥はため息をついて、ベンチに座り直した。

　そのベンチの後ろからアブリルがにょきっと顔を出した。満面の笑みだ。

「アブリル、君、いつからそこにいたの？」

「向こうの芝生でごろごろしてたの。夏が近いし、天気も良くて気持ちいいから」

「……ふぅん？」

「そしたら、久城くんとセシル先生がきたから。いい雰囲気だから、邪魔しようと思って」

「どこがいい雰囲気だよ！　庭師さんに園芸鋏ばさみ

 で脅された後、セシル先生には買い物を頼まれてたじゃないか」

「あはは！　久城くんたら、気が弱いから」

　アブリルの何気ない一言に、一弥は深く傷ついた。

　意地を張って平気なふりをして、そっぽを向いていると、トントンと肩を叩たた

 かれた。

　ふくれ面のまま振り向くと、そこに用意されていたアブリルの人差し指が、頰にぐっさり突き刺さった。アブリルは実にうれしそうに、

「あはははは！　ひっかかった。ひっかかった」

「……君、芝生でいったいなにしてたの？」

「あ、そうだ」

　アブリルは一弥の頰から指を離して、立ち上がった。制服のスカートをひるがえして、芝生の奥のほうに走っていったかと思うと、なにかを胸の前に大事そうに抱きしめて戻ってきた。相変わらず足が早い。

「これ、これ！」

　一弥のとなりに腰掛けて、「じゃーん！」と見せる。

　それは本だった。挿絵がたくさんついていて、字も大きく、読みやすい。……どうも子供向けの本のようだが、アブリルは得意そうにそれを見せて、

「村の本屋さんに注文してたの。ようやく届いたから、昨晩からずっと読んでてね。それで寝不足。ほら、目、赤いでしょ？」

　指の腹で、下した
 瞼まぶた

 を引っ張ってみせる。赤い、と本人は言うのだが、健康そのもののアブリルには、どこにも寝不足らしい弱った様子はなかった。

　一弥は本を受け取った。タイトルはずばり『怪談』だった。一弥はアブリルに本を返そうとした。

　アブリルは両手を背中の後ろに回して、受け取らない。

「おもしろいんだってば！　久城くんも読もうよ！」

「ぼく、こういうのあまり好きじゃないんだってば。それにこれ、子供用の本じゃないか」

「えー。けっこうむずかしいよー」

　アブリルは一弥から本を受け取ると、ページを開いては説明し始めた。

「デパートの試着室に入った貴婦人。しかし店員がドアを開けたら、血まみれの生首だけが残されていた……！　きゃああああ！」

「……もうその手には乗らないってば」

「あとね、きれいに着飾った幼女が泣いているので、迷子だと思って声をかけた人が、そのまま消えてしまうの。角を曲がったら消えていて、衣服だけが残されていた……。幼女の姿をした幽霊に、黄泉よみ

 の国に連れ去られたのよ……！」

　一弥はしゃべっているアブリルにはかまわず、姉からの郵便物に目を向けた。

（あれ……？）

　さっきから、やけにずっしり重いなと思っていたのだが、郵便物には手紙のほかになにかが入っていた。水色の布のようなものが見えた。

「浮浪者そのものの服装をした殺人鬼がいてね。着込んだ古着の中に、子供の死体をたくさんつり下げているの。浮浪者はじつは、植民地であるとある
 国から伝わった、邪悪なる悪魔崇拝者なのよ。歩くたびに服の中で揺れるのは、子供たちの乾いた死体……！　あれ、なあにそれ？　久城くん」

「あ、いや……荷物の中に……」

　一弥は、郵便物の中から出てきた水色の布を、両手で広げてみた。

　思わず驚嘆のため息が出た。隣でアブリルもあっと息を吞の

 んでいる。

　──それは絹の織物だった。一弥にはどこか見覚えのあるものだ。しっとりした水色の小さな着物で、白い細い線で水に浮かぶ睡すい
 蓮れん

 の清すが
 々すが

 しい花が描かれていた。

　姉が子供の頃にとても大事にしていた、よそ行きの着物だった。

　ハラリ、と短い手紙が一弥の膝ひざ

 に落ちてきた。拾う。

『お買い物のお駄賃だよぅ。一弥さん、小さな女の子の友達ができたって、手紙に書いていたでしょう？　その子にあげてくだちゃいね。おねえちゃんより』

　小さな女の子の友達……？

　一弥は目を細めた。

　確かに以前、家族に当てた手紙に、友達ができたと書いたことがあった。小さな女の子の友達が……。

　姉はそれを、本当に小さな……子供のことだと勘違いしたらしい。着物は確かにため息が出るほどに素晴らしく、となりでアブリルも息を吞んでいたが、しかし子供用のサイズだ。

（ヴィクトリカは同い年なんだけどなぁ……）

　一弥はしかし、着物のサイズがヴィクトリカの小さすぎる体にはぴったりなのではないかと思い当たった。なにしろヴィクトリカは、頭脳こそ大人が束になっても敵かな

 わない奇怪な巨大さを持つものだが、姿はまるで子供のように小さい。レースとフリルでふくらんでいる分を差し引けば、ほんとにちょっとしかないのだ……。

　一弥はとたんに笑顔になり、さっそくヴィクトリカに見せてやろうといそいそと立ち上がった。

「……あれ、久城くん？」

　とつぜん急ぎ足になった一弥に、アブリルが不思議そうに声をかける。追いかけようと立ち上がりかけたが、やっぱり眠いらしく、ベンチにころりと寝転がって、遠ざかっていく一弥の背中を見送った。

　小声でつぶやく。

「どうせまた、あの場所に行くんだろうなぁ……アブリルちゃんには、わかってるんですからね？」

　眠そうに目をこすって、青い瞳をゆっくりと閉じながら、

「だって久城くん、結局いつも、あの場所に行くんだもん……」

　アブリルが抱えた子供用の絵本『怪談』が、初夏の風に吹かれて、ぱたぱたページがめくれていった……。






　　　　２






　──聖マルグリット大図書館。

　広々とした学園の敷地の奥。なだらかな勾こう
 配ばい

 に身をゆだねたような敷地の高台にのっそりとそびえるその建物は、三百年以上の時を刻んだ、欧州でも指折りの知識の殿堂である。角筒形をした石造りの塔は風雨に晒さら

 され色を変え、まるで静かな巨人のように高台から広い学園全体を見下ろしていた。

　いったいどこから入ればいいのか、と不安になるようなシンプルな造りの塔だが、そばに近づくと、真しん
 鍮ちゆう

 の乳ち
 鋲びよう

 を打った革張りのドアがあるのに気づく。そっとドアノブを引いて入ると、そこには……。

　目眩めまい

 がするほど天井までが遠い、吹き抜けのホールがある。すべての壁は書棚となっており、いったい何万冊があるのか……革張りの分厚い書物がみっしりと並んでいる。

　見上げると、荘厳な宗教画が描かれた天井らしきものが見えることは見えるが、それよりも先に目に飛び込んでくるのは、異様な形状をした細い木製の階段である。

　迷路階段──。

　一説によるとそれは、十七世紀初頭にこの塔が当時のソヴュール国王の手によって建設された折、綿密に計算されて造られた、天に向かって続く迷路なのだという。国王は大変な恐妻家で、若く美しい愛人との秘密の逢おう
 瀬せ

 をみつからぬよう、塔のいちばん上に小さな部屋を造った。そして自分たちのほかは誰も上がってこられないよう、階段を迷路状に造ったのだと──。

　もちろんいまでは、一部修復工事の際に取りつけられた油圧式エレベーターがホールの奥に鎮座している。だがこのエレベーターは教職員と、ただ一人の〝特別な生徒〟にのみ使用を許可されていた。

　その特別な生徒──

　ヴィクトリカ・ド・ブロワは、今日もまた図書館のいちばん上から、ラプンツェルのように長い金髪を垂らして読書に耽ふけ

 っていた。

　いちばん上の部屋──かつて国王と愛人が情事に耽ったベッドルームであったかもしれないそこは、いまではすっかり改造され、小さくて快適な植物園になっていた。南国の木々や毒々しい大きな花が、天窓から射し込む光をどぎつく照り返している。

　植物園と、迷路階段の踊り場のあいだに半身を投げ出すように、豪ごう
 奢しや

 な少女の陶人形が置かれていた。

　等身大に近い百四十センチぐらいの背丈を、サテンでできたアクアブルーのドレスで包んでいる。青いサテンの上から繊細な黒レースを何枚もかさねた、シックな花束のような姿。薔薇ばら

 の模様を型押ししたブーツを履いた小さな足に、長い見事な金髪が、まるでほどけたターバンのように流れ落ちていた。

　うつむき加減の横顔は、取り澄ました無表情。鮮やかなエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 は遠くをみつめるように儚はかな

 げに見開かれている。見たこともないほど美しい顔立ちだが、同時に、見たこともないほど冷酷めいた表情とも言えた。

　その陶人形──いや、陶人形そのものに見える小さくて豪奢な少女は、片手に持った陶製のパイプを口もとに近づけ、ぷかり、ぷかり、と吸っていた。

　白い細い煙が、たゆたいながら天窓に向かって上がっていく。時折吹く風が、煙のラインを心こころ
 許もと

 なげに揺らしていく。

　少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワ。

　聖マルグリット学園の〝囚とら

 われの姫〟。

　わけあって学園からは一歩も出られず、それに対する抗議なのかなんなのか、授業には一切出ることなく、いつもこの植物園で読書に耽っている、きわめて美しく、きわめて不思議な生き物である。

　今日もヴィクトリカの目前には、分厚い書物が何冊も、開かれたまま放射線状に置かれていた。ヴィクトリカはパイプをぷかぷか吸いながら、すごい勢いで書物を読み続けている。

　それはさながら一枚の清々しい絵画のような光景だった。ヴィクトリカが書物のページをめくろうと空いているほうの手を伸ばすたび、しゃらり……とかすかに衣きぬ
 擦ず

 れの音がする。目のさめるようなサテンのドレスが立てるその音のほかは、一切の声も、音も、ない。静寂にのみ支配されたその光景は、まるで百年も前から彼女がそこに居続け、書物を読み続けているかのような、驚くべき現実感の薄さである。

　だが、

　しかし──。





　やがて、そんな彼女の静止画のごとき美を崩す、闖ちん
 入にゆう
 者しや

 の気配がやってきた。

　ヴィクトリカはなにかの気配に気づいたかのように、つっと顔を上げた。それは動物的な動きだった。地震の前触れを予知する魚。肉食獣の臭いに気づいた小動物。冬を予知した小さな渡り鳥……。

　かすかに眉まゆ

 をひそめる。

　同時に、バーンと大きな音がはるか下──図書館のホール辺りから聞こえてきた。誰かが図書館の扉を開けて入ってきたのだ。

　下の方から、気配をうかがうような沈黙が漂ってきた。それから遠慮がちの小さな声が……。

「ヴィクトリカー？　いるかなー？」

　少年の声だ。

　ヴィクトリカはかすかに眉をひそめた。小声で、

「……いるに決まっているだろう」

　その声は、まるで老女のようにしわがれた不思議な声だった。瞳の輝きも、数十年の時をすでに生きた老人のように深く、どこか現実から遠い。それは小さすぎる豪奢な人形のような容姿とは、驚くほどにアンバランスだった。

　ホールに入ってきた少年──久城一弥が迷路階段を上がり始めたらしい、リズミカルな足音が響き始めた。カッ、カッ、カッ、カッ……！
 　いかにも生真面目な秀才少年らしく、その足音はよどみなく一定のスピードである。

　ヴィクトリカは聞くともなくその足音を聞きながら、パイプを吹かしていた。

　カッ、カッ、カッ、カッ……！


　……と、

「んにゃっく！」

　かすかに、悲鳴だろうかなんだろうか、短い妙な叫び声がした。続いて、ドカドカと激しい音を立ててなにかが階段を落下していった。ヴィクトリカが驚いて手すりから身を乗り出し、見下ろした。

　一弥の姿は見えなかった。途中で足を滑らせ、どこかにひっかかっているらしい。

「ヴィクトリカー、助けて……。って言っても、ぜったい助けてくれないよね。わかってる……よくわかってる。自分でなんとかするから、待ってて……！」

　ヴィクトリカは肩をすくめ、何ごともなかったかのようにまた書物を読み始めた。





　数分後──。

　久城一弥はハーハー言いながら、植物園の前に辿たど

 り着いていた。

　額に浮かんだ汗を拭ふ

 き、うれしそうに、だが疲れたように、小さな友達ヴィクトリカが書物を読んでいる目前まで歩いてくると、

「途中で転んじゃったよ」

　と言いながら、慣れた調子で彼女のとなりにちょこんと座った。

「いつも上がってる階段だから、ついよそ見しちゃって。いやぁ、油断って禁物だね。この階段、途中で落ちたらきっと死ぬもんなぁ」

　しゃべり続けている一弥に、ヴィクトリカはあきれたようにフンと鼻を鳴らした。

　一弥はしばらくにこにこして、自分を無視して書物に読み耽る友達の冷たい横顔をみつめていたが、しばらくすると我に返り、

「そうだ、そうだ……」

　立ち上がって、ヴィクトリカが散らかしたお菓子の包み紙やなにやらを甲斐かい
 甲斐がい

 しく拾い始めた。ヴィクトリカはちょっとだけ顔を上げて、わずらわしそうに一弥の様子を見ると、また書物に視線を戻した。

　それからもそっとつぶやいた。

「──ねえさんから手紙がきたのかね？」

　一弥は包み紙をまとめて自分の制服のポケットにつっこみながら、

「そう。郵便局に行ったら手紙がきててね。だけど、ずいぶん長い手紙でさぁ……ん？　ちょっと待ってよ。どうして知ってるの？」

「〝知恵の泉〟だよ。例によって例のごとくね」

　ヴィクトリカはつまらなそうに言った。

　書物をめくろうと手を伸ばしかけて……なぜかその手を引っ込めた。両手をぎゅっと握って拳こぶし

 をつくったままで、

「わたしの湧き出る〝知恵の泉〟には不可能なことはないのだ。たとえここに座ったままでなにも見ていなかったとしても、なんでもわかる。君、わたしは五感を研ぎ澄まし、この世の混沌カオス

 から受け取った欠片かけら

 たちを使って、遊ぶのだ。そう、玩もてあそ

 ぶのだよ。欠片は〝知恵の泉〟によって再構成される。そこには厳然とした事実だけが残る。わたしはそれによって日々一人で楽しんでいるのだが、まぁ気が向けば、君のようなつまらない凡人にもわかるよう、さらに言語化という作業を行うこともある。たいがいは面倒なので黙っているがね……」

「……ちぇっ」

「簡単なことだよ、君。つまり郵便局に行ったのは、君が抱えている荷物を見ればわかる。父や兄からの手紙であれば情けない顔をして沈んでいるのに、今日の君はうれしそうだ。ゆえに手紙は彼らからではない、とわかる」

「ま、そう聞くと、確かに簡単なことだけどね」

　一弥はため息をついて膝ひざ

 を抱えた。

　床に転がっているキャンディを一つ拾い、水玉模様の包み紙をはがして口に放り込む。予想外に大きかったキャンディを口の中でもごもごさせながら、この不思議すぎる小さな友達の横顔をちらちらみつめた。

　ヴィクトリカ・ド・ブロワ──。

　学園関係者なら誰もが秀才と認める極東の島国からの留学生、久城一弥に対して、君のような凡人などという暴言を吐く、謎めいた少女──。

　もちろん一弥は、ほかの生徒にこのようなことを言われたらけして許さないはずだった。一弥は一国を代表する学生としてソヴュールにやってきたのだし、その成績にも品行にも文句のつけようはなかった。

　だが、それなのになぜか一弥は……この、一度も授業に出たことのない、しかし難解な書物をつぎつぎ読み飛ばしていく、小さなヴィクトリカ・ド・ブロワに吐かれた暴言には、何一つ反論できないでいた。

　ヴィクトリカと出会ったとき、自分が巻き込まれた事件についての真相を彼女に言い当てられたせいもある。その後も二人はさまざまな事件を経験したが、そのどんなときにも、彼女は論理的で明解で、彼女の〝知恵の泉〟は、たちどころに混沌カオス

 を再構成して言語化してみせた。

　そのくせ、小さな椅子一つ持ち上げるのにも歯を食いしばらなければならないほど、ヴィクトリカには驚くほど無力な面もあった。

　一弥はヴィクトリカの奇怪な頭脳に心から驚き、彼女の暴言に深く傷つき、しかし彼女のあまりの無力さにあわてて助けの手を差しのべ……。

　一弥のプライドも、常識も、隠しもつ優しい気持ちも……さまざまなものが、彼女と出会ってからの数か月間、焼き切れんばかりにフル回転し続けていた。いまもまた一弥は、ヴィクトリカの木で鼻をくくるような態度に、怒って帰ろうか、このままそばにいようか決めかねて、大きなキャンディを口の中でもごもごさせながら、小さな冷たい横顔をただみつめているのだった……。





「怪談というのは巨大な共同幻想だと思うのだがね」

　ヴィクトリカがとつぜん言った。

　だいぶ小さくなってきたキャンディを嚙か

 もうか、もう少しなめていようか迷っていた一弥は、驚いて顔を上げた。

「な、なに？」

「この学園に浸透する、怪談という名のファクターについて考えていたのだよ、君」

「どうしてまた？」

「……退屈だったのだ」

　一弥は顔をしかめた。

　ヴィクトリカはつっとパイプから口を離して、恨みがましい妙な目つきで一弥を睨にら

 んだ。エメラルドグリーンの瞳ひとみ

 が怪しく光る。

「君がちっとも下界の謎を拾ってこないので、すっかり、きっぱり、退屈してな。わたしが死ぬほど退屈だと死ぬほど訴え続けているというのに、久城、君は不思議な事件をちっとも拾ってこないし、かといって自ら起こす思いやりもない……」

「自ら起こしたら、ぼくが犯人じゃないか。あっという間に船に乗せられて強制送還だよ。まったく、君って人は……」

「久城、姫からの命令だ」

　ヴィクトリカは、怒りだした一弥にはまったくかまわず、顔を上げると言い放った。

「君、明日までに、おかしな事件に巻き込まれて死ぬほど困りたまえ」

「……なんでだよ。やだよ」

「大丈夫だ。わたしの気さえ向けばすぐに解決してやる」

「君の気が向かなかったら、どうなっちゃうんだよ！」

　一弥はヴィクトリカに背を向けた。

　ヴィクトリカはつまらなそうに鼻を鳴らすと、書物をめくろうと手を伸ばした。それからまた、アッと短く叫んであわてて手を引っ込めた。また両手をグーにして握りしめ、いまのを見ていなかっただろうな、と心配そうに一弥のほうを見る。

　一弥がよそを向いていたので、安心する。

　それから退屈そうに伸びをした。猫がくぅっと伸びをするときのようだった。小さな体が意外なほどよく伸びた。青いサテンのドレスと、幾重にもなった黒レースが、しゃらり……と衣きぬ
 擦ず

 れの音を立てた。

「で……？」

「む？」

「怪談がなんだって？」

「ああ、その話か」

　ヴィクトリカは伸びを終えると、また口もとにパイプを近づけた。ぷかり、ぷかりと吹かしながら、

「君、いまが空前の怪談ブームの時代だということを知っているかね？　怪談をまとめた本が飛ぶように売れ、幽霊が出ると評判の屋敷には観光客が押しかけているという現状を」

「さぁ……。でも、怪談好きな子ならクラスに一人いるよ。ぼくは興味ないけど」

「この流れが都市部を中心にしているということには、気づいていたかね？」

　一弥は首を振った。

「ぜんぜん」

　しかし、ついさっきアブリルから聞かされた怪談も、すべてが都会のデパートや路上を舞台にしたお話だったことを思い出した。一弥がなんとなく納得していると、

「これはだね、君。前世紀末からの流れだ。人々は急速な近代化によって闇を失いつつある。理屈では説明できない現象や、不思議の数々。それらはすべて科学によって証明されるようになり、謎は謎でなくなってきた。だがしかし──人は見えるもの、わかるもののみによって生きていくわけではない。そこで、怪談ブームだ。そこにあるのはただただ欲望なのだよ、君」

「欲望……？」

「そうだよ、君。人々の欲望──見えないもの、わからないものにあってほしいと思う欲望だ。ある者はそれを宗教に求める。まだ神を見たものはないのだから。ある者は恋愛に求める。愛を見たものもないのだから。そしてある者は、それを怪談に求め始めたのだ」

「宗教と恋愛はともかく、怪談だけへんだよ」

「へんなのは、君がときどき持ってくるおみやげだ」

「……そ、そうだよね。ごめんよ……」

　一弥はしょんぼりした。

　座りこむヴィクトリカのかたわらに置かれたキャンディ入れをちらりと見る。もとは珍妙な帽子だった一弥からのおみやげは、いまでは逆さにされてお菓子をこんもりと入れられて、キャンディ入れとして再出発していた。キャンディ入れの中にころんと入っている拳こぶし

 大の金色の髑髏どくろ

 にいたっては、なんに使われるものなのか、持ってきた一弥自身にも、いまもってまったくわからない。

　一弥は二つめのキャンディを口に入れながら、もごもごと、

「だけど、怪談なんてぼくは信じないなぁ。だって全部作り話じゃないか。この世に、理屈で説明できないことなんてないはずだろう？　神さまのことだって、愛のことだって、いっぱい、いっぱい、理屈はあるしね。とにかく、ぼくはなにがあっても怪奇現象なんてものはぜったいに信じないよ」

「……そう言う者に限って、理屈で説明できないことが起こったときにはもろいものだよ」

　ヴィクトリカがフンと鼻を鳴らしながらうそぶいたので、一弥はムッとした。

「そ、そんなことないよ……」

　なぜか一弥が怒ったように黙り込んだので、ヴィクトリカは顔を上げて、不思議そうに一弥の横顔をみつめた。

「君、どうしてそんなくだらない顔をして黙り込んでいるのだ」

「……くっ、くだらなくて悪かったね。こういう顔なんだよ」

「さては君、自分はぜったいに引っかからないと自信があるのだな。よし、では証明してやろう。君が愚か者でならず者でけだものだということをね」

　ヴィクトリカはなぜかいそいそとした調子で言った。彼女にしてはとてもめずらしいことだが、自分から一弥のほうに向き直って、正面からじっと一弥を見た。一弥はそんなヴィクトリカを、気持ち悪そうに横目でうかがった。

　床に座りこんだヴィクトリカを改めて正面から見ると、その姿はやはり驚くほど小さかった。精巧な人形をちょこんと置いたようにしか見えない。ときどきパイプを持つ手が動くのも、からくり人形のようなゆっくりした動きで……ただその深い緑色をした瞳の、なんとも言えない捉とら

 えがたい輝きだけが、これは意志のある存在なのだと証明しているようだった。

「……なんだよ？」

「これを見たまえ、久城」

「んん？」

　一弥は身を乗り出した。

　ヴィクトリカがずいっと差しだしたのは、さきほどからずっと握りしめていた彼女の拳だった。ちょっとびっくりするぐらい小さい。右手の拳にキラッと輝くものがあった。指輪だ。金色の細い蛇を象かたど

 った台座に、鈍いオリーブ色をした石がはめられていた。

「これは魔法の指輪だ」

　一弥はきょとんとしてヴィクトリカをみつめた。

　ヴィクトリカは大真面目な顔をしていた。冗談を言っているのではなさそうだが、なにか悪巧みをしているのは確かだ。瞳が笑っていた。そして子供がなにか言い張るときのような調子で、

「魔法の指輪なのだ」

　もう一度繰り返した。

　一弥は困ったように頭を搔か

 いた。

「君、ときどき、どうにも子供っぽいんだよなぁ！」

「黙れ。で、どう魔法の指輪かというとだね。久城、君の噓を見破る力を持っているからだよ」

「……ヴィクトリカ、いい加減にしてよ。そんなわけないじゃないか」

「君の噓を見破るのだ。こわいかね？」

「こ、こわくないよ！」

「では、そのくだらない耳をかっぽじってよーく聞きたまえ。この指輪は、君が真実を語るときには赤く光る。だが、君が噓をつけば緑色に光る。なぜなら魔法の指輪だからだ。わかったかね？　わからなくてもうなずきたまえ」

「……うん」

「では、これから質問を始めるとしよう」

　ヴィクトリカは大仰にうなずいた。

　そうするとヴィクトリカは、いつもの才気あふれる様子とはちがって、妙に子供っぽく見えた。一弥は戸惑いながらも、この場からうまく逃げる方法をまったく思いつけなかったので、仕方ない、つきあうか……とヴィクトリカに向き直った。

（ようやくアブリルの『怪談』から逃げ出してきたところなのになぁ……）

　知らずにため息が出た。と……。

「いいかね？」

「……いいけど」

「久城一弥はアホである」

「……ちょっと、君！」

「返事だ、返事」

　一弥は不機嫌になり、

「アホじゃないよ、普通だよ。いや、普通よりちょっと賢いぐらいだよ」

「噓だ」

「君ねぇ！」

　ヴィクトリカがずいぶんと勝ち誇った顔をしているので、一弥は不思議になった。そしてヴィクトリカの手元に目を落とすと……。

　なんと……。

　指輪の色は暗い緑色に変わっていた。

　一弥は怪け
 訝げん

 な顔になった。

「君、いま……指輪をこっそり取り替えたんだろ？」

「そんなことはしていない。君、わたしを疑うならずっと指輪を見ていたまえ」

「う、うん……」

　一弥は指輪に視線を落とした。

　ヴィクトリカがつぎの質問をした。

「久城は女好きである」

「…………
 」

「色魔である」

「……言い過ぎだよ」

「ところかまわず欲情する、血に飢えた、じつにくだらんけだものである」

「ひどいよ、君……。いつにも増して……」

「久城」

「いいえ！……君ねぇ！　って、あれっ……？
 」

　一弥は首をかしげた。指輪はまた、すうっと暗い緑色に変化した。

　固かた
 唾ず

 をのんで見守り始めた一弥に、ヴィクトリカは残酷に笑いながら、

「だから言っただろう？　魔法の指輪だと」

「……わかったよ。ぼくは血に飢えたじつにくだらんけだものだよ。それでいいよ。ヴィクトリカのばか……」

「静かにしたまえ。最後の質問だ。久城、君はつまらない凡人である」

「……わかったよ。はい。つまらない凡人ですよ、どうせね」

　ヴィクトリカは満面の笑みで、指輪をはめた手をこちらにかざした。

　指輪は……悪夢のように色を変えた。

　静脈血のような不吉な暗い赤に。





　ぽかんと口を開けて、邪悪な赤色をした指輪をみつめている一弥の前髪を、天窓から流れ込んできた初夏の乾いた風が揺らしていった。

　植物園に咲き誇る南国の木々や、どぎつい色をした大きな花も、さわさわと音を立てて揺れた。

　ヴィクトリカはいつのまにか一弥に背を向け、また書物の世界に没頭していた。一弥はしばらく待っていたが、彼女がなにも言おうとしないので、小さなヴィクトリカの背中に仕方なく声をかけた。

「……で？」

「…………
 」

「どういう仕組み……？　ヴィクトリカ、あんなに大騒ぎして見せてくれたってことは、なにかあるんだろ？　教えてよ」

「…………
 」

「……ちょっと、ヴィクトリカ。教えてよー」

　ヴィクトリカは顔を上げた。振り向いて一弥をみつけると、驚いたように、

「……久城、君、まだそこにいたのか？」

「いたってば！　なんでかっていうと、君が説明してくれるのを待ってたんだよ」

　ヴィクトリカは戸惑ったようにぼんやりと一弥をみつめている。

「本を読んでいるので、静かにしてくれないか？」

「ヴィクトリカっ！」

　一弥がとつぜん叫んだので、ヴィクトリカはびっくりして目を見開いた。それからムッとしたように頰を膨らませ、

「久城、君……すごくうるさいぞ」

「だって、気になるんだってば」

「しかしわたしは、君をからかうのにはもう飽きたのだ」

「きっ、君ねぇ！　どうしてだよ！」

「おそらくそれは、君が凡人だからだろうと推測されるが」

「……ヴィクトリカ、ぼく、怒るよ。君の暴言にはときどき本当に我慢がならないんだ。君は本当はぼくのことがきらいなんじゃないかって、夜中に悩み始めちゃうこともあって……ぼくはさ……」

　一弥に背を向けたヴィクトリカの顔が、わずかに表情を変えたように思った。言い過ぎたことを気にしているのか、いないのか。表情のかすかな変化は、彼女の背後に座っている一弥には見えない。

　ヴィクトリカはしかし、強情そうに口を引き結んだ。そして小さなかわいらしい鼻をフンと鳴らすと、なおも言った。

「……君、わたしは本を読んでいるのだよ。邪魔しないでほしいのだ」

「…………
 」

　一弥はムッとして押し黙った。

　また風が吹いた。

　天窓からは初夏の眩まぶ

 しい日射しが降り注いでいた。ほどけたビロードのターバンのようなヴィクトリカの金髪が、日射しを受けてきらきらと輝いていた。

　小さな頭の向こうから、白い細いパイプの煙が、天井に向かって上っていく。

　やがてヴィクトリカは顔も上げずにもそっとだが、言った。

「久城。左側の書棚のだな、上から十七段目の棚の左からちょうど二十冊目だ」

「……って、なにが？」

「本だ。いいから持ってこい」

　一弥は不満そうに黙ったまま、立ち上がった。

　カッ、カッ、カッ、カッ……とリズミカルな足音を立てて、細い木の階段を降りていく。言われた場所にあった本をつかんでまた戻ってくると、ヴィクトリカは無愛想に、

「七百ページめの上から七行めだ」

「……うん？」

　一弥は彼女のかたわらに座ると、分厚い本をめくり始めた。

　それはめずらしい宝石について書かれた本だった。七百ページめの上から七行めに〈アレキサンドライト〉という宝石のことが書かれていた。

　一弥は「あぁ……」とうなずいた。

〈アレキサンドライト〉は、人工の光が当たると暗赤色に、自然光が当たると暗緑色に魔法のように色を変える宝石だった。そしてその特色は古来、占い師などによって魔法の力として使われていた。そして前世紀末にヨーロッパを席巻した悪魔崇拝など、植民地から入ってきた土着の宗教を言い広めた人々によって、邪悪な力を封じ込めた石として悪用された時代もあった、と書かれていた……。

　そういえば、さっきヴィクトリカが一弥を脅したとき、宝石が暗緑色に変わったときにはヴィクトリカは手を天窓から射し込む日射しのほうに、暗赤色に変わったときは植物園に煌こう
 々こう

 とついたライトのほうに、さりげなくかざしていたようだった……。

「……なるほどね」

　一弥はうなずいた。

「君の指輪についている宝石も〈アレキサンドライト〉だったんだ」

「……魔法だと思っただろう？」

「お、思わないよ！　確かにちょっと、いや、かなりこわくなったけど。だけど……」

　ヴィクトリカは顔を上げた。一弥のほうを振り向いた小さな顔には、悪魔的な笑みが浮かんでいた。

「小さな頃にな、この指輪でさんざんグレヴィールを脅したのだ」

「ブロワ警部を？」

「そうだ。塔に閉じこめられたわたしのことを、なぜかグレヴィールが毎日見にきては黙って観察していて、なかなかに気味が悪かったものでね。実際は〝知恵の泉〟によって知り得た事実をだね、指輪にかこつけて当ててやると、グレヴィールのやつは目め
 尻じり

 に涙を浮かべてこわがったものだ」

「それはすごくかわいそうだね……」

　いくぶんブロワ警部に同情的になった一弥に、ヴィクトリカはわずかに顔をしかめた。それからむきになったように身を乗り出して、

「それだけではない。闇の中で青白く発光する地獄からの使者に、塔の部屋を走り回らせたのだよ。グレヴィールは愚かにも、わたしのことを本物の悪魔だと思ったようだった。そうやってわたしは、あれをうまく追い払ったのだよ」

「地獄からの使者？」

「光る鼠だ」

「えぇー、なにそれ？」

「君はこまかいことにうるさい男だなぁ、久城！」

　一弥はむっとして押し黙った。ヴィクトリカは気にする様子もなく、面倒くさそうに、

「ついでに同じ本の千二ページめを開きたまえ。下から五行めだ」

「う、うん……？」

　一弥は言われたとおりのページを開いてみた。

　そこには〈ブルー・ジョン〉というめずらしい蛍石について書かれていた。それはイギリスの鍾しよう
 乳にゆう
 洞どう

 で採取される結晶化した鉱物の一種だった。青白い燐りん
 光こう

 を発することから、古代から酒杯や建築物などに使われた……。これもまた、前世紀から霊媒師に利用されるようになり、降霊会に出現される霊体のまがい物に使われたと書かれていた。

　一弥はあきれながら、

「君、じゃあ、この〈ブルー・ジョン〉を使ったのかい？」

　ヴィクトリカは物憂げにうなずいた。

「……うむ。粉にして鼠につけたのだ。グレヴィールのやつ、心底怯おび

 えきってわたしを睨にら

 みつけていた」

「でも、じゃ、警部は種明かしを聞いたら怒ったんじゃないかい？」

「種明かし……？」

　ヴィクトリカは実に不思議そうに聞き返した。

　また風が吹いた。

　遠くから、敷地内にある教会の鐘の音がかすかに聞こえてきた。

　少し日が陰ってきて、植物園にも夕刻の湿った空気が満ちてきた。ヴィクトリカはしばらくぽかんとして一弥の顔をじっと見上げていたが、やがてびっくりしたような口調で、

「種明かしなんて、してないぞ」

「な、なんで!?
 」

「だ、だって、その前にグレヴィールは逃げちゃったし、それに、その……」

　ヴィクトリカは少しふくれながら、

「面倒くさかったのだ」

　一弥は頭を抱えた。

　──いつだって、ヴィクトリカは冷酷で悪魔的で、そのくせ子供っぽくて非力で、一弥は時折、あまりにも意地悪なヴィクトリカのことが本当に腹が立つのだった。それでも嫌いになりきれないのは、ヴィクトリカは一弥以外の人間には対応がちがうということが、ほんのりとわかってきたからだ。

　ヴィクトリカは一弥に言うほどの暴言は、一弥以外の人間には吐いていないようだ。それは礼儀とか友好のためではなく、ただただ無関心のためにだ。

　いつだったか、ヴィクトリカの実の兄であるグレヴィール・ド・ブロワ警部に言われた一言が、一弥は忘れられないでいた。

〈久城くん、君自身は気づいていないが、君の受け取っている恩恵は、悪徳高利貸しからただでお金をざくざくもらい続けるような、奇特で不思議すぎるものなのだ──〉

　いまだってヴィクトリカは、一弥に渋々、魔法の指輪のことを教えてくれたけれど、一弥以外の人間にだったら、面倒くさいからと教えなかったにちがいない……。

　といったことにふと思い当たると、一弥はヴィクトリカのことが嫌いになりきれないのである。





「──あ、そういえばさ」

　そろそろ帰ろうと立ち上がりかけた一弥が、急に思いだしたように言った。ヴィクトリカは相変わらず拳こぶし

 をぎゅっと握ったままで、書物に読み耽ふけ

 っている。

　聞いているのかいないのかわからない態度のヴィクトリカにかまわず、一弥は郵便物の袋を開けて彼女の前に差しだした。

　サラサラッ──！


　清すが
 々すが

 しい音を立てて、水色をした絹の着物がこぼれ落ちた。ヴィクトリカはちらりとそれを見た。水色の着物とふわふわしたピンクの帯が、大きな花が開いたように床に広がった。

　ヴィクトリカは知らんぷりしている。

「これ、うちの姉が送ってきたんだ。ぼくのおみやげはへんかもしれないけどさ、これは大丈夫だよ。よかったら寝間着にでもしないかなと思ってさ。いる？」

「…………
 」

「……そっか。いらないなら、仕方ないから持って帰る……」

「いる！」

「……いるの？　そうなの？　じゃ、気に入ったのかい？　君の態度はいつも、実にわかりにくいなぁ！」

　一弥は一度はしょんぼりしたが、「いる！」と言われた途端に笑顔になった。それから甲斐かい
 甲斐がい

 しく、

「あのね、帯の結び方はね、こうやって、こうやって……ちょっとヴィクトリカ、真面目に見てよ」

　ヴィクトリカは面倒くさそうに一弥に背を向けると、無愛想に言った。

「君、わたしの〝知恵の泉〟に不可能はないのだ」

「……うん？」

「そんな帯の結び方ぐらい、君に教えてもらわなくともわかる。もう、知らん。だいたい君はいつもがみがみうるさいのだ」

「あのねぇ！」

　一弥は不機嫌そうに、腰に巻いて実演していた帯をほどいた。着物の上にそっと載せる。

　ヴィクトリカは相変わらず知らんぷりしている。

　一弥はため息をついて、

「じゃあね。またね、ヴィクトリカ」

　返事もないので、半ばうなだれながら、木の階段をゆっくり降りていった。





　カッ、カッ、カッ、カッ……。

　規則正しい一弥の足音がゆっくり遠ざかっていくのを、ヴィクトリカはパイプをくゆらして聞くともなしに聞いていた。

　カッ、カッ、カッ、カッ……。

　やがて遠ざかっていった足音が絶え、しばらくして図書館の扉が開く音がした。一弥が出ていったらしく、ゆっくりと扉が閉まると、図書館の空気はぴたりと停止し、何百年もそうであったようにただただ静寂に包まれた。

　天井まで続く書棚の壁も、遥はる

 か上の荘厳な宗教画も、かくかくと続く迷路階段も……。

　動かない空気に支配され、塔の中で動くものはただ、いちばん上の植物園に一人座る豪ごう
 奢しや

 なドレスの少女が手にしたパイプだけだ。

　口もとにゆっくり近づけては、ぷかり。

　ぷかり、ぷかり……。

　一人きりになると、ヴィクトリカはかすかに寂しそうに顔を曇らせた。それから、一弥がいるあいだずっと握りしめていた拳をゆっくりと開いた。

　まるで精巧な人形のような、小さな手のひら。

　爪も子供のように小さく、指もびっくりするぐらい細い。その手のひらは、両方とも真っ赤に腫は

 れて痛々しくふくらんでいた。

　しばらく前に、ヴィクトリカ・ド・ブロワはとある理由があって、一歩も出てはいけないはずの聖マルグリット学園から抜け出して、山奥の秘密めいた村に向かったことがあった。ヴィクトリカの出奔に気づいてお供のようにくっついてきた一弥によって、ヴィクトリカは実のところずいぶんと助けられたのだが、その過程で一弥を失いそうになり、ヴィクトリカは小さな小さな両手で、必死になって一弥を助けたのだった。

　重いものなど持てない、強い力など使ったことのないヴィクトリカの手のひらの皮膚はとても弱く、いまでも真っ赤に腫れて、触ると痛いほどふくらんでいた。

　もちろん一弥は、普段は意地悪で悪魔的な憎まれ口ばかり叩たた

 くヴィクトリカが、ぐっと握りしめて隠していた、怪我をした手のひらのことなど、気づく由もないのだが……。

　ヴィクトリカはしばらくのあいだ、とても不思議なものを見るように、腫れ上がった両手のひらをみつめていた。自分の手に起こったことがどうしても理解できないというように首をかしげている。

　やがて、釈然としない顔のままだが、手のひらを膝ひざ

 の上に降ろした。

　それからゆっくりと、床に置かれた美しい着物に向き直った。

　一弥がいるときは無理をして我慢していたが、じつはその清々しい水色をした、見たこともない形の東洋の衣服に、ヴィクトリカはすっかり心を奪われていた。さきほどまで彼女の心を覆っていた根深い倦けん
 怠たい

 とそれによる退屈と、悲しみのような怒りのような、行き場のない灰色の感情がどこかに消えていった。初めて出会った不思議な衣服に、おそるおそる、小さな手を伸ばす。

　サラサラッ……！


　絹の手触りは、ヴィクトリカが着慣れた西欧風のドレスよりもずっとざらついていた。白い筆でサッと描いたような睡すい
 蓮れん

 の花は、彼女には見たことのない花だった。ヴィクトリカは続いて帯にもそっと手を伸ばした。ピンク色のふわふわした帯はごわついていて意外と硬かった。ヴィクトリカはきれいな着物と帯をそうっと抱きしめると、かすかに息をもらした。

「あぁ……」

　それから、小さな小さな声でつぶやく。

「……なんてきれいなのだろう！」

　誰にも見せたことのない、無邪気で幸福そうな笑みを浮かべて、ヴィクトリカはいつまでも、着物と帯に頰ずりをし続けていた……。
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　日が暮れようとしていた。

　聖マルグリット学園の広い敷地のそこここに、夕日の赤い光が強く射し込んでいた。噴水にも、さわさわと流れる小川にかけられた橋にも、高い生け垣にも、夕闇が濃く迫ってくる。

　真しん
 鍮ちゆう

 の乳ち
 鋲びよう

 が打たれた図書館の扉が音もなく開いて、小さなヴィクトリカがちょこちょこと出てきた。両手で胸の前に、大事そうに着物と帯を抱えて、慎重にゆっくりと歩いていく。

　どこまでもどこまでも、ヴィクトリカは歩いていく。

　噴水の前を通る。

　小さな橋を渡る。

　白い砂利道を踏みしめて、歩き続ける。

　──学園の敷地の、図書館とは反対側の隅にある迷路花壇。人の身長ぐらいの高さの大きな花壇が迷路状に造られている。中世の貴族に愛された不思議な庭園の形態である。

　金色や薄紫色や鮮やかな赤い花が、四角く切り取られた花壇のそこここで思い思いに咲き乱れている。

　ヴィクトリカは慣れた様子で歩いていき、迷路花壇に入った。そうすると、敷地のどこからも小さなヴィクトリカの姿は見えなくなり、まるで幼い幽霊が夕闇に吸い込まれて消えたようだった。

　──ヴィクトリカは、左右から迫ってくる花壇の花々の中を一直線に進んだ。慣れた道らしく、初めてであれば迷ってしまうはずの迷路をこともなく通過する。

　すぽっ……と抜けると、そこには開かれた小さな土地があった。ささやかな前庭。人が住むには小さすぎるのではないかと不思議になるような、二階建てのこぢんまりした家。一階と二階は外の鉄製の螺ら
 旋せん

 階段でつながっていた。

　ヴィクトリカはすたすた歩いて、お菓子の家のような、カラフルな小さな家に入っていった。

　家の中はまるでドールハウスだった。豪奢だが、一つ一つが特注品のように小さく、どこかカラフルなおもちゃのようだった。ベッドルームには天てん
 蓋がい

 付きのかわいらしいベッドと、真鍮でつくられた鏡台。居間らしい小さな部屋には、窓際に子供用の小さな揺り椅子が置かれていた。チェストの上には、いちごを象かたど

 ったかわいらしいお皿や、ビーズ刺し
 繡しゆう

 の絵などが飾られていた。

　床の上から天井に向かって、分厚い本が山と積まれていた。

　ヴィクトリカはあくび混じりに部屋に入ってきたが、大事そうに抱えていた着物と帯を猫足のミニテーブルに置くと、本当にうれしそうににっこりして、小さな手で何度も何度も、着物を撫な

 でた。

　老女を思わせる低い声で、

「きもの、きもの……。久城が、くれた～」

　もしかすると鼻歌かもしれない、不思議な節をつけた独り言をつぶやいた。うれしいのか、その場でゆっくりとターンして、転びそうになり、ふらついたもののなんとか元の場所に戻ると、またうれしそうに着物を撫でた。

　大きな衣装簞だん
 笥す

 の扉を開けて、着物をハンガーにかけようとして、思い直したように手を止める。

「寝間着に、と言っていたな……。あのならず者」

　それからヴィクトリカは、自分が着ているアクアブルーのサテンと黒レースの豪奢なドレスを、うんしょ、うんしょと脱ぎ始めた。

　胸元で何重にも結ばれた細いリボンを、上から順番にほどいていく。

　まだほどいている。

　ほどいている……。

　ようやくリボンが終わると、その下から現れた小さなくるみボタンを、一つずつ外していく。

　外していく。

　まだ、外し続けている……。

　それが終わると、袖そで

 のところのリボンをほどいて、ボタンも外して……。

　ようやくすべてのリボンとボタンを外し終えると、ふぅ……と息をついた。それから、体が固いのか、そうとう苦労をしてようやくドレスをすぽっと脱いだ。パニエ──ドレスのスカートをふくらませるために腰につける、開いたレースの傘にも似た下着──を、両腕をばたばたさせてようやく外すと、床にぺたんと座って、薔薇ばら

 の型押しブーツを片足ずつうんしょ、うんしょと脱いだ。細かい刺繡の入った絹の靴下も片方ずつ脱いで、部屋履きの柔らかいバレエシューズに履き替える。そして……。

「……ふぅ」

　立ち上がったヴィクトリカは、ブーツのヒールの分がなくなったためか、等身がさらに縮んでずいぶんと小さく見えた。たっぷりのレースで装飾されたキャミソールや、三段フリルのペティコートや、刺繡付きのドロワーズで白くふかふかとふくらんでいるが、それでも、ドレスを着ていたときよりもずいぶんと縮んだ。

　一生懸命背伸びをして、青いサテンのドレスをなんとか衣装簞笥に戻すと、ヴィクトリカはようやく、テーブルの上に広げられた着物に向き直った。

　その表情はいつものようにひんやりした無表情だった。だがかすかに喜びのようなものが浮かんでいた。

　ヴィクトリカはおそるおそる手を伸ばして、着物に袖を通した。

　まず右。

　それから左。

　ふわりと羽織った着物がゆっくりと、ヴィクトリカの小さな体を包んだ。

　ヴィクトリカの口もとがはっきりとゆるんだ。

　しかし……。

　そっと手を伸ばして帯を握りしめると、ヴィクトリカは不思議そうな顔になった。

「ベルトか？……金具がないが。リボンか？……やけに長い」

　しばらく、猫が猫じゃらしをいじるように帯をいじくり回していた。

　やがて小声で、

「……混沌カオス

 だな」

　そうつぶやいたものの、考えるのが面倒くさくなったらしく、ヴィクトリカは帯を、その折れそうに細い腰にくるくる回し始めた。ごわごわした帯を無理やりリボン結びして、うなずく。

　考えることに飽きたのか、大あくびして揺り椅子にちょこんと腰掛けると、着物姿のままで揺り椅子を揺らしながら、手近にあった本を手に取り、ページをめくり始めた。パイプを片手に持ち、火をつけるとぷかり、ぷかりと吸い始める。やがて書物の世界に没頭し始めたらしく、揺り椅子をゆっくり揺らしながら、ヴィクトリカはひたすらページをめくるだけとなった……。





　夜の帳とばり

 が降りて、聖マルグリット学園の広い敷地のどこにも密ひそ

 やかな月明かりがのびていた。

　コの字形をした校舎は無人で、生徒たちがいる寮の建物にも静寂だけが広がっていた。

　見回りの寮長が立てる密かな足音と、手にした洋燈ランプ

 のかすかな灯あか

 りのほかは、なにも見えず、動かない。

　そんな静かな暗い敷地内を、ゆっくりと歩く人影があった。

　小柄な体に肩までのブルネット。大きな丸眼鏡がいつも少しだけずり落ちそうな……セシル先生である。

　手にした洋燈が橙だいだい
 色いろ

 に輝いている。セシル先生は淡いグレーの寝間着に、同じ色の丸帽子。その上から薄い外がい
 套とう

 を羽織って、砂利道をゆっくり歩いていた。

　あの迷路花壇の前に辿たど

 り着くと、一つため息をついて、花壇の中へ入っていく。セシル先生の姿も、女性の幽霊がすっと姿をかき消したように砂利道から消えた……。

「……大丈夫だとは思うけれど、こないだのこともあるし。夜の見回りをして、ヴィクトリカさんがちゃんといるか確認しなくちゃね……。また久城くんと手に手を取って出奔したらたいへんだわ……」

　つぶやきながら、やはり慣れた足取りで迷路花壇を抜ける。

　ささやかな前庭を抜けて、ドールハウスじみた小さな家に入っていく。

　灯りも消えて暗闇に沈む寝室に、セシル先生はゆっくり入った。天蓋付きのベッドに向かって遠慮がちに洋燈の光を向ける。

　大きなフリルの枕。

　その上に小さなヴィクトリカの寝顔が載っていた。

　金色の長い髪が夢のようにシーツの上に散らばっている。小さな両手を子供のように頭にくっつけて、ヴィクトリカが眠っていた。

　セシル先生は安心したように、

「いつも通り、ね…………？
 」

　ふと気づいて、洋燈でそっとベッドの上を照らした。

　──ヴィクトリカは、セシル先生には見覚えのない寝間着を着ていた。水色の不思議な形をしたものだ。ピンクの大きなごわごわしたリボンのようなもので結んでいたが、それはすでにほとんどほどけかけていた。

「…………？
 」

　セシル先生ははて、と首をかしげた。ヴィクトリカがいつもとちがう行動をとるのはとてもめずらしいことだったのだ。いつも同じ時間に図書館に行き、同じ時間に戻ってきて、同じ寝間着を着て……。

　セシル先生はもう一度、洋燈でベッドの上を照らした。

「あらっ……？
 」

　オリエンタルなその寝間着は、ヴィクトリカの寝相のせいかずいぶんはだけていた。刺し
 繡しゆう

 付きのかわいらしいドロワーズの上から、ヴィクトリカの小さなおへそも覗のぞ

 いていた。

　まっしろなお腹が、洋燈の灯りにぼんやりと照らし出されている。

　セシル先生は思わずくすりと笑って、

「いやね。ヴィクトリカさんたら、風邪ひいちゃうわ……！」

　そうつぶやくと、洋燈を置いて、はだけた寝間着をそうっと元に戻してやった。

　くすくす笑いながら、セシル先生は寝室を出ていった。





「うーん……！」

　ヴィクトリカが寝返りを打った。

　セシル先生が直してくれた寝間着がまたはだけてしまった。まっしろなお腹を出したまま、ヴィクトリカは、くぅ、くぅ、と小さな動物が立てるようなかわいらしい寝息を立てていた。

　夜は更けていった……。





　──そしてその頃、一弥は。

　男子寮の自分の部屋で、机に向かっていた。

　フランス窓にゴブラン織りの分厚いカーテンがかかっていた。窓際にマホガニー製の勉強机が置かれ、教科書や辞書などがきちんと並べられていた。壁掛けのガス灯が静かに青白く揺れている。

　一弥は、夕方村の郵便局で受け取った姉からの手紙をもう一度開いては、何度も読み返していた。

「〈青い薔薇〉のペーパーウェイトに、白木綿のブラウス。あと、なんだっけ……？　タータンチェックのカラーってなんのことだろ？　靴に、靴下、ペンとインク……」

　一弥は手紙を置くと大きくため息をついた。

　それから気を取り直して、国を旅立つときに持ってきたソヴュールの地図と時刻表、デパートなどの案内が書かれた小雑誌などを机の上に積み始めた。

　そして小雑誌を開いて、

「うーん……。まず、駅はここ。で、〈ジャンタン〉っていうデパートはこっち、と……。歩いて行ける距離だな。あとは、ええと、どこに行けばいいんだろ……？」

　頭を抱えては、別の資料を出して考え込む。

　夜がだいぶ更けても、一弥は真面目にメモを取りながら、お使い計画を練り続けていた……。
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「──ぐじゃ！」





　いつもそうであるように、やがて暗い静かな夜は明けて、聖マルグリット学園の静寂に満ちた敷地にも眩まぶ

 しい朝がやってきた。

　朝日が庭園を照らす中、いつもより早起きをした一弥は寮の食堂に降りて、いつもの色っぽい赤毛の寮母さんに挨あい
 拶さつ

 をして朝御飯を用意してもらい、手早く食べた。

　立ち上がり、寮母さんにお礼を言って寮を出た。その手には、買い物計画をメモしたノートが入った鞄かばん

 を持っている。

　一弥が正門に向かってまっすぐに歩きだしたとき、遠くからさくさくと軽い足音がした。週末の、しかもこんな朝早くに誰だろう……？　と一弥が不思議そうに振り向くと、その人物もまた足を止めて、一弥のほうを驚いたようにみつめていた。

　朝日が眩しいのか目を細めている。──セシル先生だ。

「……おはようございます」

「久城くん……」

　セシル先生はめずらしくあわてた様子で、一弥の前まで小走りにやってくると、右にうろうろ、左にうろうろ、を繰り返した。

「どうしたんですか？」

「風邪引いちゃったの」

「……そうなんですか？　見たところ元気そうですけど……」

「そ、そうじゃなくて」

　セシル先生はふっくらと丸みのある二の腕を上下にぱたぱた振り回した。ずいぶんとあわてている。

「わたしじゃなくて、ヴィクトリカさん。風邪引いちゃったの！」

「ヴィクトリカが……？」

　一弥はびっくりした。セシル先生も、納得できないような不思議そうな表情を浮かべて一弥をみつめ返している。

　いつも決まって植物園にいる、静かなヴィクトリカが風邪を引くなんて……。一弥にはなんだかピンとこなかった。セシル先生もこてんと首をかしげて、

「あのね、昨夜、いつもとちがうお寝間着を着ていたの。大きなリボンみたいな固いのがほどけててね、おへそが出てたから直してあげたんだけど……今朝になったら、もう大風邪でふらふらになっちゃってたの……」

「!?
 」

　一弥は頭を抱えた。

〝いつもとちがうお寝間着〟〝大きなリボンみたいな固いの〟に、大いに心当たりがあったのだ。

　セシル先生はふと一弥の様子を見て、外出用の上着と鞄に気づいた。

「あら……。そういえば、久城くんはソヴレムまでお買い物に行くんだったわね。外出許可証も発行したし……。邪魔してごめんね。じゃ、先生は……」

「あの……」

　一弥はあわてて、ぱたぱた走り去ろうとするセシル先生を呼び止めた。

「その寝間着、きっとぼくがヴィクトリカにあげたやつなんです。帯の結び方がむずかしいから、きっとヴィクトリカのやつ、うまくできなかったんだと思います。ぼくちょっと、結び方を書いてヴィクトリカに教えますから……」

「……まぁ！」

　振り向いたセシル先生はこわい顔をした。一弥は思わずおそろしくなって後ずさった。

「久城くんったら。めずらしいものをあげて喜ばせるのはいいですけどね、ちゃんと着方を教えないとだめじゃないの」

「いや、あの、教えようとしたけど……」

「久城くん、いいわけはだめよ。先生にごめんなさいは？」

「…………
 」

　一弥はしばらくセシル先生とみつめあっていたが、ほんの数秒で視線相撲に負け、うなだれて言った。

「……ごめんなさい」

「じゃ、ヴィクトリカさんに手紙を書いてね」

　セシル先生は笑顔に戻って、だがきっぱりと言った。





　一弥は走って寮に戻ると、自分の部屋で便せんとペンを出し、マホガニー製の机に向かった。きっちりと図解付きで帯の結び方を説明し、よし、と便せんを三つに折ろうとして、ふと閃ひらめ

 いた。一弥は引き出しを開けてしばらく使っていなかった色つきインクのペンを探し出した。そして完成図にていねいに、着物には水色、帯にはピンク色まで塗って、ヴィクトリカが喜びそうなきれいな手紙にした。

　なんといってもヴィクトリカは、一弥だけに『美しいものは、嫌いじゃない』ことを教えてくれた友達なのだ。手紙だってきれいにすれば喜んでくれるだろう。

　便せんを折って、国から持ってきた和紙の封筒に入れ、さらに寮を出てしばらく行ったところにある花壇から小さな金色の花をみつけると、封筒にそっと入れた。

「……よし」

　自信満々でうなずく。

　それからセシル先生に教えられた、ヴィクトリカの特別寮があるという場所に向かった。聖マルグリット学園の敷地内で、図書館以外の場所にいるヴィクトリカを想像するのはたやすくはなかった。ようやく教えられた場所をみつけだした一弥は、あきれ顔で、その迷路状に設計された巨大な花壇のかたまりを見上げた。

「……なに、これ？」

　しばらくあきれていたが、仕方なく、おそるおそる一歩入る。

　ちょっと進んで、これでは中で迷うどころか入り口までわからなくなってしまう、と焦って、一度外に出た。

　呆ぼう
 然ぜん

 と花壇を見上げていると、セシル先生が近づいてきた。困っている一弥に気づくと、手紙を渡してあげるからと言って、一弥から封筒を受け取った。慣れた足取りで花壇の迷路へ消えていく。

　そのいかにも慣れた様子の後ろ姿に、一弥はなぜか寂しいような、悔しいような、不思議な気持ちになった。それがなんなのかわからなくて、一弥はふくれ面になり、セシル先生が出てくるのを待った。





「ぐじゃ！　ぐじゃ！　ぐじゃっじゃ！」

　ヴィクトリカは小さな頭全体を激しく揺らして、くしゃみを連発していた。

　──朝になって、どうしてだか天井が回るし顔も熱いし体がだるくて起きあがれない、と思ったら、ヴィクトリカは生まれて初めて風邪を引いていたのだった。

　小さくて力もなくて、体もまったく丈夫とはいえないヴィクトリカだが、幼い頃から、塔の上の部屋や、聖マルグリット学園の特別寮などで、どこにも出ることなく規則的な、そして禁欲的な生活を続けていたため、熱を出したり倒れたりといったこととは、意外なことにいままで無縁だったのだ。

「──ぐじゃ！」

　くしゃみとともに、長い金髪がぶわっと舞い上がり、またぺしゃんと絹のシーツの上に戻ってくる。ヴィクトリカは情けない妙な顔をして、しばらく黙っていた。

　それからよろよろと小さな細い手を伸ばして、鼻紙を取った。

「…………
 ぶっ、ちーん！」

　洟はな

 をかむ。

「ちーん！　ちーん！　ちーん！」

　目め
 尻じり

 に涙が浮かんでいた。強くかみすぎたらしい。小さな両手で鼻を押さえて、痛そうに肩を震わせ、じっとしていた。

　と……。

　静かな音とともに扉が開いて、セシル先生が顔を出した。ゆっくり振り返ったヴィクトリカは、つまらなそうに、

「なんだ、セシルか……」

　その声はいつにも増してしわがれて、苦しそうだった。真っ赤に染まった頰は、いつもよりぷくぷくして、少し腫は

 れているようだ。

　ゆっくり入ってきたセシル先生は、ベッドの横にあるサイドテーブルの上に水差しと薬の包み紙と、ミルクを入れた小さなコップを用意した。それから思い出したように、

「久城くんに会ったわよ」

「……むっ？」

「風邪引いたって言ったら、心配して大騒ぎしてたわ。久城くんはほんとに、ヴィクトリカさんのことが好きねぇ」

　くすくす笑っていたが、急に思い出して、

「はい、手紙」

「……手紙？」

「花壇の前でうろうろしてたから、預かってきたの。久城くん、急いでたみたいだから、すぐに返事を書いてあげてね」

「……どうして急いでいるのだ？　ぐじゃ！」

　ヴィクトリカはくしゃみで頭を揺らしながら、不思議そうにセシル先生を見上げた。先生は笑顔で、

「ソヴレムまでお買い物に行くんだって。家族の人からいろいろ頼まれたみたいよ。久城くん、ちょっとうきうきしてた」

「久城のくせに、うきうきしてた？……ぐじゃ！」

　ヴィクトリカはきわめて不機嫌そうに聞き返した。

　セシル先生が細々とした片づけをするために寝室を出ていくと、だがしかしヴィクトリカは、少しだけうれしそうに手渡された和紙の封筒を眺めた。ザラザラした手触りは、昨夜、感激のあまり頰ずりした着物の感触と少し似ていた。ヴィクトリカはめずらしそうに裏にして、また表にして、しばらく封筒を楽しんだ後、うれしそうに封を開けた。金色の花がこぼれおちてきたので、ますますうれしそうになる。

　だが……。

　熱で真っ赤になった顔をにこにこさせて便せんを開いたヴィクトリカは、まずはきれいに彩色された着物と帯の絵に感激したものの、手紙の最初の一行に、エメラルドグリーンの瞳ひとみ

 を怒りできりきりつり上げた。

　手紙の書き出しは、こんなものだった。

『ヴィクトリカ、君、だいじょうぶ？　お腹を出してばかみたいに眠っていたらしいね。先生にきいたよ。ヴィクトリカ、君ってほんとにばかだなぁ！　で、帯の結び方だけどね……』

　ヴィクトリカは小さな手で便せんをくしゃくしゃに丸めた。

「──ぐじゃ！」

　鼻水が出てきたので、あろうことか、一弥の便せんで「ぶーん！」と洟をかんだ。それから小さくて白い手を振り回して、壁に向かって投げた。

　となりの部屋からセシル先生が、

「ヴィクトリカさん、久城くんにお返事書いてあげてね。とっても心配してくれてたのよ」

「……むっ」

　ヴィクトリカの緑の瞳が、怒りのあまりきゅっと細められた……。





　──心配でいらいらしながら待っていた一弥は、花壇から小走りに出てきたセシル先生をあわてて呼び止めた。

「調子、どうですか？」

「くしゃみばっかりしてるわ。顔も真っ赤だし……」

　セシル先生は思いだしたように、ポケットから四角く折り畳まれた紙を差しだした。それは、鳥とり
 籠かご

 に入れられた薔薇ばら

 の薄い透かし彫りが入ったきれいな便せんだった。花の香水が染み込んでいるようで、かすかに甘ったるいいい匂いもした。

　ヴィクトリカから手紙をもらうのは初めてだった。一弥はセシル先生が行ってしまうのをじっと待った。一人になると、いそいそと便せんを開く。

　そこには震える字で、とても大きく、たった一言──





『ばか』





　──一弥はがっくりとうなだれた。

　ちょっとうきうきと開いた自分がものすごくばかみたいに思えた。そのまましばらく一弥はうなだれ続けていたが、列車の時間が近づいているのに気づくと、くるりときびすを返した。

　二、三歩、歩きかけて、急に振り返った。

　生い茂る花々に隠された奥にいるはずのヴィクトリカの特別寮に向かって、吠ほ

 えた。

「なんだよ！　ばかは君だろー、ヴィクトリカ！」

　返事はない。一弥はますます悔しくなって、

「そんな意地悪な人には、おみやげ買ってこないからな！　聞こえてるー！」

　一弥の大声が少し情けなく響き渡る。

　花壇の奥のほうから、かすかに「ぐじゃ！」とへんな音が聞こえたような気がしたが、それきり無情に静まり返り……。

　一弥は何度も振り返り、ヴィクトリカを気にしながらも、ゆっくりと歩み去っていった。






　ベッドルーム─Bedroom 1─










　柔らかな朝日が、ベッドルームの閉じられたフランス窓からこぼれ落ちていた。ボビンレースのカーテンが半分ほど開けられて、小さな部屋に明かりを落としていた。

「──ぐじゃ！」

　ヴィクトリカは天てん
 蓋がい

 付きのベッドにうつぶせに眠っていた。フリル付きの大きな枕に顔を押しつけるようにして、時折、くしゃみのたびに小さな頭をはげしく揺らしている。

　長い金髪が、元気をなくしてくったりと絹のシーツの上に垂れ落ちていた。くしゃみするたびに少し揺れる。

　ヴィクトリカはゆるゆると顔を上げた。

　頰が真っ赤に染まって、いつもは冷酷なエメラルドグリーンの瞳も、水に濡ぬ

 れた宝石のように潤んでいた。

「ぐじゃ！　ぐじゃ！　ぐじゃっじゃ！」

　頭を揺らしてくしゃみを連発すると、力尽きたように枕につっぷす。

　その顔を、かすかに怒りに似た揺らめきが通り過ぎた。

　熟れたさくらんぼのように赤く染まった小さな唇を開いて、

「久城のやつ、出かけたのかー」

　つぶやく。

　ベッドルームはまたしんと静まり返る。

　ヴィクトリカは潤んだ瞳にまた、怒りの炎を浮かべた。

「久城のくせに、うきうき出かけたか……」

　ころん、と転がって仰あお
 向む

 けになる。

　天井から垂れ下がる、モザイクガラスの洋燈ランプ

 をぼんやりと見上げる。

　視界が熱でぼやけてきたようで、瞳を心こころ
 許もと

 なくしばしばとさせる。

「あいつ……」

　熱に負けて、瞳を閉じる。

「一人で、出かけたのか……」

　ヴィクトリカはつぶやくと、すねたように羽毛の掛け布団を引っ張って、ベッドの奥深くに潜り込んだ。小さな体が布団の中に消えてしまうと、その豪ごう
 奢しや

 だが小さなベッドルームはまるで誰もいないように見えた。

「──ぐじゃ！」

　羽毛布団が揺れた。

「ぐじゃ！　ぐじゃっじゃ！」

　くしゃみの連発の後、しんと静まり返って、そして……。

　くすん、くすん、くすん……と、泣いているのか鼻がむずむずしているのかわかりにくいおかしな声が、ベッドの中から聞こえてきた。





　窓の外で、花壇の木の枝に止まった小鳥が、小さく甲高い鳴き声を上げた。






　第二章　〈青い薔薇〉
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　──汽笛が鳴った。

　鞄かばん

 を片手に、村に一つしかない小さな駅舎に走り込んだ一弥は、やってきた蒸気機関車の轟ごう
 音おん

 に心許なく揺れるホームを急いだ。週末のせいか、山やま
 間あい

 から都会へ向かうその機関車は混み合っていた。いつもよりお洒しや
 落れ

 した村人が我先に乗り込もうとしている。一弥はその列に並んで、大きな鉄製の扉から機関車に乗り込んだ。

　狭い廊下を歩く。コンパートメントの小さなガラス窓を覗のぞ

 いても覗いても、三、四人の乗客が座っていた。本をめくったり、ローストした鶏とり
 肉にく

 やパンを入れた弁当を開いたり、思い思いにくつろいでいる。どこも混んでいるので、一弥は遠慮して入るのをやめた。それに、子供連れのおばさんなどと一緒になると、めずらしい東洋人の少年だからと、名前やら歳やら学校のことやら、根ほり葉ほり聞かれてたいへんなことになるのだ。それは船でソヴュールにやってきて、初めて聖マルグリット学園に向かった列車の中ですでに経験済みだった。

　頰ほお
 杖づえ

 をついて窓の外を見ている若い男が一人だけ乗っているコンパートメントをみつけて、一弥はここにしようと決めた。金属製の扉をそっと開け、

「いいですか？」

　礼儀正しく聞くと、男は窓の外を見たまま鷹おう
 揚よう

 に、

「……かまわんよ」

　一弥は扉を閉めて、男の向かい側の席に座った。男は貴族らしく、いかにも高級そうな絹のシャツに、銀色のカフスボタン、ブーツはぴかぴか光っていて、女性でもここまではしないのではないかと疑いたくなるほどお洒落な服装をしていた。それに、窓の外を見るポーズが、足を組んで物憂げに頰杖をつくという、いやにかっこつけたものだった。

「……ふぅ」

　男はため息をついて、こちらに向き直った。

　一弥は「うわ！」と叫んで立ち上がりかけた。

　──男の頭には、不自然なほど尖とが

 らせた金色のドリルのような髪の毛が輝いていた。グレヴィール・ド・ブロワ警部だ。

　警部のほうもようやく、乗り合わせたのが一弥だということに気づき、最初は驚いたように口を開けていたが、やがてじつにいやそうな顔をした。

「……なんだ、君か！」

「こっちの台詞せりふ

 ですよ！　いやだな。ぼく、別のコンパートメントに……」

「どこも混んでいるぞ」

「……そうなんですよね」

　立ち上がりかけた一弥は、仕方なく座り直した。

　一弥も警部も、なぜか意気消沈してうつむいている。

　しばらくの沈黙の後、警部が代表して気持ちを述べた。

「こんなところで顔をつきあわせるのも、実につまらんものだな」

「まったくです」

　そのまましばらく二人は沈黙した。

　互いに、窓の外を眺めたり、持ってきた買い物リストに目を通したりしていたが、三十分ほど経つと手持ち無ぶ
 沙さ
 汰た

 になり、

「久城くん、一つ、世間話でもするか？」

「世間話？　この顔ぶれでですか？」

「だって、仕方ないだろう」

　一弥が渋々うなずくと、警部はまじめな顔をしてこちらに向き直った。

　とはいえ、なにを話せばいいのか。最初は世界情勢のことや先の世界大戦についてなどを話題にしたが、如何いかん

 せん、西欧の実力者であるソヴュールの貴族階級に籍を置く警部と、極東の島国からやってきた秀才の一弥では、考え方がなにからなにまでちがいすぎた。現役の学生である一弥に知識を駆使されて論破されそうになると、ブロワ警部はあわてて話題を変えた。

「そうだ、久城くん」

「なんですか」

　一弥は鼻息荒く聞き返した。久々に口喧げん
 嘩か

 で人に勝てそうなので、張り切っていたのだ。

「世界大戦と言えば、だが。わたしがいまソヴレムに向かっている理由を、君、知っているかね？」

「……知ってるわけないじゃないですか。ヴィクトリカじゃあるまいし、聞いてないことは知りませんよ」

　一弥は鼻息も荒く、

「なにしろぼくは中途半端な秀才で、凡人ですからね」

「……なにを威張っているんだ？」

　ブロワ警部はあきれ顔をした。

「とにかく、わたしがソヴレムに向かうのはだね、ソヴュール警視庁に呼ばれたからなのだ。いまの警視総監であるシニョレー氏というのが、若くして偉くはなったが、まったくもって冴さ

 えないやつでね。彼ら警視庁の頭を悩ませるとある事件の解決に、名警部であるわたしの力を頼っているのだ」

「……一人で大丈夫ですか？」

　とつぜん話題が変わったことにとまどいながら、一弥はちょっとだけいやみを言ってみた。ブロワ警部はそれを聞き流して、

「君、先の世界大戦の最中、我がソヴュールが失ったものはなんだと思うかね？」

「失ったもの、ですか？　戦争自体には勝ったから、兵士として消えた若い命や、爆撃されて炎になった歴史的な建造物、それと……」

「王室の宝だよ、君」

　警部は苦々しそうに舌打ちをした。

「戦争のどさくさで、ソヴュール王室の宝物庫が荒らされてね。じつにたくさんの歴史的な価値がある美術品が消えたのだ。それらはおそらく、とっくに海を渡って新大陸辺りの成金どもが買いあさったのだろうと思われていたが、どうやらずっとこの国にあったようなのだ。というのはだね……」

　一弥は、ごく最近こういった話を誰かからも聞いたような気がした。誰だったっけ、と考えていると、警部は続けて、

「ここ数年のあいだ、ソヴュールの闇市場にそれらの美術品が出回っているらしいのだ。それだけではない。一九一七年に起こったロシア革命の直前に、ヨーロッパに運ばれたまま闇に消えたとされるロマノフ家の宝や、植民地から流れ込んでくる古代文明の宝などが、ヨーロッパの闇市場に出回っていてね。しかもその闇市場はどうやらソヴレムにあるらしいのだ。最近では西欧中の好事家が密ひそ

 かにソヴレムを訪れているという情報もあってだね。だが、その尻尾しつぽ

 が捕まえられない。そういうわけで警視庁は、優秀なる頭脳を持つこのわたしを助すけ

 っ人と

 に呼んだのだよ。どうだね、君？」

「どうって……？」

「すごいだろう？」

　一弥は「はぁ……」とうなずいた。警部はため息混じりに首を振り、それから両手をかざして、尖ったドリルのような髪をていねいに整え始めた。

「ふむ……」

　髪をいじりながら、手持ち無沙汰な様子で一弥をみつめている。

　それからポケットから懐中時計を出して、ふたを開いた。しみじみとした声で、

「あと一時間はあるぞ」

「ええ」

「つぎは久城くんの番だ。なにかおもしろいことを話したまえ」

「……いやですよ！」

　一弥はそっぽを向いた。

　窓の外の風景に意識を移す。

　──いつのまにか機関車は山間の緑生い茂る土地を離れ、刻々と都会に近づいていた。窓から見える風景も緑が減って、なだらかな平地になり、家々がせせこましく並ぶ中を、自動車や馬車が忙せわ

 しく行きすぎていた。

（一人で買い物なんて、寂しいなぁ……）

　一弥は急に思った。

　それから、前回と前々回、図らずも小さな友達ヴィクトリカ・ド・ブロワと旅をすることになったときのことを思い出し始めた。

　不思議なことに、さっき手紙で『ばか』と言われて怒髪天を衝つ

 いていた、イライラする気持ちはどこかに消えてしまっていた。代わりに思い出すのは、ヴィクトリカと初めて外出したときの、彼女の不思議極まりない様子だった。

　切符の買い方も知らずに、どれぐらいお金が必要なのかもわからずに、やたら右往左往していたヴィクトリカ。汽車の中では窓の外をめずらしそうに眺め、都会の駅に着いたら「あれはなんだ？」「あれは？」と忙しくものを尋ね、一弥が吹いた口笛で目前にやってきた馬車に驚いて、目をぱちくりしていた……。

　あのとき一弥は、ヴィクトリカの事情をなにも知らなかった。だから「あんまり外出したことないの？」と聞いてしまった。途端にヴィクトリカは機嫌を悪くして黙り込んだが、そのふくれた顔もまた、かわいかったのだ。

　そして二度目に出かけたときは、ヴィクトリカは最初から不機嫌で、一弥を無視していて、ずいぶんと感じが悪かった。だけどいつも最後には、ヴィクトリカは一弥に言うのだった。

〈久城、一緒に帰ろう……！〉

　それだけで一弥には十分だった。意地悪で、悪魔的な毒舌で、不機嫌なヴィクトリカへの怒りはいつも、彼女のたった一言で魔法のように消し飛んでしまうのだ……。

　──ふと視線を感じて顔を上げると、ブロワ警部がじっと一弥の物憂げな顔をみつめていた。一弥は口を開いた。

「……どうしていま一緒にいるのが、警部なんですかね？」

「こっちの台詞せりふ

 だよ、君」

　警部のほうもなにやら切ない考え事をしていたのか、腹違いの妹と同じ緑色をした瞳ひとみ

 が少し潤んでいた。恨みがましそうに一弥を睨にら

 んで、

「まったく、君……こうして顔をつきあわせていると、本当に腹が立ってくるな」

「同感です」

「つまらん顔だなぁ」

「警部こそ」

　不機嫌な男二人を乗せて、蒸気機関車はがたごとと走り続けている。

　──そしてそのまま一時間が過ぎた。機関車はようやく目指すソヴレムの駅に着いた。
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　前世紀半ばに建設した当時のソヴュール国王の名を取って、シャルル・ド・ジレ駅と名付けられたソヴレムの駅は、この小さな王国の国力がいかに強大かを示す、豪ごう
 奢しや

 にして巨大な建築物だった。

　吹き抜けの天井は総ガラス張りで、初夏の眩まぶ

 しい太陽が、遥はる

 か下に何十本と並ぶホームにゆっくり降り落ちてくる。堂々たる黒煉れん
 瓦が

 の柱。ホームとホームをつなぐ鉄製の跨こ
 線せん
 橋きよう

 の上には、大きな丸時計が鎮座している。

　人が豆粒みたいに小さく見える。ひっきりなしにホームを行き来し、また新しい列車が轟ごう
 音おん

 とともに入ってくると、人が大勢降りてきては一斉にホームを歩きだす。赤い制服のポーターが客のトランクを運んで行き過ぎる。女性客の頭の上で、羽根付きのボンネットが揺れる。動物の頭を象かたど

 った高級そうなステッキをカチコチ鳴らして、貴族の紳士が通り過ぎる。母親に手を引かれた子供がよちよち歩いていく。

　分厚い丈夫なガラスと、黒い鉄製の巨大な建築物。豪奢でありながら実際的。近代になってから増えた建築様式である。それは川沿いに発達した都市ソヴレムのいまを象徴しているようだった。長い伝統を誇る王室のお膝ひざ
 元もと

 でありながら、近年、急速に発展した工業都市でもあるソヴレムは、鉄と石炭のにおいがする、欧州でも指折りの経済都市だった。

「……ジャクリーヌ！」

　──とつぜん耳元でブロワ警部が叫んだので、一弥は飛び上がった。振り向くと、警部はホームを通り過ぎる妙齢の女性に声をかけていた。女性は上質だが色合いのシックな、本来ならもっと年輩のマダムが袖そで

 を通すようなドレスを着ていて、少し艶つや

 の足りないブラウンのストレートヘアをシンプルな形で結い上げていた。

　振り向いた女性は、警部のヘアスタイルに驚いて後ずさった。その顔を見ると、ブロワ警部はがっかりしたように、

「……失礼、人違いを」

　女性は、いいのよ、というように微笑んで歩み去っていった。一弥が、

「ジャクリーヌって誰ですか？」

「…………
 」

　警部は聞こえなかった振りをした。どんどん歩き出し、鉄の跨線橋を上がって大きな改札口に向かっていく。一弥も同じ方向に歩きながら、いまのはなんだったんだろう？　と首をかしげた。

　警部は心なし沈んでいて、尖とが

 らせたドリルも少ししおたれていた。

　──シャルル・ド・ジレ駅を出ると、眩しい陽光が二人の顔に降り注いだ。逆光でしばらくのあいだソヴレムの街が見えなかった。ようやく目が慣れてくると、駅前の巨大な交差点と、スピードを緩めることなくカーブを飛ばしていく乗り合い馬車や、ぴかぴかの自動車が目に飛び込んできた。

　広い歩道の左右には華やかなショーウインドウが並び、ステッキを鳴らす紳士や、日傘片手のきらびやかな女性たちが店から出たり入ったりしている。駅前は道路と店と高いビルがひしめいていた。

　一弥は思わずショーウインドウの一つに目が吸い寄せられた。華やかな店の中では看板もシックで目立たないが、それはパイプ屋だった。ウインドウには陶製や鉄製、大きさもさまざまなパイプがたくさんと、それからパイプ置きが並んでいた。ガラスの靴のような小さなきらきらした女性用の靴が片方だけ、飾ってあった。それが翡ひ
 翠すい

 でつくられた靴の形のパイプ置きなのだと気づくと、一弥は思わず店の扉を開けて、店員に値段を聞いていた。普段、無駄遣いをせずに小遣いを貯めている一弥にとっては手の出ない額ではなかったので、迷わず購入することにした。

「女の子用なのでリボンをかけてください。あ、あの赤いリボン」

　そう言うと、店員はパイプ置きに目を落として、

「……これを女の子に？」

　不思議そうな顔をした。

　一弥が機嫌よく店から出てくると、ちょうどとなりの店の扉も開いて、買い物していたらしいブロワ警部が出てきた。警部も上機嫌だった。二人は顔を見合わせると、同時に不機嫌な顔になった。

　警部はじとーっとした目つきで、一弥が大事そうに抱えているパイプ置きの包みを見下ろした。ばかにするようにフンと鼻を鳴らす。一弥も警部の手元を見た。

　かなり高価そうなアンティークのビスクドールを一体、大切そうに抱えていた。カールした金髪に、大きな瞳。レースをふんだんにあしらったドレス。……一弥は顔をしかめた。いつだったか村の警察署に出向いたとき、警部の部屋がこんな人形だらけで、あろうことか、うれしそうに膝に乗せたりしていたことを思いだした。

「……じつに警部らしい買い物ですね」

「つまらん顔でつまらんことを言うな」

　ブロワ警部はぼそっと言った。

　それから、道の反対側にそびえる煉瓦造りの大きな建物を指差した。門の前で制服警官が数人、門番をしている。

「わたしはこれから、警視庁で優秀なる頭脳を披露してくるとしよう。ではな、久城くん」

　ブロワ警部はそう言うと足早に立ち去ろうとして、ふとなにかに気づいたように足を止めた。一弥のほうを振り返ると、

「……気をつけたまえよ、久城くん」

「えっ、なにをですか？」

「ふっ。見ての通りこのソヴレムは、ここ数年、近代化が進み、交通も整備されて、高いビルも飛躍的に増えて……あちこちから観光客も押し寄せ、喧けん
 噪そう

 の限りを尽くす都会なのだがね、その分犯罪も増えているのだよ」

　一弥が思わず辺りを見回していると、ブロワ警部は眉まゆ

 をひそめ、

「君、都市というのはおそろしいものだよ。きらびやかで心惹ひ

 かれるものだが、時折、訪れた人を大きな口を開けて飲み込んでしまう。そして何ごともなかったように都市が口を閉じれば、飲み込まれた人は二度と戻ってこられまい」

「……なんのことですか？」

「物騒になったということだよ。〈闇に消える者たち〉の噂を知っているかね？」

「いえ……」

「ここ数年のことだが、ソヴレムではとつぜん人が消える事件が相次いでいるのだ。たいがいは若い女性や子供だがね。デパートに買い物にでかけたきり姿を消したり、迷子らしき子供を連れて交番に向かったままいなくなったり、パターンはさまざまだが。そうやってとつぜん消えた女性たちの家族の訴えが、警視庁にはたくさん寄せられているらしい。まぁ、中には家出人なども含まれているのだろうがね……。それにしても尋常でない数の人間が都市の闇に消えているのだ。君も努ゆめ
 々ゆめ

 、気をつけたまえよ」

「は、はぁ……」

　一弥はふと、アブリルが持っていた本のことを思い出した。





〈デパートの試着室に入った貴婦人。しかし店員がドアを開けたら、血まみれの生首だけが残されていた……〉





〈きれいに着飾った幼女が泣いているので、迷子だと思って声をかけた人が、そのまま消えてしまうの。角を曲がったら消えていて、衣服だけが残されていた……〉





〈浮浪者そのものの服装をした殺人鬼がいてね。着込んだ古着の中に、子供の死体をたくさんつり下げているの……〉





　──あの本に載っていた怪談はきっと、ソヴレムで実際に起こっている失しつ
 踪そう

 事件をもとに書かれたのだろう……。

　ブロワ警部が懐から懐中時計を取りだして時刻を確認した。あわてたように、

「ではな、久城くん」

　大きな建物──ソヴュール警視庁に向かって歩み去っていった。都会には慣れているらしく、ひっきりなしに行きすぎる馬車のあいだを器用にすり抜けて道路を渡り、建物の中に姿を消した。

　一弥はその後ろ姿を見送ると、一人で歩道を歩きだした。





　ソヴレムの街には、とにかくビルも、馬車や自動車も、そして人も多かった。まさにひしめいていた。誰もが急いで行きすぎる。まだ午前中のためか、歩道を急ぎ足でどこかに向かう人々は、揃ってシンプルで機能的な服装をしていた。おそらくこの辺りの企業に勤めているのだろう。時折、豪ごう
 奢しや

 なドレスや三つ揃いのスーツを着た貴族が、馬車から降りては高級な仕立屋やギャラリーなどに消えていく。肌の色もさまざまな旅行客らしき人々もまた、往来を行きすぎる。地図を片手にあちこち指差しながら歩いていく。

　その一方で、ボロをまとった路上生活者たちがあらゆる曲がり角にひそんで、通る人に汚れたブリキ缶を差しだしては、小銭を入れてくれとわめいていた。老人もいたし女性もいた。時折、一弥より小さい子供の姿もあった。長い伝統と、急速な発展。そのどちらも併せ持つソヴレムには、さまざまな人々がひしめいていた。あたかも、それぞれの生きるスピードがばらばらのまま大きな街に共存しているようだった。

「……あれ？」

　一弥は駅前を離れ、ソヴュールの宮殿近くまで歩いてきていた。

　丸い屋根をした宮殿だけが、近代化されたこの街で中世のままの美しさを保ち、宮殿前の広場にはソヴュール国旗がはためいている。金と赤の制服を着たおもちゃの兵士のような衛兵が、規則正しく闊かつ
 歩ぽ

 している。王室のお膝ひざ
 元もと

 、そして観光地としてのソヴレムらしい一角……。

「このへんだと思ったんだけどな……？」

　一弥は目指す高級デパート〈ジャンタン〉を探してきょろきょろしていた。宮殿前広場の向かい側にある、大きな建物のはずなのだが……。地図を出そうと鞄かばん

 を開けたら、うっかり財布を落としてしまった。一弥はなんとか財布が路上に落ちる前に拾ったが、小銭が全部、じゃらじゃらと路上に散らばってしまった。

「……９５７」

　どこからか小さな声がした。

　一弥はあわてて小銭を拾いながら、声がしたほうを見た。忙せわ

 しく行きすぎる人々は、誰かが落とした小銭のことなど気にもしない。いまの声は？　と目をこらすと、人混みの向こうに……建物の装飾で陰になった暗がりに、二つの鋭い瞳ひとみ

 が輝いていた。

「なんだ……？」

　一弥は小銭を拾い、立ち上がった。暗がりから小さな人影がゆっくりと出てきた。不吉な暗い瞳だった。

　それはまだ十歳ほどの子供だった。薄汚れたボロの服に、破れて親指の飛び出したズック靴を履いていた。瞳は青く、おそらく白人だろうと思われるが、あまりにも汚れていて髪の色も肌の色もわからない。

「おまえ、こぼした。オレ、見てた」

　低い声だった。妙な子供だ……。一弥は顔をしかめて、

「見てたなら、手伝ってくれればよかったのに」

「オレなんかが親切で手伝ったら、おまえら、オレが小銭をちょろまかしたって言い出して、殴ったり、巡査につきだしたりするんだ。オレ、人に優しくしないって決めたんだ」

　子供は暗い目つきで、一弥の手元を見た。なにも持っていないのにやけにじろじろみつめている。

　それから顔を上げると、

「どこに行くんだ？　おまえ道がわからないんだろ？」

「……〈ジャンタン〉だよ。この辺りだと思うんだけど」

「ぜんぜんこの辺りじゃないぞ。田舎者め。歩いたらここからだいぶかかる。道も説明しにくいしな。オレ、連れていってやってもいいぞ」

「ほんと？」

「紙を一枚くれ」

「……紙？」

　子供は悔しそうに地団駄を踏んだ。一弥の財布を指差して、

「その中に入ってる、紙のほうだ。一枚くれたら、案内してやる」

「あぁ……」

　一弥は迷ったが、まだだいぶあるなら馬車を使うより安くつくだろうと踏んで、子供に紙幣を一枚渡した。子供は驚くほど素早い動作で紙幣を奪い取ると、ボロ服のどこかに魔法のように隠した。それから後ずさった。殴られまいというように両腕を頭にかざして庇かば

 いながら、人差し指をちょんとのばして、歩道の向こう側の建物を指差した。

「あれだよ」

「へっ？」

「あれが〈ジャンタン〉だ。……じゃあな、間抜けなチャイニーズ」

「あっ……。やられた！　こら、待て！」

　一弥は腕を振り回して追いかけようとしたが、子供はすばやく後ずさると、建物の陰に消えた。一弥が覗のぞ

 き込むと、そこには地下に通じる排水溝らしき小さな穴が開いていて、子供一人ならようやく通り抜けられるか、といったところだった。

「……誰がチャイニーズだって！」

　一弥は怒りながらも、気を取り直して歩きだそうとした。向かい側の建物は、なるほど、さっきは気づかなかったが、八角形の筒形をした煉れん
 瓦が

 造りの巨大なビルディングで、古めかしく、いかにも伝統がある様子だった。ビルと同じ八角形の旗に紫色のリボンがかかり、〈ジャンタン〉と書かれたものがたくさん飾られていた。ビルからはひっきりなしに、光沢ある紫色の紙袋を持った買い物客が出てくる。

　一弥は道路を渡ろうとした。途端に、なにかに足首をつかまれた。死者のもののような冷たく乾いた大きな手が、ぎっちりと足首をつかんで放さない。一弥は驚いて足元を見下ろした。

　ボロ服を何重にも着込んだ老女だった。髪は風に吹き上げられたかのようにあちこちに逆立ち、皮膚は乾いて真っ黒に汚れていた。足は裸足はだし

 だ。目も髪も黒い。老女は一弥の足首をつかんだまま、異国訛なま

 りのフランス語で甲高く、

「娘が、喰く

 われた……ッ！
 」

　一弥は驚いて老女をみつめた。老女も一弥を眼光鋭く睨にら

 み返した。

　老女のボロ服は大きくふくらんでいて、その内部でなにか丸めた布のようなものが三つほど、老女の動きに合わせて大きく揺れていた。一つ一つの揺れがばらばらで、どこか不吉だった。一弥はふいに、アブリルからきいた怪談の一つをまた思い出した。





〈浮浪者そのものの服装をした殺人鬼がいて……〉





〈着込んだ古着の中に……〉





〈子供の死体をたくさんつり下げているの……！〉





（まさかね……。だけどそれにしても、見事なぐらい、あの怪談通りの姿だなぁ）

　一弥がそう考えていると、老女はとつぜん、

「娘が、あれに、喰われたんだよォ！」

　震える真っ黒に汚れた指で、まっすぐに──

〈ジャンタン〉の建物を指差した。

　指の向こうで、八角形の建物が初夏の日射しを浴びて輝いていた。

　一弥は驚いてみつめ返した。

　老女が口を開き、なおもなにか言いかけようとした、そのとき……。

〈ジャンタン〉の入り口にいた若いドアマンがこちらに走ってきた。口汚くののしりながら、老女を思いきり蹴け
 飛と

 ばした。老女は甲高いもの悲しげな悲鳴を上げて、動物のように両手と両足を使って石畳の道を逃げていった。

　一弥が呆ぼう
 然ぜん

 としていると、ドアマンが一弥にはとても丁寧に話しかけてきた。

「申しわけありません、お客さま……。あの女はうちに入ろうとするお客さまにああやってからむので、迷惑しているのです……」

　一弥はまだ驚きから醒さ

 めないまま、

「いつもなんですか？」

「毎日です。気づくと追い払うようにしているのですが」

　じゃあやっぱり、あの怪談はソヴレムで実際に見られるものを元に書かれたものなのだろう、と一弥は思った。きっといまの老女がモデルなのだ。

「失礼しました。お客さま、改めて……」

　若いドアマンは、八角形の煉瓦のビルへ一弥を誘いざな

 った。そして観音開きのガラスドアを開けて、うやうやしく言った。

「ようこそ、〈ジャンタン〉へ。ここで手に入らないものはありません。どうぞ、お入りください……！」






　　　　３






〈ジャンタン〉の中は天井が高く、全体に白く統一されて広々としていた。広いフロアには品物がうずたかく積まれ、高価なジュエリーやテディベア、婦人用の下着などは、デパートの中に個室に区切られた店舗を持って、ガラス張りのドアで仕切られた店もあった。

　店員は皆、容姿端麗な若者たちだった。国籍がさまざまらしく、彫りの深い美び
 貌ぼう

 を持った北欧系の青年や、エキゾチックなオリーブ色の肌の少女などもいて、なかなかに華やかだった。

　一弥は北欧系の青年店員に〈青い薔薇ばら

 〉の場所を聞いた。すると片言のフランス語でデパートのずいぶん奥のほうを教えられた。一弥は人気のある商品なのにそんな奥のほうに行かないとないのだろうかと不思議に思いながらも、言われたとおりエレベーターに乗っていちばん上の階に行き、廊下の奥に向かった。

　上の階に行くほど、ガラス張りのドアで仕切られた高級店が増えていった。白い廊下が続き、ところどころに高級店の看板が華々しく輝いていたが、客の姿はなかった。

「ここ、か……？」

　一弥はとあるドアの前で立ち止まった。確かに、店員に教えられたのはこのドアだが……？

　看板の出ていない部屋だった。扉もガラス張りではなく、頑丈な樫かし

 でできていた。半信半疑のままそっと扉を開けると、どうやら店のようだった。床は黒と白の格子縞じま

 のタイル張り。茶色い壁。花の形をしたシャンデリアが輝く、シックで上品な部屋だった。

　部屋の中にはガラスケースがたくさん並んでいた。きらきら宝石の輝く腕時計や、王冠を象かたど

 った飾りや、宝飾の多い短剣などが飾られている。

　人の姿が見えないので、一弥は戸惑いながらも中に入っていった。

「……あった！」

　一弥は思わず声を上げた。〈青い薔薇〉のペーパーウェイトらしきものが、無造作にガラスケースの上に置かれていた。ブルーダイヤモンドを模したガラスで造られているというそれは、透明できらきらしていて、なるほど大輪の薔薇を思わせる素晴らしい形をしていた。大きさは一弥の手のひらにちょうど載るほどだった。確かに、これで本物のダイヤだったらたいへんな資産価値のあるものなのだろう。

　そのほかにもたくさん、磁器の皿やブローチ、細かい細工の櫛くし

 などが並んでいた。一弥はそれらを手にとってしげしげと眺めた。

　と……。

「……誰だッ！」

　とつぜん大声が響いた。一弥は驚いた拍子に、手にしていた品物を全部落としてしまった。あわてて磁器の皿をつかむ。ペーパーウェイトとブローチと櫛は床に落ちたが、大きな音を立てた割にはどれも割れず、一弥はほっと胸を撫な

 で下ろした。

「す、すみません……！　申しわけない」

　一弥が落としてしまったものを拾い上げながら顔を上げると、そこには三人の人間が立っていた。一人は仕立てのいいスーツを着た大柄な男だった。年齢は三十代の半ばか。日に焼けて、よく鍛えられた体をしていた。目つきが妙に鋭い。

　その後ろに〈ジャンタン〉店員の紫色の制服を着た男女が控えていた。男は一弥をじっと睨みつけていたが、女のほうは首をかしげていた。

　大柄な男が、責めるように一弥を睨んで、

「君、ここでなにをしている？」

「えっ？　あの、〈青い薔薇〉を買いにきたんですが……」

　男二人が顔を見合わせた。年輩の男が代表して、

「夜、出直してきたまえ」

「よ、夜……？」

　一弥は怪け
 訝げん

 な顔になった。デパートは朝から営業しているのに……？

「どうしてですか？」

「君は〈青い薔薇〉を買いにきたのだろう？」

「ええ。〈青い薔薇〉を、三つ……」

　男二人がゆっくりと顔を見合わせた。

　と、ずっと黙っていた女の店員が、背後から二人に何ごとかささやいた。男二人はうなずくと、

「〈青い薔薇〉のペーパーウェイトを三つ？」

「ええ……」

「それなら、二階の文具売場に行ってくれたまえ」

「なんだ……」

　一弥はどこかおかしいと思いながらも、部屋を後にした……。





　道に迷った。

　そのことに気づいたのは、やけに薄暗くがたがた揺れるエレベーターに乗って一階まで降り、暗い廊下を歩きだしてしばらく経ってからだった。

　あわててきびすを返し、廊下を戻りながら、一弥は気づいた。あのおかしなガラスケースの部屋を出て下に戻ろうとしたとき、うっかり、上がってきたときに乗ったのとはちがうエレベーターに乗ってしまったのだ。いま思えばあれは業務用だったのではないか……？　やけに照明が薄暗かったし、床も赤黒い妙なしみがたくさん散って、生臭いような、おかしな臭いが染みついていた……。

　そのエレベーターで降りた一階の廊下もまた、薄暗く、やけに幅がせまくて圧迫感があった。壁の妙に上のほうから、装飾のないシンプルなガス灯が蛇の鎌首のように垂れ下がり、青白い薄ぼんやりとした光で一弥を照らしていた。ガス灯はかなり広い間隔で一つ、また一つ、と壁から垂れ下がっており、青白い光と光のあいだには、壁と床の境目もわからないほど沈んだ、曇った闇があった。

　ジジジ……！

　ガス灯が心こころ
 許もと

 なく揺れた。いまにも消えそうだ。一弥は不安になり、ますます急いで元の場所に戻ろうとした。と……。

「……ク！」

　なにか声がした。一弥は思わず足元を見た。というのは、その声は床下から聞こえてきたように思えたのだ。一弥は足を止めた。

　耳をすますが、声はもう聞こえない。

　また歩きだす。と……。

「…………
 ア、ク」

「やっぱり！　声がする……女の子だ」

　一弥はまた足を止めた。

　そっと天井を見上げる。今度は上のほうから聞こえた気がしたのだ。しかし天井にはもちろん誰もいなく、ただ赤黒い色をした汚れた水かなにかの染みから浮き出した模様が、わずかに人の顔をしているように見えるだけだ。

　と、そのときとつぜん、

「──悪魔がいる！」

　一弥の耳元で誰かが叫んだ。一弥は思わず短い悲鳴を上げて振り向いた。誰もいない。廊下の奥にはただ薄青い闇が、ガス灯に照らされてジジジ……ッ、とうごめいているだけだ。

（悪魔がいる……っ？
 ）

　ガス灯がふいに大きな音を立てた。ジジジジジジジッ……！
 　青い炎が一瞬、天井近くまで燃え上がり、闇に落ちていた廊下の奥を照らし出した。そこに白い細長いものがいくつも互いに絡みあっているのが見えた。一弥は思わず声を上げた。

「……人間ッ？」

　見開かれた大きな瞳ひとみ

 がいくつも、空しくこちらをみつめていた。白い細いものはそれらの手と、足だった。人体には不可能な形でねじれ、絡み合い、一つのいびつな塊となって、いくつものいくつもの見開いた瞳で恨みがましく一弥を睨にら

 んでいる。

「あっ……なんだ」

　おそるおそる近づいた一弥は、ほっと胸を撫で下ろした。

　瑞みず
 々みず

 しい死体の山と見えたそれは、よく見るとすべてマネキンだった。ドレスを着てポーズを取ったままの姿勢で倒れているものや、手や足がもげて近くに転がっているもの、胴体だけになってしまっているもの……。

　マネキンの山の奥に、木箱がいくつか無造作に置かれていた。半分ふたの開いた木箱からも、マネキンのものらしい足が見えていた。

　床に、さっきのエレベーターと同じ赤黒い妙な染みが広がっていた。ずいぶん昔にできた染みらしく、乾いて、染みの上に綿のような埃ほこり

 が積もっていた。

　一弥はふと気になって、いちばん奥にあるふたの閉まっている木箱に近づいた。そっと手を伸ばして、ふたを、開けた。

　──中にはやはりマネキンが入っていた。

　胎児のように丸まったポーズをしていた。砂色の長い髪がその体を隠していた。一弥はふたを閉めようとして、ふと一つのことに気づいた。

（どうしてだろう？　どうして……このマネキンだけ瞳を閉じている
 んだ？）

　冷たい手にふいに背中を触られたように、一弥がぞっとした、そのとき……。

　マネキンが、

　──カッ！

　と、瞳を開けた。





　一弥は叫び声を上げて飛び下がろうとした。そのとき箱の中の砂色の髪をした少女が、

「──悪魔がいる！」

　一瞬、聞き取れないほど強いロシア訛なま

 りだった。瞳は宝石のような濃厚な紫色で、濃いミルクを一滴落としたようにやけに白濁していた。少女は箱の中からバネでもついているかのように立ち上がると、逃げようとする一弥の手首を両手でつかんだ。おそろしい力だった。とても少女のものとは思えないほどの……。

　だがその手はガクガクと激しく震えていた。歯の根も合わず、真珠色をした小さな歯ががちがちと鳴っていた。「悪魔！　悪魔！」訛りの強いフランス語で何度も繰り返す。人間とは思えないぐらい首がぐるぐるとおかしな方向に曲がっていた。首が回転するたびに砂色の髪が悪夢のように闇に舞い上がり、一弥の顔をぴしりぴしりと打った。

「き、君……っ、ねぇ、君、どうしたの……!?
 」

　一弥は息を吞の

 みながらも、必死で少女に質問した。しかし少女は一弥の言うことを聞かず、Ｒの発音が強すぎて聞きとりにくいひどいロシア訛りで、

「悪魔がいる！　悪魔がいる！」

　繰り返しては悲鳴を上げる。

　それから一弥をぐいっとおそろしい力で引っ張ると、薄く色のない唇を開いた。カッと広げられた唇の向こうから、小さいが鋭利に尖とが

 った犬歯が二つ覗のぞ

 いて、ガス灯の青白い光をきらりと反射した。

「警察を、警察を呼んで。悪魔がいる！　たくさんいる！　殺される！」

「ええっ……？
 　なにか事件なの？　そしたら店員の人を呼んで……」

「だめ、だめ。警察、警察を呼んで！」

　少女は自分の首を両手で抱えると、息苦しそうに大きく喘あえ

 いだ。手首を放された一弥は自然と少女から数歩、離れた。そのときガス灯が、また……

　ジジジジジジジジジジッ……！


　揺れて、とつぜん消えた。

「き、君ッ……？
 」

　一弥は闇に呼びかけた。

　返事はない。

　一弥は知らず走りだした。なにがなんだかわからないが、とにかく……。





　転がるように〈ジャンタン〉を出た一弥は、口笛を吹いて辻つじ

 馬車を呼び止めた。一頭立ての小さな馬車には、年老いた御者が乗っていた。顔に、右から左にかけて斜めに大きな傷が走っていた。大慌てで乗り込んできた一弥が、

「シャルル・ド・ジレ駅前にある、ソヴュール警視庁まで！」

　そう告げると、御者は傷にひきつれた顔を歪ゆが

 ませてうなずいた。

　ぴしり──！

　鞭むち

 が打たれ、馬が石畳を蹴け

 って走りだす。

　一弥は八角形の〈ジャンタン〉のビルを見上げた。額に浮かんだ冷汗を拭ふ

 いたとき、ビルの外壁装飾の陰から、二つの青い目がこちらをじっと見ているのに気づいた。

　小さな目。子供の目。そう、さっきの……。

　一弥をだました不思議な浮浪児だ。

　あの子供がなぜかとつぜん「９５７……」とつぶやいたことを、一弥はふいに思い出した。あれはいったいなんのことだったのだろう、と首をかしげたが、しかしいまはそれどころではなかった。

　子供はじっと一弥を見上げていた。唇を歪ませて笑ったように見えた……。
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「──ぐじゃ！」





　外はよく晴れて、聖マルグリット学園の敷地内に広がる凝った庭園には、蒸し暑く感じるほどの日射しが白く降り落ちていた。だが、庭園の奥に隠された迷路花壇のさらに奥、長く入り組んだ迷路の先に隠された小さな〝お菓子の家〟のような建物は、しんと静まり返り、眩まぶ

 しいはずの真昼の日射しも窓からはほとんど入り込んでいなかった。

　ベッドルームのフランス窓にはボビンレースのカーテンがかけられ、部屋の中は薄暗い。

　天てん
 蓋がい

 付きのベッドの上に、羽毛の布団がぽっこりと盛り上がっていた。かすかにうごめいているが、その下に隠れているのは仔こ
 猫ねこ

 だろうかと思わせるほど、そのふくらみは小さい。

「ぐじゃ！　ぐじゃ！　ぐじゃっじゃ！」

　くしゃみらしい音が響くたびに、布団の盛り上がりがかすかに揺れていた……。





　──ヴィクトリカは羽毛布団の中で夢に魘うな

 されていた。

　夢の中でヴィクトリカは、床がまんまるの形をしている暗い部屋にいた。部屋の四方は書物に覆われていて、小さな揺り椅子と、テーブルと、ベッドが、書物の山のあいだから覗いていた。

　部屋には出口というものがなかった。そこはかつてヴィクトリカが閉じこめられていたブロワ侯爵家の塔の部屋だった。丸い床は宙に浮いているようで、はるか下界からの梯はし
 子ご

 階段が彼女と世界を細々と危なっかしく繫つな

 いでいた。日に三回、年若いメイドがお茶と食事、それから豪ごう
 奢しや

 な着替えのドレスを運んでくる。日に一回、老執事が新しい書物の山を抱えてやってくる。それだけで……。

　夢の中で、いまよりさらに二回りほど小さい、小さすぎるヴィクトリカが、豪奢なドレスに身を包んでうつむいていた。空を四角く切り取るようなはるか頭上の天窓から射し込む光を頼りに、膝ひざ

 の上に載せた書物を読んでいるのだ。

（退屈だ、退屈だ……。もっと書物を持ってこい。もっと、もっとだ）

　灰色狼の怒りを恐れ、ブロワ家の人々は塔の上に書物の山を運び続ける。わずか十歳ほどの、ほんの子供であるはずのヴィクトリカは、床を踏み鳴らし、塔全体を揺らすほどのしわがれ声で、不吉に叫び続ける。

（退屈だ。退屈なのだ……。なにかを寄こせ。わたしをこの退屈という名の常世から解放するなにかを。さぁ、寄こせ……！）

　ブロワ家の人々は、夜毎、塔から響く不吉なしわがれ声に息を潜ませ、震え続ける……。





「──ぐじゃ！」

　ひときわ大きなくしゃみの後、もにょ、もにょ、と羽毛布団がうごめいた。やがて布団の中から小さな金色の頭が覗いた。

　いつもはほどけたビロードのターバンのように背中に流れ落ちているつややかなその髪も、今日はぐちゃぐちゃに頭を覆っていて、どっちが顔でどっちが頭の後ろなのかわかりにくいほどだ。またくしゃみをした途端、髪が揺れて、そのあいだからちょっとだけヴィクトリカの顔が見えた。

　薔薇ばら
 色いろ

 をしているはずのほっぺたは真っ赤に染まり、ぷっくりとふくれあがっていた。

「う、う……」

　ずるずるとベッドの上を移動しながら、ヴィクトリカがつぶやいた。

「くる、しい……よぅ！」

　はぁ、はぁ、と熱い息をしながらも、ベッドサイドに置かれたあるものに震える手を伸ばそうとしている。ほっぺたと同じくいつもより赤くなった唇を開いて、息も絶え絶えに、

「た、た……」

　ついいままで見ていた夢、いや昔の記憶に引っ張られるように、しわがれ声でつぶやく。

「た、た……退屈、だぁ………………！
 」

　そこに積まれていた分厚い書物の山に手を伸ばす。ふらふらと小さな手が揺れているところを見ると、視界がちょっとかすんでいるようだ。ようやく手にした書物を、震える手で手元に引き寄せると、真っ赤な顔をうれしそうにほころばせてページをめくった。

　それから泣きそうな顔になった。

「これは……昨日、読んだんだった…………！
 」

　もう一冊手に取ろうと、書物の山に手を伸ばしたが……。

「……あぁぁぁぁ！
 」

　ぼやけた視界のためか、積まれた書物を全部崩してしまった。どさどさどさっ……と音がして、絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられた床に全部が散らばってしまう。ヴィクトリカはあわてて起きあがろうとするが、力が入らない。ベッドの下を窺うかが

 い見て、震える手を伸ばすが……あとちょっとのところで届かない。

「うぅ……」

　ヴィクトリカは悔しそうに顔を歪めた。それからふぅ、と寝返りを打つ。

「……久城ー」

　うめく。

「君、拾いたまえ…………
 。わたしの、本を………………
 」

　悲しそうな顔になる。

「わたしは、退屈、なの、だ…………………………
 」

　洟はな

 をすする。

「久城、め……」

　またうめく。

　寂しそうに小さな声で、

「ほんとに、出かけたのか……」

　それからもそもそと動くと、布団の奥深くに潜り込んだ。小さくて豪奢なベッドルームは人の気配をなくし、ただただ静まり返った。

　窓の外で小鳥がバササッ……とかすかな音を立てて羽ばたいた。





　迷路花壇を抜けてセシル先生がやってきた。両手で授業に使う教材や教科書、ノートを抱えて急いでいる。

　お菓子の家に足早に入ると、心配そうに眉まゆ

 をひそませて小さなベッドルームを覗のぞ

 き込んだ。

「調子はど、う……。あら、ヴィクトリカさんったら」

　ヴィクトリカは大きなベッドの真ん中に丸くなって、開いた書物に顔を突っ込むようにして無理やり読書に励んでいた。はぁ、はぁと熱い息が書物の上に降り積もっていく。セシル先生はあきれ顔で、

「安静にしてなくちゃ、だめですよ」

「……セシル、いいところにきた」

　真っ赤な顔をしたヴィクトリカが、ふらふらと起きあがった。読みかけの書物を指差すと、吐息混じりにだが滔とう
 々とう

 と語り出す。

「ちょうどいまだね、中世のとある僧そう
 侶りよ

 が書いた手記を読んでいたところなのだ。──ぐじゃ！　まだ年若い僧侶でね、日記をつけるのが趣味だったらしく、当時の生活を知るよき資料として残されているものだ」

「あら、そう」

「むっ……」

　ヴィクトリカは、セシル先生のあまりにも興味のない様子に少し息を吞の

 んだが、気を取り直して話し続けた。

「それでだね、問題は、ソヴュールの山奥にあるとある寺院に、都からえらい司教さまがやってくる夜のことだ」

「ふーん」

「むっ……。彼の手記によると、そんな大切な夜に限ってなんと村で盗難事件が起こってしまった。とある裕福な商人の家から銀食器が盗まれた。商人は窓から逃げていく男を見た」

「いやねぇ。銀食器って高価だもの」

「……黙って聞きたまえ。まただね、べつの農家からは豚が盗まれたのだ。村人たちは困り果てた。いましも司教さまがいらっしゃるときに限ってこんな事件が起こるとは、とね。信心深い人々であるところを見せたいのに、とんでもないことだ……。村人たちは怒り、さっそく、それぞれの事件の犯人らしき者たちを捕らえた」

「あら、よかった」

「むぅ……。銀食器を盗んだとされたのは、流れ者の男たちだ。別の町についたら売り払うつもりで盗んだにちがいない、とね。豚を盗んだのは貧しい農家の少年だとされた」

「…………
 」

「彼らは怒り狂う村人たちによって裁かれようとしていた。その恐ろしい暗い夜のことを若い僧侶は克明に描いているのだよ」

「…………
 」

「そしていましも彼らが裁かれようとしているとき、司教さまが村にやってきた。そ、し、て…………
 こ、こら！　なにをするのだ。セシル！」

　セシル先生はヴィクトリカの小さな手から、握りしめていた分厚い書物を取り上げた。ヴィクトリカはびっくりしてセシル先生を見上げていた。

「……病人は寝てなさい。はい、本も没収」

　ヴィクトリカの顔が、いまにも泣きそうに歪ゆが

 んだ。

「な、なにをする。まだ話の途中なのだ。この愚か者め！」

「愚か者じゃなくて先生です。ほら、すぐに寝て」

　セシル先生は取り上げた書物を、なんと頭上高くに掲げた。ヴィクトリカはむきになって手を伸ばし、書物を取り返そうとするが、小さな彼女には届かない。悔しそうに真っ赤な唇を嚙か

 んで、

「……セシルは嫌いだ！」

「わたしもおとなしく寝てない病人は嫌いですよ」

「久城なら……」

　ヴィクトリカはふてくされたようにぷくぷくしたほっぺたをさらにふくらませた。なつかしそうな、寂しげな声で小さく、

「久城なら、わたしの言うことを聞いてくれるのに」

「あはは。そうですね。だけどわたしは久城くんじゃないから、ヴィクトリカさんの言うことは聞きませんよ。はい、お布団かぶって、目をつぶって。そのまま、動くな！　じゃあね、またくるわね、ヴィクトリカさん」

　セシル先生は急ぎ足でベッドルームを出ていった。
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「……いったいなんの話だね、久城くん？」





　ソヴュール警視庁──。

　煉れん
 瓦が

 造りの大きな建物は、外壁には装飾も多く、玄関口には豪ごう
 奢しや

 な飾りが多いが、内部はいたってシンプルで機能的な造りとなっていた。広い廊下を、職員が忙しそうに行き来する足音が響き続けている。

　五階にある広々とした会議室に、グレヴィール・ド・ブロワ警部がふんぞり返っていた。かたわらにレースでふくらんだビスクドールを抱えたままで、金色のドリルを尖とが

 らせてなにやら演説中だったらしく、飛び込んできた一弥にあからさまに迷惑そうな顔をしている。

　周囲には警視庁の刑事たちらしき、無骨な顔つきをした男たちが鎮座していた。一弥は警部に小声で事情を説明したが、

「……なんだね、それは？」

　ブロワ警部はじつに迷惑そうにつぶやくと、抱えたビスクドールをひっくり返してドレスの中を覗き込み始めた。一弥はぎょっとして、その姿を遠巻きに眺めた。

「……ちゃんとドロワーズを穿は

 いてるなぁ」

「警部ッ！　ちゃんと聞いてください！」

　一弥は叫んだ。

「あんなところに女の子がいて、おびえながら警察を呼んでくれって言うなんて、どう考えてもおかしいですよ。事件です！」

「…………
 」

「警部……！」

　ブロワ警部はなにを言われても動く様子がなく、ビスクドールの小さなドロワーズを引っ張り始めた。

　と、そのとき……。

　会議室のドアが開いて、一人の男が入ってきた。

　ぼさぼさの頭に、いかにも服装に構わないといった様子の流行後れのスーツ姿で、年齢は二十代前半から四十代半ばのどこか……というぐらい見事に年齢不詳な男だった。四角いおかしな形の眼鏡をかけていたが、一弥はその眼鏡の奥にある細い瞳ひとみ

 が、びっくりするぐらいきらきらと輝いているのに気づいた。

　男が入ってきた途端、ブロワ警部はなぜかあわてて立ち上がると、逆さにして足をつかんでいたビスクドールを一弥にぐいぐい押しつけた。一弥はびっくりしながらも、ビスクドールの脱げかけたドロワーズを生真面目にちゃんと元に戻してやった。

「……シニョレー警視総監！」

　刑事の一人が男に呼びかけた。どうやらこの年齢不詳の男性が、ソヴュール警視庁の警視総監、シニョレー氏であったらしい。シニョレー氏はおかしなヘアスタイルをしたブロワ警部と、かたわらで真剣にビスクドールの下着をいじっている東洋人の少年とを見比べた。

「グレヴィール、久しぶりだな。というか君、ぜんぜん会いにこないじゃないか。招待状は届いていないのかね？」

「いや、いろいろと忙しくて、な……」

　一弥はおやっ、と思った。どうやら二人は古くからの知り合いらしい。しかし、シニョレー氏のほうは屈託なく話しかけているが、ブロワ警部のほうはなぜかずっと伏し目がちだ。

　そういえばソヴレムに向かう列車の中でも、ブロワ警部はシニョレー氏のことを偉くなったが冴さ

 えないのなんのと言っていたが……。

「ところでグレヴィール、警察職に就いてからの君の評判は聞いているよ。今回の美術品の事件でも活躍を期待している。ソヴレムはいまなかなかに治安が悪くてね……」

「ほぅ。やはり田舎とはちがうのかね」

「……ああ。ヨーロッパはどこもそうだが、前世紀末から、植民地からのおかしな異文化や邪教が庶民のあいだに流行はや

 ってね。大戦の頃から下火にはなったが、ソヴレムでまた、悪魔崇拝を行う輩やから

 が闇に潜んで悪さをし始めているという情報があるので、我々はその件でも多忙を極めているのだよ。……しかし、君の活躍の噂からすると、治安が悪いのは都市部には限らないのだろうね。我々はおそらくそういった時代を生きているのだろう。君の素早く正確な事件解決のコツを、ぜひ伝授してもらいたいものだ……」

　ブロワ警部はまんざらでもない顔をしてうなずいている。一弥は辺りを見回した。どうやら会議室にいるほかの刑事たちもブロワ警部を尊敬しているらしく、居住まいをただして二人の会話に耳を傾けている。

　一弥はブロワ警部をつついて、小声でささやいた。

「警部、はやく……！」

「はやくって、なにがだね？」

　警部もささやき返してきた。

「〈ジャンタン〉ですよ。ぼくはぜったいに……」

「わたしはいま忙しいのだ」

「……ヴィクトリカの〝知恵の泉〟の話、みなさんに聞いてもらおうかな」

　警部はいきなり立ち上がった。

　一弥をずるずる引っ張って廊下の端まで行くと、小声で罵ののし

 り始めた。一弥も負けずに小声で言い返した。二人はしばらくもみ合っていたが、やがて警部が根負けして、

「……わかった。会議を中断して〈ジャンタン〉に向かおう……」

　シニョレー氏と刑事たちは、一弥に無理やり引っ張られて会議室を出ていくブロワ警部と、机に残されたビスクドールを不思議そうに見比べた……。





　八角形の筒形をした煉瓦造りの巨大な建物──デパート〈ジャンタン〉の前に馬車で乗りつけた一弥とブロワ警部、それから二人の巡査は、ガラスの扉前でかしこまるドアマンを押しのけるようにして、中に入った。

　あちらにこちらに立っていた国籍もさまざまな紫色の制服姿の店員が、首だけを一斉に動かしてこちらを見た。それはさながら、一本の樹木のあちこちに止まった鳥の群れが、音に驚いて一斉に一方向を見たような動きだった。……どの顔も能面のように無表情だ。

　ブロワ警部が戸惑ったように立ち尽くしてから、気を取り直し、一弥に聞いた。

「久城くん……？」

　一弥はうなずいて、店員たちの顔を見回した。あの北欧系の美び
 貌ぼう

 を持った青年をみつけて、指を差し、

「まずこの人に〈青い薔薇ばら

 〉のペーパーウェイトの売場を聞いて……」

　青年が首をかしげた。

　彼はなにを言われているかわからないというように、不思議そうに一弥に言った。

「お客さまをお見かけするのは初めてですが」

　片言のフランス語だった。一弥には確かに聞き覚えのある北欧訛なま

 り。一弥もまた、なにを言われているのかわからず青年をみつめかえした。

「えっ……？
 　いや、ついさっきのことじゃないですか。ぼくはあなたに〈青い薔薇〉はどこで売っていますか、と聞いて……」

「そんなはずはありません。あなたの顔には覚えがありません」

　青年はそう繰り返すばかりだった。

　一弥はわけがわからなくなって立ち尽くした。

「……なにかお困りですか？」

　低い声が響いた。振り向くと、そこにはまた見覚えのある顔が立っていた。

　仕立てのいいスーツに、日に焼けたがっしりとした体。三十代半ばの堂々たる様子の男だ。いちばん上の階にあったガラスケースの部屋で、一弥に「誰だッ！」と声をかけた男……。

「オーナーのガルニエと申します。お客さま方、なにか……？」

　ガルニエ氏という名前には、一弥も聞き覚えがあった。世界大戦終結後に富を成した若き成功者で、数年前に老舗しにせ

 デパート〈ジャンタン〉を買い取った人物だ──。

「あの、さっき上であなたとお会いしましたよね。あの後じつは……」

「……なんのことかね？」

　ガルニエ氏もまた、不思議そうに首をかしげた。一弥は息を吞の

 んだ。

　ガルニエ氏の背後に少しずつ集まってきた、紫色の制服を着た若い店員たちも、彼に合わせるように一斉に首をかしげ、ゆっくりとこちらに迫ってくる。どの顔にも表情がなく、ただその割になぜか底知れぬ悪意が伝わってくるような、じつに不快な無表情だった。

　一弥は焦って、

「いちばん上の階にある、樫かし

 のドアがついた部屋です。ガラスケースがたくさん……！」

　ガルニエ氏は首をかしげてみせた。本当に不思議そうな顔をして一弥をみつめ、それからブロワ警部を振り返ると、当惑の表情を浮かべたままで、

「君、この東洋人の少年は、いったいなにを言っているのだね？」

「いえ、その……」

　ブロワ警部は途端にうろたえて、一弥を小突いて、

「……なんとかしろ！」

　フロアに不気味な静寂が降りた。一弥とブロワ警部、二人の巡査は紫色の制服を着た店員たちに囲まれ、次第に輪をせばめられていった。

　ガルニエ氏が笑いながら一弥に言った。

「あの部屋には客は入れないはずだが？」

「ぼく、まちがえて入ってしまったんです。そこにいる店員さんに教えられた通りに行ったつもりだったけど……」

　ガルニエ氏が振り向くと、北欧訛りの青年は知らないと言うように首を振った。

「そんな、確かに……」

「では、どんな部屋だったのだね？」

「ええと……」

「入ったのなら、言えるのだろう！」

　とつぜんガルニエ氏が声を荒らげた。一弥は一瞬ひるんだが、負けずに言い返した。

「じゃあ、言います。ええと……樫の木のドア。中にはガラスケースがたくさんあった。壁紙は茶色で、床は黒と白のタイルが格子縞じま

 になっていた。それからシャンデリアがあった。花をモチーフにした飾りがついていた……！」

　一弥はブロワ警部に向き直った。

「警部、まずその部屋に行きましょう。そしたらぼくが見たものが本当だとわかるはずです。それから、あれを……！」

　警部が渋々うなずいて、お供の巡査二人をうながした。

　ガルニエ氏の表情がかすかに不安そうに揺らいだ。





　エレベーターで、警部や巡査たちとともにいちばん上の階に行く。ガルニエ氏と三人の若い店員もいっしょに乗り込んできた。

　上の階でエレベーターを降り、ガラス張りのドアが続く白い廊下を歩く。いちばん奥の、ここだけ樫のドアになっている部屋に入る。

「警部、ぼくはまずこの部屋に入ったんです。それか、ら………………？
 」

　一弥は立ち尽くした。

　そこには──

　さきほどとはまったくちがう部屋があった。

　シックな茶色だったはずの壁紙は、悪趣味なほど派手な模様付きの金色のものに変わっていた。床には毒々しい真っ赤な絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられていて、シャンデリアもまた、花ではなく金装飾の艶あで

 やかなものだった。

　ガラスケースだけは記憶通りだったが、中に飾られているものは微妙にちがうようだった。ブロワ警部が不信感を露あらわ

 にした顔で振り返って、

「久城くん、茶色い壁と、格子縞の床と、花のシャンデリアがなんだって？」

「そ、そんなはずは！」

　一弥は叫んだ。

「だって、つい一時間ほど前ここにきたのに……！　そしてあなたに会った。ぼくはお皿とかペーパーウェイトとか櫛くし

 とかいろいろ落としてしまって、あなたに謝った……。そうでしょう？」

　ガルニエ氏は険しい顔をして首を振った。

　一弥は立ち尽くした。

　それから警部を引っ張って、廊下を歩きだした。ガルニエ氏たちもにやにや笑いを浮かべたままついてくる。

「これはいったい、なんの騒ぎだね……？」

　一弥の記憶通りの場所にあの業務用のエレベーターがあった。すえたような妙な臭いと赤黒い染みが染み込んだ、不気味なエレベーター……。

　一弥は一階で降りると、ついさっき通った青白いガス灯に照らされた不気味な廊下を歩きだした。マネキンが積まれた奥に辿たど

 り着くと、警部を振り返り、木箱のふたを開けた。

「この中に女の子がいたんです。砂色の髪をした女の子が、ここには悪魔がいる、って……！」

　ブロワ警部が鼻を鳴らした。あきれたように一弥を見て、首を振る。

「久城くん……」

　言われた一弥は、箱の中を見下ろした。そして、絶望のうめき声を上げた。

　そこに入っていたのは……。

　──体を丸め、

　──胎児のように丸まって、

　──首だけをこちらに不自然な角度にねじ曲げて、

　──恨みのこもったような暗い瞳ひとみ

 を見開いて、虚空を見上げる、

　──砂色の髪をした

　マネキンだった。





「そ、そんな……！」

　一弥は思わず床にへたりこんだ。その振動で箱が大きく揺れ、マネキンの首が、

　──ゴトリ！

　驚くほど大きな音を立てて一弥の膝ひざ

 に転がり落ちた。妙に重たく生々しい感触に、一弥は悲鳴を上げた。ガルニエ氏が我慢できないと言うように腹を抱えて笑いだした。

「わはははは！　わははははは！」

　彼に合わせるように、三人の若い店員もいっしょになって笑いだした。

「わはははは！　わはははははは！」

「わはははははは！」

「あぁ、おかしい。わはははははははは！」

　一弥はばかにされた悔しさと、迷いと、さまざまな思いに絡め取られそうになり、膝の上にマネキンの首を置いたままでぼんやりと彼らの顔を見上げていた。かたわらでブロワ警部もまたあきれ顔をしていた。

「君、マネキンと生きた人間をまちがえるとは……」

「ち、ちが……」

　一弥はうめいた。

　ブロワ警部はマネキンの髪を乱暴につかんで首を持ち上げ、じっとみつめた。

「大量生産品はやはり趣がないな……」

　ぽい、と投げ出す。マネキンの首は床をゴロゴロと転がって壁に当たると大きく揺れて、止まった。見開かれた瞳が虚空を見上げている。

　誰もなにも言おうとしなかった。

　やがて、ガルニエ氏が困ったように嘆息をつき、

「……もうこれぐらいにしてくれないかね？」

「はぁ、たいへんに失礼を……」

　ブロワ警部は、呆ぼう
 然ぜん

 と立ち尽くす一弥をむりやり引っ張って、部屋を出ようとした。

　一弥は我に返り、

「警部！　だけど本当なんです。さっきまであの部屋は茶色い壁に格子縞の床をしていて、この箱の中には本物の生きた女の子がいたんだ！　警部！」

　と、ガルニエ氏が振り向いた。温厚そうな笑顔に一瞬で怒りが燃え広がった。そしてとつぜん怒鳴った。

「君、いい加減にしたまえ！　これ以上我が〈ジャンタン〉を侮辱すると、君を逮捕させるぞ！　君ッ……！
 　いい加減に納得したまえ。君は一度もこのデパートには入っていないのだ！　誰も君のことなど覚えていないのだよ！」

「そんなはずはない！　ぼくは、ぼくはぜったいに〈ジャンタン〉にきた！」

　一弥はガルニエ氏を睨み返した。

　警部と二人の巡査が、一弥を無理やり引っ張ってデパートを出た。

　外に出たとき、ちょうど見覚えのある御者が客を乗せて通りかかった。顔に右から左にかけて、斜めに大きな傷が走っていた。御者は一弥と目があうと、サッと目をそらした。一弥は口笛を吹いたが、御者は聞こえなかった振りをした。一弥は歩道から飛びだし、あわてて止めるブロワ警部を振りきって、馬車の前に立ちふさがった。

　馬がいななく。

　無理やり馬車を止めると、御者が不機嫌そうに顔をしかめ、口の中でもごもごと文句を言った。一弥は御者台に駆け寄り、

「あなた！　あなたはさっきぼくを乗せましたね？　警部、警部……！　この人なら、〈ジャンタン〉の店員じゃないから、ぼくのことをちゃんと話してくれますよ！」

　一弥は半信半疑の顔をした警部を振り向き、それから御者に向き直った。

「あなた、さっきぼくを乗せましたよね」

　御者は戸惑いながらも、一弥の顔をじっとみつめてうなずいた。一弥はほっと安心した。

「〈ジャンタン〉から出てきたぼくを乗せて、警視庁まで行きましたよね」

　御者は一弥の顔を気味悪そうに眺めた。

「あんたは、なにを言ってなさる？」

「えっ……？
 」

「わしがあんたを乗せたのは、ここじゃない」

「なっ!?
 」

　一弥の顔が不安に歪ゆが

 む。御者は奇妙な笑みを浮かべて、御者席から一弥を見下ろした。顔の傷がひきつれて、不気味な笑顔になった。そして言った。

「わしはシャルル・ド・ジレ駅からあんたを乗せて、王宮前広場で降ろしたはずだが。あんた、いったいどうなさったね？」






　　　　２






　立ち尽くす一弥の顔を一いち
 瞥べつ

 すると、御者は首をすくめ、馬に鞭むち

 を打って走り去っていった。一弥は通りに立ち、呆然と馬車を見送った。

　ぽん、と肩を叩たた

 かれた。

　振り向くと、ブロワ警部があきれた顔をして一弥をみつめていた。

「本当です。警部、本当に……」

「久城くん、わたしは警視庁に戻るぞ」

「警部……」

「……いい加減にしたまえ」

　警部はべつの馬車を呼び止めた。それから険しい表情を浮かべて、

「君の言うことにはなんの証拠もないばかりか、誰の証言とも食い違う。それに相手は経済界の重鎮ガルニエ氏だ。彼は貴族でこそないが、経済都市として発展しつつあるソヴレムではいまや一、二を争う重大人物だよ、君。ただの憶測で侮辱していい相手ではないのだ」

「しかし……」

「それにだね、わたしは……」

　ブロワ警部は唇を強く嚙か

 んだ。

「わたしは、どうしても警視総監……シニョレー氏の鼻を明かしたいのだ。こんなことにかかずらっている暇はない。わたしはどうしてもソヴレムで手柄を立てたいのだよ、久城くん……。もうこれ以上、わたしの貴重な時間を無駄にしないでくれたまえ……」

　一弥は食い下がった。

「だけど、警部。ぼくは確かに、助けを求める本物の女の子を見たんです！」

「……久城くん、君は白昼夢を見たのだ。そうだろう？」

「そんな……」

　一弥はうめいた。

　なにがなんだかわからず、このまま悪夢だと忘れてしまいたい気もした。

　でも、あのとき一弥の手をつかんで「悪魔がいる！」と繰り返したおかしな少女の、宝石のような濃い紫色の瞳に浮かんでいた恐怖が、脳裏から消えなかった。

　一弥はあんな顔をした人を見たことがなかった。あれは本物の恐怖だった。もしあの子が白昼夢の中の幽鬼ではなく現実の存在で、本当におそろしい目に遭わされているとしたら……このまま放っておいてよいのだろうか……？

　生真面目な性格が首をもたげ、一弥にこのまま忘れることを拒絶させた。だがどうしたらいいのかはわからない。誰一人、一弥の記憶を裏付ける人物はいないし、ガラスケースの部屋も、箱の中の少女も、一弥の記憶とはことごとく食い違うのだ……。

「……ま、買い物を続けたまえ」

　警部は苦笑いを浮かべ、巡査たちとともに馬車で遠ざかっていった。





　大通りの古びた石畳を、馬車が何台も蹄ひづめ

 の音を立てながら通り過ぎた。真昼の日射しはきつく、石畳に反射してビルのガラスをきらきらさせていた。立っていると少し汗ばんでくるような初夏の真昼は、さっきまでの悪夢のような出来事から急速に現実味を奪っていくようだった。

　立ち尽くす一弥の目前を、何台も何台も馬車が通り過ぎた。蹄の音と、ざわめきながら歩き過ぎるソヴレムの人々の声と、王宮前の広場から聞こえてくる衛兵のラッパの音──。

「娘が喰く

 われた！　喰われちまったんだよォ！」

　とつぜん服の裾すそ

 を強く引っ張られた。物思いに耽ふけ

 っていた一弥は驚いて振り返った。

　ボロ服をまとった老女が、皺しわ

 だらけの顔をくしゃくしゃにしてこちらを見上げていた。服の裾をつかんだ手をぶるぶる震わせて叫び声を上げている。

「闇に喰われたんだ！」

　一弥がおろおろしていると、背後から真っ黒に汚れた小さな手が伸びてきた。小さな手はおそろしい力で一弥をぐいぐいと引っ張り、泣き叫ぶ老女から引き離すと、排水溝のある薄暗い場所に連れ込んだ。

　耳元で低い声がした。

「……紙をくれ」

　薄暗がりに、暗い小さな目が二つ輝いていた。鬼火のような青。煤すす

 や汚れで真っ黒になった皮膚に、同じく汚れで元の色がわからないくしゃくしゃの髪。さっきの浮浪児だ。

「ばあさんから助けてやった。だから紙をくれ」

「……あげないよ。それどころか、さっきの紙を返してくれ」

　一弥はきっぱり言った。浮浪児はフンフンと鼻を鳴らし、うさんくさそうに一弥を見た。

「チャイニーズにしちゃ、しっかりしてるな」

「……チャイニーズじゃないんだよ。見分けはつかないけどね」

「なんだ、そうか」

　浮浪児はつまらなそうに言った。顔をくしゃくしゃにしてしばらく通りを眺めていたが、

「紙はくれないのか」

「あげないよ」

「ちぇっ……
 。じゃあいいさ。それはそうと、おまえ。さっきからどうして何度も〈ジャンタン〉にくるんだ？」

　一弥はほんの一瞬だけ聞き逃した。

　それから息を吞の

 んで浮浪児の顔を見た。その勢いに驚いて、浮浪児は殴られまいというように、細い両手でもじゃもじゃの髪が生えた小さな頭をかばい、体を固くした。

「君、ぼくは何度も〈ジャンタン〉に入ったかい？」

　浮浪児は両腕のあいだからそっと一弥の真剣な顔を窺うかが

 い見て、胡う
 乱ろん

 な目つきで、

「……おまえ、なに言ってるんだ？　自分でわからないのか？」

「そうじゃない。わかってるよ」

「おまえはな……」

　浮浪児は広場の時計塔を指差してみせた。それから瞳ひとみ

 を半開きにして、口だけを大きく開けた。なにものかに操られるような妙な抑揚で、おそろしい早口で言い始めた。

「十一時二十二分に〈ジャンタン〉に入った！　四十六分に飛び出してきて、馬車に飛び乗った！　十二時九分に戻ってきた！　へんな頭をした貴族と、巡査二人と一緒だった！　そして十二時三十分ちょうどに出てきた！」

「……ずいぶん覚えてるね」

　不信感を露あらわ

 にして一弥がつぶやいた。浮浪児はふうっと息をつき、そっぽを向いた。

「……だけど、そうだよ。ぼくは確かに〈ジャンタン〉にきたんだ。まちがいない。だけどなぜか、店員はみんなぼくを見ていないって言うんだ。それに馬車の御者も、ぼくを乗せていないって言うんだ……」

　浮浪児は頰をきゅうっとひきつらせた。どうやら笑ったらしかった。

「おまえ、ばかだな。そんなの、紙をもらえばいくらだって噓をつくさ。オレだって〈ジャンタン〉のやつに紙を何枚ももらったら、おまえなんて見たことないって言うぞ。その御者はきっと、やつらから紙をたくさんもらったのさ」

　一弥は黙り込んだ。それから、

「でも……最初にきたときにぼくが見た部屋とは、まったく内装が変わってたんだ。壁もシャンデリアも、床も……。それで、白昼夢を見ていたんだろうって言われちゃったんだ」

「……紙をくれ」

　一弥は文句を言おうとしたが、仕方なく財布を出し、紙幣を一枚渡した。浮浪児は唇をうごめかせ、すばやく体のどこかに紙幣を隠した。それから瞳を半開きにして何ごとか考えていた。また妙な口調で、

「十一時五十分！　裏口から男たちが入っていった！　荷物をたくさん持ってる！」

「……荷物？」

「ペンキの入ったブリキ缶と、刷は
 毛け

 と……大きな丸めた金色の紙みたいなもの！　丸めた絨じゆう
 毯たん

 ！　ペンキがたくさんついたつなぎの作業服を着てる！」

「……塗装業者だな」

「十二時四分に出てきた！　金色の紙も絨毯も持ってない！　急いで馬車で消えた！」

「金色の紙……壁紙かな。出てきたときには持っていなかったってことは〈ジャンタン〉の中で使ったんだ。おそらく、壁が茶色から金色に変わった、あの部屋に」

　浮浪児は目を開けた。あくび混じりに、

「……十二時四分って言ったら、おまえが戻ってくる五分前だ」

「うん。きっと、ぼくが出ていってからあわてて壁紙を張り替えたり、絨毯を敷いたりしたんだな。シャンデリアは売り物の中にたくさんあるだろうし……。だけど……」

　一弥は肩をすくめた。

「君の言うことが本当なら、だな。だって、そんなに正確に覚えていられるものかい？」

　一弥が半信半疑のままで浮浪児をみつめると、彼は小さな目を見開いて一弥を睨にら

 みつけた。プライドを傷つけられたらしく、頰を震わせて、

「オレは噓なんか言わない。オレはずっと路上から見てるんだ。これまでだっていろんなものを見た。だけどみんな信じない。オレがこんなだからだ。……おまえも信じないんだな」

「いや、ぼくは……」

「オレはずっとここにいて、いろんなことに気づいてる。〈ジャンタン〉に入った客だって全部覚えてるんだ。ほら、あの若い女は……」

　浮浪児はたくさんの紫色の紙袋を抱えて出てきた女性を指差した。

「二時間も前に入って、いま出てきた。たくさん買い物したんだ。紙袋を五つも抱えてる。それに、いま出てきたじいさんは……」

　続いて、急ぎ足で出てきた老人を指差してみせる。

「たった三分で出てきた。なにを買ったかもわかる。ステッキだ。袋に包まれてないけど、入っていったときにはもっていなかったからな。きっといま使うからって、袋に入れずに、値札も取ってもらったんだ。オレは……オレは毎日ここで〈ジャンタン〉の客を見てる」

「ただぼくはね、君……」

「月に二、三人。出てこない客がいる」

「ぼくはただそんなに正確に……えっ？　出てこないってどういうこと？」

　浮浪児は顔をしかめた。体全体をおそろしそうに縮こまらせて、

「入ったきり、表からも裏からも出てこない。何日経っても出てこない。〈ジャンタン〉に入ったきり消える客がいるんだ。若い女ばかり」

「……それが本当なら、警察に届けるべきだろう？」

　浮浪児は黄色い歯をむき出して、怒りだした。

「オレ、巡査に言った。女の人が消えるって。そしたら殴られた。オレのことを噓つきの子供だと思ったんだ。たくさん殴られて、警察から追いだされたんだ。巡査が言った。そんなに正確に覚えられるわけないって。おまえは噓つきだって。……それからはオレ、なにも言わない。見てるだけだ。ただここで、見てるだけ」

　一弥はまくしたてる浮浪児の顔をじっとみつめた。

　一弥自身も自分が何時に〈ジャンタン〉に入って何時に出てきたかなど、正確には覚えていない。〈ジャンタン〉に出入りするすべての人について記憶するなどということが、できるはずはない……。

　でも彼の言うことには奇妙な信しん
 憑ぴよう

 性も感じられた。さっきの老女も、デパートを指差して〝娘があれに喰く

 われた〟と言っていたのだ。あれはもしかすると、デパートに入ったけれど出てこなかったという意味かもしれない。

　そして一弥が見た、なぜか箱詰めにされて悲鳴を上げていた少女……。

（あ……！）

　一弥はふいに思い出した。

　最初にこの浮浪児に会ったとき、なぜか彼は低い声でつぶやいたのだ。「……９５７」と。そのときは意味がわからなかったが、いま考えてみると、あれは確か、一弥が財布の中の小銭を路上にこぼしてしまった瞬間のことだった……。

（まさかとは思うけど……）

　一弥はそっと財布を出して、中の小銭を数え始めた。あの後は、浮浪児に渡したのも馬車の御者に渡したのも紙幣だけだ。硬貨の合計金額は……。

　ぴったり９５７だった。

（……すごい！）

　一弥は改めて浮浪児の顔を見た。恐ろしく頭のいい浮浪児はしかし、黒く汚れた顔をひきつらせ、殴られまいとして両腕で頭を庇かば

 うようにしている。

「君……」

　一弥は戸惑いながらも、浮浪児に声をかけようとした。そのとき……。





「娘を返しておくれ！」

　いつのまにか老女が再び一弥を捕らえていた。黒く汚れた顔には動物のように光る漆黒の瞳がぎらつき、一弥を睨みつけていた。服の襟を恐ろしい力でつかんで、異国訛なま

 りでわめいている。

「娘を、捜しておくれ！」

「えっと、あの……放してください！」

　一弥が叫ぶと、老女はヒッと後ずさった。それから恐ろしそうに一弥を見上げた。見る見る涙をためて、

「娘を一緒に捜しておくれ……！」

　ふいに声が細くなり、うつむいた。一弥を見上げる老女の表情から、風で雲が流れて太陽が現れるように、狂気が流れ去って瞳に落ち着きと理性が戻ってきた。

「四年前にここで消えたんだよ。わたしと娘は観光客だった。二人であのデパートに入ったんだ。だけど、だけど出てこなかったんだよ……！」

「出てこなかった……？」

「娘はドレスを買おうとしたんだ。わたしが買ってやるって言ったんだ。娘はドレスを持って一人で試着室に入ったんだよ。それきりいつまで待っても出てこなくて、ドアを開けたらいなかったんだ……誰も、誰もいなかったんだ」

　老女は泣きじゃくり始めた。

　一弥はふいに、クラスメートのアブリルから聞いた怪談を思い出した。確かあの中にとてもよく似た話があったはずだ……。デパートの試着室から消えた貴婦人の話が……。老女の話は、ソヴレムで流れる噂話を集めたのであろうあの本の内容とよく似ていた。

　そして、ブロワ警部が話していた〈闇に消える者たち〉の事件とも……。

　もしかすると〈ジャンタン〉では本当にときどき客が消えてしまい、発覚はしないものの、人々のあいだに怪しい噂として流れているのだろうか……？

　老女のしわだらけの顔には、黒い汚れが涙で流れ落ちて恐ろしい模様をつくっていた。瞼まぶた

 に幾筋も走ったしわが目に垂れ下がってきていた。ボロ服の中はなにが入っているのか大きくふくらんでいた。

　一弥はまた、アブリルから聞いたべつの怪談のことも思い出した。浮浪者の姿をした殺人鬼が、服の中に子供の死体をたくさんつり下げている話を……。

　老女が、一弥の物思いを断ち切ろうとするように声を張り上げた。

「デパートの店員もみんなおかしいんだ。娘なんて見てないって言うんだよ。ドレスを勧めた店員も、最初からわたしが一人で店にきたっていうんだ。ドアマンも、みんな……。娘なんて見なかったって。確かに娘にドレスを当てて、似合うって勧めて、試着室に誘ったのに……！　誰もわたしの言うことは聞いてくれなかったんだ。娘は消えて……それっきりだ……。もう四年にもなる。きっともう生きてはいまい……！」

　一弥は自分が二度目に〈ジャンタン〉に入ったときのことを考えた。誰もが一弥を見ていないと言い張り、入ったはずの部屋の内装まですっかり変わっていた。それに一弥は、箱の中から出てきて助けを求める少女を見た。それは確かなのだ……。





　そのまましばらく一弥は悩んでいたが、ふっと目を開けた。

　ぎゅっと力を込めて自分が握っているものに気づいて、それを見下ろした。赤いリボンがかかった包み紙だった。ソヴレムについてすぐにパイプ屋で買った、靴の形をしたかわいらしいパイプ置き──。ヴィクトリカへのおみやげだ。

　一弥はヴィクトリカのことを思い出した。

（ぼくは絶対に白昼夢なんて見ていない。もしここにヴィクトリカがいたら、たちどころに謎を解いて、あくびでもして、また退屈になったなんて文句を言い出すにちがいないんだ。そうだよ。ヴィクトリカ、君がいてくれたら……）

　彼女のしわがれ声が脳裏に蘇よみがえ

 ってくる。

〈欲望なのだよ、君〉

　一弥の瞳にわずかに希望が戻ってきた。

　あの図書館のいちばん上にある静かな植物園で──怪談ブームについて語っていたあの友達の、小さな、奇怪な、そして頭脳明めい
 晰せき

 な顔が浮かんできたのだ。そして老女のようなしわがれ声で語っていた言葉も……。

〈人々の欲望──見えないもの、わからないものにあってほしいと思う欲望だ。ある者はそれを宗教に求める。まだ神を見たものはないのだから。ある者は恋愛に求める。愛を見たものもないのだから。そしてある者は、それを怪談に求め始めたのだ──〉

　彼女は、自分は超常現象など信じないと言い切った一弥をあざ笑って、こうも言ったのだ。

〈そう言う者に限って、理屈で説明できないことが起こったときにはもろいものだよ──〉

　一弥は大きくうなずいた。知らずほっとしたような笑みが浮かんでいた。

（ヴィクトリカ……。意地悪で気まぐれで偉そうで、まったく腹の立つことばかりのヴィクトリカ……。君ならぼくの話を信じてちゃんと聞いてくれるし、もちろん怒ったりばかにしたりさんざん悪態をつきながらだけど、真相を当ててみせてくれるはずだ。いままで起こったことは、もちろん白昼夢なんかじゃない。全部が欠片かけら

 なんだ。ぼくにとっては頭の痛い謎だけれど、ヴィクトリカにとっては混沌カオス

 の欠片──。彼女はたちどころに再構成してみせるにちがいないし、退屈で死にそうになってる〝囚とら

 われの姫〟にとっては、ちょっとした退屈しのぎに過ぎないはずなんだ……！　それにヴィクトリカはつい昨日、ぼくに向かってさんざん駄々をこねていたもんなぁ……！
 ）

　ヴィクトリカは図書館のいちばん上にある植物園で、小さな手足を聞き分けのない子供みたいにばたばたさせて、こんなことを言っていたのだ。





〈君、明日までに、おかしな事件に巻き込まれて死ぬほど困りたまえ〉





〈大丈夫だ──〉





〈わたしの気さえ向けばすぐに解決してやる──〉





　……気さえ向けば、というところが若干、いやかなり不安だが、一弥はそれについてはなるべく考えないようにした。そして〈ジャンタン〉の向かい側にあるカフェに向かった。

　おかしな浮浪児も後ろをとことことついてきた。

　舗道に向かって開いた開放的な雰囲気のカフェは、昼時で混み合っていた。一弥が店員に、電話を貸してもらえないかと頼むと、快く店先にある電話を貸してくれた。

　一弥は受話器を取った。交換手に聖マルグリット学園につないでほしいと告げ、まずセシル先生を呼びだしてもらった。

『久城くん、〈青い薔薇ばら

 〉あった？』

　セシル先生ののんきな声が聞こえてきた。一弥は急いで、

「それどころじゃないんです、先生。ヴィクトリカにつないでください！」

『声が聞きたくなったの？』

「……気持ちの悪いこと言わないでください。そうじゃなくて、急用で……」

『はいはい、急用ね。久城くんが急用……っていう口実で、ヴィクトリカさんの声が聞きたくてわざわざソヴレムから電話してきたって言ってあげるわね……』

「そんなわけないでしょ！　ちょっと、セシル先生？　余計なことしないでくださいってば！」

　一弥の叫び声に構わず、セシル先生はくすくす笑いながら電話を切り替えた。一弥は頭を抱えて、いまのが冗談じゃなくて、本当にヴィクトリカにそう伝えられてしまったらどうしようと悶もん
 々もん

 と悩んだ。どう考えても、ヴィクトリカのほうも、一弥が遠くに出かけているからといって寂しがったり声を聞きたがったりするとは思えなかった。それどころか一弥の不在自体に気づかないかもしれない。もしも一週間も、一か月も、一弥が学園を留守にしたとしても、ヴィクトリカはまったく気にもせずにいつもの植物園で書物の山に埋もれながらパイプを吹かし、ある日やってきた一弥に、いつもと同じように、

〈なんだ、君か──〉

　面倒くさそうに一いち
 瞥べつ

 するぐらいが、どうせ関の山なのだ。

（……ちぇっ）

　そう考えると一弥は寂しくなってきた。それになぜか妙に腹が立ってきた。ヴィクトリカの欠点ばかりが頭に浮かんでは消え、浮かんでは消える。

（意地っ張りの、威張りんぼのヴィクトリカ……！　小さな、痛がりの、囚われのヴィクトリカ……）

　一弥はなぜかうなだれた。

　──なかなかヴィクトリカは出ない。

　カフェの店先に初夏の眩まぶ

 しい日射しが射し込んで、舗道の白い石畳に反射していた……。
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　そこは暗く、せまく、小さなヴィクトリカの息がこもって蒸し暑く不快な場所だった。どんどん上がってしまう熱のせいもあって、ヴィクトリカはいまにも気を失いそうだった。

　瞳ひとみ

 を閉じて、暗闇の中、はぁ、はぁ……と熱い息を吐きだす。気が遠くなってくる。小さな手で羽毛布団のはしっこを握りしめて、緑色の瞳をゆっくり開いて、うめく。瞳には、弱ってはいるものの強情そうな強い輝きがまだ宿っていた。

　ヴィクトリカは小さくうめいた。

「ぜったいに、出ないぞ……！」

　その声が届いたのか、暗闇の外から困ったようなため息が聞こえてきた。





　──セシル先生が迷路花壇を通り抜けて、ヴィクトリカのベッドルームにやってきた。

「あのね、ヴィクトリカさん、電話が…………
 あら、先生」

　ベッドルームに入ると、セシル先生は足を止めた。

　きょろ、きょろ、と見回す。

　部屋の片隅には、白衣姿の小柄な老人が困ったような顔をして立っていた。ミニテーブルの上に四角い革鞄かばん

 が開かれていた。老人は片手に半透明の大きな注射器を持ったままで、セシル先生の顔をじっとみつめた。

　セシル先生はベッドのほうを見た。

　ヴィクトリカの姿はなかった。羽毛布団がこんもりと盛り上がって小刻みに震えていた。セシル先生は布団の中にあるもののことを想像して、思わずぷうっと笑いだしそうになった。

「あら、まぁ……」

「セシル。注射をすると言った途端、これなんだよ」

　村の医者である白衣姿の老人が、実に困った顔をしてセシル先生をみつめた。と、盛り上がった羽毛布団の中から、息も絶え絶えのしわがれ声がした。

「痛いのは、いやだ！──ぐじゃ！」

「痛いから効くのよ、ヴィクトリカさん」

「噓だ」

「……噓じゃありません」

「…………
 」

「ヴィクトリカさん！」

「…………
 」

　声を張り上げてみたものの、むくむくした小犬を思わせる風ふう
 貌ぼう

 の丸眼鏡のセシル先生では、どうにも迫力がない。布団は相変わらず動く気配もなかった。

　医者は肩をすくめて、

「無理やり布団をはごうとしたら、この世のものとは思われないような悲鳴が響いてね……。セシル、このちびっこいの、君の生徒だろう。なんとかしなさい」

「な、なんとかって……」

　セシル先生は困ったように考え込んだ。

　静寂がベッドルームに満ちていく。

　時折、布団の中からくしゃみが響くほかは、なんの音もない。風が吹いてフランス窓をかすかにきしませた。木の葉が初夏の日射しを反射して、きら、きら……と輝いた。

「……あ！」

　セシル先生は手を叩たた

 いた。それからとなりの部屋のほうを指差して、

「どうしてここにきたか忘れてたわ。ヴィクトリカさん、お友達から電話なんだけど……」

「……噓だ」

「ど、どうして？」

「友達なんていない」

　かすかに寂しそうな声でヴィクトリカがつぶやいた。セシル先生は、

「じゃ、久城くんはなぁに？」

　──羽毛布団が、かすかに動いた。

　もこ、もこ、もこ……。

　また止まった。セシル先生はそっと医者に目配せした。

「……久城？」

　ヴィクトリカの声が少しだけうれしそうに張り上がった。

「ソヴレムから電話をかけてきたの。なんだか急いでたみたい」

「む……」

　セシル先生はあと一押し、というように拳こぶし

 を握りしめた。

「急用だ、急用だって叫んでたわ。……早くしないと切れちゃうかも」

「む……」

　羽毛布団がむく、むく、むく、と動いた。

「久城め……。相変わらず鈍くさい男だ。どうせ、ごほっ……ソヴレムで間抜けな顔で間抜けなことをして間抜けな事件にでも巻き込まれているのだろう。……ごほっ！」

　ヴィクトリカは少しだけ浮き浮きとしているように声を上げて、起きあがった。

　セシル先生も医者も驚いてヴィクトリカの姿をみつめた。ヴィクトリカは羽毛布団をすっぽりかぶったままで、布団のお化けのような様子でゆっくりと移動し始めた。そうっとベッドを降りて、部屋を横切り、となりの部屋へ進んでいく。

　セシル先生と老医者は顔を見合わせた。セシル先生がうなずいてみせた。

　そして、そうっと片足を出した。

　ヴィクトリカはその足につまずいて、べたっと転んだ。

　転んだ瞬間に「──ぐじゃっじゃ！」大きなくしゃみをした。

「いまよ！」

　セシル先生が叫ぶ。

　と、布団から飛び出したヴィクトリカの小さな顔が、苦痛に歪ゆが

 んだ。緑色の瞳が大きく見開かれ、信じられないというような顔をしてゆっくりと振り返った。

　転んだ拍子に布団から飛び出した細い腕を、誰かにつかまれていた。その向こうに、勝ち誇ったような笑みを浮かべる医者の顔があった。腕には注射器が刺さっていた。ヴィクトリカの顔がくしゃくしゃに歪んだ。目め
 尻じり

 からぽろぽろっと真珠色の涙がこぼれた。

「うっ……？
 」

　一度大きく息を吸い込むと、ヴィクトリカは、この世のものとも思われない、おそろしくて悲しげな悲鳴を上げた。





「覚えてろ。セシルめ、あの医者め。なにがこれで熱が下がるだ。痛い。痛いよ……」

　ヴィクトリカはぽろぽろと泣きながら、時折またくしゃみをしながら、ぽてぽてと歩いてとなりの部屋に向かった。医者は鞄を片手に意気揚々と帰ってしまい、セシル先生もくすくす笑いしながら、授業の時間だからと出ていった。ヴィクトリカは一人で、じんじんと痺しび

 れるような注射の痛みが残る腕をさすり、さすり、歩いていた。

　ようやくとなりの部屋について、電話の前に立った。ヴィクトリカは子供のように泣きじゃくりながら、手の甲で何度も涙を拭ふ

 いた。しゃくりあげながら受話器に手を伸ばす。

　震える小さな手で受話器を耳に当てると……。

　あわてて何ごとかわめく一弥の声が聞こえてきた。

『ヴィクトリカ？　出た？　ヴィクトリカー!!
 　あのね、たいへんなんだ。落ちついて話すから聞いてくれよ。もしもし？　聞こえてる？　ヴィクトリカー！』

「…………
 ばか！」

　ヴィクトリカは八つ当たりした。一弥が絶句し、その後、猛烈に怒ってなにごとか抗議しているのが聞こえてきたが……。

　風が吹きつけるような轟ごう
 音おん

 と、受話器がなにかにぶち当たったような音。続いて聞き覚えのない子供のような声で、

『十二時……』

　なにごとかつぶやく声。そして一弥の叫び声が……。

『うわぁぁぁぁぁぁぁぁ！
 』

　──プツッ！

　おかしな叫び声が響いた後、電話はとつぜん切れた。

　ヴィクトリカはきょとんとして受話器をみつめていたが、やがてほっぺたをむくむくっとふくらませた。……怒ったのだ。

「君はいったいなんの用だったのだ、久城！　わたしがどんな犠牲を払ってここまでやってきたと思っているのだ！　君のせいで注射までされて、痛くて、それでもここまできて君からの電話に出たのに！　うっ……」

　ヴィクトリカは寂しそうに肩を落とすと、ぽてぽてと歩いてまたベッドルームに戻った。床に落ちた羽毛布団を震える手で拾うと、ふわふわして軽いその布団を、まるでずいぶんと重量のあるものだというように一生懸命抱え上げ、ベッドの上になんとかして戻した。そしてふぅ、と息をつくと……。

　さっきよりもさらに赤い顔をして、ふぅ、ふぅ、と熱い息をして、ベッドの上にばたっと倒れ込んだ。





　やがて、ヴィクトリカの苦しそうな息が、穏やかで規則的な寝息に変わっていった。

　ベッドルームはまた静寂にのみ満たされていった……。
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「ばかー!?
 　ばかは君だろ、ヴィクトリカ！　だってぼくはまだ、君にばかにされるような間抜けなことは、一言も言ってないんだからね。だいたい君はいつも失礼だよ。今日こそ君に言ってやるけど……べつに、距離が離れてて電話だからいつになく強気になってるわけじゃないよ？　とにかくヴィクトリカ、君、ぼくに対するその態度を今後、改め、ない、と…………
 もしもし？　ヴィクトリカ!?
 　聞いてる？」

　一弥が受話器に向かってさまざまな主張をしている、そのとき……。





　──石畳を蹴け

 る馬の蹄ひづめ

 の音が響き渡った。

　振り向くと、驚くほどのスピードで角を曲がった辻つじ

 馬車が、こちらに近づいていた。歩道に乗り上げ、歩いていた婦人たちが悲鳴を上げて逃げまどった。

　馬車の中から、青白い細い腕が伸びてきた。皮膚だけでなく、爪まで暗い紫色で血色が悪く、死人のような不気味な腕だった。一弥に向かって伸びてくる。

　──生暖かい風が吹いた。

　浮浪児がびっくりしたような顔のままで、不気味な腕に絡め取られた一弥の顔と時計塔を見比べて、つぶやいた。

「……十二時五十一分！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ！
 」

　一弥は悲鳴を上げながら辻馬車に摑つか

 まり、そのままスピードを上げる馬車の中に連れ込まれた。おそろしい力でひきずられ、路上の、たったいままで一緒にいた浮浪児の黒く汚れた顔がどんどん遠のいていく。

　一弥は叫び声を上げて抵抗したが、青い腕はおそろしい力で彼をつかみ、放そうとしなかった。辻馬車がスピードを上げた。とても飛び降りて逃げることなどできない。一弥は青い腕をふりほどいて、座席の壁にしたたかに頭を打ちながらも、腕の持ち主を睨にら

 みつけた。

　しかし、青い腕の持ち主の顔に……。

　一弥は思わず声を上げた。

「君………………ッ？
 」

　青白い腕は釣り糸が巻き取られるように持ち主のもとにすごい勢いで飛び戻っていった。持ち主は座席の隅に縮こまっていた。

　青い腕はぶるぶると激しく震えていた。石畳を蹴ってすごいスピードで飛ばす馬車の揺れよりも激しく、少女が瘦や

 せた体を震わせていた。

　病人服を思わせる白いシンプルなボックス型ワンピースは、薄汚れていた。しゃがみ込んだ彼女の瘦せてごつごつした膝ひざ

 小僧が、馬車の壁で揺れる洋燈ランプ

 に青白く照らされていた。ワンピースの胸元から、哀れなほどに瘦せて細い骨の浮き出た胸板と、それとはアンバランスに感じられるほど豊かな胸のふくらみが覗のぞ

 いたり隠れたりを繰り返した。

　両耳を震える拳こぶし

 で隠し、ぱさぱさして乱れた砂色の髪で顔も半ば隠されている。髪のあいまから、色のない薄い唇が、ぽっかり空いた空洞のように大きく開かれていた。

　ひゅうっと音がして、少女が息を吸い込んだ。

　そして……。

「──きゃああああああああああ！」

　空気を震わすほどの悲鳴を上げ始めた。甲高く動物的な声。髪が揺れて、口を押さえる青白い手のひらの上に、少女の見開かれた瞳ひとみ

 が見えた。

　濃い紫色の瞳──。

　乳を一滴落としたように白濁する、その瞳──。

　すがるような、悲しげな、潤んだ瞳──。

「君…………
 さっき箱の中にいた……？」

　少女は顔を上げた。一弥を見ると大きな紫色の瞳を見開いて、短く叫んだ。

「──悪魔が、悪魔がいる！」





　馬車はスピードを落とし、石畳にゆっくり蹄の音を響かせながらどこかへ向かっていた。

　一弥は戸惑い、ガタガタ震える少女を落ちつかせて、

「……君、どうしてさっき箱の中にいたの？　いつもはどこにいるの？　それに、ぼくが助けに行ったときは消えていたけど……」

「こ、こわい……！」

　少女は頭を抱えてつぶやいた。激しく首を振って、息も荒く、

「こわい。こわい……！」

　顔を上げて一弥のほうに手を伸ばしてきた。

　頰に触れられる。その手のひらがあまりに冷たく湿っていたので、一弥は短く叫び声を上げた。それは生きている人間のものにしては冷えすぎていた。馬車の中の空気もまたどんどん気温を下げている。ほんの一瞬触れただけで、体の芯しん

 まで冷え切ってしまうようだ……。

「君、名前は……？」

「名前、名前……あなたは？」

「ぼくは久城。久城一弥。君は……？」

「わたしは……」

　と……。

　少女が首をぐるぐると激しく回し始めた。関節がどうなっているのか心配になるほど激しく、首はいまにも遠心力に負けてどこかに飛んでいってしまいそうに見えた。ぱさついた砂色の髪が、冷えた空気の中に舞い上がった。一弥は驚いて少女から少し離れた。

　しかし、やがて少女はようやく少し落ちついたらしく、かすかに笑みのようなものを浮かべた。

「わたし、アナスタシア」

「……アナスタシア？」

　アナスタシアは笑顔でうなずいた。その場にはそぐわない無邪気なしぐさだった。一弥の頰に不自然なほど近く顔を寄せた。アナスタシアの肌は氷のように冷たく、乾いていた。とまどう一弥の頰に自分の頰をすりつけるようにして、片言のフランス語で、

「わたし、悪魔の、生い

 け贄にえ

 に、なる、ところ……」

　アナスタシアは笑顔のままで、ぐったりと座席に崩れ落ちた。一弥があわてて助け起こす。体のどこも冷え切っているようで、彼女のごつごつと瘦せた体に触れた一弥の手のひらは、じんじん痺しび

 れて感じるほどに冷えた。一弥は、

（言葉がうまく通じてないのかな……？　おかしなことを言ってるけど……。悪魔がどうのって……）

　困り果てながら、アナスタシアをなんとか座らせた。アナスタシアは瞳を閉じて震えていたが、ゆっくりと瞳を開けると一弥の顔を覗き込んだ。

「わたし、〈ジャンタン〉にいた」

「……そうだよ。君は〈ジャンタン〉の裏廊下で、箱の中に入っていたんだよ」

「わたしたち、監禁されてた」

「……ええっ!?
 」

「ほかの子も一緒だった。〈ジャンタン〉の秘密の部屋。広い。鍵かぎ

 がかけられていて、逃げられなかった。頭が二つある鷲わし

 がいた」

「鷲……？　えっ？」

「部屋には窓があった。窓からソヴュールの王宮が見えた。王宮は素敵。きらきらしてて、素敵。だけど怖いところだから、わたし、逃げた。人がきたから、あの箱に隠れた」

　一弥は頭を抱えた。あの〈ジャンタン〉の前にいるおかしな老女の言葉が蘇よみがえ

 る。

〈わたしと娘は観光客だった。二人であのデパートに入ったんだ。だけど、だけど出てこなかったんだよ……！〉

　アブリルから聞いた怪談にも、デパートで消えてしまう人の話があった。それからあのおかしな浮浪児もまた、〈ジャンタン〉に入ったきり出てこない客の話をしていた……。

　そしてソヴレムで頻発する、〈闇に消える者たち〉の事件──。

　一弥はアナスタシアの片言の言葉に戸惑いながらも、真剣な表情になり、彼女の細い両肩に手をおいて強く聞いた。

「アナスタシア、君、監禁されていたっていうのはほんとだね？　じゃ、いまも誰かが〈ジャンタン〉から出てこられなくなっているのかい？　だとしたら、ぼくたちは警察に届けなくちゃいけないよ。さっきは信じてもらえなかったけど、君がいればきっと警部も……」

「悪魔がいるから、逃げられない」

　アナスタシアは白濁した紫色の瞳を見開いて、ぱさついた砂色の髪をかきあげて、

「悪魔がきて儀式をする。そのために監禁してる」

「アナスタシア……わかるように話して。ね？　フランス語で話すのがむずかしいのはわかるけど……」

「悪魔の儀式！　悪魔！　悪魔の儀式！」

　アナスタシアは苛いら
 立だ

 ったように拳を固め、一弥の胸を叩たた

 いて繰り返した。一弥は困って、

「なんのことだよ！」

「わからない。おかしな儀式。わたしたちは生け贄。生け贄を囲んで、悪魔たちがきて、へんな呪じゆ
 文もん

 をたくさん唱える。こうやって手を上げて……」

　アナスタシアは両手を上げて振り回してみせた。瞳から涙が流れ落ちて汚れた青白い頰を濡ぬ

 らしていく。

「悪魔は悪魔としか話さない。わたしたちをじろじろ見る。わたしたちは一人ずつ、どこかに消える。消えた人には二度と逢あ

 えない。悪魔に殺されてしまうから。棺ひつぎ

 が戻ってくる。消えた人の死体を入れた、冷たい棺だけが……。だから……！」

　一弥は戸惑った。自分の手には負えない気がし始めた。

（とにかく警視庁に連れていって、アナスタシアを保護してもらおう……！）

　一弥は御者席に通じる小窓を開けた。御者に向かって、ソヴュール警視庁まで行ってほしいと告げた。

　馬車は徐々にスピードを落とし、警視庁のある街角で停まると二人を降ろした。一弥は代金を払うと、ふらつくアナスタシアを支えて歩きだした。

「アナスタシア、もう大丈夫だよ。警察にきたからね。落ちついて、ちゃんと事情を話すんだよ」

「う、ん……」

　アナスタシアはうなずいた。瞬まばた

 きすると、白濁した紫色の瞳からしみだすように涙がにじんだ。
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　そのころグレヴィール・ド・ブロワ警部は──

　ソヴュール警視庁の会議室で刑事たちに取り囲まれていた。

　大戦のどさくさでソヴュール王室から消えた美術品のリストに、ここ数年、国内外で流通している、ロシアのロマノフ王朝が残した宝や、植民地から密輸される盗品などのリスト、ブローカーのリスト、それに、金貨を積んで盗品を買いあさる好事家のリスト……。

　ブロワ警部は尖とが

 った頭を抱えて、それらのリストと睨にら

 めっこしていた。膝ひざ

 の上には高価なビスクドールが乗せられていて、警部が神経質そうに膝を揺するたびにいまにも床に落ちそうに揺れていた。

　刑事たちは固かた
 唾ず

 をのんでブロワ警部の様子を見守っていた。名警部との誉れを聞いて期待しているのだが……その実ブロワ警部は、となりの会議室で侃かん
 々かん
 諤がく
 々がく

 、べつの刑事たちが騒いでいる事件についての会話が気になって仕方ないのだった。

　となりの会議室では警視総監シニョレー氏が、イギリスで蔓延はびこ

 るゾロアスター教の秘密集会や、インドの邪悪な女神カーリーを崇あが

 める人々が起こした殺人事件、フランスで増えているアフリカの呪術愛好家などについて述べていた。

　植民地から戻ってきた人々が、異国の文化を密ひそ

 かに本国で流し始め、浸透していく……。

　ソヴュールでも悪魔崇拝の儀式を行う人々の姿が目撃され続けており、警視庁では捜査が続けられている……。

　ブロワ警部がそのおそろしげな話を、パイプをくゆらしてフンフンと聞いていると、会議室の扉がノックされた。全員、顔を上げる。

　若い刑事が小声で何ごとかささやいた。ブロワ警部は顔をしかめ、立ち上がった。





「いったい何の騒ぎだね、久城くん。邪魔をするなと言ったばかりだと、いうの、に……」

　一弥が待つ小部屋に入ったブロワ警部は、一弥のとなりにぐったりと座るやつれた少女をみつけ、目をぱちくりとした。

「……誰だね？」

「彼女の話を聞いてください、警部」

「だから、誰？」

「アナスタシアです。ぼくが〈ジャンタン〉の箱の中でみつけた子です。あの後、自分で〈ジャンタン〉を抜け出してきたんです」

「……また〈ジャンタン〉か。わたしはいまそれどころではないのだよ」

「彼女が言うには……」

　そのときドアが開いて、シニョレー氏が顔を出した。一弥は話を続けた。

「……自分以外にもたくさんの人が閉じこめられているそうです。警部、確かソヴレムではたくさんの失しつ
 踪そう
 者しや

 が出ているんですよね？　〈闇に消える者たち〉の事件です。警部はそれを、都市の闇に飲み込まれたと言っていたけれど……もしかしたらその闇が開けている口には、名前があるのかもしれません。〈ジャンタン〉という、ね……」

「いい加減にしたまえ！」

　シニョレー氏が遠慮がちに口をはさんだ。

「グレヴィール、この子の話を少し聞いてもいいかね」

　一弥は警部の顔を見た。警部は人形をいじりながら、仕方ない、というようにうなずいた。一弥はアナスタシアを促した。

　アナスタシアは宝石のような紫色の瞳ひとみ

 を見開き、片言の言葉で語りだした──。





　アナスタシアはロシアからの移民だった。裕福な貴族の娘だったが、一九一七年に起こったロシア革命によって国を追われ、ロシアで父が、続いて逃れてきた西ヨーロッパの地で母が死んだ。一人になったアナスタシアはソヴュールにやってきた。遠い親類がいるはずだったが、言葉も片言しか通じないためなかなか会えず、そして……。

「夜になって、呆ぼう
 然ぜん

 と街に立ち尽くしてた。そしたらいつのまにか〈ジャンタン〉の前にいた。ショーウインドウにきれいなドレスを着たマネキンがあって、あぁ、きれい、と思って見上げてたの。あんまりきれいだったから、悲しくて、泣きそうになった。そしたら若い店員さんが出てきて、こう言ったの。『いらっしゃいよ。あなたにも着せてあげるわ』って。だけどデパートはお金を使って物を買うところだから、だけどわたしにはお金がないから、尻しり
 込ご

 みしたの。すると店員さんは笑って、こう言った。『試着室で着てみるだけよ。ただ試着室に入るだけ。お金はいらないわ』って。……おかしいって気づくべきだったのかも。だけどわたしはふらふらと入っていって、きれいなドレスを受け取って、試着室に入れられたの。ドアが閉まったら、鏡が開いたの。鏡のほうもドアだったの。わたしは鏡の中に連れ去られて、そのまま目隠しされて、べつの部屋に連れていかれた。気づいたら、同じような人たちがたくさんいて、泣いてた。それで、それから、わたしたちは……」

　アナスタシアの声が震えた。

「それきり、帰れなくなった。ずっと鏡の国に……」

　試着室という言葉に、一弥は息を吞の

 んだ。〈ジャンタン〉の前にいた老女の話にも、アブリルの怪談にも必ず〝試着室〟が出てきたのだ……。

　一弥はつぶやいた。

「〈ジャンタン〉の試着室にはなにかがあるんです。そしてあのビルの中に、失踪した人々が隠されている場所がある。理由はわからないけど……」

　アナスタシアは立ち上がった。急に大きく息を吸い、ぶるぶると首を振って叫びだした。

「悪魔がいる。悪魔がいる。たくさんの人が、悪魔に喰く

 われて、消えた。〈ジャンタン〉には悪魔がいる……！　悪魔の、儀式が……」

　涙があふれて、声も嗚お
 咽えつ

 に変わっていった。ブロワ警部は怪け
 訝げん

 な顔をして、アナスタシアの顔をみつめていた。シニョレー氏の顔は真剣なものだ。

「悪魔の儀式の後、ずっといっしょで、励まし合っていた女の子が消えた。それきり戻ってこなかった。そして……その晩、棺に入れられて部屋に戻ってきた。どんな姿になってしまったのか、包帯できつく巻かれて隠されていて、名前を呼んでも返事はなくて、そっと触ったら、もう冷たくなってた。もう、死んじゃってた……。ついさっきまでいっしょに励まし合っていたのに……！　悪魔はあの子になにをしたの？　どうして……？　なんのためにわたしたちを……？　だから、わたしは逃げた。あの部屋から逃げて、そして……」

　一度大きく息を吸うと、ガクリと首を落として倒れた。

　シニョレー氏があわてて廊下に出ると、若い刑事に、医者を呼ぶように伝えた。ブロワ警部は顔をしかめ、

「わたしは美術品の事件に戻るぞ。久城くん、君はちょっとここで反省していたまえ」

「ど、どうしてですか!?
 　どうして兄きよう
 妹だい

 そろってやたらとぼくに反省をうながすんですか。断固抗議する。ぼくは反省しなきゃいけないことなんてやってませんからね。ちょっ……
 警部？　どこに行くんですか？」

「だから、自分の事件の捜査だよ。この娘の様子は明らかにおかしいだろう。これはおかしな狂言なのではないかね？　彼女の言葉が本当だという証拠はどこにもない。……ともかく、君に付き合うのはこれで終わりだ。それに君、反省は成長の萌ほう
 芽が

 だよ」

「その台詞せりふ

 、あなたにだけは言われたくないですよ！」

　怒る一弥にはかまわず、ブロワ警部は部屋を出ていく。一弥は後を追い、刑事たちがたくさん控えている会議室までついていくと、

「〈闇に消える者たち〉はソヴレムのどこかでつぎつぎに姿を消した。その舞台はきっと〈ジャンタン〉にちがいありません。〈ジャンタン〉に入ったまま出てこなかった若い女性や、子供たち……」

　ブロワ警部が振り向いた。

「しかし君、彼女たちが実際に〈ジャンタン〉で姿を消したのだと証明できるかね？」

　一弥は立ち尽くした。

　刑事たちの視線が集まっている。できはしまいとタカをくくるような視線に思えた。一弥は挑むように、

「……できます」

　会議室はどよめいた。一弥は自分の言葉に自分で驚いたが、

「ぼくはいまから一人の子供を連れてきます。警部、そのあいだに、ソヴレムで行方不明になった人たちの写真を集めてください。それから……念のために関係ない人の写真も交ぜてください。すぐ戻ってきます！」

　一弥は会議室を走り出ると、廊下を駆け、警視庁のビルを飛び出した。

　背後からブロワ警部の「く、久城くん……？」と戸惑うような声が追いかけてきた……。





〈ジャンタン〉の前にある大通りは、夕刻になってからのほうが客は多いらしく、ひっきりなしに通り過ぎる人々の足音が歩道に響いていた。

　一弥は辺りをきょろきょろ見回した。探し人の姿がなかなか見当たらないので困っていたが、やがて思い出すと、排水溝のある暗がりに顔を入れて、

「おーい、君！」

「……なんだ。間抜けなチャイニーズか」

　つまらなそうにつぶやく声が返ってきた。一弥はほっとして、

「君、君にちょっと協力してほしいんだけど……」

「……紙をくれるのか？」

　一弥はブロワ警部の顔を思い出して、うなずいた。

「たくさんあげるよ」

「なんの協力だ？」

　浮浪児が姿を現した。真っ黒に汚れた顔に、輝く青い瞳。煤すす

 に汚れてもとの色が判別できない髪をがしがしかきながら、一弥を見上げる。

「君がぼくに話してくれたことさ。〈ジャンタン〉に入ったきり出てこないお客さんが、月に二、三人はいるって言ってただろ？　そのことをもう少し詳しく話してほしいんだ」

「……どうしてだ？」

「〈ジャンタン〉でなにかおそろしいことが起こっていると思うんだ。ぼくが出会った女の子が、助けてくれって……悪魔の儀式をやってて、みんな殺されるって訴えてるんだよ……」

「悪魔ぁ？」

　浮浪児はあきれたように鼻を鳴らした。一弥はうなずいて、

「彼女はそう言ってるんだよ。とにかく、いまから一緒に警視庁に……」

「警視庁!?
 」

　浮浪児は途端にきびすを返して排水溝の奥に隠れようとした。一弥はあわてて彼の腕を引っ張った。一緒にずるずる引きずられそうになるので、首に腕を回して、

「頼むよ！　君、人の命がかかってるんだ。それにもしかしたら大きな犯罪も！」

「警察はいやだ！」

「大丈夫だってば！」

「いやだぁ！」

「君……」

「オレだって、オレだって……」

　浮浪児はわめいた。悲しそうな声だった。

「オレだって警察に話した。出てこない女の子がいるから気になって、巡査に話した。そしたら、でたらめ言うなって警棒で殴られたんだ。すごく痛かったんだ。それに俺も、俺も……」

　浮浪児はしゃくりあげた。力が弱まる。一弥が覗のぞ

 き込むと、その小さな男の子は青い瞳に涙を浮かべて一弥を睨にら

 んでいた。汚れた顔に涙が二筋こぼれ落ちて、下に沈んでいたきめの細かい真っ白な皮膚が覗いた。汚れた手の甲で涙をぬぐう。

「オレも……昔、逃げだしてきた女の子に、助けてって言われたことがある。だけどどうしようもなかった。追ってきた男が、女の子を捕まえちゃったんだ。オレ、警察に行った。だけど玄関の扉を開けてもらえなかった。オレの拳こぶし

 で叩たた

 いたとこ、黒く汚れたからって、タオルでぴかぴかに拭ふ

 いてた。オレの話は聞いてもらえなかったんだ。それきりあの女の子は見てない。オレと同じぐらいの歳の、小さな女の子だった……」

　浮浪児は泣きじゃくった。

「誰も聞いてくれないんだ……」

「聞くよ。ぼくは聞くよ。それに、警視庁の人も今度は聞いてくれるよ。ぼくの知り合いの警部がいるんだ。君を連れていくって約束した。いま、写真をたくさん用意してもらってる。君に危害がくわえられないように、ぼくがずっとそばにいるから……」

　浮浪児は泣きじゃくって、急に子供みたいに一弥の首にかじりついた。一弥が汚れた頭を撫な

 でると、浮浪児はますます大きく泣いた。

　道行く人たちが、東洋人の少年と泣きじゃくる小さな浮浪児を一いち
 瞥べつ

 しては急いで通り過ぎていく。

「君、名前は？」

「……おまえは？」

「ぼくは久城。久城一弥」

「オレ……ルイジ」

　浮浪児がそっと名前を名乗った。

　それから二人は手をつないで舗道を歩きだした。日が少しずつかたむいてきて、暑さがやわらぎ始めた……。





　ルイジが馬車を「乗ったことない」とこわがるので、一弥は彼の手を引きながら警視庁のビルまで歩くことにした。二人が早足で進む舗道には、急ぎ足の人々があっちからこっちからどんどん行きすぎていった。

　シャルル・ド・ジレ駅に近い大通り沿いのとあるビルの前で、一弥は足を止めた。そこはピラミッドを連想させる奇妙な角かく
 錐すい

 形をした、異国風の黄色い建物だった。どうやら劇場らしく、開け放された広い玄関と切符売りの窓口があり、華やかで猥わい
 雑ざつ

 な出し物の大きなポスターが貼られていた。

　足を止めた一弥を、ルイジが不思議そうに見上げた。

「おまえ、こういうの好きなのか？」

「あ、いや……。そうじゃなくて……」

　一弥はポスターを指差した。

　それは〈ファンタスマゴリア〉と銘打たれた出し物のポスターで、踊る骸がい
 骨こつ

 や、浮遊する美女や、自分の首を手に持つ首なし男などがユーモラスに描かれていた。〈人体切断！〉〈チェスドール！〉〈瞬間移動！〉そして、中央に描かれている黒い燕えん
 尾び

 服に真っ赤な髪の男の横には……。

〈今世紀最大の魔術師　ブライアン・ロスコー　ついに当劇場に登場！〉

　──そう書かれていた。

（ブライアン・ロスコーだって……!?
 ）

　一弥は考え込んだ。

　偶然だろうか、それとも同じ人物なのだろうか……？　確かに聞き覚えのあるその名前……。

　一弥の脳裏に、学園に残してきた不思議な友達、ヴィクトリカの姿がまた浮かんだ。一弥は謎に包まれた彼女の出生についてや、塔に閉じこめられて育てられたという過去について考え始めた。

　ブライアン・ロスコーと言えば……。

　ヴィクトリカが大切にしていたコルデリア・ギャロの写真──。ヴィクトリカに顔立ちはそっくりだが、艶あで

 やかで大人びた化粧を施した母、コルデリア。彼女は〈灰色狼〉と呼ばれる東欧の民の末まつ
 裔えい

 が住む山奥の隠れ里〈名もなき村〉の出身者だった。無実の罪で村を追われ、都会に出た彼女はやがて踊り子となったが、彼女の周りではさまざまな不思議な事件が頻発したと言われていた。やがて、灰色狼の血を一族に取り入れたいと望むブロワ侯爵によって彼女はヴィクトリカ・ド・ブロワを産み落としたが、〈名もなき村〉での罪が露見し、侯爵家を追われた。残された娘ヴィクトリカは塔に閉じこめられて育った。そしていまは、聖マルグリット学園の生徒となったが、侯爵家と学園側の取り決めで学園に軟禁されているようなものなのだ。だからヴィクトリカは外の世界のことをあまりにも知らず、たとえ学園を抜け出せたとしても、一弥がいなければ右も左もまるでわからない……。

　母コルデリアは、その後の世界大戦でなんらかの役割を担ったと言われているが、一弥はそれについては知らない。また、コルデリアが生まれ育った〈名もなき村〉には、世界大戦直前にブライアン・ロスコーと名乗る謎の青年が現れ、コルデリアの家の床下から、彼女が隠していたなにかをみつけだして持ち去ったらしい、とわかっている。

　しかし、ブライアン・ロスコーが何者なのか、持ち出されたものがなんなのかについてはなにもわかっていない……。

「……おい、このポスターがどうしたんだよ？」

　ルイジの声に、一弥は我に返った。

（きっと、たまたま同じ名前だっていうだけだよな。きっとそうだ。それに……）

　いまはそんな考え事をしているときではない、と気づいて、

「ごめんよ。行こう」

　ルイジの手を引っ張って、また歩きだそうとする。

　そのとき……。

　劇場の前に大きな馬車が停まった。劇場から若い男たちが走り出てきて、優雅な仕草で一斉に一礼する。

　と、馬車からひらりと飛び降りてきたのは、燃えるような赤毛の男だった。

　猫のような緑色の瞳ひとみ

 に、波打つ炎の色の髪。古代の彫刻を思わせる、彫りの深い鮮やかな美び
 貌ぼう

 だった。だがしかし、一見して気性の荒さが見える激しい容貌でもあった。

　彼こそがポスターに描かれたブライアン・ロスコー本人であると、一弥は気づいた。舗道に着地したブライアンは片手を伸ばし、馬車を指差す。男たちは無言で馬車に乗り込むと、四人がかりで妙なものをそうっと抱えて、降りてきた。

　それは四角い箱で、上部に腕つきの人形がついていた。人形は箱の上に置かれたチェス盤に細い両腕を伸ばしていた。ちょうどルイジぐらいの子供と同じ大きさで、トルコ風のターバンを巻いた髭ひげ
 男おとこ

 の人形だった。

　ルイジが興奮したようにつぶやいた。

「おい、チェスドールだ！　本物を見たのは初めてだ！」

「えっ？」

　一弥が聞き返すと、

「すごいんだ。箱の中が空っぽなのは客に確認させるし、だいいち、大人が入れるほどの大きさじゃないんだ。なのに人形が勝手に動いて、客とチェスの対決をするんだ。しかもびっくりするぐらい強くて、誰も勝てないんだよ。チェスドールは悪魔みたいに頭がいいんだ。いますごく人気の出し物だよ。ほら、あの男……ブライアン・ロスコーの得意な芸の一つだ」

「へぇ……。彼にはほかにも芸があるのかい？」

「あとは、そうだな、瞬間移動だ……。だけどあいつ、おかしいんだ。トリックじゃなくて、本当にあっちとこっちに同時存在してるとしか思えないときが何回かあったんだ。〈ジャンタン〉に入って、出てきていないのに、数分後にまた入っていったり。道路のあっちとこっちにほぼ同時に姿を現したり……。オレ、あいつは普通の奇術師のふりをしてるけど、本当は、本物の魔術師だと思う。……行こうぜ、久城一弥。俺、チェスドールは気になるけど、あいつのことは気味が悪いよ」

「う、うん……」

　一弥は馬車の前を通り過ぎた。そのときブライアンがとつぜん顎あご

 を少しだけ動かし、一弥をじっとみつめた。

　猫のような瞳──。

　燃えるような鮮やかな髪──。

　油断のないその表情に、一弥はなぜかぞっとして、目がそらせなくなった。

　ブライアン・ロスコーはふいににやりとし、チェスドールを運んでいる男たちを振り返って、

「レディをそっと運びたまえよ、君たち」

　男たちはその言葉に思わず、ユーモラスな顔に造られている髭男の人形をみつめて、それから一斉に笑った。

「今朝とつぜん、レディは風邪を引いてしまったんだ」

　男たちがまた笑う。

　一弥はルイジとともに劇場から遠ざかっていった。そのとき、誰かがくしゃみをした。





「──ぐじゃ！」





　男たちは──、

　互いに顔を見合わせた。みんな、俺じゃない、というように首を振ってみせる。それから視線がゆっくりとチェスドールに集まっていく。

　チェスドールは軽く、それにとても小さく、人間が入れるような大きさではもちろんない。

　気味悪そうに押し黙った男たちに、ブライアン・ロスコーはにやにやと楽しそうに笑ってみせた。炎のような赤い髪が風に揺れ、不吉に舞い上がる。

「だから言っただろう？　レディはお風邪をお召しだと。できうる限り優しく、そっと運びたまえ」

　男たちは怯おび

 えたような表情を浮かべ、ゆっくりとチェスドールを運び始めた。劇場の中に消えていくと、ブライアンはにやにや笑いを引っ込め、暗い瞳でつっと振り返った。そして、遠ざかっていく一弥とルイジの後ろ姿をみつめた。

　雑踏はすぐに、彼らの姿を飲み込んでいった。






　　　　３






　一弥はルイジの手を引いて警視庁に戻った。

　もといた会議室に飛び込むと、刑事たちは驚いて一斉に立ち上がった。

　そして鼻を押さえたり、腰を浮かせたりして、あまりにも汚れたルイジの姿を凝視した。一弥は堂々とルイジを引っ張って会議室の真ん中に立った。

　ブロワ警部もびっくりして、

「久城くん、それはなんだね……？」

「証言してもらいます」

　一弥の声に、刑事たちは顔を見合わせた。一弥は続けて、

「この子はルイジって言います。もう何年も〈ジャンタン〉の前にいて、たくさんのことを見てきたんです。それに驚くほど記憶力がいい。彼が証言してくれます」

「……久城くん、君ね」

「ルイジ、この部屋に刑事は何人いる？」

「…………
 四二人」

　ルイジがつまらなそうに言った。

　警部がきょとんとして一弥をみつめ返している。一弥が目でうながすと、警部は仕方なく刑事たちの数を数え始めた。しかし、ばらばらな場所にいる彼らを数えるのは存外にむずかしく、また動いたり、ドアを開けて入ってきたりしようとするので、警部は腹を立て、

「並べ！　点呼を取るぞ、君たち」

　刑事たちは顔を見合わせながらも並び始めた。「一」「二」「三……」点呼を取り始め、最後の数人になった辺りから、彼らはざわめき始めた。

　最後の一人が小声でつぶやいた。

「……四二」

　刑事たちはルイジの姿を遠巻きにみつめ始めた。一弥はうなずいて、

「頭いいでしょ、この子？」

「……頭のいい子供は、苦手だ」

　ブロワ警部が小声でつぶやいた。

　──ルイジを椅子に座らせて、つぎつぎに少女たちの写真を見せていくことになった。最初の数枚を、ルイジは首を振って乱暴に追いやった。

「知らない。こんな女の子たち、見たことない」

　ブロワ警部が責めるように一弥を見る。

　と、ルイジが一人の女性の写真を指差して、

「この人は知ってるぜ？　週に三回は〈ジャンタン〉にくる。たくさん買い物して出ていく。いまもピンピンしてるだろ？　昨日も見たぜ」

　刑事の一人が頭を抱えた。小声で「そうなんだよ……！」とつぶやいている。

　一弥がきょとんとしていると、ブロワ警部が耳打ちした。

「まぎれこませるダミーの写真が足りなくてね、奥さんや娘の写真を持ち歩いている刑事たちから無理やり没収したのだ。あの写真は、やつの奥さんらしいな。浪費家の妻を持つとたいへんだな……」

「あ、なるほど……」

　ルイジがつぎの写真に目を留めると、急に大きく息を吸い込んだ。

　全員が彼に注目した。

　ルイジは瞳を半開きにして、夢見るように唇も少し開いた。それから大きく息を吸い……。

「去年だ！　去年の冬！　二月十二日！　午後三時五分！〈ジャンタン〉に入った！　終わりだ、それで終わり！　それきり出てこなかった！」

　刑事の一人が写真と資料を見比べた。はっきりとわかるぐらい顔色が変わった。ブロワ警部に資料を手渡す。警部の顔もさっと赤くなった。

「こっちだ！　こっちの女の人！」

　ルイジがまた叫び出す。

「今年の春！　五月三日！　夜七時十二分！　終わりだ！　出てこなかった！」

　つぎの資料が渡される。と……。

「一昨年の夏！　八月三十日！　午前十一時二分！　終わりだ！」

　ルイジの半開きの瞳ひとみ

 を、刑事たちはおそろしいものを見るように遠巻きにみつめていた。つぎつぎに資料が出され、目を通したものは絶句する。

　一弥も立ち上がり、そっと資料を覗のぞ

 き込んだ。

　ルイジが選んだ写真の女性はすべて、〈闇に消える者たち〉だった。ソヴレムのどこかでとつぜん姿を消し、いまもまだみつかっていない女性たち……。彼女たちが〝闇に消えた〟時期と、ルイジの記憶にある日時がぴったりと一致した。

　ブロワ警部はうめいた。

「それでは本当に、〈闇に消える者たち〉は〈ジャンタン〉の中に消えていたということか……？」

　会議室は異様な沈黙に包まれていた。

「だが……いったいどういうことだ？　なぜ人々は〈ジャンタン〉で消えるのか？　目的はなんだ？　わからない……。どういうことだ？」

　硬い声でつぶやいた。

　いつもならここで、警部は聖マルグリット学園にやってきて図書館のいちばん上まで上がり、一弥に話しかけるふりをして小さな名探偵、ヴィクトリカの〝知恵の泉〟を利用するところだ。しかしいまはそういうわけにはいかない。なぜならここは村から遠く離れた大都会で、ヴィクトリカには、会え、ない……。

　しかし一弥にとってもこれは解かねばならない謎だった。とはいえ一弥にはいくら頭をひねってもどうしたらいいかわからなかった。

「……そうだ！」

　一弥がつぶやいた。ブロワ警部が振り向いて小声で、

「なんだね、久城くん？」

「ぼく、さっきヴィクトリカに電話したんです。ちゃんと話せなかったけど……。警部、ヴィクトリカにいままでのことを説明して、知恵を借りましょう。そうしたらきっと、いまのぼくたちにはわかっていないことがはっきりするに違いないし……」

「……いやだ」

　ブロワ警部はなぜか即答した。一弥は戸惑って、

「ど、どうしてですか？」

「……犠牲が大きすぎるからだ」

　一弥は首をかしげて聞き返した。

「犠牲……？」

　ブロワ警部は答えなかった。

　──そのまま刻々と時間は過ぎていった。

　会議室の隅で、一弥は大きくため息をついた。それからもう一度、

「警部、ヴィクトリカに連絡しましょう。彼女ならきっと……」

「いやだったら、いやなんだ！」

　警部が叫んだ。その子供のような言いように一弥は驚いて、

「どうしてそんなにいやがるんですか？　それに、犠牲がどうのって言うけれど、いったいなんのことなんです？　警部……」

「…………
 」

　警部は子供のように頰を膨らませて黙っていたが、やがて渋々口を開いた。

「……どうしてもあれを頼りたいというのなら、久城くん、君から頼みたまえ。わたしの名はくれぐれも出さないでほしいのだ」

「警部！」

　一弥は怒りだした。いつものパターンだと思うと猛烈に腹が立った。ブロワ警部は妹の力を頼るくせに、事件が解決すると頼ってなどいないと言い張り、自分の手柄にしてしまうのだ。それに、いつもなぜかおかしいぐらいヴィクトリカをこわがる。

「筋を通さないとだめです。警部からちゃんとヴィクトリカに頼んでください」

「そりゃ君はいくら頼んだって平気だろう。しかしわたしはまったく平気ではないのだ」

「……へ？」

「久城くん、君はわかっていないのだ。あれは……その、要するに、灰色狼なのだ。おそろしい生き物なのだ。君はまだなにもわかっていないのだよ。気楽に助けを求めたりすれば、その代償はおそろしく高くつくということを、わたしは身をもって学んだのだ。わたしだけではない。ブロワ家の人間は残らず、だ」

「ヴィクトリカがおそろしい生き物？」

　一弥はちょっとだけ笑ってしまった。ヴィクトリカの、一弥の足に躓つまず

 いてびたーんと転んだところや、デコピンで半泣きになった顔や、めずらしそうに辺りをきょろきょろ見回していた様子などを思い出したのだ。

　確かにヴィクトリカはすごく頭がいいし、性格はすこぶる複雑だけれど……。

「警部、おおげさですよ……」

「君はまだなにもわかっていないのだよ」

　警部は繰り返した。一弥は笑って、

「それって、例の〝悪魔的な要求〟ってやつでしょう？　助けを求めたときに代償を求められるからって……。そんなの、かわいいものじゃないですか」

「かわいくない！」

「け、警部……。だって、めずらしいお菓子を持ってこいとか、不思議な事件を探してこいとか、せいぜいそんなものでしょう？　確かにヴィクトリカは、ちょっとだけ意地悪をするときもあるけど……」

「お菓子？　事件？　久城くん……君はばかか？」

「ばか!?
 」

　警部は大きくため息をついた。それから自分の頭を指差し、真剣な顔で、

「君、どうしてまたわたしが、こんなヘアスタイルをしていると思うかね？」

　一弥は絶句した。

　じっとブロワ警部の、ドリルの先のようにねじりながらとがらせ、整髪料でぎちぎちに固めた金髪をみつめる。それから、ゆっくりとつぶやいた。

「ええと……好きでやってるんだと思ってました」

「そんなわけないだろう！　君、正気かね？」

「ヴィクトリカは遺伝だって言ってましたけど……」

「くっ！　あのチビ、よりによってそんなことを！」

　ブロワ警部は子供のように地団駄を踏んだ。その大人げない、負けず嫌いな感じのする仕草は、ある意味では奇妙にヴィクトリカと似通っていた。一弥はブロワ警部が地団駄を踏んで悔しがり、聞き取れない小声で悪態をつく様を、

（あぁ、やっぱりこの二人は兄きよう
 妹だい

 なのかもしれないなぁ……！
 ）

　あきれながら見守った。

　やがてブロワ警部は少し落ち着きを取り戻した。

「五年前のことだ。あれがまだブロワ家の塔にいたときのことだ。わたしはときどき様子を見に行った。不気味な灰色狼とはいえ、血を分けた妹だ。気になってな」

　一弥は、昨日ヴィクトリカが〝魔法の指輪〟を見せてくれたとき、兄グレヴィール・ド・ブロワについて語っていたことを思い出した。

〈塔に閉じこめられたわたしのことを、なぜかグレヴィールが毎日見にきては黙って観察していて、なかなかに気味が悪かった──〉

「黙ってじっと見てるから、当時の兄貴はすこぶる気味が悪かったって、つい先日ヴィクトリカがボロクソに言ってましたよ」

「くっ！　気味が悪いのはあれのほうだ！　なにせおそろしく頭がいいのだ！　なんにでも無関心で、家族のことにも興味を持たず、超然としていた。おそろしかった。だが……」

　ブロワ警部が大きくため息をついた。

「……わたしはある日、塔の上にいるあのおそろしい生き物の力を借りるはめになってしまった。……とあるご婦人のためにだ」

　ブロワ警部の顔が少しだけ赤くなった。

「どうしても解決したい事件だった。そのご婦人は無実の罪に問われそうになっていたのだ。わたしは意を決して、薄暗く不気味な塔に上った。そしてあれの力を借りたのだ。灰色狼の頭脳はやはりおそろしいものだった。あれによって事件はたちどころに解決したが……」

　ブロワ警部は頭のドリルを指差した。

「その代償に、わたしはこのヘアスタイルを続けることになった」

「……へんだって知ってたんですか？」

「こんなの、へんに決まっているだろう！　でも、約束しちゃったのだ！」

　ブロワ警部は叫んだ。

　それから大きくため息をつくと、震える手で懐からパイプを取りだした。火をつけて一服吸い、煙混じりの白いため息をつくと、

「……それだけではない。わたしは二年前にも一度あれの助けを借りたのだよ。そのときはもう、あれは聖マルグリット学園にいたのだがね。わたしは警部になったばかりで、どうしても手柄を立てたかったのだ。もちろん事件はあれの力でたちどころに解決したが、しかし……それ以来、わたしの二人の部下は手を繫つな

 ぎ続けているというわけだ」

「……仲がいいのかと思ってました」

「まぁ、悪くはないだろうがね。もともと幼なじみらしいしな。しかし、手を繫いで歩くほどではあるまい。だって、もう大人だよ、君？」

　一弥は頭を抱えた。

　ようやく、ブロワ警部が先日、一弥に向かって言い放った「君の受け取っている恩恵は、悪徳高利貸しからただでお金をざくざくもらい続けるような、奇特で不思議すぎるものなのだ」という言葉の意味がわかりかけてきた気がした。同時に、ヴィクトリカの思いつくいやがらせが、本人が〝悪魔的な要求を突きつけてやるのだ〟と威張る割には、ずいぶん子供っぽいように感じられてあきれる気持ちになった。

　しかし、それならばヴィクトリカはなぜ、いちばん初めに一弥と出会ったとき、殺人の嫌疑をかけられて絶体絶命だった一弥を助けてくれたのだろうか？

　確かに、めずらしい食べ物を持ってこいとは言われたが、それは一弥をそう困らせる申し出ではなかったし、なによりそれはまったく、悪魔的ではない要求だった。ヴィクトリカが小さな手で力いっぱい振り回す悪意が、そこにはぽっかりと抜け落ちていたのだ。

　もしかするとヴィクトリカは自分に対して、驚くほど優しく接してくれているのではないか……？

　もちろん、あくまでヴィクトリカにしては、だが……。

　しかし、学園を出る前にもらった手紙に、一言『ばか』としか書いてなかったことや、さっき電話をしたとき、助けてくれと頼んでいるのに、やはり「ばか！」としか言われなかったことを思い出すと、一弥は次第にむかむか腹が立ってきた。

「退屈だ、事件を起こして死ぬほど困りたまえ、ってさんざん駄々をこねてたくせに、いざとなると、機嫌が悪くて相手をしてくれないなんて……！」

「……なんの話だね、久城くん？」

「い、いえ、なんでも……」

　一弥はため息をついた。

　──会議室では刑事たちが小声でなにか囁ささや

 き合い、こちらをみつめている。苛いら
 立だ

 ちが満ちてきた。

　一弥は立ち上がり、手近にいた刑事の一人に、

「あの……電話を貸してもらえますか？　ええと、その、ちょっと友達に、電話を……」

　警部が小声でなにやら言うのを、一弥が、

「わかりました。彼女にはぼくから頼みます。でも、こういうことはこれっきりです」

「……君からだぞ。久城くん」

「しつこいなぁ、警部。男に二言はありませんってば。警部にはあるみたいですけどね」

　一弥はつぶやくと、受話器を握りしめ、交換手に聖マルグリット学園の名を告げた。
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　ソヴレムの喧けん
 噪そう

 も遠く離れた山やま
 間あい

 の村には届かず、山脈の麓ふもと

 に広大な敷地を誇る聖マルグリット学園には、静けさが満ち満ちていた。

　コの字形をした大校舎の一階にある事務室は、豪ごう
 奢しや

 な造りの学園の中ではもっとも質素な、そして実務的な部屋と言えた。机や椅子、壁紙などに装飾が少なく、全体的に濃い茶色に沈んでいる。

　真ん中の大きな机に、若い小柄な女性が向かっていた。セシル先生だ。さっきから試験答案の採点をしているらしく、生徒が書いた答えを読んでは感心したり、あらまぁなどとつぶやいたりを繰り返していた。

「それにしても……やってもやってもぜんぜん終わらないわ。どうしてかしら……？　もしかしたら、夜中に小人さんがやってきてざざーっと増やしてるのかも」

　セシル先生が顔を上げてため息をついたとき、壁際で電話が鳴り始めた。あわてて壁に手を伸ばし、受話器を取る。

　交換手がソヴレムのソヴュール警視庁からだと告げた。セシル先生は一瞬だけびっくりしたが、電話の向こうから一弥のいつも通りの声が聞こえると、

「なんだ。久城くんだったの……？」

　とほっとしたようにつぶやいた。そして、

「もしもし、久城くん？　またヴィクトリカさんの声が聞きたくなったの？」

『…………
 わかりました。それでいいです』

　いかにも素直じゃない態度で、一弥が答える声が聞こえてきた。セシル先生は知らず笑顔になった。

『そうです。半日もヴィクトリカと離れていたので、とても声が聞きたいんです。もう別にそういうことでいいので、急いでいるので、電話を代わってください』

「わかったわ。ちょっと待ってね」

　なにを怒ってるのかしら？　と首をかしげながらも、セシル先生はうなずいた。





　学園の敷地の隅にある巨大な迷路花壇──。

　色とりどりの小さな花が咲き誇る花壇にも薄闇が迫り、白やピンクや黄色の花びらが少し不安そうに風に揺れていた。

　その奥──

　迷路の真ん中にある小さな家の、これまた小さなベッドルームで、ヴィクトリカは……天てん
 蓋がい

 付きベッドの真ん中に羽毛布団のおだんごをつくり、中にこもってぴくりとも動かなかった。

　ドアをそうっと開けて顔を出したセシル先生は、お団子状になった羽毛布団をじろじろ見ていたが、やがて小声で「これかしら？」とつぶやくと、首をひねりながらも、人差し指でつんつんっとつついた。

　しばらくして、布団の奥から、

「……誰だ？」

　無意味に偉そうな口を聞く、小さなしわがれ声が返ってきた。

「また電話よ、ヴィクトリカさん」

「……なんだ、セシルか」

　布団の奥でヴィクトリカは身じろぎした。

　──さきほどの痛い注射の後、ベッドに戻ったところで、ヴィクトリカの記憶はぷっつり切れていた。注射が効いて眠ってしまったのかもしれないし、ショックのあまり気絶してしまったのかもしれなかった。熱のせいかおかしな夢を見ていたような気もするが、思い出せない。

　ヴィクトリカはそっと目を開けたが、視界はまだ熱でぼんやりと滲にじ

 んでいた。頭も痛くて、考えがまとまらない。

　ぼんやりしたまま、だがヴィクトリカは怒りを込めて、言った。

「セシルとは絶交だ」

「……あら、そう。だけど久城くんとは仲良しでしょう？」

「あれはわたしの、その……愚かなる下僕だ」

「あら、ま。そんなこと言ったら久城くん、怒るわよ。怒ったらたいへんよ？」

「そうなのだ……。あいつが怒ると、すごく……うるさいのだ…………
 」

　ヴィクトリカはそうつぶやきながら、ゆっくりと起きあがった。

　布団からもこっと顔を出すと、こちらを見ていたセシル先生の顔に驚きの表情が浮かんだ。ヴィクトリカは顔にかかる長い金髪を小さな両手でかきあげて、寝汗でべたべたしているレースの寝間着に顔をしかめて、それからセシル先生に、

「……なんだ？」

「顔、真っ赤」

「…………
 」

「注射、効かなかったのかしら？　困ったわ……」

「電話、電話、電話……」

　ゆっくりと起きあがって歩きだそうとしたヴィクトリカは、ふらついてすてーんと尻しり
 餅もち

 をついた。床に落っこちた小さな丸いお尻に、ぱしんと叩たた

 かれたような痛みが走った。ヴィクトリカは泣きそうになった。歯を食いしばって涙をこらえ、立ち上がる。

　またふらついた。セシル先生があわててヴィクトリカをベッドに戻そうとした。

「ヴィクトリカさん、ベッドに寝てて。久城くんにはわたしから断っておくから」

「む……」

　ヴィクトリカは顔をしかめた。

　いかにも強情な様子で、

「電話には出る」

「ダメよ、ヴィクトリカさん……」

「出るったら、出るのだ！」

　ヴィクトリカはふらつきながら、大きな枕を抱きしめて、となりの部屋に入っていった……。





『ヴィクトリカー!?
 　出た？　君ね、電話に出るの、遅いよ。どうせ分厚いラテン語の本かなんか読んでて、マカロンを二つも三つも頰張ってて、久城って誰だ？　なんて言ってたんだろ？　もしもし？　もしもしー？』

　苦労してようやく電話に出たヴィクトリカは、しかし、いきなり電話を切りたくなった。

（久城め……。いつしゃべっても、感じの悪いやつだ。しかも電話となるとまた格別だな……）

　そう言ってやりたいが、高熱のせいで気が遠くなっていて、うまく毒づけない。ヴィクトリカがなにか言おうと口を開く前に、一弥がまた話しだした。

『こっちは大変なんだよ。とにかく大変なんだ。デパートから人が消えてて、女の子が悪魔がどうのって騒いだあげく倒れちゃって、デパートの部屋がまるで変わっちゃってさ。でね……』

「久城……」

『なに？』

「なんだかわからないが、切るぞ」

　受話器を置こうとすると、一弥の絶叫が聞こえてきた。ヴィクトリカは顔をしかめ、仕方なくもう一度、熱で真っ赤に染まった小さな耳に受話器を当てた。

『切らないで！　ヴィクトリカ、頼りにしてる！』

「……しなくていい」

『君が友達思いの優しい子だって信じてるよ』

「……噓をつくな」

　ヴィクトリカは震える両手で重い受話器を握っていたが、足もふらつき、腕もだるくなってきたので、そのまま床にぺたんと座りこんだ。女の子座りをして、壁にふらふらもたれて、息も絶え絶えに、

「……説明したまえ」

『聞いてくれるの？』

「なにしろ、退屈、だから、な……。おもしろい事件なのだろうね？」

『うん。ぼくにとっては不思議で、それにすごく困ってるんだよ……。だけどヴィクトリカにとってどうなのかはわからない。いったいどんなことであれば、君みたいな子の退屈を覆すことができるのかは、ぼくっていう人間にはまだわからないんだよ。……ごめんよ』

「謝らなくていい。とにかく……最初から落ちついて説明……したまえ……。さっきの説明は、さっぱり、わからん……」

　電話の向こうで、一弥が大きく息を吸ったのがわかった。ヴィクトリカは壁にもたれて、はぁ、はぁ、と熱い息をしながら、受話器から聞こえてくる一弥の声に一生懸命耳を澄ませた。

　そして一弥が説明し始めた──。





　学園でクラスメートの少女から聞いた、ソヴュール王国の首都ソヴレムを舞台にした怪談。デパートの試着室に入った令嬢が生首だけになっていた話や、迷子を心配してついていったまま消えてしまった人。そして路上生活者のふりをした殺人鬼が、服の下にたくさんの子供の死体をつり下げて歩いている話……。

　そして、ソヴレムに向かう列車の中でグレヴィール・ド・ブロワ警部と出会ったこと。ブロワ警部から、実際にソヴレムでは数年前から〈闇に消える者たち〉という事件が多発していることを聞いた。怪談は事実を元につくられているのだろうか──。

　ブロワ警部がソヴュール警視庁から、戦時中に消えた美術品の密売ルートを探る仕事を依頼されていたこと。そしてソヴレムに着いた一弥は、デパート〈ジャンタン〉の中で迷い、不思議な部屋に入り込んだこと。そして不思議な少女に助けを求められたが、警官を連れて戻ったときには、部屋は驚くほど変わっていて、少女もマネキンに替わり、しかも店員たちは誰も一弥を見ていないと言い張ったこと。

　再会した少女は、自分は〈ジャンタン〉の試着室の鏡の中から連れ去られ、鏡の国に行き、ほかの人々もみな悪魔の儀式で生い

 け贄にえ

 にされるのだと怯おび

 えていたこと……。





「──ぐじゃ！」

　熱心に聞いていたヴィクトリカは、緑の瞳ひとみ

 を細めながらくしゃみをした。

　すると、電話の向こうで一弥がびっくりしたように、

『いまの、なに？』

「ぐじゃ！　ぐじゃ！　ぐじゃっじゃ！」

『ヴィクトリカ、もしかしてそれ、くしゃみなのかい？　あはは。おかしなくしゃみだなぁ！』

　──がちゃん！

　ヴィクトリカは電話を叩き切った。

　ふぅふぅと息をついて、どんどん上がってくる熱に朦もう
 朧ろう

 としていると、またセシル先生が顔を出した。

「ヴィクトリカさん、また久城くんから電話よ」

「むっ……？
 」

「すごーく怒ってたわよ。喧けん
 嘩か

 したの？」

「……久城のくせに、怒るとは」

　ヴィクトリカははぁはぁと熱い息をしながら、震える手を伸ばして受話器を取った。そのまままた床にしゃがみ込む。寒気がして知らず震えてしまう。

「……なんだね？」

『いきなり切るなよ！　ヴィクトリカのばか！』

「むっ!?
 」

　一弥がすごく怒っている様子に、ヴィクトリカは少しだけひるんだ。

『いいかい、ヴィクトリカ。今度電話を切ったら絶交するからね』

「…………
 」

　ヴィクトリカは泣きそうな顔になった。震える声で小さく、

「絶交は、いやだ……」

『そりゃあ、ぼくだって！　……あれ？』

　ようやく一弥が異変に気づいた。気味悪そうに小声でささやく。

『どうしたの？　君ったら、ヴィクトリカ・ド・ブロワのくせにやけに弱気じゃないか？　もしかして相当、調子が悪いのかい？　そういや朝、風邪を引いてたね。熱、少し上がった？』

「……上がったとも」

　ヴィクトリカは怒りを抑えた低い声でつぶやいた。一弥はしばらく、彼の生まれ育った国独特のわけのわからない風邪対策についてしゃべっていたが、やがて、

『それでね、後はええと、ソヴュールにある野菜だったらポロネギでいいや、それを鼻の穴に二本、突っ込むんだよ。あとおへそにね、木の実でつくった酸っぱいピクルスを一個、張るんだ。あと……聞いてる、ヴィクトリカ？　あ、もしかしてぜんぜん興味なかった？　え……注射したの？　それならもう大丈夫だね。だけど痛かっただろ？　君、ちょっとデコピンしただけで子供みたいに痛がるんだもんなぁ！……
 もしもし？　えーと、怒ってない？』

「君なんか、死ぬほど困ってたって、絶対に助けてやらん」

『……ヴィクトリカ、君ねぇ。だけど君、こういうときに役に立たなかったら、ただの意地悪っ子だよ？』

　ヴィクトリカは一弥の暴言にびっくりしたように、緑色の瞳を大きく見開いた。瞳がどんどん潤んでいく。小さな両手で受話器をギュッとつかみ、震える声で、

「ち、ちがう……。わたしは意地悪っ子じゃない、ぞ……」

『じゃ、助けてよ！』

「…………!?

 」

　一弥はいつになく強気で、ちょっと意地悪だった。熱に朦朧としながらもヴィクトリカは、愚かなる下僕のはずの一弥がこんな生意気な態度なのは、もしかしたらこれが電話越しの会話で、遠く離れた場所にいるせいではないかと思い当たった。

　熱が下がったら、そして一弥が学園に戻ってきたら、いったいどうやって痛めつけてやろうかと悪魔的に瞳を光らせながらも、ヴィクトリカは言った。





「久城──ペーパーウェイトを探したまえ」





　電話の向こうで一弥が「……へ？」と聞き返した。
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「ペーパーウェイト……？」





　一弥は聞き返した。

　──さっきから一弥とヴィクトリカのやりとりをいらいらしながら聞いていたグレヴィール・ド・ブロワ警部が、あわてて受話器に耳を近づけようとした。一弥の頰にドリル頭の先が突き刺さり、一弥は悲鳴を上げた。

「痛いッ！」

『……なんの騒ぎだね？』

「君のお兄さんが狂ったように近づいてくるんだよ！　あっちいってくださいよ、もう！」

『……グレヴィールがいるのか』

　ヴィクトリカの声がかすかに沈んだ。一弥が警部のほうを振り向いた。警部は途端に電話から離れてナイスポーズで立つと、わたしはいないよ、と言うように首を振った。

「……いるけど、いないって言ってほしいみたいだよ」

　ブロワ警部が眉まゆ

 をきりきりつり上げた。一弥はかまわず、

「ここはブロワ警部に関係なく、ぼくの頼みとして聞いてほしいんだ……。もし本当に何者かが人々をさらっているんだったら、放ってはおけないよ……。もっともブロワ警部のほうは、ただ手柄を立てたいだけだと思うけどね……どうやら、ソヴレムで手柄を立てたくてムキになってるみたいなんだ」

『なるほど、ジャクリーヌか……！』

　ヴィクトリカは謎の言葉をつぶやいた。一弥は「ジャクリーヌ？」と聞き返しながら、ブロワ警部のほうを振り返った。警部はその言葉が聞こえた途端、あわてて一弥に背を向けた。〝ジャクリーヌ〟と言えば、ブロワ警部がシャルル・ド・ジレ駅のホームに降り立ったとき、ご婦人をみつけて人違いをして叫んだ名前だが……？

　一弥の問いに、電話の向こうのヴィクトリカも答える様子はなかった。ヴィクトリカはどうやら、一弥が思っていたよりずっと風邪がひどいらしく、時折はぁはぁと苦しそうに息をしては、絞り出すように話している。

『ガラス製のペーパーウェイトがないかね？』

「ちょっと待って……」

　一弥は会議室の中を見回した。書類の上に置かれた無骨なガラス製のペーパーウェイトをみつけると、

「あったよ」

『つかみたまえ』

「……つかんだよ？」

『振り上げたまえ』

「う、うん……。振り上げてみたよ？」

『床に落としたまえ』

　一弥は沈黙した。

『言われたとおりにやりたまえ……ぐじゃ！』

　一弥は会議室の中を見回した。なにごとか、と固かた
 唾ず

 をのんでみつめている刑事たちの顔を見てから、しかし仕方なく、ヴィクトリカの言うとおりに、握りしめたペーパーウェイトを床に落とした。

　ガラスの塊はゆっくりと落下していった。

　そして……

　硬い床に叩たた

 きつけられた瞬間、甲高い音を立てて、粉々に、割れた。

　一弥はしばらく割れたペーパーウェイトをみつめていた。それから、

「……割れたよ？」

『いい加減気づきたまえ。中途半端な秀才め。ごほっ……！
 』

　ヴィクトリカがいらいらしたように毒づき始めた。一弥はあわてて、

「な、なんだよ？」

『君、君がどうして〈ジャンタン〉のやつらにばかされたかの答えが、たったいま出たのだよ。君が出ていった後、内装を変えて、口裏を合わせて、君なんか見ていないと言い張った理由が、これだ』

「…………
 」

『君はその部屋でたくさんのものを落とした。金属の櫛くし

 、ブローチ、そしてガラス製のはずの〈青い薔薇ばら

 〉のペーパーウェイトだ。しかしペーパーウェイトは割れなかった。なぜだね？』

　一弥の顔つきが変わった。

『……君が落とした〈青い薔薇〉は、ガラス製ではなかったからではないかね？』

「まさか……！」

『ガラスなら割れていたはずだ。しかしブルーダイヤモンドなら、割れない。君がその部屋で見たものは、ペーパーウェイトではなく……』

　ヴィクトリカは消え入りそうな弱った声で、だがきっぱりと言った。

『大戦中にソヴュール王室の宝物庫から盗まれた、本物の〈青い薔薇〉だったのだよ。おそらく、闇に開く口〈ジャンタン〉こそが、グレヴィールが目の色を変えて探している、美術品売買の舞台でもあるのだ』





　会議室のドアが開き、〈闇に消える者たち〉捜査担当の刑事たちが入ってきた。最後に警視総監であるシニョレー氏も入ってきて、黙ってブロワ警部をみつめた。

　ブロワ警部は肩をいからせ、

「美術品売買と〈闇に消える者たち〉の事件は、ともに〈ジャンタン〉が舞台であると思われます」

　警部は〈ジャンタン〉に踏み込み、証拠をみつけたい由を主張した。刑事たちからは賛成する声が少数上がったが、大半は疑問視する声と、オーナーであるガルニエ氏の社会的地位の高さを危き
 惧ぐ

 する声だった。

　ブロワ警部は強硬に自説を繰り返した。責任が取れるのか、との声に、

「失敗した場合は──わたしは職を辞します」

　硬い声でつぶやいた。

　一弥はその横顔に浮かぶ真剣そのものの表情に、おやっと思った。

　──いままで、聖マルグリット学園のある村で起こった事件を捜査する姿しか見たことがなかったが、ブロワ警部がここまで真剣な顔をしていたことはなかった。警部の横顔に、どうしてもソヴレムで手柄を立てたいという焦燥感が満ち満ちていることを、一弥は意外に思った。名門ブロワ侯爵家の嫡男である警部は、趣味が高じて警察の仕事をしているだけで、警視庁での出世に目の色を変えているわけではないはずなのだが……。





　──最終的にシニョレー氏が許可を出した。ソヴュール警視庁から〈ジャンタン〉への強制捜査が決まった。
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　ソヴレムの乾いた街に、夕刻が沈み込むようにゆっくりと迫ってきていた──。

　警視庁総勢百名の警官たちが〈ジャンタン〉を取り囲み、その先頭をきるブロワ警部の顔には自信がみなぎっていた。

「……どういうことなのかね？」

　応対に出た〈ジャンタン〉オーナーのガルニエ氏は、薄く微笑みながらブロワ警部を見返した。それから傍らに立つ一弥に気づくと、おやっと片眉を上げて、

「今朝の……？」

「いえ、今朝のことではないのです」

　警部は警視庁で発行され、警視総監シニョレー氏の判を押されている書類を見せた。

「〈ジャンタン〉の捜査許可が出ています。入らせてもらいますよ」

「……いったいなんの捜査かね？」

「消えたお嬢さんたちと、あなた方が持っているはずの〈青い薔薇〉の捜査ですよ」

　かすかに……ガルニエ氏の顔色が変わったように見えた。しかしつぎの瞬間、ガルニエ氏は肩を震わせて笑い始めた。

「わははははははは！」

　大きな笑い声に、ブロワ警部がびくりとした。ガルニエ氏の背後で、店員たちもまた、彼に合わせるようにつぎつぎに笑いだした。

「わはははははは！」

「わはははははは！」

「わはははははは……！」

　彼らの表情には意志がまったく感じられず、能面のように無表情だった。

　──一弥は目をそらした。

　笑い声が警官たちを取り巻く中、警部を先頭に〈ジャンタン〉内部に突入した。





「あったか？」

「いえ……！」

「もっと探せ！　必ずあるはずだ！」

　ブロワ警部と警官たちは怒鳴り声を掛け合い、デパート内部を調べ続けていた。

　一弥は警部に続いて、いちばん初めに自分が迷い込んだ、ガラスケースがたくさんあった部屋に辿たど

 り着いた。

　ガラスケースの中にはきらきらと華やかな商品が並んでいたが、どれも盗まれた美術品ではなく、また特に高価なものではなかった。下の倉庫を調べている警官たちからも、なにもみつからないという報告がきた。

　美術品も消えた少女たちも、みつからない。

　上の部屋にあるのは偽物のペーパーウェイトやアクセサリーで、下の倉庫にあるのはマネキンばかり……。

　ブロワ警部がいらいらと歩き回り、

「そんなはずはない……！」

　悲鳴のような叫び声を上げた。ガラスケースを叩き、悔しそうに唇を嚙か

 む。

　それから、黙っている一弥に怒鳴るように激しく話しかけた。

「秘密はデパート内部にあるはずだと思わないかね、久城くん。君がみつけた〈青い薔薇〉はデパートの一室──この部屋にあった。そして君が連れてきたロシア人少女アナスタシアも、自分たちはデパートの一室に閉じこめられていて、窓から王宮が見えたと話していた。それに、ルイジが小さな女の子に助けを求められたときも、その子はデパートの中から飛び出してきたのだったね？　つまり……」

　一度言葉を切る。そして悔しそうに、

「すべてはこの中にあるはずなのだ」

「……ええ」

　一弥は床に膝ひざ

 をついて考え込んでいた。ブロワ警部が不思議そうに聞く。

「なにをしているのだね？」

「警部、ぼくが最初にこの部屋に入って本物の〈青い薔薇〉をみつけたとき、壁紙は茶色で、床は黒と白の格子縞じま

 をしたタイルでした。そしてシャンデリアは花の形をしていた。シックな部屋だった。だけど警部と一緒に戻ってきたとき、壁紙は金色に変わり、シャンデリアの形も変わっていた。ガラスケースの中身もべつのものにすり替えられていた。そして床も赤い絨じゆう
 毯たん

 に変わっていた……。悪趣味なほど派手な部屋に変わっていたんだ……！」

「ああ……それがなにかね？」

　一弥は黙って、床に敷きつめられた赤い絨毯の端をつまむと、思い切り引っ張った。

　警部が思わずため息をついた。

「……そうか」

　絨毯の下から──

　黒と白の格子縞のタイルが現れた。ひんやりと冷たく光っている。

「つまりこういうことです。ぼくたちはガルニエ氏にコケにされているんだ……！」

　ゆっくりと立ち上がる。

　一弥とブロワ警部はじっと顔を見合わせ、立ち尽くした。





　──警官の叫び声が上がった。ブロワ警部とともに一弥も、〈ジャンタン〉三階にある高級婦人服売場に駆け込んだ。

　警官が取り囲み、調べているのは試着室の一つだった。

　一弥の胸に、あのおかしな老女の声がよみがえる。

〈娘はドレスを買おうとしたんだ。わたしが買ってやるって言ったんだ。娘はドレスを持って一人で試着室に入ったんだよ。それきりいつまで待っても出てこなくて、ドアを開けたらいなかったんだ……誰も、誰もいなかったんだ〉

　警官の指差すほうを、警部とともに見る。

　──試着室の扉が開け放たれていた。三方を壁に囲まれ、奥の壁だけが鏡張りになっていた。その鏡がゆっくりと動いた。一弥は警部と顔を見合わせた。

〈それきりいつまで待っても出てこなくて……〉

　鏡の向こうに、人が三、四人入ればいっぱいになる、粗末な小部屋があった。

〈ドアを開けたらいなかったんだ……〉

〈誰も、誰もいなかったんだ〉

　それからまた、必死に訴えるアナスタシアの声も……。

〈試着室に入れられたの。ドアが閉まったら、鏡が開いたの──〉

〈鏡の中に連れ去られて──〉

〈泣いてた──〉

〈ずっと鏡の国に──〉

　一弥は知らず体が震え出すのを感じた。

（鏡の国だ。この粗末な小部屋が、アナスタシアが訴えていた鏡の国なんだ……！）

　だが、しかし……。

　警官たちが小部屋の中を調べたが、なにもみつからなかった。ガルニエ氏が肩をすくめて、

「そこは倉庫だ。普段はあまり使っていないがね」

「……しかし！」

　一弥が叫ぶのを、ブロワ警部が遮った。それから懐から懐中時計を出し、ちらりと見た。焦りの色がその横顔に浮かんでいた。一弥も唇を嚙んだ。

「久城くんの言いたいことはわかっている。確かに、試着室の奥に隠された部屋があった。デパートに入ったきり出てこなかった令嬢たちは、ここから連れていかれたのかもしれない……。だが証拠はない。なにもないのだ。これでは足りない……。ただの倉庫だと言われてしまえば我々には、どうすることもできない」

「しかし……！」

「どうして人々が消えるのか。彼らの動機もまた謎のままだ」

　一弥は、アナスタシアの声を思い出した。

〈悪魔がきて儀式をする。そのために監禁してる〉

〈悪魔の儀式！　悪魔！　悪魔の儀式！〉

〈わたしたちは生い

 け贄にえ

 。生け贄を囲んで、悪魔たちがきて、へんな呪じゆ
 文もん

 をたくさん唱える。こうやって手を上げて……〉

　一弥は首を振った。ブロワ警部も悔しそうに唇を嚙んでいる。

「アナスタシアは悪魔の儀式の生け贄だと……」

「まさか、そんなことが……。それに、久城くん。我々がみつけなければならないのは、王宮の宝物庫から消えた美術品だ。それからデパートから消えた令嬢たちだ。具体的な証拠だ。それはこのデパート内にあるはずなのだ。それをみつけなければ……」

　警部はまた懐中時計をみつめた。一弥も覗のぞ

 き込む。時間は午後六時三十分を指していた。ガラス窓の向こうから、暮れかけた夕日が眩まぶ

 しく二人を照らし出した。

　警官たちは途方に暮れた顔をして、ブロワ警部をみつめていた。ガルニエ氏と店員たちもまた遠巻きにしていたが、彼らはにやにや笑いを張りつけたような顔をしていた。

「みつからなければ、このまま時間切れだ……」

　ブロワ警部はまた悔しそうにつぶやいた。

　一弥は大きくため息をついた。

　──ガルニエ氏と店員たちが近づいてきた。ガルニエ氏が薄ら笑いを浮かべて、

「君たち、そろそろあきらめてはどうだね？　もう一時間にもなる。なにもみつけられないと思うがね？　なにしろ〈ジャンタン〉には隠し部屋など最初からないのだよ」

「いや……」

　ブロワ警部がなにか言いかけると、ガルニエ氏はとつぜん怒鳴りつけた。

「いい加減にしろ！　もう出ていきたまえ！」

　一弥が進み出た。

「あの……電話を貸してもらえますか？」

　警部が小声でなにやら言うのを、一弥が、

「わかってます。彼女にはぼくから頼みます」

「ほんとだぞ、約束だぞ。久城くん」

　こそこそ言い合う二人をガルニエ氏は不審そうに見ていたが、やがてうなずいた。

「電話ぐらい貸してやるが？」

「ありがとうございます」

　一弥はうなずいた。
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　山やま
 間あい

 にひっそりと佇たたず

 む聖マルグリット学園の広大な敷地にも、夕刻が少しずつ近づいてきて、橙だいだい
 色いろ

 をした眩しい日射しが薄く立ちこめていた。昼間のあいだは蒸し暑く感じた空気も、ほどよく冷えて、気持ちのいい風が敷地内の庭園を時折ゆっくりと吹き抜けていった。

　大校舎の一階にある事務室は静かだった。

　壁際にセシル先生が立ち尽くしていた。大きな丸眼鏡の奥で、ぱっちりした瞳ひとみ

 が不安そうに沈んでいる。

　セシル先生は壁にかかった電話機の前に立って、受話器を握りしめていた。

「ええ、ですから、それは……」

　声は沈んでいて、その表情も苦い。

「確かにわたしたちの監督が甘かったのです。そこは重々に……」

　窓の外から、楽しそうにおしゃべりしながら通り過ぎる生徒たちのざわめきが聞こえてきて、やがて通り過ぎていった。そろそろ門限が近い。学園のあちこちで思い思いに過ごしていた生徒たちも、それぞれの寮に戻るところなのだろう……。

「……お願いです、ブロワ侯爵」

　セシル先生は硬い声で言った。少し躊躇ためら

 ってから、後を続ける。

「あんなことはもう起こらないと約束します。門番を増員しましたし、彼女本人にもよく言って聞かせました。それに、一緒に出奔した生徒はとても真面目な性格の子で……ヴィクトリカさんにぴったり付き添って、ちゃんと学園まで帰ってこさせましたし、もう二度とするなと言えば、本当に二度としない子です。信頼できる生徒です。はい……」

　セシル先生はしばらく相手の声を聞いていたが、遮って、

「もうしばらくわたしたちにお任せいただければ、と……。約束します。きちんと監督いたしますので……。そんな……修道院なんて、あんまりです。絶対、水に合いません。いまだって……いまだって、ヴィクトリカさんは人がたくさんいる教室には顔を出さないんです……。まだあまり人に慣れていないんです。それなのに女性ばかりの禁欲的な集団生活なんて、無理だと……」

　最後はため息混じりだった。

　セシル先生は何度か「お任せください……」と繰り返すと、電話を切った。受話器を置いて大きくため息をつき、しばらくうつむいていたが、とつぜんキッと顔を上げた。

　怒っている顔だ。瞳が見開かれ、大きな丸眼鏡が半分ほどずり落ちている。

「まったく……修道院なんて、いやなおじさん！　貴族のいやなおじさんが考えそうなことだわ。セシルは怒った！」

　つぶやいて、右足を振り上げて手近な椅子の背を蹴け
 飛と

 ばそうとしたが、目測をあやまったのかちょっと届かず、スカッと空振りする。スカートがひるがえり、白いモスリンのペティコートと、同じくモスリンのドロワーズがふわあっと広がった。その瞬間にちょうど事務室に入ってきた老教師が、眼鏡に手を当ててあきれたように、

「セシル、なにをやっているのだね？」

「へっ？　あ、いや……なんでも……」

「さては君、一人で踊ってたんだろう？」

「い、いえ、いくらなんでも、そんなこと……」

　セシル先生はおたおたと反論しようとしたが、椅子を蹴ろうとして空振りしていたとも言えずに困っていると、

「セシル、君もそろそろ落ちつきなさい。もう生徒ではないのだから。君はもう教師なんだからね」

「……わかってます！」

　セシル先生はすねたように、老教師に背を向けた。

　昼にきてもらった村の医者といい、庭園を任されている庭師といい、この口うるさい老教師といい……数年前まで聖マルグリット学園の生徒だったセシル先生の、しかもあまり優秀とは言えなかった生徒時代を知る人間は意外と多い。折にふけて「しっかりしなさい」などと注意されることが多く、セシル先生はときどき、やりにくい職場だなぁと思うのだった。

　すねたようにふくれていると、目の前の電話が鳴り始めた。あわてて受話器を取ると、交換手がまたも、ソヴレムからの電話だと告げた。今度は〈ジャンタン〉というデパートからだった。セシル先生はちょっとあきれながらも、特にかわいがっている生徒である一弥の声が聞けたことに、ほっとした。知らずうれしそうな声になって、電話の向こうにいる男の子に向かって言った。

「もしもし、久城くん？　久城くんったら、そんなにもヴィクトリカさんの声が……」

『ちがーう！』

　電話の向こうから生真面目そうな少年の抗議の声が聞こえてきた。
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「それでね、ヴィクトリカ。あとちょっとっていうところで行き詰まってるんだよ。このままだとブロワ警部はクビになっちゃうみたいだけど、それはこの際、どっちでもいいや。隠し部屋がどこにあるのかが、どうしても……」

『久城……』

　電話の向こうで、ヴィクトリカが息も絶え絶えに言った。

『君……よく、しゃべる男だなぁ』

「……そ、そう？」

『なんだか腹が立ってきた』

「ごごご、ごめん。静かにするよ」

『…………
 』

「…………
 」

『………………
 』

「……………………
 」

『…………………………
 』

「……ヴィクトリカ？　起きてる？」

『うるさい！』

「うわ！　ご、ごめん……」

　一弥はヴィクトリカに怒られ、あわててあやまった。

　うなだれて、じいっと待つ。

　電話の向こうではヴィクトリカが、『む……』とか『うぅ……』とか、苦しそうな声を上げている。

　やがてヴィクトリカがもそっと言った。

『久城……』

「はいはい、なんでしょう」

『ブルー・ジョンを用意したまえ』

「……えっ？」

　一弥は聞き返した。

　ブルー・ジョンとは、ヴィクトリカが子供の頃にブロワ警部を脅すために使った蛍石の名前だが……。

　ヴィクトリカはどうやら、一弥が思っていたよりずっと風邪がひどいらしく、時折はぁ、はぁ、と苦しそうに息をしては、絞り出すように話し始めた。

『さらわれた令嬢や子供を隠す秘密部屋が、もしあるとすればだね……はぁ、はぁ……それはソヴュール王宮前の広場がある方向の窓に面しているはず、なの、だ……』

「どうしてだい？」

『君に助けを求めた少女は、その……はぁ……窓から王宮が見えたと話していたのだろう？』

「……そっか！」

『〈ジャンタン〉の王宮に面した窓すべてにブルー・ジョンの粉で印をつけるのだ。右から左に数字を書けばわかりやすいだろう。もうすぐ、午後七時、だ……』

「ん？」

『デパートの閉店時間だよ、君。閉店して明かりを落とせば、暗くなったデパートの窓すべてに、はぁ、はぁ……青い燐りん
 光こう

 による数字が浮き出る。だが隠し部屋の窓だけは浮き出ないのだ……。ただ一つ、数字の出ない部屋の左右の数字から、場所を突き止めることができる……』

「そうか……！」

　一弥は受話器から顔を離すと、ブロワ警部を呼んだ。小声でいまのアドバイスを告げると、警部はうなずき、警官たちに指示を出すために歩きだした。

　一弥は礼を言って電話を切ろうとしたが、ヴィクトリカはまだなにかをつぶやいていた。

『久城……。わたしは君から間接的に、起こっている出来事を聞いたに過ぎない。だが……』

「なに、ヴィクトリカ？」

『うむ……』

「ねぇ……。アナスタシアがずっと話していた悪魔の儀式とか、悪魔の手先とか……。あと、頭が二つある鷲わし

 とか……。なんのことだったんだろう？　どうやら最近では、植民地から入ってくる悪魔崇拝やおかしな宗教儀式が、ヨーロッパで密ひそ

 かに流行はや

 っているようだけど……」

『悪魔などいないよ、久城』

「うん、それはわかってるけど……」

『悪魔ではない。人間だよ……。君、彼女が見た双頭の鷲というのはだね……』

　ヴィクトリカの声は熱に浮かされて弱々しくなっていった。一弥は心配になり、

「ヴィクトリカ、なんだか無理させちゃって、ごめんよ……。ちゃんとおみやげを持って帰るからさ……」

『君のおみやげは、わけがわからないへんなものだから、いらない』

「こらッ！」

『とにかく、悪魔ではないのだ。そうではないのだ。久城……』

　ヴィクトリカの声は小さくなっていった。

『君、アレキサンドライトの指輪を覚えているかね？』

　一弥はヴィクトリカが指にはめていた不思議な指輪のことを思い出した。光の違いによって赤に、緑に色を変えた不思議な指輪……。

「魔法の指輪だろ？」

『ああ……』

　ヴィクトリカは、はぁ、はぁ、と息をしながら、

『君、この事件はアレキサンドライトなのだよ……。見方によって、角度によって別の色に見えるが、じつはそれは同じ石なのだ……。わかるかね？』

「……ぜんぜんわかんない」

　苛いら
 立だ

 ったような沈黙が伝わってきた。ヴィクトリカはううん、とうなってから、老女のようにしわがれた不思議な声でつぶやいた。

『アレキサンドライトだ。久城、おそらくその隠し部屋では恐るべきことが起きているはずなのだよ……君…………
 。アレキサンドライトなのだ…………！
 』
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　警官たちとともに一弥とブロワ警部もデパート中を走り回り、王宮前広場に面したすべてのガラス窓に、右から左へ数字を入れていった。

　蛍光性の粉が髪や衣服につき、粒子がきらきら輝いた。やがて一階から最上階の六階まですべてを終えると、ブロワ警部が懐中時計を取りだして時間を確認した。七時になろうとしていた。……〈ジャンタン〉閉店時間だ。

　一弥とブロワ警部はうなずきあった。

　それから、自分たちがまるで相棒のようにうなずきあったことに気づくと、同時に顔をしかめた。

「君、あまりこっちを見るな」

「……こっちの台詞せりふ

 ですよ」

　二人は互いに文句を言い合いながらデパートを出て、広場のほうへ向かった。

　初夏の一日とはいえ、日はもう暮れていた。王宮前広場は薄ぼんやりとしたガス灯をいくつも灯とも

 してはいたが、暗い沼のように闇を濃くしていた。金と赤の華々しい制服を身につけた衛兵たちが、駆け込んできた一弥と警部、そして警官たちを不審そうに取り巻いた。

　警部はかまわず、「見ろ！」と叫んで〈ジャンタン〉を指差した。

　午後七時ちょうど──。

　ヨーロッパ中から集められた高級商品と、異国情緒あふれる店員たちに彩られた、ソヴレム一のデパート〈ジャンタン〉の窓を煌こう
 々こう

 と照らしていた灯あか

 りが、一斉に消えた。

　まず、一瞬真っ暗になった。

　その後、闇にぼんやりと、ブルー・ジョンの粉で書いた数字が浮かび上がり始めた。

　衛兵たちもそれに気づき、立ち尽くして不思議そうに〈ジャンタン〉を見上げていた。一弥は一階から順に窓の数字を確認していた。

　二階……。

　三階……。

　そして、四階……。

　五階の窓の十二番と十三番のあいだに、数字がなにも書かれていない大きな窓があった。おそらくカーテンで閉ざされているのだろう……。その向こうにほのかに明かりも見えた。明かりと窓のあいだを時折人が通り過ぎるらしく、ふいに暗くなったり、またもとの明るさを取り戻したりを続けていた。

　一弥が指差すと、ブロワ警部もうなずいた。

　暗い広場に、一弥たちの髪や衣服に付着したブルー・ジョンの粉がきらきら輝き始めた。ブロワ警部のドリル頭の先もきらりと青く光っていた。一弥と警部はまたうなずきあい、それに気づいて互いに顔をしかめ、そして……走りだした。





　血相を変えて戻ってきた一弥たちに、一階のフロアに集まっていたガルニエ氏と店員たちが驚いたように振り返った。

　ガルニエ氏が顔をしかめ、

「なんの騒ぎだね？」

「五階にある、とある部屋に用があるのです」

「…………!?

 」

　ガルニエ氏が息を吞の

 んだ。

　背後にいた店員たちが一斉に、つられたように息を吞んだ。ガルニエ氏が目配せすると、店員たちは床を蹴け

 り、一弥たちに一斉に飛びかかってきた。

　逃げるまもなく、腕をつかまれた。警官たちもまた、警棒を振り回して応戦するが、嚙か

 みつかれたり、怪力で投げられたり、人数が同じほどの割にはおそろしく苦戦し始めた……。

　ブロワ警部が両足を別々の少女店員につかまれて、叫び声を上げた。

　ひときわ暴れているのは、金髪に褐色の肌をした混血児の店員だった。片手に鋭利なナイフを持ち、警官たちの急所を狙って飛ひ
 翔しよう

 する。男にしては細いその手に握られているのは、世界大戦で使われた軍隊用のナイフだった。警官たちは腕で自分の急所を庇かば

 い、そのたび腕を切られて血を飛び散らせた。

　ガルニエ氏が混血児の青年に向かってなにか叫んだ。青年が振り返った。ガルニエ氏は一弥を指差していた。

「おい、その少年だ。そいつを止めろ。これは、これは……その東洋人の少年がすべての糸を引いているのだ。そいつを……！」

　──くるり。

　混血児の青年が振り返った。ナイフを口にくわえると、まるで動物のように両手両足を床につき、床を蹴って一弥に向かって飛翔してきた。一弥は足がすくんだが、つぎの瞬間にはその場からとびすさった。

　床に着地した青年が、くるりとこちらに顔を向けた。一弥はその顔面に思い切って蹴りを入れた。長兄から送ってもらった格闘術の本に書いてあったことを、頭の中で反復する。相手は顔を押さえてうめいたが、血の滴り落ちる顔に手を伸ばすとくわえていたナイフを握り、こちらに迫ってきた。

　一弥の鼻の先ぎりぎりを刃先がすり抜けていく。

　右から左からおそってくるナイフに気を取られ、後退する。と、少女店員たちからなんとか逃れたブロワ警部が、背後から青年に体当たりした。青年は振り返り、ブロワ警部に向かってナイフを振り上げた。

　一弥は青年の背後から羽交い締めにして、右腕で首を絞めつけた。強く、もっと強く……。

　青年の動きが、止まった。

　ブロワ警部がナイフを取り上げる。と……。

　ほかの店員たちがわっとつかみかかってきた。ブロワ警部は大声を上げたが、一弥に目で、行け、と合図をした。

　一弥は警官と店員のあいだをうまくすり抜け、フロアを抜け出した。





　階段を使って五階まで駆け上がり、照明の落ちて暗くなった廊下をそっと進んだ。

「一つめの窓はこれだ……。二つめは、これ。三つめは……」

　数え上げながら進んでいく。

　暗い部屋にぼんやりと、青白い燐りん
 光こう

 による数字が浮かんでいる。まるで文字が宙に浮いているように見える。一弥はゆっくりと進んでいった。

「十一、十二……」

　足を止める。

　十二と十三の窓のあいだには、壁があった。商品を並べた棚や小さな通路や、マネキンや……さまざまなものでごちゃついた店内は、空間が把握しづらかった。一弥はその壁の周りをうろうろと歩いた。

　背後から、階段を上がってくる警官たちの足音が近づいてきた。

（壁にしては、分厚い……）

　壁には売り物の高価なタペストリーやペルシャ絨じゆう
 毯たん

 が所狭しと掛けられていた。

（もう一つ、部屋があるんだ。王宮前広場が見える大きな窓のある部屋が……きっと壁の中に……）

　一弥は絨毯やタペストリーを一枚ずつめくり始めた。

「……久城くん!?
 」

　廊下を走ってくる足音が近づいてきた。ブロワ警部が自分を呼ぶ声も聞こえてきた。一弥は壁と絨毯のあいだにいた。ふいに不思議な気持ちになった。このまま進んだら壁の内部にあるおかしな空間に吸い込まれてしまい、やってきたブロワ警部にはみつけられることがなく、そのまま別の世界に吸い込まれていくような……。そしてその場には首だけが残され、胴体はけしてみつからない……。

　デパートには殺人鬼が潜んでいる……。

　いや、悪魔が。

　悪魔崇拝に身を捧ささ

 げるおかしな人々が……。

　そこは鏡の国なのだ……。





　──一弥はドアをみつけた。





　それは壁に掛けられた売り物のタペストリーの一枚によって隠されていた。小さなドアだった。鍵かぎ

 がかかっているものと思ったが、そっとドアノブをつかんで回すと、右にくるりと回った。

　一弥はそっとドアを開けて、中を覗のぞ

 き込んだ。

　──驚くほどたくさんの人がひしめいていた。

　部屋は外からは想像できないほど広く、そして薄暗かった。壁に絵画がかけられ、小さな舞台のようになった壇上にガラスケースが置かれ、きらびやかな宝飾品が入れられていた。

　壇上には、十人ほどの子供が立たされていた。どの顔も恐怖に歪ゆが

 んでいる。

　その周りに紫色の制服を着た〈ジャンタン〉の店員が数人立っていた。ひしめくたくさんの人は、客だった。薄闇に紛れて数十人の人間がそこに立ち、冷たい目で壇上をみつめていた。

　一弥ははっと息を吞んだ。

　あの少女──アナスタシアの声が耳に蘇よみがえ

 った。





〈悪魔の儀式！　悪魔！　悪魔の儀式！

　おかしな儀式。わたしたちは生い

 け贄にえ

 。生け贄を囲んで、悪魔たちがきて、へんな呪じゆ
 文もん

 をたくさん唱える。こうやって手を上げて……〉





　いままさにその部屋で、アナスタシアの語った〝悪魔の儀式〟が始まろうとしていた。

　店員の一人が進み出て、小さな子供を一人、肩を乱暴に押して立たせた。〝生け贄〟だ。そして〝悪魔たち〟──客に向かって笑顔で、

「三万から始めます……」

　客の一人がすばやく手を上げた。アナスタシアが言っていた通りだ……。

「……三万五千。ほかは？」

　別の客が手を上げた。店員がうなずく。

「三万七千。……四万。四万二千。……五万！　五万が出ました。ほかは？　五万一千。五万二千……！」

〝へんな呪文〟は続いた。

（オークションだ……！）

　一弥はうめいた。

（悪魔崇拝の儀式じゃない。これは盗まれた美術品と、消えた人たちのオークション……。ただアナスタシアにはフランス語がわからなくて……おかしな儀式に思えたんだ……）

　ついさっき電話で話したヴィクトリカの、か細い声も蘇った。





〈久城、おそらくその隠し部屋では恐るべきことが起きているはずなのだよ……君…………
 〉





〈君、この事件は……〉





〈この事件はアレキサンドライトなのだよ……〉





〈アレキサンドライトなのだよ……。見方によって、角度によって別の色に見えるが……〉





〈別の色に見えるが、じつはそれは……じつはそれは同じ石なのだ……。わかるかね？〉





　いまや老舗しにせ

 デパート〈ジャンタン〉は、別の色を見せようとしていた。ヴィクトリカの魔法の指輪が、赤から緑へ悪夢のように色を変えたあの瞬間を、一弥はまざまざと思い出した。

　大きく口を開け人々を飲み込む、都市の闇──。

　それさえも人々の欲望の形として、怪談という物語に飲み込まれてしまった──。

　闇──。





〈アレキサンドライトだ。久城……〉





「……久城くん！」

　警部に肩をつかまれた。

　その声に驚いたように、その暗いオークション部屋はしんっと静まり返った。店員と客たちが、同時にゆっくりと振り返る。

　能面のような無表情の、顔、顔、顔──。

　窓の外で月明かりがふっと明るくなった。かかっていた雲が風で流れたのだろう。その顔、顔、顔を青白く照らし出した。

　それは人間の顔には思えない、冷たい、無表情なもの達だった。闇に沈む幽鬼の群れのような人々──。

　だがその静寂は一瞬だった。つぎの瞬間には、店員が叫び声を上げ、客たちもあわてて逃げだそうと、あちらにこちらに走りだした。

「捕まえろ！」

　警官たちが彼らを包囲した。

　阿あ
 鼻び
 叫きよう
 喚かん

 の中、店員も客もつぎつぎ捕らえられ、手錠をはめられて連行されていった。部屋の隅にガラスケースが並び、その中に美術品の数々が並んでいた。巨大な石をはめ込んだネックレスや、王冠、黒白真珠のペンダント……どれも美術の教科書で一度は見たことのあるものばかりだ。

　そして……。

　一弥は震える手を伸ばした。

　ガラスケースの真ん中に、それ
 はあった。

　花びらの開いた大輪の薔薇ばら

 のような形の、めずらしいブルーダイヤモンド……。

　ソヴュールの国宝〈青い薔薇〉……。

　一弥はゆっくりと手を伸ばして〈青い薔薇〉を握りしめた。ダイヤは見た目よりずっと重かった。一弥は腕を振り上げて、床に向かって投げ落とした。

〈青い薔薇〉が落下していき……。

　音を立てて床に傷がついた。ダイヤは傷一つつかず、床の上でまた青く輝いた。警官が手を伸ばしてそれを拾うと、証拠物品としてほかの美術品とともに押収していった。

　ブロワ警部が満足そうにうなずいた。警官たちに、

「美術品盗難の事件は解決だ。併せて〈闇に消える者たち〉の事件もこのわたしが解決してみせたのだ。君たち、シニョレー氏に連絡したまえ」

　指示を出し、それからドアのほうを振り向いた。

　ゆっくりとドアを開けて、ガルニエ氏が入ってきた。観念したように穏やかな笑みを浮かべ、しかしどこか皮肉に唇を曲げてブロワ警部を見る。

「……一巻の終わりだな」

「そのようですな」

「世界大戦終結から六年もの時をかけて築き上げた富と地位だが……失うのはあっという間だ」

「話は警視庁で詳しく聞くことにしましょう」

　ブロワ警部は胸を張り、ガルニエ氏の両手に手錠をかけた。がちゃり、と大きな音が響いた。

「連れていきたまえ」

　警官がうなずき、ガルニエ氏を連れて部屋を出ていった。






　　　　３






　翌朝──。

　一弥はブロワ警部に呼ばれ、再びソヴュール警視庁にやってきていた。

　シャルル・ド・ジレ駅の向かい側にある煉れん
 瓦が

 造りのビルには、たくさんの警官たちが右往左往していて、昨夜の事件に関連する仕事に追われているようだった。

　昨夜、逮捕されたガルニエ氏とその一味は警視庁によって、取り調べが行われていた。

　ガルニエ氏は意外なほどあっさりと罪を認めた。彼は世界大戦中にソヴュール王室の宝物庫を襲った一味の一人で、それを元手に大金を手にして、老舗デパート〈ジャンタン〉を買い取った。デパートが犯罪の舞台となり、大戦終結後のわずか六年でガルニエ氏の事業は急成長した。

　一方、保護された子供たちは病院に収容されていた。回復を待ってそれぞれの事情を聞くことになるらしい。

　一弥は警視庁の一室であのロシア人少女、アナスタシアに面会した。彼女はことのほか元気そうで、一弥に気づくと笑顔になり、

「ありがとう……」

　とつぶやいた。そして、

「箱のふたが開いて、あなたの顔が見えたときに、優しそうで、助けてくれるんじゃないかって思ったの。とっさに、ね。それで頼ってしまったの……。ほんとにありがとう」

　恐怖に怯おび

 えていたときのおそろしげな様子は消えて、屈託のない笑顔は同世代のごく普通の少女らしいものだった。一弥はほっとした。

　アナスタシアはソヴレム郊外にいる親類と連絡がついたとのことで、その家に引き取られることになったらしかった。笑顔で「手紙を書くね」とアナスタシアが言った。一弥はうなずいてその部屋を後にした。

　そしてあの〈ジャンタン〉の前にいた老女もまた保護されていた。事件との関連がわかったためとのことだった。消えた娘についての証言を頼み、また彼女の娘の行方も、ほかの〈闇に消える者たち〉とともに捜索するという。

　老女は部屋の中でコートを脱いでおとなしく椅子に座っていた。汚れたコートの中で不気味に揺れていたものが、いまは晒さら

 されていた。少女のものらしいリボンのついた帽子や、丸めたドレス、鞄かばん

 などが、紐ひも

 でくくられて首から下げられていたのだった。警官が、おそらく消えた娘のものだろうと説明した。それが、あの怪談のもととなった、ボロ服の中で揺れているものの正体だった。

　一弥と一緒にいたブロワ警部が、走ってきた警官に、警視総監シニョレー氏を始めとするお偉方が報告を求めていると言われ、あわてて姿を消した。一弥は手持ち無ぶ
 沙さ
 汰た

 に小さな待合室に座っていたが、ふと気づいて廊下に立つ警官に、

「電話を借りてもいいですか？」

「……いいけれど、どこにかけるんだね？」

「あの、その、友達に」

　警官はうなずいて、電話があるほうの部屋に一弥を案内してくれた。

　一弥はお礼を言って、受話器を取り、交換手に聖マルグリット学園にかけてくれるよう頼んだ。セシル先生に事情を話して、ヴィクトリカの特別寮に電話を回してもらった。

　──一晩明けてだいぶ風邪から回復した様子のヴィクトリカは、しかし、おそろしく機嫌が悪かった。それとも昨日の彼女が風邪のせいで弱気になっていただけで、これがもともとのヴィクトリカ・ド・ブロワなのかもしれないが……。

『君とはしばらく口なんか利かない！』

「なんで？　そんなことより、ヴィクトリカ」

『……そんなことだと!?
 』

　ヴィクトリカが抗議の声を上げた。しかし一弥のほうは、電話越しの会話だからだろうか、昨日と同じように強気な態度で話していた。これは新発見なのだが、電話だとヴィクトリカ・ド・ブロワはあまりこわくないのだ。

「君、昨日は熱でたいへんだっただろ。ちょっと回復してきたなら、改めて教えてほしいことが……」

『謎解き、かね？』

　ヴィクトリカがうめいた。

「うん……」

　一弥はうなずいた。

『……いやだ』

「いや!?
 　どうして？」

　一弥の抗議に、しかし、ヴィクトリカも強硬な抗議でもって応酬した。

『わたしはだね、君、退屈が嫌いなのだ。だから混沌カオス

 をみつけると欠片かけら

 を集めて再構成し、その様でほんのひととき退屈から解放されるのだ。魂が安らぐのだよ。とはいえほんのわずかのあいだのことだがね』

「うん……？」

『ただ、だね。わたしがそうやって再構成したものを、さらに君のようなどうしようもない凡人に対して言語化してやるかどうかは、多分にわたしの気分次第なのだよ。……つまりいまはやる気がないのだ。切るぞ、久城』

「だめ！」

　一弥が叫ぶと、ヴィクトリカはびっくりしたように『だめ……!?
 』と聞き返した。

　しばらくのやりとりの後、ヴィクトリカは根負けしたようにため息をつき、

『わかったよ、君……』

　渋々ながら、説明し始めた。





『久城、君、わたしは熱に浮かされながら退屈で死にそうになっていたのだ』

「……逆じゃないかな？　熱で死にそうだったんじゃないのかい？」

『黙れ。それでだね、中世のとある寺院で起きた事件について、若い僧そう
 侶りよ

 が残した手記を退屈しのぎに読んでいたのだよ』

　一弥は顔をしかめた。話がどこに飛んでいってしまったのかさっぱりわからなかったのだが、ヴィクトリカにこれ以上怒られるのもこわいので仕方なく黙っていた。

　ヴィクトリカは話し続ける。

『ソヴレムの大寺院からえらい司教さまがやってくるという夜。信心深いところを見せようと村人が思っている矢先に、二つの事件が起こった。一つは、裕福な商家から銀食器が盗まれた事件。もう一つは、村外れの農家から豚が盗まれた事件だ。村人は怒り、司教さまが着く前に、急いで、それぞれの事件の犯人らしき者たちを捕えた。銀食器を盗んだとされたのは流れ者の男たちだった。豚を盗んだとされたのは貧しい農家の少年だった。彼らはそれぞれ、無罪を訴えて泣き叫んだが、怒り狂った村人は聞こうとしなかった。いましも彼らが認めぬ罪で裁かれようとしているとき……司教さまが到着したのだ』

「うん……」

『司教さまは事件のあらましを聞いた。そして彼らを許すように言われた。そして寺院の僧侶たちに謎めいた言葉を言われた。あなた方も許します、と。手記はそこで終わっている。ところでこの銀食器と豚を盗んだ僧侶たちは……』

　一弥は聞き返した。

「えっ？　僧侶たちが銀食器と豚を盗んだの？　なんでさ？」

　ヴィクトリカが苛いら
 立だ

 ったように言った。

『なにを聞いていたのだ。言っただろう』

「……言ってないよ」

『そうか？　でも、察したまえよ』

「無理だってば！」

　一弥がちょっと怒って言うと、ヴィクトリカは戸惑ったようにしばし黙った。それからため息混じりに、

『僧侶たちが犯人なのだ。村人たちは二つの事件を別々のものと捉とら

 えた。そしてそれぞれに似合う犯人をみつけて、強引に裁こうとした。だが、考えてもみたまえ。同じ夜に二件の事件だ。普段は事件などほとんど起こらないような村でのことだよ、君。二つの事件は同じ犯人によって、同じ目的で起こされたと考えるべきではないかね？　つまり、その夜、銀食器と豚を必要とする人々がいたのだ。彼らこそが犯人だ』

「銀食器と豚を、どうして必要とするんだよ？」

　ヴィクトリカが面倒くさそうに答えた。

『司教さまをもてなすためだろう？』

「……あぁ！」

『彼らの寺院は貧しかった。だが、貧しいことを司教さまに知られたくなかった。おそらく寺院そのものが閉鎖されてしまうことを恐れたのだろう。僧侶たちは村人に頭を下げ、銀食器を貸してくれと、肉をくれと言えばよかったのだ。だがそれができず、盗みの罪を犯し、そのせいで無実の人々が捕らえられたのを震えて見ているしかなかったのだ。……手記を書いた若い僧侶は加担していなかったらしく、最後まで事態がわかっていなかったようだがね。彼は書き残している。村で起こった事件のせいか、寺院には僧侶たちの祈る声が響いていた。そして血の滴るような生臭い恐ろしい臭いも立ちこめていた、と……。ちょっと考えればわかるのではないかね？　それは罪の臭いではない。誰かが豚を解体していたのだ。だろう？』

「そっか……」

『間抜けな若い僧侶はともかく、遅れてやってきた司教さまはすぐ事態に気づいた。囚とら

 われた人々を助け、僧侶たちも許した。若い僧侶は関連性に気づいていないようだが……司教さまは都に戻ると、寺院の運営費について見直したそうだ。……つまり、そういうことだよ、君』

　ヴィクトリカが説明を終えて電話を切ろうとしているのに気づいて、一弥はあわてた。

「そういうことって？」

　戸惑ったような沈黙が受話器の向こうで続いた。仕方なくヴィクトリカは、続けて、

『今度の事件も、同じだ。べつのものが盗まれたが、犯人も、目的も、同じだったのだ。銀食器と豚を盗んだのは、寺院だった。美術品と、消えた人々を盗んだのは〈ジャンタン〉だった。混沌カオス

 を再構成するべき欠片たちは君の話の随所にあったよ。たとえば、植民地から持ち込まれた盗品と、ロマノフ王朝の宝だ』

「うん……？」

『アナスタシアは語った。〝悪魔の儀式〟の後、少女が一人消えたと。彼女はオークションによって売られてしまったのだ。その夜、棺ひつぎ

 に入れられて包帯を巻かれ、冷たくなって帰ってきた、とアナスタシアは思ったが、それはその少女の死体ではない。べつのものだ』

「べつのものって？」

『植民地から持ち込まれた盗品だ。好事家が争って買いたがるものだよ、君。それはおそらく、植民地エジプトからやってきたミイラだったのだ』

　一弥は叫び声を上げた。

　アナスタシアの声が蘇よみがえ

 る……。





〈棺に入れられて部屋に戻ってきた〉





〈どんな姿になってしまったのか……〉





〈包帯できつく巻かれて隠されていて、名前を呼んでも返事はなくて……〉





〈そっと触ったら、もう冷たくなってた。もう、死んじゃってた……〉





「……そうか。アナスタシアは、部屋に運ばれてきた盗品のミイラを、その夜に悪魔の儀式によって消えた少女だと勘違いしたんだ……」

『そうだ。それからその部屋には、ロシア革命の直前にヨーロッパに持ち込まれ、闇に消えたとされるロマノフ王朝の宝もあったのだよ』

「……そうなの？」

『アナスタシアは言ったのだったね。二つの頭を持つ鷲わし

 がいた、と』

「うん……」

『〝双頭の鷲〟は、ロマノフ家の紋章なのだよ』

　一弥は息を吞の

 んだ。

「そ、そうか……」

『おそらく秘密の部屋にあった美術品の中に、ロマノフ家の宝が交ざっていたはずだ。わかったかね、久城？』

　一弥はうなずいた。

「う、うん……」

『ばか者でわたしが言語化してもちっともわからないあわれな凡人で間抜け面の久城は、わかったのかね？』

「……ヴィクトリカ、君ねぇ。いい加減にしないとぼくは」

　一弥が無謀にもヴィクトリカに反論しようと居住まいを正したとき、部屋の扉が開いた。

　ブロワ警部が入ってきた。

　一弥は「またね、ヴィクトリカ」と言って電話を切ろうとしたが、気づくと電話はとっくにヴィクトリカのほうから切れていた。一弥は空しいような、腹が立つような、微妙な顔つきをしてしばらく受話器を睨にら

 んでいたが、仕方なくため息をつき、

「ヴィクトリカ、君ねぇ……」

　つぶやきながら、そっと受話器を置いた。





　ブロワ警部の背後から、警視総監シニョレー氏も入ってきた。シニョレー氏は大声で、

「グレヴィール、君がソヴュールの国宝〈青い薔薇ばら

 〉をみつけだした手柄については、国王もたいへんお喜びのようだ。しかし……」

　肩をすくめてシニョレー氏は続けた。その声にかすかに戸惑うような響きが混ざった。

「しかし……ブロワ侯爵の嫡男である君が、国王のために〈青い薔薇〉をみつけるとは、少々皮肉な巡り合わせではないかね」

「……そうかね？」

「ああ。国王は忘れてはいまいぞ。かつてこの国を手中にしようとした錬金術師〈リヴァイアサン〉の事件と、その後の世界大戦でのブロワ侯爵家の暗躍を……」

「……すべては過ぎたことだ」

　ブロワ警部が吐き捨てるように乱暴に言うと、シニョレー氏は無言で反論するように薄く微笑んだ。それからまた肩をすくめて、

「あとでわたしの部屋にきてくれたまえ。わたしはいないが、君に会いたがっている人がいるのでね。おっと……少年、君も行くのだよ」

　一弥のほうを見てそう言うと、慌ただしく立ち去っていった。





　ブロワ警部と一弥は、四階の警視総監シニョレー氏の応接室に向かった。

　一弥が落ちついているのとは対照的に、なぜかブロワ警部は何度も咳せき

 をして、スーツの裾すそ

 を引っ張り、髪を整え、それから、はぁ……とため息をついた。その様を一弥は気持ち悪そうにちらちらとみつめていた。

　やがて四階についてエレベーターの鉄てつ
 檻おり

 ががたがた大きな音を立てて開いた。ブロワ警部はさっそうと歩きだしたが、なにもないところでいきなりつんのめって転んだ。あわてて手を伸ばし、一弥の服の裾をつかんだので、一弥まで一緒に転んで、二人で警視庁の廊下をごろごろと転がってしまった。

「イテッ！」

「す、すまない……」

　ブロワ警部はあわてて立ち上がると、ヘアスタイルを整えた。

（な、なんなんだ、いったい……？）

　一弥は不審そうに警部を遠巻きにしながらも、後をついていった。

　応接室のドアを開けると、楽しそうな笑い声が聞こえてきた。青い瞳ひとみ

 をした十歳ぐらいのなかなか器量よしの少年が、おかしくてたまらないというように笑い転げていた。少年を笑わせているのは、向かい側に立っているご婦人だった。シックすぎる、飾りの少ない茶色いドレスを着ているが、年齢はまだ二十代の前半ぐらいと思われた。ブラウンのストレートヘアはあまり手入れをしないらしく、艶つや

 が足りなくてぱさついていた。

「おもしろい？　おもしろい？」

「わはははは！」

　少年がまた笑い転げる。一弥はなにげなくご婦人の顔を見て、

「…………
 ぶっ！　わはははは！」

　一弥もつい笑い転げてしまった。

　──ご婦人は両手で自分の顔をぐにゃぐにゃにして、じつにおもしろい顔を作っては少年に見せていたのだった。両手を動かすたびに魔法のように別の顔に変わり、それがまた、さっきよりさらにおもしろい。一弥は思わず笑い転げながら、ブロワ警部のほうをちらりと見た。

（……あれっ？）

　ブロワ警部は苦虫を嚙か

 みつぶしたような顔をしていた。ご婦人のほうを横目で見て、大きくため息をつく。

　ご婦人のほうはどうやらお調子者らしく、初対面の一弥にもうけたことに気をよくしてどんどんおもしろい顔を作っていたが、やがてブロワ警部の不機嫌に気づくと、ぱっと顔から手を離した。

　……意外と、というと失礼だが、かなりの美人だった。おもしろい顔を作ることより、ドレスの購入や髪の手入れに力を使ったら、じつに艶あで

 やかな貴婦人になるに違いないと思われる、とても貴族的な美び
 貌ぼう

 だった。一弥は急に緊張し始めた。

（誰だろう、このご婦人……？　ここは確か警視総監シニョレー氏の応接室のはずなのに、いるのは、おもしろい顔が得意なご婦人と、この少年だけだ……）

　と、青い瞳の少年が、笑いすぎて浮かんだ涙を手の甲で拭ふ

 きながら、一弥に声をかけた。

「よう！」

「……へ？」

　一弥は少年の顔をじいっとみつめた。

　青い瞳に真っ白な肌。なかなか利発そうな少年だ。背は一弥の胸の辺りまでしかないから、ヴィクトリカよりちょっと小さいぐらい。……こんな知り合いは一弥にはいないはずだ。

　一弥がきょとんとしていると、少年は苛いら
 立だ

 ったように、

「物忘れが激しいな。間抜けなチャイニーズ」

「…………？
 」

　一弥は首をかしげて、じいっと少年を見下ろした。

「………………
 あぁ！」

「なんだよ。ようやく思い出したか」

「ルイジかい!?
 」

　それはあの記憶力のよい浮浪児、ルイジだった。一弥がびっくりしていると、ルイジは得意そうに鼻の下をこすりながら、

「オレ、学校行かせてもらえるんだって。ここにいるシニョレー夫人が、ボランティアでな。頭のいい子を学校に通わせてくれるんだって。オレ、寄宿学校に行くんだ」

　ルイジは海沿いの街にある学校の名前を告げた。得意そうに何度も、学校に行くと繰り返している。

　一弥は思わずルイジの頭を撫な

 でながら、ご婦人──警視総監シニョレー夫人のほうを振り返った。

　シニョレー夫人は一転してすまし顔で、鷹おう
 揚よう

 にうなずいてみせた。

「わたくし昨夜、主人から事件のことを聞きましてね。あのかわいそうなお嬢さんたちのためにできることをして、それから事件解決に役立ったこの子の面倒を見ましょうって話しましたのよ」

「そうですか……」

　一弥はシニョレー夫人のすました顔をみつめた。その態度は確かに、いかにも警視総監夫人にふさわしい威厳のあるものだったが、一弥にはなぜか彼女が、おしゃまな子供が胸を張り、精いっぱい大人のふりをしているような様子に見えてならなかった。我慢できずについ……ぷっと吹き出してしまうと、夫人はあわてて、

「な、なによ？　どうしてわたくし、笑われたの？　ちょっと、教えてグレヴィール!?
 」

「すみません。たいへんな失礼を。たださっきの顔を思い出して……つい……」

「あ、あれは子供の頃から得意技なのよ。ねぇ、グレヴィール？」

　一弥は笑いながら、シニョレー夫人とブロワ警部を見比べた。ブロワ警部は相変わらず苦虫を嚙みつぶしたような顔をして、無愛想に床を睨んでいる。

　シニョレー夫人はハンカチを取り出すと、目め
 尻じり

 に浮かんだ涙を拭いて、

「それにしてもグレヴィール、あなたとはずいぶん久しぶりだけど……。相変わらずおかしなヘアスタイルなのねぇ」

「……君の顔のほうがずっとずっとへんだよ。ジャクリーヌ」

　一弥の笑いが止まった。

（……ジャクリーヌぅ？）

　そうっと二人の顔を見比べる。

　ジャクリーヌとは、ブロワ警部が昨日シャルル・ド・ジレ駅のホームに降り立ったとき、人違いをして見知らぬ婦人を呼んだ名前だ。あのとき警部は確か、とても焦ったような悲しそうな妙な顔をしていて、人違いとわかると明らかに沈み込んでいた……。

「あの、ジャクリーヌさんって言うんですか……？」

「そうよ。どうして？」

「い、いえ……。警部とはどういう……？」

「幼なじみなの。グレヴィール、昔はこんな頭じゃなかったのよ。お洒しや
 落れ

 でハンサムで、女の子はみんな彼に憧あこが

 れたものよ。なのに、あなたったらいったいどうしちゃったの？」

「……いろいろあってね」

　ブロワ警部は短く答えた。どんどん顔が険しくなる。

「あの、それでいまは……」

「主人が出世して警視総監になっちゃったから、わたくしも警視総監の妻として、子供の犯罪被害者の保護ですとか、いろいろボランティア活動をしてますの。それにしても、昨日、グレヴィールが仕事でソヴレムにきてるって知って驚いたわ。あなた、いつから警察の仕事になんて興味を持ったの？　とってもとっても似合わないわ。ねぇ？」

「…………
 」

　ブロワ警部は返事もせずに黙り込んでいた。それから小声で、

「わたしたちをここに呼んだのは、この子の今後について報告するためか？」

「そうよ。きっと、少ぅし心配だろうと思ってね。それからグレヴィール、あなたにも会いたかったし」

「じゃあ、用は済んだのだね……！」

　ブロワ警部はぼそっと言うと、きびすを返してドアに向かった。一弥もあわてて後を追う。シニョレー夫人とルイジは笑顔でそれを見送っている。

「あ、そうだ！　グレヴィール」

「……なんだ？」

「お手柄だってね。おめでと。あなた、すごいわね？　わたくし、あなたは古くからのお友達なんだってさんざん自慢したのよ。だから、もう友達じゃないなんて言わないでね？　結婚してからは疎遠になってしまったけれど……」

「…………
 」

　警部はドアを開けて、廊下に出た。

　そのまま歩き去ろうとして、思い返したように応接室の中を覗のぞ

 き込む。

　消え入りそうな小さな声で、

「……今日は、その、会えてよかったよ。ジャクリーヌ」

「ええ。またね？」

「ああ……」

　ブロワ警部はドアを閉めた。





　一弥と並んで、警視庁の廊下をゆっくりと歩きだす。

　警部は不思議な表情を浮かべていた。悔しそうな、悲しそうな……まるでおもちゃを取り上げられた子供のような、切ないけれど子供っぽい表情だった。

　一弥はそれをじっと観察していた。

　黙ったままで一弥がいつまでもじろじろと警部の顔をみつめているので、警部はしばらく無視していたが、やがて我慢できなくなったように叫んだ。

「君、つまらん顔でじろじろ見るのはやめたまえ！」

「ええっ？」

「あっちを向いて規則正しく、右、左、右、左、と歩きたまえ！　まったく！」

「す、すみません……？」

　どうして謝っているのかよくわからないながらも、一弥は警部の剣幕に押されて、仕方なく頭を下げた……。
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　ベッドルームのフランス窓からは、少し汗ばむほどの初夏の日射しと、涼やかな風が室内に入り込んでいた。花模様のボビンレースのカーテンが揺れては、元に戻っている。

　天てん
 蓋がい

 付きベッドの真ん中にちょこんと、寝間着姿のヴィクトリカがいた。まだ少し熱っぽいようで潤んだ瞳ひとみ

 をして、ぼんやりと天井を見上げていた。

「ヴィクトリカさん……？」

　扉が開いて、遠慮がちにセシル先生が顔を出した。ヴィクトリカは顔をしかめて、

「……なんだ？」

「電話」

「またか！　まったく、もう。おかしなやつだな」

　セシル先生はくすくす笑いながら、

「もうすぐこっちに戻る列車に乗るって。だけどどうも気になることがあるらしくて、ヴィクトリカさんと話したいって……」

「一度に全部聞けばいいのに。どうにもおかしな行動だな……」

　ヴィクトリカは不機嫌そうに鼻を鳴らしたが、渋々と起きあがった。





『もしもし、ヴィクトリカ？　よかった。出てくれて。あのさ、どうも気になることがあってさ。君のお兄さんのことなんだけど』

「グレヴィールのことなんかわたしに聞かれても、困る」

『どうしてだよ？』

「……血がつながっていることをあまり認めたくないのだ」

　ヴィクトリカは不機嫌そうに言いながら、受話器を持っていないほうの腕をうんしょ、と伸ばして、巻き装飾の小さな椅子を近くに引っ張ってきた。ちょこんと座り、

「グレヴィールがどうかしたかね？」

『あのさ、ブロワ警部は今回、なんだかへんだったんだけど』

「あの男はいつだってへんだ」

『あはは。だけどさ、あの……』

　一弥は少し迷っているように、黙った。

　それから小声で、

『警視総監夫人のジャクリーヌさんに会ったんだけど。その……ジャクリーヌさんっていったい何者？』

　ヴィクトリカは顔をしかめた。

　面倒くさそうにうめいたが、仕方なく言った。

「それはだな……グレヴィールが子供の頃から懸想している、幼なじみだ。もちろん向こうはグレヴィールのことをなんとも思っていないようだがね。……久城、君、そんなことを聞くためにわざわざ電話してきたのかね？」

　電話の向こうから、一弥が『うひゃあ』とうめいている声が聞こえてきた。

『懸想!?
 ……そうなんだ？』

「ああ。ついでに言うとだね」

『なに？』

「グレヴィールのヘアスタイルは、彼女が原因なのだ」

　一弥がまた『うひゃあ』と言った。しばらくそれを続けていたが、やがて、

『そういや警部も、自分のヘアスタイルのことをなにやら言っていたよ。でも、なにそれ!?
 』

「うむ……」

『それに、ジャクリーヌさん、警部に向かって大真面目な顔で、あなたはどうしてそんなへんな頭なの、って言っていたよ』

「それはそうだ。彼女はまさかあれが自分のせいだとは露ほども知らないのだよ」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

　その表情に、冷酷な、ぞっとするほどひんやりとしたものがよぎった。それはしばらくのあいだヴィクトリカの小さな青白い顔の周りを漂っていたが、やがてどこかに消えていった。ヴィクトリカはいつも通りの無表情に戻り、ため息をつくと説明し始めた。

「あれは五年前のことだ。わたしはまだブロワ侯爵家の塔に軟禁されていた。書物とドレス、そして食事が運ばれるほかは誰もわたしのところにはこなかった。……グレヴィールは別だ。なにが気になるのか、毎晩のように塔に上がってきては、嚙か

 みつかれるとでも思っていたのか、離れたところから黙ってじっと観察していた。それがじつに気味が悪かったものでね。わたしは、グレヴィールが灰色狼の伝承を本気にして自分のことをおそれていることを利用して、さんざん彼を脅した。悪魔的な力を持っていて、見ていないことでもわかるのだ、とね。もちろん実際は、〝知恵の泉〟を使って、彼から立ち上る混沌カオス

 を再構成してみせただけだったのだが、あの男にそれがわかるはずはない。わたしをおそれてグレヴィールは塔を避けるようになった」

　一弥が小声で『う……』とつぶやいた。

「しかし、半年ほど経った頃。とつぜんグレヴィールが塔に上がってきた。幼なじみのジャクリーヌという娘の婚礼が決まったのだが、その直前に娘は恐ろしい殺人の罪に問われてしまったというのだ。婚約者のシニョレー青年は警察関係者だが、彼女の嫌疑を晴らすことができないという。グレヴィールは昔からジャクリーヌに懸想していてね。なんとか助けたいと悩み、灰色狼の血を引く恐ろしい異母妹のことを思い出したというわけだ」

『……それで君は、ジャクリーヌさんを助けてやったんだね？　だってジャクリーヌさんは、さっき会ったときおそろしくピンピンしてたもの』

　ヴィクトリカは肩をすくめた。

「もちろんだ」

『で、その過程で、ブロワ警部の頭が尖とが

 った、と。……なんで？』

「わたしが要求したのだ」

『うーん……？』

　一弥が不思議そうにうなった。ヴィクトリカは思い出したように、顔を歪ゆが

 めてぷくくっと笑った。

「悪魔的な要求というやつだよ、君。それがあることがわかっているから、ブロワ一族は、よほど困らなければわたしの力を借りようとしないのだ」

『そっか。じゃ……あのセンスのないへんなスタイルは、本当に君がやらせたんだね？』

「洒しや
 落れ
 者もの

 のあの男にとっては、じつに辛つら

 いことだろうと思ってね」

　一弥はしばらくあきれたように黙っていたが、

『……ヴィクトリカ、君ってときどき、大人げないんだよなぁ！』

　ヴィクトリカはムッとしたように押し黙った。

　それから静かな声で、

「グレヴィールは抵抗しなかった。真顔で頭を尖らすと、わたしにジャクリーヌの命を救うことを要求した。わたしは事件のあらましを聞き、真犯人を教えた。グレヴィールは匿名で通報し、真犯人は捕まった。ジャクリーヌの嫌疑は晴れた」

『匿名!?
 　あのブロワ警部が？……ありえないよ！』

「そうかね？」

『うん！　だって警部はいつも、君が謎を解いてみせた事件をいつのまにか自分の手柄にしてしまうじゃないか。そのブロワ警部が、まさか……』

　一弥は電話の向こうで逡しゆん
 巡じゆん

 し、

『……ねぇ、もしかしてさ。いまブロワ警部が警察の仕事をしたり、名警部って言われたがるのは、シニョレー氏に対してなにか……』

「さてね」

　ヴィクトリカはこてんと首をかしげた。

「ともかく……それから五年経ったが、グレヴィールはまだあのヘアスタイルを続けているというわけだ。あの男も意地になっているのだよ」

　一弥は黙った。

『それで仲が悪いの？』

「さてね。まぁ、それもあるだろう」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

「久城、君、これから列車に乗るのではなかったかね？」

『うん……。あっ、しまった。喋しやべ

 っているうちに時間になっちゃったよ。ブロワ警部はしばらくソヴレムに足止めされるらしいけど、ぼくは学生だし、早く戻れることになったんだ。夕方には聖マルグリット学園に戻るよ。あ、君にソヴレムのおみやげを買ったよ』

　得意そうな一弥の声に、ヴィクトリカはかすかにうめいた。

　脳裏に、なんだかわからない〝久城のおみやげ〟の姿が幾つか浮かんでは消えていった。

「ううむ……」

『あ、もう行かなきゃ。じゃね、ヴィクトリカ』

「む……」

　電話は切れた。

　ヴィクトリカはため息をついて受話器を置いた。





　そのまましばらく、ヴィクトリカは立ち上がらず、小さな体を椅子の上で縮こまらせてなにごとか逡巡していた。

　フリルやリボンでふくらんでいても、小さな小さな体だった。

　少しだけ、その体が、震えた。

　──ヴィクトリカは、遥はる

 か昔、塔に閉じこめられていたときの兄グレヴィールとの会話を思い出していた。

　あのときのことはあまり思い出すことはなかった。たくさんの書物を読み〝知恵の泉〟を満たすあいだに、記憶の彼方かなた

 にいつのまにか埋もれていた。でも今日はなぜかよく思い出せた。

　家族も使用人も、誰もが恐れていた小さな灰色狼、ヴィクトリカ。なにもかもを当て、見ていなかったことまで知り尽くすこの子供を、ブロワ侯爵家の人間は恐れた。かほどにブロワ侯爵家には秘密が多かったのだ。

　家族の秘密も然しか

 り。政治的な秘密──オカルト、世界大戦、消えたコルデリア、そして〈リヴァイアサン〉を巡る醜聞──も然り。

　侯爵はついに小さな灰色狼を塔の上に閉じこめた。後に寄宿学校から帰省し、妹の存在を知ったグレヴィールもまた、すべてを当てる恐るべき小さな異母妹をことのほか恐れ、憎んだ。

　だがあのとき、

　グレヴィールは──

　恐れていたヴィクトリカをあざ笑ったのだ。後にも先にも、ヴィクトリカを愚かだと言い切ったのは、あのときのグレヴィールだけだ。

〈おまえはなにも知らない塔の中のお姫さまだ〉

　グレヴィールは静かな声で言った。そのとき彼の頭はすでに尖ったおかしな形になっていて、なにを言っても様にならなかったが……。

〈わたしを絶望させたいなら、悪魔的な要求はこう告げるべきだ。もうジャクリーヌを愛すな、と〉

　グレヴィールは笑った。

〈おまえには思いもつかなかったんだろう〉

　ヴィクトリカは答えなかった。当時のヴィクトリカはいまよりもずっと小さくて、ずっとずっと人間らしくなかった。低いしわがれ声で混沌カオス

 を言語化し辺りを恐慌に陥れるだけで、人間らしい会話など誰ともしたことがなかった。

〈こんなヘアスタイルぐらいなんでもない。ジャクリーヌの命が助かったんだから、それでいい。おまえには人を絶望させる力がないんだ。なぜなら、灰色狼は誰も愛したことがないんだから〉

　ヴィクトリカは椅子の上で小さく体を揺らして、当時のことを思い出していた。グレヴィールの言葉の意味は、あのころの小さな灰色狼にはわからなかったのだ。

（いまは、わかるだろうか……？）

　なぜか、遠くの街にいて、いま列車に乗って戻ってこようとしている、おかしな東洋人の友達のことを思った。

　ヴィクトリカのほんのわずかばかりの、塔からも学園からも出て外の世界で冒険をした思い出……その中には必ず久城一弥がいた。ヴィクトリカの明めい
 晰せき

 なる頭脳には及びもつかないが、必要な知恵と、なにより優しさが十分にある少年だった。いつもヴィクトリカを助けてくれた。そしてヴィクトリカもまた、崖がけ

 から落ちてしまいそうになった彼を必死で助けたのだった。

　ヴィクトリカはそっと手のひらを開いた。

　数週間前の冒険のとき、ヴィクトリカの小さな手のひらについた傷はまだ癒い

 えていなかった。ヴィクトリカにはこの傷が不思議でならなかった。自分はあのときどうして手を伸ばしたのか？　どうして失いたくなかったのか？　そして失わずに済んだ後、涙が出るほどうれしく、なのに、どうしてこの傷を久城一弥に見られたくなかったのか？

　あのときとっさに伸ばして力を込めたこの手は、ひとりぼっちのヴィクトリカのために、なにをつかんだのだろうか？

〈灰色狼は誰も愛したことがない……！〉

　兄の声が蘇よみがえ

 るのを、ヴィクトリカは必死で抑えようとした。

（そんなことはない。そんなことはないのだ……）





　ヴィクトリカは椅子の上で体を揺らした。小さな揺れとともに、椅子がキィ、キィ……ときしむ。

　その音に混じって……

　かすかに嗚お
 咽えつ

 のような声が洩も

 れてきた。老女のようにしわがれた低い声が。

「そんなことはない。そんなことはないのだ……」

　声に出してつぶやきながら、ヴィクトリカは体を揺らし、くすん、くすん……と悲しげに鼻を鳴らし始めた……。






　エピローグ　迷路
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　さて、その日の午後──。

　ソヴュール警視庁での取り調べや証言などを終えた一弥は、今回の相棒グレヴィール・ド・ブロワ警部をソヴレムに残したまま、一人で列車に乗り、聖マルグリット学園に戻ってきた。

　小さな駅舎に降り立ち、一つため息をつくと、きゅっと背筋を伸ばして生真面目そうな顔つきをし、カッカッカッ……と靴音を響かせて歩きだした。

「ぶもぉ～…………！
 」

　毛足の長い馬が荷車を引きながら通り過ぎていく。

　村はいつも通り、のんびりとした空気に満ちていた。村娘たちが口々におしゃべりし、楽しげな笑い声を上げて歩いていく。木骨組みの家々から、咲き誇る真っ赤なゼラニウムが垂れ下がって、初夏の乾いた風に揺れている。

　一弥の顔も次第に緊張を解き、知らず笑みが浮かんできた。のんびりと歩いて聖マルグリット学園に辿たど

 り着くと、ほっとしたように正門をくぐった。砂利道を踏みしめ、庭園の中をゆっくり歩きだした。





「……先生。セシル先生」

　コの字形をした大校舎の隅にある事務室にそっと顔を出すと、机に向かっていたセシル先生があわてて顔を上げた。一弥が立っているのに気づくと飛び上がって近づいてきた。

「久城くん！　たいへんだったんですって？　あの後、警察の人から連絡があって……」

「ええ、もう大丈夫です。ご心配おかけしてすみません。で、あの……」

　一弥はもじもじした。セシル先生は不思議そうに、

「……あれ、どしたの？」

「事件でばたばたしてて、その……買えなかったんです。〈青い薔薇ばら

 〉のペーパーウェイト」

「そ、そんなの……いいわよ！」

　セシル先生はびっくりしてずり落ちた丸眼鏡を両手で直しながら、叫んだ。

「そんなことぜんぜん気にしなくていいから。……あ、そうだ！」

　セシル先生は一弥に向かって小首をかしげてみせ、にっこりした。

「ヴィクトリカさんの熱、だいぶ下がったわよ」

「あっ……そうですか！　よかった」

「ちょっとだったら、お見舞いに顔を出してもいいわよ。退屈だ、退屈だって騒いでたから」

「げげっ!?
 」

　一弥の顔が途端に曇る。

「どうしようかな……。ヴィクトリカが退屈だって騒ぐときはろくな目に遭わないんだよなぁ。退屈がってないときに会いたいんだけど、そんなときはないし……」

　セシル先生はいやがりだした一弥をなぜか睨にら

 んだ。それから一弥の肩をくいくい押して、事務室から廊下に誘導していった。

「な、なんですか、先生……？」

「いいから、お見舞いに顔を出してあげて。ね？」

「は、はぁ……」

　一弥は戸惑いながらも廊下に出た。小脇に抱えているものにちらりと目を落とす。セシル先生もつられてそれを見た。

　それは赤いリボンをかけた小さな包みだった。セシル先生はなんとなく察したようにうなずいた。一弥は先生に「じゃあ……」と頭を下げ、廊下を歩きだした。

　セシル先生はまたずり落ちた丸眼鏡を、両手でうんしょ……と直した。そうしながらため息混じりに、廊下を遠のいていく一弥の、姿勢を正したいかにも生真面目な背中を見送った。

「もう、久城くんったら……」

　事務室にゆっくり戻り、生徒のファイルの中から一弥の書類を取り出す。海の遥はる

 か向こう、極東の島国から送られてきた久城一弥の資料に目を落とした。

　資料には彼の成績や品行について書かれていた。それから正装して座った家族写真が一枚添えられていた。

　いかにも厳格そうな父親と、大きな兄二人。一弥は線の細い女性二人にはさまれていた。おそらく母親と姉だろう。あまり歳のちがわないらしい姉は、一弥にほっぺたをすりつけんばかりにくっついていて、一弥のほうは恥ずかしそうにうつむいている。姉は漆黒の瞳と濡れた黒猫のような艶つや

 やかな髪が印象的な、オリエンタルな美人だった。

　セシル先生は写真をみつめながら、

「久城くんは成績はよいし、がんばり屋さんだし、真面目ないい子なんだけど……。なんというかこう、鈍感なところがあるのよねぇ……」

　あきれたようにまたため息をついた。それから顔を上げて、窓の外で風に揺れる木々に目をこらした。

「退屈っていうのはもしかしたら、寂しいって意味じゃないかと、セシルは思うんだけどなぁ……」





　──校舎を出て庭園の砂利道を再び歩き始めた一弥は、どこからか、

「久城くん！」

　誰かに名前を呼ばれたのに気づいて、足を止めた。

　緑が眩まぶ

 しい広々とした芝生のほうで、アブリルが元気よく手を振っていた。豪快に胡座あぐら

 をかいて座っていて、制服のプリーツスカートが開いた傘みたいにふんわり広がっていた。

　アブリルははじけんばかりの笑顔で、

「おかえりー！　ソヴレム、どうだった？」

「たいへんだった……」

　一弥は頭をかきながら芝生に近づいていった。浮かない顔に気づいたアブリルは急に心配そうな顔になり、芝生の上に散らかしていた雑誌やらノートやらをそのままに、立ち上がって一弥のほうに駆けてきた。

「たいへんって？　久城くん、なにかあったの？」

「いや、その……。あ、そうだ。アブリル」

　一弥はアブリルにも言わなくてはいけないことを思い出して、

「謝らないといけないことがあるんだ。ソヴレムで、ちょっといろいろあってね……。頼まれてたもの、買えなかったんだ」

「……なにか頼んだっけ？」

　アブリルが不思議そうに聞き返してきた。頼まれたものを買えなかったことでさっきから悩んでいた一弥は、拍子抜けして、

「頼んだよ！　ほら……〈青い薔薇〉のペーパーウェイト」

「……あぁ、そっかぁ！」

　アブリルはうんうんとうなずいた。首をかしげて、

「べつにいいよぉ。気にしなくて」

「ほんとに？　よかった」

　一弥は胸を撫な

 で下ろした。

　これがセシル先生やアブリルではなくて、ヴィクトリカだったら、と考えただけで、全速力で走って学園の外まで逃げ出したくなった。ヴィクトリカだったらきっと、仕方なかったんだってば、などといういいわけになど聞く耳を持たず、ここぞとばかりに大喜びで一弥を苛いじ

 めまくるにちがいない……。

「アブリル、君っていい子だね」

　一弥の顔をじっと覗のぞ

 き込んでいるアブリルの顔が、かっ、かっ、かっ……と少しずつ赤くなった。恥ずかしそうに飛び退の

 いて、あわてた声を出す。

「ええーっ？　久城くんったら、なに言ってるのよ。急に、なによぅ！」

「だって君、ぜんぜん怒らないからさ」

「普通だってば。普通、そんなことで怒ったりしないってば。怒ら、な、い…………
 んん？」

　真っ赤な顔を左右にぶんぶん振っていたアブリルは、急にあるものに視線を吸い寄せられた。首の動きも止まり、表情も少しずつ変わっていく。

　一弥のほうはそれにまったく気づいていないようだ。

　アブリルがじっと見ているのは、一弥が小脇に抱えた、赤いリボンが飾られた包み紙だった。

　ぷぅ、

　ぷぅ、

　ぷぅ……

　と、三段階くらいかけて、アブリルのほっぺたがふくらんでいった。一弥は驚いて、

「ど、どうしたの？」

「怒ったぁ！」

「ええっ？　怒らないって言った舌の根も乾かぬうちに？　でも……なににだよ？」

「うー……」

　アブリルは唸うな

 り声を上げた。

　それからとつぜん、

「えーい！」

　一弥の持っていた包み紙を奪い取ると、芝生をだーっと走りだした。一弥がぽかんとして見送っていると、十メートルぐらい走ってから振り返り、なぜか頭の上に包み紙を載せて、遠くから一弥に向かって高笑いし始めた。

「わははははー！」

「……なにしてるんだよ？」

「わはははー！」

　それからなぜか落ち込み始めた。肩を落として小さく、

「……久城くん、ごめん。ぜんぜんなんでもないの。お願い。いまのははやく忘れて……」

　それから走って戻ってきて、ふてくされたような顔をしつつも、一弥に包み紙を返してくれた。目め
 尻じり

 にちょっとだけ涙が浮かんでいる。

　一弥はというと、少し前にも彼女がなぜか金色の髑髏どくろ

 を頭に載せてなにやら主張していたことを思い出し、

（アブリルは明るくて楽しくて、とってもいい子なんだけど……ときどき、頭にへんなものを載せるんだよなぁ……）

　生真面目に思い悩んでいた。

　アブリルはしょんぼり肩を落として、芝生に戻ろうと歩きだした。それからちょっと考え、ぴたっと足を止めた。

　顔を上げる。迷いながらも、一弥に向かって聞く。

「あのね、久城くん」

「ん？」

「ええと、その……これはなんとなく聞いてみるだけなんだけど、その……」

「なんだよ？」

「あのね、ヴィクトリカさんって、どんな子？」

「ヴィクトリカ……？」

　一弥は戸惑ってアブリルをみつめた。とつぜん妙なことを聞くなぁと思ったのだが、アブリルのほうはとても真剣な、そしてどこか悲しそうな顔をしてじっと一弥をみつめている。

　一弥は答えようとしたが、なんといっていいのか皆目わからず、黙り込んだ。

（ヴィクトリカって、どんな子って言えばいいんだろう。ええと……）

　一弥はさんざん逡しゆん
 巡じゆん

 した。

「えっと、いい子……じゃ、ないんじゃないかな。うーんと……だけど悪い子ってわけでもなくて、その……」

　しばらく悩んでいたが、やがて先日のヴィクトリカ自身の言葉を思い出して、これがぴったりだろうと思い、口に出した。

「悪魔的な子、だよ」

「……悪魔的ぃ？」

　思いもかけない言葉だったためか、アブリルは不思議そうに首をかしげた。

　そんな二人のあいだを、初夏の乾いた風がひゅうっ……と吹きすぎていった。





　やがて、一弥が「じゃあね」と手を振って立ち去っていった後も、アブリルは芝生に戻りながら首をかしげ、またかしげ……悩み続けていた。

「悪魔的ぃ？」

　芝生に座って、今度は頭を抱えた。

「久城くんったら、女の子のことを悪魔的だなんて。うーん……。それって仲がいいのかな。よくわかんないや。うーん……？」

　アブリルはまた芝生の上に胡座をかいた。

　そして、そのままいつまでもいつまでも、首をかしげては真剣に悩み続けていた。
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　一弥は先日の朝と同じ場所に立って、複雑怪奇に入り組んだ迷路花壇を弱り切ってみつめていた。

　人の背丈ほどもある生け垣が四角く刈られ、色とりどりの花が咲き乱れている。入り口から少し覗いただけで、ねじれて入り組んだ迷路の様子が見て取れた。うっかり入ったら二度と出てこられなくなりそうなわけのわからない迷路に嘆息していると、

「……どうした、坊主」

　ふいに足元から野太い声がした。

　一弥は飛び上がり、数歩後ずさりながら足元を見た。生け垣の下から見覚えのある顔が覗いていた。日に焼けてなめし革のようになった皮膚に、白い髭ひげ

 。……先日、学園と外を隔てる生け垣を刈り込んでいた老庭師だ。

　一弥が丁寧に、ヴィクトリカに会いにきたのだと告げると、老庭師は驚いたように、

「そりゃ、誰だ？　この奥に人なんて住んでたのか」

　ごりごりと頰をかきながらあきれ声を上げた。

　それから立ち上がり、一弥の頭が肩辺りにようやく届くかどうかという大柄な体を揺すって、迷路花壇の奥を指差した。

「迷路を近道する方法なんざ知らねぇが、いつか迷路の真ん中に辿たど

 り着く方法なら、わかる」

「えっ……？
 」

「いいか。壁伝いにずーっと行くんだ。遠回りだが、壁の一辺を選んで伝っていけばいい。迷路の壁は全部つながってる計算だから、いつかは真ん中の場所に着くってもんだ」

「な、なるほど……」

　一弥は礼を言って、勇気を出して迷路に一歩、足を踏み入れた。





　その頃、ヴィクトリカは……。

　いかにも囚とら

 われの姫らしく、窓辺で揺り椅子に腰掛けて物憂げにうつむいていた。オーガンジーのリボンとフリル付きの姫ひめ
 袖そで

 でふっくらふくらんだ白いドレスに身を包んで、揺り椅子を揺らしながら、膝ひざ

 の上に置いた難解そうな書物を物憂げに……しかしすごいスピードでめくり続けていた。

　さくらんぼ色をした小さな口にくわえているのは、今日は象ぞう
 牙げ

 のパイプではなく、白い細い棒だった。どうやらそれは棒付きの小さなキャンディらしい。かたわらの猫足テーブルに、半透明のテディベアやお城や耳の垂れた兎の形をした棒キャンディが乱雑に散らかっていた。

　口の中のキャンディを舐な

 めるたびに、ヴィクトリカのぷくぷくしたほっぺたの片方が大きくふくらみ、むぐ、むぐ、と動く。どうやらキャンディのことは忘れているらしく、その動きは無意識で、彼女の気持ちは難解そうな書物にのみまっすぐに注がれていた。

　熱はだいぶ下がったらしく、顔色もいい。なにより、風邪に苦しんでいたときの気弱で寂しげな様子が消えて、いまのヴィクトリカは冷静で無表情で、彼女を取り囲む空気もいつも通りの冷酷めいた透明さを保っていた。

　やがて……

　小さな家を取り囲む奇怪にして難解な迷路花壇の向こうから、誰かがゆっくりと近づいてくる気配がした。ヴィクトリカの小さな耳が、飼い主の帰りを聞きつけた仔こ
 猫ねこ

 のそれのように、ぴくん、と動いた。しかしヴィクトリカは、気づいているのに顔を上げようともしない。書物のページをめくるスピードが急に落ちたほかは、一枚の絵画のようなその姿にはなんの変化もない……。

　迷路花壇を抜けて、小柄な東洋人の少年が顔を出した。学園に戻ってきたばかりらしく、制服は着ていない。迷路に相当な苦労をしたらしく、はあはあと荒く息をしている。窓辺で澄ましているヴィクトリカの姿にようやく気づくと、足を止めてじっと見入る。

　ヴィクトリカはまだ我慢していた。うれしそうな顔などするものか、と意地になり、知らんぷりを続けていた。

　少年──一弥が笑顔になった気配に気づいた。ヴィクトリカはまだ無表情のままだ。

　一弥がゆっくりと近づいていた。ヴィクトリカはその足音にたったいま気づいたように顔を上げた。表情を変えず、老女のようなしわがれ声で、

「……なんだ、君か」

「そうだよ。ただいま、ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカはフンッとそっぽを向いた。





「だいたい君はならず者で、ばか者で、凡人で、電話魔で、とんでもない男だ。君という男は、いったい何度電話をかけてくれば気が済むのだ。そのたびわたしは、ベッドルームからこっちの電話のある部屋まで這は

 って出てだね、ついでに注射を打たれたりしながら……」

　がみがみと怒り続けるヴィクトリカを、一弥は窓の外に立ち、窓辺に肘ひじ

 をおいて頰ほお
 杖づえ

 をつきながら見上げていた。なにを怒ってるのかな？　と不思議そうにヴィクトリカの横顔を見ていたが、猫足テーブルの上に散らかる棒キャンディに気づくと、

「へぇ！　きれいなお菓子だね」

　ぱっと手を伸ばして、オレンジ色をした垂れ耳兎のキャンディの包み紙をはがし、口に放り込んだ。ヴィクトリカはあっと叫んだ。

「な、なんだよ？」

「わたしがいちばん気に入っていた兎のキャンディ！　最後に食べようと思っていた……！」

「なにそれ？　順番なんて関係あるの？　第一、キャンディの味なんてどれも同じだよ」

「……絶交だ」

「絶交はいやだって泣いてたくせに」

「!?
 」

　ヴィクトリカが両手で一生懸命持ち上げた、分厚い書物の角で頭を殴られた一弥は、涙を浮かべて黙った。

　夕刻が近づき、花壇の花々にも眩まぶ

 しい初夏の夕日が降り落ちている。花びらの一つ一つがまるで水に濡ぬ

 れたようにきらきら輝いていた。

　窓辺には清すが
 々すが

 しい水色の着物がカーテンのようにかけられて風に揺れていた。どうやら一弥の姉から贈られた着物は、ヴィクトリカの〝知恵の泉〟によって、カーテンとして再出発することになったらしい。

　また風が吹いた。

　一弥は、ソヴレムの劇場前で見かけたあの男、ブライアン・ロスコーについて話そうか話すまいか、しばし迷っていた。しかし、たまたま同じ名前だっただけなのだろうと思い返して、余計なことは言わないことにした。

　二人はしばらく黙っていたが、やがて一弥が、

「……でもさ、ヴィクトリカ。それだけ悪態がつけるようになったってことは──君、だいぶ元気になったってことなんだね。よかったよ」

　なぜか上機嫌で言うので、ヴィクトリカはじろりと睨にら

 みつけた。

「……なにを言っているのだ」

「ん？」

「けなされて喜ぶとは、君はよくよくおかしな男だな」

　一弥はあわてて、

「喜んでないよ！　もちろん腸はらわた

 が煮えくり返ってるよ。でも、それはいつものことだろ？　昨日の君みたいな、ぐったりして別人みたいに弱々しいのは、じつに気味が悪いんだよ。だから……つまり…………
 ぼくは、心配したんだってば」

「……その割にはずいぶん威張り散らしていたようだが。人のことを意地悪だのなんだのと……」

「そ、そうだったっけ？……ごめんよ。気を悪くしてる？」

「もちろんだ」

　ヴィクトリカはうなずくと、フンとそっぽを向いて書物に没頭し始めた。

　橙だいだい
 色いろ

 の鮮やかな夕日が花壇に射し込んでいた。背を向けたヴィクトリカを窓の外から見守る一弥の横顔にも、夕日が射してかすかに赤く照らしている。

　一弥は、どうやらまだなにか怒っているらしいヴィクトリカを前に、困ったように頭をかいていたが、やがて、小脇に抱えていた包み紙をおずおずと差しだした。

「ヴィクトリカ……？　ヴィクトリカー。ねぇ」

「……なにかね？」

「おみやげ」

「う……」

　ヴィクトリカは胡う
 散さん

 臭そうに一弥を見た。小声でつぶやく。

「やっぱり持ってきたか……」

　しぶしぶ向き直ったが、しばらくのあいだ、警戒するようにじっと包み紙をみつめていた。

「……へんなものなのだろうね？」

「ちがうよ！　今回は……その、いいものだよ」

　一弥が強く否定するので、おずおずと手を伸ばし、受け取る。

　ヴィクトリカの小さな手が、相変わらず機嫌が悪いらしく、乱暴に包み紙を剝は

 がしていった。

　やがて中から小さな翡ひ
 翠すい

 の靴が転がり出てきた。片方だけの、小さなきらきらした靴……。一弥が選んだ靴の形のパイプ置きだ。ヴィクトリカが両手でそっと持ち上げた。それは夕闇の中でぼんやりと幻想的に浮かび上がった。ソヴレムのパイプ屋のウインドウで見たときよりも、この花壇に囲まれた小さな家で、小さな少女の手に握られているいまのほうが、とてもきれいな置物に見えた。それはまるで夢の中に入っていくための靴のようだった。一弥は内心得意になって、ヴィクトリカの顔を見た。しかしヴィクトリカの瞳ひとみ

 は……相変わらず不機嫌そうに細められていた。

　と……。

　ヴィクトリカが興味なさそうに鼻をフンと鳴らした。一弥は、がぁんと内心めげながらも、

「い、いらないかな……？」

「…………
 いる！」

　ヴィクトリカは取りあげられまいとするようにあわてて、小さな両手で大切そうにパイプ置きを握りしめた。子供のように瞳をまんまるに見開き、一弥を睨んでいる。

　一弥はしばらくその顔をみつめていたが、やがてようやく気づいて、ぷっと吹きだした。

「気に入ったんだね？」

「…………
 」

　かすかに「む」と返事が聞こえた。一弥はほっとして、窓枠に肘をついたままで、興味深そうにパイプ置きをいじくり始めたヴィクトリカを見守った。

「よかった。へへ」

　ヴィクトリカは一瞬だけ顔を上げて、窓辺に頰杖をつく一弥の笑顔を一いち
 瞥べつ

 したが、またパイプ置きに視線を戻すと、熱心にいじくり回し続けた。

　そのヴィクトリカの指に今日もあの魔法の指輪──光によって色を変えるアレキサンドライトの指輪がはめられているのに気づいて、一弥はつぶやいた。

「物事には、二面性っていうのがあるときが、あるんだね」

「……なんだね、いきなり」

　ヴィクトリカが顔を上げ、気味悪そうに一弥を見た。

「いや……。つい数日前、ぼくは君に、世の中のことはなんだって理屈で説明できるなんてうそぶいたけどさ。それにしても、今回の事件はとっても不思議だったんだ」

「ふむ？」

「いままでのぼくは、目に見えるものだけ、自分の目に映る面だけを見てきたけど、じつはそれはちがうのかもしれないな……。世界の在り方だってそうだしね。生まれた国にいたときは見えなかったものが、こうしてソヴュールにきたことで見え始めたりもするし。世界が目に見えるものだけでできていないとしたら、ぼくはもうちょっと勇気を持てるし、もしかしたら……いまよりも強くなれるかもしれないなぁ、なんてことを考えたよ。うまく言えないけど、ぼくは……そんなことを考えたんだ。ヴィクトリカ」

「君自身は残念ながら、単純で凡人で、表も裏もない人間なのだがな」

「……ちぇっ。まぁ、そうなんだけどね」

　一弥はつぶやいた。

　それから、ヴィクトリカの憂いと高貴さと退廃に彩られた、不思議な小さな横顔をみつめた。

　電話で事件のあらましを聞いただけでたちどころに混沌カオス

 を再構成してしまったヴィクトリカ。彼女が〝知恵の泉〟と呼ぶ、その頭脳に秘められた巨大にして奇怪な空間──。

　その迷路に自分も入り込みつつあるように一弥は感じていた。それはおそろしい感じもしたが、堪こら

 え難く惹ひ

 かれるなにかでもあった。

　一弥もまた、ヴィクトリカを構成する奇怪な迷路の一部分になりつつあるのだ──。





「それにしても──。どうしてかな。ソヴレムにいるあいだ中、気づくとヴィクトリカ、君のことを考えてたよ。風邪を引いたって聞いてたからかなぁ。君はぜんぜんぼくのことなんて思い出しもしなかっただろうけどね」

「……当たり前だ。久城はまだかー、とか、一人で出かけてしまったのかー、とか、久城なら聞いてくれるのにー、とか、そんなことはまったく夢にも神にかけても言っていない」

　ヴィクトリカはなぜか頑強に繰り返した。ぶつぶつと「言ってないぞ……」とつぶやくその横顔には、焦ったような不思議な表情が浮かんでいた。

　一弥はヴィクトリカが焦っている理由がわからず、

「……そう？」

「そうなのだ！」

「も、もうわかったよ。そこまで言わなくてもさ……」

　一弥はふてくされて黙り込んだ。

　小さな家には、ヴィクトリカが書物をめくる音だけが響き始めた。

　やがて一弥がゆっくり口を開いた。

「それでさ、思ったんだけど、ヴィクトリカ。君って本当に不思議な人だね。ぼくにとっては、どんな謎よりも、君がいちばん不思議だよ」

　ヴィクトリカがゆっくりと顔を上げた。

　ちょっときょとんとしている。緑色の瞳を瞬まばた

 きさせて、一弥をじっとみつめる。

　それから、ゆっくり口を開いた。

「そうか……？」

　一弥はうなずいた。

「うん。ぼくには、君みたいにたくさんの謎を解き続けることは到底できないけどね。いつか君を巡る謎は解いてみせるよ。いつか必ずね」

「……勝手にしたまえ」

　ヴィクトリカはフンとそっぽを向いた。その頰が少しだけ赤くなっているようにも見えたが、気のせいかもしれなかった。

　そのかたわらに立つ一弥は、迷路の真ん中の場所に辿たど

 り着く方法について逡しゆん
 巡じゆん

 しながら、小さな不思議な友達、ヴィクトリカの横顔をにこにこして眺めていた。

　初夏の乾いた風が吹いて──





　二人の金と黒の髪をさらさらと揺らしていった──。











　目次












プロローグ　『黒き塔の幻想』





第一章　錬金術師の回顧メモ
 録ワール







リヴァイアサン─Leviathan 1─





第二章　ぜんまい仕掛けの闇の歴史





アフリカの歌





第三章　美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン







リヴァイアサン─Leviathan 2─





第四章　意地悪フリルと屁こきニユ
 いもりート







リヴァイアサン─Leviathan 3─





第五章　さらば、怪物よ





リヴァイアサン─Leviathan 4─





エピローグ　予感








登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ


　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。


久城一弥


　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。


アブリル・ブラッドリー


　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。


セシル先生


　　一弥たちのクラス担任。


グレヴィール・ド・ブロワ


　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。


コルデリア・ギャロ


　　ヴィクトリカの実母。


ブライアン・ロスコー


　　謎の人物で奇術師。


ウォン・カーイ


　　ロスコーの知人、奇術師。


リヴァイアサン


　　かつてソヴュールに君臨した錬金術師。









　あたし、花園を一つぬすんじゃったのよ。それは、あたしのものじゃあないの。だれのものでもないの。だれもそれをほしがらないし、だれもかまってはやらないし、だれもそこへは入って行かない花園なの。たぶんそのなかのものはもうみんな死んでいるんでしょう──






──『秘密の花園』バーネット　




龍口直太郎訳　新潮文庫　
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　そこは黒と白しかない世界。





　それはまるで昼と夜のような、黒と白──。





　黒き塔は宵闇にたゆたうように、そこにあった。

　朧おぼろ
 月づき
 夜よ

 がほのかな青白い光で塔を照らしていた。

　村外れの小高い丘──。

　黒き塔はとがった屋根を夜空に突き刺していた。巨大な丸時計が塔から顔を出し、漆黒の鎌のような二本の針で時を告げていた。

　何者もいない。

　静かで、不吉な夜──。





　やがてその闇を蹴け
 散ち

 らすように、黒い馬車が丘を上ってきた。とつぜん夜空に雷鳴がとどろき、二頭立ての馬が驚いたように嘶いなな

 いた。

　馬車が停まると、中から黒衣の女が飛び出してきた。女が振り向いてなにか言おうとするのを聞こうともせず、御者は馬を操り、まるで逃げるように丘を下っていく。

　女は途方に暮れたように立ち尽くしていたが、再びの雷鳴の後、夜空から矢のように冷たい雨が降り落ちてくると、あわてて走り出した。

　黒き塔へ。

　塔は、二つの四角い窓がまるで人間の目であるかのように、女の姿を冷たく見下ろしていた。窓の内側で白い灯あか

 りが瞬くと、それは怪物の瞬まばた

 きのようだった。

　女は黒き塔に吸い込まれていく……。





　そして塔の内部は──まるで悪夢の製造装置。

　灰色に沈む、暗い部屋。塔と同じ丸い形をしている。

　頭上は吹き抜けで、遥はる

 か上は漆黒の闇に沈み、見上げると、まるで底なしの沼を覗のぞ

 いているよう。どちらが上でどちらが下か少しずつわからなくなる──。

　闇を斬る剣のように、なにかがゆっくりと右から、左へ動いている。空気が揺れる。それは近づいてくると巨大な振り子で、また左から右へ、不吉な風を起こしながら戻っていく。

　ギリギリ、ギリギリギリギリ……。

　部屋の隅にある巨大な四つのぜんまいが、奇妙な低い音を立てて絡みあっている。歯車が嚙か

 み合い、また外れ、また……。

　ゆっくりと部屋に入ってきた黒衣の女が、恐ろしげに部屋を見回した。

　女は──黒いベールを取ると、まだうら若き乙女だった。何色かうかがい知ることのできぬ髪と、瞳ひとみ

 。分厚い外がい
 套とう

 を脱ぐと、真っ白なドレスを身にまとっていた。

　怯おび

 えたように部屋を見回し、ぜんまいと振り子に眉まゆ

 をひそめた後、黒こく
 檀たん

 のテーブルをみつけて、駆け寄る。

　テーブルにはさまざまな書物や実験道具が散らばっていた。乙女があわててそれらを手に取り、なにかを探し始めると同時に──、部屋の真ん中に一陣の白い煙が上がった。

　乙女は気づかない。

　煙はやがて人の形となり、そしてそこには……。

　乙女が気配に気づきようやく振り向いたとき、そこには、不気味な仮面をまとい、ローブを羽織った怪人が立っていた。

　乙女が声を上げる。そしてなにか言葉を発するように唇を動かす。






お許しください、黒き時計塔のあなたさま！

あなたさまのお力がどうしても必要なのです。

病気の父が、黄泉よみ

 の国に旅立ってしまいそうで……。







　あなたさま、と呼ばれた仮面の男が、一歩、近づいてきた。

　乙女の細い躰からだ

 が恐怖に震える。

　男はゆっくりと、手袋をした片手を上げて、己の仮面をつかんだ。

　そして語りだした。






乙女よ。穢けが

 れなき乙女よ。

我が呪いをとくと見るがよい。

これが不死の男の、哀れな顔である！







　男の仮面がゆっくりとはがれ、その手から落ちた。暗い床にゴトリと落ちて、それを巨大な振り子の影が隠していく。

　乙女の美しい顔が恐怖と驚きに歪ゆが

 む。

　男はなおも叫ぶ。






これこそが、不老不死の、本当の姿である！







　乙女は瞳を見開き、真っ白な手のひらを顔に当てて喘あえ

 いでいる。それから手を喉のど

 に当て、苦しみ始める。

　よろよろとよろめき、床に倒れ伏す。むきだしの白い肩が震えている。振り子の黒い影が、立ち尽くして乙女を見下ろす男の姿を暗く覆い隠している。

　振り子の影が動き、男の姿は右下から左上に、ゆっくりと白い光の下に照らし出されていく。

　乙女は恐怖のあまり、叫んだ。







嗚あ
 呼あ

 、なんと恐ろしい、そのお顔の秘密──！
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　　　　１






　真っ暗な部屋の中に、背もたれ付きの椅子が規則正しくたくさん並んでいた。村人たちはそれぞれ椅子に腰掛け、固かた
 唾ず

 を吞の

 んで、フィルムがスクリーンに映しだすモノクロームの映像をみつめていた。

　いましも、黒き塔に現れた怪人が仮面を取り、その恐ろしい顔が映しだされるという瞬間……。

　音楽も劇的に高鳴り……。

　その、村にできたばかりの小さな映画館──長らく使われていなかった小さな劇場を村の若者が改築して、ようやくできあがった建物──には、今日もまた村人たちが続々と、怪奇映画『黒き塔の幻想』を目当てに押し寄せていた。丈夫な木綿の衣服姿の村娘に交じって、あか抜けた服装をした少女と、連れらしい東洋人の少年が座っていた。どうやら、村外れにある貴族の子弟用の学園、聖マルグリット学園の生徒たちであるらしい。

　その、村人からちょっと浮いている二人組の片方──金髪のショートヘアにすらりとした手足の少女は、さっきからずっと、スクリーンに釘くぎ
 付づ

 けになっていた。反対に、無理やり連れてこられたと思われる連れの少年は、もうずっと一時間近く、武士の如きびしっと背筋をのばした姿勢で座席に座ったまま、きつく目を閉じて……静かに眠っていた。

　スクリーンに乙女の台詞せりふ

 が映しだされると、村人たちは一斉にどよめいた。

『嗚呼、なんと恐ろしい、そのお顔の秘密──！』

　金髪の少女──アブリル・ブラッドリーがごくんと唾つば

 を飲む。

　そして……。

　大きな効果音とともに、スクリーンいっぱいに、ついに怪人の顔が映しだされた。

「きゃあ！」

　アブリルは大声を上げて、抱えていた茶色い箱を思わず放り投げた。食べかけのチョコチップクッキーが盛大に天井に向かってぶちまけられた。アブリルは空いた両手で、となりで爆睡中の久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 の首を絞めた。

「骸がい
 骨こつ

 ぅぅぅ!?

 」

「……………………
 うわあぁぁぁぁぁ！
 」

　一弥は飛び上がった。後ろの席から一斉に「座れ！」「見えないってば！」「クッキーが降ってきた！」などと村人たちの声がした。一弥はあわてて頭をきっちり九十度下げて謝り、クッキーを拾い集め、また席に座った。

　横目でアブリルを睨にら

 む。

　アブリルは口を開けて、瞳をきらきらさせて、スクリーンをみつめていた。その無邪気で楽しそうな横顔を、一弥はしばらくじっとみつめていたが、やがてしょうがないなぁというように苦笑すると、また座り直し、静かに目を閉じた。





　時は一九二四年──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　スイスとの国境は、緑豊かな山脈と湖と、深い森。フランスとの国境は、どこまでも広がる広大な葡萄ぶどう

 畑。イタリアとの国境は、地中海に面した美しい避暑地。謎めいた回廊のように細長い形状をしたこの小さな王国は、列強に囲まれながらも先の世界グレート
 大戦・ウオー

 を生き延び、その長い荘厳な歴史と国力、列強への発言力もあり、西欧の小さな巨人と呼ばれていた。

　王国の、地中海に面したリヨン湾を豪ごう
 奢しや

 な玄関とするのなら、アルプス山脈は、もっとも奥深い場所に隠された秘密の屋根裏部屋と言えた。その山脈の麓ふもと

 にあるこの小さな村は、ワインと果物の産地として知られる美しくのどかな土地だった。その村の外れに、ひっそりと、中世から息づく不思議な学園があった。

　聖マルグリット学園──。

　表向きは貴族の子弟のための教育機関として知られていたが、謎も多く、強大な力を持つ小さな不思議な王国の秘密の何割かは、この学園に隠されていると考える向きもあった。秘密主義の学園は、しかし先の大戦終結後、同盟国であった幾つかの国から、優秀な生徒を留学生として受け入れ始めた。

　久城一弥は、その同盟国の一つ、とある極東の島国から、優秀な成績と品行方正さを買われてやってきた留学生だった。新しい生活に心躍らせ、その一方で生まれ育った国に家族と、ある欠落を置いたまま海を渡り、この国にやってきた……。

　一弥の留学生活には、貴族の子弟たちの偏見や、学園に蔓延はびこ

 る謎の怪談ブーム、言葉や文化の壁と、そして……。

　あまりにも奇妙な、そして見たこともないほど美しい、不思議な少女ヴィクトリカ・ド・ブロワとの出会いと、幾つかの冒険……。

　さまざまなものに彩られていた。





「久城くんったら、あんなに大きな悲鳴上げて。怖がりなんだからぁ！」

　映画館のスイングドアを開けながら、アブリルがやけに浮き浮きとそんなことを言い出したので、一弥は真面目に抗議した。

「君、ちがうよ。ぼくは怪人の顔がおっかない骸骨だったから悲鳴を上げたんじゃないよ」

「またまたぁ」

「ほ、ほんとだよ。その証拠にぼくはずっとずっと眠ってたんだからね」

「怖くて目をつぶってたんでしょ。アブリルちゃんにはわかってるもん。それに、眠ってたならあのタイミングで悲鳴なんて上げられないでしょ？」

「そうじゃなくて、あれは君がぼくの首をぐいぐいと……」

「久城くん」

　アブリルが真面目な顔をして向き直った。

「ぐいぐいと絞めて…………
 なに？」

「いいわけしちゃダメ」

「ええ!?
 」

「久城くんが怖がりで情けなくて弱虫でテストが赤点でも、わたしは久城くんを嫌わないよ？」

「…………
 」

　一弥は抗議を続けようとして、あきらめた。

（そりゃ、ちょっと情けないときは確かにあるけど、断じて怖がりじゃないし、それにテストはいつもクラスでいちばんなのに……）

　アブリルのほうは、納得できずにふくれている一弥に気づく様子もない。楽しそうにスキップ混じりに、映画館を出て歩きだした。

　村のいちばんの繁華街である街道には、初夏の日射しが降り注いでいた。ついさっき夏の通り雨が降って道路を濡ぬ

 らしていったのだが、いまはもう晴れて、店の木看板や並木道の木々が、水滴を弾はじ

 いて輝いていた。街道の左右を彩る三角屋根の家々や、窓から垂れ落ちる鮮やかな緑色の蔦つた

 、そして咲き誇るゼラニウムの花などが眩まぶ

 しかった。

　日曜日の昼下がり──。

　丸二か月という長い長い夏休みをあと数日後に控えたこの週末の日は、テストもほとんどの授業も終了しているためか、ゆっくりと過ぎていくところだった。村まで遊びにきた一弥とアブリルも、今日は制服ではなく、それぞれの普段着を着てのんびりと歩いていた。

　一弥は木綿のシャツに革のベストを羽織っていた。アブリルはシンプルな白モスリンのブラウスに、かわいらしい水玉模様のフレアスカート姿で、長くてのびやかな手足を振り回すようにして元気に歩いていた。

「あれ……？」

　アブリルが急に思案顔になって、足を止めた。一弥もつられて立ち止まる。

「どしたの、アブリル？」

「ううん。あのね、わたし、さっきの物語をどこかで聞いたことがあるような気がするの。黒き塔に潜む仮面にローブ姿の怪人と、そこで変死する乙女……」

　一弥は興味なさそうにただうなずいている。

「そりゃアブリル、君なら聞いたことあるだろ。だって君は、古今東西の怪談を読みまくってるんだからね」

「うん。そうだけど……」

　アブリルはしばらく考え込んでいたが、また歩きだした。

　郵便局の前で立ち止まると、

「ちょっと待ってて」

　走って郵便局に入っていった。

　一弥は手持ちぶさたに待っていた。

　そこを、背の高い男二人組がぶらぶらと歩いてきた。一人は帽子を目深に被かぶ

 っていたが、燃えるような赤毛が帽子の下から覗のぞ

 いていた。もう一人は一弥と同じ東洋人の男で、端整な顔立ちに、妙に冷たい目つきをしていた。

　村娘たちがすれ違いざまに、見覚えのない青年二人を振り返り、誰かしらと言うように顔を見合わせた。二人の男は視線に気づいて立ち止まると、娘たちに愛想良くウインクしてみせた。村娘たちは恥ずかしそうに頰を染めて、歩き去っていった。

　一弥がその二人組の男を見るともなく見送っていると……。

「お待たせ！」

　アブリルが郵便局から飛び出してきた。片手に受け取った郵便物を抱えている。

「通信販売で買い物したの。ソヴレムの大きなお店なら、お金を先に送ると郵便で届けてくれるのよ」

「そうなんだ。知らなかった」

　一弥は感心した。

　二人でまた歩きだすと、アブリルが、

「だけど、どうしても聞き覚えがある気がするの」

「聞き覚えって？……なんだ、さっきの怪談の話かぁ」

「もう、真面目に聞いてってば」

　めずらしく無口になったアブリルと一緒に、学園までの村道をゆっくり歩いていく。

　少しずつ家々が減って、村道の左右にはなだらかな葡萄畑が広がり始めた。夏の日射しに濡れた葡萄の蔓つる

 が眩しく輝いていた。荷馬車がゆっくりと二人を追い越していく。

　学園の正門が見え始めた。複雑な唐草模様のところどころに金色の飾りを配した正門の鉄てつ
 柵さく

 に辿たど

 り着いたとき、アブリルがとつぜん、

「あああ!!
 」

「な、なんだよ。アブリル」

「思い出した！　久城くん、こっち！」

　アブリルが一弥の手をつかんでぐいぐい引っ張った。一弥はつられて走り出した。正門を抜けて、学園の敷地に入る。

　フランス式庭園を模した敷地には、いつもの週末よりも生徒たちの姿が目立った。休暇が目前に迫っているせいか、生徒たちは庭園のベンチや東あずま
 屋や

 、芝生の上などで思い思いにくつろいだり、小こ
 径みち

 をそぞろ歩きながら楽しそうな笑い声を上げていた。クリスタルの噴水がさっきの通り雨を受けて瑞みず
 々みず

 しく輝き、日射しを照り返して眩しいほどだった。

　一弥はアブリルに引っ張られて庭園を走り抜けながら、

「だから、なんだよ？」

「黒き塔！　黒き塔の怪談！　どこで聞いたか思い出した！」

　アブリルが立ち止まった。その青い瞳ひとみ

 はきらきら輝いて、じつに楽しそうだった。一弥はしばらく逡しゆん
 巡じゆん

 していたが、仕方なく聞き返すことにした。

「……聞いたって、どこで？」

「ここよ！」

　アブリルはうれしそうに答えた。

「この聖マルグリット学園でよ。そうよ、あの時計塔のデザイン、どこかで見たと思ったんだわ。久城くん、見て。あれよ！」

　アブリルはびしっと空を指差した。

　一弥は指差されたほうを見上げた。

　そこには……。

　古めかしい、大きな時計塔がそびえ立っていた。





　塔は暗い灰色に染まっていた。てっぺんの屋根がぎざぎざと尖とが

 り、複雑な形をしていた。巨大な丸時計と漆黒の針が遥はる

 か上で時を告げていた。

　その屋根に一弥は目をこらした。あの怪奇映画に出てきた黒き塔とよく似た、尖った屋根……。それは確かに、偶然にしてはずいぶんよく似ていた。

　二人は顔を見合わせた。

「……アブリル、どういうこと？　どうして映画に出てきた建物と同じものが、この学園の中にもあるんだろう？」

「さぁ……。なにかの呪いかなぁ？」

「呪い？　アブリル、君ね、なんでもそういうことに結びつけて面白がるのは、ぼくはあまり感心しな、い…………
 ちょっと君、どこに行くんだい？」

　アブリルは生真面目になにやら主張している一弥を置いて、どんどん時計塔に近づいていった。あわてて一弥が後を追うと、アブリルは、不気味な模様のように塔を取り巻く枯れたブナの枝をひょいひょいと避よ

 けて、塔の入り口らしきドアの前に立った。

　一弥は足を止めた。

　風が吹いて、塔の石壁をブナの枯れ枝がこする音が、暗いささやきのように辺りに広がった。腐りかけたような古い木のドアには、蜘蛛くも

 の巣が幾層も張りついている。見上げると、小さな窓が二つ、怪物の目のようにじっとこちらを見下ろしていた……。

「アブリル……？」

　ドアノブを引っ張っていたアブリルが、どうやら鍵かぎ

 が閉まっていたらしく、がっかりしたように肩を落とした。一弥はほっとして、

「どうやら入れないみたいだね」

「うん……」

「あの、ぼく図書館に用があるから、もう行かなきゃ……」

　図書館、と聞いた途端に、うなだれていたアブリルがぱっと顔を上げた。あわてて一弥の手を引っ張り、

「待って、行かないで。あの、ほら、こうすればいいし！」

「……こうって？」

「えっ、えっと……そ、そう。こうよ！」

　やけくそになったアブリルが、長くてしなやかな足を振り上げた。水玉のフレアスカートが風にふわりとふくらんで、健康的なつややかな彼女の足が一瞬、宙を舞った。

　──げしっ！

　アブリルが蹴け
 飛と

 ばすと、ドアは驚いたように沈黙し、それからゆっくりと、キィィィ……
 と音を立てて内側に開いた。

　アブリルは痛そうに顔をしかめて、なにやらうめき声を上げながら、その場でぴょんぴょんと跳ねた。それから無理やり笑顔を作って、

「久城くん、開いたよ！」

「ちがうよ、君が壊したんだ！」

「い、いいから入ろ！」

　アブリルに腕を引っ張られて、一弥はいろいろと抗議しながらも、時計塔の中に一歩、入り込んでしまった。





　時計塔の中は薄暗く、まるでこの世が消滅したような静寂に満ちていた。

　長い廊下が続き、その後、細長い階段があった。二人が歩くたびに埃ほこり

 が舞い、アブリルが盛大に咳せ

 き込んだ。それから一弥の腕を摑つか

 んで、

「なんだかクラクラする。へんな感じ……」

「うん、ぼくも……」

　時計塔の中を歩くうちに、一弥も頭を誰かに揺すられているようなおかしな不快感を覚え始めていた。

　先に階段を上がり始めたアブリルが、蹴け
 躓つまず

 いて、「きゃあ！」と叫びながら一弥の上に落っこちてきた。二人で盛大に階段から転がり落ち、埃に咳き込みながら起きあがる。

「アブリル、もう帰ろうよ。ぼく、図書館に……」

「いや！」

「……いや？」

　アブリルは振り返って、

「ええと、ほら、あの映画の……最後のシーンの部屋、それがこの塔の中にあるはずだと思うの」

　一弥は思いだした。ほとんど眠っていたが、確かアブリルに首を絞められて目を開けたときのシーンだ……。巨大なぜんまいと金属の振り子がぎりぎりと音を立てる不気味な部屋。黒き塔に潜む仮面の怪人が、おかしな実験用の工房にしていた部屋だ。

「そんなの、あるわけ……」

　アブリルは一弥の抗議にお構いなくずんずん進んでいった。二人とも、なぜか頭が痛くなって人差し指でこめかみを押さえている。

　やがてアブリルがドアをみつけて、いやがる一弥に構わず、また足を振り上げて蹴け
 破やぶ

 った。痛そうにぴょんぴょん跳ねながらも、

「……あった！」

　アブリルの顔がぱっと輝く。一弥も腕を引っ張られて、その部屋を覗のぞ

 き込んだ。

　そこには……。

　あの怪奇映画『黒き塔の幻想』に登場したのと瓜うり
 二ふた

 つの、灰色に沈んだ不気味な部屋が、時に忘れ去られた生き物のようにゆっくりとうごめいていた。

　薄暗いだだっ広い空間。

　暗い天井は遥か上まで吹き抜けで、埃っぽい空気を斬るように、巨大な時計の振り子がゆっくりと、右に……そして左に……揺れ続けている。

　その向こうに四つの巨大なぜんまいがうごめいている。一つ一つが歯車をきしませ絡み合い、

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　なんともいえない奇妙な低い音を響かせている。

　まるで、悪夢の製造装置の内部に入り込んでしまったかのような──

　息苦しさと、正体のわからない恐怖を感じさせる──

　一弥は思わずぐっとこぶしを握った。それから少し落ちついて、薄暗いその部屋の中をゆっくりと見回した。

　──大きな黒こく
 檀たん

 のテーブルに大小さまざまな実験道具が散らばっていた。まるでついさっきまで誰かが使っていたかのように乱雑に置かれたそれらは、すべてが埃を被かぶ

 り、部屋全体を包む暗い灰色に沈んでいる。

　一弥は一方の壁を見上げた。その壁にはめ込まれた大きなステンドグラスだけが、この灰色に沈む工房に鮮やかな色彩を放っていた。それは花畑を描いためずらしいステンドグラスで、暗い紫色と黄色の花々が咲き乱れる中、一つだけ赤い花が咲いていた。

　暗く、不吉な、巨大なぜんまいと振り子の部屋──。

　一弥は息を吞の

 んで、それらを見回した。

　その部屋は確かに、ついさっき観た映画と気味が悪いほど酷似していた。怪奇映画に登場した、怪人の潜む時計塔と、学園の時計塔──。

（これって、どういうことだろう……？）

　傍らを見ると、アブリルが不安そうに考え込んでいた。

「もしかしたら……」

「……ん？」

「ほら、わたしが、あの怪奇映画の物語、どこかで聞いたことがあるって言ったでしょ？　思い出したの。この学園にまつわる怪談の一つに、すごく似てたのよ」

「どんな話？」

「あのね、まずこれは史実なんだけど、二十年か三十年くらい前、ソヴュール王国にはすごく有名な魔術師っていうか、錬金術師っていうか……とにかくすごいへんな人がいたの。仮面とローブ、それに分厚い手袋という異様な姿でね。そのへんな人は王妃にものすごく気に入られて寵ちよう
 愛あい

 を受けてね、そのうち国政に関わるようになったんだって」

「へぇ……」

　一弥が興味を持ったようにうなずくと、アブリルはうれしそうにぱっと顔を輝かせた。

「それでね、錬金術師はこの学園の時計塔に工房を造って、そこに籠こ

 もって、恐ろしい力をふるい続けたって。次第に、誰も彼には逆らえなくなって、だけどそのぶん政敵も増えてね」

「へぇ、そんなことがあったんだ。知らなかった。じゃ、ここがその工房跡ってこと？」

「多分ね。でね、怪談はここから。あるとき彼の力を恐れた国王が、この学園に王立騎士団を派遣して、ついに彼を暗殺しようとしたの。ところが毒矢を放っても放っても、錬金術師はまったく死ななくてね。どこかにすたこら逃げちゃったの。騎士団が必死に捜したけどみつからなくて……。彼は不老不死だったのだ、だから仮面とローブ姿で老いない体を隠していたのだと噂されて……」

「へぇ……」

「そしてそれ以来、時計塔には怪人が潜んでいて、夜な夜な、徘はい
 徊かい

 を繰り、返、すぅ…………
 きゃあああああ！」

「大きな声を出さないでよ。それより、それなら説明は簡単じゃないか」

　冷静な顔でうなずいている一弥に、アブリルは不満そうに頰をふくらませた。

「どういうこと？」

「つまりさ、それがもし史実なら、さっきぼくたちが観た映画と、この時計塔が酷似していることの説明はつくだろう？」

「えー」

「つ、つくってば。つまり、この時計塔には昔、へんな人がいた。そのせいでいまでも怪人が潜んでいるという怪談が生まれた。あの映画はその怪談を知っている人によって撮られたんだ。だから建物や工房のデザインも、物語の内容もよく似てるんだよ。さ、戻ろう」

「うーん……」

　アブリルは悔しそうに唇をとがらせた。

「それじゃ、つまんないよ……」

「真実とは得てしてそういうものなんじゃないかな」

「ちぇっ！　久城くんのばーか！」

「げっ！　ど、どうしてだよ」

「……知らない！」

　アブリルはふんとそっぽを向いた。

「あ、そ。まぁいいや。じゃ、ぼく、図書館に用があるから……」

　ため息をつきながらも工房を出ようとしていた一弥は、背後からごそごそとへんな音がし始めたので、振り返った。

　アブリルがなぜか、さきほどから小脇に抱えていた包みをここで開けているところだった。確か、郵便局で受け取った包みだ。ソヴレムのお店から通信販売で買ったという……。

「君、なにしてるの？」

「この時計塔にいる怪人のことを、聞いてみようと思って」

「聞くって、いったい誰に？」

「こ、れ、に！」

　アブリルは得意満面に、包みから出てきた妙なものを差しだした。

　それは四角い木の板で、表面にはアルファベットが印刷されていた。ハート形をした黒い石もセットになっていた。

　一弥はしばらく悩んだ。

「……それ、いったいなんなんだい？」

「ウィジャー盤っていうの。プランシェットに使うんだよ。ね、やってみよ？」

「プランシェットって？」

「精霊とお話をするための道具なの。いい？　ここにこの石を置いて、人差し指で触るの。そして質問をすると……」

「なんだよ、それ。ね、ぼくはもう行くよ」

　アブリルはあわてて一弥を引き留めた。

「待って。これって二人じゃないとできないのよ。もうちょっと待ってってば！」

「いや、でも……」

　一弥は抗議しようとして、数秒なにごとか逡しゆん
 巡じゆん

 し、あきらめてアブリルのとなりに座った。言われたとおりに石の上に人差し指を置く。

　アブリルはほっとしたように胸を撫な

 で下ろすと、目を閉じて……、

「精霊さまに質問です」

「ぶっ！……
 いてっ！」

　思わず吹き出したら、アブリルに頰をつねられた。

「精霊さま、ここにはかつて錬金術師がいましたか……？」

　アブリルがそっと目を開ける。

　黒い石はゆっくりと動いて、ウ、イ……肯定の言葉を指し示した。一弥が顔をしかめて、

「まったく。アブリル、君が動かしてるんだろ？」

「静かに！」

「……すみません」

　アブリルはまた目を閉じた。

「精霊さま、ここにはいまもまだ、錬金術師の霊魂がいるのですか……？」

「いるわけないだろ。もう帰ろうよ。ぼくほんとに、そろそろ図書館に行かなきゃ……」

「しっ！」

「すみません……。もうっ、ぼく、なんでいつも君とかヴィクトリカとかセシル先生とか、女の人に謝ってばっかりなんだろう？　ソヴュールにきてからのここ数か月で、もう一生分謝ったよ。決めた。この後の人生でぼくはぜったいに謝らないよ。だってもう一生分謝ったんだからね……」

「静かにしてってば」

「ごめん……」

　一弥はアブリルがみつめているもの──ウィジャー盤に視線を落とした。

　アブリルの指がぶるぶると震えていた。驚いて顔を見ると、青ざめて額に冷汗を浮かべている。

「どしたの？」

「久城くん……。わたしじゃない。ほんとに、動、い、て……」

　アブリルが震える手をゆっくりと石から離した。

　石はいま、ウイ（OUI）、の〈Ｕ〉のところにあった。

　一弥も戸惑いながら、指を離した。

　石は誰も触っていないのにするすると動いた。そして……。

　ウイの〈Ｉ〉のところで、ぴたり、と止まった。

「ウイ。肯定だわ。錬金術師の霊魂は、まだこの時計塔にいる……」

　アブリルが短く悲鳴を上げた。二人とも手を離したことに気づいて、

「どうしよう！　プランシェットを途中でやめたらいけないのよ。ほら、ここに……説明書にも書いてあるの。途中でやめたら、あの世から邪悪なものがやってきてしまうの。どうしよう……！」

　続けて、短く悲鳴を上げる。

　誰も触っていないウィジャー盤が、するり、するり、と誰かが引きずるように床を移動して、二メートルほど動いて、ゆっくりと止まった。

　二人は顔を見合わせた。

　どこからかかすかな物音がした。目に見えない誰かが二人の前を横切っていったかのような、床のきしる音。そして……。

　工房のドアが音もなく開いた。アブリルは悲鳴を上げて一弥にぎゅっと抱きついた。

　誰かの足音が遠ざかり……。

　それと同時に、近づいてくる足音もあった。密ひそ

 やかな、軽い足音。階段を上がり、工房の前までやってきて、そして、開け放されたドアから、一歩、入ってくる……。

　アブリルが「きゃああ！」とまた悲鳴を上げた。

　すると入ってきた人もまた、

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げ、飛び上がった。





　入ってきたのは、象ぞう
 牙げ
 色いろ

 のシンプルなワンピースを着た小柄な女性だった。肩までのふわふわブルネットに、大きな丸眼鏡。文字通り飛び上がって、あわてて眼鏡を外して、それからこわごわと、もう一度眼鏡をかけた。

　垂れ目がちの大きなブラウンの瞳ひとみ

 を見開いて、

「なんだ。久城くんとアブリルさん……」

　セシル先生だった。

　一弥とアブリルも、緊張の糸が解けて、ぽかんと口を開けてしばらく先生をみつめていた。セシル先生はいつになく厳いか

 めしい顔つきになって、

「二人とも、こんなところでいったいなにしてるの？　ここは生徒は立入禁止よ。誰かがドアを蹴け
 破やぶ

 ったような足跡がついてたから、入ってきてみたの。さぁ、先生に正直に言いなさい。ドアを蹴破った乱暴者は、久城くん？　それともアブリルさん？」

　アブリルは気まずそうにうつむき、一弥は困ったようにもじもじしている。セシル先生はおもしろくなってきて、つい、

「犯人は一か月の外出禁止ですよ」

　アブリルが切なそうな表情になった。目め
 尻じり

 に涙を浮かべる。それに気づいた一弥が、あっと思案顔になった。

「じゃ、二人とも目を閉じなさい」

　二人はおとなしく目を閉じた。

「自分がやったと思う人は、手を上げなさい」

　しばらく二人とも動かなかった。

　やがて一弥が渋々、情けなさそうな表情で、しかし姿勢正しくびしりと挙手した。

　続けてアブリルも、そっと手を……上げたのではなく、この人ですよと言うようにとなりの一弥を指差した。

　セシル先生は思わず吹き出した。

「二人とも手を元の場所に戻して、目を開けなさい。あはははは！　アブリルさんは、これからはドアを足じゃなく手で開けるように気をつけてね。あと、久城くんは……」

　セシル先生は二人を工房から追い立てながら、

「久城くんは、そうねぇ……」

　しばらく考えていた。

「……もしかして女難の相があるのかも。先生、ちょっと心配になってきた」





　セシル先生から追い立てられて時計塔から飛び出した一弥とアブリルは、外に出た途端にふうっと息をついた。

　塔の中にいたときの、頭がくらくらして痛くなってくるような圧迫感は、外に一歩出ると消えていた。二人は何度も深呼吸した。

「二人とも、もう二度とここに近づいちゃだめよ。わかったわね？　夏休みまであと三日だからといって、気を抜かずに真面目にしてなきゃだめですよ？　ここの鍵かぎ

 は、先生が今日中につけかえておくけど……。いいわね、ぜったいにここに近づかないで」

　セシル先生が何度も繰り返した。いつになく真剣な顔つきに気づいた一弥が、

「どうしてですか？」

　セシル先生は答えずに、何度も首を振った。

「とにかく、ダメなの。ダメなものはダメなのよ」

　何度もただそう繰り返した。

　塔の周りの空は、分厚い灰色の布を広げたように暗く曇っていた。夏の虫が庭園のところどころで鳴いていた。

　そしてセシル先生が足早に去っていくと、庭園の隅、塔から少し離れた緑眩まぶ

 しい芝生には、一弥とアブリルだけが残された。アブリルは思案顔で、

「ねぇ、セシル先生の言い方、なんだかへんじゃなかった？　もしかしてこの時計塔にはなにかあるのかしら？　久城くんは、どう思う……？」

　そこまで話して、返事がないことに気づいた。あわててきょろきょろすると、一弥はもう後ろ姿になって、どんどん遠ざかって行くところだった。

　アブリルは一弥が急いで向かっている方向に目をこらすと、ぷくっと頰をふくらませた。

「あ、逃がしちゃった！　もう……。今日こそ、図書館に行くのを邪魔しようと思ってたのに……」

　ため息をついて、自分もゆっくりと歩きだす。

　風が吹いた。ショートヘアのせいでむきだしになったアブリルの白いうなじに、樹木の葉からぽつんと水滴が落ちてきて、首筋へころころと転がって消えた。

「ちぇっ！」

　つまらなそうにつぶやく。

「デートのつもりで誘ったのになぁ。だって、映画に誘うってそういうことでしょ？　いちばんかわいく見える服着て、お洒落しやれ

 して、張り切ってきたのに……あの子ったら、となりでぐぅぐぅ眠ってるんだもん！」

　ふくれっ面になり、

「赤点なんて取ったことないのは、知ってるよーだ」

　大きくため息をついて、肩を落とした。

　空を見上げる。夏の空はどこまでも高く、澄んでいた。白い小鳥が数羽、気持ちよさそうに空をよぎっていく。噴水も、花壇の花も、なにもかもが通り雨の水滴に濡ぬ

 れてきらきらと輝いていた。

　アブリルは小こ
 径みち

 のベンチに座ると、痛そうに何度も足をさすった。それから小声で、

「久城くんの、ばぁか！」

　急にごうっと大きな風が吹いて、アブリルは短い髪を吹き上げられ、思わず目をつぶった。それからゆっくりと瞳を見開いた。

　つぶらな青い瞳に、戸惑いと、怖れが浮かぶ。

　アブリルはゆっくりと時計塔を振り返った。小さな四角い窓が二つ、まるで怪物の目のようにアブリルを見下ろしていた。誰かにじっと見られているような、密やかな視線の気配がした。アブリルは不安そうに眉まゆ

 をひそめ、もう一度じっと時計塔を見上げた。

「そういえば、さっきプランシェットを途中でやめてしまったんだったわ。確か説明書では、そんなことをしたら邪悪な霊がやってきて、戻らなくなってしまうんだったけど……」

　アブリルは青い瞳を見開いて、つぶやいた。

「そんなこと、起こらないよね……？」

　風が吹いた。

　灰色に沈む時計塔に影が差して、その姿をいっそう暗く、黒く染め変えていった。






　　　　２






　そして、その頃。

　聖マルグリット大図書館──。

　広々とした学園の敷地。その奥の奥に隠された高い塔は、ここ三百年余そうであったように、今日もまた静寂に包まれていた。

　欧州でも指折りの知識の殿堂でありながら、秘密主義の学園ゆえにその存在を知る人は多くはない。風雨に晒さら

 され色を変えた石の塔には、よく見ると小さな革張りのドアがあるのだが、そこを開けて中に入っていくものの姿はあまりみかけることがない。

　内部は、目眩めまい

 がするほど高いところにある天井まですべてが吹き抜けになったホールで、壁は四方ともすべて巨大書棚となっていた。革張りの分厚い書物が何万冊も、ぐるりとこの空間を取り囲んでいる。知性と、静寂。この場所にあるのはただただそればかりだった。

　天井を見上げると、細い木の階段が迷路状に入り組んで上へ上へのびている。そしてそのもっとも上にかすかに見えるのは、荘厳な宗教画が描かれた美しい天井と、そして……。

　金色の細長い、なにか……。

　まるで図書館に隠れ棲す

 む不思議な生き物が、うっかりしっぽを垂らしているかのような、なにか……。

　時折かすかに揺れて、下にいるものを誘いざな

 うようにうごめいてはまた、止まる。

　この図書館には、生徒に噂されるさまざまな寓ぐう
 話わ

 があった。曰いわ

 く、これは十七世紀初頭に当時のソヴュール国王が建設した建物で、あの誰も上がっていけないほど入り組んだ迷路階段のいちばん上には、恐妻家であった彼が秘密の愛人と逢おう
 瀬せ

 を楽しむためにつくった小さくて豪ごう
 奢しや

 なベッドルームがあるのだとか。曰く、そのいちばん上の部屋には、金色の小さな妖よう
 精せい

 が棲んでいるのだとか……。

　その妖精の噂の根元になったと思われる、金色のしっぽの持ち主は、夏の休暇を前にはしゃぐ下界の様子など何処吹く風だった。眩しい夏の日射しに照りつけられることも、とつぜんの通り雨に驚くこともなく、今日もまたいつもと同じように、迷路階段を上がった先にある秘密の植物園で、厳いか

 めしい顔をして読書に励んでいた。

　南国の木々が生い茂り、毒々しい赤い花が咲き誇るその植物園と、階段の踊り場の中間に、半身を投げ出すように、小さな美しい少女が転がっていた。

　ヴィクトリカ・ド・ブロワ──。

　ソヴュール王国で力を持つ貴族、ブロワ侯爵と、謎めいた血筋の踊り子、コルデリアとのあいだに生まれ、なぜかこの学園に幽閉されている少女だ。彼女は今日もまた、花模様を散らせたピンクのドレスに、雲の上しか歩けないような繊細なレースアップシューズ。フリルとレースに縁取られた豪奢な姿で、かなりけだるげに、パイプをくゆらしていた。

　小さな顔は驚くほど整って、一見、人ではなくまるで職人が丹精込めて造った陶人形のようにも見える。小さな鼻とさくらんぼのようなつややかな唇。頰は薔薇ばら
 色いろ

 ──。しかし、その薄いエメラルドグリーンに輝く瞳ひとみ

 だけが、薄くけぶり、大人とも子供ともつかない、不思議に冷酷めいた、彼女独特の雰囲気を醸し出している。

　鮮やかな金色の髪は足元まで届くほど長く、それが不思議な生き物のしっぽのように階段の手すりから下へこぼれ落ちて、物憂げに揺れている。

　小さな手には、陶製のパイプ。時折、唇に近づけてはぷかり、ぷかり、と吸う。パイプから白く細い煙が天窓に向かってまっすぐ上っていく。

　彼女の周りには分厚い書物がいくつも開かれて散らばっていた。そのどれもが、難解な学問書や魔術書、辞書などで、どれをとっても、一冊読むのにずいぶん時間がかかりそうな代物だった。しかしヴィクトリカはそれを何冊も同時に読み進めているようだった。何冊ものページをめくり、目を走らせ、まためくり続けている。

　しばしその作業に没頭していたヴィクトリカは、しかし、とつぜん顔を上げるとうめいた。

「……退屈だ」

　子供が駄々をこねるように、両足をばたつかせた。書物が蹴け
 飛と

 ばされてあちこちにすっ飛んでいった。

　ヴィクトリカはパイプを、傍らにある靴の形のパイプ置きに置くと、とつぜんごろんと横になった。そして体をきゅっと縮めて小さなフリルのボールみたいになると、右に、左に、ごろんごろんと転がり始めた。そのたびに散らばった書物が遠くに飛ばされていく。

「退屈だったら、退屈だ！　どうしろと言うのだ？　死ぬ！　退屈が喉のど

 までせりあがってきたら息が止まって死ぬ。医学的にもあり得るのだ。あぁ……」

　ヴィクトリカはフリルのボール状態でしばらく植物園の床を右に、左に、前に、後ろに転がり続けていたが、急にむくりと起きあがった。

　迷路階段の手すりに小さな手をのばし、遥はる

 か下の、図書館の入り口辺りをぼんやりとみつめた。

　この広大な知識の殿堂にいるのはヴィクトリカ一人で、命あるものは誰もやってくる様子がない。いつもなら、革張りのスイングドアが勢いよく開いて、「ヴィクトリカー！」と叫びながらおかしな東洋人の少年が迷路階段を駆け上がってくるはずの時間なのだが、今日は……。

「今日は、遅いな……」

　ヴィクトリカは小声でつぶやいた。

　それから、はぁ……とため息をつき、しばらくぶらんぶらんと手すりにぶら下がっていた。金の髪が遥か下のホールに向かって垂れ下がり、左右に揺れる。

「もう、飛び降りちゃおうかな。そしたらもちろん死ぬが、一瞬、いい感じにきわめて刺激的だ。…………
 ぎゃあああ！」

　物騒なことを口走っていたヴィクトリカは、とつぜん手すりから手を離すと、小さな両手で後頭部を押さえた。エメラルドグリーンのまるで老女のような静かな瞳に、じわじわと涙の粒が溜た

 まった。

「い、痛い………………
 ぞ？」

　後頭部を押さえて涙を浮かべながら、ヴィクトリカはゆっくりと振り返った。床の上に一冊の書物が落ちていた。どうやらヴィクトリカが暴れていた振動で、そこにある棚から一冊の書物が落っこちてきたらしい。

　ヴィクトリカの後頭部に突き刺さって落下したその書物は、金色の表紙をした妙に派手派手しいものだった。ヴィクトリカはしばらく憎々しげに書物を睨にら

 んでいたが、やがてそろそろと動いて書物に近づいた。なぜか妙に警戒して、野生動物が罠わな

 の近くをうろつくように、小さな鼻を近づけて匂いを嗅か

 いだり、また離れたりをしばらく繰り返す。

　十分ほどして、ようやくヴィクトリカは警戒を解き、そっとその書物を手に取った。膝ひざ

 の上に置いて、そして、ゆっくりと書物を、開、い、た……。

　──ポン！

　その大きな金色の本は、開いた途端にヴィクトリカの目の前に不思議な情景を映しだした。





　巨大な四つのぜんまい。

　同じく巨大な振り子。

　そして、ローブを身にまとい仮面をつけた大柄な男と、その傍らに倒れ伏す少年。

　少年のお腹はぱっくりと裂けて、そこから金色の飛沫しぶき

 が飛びだし、まるで腹の肉を引き裂いて金色の花が満開に咲いたように見える。

　仮面の男は心の底から笑っている。なぜだか仮面越しにそれが感じられた。

　男は勝ち誇っている。

　だが、長年の深い悲しみと怒りも抱えている。

　男がゆっくりとこちらを振り返る。そして箱庭のようなその世界を見下ろす、フリルに包まれた巨大な少女をみつける。

　男は少女──ヴィクトリカの巨大な緑の瞳を見上げ、にやり、と笑う。

　そして地面を指差す。なにかを言おうとしている……。





　──ヴィクトリカは我に返った。

　膝の上に開いた書物をじっとみつめた。

　それは大きな書物で、開くと、ぜんまいや振り子、そして仮面の男と倒れ伏す少年の絵がこちらに飛び出してくる造りになっていた。子供用の絵本によくある〝飛び出す絵本〟だ。しかしこの書物は子供だましではなく、かなり凝って造られていた。一瞬、こちらに情景ごと飛び出してきたかのように感じられたほどだ。

　ヴィクトリカは、仮面の男が指差したような気がした地面……つまり書物のページを見た。そこには絵本の文字の部分のように、なにか文章が書かれていた。すべて手書きで書かれ、しかしそのフランス語は……なぜか、まるで子供が書いたかのような稚ち
 拙せつ

 な文字だった。

　ヴィクトリカは顔をしかめた。

「……これはいったいなんだ？」

　顔を近づけ、読み進めてみる。

　そこにはこう書かれていた。





〈いつの日かこの本を手に取る者へ


一八九九年　リヴァイアサン　記す〉







　ヴィクトリカは顔をしかめた。

　仮面の男をじっと見下ろす。

「リヴァイアサン……？　例のおかしな錬金術師か。この学園に昔、いたという……。なんだこれは。つまりこれは、君の回顧メモ
 録ワール

 なのかね？」

　フンと鼻を鳴らし、小さな仮面の男を睨むと、

「わたしがまんまとこの回顧録を読むと思っているのかね？　あいにくだな」

　ヴィクトリカはぱたんと書物を閉じて、元の場所に戻した。

　それからしばらく、パイプをくゆらしてじっとしていた。

　数刻……。

「……だああああ！　やっぱり退屈だ！」

　再びくるんと丸まってフリルボールになり、右に左にふかふかと転がり回ったあげく、ヴィクトリカはふくれっ面で起きあがった。

　手をのばして金色の書物を摑つか

 むと、膝の上に広げる。

「仕方ない。なぜだかとても気にくわないが、読んでみるか……。これを読むか、退屈で死ぬかとなれば、どちらかといえば読むしかあるまい」

　かつてこれを書いた者が聞いたら怒り出すようなことを言い放つと、その金色の書物に顔を突っ込んで、読み始めた。

「ふむ、やはり回顧録だな。こんな凝ったものを造るとは、暇なやつだ」





〈我、リヴァイアサンは錬金術師である。

　神秘の力によって無から有を創り出すことに成功したのである。

　いつの日かこれを手に取りし未来の汝なんじ

 よ、驚いているであろう？

　我の力は我の命を永遠に生かし続け、秘密を暴こうとするものを罰し続けるのである。

　汝、まいったかね？〉





　ヴィクトリカは顔をしかめた。

「この男はどうも苦手だな。……どことなく、妙なやつだ」

　ヴィクトリカはため息をつき、書物を閉じようとした。

　そのときつぎの一文が目に入り、手を止めさせた。





〈未来の汝よ。

　汝は男か？

　女か？

　大人か？

　子供か？

　構わぬ。

　我の謎は何百年経とうと見破れまいからだ。汝、悔しいかね？〉





　ヴィクトリカはきりきりと眉まゆ

 をひきつらせた。怒っている。金色の髪がぶわりと膨れあがり、薔薇ばら
 色いろ

 の頰も憤ふん
 怒ぬ

 に赤く染まった。

「な、なにを言っているのだ。わたしに見破れないことなどない。なんなのだ、この失敬な男は！」

　怒りにまかせて乱暴にページをめくる。

　しかし、つぎのページは別の日付で、震える文字が乱暴に書かれていた。





〈未来の汝よ。

　我は愚者なり。

　そして汝、愚者の代弁者となりて、我が愚かなりし秘密を暴け！〉





「……なにを言ってるのだ、この男は？　見破れまいと威張ったり、暴けと頼んだり。難儀な男だな」

　ヴィクトリカはぱたんと書物を閉じた。

「うーん……もう、いいや」

　あまりにも気まぐれな様子で、書物を床に投げ落とした。それから思い出したように、もとは帽子だったお菓子入れに手をのばした。マカロンの包み紙をはがしてうれしそうに頰張りながら、しかし少し思案顔で、なにごとか逡しゆん
 巡じゆん

 している。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　ごくん、と食べ終わると、また手をのばして、二個目のマカロンを頰張る。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　そうしながらも、ヴィクトリカの視線は一点に集中していた。床に投げ落とした金色の書物だ。

　マカロンの包み紙が床に散らばり、天窓からの風にカサカサッ……と音を立てた。ヴィクトリカはまたくるんと丸まって左右に揺れながらなにごとか逡巡していたが、やがてため息混じりに起きあがると、

「退屈には勝てん。なにしろ最大の敵なのだからな……」

　つぶやいて、金色の書物をまた手に取った。

　ページをめくるたびに、きらびやかな王宮の広間、王冠を輝かせる若い王妃、厳いか

 めしい法廷に集まる人々、跪ひざまず

 く長い金髪の若者
 ……さまざまな情景が、ポン！　ポン！　と飛び出してきた。ヴィクトリカは次第に没頭して、手にしたパイプに口を付けるのも忘れ、ただただ書物に顔を突っ込んでいた。

　しばらくすると、遥はる

 か下のホールから聞き慣れた音が響いてきた。ばたん、とドアが開き、続いて誰かが走り込んでくる足音。そしていつもの声……。

「ヴィクトリカー！」

　呼ばれたヴィクトリカは、かすかにぴくりと反応した。だがそれきり返事もせずに、ひたすら読書に没頭し続けている。

　ホールの遥か下に小柄な少年の姿が現れ、息せき切って迷路階段を駆け上がってくる足音が響き始めた。

　ヴィクトリカは顔も上げずに、ただ一言、ぼそりとつぶやいた。

「ふむ。ようやくきたか、あのならず者め……」

　パイプを口に近づけて、ぷかり、ぷかりと吸いながら、ヴィクトリカは休まずに読書を続けた。少年──久城一弥が階段を駆け上る、カッカッカッ……という規則正しい足音が静かな植物園に響き渡る。

　だが、迷路階段は長い。

　一弥の姿が現れるまで、まだあと数分かかる……。





「ヴィクトリカー！」

　息せき切って一弥が植物園まで上がってきたのは、それから十分ほどが経ってからだった。暑さのせいもあって、はぁはぁと肩で息をしている。汗を拭ふ

 き、慣れた様子でヴィクトリカのとなりに座る。そして鼻息も荒く、

「ね、君、退屈してるかい？」

　聞かれたヴィクトリカは、膝ひざ

 に置いた書物から面倒くさそうに顔を上げた。

　鮮やかな金色の髪に彩られた、小さな小さな顔。その顔に輝く、見たこともないほど不思議な輝きを湛たた

 えた緑の瞳ひとみ

 。

　一弥は知らずドキリとした。ヴィクトリカがしばらく黙っているので、固かた
 唾ず

 を吞の

 んで返事を待っていると……。

「……そうでもない」

　一弥はがくっと肩を落とした。

　その様子に気づいたヴィクトリカが、物憂げにパイプをくゆらしながら、

「いったいなんだね？」

「……なんでもないよ。ちょっとばかしおもしろい話を仕入れたもんだから、君が退屈してるのなら少しは喜んでくれるかと思って、やってきたんだ」

「へぇー……
 」

　いかにも気のない返事に、一弥は少しめげた。しかし気を取り直して、

「あ、でも一応話してみるよ。君が知ってるかどうかわからないけど、この学園にはその昔、怪しい錬金術師がいてね……」

「ふむ、奇異だな」

　ヴィクトリカが不思議そうに言った。一弥が「ん？」と聞き返す。

「奇異って、なにが？」

「たったいま、その錬金術師の挑戦を受けたところなのだ」

「えぇ、挑戦!?
 」

　一弥はきょとんとして聞き返した。





　天窓から風が吹いて、植物園の花や葉をさらさらと揺らしていった。外は夏の日射しで暑かったのに、ここはまるで地上の暑さとは無縁の、心地よい涼しさを保っている。

　ヴィクトリカは物憂げにパイプをくゆらし、膝の上に広げた書物を読んでいる。一弥はしばらくおとなしく待っていたが、どうやらヴィクトリカが返事をしてくれる様子がないのに気づくと、遠慮がちに、

「挑戦って、なんのことなんだい？」

　ヴィクトリカは知らんぷりしていた。パイプから上る白い細い煙が、彼女が身じろぎするたびに儚はかな

 げに少し揺れた。一弥が手持ちぶさたに、ヴィクトリカのマカロンを一つ手に取って口に放り込んだり、なぜか床中に散らばっている書物を拾い集めて整理したりしていると、ヴィクトリカがとつぜん言った。

「久城、君、誘われて映画に行ってきたのかね？」

「うん！……あれ、どうしてわかるんだよ？」

　ヴィクトリカは興味なさそうに、

「ポケットから映画の半券が覗のぞ

 いている。タイトルが少し読めるが、どうも君の好みではないようだからね。おそらく、誰かに誘われて出かけたのだろうと推測したのだよ」

「ふぅん……。すごいや、当たりだよ。村に映画館ができたから行ってみたんだ。そしたらその映画が、この学園に昔いた怪しい錬金術師の話をもとにつくられたものだったんだよ」

「ふむ……」

　ヴィクトリカはそれきりその話題に興味をなくして、知らんぷりして読書を続けていた。一弥はマカロンの包み紙を拾ったり、散らばる書物を一か所にまとめたりといった、いまや恒例となった整理整せい
 頓とん

 に励みながら、映画館の様子や村で見たことなどを一生懸命しゃべっていた。ヴィクトリカは聞いているのかいないのか返事もせずにパイプを吹かしていたが、しばらくするととつぜん顔を上げ、妙なことを話しかけてきた。

「君、マイセン磁器を知っているかね？」

　一弥はきょとんとした。

「知ってるよ。ドイツの食器だろ？　白くてつるつるしてて、なかなかきれいだよね。……なんだよ、急に？」

「君に錬金術の話をしようと思ったのだ」

「…………
 その話、長い？」

「もちろんだ」

　ヴィクトリカはうなずいた。

「とてつもなく長い。醒さ

 めない夢のように長い。竜の寿命のように長い。さて、聞け。こっちにこい」

　一弥は困ったような顔をしたが、仕方なく、ヴィクトリカの傍らに戻ってきて、ちょこんと座った。ヴィクトリカは横顔に冷酷めいた表情を浮かべ、

「久城、君が錬金術についてどれほど知っているかは知らないが、わたしが推測したところ、おそらくほとんど無知なのだろう」

「悪かったね。あぁ、ぜんぜん知らないよ」

「説明してやろう。錬金術師とは、物質の情報を書き替えて別の物質に変化させる術を研究する人々なのだ。その技はさまざまだが、歴史的に、人々が彼らに求めた力は大きくわけると三つに集約される。〝金〟と〝不老不死〟、そして〝人造ホムン
 人間クルス

 〟だ。それらは〝賢者の石〟と言われる特別な物質の助けを借りて造られるとされたため、力ある錬金術師は〝賢者の石〟を持っているものと考えられた。その石は一説によると柘榴ざくろ

 の実のような濃厚な赤色をしていたとされる。……久城、眠ったら絶交だ」

「眠ってないよ！　目をつぶっていただけだよ」

「フン」

　ヴィクトリカは一弥のいいわけを鼻であしらった。

「そしてね、君、一般に錬金術とは古代から綿々と受け継がれた悪魔的な知識だと誤解されているが、その歴史は意外と浅いのだ。ものすごく浅いのだ。知っていたかね？」

「いや、ぜんぜん」

「ふむ。ここで一人の青年にご登場願おう。舞台は十七世紀初頭のドイツ。青年の名前はヨハン・Ｖ・アンドレーエ。牧師の息子で、ボンクラだ。昼間はぶらぶらし、夜は宗教関係のサークルに顔を出していた。ヨハンはそのサークルで、ある夜、クリストフと名乗る異能の青年と出会った。彼は古代ヘブライ語を含む九か国語を理解し、さまざまな余計な知識に精通する、謎めいた、無職のボンクラだった」

「余計な知識なら君だって負けてないと思うけどね。……痛い！　蹴け
 飛と

 ばすなよ」

「とにかくヨハンとクリストフのボンクラ二人組が意気投合し、それが結果的に、その後の長き錬金術ブームをつくることになったのだ。彼らは二人で部屋に籠こ

 もり、それぞれの両親や兄たちに就職しろだの妻帯しろだの、のべつまくなしに説教されながら、一人の架空の人物についての壮大な想像物語を作り上げた。まぁ、ちょっとばかし妙な方法で暇を潰つぶ

 していたのだな……。さて、その物語の主人公は、十四世紀に生まれた悪魔的な男クリスティアン・ローゼンクロイツ。二人のボンクラは、その想像上の男にさまざまな力を与え、薔薇ばら
 十じゆう
 字じ
 団だん

 という錬金術師集団の王であるとした。二人は薔薇十字団の謎めいたパビリオンや厳しい規約、そして彼らの歴史などを考え、それを幻想文学として一冊の書物にまとめた。『クリスティアン・ローゼンクロイツの化学の結婚』という本だ。それでは飽きたらずに、さらに『ファーマ』『コンフェッシオ』という本も書いた。要するに、そうとう暇だったのだな。しかし彼ら二人がわずか数年のあいだに書いた、たった三冊の本は、中世ヨーロッパでベストセラーとなり、後追いの書物や薔薇十字団を名乗る人々がつぎつぎに現れた。二人のボンクラ青年の想像物語はあっというまに社会によって再編集され、その後の歴史の中で次第に現実化していったのだ。おそらく、当事者の二人にも止めようのない速度で、な」

「へぇ……」

「二人の相性は抜群だったのだろうよ。異能のボンクラ、クリストフは、古代から中世までのあらゆる神秘的知識を内包した泉だった。しかし彼自身にはその膨大な知識をどうすることもできなかった。そこで活躍したのがもう一人のボンクラ、ヨハンだ。ヨハンはクリストフの膨大な知識から徹底的にブラウジングし、おもしろい部分だけを寄せ集めて編集加工を行った。この二人の才能によって薔薇十字団という魔性の錬金術師集団が〝存在した〟ことになり、さまざまな書物も出版されて、中世以降の熱狂的なブームを造ったのだ」

　ヴィクトリカは膝ひざ

 に置いた書物を降ろして、マカロンを一つ頰張った。

「もぐもぐ……。それでだな、マイセン磁器についてだが」

「とつぜん話題が変わったけど」

「フン。変わってなどいない」

　ヴィクトリカはマカロンの包み紙をぽいっと放り投げた。一弥が拾って、ポケットにしまう。

「ところで十八世紀のドイツに舞台を移すと、フリードリッヒ・ベットガーというボンクラ青年がいた」

「またボンクラ？」

「そうだ。錬金術の歴史は裏返せば〝そういうやつら〟の歴史なのだ。フリードリッヒは薬屋の見習い青年だったが、周りに自分はすごい錬金術師でもちろん賢者の石も持っていると吹ふい
 聴ちよう

 して回っていた。するとある夜、ポーランド国王軍が押し入ってきてフリードリッヒは誘拐されてしまった。国王にはどうしてもほしいものがあったのだ」

「金？」

「いや。久城、君の生まれた国に美しい白磁の皿があるだろう。確か伊い
 万ま
 里り
 焼やき

 と呼ばれているものだ」

　一弥はうなずいた。

「知ってるよ。やっぱり白くてつるつるしててきれいなものだよね。それがなんだい？」

「ポーランド国王は東洋から献上された白磁の皿をいたく気に入っていた。当時、伊万里焼はヨーロッパにおいて金と同じ値段で取り引きされる宝物だった。そして国王は、これとまったく同じものを錬金術によって造ることを望んだのだ。王宮の工房に幽閉されたフリードリッヒはもちろん困った。ものすごく家に帰りたかった。だが無理だった。国王は彼の噓を頭から信じ、日夜、まだかまだかとせっついた。賢者の石でさっさと造れとね。いまさら噓だなどと告白すれば間違いなく殺される。フリードリッヒは、浴びるようにヤケ酒を飲みながら十年かかって、土をこね、焼き、また酒を飲み……ついに伊万里焼によく似た、白くてつるつるして美しい磁器を作り上げた。国王は喜び、大量生産するための工場を造った。それがマイセン磁器の誕生だ」

「へぇ、そうだったんだ」

　一弥は感心した。

「で、そのフリードリッヒはどうなったの？」

「深酒とストレスがたたり、ぽっくり死んでしまった。マイセン磁器博物館に、青ざめた顔で酒杯をあおる彼の肖像画が飾られている。……つまりだね、久城。わたしが言いたいのは、だ」

　ヴィクトリカはなぜかむきになっているようだった。頰を真っ赤に染めていつになく熱弁を振るっている。一弥は不思議そうにその小さな顔をみつめた。

「錬金術師はやたら謎めいたことを言い周囲を煙に巻くが、その実、錬金術の歴史は詐欺的な歴史だということだよ。わたしがいま語ったものはその歴史のほんの一コマに過ぎない。噓をついて後に引けなくなった男や、暇つぶしの幻想文学のつもりで執筆した男。彼らの噓を〝信じたい〟と願う人々や歴史の波によって、数百年の時をかけ、それらは人々の共同幻想として現実化していってしまった。つまり……」

　ヴィクトリカはフンと鼻を鳴らした。

「その昔、聖マルグリット学園にいたという錬金術師リヴァイアサンもまた〝そういうやつら〟の一人に過ぎない。もちろん彼は無から有など造っていない。人を騙だま

 すことに長た

 けていただけだ。いわば彼らは永遠の悪戯いたずら

 っ子なのだよ。ママに怒られても登った木から降りてこない困った子供だ」

「だけどその錬金術師は、ずいぶん有名になって、最後はソヴュールの国政にも口出しをしたって聞いたけど……」

「フン。実にくだらない。もしもわたしがリヴァイアサンと同じ時を生きていれば、必ずや彼のペテンを暴き、勝負に勝ったことだろう。わたしのこの〝知恵の泉〟によって、彼の仮面の奥から、散らばる混沌カオス

 の欠片かけら

 を拾い集め再構成し、またたくまに息の根を止めてやったことだろう。そう、わたしは……！」

　ヴィクトリカは真っ赤な顔をして、ムキになって繰り返した。

「わたしは彼の秘密を暴いて、愚者の代弁者となろう！」

　そのやけに力の入った宣言に、一弥はきょとんとして、ヴィクトリカの怒りに染まる小さな顔をみつめた。

「ふぅん……？」

　天窓から風が吹いて、ヴィクトリカの長い髪を揺らした。靴の形をしたパイプ置きに置かれた陶器のパイプから、細い白い煙がたゆたって天井に上っていく。

　どこかで小鳥が鳴いている。

「……なんだか楽しそうだね、ヴィクトリカ」

「楽しい？　わたしが？」

「そうだよ。だって、つまりこういうことだろ？　今日の君はめずらしく退屈してない。そのおかしな錬金術師のおかげで、さ」

「む……」

　ヴィクトリカは不満そうにほっぺたをふくらませて、黙った。そんなヴィクトリカを一弥はにこにこして見守っている。

　陶製のパイプから、白い細い煙は天窓に向かって上り続けていた。

　またどこかで小鳥が鳴いた。

　天窓からこぼれ落ちてくる眩まぶ

 しい日射しが、この植物園にも、外はもう夏であることを知らせていた。
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　さて、その翌朝──。

　夏の長い休暇を二日後に控えた月曜日の、暑い朝──。

　一弥はいつもの通り、目覚まし時計もないのに七時ぴったりにむくりと起きあがると、寝ぼけ眼のままで男子寮の部屋のベッドから出た。洗面所で顔を洗い、歯を磨き、きっちりと制服を着てネクタイも締め、前の晩に教科書やノートを入れた鞄かばん

 を手に部屋を出た。

　食堂に降りると、まだ寮生たちは誰もいなかった。貴族の子弟たちは朝が弱いのか、みんなぎりぎりまで眠っているのが常なのだ。一弥は赤毛の色っぽい寮母さんに挨あい
 拶さつ

 をして、朝食を出してもらい、しっかりと食べた。

「そういや、久城くん」

　寮母さんがくわえ煙草で紅茶のお代わりを注いでくれながら、

「昨日、村の映画館に行ったでしょ？」

「はい。あれ、寮母さんも？」

「ううん」

　寮母さんは首を振った。

「あたしじゃなくて、友達がね。映画館で東洋人の男を見たって言ってたからさ。この辺りで東洋人って言ったら、久城くんぐらいでしょ？」

「そっか……。そうですよね」

「赤毛の、ちょっといい男と一緒だったって。ねぇ、どういう知り合い？　村の女の子たちがきゃあきゃあ言って、そいつの正体を知りたがってるのよね」

「赤毛の男？」

　一弥はきょとんとした。

（昨日はずっとアブリルと一緒だったんだけど……？）

　しばらく考えて、寮母さんが言う〝東洋人の男〟は自分ではなく、学園への帰り道にみかけた二人組のことなのだ、と気づいた。確か、妙に鋭い目つきをした東洋人の男と、深く被かぶ

 った帽子から燃えるような赤毛を覗のぞ

 かせた男の二人組だったはずだ……。

「それ、ぼくじゃありません。ぼく、ずっとクラスメイトの子と一緒だったから」

「なんだ、そうなの。二人にウインクされてどきどきしちゃった、って聞いたから、てっきり……」

「寮母さん、そのウインクの話の時点で気づいて下さいよ！　ぼくがそんなことできるわけないじゃないですか！」

「あら、そう？　それじゃ、試しにやってみれば？」

　寮母さんは一弥に向かってバチッとウインクしてみせた。一弥は知らず赤くなった。

　──朝食を食べ終わり、寮を出る。一弥は姿勢を正して、校舎に向かって一直線に進んでいった。

　と、いつもの小こ
 径みち

 を歩きながら、なんとなく気になって、いままでは目に留めたこともない古びた時計塔に目を走らせた。

（あれ……？）

　灰色に沈む石の塔は、そこだけまだ夜にいるように、眩しい朝日を寄せつけずに暗く陰っていた。その入り口の、昨日アブリルが蹴け
 破やぶ

 ったドアが、ぶらん……と壁にぶらさがるように開いていた。

（確か昨日、セシル先生が、すぐにドアを直すって言ってたんだけど……）

　なんとなく責任を感じて、一弥は小径を曲がり、小走りで時計塔に近づいていった。ドアをよく見ると、昨日はなかった新しい鍵かぎ

 がつけられていた。しかしその鍵には、誰かが無理やりこじ開けたような傷跡がついている……？

　一弥はそっと首をのばして、塔の中を覗き込んだ。

　昨日とまったく同じ光景が、そこにあった。暗く埃ほこり

 っぽい廊下と、その奥の闇に続く階段。おそるおそる二、三歩入り、小声で「誰か、いますか……？」と問うてみたが、答える声はなかった。一弥は塔を出ようとした。

（後でセシル先生に、ドアがまた開いていたって報告しておこう……）

　塔に背を向けた、そのとき……。

　キィィィィィィ……
 。

　かすかな音がした。塔の奥でドアが開いた音だ。一弥は振り返り、もう一度「誰かいるんですか？」と、今度は少し大きめの声で問うた。

　返事はない。

　少し迷ってから、塔に足を踏み入れた。

　廊下を歩きだすと、昨日アブリルと一緒に入ったときと同じように、妙な目眩めまい

 がした。空間が歪ゆが

 んでいるような、頭を圧迫されているような、説明しがたい息苦しさ……。一弥は階段を上がった。アブリルがつまずいたのと同じ場所で、なぜか一弥も足がもつれ、転びそうになった。戸惑いながらも階段を上がり、昨日アブリルが蹴破った二つめのドア──あの謎めいた、巨大なぜんまいと振り子が動く工房のドアをみつけた。

　ドアは開いていた。

　ギリギリギリギリギリ……。

　ぜんまいが動く音がする。

　一弥はゆっくりと進んでいった。ドアから顔を出して、工房を覗き込む。

　──男が倒れていた。

　思わず一弥は駆け寄って、その男を助け起こした。同じ肌の色──あの東洋人の男だった。つい昨日、村でみかけたよそ者の男の片割れだ。男は一弥に気づいてゆっくりと目を開けた。一弥と同じ漆黒の色をした切れ長の瞳ひとみ

 が、見開かれた。

　ぶるぶる震える右腕を、一弥に向かってのばす。見開かれた瞳は、白目が充血して細い毛細血管がいまにもぶちぶち切れそうに見えた。瞳どう
 孔こう

 が開き、口から低いうめき声が漏れた。

　一弥は、男がのばしてきた右手の人差し指におかしな痣あざ

 があることに気づいた。指先にコインほどの紫色の染みができて、充血している。男は震えながら一弥にしがみついて、耳元で一言、ささやいた。

　それは地獄の底から響いてきたような、不吉なしゃがれ声だった。

「錬金術師、だ──！」

　一弥は「えっ？」と聞き返した。男はもう一度、

「リヴァイア、サン、だ…………
 」

　驚くほど大きな声で叫ぶと、がくりと首を落とした。

　一弥は何度か揺さぶって男を呼んだが、もう事切れたらしく反応がなかった。そこに男を置いて、あわてて飛び出す。廊下に出たとき、そこにある小窓のはめ殺しのガラスの向こうを誰かが横切ったような、黒い影が一瞬、目に飛び込んできた。

　一弥はあわてて廊下を走り階段を降りようとして……。

「……えっ？」

　振り返った。

　ゆっくりと小窓のほうに戻る。

「人影？……でも、そんなはずない。だってここは」

　一弥は戸惑ったように、いまから自分が降りようとしていた階段のほうを見た。

「だってここは二階なんだ。窓の外を誰かが通るはずはない」

　びゅうっ、と外で風が吹いた。

　びし、びしっ、と家鳴りがした。

　一弥の耳に、ふいに昨日のアブリルの怯おび

 えた表情と震える声が蘇よみがえ

 った。

〈プランシェットを途中でやめたらいけないのよ。

　あの世から邪悪なものがやってきてしまうの……〉

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　背後から、ぜんまいがきしみながら回る音が聞こえてきた。





　事件の報を受けた警察がやってきたのは、三十分ほど経ってからだった。現場となった時計塔には、死体の発見者である一弥と、一弥から報告を受けたセシル先生、それから年輩の教師が何人か集まっていた。

　まだ朝露に濡ぬ

 れる小径を、見覚えのない、とても見目のいい若い男が近づいてきた。金色のロングヘアを背中に垂らし、彫りの深い実に貴族的な美び
 貌ぼう

 をしていた。緑の瞳は憂いを秘め、服装も純白のシャツブラウスに乗馬ズボンと、なかなか洒落しやれ

 ている。

　そのハンサムな男は迷いもなく、発見者の一弥に近づいてきた。

「おはよう、久城くん」

「……おはようございま、え？　誰ですか？」

　男は気味の悪いものを見るような目つきで一弥を見た。それから長いサラサラの金髪を両手でかき集めると、前方に引っ張って大砲のように尖とが

 らせてみせ、

「わたしだよ。気づきたまえ」

「……ぎょへぇぇぇぇ！
 　警部ですか！」

　セシル先生までが大きく口を開けて、髪をドリルにしていないブロワ警部を呆ぼう
 然ぜん

 と見上げていた。一弥はしばらく口も聞けずに警部をみつめた。

　ぱっと手を離すと、金髪がサラリと背中に向かって戻っていき、苦にが
 虫むし

 を嚙か

 みつぶしたような表情を浮かべる、しかし文句なしに美しい顔の周囲を再び金色に彩った。一弥は不思議そうに、

「髪型、変えたんですか？　すごくまともに見えます」

「変えてなどいない」

　ブロワ警部はつまらなそうに言った。

「朝早かったから、セットが間に合わなかったのだ」

「ああ、セットが……」

　警部は落ちつかない様子で体を右に、左に揺らし始めた。サラサラの金髪も左右に揺れた。少しいい匂いがした。一弥は気味悪そうに、

「サラサラしてる」

「ほうっておいてくれたまえ。で、現場はどこだね？」

「二階の奥のぜんまいの部屋です。……なんか花の匂いがする」

「シャンプーの匂いだ！　ここぞとばかりにからかうな。行くぞ」

　勝手に一弥を助手扱いして、時計塔に入っていく。廊下を歩き、階段を上り、工房の巨大なぜんまいと振り子に一瞬、驚いた顔をしたが、すぐに死体をみつけて膝ひざ

 をつき、観察し始めた。

「東洋人だな。君と関係あるのか？」

「ありませんよ！　東洋人といっても、おそらくこの人は国籍がちがいますよ。顔つきもぼくの国とは少しちがうし……」

「ふむ？」

　ブロワ警部は死体をじろじろと見て、

「確か昨日、村によそ者の男二人組がきたのだったな。そのうち一人は東洋人だったとのことだ。おそらくそいつだろう」

「そんなこと、どうして知ってるんですか？」

「村人の噂ネットワークだよ、君。とくに若い娘たちの口コミは、わたしたちの貴重な情報源なのだ。君が昨日、村に出かけたことも知っているよ。初々しい学生二人組が映画館で大騒ぎしていたと聞いている」

「お、大騒ぎなんて……」

　警部は顔を上げて、

「金髪のショートヘアの、なかなかきれいな女の子と一緒だったらしいが。もしかして、あの子かね？」

　一弥の背後を指差した。振り向くとそこに制服姿のアブリルが、青い瞳を眠たそうにこすりながら立っていた。

「アブリル！」

「く、久城くん！　時計塔で事件があったって聞いて、わたし……」

　アブリルは一弥に駆け寄ってきた。それから、立ち上がったブロワ警部のほうを見上げた。しばらくじいっとブロワ警部を見て、それからかすかに顔をしかめた。

「……なに？」

「この人、だあれ？」

「ブロワ警部だよ。警察からきたんだ」

　アブリルはじっとブロワ警部を観察し続けていたが、やがて一弥にこそっと耳打ちした。

「な、なに？」

「この人とってもハンサムだけど……なんだかへんな感じがするよ！」

「おい、聞こえてるぞ！」

　ブロワ警部が不機嫌そうに言った。





　時計塔を出ると、ちょうどブロワ警部の部下二人が、やはり眠そうに、しかも二人とも寝ぐせをつけたままの姿でやってきたところだった。いつものように手をつないでいる。

　部下たちは一人の男を連れていた。帽子を目深に被かぶ

 り、燃えるような赤毛を隠している。死んだ男の連れだ。部下たちが報告した。

「村の宿屋にいたところを、みつけましたー」

「ぐぅぐぅ寝てましたー」

　赤毛の男の顔は、帽子に隠されてよく見えなかった。すらりと背が高く、身のこなしは妙に敏びん
 捷しよう

 だった。小石が敷きつめられた小こ
 径みち

 を歩いてくる姿も、彼だけがまるで雲の上を踊るような軽やかさで、どこか異様な存在感を放っていた。

　古代の彫刻を思わせる彫りの深い美貌。猫のようなつり上がった瞳は、暗い緑色。男の薄い唇はなにかを嘲あざ
 笑わら

 うように歪ゆが

 み、どことなく不吉な様子だった。

　男はブロワ警部に村にやってきた目的を聞かれると、

「ウォン──連れのほうはなにか別の目的があったようだが、俺は知らないな」

「今朝はどこにいたのかね？」

「……ずっと宿にいた。宿の主人が証人になってくれるよ。先に言っておくが、俺がウォンを殺すのは物理的に不可能だ。宿と時計塔に同時存在していたというならともかくね」

「ふむ……？」

　ブロワ警部が問うた。

「君が村にきた目的はなんだね？」

　男の薄い唇が、ぐっと歪んだ。

　猫のような瞳ひとみ

 が細められる。その瞬間、男の全身からぶわっ……と目に見えないエネルギーが放出したようだった。男は低い声で、短く、

「──怪モンス
 物トル

 を探しにきた」

　そうつぶやくと、くっくっくっ……と笑いだした。

　一弥とブロワ警部が顔を見合わせていると、つんつん、と後ろから誰かが一弥をつついた。

　振り向くとアブリルが不安そうな顔をしていた。

「どしたの？」

「あのね、こんな事件が起こっちゃったでしょ？　もしかして、昨日、わたしが久城くんと一緒にやった、あれ……」

「あれって、なんだっけ？」

　アブリルは青白い顔をして、

「プランシェットよ！」

「ああ、あれか……」

「あれのせいで不吉なことが起こったんだったら、どうしようって……」

「そ、そんなはずないだろ。アブリル、ああいったものは迷信だよ。気にしないで。それより、この事件にはきっと別の理由があるんだ。呪いとか邪悪なものとかじゃなくて、きっと……生きてる人間の犯人と、それから犯行方法。……あ、そうだ！」

　一弥は急になにごとか思いつくと、

「ごめん、アブリル。また後でね」

　急ぎ足で時計塔を離れ、どこかに歩き去っていった。

　朝の日射しが庭園を照らしていた。クリスタルの噴水がきらきらと眩まぶ

 しく輝き、木々の葉も鮮やかな緑色に染まって揺れていた。

　アブリルは噴水の前に立って、しばらくのあいだ、プランシェットのことで思い悩んでしょんぼりしていたが、やがて「あっ！」と気づいた。

　それからふくれっ面になった。

「しまった！　久城くんったら、きっとまた、図書館に行ったんだわ！」






　　　　４






　──聖マルグリット大図書館。

　埃ほこり

 と、黴かび

 と、知性の匂いだけが充満する、まるで時が止まったかのような広大な図書館塔。壁を占領する巨大書棚と、その真ん中をカクカクと迷路状に走る細い木階段。

　謎めいた静寂に満ちたこの場所の最上階で、今日もまたヴィクトリカ・ド・ブロワは、大量の書物と陶製のパイプだけを友に、ぼんやりと思索に耽ふけ

 っていた。

　あまりにも小さくて華きや
 奢しや

 なその体を覆うものは、豪ごう
 奢しや

 なドレスの幾層ものレースとフリル。今日の彼女は真珠のボタンがついた、白とピンクのオーガンジーのワンピースを着て、ところどころを真珠できらきらさせたフリルの塊といった姿で……いかにも不機嫌そうにほっぺたをふくらませていた。

「うむ、気にいらんな……」

　足元には、昨日読んでいた金色の書物が転がっている。

「気にいらん。この回顧メモ
 録ワール

 はまったくもって気にいらんぞ。まったく……！」

　そうつぶやくと、ヴィクトリカは不機嫌そうな表情のままでくるんと丸まった。そして白とピンクのフリルボールになって、植物園から階段の踊り場に向けて、どこか凶暴にくるくる、くるくる暴れだした、ちょうどそのとき……。

　──バタン！

　遥はる

 か下のホールで、誰かが革張りのスイングドアを勢いよく開けて駆けこんできた音がした。

「ヴィクトリカー！」

　いつもの友達だ。

　ヴィクトリカは一瞬だけ起きあがると、階段の巻まき
 葉ば

 装飾の手すりにつかまり、起きあがった。

「ヴィクトリカ、いるかーい？」

　こちらを見上げて目を細めている東洋人の少年に気づくと、さらに不機嫌そうに緑の瞳を細め、

「……久城、いますぐ上がってこい！」

「へ？　なんだい君、めずらしいね！　いつもは、ぼくがきたってこなくたって知らんぷりしてるくせに！」

　一弥がちょっと弾んだ声で叫び返してきた。ヴィクトリカはますます不機嫌そうにほっぺたをふくらませると、つぶやいた。

「ごちゃごちゃ言わずに、早く上がってこい……」

　そのまま顔をしかめてじっとしていたが、一弥が階段を駆け上がってくる足音が響きだすと、ヴィクトリカは落ちつかなげに吐息をついたり、体を揺らしたりし始めた。時折、手すり越しに階下を見下ろしては、まだかなー、まだかなー、と首を長くして友達の登場をじりじり待ち続ける。

　カッ、カッ、カッ、カッ……。

　規則正しい一弥の足音が図書館塔に響き渡る。

　しかし、迷路階段は長い。一弥はまだ上がってこない。

　まだ、まだ、こない……。





　そして、十分後。

「ヴィクトリカー！……
 うわっと、君、いったいなにしてるんだい!?
 」

　いますぐ上がってこい、と命令されたためにいつもより急いで迷路階段を駆け上がってきた一弥は、階段の踊り場に足を踏み入れた途端、白っぽいふわふわして丸いものが勢いよく転がってきたのにあわてて、迷路階段を転がり落ちそうになった。

　丸まって転がっていたヴィクトリカが、不機嫌そうな顔でむくっと起きあがった。横目で一弥を睨にら

 むと、老女のようなしゃがれ声で、一言、

「……遅いぞ」

「ご、ごめん。急いだんだけど、人間だから限界があってね。できればエレベーターを使いたいんだけど……」

「フン。久城のくせにエレベーターだと？」

　そのあんまりな物言いに、一弥はさすがに頭にきて、ふくれっ面になった。黙って傍らに座り、しばらく静かにしていたが、

「……くせに、ってなんだよ。ぼくに失礼じゃないか。そうだよ、ぼくは君に、他人に対する敬意というものを教えなきゃいけない。敬意ってわかるかい、ヴィクトリカ？」

「久城、君は価値観の奴隷なのだ」

「…………
 」

　元気よく説教を続けようとしていた一弥は、出鼻をくじかれて、黙った。

「……そうかな？」

「うむ、そうだ」

　一弥は不満そうな顔になった。そのまま黙っていると、ヴィクトリカは顔を上げて一弥のふくれっ面を見た。不思議そうに、

「おや、なにか不満かね？」

「……もちろん、いろいろと不満だよ。君に出会ってからずっとね。ずっと、ずーっとさ」

　ヴィクトリカは気にする様子もなく、知らんぷりしている。

　一弥はため息をついた。

（ヴィクトリカには口ではどうしたって敵かな

 わないや。それに、頭脳でもね。しかし、男子の本懐。いつの日か必ず、ぐうの音も出ないほどへこませてやるぞ。はぁ……）

　もう一度、深くため息をつく。

（ヴィクトリカの弱味がわかったらなぁ……）

　ちらりと彼女を見ると、小さな両手で一生懸命、マカロンの包み紙を開けているところだった。ぱくっと食べるのだろうと思って見ていると、ヴィクトリカは取りだしたマカロンを口に入れようとせず、表にしたり裏にしたり、ちょろっとなめてみたりを繰り返していた。

（ヴィクトリカのやつ、いったいなにやってるんだ……？）

　不思議そうにみつめている一弥の前で、ヴィクトリカはマカロンをいじくり回しながらなにやら思案顔を続けていた。そのうち、好物のマカロンを食べるのも忘れて、手を止めると、どこか上の空で思索し始めた。

　どうやらヴィクトリカは、なにごとかに心を囚とら

 われているらしい。一弥はそっと片手をのばして、上の空で考え込むヴィクトリカの、ぷくぷくした薔薇ばら
 色いろ

 のほっぺたを、ちょん、とつついた。

　ヴィクトリカははっと我に返った。それから、横目で一弥をじろりと睨んだ。

「勝手にわたしに触るな」

「あ、ごめん……」

「で、なんだね？」

「そうだ。事件なんだよ。下でおかしな変死事件が起こったんだ。それがどうやら、昨日君が話していた、例の錬金術師が関わっているらしき事件でね。きっと君は興味を示すだろうと思って、それで、どうせブロワ警部がくるだろうけど、先にやってきたんだ。興味あるかい？」

　ヴィクトリカの肩がぴくりと震えた。

　ちょろっと舐な

 めたっきりのマカロンを放り出すと、片手をのばして、一弥のほっぺたに人差し指をぐさぐさ何度もさした。

「君、話したまえ」

「うん……」

　一弥はほっぺたをぐりぐり押されながら、話しだした。

「あのね、もともとは昨日見た怪奇映画からなんだ。むぎゅ！……
 その映画の舞台になった時計塔とそっくりの建物が学園内にあって、そこは、例の錬金術師が工房にしていたらしいんだよ。むぎゅ！　映画は錬金術師の噂を元にして造られたらしいんだ。昨日、映画館を出たところでよそ者の男二人をみかけてね。一人は白人、もう一人は東洋人なんだけど、そのうちの東洋人のほうが、今朝、時計塔で死体となって発見されたんだ。人差し指に妙な紫色の痣あざ

 が残っていて、そして彼はなぜか──『錬金術師だ』『リヴァイアサンだ』とつぶやいて事切れたんだ！　むぎゅ！……
 あのね、ヴィクトリカ。ほっぺたを圧迫されながらじゃ、しゃべりにくいよ。ヴィクトリカ……？　どしたの、君？」

　ヴィクトリカは厳しい顔をして、一弥のほっぺたから指を離した。なにごとか考え込んでいる。

　ヴィクトリカの足元に、昨日ずいぶん熱心に読んでいたあの派手派手しい金色の書物が転がっていた。それをじっと睨みつけて、黙っている。

「そういえば……警部、遅いな」

　一弥はふと気づいて、つぶやいた。

「これまでなら、事件が起こったら、まず現場でえらそうなことを言って、その後すぐにこの図書館に駆け込んできて君に頼るのに。今日はへんだね。君に会いにこようとしないなんて……。ヴィクトリカ？」

　ヴィクトリカがとつぜん立ち上がった。小さな体で仁王立ちしているので、一弥はなんだかおかしくなって、

「ぷふっ！　君、いったいどうしたんだよ？」

「……愚かな男め」

「愚かって、ブロワ警部のこと？」

　ヴィクトリカは首を振った。

「ちがう」

「じゃ、ぼく？」

　ヴィクトリカがまた首を振ったので、一弥は困ったように、

「あとは思い当たらないな……」

「リヴァイアサンだ」

「えっ、リヴァイアサン？」

　一弥は驚いて立ち上がった。

「じゃ、君、もしかして今朝の変死事件は、あの錬金術師がやったことだとでも言うのかい？　だけど彼は二十年も前に王立騎士団によって殺されたって聞いているよ？　それとも……。ヴィクトリカ、君、どこ行くの？」

「下界だ」

　ヴィクトリカはドレスの裾すそ

 を揺らしながら歩きだした。エレベーターホールに向かっていくのに気づき、一弥は心底びっくりして、

「下界って、君、まさか……図書館を出るつもりかい？　下に行ってなにかするの？」

「そうだ」

　老女のようなしゃがれ声で答え、すたすたと歩いていく。一弥はあきれて口を開けていた。

「へぇ……、君が下界へ……？」

　一弥はぽかんとして聞き返した。

　それから、これまでヴィクトリカと交わしたたくさんのやりとりを思い出した。そしてともに体験したいくつかの冒険のことを……。

　これまでに二度、一弥はヴィクトリカと一緒に学園を出て、外の世界を旅したことがあった。しかしそれ以外のとき……ヴィクトリカに出会うのはいつも決まって、この図書館塔のいちばん上にある不思議な植物園か、迷路花壇の奥の奥にある小さな特別寮のどちらかだった。

　一弥は学園の、たとえば教室や、庭園の小こ
 径みち

 にいるヴィクトリカを想像してみようとした。ヴィクトリカが制服姿で授業を受けたり、食堂でみんなと一緒にお昼ご飯を食べる姿……。

　それをうまく思い描くことはできなかった。一弥は下界に降りるというヴィクトリカに、戸惑いながら聞いた。

「……でも、いったいなんのために？」

　ヴィクトリカが振り向いた。

　薄いエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 に、なにか表情が浮かんでいた。一弥は息を吞の

 んでそれをみつめた。その表情は怒りのようで、絶望のようで、しかし悦よろこ

 びのようで……一弥にはうかがい知れなかった。

　ふいに一弥は、この不思議な、奇怪な、小さな友達のことを自分はまだなにも知らないのだという気がした。寂しさと焦りを感じた。

「ほうっておいてくれたまえ」

「……もしかして、怒ったのかい？」

　ヴィクトリカは答えなかった。天窓から風が吹いて、ドレスの裾を揺らしていった。棕しゆ
 櫚ろ

 の葉が揺れてカサカサと音を立てた。

「ヴィクトリカ……？」

「久城、わたしはやつの挑戦を受ける」

「やつって？」

「君の足元にある、その錬金術師の回顧メモ
 録ワール

 だ。リヴァイアサンの謎を解き、やつに殺人をやめさせる。謎はおそらく難解だ。しかしわたしには〝知恵の泉〟がある。やつが学園にばらまいた混沌カオス

 の欠片かけら

 たちをわたしはたちどころに拾い集め再構成し、やつの哀れな姿を白日の下に晒さら

 してやるのだ」

「事件を解決するってこと……？」

　ヴィクトリカは不敵にうなずいた。

「そうだ。わたしは言った。錬金術の歴史は〝そういうやつら〟の歴史だと。謎めいたあの男の秘密を暴き、きらめくまがいものの伝説を、灰色のつまらぬ歴史の一幕に変えてやる」

　一弥は足元から金色の書物を拾い上げた。なんだかよくわからないが、ともかく、この書物と、これを書いた人物がヴィクトリカを怒らせているのだということだけはわかった。

　一弥はエレベーターの鉄てつ
 檻おり

 にゆっくりと消えていくヴィクトリカを追った。

「ね、君、この回顧録──、ぼくも読んでいいかい？」

「かまわないよ、久城。だが……」

　追いかけてきた一弥の目前で、ガチャガチャと大きな音を立てて、エレベーターの鉄てつ
 柵さく

 が閉まった。ヴィクトリカはつまらなそうに、迷路階段を指差した。

「だが、久城。君は階段を降りたまえ」

「ヴィクトリカ、君ね。たまに一緒に下に降りるときぐらい、乗せてくれたっていいだろ？」

「よくない」

「な、なんでだよ！」

　ヴィクトリカは一弥を見上げた。悲しそうな、憂いを帯びた緑の瞳で切々と訴えかけてくる。

「なぜならわたしは──、久城、君がわたしのためにぜぇぜぇはぁはぁと息を乱して苦しみ、腿もも

 をだるぅくしながら、えっちらおっちらと迷路階段を上り降りする姿が──大好きなのだ！」

「そ、そんなのぼくはちっとも好きじゃないよ！　ヴィクトリカの大ばか者！」

「つべこべ言わずにわたしに合わせたまえ。では、勤勉な友よ。下で会おう」

　がたん、がたん──。

　ヴィクトリカ一人を乗せた鉄檻が、無骨な音を立てて一弥の目前からホールへ沈んでいった。

　一弥は悔しさと怒りと寂しさでカッカしながらも、急いで階段を降り始めた。

（まったく、ヴィクトリカのやつ……。どうしてあんなに意地悪なんだろう？　それになんだか子供っぽいし、きまぐれだし…………
 ）

　降りながらも気になって、小脇に抱えていた金色の書物──錬金術師の回顧録を開いてみた。

　──ポン！

「うわっ!?
 」

　いきなり、巨大なぜんまいと振り子と、仮面にローブの男、そして倒れ伏す少年が飛び出してきたので、一弥は驚いて階段を転がり落ちそうになった。

　飛び出す絵本だ。いや──、

「これって、飛び出す回顧録？　じつに変わってるなぁ！」

　一弥は思わずつぶやいた。それからそのページをよく見た。

　一瞬──

　箱庭のようなその絵本の中の世界が本当に動き出したような気がした。ぜんまいがギリギリギリギリギリ……と鈍い音を立て、倒れている少年が断だん
 末まつ
 魔ま

 の声を上げ、そして仮面にローブ姿の男、リヴァイアサンがげらげらと下品な笑い声を響かせて誰かを嘲あざ
 笑わら

 っている……。

　視線に気づいて顔を上げ、その箱庭世界を覗のぞ

 き込んでいる人の良さそうな東洋人少年の、巨大な漆黒の瞳をみつめて、にやり、と笑う……。

　そして地面を指差して、読みたまえと命じる……。

　一弥ははっと我に返り、その絵本の中の人物から指差されたように感じた地面……文字の書かれた部分に目を走らせた。

　そして、そこに〈まいったかね？〉〈汝なんじ

 、悔しいかね？〉などとのべつまくなし挑発的な言葉が書かれているのに気づくと「あちゃー……！
 」と顔をしかめた。

「まずいな。こんな言い方をされて、あのヴィクトリカが許すはずないよ。そうか、ヴィクトリカのやつ、昨日はこれを読んだせいでやたら大騒ぎしてたんだな。ヴィクトリカったら、びっくりするぐらい頭がいいけど、負けず嫌いで子供みたいなところもあるからなぁ。しかし、この錬金術師も……そうだな……」

　迷路階段を降りながら、ため息をつく。

「この人も、ちょっと子供っぽいところがあるんじゃないかな。だいたい、飛び出す回顧録なんて聞いたことないよ。ヴィクトリカがこの挑発に乗ったってことは、これってもう、まるで子供の喧けん
 嘩か

 じゃないか。まったく、おかしなことになっちゃったな……」

　一弥は生真面目そうな顔に少しだけ戸惑いを浮かべた。それからまたため息をつき、ページをめくった。

「うわっ！」

　またなにか飛び出してきた。仕方ない、これはなんといっても飛び出す回顧録なのだ。

　そのページは、舞台を王宮らしき豪華な広間に変えていた。鮮やかな青い薔薇ばら

 を差しだす仮面の男と、うれしそうに胸の前で手を合わせる美しい貴婦人。貴婦人はたおやかな美しさで、その頭に王冠を輝かせていた。

　どうやら当時のソヴュール王妃であるらしい。うっとりと瞳を閉じている。

　一弥は文字に目を走らせた。

　出だしは、こんな文章だった。





〈一八九九年、冬。科学の発展と魔術の退化に彩られた、呪われし十九世紀がまもなく終わる、世紀末の最後の一年を迎えようとするこの冬。

　我、リヴァイアサンは記す──〉
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　一八九九年、冬。

　科学の発展と魔術の退化に彩られた、呪われし十九世紀がまもなく終わる、世紀末の最後の一年を迎えようとするこの冬。

　我、リヴァイアサンは記す──。

　汝、願わくは心の鍵かぎ

 を解き放ち我の声に耳を傾けよ。我こそは今世紀最後にして最強の魔術師。無から有を造りし恐るべき錬金術師である。





　さて、では記すとしよう……。





　我、リヴァイアサンはその昔、名もなきただの旅人であった。汝には想像もつかぬほど長き倦けん
 怠たい

 の時を旅から旅へ過ごしてきた。ヨーロッパのあらゆる地を回り、それには飽きたらずインド、モロッコ、そして暗黒大陸にも足を延ばした。悠ゆう
 久きゆう

 の時は我から精神の力を奪おうとしていた。我はただ彷徨さまよ

 っていた。

　旅のもっとも初めに我が得たものは、一つの〝石〟であった。錬金術師を名乗る老人と出会い、彼から取り上げたものだ。乙女の鮮血の如く赤いその石を、老人は〝賢者の石〟であると語っていた。我は若さの過ちからそれを手に入れることを欲し、老人を手にかけ、そしてこの、悠久の時を漂う命を手に入れてしまったのである。





　さて、この回顧メモ
 録ワール

 はその長き時について記すものではない。したがって我は、いまから二年前──一八九七年、冬の出来事から記そうと思う。

　その冬、我はふとしたきまぐれから旅人の生活を捨て、ソヴュール王国郊外に在る聖マルグリット学園を訪れた。そして学園の時計塔の番人として雇われることとなったのである。長き放浪に疲れた体を休ませるため、そして工房を持ち、手に入れた〝賢者の石〟を研究してみたいと考えたためである。

　我は日夜、薄暗い塔の中で、巨大なぜんまいと振り子を磨き続けた。そして、そのぜんまいの部屋を工房とし、遥はる

 か昔、石とともにあの老人から取り上げた古文書を解読し始めた。

　我が金を造る方法をみつけたのは、それからしばらくの後のことである。とある手順を踏み、まさしく誰にでも手に入る安価なとある品物を使ったところ、驚くべきことにそれはまたたくまに金となったのである。

　我は驚き、それを村で売ってみることとした。

　なんとその金は紛れもなく本物であり、我は大金を手にしたのであった。

　我の名はたちまち村で評判となった。我もまた、生来の迂う
 闊かつ

 な性格が頭をもたげ、問われるままに己の持つ賢者の石、錬金術について村人に語った。

　そう遠くないある日、ソヴレムから我に遣いの者がきた。彼らは正装してラッパを吹き、実に大仰な様子であった。そして彼らは我に、ソヴュール王妃からの手紙を読んできかせたのである。

　我は驚き、かつ喜んだ。ソヴュール王妃は、国王のもとに嫁いだばかりの貴族の姫であり、その儚はかな

 げな美び
 貌ぼう

 は肖像画として国中に出回っていた。この時期、国中がこの王妃の噂で持ちきりだったといっても過言ではない。

　王妃の手紙は驚くべき内容であった。我に──流れ者の錬金術師に、ぜひとも王宮にきてほしいと頼んでいたのである。

　我は遣いの者たちに、了承する旨を伝えた。仰せの通りの時間に参上いたす、と。

　遣いの者たちが馬を駆り、帰っていったのと行き違いに、今度は大仰な軍隊がやってきた。王妃の遣いはかわいらしいお小姓たちであったが、こちらは国王のための王立騎士団とやらであった。無骨な大男が何十人も列をなしているのを見た我は、命がないものと覚悟をした。

　だがしかし、騎士団もまた我に用があるようであった。団を率いていたのは、いかにも貴族的な服装に身を包んだ壮年の男であった。男はマスグレーブ男爵と名乗り、ソヴュール王国の法務大臣であると語った。

　王妃のつぎは法務大臣である。さらに彼は、己のことを国王の遣いと名乗った。そして彼はさきほどのお小姓たちとはちがい、ずいぶんと居丈高な態度で我を詰問し始めたのである。

「貴様は詐欺師か？」

　我は落ちついて答えた。

「汝なんじ

 と同様に」

　我の不敵な答えに、マスグレーブ男爵は上品な口くち
 髭ひげ

 を怒りに震わせた。男爵が腰の長剣に手をのばしなにごとか叫んだそのときのことである。

　どこからか声が響いた。

　それはじつに無邪気で、のびのびした笑い声であった。男爵は動きを止めた。

　停まったままの大仰な箱型馬車。

　笑い声はその中から響いているようであった。

　と、馬車の扉が開いて、声の主が軽快な足取りで飛び出してきた。なんとそれは、まだ十三、四歳の少年であった。マスグレーブ男爵の嫡男、イアンであると自ら名乗った。彼は短い髪に、女と見間違えるほどの童顔の少年であった。そして少年は、仮面にローブ姿の怪しい男──つまり我のことであるが──を恐れる様子もなく近づいてくると、無邪気に質問責めにしてきたのである。

　どうやら男爵の嫡男は錬金術に興味がおありらしい。男爵は息子を叱りつけると、ますます不機嫌そうに肩を怒らせた。

　我は戸惑いを隠せなかった。王妃の使者、そして法務大臣とその息子が、こんな田舎の村までなんの用があるのか？

　マスグレーブ男爵はお付きの屈強な騎士たちを連れて、我の工房──あのぜんまいの部屋に踏み込んだ。男爵の指示で、騎士たちは工房中を調べ回り、あちこちひっくり返し、荒らし回った。怒りと疑念に震える我の手を、誰かが引っ張った。振り向くとそこにはあの少年イアンが立っていた。

　彼は我に耳打ちをした。

「父は、そして国王は、あなたが詐欺師ではないかと疑ってるのです。王妃さまは世間知らずだから、だまされてしまうのではないかと」

「我が、詐欺師？」

　それを聞き、我は笑いが止まらなくなった。イアンは笑いだす我につられたようににこにこし始めた。

「イアンとやら、汝もそう思ってるのかね？」

　問うと、イアンは無邪気な様子で首を振った。

「ううん。ぼくは、あなたが本物だといいなと思ってます」

　イアンは小首をかしげて、我を見上げた。仮面に隠された顔をじっとみつめ、

「王妃さまはもう何十人もの、錬金術師や魔術師を名乗る人たちに会ってるんです。王妃さまはすがるものがほしいのだろうと、父上はぼやいています。王宮にお輿こし
 入い

 れして、不安なのだろうと。だから大きな不思議な力がほしいのだと。そしてその人に守ってほしいのです。でもいままで、王妃さまは詐欺師にしか逢あ

 えなかった。だからこそ国王も、父上も、心配して先回りしようとしているのですよ」

「ふむ……。しかし彼らは、我の工房でなにをしているのかね？」

「あなたに錬金術をさせたいんです。その前に調べているというわけです。……お怒りですか？」

　そう問われた我は、笑った。

　そしてぜんまいと振り子が動く、薄暗い工房を見回した。ここにはなにもないのである。我の魔力以外にはなにも。なにを恐れることがあろう？

　肖像画で拝見したことのある、ソヴュール王妃のどこか不安げな美貌が思い出された。

　──そのとき我の心の奥に、これまでの長い放浪の時には感じることのなかった野望が頭をもたげた。

　我は欲したのである。

　これまでの時には無縁であったものたちを。

　甘い美貌を。権力を。そして、財を。





　工房を調べ終わった男爵は、騎士たちに命じ、この我をほんの少しの食糧とともに工房に幽閉すると宣言した。

「金ができるまで、外に出ることは許さぬ」

　マスグレーブ男爵が大仰に言い放った。

「何年経とうとも、ここにいるのだ。それが民衆を謀たばか

 った貴様への報いだ」

「……三日だ」

「なんだと？」

　我は答えた。

「三日後にドアを開けろ。貴殿に金を差し上げる。その代わり……我が金を造りだしたら、王妃との接見を許するのだ。これは契約だ」

　驚く男爵に、我は言い放った。

「金が造れなければ、そのときは遠慮なく我を縛り首にするがよい」





　そして、三日後の朝。

　ゆっくりとドアが開いた。

　男爵の青ざめた顔と、傍らで心配そうに覗のぞ

 き込むイアン。そして騎士団の面々……。

　我はふらつき、荒く息をし、いまにも倒れそうな動きで男爵に近づいた。そして一塊の──金塊を差しだした。

　そう、手袋をはめた我の手。その上にきらきらと輝く金の塊があったのである。

　男爵は息を吞の

 み、工房中を見渡した。

「いったいどうやったのだ？　ここにはほかに出口はない。工房中を調べ、周りも囲んだのだ。この詐欺師め、いったいどうやったのだ！」

「王妃に会わせるのだ」

　我は呻うめ

 くと、その場に崩れ落ちた。

「我が王妃を救って差し上げる」

　口の端から笑いが漏れた。

　我はここまで、悠ゆう
 久きゆう

 の時を目的もなくただ彷徨さまよ

 ってきたのである。長い長い、悪夢のような時を。

　ようやくこの時がやってきたのだ。

　我は必ず地獄から這は

 い上がる。

　遥はる

 か昔、土の下から蘇よみがえ

 ったあの地獄から……。





　ソヴュール王宮は我を出迎えた。

　王妃は感激のあまり倒れそうになり、我はその反応に満足した。王妃は若く、美しく、そして孤独で、魔術的な力に対してことのほか関心が高いように見受けられた。

　一方ソヴュール国王は、王妃のとなりで、我に不審の目を向けていた。国王はもう若者とは言えない年齢のはずだったが、若々しく、それになかなかの美丈夫であった。その国王の目にも、不審だけでなく、かすかに期待の輝きがあることに我は気づいていた。

　国王が考えていることは、手に取るようにわかった。ソヴュールはいま財政難に喘あえ

 いでいる。世紀末が近づくにつれ、ヨーロッパ中に戦争の足音が遠く聞こえ始めていた。この小さな王国を生き長らえさせるために必要な財力は、とてつもなく大きく、しかもあればあるほどいい。国王は、もし我が本物なら、王妃という代償をはらってでも手に入れたいと望んでいるのである。金。金がほしいのだ。喉のど

 から手が出るほどに……。

　そして王妃はおそらく、その若くかわいらしい容よう
 貌ぼう

 がいつの日か衰えることを恐れている。錬金術の技術の一つである不老不死を手に入れるためなら、どんな犠牲をも払うのだろう。

　我はへりくだり、二人に挨あい
 拶さつ

 の口上を述べた。それから滔とう
 々とう

 と、ソヴュール王国を思っていることや、国のために仕えたいことなどを述べた。

　そして、王宮の豪華な飾りの中から生きた花をあふれさせた花瓶をみつけ、一輪の薔薇ばら

 を手に取った。

　白い薔薇を。

「国王、並びに王妃さま。我はあなたがたへの忠誠の印として、このなんの色にも染まっていない白い薔薇を、お二人を祝福する色──青い薔薇に変えてみせましょう」

「……まぁ！」

　王妃が叫んだ。

　青い薔薇はソヴュール王室の紋章に使われているものである。

　末席にいたマスグレーブ男爵があきれたように、

「そんなことができるわけがない！　青い薔薇はけして存在しないのだ。さまざまな色の花がこの世にあふれているが、青い薔薇だけはどうしても造れない。無理だ！」

「錬金術に不可能はありませぬ」

「馬鹿な！」

　我は国王を振り返った。国王は品のいい顔をしかめ、猜さい
 疑ぎ
 心しん

 に囚とら

 われた瞳ひとみ

 で我を見下ろしていた。

「それでは国王、どうかお約束を。もしも我が青い薔薇を誕生させられなかったなら、我を処刑してくださるよう。我は怖くはありませぬ。だがもし、青い薔薇が生まれたときには……」

　ここで我は一つの提案をした。

　ソヴュール王国も、ほかのヨーロッパの強国と同じく、今世紀になってから植民地政策に精を出していたのである。彼らの財力の何割かは、海の向こうにある未知の暗黒大陸の宝によるものだ。胡こ
 椒しよう

 などの香辛料や、珈琲コーヒー

 豆や、ダイヤモンド、そして遺跡の出土品……。南国の島々やインド、そしてアフリカ大陸の無限の富──。

　その植民地政策に意見を述べる機会を、と我は所望した。国王は不思議そうに眉まゆ

 をひそめたが、やがてうなずいた。

「よかろう」

　男爵も王妃も、固かた
 唾ず

 を吞んで事態を見守っていた。

　我は白い薔薇をそっと握り、力を込めた。

　ぶるぶると震え、汗を流し、そして肩を、足を激しく揺らしながら、我は奮闘した。王宮にざわめきが広がっていく。ゆっくりと目を開けると、手の中の白い薔薇は我の力によって少しずつ鮮やかな青色に変わっていくところであった。

　王妃がもう一度、「まぁ！」と叫んだ。

　悦よろこ

 びのあまり瞳を閉じて、両手を胸の前で合わせている。

　それからゆっくりと玉座を降りてきて、我の前に跪ひざまず

 いた。我はうやうやしく青い薔薇を差しだした。王妃は感極まり、薔薇を受け取ると叫んだ。

「あぁ、わたくしの錬金術師よ！」

「王妃さま、我の力はすべて、お美しいあなたのものなのです。これから先、ずっと」

　仮面の下で、我は笑っていた。

　我は満足していたのである。

　そして、顔を上げると──

　国王が我を睨にら

 みつけていた。それは暗い瞳であった。





　我は村の時計塔に戻った。工房で金を造り続けた。そして王宮では王妃のご機嫌を取り、植民地政策に対して意見を述べた。王妃は我を崇あが

 め、甘え、どこに行くにもこの謎めいた仮面の男を連れて行きたがった。

　我は国王に金を与え続けた。

　王妃にも老いない魔法をかけて差し上げると約束した。そんな心配をしなくても王妃は十分に若く、かわいらしかったのであるが。

　ある日、国王が王宮の豪ごう
 奢しや

 な廊下で、我を呼び止めた。

「果たしておまえは何者だ？」

「……なんと？」

「一つの王国に国王は一人で十分だ。おまえはなにになろうとしているのだ？　目的はなんだ？」

　その言葉に、我は笑った。

　この我の本当の目的が、国王なぞにわかるものか。

　国王は我を恐れ、いつの頃からかリヴァイアサンと呼び始めた。聖書に出てくる、アダムとイブに禁断の林りん
 檎ご

 を与えた蛇の化身。そして世界を崩壊させる悪の力と、不死の肉体を持つ巨大な怪物リヴァイアサン──。

　国王が我を見る目は冷酷だった。

「錬金術師リヴァイアサンよ。不吉な男よ。おまえはわたしの王国に富をもたらし、大切な王妃の心を奪っていった。リヴァイアサンよ、おまえは何者なのだ？　その仮面の下に隠されたものはいったいなんなのだ？」

　ふいに我の心は、怖れらしき感情に襲われた。いつの日か国王は我のこの仮面を剝は

 ぐことであろう。解かれぬ謎は人を蝕むしば

 む。国王は夜毎、眠れぬ時を過ごしているにちがいない。そして我が王妃にねだられてもけして外さぬ、この仮面のことばかり思い悩んでいるにちがいないのである。

　仮面を剝がれては、我の終わり──。

　我の悠久の時を生きたこの長すぎる命は、そのときに燃え尽き、ずっと昔にそうなるはずだった土つち
 塊くれ

 に、あっという間に戻ってしまうのだから──！





　この回顧メモ
 録ワール

 を記しているいま。

　一八九九年、冬──。

　我はもはや、罪の重さに耐えきれなくなっている。あの時はただただ必死であった。ああするしかなかったのである。だがしかし、結果的に、我という人間は長い時間をかけて狂ったのだとしか言えまい。

　王妃という無邪気なファム・ファタールに出会ってしまったときからであろうか。それともずっとずっと昔、あの場所で土塊となり果てるはずだった我が、蘇よみがえ

 り再び生き始めたとき、すでに狂っていたのであろうか。

　我の罪は、国王を、大臣を騙だま

 したことでもなく、

　無邪気な王妃を手玉に取ったことでもなく、

　ただ我の罪は──





　そののち、なんの咎とが

 もないマスグレーブ男爵の息子、イアンを残虐に殺害したことにあるのである。

　あの日、出会ったばかりの我に無邪気に微笑んでくれた少年、イアン。彼はそれからわずか二年後、ぜんまいの部屋で、我の足元に崩れ落ち断末魔の悲鳴を上げることとなったのである。その細い喉を流れ落ち、白くすべすべした腹を内側から破り、鮮血とちぎれた内臓とともにこぼれ出てきた、あの金色の熱い液体──。

　我が造りし、最後の、金──。





　イアン・ド・マスグレーブは恐ろしい死に方をした。

　我が殺した。





　誰も知らない。





　未来の汝なんじ

 よ。

　汝は男か？

　女か？

　大人か？

　子供か？

　構わぬ。我を救え。罪の重さに我は耐えられぬ！　この先もし我が死ぬ時がきたとすれば、我のこの魂は、イアンが金にまみれて無残に死んだ時計塔を永久に彷徨さまよ

 うことであろう。





　我は、イアンを殺した。

　そして我は、殺し続ける。この時計塔で。

　我の魂は永久に、殺人者としてここを彷徨い続けるのである！






　第二章　ぜんまい仕掛けの闇の歴史











　　　　１






　聖マルグリット学園の広大な敷地の真ん中にそびえる校舎は、上空から見るとコの字形をした巨大な建物だった。石造りのホールと、廊下の高い天井。階段は、入学したばかりの生徒にはちょっとした迷路に思えるほど入り組んでいる。

　その校舎の二階、いつもの広い教室には、すでに生徒たち──上品だが少し排はい
 他た

 的に過ぎる貴族の子弟たちが集まり、それぞれの席に着いていた。時刻は朝八時三十分を回っていた。とっくにやってくるはずの担任教師を待ちながら、互いに顔を見合わせている。

　すべての教科のテストが終了し、授業もほとんど残っていないため、生徒たちはいつになくリラックスして思い思いにお喋しやべ

 りしたり髪の手入れをしたりしてくつろいでいた。

　そんな教室の窓際で、留学生のアブリルが一人、さっきのふくれっ面のままで窓枠に頰ほお
 杖づえ

 をついていた。開け放された窓から吹いてくる夏の風が、彼女の短めの金髪をサラサラと揺らしていく。

「久城くん、遅いな……。もう午前中の授業が始まっちゃうのに」

　はぁ、とため息をつく。

　窓の外には、夏の日射しに照らされる眩まぶ

 しい庭園が広がっていた。樹木の葉は生い茂り、鮮やかな緑色に輝いていた。ところどころに造られた小さな四角い東あずま
 屋や

 の屋根に、小鳥が止まってチチチ……と鳴いていた。

　二階の窓から、広々とした庭園を見下ろしながら、アブリルは浮かない調子で、

「久城くん、遅刻も早退もなしの優等生のくせに、こと、図書館のことになるとこれなんだもん。まったく、図書館にいるのがどれだけかわいい女の子だっていうの？　わたしだって……わたしだって、悪くないのに……多分、まぁまぁ、うーん……どうだろう」

　アブリルは飼い主に怒られてしょげた犬のように、窓枠に顎あご

 をのっけて悲しそうに目を伏せた。

　チチチ……と東屋の屋根でまた小鳥が鳴いた。

「もしかして、鏡に映ってるわたしって、自分の心の目で美化した姿なのかな？　久城くんの目には、じつは、すっごく地味な典型的なイギリス女に映ってたりして。……そんなのいや！」

　一人でぶつぶつと悩んでいたアブリルは、近くにいた女生徒をつんつんつついて振り返らせた。教科書をめくっていたツインテールの女生徒が、つり目がちの瞳ひとみ

 をひそめて、面倒くさそうに顔を上げる。

「なんですの？」

「あの、正直に言って……わたしって、どう？」

「どうって……正直に言うのは悔しいですが、このクラスでいちばん美人だと思いますわ」

「ほんと？」

　女生徒は二、三度うなずくと、教科書に視線を戻した。アブリルは浮き浮きと、髪を引っ張ったり両手で整えたりし始めた。そうしながらも「久城くん、まだかな……」とつぶやきながら、また窓の外を見下ろした。

　その視線の先を、なにか白っぽいものがとことこと横切った。

　遠く、眩しすぎる夏の小こ
 径みち

 を、どこからか歩いてこちらにやってくる、いままで見たこともない異様なそれ。アブリルは「えっ……？
 」と思わず声を上げて、立ち上がった。

　それは──

　人形だった。

　鮮やかな長い金髪を、まるでほどけたビロードのターバンのように足元まで垂らすビスクドールだ。白いフリルとピンクのレースが、歩くたびにふかふかと揺れ、真珠のボタンが朝日を眩しく照り返していた。それはちょうど窓の外──校舎の前にある小径をふかふかと横切っていくところで、遠目には顔はよく見えなかったが、小さくて、フリルがふわふわして、髪は金色で、とにかくアブリルの女の子の心をぐっとつかんで離さないような、素晴らしい人形ぶりだった。

「素敵なビスクドール！　アンティークかしら？　今世紀に入ってからの大量生産物じゃ、ああはいかないもの。あんなにきらきら輝いてみえたり、真っ白ですべすべしてたり、それに頰は薔薇ばら
 色いろ

 で、まるで人間みたいに歩いたり………………
 あれっ？」

　アブリルは腰を抜かさんばかりに驚いて、叫んだ。

「歩いてる！」

「……うるさいですわよ」

　さっきの女生徒が顔を上げ、怒った。

「ご、ごめん……。でも、いまね、ビスクドールがまるで人間みたいに歩いてたの。さすが歴史のある学園はちがうわ。こんな朝から怪談そのものの出来事が起こるなんて」

「なにばかなこと言ってらっしゃるの？　イギリス女ってばかね」

「なんだとぅ！」

　そのお高い貴族の少女と喧けん
 嘩か

 になりかけたアブリルは、また「えぇっ！」と叫んで窓に向き直った。

「なんですの？」

「歩くビスクドールの持ち主がわかったの。セシル先生よ！　だって、いま……」

　窓の外で、フリルとレースをふかふか揺らして移動していくビスクドールに、小径を校舎に向かって急いできたセシル先生が気づいて、駆け寄った。アブリルが見ているとも知らず、セシル先生はその歩く人形となにごとか言い合いを始めていた。先生が怒り、人形はそれを鼻であしらってどこかに歩いていこうとする。先生も負けない。なにごとかお説教していたが、やがて業を煮やすと両手を広げて人形を……。

「あっ、持ち上げた」

「そりゃ、人形ですもの」

　女生徒が鼻で笑った。アブリルが見ていると、先生は人形の背後から両手を脇に差し込んで持ち上げて、そのままずるずると校舎のほうに引きずっていった。人形のほうは顔を真っ赤にして、両手両足をばたばたさせて抵抗している。ドレスの裾すそ

 のレースが夢のように広がって、濃いローズピンクのペティコートがふわりと風に舞った。ほんの一瞬、まるで薔薇の花が満開になったようだった。

　そこに、小径の奥から姿勢を正して、東洋人の少年──久城一弥が歩いてきた。小脇に、さっきは持っていなかった大きな金色の書物を抱えている。騒ぎに気づいて顔を上げた一弥は、人形を見てなぜか飛び上がった。セシル先生と人形に走り寄って、なにごとか言い合っている。

「久城くんまで？……なんだろ。状況がぜんっぜんわからない」

「窓をお閉めになって、予習でもなされば？」

「でも、人形が動いて……」

「アブリル・ブラッドリーさん。あなたが留学してきたここは、なんたって怪談学園なんですのよ？　夜になれば銅像は酒盛りするし、空っぽの甲かつ
 冑ちゆう

 は駆け回るし、一度もやってこないクラスメイトは灰色狼だし。いまさら、人形が動いたぐらいでなんですの？　席に戻ってくださいません？　さっきからすっごく邪魔！」

　アブリルは肩をすくめた。そして窓の外をよく見るためによじ上っていた、その女生徒の机から、床にぴょんと飛び降りた。

　そして渋々、アブリルが自分の席に戻って教科書を開いた、そのころ……。





「うるさい。セシルのばか！　わたしは時計塔に行くのだ。リヴァイアサンの謎は時計塔でのみ白日の下に晒さら

 すことができる。わたしの〝知恵の泉〟はそれを知っているのだ。邪魔するな！……教室なんて、ぜったいいやだ！」

　両手両足を激しくばたつかせながら、ヴィクトリカがもごもごと叫んでいた。セシル先生はそのヴィクトリカを抱えたままで廊下をすたすたと歩いている。

「教室なんていやだ。ぜったいに入らないぞ！」

「……どうしてだい？」

　そのとなりを困ったような顔で歩いていた一弥が、不思議そうにヴィクトリカに問うた。ヴィクトリカは顔を憤ふん
 怒ぬ

 でりんごみたいに真っ赤に染めて、悔しそうに、

「子供がたくさんいるからだ！」

「……君だって子供じゃないか。それに、ぼくだって」

「量によってはいやなのだ！」

「りょ、量って……。ヴィクトリカ、君ね、ちょっと顔を出すぐらいいいじゃないか。これまでずっと図書館にいたんだから、めずらしく下界に降りてきたときぐらい、教室に顔を出したってばちは当たらないよ」

「いやだったら、いやだ！」

　セシル先生は涼しげに言った。

「どうせ今日は、授業は全部、休講なのよ。学園内で事件が起こってしまったから……。だから、ちょっと顔を出すだけ」

「いやだぁ！」

　ヴィクトリカは暴れた。小さな足をばたつかせるうち、セシル先生の鳩尾みぞおち

 にヴィクトリカの踵かかと

 がぼこんと当たった。セシル先生は一瞬だけ、「うっ」と低い声を上げ、それから怒ったような顔をした。そして教室の前に立つと……。

　笑顔のままで、ずいぶん適当な感じでヴィクトリカを教室にポイッと放り入れた。

　ざわめいていた教室が、とつぜんの闖ちん
 入にゆう
 者しや

 にしーんと静まり返った。





　教科書を開いていたアブリルは、廊下から聞こえるなにごとか言い争っているような声の後、ポイッと放り込まれたそれを見て、一人、アッと声を上げた。

「さっきのビスクドール！」

　ぽかんとして見ていると、放り込まれた白いフリルとピンクのレースの人形は、しばらくじっとしていたが、やがて周囲を警戒するようにゆっくりと起きあがった。そして密ひそ

 やかな上目遣いで周囲を見回した。

　生徒たちも固かた
 唾ず

 を吞の

 んで、そのフリルのかたまりみたいなものをみつめていた。

　やがて、続いて入ってきた少年──生徒たちが〝死神〟と呼んで恐れている東洋からの留学生、久城一弥が、人形に無造作に手をのばした。アブリルが大好きな、人の良さそうな笑顔を浮かべて人形の小さな手を握ると、起きあがらせた。

「君、自分の席を知らないだろ。こっちだよ──、ヴィクトリカ」

　教室がざわめいた。

　生徒たちが互いに顔を見合わせる。

（ヴィ、ヴィクトリカ！）

　アブリルは息を吞んだ。

　そして改めて、精巧なビスクドールと見間違えた、その小さな、美しい、この世のものとは思えない少女を凝視した。

　それは──

　クラスでいちばんかわいいとか、二番目にかわいいとか、そういう次元のものではなかった。肌は白磁のように白くすべすべで、頰は夢のような薔薇色。素晴らしいドレスに包まれた体はとても小さく、頭も、手も、すべてが精巧にできた神さまのための人形のようだった。ドレスの豪ごう
 奢しや

 さとは裏腹に、足元に届くほど長い金色の鮮やかな髪は、編まれてもまとめられてもおらず、洗ったままのようにただ背中に垂らされていた。そこだけ奇妙な野性味が感じられ、その少女の不思議な、小さく美しく物静かなのにどこか凶暴な、独特の空気を象徴していた。

　少女──学園中で、とある貴族の妾しよう
 腹ふく

 の娘であるとか、灰色狼の生まれ変わりであるとか、噂には事欠かないがなぜかいままで誰も見たことのなかった伝説の不登校児、ヴィクトリカ・ド・ブロワは、本人を目の前にしてさらに、この世のものではないように感じさせた。アブリルは、冒しがたい空気で周囲を圧倒する小さな美少女と、その手をごく普通に握ってなにごとか話しかけながら席に案内する久城一弥をきょろきょろと見比べ、しばらく表情をなくしていたが、やがて泣きそうな顔になって唇を震わせた。

　と、視線を感じたように一弥がきょとっと振り返った。アブリルと目が合うとにこっと笑って、

「やぁ、アブリル」

「う、うん……」

「さっきはごめん。後でね」

「う、ん……」

　アブリルは一弥の笑顔にちょっとだけほっとした。それから改めて、窓際の空席にちょこんと座ってうつむき、じっと靴の先をみつめている美少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワの横顔をみつめた。

　ヴィクトリカは所在なげに、不安そうに、辺りを上目遣いに見回したりまたうつむいたりを繰り返していた。さっき薔薇色だった頰は、恐怖か、怒りか、なにかの感情を映して沈んでいた。白磁の肌が透き通るようにたちまち青ざめていく。アブリルはちょっと心配になった。一弥の席を振り返ると、一弥はそれに気づく様子もなく、姿勢正しく席について、教壇に立ったセシル先生をみつめている。

「みなさん、じつは今朝、ちょっと不審な事件が起こってしまったので、今日一日、授業は休講にします。その前にテストを返しますから、名前を呼ばれた人は前に出てくださいね。その後は、みなさんは寮の部屋に戻って各自、勉強を続けてください。あと、もうすぐ夏休みだからって、さぼっちゃだめですよ……」

　セシル先生は生徒の名前を一人ずつ呼んで、テストを返し始めた。

　一方ヴィクトリカのほうは、いまにも気絶して椅子から転げ落ちそうな様子だった。アブリルはそれに気づいて、困ってきょろきょろした。この初対面の少女を心配する気持ちと、怒りに似た気持ち、両方が相まってアブリルはだんだん混乱してきた。

（うぅ、憎たらしい……。ちょっとだけ、ちょっとだけちょっかいかけてみよう。そしたら倒れそうになってるこの子にも活が入るかもしれないし、わたしもすっきりするかも。うん、ちょっとだけ……）

　アブリルは自分の席から、そっと手をのばした。うつむいて靴の先を睨にら

 んだまま微動だにしない、真っ青な顔をしているヴィクトリカの長い金髪が床に向かって垂れ落ちている。その金色のさきっちょを一房、そうっと握りしめると、小声で、

「やーい、灰色狼。狼人間。妖よう
 怪かい

 ！　妖怪！」

　そう囃はや

 し立てながら、きゅっと、痛くないようにちょっとだけ、引っ張った。

　ヴィクトリカがすばやく振り返った。

　笑顔だったアブリルの顔が、恐怖にひきつった。振り向いたヴィクトリカは机を抱えていた。初めて間近で見るその瞳ひとみ

 は、子供とも大人ともつかない不思議な輝きを湛たた

 えた、そして恐ろしいほど無表情な、薄い緑色をしていた。ヴィクトリカは小さな両手で一生懸命持ち上げた机を、なんの躊ちゆう
 躇ちよ

 もなく、アブリルに向かってぶん投げた。

　まるで老女のようにしわがれた、聞いたこともないような暗く低い声が、遅れて、真後ろに吹っ飛ばされていくアブリルの耳に届いた……。

「無礼者！　わたしに勝手に触るな！」

「ご、ごめん……。悪気は……なく…………
 」

　小声で言い訳をしながら……

「灰色狼、おそるべ、し…………
 」

　アブリルは昏こん
 倒とう

 した。






　　　　２






　保健室で目を醒さ

 ましたアブリルは、目の前に座っているあのフリルとレースの美少女と、その近づきがたいほど美しい小さな頭を、なんの躊躇もなくぐいぐいと上から押している一弥の姿に気づいて、起きあがった。

「あ、起きた」

　一弥が気づくと、恐ろしい美少女の頭をさらにぐいぐい押して、

「ほら、ヴィクトリカ」

「…………
 わたしは謝らない」

　さっきと同じ、老女のようにしわがれた声がした。このまるで地の底から響くような暗く低い声が、まぎれもなくヴィクトリカ・ド・ブロワの声なのだとわかって、アブリルは改めて驚いた。

「謝らないったら、謝らない。この女はわたしのことを妖怪呼ばわりした。しかし、わたしは断じて妖怪じゃない」

「ヴィクトリカ、君ねぇ。そんなことはこの子だってわかってるよ。ただ君をからかっただけだろ？」

　アブリルはあわててベッドから飛び起きた。立ち上がると、ヴィクトリカの体が驚くほど小さいことが改めて実感できた。アブリルは小さなヴィクトリカを見下ろして、おろおろと、

「あの、さっきはごめん。そんなに怒るとは思わなくて……。意地悪言って、ほんとにごめんね」

　ヴィクトリカが上目遣いにこちらを見た。

　怯おび

 えているような不思議な表情だった。さくらんぼみたいにつやつやした唇を、真珠色の小さな前歯で嚙か

 みしめている。ヴィクトリカが警戒心も露あら

 わにアブリルをみつめていると、一弥が諭すように言った。

「ヴィクトリカ、わかったかい？　じゃ、改めて紹介するけど、彼女がアブリル・ブラッドリー。イギリスからの留学生だよ。それからアブリル、この子がヴィクトリカ・ド・ブロワ。ええと……ちょっと待って。ヴィクトリカ、君、いまアブリルに謝ったっけ？」

「謝るものか」

　ヴィクトリカはぷいっとそっぽを向いて答えたが、一弥に「こらっ！」と怒られると、物音に驚いた仔こ
 猫ねこ

 のように飛び上がった。

　それからいっそう不機嫌そうなしかめっ面になると、小さな顔をふるふると左右に振った。金色のベールのような、足元までこぼれ落ちる見事な金髪が、首にあわせて夢のように揺れる。

　ヴィクトリカは首を振りながら言った。

「……い、や、だ！」

　一弥がきょとんとして聞き返す。

「いやなの？　どうして？」

　ヴィクトリカは小さな鼻をフンと鳴らした。

「なぜなら、この女は人間じゃない。屁こきニユ
 いもりート

 なのだ。わたしはいもりなんかとは話さない」

「こらっ、ヴィクトリカ！」

「ふご!?
 」

　強情にうつむいていたヴィクトリカは、一弥に両手で顎あご

 をつかまれて、無理やり上を向かされ、

「ごふっ！　離せ！　久城のくせにわたしの顎をつかむな！」

　と、怒り狂ってじたばた暴れ始めた。アブリルがあわてて、あいだに割って入った。

「いいから、久城くん！　この子、それ、すごくいやがってるよ！」

　一弥は美少女の顎をつかんだまま、落ちついた物腰で、静かに自己主張した。

「ぼくはただ、この屁へ

 こきヴィクトリカに物の道理を教えてるんだよ。ほら、ヴィクトリカ。ちゃんと筋を通してアブリルに謝るんだ。そうしないとぼくはこの手を離さないよ。そしたら君、マカロンも食べられないし、パイプも吸えないし、ぼくが邪魔で本も読めないけど、いいのかい？」

「ごぶっ！　離せ！　この中途半端な秀才で、凡人の、ならず者め！　ごぶぶ！」

「久城くん、やめてあげて！」

「いやいや、ぼくはやめませんよ」

　三人で組んずほぐれつ争っていると、保健室のドアが開いた。

「……あら、まぁ？」

　セシル先生が、瞳をまん丸にして立っていた。





　顎から手を離した一弥、ふくれているヴィクトリカ、おろおろしてるアブリル、それにセシル先生の四人は、保健室を出て時計塔に向かって歩きだした。

　一弥は歩きながら、アブリルにヴィクトリカのことをどう説明しようかと考えていた。この春、留学してきたばかりのアブリルと〈紫の本〉を巡る事件を解決し、アブリルを救ったのはじつは図書館塔の妖よう
 精せい

 ことヴィクトリカ・ド・ブロワの頭脳──〝知恵の泉〟だったのだが、アブリルはそのことを知らないのだった。初めから説明したほうがいいかなぁ、などと考えていると、一方アブリルのほうはべつのことで頭がいっぱいの様子で、昨日からずっと悩んでいたことを話しだした。

「あのね、昨日、わたしと久城くんが時計塔でプランシェットをしたでしょ？　あれは精霊を呼んであの世のことをいろいろ教えてもらう儀式なんだけど、ぜったいに途中でやめちゃいけないの。それなのにわたしたち、途中で手を離しちゃった……。事件が起こったのはあの後よ。時計塔に悪い霊が残ってしまったんじゃないかと思って、こわくって……」

「屁こきいもりが言い出しそうなことだ。……ふがっ？」

　ヴィクトリカの悪態を、一弥が必殺の顎つかみで黙らせた。

「ごぶっ！　離せ！　久城のくせにおまえは最近、なんなのだ！」

「屁こきヴィクトリカに礼儀を教えようとする、品行方正な友達だよ。……いてっ！　嚙みつくなよ！」

　一弥は〝知恵の泉〟の話をすっかり忘れて、ヴィクトリカの顎をつかむことに全力投球し始めた。ばたばたと争いだした一弥たちをほうっておいて、セシル先生がアブリルに優しく言った。

「そんなのただの迷信よ、アブリルさん」

「で、でも……」

「あのね、ほんとは生徒にむやみに昔のことを話してはいけない決まりなんだけど……。なんといってもこの学園には不思議な事件が多いから……」

　セシル先生が何ごとか言い始めたので、争っていた一弥たちも休戦して、耳を澄ました。

「昨日、先生が、久城くんとアブリルさんを時計塔から追いだしたのには理由があるの。あのね……あの時計塔で、今朝みたいな不審な事件が起きて人が死ぬのは、初めてじゃないのよ」

「過去にも一度あったことなんですか？」

　一弥の問いに、セシル先生は首を振った。

「一度じゃないの」

「じゃ……」

「五度よ」

　一弥たちは足を止めた。

　顔を見合わせて、それからもう一度、セシル先生に視線を戻す。

「今世紀に入ってからのことよ。……錬金術師リヴァイアサンがいたのは一八九七年からの二年間だから、つまり、彼がいなくなってからのことね。とにかく今世紀に入ってからの約二十年間で、五人もがあのぜんまいの部屋で不審な死を遂げているの。四年に一人の確率ということね。彼らはなぜか時計塔のほかの場所ではなくて、必ずぜんまいのある工房で、しかも今朝のように、右手の人差し指に紫色の痣あざ

 をつけて倒れていて、やがて死んでしまうの。検視の結果はいつも、指から回った毒による死よ。共通点はほかにもあるわ。彼らはぜったいにここの生徒じゃないの。たとえば赴任したての教師や、見学者、不法侵入した旅行者……。つまり、よそ者よ」

　四人は校舎を出て、時計塔に続く小こ
 径みち

 をゆっくり歩きだした。さっきよりさらに夏の日射しが強くなり、四人をじりじりと照らしていた。花壇の花々や木々の葉も鮮やかに輝いている。

「だから検視結果を聞くまでもなくわかるの。死因はきっと指先から回った毒よ。あの人は毒殺されたのよ」

「でも、誰が……？」

　アブリルがつぶやいた。セシル先生は、

「わからないわ。だけど五度の事件のうち何件かは、内側から鍵かぎ

 をかけた工房で死んでいたの。だから時計塔には、その昔ソヴュール王国に君臨したあの錬金術師の亡霊がいると噂されているのよ。もちろん噂だけど、大事な生徒を近づけたくないもの。それで鍵をかけていたんだけど、定期的に、誰かが好奇心でもって開けちゃうのよね。鍵をこじ開けたり、ドアを蹴け
 飛と

 ばしたり……」

　アブリルは赤くなってうつむいた。一弥はあわてて話題を変えるように、

「だ、だけど、先生。確かその錬金術師は、時計塔で王立騎士団の急襲を受けて、毒矢を射られたけれど、すたこら逃げちゃって、死体はみつからなかったんですよね」

「そうよ。学園中を捜索されたけどどこにもいなくて、村や近隣の森まで捜されたけどみつからなくて。森のもっと奥深くで息絶えたか、それとも……」

　セシル先生はくすっと笑った。

「彼は本当に不老不死で、仮面とローブを脱ぎ捨てて遠い国に逃げたのだ、とも言われているわ。伝説ね」

　小径の向こうを、あの殺された東洋人の連れの男がゆっくりと通り過ぎた。ブロワ警部に疑われたものの、ずっと宿にいた、同時存在できるのならともかく自分に殺人は不可能だった、と語ったあの赤毛の男だ。男は帽子を目深に被かぶ

 って伏し目がちに歩いていたが、一弥たちの姿をちらりと見ると、帽子に手をのばしてさらに目深に被り直した。

　その反対側から、六十がらみのずいぶん大柄な男が、がっしりした肩に大工道具を背負って歩いてきた。赤毛の男とすれ違う。

「あの大きな男の人って、誰ですか」

　一弥が聞くと、セシル先生は小径の向こうを見てうなずいた。

「あぁ、大工さんよ。もう二十年近く前から学園で働いているわ。老朽化した場所の補修工事を頼んでるの」

「へぇ、ずいぶん昔からいる人なんですね……」

「花壇の世話をしてる庭師さんもそうよ。庭師さんのほうが長いかしら……。そうね、庭師さんは二十年以上前から働いてるって聞いたことがあるわ」

　大工の老人が、視線を感じたようにこちらをじろりと見た。皺しわ

 だらけの大きな顔に、二つの瞳ひとみ

 が暗く輝いていた。

　一弥は、消えた仮面の怪人に話題を戻した。

「でも、先生。その錬金術師が消えた、もしくは死んだのは、じつはわずか二十年ちょっと前の話ですよね。彼が毒矢によって殺されず、仮面とローブを脱ぎ捨てて姿を消しただけだとしたら……もしかしたら、錬金術師はまだ生きているのかもしれませんよね。遠い国に逃げたのではなく、学園のどこかに隠れている可能性もあるんじゃないですか。いや、隠れる必要はないんだ。だって、誰も彼の素顔を知らないんだから。……そのほうが、少なくとも亡霊説よりは現実的だと思うけど」

「……いや、ちがう」

　顎あご

 をいたわるように撫な

 でながら静かに歩いていたヴィクトリカが、とつぜん口を出した。

「リヴァイアサンはとっくに死んでいる。そのことを……自分の死をかたくなに隠しているだけだ」

「でも、それならいったい誰が、どうやって工房の密室で人を殺したんだい？　二十年以上のあいだずっと、侵入者をみつけては殺している存在は？　それに生徒は殺さずに、あやしいよそ者だけを〝選んで〟殺してるんだ。やっぱり、生きて意志を持った人間だと思うよ」

　一弥が反対のことを言うと、ヴィクトリカは黙った。ちらりとその顔を見ると、子供みたいにふくれっ面をしていた。

　アブリルが一弥の意見にうなずいて、

「なるほどね。久城くん、頭いい！」

　そう言うと、ヴィクトリカはますます不機嫌そうに唇をすぼめた。それから足元の小石を蹴け

 って、吐き捨てるように言った。

「そんなことを言うなら、久城、君は勝手にぴちぴちと活い

 きのいい錬金術師を捜したまえ。わたしはカラカラに干からびた彼の死体を捜すことにする。君なんか、知らん」

「ええー？」

　一弥が不満そうにうめいたとき、一行はちょうど、目指していた時計塔の前に辿たど

 り着いた。





　時計塔の周りだけは、夏の日射しも暑さも感じられず、まるで死装束のような不吉な蜘蛛くも

 の巣と、黒ずんだ骸がい
 骨こつ

 のようなブナの枯れ枝に彩られていた。風が吹くと、蜘蛛の巣と枯れ枝がカサカサ……といやな音を立てて揺れる。

　塔の前にいたブロワ警部が、一弥たち──それからうつむいて立っている腹違いの妹ヴィクトリカをみつけると、顔をしかめ、

「……これはこれはお珍しい」

　不機嫌そうにつぶやいた。

　今朝会ったときのブロワ警部は気味の悪いサラサラヘアを風に揺らしていたが、いまはもういつも通りの、金髪を前方に向かってぐりゅんと尖とが

 らせた流線形のドリル頭に戻っていた。一弥たちが近づいていくと、なぜかブロワ警部のその頭には、ぶんぶんと蜂や蠅や大きな揚あげ
 羽は
 蝶ちよう

 や……とにかくあらん限りの虫がたかっていた。部下二人が普段はつないでいる手をほどいて、一生懸命、両手を振り回して虫を追い払おうとしている。

　アブリルが一弥をつつき、耳元でささやいた。

「ほらね！　やっぱりすごくへんな人よ！」

「……知ってるよ。いまに始まったことじゃないもの」

　ブロワ警部はゆっくりとした歩みで一行に近づいてくると、両手を腰に当て、右足を前につきだしたナイスポーズで、

「いったいなにごとだね？　セシル先生に、久城くんに、その……ヴィ、ヴィクトリカ。それから、ええと君は……」

「アブリル・ブラッドリー。イギリスからの留学生です」

　警部に指差されたアブリルは、まず礼儀正しく自己紹介した。それから警部のドリル頭を指差して、一言、言った。

「へんな頭」

「……わかっている！　仕方ないだろう？　いろいろ、その、大人の事情があるのだ」

「虫がたかってるのはどうして？」

「こ、これは、その、急いでいたので砂糖水で固めたのだ。そしたら……こうなった。いまちょっと困っている」

　一弥とアブリルは顔を見合わせた。

　ブロワ警部は不機嫌そうに顔をしかめると、ゆっくりと一同から離れて小径を歩きだした。なぜか時計塔からどんどん遠ざかっていく。

　時計塔の前に強い風が吹いて、ブナの枯れ枝を揺らしていった。寮に戻る生徒たちが小径を歩きながら、こちらをちらちらと盗み見ていた。一弥は、やけにのんびりとパイプを取りだして火をつけてみせるブロワ警部を少し不審に思った。近づいていって、問いかける。

「あの、警部」

「……なんだね？」

　警部は面倒くさそうに振り向いた。

「ずいぶん、なんていうか、その、のんびりしてませんか？　ぼく、警部が事件の真相を調べるために図書館にくるものとばかり思って、しばらく待ってたんですけど、ぜんぜんくる気配がなかったし。それにいまだってのんびりパイプをくわえてるだけで、時計塔で捜査をしているようには見えません」

「うむ……。いや、さっきまでしていたんだがね」

「捜査をしていたのなら、その頭をドリルみたいにセットする時間はなかったはずです」

「う、うむ……」

　警部は困ったように何度かポーズを変えたり、ドリルに手をのばしてそっと整えたりした。

　それからため息混じりに、仕方なく言った。

「これが村で起こった事件なら、いくらでも捜査するがね。残念ながらここは聖マルグリット学園の敷地内だ。久城くん、わたしはだね……要するに、この学園の過去について掘り返すのがいやなのだよ」

「……どういうことですか」

　警部はセシル先生やアブリルたちが聞いていないのを確認すると、小声で、

「いいかね？　聖マルグリット学園が君のような海外からの留学生を受け入れ始めたのは、ここ数年のことだ。それまでは学園は秘密裏にされ、数百年ものあいだ、部外者を立入禁止にしてきた。なぜだかわかるかね？」

「いえ……」

「ここには闇のヨーロッパ史がいくつも眠っている。それらをけして目覚めさせてはいけない。ソヴュール王国の中枢はそう考えているのだ。中世以降の数百年間、アルプス山脈の奥深くに造られたこの聖マルグリット学園は、教育機関の隠かく

 れ蓑みの

 を着た〝王室の秘密の武器庫〟だったと言われている。あるときは革命を逃れたフランスの貴族を匿かくま

 った。あるときはカトリックに迫害されたプロテスタントたちを匿った。新開発された未来の武器もここに隠された。歴史上、生きていてはいけないはずの人物も天寿を全うするまでここに棲す

 んでいた。いいかね？　それらの歴史を白日の下に晒さら

 すことはできない。現在の国交にも影響を及ぼす。恐ろしい幾つもの秘密を、生を、死を、学園は大きな口を開けて吞の

 み込み、沈黙してきたのだよ」

　一弥は驚いて、めずらしく深刻な顔をしているブロワ警部の横顔をみつめた。

　二人の姿を、焼け付くような夏の日射しが容赦なくじりじりと照らした。ブロワ警部のドリル頭がとろとろと輝いていた。……どうやら暑さのせいで、砂糖水が溶けてきてしまったようだった。次第にぐにゃぐにゃと下に垂れてくるドリルを両手で一生懸命持ち上げながら、ブロワ警部は続けた。

「もちろんそれら闇の歴史たちは、いまではもう遠い彼岸のものとなっている。あの世界グレート
 大戦・ウオー

 の後、秘密主義はなりを潜め、君のような留学生も堂々と受け入れている。だがね、君。それら遠い悪夢が時折、暗い微睡まどろ

 みから目覚めては今回のような悪戯いたずら

 を起こすのだ。それが学園に蔓延はびこ

 る怪談となり、現在を生きる少年少女たちを、再びの怪異へ誘いざな

 う……」

「へぇ……」

「そういうわけで、わたしはあまりこの件を捜査したくないのだよ。迷宮入りのままで構わない。今日中になにかわからなければ撤収するつもりだ」

「で、でも……」

　一弥は食い下がった。

　二人の視線の先を、さっきの大柄な大工がまた横切った。相変わらず、重そうな大工道具を肩に下げてゆっくりと歩いていく。

　一弥は熱心な様子で続けた。

「警部、時計塔のあのぜんまいの部屋で変死事件が起きたのは、今日が初めてじゃないんですよね？　もし時計塔に誰かが──たとえば死んだはずの錬金術師や、彼の意志を継つ

 ぐ者が──潜んでいて、人を殺し続けているのだとしたら、放っておいてはいけないんじゃないですか？　もしかしたらまた犠牲者が出るかもしれないし……」

「…………
 」

　警部は答えなかった。

　ただ風が吹いて、ブナの枯れ枝と、溶けてきたドリル頭の先を揺らしていくばかりだった。





　一弥が不満そうな顔をしながらもアブリルたちのところに戻ると、ちょうどアブリルが熱心に亡霊説を唱えているところだった。

「だって、ほかに人がいない部屋で、内側から鍵かぎ

 をかけてて、それなのに毒殺されたんでしょ？　そしたらやっぱり亡霊が殺したんだとしか……」

「やめてやめて。こわい話はやめて」

　セシル先生は眼鏡を外して、こわいこわいと繰り返していた。アブリルは熱心に何ごとか語っていたが、一弥が戻ってくるとさらに張り切って、

「ねぇ、ねぇ。みんなで村まで行って情報収集しない？　時計塔の噂とか、あの殺された人のこととか、いろいろ調べてみようよ」

　一弥は、アブリルのやけに熱心な様子にちょっと戸惑った。しかし、こんなときのアブリルに逆らう術すべ

 がないような気がしたので、仕方なくうなずいた。

「まぁ、いいけどね……」

　アブリルはうれしそうにうんうんとうなずいた。

　それからヴィクトリカのほうを振り返り、明るい声で言った。

「ね、ヴィクトリカさんも行こうよ」

　一弥とセシル先生は思わず顔を見合わせた。

　声をかけられたヴィクトリカは、小さく、かすかな声で、あっ、と叫んだ。

　諸もろ
 々もろ

 の事情によって、ブロワ侯爵と謎の踊り子とのあいだに生を受けたヴィクトリカ・ド・ブロワは、聖マルグリット学園に幽閉されており、勝手に外に出てはいけないのだが、もちろんアブリルはそんなことは知らないのだ──。

　楽しそうなアブリルの笑顔を、ヴィクトリカはしばらく見上げていた。悲しそうな、小さな姿だった。

　だがその、冷酷めいてはいるが見事な美び
 貌ぼう

 であるところのヴィクトリカの顔に、やがて、かすかに苛いら
 立だ

 ちのような、怒りのような感情がよぎった。

　ぷい、とそっぽを向いて、ヴィクトリカが言った。

「わたしは行かない」

「そうなの？」

　アブリルはがっかりしたように小声で答えた。不穏な空気を感じて、一弥は二人のあいだに割って入った。ヴィクトリカを庇かば

 おうと口を開きかけたとき、ヴィクトリカがさらにムキになったように続けた。

「久城といっしょにどこにでも行きたまえ。ふん、どうせ凡人が二人集まっても、１たす１は２にならないのだよ。せいぜい無駄にうろつきたまえ、屁こきニユ
 いもりート

 」

　アブリルはその毒舌にびっくりして、ぽかんとしてその小さな少女をみつめた。ヴィクトリカを庇おうとしていた一弥はあきれたように口を閉じたが、もう一度口を開くと、

「こらっ、ヴィクトリカ！」

　彼女の小さな顎あご

 をつかんで怒った。

　ヴィクトリカはなぜか今回は黙ってつかまれるままになっていた。その小さな顔を覗のぞ

 き込むと、強情そうに唇を嚙か

 んで一弥を睨にら

 み返していた。

　一弥は降参して、顎からゆっくりと手を離した。

「ヴィクトリカ、君、今日はいったいどうしたんだよ？　アブリルは最初こそ君のことを妖よう
 怪かい

 って言ったかもしれないけど、ちゃんと謝って、それきり二度と言ってないよ。なのに君はずーっと彼女を屁こきいもり呼ばわりして……！　君、ほんとにどうしちゃったんだい」

　ヴィクトリカは一弥の剣幕に驚いて、エメラルドグリーンの瞳ひとみ

 をいっぱいに見開いた。目め
 尻じり

 に真珠のような涙が一粒、たまってきた。一弥はその涙には気づかずに、

「君は一度も謝ってないじゃないか。そんな道理は通らないよ。さぁ、アブリルに謝りたまえ」

「…………
 い」

「なぁに？」

「い、や、だ！」

　ヴィクトリカは叫んだ。アブリルがあわてて二人のあいだに入って、なだめた。

「あのね、久城くん。わたしそんなに怒ってないから。だからそんなに……」

「……アブリルは黙ってて。ヴィクトリカ、ぼくは君のことを、もっと優しい子だと思ってたんだよ。君はいつも意地悪だし、無愛想でとりつく島もないけど、ぼくが困ってるときには、なんだかんだ言ったって必ず助けてくれるんだもの……。だけど……今日の君はおかしいよ。君って人は、ぼくのいちばん大事な友達なのに……」

　アブリルは、一弥の〝いちばん大事な友達〟という言葉にぴたっと止まった。

　いつも明るくて元気なその顔が、ぱっと曇った。アブリルはふくれっ面になり、足元に転がっていたこぶし大の石を蹴け

 っ飛ばした。それからその石を拾うと右手に、左手に持ちかえながらぶつぶつと文句を言い出した。

「いちばん大事な友達……。いちばん大事な友達……。なるほど、それってわたしじゃないんだ。なるほどね……」

　それから握っていた石を頭の上に載せて、左右に揺らし始めた。ふくれっ面のままでつぶやく。

「……屁へ

 っこき一弥！」

　その声に振り向いた一弥は、アブリルのふくれっ面と、いつのまにか頭の上に載せている石をきょときょとと見比べた。

（そういえばアブリルって、ときどき頭にものを載せてるなぁ……？
 ）

　アブリルはつまらなそうな顔をして、体を揺らしている。

　サッ……と夏の乾いた風が吹いた。

　一弥は気を取り直して、ヴィクトリカに向き直った。ヴィクトリカはというと、さっきよりさらに強情な顔をして黙り込んでいた。一弥は困り切って、小さな声になり、

「ヴィクトリカ、ぼくの言いたいこと、わかってくれたかな……？」

「…………
 」

「ねぇ、ヴィクトリカ……。なにか言ってくれよ？　まったく……」

　ヴィクトリカはますますうつむいて黙り込んでしまった。一弥は困ったように首をかしげて彼女をみつめていたが、だんだん怒りだしてきて、

「わ、わかったよ。もういいよ。ヴィクトリカのいばりんぼ！　ぼくはもう君なんて知らないからね！」

　ヴィクトリカが息を吞の

 んだ。

　かすかに顔を上げる。

　その瞳には絶望したような悲しい光があった。でも誰もそれに気づかなかった。一弥は生来の頑固な性格が首をもたげて、悲しそうにしているヴィクトリカに背中を向けて歩きだしてしまっていた。アブリルは、怒っている久城一弥というものを初めて見たので文字通りびっくり仰天して、あわてて頭から石を降ろしていた。セシル先生は眼鏡を外していたし……。

　アブリルはびっくりしたまま、一弥と、うつむいてしまったヴィクトリカを見比べた。ずんずんと一弥が歩いていくので、石を放り出し、あわてて追いかける。

「あのさ、じゃ、競争しない？　ほら、わたしと久城くんが村に行って情報収集するの。で、ヴィクトリカさんは、ええと……そうだ、セシル先生と組んで時計塔を調べるの。お昼にこの辺りに集合して、一緒にお昼ご飯を食べながら勝負しあうの。どっちのチームが先に錬金術師の謎を解くか。ね？」

　振り返った一弥が、なぜかきっぱりと言った。

「ヴィクトリカには敵かな

 わないよ」

　まだヴィクトリカの美しさだけに触れて、頭脳のことを知らないアブリルは、きょとんとして小さなヴィクトリカのほうを見た。

「ええっ？　そ、そんなことないよ。勝負はまだわかんないよ。ね？　よし、じゃ、解散。お昼にまた会おうね」

　アブリルが元気よく言って、歩み去る一弥を追って走り出した。正門に向かいながら、なんだか気になって振り向くと、ヴィクトリカは小こ
 径みち

 の真ん中にぽつんと立って、じっと一弥の背中をみつめていた。

　さくらんぼみたいな唇が、ふるっと震えた。なにか言いかける。

「く……」

　しかし、声にはならない。

　その姿があまりにも小さくて、寂しそうで、アブリルはとてもそのまま走り去る気にはなれなかった。一弥のほうを振り向いたけれど、彼はどんどん歩いていってしまう。アブリルは困って、迷い……それから意を決して、とてもこわくて毒舌で、しかしとてもかわいらしいフリルとレースの美少女に向かって、走って戻ってきた。

「あ、あのね。やっぱり、わたしたちと一緒に村に行かない？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えなかった。かすかに顔を上げてなにか言いたそうに唇を開いたが、結局、なにも言わずに口を閉じた。

　それから悲しそうにゆっくりと首を振った。

「そう……。じゃ、後でね」

　アブリルがまた走っていく。

　ヴィクトリカはそれをじっと見送っていた。

　一弥の背中が、続いてアブリルの背中が、正門を抜けて学園の敷地から出ていった。ヴィクトリカはいつまでもいつまでも、そこに立ち尽くしてただ見送っていた。

　寂しそうな、小さな姿だった。

　そして、ヴィクトリカは──

　とつぜん小径の小石を蹴って、二人の後を追って走り出そうとした。フリルを揺らして、ほんの二、三歩前進したとき、誰かに首根っこをつかまれた。

　まるで仔こ
 猫ねこ

 のように軽々と持ち上げられて、ひょい、ともとの場所に戻される。ヴィクトリカが泣きそうな顔で睨み上げると、そこには、夏の日射しで砂糖水が溶けて、ドリルがどろどろと垂れ下がったブロワ警部が立っていた。

　いつになく険しい顔をして、ヴィクトリカを睨みつけている。

「おまえは、だめだ」

「……知っている」

「外に出てはいけない。おまえもまた闇のヨーロッパ史の一欠片かけら

 だからな。ここから一歩も出すわけにはいかない。あの子たちのような気楽な生徒とはちがうのだ」

「そんなことはわかっている。うるさいぞ、トンガリ頭」

「……こ、これはおまえが尖とが

 らせたんだろう！」

　ヴィクトリカは答えなかった。

　急にくるっときびすを返して、時計塔に向かって走り出した。小径をしばらく走ったところで、ヴィクトリカの小さくて細い足はもつれて、その場にべたんと転んでしまった。

「う……」

　小さな体がうつぶせに倒れた。ぱたぱた、と幾層ものフリルが舞った。

　ヴィクトリカは痛みをこらえるかのようにしばらくじっとしていたが、むくっと起きあがり、顔や髪や手のひらについた土をゆっくり落とし始めた。

「…………
 ひっく」

　かすかにしゃくりあげた。

　それから小声でつぶやいた。

「久城のやつめ……。怒り過ぎだ…………！
 」

　うつむいたその小さな頭から、ひっく、ひっく、と声が漏れた。

「ひどい、やつだ……！」

　ひっく、ひっく、と嗚お
 咽えつ

 が漏れる。

　やがてヴィクトリカはゆっくりと立ち上がった。一弥がいないので、めくれてしまったドレスの裾すそ

 を自分で元に戻して、土も自分ではらった。

　それから今度はゆっくりと歩きだした。

　背後から追いかけてくる足音がした。大おお
 股また

 で急いで走ってくる、力強い足音。

　それはヴィクトリカの後ろで止まった。

　ブロワ警部だった。深刻な顔をしている。

「そういえば、だが。おまえはいったいこの件にどう関わっているのだ」

「気になるかね？」

「……当たり前だ」

　ブロワ警部は険しい顔でうなずいた。

「あの二人……いや、あのイギリス人留学生がこの事件をおもしろがっているのは、よくわかるがね。わたしが理解できないのは、おまえだ。なぜおまえがわざわざ図書館塔からこんな下界に降りてきて、うろついているのだ？　この事件の裏になにがある？　いったいなにを企たくら

 んでいるんだ？」

「フン……」

　ヴィクトリカは鼻を鳴らした。

「わたしは、錬金術師リヴァイアサンに挑戦されたのだよ」

　ヴィクトリカは金色の書物を差しだした。ブロワ警部はその飛び出す回顧メモ
 録ワール

 をぱらぱらとめくっていたが、あきれたように鼻を鳴らして、

「死者の回顧録か。ふむ……。しかし、我が異母妹よ。わかっているだろうが、この男のことは闇に葬らなくてはいけない。この男がどんな力を持ち、どんな計画を持っていたとしても、それらは実現されずに消えてしまった闇の歴史だ。ソヴュール王国のためにも、国王のためにも、王妃のためにも。そしてもちろん……我々、ブロワ侯爵家のためにも、だ」

「わかっている」

　ヴィクトリカが短く答えてまた歩きだそうとすると、ブロワ警部はその前に立ちはだかり、さらに言い募った。

「おい、本当にわかっているというのか？　それならこの件には……」

「グレヴィール」

　ヴィクトリカは老女のようなしわがれた声でささやいた。

　その瞳ひとみ

 は、ついさっきまでの、仲良しの少年に怒られておろおろしていた小さなさびしがり屋の少女とはまったく別人のようだった。暗く、深く、数十年の時をすでに生き終えた老人のような、不思議な底なしの瞳──。

「じつはだね、グレヴィール。本当のところ、わたしはとても退屈なのだよ。わかるかね、グレヴィール？　愚かなる我が異母兄よ。父はわたしを恐れ、ここに放り込んだ。わたしはここを出ることができない。それゆえにわたしは、この場所で死より重い退屈の深しん
 淵えん

 を漂っているのだ。……もう限界だよ、グレヴィール」

　ヴィクトリカは兄に背を向けると、ふかふかとフリルを揺らして歩きだした。

「学園の外には出られまいが、この学園内で十分だ。混沌カオス

 の欠片かけら

 がわたしを待っている。グレヴィール、わたしはリヴァイアサンの謎を解く。退屈しのぎに、な」

「……犠牲は出すな」

「心配しなくても、なにも出ないことだろうよ。ただ──深淵にわずかな光が射すだけだ」

　ヴィクトリカは遠ざかっていく。

　その後ろ姿を、ブロワ警部は立ち尽くし、恐ろしい形相で睨にら

 みつけていた。






　アフリカの歌
















　アフリカ人たちがいうには、

「歩いて──歩いて──歩け、

　雌めん
 鳥どり

 が鳴くその時まで！

　破れた屋根から星が降るその時まで！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　夢の中でも、

　歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！」





　アフリカ人たちは遠くから、

　歩いて──歩いて──やってきた。





「歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！」





　アフリカ人たちは海の向こうから、

　船を漕こ

 いで──漕いで──辿たど

 り着いた。





「漕いで──漕いで──漕げ、

　かわいい姉妹に、父や母！

　血肉は安く、パンは高いが漕ぎ続けろ！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　金と黒い肌、

　漕いで──漕いで──漕げ、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！」





　アフリカ人たちは灼しやく
 熱ねつ

 の大地を、

　跳んで──叫んで──消えた。










　第三章　美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン













　　　　１






　村の街道は人通りが多く、賑にぎ

 わっていた。細長いパンがにょっきり顔を出す買い物かごを揺らして通り過ぎる女性や、野菜を積んだ荷車を引いて走る若い男。ゆっくりと街道を横切っていく毛足の長い馬に引かれた荷馬車には、甘酸っぱい夏の匂いのする藁わら

 がたっぷり積まれていた。

　木もつ
 骨こつ
 組ぐみ

 の家々からは、絡まる蔦つた

 やゼラニウムの赤い花が垂れ落ちて、夏の日射しに眩まぶ

 しく輝いている。

　そんな街道を一弥とアブリルは二人で、早足で歩いていた。

「まったく、久城くんったら……」

　アブリルがなにごとかつぶやいたので、一弥は顔を上げた。

「なにか言った？」

「なにも。……ううん、言った。〝まったく、久城くんったら〟って言ったの。それで続きはね、〝意外と子供っぽいんだから〟って言おうとしてたの。わかった？」

「ぼくが子供っぽいって……？」

　一弥は足を止めた。

　アブリルのいつも元気なかわいらしい顔には、少しだけ浮かない表情が浮かんでいた。一弥はちょっと不満そうに、

「急になんだい？　それに、ぼくは断じて子供っぽくなんかないよ。そりゃあ、ちょっと頑固なところはあるかもしれないけどね。ぼくが気にしてるのは物の道理だよ。つまり……」

「あの子、泣きそうだったのに」

「つまりぼくは……えっ？　ヴィクトリカが泣きそうだった？」

「うん。顔が真っ赤になってて、小さい唇がふるふる震えてた」

「そ、そう……」

　一弥はなにか主張しかけていた言葉を吞の

 み込んで、思案顔になった。二人でまたせわしない村の街道を歩きだしながら、

「……ぼく、言い過ぎだったと思う？　いばりんぼなんて言って、ヴィクトリカをひどく傷つけたのかな」

「知らない」

　アブリルはそっぽを向いた。それから小声でつぶやいた。

「久城くん、わたしが振り回したり困らせたりしても、あんなに怒ってくれないのに。いつも少し遠慮がちで、すごく優しくて。なのにヴィクトリカさんにはずいぶんはっきり物を言うんだもん。きっと、わたしとよりずっとずっと仲がいいんだなって」

　ヴィクトリカのことで思い悩んでいた一弥は、きょとんとしてアブリルのふくれっ面を見た。それから戸惑ったように、

「だってそれは、アブリル、君は素直でのびのびした女の子で、意地悪したり、ぼくのことを困らせたりしないじゃないか」

「…………
 」

　アブリルはまだ不満そうだ。

　ゆっくり歩くうちに、村外れの墓地に出た。

　そこは少しだけ村よりも低い窪くぼ
 地ち

 になっていて、枯れた木々の枝が絡みあい、湿った風に煽あお

 られて時折、揺れていた。気温が少し低くて、空気も湿り、薄暗く寒々しい場所だった。

　柔らかな黒い土のところどころに、細長い白い十字架が斜めに突き刺さっていた。一弥とアブリルは知らず手を取り合って、ゆっくりと、墓地の柵さく

 を越えて中に一歩踏み出した。

「ど、どれだろう……？」

「墓碑銘を見ていけばいいよ、アブリル」

「そっか、そうだね」

　一弥とアブリルは村の共同墓地でよそ者の墓を探そうとしていた。ここ二十年のあいだに死んだ、村人ではない誰かの墓。それはきっと時計塔で死んだよそ者の墓で、そこからなにか事件のヒントがみつかるにちがいない、というのが一弥の考えだったのだ。

　この勝負に一弥はけして乗り気ではなかったが、いざ村にやってくると生来の生真面目さでもって、合理的なはずのその提案をしたのだった。アブリルも喜んでその提案に乗ってきたのだが……。

　二人は時計塔の犠牲者の墓を探して、墓地を彷徨さまよ

 った。やけに黒ずんだ土は柔らかく、湿っていて、二人の靴の先を暗い色に染め変えていった。やがてアブリルが古い、大きな墓の前で立ち止まって、墓碑銘を読み始めた。

「ええと……古くて読めないな。なんか名前がたくさん書いてある。いっぱい……二十人ぐらいの名前がまとめて記されてるけど、これってつまり、合同で埋葬されたってことかな」

「五百年も前にな」

　一弥ではない声がしたので、アブリルは「きゃあ！」と悲鳴を上げてぴょんと飛び上がった。

　振り向くと、アブリルと一弥の後ろをいつのまにか、六十がらみの半白髪の男がついてきていた。背中が曲がり、皮膚はなめし革のように黒ずんで汚れていた。手にした大きな箒ほうき

 を地面に刺して、それにもたれかかるようにして二人をみつめている。

「あ、あの……」

「その大きな墓は、プロテスタントたちの墓だ。五百年も前にこの村でまとめて死んでな。わしらで埋葬したってことだ。……ところであんたたち、ここでなにしてる？」

　一弥とアブリルは顔を見合わせた。それから、時計塔で亡くなった人の墓を探しているのだというと、その墓守の男は乾いた笑い声を立てた。

「そんなものはないよ。確かに時計塔で何度か死者が出たはずだが、みんなよそ者だ。それぞれの故郷で埋葬されたはずだよ。ここに墓を造ってもらって埋葬されたのは、少なくともわしが知っている限りでは、村人ばかりだ」

　一弥とアブリルががっかりしたように顔を見合わせると、墓守はますます高笑いして、

「おおかた、あんたがた、あの山の上にある学園の生徒たちだろう？　まったく、夏になるとあんたたちが度胸だめしだのなんだのといって墓地をうろついたり、怪談をせがんだり。毎年だぞ？　さて……あんたたちもわしに怖い話を聞かせてほしくてきたのかな？」

「いえ、ちがうんです。さ、行くよアブリル。別の場所で調べたほうがよさそうだしね」

　一弥はそう言うと、墓守にていねいに礼を言って歩きだした。

　柵を越えて墓地から出ようとして、アブリルがついてきていないのに気づいた。いやな予感がして振り向くと、アブリルは案の定……プロテスタントたちの墓の上に座りこんで、熱心に、墓守の老人の話を聞いていた。

　風に乗って、墓守の怪談が一弥にも聞こえてきた。

「あれは五十年ほど前。わしがまだ子供だった頃のことだ。わしの父親も墓守でな。ある夜、父親の仕事を手伝って、夜遅くまでこの墓地にいたとき、わしは……」

「なに、なに？」

　アブリルが身を乗り出している。一弥はため息をつき、墓地の中に取って返した。

「驚くな。〝見えない幽霊〟を見たのだ！」

「きゃあ！……えっ、見えないのを見たってどういうこと？」

「この辺りの土を見ろ。柔らかくて湿ってる。ほら、お嬢ちゃん……」

　墓守が足元を指差し、アブリルがこわそうに地面をみつめてごくんと唾つば

 を吞んだとき、一弥が戻ってきた。文句を言いかけて、あまりにも真剣な表情をしているアブリルに気づいて、口を閉じた。ため息をついて、となりに腰掛ける。

「いいかね？　子供だったわしは、確かに見たんだ。あの光景を忘れることはできない。夜、誰もいないこの墓地を、姿の見えない幽霊が駆け抜けていったのだ。あれは子供だった。わしと同じぐらいの歳の子供だ」

「どうしてわかるの？」

「足の大きさだ。誰もいないのに足跡だけが、あのずっと奥……」

　墓守は墓地の奥を指差した。鬱うつ
 蒼そう

 と暗い色の木々が茂り、風にゆっくりと揺れていた。

「奥から近づいてきて、わしの前をあっというまに通り過ぎていったのだ。かすかに土の匂いがした。誰もいなかった。だが、見えない子供が走りすぎていったのをわしは知っていた。子供が走り抜けた足跡だけが、ずっと、向こうまで……わぁ！」

　アブリルが一弥に抱きついた。

「きゃ────────────!?

 」

「……うわぁぁぁぁ！
 　お、大声出すなよ。怪談より君の声のほうがこわいってば」

　一弥はプロテスタントの墓から飛び降りると、アブリルをうながした。

　墓守の老人が「もう一つ、とっておきの怪談があるんだがなぁ」と誘惑すると、アブリルはものすごく聞きたそうに足踏みし始めた。一弥が、

「もう、お昼になっちゃうよ。アブリル、君、最初の目的をすっかり忘れてるんじゃないのかい？　いろいろ調べて勝負するって自分で言ってたじゃないか。言っておくけど、ヴィクトリカはおそろしく頭がいいんだ。のんびりしてたら勝てないよ」

　そう言うと、アブリルはしぶしぶプロテスタントの墓から飛び降りた。一弥は早足で、アブリルは後ろ髪を引かれるようにゆっくりと、墓地を出て歩きだそうとした。

　墓地の土はとても柔らかくて湿っていて、二人の靴の先が黒っぽく汚れていく。それは不吉な暗い色だった。

　空を切るように、真っ黒な鴉からす

 が一羽飛んできた。二人の頭上を横切ると急降下し、白い細い十字架に止まって、カァァァァァァ……
 とやけにもの悲しい鳴き声を上げた。

　十字架が鴉の動きに合わせてゆっくり揺れた。

　雲が流れて日が陰り、墓地全体がふっと薄暗くなった。






　　　　２






　さて、その頃。聖マルグリット学園に残された〝囚とら

 われの姫〟は……。





　学園の敷地に広がるフランス式庭園。校舎や学生寮にほど近い場所には芝生が敷かれ、小石を敷きつめた小こ
 径みち

 や鉄製のベンチ、色とりどりの花々が咲き乱れる花壇などが見栄えよく配置されている。そして校舎から離れるごとに自然の山々や野原に近いデザインに変わっていく。

　ちろちろと流れる小川。湿った空気の籠こ

 もる、ちょっとした森のような一角。陽当たりのいい小高い丘の上には、いかにも居心地の良さそうな小さな東あずま
 屋や

 が用意されていた。

　小川の縁にちょこんと座っているヴィクトリカ・ド・ブロワの膝ひざ

 の上を、小さな森から飛び出してきたらしい栗鼠りす

 が二、三匹、ちょろちょろと上っては降りるのを繰り返していた。なにやら考え事に耽ふけ

 って身動き一つしないヴィクトリカを、人形か、もしくは銅像かなにかと間違えているのだろうか……。ヴィクトリカの膝の上で二匹の栗鼠が立ち上がり、互いにちょっかいをかけ始めた。

　それでもヴィクトリカは動かない。

　豪ごう
 奢しや

 なドレスの裾すそ

 がまぁるく広がって、まるでフリルの傘を開いたようだ。

「うーむ……」

　ヴィクトリカが呻うめ

 いた。

「むむむむむ……」

　栗鼠たちはくるっと振り向いてなにやら声を上げたヴィクトリカを見上げたが、またなにごともなかったようにちょろちょろと動き始めた。

　ヴィクトリカは動かない……。





　どれほどの時間が経ったか……。細い小径を、セシル先生がゆっくりと歩いてきた。小高い丘を上り、また降りて、小川のせせらぎに耳を澄ませながら、小さなヴィクトリカが座りこむところまでやってくる。

「ヴィクトリカ、さん……？」

「うむむ……」

「ん？」

　背後からセシル先生が覗のぞ

 き込む。

　ヴィクトリカは、小さな膝の上にあの金色の書物を開いていた。飛び出す回顧メモ
 録ワール

 から、仮面にローブ姿の小さな男がじっとヴィクトリカを見上げている。ヴィクトリカはその仮面の男と睨にら

 みあうように、「うむむ……」などと唸うな

 りながら首をかしげていた。

　そのヴィクトリカの頭や、肩や、背中や、小さな足の上に、かなりたくさんの栗鼠がよじ上っては遊んでいた。ちょろちょろと駆け回ったり立ち止まったり。ヴィクトリカはそれに気づいているのか、いないのか。回顧録にだけ神経を集中してなにやらつぶやいている。

「フン。まったく、おかしな男だな」

「……誰が？」

　背後からセシル先生が問い返した。

　ヴィクトリカが面倒くさそうに振り向く。あちこちに止まっていた栗鼠が、セシル先生の姿に驚いたように飛び上がり、一斉にヴィクトリカから駆け下りると、小さな森に向かってちょろちょろと逃げていった。

「あらら、先生は栗鼠さんに嫌われちゃったわね」

「なんだ、セシルか」

　セシル先生は片手に持っていたものをヴィクトリカに渡した。それはフリルがたくさんついたヴィクトリカ用の日傘だった。ヴィクトリカが興味なさそうに鼻を鳴らすばかりで受け取らないので、セシル先生はパラソルを開くと、無理やりヴィクトリカの頭の上にかざした。

　それから、上からヴィクトリカを覗き込み、膝の上に載せられた金色の書物をみつけて声を上げた。

「あら、へんな本！　これ、なぁに？」

「錬金術師の回顧メモ
 録ワール

 だ」

「あら、まぁ」

　気の抜けたような返事に、ヴィクトリカはあきれたかのごとくフンと鼻を鳴らした。

　じつのところセシル先生は、この灰色狼、ヴィクトリカの世話を請け負ってからずっと、ヴィクトリカがものすごく挙動不審でも頭脳明めい
 晰せき

 すぎても、とにかく妙な出来事に「興味を持たない」「疑問を感じない」ことによって、ヴィクトリカと一緒にいる時間を無事に切り抜けているのだった。

　今日もまた、ヴィクトリカの不機嫌そうな様子をまったく気にせず、セシル先生は続けた。

「それにしても、ずいぶんと謎めいた人だったのね。リヴァイアサンを巡る怪談はわたしもここの生徒だったころによく聞いたものよ。おかしな仮面とローブ、か……。いったい仮面の下にはなにが隠されていたのかしら？　それも、本人が消えてしまったいまとなっては永遠の謎ね」

「……そんなものは簡単だよ、セシル」

　老女のようなしわがれ声でヴィクトリカがうそぶいた。

　不敵そうな微笑を浮かべるその悪魔的な横顔を、セシル先生はびっくりしたように目をぱちくりしてみつめたが、やがてくすくす笑うと、ヴィクトリカの小さな形のいい鼻をひょいとつまんだ。

「ふがっ？　だ[image: に゛]
 をず[image: る゛]
 [image: の゛]
 だっ！」

「生意気なお嬢さん～、いばりんぼのお嬢さん～」

「へんな歌を歌うな！　それからわたしに許可なく触るな。まったく、今日はどうしてみんな、わたしに気軽に触るのだ！」

　ヴィクトリカは怒りだして、すっくと立ち上がると、フリルを揺らして歩きだした。セシル先生は不思議そうに、

「誰が触ったの？……あっ、菫すみれ

 を踏まないで！」

　ヴィクトリカはあわてて飛び上がった。それから、

「朝、久城に頰をつっつかれた。それから教室であの屁こきニユ
 いもりート

 に髪をぐいぐい引っ張られた。そしていま、セシルが鼻をつまんだのだ！」

「あら、まぁ」

「……セシルはいつもそれだ。〝あら、まぁ〟と〝ふーん〟ばかり。セシル、さては君、いつもわたしの話を聞いてないのだろう？」

　すたすたと歩きだすヴィクトリカを追って、セシル先生は小走りについてきた。ヴィクトリカの背後で、どうしてばれたのかしら？　というように首をひねっている。

　ヴィクトリカがそのままどこかに歩み去ろうとするので、セシル先生はあわてて背後から声をかけた。

「ねぇ、ヴィクトリカさん。で、わたしたちはどこから調べるわけ？」

「……調べる？」

　ヴィクトリカが不思議そうに聞いた。

「だって、勝負するんでしょう？」

「勝負って、さっきの屁こきいもりとの約束か？　本気でやるつもりだったのかね？」

「もちろんですよ。先生はそのつもりで……」

　ヴィクトリカは気乗りしなそうに「うむ……」とうめいていたが、セシル先生は気にもせずに、張り切った様子で遠くの時計塔を指差した。

「先生、考えたんだけどね。わたしたちは学園の中にいるわけだから……」

「わたしは外に出られないからな」

「う、うん、そう……。だからね、ヴィクトリカさん。時計塔の中を徹底的に調べてみればいいんじゃないかしら？　さて、それじゃいまから、二人で……」

「時計塔を？」

　ヴィクトリカは芝生を出て小径を歩きだしながら、不機嫌そうにフンと鼻を鳴らした。

　小径の左右には花壇の花が咲き乱れて、眩まぶ

 しかった。色とりどりの花が規則正しく並んで夏の乾いた風に揺れていた。

　ヴィクトリカはふわふわとドレスの裾を揺らしながら、小径を歩いていく。

「確かにわたしはリヴァイアサンの謎を解こうとしている。そしてそれはこの学園を一歩も出ずとも可能だと〝知恵の泉〟が告げている。そういうわけだから、時計塔を調べることにはもちろん異存はない。だが、しかし……」

「なぁに？」

「あの時計塔を……セシルみたいなこわがりと、一緒に調べられるものか」

「なっ、せ、先生は、ここ、こわがりじゃないですよ！」

　セシル先生がとつぜん動揺し始めた。つっかえながら、ヴィクトリカに抗議を繰り返す。

「こわがりじゃ、ないってば。先生はただ、繊細で感受性が豊かで、それで……こわいことに敏感で……」

「それがこわがりの定義だよ、セシル。いまのは愚かな墓穴だ」

　ヴィクトリカはつぶやくと、ドレスのポケットから陶製のパイプを取りだした。さくらんぼのようにつやつやした唇にくわえて火をつけようとしたとき、横からひょいっと、セシル先生にパイプを奪われた。

　ヴィクトリカはびっくりして叫んだ。

「なにをする！」

「学園内は禁煙ですよ、ヴィクトリカさん。これは没収！」

「禁断症状が出る！」

「出ません。あなたはただ大人ぶってこれを吹かしてるだけよ。先生がこうやって、くわえて、火をつけて……吸っちゃおうか、な…………
 げぼっ！　げほげほっ！」

「……返せ」

　調子に乗ってパイプを吹かしたものの涙を流して咳せ

 き込み始めたセシル先生から、ヴィクトリカはパイプを奪い返した。ぷかり、ぷかり、と吸いながら、小こ
 径みち

 を時計塔に近づいていく。

　その後ろから、セシル先生がまだ咳き込み、涙を拭ふ

 きながらもついてきた。





　時計塔にはもうブロワ警部の姿も、部下の刑事たちの姿もなかった。

　あの大柄な大工の老人がまた、大工道具を背負ってゆっくりと小径を通り過ぎていった。

　一応、時計塔のドアの前は荒縄を張られて出入り禁止になってはいたが、ヴィクトリカもセシル先生もちょっとかがんだだけで縄をくぐって中に入ることができた。

　二人はゆっくりと歩を進めた。

　薄暗く、空気が湿気を帯びている廊下を歩きだす。ゆっくり、ゆっくり……。

　二人とも、なんだかおかしな気配を感じてかすかに緊張した。妙な目眩めまい

 が二人を襲った。空間が捻ねじ

 れ歪ゆが

 んでいるような、見えない手で頭をぎゅうっと圧迫されているような、どこか不快な感覚。

　階段をみつけて、上がる。ヴィクトリカが一歩、一歩慎重に上がっていく後ろで、セシル先生が早足で階段を上がろうとして……途中でコケッと転んだ。「きゃああ！」と悲鳴を上げて一度、下まで落っこちてしまった。

　ヴィクトリカが気にする様子もなく上がっていくので、セシル先生はあわてて後を追った。

　ぜんまいの部屋の手前に、小さなはめ殺しの窓があった。ヴィクトリカが窓の前で立ち止まっている。

　セシル先生はつられて窓を見て……。

　窓の外を誰かが横切ったような影に気づいて、悲鳴を上げた。

「ぎゃーっ！
 」

「……うるさいぞ、セシル」

「だだ、だって、ヴィクトリカさん。ここは二階よ？　どうして二階の窓の外を人が横切るの？　ものすごく背が高いの？　三メートルぐらい？　って、そんな人、この学園にいないわよ？　てことは足が宙に浮いてるの？」

　ヴィクトリカはセシル先生を放っておいて、ぜんまいの部屋のドアに手をのばした。セシル先生は震える手で、いつもかけている丸眼鏡を外しながら、

「足が宙に浮いてる人のことを、俗に、幽霊っていうんじゃないかしら？」

「ふーん」

「相手してよ！　先生、こわいのよ！」

　セシル先生は、ヴィクトリカがドアを開けてぜんまいの部屋に入っていってしまうので、廊下できょろきょろと周りを見回していたが……、

「ヴィクトリカさん、一人にしないで！」

「……こわがりの弱虫め」

「弱虫じゃありません！　先生ですから！　生徒よりしっかりしているのは当然のことです。そうじゃないと生徒を指導できませんから！」

　セシル先生は、白とピンクのフリルのかたまりが揺れるのを目印に、ヴィクトリカの後を追いかけた。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　ぜんまいがゆっくりと動く不気味な音が、その部屋全体に低く響いていた。

　少しずつ大きさのちがう、しかしどれもあまりにも巨大に感じられる丸いぜんまいが、ギザギザの歯車を互いに嚙か

 み合わせながらゆっくりと回り続けていた。頭上は高い高い天井で、闇に黒く沈んでいた。その闇の向こうから悪夢が押し寄せるように、ゆっくりと、丸い振り子が右に、左に、風を切って揺れていた。頰に当たる冷たく不吉な風は、振り子が宙を舞う規則正しい動きから生まれるものだった。

　ヴィクトリカとセシル先生は、部屋の中を見回した。

　かつてソヴュール王国を一度は手中に収めた、謎めいた仮面の錬金術師の工房──。

　黒こく
 檀たん

 の大テーブルにはまだ実験道具が散らばり、灰色の埃ほこり

 を厚く被かぶ

 っていた。テーブルの向こうの壁に、鮮やかなステンドグラスがはめ込まれていた。花畑を描いた珍しい絵柄で、紫色と黄色の花がたくさん咲き乱れていた。一つだけ濃い赤色をした花がぽつんと咲いていた。

　セシル先生は、外した眼鏡を傍らの古い椅子の上に置いていた。辺りをきょろきょろ見回して、もっと詳しく見ようと、眼鏡に手をのばした。そのとき……。

　する、するするする……。

　──カチャン！

　眼鏡が、誰も触れていないのに勝手に椅子から落ちて、床に転がった。

　セシル先生は心臓を冷たい手で摑つか

 まれたように震え上がった。ゆっくりとしゃがんで、眼鏡を拾って、それから震える声でヴィクトリカを呼ぼうとしたとき……。

　誰かが……姿の見えない誰かが横切っていったような気がした。〝見えない幽霊〟がセシル先生の眼鏡を落とし、その目前を通り過ぎて、そして……。

　床のきしる音が響いた。あたかも誰かが床を踏みしめて歩いているような……。

　そして、

　さっき閉めたはずのドアが、音もなく開いた。

　姿の見えないそれが、工房を出ていったのだ……。

「……………………
 いーやーだ──────────！
 」

　セシル先生が叫んだ。ヴィクトリカがびっくりして飛び上がった。老女のようなしわがれた声で「いったいどうしたのだね、セシル？」と聞いているのが聞こえたが、セシル先生は教師の役目もなにも忘れて、その場でじたばたと足踏みをすると、ものすごい勢いで工房を飛び出して廊下を走って階段を転がり落ちて……。

　階段の途中で、誰か……帽子から赤い髪を覗のぞ

 かせたハンサムな男とすれちがったような気がしたが……よくわからないまま……。

　息が持つ限りの悲鳴を細く長く続けながら、時計塔を飛び出して荒縄の下をくぐって、遠く、芝生の上まで駆け抜けていった……。
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　その頃、一弥とアブリルは……。





　背筋をのばしてしっかりした足取りで墓地を後にする一弥の後ろを、アブリルが渋々、ゆっくりとついてきていた。アブリルは何度も「あのさ、もうちょっと……」などと提案しかけるのだが、一弥は断固とした様子で首を横に振る。

　アブリルがため息混じりに、あきらめて鉄てつ
 柵さく

 で囲まれた薄暗い墓地を出たとき……。

　ちょうど、村の街道から若い女の人が墓地に向かって歩いてくるところだった。花束を無造作に手にしているところを見ると、お墓参りなのだろう。

　その若い女の人は、ちょっと色っぽいかすれ気味の声で歌を歌っていた。







「アフリカ人たちがいうには、

『歩いて──歩いて──歩け、

　雌めん
 鳥どり

 が鳴くその時まで！

　破れた屋根から星が降るその時まで！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　夢の中でも、

　歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！』……」









　女の人は節を付けて、ちょっと楽しそうに「リ、トゥラ、ルーラル、ルー～」と何度かハミングを繰り返した。乗ってきたのか、軽くステップまで踏み始めた。一弥のとなりを歩いていたアブリルまで、つられたように体を左右に揺らしだした。

　その女の人は──赤みがかった縮れたロングヘアに、上背のあるボリュームたっぷりの体つきをしていた。髪の色に合わせた赤いワンピースがよく似合っていた。そして、彫りの深い派手な顔立ちは……。

「あれっ？」

　一弥はどこかで見覚えがある顔だという気がして、その女性をじっとみつめた。すると女性も視線を感じて、ステップしていた足を止め、

「あらっ、久城くん！　なにしてるの？」

　女の人は、一弥が毎朝、寮の食堂で顔を合わせるあの赤毛の色っぽい寮母さんだった。片手に花束、もう片方の手に火のついた煙草を持っていて、その煙草をくわえながらもごもごと、

「あらら、女の子と一緒ってことは、デート？……でも、墓地で？」

「ち、ちがいます。ぼくたちは、その……時計塔の事件のことを調べていて、ここに……。寮母さんは？」

「両親のお墓があるの。とくに決めてないけど、気が向いたらくるのよ。あ、墓守さん、こんにちは。いつもありがと」

　寮母さんは墓地のかなり手前のところにある新しい墓に、無造作に花束を置いた。なにごとかぶつぶつとつぶやき始めたのは、亡き両親に話しかけているのだろうか……。

　一弥たちは歩きだそうとして、ふと足を止めた。

「ねぇ、アブリル。いま寮母さんが歌ってた歌って、聞いたことある？」

　アブリルは首をかしげた。

「うん、一度か二度……。村に買い物にきたときに、レジのおねえさんが歌ってた。久城くんは？」

「ぼくも道を歩いてて、荷馬車の上にいる男の人が歌ってるのを聞いたよ。はやり歌かな？　でも、村以外では聞かないよね。おかしな歌だなぁ！」

「そうね……」

　一弥とアブリルは顔を見合わせた。

「ねぇ、アブリル、確かこの歌の二番か三番か……どこかに一か所、〝金〟って言葉が出てこなかったっけ？」

「あれ、そうだったっけ……？」

　アブリルは首をかしげた。

　それから歌詞を思い出すようにゆっくりと、小声で歌ってみた。







「かわいい姉妹に、父や母！

　血肉は安く、パンは高いが漕こ

 ぎ続けろ！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　金と黒い肌、

　漕いで──漕いで──漕げ、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！……
 」









　歌い終わって顔を見合わせていると、墓の前でぶつぶつしゃべっていた寮母さんが、くわえ煙草で話しかけてきた。

「この歌なら、あたしが子供の頃からずっとあるわよ。秋になると、葡萄ぶどう
 摘つ

 みのお手伝いしながらみんなで歌うの。あんたたち、知らない？」

「いいえ……」

「ママから聞いた話では、昔、へんなアフリカ人がいっぱいいたけど、みんな流行はやり
 病やまい

 かなにかで一気にぽっくり死んだんだって。それが歌になったって。ねぇ、墓守さん、知ってる？」

　しゃがんで雑草を引っこ抜いていた墓守の老人が顔を上げた。「はて……？」と首をひねっていたが、やがて思い出したらしく、

「あぁ、そうだ。もうずいぶんと昔のことで忘れてたよ。確かあれは……一八七三年の暮れのことだ」

　一弥が不思議そうに聞いた。

「忘れてたのに、すごく正確に思い出せるんですね……？」

「ああ、それはだな、年が明ける頃に忘れられないような大きな事件があったからだよ。それで思い出したんだ。年の初めに、老いたソヴュール国王が崩御されて、若い皇太子が跡を継いで国王になられた。国中が崩御を悲しみ、その後、新国王のための祭典に明け暮れた。なにしろ前国王の崩御がとつぜんのことだったので、大騒ぎでな。それで年を正確に覚えてたんだ。前国王が死去されたのが一八七四年の初め。そしてその前年の暮れに、七、八人のアフリカ人が急に死んで、そこに埋められたんだ」

　墓守は墓地の一角を指差した。

　一弥たちが目をこらしてみると、枯れ枝が絡みあう暗い日陰に、大きく盛り上がった土饅まん
 頭じゆう

 があった。十字架もなにもない、ただの小高い丘に見えるそれが、アフリカ人たちの墓……。

「どうして村にいたのか、どうして死んだのかもわからないがね。わしが忘れてるだけかな……。とにかく若いアフリカ人たちは残らず死んでいて、仕方ないんで、急いで穴を掘って埋めたんだ。墓なんてものは造らなかったがね」

「なるほど……」

　一弥たちはうなずいた。

「そのアフリカ人を歌った歌なんだ……？　この歌は、でも、どういう意味なんでしょう」

「さてねえ。わしにはわからんよ。あんたたち、もう行くのかね？」

「あ、はい……。ありがとうございました」

　一弥はていねいに頭を下げると、アブリルとともに墓地を出ようとした。そのとき背後で墓守の老人が、

「このプロテスタントたちの墓にも、有名な怪談があるんだが、まぁ、あんたたちは興味ないだろうね」

「はい。もう行か、な、きゃ……。こら、アブリル！　戻っちゃだめだよ。ヴィクトリカとの勝負はどうするの？　もう、時間がなくなっちゃうよ！」

　一弥の制止も聞かずに、アブリルは魔に魅入られたようにふらふらと、墓守のほうに戻っていってしまった……。
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「……セ、セシル？」





　一方、聖マルグリット学園の時計塔に残されたヴィクトリカは……。

　とつぜんおそろしい悲鳴を上げて、階段を転がり落ちながら走り逃げていった担任教師の姿に、ぽかんとして立ち尽くしていた。

「なにごとだね、君？」

　答える声はない。

　ついで階段の辺りから、驚いたような男の声も聞こえてきた。「どうかしましたか……？」と、駆け抜けたセシル先生に問うた声だったが、セシル先生は悲鳴を上げながら階段を転がり落ち、そのまま悲鳴が遠のいていった。

　ヴィクトリカはぜんまいの部屋に一人残されて、目をぱちくりしながら、床に落ちているセシル先生の眼鏡を拾い上げた。

「……眼鏡を忘れているようだが」

　困ったようにパイプを吹かして考え込んでいると、いつのまにか開いていたドアから、遠慮がちに誰かが顔を出した。

　ヴィクトリカは振り向いた。

　それは──背の高い美しい男だった。帽子を目深に被かぶ

 って、燃えるように赤い髪を垂らしている。年齢も国籍も不詳な様子で、どこかエキゾチックで、野性的な雰囲気を醸し出していた。

　その猫のようにつり上がった緑の瞳ひとみ

 にひたと見据えられた瞬間、ヴィクトリカは背筋がぞわわっ……と浮き立ったかのように体をふるわせた。ヴィクトリカはじりじりと後ずさりながら、そのしわがれ声で聞いた。

「……君は、いったい誰だ？」

「捜し物をしている旅人だ」

　男は低い声で言うと、にやっ、と笑った。薄い唇が耳元まで裂けたように感じるほど、動物的で獰どう
 猛もう

 な笑いだった。

　ヴィクトリカはなおも後ずさりながら、

「捜し物？」

「この学園に」

「こんなところに失う

 せ物などあるものか」

「ある」

　男は薄く笑った。

「〝美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〟が」

　その低い声はぜんまいの部屋に響き渡った。

　ヴィクトリカは額に冷たい汗をかき、小さな手の指先も死人のように冷え切っていた。だがしかし表情は動かさず、ただ問い返す。

「その赤毛……。そうか、君はさっきグレヴィールとともにいた男だな」

「ああ」

　男は軽くうなずいた。

「今朝、ここで死んだ東洋人は俺の連れだ。ウォン・カーイ。聞いたことがないか？」

「いや……」

　男は急に、恐ろしい空気をかき消すように友好的に、ヴィクトリカに向かってなにか差しだしてきた。丸めたポスターだった。ヴィクトリカはそっと手をのばして、それを受け取り、広げてみた。

　それは長い口くち
 髭ひげ

 にシルクハットといった洋装をした、東洋人のポスターだった。宙に浮く骸がい
 骨こつ

 や自分の首を膝ひざ

 に置く紳士など、不気味な絵がそれを彩っていた。煽あお

 り文句が、

〈世紀のイリュージョン！〉

〈ウォン・カーイの大奇術！〉

　などと躍っていた。

「ウォンは俺の友人でね。ソヴレムで売り出し中の奇術師だったんだ。最近、封切られた『黒き塔の幻想』という怪奇映画をウォンはいたく気に入ってね。奇術の舞台に使えないかっていうんで、映画の舞台だったこの学園の時計塔に忍び込んだ。そしたら……なにがあったのか、死んじまった」

　男はにやにや笑いながら、

「惜しいやつを亡くしたものだ。……おっと、俺を疑ったって無駄だぜ？　警部にも主張したがね、俺はやつが殺された時間には村の宿にいたんだ。宿の主人が証人だ。宿と時計塔に同時存在できるのならともかく……、俺には不可能な殺人ってことだ」

「ふむ……」

　ヴィクトリカは答えなかった。そっとポスターを返そうとした。すると赤毛の男は首を振った。

「君にやろう」

「……君もまた奇術師なのかね」

　ヴィクトリカが急に言った。男はたったいままでの余裕のある態度がとつぜん崩れ、驚いたようにヴィクトリカを見た。

「……どうしてわかる？　まさか、俺を知ってるのか？」

「いや、知らないがね」

「じゃあ、なぜ？」

　ヴィクトリカはその姿には似合わない、まるで数十年の時をすでに生きた酷薄な老人のような微笑を浮かべた。そして言った。

「わたしが怪モンス
 物トル

 だからさ」

「…………！
 」

　男はごくんと唾つば

 を吞の

 んだ。

「赤毛の奇術師よ。同時存在が可能なら、君の犯行とも言えるわけだ。奇術師の出し物の一つに〝同時存在〟があるのだからね。しかしそのことにはいまは触れまい。わたしにわかるのは、君の捜し物がこのわたしだということだよ。……なにを驚いているのだね？　まさか、このわたしが気づかないとでも思っていたのかね？　ふむ、確かにわたしはこの学園に幽閉され、外に出ることはできない。だが外出などせずとも、ただここに籠こ

 もって、宙を舞う暗い混沌カオス

 を捕まえては退屈しのぎに再構成してみるだけで、君が何者なのかも推測することができる」

「……まさか」

　男は恐れたようにつぶやいた。ヴィクトリカは鼻で笑い、その老女のようなしわがれ声で、

「君の名も、君がここ十年をともにする謎めいた相棒の名も、そして君の目的も……」

「怪物め！」

　男──赤毛の奇術師は吐き捨てるように言った。

　するとヴィクトリカがゆっくりと動いた。小さな足を動かして、男に近づいていく。

　まるで人形のような冷酷めいた無表情。その動きもまたカタン、カタンと小さく、どこか人ではないもののように見える。

　一歩、また一歩。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　巨大なぜんまいが音を立てて、回る。

　天井の遥はる

 か上を巨大な振り子がゆっくりと揺れている。風が生まれて、ヴィクトリカの足元までのびる金色の髪を吹き上げていく。ヴィクトリカは男に近づいていく。男は顔を歪ゆが

 め、少し後退するが、体が恐怖に麻ま
 痺ひ

 したように動かない。

　ドレスの裾すそ

 のレースが、男の革靴のつま先に、もうすぐ、かかる……。

　と、そのとき……。

　工房のドアがばたんと音を立てて開いた。





　ヴィクトリカも赤毛の男も、びくんとして振り向いた。

　ドアの外に立っていたのは、ずいぶん大柄な老人だった。身長は二メートル近くある。顔を見ると年老いているのがわかるのだが、その体つきは若者のそれのようにがっしりとして、筋骨隆々だった。──あの大工だ。

　老いた大工はびっくりしたように二人を見ていたが、

「いったい、なにしてなさる？」

「……あんたは？」

　赤毛の男が聞いた。

　老人は険しい顔をして、

「わしは大工だ。この学園はなにしろ、どの建物も古いからな。いつもどこかしら、年月と風雨に痛めつけられて弱っとる。だからわしは一年中、学園のどこかで修復工事を続けてるってわけだ。いまはこの時計塔を修復するか、取り壊すかを学園のお偉いさんと検討中だよ。あんたたち、勝手に入っちゃだめだぞ。ここは古いし、傷んどる。とつぜん崩れたら大事だ」

「……そうか」

　赤毛の男はつぶやくと、眉まゆ

 をひそめた。それから大おお
 股また

 でぜんまいの部屋を出ていった。

　ヴィクトリカも出ていこうとしたが、ふと足を止めた。大柄な老人は不審そうにヴィクトリカを見たが、やがて急に、別人のようににこにこし始めた。

「ありゃ。うちの孫にそっくりだな。今年で七歳になる女の子なんだが……」

「……わたしは十四歳だ」

　ヴィクトリカがムッとして言うと、老人は「へぇー、それで十四歳？　あんた、ずいぶん小さいなぁ」とずけずけ答えた。ヴィクトリカは顔を真っ赤にした。そのままフンとそっぽを向いて部屋を出ようとしたが、思い直し、老人の元にちょこちょこと戻ってきた。

「一つ、調べてほしいことがあるのだが」

「あははは、大人みたいな口きいて。ちっちゃなお嬢ちゃんが……。そ、そ、そんなに睨にら

 むな。なんだい、ことによっちゃ聞いてやるぞ」

「時計塔の測量を頼みたいのだ」

「……測量？」

　大工の老人は不思議そうに聞き返した。

「このぜんまいの部屋をかい？」

「ちがう。時計塔そのものの測量だ。頼めるかね？」

「あぁ。どちらにしろ修復工事をするなら設計図があったほうが便利だからね。それは構わんが……」

「一つ、条件がある」

　ヴィクトリカは低い声で言った。

「時計塔そのものはいくらでも測っていいのだが、このぜんまいの部屋のものに触ってはいけない
 。調べてほしいのは、この部屋の外だ」

「ほぅ。しかし、いったいどうしてだね？」

「錬金術師を怒らせるからだ」

「へぇ？　でもそんなやつ、もういないだろう？」

「確かにそうだが、しかし、ある意味では、まだいるのだ」

「へぇぇ……
 。ま、なんだかわかんねぇが、触らなきゃいいんだろう。わかったよ、お嬢ちゃん」

　老人は、しゃがれ声で大人のように話す小さな少女を不思議そうに見下ろしながら、うなずいた。





　ヴィクトリカはセシル先生が忘れていった眼鏡を片手に時計塔を出た。芝生のほうには戻らず、ぐるりと時計塔の外を一周した。

　時計塔の裏、枯れたブナの枝が入り組んだ骨のように生い茂る辺りを、地面をじっと見ながら歩く。

　窓の下に大きな足跡があった。普通の人間よりずっと大きな靴の跡。きっとずいぶんと大柄な……たとえばさっきの大工の老人のような男の足跡らしきもの。

　ヴィクトリカはその足跡をしばらく睨みつけていた。

「うむ……なるほど」

　なにごとかに気づいたように、うなずく。

　それから顔を上げた。ブナの枯れ枝が幾重にも絡みあって、不吉な黒ずんだ模様を造っていた。枯れ枝の向こうに、眩まぶ

 しい夏の青空が輝いている。

　遠く花壇の奥に、庭師の老人が立っているのが見えた。二十年以上前から働いているという、こちらも筋骨隆々とした大男だ。ヴィクトリカは庭師から目をそらした。

　白い小さな鳥が一羽、ゆっくりと通り過ぎていく。

　ヴィクトリカはかすかにため息をもらした。






　　　　５






　一方、村外れの窪地にある村の共同墓地では、低く、暗く語り続ける老人の声が響いていた。

　黒い鴉からす

 が数羽、飛びすぎていったり、土に斜めに刺された細い十字架の上に止まって不吉な鳴き声を上げたりしていた。

　サッ……と日が陰って、夏とは思えないひんやりした風が通りすぎた。

「哀れ生き埋めにされたプロテスタント信者たちは、この墓地の、この、土の奥深くで一人また一人と息絶えていったのじゃ。泥にまみれた若い女の幽霊を見たという者が、その後の世紀、十六世紀には絶えなかったということじゃ……。あぁ、恐ろしい、恐ろしい」

「恐ろしい！」

　アブリルが、そのプロテスタントの墓によじ上って長い両足をぶらぶら揺らしながら、叫んだ。いつのまにやら寮母さんまでがその墓に座りこんで、楽しそうに老人の怪談に耳を澄ませている。

　一弥はというと、仕方なくアブリルにつきあっていたが、次第にじりじりしてきていた。

　小声でぼやく。

「わかったよ。アブリル、君は要するにこわがりじゃないんだ。だから怪談が好きなんだよ。その証拠に、ぼくの知っている人の中でいちばんのこわがりのセシル先生は、こわい話が始まると眼鏡を外して、叫び声を上げながら走って逃げていくんだ。なのにアブリル、君は……」

　アブリルはきょとんとして一弥をみつめている。その細い腰がのっかっているプロテスタントの四角い墓石を指差して、一弥は続けた。

「君はその墓石に堂々と座って、この話を聞いてるんだもの。……なに、きょとんとしてるんだよ？　いまこのご老人が話してくれた、生き埋めにされて死んだプロテスタント信者たちは、君のお尻しり

 の下に眠ってるんだよ？　ほら……こわくないだろ？」

　アブリルは相変わらずきょとんとしている。一弥は、

「セシル先生なら失神してるよ」

　そう言うと、墓守の老人に向き直った。生真面目な顔をして、居住まいを正す。

「ところで、ご老人。そのプロテスタント信者の虐殺ですが、それっていつ頃のことなんですか」

「十五世紀のことだよ。もう五百年も昔のことさ」

　老人は薄く笑った。

　また黒い鴉が飛びすぎていく。雲が太陽にかかって、墓地はさらに薄暗くなった。

「そのころは、キリスト教徒がカトリック系とプロテスタントに分かれて争っていたからね。こんな田舎にまで、追われて逃げてきたプロテスタントがたくさんいてね。わしらの先祖の中には匿かくま

 ってやった者たちもいたようだが、とある屋敷に隠れていた一家が、追っ手にみつかってしまった。そして見せしめとしてここで生き埋めにされたんだよ。……恐ろしいことだ」

　老人はもう一度「恐ろしいことだ……」とつぶやいた。それから、

「だからこの辺りのちょっと大きい屋敷には、当時に造られた隠し部屋がまだ残っているもんだよ。ときどき子供が迷い込んじまって騒ぎになる。たいがいは物置代わりに使っているようだがね。あとはまぁ、若いやつらの逢あ

 い引び

 き用さ」

　アブリルがちょっと赤くなった。寮母さんは心得ているというようにうんうんとうなずいている。

「まぁ、あのころのヨーロッパ中で起こったことだよ。ひどい出来事だが、ずいぶんと昔の話だ。あの泥だらけの若い女……プロテスタントの幽霊の目撃談も、その後の百年ぐらいは頻繁にあったらしいが、いまではもう誰も彼女を目にはしないよ」

　アブリルが残念そうな顔をしたことに気づいて、老人は笑った。

「仕方ない。ずっとずっと昔の話……わしの親父の、親父の、また親父の……。気の遠くなるぐらい昔の話さ。もう五百年も経ってる。幽霊だってそんなに長くは居続けられないことだろうよ」

　風が吹いた。

　雲が流れて太陽が顔を出した。じめじめと湿った共同墓地の上にも、眩しい日射しがゆっくり降り落ちてくる。

　老人は短く、言った。

「きっと幽霊も飽きちまうんだよ。呪い続けるなんて、無理だ」






　リヴァイアサン─Leviathan 2─










　あのときのことをまだ思い出すのである……。

　我がまだ、ずっとずっと若かったあのときのことをである。





　我は、真っ暗な場所にいた。

　そこはただただ暗く、密閉されて、息苦しい場所であった。





　土の中である。





　同胞たちの体がモノのように乱雑に折り重ねられ、上から土を被かぶ

 されていた。我もその中の一人であった。息が苦しい。なにも見えぬ。我は土の奥深くで気絶からさめ、大声で神の名を呼んだ。それから咳せ

 き込み、必死の思いで同胞たちの名を一人、一人呼んだ。ほんの数人、かすかに答えるうめき声がした。

　だがそれから、土をかき分けて掘り起こすのに我は長い長い時間を要した。ようやく土の中から顔を出すと、外は闇夜であった。かすかな月明かりが我の泥まみれの顔を照らしていた。

　その瞬間、我は急に感じたのである。

　神などおらぬ、と。

　そのときまで強く信じ、崇あが

 めていた神を、我はもうこの世のどこにも感じることができなかったのだ。つまり我が蘇よみがえ

 ったその世界は、地獄という名がぴったりであるにちがいなかった。そのときの我は、まだとてもとても若かった。神を失うには若すぎた。だが、我が土をかき分けているあいだにかすかに息のあった同胞たちも死んでいき、ただ一人蘇った我には、もうなにも信じるものはなかったのである。

　我らは祈りながら埋められた。だが神が我らに救いの手を差しのべることはなかったのである。

　見渡すと、そこは小さな小さな墓地であった。我らのいたあの村の墓地であった。白い細い十字架がいくつも、斜めに地面に突き刺さっていた。我らは埋葬されたのである。生きながらここに埋められたのである。……なぜなのだ？　みんな死んだ。……なぜなのだ？

　一つだけ確かなのは、もしもみつかることがあればまた殺され、この墓地に逆戻りするということだけだ。

　そこで我は、同胞たちの遺い
 骸がい

 とともに神をそこに置き去りにして、走ったのである。

　走り抜けたのである。

　墓地を。

　奇妙に体が軽かった。

　我はまだ生きているのか？　もうすでに死んでいるのか？

　もうなにもわからなかった。確かなものはすべてあの墓の中に置いてきてしまったのだ。我はただ胸に誓った。固く誓った。我はこの先、不死の存在となり必ず復ふく
 讐しゆう

 する、と。この国に。我を殺したあの者たちに。神をも恐れぬ所業で復讐を成し遂げる。

　そう誓った。





　あぁ、あれがどんなに昔の話であることか。

　あれからどれだけ長い時間が過ぎ去ったことか。

　記憶もあいまいである。それほどに遥はる

 か昔のことなのだから。





　あれ以来、我の魂はずっと彷徨さまよ

 っている。

　もしこの先、我が死ぬことがあったとしても……、

　魂は彷徨い続けることであろう。

　──時計塔を。

　永遠に。






　第四章　意地悪フリルと屁こきニユ
 いもりート












　お昼に近い時間になると、聖マルグリット学園の広大な敷地に広がるフランス式庭園には眩まぶ

 しい日が差して、青々とした芝生や、手入れの行き届いた花壇、白い石を敷き詰めた小こ
 径みち

 などを明るく照らし始めていた。

　クリスタルの噴水から冷たい水が溢あふ

 れ出て、夏の空をきらりと通り過ぎていく。

　村から戻って学園の小径を歩きだした一弥とアブリルは、なんとなくその噴水の前で足を止めた。

　アブリルが冷たい水に手をかざして、

「気持ちいい！」

「ほんと？　じゃあ、ぼくも……」

　一弥は片手に持っていた村のパン屋さんの包み──お昼に食べるサンドイッチ入り──を噴水の縁に置いて、水に触れてみた。日射しに照りつけられた体にひんやりした水の感覚が染み込んでいく。確かに気持ちいいな、と納得したとき、となりでアブリルがいきなり、両手ですくった水を、

「久城くん！　あはははは！」

　なぜかこっちにぶっかけてきた。一弥は驚いて叫び声を上げ、パンの袋をつかんで逃げる。アブリルはうれしそうに「あはははは！」と笑いながら追いかけてくる。

　一足先に、夏休みの時間に片足入り込んだような、のびのびとした楽しい瞬間だった。

　アブリルに追いかけられて小径を走っていた一弥は、遠く……小高い丘の中ちゆう
 腹ふく

 に広がる芝生に、白っぽいフリルのまん丸いのをみつけた。知らずにスピードが上がる。

　いきなり一弥の背中が遠ざかっていくので、アブリルは戸惑って、

「あはは、は…………
 あれ、久城くん？　どしたの？」

　一弥はものすごいスピードで、白とピンクのふかふか目指して走り続けた。

　小径を抜け、ベンチを避よ

 け、芝生の手前で急停車し、そのフリルのかたまりに声をかける。

「ただいま、ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカはオーガンジーのワンピースに、エナメルの靴、それにいつのまにか、かわいらしいパラソルを差していた。見事な金髪を芝生の上に垂らしている。そして薄いエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 は……かなり不機嫌そうに細められ、一弥から目をそらしている。

「ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「おーい、君」

「…………
 」

「聞こえてるんだろ？　ほら、村のおみやげ！」

「……おみやげだと？」

　ヴィクトリカが顔をくしゃっとしかめた。パラソルを乱暴にくるくる回して、不機嫌そのものの声で、

「また、面めん
 妖よう

 な帽子とか髑髏どくろ

 だろう？」

「失礼な。サンドイッチだよ。網焼きチキンとアスパラ、コールドハムと紫玉たま
 葱ねぎ

 。あと、ヴィクトリカの好きな甘いのもあるよ。苔こけ
 桃もも

 ジャム、木き
 苺いちご

 ジャム、あとそれから……」

　と、ヴィクトリカは急にうれしそうにふりむいて、小さな手をのばしてきた。袋ごと渡すと、ポイポイとサンドイッチを取りだしては、気に入らないものを芝生の上に投げ捨てる。そのたびに一弥があわてて拾っては、袋に戻していく。

　やがてヴィクトリカが、一つのサンドイッチを手に取ってくんくん匂いを嗅か

 ぎ、それからとつぜんものすごくうれしそうな顔をした。一弥はほっとして、

「よかった。好きなのがあったんだね。どれどれ……なんだ、君、木苺のジャムが好きなんだ？　アブリルもそうらしいよ。アブリルに取られないうちにはやく口に入れちゃいなよ」

　そう言われたヴィクトリカは、びっくりしたように瞳を見開いた。それからあわててサンドイッチに小さな唇をつけて、ぱくっと食べた。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　一生懸命、咀そ
 嚼しやく

 し続けている。

　その姿を一弥はにこにこしながら見守っていた。

　風が吹いて、ヴィクトリカのパラソルをくるくると揺らした。金色の髪がまるで生き物のようにうごめいて舞い上がり、またゆっくり元の位置に戻ってきた。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　ヴィクトリカは木苺ジャムのサンドイッチを食べ続けている……。





「ぜぇ、はぁ、ぜぇ……久城くん、すごい体力……。もしかしてわたしの知らないうちに、毎日どこかでロードワークしてるのかしら？　たとえば坂道ダッシュとか、階段を死ぬほど駆け上るとか……ぜぇ、はぁ」

　アブリルがようやく一弥に追いついて、ぜぇはぁ言いながらも芝生に入っていったとき……。

　一弥はと言うと、アブリルのことをすっかり忘れて、なにやら白っぽいフリルのかたまりを覗のぞ

 き込み、熱心に語り続けていた。

「……誰となにを話してるんだろ？　って、あの白っぽいフリフリは……ヴィクトリカ」

　アブリルはそーっと二人に近づいた。

　ヴィクトリカはパラソルを片手に、ぶっきらぼうに「うむ」とか「ほぅ」とか返事をしている。なにか食べているようで、ときどき返事の声がくぐもっている。一弥はと言うと、なにやら熱心にヴィクトリカに……。

「それでね、共同墓地にはプロテスタントの墓があって、そこには〝見えない幽霊〟の怪談があるんだよ。それと村の屋敷にはプロテスタント用の隠し部屋がたくさんあるんだってさ。あ、あと、ヴィクトリカ。君、この歌知ってる？」

　あろうことか、一弥は元気よく歌いだした。







「アフリカ人たちがいうには、

『歩いて──歩いて──歩け、

　雌めん
 鳥どり

 が鳴くその時まで！

　破れた屋根から星が降るその時まで！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　夢の中でも、

　歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！』」









　興が乗ったようで、そのまま「リ、トゥラ、ルーラル、ルー！」と何度も繰り返してはにこにこしている。えらく楽しそうだ。

　アブリルはムッとした。

（久城くんったら。勝負するって言ってたのに、敵のヴィクトリカさんに、わたしたちが調べたことを全部しゃべっちゃった！　それに、歌った！　久城くんの、えっち！）

　おもしろくなさそうに唇をとがらせながら、二人のとなりにどすんと腰掛けた。一弥はこちらを振り返って、

「あ、アブリル。……どしたの、へんな顔して」

　アブリルが返事をしようとしたとき、フリルのかたまりのほうがこちらをちらりと見て、老女のようにしわがれた低い声で言った。

「屁こきニユ
 いもりート

 のご帰還か」

「なっ！……
 あっ、わたしの木苺ジャムサンドイッチ!?
 　な、なんでこのフリルが食べてるの！」

「このフリルじゃないよ、ヴィクトリカだよ。それからヴィクトリカ、いもりじゃなくてアブリルだよ。……なんなんだよ、君たち。さっき会ったばかりなのに喧けん
 嘩か

 ばっかり。二人しておかしな呼び方をしあってさ。……アブリル、はい、これ」

　アブリルは二番目に好きな苔桃ジャムのサンドイッチを受け取って、仕方なくそれをもそもそ食べ始めた。

　それから小声で一弥に文句を言った。

「久城くんったら、勝負だったのに、どうしてしゃべっちゃうのよ？」

「えっ？　いや、でも、お互いに情報を交換したほうがうまくいくと思ってさ。まずかったかい」

「ううん、いいけど……。それにしても、さっきあんなに怒ってたのにもう忘れちゃったの？　信じられない」

「怒ってたって、誰が？」

　一弥はきょとんとして聞き返してきた。

　その顔にアブリルは心の底からびっくりして、

「だってついさっき、大喧嘩してたじゃない。わたしはおろおろして、それで……あの」

　助けを求めるようにヴィクトリカの顔を見ると、ヴィクトリカは目をそらしたままでかすかに小さな肩をきゅっとすくめてみせた。いつものことだよ、と言わんばかりだ。

　一弥は不思議そうに、あわてたり抗議したりしているアブリルをみつめていた。それから、ヴィクトリカのかたわらに転がっている大きな丸眼鏡をみつけて、手に取った。

「ねぇ、これ、もしかしてセシル先生の眼鏡かい」

　ヴィクトリカが興味なさそうに答えた。

「うむ、そうだ……。時計塔の中でとつぜん恐ろしい叫び声を上げて、なぜか眼鏡を置いて、走って逃げたのだ。それきりどこに行ったのかわからなくてね。まったく、わけのわからないやつだ」

「あぁ……」

　一弥はなんとなく納得してうなずいた。一弥自身も、セシル先生と一緒に廃倉庫に入ったとき、不審な声に驚いた先生が、眼鏡を外して全速力で逃げたのを見たことがあったのだ。

「それじゃ、先生は眼鏡がなくて困ってるんじゃないかな」

「……知ったことか」

「ヴィクトリカ、君ね。まったく……。じゃ、ぼくが先生を捜してくるよ。ここで待ってて」

　一弥が眼鏡を片手に立ち上がった。

　それに気づいたヴィクトリカが、一瞬、戸惑ったように「あ！」と叫んだ。一弥は気づかずにそのまますたすたと芝生を後にしていく。

　残されたヴィクトリカは困ったように小声で、

「ま、待て……。こら、久城。行く、な…………！
 」

　ふてくされた顔をしてサンドイッチをかじっていたアブリルが、不審そうにちらちらと様子をうかがい始めた。

　ヴィクトリカは弱り切ったようにしばらく、遠ざかる一弥の背中をみつめていた。

　それから、くるりとアブリルに背を向けた。パラソルで体を守るように、というかパラソルの中に潜り込むようにして、しんっ……と静かになった。まるで大きな肉食動物を前にした仔こ
 兎うさぎ

 が、必死で気配を殺しているかのようだ。

　アブリルは戸惑ってパラソルをみつめていた。

　それから立ち上がり、ヴィクトリカの正面にずかずか回ってみた。

「……ひっ！」

　ヴィクトリカは顔を上げてアブリルをみつけると、おかしな声を上げた。それからまたくるくるとお尻しり

 を動かして、アブリルから隠れた。アブリルがまた回る。ヴィクトリカが変な声を上げて逃げる。

　くるくる、くるくる……。

　しばらくそれを繰り返しているうちに、アブリルは腹が立ってきた。

「どうして避けるのよ？　感じ悪い子ね」

「…………
 」

「こっち見なさいよ。ほら、アブリルちゃんはここ。あんたのクラスメイトよ？」

「…………
 」

　返事はない。

　アブリルはしばらくむかっ腹を立てていたが、パラソルが小刻みに震えているのに気づいて、ちょっと心配になった。

「ねぇ、どしたの？」

　上から覗き込むと、ヴィクトリカの薔薇ばら
 色いろ

 のはずの頰は、朝、教室に入ってきたときと同じぐらい青白くなっていた。唇も震えて、薄い緑の瞳ひとみ

 は怯おび

 えたように睫毛まつげ

 を揺らしている。

「あ、ごめん……。でも、なんなの？」

「あっちへ行け！　屁こきニユ
 いもりート

 ！」

「なんですって！……もう、仲良くしようとしてるのに、ひどいじゃない！　こっち見なさいよ」

「いやだ！　あっちへ行け！」

「行かないわよ。あんたがあっちに行きなさいよ！」

「むっ……！
 」

　ヴィクトリカが折れるはずがないと思ったのだが、一瞬のためらいの後、ヴィクトリカはむくむくとした動きで立ち上がった。片手にパラソル、もう片方の手に金色の書物を持って、芝生をゆっくり歩きだす。

「逃がすもんか！」

　アブリルがドレスの裾すそ

 を思い切り踏んづけた。

　ヴィクトリカはびたんと転んだ。

　金色の書物が芝生の上にころころと転がった。ドレスの裾がめくれて、濃いローズピンクのドロワーズと、お尻の薔薇模様の刺し
 繡しゆう

 がふわふわと風に揺れた。

　ヴィクトリカはうつぶせに倒れたままぴくりとも動かない。小さな手から離れたパラソルが、風に乗ってふわふわと飛ばされていく。

　アブリルはあわてて芝生を走り、ぴょんと高く飛んで、そのまま風に乗って上がっていきそうだったパラソルを見事にキャッチした。若い雌鹿のようなのびやかな足取りで駆け戻ってくると、転んだままの少女に、おずおずとパラソルを返そうとした。

　ヴィクトリカはゆっくり起きあがって、小さな両手のひらをいっぱいに広げ、おでこを押さえていた。痛そうに「うぅ……」とうめいている。

　アブリルはあわてて「見せて！」と顔を覗のぞ

 き込んだ。ヴィクトリカが抵抗するのでむきになって、両手をつかまえると無理やりその小さな顔からひっぺがした。

「……なんだ。怪我なんてしてないじゃない？　おおげさなんだから」

「う……」

「でも、ごめん。ねぇ……ごめんったら。はい、パラソル」

　ヴィクトリカは無言でパラソルを奪い取った。アブリルはまた不機嫌になって、

「だけど、あんたの態度もあんまりじゃない？　どうしてそんなにわたしを嫌うの？　ねぇ……」

　返事がないので、小さな手をつかむ。

　あわてて離す。

　──ヴィクトリカの小さな真っ白な手は、びっくりするぐらい冷たくなっていた。顔もどんどん青白くなる一方だし、アブリルをおどおどとみつめる緑の瞳も不安そうに揺れている。

　アブリルは不思議そうに聞いた。

「あんた、もしかして、怒ってるんじゃなくて……緊張してるの？」

「…………
 」

「わかった。そうなんでしょ？　でも、どうして？　わたしみたいな同い年の女の子に会ったこと、ないの？」

「………………
 い」

「えっ？　なにか言った？」

「ない！」

　ヴィクトリカが叫んだ。

　それから、今度は顔を真っ赤にしてアブリルを睨にら

 みつけた。

「ない？　どうして？」

「…………
 」

「ま、いっか。あんたは灰色狼だもんね？　いろいろ事情ってやつがあるんでしょ。とにかく、あんたは朝からずっと人見知りしてるだけだったのね？　なーんだ」

　アブリルはくすくす笑った。それから芝生の上に、細いけれどつやつやして健康的な、長い足を放り出すように座った。ヴィクトリカはそんなアブリルを、不思議なものを見るようにじっと観察している。

「それならちょっとずつ慣れて、仲良くなればいいよね。とにかくよろしく。わたしはアブリル・ブラッドリー。イギリスから留学してきたの。大好きなおじいちゃんが冒険家だったから、わたしも女冒険家志望なの」

「……知っている」

　緊張したような小さな声がした。

「知ってるの？」

「久城がよく話してくれるのだ。品物であふれ返る村ののみの市や、静かな日曜の教会や、新しくできたばかりの小さな映画館や……外の世界のいろいろな話を。久城の話によく君の名前が出てくる。君はいつものびのびとして、行きたいところに行って楽しく過ごしているようだ」

　ずいぶん寂しげに陰った声だったので、アブリルは心配になり、ヴィクトリカの小さな顔を覗き込んだ。ヴィクトリカはついっとそっぽを向いた。

　ビスクドールのように見える、小さくて精巧に整った、完成された美び
 貌ぼう

 。それを彩る豪ごう
 奢しや

 なドレス。完かん
 璧ぺき

 な美少女が奏でる不思議な寂しげなしわがれ声は、恐ろしい不協和音に聞こえ、アブリルを不安にさせた。

　それをかき消そうとするように、アブリルは努めて元気いっぱいに話しかけた。

「ねぇ……。錬金術師の話をしない？」

「構わないが」

　ヴィクトリカは短く答えた。

「あのね、わたしの推理を聞いてくれる？　錬金術師の亡霊はまだ時計塔を彷徨さまよ

 っていて、それが数々の殺人事件を起こしているの。彼は時計塔を訪れるよそ者を許さないのよ。だから……」

「君はばかだなぁ」

「な、なんだとぅ！」

　ヴィクトリカはアブリルの推理を鼻でせせら笑った。かなり憎たらしい感じがした。アブリルが歯ぎしりしていると、

「さすが久城の友達だな。ばかさ加減がいい塩あん
 梅ばい

 だ。君、願わくはもっとしっかりしたまえ。亡霊なんているわけないだろう。目を醒さ

 ましたまえよ」

「だって……。じゃ、亡霊が犯人じゃないの？　それだったら……もしかして、今朝、久城くんが言ってたように、錬金術師はまだ生きているの？　死体は発見されていなくて、そのまま二十年ちょっと経ってるから……ずっと時計塔のどこかに隠れている……。わたしたちの給食を盗み食いしながら……」

「錬金術師はとっくに死んでいるよ、君」

　ヴィクトリカが面倒くさそうに言った。

　それきり知らんぷりして、パン屋の袋の中をかき回している。ハムのサンドイッチをみつけてかぶりつこうとするところを、アブリルに阻止された。

　サンドイッチを無理やり取り上げて、立ち上がる。

　ヴィクトリカはびっくりしてアブリルを見上げていたが、あわてて立ち上がって、手をのばした。でもヴィクトリカがいくら背のびして手をのばしても、二十センチ以上も背丈がちがうので、サンドイッチに手が届くはずもない。

　アブリルは勝ち誇ったように、

「どういうこと？　説明して」

「く、久城はそんなことしないぞ」

「だって久城くんは紳士だもん。でもわたしはレディじゃないんだよーだ。さぁ、言え！」

「この屁こきニユ
 いもりート

 め……！」

「だって、聞いてよ。錬金術師リヴァイアサンは本物の魔術師よ。ぜったいそうよ。仮面とローブをつけていたのは、何百年も生き続けていることを隠すためよ。不老不死でいつまで経っても姿が変わらないなんて、おそろしいもの」

　ヴィクトリカは不機嫌そうに瞳ひとみ

 を細めた。

「……そんなわけないだろう。君はほんとにばかだなぁ」

「な、なんだとぅ！　じゃ、どうしてリヴァイアサンは仮面とローブ姿だったの？　ほかに理由があるなら言ってみなさいよ。ほら、ほら」

　ちょっとずつサンドイッチが下がってくる。それを睨み上げながら、ヴィクトリカは仕方なく言った。

「自分の正体を隠すためだ、というところまでは当たっているよ、君」

「でしょ？　だから不老不死の体を……」

「そこはちがう。たとえばだね、君……君が仮面とローブをつけて手袋もはめる。すると君が君であることは確認できなくなる」

「……そりゃ、そうだけど」

　アブリルはサンドイッチを下げた。ヴィクトリカはそれを奪い取ると芝生に座りこみ、ぱくっと食べた。もぐもぐ……と咀そ
 嚼しやく

 し、ごくんと吞の

 み込むと、

「いいかね、屁こきいもり？　たとえば、君は女だ。だがその事実を隠したいとする。仮面とローブがあればそれは可能だ」

「……もしかして、リヴァイアサンは女だったの？」

「うむ……。まぁ、当たらずとも遠からずだ。不老不死説よりはずっと近いと言えるだろう」

「お、女ぁ？」

　アブリルは納得できないようにぶつぶつと、

「確かに、聖書に出てくる不死の怪物リヴァイアサンは雌だったような気がするけど……。でも……」

　ヴィクトリカは知らんぷりして、うれしそうにサンドイッチをぱくついている。真珠のような歯でかみ切られたパンが、小さな口にどんどん吸い込まれて消えていく。

　アブリルはしばらくぽかんと口を開けて考え事をしていたが、やがて我に返った。ちょっとムキになって続ける。

「だけどさ、あの話はどうなの？　王妃の前で白い薔薇ばら

 を握りしめて、青い薔薇に変えてみせたって話。たくさんの人がその場にいて彼の魔術を見ていたわ。リヴァイアサンの正体はともかく、あの話は本物よ。でしょ？」

「トリックだ」

　ヴィクトリカはこともなく言った。

　しばしアブリルは沈黙していた。

　それからとつぜん、怒りだした。

「そんなはず、なーい！」

　ヴィクトリカはその大声にびっくりして飛び上がった。瞳をぱちくりして、仁王立ちしたアブリルを見上げる。

「どうしたのだね、君？」

「そんなはずないってば！　魔術だってば。すごいんだってば。もう、ヴィクトリカさんのフリル野郎！　もう知らない！」

「フリル野郎だと……？　なんだそれは？」

「わかんない！　とにかく悪口！　まいったか！」

　ヴィクトリカは地団駄を踏んで騒いでいるアブリルを気味悪そうにみつめていたが、やがて強情そうに顔をしかめて、

「では、証明してやろう」

「……えっ、証明？」

「白い薔薇を探してきたまえ。君の目の前で同じことをやってみせよう。それから思う存分、己の浅はかさを反省し恥じ入り死にたくなりたまえ。……ほら、はやく行け！」

　アブリルは悔しそうに地団駄を踏み続けていたが、やがて仕方なく、芝生を出て花壇に向かって歩きだした。

　日射しはますますきつくなり、芝生の照り返しが眩まぶ

 しかった。





　敷地の中に数ある花壇の中から、アブリルが白い薔薇をみつけて庭師さんに内緒で一輪手た
 折お

 り、芝生に戻ってきた。

　ヴィクトリカもどこかに行っていたらしかったが、アブリルと同じ頃にとことこと戻ってきた。

　ヴィクトリカは無造作に白い薔薇を受け取ると、ぎゅっと握りしめた。

「呪文とか唱えるの？」

　アブリルが聞くと、ヴィクトリカはいらいらしたように、

「いもりは黙っていたまえ」

「なっ！」

　ヴィクトリカは片手で無造作に薔薇を握りしめたまま、もう片方の手であろうことかサンドイッチの残りを食べ始めた。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　ごくん。

　もぐもぐ、もぐもぐ……。

　ごくん。

　もぐもぐ……。

　アブリルだけが固かた
 唾ず

 を吞んで薔薇を見守っている。

　やがて……。

　白い薔薇は少しずつ青ざめていった。アブリルは短く悲鳴を上げた。花弁の根元からどんどん色が変わり、数分後には白い薔薇は鮮やかな青い薔薇に変わっていた。

　アブリルは唇を両手でおおって、声のない悲鳴を上げた。

　ヴィクトリカは知らんぷりしてサンドイッチを食べ続けている。

「あのさ……ヴィクトリカさん、これってどうやったの？」

　顔を上げたヴィクトリカはつまらなそうに、

「灰色狼だからだ。いろんなことができるのだ」

「はぁ？」

「空を飛んだり、透明になったり、薔薇の色を白から青に変えたりできる」

「……」

「妖よう
 怪かい

 だからな」

「……ほんとのこと、教えてくれないの？」

　ヴィクトリカは首をこてんとかしげて、しばらく考えていた。

　それからふるふると首を振った。

「いやだ」

「なんで！」

「なんででもだ」

「い、意地悪してるんでしょう？　わたしが知りたがるのをわかってて教えてくれないなんて。だいたい、灰色狼の能力にそんなオプションがあるなんて聞いたことないもん。あれはすごく頭が良くて策士で、国を栄光にも危機にも左右するって伝承でしょ？　灰色狼は空も飛ばないし透明にもならないし薔薇の色を変えたりもしないもん。わたし、そういうことにはすごく詳しいんだから。ねぇ……この、意地悪フリル！」

　アブリルはしばらく拳こぶし

 を握ってぷるぷると震えていたが、やがていきなり、澄まし顔でサンドイッチを頰張るヴィクトリカに襲いかかった。ヴィクトリカは泡を食ってサンドイッチを取り落とした。

「なにをする！　野蛮人め！」

「そうよ、わたしの先祖はバイキングよ！　おじいちゃんがそう言ってたもん！」

「痛い！　痛いよぅ！」

　きつく握っていた手のひらを、ヴィクトリカは急にパッとゆるめた。細い腕にアブリルががぶりと嚙か

 みついたからだ。ヴィクトリカは悲しげな咆ほう
 哮こう

 を上げてのたうち回り、何段もの白いフリルとピンクのレースが、ぱたぱたと風に舞った。

　アブリルはお構いなしに、ヴィクトリカの手首をつかまえて、手のひらを覗のぞ

 き込んだ。

　──青いインクを染み込ませた綿が転がり出てきた。アブリルはそれを拾ってじっとみつめていたが、降参して、

「なに、これ？」

「…………
 」

「また嚙みつくぞぅ！」

「！」

　ヴィクトリカが渋々答えた。

「……茎の斬り口からインクを吸わせるのだ。そうすれば白い薔薇はインクと同じ色に染まる。かんたんなトリックだよ、君」

「えぇっ……
 」

　アブリルは意気消沈して、芝生の上に座りこんだ。ヴィクトリカは嚙みつかれた腕を悲しそうにさすりながら、じりじりとアブリルから遠ざかっていく。

　大きくため息をついて、アブリルがつぶやいた。

「そんな簡単なことなの……？　だって、ソヴュールの歴史の一ページになっているような、壮大なシーンなのに」

　ヴィクトリカは腕をさすりながら答えた。

「人は信じたいと思う噓を簡単に信じてしまうものだ。あの当時、ソヴュール国王は国力の要かなめ

 となる財を必要としていた。若く孤独な王妃は自分を守る特別な力を持った男を探していた。謎めいた、しかし強大な力を持つ錬金術師という噓を、信じたがった人々がいたのだ。王室が満ち足りていれば騙だま

 されることもなかった。それだけのことなのだよ、君」

　風に雲が流されて、太陽が少し隠れた。日射しはゆるやかに変わり、芝生をくすんだ濃い緑色に染め変えていった。

　ヴィクトリカは低いしわがれ声で続けた。

「すべてはトリックだった。青い薔薇ばら

 と同じように、実験室にとつぜん現れた金にも、国王軍に追われて毒矢を射られたリヴァイアサンの姿が消えたことにも、すべてトリックがあるのだ。必ずだ。わたしはそれを探しているのだよ、君」

　芝生の向こうの小こ
 径みち

 を、帽子を目深に被かぶ

 った赤毛の男が通り過ぎていった。どこか不吉な空気を感じて、アブリルは知らず肩を震わせた。

　ヴィクトリカは、その赤毛の男からもらったポスターを取りだしてみせた。

〈ウォン・カーイの大奇術！〉

〈世紀のイリュージョン！〉

　空中浮遊する美女や首なし男などの姿が躍っている。ここ数年、ソヴレムでも大人気の大がかりな奇術ショーのポスターだ。

「リヴァイアサンはおそらく、早すぎた奇術師だった。もし現代にいれば、さぞかし人気のイリュージョニストになったのではないかと思うがね。なにせ国王と王妃を騙し、国政にまで入り込んだのだ。そんな奇術師など、ほかに誰がいるかね？　そういった意味において、彼はすばらしいボンクラだ。噓で歴史を動かした。おそらく彼は……」

　ヴィクトリカは奇妙な声色で、小さくつぶやいた。

「彼は、退屈だけはしない人生を送ったのだろう。なにせ〝そういうやつら〟の一人だからな。しかし、心に平安はなかっただろうがね」





　また風が吹いて、雲が流れ太陽が現れた。芝生の上にもさっと眩しい日射しが戻ってきて、うなだれて座りこむアブリルの金髪のショートヘアを照らした。

　アブリルはため息をついた。

　それからぺたんこの革靴と白い靴下を脱いで、ゆっくり立ち上がった。裸足はだし

 で芝生を歩きながら、つぶやく。

「そっかぁ……」

　振り向くと、ヴィクトリカも立ち上がったところだった。アブリルはちろちろと音を立てて流れている小川に近づいて、ぽちゃん、と片足ずつ水に足を沈めてみた。

　透明な、穏やかなせせらぎがアブリルの白い足を包み込んだ。砂利と、水草。小さな魚が涼しげに泳ぎすぎる。

「ヴィクトリカさんは、すごいのね……」

　アブリルは水の冷たさを楽しみながらも、

「わたし……いままで考えなかったけど、もしかしてさ……その、ちょっとばかかなぁ？　どう思う？」

　返事はない。

　アブリルは両手で無造作に、制服のプリーツスカートを持ち上げて、小川の中をじゃぼじゃぼ歩きながら話していた。長くて健康的なアブリルの足が、夏の日射しを浴びて白く輝いていた。

「わたしって、こうじゃない？　久城くんはもしかしたら、いつもヴィクトリカさんと話していたら、わたしのことがおばかな子に見えるんじゃないかしら？　あのね、要するになにが言いたいかって言うと……」

　もぞもぞと身動きしてから、

「こんなこと言うの、かっこわるいけど、でも……」

　アブリルは思い切って言った。

「えーい、言うけど、久城くんを取ら、取らないでほしいの。だからその……わぁ！　わあわぁわぁ！　いまのなし！　やめやめ、わぁわぁわぁ！　なしで、なしで。わたしなにも言ってな………………
 あれ、ヴィクトリカさん？」

　アブリルはスカートから手を離し、あわててきょろきょろした。

　いつのまにかそこにいるのはアブリル一人だった。小川から出て辺りを見回すと、ヴィクトリカの小さなふかふかした姿は……すでに逃げるように小走りで芝生を出て、小径の奥に遠ざかっていた。

「ヴィ、ヴィクトリカさん……。あー……聞いてなかった、よね？　よかった……」

　アブリルはがくっとうなだれた。

　濡ぬ

 れた両足を芝生の上に投げ出すように座ると、一人で頭を抱えて「うわー……」とうめいた。

　しばらく落ち込んでいたが、やがて気を取り直したらしく、

「悩んだら、お腹すいた！」

　そこに置きっぱなしにされていたパン屋の袋を手に取った。そしてチキンのサンドイッチを取り出すともりもりと食べ始めた。





　そんなアブリルの様子を、小川の向こうにある小さな花壇……の花に埋もれて隠れながら、セシル先生がじっと見守っていた。

　膝ひざ

 を抱えて座りこみ、片耳を芝生のほうに向けて、耳に手のひらを当て、明らかに盗み聞きしている人のポーズで隠れていたセシル先生は、驚きよう
 愕がく

 の表情を浮かべていた。

「な、なに、いまの？　たまたまここにいて、たまたま聞いちゃった！　けど！………………
 えぇ～？」
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　我の、栄誉といってもよいものは、あの王宮で青い薔薇を造ってみせた夜──一八九七年から二年間だけ続くこととなった。

　その二年間、王妃はどこに行くにも我を連れていきたがり、仮面の錬金術師を後ろ盾として、彼女を受け入れようとしない貴族たちを脅し続けたのであった。王妃の機嫌を取らねば恐ろしい結果になる……貴族たちは次第にそう思うようになり、王妃はまるで女帝のように社交界に君臨し始めることとなった。

　一方、我は政治の世界に君臨しようとした。植民地政策の会議には必ず出席し、発言した。国王は中立の立場を取っていたようだが、多くのお偉方は我を煙たがっているようであった。

　そしてある夜──

　我が王妃の部屋に入ると、そこにマスグレーブ男爵がいたのであった。あの法務大臣。我を詐欺師と呼んだ男である。彼は王妃になにごとか耳打ちしており、王妃はなぜか顔色を青くし、不安そうにうつむいていた。

　そのときマスグレーブ男爵は、我を王妃のもとから遠ざけるよう、耳打ちしていたのであった。これ以上のことがあればきっと国王は錬金術師とともに王妃をも遠ざけるであろう、と……。

　その夜から、我は王妃のもとに呼ばれなくなったのである。理由を問うても教えられることはなかった。

　そしてそれから何日後か──。

　我は、とある場所に呼ばれた。

　法廷だ。





　それは法務大臣マスグレーブ男爵自らが起こした裁判であった。法廷には彼と、そして国王がいた。

　それはまさに前代未聞の裁判であった。『錬金術は存在しうるか否か』。古今東西の資料や史実を用いて、オカルト省の学者が錬金術の存在を主張し、それを科学アカデミーの学者が「証拠がない」と斬り捨てていく。

　我はあきれ、怒りに震えながら傍聴していた。

　それは古来の知識と最新の科学の決闘であった。そして近代においては主流となるところの、一方的な〝オカルトの負け戦〟でもあったのである。

　聞いてはいられぬ。我は黙りこみ、こぶしを震わせていた。

　やがて男爵が立ち上がった。そして我をまっすぐに指差し、こう言ったのである。

「リヴァイアサンよ、貴様の負けだ」

　我は鼻でせせら笑った。

「……なぜだね？」

　男爵はおおげさに手を叩たた

 きながら我を見上げ、言い放った。

「だが、リヴァイアサンよ。貴様にチャンスをやろうではないか。たったいま、ここで金を造るのだ。わたしたちが見ている前でだ。秘密主義を捨てて製造過程を明らかにするのだ。これは国王からの命令であるぞ」

　そう言うと男爵は振り返り、国王とそっと目配せしたのである。我にはその意味するところがよくわかった。

「なるほど……！　我の力を恐れつつも、金は欲しているというわけかね？　我の立場を悪化させ、追いつめ、己の手で錬金術が行えるようにしたいというわけか」

「いや、わたしは錬金術など信じていない。当たり前ではないか。そんな力は存在しないことを証明したいだけだ」

「だが、国王はどうかな？」

　我がせせら笑うと、国王の顔がぐっと歪ゆが

 んだ。マスグレーブ男爵は抗議するように、国王に向かって両手を掲げた。

「国王、あんなものはすべてまやかしです。いまこの怪物を排除しなくては、ソヴュールは恐ろしいことになりますぞ……！」

「無駄だ、男爵。国王は金がほしいのだから」

「なっ……」

　マスグレーブ男爵が我に飛びかかろうとした。我は笑いながら身をひるがえし、よけた。

　そのとき国王が静かな声で言ったのである。

「リヴァイアサンよ」

　我は振り向いた。

　国王は、あのとき──二年前、王宮の廊下ですれ違ったときと同じ、疑いと怖れを交えた不思議な顔つきをして我をみつめていた。

「リヴァイアサンよ。その仮面とローブを取ってみたまえ」

「なっ……」

「わたしはずっと、その奥にあるおまえの素顔が知りたかったのだ。ずっと気になっていた。夜も眠れぬ。おまえは悪魔か？　それとも人間なのか？　本当におまえは生きている人間なのか？　おまえのおかげで国家財政は安定している。だが我々は、じつのところ、恐ろしい相手と金の契約を結んでしまったのではないか？」

　我は息を吞の

 んだ。

　一歩、また一歩と下がる。

　国王は我から目を離さない。

「わたしは夜も眠れぬ……」

「や、やめろ！」

「わずかに微睡まどろ

 めば、仮面の夢を見る……」

「くるな！」

「夢の中でおまえの仮面を外すのだ。ある夜、おまえの顔は、蛆うじ

 の這は

 いずり回る腐乱した死者のものであった。またある夜、そこには輝くばかりに美しい青年の顔があった。しかしある夜には、恨みに歪む恐ろしい女の顔があった。だがしかし、リヴァイアサンよ。わたしが夢に見たどの顔も、おまえではないような気がするのだ……」

「おいっ……」

「わたしは夜も眠れぬ。仮面の者よ。謎めいた錬金術師よ……！」

　我は初めて恐怖を感じた。

　マスグレーブ男爵が不思議そうに、とつぜん形勢逆転した我と国王を見比べていた。国王はなおも熱心に言い募る。一歩も引かない様子で、

「リヴァイアサンよ。頼む、その仮面を……！」

「……断る！」

　我は身をひるがえし、逃げた。





　裁判の結果が伝えられたのは、その夜のことであった。

『錬金術は存在しない』と法廷が決めたのだ。

　我は何者でもなくなった。美しく無邪気なはずの王妃に接見を求めたが、許可されることは二度となかった。

　錬金術は存在しないのである。それなら我はもう錬金術師ではなく、ただの、仮面をつけた謎の男だ。

　わずか一日ですべてをなくし、我は身一つで村に戻ることとなった。列車に揺られて、ごとごとと……。胸に次第に満ちてきたのは、怒りと恨みであった。

　もう少しであったのに……！

　まさか邪魔されるとは！

　マスグレーブ男爵……。

　あの男のせいなのだ。我を詐欺師呼ばわりしたあの男が、我の息の根を止めたのだ。

　そういうわけで、村に着く頃、我の胸にはただ復ふく
 讐しゆう
 心しん

 だけが燃えていたのである。





　そして我が時計塔に戻り、一人で再び実験に明け暮れようとしていたその夜のことである。我を訪ねてやってきた者がいた。呼ばれて外に出ると、やけに豪華な箱型馬車が停まっていた。

「王妃……？」

　我はかすかな希望を持った。あのなつかしい顔が脳裏をよぎった。

　しかし、馬車から元気よく飛び降りてきたのは別の人物であった。まだ十五、六歳の少年だ。二年前、同じ場所で出会った者である。

　イアン・ド・マスグレーブ──。

　憎きマスグレーブ男爵の嫡男である。短かった髪はのびて、女人のようになよなよとしていた体も少し大人に近づいていた。イアンは相変わらず無邪気で楽しげな様子で、我に「どうしてましたか」と聞いた。

　我は短く答えた。

「隠いん
 遁とん

 、だ」

「もったいない！　いったいどうしてそんなことになったんです？」

　イアンは父親がやったことを知らないのであろうか？　それとも貴族の気楽さで、気にしていないだけなのであろうか？

「お父さまがうるさくて、ずっとここにこられなかったんです。だけど今日はなんだか忙しそうで、ぼくの監視がゆるかったので。従者を脅して、無理やりきちゃったんですよ。……迷惑じゃありませんか？」

「いや……」

　なるほど、と我はうなずいた。

　イアンはあの日から二年経ったいまも、相変わらず錬金術に興味津々であった。警戒心の欠片かけら

 もなく、じつに無邪気に、

「ねぇ、ぼくにもぜひ錬金術を教えてください。いろいろ知りたいんですよ」

「……いいだろう」

　我は従者とともに、イアンを時計塔のぜんまいの部屋に案内した。

　巨大な四つのぜんまいと振り子が、その夜もまた音を立ててゆっくり動き続けていた。黒こく
 檀たん

 のテーブルには実験道具が散らばったままであった。

　我は従者に命じ、工房のどこにも金がないことを念入りに確認させた。二年前のあの日、マスグレーブ男爵が自ら調べたときと同じように……。

　確認が終わると、我は従者を廊下に出した。そしてイアンと二人きり、工房に籠こ

 もったのである。

　なにも知らないイアンはうれしそうであった。わくわくした様子で、無邪気な声でひっきりなしに話していた……。





　そして三時間ほどが経った頃。

　ぜんまいの部屋から、誰もがそれまでの生涯で聞いたこともないほど恐ろしい、少年の断末魔の叫び声が響き渡った。

　従者は驚き、ドアを蹴け
 破やぶ

 って中に転がり込んできた。

「まさか……！」

　ぜんまいの部屋では、巨大な四つのぜんまいが、

　ギリギリギリギリギリギリ……

　と、不気味な音を立てて回っていた。巨大な振り子がゆっくりと、高い天井のどこかを揺れていた。振り子が起こした風が我のローブをはためかせていた。

　工房の真ん中に、仮面にローブ姿の錬金術師、つまり我が一人立っていた。

　その足元にイアン・ド・マスグレーブが倒れていた。

　かわいらしいその顔は、見る影もないほど恐怖と苦痛に歪んでいた。ぽかんと開かれた口の周りに金色の粒が幾つか固まり、きらきら輝いている。

　仰あお
 向む

 けに倒れたイアンの白い腹を食い破り──

　大きな金色の花が──

　咲き誇っていた。

　金の飛沫しぶき

 が飛び、イアンの腹を内側から破って内臓や肉や皮膚と混ざり合って、大きく開けた腹の穴から、丸く、まるで花が咲いたように覗のぞ

 いていた。

　そしてそれはまだ温かく、沸騰した血と混ざり合い、どろどろと腹に開いた穴からこぼれ落ち続けていたのである。

　従者が叫び声を上げ、それから我に飛びかかってきた。

「貴様、ぼっちゃまになにをした!?
 」

　我は落ちついて、愚鈍なほど正直に答えた。

「溶かした金を飲ませたのだ。金は喉のど

 から胃に流れ込み、その高熱によって、腹を食い破って外に出てきた。そのショックでこの少年は死んだのだ」

「き、貴様……ッ！
 」

　従者は怒りに震え、我の仮面を指差して叫んだ。

「まさかただで済むと思っていないだろうな。これは殺人なのだ。しかも、貴様のような正体のわからない平民が、貴族のご子息を殺したのだぞ！」

「もちろんわかっているとも」

「貴様……ッ！
 」

「だがしかし、法廷で立証できるかね、とマスグレーブ男爵に伝えたまえ」

　従者は一瞬、呆ほう

 けた顔をした。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　巨大なぜんまいが音を立てて回り続ける。

　我はせせら笑った。振り子がゆっくり揺れ、乾いた風をつくって我のローブをふわりとはためかせた。

「汝なんじ

 、我の言っている意味がわかるかね？　よいか？　マスグレーブ男爵は自らの権限で、ソヴュールの法廷において今夜、証明したばかりなのだ。『錬金術は存在しない』と。そしてついさっき、汝はこの工房のどこにも金がなかったことを確認した。しかしドアを開けるとイアンは金を飲んで死んでいた。いいかね？　この金は、錬金術によって造られたのでなければ、いったいどこから現れたのだね？」

　従者がその場に膝ひざ

 をつき、両手で顔を覆った。

　我は肩を震わせ、高笑いした。その甲高い声が高い天井まで響き渡っていく。振り子が揺れる天井。その底知れぬ闇。我の笑い声はどこまでも上がっていく。

「誰も我を裁けまい。誰も、誰もだ！」





　その日から、我の時計塔は外をぐるりと王立騎士団に囲まれ、監視されるようになったのだった。我は時計塔から一歩も出られず、ただ実験を繰り返すばかりであった。

　我はイアンを殺した夜以来、少年の亡霊に悩まされていた。腹に金の花が咲く少年が、あの角にも、この廊下にも、階段の上にも立って、我を追いかけ回していた。実験に明け暮れる我の傍らにはいつもイアンがいて、悲しそうに我を見上げているのである。

　イアンに非はなかった。

　我は、自分を慕って会いにきてくれた無邪気な少年を殺したのだ。

　あの夜は怒りと屈辱のほかなにも感じられなかったが、自責の念は夜毎我を蝕むしば

 んだ。

　時計塔は不気味な闇に覆われ始めた。なぜか周囲のブナの木が枯れ始め、そして、まるで死装束のような暗い蜘蛛くも

 の巣が覆いだしたのである。

　学園の生徒たちは、この時計塔を取り巻く不吉な空気を感じていたのだろうか？　我にはわからぬ。ここの生徒は誰も、一言も口をきかずまるで機械仕掛けのように動くだけの奇妙な子供たちばかりであった。子供たちが何者で、ここでなにを教えられているのか、我にはわからなかったのである。

　そして、ある日のことである。





　我がいつものようにぜんまいの部屋にうずくまり実験に明け暮れていると、どこからか人の近づく足音が聞こえてきた。訪問者などここにはこぬ。おそらく少年の亡霊が歩き回っているのであろう。そう思いながら我は、顔を上げることもせず、黒檀の大テーブルに向かっていた。

　かっ、かっ、かっ……。

　ブーツの踵かかと

 が立てる小気味いい音が近づいてきた。

　もとは上質だがずいぶん履き古したブーツが見えた。

　その亡霊は我の傍らにじっと立って、待っていた。根負けして我はゆっくりと顔を上げた。

　──一人の青年が立っていた。

　薄闇に沈む工房に、まるで亡霊のように立つその人物。壁掛けランタンの橙だいだい
 色いろ

 の光が逆光となり、顔を見ることができなかった。青年が体を揺らすと、ランタンの光がずれてその顔が見えた。

「……イアン」

　見慣れた亡霊に、我は疲れた顔で椅子から立ち上がった。すると相手は驚いたように一歩、下がった。それから小首をかしげて、我を不思議そうに見上げたのである。

　──イアンではなかった。

　我はどうかしていたのである。その青年はイアンより少し年上であった。塔に籠もり、亡霊ばかり見ていたために、我はおかしくなっていたのであろう。しかし、この青年がイアンにどこか似ていたのも確かであった。おそらく、その物腰にきわめて無造作な雰囲気と、貴族的な気品を同時に感じるからであろう。イアンも、品はいいが貴族にしては飾らない人間であったのだ。

　我は改めて、その青年をよく観察した。

　柔らかそうな髪は無造作に結ばれ、若馬のしっぽの如く、ほっそりした背中にこぼれ落ちていた。顔は青ざめ、瞳ひとみ

 にはどこか悲しげな光をたたえていた。年の頃は十八、九歳であろうか。いかにも貴族的な美び
 貌ぼう

 をしている割に、洗い晒ざら

 しのシャツに細身のズボンというずいぶんと飾り気のない服装であった。

「よろしく」

　青年は薄い唇を開くと、ゆっくりと言った。そして、

「ぼくはアルベールといいます」

　と、短く名乗った。





　出会った瞬間に我が感じたことは、このアルベールがどこかおかしいということであった。物静かで飾り気のない美貌の下に、不気味ななにかが潜んでいるのが、その瞳を見たときにわかったのである。なにかこの世ならざるものにとりつかれたその瞳──。

　アルベールはオカルト省の役人であった。

「ぼくは、君を守るためにきたのです」

「……は？　守るとは、なにからだね？」

「もちろん、国王から」

　アルベールはひっそりと笑った。

「……国王から？」

「ええ」

　彼は工房に入ってきてからずっと深刻そうな顔をしてはいたが、そのとき我はふいに、なぜか、この男はふざけているのではないか、と感じたのである。

　彼にとってはすべてがお遊び、神のサイコロ遊びのようなもの──。

　なぜそう思ったのかわからぬ。アルベールは悲しそうな声で、

「このままだと君は国王によって消されてしまいます。君の力を恐れているし、マスグレーブ男爵を始めとする現実派のおじさんたちは、君を亡き者にしようと必死ですから。それに我がオカルト省も、国王を敵に回してまで、我らに非協力的である君を助ける気はありません」

「あぁ……」

「だけど、ぼくは手を貸してあげてもいいと思っています。条件次第ですが」

「条件だと？……なんだ。つまり、汝も金がほしいのかね？」

　アルベールはくすくす笑いした。

「いりませんよ。そんな悪趣味なもの」

　物憂げに髪をかきあげて、

「ぼくはただ……。リヴァイアサン、ぼくはただ、嵐の準備がしたいだけなんです」

「嵐、だと？」

「ええ。君はもう気づいていますか、リヴァイアサン？　それとも植民地を巡る利権争いに必死で、まだ気づいていないのですか？」

「……降参だ。いったいなんのことだね？」

「かつてない嵐がやってくるのです。一度目の嵐が」

　とつぜんアルベールは低い声になった。さっきまでの悲しげな笑顔はなく、その表情には恐ろしくも暗い情熱が宿っていた。瞳は見開かれ、どこか虚空を見ているようであった。まるで予言者のように、悲しげに表情を曇らせて両手を広げ、そして彼は話し出したのである。

「国王はまだ気づいていません。先が見えないお人だから」

「嵐とはなんだね？」

「世界的グレート
 な大戦・ウオー

 ですよ、リヴァイアサン」

　我は笑った。

「戦争かね？　そんなものは、紀元前からこのヨーロッパ大陸ではいつでもどこかとどこかがやっているではないか？　戦争か疫えき
 病びよう

 か、そのどちらかの嵐が必ず吹き荒れているのが、歴史というものだ。……で、今度はどことどこだね？」

「どこでもない。そしてどこでもある」

　アルベールの声は恐ろしかった。低く、不気味に、闇に沈む工房に響き渡ったのである。

「いいですか、リヴァイアサン。今度くる嵐はそんな局地的なものではないのです。特定の国がある領土やある恨みを巡って対立するのではない。いいですか。ここ数年のうちにくる嵐は、かつてない規模のものになるのです。ぼくにはわかってる。そのとき世界のあらゆる国が、同盟を結び合い、いがみ合って離れ、また結び……悪夢のように互いに入り交じり狂乱を繰り広げる数年間がやってきます。それが、大戦です。わかりますか？　それはソドムだ。狂った饗きよう
 宴えん

 だ。誰にも止めることはできないし、後世になっても、なにが本当のきっかけでどうしてそんなことが始まったのか、誰にも解き明かすことはできないでしょう。炎と風が世界を覆い尽くすでしょう。あらゆる街が、海が、戦いの舞台となり、たくさんの兵士が血を流し、そしてある国は消滅する」

「…………
 」

「それはいつやってくるのか、どのように破壊が始まるのか、ぼくにはわからない。そこまでは見えない。苦しいですよ、リヴァイアサン。そしてその嵐の後、なにもかもが変わり始めることでしょう。世界は新しいルール、新しい生活様式を取り入れ始め、いま世界の真ん中であるはずのこのヨーロッパは古いガラクタになる。そしていつしかここはこの世の果てになってしまうでしょう。そうなれば、ぼくたちが信じているもの、ヨーロッパが長き歴史にわたって大切にしてきた知識──オカルトもまた古いにしえ

 の迷信として消えてしまう。世界はどこかに滑り落ちていく。ぼくたちのまだ知らないどこかに。恐ろしいことです。だからぼくたちは戦いの用意をしなくちゃいけないのです、リヴァイアサン」

　アルベールは悲しげにつぶやいた。

「なんといっても、ソヴュールは小さな王国です。ぼくたちはこの国を守らなければならない。どんな手を使ってでも。……だけど国王はわかっていない。もちろん、ぼくのパパも」

　我はアルベールの熱に浮かされたような声に、そのとき、知らず怯おび

 えを感じて震えたのである。

　この静かな青年は狂っていると、また勘が告げた。だけど彼が語る未来観に奇妙なリアリティを覚えたのもまた事実である。あるいは狂っているからこそ不吉な未来を予期することができるのであろうか……。

　我の脳裏にも、まだ起こっていないはずの、アルベールが語っただけのはずの、狂乱のソドム、かつてない大きな嵐──世界グレート
 大戦・ウオー

 の様子が浮かび上がった。血を流す兵士、見たことのない鉄の塊のような乗り物、空を行きすぎる爆撃機の立てる鈍いプロペラ音……。

　アルベールはまるで予言者のように暗黒の未来を語り終えると、悲しげに瞳を伏せた。それから我の膝ひざ

 にほっそりした手のひらをおいて、まるで女人のような細いささやき声で、

「君の力を借りたいんだ。その代わり、全力で君の命を守る。ぼくの権力は、パパが生きているいまはまだ限られているけれど……」

「我の力を借りるだと？　くるかもしれないしこないかもしれない、未来の世界大戦のためにか？」

「ええ。絶対に必要なものがあるんです」

　我はうんざりした声で聞いた。

「つまり、汝なんじ

 も金がほしいのだろう？」

「まさか！」

　吐き捨てるような返事であった。

「そんなものはこのぼくには必要ない。ぼくが君に与えてほしいのは、そんなものじゃない！　それはもっともっと根元的な力だ！」

　アルベールは狂った瞳を見開いて、我をみつめた。

「リヴァイアサン、あんたはそれを造れる唯一の人だ。おそらく嵐を迎えるソヴュールの切り札となる。その謎めいた仮面の下にあるものが、ヨーロッパ大陸を戦いから、荒廃から救うことになるでしょう。お願いです。力を貸してください」

「……我に、いったいなにを造らせようと言うのだね？」

　そう問うと、アルベールはにやり、と笑った。

　薄い唇がひきつれる。

「それは……」





　そしてアルベールはついに、我に造ってほしいものの名を口にしたのである。

　呪われたその名を。

　自然の摂理にもっとも逆らう、オカルティックなその名を……。





「──戦ホムン
 士クルス

 ！」






　第五章　さらば、怪物よ
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「……………………
 えぇ～！」





　聖マルグリット学園の敷地では、青々とした芝生や華やかな花壇が、夏の日射しを浴びて眩まぶ

 しく輝いていた。クリスタルの噴水から涼しげにこぼれ落ちる水にも、白い小石を敷きつめた小こ
 径みち

 にも日射しが照り返している。

　──その一角。小川のせせらぎも心地いい、色とりどりの花壇の真ん中で、セシル先生がぶつぶつと独り言を続けていた。

「ま、まさかそんなことになってたなんて……。久城くんを取らないでって、そんな、あらまぁ、まぁ……？
 　でも、ま、久城くんは素敵な男の子だものね。とってもいい子だし、優しいし、それにそこはかとなくおもしろいもの。でも、でも……。むーん……」

　夏の日射しはお昼を過ぎて少しずつかたむいてきていた。小径の向こうを、どうやってだかゴールデンドリルをセットし直して尖とが

 らせたブロワ警部が、手をつないだ部下たちを連れてうろうろと通り過ぎていくところだった。ヴィクトリカの姿はもうどこかに消え、ついで、意気消沈していたアブリルもとぼとぼと校舎に向かって遠ざかろうとしていた。

　セシル先生はさっき時計塔に眼鏡を忘れてきたまま、眼鏡なしで立っていた。レンズ越しではないその垂れ目がちのブラウンの瞳ひとみ

 は、いつもより大きく、うるうると潤んでみえた。強い風が吹くと、セシル先生はおっとっと、とよろめいて花壇の中に落っこちそうになった。あやういところで踏みとどまって「ふー……」と安あん
 堵ど

 のため息を一つ。

　それからポンと手を叩たた

 いた。いいことを思いついたというように顔を輝かせ、

「ちょっと、整理してみましょう」

　セシル先生はきっぱりと言った。

　その場にしゃがむと、小枝を一本拾って握りしめた。地面にかきかきと図を描いていく。三角形の角のところに〝Ｖ〟と〝Ｋ〟と〝Ａ〟を書くと、じつにいきいきと、

「ええと、まずアブリルさんはじつは久城くんが好き、と……。いったいいつからかしら？　転校してきたときは、確か、死神って呼ばれてる謎の東洋人ってことで、怪談好きが高じて久城くんを追いかけ回していた気がするわ。いつのまにそれが恋心になったのかしら？　先生、まったく気づかなかった。ええと、それはおいといて……。で、久城くんはどうなのかしら？……わかんないわ。真面目そうだけど、あ、そうだ。金髪が好きだってもらしてた気がする！　あれ、そうじゃなくて好きな色は金色です、だったかしら？　まぁ、いいわ。とにかく、ということは……いや、アブリルさんもヴィクトリカさんも金髪だったわ。だめじゃん」

　セシル先生は頭をもしゃもしゃとかいた。それから適当な様子で矢印を付け足して、

「ま、いっか。久城くんはヴィクトリカさんを好きってことにしましょう。なんとなくそんな気がする。それにそのほうがおもしろいし。で、かんじんのヴィクトリカさんは……えっと…………
 どうしよう？」

「先生、なにしてるんですか？」

　背後で聞き慣れた少年の声がした。

　セシル先生はものすごい叫び声を上げて、ぴゅんっと立ち上がると靴の踵かかと

 で地面に描いた図式をごりごりと消した。

「あ、えっと、誰？　久城くん？　あの、えっと……」

　振り向くと、眼鏡を握りしめた一弥がきょとんとして先生をみつめていた。セシル先生は冷汗を拭ふ

 いて、

「先生はなにもしてませんよ？」

「はぁ。そりゃ、眼鏡がないとなにもできないでしょう？　はい、これ」

　一弥はいつもの通りの生真面目な様子で、セシル先生の眼鏡を差しだしてきた。先生はあわててそれを受け取ると、かけた。まだ冷汗をかいている。

「ただ先生は、担任としていろいろと把握しておきたいと思って、けして下世話な好奇心じゃなく、その……」

「はぁ？　あの、先生。ヴィクトリカがどこに行ったかわかります？　先生を捜してるうちに見失っちゃったんですけど」

「ヴィクトリカさん？　さ、さぁ……」

　一弥はちょっと困ったように顔をしかめた。それから「じゃあ」と歩み去ろうとするので、セシル先生はちょっと迷った後、一弥の後を追いかけた。

「久城くん！」

「……はい？」

　一弥が振り向く。

「ええと、あの……宿題ちゃんとやった？……やってるわよね。久城くんだもん」

「はい、昨日のうちに終わらせました」

「そうよね。調子は？」

「ちょ、調子？　それは異状なしです。ヴィクトリカを見失ったので、いま少し動揺してるぐらいで」

「そっか……。そうだ、悩み事は？」

　一弥が足を止めた。

　一瞬、黙ったが、とつぜん堰せき

 を切ったように、

「悩み事は山のようにあるのに、さらに雨あめ
 霰あられ

 と降ってきます。なにはともあれ、まずヴィクトリカ。ヴィクトリカが退屈だの事件を起こせだの騒ぐのと、ぼくにエレベーターを使わせてくれないこと、ばかだの凡人だの中途半端な秀才だのとのべつまくなしけなしまくること」

「……ア、アブリルさんは？」

「アブリル？　彼女はとてもいい子です。ぼくはアブリルのことでは悩んでません。それからヴィクトリカがぼくのおみやげにけちをつけること。ほっぺたをちょっとつっついただけで吠ほ

 えること。あと……」

「あの、ほかには？」

「ほかに？……ああ、姉から一日おきに手紙が届いて、父と兄の悪口が書いてあります。まさに雨霰です。一方兄からは、毎日のように東洋の格闘術の本が届きます。一冊だけでよかったのに。それも雨霰です。仕方なくぼくは毎晩、勉強と整理整せい
 頓とん

 が終わった後で格闘術の勉強までしています。それに母からは最近、なぜか大量の押し花が雨霰と……」

「わかった。わかったわ、久城くん」

　この人のいい東洋人少年がためているストレスに、セシル先生は目を白黒させた。

　話し終わった一弥が一礼して立ち去ろうとするので、先生はあわてて、本当に聞きたかった質問をぽんと投げかけてみた。

「で、どんな女の子が好きなの？」

「…………！
 」

　一弥がゆっくり振り返った。

　──顔が真っ赤っ赤だった。セシル先生はその顔にびっくりして「わぁ！」とのけぞった。一弥は女の子のように、広げた両手のひらでほっぺたを押さえて、恥ずかしそうにおろおろした後、なぜかきびすを返して全速力で……。

　走って逃げてしまった。

　セシル先生はずり落ちた丸眼鏡をゆっくりと直しながら、

「……へぇ？」

　と、ちょっと間抜けな声を上げた。
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「まったく、セシル先生はどうしたんだろう？　いきなりへんな質問をして……。男子たるもの、そのようなうわついた話に花を咲かせるなんてもってのほかだよ……」

　一弥はずいぶんと動揺し、ぶつぶつとなにやら言いながら急ぎ足で逃げていた。途中でつんのめり、転びそうになる。

「それに、ぼ、ぼくがど、どんな女の子を好きでも、その…………
 」

　一弥が歩いているのは、コの字形をした大きな校舎に通じる道幅の広い小径だった。夏の日射しを校舎が遮断して、小径に影が差していた。そこを急ぎ足で通り過ぎていく。

　校舎は静まり返っていた。外の小径から見える廊下にも、教室にも、生徒や教師の姿は見えない。まるですでに夏の長期休暇が始まっているような錯覚を起こす光景だった。

　休暇が始まれば、学園はこんなふうに人気がなくなり、まるで廃はい
 墟きよ

 のように静まり返るのだ。夏休みになにも予定がない一弥は、船旅で帰国するには短すぎ、のんびりと休むだけには長すぎる二か月という時間のことを思って、少し寂しい気持ちになった。

「はぁ…………
 あれ？」

　校舎の裏口。花壇に面した三段ほどの階段に、さっきからずっと捜していた小さな友達──ヴィクトリカ・ド・ブロワがちょこんと座っていた。相変わらず膝ひざ

 に金色の書物を載せてなにやら考え込んでいる。なぜか、色とりどりの小さな蝶ちよう

 がヴィクトリカの周りをふわふわと飛び交っていた。

　一弥はヴィクトリカの名前を呼びながら、小走りに階段に近づいていった。あまりにも蝶がたくさんたかっているので、ちょっとあきれて、

「ヴィクトリカ、君、もしかして髪の毛かドレスに、植物園で散らかしていたお菓子がくっついてるんじゃないのかい？」

「……む？」

　ヴィクトリカが顔を上げた。

　生真面目な様子で自分の長い髪や幾重ものフリルを点検している一弥に気づくと、面倒くさそうに、

「君はいろいろと細かい男だなぁ！」

「ヴィクトリカ、やっぱり、お尻しり

 にマカロンの粉がくっついてるよ。でも大丈夫、いまはらってあげるから」

「うるさいぞ。あっちに行きたまえ。思索の邪魔だ」

　ヴィクトリカにほっぺたをばちんと叩かれて、一弥はびっくりしたように瞬まばた

 きした。それから、マカロンの粉をはらおうと振り上げていた手を渋々下ろした。

　知らんぷりして考え事を続けるヴィクトリカの傍らに、ちょこんと座る。ヴィクトリカはかすかに眉まゆ

 をひそめたが、なにも言わなかった。

「……ねぇ、いったいどういうことだと思う？」

　返事はなかった。

　風が吹いた。

「…………
 なにがだね？」

「いや、この不気味な事件だよ。ぼくには正直、さっぱりわからないよ。君は、錬金術師はもういないって言う。だけどそれなら、あの時計塔で繰り返し起こる殺人事件は、いったい誰のしわざなんだろう？　それに、塔に籠こ

 もるいやな気配……あの不吉ななにかはいったいなんなんだろう？」

「さてね」

「錬金術師は死んだんじゃない。消えたんだ。でも、彼はいったいどこに行ったんだい？　もし死んだのなら、死体はどこにあるんだい？　そしてもし生きているのなら、どこにいるんだろうか……。もしかすると、彼はごく近くに潜んでいるんじゃないのかな。たとえばこの学園内のどこかに。だって、そうじゃなくちゃ、連続して起こる殺人事件の説明がつかないもの」

「…………
 」

「そう、誰も錬金術師の仮面の奥を知らないんだ。それなら、彼がひそかに学園に戻ってきたとしても、誰も気づかない。……そうだろ、ヴィクトリカ？」

「ふむ……」

　ヴィクトリカは気のない返事をするばかりだった。

　また風が吹いた。花壇の花々が心こころ
 許もと

 なく揺れている。

「……錬金術師の居場所なら、わたしには最初からわかっているよ、君」

　ヴィクトリカがふいにつぶやいた。

　その言葉に一弥は飛び上がった。びっくりして、問う。

「ど、どういうこと？　どうしてわかったの？　どこ？」

「……まだ再構成が終わっていないのだ、君。最後の一ひと
 欠片かけら

 がまだわたしの元に落ちてこないものでね。だが、おそらく、もうすぐだ……」

　ヴィクトリカはそうつぶやくと、それきり黙ってしまった。膝の上に載せた金色の書物をただみつめている。

　一弥はその横顔をじっとみつめた。

　陶器のようにきめ細かな、白い肌。思わず人形と見間違えるほどの、小さくて整った顔。冷酷めいた緑の瞳ひとみ

 。

　風が吹いた。

　一弥は邪魔しないようにそっと立ち上がると、花壇を離れた。

　ヴィクトリカはなにも言わずただそこに座り続けている。





　歩きだした一弥は、大柄な老人とすれ違った。二十年も前から働いているという大工の老人だ。彼は一弥と行き違いに、花壇のほう──ヴィクトリカがいるところに向かっていく。

　一弥はなにか気になって振り返ろうとしたが、そのとき、視界の隅を横切った赤い髪に気づいて、あわててそちらに視線を戻した。

　校舎前の花壇からは遠く……時計塔の前の小こ
 径みち

 を、人目を避けるように早足で歩いていく背の高い男の姿が見えた。

　びゅっ……
 と強い風が吹いて、男が目深に被かぶ

 った帽子が飛ばされた。男は風に巻き上げられていく帽子をしばらく見上げていたが、飛ばされていく方向に追おうとはせず、それきり帽子のことは忘れたように、髪をなびかせてまた歩きだした。

　奇妙なほどの執着のなさだった。風に飛ばされた帽子を拾おうとさえしない。

　強い風がまた吹いて、男の赤い髪を燃え広がらせた。

　それは──まさに炎の如く赤い、そして激しさを秘めた髪だった。ちろちろと揺れる暗い炎。風に煽あお

 られるたび勢いを増すようにさらに燃え広がる。

　一弥の視線を感じたように男が髪を揺らして振り向いた。遠くからでも、猫のようなつり上がった緑色の瞳がギラリと輝くのが見えた。

　遠目にも鮮やかな、彫りの深い美び
 貌ぼう

 。古代の彫刻を思わせる鮮やかな美。

「あの男には、見覚えがある──！」

　一弥はつぶやいた。

　今朝、時計塔の前で警部の部下二人に連れられてきたときには気づかなかった。だがいま、帽子の下の赤い髪と緑の瞳を目にした瞬間、一弥ははっきりと思いだした。

「ぼくは、ソヴレムであいつを見た──！　そうだ、ソヴレムにあった、まるでピラミッドみたいな異国風の劇場だ。その前であいつが馬車から飛び降りるところを見たんだ。あいつは……」

　男もまた、じっと一弥をみつめている。二人の緑と漆黒の瞳がひたと睨にら

 みあった。

「ブライアン・ロスコーだ──！　チェスドールを持って劇場に入っていった、赤い髪の奇術師！」

　数週間前、一弥は買い物をするために一人でソヴュールの首都ソヴレムを訪れた。そのときにとある劇場の前で、この男、ブライアン・ロスコーを見たのだった。劇場に掲げられた彼の出し物は〈ファンタスマゴリア〉と銘打たれていて、〈人体切断〉に〈チェスドール〉、そして〈瞬間移動〉などの芸が宣伝されていた。そして華やかなポスターには、

〈今世紀最大の魔術師　ブライアン・ロスコー〉

　そう書かれていたはずだ……。

　しかしその名に、一弥は聞き覚えがあった。ヴィクトリカの母、コルデリア・ギャロが生まれ育った、山奥の灰色狼たちの村。そこにやってきた狼の子孫、村に近代的な設備を施した謎の青年の名もまた、ブライアン・ロスコーと言った。彼は村にコルデリアが残していった〝なにか〟を床下から持ち去り、代わりに一枚の写真を残していった。大人になったコルデリアと、小さな娘ヴィクトリカの写真を。

（あのとき……ソヴレムで彼を見たときは、きっと同姓同名の人物だろうと思ったんだ。ヴィクトリカや彼女のおかあさんには関係ないだろうって……。だけど、こんな偶然があるわけない。たまたま同姓同名の人物が、たまたまヴィクトリカが幽閉された聖マルグリット学園にやってくるなんて。あるわけない……！）

　一弥はごくっと唾つば

 を吞の

 んだ。赤毛の男は一弥から目をそらすと、ゆっくりと時計塔の中に消えていく。

　一弥はこぶしを握りしめた。

（やっぱり彼はあのブライアンなんだ。だけど、なぜここに現れたんだ……？）





　時計塔は静まり返っていた。

　男──ブライアン・ロスコーは緑の瞳を光らせ、ゆっくりと階段を上がっていた。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　ぜんまいが絡み合い、きしむ音が遠く聞こえてくる。それに耳を澄ませながらまた一歩、階段を上がろうとしたとき、ブライアンの耳にかすかな、別の物音が届いた。

　足を止め、ゆっくり振り返る。

　それは軽い足音だった。若さと線の細さを感じさせる、小さな足音。だがその主はブライアンの様子をひっそりうかがうように、息をひそめ、足音を立てぬようにこっそりと時計塔に入ってこようとしていた。

（何者だ……？）

　ブライアンは、コキンッと音を立てるほど大きく、首を横にかしげた。燃え立つ赤い髪が、怒りと疑念にぶわっと広がった。

（この俺をどうする気だ？　ふむ……おもしろい。なぶってやろう）

　ブライアンはゆっくり、階段を上がった。暗い廊下を歩き、ぜんまいの部屋に入る。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　音が響く。

　錬金術師の工房は、灰色に沈んでいた。遥はる

 か上の天井まで高く吹き抜け、埃ほこり

 っぽい乾いた空気に満ちていた。その空気を斬る巨大な刃物のように、振り子が右に、左に……ゆっくり揺れていた。

　巨大な四つのぜんまいが、きしみ、怪物の悲鳴のような鈍い音を上げている。一つ一つがほかのぜんまいと絡み合い、歯車をきしませながら、のたうつように動き続けている。

　まるで悪夢の製造装置の中にいるような、非現実感──。

　ブライアンは眉をひそめ、工房を見渡した。

　それから、また耳を澄ました。

　……かすかな足音は、ブライアンの気配を探しながらゆっくり近づいてきていた。階段を上り、廊下を歩き、そして工房の前で逡しゆん
 巡じゆん

 している。

（怯おび

 えているのか……？　震えているのか……？　ふむ、おもしろい。そのまま逃げ帰るなら、逃がしてやるが。しかし、何者だ？）

　ブライアンは、待った。

　しかし足音の主は、逃げなかった。そっとドアを開けて工房に一歩、入ってきた。

　ブライアンはドアの陰から飛びだし、足音の主にがっしりした腕を伸ばした。意外に細い、相手の首を背後から乱暴につかみ、振り返らせる。

「…………
 ん？」

　相手はあっと叫んで振り返り、ブライアンの顔を睨みあげた。しかしブライアンのほうも驚いて、足音の主──線の細い、小柄な、そしてどうやら東洋人らしき漆黒の髪をした少年を見下ろした。

　少年の、髪と同じ漆黒の瞳は、ブライアンを恐れるように、しかし意志の強さもうかがわせる強い視線で睨みかえしている。

　ブライアンは不思議そうに首をかしげた。少年──久城一弥の姿を頭のてっぺんからつま先までじろじろと見ると、

「なんだ、子供か。しかも東洋人の」

　手を離そうとした。

　しかしその前に、一弥が体をくるりとひねってブライアンの大きな手から逃れた。その動きにブライアンははっと息を吞み、それから、なにか考え込むように眉まゆ

 をひそめて一弥を観察し始めた。

　一弥は黒い瞳ひとみ

 を細め、じっとブライアンをみつめている。

「……思い出したぞ。ソヴレムだ。劇場の前だ……。俺たちはそこで出会ったことがあるな？　そう、俺がチェスドールを運び込んだときのことだ」

　一弥が口を開いた。低い、警戒心の強い声で、

「ブライアン・ロスコー。あなたはなにをしにこの学園までやってきたんだ？　目的はヴィクトリカだろう？　彼女をどうするつもりなんだ？」

　その言い方がまるで大人の男のようだったので、ブライアンはおもしろくなり、にやっと笑った。それから不審なものを見るように一弥をじろじろとみつめた。

「ふむ……？　おまえはヴィクトリカのなんなんだ？」

「ぼくは久城。ヴィクトリカの、と……友達だ！」

　一弥が内心の怖れを隠すように胸を張って言うと、ブライアンは一瞬、呆ほう

 けたような表情を浮かべた。それから腹を抱えて笑いだした。

「な、なにがおかしい？」

「これが笑わずにいられるか！　いいか、少年。よく聞け。灰色狼に友達なんてできない。あの〈名もなき村〉ならいざ知らず、都市に暮らす灰色狼が人に慣れることはない。人もまた灰色狼を恐れるばかり。近づいてくるのは、その力を利用しようとする者どもばかりだ」

　ブライアンの声が、少しずつ悲しげなトーンに変わっていった。

　脳裏にさまざまな情景が浮かんでは消えていた。都市に生きる灰色狼……。その歴史のさまざまな苦悩の欠片かけら

 が、ブライアンの脳裏を横切っていく……。

　それから一瞬、都市でついに出会った、同じ血を持つ、あの女性の小さな姿も……。

　ブライアンは緑の瞳を猫のように細めると、かすかに吐息をついた。

　一弥が警戒しながら、震える声で言った。

「そんなことはない。ぼくとヴィクトリカは友達だ。確かに最初は取っつきにくかったし、いまでもまったくもってわけがわからないけど、それでも、ぼくたちは確かに友達なんだ」

「灰色狼のか？　ははははは！」

　ブライアンがヒステリックに笑いだす。

「……おかしいか？　ぼくはぜんぜんおかしくないぞ」

　一弥の真剣な顔に、ブライアンは笑うのをやめた。それからひたと睨みつけた。

　ギリギリギリギリギリ……。

　巨大な四つのぜんまいが互いに絡みあい、回り続ける鈍い音が部屋の中に満ちていた。かすかな風が吹いて、ブライアンの赤毛と、一弥の漆黒の髪を揺らしていく。巨大な振り子がゆっくり、ゆっくりと上空を横切っていく。

　壁にはめ込まれたステンドグラスの花畑は、色とりどりの花を暗く咲かせていた。たくさんの黄色の花、紫の花、一つだけの赤い花……。

　大きな黒こく
 檀たん

 のテーブルには、埃を被かぶ

 った実験道具が散らばっていた。時の止まった不気味な工房……。

　ブライアンは急にずるりと舌なめずりした。赤い舌は人間のものより少し長くも見えた。唇の端から犬歯が少し覗のぞ

 く。

　生臭いような不気味な臭いが、とつぜん工房に充満した。ブライアンには、一弥がいまにも逃げ出すかに思えたが、意外なことに、少年は背中を見せて走ったりはしなかった。

（おもしろい……！）

　ブライアンが跳んだ。

　一弥が真横に跳びすさる。たったいままで一弥がいた場所に、ブライアンが着地する。そしてぐるんと首を真横に動かして一弥を見た。まるで動物が獲物をみつけたような舌なめずりをすると、つぶやく。

「ふむ。俺は様子を見にきただけだ。友人がこの学園に別の用があったので、一緒にな」

「……様子？　ヴィクトリカのか？」

「あぁ。例の灰色狼が近いうちにどこかに移送される、そういう噂を聞いてね。見ておくならいまのうちだと思ったのだが、しかしあれは……予想より早く成長していた」

「成長って、ヴィクトリカが？」

「体ではない……」

　ブライアンはつぶやいた。そして暗い声で、

「頭脳だ──！」

　数刻前、ほんの一瞬の出会いでブライアンは悟っていた。

　彼が都市でようやく出会った、同じ血が流れる同胞、コルデリア・ギャロ。彼女は小さく、美しく、だがどこか様子がおかしかった。生まれた村を追いだされ恐怖に震えて山を降りたとき、彼女のなにかが変わってしまったのだろう。踊り子として働く小さな美しい同胞を、ブライアンは大事に見守ってきた。

　だが、ある夜──。

　華やかな音楽とダンス、嬌きよう
 声せい

 に揺れる客席に、不吉な客がやってきた。客はコルデリアをみつけ、そして彼女は姿を消した。数年後、再会したコルデリアは、とある貴族──あの夜の客だ──の城で娘を産み落とした後、娘を取り上げられたのだと語った。

　ブライアンはなにより、産み落とされたその娘を恐れた。灰色狼と人間とのあいだに生まれた娘。塔に幽閉されていた小さな娘は聖マルグリット学園に移送された。そして一部の噂では、学園から再びどこかに姿を消すかもしれぬという……。ブライアンは学園に出向き、様子を見ることにした。娘の成長をこの手で見届けなければ、と。

　そして今日、ブライアンはみつけた。小さな娘。おそるべき奇怪な、膨大な、そう、まるで古代から現在までのあらゆる知識やインチキや美しいもの、醜いもの、すべてを納めて混乱させたかのような、巨大な迷路の如き頭脳。

　選ばれた灰色狼。素晴らしいその力。

　だがしかし、その存在は、国家によって囚とら

 われの身となっていたのだった。

　哀れな小さな娘。

　初めからあの貴族の目的はこれだったのだ。そうわかったとき、ブライアンは怒りと恥辱に震えた。

「予想より早く、成長……？　だけど、ヴィクトリカはなにも悪いことをしていないぞ。どうしてそんなことを言うんだ？」

　気づくと、東洋人の少年は怒りで肩を震わせて問いかけてきていた。ブライアンはその顔に、思わず笑いだした。

　やっぱり、人間の子供はなにもわかっていない、と独りごちる。笑うあまり口角から泡を吹きだし、いまにも転げ回りそうなほど笑い続けていたが、やがてようやく落ちつくと、

「悪いことはしていない？　そんなことは知っている。問題は、あの生き物は囚われの身だということだよ」

　低い声でそうつぶやいた。

「俺たち──〈古き者たち〉の力を利用するもの達は、敵だ。俺たちは平和と、変化しない歴史を望む。変わらぬ明日のような日々を。永遠の中世を。それは現代においては叶かな

 わぬ願いかもしれないが、俺たちは最後まで抵抗し、戦うだろう。この旧大陸には俺たちのような灰色狼以外にも、さまざまな〈古き者たち〉が潜んでいる。彼らは息を殺して、敵陣に囚われた仔こ
 狼おおかみ

 のことを考えているのだよ。変化は俺たちから古いにしえ

 の自由を奪う。あの子供はなるほど、コルデリアの娘で、我らの同胞の血が流れている。だが残りの半分の血は、ちがう。この国の中枢を担う貴族の血だ。そのことを忘れるわけにはいかない」

「…………！
 」

「今日、俺は確認した。あれは〝美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〟だ。あの小さな頭……あれこそが……」

　声は不吉に震えた。

「あれが〈古き者たち〉の大陸、ヨーロッパの最後にして最大の力だ」

　ブライアンは一歩、一歩、一弥に迫ってきた。

　ギリギリギリギリギリ……。

　ぜんまいが音を立てて回る。

　一弥が工房の中を見渡している。

　ブライアンは逃がすものかと舌なめずりした。そして猫が鼠で遊ぶように、一弥に飛びかかり、危ういところで取り逃がしてはまた追いつめることを繰り返した。しかし、腕を取って押さえつけようとすると、少年にするりと逃げられる。飛びかかった場所にはもういない。少し焦りながら目で追うと、一弥は床を蹴け

 って逃げた。テーブルの上に飛んでなにかをつかむと、つぎに巨大なぜんまいに向かって飛ぶ。ブライアンはそのすばやい動きに驚き、眉まゆ

 をきゅっと細めた。

　一弥はぜんまいの上に着地すると、動き続けるそれの上を走り、つぎのぜんまいに飛び移った。

　ブライアンも床を蹴って飛び、ぜんまいの上に飛び乗って一弥を追う。

　一弥が二つめのぜんまいの上を走る。

　三つめに飛び移る。

　そして四つめのぜんまいの上に着地した。もう、つぎはない。ブライアンは今度こそこのちょろちょろとうるさい鼠を追いつめたと確信した。にやにや笑いながら自分も四つめのぜんまいに向かって飛ぼうとしたとき、少年がなぜか足を止め、くるりとこちらに振り返った。

　ブライアンは目を見開いた。

　ぜんまいの動きによって、一弥の体が勢いを増してブライアンのほうに押し戻されてくる。少年はその手にいつのまにか、黒檀のテーブルに置かれていた鉄の器具を握りしめていた。ぜんまいのスピードに乗って飛びかかってきた少年に、顔面を思い切り鉄の器具で殴られたブライアンは、たまらず足を止めて、両手で顔を覆った。

　二つのぜんまいのあいだに吸い込まれる寸前のところで体を捻ひね

 り、獣のように咆ほう
 哮こう

 しながら、遥はる

 か下の床に転がり落ちていく。

　やっとのことで片目を開けると、あの小柄な東洋人の少年がすばやく飛び降りてくるところだった。その漆黒の瞳ひとみ

 は澄んでいて、目前の自分を倒すことしか考えていないようだった。邪気のない、揺るがない黒い瞳。ブライアンは咆哮し、とっさに体を右に倒して避よ

 けた。一弥の体が、たったいままでブライアンの倒れていた床に着地する。彼が握りしめる鉄の器具が、ガチンと鈍い音を立てて、ブライアンの頭があった辺りの床にめりこんだ。

　一弥が振り向いた。

　その瞳の、あまりにも静かな、しかし譲らない決意を秘めた輝きに、ブライアンは怖れを感じた。それを打ち消すように叫び声を上げて、片目を押さえたまま一弥に飛びかかる。ぱっと跳びすさって避けた少年を追い、腕を蹴り上げた。細い腕を折らんばかりの衝撃を与えた手て
 応ごた

 えがあった。少年は小さく声を上げたが、握った鉄の器具を離さない。ブライアンは二度、三度と蹴り続けた。ついに少年の手から鉄の器具が落ちた。ブライアンがそれを拾おうとすると、一弥の足が伸びて鉄の器具を遠くに蹴り飛ばした。

　そして床を蹴って飛び上がり、ブライアンの上に馬乗りになってきた。少年が拳こぶし

 を振り上げてブライアンの顔面を殴る。だが、素手の力は自分のほうが数倍勝っていることに、そのパンチでブライアンは気づいた。下から思い切り少年を殴り返す。左目の上を殴られた一弥は、どうやら気が遠くなったようで、ふわりと体重が軽くなる。

　ブライアンは起きあがり、一弥の上にのしかかった。拳を振り上げて殴打しようとしたとき、少年がなにか叫んだのが聞こえた。

　耳を澄ます。

　一弥がもう一度、叫んだ。

「──ヴィクトリカを危険な目にあわせるな！」

　そう言っているようだった。

　ブライアンはなんだか急におかしくなり、笑いだした。少年のあまりの一生懸命さが滑こつ
 稽けい

 にも思え、しかし奇妙に胸を打つものにも思えた。

　少年はまだなにか叫んでいる。

「そりゃ、ぼくには詳しい事情はわからない。ヴィクトリカの出生についても、なぜここに幽閉されているのかも。なにも知らない。だけど一つだけ言えるのは、ヴィクトリカはすごく頭がいいし、だけどへんだし、よくわからないけど……彼女は人間の、女の子だ。小さな小さな女の子なんだ。怪物呼ばわりされたり、兵器だと言われたり、抹殺されそうになるなんて、ぼくには納得できることじゃない」

　ブライアンはしばらく考えていたが、やがてため息をつくと、一弥の上から降りた。そしてコキッ、コキッと首を鳴らすとあきれたような声で、

「……とんだ騎士ナイト

 がいたものだな」

「ぼくはヴィクトリカを守りたいんだ。あの子の周りではあまりにもいろんなことが起こるから、だから、ぼくは……」

「なるほど。しかし……」

　ブライアンは笑った。

　少年の顔は興奮と怒りで真っ赤になっていた。笑っているブライアンをきっと睨にら

 んでいる。

「その程度の力で、守れるかな？」

「……どういうことだ？」

　ブライアンは目を閉じた。

　そして、世界があまりに大きすぎ、少年一人の力があまりにささやかすぎることを思った。

　ゆっくりと緑の瞳を開けると、一弥がこちらを睨みつけていた。揺るぎないその眼まな
 差ざ

 しは、ブライアンに、らしくもない感傷を覚えさせた。

「つまり、この先、あの仔狼の行く手に待つものは、大きな大きな嵐だということさ」

　ブライアンはつぶやいた。

「一度目の嵐のとき、あれが生まれた。二度目の嵐の切り札とするために、計画的に産み落とされた。それはたった一人の、優しい少年によって守り通せるような嵐ではない。君はきっと泣く。己の無力さに絶望し打ちひしがれ、悲しみが君を変えることだろう。そのとき君は果たしてどうなることだろうな？　それでも優しい男でいられるかな？　それとも、君もまた小さな怪物になってしまうのだろうかね……？」

「なんのことだ？」

「いまはまだわからなくていい。もうしばらく静観したくなってきたよ。仔狼と少年の優しい日々をね」

　かすかに吐息をつく。

「おそらくそれは、本当にささやかな、短い日々となるだろう……！」

　ブライアンはそれだけ言うと、きびすを返した。

　早足で出ていこうとするブライアンを、一弥があわてて止めた。

「ま、待てよ！」

　ブライアンは振り向いた。そして懐からなにかを取りだして一弥に渡すと、にやりとした。それは彼の公演用のポスターだったが、少年はそれに見向きもせずにブライアンを睨みつけていた。

「移送に気をつけろ。ブロワ侯爵はきまぐれなお方だ」

「なっ……？
 」

　ブライアンは笑うと、工房のドアを開けた。右手を顔の前に持ってきて、

　──パチン！

　指を鳴らした。

　そして、言った。

「さて、消えるぞ」





　一弥は工房の真ん中に立って、ブライアンの背中をみつめていた。

　あちこちが痛くて、息もまだ乱れていて、心には興奮と怒りと疑念が渦巻いていた。

　ブライアン・ロスコーはなにかつぶやくと、指を鳴らした。そして、すっ……と姿がかき消えた。

　それはまるで、あの怪奇映画『黒き塔の幻想』そのままの光景だった。一陣の煙が見えたような気がしたが定かではなく、かすかに甘い、妙な匂いがした。そして一瞬の目眩めまい

 に似た感覚の後、目をこらすとそこにはもう──誰もいなかった。

　一弥はあわてて、ブライアン・ロスコーがたったいままで立っていた場所に走り寄った。

　誰もいない。

　工房を見回し、それからドアを開けて廊下に出た。

　右に、左に、見回す。

　廊下には誰もいない。

　あわてて走り、階段を見下ろす。誰かが通ればきしみ、揺れるはずの階段も完全に無人だった。一弥は時計塔の中を走り回り、それから外に出て辺りを見回した。

　ブライアン・ロスコーは消えていた。

（どういうことだ……？）

　一弥は立ち尽くした。

　ぎらぎらした夏の日射しが、一弥に照りつけていた。灰色に沈む時計塔の中とは別世界のように、外は暑く、日射しも強く、まさに夏の一日といった様相だった。

　一弥はふと気づいて、ついさっき、ブライアン・ロスコーに手渡されたポスターを開いてみた。

　それには……、

〈世紀の魔術師　ブライアン・ロスコーと謎めいたチェスドール、登場！〉

　彼の出し物〈ファンタスマゴリア〉の宣伝文句が書かれていた。〈瞬間移動〉〈人体切断〉〈踊る骸がい
 骨こつ

 〉などと銘打たれていて、場所と時間は……。

　海の向こうのイギリスの、とある町にある劇場だった。時間は午後一時からと、四時からと、七時からの三回公演。日付は昨日から明日にかけての三日間だ。

「これって……おかしいな。つまり彼は、いまイギリスにいるはずじゃないか。だけどさっきまで確かにここにいたし、昨日だって村にいた。それに……」

　一弥は急にとあることを思いだし、あっと叫んだ。

　しばらく前に、ソヴレムの劇場前で初めてブライアン・ロスコーを見たときに、一緒にいた浮浪児の少年が語った言葉を。





〈あいつ、おかしいんだ。トリックじゃなくて、本当にあっちとこっちに同時存在してるとしか思えないときが何回かあったんだ──〉





〈道路のあっちとこっちにほぼ同時に姿を現したり──〉





〈オレ、あいつは普通の奇術師のふりをしてるけど、本当は、本物の魔術師だと思う──〉





〈チェスドールは気になるけど、あいつのことは気味が悪いよ──〉





　一弥は目を見開いて、呆ぼう
 然ぜん

 とポスターをみつめていた。

「……同時存在？」

　頭を抱えて、悩み始める。

「そんなこと信じられないけど……。だけど、確かについさっき、ブライアン・ロスコーはとつぜん姿を消したし……。でも、もしそれが彼に可能なら、時計塔で起こった殺人事件だって彼に不可能とは言えなくなってしまうよ。宿と時計塔に同時存在できたのなら……」

　そこまで考えると、しかし一弥は、まさか、とつぶやきながら首を振った。

　そして、大きく吐息をついた。

　強い不安と、ヴィクトリカに対する心配と……それからこれまで幾度も感じた、焦りに似た感情を覚えた。

　大事な友達、ヴィクトリカ・ド・ブロワはいったい何者なのだろうか？

　彼女はどうなってしまうのだろうか？　これから彼女の身になにか起きるというのだろうか？

　自分には力が足りなくて、ヴィクトリカをちゃんと守れないのかもしれない……。しかしそんなことはとても許容できない。いったいどうしたらいいのか……？

　怒りを感じて、一弥は立ち尽くしていた。

　強い風が吹いて、一弥の漆黒の髪を揺らしていく。

　ブナの枯れ枝が風に煽あお

 られて、不吉な暗い音を立てた。





　一弥が呆然とその場に立ち尽くしていると、背後からたたたっ……と走ってくる軽い足音がした。

「久城くーん！」

　アブリルの声だ。

　相変わらず元気いっぱいの様子で、

「先生に聞いたんだけど、ヴィクトリカさんを捜してるんだって？　ついさっき、校舎の裏辺りででっかい大工さんとお話ししてるとこ、見たよ？　あれ、久城くん？」

　立ち尽くしていた一弥は、アブリルの明るい声に現実に引き戻されるように、我に返った。

「あ、ごめん……。聞いてるよ。なんだっけ？」

「だから、ヴィクトリカさんなら向こう、で…………
 にぎゃー！」

　振り返った一弥の顔を見て、アブリルが叫び声を上げた。一弥もその声にびっくりして「わぁ！」と飛び上がった。

「な、なんだよ？　急に大声出して」

「その顔、どしたの！」

「えっ……？
 」

　アブリルがこわごわと自分の顔を指差しているので、一弥はなんだろうと思い、近くの噴水に走っていって水面に自分の姿を映してみた。

「……わっ？」

　左眼の上が見事に腫は

 れ上がっていた。さっきぜんまいから飛び降りた後、ブライアンのパンチをくらった場所だ。おろおろしていたアブリルが、

「ひ、ひ、冷やさなきゃ！」

「そうだね。冷たいタオルで押さえておけば、ぎゃあ！」

　──ばしゃん！

　つぎの瞬間、アブリルが一弥の後頭部を両手で摑つか

 んで、無理やり、噴水の中に頭をつっこませた。一弥はあわてて両手をばしゃばしゃさせているが、アブリルは大あわてで、

「冷やさなきゃ！　水で冷やさなきゃ！　久城くんを冷やさなきゃ！」

「ぼこぼこ……っ！
 　ア、アブリ……ぼこっ！」

　一弥は噴水のひんやりした水の中で、じたばたと暴れながらも、ついさっきブライアンから聞いた〝美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〟のことで思い悩んでいた……。






　　　　３






　空中から見るとコの字形をした聖マルグリット学園の校舎裏、普段はよく一弥とアブリルが座っておしゃべりしている、校舎と中庭をつなぐ小さなドアの外にある、三段だけの石階段──。

　そこに、豪ごう
 奢しや

 なドレスの裾すそ

 をふんわりふくらませて、小さな少女が座りこんでいた。錬金術師の会心の回顧メモ
 録ワール

 である金色の書物をなんと無造作にお尻しり

 の下に敷いて、小さなこぶしを握り、「うむ……」「そうか」などとつぶやいている。

　相変わらず色とりどりの蝶ちよう

 が飛び交い、さらにあの小さな森からやってきたのか、栗鼠りす

 も数匹、ちょろちょろとヴィクトリカの小さな肩や頭によじ上っていた。一粒の木の実を巡って、頭の上で二匹の小さな栗鼠が相撲を取り始めた。ヴィクトリカはそれを気にする様子もなく、思索に耽ふけ

 り続けている。

　そこに、花壇のあいだの小こ
 径みち

 を抜けて、大男がぬっと姿を現した。ヴィクトリカがたった一人でいるのをみつけると、大おお
 股また

 で近づいてくる。

「おぅ、ここにいたかい。お嬢ちゃん」

　大工は無造作にやってきて、となりにどすんと腰掛けた。石でできた階段が大きく揺れ、ヴィクトリカはびっくりしたように緑の瞳ひとみ

 を見開いて、となりを見た。大工は気にせず、ヴィクトリカに笑いかけている。

　二人が並ぶとびっくりするぐらいからだの大きさがちがい、まるで巨人と妖よう
 精せい

 のようだった。大工はポケットからくしゃくしゃに丸めた紙を出して、手のひらにぺっぺっと唾つば

 をはくと、それで紙をまっすぐにのばした。

　細かな図面が描かれていた。

　時計塔の測量結果だ。

「……ふむ、ごくろう」

　ヴィクトリカが小さな女王であるかのように大仰にうなずき、図面を受け取る。すると大工は一瞬びっくりしたような顔でヴィクトリカを見下ろしたが、腹を抱えて大爆笑し始めた。

「あははは、こりゃ傑作だ。うむ、ごくろう、だって。おもしろいおチビさんだな。えぇ？」

　さっき唾をつけてのばしていた大きな手のひらで、ヴィクトリカの頭を摑まえてぐりぐりとかわいがる。ヴィクトリカは初めて人間に触られたのら猫のようにふぎゃっと飛び上がると、石段のいちばん上まで転がり逃げた。

「さ、ささ、触るな！」

「おいおい、降りてこないと説明できないぞ、お嬢ちゃん」

「…………！
 」

　ヴィクトリカは仕方なく、おそるおそる石階段を降りてきた。

「……ぜんまいの部屋のものには触らなかったのだね？」

　不機嫌そうな低い声で、だが少しだけ心配しているような調子で聞く。大工は「あぁ」とうなずいた。

「だけど、どうしてそんなことを気にするんだね」

「あの工房には、いまも怪物が隠れているからだ」

「ふーん……？」

　大工は首をかしげたが、まぁいいかというようにうなずいた。それから、辺りに響き渡る大声で時計塔の説明を始めた。

　その声が聞こえたのか、花壇のだいぶ向こうからセシル先生が顔を出して、ヴィクトリカをみつけてこちらに近づいてきた。

「……いいかね、お嬢ちゃん。測量してみた結果はごらんの通りだ。こうあるべきだってわしが思うラインは、青で描いておいた。黒で描いてあるのが、実際の時計塔だ。前からなんだかおかしい気はしていたが、それにしたって驚いたよ。うむ……」

　二人のもとにやってきたセシル先生が、図面を覗のぞ

 き込んで、

「あら、それって時計塔？　ん……？　この真ん中の小さな四角い箱、なぁに？」

「プロテスタント用の隠し部屋だ。おそらくな」

　ヴィクトリカが低い声で答えた。

　首をかしげた先生がなおも質問しようとしたとき、花壇のあいだを抜けて一弥とアブリルも近づいてきた。セシル先生は二人に気づいて声をかけようとして……。

　一弥の異様な様子に気づいて、絶句した。

　──なぜか一弥は頭からずぶぬれになっていて、しかも左眼が誰かに殴られたように黒く腫れていた。ヴィクトリカはちらりとその様子を見て「ぷ！」と吹き出した。先生が驚きつつも心配そうに、

「どうしたの、それ？」

　と聞くと、一弥は迷うようにヴィクトリカの小さな姿を見て、なにか言おうとして、やめた。それからアブリルを指差しておもしろくなさそうに、

「アブリルにやられました」

　セシル先生が瞳をまん丸にして二人を見比べた。

「……へぇ？」

「く、久城くん、その言い方じゃ、まるでわたしに悪気があったみたいでしょ？　そうじゃなくて、わたしは冷やそうとして……」

「でも、ぼくはおぼれ死ぬかと思ったんだよ！」

　なにやら言い争いをしていた一弥とアブリル、そしてセシル先生は、ヴィクトリカが立ち上がってフリルをふかふか揺らしながらどこかに歩きだしたので、あわてて、そろって後を追った。

「どこ行くのさ、君？」

　ヴィクトリカはきょとんとして振り返った。

「どこって、時計塔だ」

「なにしに？」

「謎を解きにだ」

　一弥は飛び上がった。アブリルとセシル先生は、なにごとだろうと顔を見合わせている。

「じゃ、君……」

　水滴をぽたぽた落としながら問いかける一弥を、ヴィクトリカはじろりと一いち
 瞥べつ

 した。

　一弥はその顔に、いつだって彼女を覆い尽くしている長い倦けん
 怠たい

 と退屈と絶望から一瞬だけ解き放たれた、気持ちのいい自由な魂を見たように思った。ヴィクトリカの顔にそれを見たことが、過去にも何度かあった。それはいつも……。

　混沌カオス

 の欠片かけら

 を拾い集め玩もてあそ

 び、再構成し終わったとき、彼女の顔に現れるなにかだった。ヴィクトリカはいま退屈していない。謎を玩んで、そして、解いたのだ……。一弥はそのことに気づき、ごくっと唾を吞の

 んだ。

「君、わかったんだね？　二十年以上も前、時計塔に錬金術の工房を造って金を製造して、国王と王妃に取り入ったリヴァイアサンの謎と、王立騎士団に毒矢を射られて姿を消した彼の行方。そして、その頃から工房で起こり始めた、謎の殺人事件。内側から鍵かぎ

 のかかった工房で殺された人々と、彼らが学園の生徒や職員ではなく、なぜか旅行者や不法侵入者ばかりだったこと。そして……」

　アブリルがうなずいて、続けた。

「時計塔にリヴァイアサンの亡霊がいるんじゃないかってこと、でしょ。誰もいないのに勝手にドアが開いたり、物が動いたりするし、あと、二階の窓の外を人影が横切ったんでしょ？」

「アブリル、それはね……」

　二人がなにか言い合い始めるのを、セシル先生が止めた。

「まぁまぁ、二人とも。……あとは、あれね。リヴァイアサンの仮面の謎とか……。でも、ともかくは殺人事件よね……」

　三人は口をつぐむと、顔を見合わせた。

　それからヴィクトリカのほうを振り向いた。ヴィクトリカは退屈そうに、さくらんぼのような唇を開いてふわわ……とあくびをした。それから、老女のようなしわがれ声で、一同に告げた。

「では、久城といもりはわたしについてこい。それからセシルは、トンガリ頭の間抜けな刑事を捜してきたまえ。行くぞ」

「行くって、時計塔に？」

「そうだ。あることを確認するために。……久城」

「なに？」

「君、言語化してほしいかね？」

「うん」

「わかったよ。では、してやろう。ついてきたまえ」

　ヴィクトリカはちょこちょこと、時計塔に向かって歩きだした。





「時計塔に関する不気味な怪談が多いのには、二つの理由がある、とわたしは考えている。一つは、実際に怪しげな錬金術師がある時期、この建物に存在していたせいだ。そしてもう一つは……」

　時計塔のドアを開け、一同──ヴィクトリカと一弥、アブリル、セシル先生と、捜して連れてこられたブロワ警部と部下たちの、合わせて七人──はゆっくりと暗い廊下を進んでいた。互いの姿もぼんやりとしか見えず、床を舞う埃ほこり

 が目に沁し

 みる。

　ヴィクトリカのしわがれ声だけが近く、遠く、不思議な響き方をしている。

「もう一つは、いま君たちが感じているこの〝ある感覚〟のせいと推測される」

「ある感覚？」

　一弥が聞き返した。

「君たち、頭がくらくらして、押さえつけられるような不快感を覚えないかね？」

　言われた一同は、顔を見合わせた。

　確かに、最初にこの時計塔に入ったときから、廊下を歩きだしてまもなく、目眩めまい

 を感じたり体の平へい
 衡こう

 感覚があやしくなったりした……。

「わたしは時計塔の正確な測量を頼んだ。結果がこの図面だ。わたしの推測は当たっていたよ。見たまえ」

　立ち止まったヴィクトリカが、窓からのかすかな光を頼りに図面を広げてみせた。一同はそれを覗き込んだ。

　そこには奇妙な建物の図形が描かれていた。真ん中にぜんまいの部屋を置いた細長い円筒形の塔。青いラインで描かれているのはごく普通の塔だった。しかし黒いラインで描かれているのは……。

　まるで悪夢のように歪ゆが

 んだ、奇怪な時計塔だった。

　巨大な手が握りしめて押しつぶしたように捻ねじ

 れ、いまにも崩れ落ちそうに歪み、傾いている。

「こ、これはいったい、どういうこと……？」

　一弥がつぶやいた。

「青いラインが、本来あるべき姿。そして黒いラインは実際の時計塔だ。わかるかね、君たち？　おかしな気分の原因はこれなのだよ。すなわち時計塔は歪んで造られている。廊下を歩き始めた途端にくらくらするのも、図面を見れば謎が解ける。見たまえ、この廊下は、床が地面に平行ではなく、少し傾いている。前にかけても傾き、右から左にかけても同様だ。そしてまっすぐにのびると見せかけて、少しずつ蛇行している。先に行くに従って廊下の幅も狭くなっているから、実際以上に長く見える仕組みになっている。つまり、視界によって認識したものと、体が感じる感覚とがバラバラなのだ。これでは気分が悪くなるのも当然ではないかね？」

　一弥たちは顔を見合わせた。

　ヴィクトリカは図面を握りしめ、そのまますたすたと歩きだした。角を曲がり、階段を上り始める。

「そして、この階段だ。わたしとセシルがここにきたとき、この辺りでセシルがとつぜん転んだ」

　セシル先生が恥ずかしそうに頭をかいている。

　一弥は、アブリルもまた、同じところで転んで悲鳴を上げながら転がり落ちたことを思い出した。

「いいかね、階段もまた作為的に歪められているのだ。常識で考えれば階段の一段ずつの高さは一定のはずだ。だがここは、段によって高さが微妙に変えられている。そのせいで上がるときに足が引っかかり、思わぬところで転んでしまうのだ。そして二階の窓の外を人影がよぎったこともまた、歪みによって説明できる。いいかね？　わたしたちの感覚よりも、この二階は低いのだ。階段を上がったつもりでも、その前に通った廊下がゆるやかに下っているため、ここは本来の二階よりも低い位置にある。窓の外を横切ったのはあの大柄な大工だ。幽霊でもなければ、巨人でもない」

　ヴィクトリカは階段を上がり、そしてぜんまいの部屋の前で止まった。

　いつのまにかドアが開いている。

　ヴィクトリカは部屋に入りながら、

「誰もいないのにドアが開くのも、同じ理由だ。わかるかね？　人がやってきて一階の廊下を歩きだすと、このドアが開くのだ。おそらく歪みによってきしむのが原因だろう。そして、床や椅子の上に置いたものが独りでに動いたり落ちたりするのも、床が斜めにかしいでいるからだとすれば簡単だ」

　ヴィクトリカはセシル先生に眼鏡を外させると、椅子の上に置かせた。

　全員が注目する中、眼鏡はゆっくり、するすると動いて、椅子の上から床に落ちた。

　ぜんまいの部屋には不気味な沈黙が落ちた。部屋の中は相変わらず薄暗く、ただ巨大なぜんまいが回る音だけが響いている。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　上空をゆっくり横切る巨大な振り子が、気味の悪い風を生む。

　やがてアブリルが不思議そうにつぶやいた。

「でも、どうして……？　どうしてそんな作り方をしたの？」

「簡単だよ。もう一度、図面を見たまえ」

　ヴィクトリカが図面を広げた。ある一か所を指差す。

　小さな四角い箱があった。

　青いラインにはない部屋。歪んだ黒い時計塔のほうには、このぜんまいの部屋のとなりに小さな四角いスペースがあった。

「塔を歪んで建設した理由は、ここに隠し部屋を作るためだったと推測されるよ。少しずつ高さを、角度をごまかして、本来はないはずのスペースを確保したのだ」

「なんのために？」

「おそらく、プロテスタント信者たちを匿かくま

 うためだ」

　ヴィクトリカは言った。

　それからゆっくりと振り向き、そのないはずの部屋が図面にはっきり描かれている場所をひたと見据えた。

　それは──、

　大きな黒こく
 檀たん

 のテーブルの向こう、色彩のない灰色に沈むこの工房で一つだけ色鮮やかな、ステンドグラスのある場所だった。鮮やかな花々が咲き乱れるその模様。たくさんの黄色い花、紫の花があふれ返り、一輪だけ赤い花が咲いている。

「もともと、中世に建設された寺院や家屋には、隠し部屋や、はめ殺しの窓に見せかけた秘密通路など、さまざまな仕掛けがあることが多いのだ。この学園は中世からずっと、ソヴュール王室の〝秘密の武器庫〟と呼ばれ、さまざまなものを隠し、保管し、開発してきたと言われている。未来の武器や、生きていてはいけない人物、そして秘密の資産……。学園にはここだけでなく、まだ幾つか秘密の部屋が残されているのではないかとわたしは疑っているがね」

　ヴィクトリカの言葉に、さっきからずっと黙って、気配を殺すかのように息までひそめていたグレヴィール・ド・ブロワ警部がかすかに舌打ちをした。額に冷たい汗を浮かべ、小さな妹を憎々しげに睨にら

 みつけている。

　ヴィクトリカはそんなブロワ警部と一瞬、ひたと睨みあった。警部が先に目をそらした。ヴィクトリカは続けた。

「おそらく、この時計塔も中世においてはそのように秘密裏に利用されてきたのだろう。しかし近代になってからは、一部の人間を除いては、そのことを忘れ去っていたのではないのかね？　さてここで、我々は〝金〟のことを考えねばならない。時は約五十年を遡さかのぼ

 り、一八七三年の暮れだ。その年に死んだアフリカ人たちと、彼らの歌。そして歌に出てくる〝金〟のことをね」

　ヴィクトリカはそう言うと、とつぜんとなりにいた一弥の臑すね

 を蹴け

 っ飛ばした。一弥が飛び上がった。

「痛い！」

「久城、君、歌いたまえ」

「やだよ。……えっ、なにを？」

　ヴィクトリカはじれったそうに肩を揺らして、

「決まっているだろう。あのアフリカの歌だ」

「やだよ。どうしていつもぼくなんだよ。痛い！　わかったよ……」

　一弥は渋々、恥ずかしいけれど我慢して、まずきちっと姿勢を正した。胸を張って、両手を腰に当てて、それから小さな声で歌いだした。







「アフリカ人たちがいうには、

『歩いて──歩いて──歩け、

　雌めん
 鳥どり

 が鳴くその時まで！

　破れた屋根から星が降るその時まで！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　夢の中でも、

　歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！』





　アフリカ人たちは遠くから、

　歩いて──歩いて──やってきた。





『歩いて──歩いて──歩け、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！』





　アフリカ人たちは海の向こうから、

　船を漕こ

 いで──漕いで──辿たど

 り着いた。





『漕いで──漕いで──漕げ、

　かわいい姉妹に、父や母！

　血肉は安く、パンは高いが漕ぎ続けろ！

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！

　金と黒い肌、

　漕いで──漕いで──漕げ、

　リ、トゥラ、ルーラル、ルー！』





　アフリカ人たちは灼しやく
 熱ねつ

 の大地を、

　跳んで──叫んで──消えた」









　歌い終わると一弥は恥ずかしそうに口を閉じた。みんなびっくりしたように黙って一弥を見ていたが、ヴィクトリカが代表して、

「久城、前から思っていたが……君、妙に歌がうまいなぁ」

「どうしてそれが妙なんだよ？　とにかく、こんなことはこれっきりだよ！　男子たるもの、人前で歌ったり踊ったりすることはだね……」

「黙れ。もういい。口を閉じて、なにか言いたげな悲しい顔でもしていたまえ」

　一弥は口を閉じ、言われたとおりの表情になった。ヴィクトリカは構わず、

「ここに幾つかの混沌カオス

 の欠片かけら

 が浮遊していた。約五十年前から村で歌われていたアフリカ人の歌と、歌詞に出てくる〝金〟だ。彼らはいったいどこから、なんのために〝歩いて〟〝漕いで〟この村にきたのかね？　〝金と黒い肌〟とはなんだ？　そして彼らは最終的に〝叫んで〟そして〝消えた〟のだ。……しかしこれはいったいなんのことかね？」

　一弥たちは顔を見合わせた。

「さぁ……」

「そしてある年の暮れに、彼らは死んで村の共同墓地に埋められたことがわかっている。ここで一つの歴史的事実を思い出す必要がある。一八七三年がなんの年か」

　ヴィクトリカはにやりと笑った。

「その年にこそリヴァイアサンの恐るべき陰謀の謎が隠されている。彼がけして錬金術で金を造りだしていたのではないということが。君たち、歴史を繙ひもと

 いてみたまえ。一八七三年は──」

　ヴィクトリカは一度言葉を切った。冷酷めいた緑の瞳ひとみ

 をきらめかせ、どこか虚空をみつめるようにして、つぎの言葉を発する。

「新大陸に続いて、アフリカ大陸でゴールドラッシュが始まった年だ
 」

　一同は息を吞の

 み、顔を見合わせた。





　ぜんまいの部屋には重苦しい沈黙が立ちこめた。ヴィクトリカのしわがれ声が止むと誰も話し出す者はおらず、ただ、巨大な四つのぜんまいだけが相変わらず、

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　鈍い音を立てて回るばかりだった。

　すぅっ……
 と目に見えないなにかが自分の前を横切った気がして、アブリルは知らず総毛立った。目の前の床がゆっくりと歪ゆが

 んで、かすかにきしみ、なにものかが笑いながら通り過ぎる。いま、自分の目前から過ぎ去り、一弥の前を横切っていった。そして一同の前に立つ小さなフリルとレースの少女ヴィクトリカの前に辿り着くと、そのなにものかはヴィクトリカをみつめ、感心したように目を細め、それからゆっくりと手をのばしてその薔薇ばら
 色いろ

 の頰に、触れ、る……。

　そこまで想像して、アブリルははっと我に返った。ぜんまいの部屋には彼らのほか誰もいない。ヴィクトリカと、一弥、そしてアブリル、セシル先生、ブロワ警部と部下たちの、八人……。

　ちがう、七人だ。

　アブリルはいま、見回した視界にいた人間の数が一人多かった気がして、ごくんと唾つば

 を吞んだ。

　不気味な空気が部屋を取り巻いている。それに取り込まれてしまいそうだ……。いや、もう取り込まれているのかもしれない……。

　再びヴィクトリカが話しだしたので、アブリルはそちらに集中した。

　ギリギリギリギリギリギリ……。

　ぜんまいが鳴り続ける。

「ここでわたしは一つの仮説を主張しようと思うのだ。君たち、よく聞きたまえ。一八七三年にどこからか〝歩いて〟〝漕いで〟やってきたアフリカ人たちは、暗黒大陸アフリカから金を運んできたのだ、と。もちろんゴールドラッシュによって掘り出されたものをだ。アフリカ大陸で当時みつかった金やダイヤモンド鉱山はすべて、ヨーロッパ諸国の所有となり、アフリカ人たちの懐はちっとも豊かにならなかった。それどころか馬車馬のように働かされて彼らはつぎつぎに倒れていったのだ。金はソヴュール王国の〝秘密の武器庫〟であり〝金庫〟であるここ、聖マルグリット学園に運ばれた。そして隠し場所の一つである時計塔に持ち込まれ、隠し部屋に隠された。そしてアフリカ人たちはおそらく口封じのために殺されたのだ。それがその年の暮れのことだ。それから約二十年のあいだ、金はここで誰にも知られず眠り続けてきた。そしてある年、一八九七年にある者がやってきた。仮面にローブの男リヴァイアサンだ。わかるかね？」

　ヴィクトリカは一同を見渡した。

「彼はなぜか時計塔の秘密を知っていた。おそらくただ一人、彼だけが、とある理由でね。そして彼は隠し部屋のあるこのぜんまいの部屋を工房として、錬金術師を名乗ったのだ。この工房に籠こ

 もった彼はつぎつぎに、なにもなかったはずの場所から魔法のように金を造りだしてみせ、またたくまに時代の寵ちよう
 児じ

 となった。……魔法ではない、金はたくさんあったのだ。無尽蔵の金が、この部屋に。彼はそれを取りだして溶かし、形を変えて提出しただけだ」

「でも、どうして彼以外はみんな知らなかったのかい？」

　一弥が聞いた。

「簡単なことだ。国王は秘密裏にそれを行った。誰にも知られず資産を運び込み、入念な口封じも行った。だがしかし……一八七三年の暮れに金が運び込まれたものの、年明けに国王は急死したのではなかったかね？　国を挙げての盛大な葬儀と、若い新国王の誕生。おそらく資産の秘密はそのどさくさに消えてしまったのだろう。だからこそ、新国王を襲った嵐──世界グレート
 大戦・ウオー

 のときにもこの資産は使われなかったのだ。誰も知らなかったのだからな。ただ一人、リヴァイアサンを除いては。……アブリル・ブラッドリー、それに触るな！」

　ヴィクトリカがとつぜんアブリルの名前を、ちゃんと呼んだ。一同が振り向くと、アブリルはふらふらとステンドグラスの花畑に近づいて、きれい……と感心するように見上げていた。びっくりしたようにヴィクトリカのほうを振り返って、

「ど、どうして？」

「いまからそれについての言語化をしよう」

　ヴィクトリカはしわがれ声で言うと、パイプをくわえて火をつけた。セシル先生があわてて取り上げようとするが、ヴィクトリカは一弥の周りをくるくる回って、煙に巻く。セシル先生はあきらめて、大きくため息をついた。

「久城、君、覚えているかね？　わたしが錬金術について語ったことを」

「ええと、やけにたくさん語っていたけど、一応覚えてるつもりだよ」

「では、言ってみたまえ。錬金術に求められるものとはなんだね？」

　一弥は真剣な顔で、

「無から有を創り出すこと。とくに〝金〟〝不老不死〟、そして〝人造ホムン
 人間クルス

 〟を」

「なにを使ってだね？」

「ええと、〝賢者の石〟と呼ばれるものだろ？　力の秘密の詰まった石」

「そうだ。そしてそれは何色をしているのだったかね？」

「柘榴ざくろ

 のような濃い赤色だよ」

「うむ」

　ヴィクトリカは満足そうにうなずいた。

　それから一同を見渡し、

「この工房に入っていちばんに目に付くものは、もちろんあの巨大なぜんまいと、振り子だ。それに目を奪われる。だがしかし、ある種の者だけは、ちがう」

　一弥が聞き返す。

「ある種の者？」

「そうだ。そこでセシル、君に確認しよう。過去二十数年のあいだにこの工房で、手の人差し指を変色させて倒れて死んだ者たちは、すべてよそ者だったのだね？　赴任したての教師や旅行者などだったね？」

　セシル先生がうなずいた。

「そうよ。学園の生徒はときどき入り込んで悪戯いたずら

 するけど、みんななぜか無事だったわ」

「それは理に適かな

 った結果なのだ、セシル。……さて君たち、この工房を見たまえ。巨大なぜんまいに振り子、謎めいた実験道具の散らばる大テーブル。それらに目を奪われるのは目的なく悪戯に入り込んだものだけだ。だがしかし、もし君たちが錬金術の秘密を知るためという明確な目的を持って侵入したとすれば、まずなにに注目するかね？　この灰色に沈んだ工房の中、一見、錬金術には関係なさそうだが、このステンドグラスの花畑は……」

　ヴィクトリカはステンドグラスの前にちょこちょこと歩いた。

　黄色い花と紫の花が無数に咲き誇る花畑。

　その中に、ただ一つ──

　一つだけ、なぜか、赤い──

　燃えるような、

　まるで柘榴のような赤い色の花
 が──。

　ヴィクトリカはそれを指差すと、言った。

「工房の中でこれだけが赤い。灰色に沈む暗い部屋の中、小さな赤い石
 が燃えている。君たちが錬金術を探して侵入したのなら、なにはともあれ、これに手をのばすのではないかね？」

　ブロワ警部が、あっと叫んだ。

　部下二人がステンドグラスに走り寄る。背のびをして手をのばすのをヴィクトリカが止めた。

「触るな」

「……どうしてだ？」

「毒だ。おそらく侵入者たちはそれに人差し指で触れて、死んだのだ。二十数年前からずっと、そこには毒が塗り込められている。リヴァイアサンが死ぬ前に仕掛けたのだ」

　部下たちが怯おび

 えたように後ずさった。ヴィクトリカは小さな体でその前に立ちふさがると、大テーブルの上に置かれた実験道具をいじりだした。細長い棒をみつけるとぐっと握りしめる。

「もちろんリヴァイアサンは不老不死などではない。侵入してきた王立騎士団によって毒矢を射られたあの夜、彼の命はこの工房の中で絶えたのだ。だが彼はとある理由から、死体をみつけられるわけにはいかなかった。死後の世界にまで持って行かねばならぬ秘密をその仮面の下に隠していたのだ。彼はおそらく時計塔の中を逃げ回り、工房から隠し部屋に入ったのだろう。そしてその中でひっそりと息絶えた。彼の死体をみつけるということは、つまり、金をみつけ、錬金術の秘密を暴くということなのだ。では行くぞ、リヴァイアサンよ」

　ヴィクトリカはつま先立ちして、細い棒でぐいっとステンドグラスの赤い石を押した。石は最初は抵抗するかのようにぎしぎしと揺れるだけだったが、とつぜん大きな音を立てて、前に向かって──。

　血のように赤い、無数の針が飛び出してきた。まさに柘榴の花のような姿だった。針の先から赤紫色をした液体がしみだしている。一同が見ている前で、無数の針はゆっくりと元に戻っていった。

　ヴィクトリカがもう一度、棒の先で強く押した。

　すると今度は、ステンドグラスがきしんだ。

　きしっ、

　きしきしっ、

　ぎいぃぃぃぃぃぃぃっ──


　不気味な音を立ててゆっくりと、跳ね橋のように上に上がっていく。

　その向こうから射す眩まぶ

 しい金色の光が、暗い工房を次第に鮮やかに染め変えていった。一同は目を覆ってその光から守ろうとした。やがて一人、また一人とうめき声を上げ、目の前にあるものを、信じられないというように立ちすくみ、みつめた。

　そこには……

　無尽蔵に積まれた金の塊が、床から遥はる

 か上の天井にかけてみっしりと積まれていた。すさまじいばかりの金色だった。

　そしてその手前に……

　まるで地獄の入り口に立つ巨大な番人のように、不吉な姿をさらして……

　大きな人間が、立っていた。

　仮面にローブをつけたずいぶんと大柄な男だった。両足を踏ん張って立ち、両腕は上に向かって広げている。その躰からだ

 にはおびただしい数の矢が突き刺さり、年月を経ていまにも崩れそうに乾いていた。

　誰もなにも言わなかった。ただヴィクトリカだけがうれしそうに弾んだ声で、

「みつけたぞ。リヴァイアサン。どうだ、わたしの勝ちだな」

　そう言うと、なんだか楽しそうに、胸にずっと用意していたらしきあの台詞せりふ

 を口にした。

「──汝なんじ

 、悔しいかね？」

　死体は答えなかった。

　ただ少しだけ、揺れた。

　乾いた音がした。

　ヴィクトリカは自分より遥かに大きなその男の足元まで行くと、じっと見上げた。仮面の奥の、ぽっかり空いた眼がん
 窩か

 とみつめあい、密ひそ

 かに笑う。

「リヴァイアサンよ、おそるべき魔術師よ。君の仮面の下の素顔を、わたしは知っているぞ。ははは、驚いているであろう？　リヴァイアサンよ、それさえ白日の下に晒さら

 しすべてを暴いてやるぞ。……さて、君たち」

　ヴィクトリカはくるりと振り返った。

　その姿はまるで、背後に巨大な仮面の男を従えているようにも見えた。

「約五十年前、一八七三年の暮れ。ある夜のことだ。一つの奇術が行われた。奇術師たちのあいだでは〈ブラックアート〉と呼ばれるものだ。黒い背景に黒いものを重ね、ライトを当てると人間の目には見えなくなる。それを利用して骸がい
 骨こつ

 を踊らせたり、生首を浮遊させたりする出し物のことをこう呼ぶのだよ。仕掛けは簡単、骸骨の模様を描いた黒い服を着た男を踊らせたり、黒い服を着て首だけを晒した女を歩かせるだけだ。さて、久城。君たちは村の共同墓地でとある怪談を仕入れてきたのだったね？　月明かりの夜、誰もいない墓地を駆け抜けていった〝見えない幽霊〟の怪談だ。足跡は墓地の奥──アフリカ人たちを埋めた土饅まん
 頭じゆう

 の辺りから始まり、墓地を駆け抜けてどこかへ消えた……」

　ヴィクトリカは冷酷めいた緑の瞳ひとみ

 を見開き、続けた。

「その夜、闇の奥から黒い肌をした少年が一人、駆け抜けていったのだ。アフリカ人たちは殺されたが、少年が一人、息を吹き返して墓から蘇よみがえ

 ったのだよ。これが〝見えない幽霊〟のトリック、〈ブラックアート〉だ。もともとこの奇術の始まりは、とある奇術師がたまたま黒人の助手を使っていたところ、彼の姿が黒い背景に溶けこんで見えなくなってしまったことなのだよ。そしてその夜、それと同じことが共同墓地で起こったのだ……」

　ヴィクトリカは続ける。

「その夜、墓から蘇りどこへともなく消えた少年は、約二十年後のある日、フラリと村に帰ってきた。ただ一人の生き残りは、この工房に隠された金の秘密を知る唯一の者でもあった」

　ヴィクトリカの低い声に、仮面の男の死体がまるで怯えたように揺らいだ。ヴィクトリカは振り向くと、死体にそっと手をのばした。

「愚者よ。おまえの仮面の下の皮膚を、わたしは知っているぞ。愚者よ、愚者よ。どうだ。汝、まいったかね？」

　つま先立ちになろうとして、届かないので顔を真っ赤にしてぴょんぴょんと跳ねる。一弥があわてて駆け寄ると、ヴィクトリカの小さな体を後ろから抱えて、よいしょと持ち上げた。子供のように持ち上げられたヴィクトリカはさらに顔を赤くして抵抗するように両足をばったばった振り回して暴れたが、一弥が下ろしてくれそうにないので仕方なく、そのまま、ちょうど顔の前にあるリヴァイアサンの死体の仮面に触れた。

「わたしは、知っている」

　そうつぶやくと、サッと仮面を外した。

　一同は思わず、あっ……と叫んで後ずさった。

　死体の顔は半ば死し
 蠟ろう
 化か

 していた。眼窩はぽっかりと穴が開き、そこからはなんの表情も読みとることはできなかった。唇は叫んだまま絶命したかのように大きく開かれて歯茎がむきだしになっていた。絶望したかのようなそのポーズと、恐ろしい表情。まるで悪夢のような死体。そして蠟化して残された皮膚は……。

　なめし革のようにつややかな、漆黒色の肌だった。

　ブロワ警部が大きく息を吸い込んだ。

「まさか……リヴァイアサンはアフリカ人だったのか！」

「そうだとも、グレヴィール」

　ヴィクトリカがつぶやいた。

　二つの大きな穴──眼窩を睨にら

 みつけて、不敵に、

「ようやく逢あ

 えたな、リヴァイアサンよ。君はずっとここにいたのだね？　己の代弁者たる、あの回顧メモ
 録ワール

 をみつけた者がやってくるのを待っていたのだね？　わたしにはわかっていたよ、君。命を懸けてソヴュール王国の国政に入り込み、植民地政策に関わろうとした男は、アフリカ人だった。そのことを隠し続けてきた。おかしな錬金術師のふりをして。なんという男だ。……リヴァイアサンよ、いや、いまとなっては異国のものなる君の本当の名を知る術すべ

 はないが、だが一つだけわかることがある。君はけして暴君になろうとしていたのではない。ただ君はそうやって、祖国を救おうとしたのだ。命懸けで敵陣に入り込み、ヨーロッパの白人どもが我が物としていく灼しやく
 熱ねつ

 の愛いと

 しい祖国の地に、再びの自由を取りもどさんとしていたのだな。……志半ばにしてこのような最期を遂げたことを残念に思うよ。遥か昔の話だがね。いまやすべては夢ゆめ
 幻まぼろし

 だ。ふむ……」

　ヴィクトリカはくすくすと笑った。一弥は抱えていた彼女の小さな体をそっと床に戻した。

「おまえはなかなかおもしろい男だった。……死んでいるがな」

　死体の口元がかすかに動いたように思った。別れを告げるかのように、リヴァイアサンの乾いた死体がうごめいた。ヴィクトリカは瞳を見開いてそれを見上げていた。そして、

「さて、これにてわたしは……ブロワ侯爵家の不肖の子、ヴィクトリカ・ド・ブロワは愚者の代弁者の役割を終える。お別れだ、リヴァイアサン」

　とつぜん強い風が吹いた。振り子が大きく揺れて、びゅんっと、一同の耳元で大きな音がするほどの風を送りだした。死体が揺れた。それから巨木が倒れるように仰あお
 向む

 けに……積み上げられた金に叩たた

 きつけられるように、倒れた。

　大きな音、そして粉ふん
 塵じん

 になって舞い上がる死体……。一弥はあわててヴィクトリカを庇かば

 って抱え込み、その場にしゃがんだ。それからきっと振り向くと、死体は粉々になって崩れ落ち、たったいままでそびえていた漆黒の肌をしたあの体は、幻のように消え失う

 せていた。

「夢幻だ」

　ヴィクトリカがつぶやいた。

　金塊の上に、ふわり、ふわりと、ローブだけがゆっくり落下してきた。

　カラ、ン──

　仮面が、ヴィクトリカの小さな手から、音を立てて、落ちる。

　錬金術師は消えた。

　一弥の腕の中で、ヴィクトリカが低い声で叫んだ。





「さらば、黒き怪物よ──！」
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　さて、諸君──

　そしてここからは、回顧メモ
 録ワール

 に書かれることのなかった我の終わり、すなわち肉体の死である。





　我は全身から血を流し、歩いている。

　王立騎士団が時計塔に攻め込み、毒矢を射り、追ってきているのである。

　学園の生徒たちには箝かん
 口こう
 令れい

 が敷かれ、彼らは寮のそれぞれの部屋でなにごとも起こっていないかのように勉学に励んでいるらしい。これまでもずっとこの学園はそうだったのだ。秘密裏になにかが行われるとき、あの不気味な生徒たちはきまって沈黙するのである。我の叫び声、王立騎士団の足音と怒声が響き渡る中、学園はそれを、立ちこめる霧が見せる不気味な幻でもあるかのように、ただ沈黙によってやり過ごそうとしていたのである。

　我は、歩いている。

　もともと丈夫な体である。ともにソヴュールまでやってきた大人たちより長く、生き埋めにされた墓地の土饅頭の下でも生きていたのだ。だが、矢から回る毒は次第に我を朦もう
 朧ろう

 とさせていた。

　我は、歩いている。

　……なぜだ？

　わからなかった。ここ数週間のあいだ、時計塔を取り巻く王立騎士団は身動き一つ取らずに静観していたのに。あの青年──オカルト省の役人であるアルベールがなんらかの手を打っているのであろうと思っていた。我は彼から依頼されたものを創り出すために実験に明け暮れているふりをしていた。そう、ふりである。なぜなら、我にはその実、なにも造れないのだから。なにも、なにもである。

　だが今夜、王立騎士団はとつぜん動いた。

　おそらくオカルト省は科学アカデミーとの争いに敗れたのだろう。もしくは国王の一存であるかもしれぬ……。

　我は、歩いている。

　一歩、また一歩と。

　もう命が助からないとわかっていた。毒は回り続けているのだ。足が重くなり、瞼まぶた

 も垂れ下がり、まるで巨大な鉛のかたまりを運んでいるかのようだ。

　我は工房にゆっくり入る。

　後ろ手に鍵かぎ

 を閉める。

　そして震える体を、一歩、一歩と進める。

　秘密の隠し部屋のステンドグラスの扉を開け、中に入る。遥はる

 か昔、何十年も前、我とともに海を渡ってやってきた死の金塊が、我を出迎えた。震える手で扉を閉めるが、もう動けぬ。四肢は痺しび

 れ、感覚が遠のいていく。

　我は安あん
 堵ど

 の吐息をつく。

　死してもなお見られてはいけないもの──この仮面の下に隠された皮膚を、隠し部屋の金とともに永遠に封印することに成功したのである。この扉は内側からは開けることができない。我はここで朽ちるのだ。

　ふいに……それをとても皮肉に感じる。

　あの夜、一八七三年のあの夜、人夫の一人としてソヴュールにやってきた我は、仲間とともに騙だま

 されて墓に生き埋めにされ、殺された。そこから蘇よみがえ

 った。復ふく
 讐しゆう

 を誓い、いつの日か国政に関わり政策を変えんとした。だが、ここで、志半ばで……。

　我はかつて墓から蘇ったというのに、今度は自ら墓に入ろうとしているのである。





　遠くから声がする。

　我を呼ぶ声だ。必死に声をからして叫ぶ声。

　アルベールだ。あの若い美しい男が、時計塔の中を狂ったように駆け回り、我を捜しているようである。

　声がするのだ。

「リヴァイアサンよ！　どこだ──！」

　悲痛なその声。

「ぼくには力が、力が必要なんだ。リヴァイアサン──！　新世紀とともにやってくる世界的な嵐を切り抜けるための、この国のための……いや、ヨーロッパのための力。オカルティックな力。それを造れるのは君だけだ。行くな。消えないでくれ、リヴァイアサン。ぼくの魔術師よ──！」

　我は薄く笑う。

　アルベールのあの、無造作に結ばれて馬のしっぽのように細い背中に垂れていた、美しい金色の髪が時計塔の中を彷徨さまよ

 い、舞い上がるのを感じる。深い緑色の瞳ひとみ

 。まるで少女のそれのような薔薇ばら
 色いろ

 の頰。

　まだ叫んでいるようだ。

　声が聞こえるのだ。

　アルベール
 ・ド
 ・ブロワ侯爵
 は声をからし、叫び続けている。

「戦ホムン
 士クルス

 を！　人造ホムン
 人間クルス

 を、我が手に！　お願いだ。戦火を駆け抜ける最強の戦ホムン
 士クルス

 たちを、この国に！　リヴァイアサンよ！」





　我はくっくっと笑う。

　そしてアルベール・ド・ブロワ侯爵に心の中で別れを告げる。

　さようならだ。愚かなる貴族よ。権力と野心に歪ゆが

 む、オカルト省の美しき狂人よ。

　もう逢あ

 えまい。

　永遠に──。





　人は神にねじを巻かれたぜんまいに過ぎぬ。

　やがて動きを止めれば、朽ちるだけである。嵐もまた、くるようにきて、去るように去るであろう。それを止めるすべは我々にはないのである。そう、無から有など造れぬ。錬金術とは、歴史の波をくぐり抜け続けた、何人もの詐欺師の手による時空を超えた壮大な噓なのだ。我もまた錬金術の名を騙かた

 った詐欺師の一人に過ぎぬ。

　無から有など造れぬ。

　人造ホムン
 人間クルス

 も、また然しか

 り。

　力を持つ子供がほしければ、女に産ませるがよい。

　そう、特別な女にだ──！





　我は隠し部屋の金塊の前に立ち、体の隅々まで回る毒を感じている。

　もはや四肢の感覚はないにひとしく、ぴくりとも動くことが叶かな

 わぬ。





　ふいに胸を震わす不思議な感覚に、我は驚く。己がまさかそのようなことを思うとは。

　……胸を震わせたものは孤独らしき感情であった。

　寂しさ、恐怖、そして混乱……。

　我はここで死ぬのである。もう数分のうちに事切れるであろう。そしてそれきり、何百年経とうとここにいることを誰にも知られることなく、一人きりで朽ち、やがて塵ちり

 となるのである。

　我が何処からきた何者であったのか、誰にも知られぬまま。

　──それはなんという孤独、なんという罰であろうか。

　我は死の瞬間であるいま、一つのことを思いだしている。時計塔を抜け出して、学園の聖マルグリット大図書館に無造作に置いてきたある書物のことをだ。それは金色の表紙をした大きな書物で、我自身の回顧メモ
 録ワール

 の体裁を取っている。そして未来の者に挑戦している。悪ふざけでもあった。だがどこか本気でもあったのだ。

　ああ、いつの日かあれをみつける者よ。暗い運命の手によって我と結ばれた魂の双子よ。我と同じく愚かなる、未来の汝なんじ

 よ。

　汝は男か？

　女か？

　大人か？

　子供か？

　構わぬ。あぁ、いつの日かあの書物をみつける者よ。未来の汝よ。願わくは汝、我の──愚者の代弁者となりて、我が愚かなりし秘密を暴け！





　どうか我をみつけだしてくれたまえ。





　この黄金の牢ろう
 獄ごく

 から。





　汝、愚者の代弁者と、なりて──





　我を救え。






　エピローグ　予感










　聖マルグリット学園の広大な敷地にも夕闇が迫り、ずいぶんと長かった一日がついに終わろうとしていた──。





　クリスタルの噴水から噴きだす水みず
 飛沫しぶき

 が、橙だいだい
 色いろ

 の夕日を浴びてきらきらと輝いていた。花壇には少し影が落ちて、色鮮やかな花も闇に沈もうとしている。風も涼しくなり、夏の夜が近づいていることを予感させる。

　聖マルグリット学園の敷地の一角にそびえる時計塔は、やってきた警官たちによって周囲を鉄てつ
 柵さく

 で囲まれ、厳重な警備が行われていた。遠く小こ
 径みち

 の向こうにある芝生に佇たたず

 んで、小さなヴィクトリカが一人、それをじっとみつめていた。

　底知れぬ深い湖のような、緑の瞳。いまは怒りか、憂いか、推し量り切れぬ複雑な光をたたえてただ時計塔を見守っている。

　大きな足音とともに、誰かがヴィクトリカに近づいてきた。青々とした芝生に、長く、すらりとした男の影法師が揺れた。その頭に一角獣のような角が立っているのを影で確認すると、ヴィクトリカはつまらなそうに、

「グレヴィールか」

「おにいさま、と呼べ。おにいさまと」

　ヴィクトリカは反抗するようにフンッと鼻を鳴らした。

　小さな、そして恐るべき妹のとなりに立ったグレヴィール・ド・ブロワ警部はしばらく黙ってパイプをくゆらしていたが、やがて小さな声で、

「国王からご連絡があった」

「……ふむ？」

「金塊を運び出し、ソヴレムに運ぶようにとの仰せだ。御意。ここにあれだけの金塊があることがわかった以上、置いておくわけにはいかないからな。ソヴレムの銀行で保管し、国の財産とするらしい」

「そうか」

「時計塔は取り壊しになる。老朽化も進んでいるし……いや、国王はさまざまな証拠を時計塔ごと消し去ってしまいたいのだろう。それも御意、だ」

　ヴィクトリカはなにも答えなかった。小さな手に握りしめた閉じたパラソルを、ただくるっと回してみせた。

　夕闇が迫ってくる。

　風が少し冷たさを増す。

　ブロワ警部は立ち去ろうとして、しかししばらくのあいだ逡しゆん
 巡じゆん

 していた。迷い、ため息をつき、それから意を決したように妹に問いを発した。

「おまえ、どこまで知っている？」

「……なにも」

　ヴィクトリカの答えは短かった。

「なにも？」

「ああ」

「……父が手を回したので、いろいろと表に出ることはないようだ。だから……うむ、しかし……」

「グレヴィール、心配しなくとも、わたしは誰からもなにも聞いてはいない」

「そうか」

　ブロワ警部は心底ほっとしたようにつぶやいた。

　きびすを返して歩きだそうとした背中に、しかしヴィクトリカは容赦なく言葉を浴びせた。

「だがな、グレヴィール。忘れてもらっては困る」

　警部がゆっくりと振り返った。

「グレヴィール、わたしには〝知恵の泉〟があるのだ。たとえこの学園に幽閉されどこにいくこともできなくとも、わたしには君たちが落としていく混沌カオス

 の欠片かけら

 たちがある。何年もかけてわたしは欠片を拾い集め、そして再構成を繰り返した。いまやわたしはなんでも把握している。なんでも、だ」

　ブロワ警部の目つきがさぐるようなものに変わる。

　ヴィクトリカは気にせず、語り続ける。

「たとえばわたしたちの父、アルベール・ド・ブロワ侯爵が若かりし頃、錬金術師リヴァイアサンと深い関わりがあったことも知っている。父はきたるべき新しい嵐──世界グレート
 大戦・ウオー

 を予見していた数少ない貴族の一人だった。そして大戦が、どことどこが同盟を結びどこが勝つのかに関係なく、世界にとって一つの大きな転換期になるであろうことも。その予見は当たった。いまやヨーロッパは旧大陸と呼ばれ、そして新大陸には新しい力がある」

「あぁ……」

「新しい力は、科学革命によって得られるものだ。つぎの嵐ではさらに科学的な、まったく新しい兵器が造られ、試されることだろう。父はヨーロッパの終しゆう
 焉えん

 を恐れているのだ。それは騎士道精神の終わりであり、個人の戦争の終わりでもある。つぎの嵐は機械の戦争となり、また、かつてないほどの規模の大量殺さつ
 戮りく

 が行われるだろう。新大陸の時代は科学の時代だ」

「…………
 」

「わたしは父の考えを過去に立ち戻って推測することができる。彼は、新大陸の新しい力、科学に対抗できるものとして、ヨーロッパの古い力、すなわちオカルトを切り札にしようと考えていたのだ。無から有を生む錬金術師や、不死の怪人、そして人ならぬ力を持つ古代の灰色狼。〈古き者たち〉──！　彼らがもし現実に存在するならば、それこそが古い力だ。新大陸には存在しない。父は、ヨーロッパ独自のビジョンを探していた」

「……そうだ」

　ブロワ警部は苦々しげにヴィクトリカを睨にら

 むと、

「父はリヴァイアサンに頼り、この学園を人造人間工場にするつもりだったのだ。大量の戦士を造り、供給する……。生徒のふりをした無敵の戦士たちを」

「だが失敗した」

「そうだ。……そしてその後、おまえを得た。灰色狼の血をもつ子を」

「わかっている。父はリヴァイアサンを失った後、あらゆる文献を漁あさ

 り古い力を探したのだろう。そして灰色狼の伝承をみつけた。都市に逃れた一匹の灰色狼を探し当てた。コルデリア・ギャロを……。彼女にわたしを産ませ、そして……」

　ヴィクトリカは一歩、下がった。

　緑の瞳ひとみ

 できっとブロワ警部を睨む。

「わたしは知っている。全部、全部知っているぞ。父がわたしをここに閉じこめているのは、こわいからだけではない。この学園はソヴュールの〝秘密の武器庫〟だ。むかしからそうだった。父はわたしを〝武器〟とみなし、しかるべきとき……二度目の嵐が起こるときまで、ここで眠らせておくつもりなのだ」

　ブロワ警部もヴィクトリカを睨んだ。だがその瞳には恐れるような光があった。

　夕闇が迫ってくる。

「グレヴィール、愚かな我が兄よ……。遠からず二度目の嵐はやってくるぞ。そのときこそ父はわたしの力を使うつもりなのだ。そしてそれを阻止しようとする者もまたやってくるだろう。それが何処にいる何者なのかはまだわからない。だが……ともあれ、嵐は迫っている」

　ヴィクトリカの顔にはなんの表情もなかった。冷酷めいた緑の瞳で兄をみつめている。ブロワ警部はドリルを揺らし、二、三歩よろめくと……。

「確かにこの学園は〝武器庫〟で、おまえという〝武器〟を閉じこめておくにはふさわしい場所だ。だが……このような事件が起これば、父も気を変えるかもしれないぞ」

　それを聞くと、ヴィクトリカはかすかに顔色を変えた。

「我が、異母妹よ……」

　ブロワ警部は乾いた声でささやくと、転がるように小こ
 径みち

 に出て遠ざかっていった。不吉なものから離れようとするように。やがて駆け出し、そして小径の向こうに消えていった……。

　ヴィクトリカはそれからしばらくのあいだ、芝生の上にちょこんと立ったままじっとしていた。やがて自身もなにかをおそれるように、ちょこちょことした動きでどこかに走り出した。

　夕刻の風が吹いて、ビロードのように輝く長い金髪を背後にたなびかせていく。

　樹木の生い茂る葉が、風に揺られてカサカサカサカサッ……と密ひそ

 やかな音を立てる。

　夕日は橙だいだい
 色いろ

 に輝いて、敷地の芝生も、花壇も、白い砂利道も鮮やかな色に染め変えていく……。





　一弥は敷地の一角を、辺りをやたらきょろきょろしながら歩いていた。

　寮の窓から、夏休みのバカンス用にもう荷造りを始めている生徒の姿が見えた。水着に麦むぎ
 藁わら
 帽ぼう
 子し

 、素敵なドレスなどをつぎつぎに積み上げては、楽しそうに歌など歌っている。

　小径の向こうのベンチでは、生徒たちが集まっては夏休みの計画を話している。

　学園は生徒たちの浮き浮きとした空気に暖められ、敷地ごと少し傾いて、一足先に夏休みに向かってこぼれ落ちていこうとしていた。日射しはきつく、アルプス山脈の山奥とは思えないほど明るく乾いた空気が、バカンス気分を盛り上げている。

　そんな庭園で……一弥は、小石の敷きつめられた小径を、

「ヴィクトリカー？　おーい、ヴィクトリカ？」

　ベンチの下や樹木の生い茂る枝の上など、まるで迷子の仔こ
 猫ねこ

 かなにかを捜しているような様子で覗のぞ

 き込んだり見上げたりしながら、歩いていた。

「ヴィクトリカー……？
 　おうっと！」

　小径の角を曲がったとき、一弥の腕の中に、反対側からフリルのかたまりが飛び込んできた。一弥はびっくりしながらも、その小さな白いのをきゅっと抱き留めた。

　やっぱり、ヴィクトリカだ。

「なんだよ、君。ぼく、ずっと捜してたんだよ……」

　一弥はほっとして、弾んだ声を上げた。それから安心したせいで軽口を叩たた

 き始めた。

「下界に降りた君のことは、ぼくはどうやらすぐに見失っちゃうみたいだね」

「……そうなのか？」

「うん。だって、こうやってばたばた君を捜すのは、今朝からもう何度目だっけ？」

「久城、君は、わたしを捜せないかね……？」

　ヴィクトリカの老女のようなしわがれ声が、不安そうに震えて、消え入りそうに小さなことに一弥は気づいた。

「……ヴィクトリカ？」

　一弥はそのちょっとした異変に心配になり、その場にしゃがんだ。するとヴィクトリカは、すごくめずらしいことに、ほんの一瞬だが一弥の制服の袖そで

 をぎゅうっとつかんだ。小さな肩も小刻みに震えている。

「ううん、そんなことないよ。ちょっと手間取るけど、ぼくは、ほらこうやって、必ず君をみつけてるだろ？」

「…………
 」

　一弥が下から彼女の顔を覗き込むと、しかしヴィクトリカはいつも通りの、一弥には見慣れた、けぶるような冷酷めいた無表情を浮かべていた。

「ヴィクトリカ、君、どうかしたのかい」

「……どうもするものか」

　ヴィクトリカは首を振った。

　一弥が心配そうに覗き込んでいるのに気づくと、小さな両手を広げて、かなり邪険に、一弥の顔面をぐいぐい押した。

「いて、いてて……。なんだよ。顔を見ただけだろ」

「近い」

「……いつもこれぐらいだよ。なんだよ、近くで見るぐらいいいだろ。ヴィクトリカのけち」

　ヴィクトリカはフンと鼻を鳴らした。それから小さな声で、

「わたしはどうもしない。ただちょっと、兄きよう
 妹だい
 喧げん
 嘩か

 をしただけなのだ」

「頭にドリルをつけた兄さんと？　そりゃ危険だね。ねぇ、あのドリルの先ってときどき目に刺さりそうにならない？　ぼく、何度かひやっとしたことがあるよ。できれば前じゃなくて、上に向けて尖とが

 らせてくれないかな」

「世界規模の喧嘩なのだ」

「……ふぅん？」

　一弥は黙った。

　風が吹きすぎていく。

　木々の葉がカサカサカサカサカサッ……と音を立てる。

　一弥は表情を曇らせた。あの──時計塔で乱闘になったブライアン・ロスコーの不吉な言葉を思い出したのだ。

　暗い、挑戦するようなあの声を……。





〈あの生き物は囚とら

 われの身だ──〉





〈あれは〝美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〟だ──〉





〈ヨーロッパの最後にして最大の力だ──〉





〈この先、あの仔こ
 狼おおかみ

 の行く手に待つものは、大きな大きな嵐だ──〉





　不吉なあの声と、まるで猫のようにつり上がったブライアンの緑の瞳、炎のように燃え上がるあの赤い髪……。

　一弥は知らずぶるっと身震いした。ヴィクトリカがちょこちょこと歩きだしたので、あわてて立ち上がって後を追いながら、

「ヴィクトリカ……」

　彼女に追いつくと、なにか言おうとした。でもなにも思いつかないので、しばらくとなりを歩きながら考えていたが、ぼそっと聞いた。

「君、その、大丈夫かい……？」

「フン。わたしはいつも通りだ」

　ヴィクトリカはぶっきらぼうに答えた。

「そう？」

「うむ」

「ほんとに？」

「……うむ」

　その横顔を覗き込むと、いつもと同じ、長き倦けん
 怠たい

 と、耐え難い退屈と、そしてとらえどころのないなにかが混在する──不思議な表情を浮かべていた。一弥はなおも問いかけようと口を開いたが、少し迷って、やめた。代わりにべつの言葉を問うてみる。

「……で、ヴィクトリカ。君、どこに行こうとしてるのさ？」

　ヴィクトリカは足を止めた。

　一弥の顔を見上げて、当たり前だというように、

「どこって、図書館だが」

　一弥はちょっと驚いた。

「じゃ、君、また図書館に戻っちゃうの？」

「もちろんだ。わたしは勝った。それだけだ。だからいつもの場所に戻るのだ」

「ふぅん……」

　一弥は首をかしげた。

「そしたらぼくは確かに、君を見失わなくていいけどね。だけどヴィクトリカ、君はまた退屈になっちゃうんじゃないかい？」

「うむ」

「そしたらどうするのさ？」

「……かまわない」

　ヴィクトリカはこともなくうなずくと、また歩きだした。一弥はあわてて後を追う。

「倦怠、退屈、思索。それだけがわたしの友だ」

「あと、ぼくね」

「…………
 」

　ヴィクトリカはちょっとだけ顔を上げて、不思議そうにかたわらの少年の横顔を見上げた。それからわずかに、さくらんぼのようなつやつやした唇を動かした。

　笑ったのかもしれない。

　図書館塔が近づいてきた。いつものように人気がなく、巨大な石の塔は静寂にのみ支配されているようだ。少し上り坂になる小こ
 径みち

 を、一弥は手をのばしてヴィクトリカと手をつなぎ、一緒に上りだした。

　ヴィクトリカはぎゅっと手を握り返してきた。

　──風が吹いた。

　木々の枝が揺れ、カサリと音を立てた。噴水の水が気持ちのいい音を立ててクリスタルの上にこぼれ落ちた。小径の小石が夕日を照り返している。

　なにかが、起こりそうな──、

　そんな夏休みまで、あと二日──。





　二人は手をつないだまま、いつもの図書館塔に向かってゆっくりと歩き続けていた。
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登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ


　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の植物園で、大量の書物と時を過ごす。


久城一弥


　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。


グレヴィール・ド・ブロワ


　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。


アルベール・ド・ブロワ


　　侯爵、ヴィクトリカの父。


アブリル・ブラッドリー


　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。


コルデリア・ギャロ


　　ヴィクトリカの実母。


セシル先生


　　一弥たちのクラス担任。


ブライアン・ロスコー


　　謎の人物で奇術師。


サイモン・ハント


　　役人。


イアーゴ


　　修道士、奇跡認定士。


ジュピター・ロジェ


　　ソヴュール王国科学アカデミーの主宰者。


ミシェール


　　看護婦。


カーミラ


　　双子の老姉妹の姉。


モレラ


　　双子の老姉妹の妹。









　お妃は、ぬいものをしながら、目をあげて雪を見やりました。このとき、お妃の指先に針がささり、血のしずくが三滴、雪の上にしたたりました。赤い色が白い雪の中で美しく見えたので、お妃はふとこんなことを心に浮べました。

「この雪のように真っ白で、この血のように赤く、そしてこの窓わくの木のように真っ黒な子どもが、わたしから生れさえしたらいいのに」

　それからまもなく、お妃はかわいらしい王女を生みました。






──『白雪姫』グリム　




植田敏郎訳　新潮文庫　
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──一九一四年十二月十日　〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉







　夜の海は凪な

 いでいた。まるで、この世界では怖ろしい争いごとなど一切ないかのように。小さな泡の混ざった波を静かに寄せては返していた。

　暗い紫色に染まる夜空と、黒い海との境界線上に、奇妙に人工的な島のようなものが浮かんでいた。軍艦だ。波は寄せては返し。寄せては返した。海は途中で、高い塀──巨大な水門によってとつぜん仕切られていた。満潮時に閉まる仕組みのそれが、暗い海と、青白く光る夜の砂浜とのあいだにそびえ立っていた。

　砂浜は月光を浴びて、一粒一粒が反射するように青白く不吉に輝いていた。波は寄せては返し。寄せては返していた。その砂浜の向こうに、これもまた軍艦のような、闇のように黒い塊が一つ、鎮座していた。

　それが〈ベルゼブブの頭蓋〉と呼ばれる人工要よう
 塞さい

 だと、この国のものなら誰でも知っていた。不気味な、巨大な蠅の頭部のようにも見える形状をした建物で、きらめく夜空のミルキーウェイを背景に、暗く、のっそりと砂浜に建っていた。

　そして、夜空にはきらめく小さな星たちとはべつに、虫の羽音のような、しかしそれにしては人工的な、奇怪な音が響き始めていた。

　音はどんどん近づいてくる。

〈ベルゼブブの頭蓋〉へ。

　やがてそれは夜空いっぱいに広がった。黒い、無骨なデザインをした戦闘機の大群だった。夜空の遠くからこちらに近づいてくる。

　閃せん
 光こう

 がきらめき、〈ベルゼブブの頭蓋〉に向かって放たれた。爆撃が始まったのだ。

　──一九一四年。

　後に世界グレート
 大戦・ウオー

 と呼ばれることとなる、世界そのものが揺れ動き大きな変化を迎えるきっかけとなったあの戦争が、始まった年のこと。

　激しい爆撃音とともに、夜空には赤い閃光がいくつも走った。要塞に向かって放たれる光の大群。要塞から飛び出してきた小さな人影が、閃光を受けてその場に立ち止まり、きらめく砂浜にどうっと倒れた。白い看護服を着た、まだ年若い女だった。要塞を飛び出して駆け寄ろうとした、同じ看護服姿の女たちもまた、赤い閃光に撃たれて、その場に重なり合って倒れ、動かなくなる。

「なんということを！」

　倒れた女のうちの一人が、青い瞳ひとみ

 を見開き、呪いの言葉をつぶやく。夜空に向かって。

「いまここにいるのは、怪我人と看護婦だけ。ここは基地ではない。ドイツ軍め、呪われるがいい！」

　震える手で、胸に垂らしたロザリオを握りしめ、何度も繰り返す。ロザリオは彼女と仲間たちの血で赤く染まっている。戦闘機の大群は遠ざかり、夜空を旋回して、またこちらに向かってくる。

　血を流し、折り重なって倒れる若い看護婦たちが、大戦が始まる前は教室で笑いあっていた、まだ女学生たちらしい、かわいらしく甘ったるい声で、仲間たちとともに繰り返した。

「呪われろ」

「呪われろ」

「ドイツ軍め、呪われろ」

「呪われろ」

　それぞれにロザリオを出し、祈った。お互いに手を繫つな

 ぎ、自分たちの血に染まりながら、繰り返す。

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ」

「呪われろ……」

　声が少しずつ、細くなっていく。減っていく。瞳を閉じて動かなくなるものもいる。涙を流しながら、その娘の手を握るものもいる。涙混じりに、瀕ひん
 死し

 の娘たちはつぶやく。

「の、ろ、わ、れろ……」

　戦闘機の大群はまた近づいてくる。

　そのとき。

　紫色に染まる夜空に、とつぜんなにかが浮かび始めた。

　娘の一人が、あっと息を吞の

 む。血に染まるロザリオを握りしめて、震える手で夜空にかざす。

　浮かび始めたものが、娘の祈りの声に後押しされるように、どんどん輪郭をはっきりさせてきた。それは、海から出い

 でて、夜空を遥はる

 か、月に届けといわんばかりにそびえ立つ……。

　巨大な聖母マリア像だった。

　娘の祈りの声に、感謝と喜びが入り混じり、震え始める。

　マリア像は地上百メートルを超える巨大なもので、夜空にくっきりと浮かび上がった。白いローブを身にまとい、長い髪は海に向かって垂れ落ちていた。大きな瞳は見開かれ、虹こう
 彩さい

 まではっきりと見て取れた。マリア像は悲しそうに顔をゆがめ、その瞳から涙を流しだした。

　白い腕に抱く赤子だけが、すやすやと眠っていた。

　戦闘機が、操縦を狂わせべつの戦闘機と衝突した。涙を流すマリア像の目前で、オレンジ色の炎を上げてクラッシュし、海面に向かって墜落していく。べつの戦闘機もまた錐きり

 もみ状に、先端から先に砂浜に落下する。いくつもの戦闘機が狂い、墜お

 ち、海面で水しぶきを上げる。砂浜にはいくつものオレンジ色の火柱が、狼煙のろし

 のように上がっている。油が燃える不吉な匂い。血まみれの娘たちがくすくすと笑い出す。

　その笑い声もまた、途切れていく。

　夜空には一機もなかった。ほとんどが墜落し、残ったものも羽音を立てながら急速に遠ざかっていった。ばちばちと燃える、音。娘たちは静かだ。夜空には相変わらず、涙を流す巨大なマリア像が浮かんでいる。悲しみに満ちた顔で人間たちを見下ろしている。

　娘たちは、頰に笑みを浮かべ、それを見上げるように瞳を見開いたまま、全員、もう事切れている。





　やがて〈ベルゼブブの頭蓋〉からべつの娘たちが飛び出してきて、倒れた仲間たちを助け起こした。泣き声と、悲鳴。友達を抱き、夜空に向かって吠ほ

 えるように叫ぶ。





　その夜空には、もう、なにもない。

　戦闘機の大群も。聖母の幻影も。

　ただきらめく星空だけが、悠久の時を過ぎてもそこに在り続ける星たちだけが、変わらずきらめいていた。

　ばちばちと音を立てて、砂浜で、オレンジ色の炎がまた、揺れた。






　第一章　ヴィクトリカのいない学園











　　　　１






　永遠にも思えるほどにゆっくりと過ぎていった、長い夏休みの、最後の日。

　まだ夏の名残の眩まぶ

 しい日射しが、聖マルグリット学園の広大な敷地をきらきらと照らしていた。

　空中から見るとコの字型をした巨大な校舎と、それを囲む、フランス式庭園を模した芝生や花壇。凝った彫刻で飾られた白い噴水は、まるで熱に溶けかけた氷の柱のように、日に照らされてとろとろと透明な水を流し続けている。

　よく手入れされた芝生を駆け回る、リスたち。庭園のあちこちに置かれた居心地のよさそうな東あずま
 屋や

 には、思い思いの服装をした生徒たちが、仲良しどうしでかたまって談笑している。明日から始まる後期の授業ではなく、この夏の避暑地でのお話を、我先にと話しているのだ。

　楽しそうな談笑の輪から少し離れた小道を、きょろきょろしながら歩いてくる少年がいた。

　小柄で線の細いからだつきに、漆黒の髪と、同じ色をした、寂しげに翳かげ

 る瞳。いかにも生真面目そうに背筋を伸ばし、右を、左を見回しながら歩いている。なにかを捜しているようだ。

「ヴィクトリカ、どこだい」

　花壇の奥のほうに顔を突っ込んだり、ベンチの下を覗のぞ

 いたり、木の上を見上げて眩しそうに瞳を細めたり……。まるで小さな猫を捜しているかのように、黒髪の少年──久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 はしばらくうろうろしていた。それから、

「ヴィクトリカ……？」

　首をかしげて、困ったようにつぶやいた。

「まったく、どこに行っちゃったんだろう？　つい昨日まで、そこの東屋か、男子寮の窓の外にある木陰か、とにかく、ぼくにわかる場所にちょこんと座って、お菓子食べ食べ、書物を読んでいたのになぁ。あぁ……」

　一弥は辺りを見回した。貴族の子弟たちのかしましい話し声が響く庭園を、瞳を細めてしばしみつめる。昨日までの、静寂に満ちた夏の聖マルグリット学園とはまるでちがう場所のように、今朝の学園はなんだかざわざわと騒がしかった。

　やがて一弥は合点がいったというようにうなずいて、

「ヴィクトリカのやつ、図書館にいるのかな。よし、行ってみよう……」

　小さくつぶやくと、小道をとことこと歩きだした。





　──時は一九二四年、夏。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　フランスとの国境はどこまでも広がる緑の葡萄ぶどう

 畑。イタリアとの国境は、地中海に面した華やかな避暑地。そしてスイスとの国境は湖と深い森に覆われた鬱うつ
 蒼そう

 とした緑の迷路。謎めいた回廊の如く細長い形状をしたこの小さな国は、数々の列強に囲まれながらも先の世界グレート
 大戦・ウオー

 を切り抜け、西欧の小さな巨人と呼ばれていた。

　王国の、地中海に面したリヨン湾を豪ごう
 奢しや

 な玄関とするなら、アルプス山脈は、もっとも奥深い場所に隠された秘密めいた屋根裏部屋といえた。その山脈の麓ふもと

 にひっそりと建つ聖マルグリット学園は、王国そのものほどではないが、長く荘厳な歴史を誇る、貴族の子弟たちの教育機関だった。

　だがその学園は、先の大戦終結後、一部同盟国からの留学生を受け入れることに決めた。国の威信をかけてやってくる、優秀な学生たち──。そのうちの一人である久城一弥は、なれない外国での生活に苦労しながらも、学業に励み、少数ながら友人もでき、ようやく留学生活も軌道に乗り始めたところだった。

　一弥が出会った友人の一人は、明るくて元気な、イギリスからの留学生アブリル・ブラッドリー。そしてもう一人は……。

　謎めいた、金色の妖よう
 精せい

 のような、しかし恐ろしく毒舌な少女。奇怪な頭脳を抱える小さな、フリルと書物に囲まれた、ヴィクトリカ・ド・ブロワ……。

　一弥の留学生活はいつのまにか、不思議な少女ヴィクトリカを中心に回り始めていた。





「ヴィクトリカー？　君、どこにいるんだい？　みんながバカンスから帰ってきて騒がしいから、また図書館に戻っちゃったのかな」

　──聖マルグリット大図書館。

　広々とした学園の敷地。その奥の奥に隠された灰色の石の塔は、ここ三百年余そうであったように、今朝もまた、しんとした静寂にのみ包まれていた。

　欧州でも指折りの知の殿堂だが、学園の秘密主義のためにあまり存在を知られていない。風雨にさらされ色を変えた外壁に、小さな革張りのドアがひとつだけあるが、そのドアを開けて中に入るものを見ることはあまりない。

　一弥はそのドアを無造作に開けて、図書館の中に入った。

「ヴィクトリカ？」

　図書館の内部は、四方の壁すべてが書棚となって、吹き抜けのホールの遥はる

 か上の天井まですべて書物で埋め尽くされている。天井には荘厳な宗教画が描かれ、そこから下まで、迷路状に入り組んだ細い木階段が、まるで無数の細い蛇たちが絡み合っているように、書棚と書棚を繫つな

 げている。

　一弥は足を止め、遥か上に目を凝らした。いつもなら見えるはずの、不思議な古代の生き物の尻しつ
 尾ぽ

 じみた、金色のきらめきを捜す。かすかになにかが光ったような気もしたけれど、天井近くの窓越しに降り落ちる眩しい朝陽にじゃまされて、よく見えない。

　一弥はため息をついて、

「おーい、君、いるのかい？……なんて呼んでも、返事をしてくれるようなヴィクトリカじゃないか。仕方ないな。また、上ろう……」

　ぶつぶつ言いながらも、姿勢を正して、規則正しい足取りでその、入り組んだ蛇のような木階段を上り始めた。

　上る。

　上る。

　……まだまだ、上っている。

「まったく、ヴィクトリカのやつ。ときどき、ぼくに無断でべつの場所に移動しちゃうんだから。この大きな学園の中で、君を捜すのはたいへんなんだよ。なんたって君は小さいし、そりゃフリルでふくらんでるけど、それでもやっぱり、十分小さいし……」

　一弥はだんだん腹が立ってきたようで、忙せわ

 しく階段を上がりながらも、拳こぶし

 を振り上げていろいろ言い出した。

「だいたい君は口が悪いし、きまぐれだし、まったくもぅ、いつも、ぼくは君に怒ってるんだよ。どうして君って、そんなに意地悪なんだろうなぁ。君はみんなに意地悪なのかな？　それとも、もしかしてぼくにだけ特別、そうなのかな？　ねぇ、ヴィクトリ、カ……。あれっ？」

　文句を言いながらもようやく迷路階段を上がり終わった一弥は、足を止めて、きょろきょろと辺りを見回した。

　図書館塔のいちばん上に広がる、緑生い茂る植物園。毒々しい南国の花が生い茂り、小さな窓から夏の終わりの涼しい風が吹いて、木々の鮮やかな葉を揺らしている。

　階段の踊り場には難解な書物が大量に散らばり、ピンク色をした小さなマカロンがいくつも、ころころと転がっていた。一弥はきょとんとして、しばらく、あの小さな主あるじ

 のいない植物園を不思議そうに見回していたが、やがてその、書物とお菓子が散らばる場所にゆっくり近づくと、しゃがんで床に片かた
 膝ひざ

 をついて、観察し始めた。

　書物とお菓子が散らばる床の、真ん中にぽかりとあいている空間があった。一弥はそこを指さすと、

「ここにヴィクトリカが座ってたんだな。だって、いつも読むのと同じ角度で書物が散らばってるし、マカロンの定位置はここだ。うん。ヴィクトリカはこっち向きに座って、いつもどおり悪態をつきながら、お菓子を散らかしながら、書物を読んでたんだ……」

　それから、瞳ひとみ

 を細めた。

「でも、いまはいない……。なにがあったんだろう？　あっ！」

　書物のあいだから、ころんと転がっている白い陶製のパイプをみつけて、ゆっくりと手に取った。

　顔の間近に持ってきて、少し寄り目になるほどにみつめる。

「ヴィクトリカのパイプだ。これでいつもぼくの顔に煙をぷぅぷぅふきかけるんだ。それで、ぼくが咳せ

 き込むのを見てうれしそうにしてる。まちがいない、ヴィクトリカのパイプだ。……どうしてここに？」

　一弥は立ち上がった。

　パイプを置いたままでいったいどこにいったのだろうと、植物園の奥やエレベーターホールや、階段の踊り場においてある小さな四角いチェスト──ヴィクトリカの隠れ場所──を捜してみる。

　急に不安になって、一弥はもう一回り、植物園の中を調べると、急いで木階段を下り始めた。ヴィクトリカのパイプを握りしめた両手を、胸の前で震わせている。

　階段を駆け下りる。いつもの正しい姿勢が少し崩れている。

〈久城、君は……〉

　夏休みに近い、あの日。錬金術師〈リヴァイアサン〉の正体を彼女が暴いたあの日に、手を繫いで庭園を歩きながら、ヴィクトリカが秘密めいた声でささやいた、あの言葉が胸に蘇よみがえ

 ってくる。

〈君は、わたしを捜せないかね……？〉

　老女の如くしわがれた、哀感のこもるヴィクトリカの声。

　すでに百年の時を生きた人のように時に老成した、不思議に澄んだ、深い緑の瞳。

　時には怒りにぶわりとふくれあがる、金色のベールの如き、床まで垂れる髪。

　一弥はあわてて階段を下り続けた。あのときの自分の声も耳に蘇ってきた。

〈そんなことないよ……〉

〈ちょっと手間取るけど、ぼくは、ほらこうやって──〉

〈必ず君をみつけてるだろ？〉

　一弥は迷路階段を駆け下りた。聖マルグリット大図書館を出て、小道を歩きだす。

　庭園は夏の朝陽にきらきらとして、青々とした芝生も、花壇も、眩まぶ

 しく輝いている。

　小道の向こうから、小麦色に日焼けした金髪のショートヘアの少女が歩いてきた。大きなトランクを抱えて元気よく歩いていた少女──アブリル・ブラッドリーが、足を止めて、一弥のほうを見た。大きく口を開けて、声をかけようとして、急いでいるらしき様子に気づいたように、口を閉じる。

　一弥は迷路花壇の入り口に立つと、色とりどりの花が咲き誇る入り組んだ花壇を歩きだした。

（考えすぎかな……。なんといってもヴィクトリカはきまぐれだし、ふと思いついてどこかにちょこちょこ歩いていっただけなのかもしれないな。思索に夢中になって、うっかり、大事なパイプを置き忘れて……。きっとそうだ）

　そう思いながら、歩く。

　不安で眉み
 間けん

 にしわを寄せながら、一弥は花壇を抜けた。凝ったドールハウスのような小さな家にたどり着く。

「ヴィクトリカー？」

　呼びながら、いつもの小窓に駆け寄る。少しだけ開いている窓から中を覗のぞ

 き込むと、書物とお菓子とかわいらしい家具であふれていたはずの家は、なぜかいつもよりがらんとして、薄暗かった。まるでもうずっと人が住んでいないかのように。

「ヴィクトリカ……？　君、ここにもいないのかい？　まったく、君、今朝は……」

　一弥はもう一度、呼んだ。

「ヴィクトリ、カ……」

「いないのよ。久城くん」

　ふいにべつの声がした。一弥が顔を上げると……。

　薄暗い家の中で、奥のドアを開けて出てきた人影がいた。大きな丸眼鏡と、くるくるしたブルネットの髪。眼鏡の奥にあるぱっちりした茶色い瞳は、なぜか真っ赤っ赤にはれていた。

　セシル先生だった。





　小さな家の中はがらんとして、朝だというのに薄暗かった。一弥が窓越しにみつめていると、セシル先生はゆっくりと部屋を出ていった。玄関のほうに回るかすかな靴音が、主のいない家に大きく響いた。途中で一度転んだらしく、ごろんごろんっと大きな音がした。それから立ち上がって、また歩きだす音。

　やがてセシル先生は、痛そうに肘ひじ

 をさすりながら玄関から出てきた。真しん
 鍮ちゆう

 のドアノブにかわいらしい小さな鍵かぎ

 をさして、くるりと回す。うつむき加減の横顔に、一弥は、

「あの、ヴィクトリカはどうしたんですか？　昨日まで、庭園の涼しそうな木陰でごろごろしてたのに」

「ひくっ」

　セシル先生がしゃくりあげた。

　涙をがまんするように、顔をしかめて、

「あのね、昨夜、おとうさまの部下の方が、お迎えにきてね」

　セシル先生は短く答えた。

「ブロワ侯爵の……？」

「遠くの修道院に、一時、移送するって……」

　セシル先生は言葉少なだった。お菓子でできているような小さな家を見上げて、はぁっとため息をつく。一弥は驚いて、

「いったいどうしてですか、先生。こんな急に……。ヴィクトリカは、なにか……」

「それがとつぜんのことで、わたしにも事情がぜんぜんわからないの。でも、もともとヴィクトリカさんがここにきたのも、同じぐらいとつぜんだったし……。あのおとうさまがすることはいつもそうらしいの。夜のうちに移送されたから、わたしもびっくりして、ぎゃんぎゃん騒いだんだけど……」

「そんな！」

「でも、久城くんにって手紙を預かったわ」

「……手紙！」

　一弥は叫んだ。セシル先生は丸眼鏡を外すと涙を拭ふ

 いて、また眼鏡を元に戻した。それから、ブラウスの胸ポケットから大切そうに、小さく折りたたんだ便びん
 箋せん

 を取り出した。

　一弥は震える手でそれを受け取った。薔薇ばら

 の模様がたくさん散った、淡い紫色をした、それはそれは美しい便箋だった。たった一枚。小さく折りたたまれたそれを渡しながら、セシル先生がつぶやいた。

「とつぜんのお迎えで、図書館塔からここに引っぱってこられたんだけれど、ヴィクトリカさん『ちょっと待ちたまえ』と宣言して、厳かに……」

　お菓子の家の窓から見える、翡ひ
 翠すい

 の飾りつきの、かわいらしい猫足テーブルを指さす。また涙を拭いて、

「あのテーブルに向かうと、おもむろに久城くん宛あ

 ての手紙を書き出したのよ。大の大人が何人も、止められずに、手紙を書き終えるのを黙って待っていたわ。どうしても、という迫力があったの。ヴィクトリカさん、瞳に涙をためて、わたしにこれを渡して……それから、玄関から連れられて出て行ったの。黒い大きな馬車に乗せられて。目隠しまでされて……」

　セシル先生は便箋を一弥の胸に押しつけるようにして、それから、涙を隠すように、ばたばたと迷路花壇の通路に消えていった。

　後に残された一弥は、お菓子の家を振り返った。薄暗い部屋に残されたかわいらしい猫足テーブルと、その上に散らかる真っ白な羽根ペンと、ルビー色に輝く丸いインク壺つぼ

 。そしてセットになった猫足の小さな椅子は、床に無残に転がったままだ……。

　一弥は無表情のまま、唇をきつく結んで、部屋の中をみつめた。瞳ひとみ

 が険しく、秘めた怒りか悲しみに翳かげ

 る。引き結んだ唇が、やがて、ふるっと震えた。一弥は険しい顔のままで、迷路花壇に向かって歩きだした。

　朝陽がきらきらと零こぼ

 れ落ちる。

　歩きながら、ゆっくりと便箋を、開く……。





　迷路花壇の外で、短い金髪をした元気な女の子が、バカンスで小麦色に日焼けした長い手足をもてあますようにして、地面に置いたトランクに腰かけていた。アブリル・ブラッドリー──地中海での長い夏休みからようやく帰還した、一弥の留学生仲間だ。白いブラウスに、さわやかなストライプのプリーツスカート姿で、ブラウスの肩から水着の肩かた
 紐ひも

 の日焼けが少しのぞいている。

　晴れた空のような明るい青い瞳を見開いて、虎こ
 視し
 眈たん
 々たん

 と、花壇の出口を見張っているところだ……。

「久城くんったら、確かに、この辺りで姿を消したんだけど……。せっかく久しぶりに会ったんだから、聞かせたい怪談がたくさんあるんだからね。あれ、ぜんぜん出てこないなぁ……」

　ちょっとでもはやく会いたくてたまらないというように、長くしなやかな足で地面をこつんこつんと蹴け

 る。

「く、じょ、う！　く、じょ、う！　く、じょ……。あっ、出てきた！」

　アブリルはトランクからぱっと立ち上がった。

　──迷路花壇の出口から、さっきよりさらに険しい顔をした一弥が出てきたところだった。背筋をぴりっと伸ばし、右手になにか……薄紫色をした便箋らしきものを握りしめて、ずんずんと歩いてくる。

「くじょ、う、くん……」

「あぁ、もう、腹が立つなぁ！」

　一弥らしからぬちょっとばかり感情的な声に、アブリルはびくんとした。首をかしげて、

「ど、どうかしたの？　というか、久城くん、ひさしぶり……」

「なにが『ならず者』だ！」

「へ？」

　一弥はずんずんと小道を歩いていく。アブリルはあわてて引き返してトランクに手をかけ、ずるずると引っ張りながら後を追った。

「どうかしたの」

「ぼくは断じて『そこつ者』でも、『けだもの』でも、『中途半端な秀才』でも『くだらん凡人』でも『音痴』でもないぞ。それに『死神』でもない！　あぁ、反論したいのに相手がもうここにいないなんて！　どうしてくれよう、ヴィクトリカ！」

　アブリルのほっぺたが、ぷくっとふくらんだ。

「ヴィクトリカさん……の、話かぁ……。心配して損した！」

「……あっ、アブリル。おかえり。地中海は楽しかった？　荷物、もつよ」

　一弥は礼儀正しく、レディのトランクに手をかけて引っ張り出した。小道を歩きながら、ため息をつく。

「どうして最後の手紙が、周りの大人を威圧してまで、無理に書いて先生に託したものが、最初から最後まで……」

　トランクが不機嫌そうにがたごと揺れながら、一弥の後ろを進んでいく。アブリルは相変わらずふくれっ面だ。

「ぼくの悪口なんだよ！　あの、悪口魔！　悪魔的ヴィクトリカ！　しかも、手紙の体裁さえとってないよ。だって、文章になってないんだからね！　全編、単語だけじゃないか。ばか、ならず者、音痴、けだもの、凡人、って……。どうしてもぼくに伝えたかったことが、それ？　しかも、こんなおっきな字で！　まったく、もぅ……。いつまでたっても、君は本当に、意地悪な子なんだから……」

「ねぇ、なんの話？　またあの子とけんかしたの？」

　アブリルがあきれた顔をして聞く。

　朝陽がきらきらと照らす噴水の前を通り過ぎながら、一弥はゆっくりと首を振った。

　風が吹いて、一弥の黒髪をさらさらと寂しげに揺らしていった。アブリルのプリーツスカートの裾すそ

 も一度ふわりとふくらんで、もとに戻った。

　アブリルが首をかしげた。

「じゃ、いったいどうしたの」

「いなく、なっちゃったんだ」

　一弥の声は小さかった。

「えっ」

「ヴィクトリカ、遠くに行っちゃったんだ」

　アブリルの顔にさっと、驚きと悲しみの表情が宿った。それからまた、かすかに表情が変わった。遠くに見えるあの巨大な灰色の塔──アブリルの心に重くのしかかっていた、小さな少女とそれを守る知の殿堂、図書館塔を振り返る。

　アブリルはしばらく黙っていた。それから、一弥の顔を心配そうに覗のぞ

 き込んだ。

「久城くん、だいじょうぶ……？」

「うん……。いや……」

　一弥は唇を引き結んだ。

　それから立ち止まると、トランクから手を離した。便箋いっぱいに大きな文字で悪口が書き連ねてある、ヴィクトリカからの手紙を両手でていねいに折りたたんだ。なにも言わない。言葉にはしなかった。ただ、いつくしむような優しい手つきで、薄紫色をした薔薇模様の便箋を、胸ポケットから取り出した手帳にそっとはさんだ。

　手帳には、夏の初めにヴィクトリカからもらった最初の手紙もまた、ていねいに折りたたまれてはさまれていた。鳥とり
 籠かご

 に入れられた薔薇のすかし模様が入った、香水つきの小さな便箋……。ただ一言、短く『ばか』とだけ書かれた、彼か

 の人からの、最初の手紙……。

　一弥は手帳を胸ポケットにしまうと、また唇をきつく結んだ。アブリルがますます心配そうにその横顔をみつめていた。

　夏休み最後の日。

　きらきらと日射しのまぶしい、まだまだ暑さの残る、朝。

　学園には、バカンスの名残を秘めた楽しそうな生徒たちの声が響いていた。芝生の上にも、東あずま
 屋や

 にも、寮の廊下や部屋の中にも……。

　風が吹いて、咲き誇る花壇の花々をふわふわと揺らしていった。
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　夏休みが終わった。

　後期の授業が始まり、生徒たちはまた、朝は規則正しく起きて寮で朝食を取り、授業を受け、忙しい学園生活に戻っていった。

　日射しは少しずつ柔らかになり、秋に近づいていった。青々としていた庭園の樹木も少し葉の色を翳らせ、風はひんやりと乾いてきた。学園での授業を受ける生徒たちの中で、一弥はひときわ生真面目に、硬い表情をしていた。予習も復習も完かん
 璧ぺき

 で、どこを指されても、流れるようによどみなく回答してみせた。

　その一弥の様子を、少し離れた席からアブリルがみつめていた。

（久城くん、様子がおかしい……）

　それから、自分の目の前にある、いつもの空席……けして授業に出ることのないヴィクトリカ・ド・ブロワの机に目を落とす。

（勉強ばっかりして。なんだか、帝国軍人みたい）

　眉まゆ

 をひそめる。

（あんまり笑わないし。つまんない……）

　なぜか一弥とあまり目を合わせない、担任のセシル先生のほうを見て、またため息。

（なにがあったんだろう？　ぜんぜんわかんないけど、でも……）

　やがて授業が終わると、アブリルはしょんぼりして、教室の窓から外の景色をみつめた。庭園を、急ぎ足で男子寮に向かっていく一弥の姿が遠く見えた。それは本当に、軍人のひとりぼっちの行進のようにまっすぐで、周囲で咲き誇る花も素敵な芝生も、なにも目にうつっていないかのような様子だった。





　そして、その週も半ばを過ぎたころ。

　風はますます涼しくなり、青々と茂っていた樹木の葉も、柔らかにくすんだ秋の色に変わり始めた。庭園に咲き誇る色とりどりの花が、ひんやりと湿った風が吹くたびに、はらはらと極彩色の花びらを芝生に散らしていた。

「えと、えと、久城くん」

　芝生に置かれたベンチに腰かけて『月刊・硬派』に読みふける一弥に、ゆっくり近づいてきたアブリルがおそるおそる声をかけた。夕刻の庭園には生徒たちが思い思いに散らばって、楽しそうに談笑していた。

　ベンチの背から覗き込んで、アブリルが聞いた。

「久城くん、なに読んでるの」

「ん？　あぁ」

　一弥が顔を上げた。笑顔になって、

「『月刊・硬派』だよ。長兄が国から送ってくるんだ。男たるもの、どう生きるべきかが毎月、暑苦しくも押し付けがましい文章で猛たけ
 々だけ

 しく書かれているんだよ。ぼく、この雑誌、すごく苦手なんだ」

「に、苦手なの？　じゃ、どうしてそんなに読みふけってるの」

　アブリルは青い瞳ひとみ

 をぱちくりして聞いた。ベンチのとなりに座って、覗き込む。また涼しい風が吹いて、アブリルの短い金髪を揺らしていった。白いうなじにピンクの花びらが飛んできて、ふわりと着地してから、ゆっくり首筋を転がってころころと芝生に落ちていった。

　一弥は寂しそうにつぶやいた。

「……どうしてかなぁ」

「ん？」

　気を取り直したように微笑んでみせて、一弥は続けた。

「『男たるもの、個人的な感情で行動したり、命を粗末にしてはならぬ』とか書いてあるんだ。あと『国のために命を捨てる。そのために自己を鍛えて云々』とか。長兄からときどきもらう手紙と、まぁ、似ているかなぁ。手紙だともっと強い調子で『世界情勢が刻々と変わっていく中、国のために働ける立派な男になるため、よく勉強して帰ってこい』なんて書いてあるね。相変わらずだなぁ、兄貴は」

「へぇ？」

「あと、次兄から科学の雑誌も送られてくるんだけど、これはなかなかおもしろいよ。姉から届く編み物やリリアンの雑誌も、興味深いしね。あれこれ気がまぎれるよ」

「はぁ」

　アブリルは間の抜けた返事を繰り返している自分に気づいて、ちょっと赤くなった。ベンチに座ったままもじもじして、右を見たり、左を見たり、上を見上げたりした。制服のプリーツスカートの裾すそ

 を引っ張ったりいじくったりしながら、思い悩む。

（とっておきのおもしろい話をしてあげたいなぁ。久城くんが元気になるような、楽しい、話題、って、えっと……）

　ちらりととなりを見ると、一弥がまた、苦手なはずの雑誌に目を落としたところだった。アブリルはあわてて、口を開いた。

「久城くん、〝霊界ラジオ〟って知ってる？」

「知らない。なぁにそれ？」

　一弥の返事に、アブリルの顔がぱっと輝いた。張り切って、

「えっとね、霊界ラジオっていうのは……。あのね、誰もいないはずの部屋で、夜中にとつぜんラジオのスイッチが入るの。そして、あの世からの死者の声を拾って流しだすの。恐ろしい雑音とともに、呪われた声を……」

　涼しい庭園に、アブリルの楽しそうな話し声が響き始めた。

　また風が吹いて、花壇に咲いていた金色の花が、一斉に花びらを散らして芝生の上や噴水の透明な水面に舞い落ちていった。





　それからさらに、数日。

　週末も近い、夕刻。天気はよく、だいぶ花が寂しくなった庭園の花壇にも暖かな日射しが降り落ちていた。

「……それでね、部屋に入ってきた幽霊が、叫んだの。『おまえを呪い殺してやるぞぅ！』」

「うん、うん」

　庭園のベンチに座った一弥が、半目になってうなずいていた。となりに腰かけたアブリルは張り切って、あれこれと新しい怪談を話し続けていた。

　一弥は、膝ひざ

 の上においた教科書に目を落とした。そしてそのまま、首をがっくりとうなだれ、気絶するように眠りに落ちていた。

　アブリルは気づかず、話し続けている。

（久城くん、だいぶ元気になってきたみたい。授業中も普通だし、もうすっかり、いつもの久城くんだよね……？）

　一通り話し終わって、アブリルは一弥をつっついた。

「それでね、久城くん」

「ぼくは眠ってませんよ」

　一弥が顔を上げて、言った。

「週末、村に出かけてみない？　後期の授業も始まったし、文房具とか、いろいろ買い物もあるし。一緒に行ったほうが楽しいかなぁと思って」

「うん……」

　一弥はぼんやりしたまま、生返事した。

　白い大きな雲がゆっくりと、夕刻の空を覆い始めた。日が翳かげ

 り、芝生に暗い影を落としていった。肌寒くなったのか、一弥がくしゃんと小さなくしゃみをした。それから立ち上がると、きりりと背筋を伸ばして小道を歩きだした。

　その後ろ姿を、アブリルはベンチに腰かけたまま、しばらくみつめていた。

（ほんとに、元気になったのかな……）

　夕日が橙だいだい
 色いろ

 に輝いて、雲の合間から射し始めた。遠くで、歩いていく一弥が一度、なにもないのにつっかかってころころと転んだ。アブリルはベンチから立ち上がって、スカートの埃ほこり

 をはたいているところで、一弥がコケたのに気づかない。一弥がまた歩きだした。アブリルも小道を反対側に向かって歩き始めた。

　また風が吹いて、花壇から金色の花びらを散らして、アブリルのほっそりとしたからだを取り囲むように揺れながら、地面に落ちていった。

　そのアブリルとすれ違いで、セシル先生が小道を歩いてきた。こちらもまたぼんやりと心ここにあらずの様子で、相変わらず瞳を赤くはらしていた。いつも肩の辺りでカールしていたくるくるのブルネットの髪も、寝ぐせがついて、おかしなふうに一房、斜め上に立っていた。

「あら、アブリルさん」

「先生、それ、寝ぐせ？」

「えっ？　ち、ちち、ちがうのよ。これは、こういうヘアスタイルなの。ソヴレムで流行はや

 ってるの。えっと……」

　セシル先生はあわてて髪の毛をいじくり始めた。ベンチにつまずいて、こけっと転んだ。抱えていたプリントの山が、秋の涼しい風にふわりと舞い上がって庭園のあちこちに飛んでいく。アブリルが「きゃっ！」と叫び声を上げた。長いしなやかな足で地面を蹴け

 って飛び上がり、プリントを空中でキャッチする。

「あら、ありがとう。アブリルさん……」

「あと二枚、っと。先生、あの、どうかしたんですか」

　不思議そうなアブリルに、セシル先生は首を振ってみせた。

　それから、小道のずっと向こうに遠ざかっていく一弥の後ろ姿にちらりと目をやった。

「アブリルさん、いま、久城くんとお話ししてたでしょ？　どんな様子だった？　元気がないとか、ぼんやりしてるとか……」

「今週の初めはそんな感じもしたけど、今日はもういつもどおりでしたよぅ」

　アブリルは明るく答えた。セシル先生は首をかしげて、

「そう……？」

「ええ。普通におしゃべりしてたし……。ん？　あれ……？」

　と言いながらもアブリルは、そういえば自分ばっかり話していたような気もする、と思い当たった。自信なさそうに、セシル先生と同じ方向に首をかしげてみる。

「ど、どうだったかな？」

　二人は首をかしげたまま、きょとんとしてしばし、みつめあった。

　セシル先生が抱え直したプリントの上に、風に吹かれて花びらが何枚か落ちてきた。

　リスが一匹、その横をちょこちょこと通り過ぎていった……。
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　週末の朝。

　アブリルは張り切って起きると、身支度をした。短い髪をといて、いちばん気に入っている水玉模様のブラウスとフレアスカートをはいて、小さな丸い布ぬの
 鞄かばん

 を持った。ばたばたと女子寮を出て、聖マルグリット学園の広大な庭園に駆け出していく。

　花壇の向こうに、金色にとがった妙なものが一瞬、見えた。アブリルは足を止めて、それに目を凝らした。花壇の花々はアブリルの背たけより少し低いぐらいで、その向こうに見えたものは、背伸びをしてももうよく見えなかった。アブリルは、まぁいいか、と気を取り直して、一弥を捜すためにまたばたばたと走り出した。

（久城くん、なんだかいつもと様子がちがう気もするけど、でも……）

　アブリルは庭園の中をきょろきょろして、遠くの東あずま
 屋や

 にぽつんと座っている一弥をみつけた。そちらに向かっていきながら、

（一緒に村にでかけて、楽しく遊んだら、きっと元気も出ると思うなぁ。いつまでもくよくよしてるのなんて久城くんらしくないし、それに……）

　東屋に近づいて、声をかけようとしたとき……。

「い、痛い！」

　頭の後ろになにか鋭利なものが突き刺さった。アブリルは悲鳴を上げて、両手で頭を押さえて振り返った。

　金色に輝く、ぐりゅんと流線型にかためたドリルが二つも、朝陽を浴びてきらきらと輝いていた。





　東屋に座った一弥は、白い陶製のパイプを手に握りしめていた。いじくったり、くわえて吸う振りをしてみたり、手のひらの上においてじっとみつめたりを続けていたが、なにやら近くで押し問答する声に気づいて、顔を上げた。

「痛い！　気をつけてくださいってば、警部さん。頭にそんな危ないものを二つもつけてるんですからね！」

「まだ慣れないのだ。これが二ふた
 股また

 に分かれてからまだ日が浅くてね」

「だからって、女の子の頭にそんなものを突き刺すなんて。あなたなんて、逮捕されちゃえばいいのに！」

「しかし、たかが髪の毛じゃないか」

「凶器ですってば。ほんとに痛かったんだから！」

　きゃんきゃんと争いあう声に、一弥はそちらを見た。東屋の外で、アブリルとグレヴィール・ド・ブロワ警部らしき後ろ姿が、なにごとか言い争っていた。ブロワ警部は相変わらず、銀色に輝くシルクのブラウスに同じ銀のカフスボタン、ぴったりとした乗馬ズボンと、一分の隙もない洒しや
 落れ

 た服装をしていた。

　一弥は立ち上がって「どうかしたんで、す、か……？」と聞きかけた。

　ブロワ警部が振り返った。一弥は思わず、

「きゃっ！」

「へんな悲鳴を上げるな。久城くん、すぐにきてくれ」

「いやですよ！　その頭の説明を聞くまでは」

「……いろいろあったのだ」

　振り返ったブロワ警部の頭は、金色のドリルが二つ、いつものものが上下に二股に分かれたような様子で、にょっきりと張り出していた。二つのドリルのあいだは開かれた鰐わに

 の口にも似て、不気味な金色の闇となり、覗のぞ

 き込む一弥をいまにも不吉に飲み込んでしまいそうだった。

「……いったいどうしたんですか」

　警部に手を握られてずるずる引っ張られながら、一弥は聞いた。

「どうもしない」

「じゃ、ぼくを笑わせにきたんですか」

「……どうしてわたしがわざわざ君を笑わせにくるのだね？　ちがう。だから、いろいろあったのだ。夏の終わりに、ちょっとばかりな」

「はぁ……」

「ジャクリーヌと、ね……」

「へっ？　なに、どういうことですか」

「うるさい。黙れ久城。余計なことは考えずに右、左、右、左と行進するように歩くのだ。質問したら逮捕するぞ。わかったか、君」

「……横暴だなぁ」

　一弥は文句を言いながらも、ずるずると引きずられて芝生を歩いていった。アブリルのほうを振り返って「ま、またね。アブリル」と手を振ると、アブリルはあわてて、

「えーっ！　そんなぁ。久城くん、お出かけは？」

「後にしろ、後に」

　ブロワ警部が不機嫌そうに言って、しっしっとアブリルを追いやった。アブリルはむっとした後、ブロワ警部の後ろ姿に向かって、べーっと舌を出してみせた。

　ブロワ警部は問答無用で、一弥をどこかに引きずっていく。

　朝陽を浴びてきらびやかに輝く二つのドリルを見上げながら、一弥はつぶやいた。

「警部……。ヴィクトリカは、あなたの妹は、いったいどこに連れて行かれたんですか」

「〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉だ」

　ブロワ警部はすぐに答えた。

　風が吹いた。一弥の黒髪がさらさらと揺れた。だが警部の髪の毛はまったく揺れなかった。樹木の葉がカサカサと少し乾いた音を立てた。

　一弥は、警部が回答したことに驚いて、ドリルをまた見上げた。

「……頭ばっかり見るな！」

「いや、どうしても目に入って。あの、〈ベルゼブブの頭蓋〉って、なんですか」

「リトアニアにある修道院だ」

　警部はまた、すぐに回答した。

「我々、ソヴュール王国とは長く同盟関係にある。古き力がまだヨーロッパを覆っていたころから、ずっとだ。いいかね、そこは修道女たちが静かに暮らす場所で、あの小さな灰色狼をおとなしくさせておくのに、もっとも適した場所のはずだった。海沿いにあってね。その修道院は、海に潮が満ちる時間になると水門を閉め、水の浸入を防ぐ。人里からも遠く、無人の駅が近くに一つあるきりで、後は暗い海に閉ざされている。小さな狼一匹では逃げることも叶かな

 うまい」

　一弥は唇を嚙か

 んだ。

「そんなところに、ヴィクトリカが……」

　ブロワ警部の二つのドリルを、睨にら

 みあげる。

「いったいどうしてですか？　こんなにとつぜん……」

　一弥の強い視線から目をそらし、警部は滔とう
 々とう

 と話し続けた。

「我々はとある目的から、ある人物をおびき寄せる必要があった。そのためにどうしても、あの小さな灰色狼が必要だったのだ」

「ある人物？」

「それについては君に教えることはできない」

　警部は低い声で言った。

「しかし、小さな灰色狼は我々の予想を超え、急速に弱ってしまった」

「なっ」

「あれはどうしても、生きたままつぎの嵐を迎えなければいけないのだ。しかしあれは、奇怪にして広大な頭脳と引き換えに、小さく、弱く、儚はかな

 いからだを授かった。もう一度言うが、久城くん、我々はあれが自由になっても困るが、しかし、死んでしまうことがもっとも困るのだよ」

　一弥は声を荒らげた。

「そんな、勝手な……！　しかし、ヴィクトリカは大丈夫なんですか？　警部……」

　警部は答えなかった。

　ずるずると一弥を引っ張っていく。一弥は、ブロワ警部が向かっているのが、真ん中に小さなお菓子の家を隠した迷路花壇の方角だと気づいた。問うように警部のドリルをみつめていると、

「修道院からの連絡によると、だが。あれは食事をせず、書物も読まず、もはや吠ほ

 えもしないらしい。もう一週間のあいだ、修道院の隅で灰色狼の置物のように座り続けているそうだ。食事もせず、声も出さず、ただ少しずつ弱っていくだけなのだ、と……。このままだとあれの命の灯ともし
 火び

 は、ちいさな風一つでかき消えてしまうかもしれない……」

「…………！
 」

　一弥はうつむいた。

　迷路花壇を抜けて、ヴィクトリカのドールハウスにたどり着いた。ちょうどセシル先生が、あわてたように玄関の鍵かぎ

 を開けたところだった。足音に気づいたように振り返り、一弥とブロワ警部をみつけると、ほっとしたように少し微笑んだ。

「久城くん……」

「先生」

「はやく開けたまえ」

　警部がいらいらしたように言った。セシル先生がドアを開けると、三人で家に入った。

　朝だというのに薄暗い、小さな家。警部がドリルをつけた頭を右に、左に、ぶんぶん振りながら、

「致し方ないが、あれの荷物だけでも修道院に送ってやろうかと思ってね。久城くん、君、荷造りを手伝いたまえ」

「…………
 」

「あぁ……。我が妹とはいえ、あれはもしかすると、限られた条件下でしか生きられぬ異形のものなのかもしれない……。我々が考えていたよりずっと弱い生き物なのかもしれない……。ほら、これを！」

　ブロワ警部は巨大な空のトランクをみつけて、一弥のほうに放り投げてきた。一弥はあわててそれを受け取った。

　それから、うつむいてしばらく黙っていた。唇を嚙んでトランクをみつめる。それを床に置くと、両足を踏ん張って立った。

　ブロワ警部を睨みつける。

「警部。ぼくは……」

　強い声で続ける。

「ぼくは、ヴィクトリカを迎えに行きます」

「ほぅ」

　ブロワ警部は少しほっとしたようだった。一弥はその顔を睨みあげて、

「でも、あなたやあなたの父親、ブロワ侯爵のためじゃない。ほかの誰のためでもない。ぼくは、ヴィクトリカの、友達だから……。心配だから……。だから行きます。でも……」

　ブロワ警部がぱっと振り返った。一弥はすばやいバックステップで、危険なドリルが自分に突き刺さるのを防いだ。薄暗い部屋の中で、東洋の小さな国からやってきた留学生の久城一弥と、ブロワ侯爵家の嫡男であるドリルの警部が、まっこうから睨みあった。

　一弥は二ふた
 股また

 ドリルから目をそらさなかった。

「ぼくは……」

「ふん。それなら、早く支度をしたまえ」

「警部、ぼくは……」

　二人は睨みあった。一弥の脳裏に、いま目の前に立っているドリルの男ではなく、燃えるような赤い髪をした、不吉な男──猫のようにつりあがった緑の瞳ひとみ

 をした、謎めいた奇術師、ブライアン・ロスコーが残した言葉が蘇よみがえ

 る。

〈移送に、気をつけろ──〉

〈その程度の力で、守れるかな──？〉

　そんな一弥と警部を、部屋の隅でセシル先生がしばらくみつめていた。もにょもにょと足踏みし、心配そうに二人の顔を見比べていたが、やがてこどもをしかるような口調で、言った。

「二人とも、喧けん
 嘩か

 はあとです。いまは急いで迎えに行ってあげてちょうだい、久城くん」

「あっ……。はい！」

　一弥はわれに返って、うなずいた。ブロワ警部がフンと鼻を鳴らした。

　セシル先生はトランクを指さして、

「荷物を入れましょう。ヴィクトリカさん、着替えもちゃんと持っていかなかったから」

「着替えも？」

　一弥が聞き返した。

「たった一晩出かけるのに、世界一周旅行をするようなばかみたいな大荷物を抱えていたヴィクトリカが？　そういや、この巨大なトランクがまだここにあるっていうことは……」

「荷造りのための時間を、ほら、久城くん宛あ

 ての手紙に使っちゃったのよ」

「あっ……」

「よっぽど伝えたいことがあったのね、ヴィクトリカさん……」

　セシル先生は悲しそうにつぶやいた。一弥はとても複雑そうな顔になって黙り込んだ。





「まったく、もう。あの意地悪ヴィクトリカ。意地っ張りの、チビッコの、悪口製造機。君が命のつぎに大事なものは、書物とフリルとお菓子じゃなかったのかい？　どうしてそれを差し置いてぼくの悪口なんかに費やしたりしたんだよ。君、ほんとにばかじゃないのかい？」

　一弥はそこにいないヴィクトリカに向かってがみがみと小言を言いながら、お菓子の家中を歩き回って、ヴィクトリカのための荷造りに精を出していた。いかにも難解そうな書物を数冊と、ピンクやオレンジ色のマカロンがつまったガラスの壜びん

 。チョコレートボンボンと、兎や鳥のかたちをした棒付きキャンディーと、木き
 苺いちご

 ジャムをはさんだクッキー。きらきら輝くマロングラッセの山と、黒スグリがたっぷり練りこまれたまんまるのスコーン。

　それを詰め終わると、翡ひ
 翠すい

 色をしたつやつや輝くクローゼットの観音開きの扉に手をかけ、開いた。中から、詰め込まれたフリルとレースのドレスがポンッと飛び出してきて、一弥の上に、まるで白鳥の大群が襲いかかるようにふわふわと降り落ちた。

「うわっ！」

　一弥はびっくりしてしりもちをついた。雪のように白いファーで飾られたフリルのドレスや、つやめくベロアの、ルビー色のワンピース。ふっくら姫ひめ
 袖そで

 でふくらんだピンクのドレスには、小さな薔薇ばら

 のコサージュが無数に飾られていた。ゴブラン織りのミニハットや、真珠のボタンが輝くちっちゃなバレエシューズや、スカートを膨らませるパニエや、飾り刺し
 繡しゆう

 がたっぷりついたドロワーズや……。

　ヴィクトリカがなつかしくなって、一弥は思わず無表情になった。それからゆっくりと立ち上がると、ドレスを一枚一枚拾っては、トランクに詰め始めた。

　思い出を拾うように。

　クローゼットのフリルの山が、トランクに移動していく。

　ブロワ警部がそれをいらいらしたようにみつめている。

　……やがて、耐えられないというように、

「ちがう！　そのパニエはそっちのドレスを内側からふっくらふくらませるための専用のやつだ。あと、そのフリルのブラウスはこっちのドレスの下に着ると袖の飾りが映える。いいか、それにこのお花のハイヒールをあわせるのだ。それだと帽子は……ええと、これだ！」

「うるさいですよ、警部」

「……しかし、久城くん。君はフリルなどにうとい無骨な男だから、かゆいところに手が……」

「迎えに行くのはぼくだ。警部はそこで黙って、ドリルをどんどん増やしていればいいんです！」

　顔を上げた一弥に怒りをこめて睨にら

 まれ、警部は口を閉じた。それから壁にもたれて黙り、そわそわしながらも、余計なことは言わずに一弥の荷造りを見守った。

　小声で「しかし、これを増やしたのはあのちいさい悪魔なのだぞ……。誰が好き好んでこんなまとめにくいヘアスタイルにするものか……」とぶつぶつつぶやいている。

　やがて一弥は荷物を詰め終わり、トランクのふたをぱたんと閉めた。

　鍵かぎ

 をかける。

　静かに立ち上がって、待っていたセシル先生とブロワ警部に言った。

「では、行ってきます」

「……久城くん」

　警部はつぶやくと、懐からなにかを取り出した。細長い黒い封筒だった。受け取った一弥が中を開いてみると、薄っぺらい黒い紙が一枚、出てきた。英語で短く、〈ファンタスマゴリアへの招待状〉と書かれていた。

「これは……？」

「あの修道院は普段はけして部外者を入れないのだ。だが明晩は、それがあれば入れる」

「いったい、〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉というのは、どういう……」

「行けばわかる。頼んだぞ、君」

　ブロワ警部は大砲のようなドリルを一弥に向けて、うなずいてみせた。





　週末の聖マルグリット学園はよく晴れて、過ごしやすい季節を謳おう
 歌か

 していた。生徒たちは思い思いの場所でくつろぎ、相変わらず、夏の長いバカンスの思い出話を楽しそうに続けていた。小鳥のさえずりのような、かしましいその声。

　東あずま
 屋や

 から。ベンチから。気持ちのいい芝生から。

　その聖マルグリット学園の隅にある、謎めいた迷路花壇。中で迷ってしまうために生徒たちは入ろうとしないそこの奥から、ひっそりと久城一弥が出てきた。

　巨大なトランクを重そうに引きずりながら、一人、小道をゆっくりと歩く。

　楽しそうなざわめきから、一歩、また一歩と離れていく。

　東屋でクラスメートたちと話していたアブリルが、それに気づいて、どこにいくのかしら、と不思議そうに小首をかしげて見送る。

　一弥は小道を歩き、聖マルグリット学園の出口である、巨大な正門にたどり着く。唐草模様に似た飾りが輝く大きな門を抜けて……。

　夏の終わりの聖マルグリット学園を、一弥は後にした。

　また風が吹いて、樹木の葉を揺らした。噴水の水がとろとろと流れ続けている。正門の外には村に通じる、静かな砂利道がどこまでものびていた。






　　　　４






　村の小さな駅は、静かだった。バカンス帰りの生徒たちを大量に乗せていた一週間前とちがい、かわいらしい三角屋根をした小さな駅舎にも、もくもくと煙を吐きながらホームに入ってくる蒸気機関車にも、あまり乗客の姿はなかった。

　巨大なトランクを抱えた一弥は、やってきた列車に飛び乗ると、ほっと一息ついた。それから通路を歩いて、空いているコンパートメントをみつけて入り、腰を下ろした。

　となりには、巨大なトランクが一つ、誰かの人格を模倣するようにでんと、偉そうに鎮座していた。一弥はトランクにもたれてじっと窓の外を見た。

　緑の眩まぶ

 しい葡萄ぶどう

 畑がどんどん遠ざかっていく。ソヴュール王国の首都、ソヴレムに向かう列車は、窓の外の景色を都市部のものに染め替えていく。一時間経ち、二時間が経ち……。やがて、少しずつ混んできた。小さな女の子を連れた若い母親が「いいかしら？」と聞きながらコンパートメントに入ってきた。振り向いた一弥が東洋人の少年だということに気づき、警戒するように少し表情を硬くする。

　一弥は礼儀正しく、

「どうぞ、マダム」

「…………
 」

　若い母親が向かい側の座席に座る。連れられている小さな女の子が、ふわふわした子供服の裾すそ

 を揺らして座席によじ登り、まるで初めて列車に乗るのだというように窓枠にしがみついて、外の景色をみつめだした。

　茶色い瞳ひとみ

 が見開かれる。ちっちゃなぷくぷくした手をぎゅうっと握りしめている。

　母親が窓を開けてやると、女の子の長い茶色い髪がふわりと舞い上がった。小さなお口をぽかんと開けて、流れていく景色に目を凝らしている。白いボンネットが窓からの風にあおられて、ふわりとその頭から飛び立ち、一弥の膝ひざ

 の上に落ちた。一弥はそれを拾うと、女の子の頭にそっと載せてやった。

　そしてそっと、女の子から視線を離した。

　汽笛が鳴った。

　若い母親がハンカチを取り出して、一弥に渡してくれた。一弥は小声でお礼を言って、恥ずかしそうに目を拭ふ

 いた。

　すん、すん、と洟はな

 をすする。

　涙があふれている。

「あなた、ずっと遠くから、この国にきたのね」

「えっ。ええ……」

「妹さんのことでも思い出したのかしら？」

「いえ。ええ、そのような……。あなたのちっちゃな娘さんを見ていたら……」

　一弥がハンカチを返すと、若い母親は微笑んだ。それから、眠そうに目をこすりだした女の子を両手で抱えて、膝の上に乗せた。女の子が一弥を見上げてにっこりした。

　列車が首都、ソヴレムに着いた。





　ソヴレムの中央に鎮座するシャルル・ド・ジレ駅は、総ガラス張りの天井に、黒煉れん
 瓦が

 の巨大な柱。何十本と並ぶホームを繫つな

 ぐ鉄製の跨こ
 線せん
 橋きよう

 を、乗客や赤い制服のポーターたちがせわしなく行き交っていた。

　一弥は駅構内の大きなカフェで、ミルクを飲んで時間を潰つぶ

 した。それから、夕刻になってやっとホームに入ってきた、リトアニア行きの列車であるオールド・マスカレード号に乗り込んだ。

　西欧の大陸を横断する寝台型の急行列車。五両編成で、一等列車には寝台が二つある広々とした個室がついていた。車掌が予約した乗客たちの名前と顔、パスポートを確認する。大きなトランクをポーターに運ばせながら、乗客たちがつぎつぎにホームに集まってきた。

　車掌の前に続く列に並んでいる一弥の前には、同い年ぐらいの、いかにも物静かな様子の少女が立っていた。黒髪に、どこか青白い肌。瞳は暗い青色をしていて、なかなかきれいな少女だった。

　彼女が重そうに持つ荷物に手を貸してやると、少女は低い声で「ありがとう」とつぶやいた。

　一弥の後ろには、二十代半ばぐらいと思われる瘦や

 せた男が立っていた。きちんとスーツを着て、茶色い髪もていねいに撫な

 で付けている。これといって特徴のない、真面目そうな若い男だった。

　乗客たちが順番に列車に乗り込むと、汽笛が鳴った。しばらくして、鉄製のドアが外から閉められた。

　一弥は自分用の個室に入ると、ベッドの横に巨大なトランクを置いた。それからほうっとため息をついた。椅子に座ったとき、外の廊下から、なにかがドアにぶつかる音がした。

　つづいて、なにかののしるようなしゃがれ声。

「ど、どうかしましたか」

　ドアを開けて廊下を見ると、ちょうどそこに、白髪に白い髭ひげ

 をたくわえた、七十がらみの老人が立っていた。上質ではないがよく手入れされた服や靴。しわに半ば隠された、緑色の瞳。瘦せたからだで、大きな荷物を持っていた。どうやらその荷物をドアにぶつけてしまったらしい。

　口の中でもごもごと文句の言葉をつぶやいている。

「大丈夫ですか」

「フン。心配なら手伝いたまえ、東洋人め」

　一弥はむっとした。

「そういう言い方はないでしょう、ご老人。部屋はどこですか……」

　文句を言いながらも、老人の荷物を持って個室に運び込んでやる。老人はぶつぶつなにかつぶやいて、一弥にポケットから出した小銭を渡そうとした。一弥が断ると、またなにやらつぶやきながら、ポケットにしまう。

「どこまで行かれるんですか」

　一弥がなにげなく問うと、老人はふいに顔をしかめた。しわだらけの顔が哀しげにくもったので、一弥はどきっとして、老人の個室から出ようとしていた足を、思わず止めた。

　老人はつぶやいた。

「──〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉じゃよ。東洋人」





　老人と一緒に、一弥は動き出したオールド・マスカレード号の廊下を歩き、ラウンジに向かった。一等車と二等車のあいだにあるそこは、豪ごう
 奢しや

 なアールデコのテーブルと椅子、ソファ、オリエント風の花瓶などで溢あふ

 れていた。

　薄暗いその車両を、ぼうっと洋灯ランプ

 の橙だいだい
 色いろ

 の輝きが照らしていた。老人は隅の席に座ると、紅茶を注文した。一弥もそれにならう。老人は白い長い髪をソファにたらし、話し出した。

「〈ベルゼブブの頭蓋〉は、じつに閉鎖的な修道院なのだよ、東洋人」

「ええ、知っています。ぼくもいまからそこに向かうところなんです」

「修道院には若い娘たちがたくさんいてね。もちろん、全員が修道女だ。わしの娘もそこにいるのでね、明日は、久しぶりに娘に会いに行くのだよ。ずいぶん会っていないもので、どうも……寂しくてね」

　老人は微笑んだ。さざなみのようにしわがうごめいた。

　給仕の手で紅茶が運ばれてきた。老人は小刻みに震える手でカップを持ち上げた。熱い紅茶を口に運びながら、

「〈ベルゼブブの頭蓋〉は岩の塊のような建物でね。内部は螺ら
 旋せん

 になっていて、ぐるぐると長い廊下の左右に小さな部屋が無数に作られている。しかし外から見ると、丸くごつごつとして、巨大な蠅の頭のようにも見える。それでそのような名前で呼ばれているのだ」

「蠅の頭のように……」

「そうだ。わしのような古い人間しかもう知らないかもしれないが、修道院はその昔、あの国の王がつくらせた迷宮でもあったのだ。彼か

 の国で恐ろしい疫病が流行はや

 ったとき、王は民を救おうとせず、己の命をただ守らんとした。そして、疫病が迷って入ってこられないようにと廊下を螺旋のデザインとし、もっとも奥の部屋に隠れたのだ」

　一弥も熱い紅茶を口に運んだ。老人は続ける。

「しかし、あの国の民に語り継がれている伝説によると、疫病という名の悪魔は、ついにある日、やってきた。国中の命を奪い、人々のからだに無数の穴を開け黒い血を流させたそれは、ある夜、足音をしのばせ〈ベルゼブブの頭蓋〉にせまった。そして螺旋の迷宮をゆっくりと進み、進み、ついに朝になって、隠れる王をみつけた。そして無数の鋲びよう

 を打ちつけた大きなからだで、震えながら助けを請う王のからだを抱きしめた。王のからだには鋲によって無数の穴が開き、そこから黒い血がどっと溢れ出た。王は呪いの言葉を叫びながら息絶え、そしてその王の命をもって、疫病もまた彼の国から旅立ったのだ。……もう何百年も前の話だよ、東洋人」

「そんなことが……」

「しかし、それは遥はる

 か昔の出来事。半ば伝説としてのみ語り継がれているのだ。わしの娘も、そんなことは気にせず〈ベルゼブブの頭蓋〉の〈ファンタスマゴリアの夜〉のために粛々として働いてるよ」

「〈ファンタスマゴリアの夜〉？」

　一弥は紅茶のカップをソーサーに戻しながら、聞いた。老人は驚いたように瞳を細めて、

「なんだ、知らなかったのかね。それなら、いったいなんのために修道院に向かっているのだね？」

「いや、ぼくも、その……。友達がいるから、迎えに行くところなんです。それはいったいなんですか、ご老人？」

「〈ベルゼブブの頭蓋〉は、先の世界グレート
 大戦・ウオー

 の折、ソヴュール王国の科学アカデミーの者たちが工作員のために使わせていた場所らしい、という噂もあるのだが。そういった歴史にかかわる場所にもかかわらず、いまではただ修道院として使われているに過ぎない。しかし、月に一度、秘密の夜会を開いているのだ。満月の夜だけを選んで行われる、修道女たちの夜会〈ファンタスマゴリアの夜〉──。明日の夜がちょうどそれなのだが。この列車は夜会に招かれた客が乗り込んでいるせいで、こんなにも混みあっているのだよ」

「秘密の夜会……」

　老人が懐から、一枚の紙を出して一弥に見せた。一弥は思わずあっと叫んだ。それは、聖マルグリット学園を出るときにブロワ警部から渡された、奇妙な黒い招待状と同じものだった。老人はそれをまた懐にしまいながら、

「まぁ、ショーのようなものだよ。宙を飛ぶゴーストや、消えバニシ
 るング
 美女レデイ

 。岩の修道院を照らす、魔力を秘めた石灰ライム
 光ライト

 。そのためにヨーロッパ中から集められる選え

 りすぐりの古き力。すなわち、古き魔術ウイ
 師ザード

 たち──。彼らが見せる古き力による魔術を見るために、大陸中からひそかに人々がやってくる。君もその一人だろうとわしは思っていたのだが、どうやらちがったようだ」

「いえ。その招待状なら、ぼくも……」

「なんだ、やはりそうなのか」

「ええ」

「古き魔術師たちが言うには、修道院にはもともと特別な魔力とでもいうものがあって、月が満ちる時期になるとそれが増すのだと。だから、この時期に夜会をやっているらしいのだが。わしはどうも、彼らのそういった考え方には懐疑的なのだ。修道院がやることにしては派手すぎると思えてね。わしの娘は修道女だが、彼らの魔力に操られているような気もするのだ。心配で、様子を見に行くことにしたのだがねぇ……」

　老人は髭をいじりながら、深く吐息をついた。





　夕刻に乗車したオールド・マスカレード号は、古き力の眠るヨーロッパ大陸を、黒煙を上げてゆっくりと横断しながら夜のしじまに溶け込んでいった。いつのまにか窓の外に墨を溶かしたような闇が立ち込め、時折、停車する都市の駅で乗客が乗り込んでくるとき以外は、列車内も静かで、人の声もあまり聞こえなくなっていった。

　がたごとと揺れながら、停車駅からまた走り出したオールド・マスカレード号の廊下を、修道士の服装をした老いた男が歩いてきた。ずいぶんと荷物が少なく、その代わり、金の刺し
 繡しゆう

 が入ったいかにも重そうなローブを身につけていた。一弥は老いた修道士とすれ違いざま、ふと、廊下の向こうに見覚えのある赤い髪を見たように思った。

「あっ！」

　思わず短く叫ぶと、修道士が顔を上げて、外国訛なま

 りのある英語で、

「どうかしたのかね」

「いえ。知り合いを見たように思ったので……」

　修道士は、一弥が振り返ったほうをちらりと見た。二等車の奥、豪奢な列車の中では例外的に粗末な木のドアが一つ、つぎの車両とのあいだで揺れていた。まるでたったいま、誰かがドアを閉めたかのように。

「あのドアの向こうは貨物室だよ、君。誰もいないと思うがね……」

「そうですか」

　修道士はうなずくと、廊下を遠ざかっていった。一弥も歩き出そうとして、やはり気になって、貨物室の粗末なドアのほうを振り返った。

　そっと歩いて、ドアに近づいてみる。

（さっき見たような気がした、赤い髪……。燃えるようなあの色は、ぼくが聖マルグリット学園の時計塔で出会った……）

　若い奇術師、ブライアン・ロスコーのことが思い出される。

　あの日、時計塔で一弥に語ってみせた、不吉な未来のことも。

〈あれが〈古き者たち〉の大陸、ヨーロッパの最後にして最大の力だ──〉

〈この先、あの仔こ
 狼おおかみ

 の行く手に待つものは、大きな大きな嵐だ──〉

　さきほどの老人が語った、魔術師たちが集まる〈ファンタスマゴリアの夜〉のことも頭をよぎる。

（まさか、ブライアン・ロスコーも列車に乗っているなんてこと……。は、ないか……）

　貨物室のドアを開けた途端、不気味な羽音がばたばたばたっと響き、一弥は思わず短い声を上げた。

　薄暗く埃ほこり

 っぽい、奥行きの深い空間に、白い鳥が無数に飛んでいた。よく見るとそれは大きな鉄の檻おり

 に入れられていて、ふいに入ってきた一弥に驚いたようにばたばたと飛びまわっているのだった。薄暗い貨物室の中に、うごめく白い鳥たちの羽が不気味に輝いていた。

　一弥は辺りを見回した。人の気配はしなかった。ただ、飾り文字の躍る巨大なキャビネットや、鏡が取り付けられたテーブルや、サーベルが刺さったままの四角い箱など、奇術道具らしいものがところせましと並べられていた。

「誰もいないな……」

　一弥はつぶやいた。

　それから、数歩、貨物室の奥に入ってみた。

　きょろきょろしながら進んでいくと、一つ、見覚えのある道具をみつけた。チェスドールだ。小さな四角い箱で、上部に上半身だけの人形がくっついている。人形は両腕を、箱の上にあるチェス盤にのばしている。

　人間とチェスをする不思議な自動人形だ。箱の大きさは、とても中に大人が隠れられるようなものではないのに、ギリギリと動いて自在にチェス駒を操ると大人気のものだった。一弥は髭を尖とが

 らせたユーモラスな人形の顔をじっとみつめた。

　夏休みになる前、風邪を引いたヴィクトリカを置き去りに、一人でソヴレムに出かけたときに、劇場の前でこの人形を見た。たしかブライアン・ロスコーのショーが始まるところで、ブライアンが人形を劇場に運び込んでいたはずだ……。

（やっぱり、ブライアンが乗っているのかな……。あの赤い髪は確かに彼だと思ったんだけど……）

　一弥はそう考えながら、ますます顔を近づけて人形をみつめた。木彫りの顔はトルコ人風で、頭にターバンを巻き、黒々とした髭を左右に尖らせている。

「へんな顔だなぁ」

　一弥は思わず、くすくすと笑った。

　と……。

「痛い！」

　チェスドールが棍こん
 棒ぼう

 のような腕を振り上げて、一弥の頭をポカリと叩たた

 いた。一弥は仰天して、

「叩かれた!?
 　えっ、どういうこと？　どうやって動いたの？　いまの言葉がわかった、なんてこと……」

　床にしゃがみこんで、人形のついている四角い箱に手を伸ばした。箱の側面の左と右に一つずつある蓋ふた

 をみつけて、まず左の蓋を開けて中を覗のぞ

 き込んでみる。

「機械が入ってる……？」

　中には小さなぜんまいやねじなどが無数に入っていた。一弥は蓋を閉めて、続いて、右の蓋を開けてみた。

　こっちも同じだった。ぎっしりと機械が入っていて、ぜんまいやねじのあいだに空いた隙間から、ところどころ床が透けて見えた。

　しばらく一弥はばたばたしてチェスドールを調べてみたが、本当に中に誰もいないのだと気づいて、あきらめた。ため息をつきながら、チェスドールの箱の上に座る。

「あぁ、びっくりした。いったいどういう仕掛けになっているんだろう。まるでぼくの言葉がわかるみたいに、思いっきり叩いてきたなぁ……」

　小さな人形の頭を、振り返る。かすかに、人形の黒い目玉がこちらに向かって動いたようだったが、一弥は今度は気づかずに、またため息をついた。

「まるで……あの子みたいだな。ちょっと顔を近づけて眺めていただけで、気に入らないって、顔を両手でばしばし叩いたりするんだもんなぁ。はぁ……」

　懐から取り出した白い陶製のパイプをみつめて、ため息をつく。

「ヴィクトリカ、君、こんなに学園から遠くにいるなんて。まったく、いつも心配ばかりさせて、こまった人だなぁ……。はぁ……」

　貨物室の窓から、真っ暗な空と、線路沿いにどこまでも続く地中海の暗い青がよく見えた。一弥はその景色を、しょんぼりとした顔をしてみつめた。

　勝手にヴィクトリカを移動させたり、死なれては困るとうそぶくブロワ警部への悔しさが胸にせりあがってきた。そしてブロワ警部を動かしているのはその父にして、オカルト省の重鎮であるブロワ侯爵なのだろう……。一弥は唇を嚙か

 んで、暗い海にうつる青白い月の光をみつめた。寂しくて、悔しくて、辛つら

 い気持ちになった。ヴィクトリカの小さな姿を思い出しては、吐息をついた。

（聖マルグリット学園が、あの子にとっていちばんいい場所だとは、もちろんぼくは、いまでは思わない……。だけど、いま置かれているようなところに一人でほうっておけやしない。ぜったいにヴィクトリカをみつけて、それで、いっしょにまた安全な学園に帰るんだ。ヴィクトリカを図書館塔の書物とお菓子の山の真ん中に帰すんだ。それでぼくはまた、長い迷路階段を上がって、息を切らせて上がって、毎日、君に会いにいく……。だって、最近は、ちょっとはうれしそうな顔をしてくれるようになったからさ。少しずつ心が近づいているような気が、するからさ……）

　人形にもたれて、考え込む。

「はやく、君を助けなくちゃ……。この荷物を届けて、それで……。痛い！」

　一弥にもたれかかられたチェスドールが、邪魔だというようにまた一弥を叩いた。

「なんだっ？」

　人形の両腕が、ぽかぽかと連続で、ちょっと楽しそうに、一弥の頭を太鼓のように叩き続ける。一弥は跳び上がって、チェスドールを振り返った。黒い目玉はもう動かなかった。

「ほ、ほんとにヴィクトリカみたいだな、このへんな人形……。いたたたた！」

　人形がゆっくりと動きを止めた。一弥は不気味そうに遠巻きになってチェスドールをみつめた。動かなくなった人形を、観察し続けてから……。

「なんだろう。まったく……」

　一弥は逃げるように貨物室を後にした……。

　細い廊下を歩いていく。

　窓の外で夜の海が静かに波打っていた。水に映りこんだ月が波の動きに合わせてゆっくりとうごめいていた。






　　　　５






　寝台車の個室で一晩眠り、翌日のこと。

　昼食のために食堂車に向かうと、ずいぶん混み合っていた。奥にある六人がけのテーブルに一席だけ余っていたので、一弥は同席をお願いした。

　手前に座っていた、昨夜ラウンジで話をした白髪の老人が、

「かまわんよ。座りなさい」

　そう言うと、ほかの四人もうなずいた。一弥は礼を言って席に着いた。

　料理が運ばれてくるあいだ、六人は自己紹介をすることになった。夕刻まで時間もあり、退屈気味だったらしい。老人は昨夜と同じように、〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉まで、修道女をしている娘に会いに行くのだと語った。

　一弥のとなりに座っていたのは、列車に乗り込むときに列の前にいた、黒髪に青い瞳ひとみ

 の少女だった。

「わたしは〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉へ、魔力の強まる今夜を狙って、誕生日をみつけてもらいにいくのです」

　一弥は口に含んだ水を噴いた。

「……失礼。マドモワゼル、ええと、ぼくはいま、聞き違いを……？」

「誕生日をみつけてもらいにいくの」

　少女はもう一度、今度は、ゆっくり言った。

「どういうことですか、それ？」

「あの修道院には不思議な力があるのよ。わたしにはわかる。わたしは孤児で、自分の誕生日を知らないのよ。だからそれを教えてもらうことで、自分の輪郭を知りたいの。だから行くのよ。友達のつてで、苦労して招待状を手に入れたの」

　真剣な顔で語る少女に加勢するように、となりに座っていた三十歳ぐらいのおとなしそうな婦人が話し出した。

「あの、わたし自身は半信半疑ですが、〈ベルゼブブの頭蓋〉という場所に不思議な魔力が宿っているという噂は、確かにありますわ」

　一弥と目が合うと、婦人は寂しそうに微笑んで、

「半信半疑とはいえ、亡くなった母と話ができるかもしれないと思って、〈ベルゼブブの頭蓋〉に向かうところですの。相談していた、とある方に教えていただいて。最近、母のことがとても懐かしくてね……」

「俺は信じちゃいないけどね」

　婦人の向かい側に座っている若い男が、肩をすくめながら言った。昨夜、列車に乗り込むときの列で、一弥の後ろに並んでいたとくに特徴のない男だ。あくびをしながら、

「知り合いに招待状を譲られたから乗ってるだけなんだ。俺はサイモン・ハント。ただの小役人だ。それにしても、ずっと列車に乗り続けで飽きてきたよ。ふん、誕生日をみつけてもらいになんて、ずいぶんおセンチなことだ」

「なっ！」

　黒髪を揺らして、少女が若い男、サイモン・ハントを睨にら

 みつけた。するとおとなしそうな婦人が「まぁまぁ」といさめた。

「どこまでが史実かわかりませんけれど、主人から聞いた話ですと、世界グレート
 大戦・ウオー

 のときに〈ベルゼブブの頭蓋〉で不思議な事件が起こったという事実はあるようですわ。あの辺りは、海から空からドイツ軍の侵攻にあって、もういくらももつまいと思われていたらしいんですけど、ええと、どうでしたっけ……」

　婦人に助けを求めるようにみつめられて、白髪の老人は仕方なさそうに口を開いた。

「あぁ、マリア像の事件じゃな」

「マリア像？」

「なぁにそれ？」

　一弥と黒髪の少女がほぼ同時に聞き返した。老人はうなずいて、

「世界史の年表にも記されている、不思議な事件じゃよ。一九一四年十二月十日〈落下させる聖マリアの怪〉のことだな。先の大戦当時、リトアニアの大部分はロシア領だった。当時〈ベルゼブブの頭蓋〉は、ロシアの諜ちよう
 報ほう

 部と、同盟国であるソヴュール王国の科学アカデミーが諜報活動の拠点として使っていた……という説もあるのだよ。確かなことはわからんがね」

「フン」

　若い男、サイモンがくだらないというように鼻を鳴らした。少女が青い瞳できっと睨む。老人は気にせず話し続けた。

「一九一四年、つまりいまから十年前の十二月十日。冷え切った満月の夜のこと。ドイツ軍の戦闘機が無数に飛びまわる海辺の夜空に、とつぜん……」

「とつぜん？」

　少女が聞き返す。

「巨大なマリア像が浮かんだのだ」

「マリア像……？」

「それは塔よりも高く、半透明に夜に透けて、そしてとても悲しそうな顔で空に浮かび上がったと言われておる。まるで争いあう我々を哀れむように。殺しあう命を嘆くように。変わりゆく世界を惜しむように。夜空に浮かび上がり、滂ぼう
 沱だ

 の涙を流した後、ほんの数分でゆっくりと消えた。だがその数分が戦いの勝敗を分けた。ドイツ軍の戦闘機はつぎつぎに墜お

 ち、ある機は暗い海に消え、ある機は海辺の砂浜に錐きり

 もみ状態で墜ちて、燃料もろとも火柱となって夜に燃えた。巨大なマリア像は満月の夜に……そう、今夜のように、〈ベルゼブブの頭蓋〉がもっとも強い魔力をもつといわれる夜に現れた。そう聞いているがね」

「フン」

　サイモンがまた鼻で笑った。

　少女がそれを睨みつける。

「不思議な力をばかにすると、そういった力に殺されるわよ。あなたは〈ベルゼブブの頭蓋〉から生きて帰れないかもしれないわ」

「くだらない。俺はピンピンして帰るよ。仕事もあるからね」

「それなら、余計なことを言わずに座っていればいいわ」

「なにを言おうが俺の勝手だ。……なぁ、修道士さん」

　サイモンは、さっきからずっと一言もしゃべろうとせずに五人の話を聞いていた、自分のとなり……サイモンと白髪の老人のあいだの席に座る、六人目の乗客に話しかけた。

　金色の刺し
 繡しゆう

 が輝く重そうなローブを身につけた男。昨夜、一弥が廊下ですれ違った修道士だ。

　彼はゆっくりと微笑んだ。そして、修道士イアーゴと名乗った。

「イアーゴさまよ。あんた、どう思う？　聖職者として、いまの話をさ。魔力なんてものを信じているこいつらは、とんだ不信心者じゃないのかい」

　修道士イアーゴは黙って笑みを深くした。サイモンがむきになって身を乗り出す。

「あんた、どう思う？　〈ベルゼブブの頭蓋〉には本当におかしな力があると思うのかい？」

「……さて」

　低い声で修道士は答えた。

「大戦中のことはわかりませんが……。いま修道院にいる人々は、もともとはギリシャ正教の一派とのことだったはずですが、いつのころからか、夜会と称する奇妙なショーで人々を集めるようになりました。あの場所になにか不思議な力があるのか、それとも、彼らが……。実のところ、わたくしはそれを確かめるために列車に乗ってるのですよ。お若い人」

　修道士が謎めいた微笑を浮かべる。サイモンが聞き返そうとすると、それを押しとどめて、懐から金色に輝く重そうなロザリオを出し、掲げてみせる。

「わたくしはバチカンの奇跡認定士。〈ベルゼブブの頭蓋〉の修道院長からの依頼を請け、バチカンの代表として、彼か

 の場所の奇跡認定を行うために遣わされたのです」

　きょとんとして彼をみつめる五人に、修道士は微笑んでみせた。

「もちろん、わたくしは奇跡の力が存在することを信じます。ただ、修道院にあるものがそれにあたるかどうかは、わかりませんが。みなさんに神のご加護のあらんことを」





　食堂車から各自の部屋に戻るため、一同は立ち上がって歩きだした。一弥の肩を誰かが叩たた

 いたので、振り返ると、役人だという若い男サイモンが立っていた。

「笑っちゃうよな。魔力だの、奇跡認定だの」

「……確かに、妙な感じですけど」

　一弥は首をかしげて答えた。

　サイモンは肩をすくめて、

「おかしなやつらばっかりだよ。でも、夜会のためにわざわざやってくるんだから、そういうもんかもな」

「えぇ……」

「ん？　どうした、坊主」

　一弥は自分の時計が止まっているのに気づいて、ぜんまいを巻いたり、軽く叩いたりを繰り返していた。サイモンはそれに気づくとにやりとした。

「俺に貸してみろよ」

「故障かなぁ……。サイモンさん、時計が直せるんですか」

「奇跡の力でね。いや、冗談だよ」

　サイモンは一弥から腕時計を受け取ると、大きな手のひらに包み込むようにして握りしめた。そして、

「これでまじないの言葉でもつぶやけば、もっともらしいけどね。俺の魔力で時計が動き出すぞ、ってなもんさ」

「ええと……」

「ほら」

　サイモンは握っていた手を開いてみせた。一弥は覗のぞ

 き込んで、思わず「あっ！」と叫んだ。

　ついいままで止まっていた時計が、またカチッカチッと動き出していた。驚いてサイモンの顔を見上げると、彼は得意そうに笑っていた。

「ざっとこんなもんさ」

「いったいどうやったんですか？」

「魔力で……と言いたいところだが、残念ながらちがう。時計がとつぜん止まるときには、古い油と埃ほこり

 が絡まってつまっていることがあるんだよ。中を開けてみるまでもなく、手のひらで包んであたためてやれば油がとけて、たちまちまた動き出すってわけだ。驚くほどのことじゃない。こういう、魔力のふりをした奇術を見破るのが俺の仕事なんでね」

「それがサイモンさんの仕事ですか？……確かさっき、役人、っておっしゃってましたけど」

　一弥は、サイモンから受け取った腕時計を手首に巻きなおしながら問うた。

「うん……」

　サイモンはとつぜん饒じよう
 舌ぜつ

 さをなくして黙り込んだ。質問には答えず、また歩きだした。

　一弥はその後ろ姿に礼を言って、自分も廊下を歩き、個室に戻った。





　夕刻が近づいたころ。

　汽笛が鳴った。

　海と砂浜を隔てる巨大な水門が見えた。いかにも儚はかな

 くぼんやりと浮かび上がり、紫色の海と白い陸地のあいだに建っていた。その向こうに大きな建物の影が、うっそりと見えてきた。





　オールド・マスカレード号はついに〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉に到着した──。






　霊界ラジオ─wiretap radio 1─










　ガ、ガ、ガガガ、ガガガガガガガガガガ。





　ガガ、ガ、ガガガガガ、ガ。





　ピィィィィィィィィィィィィィ
 。





〈キ、タ〉





〈キタ、カ〉





　ガーッ……
 。





　ピィ……。





〈スパイが、一名〉

〈一名か〉





〈コロスか？〉

〈もちろんだ。コロスとも〉

〈了解シタ〉





「──スパイは箱の中で死ぬだろう」






　第二章　〈ファンタスマゴリアの夜〉











　　　　１






〈ベルゼブブの頭蓋〉は、ソヴレムから乗ったオールド・マスカレード号の終点だった。暗い海の間近にただ一本の無骨なホームがあるだけで、海と駅のホームのあいだには、満潮になったときに閉めるらしき巨大な水門と、高い石の壁だけがのっそりと続いていた。

　薄紫色に染まる夕刻のバルト海に、白い泡が無数に浮かんで、波にあわせてゆっくりと寄せては返していた。寄せては、返し。寄せては、返し。ざざっ……という静かな音が、無骨なホームにつぎつぎ降り立った乗客たちの耳にも響いてきた。車掌が、夜会が終わる時間に始発の列車として戻ってくる旨、乗客たちに告げる声も遠く聞こえてきた。

　暮れかけた空に、気の早い満月が、奇妙なほど大きく白々と浮かんでいた。

　一弥は巨大なトランクを抱えてホームに降り立ち、遠く、砂浜のずっと向こうにそびえる〈ベルゼブブの頭蓋〉に目を凝らした。

　黒ずんだ砂浜がずっと続いていた。その向こうに、闇そのもののように暗くごつごつした巨大な岩のようなものがそびえていた。潮が引いて現れた、木々も生えず、命を育はぐく

 むこともない不吉な島のように。

　となりを歩いていた老人が、

「月の光は人の心を狂わせるというが」

「ええ……」

「今夜はずいぶん、いやな満月じゃないかね。東洋人」

　そうつぶやいた。それから一弥の視線を追って、岩のかたまりに目を留めると、

「あぁ、あれが例の修道院だ。〈ベルゼブブの頭蓋〉だよ」

「……あれが修道院？　まるで岩でできた孤島のようですが」

「近づけばわかる。人工的につくられたものだということがね。そして名前の由来──蠅の王ベルゼブブから名づけられた理由もまた、よぅくわかるだろうよ、東洋人」

　一弥は老人の後を追って、トランクを引きずって歩きだした。

　スーツ姿のサイモン・ハントも、修道士イアーゴも、それぞれの荷物を持って、修道院に向かって歩きだしていた。砂浜を歩き、ぐるりと修道院の左側に回って近づいていく。近づくにつれ、岩のかたまりのようなそれは夕刻の空にずっしりとそびえ、辺りは重苦しい空気に包まれ始めた。

「あぁっ！」

　一弥は思わず声を上げた。老人がうなずいて、

「見たかね、東洋人」

「ええ」

　角度が変わると、岩のかたまりの右と左に、ちょうど巨大な昆虫の複眼のような盛り上がりがあり、なるほど、蠅の頭部のような不気味な様相だった。薄紫色に染まる夕刻の空いっぱいに、不吉な蠅の王が現れ、一弥たちを見下ろして笑っているようだった。

「なんて、場所だ」

　一弥は唇を嚙か

 んだ。

　トランクを握りしめる手に力がこもる。

　となりを歩く老人がしみじみとつぶやいた。

「ここで娘が日々暮らしているのかと思うと、複雑なものだね……」

　一弥は答えなかった。うつむいてただ歩く。

　ザザァァァッ……
 と、波の音が遠く聞こえる。

（こんなところで、ヴィクトリカがひとりぼっちに……）

　足早になった一弥に、老人が「どうしたんだね？」と声をかける。一弥は「いえ……」とかぶりを振って、歩を進めた。

　修道院の入り口が見えてきた。列車から降りた乗客たちのほかに、ひとつ前の便で着いていたらしい、たくさんの客が修道院の石の門の向こうにひしめいていた。門と、孤島のような修道院のあいだに広々とした前庭があり、客用のたくさんの椅子が用意されていた。庭にはすでに、着飾った男女や、はしゃぎまわるこどもたちが溢あふ

 れていた。

　門の前で招待状を差し出す。受け取ったのは重たそうな黒尽ず

 くめの服を着た修道女だった。老人が修道女の一人に娘のことを聞いている声が、かすかに聞こえてきた。でもそれも、前庭から響く観客たちの嬌きよう
 声せい

 にかき消されていく。

　一弥は修道女の一人に、聞いた。

「ぼく、友人を迎えにきたんです。アルベール・ド・ブロワ侯爵の娘で、ヴィクトリカという女の子がここにいるはずなんですが」

「…………
 」

　修道女は答えなかった。一弥は、

「あの……？」

「…………
 」

「聞こえていますよね？　すみません、あの……」

「…………
 」

　返事が聞こえないのでそっと顔を覗のぞ

 き込むと、そこには意外と年若い、一弥とあまり年齢がちがわないのではないかと思われるほどあどけない顔があった。黒尽くめの修道女は、だが表情を変えず、一弥の声など聞こえていないかのように無反応のままだ。

「マドモワゼル？」

「…………
 」

　修道女は小さくかぶりを振ると、印をつけた招待状を一弥にぐいっと乱暴に返した。つぎの客が一弥の背中を押した。一弥は仕方なく、トランクを抱えて前庭に入った。

　どこからか、ジャーンッとドラの音が鳴る。

　誰かが、きゃーっと嬌声を上げる。

　こどもたちが走り回る。

　からだのラインがむき出しの、ぴったりした衣装を身につけたきれいな少女たちが、夜会の前口上をのべながら歩き回っている。髪に飾った色とりどりの花が、夕刻の涼しい風に揺れている。

　その向こうを、縦二列に並んだ背の高い修道女の群れが、規則正しく行進するようにして修道院の奥の暗闇に消えていく。

　またドラの音が鳴る。

　ピエロが陽気にオルガンを弾き始める。どこからか不気味な魔王の笑い声のようなものが響く。

　なんとも不思議な場所だった。

　一弥は辺りをきょろきょろする。

（ヴィクトリカ……）

　人波をかき分けるようにして、よろよろと歩きだす。

（ヴィクトリカ！）

　歩く。

（ヴィクトリカに、逢あ

 いたい）

　急にはっきりとそう思う。思いが胸に満ちると、なぜか心が強く痛んだ。逢いたい、と思う気持ちはなぜかかなしみに似ているようだった。一弥はそれに押しつぶされそうになった。ヴィクトリカの、元気でぷくぷくしていた薔薇ばら
 色いろ

 のほっぺたを思い出す。そして、出かける前にブロワ警部が語った、すっかり変わってしまったといういまのヴィクトリカのことを……。

〈食事もせず……〉

〈書物も読まず……〉

〈ただ少しずつ弱っていくだけなのだ、と……。このままだとあれの命の灯ともし
 火び

 は、ちいさな風一つでかき消えてしまうかもしれない……〉

　一弥の漆黒の瞳ひとみ

 に、悲しみと怒りの涙が浮かんだ。

（ヴィクトリカ。ぼくの、ヴィクトリカ）

　歩く。早足で歩く。

　人波に押されて、ふらりとよろめく。

　そのとき、誰かがふいに一弥の肩をがっしりつかんだ。支えてくれたのかと思い、メルシー、と礼を言おうとすると、その人物がふいに一弥の耳元でささやいた。

「いちばん奥の部屋だ」

「えっ……？
 」

「その昔、国王が疫病で死んだ、螺ら
 旋せん

 迷宮のもっとも奥の部屋だ」

「あの……」

　振り向くと、ちょうど大柄なマダムの帽子に飾られたふかふかの羽根飾りが一弥の視線を邪魔した。たったいままで一弥の肩をつかんでささやいていた人物は、もう見当たらない。羽根飾りの向こうに、燃えるような赤い髪がかすかに見えたように思った。

「ブライアン？」

　一弥はトランクを抱えて、そちらに進もうとする。ピエロの集団が邪魔で進めない。そのうち目が捉とら

 えたはずの赤毛の男の後ろ姿を見失ってしまった。一弥はあきらめて、きびすを返す。

「いまのはブライアンかな。やっぱりあの列車のどこかに乗っていたのか？　それにしても、いちばん奥の部屋だって……？」

　一弥は人波をよけるようにして、修道院──蠅の頭部の形を模した、不気味な丸い建物に向かって歩きだした。





〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉は、ぐるぐると螺旋の形をした廊下が延々と続く不思議な建物だった。暗い廊下の左右に薄ぼんやりとしたランプがかけられ、獣脂の焼ける荒々しい匂いが充満していた。

　左右には小さな四角い部屋が無数にあり、そこからひっきりなしに、黒尽くめの不吉な修道女が出てきてはべつの部屋に消えていった。ちらりと見える顔はやはり、まだ年若く、一弥と同年代か少し年上と思える少女たちのようだった。黒衣の修道女は口も利かず、まるで大量生産された人形のように、無表情でただ通り過ぎていく。

　そして薄暗い廊下はゆったりとした傾斜でぐるりぐるりと上に向かっていた。一弥はトランクを抱えて廊下を歩き続けた。

（ヴィクトリカ……）

　廊下はどこまでも続いた。ぐるぐると回り続ける暗黒の迷宮。次第に暗くなり、幅がせまくなり、傾斜が急になっていく。上に向かっているはずなのに、迷宮の地下深くへ降りていくような悲しみと恐怖を、小さな一弥に感じさせる。空気が薄くなってくるような気がする。幅がせまくなったせいで左右の壁にかかるランプはとても近く、顔が照らされて焦がされそうに熱く感じる。ランプの炎が風もないのにゆらめき、一つ、とつぜん消える。

　どこからか隙間風の奇妙な音がする。

　びゅ、う、ぅ、ぅ、ぅ、ぅ……。

（なんだか……）

　一弥はひとりごちた。

（いつもの聖マルグリット大図書館を思い出すなぁ。こうやって、迷路をのぼってものぼっても、なかなかあの子のもとにはたどり着けないんだ。だけど、ぼくはのぼり続ける。いちばんうえのいつもの部屋に、ヴィクトリカ、君がいてくれることを知ってるから。きっとぼくを待っているんだって。言わないだけで、口にしないだけで、ぼくに逢いたがっているんだって……。ぼくと君の心は、少しずつ、近づいているんだって……）

　トランクを引っ張りながら、歩く。歩く。

（ヴィクトリカ）

　だんだん暗くなる。

（ヴィクトリカ）

　フリルと、レースと、散らかるお菓子のイメージが脳裏をよぎる。それから知性が冷たく輝く緑の瞳と、床まで垂れるきらきらした見事な金髪。

　ヴィクトリカをヴィクトリカたらしめる、暗い輝き。

　一弥が魅せられ続けた、あの不思議さ。

　小さな灰色狼。知恵の泉。混沌カオス

 の欠片かけら

 を集め再構成し言語化する、おそるべき頭脳を隠す、ヴィクトリカ・ド・ブロワ──。

　それを守るふわふわのフリルと、波打つレース。

　ヴィクトリカ──。

　フリルの気配が次第に強まってくる。迷宮の奥に息づく、それの存在を強く感じる。それがわかるのは一弥だけ。手にした巨大なトランクの中で、ドレスが暴れだす。はやく捜せと。あの、小さな、おそるべき我が主あるじ

 を捜せと。ドレスが命じる。

　気配はますます濃厚になる。

　ヴィクトリカ──。

　さがせ、さがせ。

　フリルを、さがせ。





　迷宮のもっとも奥の部屋。男の子としては小柄な一弥でさえ、かがまなくてはくぐれないほど小さく、そして粗末な木のドアが半分ほど、開いていた。その奥に、小さくて黒い、まるっこいものがかすかに、うごめいた。

　一弥はゆっくり足を止めた。

　かすかに微笑んだ。





　そして、そっと、トランクを床に下ろした。






　幻灯機─ghost machine 1─











──一九一四年十二月五日　〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉







　列車ががたんと音を立てて、揺れた。

　汽笛が何度も鳴った。

　ガッ、ゴゴゴ……と鈍い音と振動とともに、ようやく停車した。年配の車掌が「終点に到着です。……お客さま？」と、コンパートメントで眠っていた若い男を乱暴に揺り起こした。

　何度も何度も、肩をつかんでは、揺らす。男は首をがくがくと揺らしながらも、目を覚ます気配がない。車掌が不安を感じ始めたころ、男はようやく瞳を開けて、なにか返事をした。

「えっ？　なんですか、お客さま？」

「……ここはどこだ」

「終点です。〈ベルゼブブの頭蓋〉」

「あぁ……」

「ここまで乗ってきたのはお客さまだけですよ。後の方はみんな途中で降りました。まぁ、こんな野戦病院にくる用のある方はそうそういないでしょうがね」

「野戦病院？」

「もともとは修道院ですが、いまは戦争中ですので。軍が前線での怪我人をここまで運んで、おいていくのです。ここにいるのは、学校から追い立てられて戦場に行ったものの、銃の使い方もわからないうちに敵軍とぶつかって、大怪我をした若者たち。それから、彼らと同年代の、半年前まではのんきな女学生だった臨時の看護婦ばかりですよ」

「……うむ」

「とはいえ、ときどき、不思議な乗客もこの〈ベルゼブブの頭蓋〉にやってきますけれどね。どう見ても政府のお偉方じゃないかというような紳士やら、あなたみたいな、奇妙な大人」

「…………
 」

「眠そうですね。まさかあなた、乗り過ごしてここまできたんじゃないでしょうね。まぁそれなら、これから折り返しで戻るから、このまま乗っていていただいていいのですが」

「……いや」

　若い男は、眠そうに瞬いていた瞳ひとみ

 を、ふいにカッと見開いた。

　緑色をした、猫のような、ぱっちりしてつり目がちの瞳だった。立ち上がると、燃えるように赤い、長い髪をのっそりとかきあげた。

　はっと人目を引く美び
 貌ぼう

 の男だった。車掌は目を覚ました猛獣を前に恐れるように、そっとコンパートメントからからだを引いて廊下に出た。赤毛の男はほっそりとした腰の、まだ少年と青年のあいだであるかのようなからだつきをしていた。赤い髪は炎のようで、男が動くたびに火の舌のようにちろちろと揺れたり舞い上がったりを繰り返した。

「荷物を運び出してくれ」

「あぁ……」

　車掌はうなずいた。

「あの、貨物室のですか……」

「そうだ」

「あれ
 はいったい……？」

「知らないほうがいいよ、君」

　男──ブライアン・ロスコーは短く言うと、にやりと笑った。肉食獣を連想させる、鮮やかな赤色をした舌がちらりとその口元からのぞいた。車掌はそれきり口をつぐんだ。

　ブライアン・ロスコーは列車の廊下を歩き、ドアから外に降り立った。

　それから、瞳を細めた。

　時刻は夕刻だった。薄紫色に染まる夕方の空の下に暗い海が広がっていた。水門は閉まり、海と砂浜とを隔てていた。

　砂浜の向こうに、それはあった。

　──〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉。

　岩の塊のような、それ。中世において国王が疫病──おそらくは黒死病から逃れるためにつくった螺ら
 旋せん

 の迷宮。その後は修道院として使われていたが、ヨーロッパと新大陸、アジア圏の国々まで巻き込んだ大規模な戦争が始まった半年前からは、怪我人を収容する施設として機能している。

　少なくとも、表向きは。

　ブライアン・ロスコーは軽やかなステップで砂浜を歩きだした。赤と黒の制服を着たポーターたちが、その後ろを、なにか大きな四角い荷物を運びながらついてきた。

　砂浜を歩く。

　歩く。

　歩く。

　ようやく〈ベルゼブブの頭蓋〉の入り口にたどり着いた。ちょうど奥から走り出てきた白衣の看護婦が、ブライアンをみつけると首をかしげた。

「あなた、ジュピターおじさんのお客さま？」

「うん、そうだよ」

　ブライアンが愛想よくうなずくと、看護婦は青い瞳を何度もまばたきさせて、ブライアンの顔を見上げた。それから廊下の奥を指さして、

「この奥の、螺旋の二順目の左側の四番目の……ええと、うまく説明できないから、連れて行ってあげます」

「それはありがとう」

　ブライアンはまた愛想よく言った。ポーターたちがその背後で顔を見合わせ、ため息をついた。重たい、四角い荷物を持ってまた歩きだす。

　看護婦は飛ぶように元気よい足取りで暗い廊下を歩きだした。ゆるやかな坂道になっている螺旋形の廊下を、上がっていく。ブライアンが続く。ポーターたちは不気味そうに、薄暗い廊下を進んでいく。

　廊下の壁に粗末なランプがかかっている。獣脂の焼ける匂いが漂ってくる。それから苦しそうなうめき声。叫び声。若い男たちの声。なかにはまだ年若い少年のものと思われる声も交ざっている。

　少女たちの、祈る声。

　廊下の左右にあるドアがばたんばたんと開いては、包帯やらを抱えた白衣の看護婦たちがせわしなく行き過ぎていく。

「ずいぶんひどい場所だな」

　ブライアンが言葉に反して気楽な口調で言うと、彼を導いていた青い瞳の看護婦が、うなずいた。

「もうずっとこうなの」

「君、名前は？」

「えっと……ミシェール」

　ブライアンが少し笑う。

「どうして、自分の名前を言うのに、ちょっと考えたんだい？」

「ここにいたら、自分が誰だったかなんてわかんなくなっちゃうわ。みんなそうよ。ここの看護婦たちはみんな、リトアニアのあちこちの女学校から集められてきた、ただの女の子なの。年配の看護婦さんにいろいろ教えられているけれど、専門の知識なんてぜんぜんないわ。だけど、つぎつぎ、怪我をした男の人たちが運ばれてくるから……。くる日もくる日も。みんな、急ごしらえの看護婦なのよ」

「運ばれてくるほうも一緒だろう。ずいぶん若い男たちが目立つ」

「きっとそうね。昨日は、ハイネの詩集をそらんじてる男の子がいたわ。小説や詩を読むのが大好きなんだって話してた。夜明けにとうとう死んだけど、ほかの女の子が起きて、最期まで一緒にいてあげたから」

「戦争には向かないね」

「……じゃ、誰なら向いてるの？」

　ミシェールの反論の声は、短くて、哀感を帯びていた。青い瞳をまた瞬かせる。ブライアンは肩をすくめた。

「ジュピターおじさん」

「あぁ」

　看護婦は納得したようにうなずいた。

　それから、廊下を早足になりながら、

「女の子の手を握ったまま死んじゃったの」

「誰の話？」

「明け方に死んだ、詩が好きな男の子の話よ。死んでるのに手がぜんぜん離れなかった。みんなでハイネの詩を合唱したわ。彼が天国に行けるように。〝その鳥の歌うのはただ愛のうたばかり。死の夢の中でも私は聴くだろう〟──」

「うむ」

「あぁ、どうしたってセンチメンタルになってしまう。戦争だもの。彼はちゃんとたどり着いたのかしら」

「天国に？」

「うん……」

「着いたと思えばいいさ。争いも悲しみもない彼か

 の場所で、永遠に、愛のうたを聴いているんだと。……それで、生きている君たちは、彼を忘れるんだ」

　ブライアンがたてがみのような赤い髪をなびかせながらそう答えたとき、ミシェールがぴたっと立ち止まった。螺旋の二順目に入ったところの、左側のドアの前だった。そのドアだけがほかとちがう朱色にぬられていた。ミシェールはドアを開け、ブライアンを中に案内した。

　がらんとしたなにもない部屋だった。はめ殺しの小さな窓が一つ。赤と黒の制服を着たポーターたちが、運んできた大きな四角い荷物を床に置くと、ブライアンからチップを受け取り、我先にと逃げるように去っていった。

「待っててね。ジュピターおじさんを呼んでくる」

　ミシェールがそう言って、ドアに向かった。

「頼むよ」

「あなたがくるのをずっと待ってたわ。わたしたちの救世主だって」

「それはどうかな」

「彼、ブライアン・ロスコーをずっと待ってたわ」

「光栄だけどね」

　ミシェールがドアを閉め、廊下を遠ざかっていく足音が聞こえた。ブライアンはついいままでの気楽そうな、のんびりした様子からとつぜん一転した。鋭い目つきで部屋の中を見回すと、懐から小さな赤い箱を取り出した。

　辺りを見回す。その箱に目を落とし、つぶやく。

「形見箱
 ……！」

　ブライアンはきょろきょろとし、見事になにもない部屋の中で途方に暮れた。それからおもむろにしゃがみこみ、床板を一枚、無理やり引き剝は

 がした。

　廊下を誰かが近づいてくる足音がする。さきほど遠ざかっていったミシェールのものとはちがう、大人の男の、大きな足音。ブライアンの額に冷や汗が浮かんだ。

「隠さなくては……ッ！
 」

　足音が近づいてくる。

「これを、隠さなくてはッ！」

　ブライアンは懐から出した小さな箱を、床下に押し込んだ。そのとき……。

　ドアが開いた。

　壮年の男が一人、入ってきた。仕立てのよいスーツに、銀のカフスボタン。元は金色だったらしい髪はいまはところどころ銀色に変わり、目め
 尻じり

 にしわがよる顔には、年相応の年輪が刻まれている。

　ブライアンは床板を元に戻し、その上に立っていた。焦りがまだ顔に残っていたが、入ってきた男は気づく様子もなく、愛想よい笑顔を浮かべてブライアンに手を差し出してきた。

「君がブライアン・ロスコーかね」

「……ええ」

「よく〈ベルゼブブの頭蓋〉にきてくれた。ずっと君を待っていたのだよ。よろしく、ブライアン。わたしが……」

　壮年の男は微笑みながら言った。





「わたしがソヴュール王国科学アカデミーの主宰者、ジュピター・ロジェだ」






　第三章　静寂のブラック・ヴィクトリカ











　　　　１






　一弥は廊下を歩いた。

　フリルの気配がますます濃厚になる。

　ヴィクトリカ──。

　さがせ、さがせ。

　フリルを、さがせ。





　迷宮のもっとも奥の部屋。男の子としては小柄な一弥でさえ、かがまなくてはくぐれないほど小さく、粗末な木のドアが半分ほど開いていた。その奥で、小さなまるっこいものがかすかにうごめいた。

　一弥はゆっくり足を止めた。

　かすかに微笑んだ。

　そして、そっとトランクを床に下ろした。





　迷宮のもっとも奥の、薄暗く、橙だいだい
 色いろ

 に揺れるランプだけが頼りの不気味な部屋。夕刻のすみれ色の陽も届かない、窓もない、屋根裏部屋のような部屋の薄暗がりに、黒っぽい小さなかたまりが沈んでいるのが見えた。

　一弥は黒っぽい布のかたまりのような小さなそれを、じっとみつめた。

　それから一歩、二歩、近づいた。

「ヴィクトリカ。そこにいたのかい」

　やさしい声だった。

　そっと手を伸ばす。

　修道女たちが被かぶ

 っている黒い重たげな布だった。フリルとは似ても似つかぬそれを頭から引っかぶって、脅えたように、小さな動物かなにかが震えているようだった。

「ヴィクトリカだろ」

　一弥はそっと布に手をやって、引っ張ってみた。

　中から、抗議するようなしゃがれ声が一瞬、聞こえてきた。

　一弥はほっとして、

「ねぇ、ぼくだよ」

「ごぶっ！」

「ぼくだってば。ヴィクトリカ、出てきなよ」

「ぐじゃ！」

「あれ、くしゃみした？　寒いんじゃないかい？　ほら、君の荷物……。ヴィクトリカ……」

　一弥は、もそもそと動いた黒い布の奥から、ようやく小さな金色の頭がぴょこりと顔を出したのを見てほっとした。そしてしゃがみこんで、ヴィクトリカの青白い顔を覗のぞ

 き込んだ。

　零こぼ

 れ落ちそうに潤んだ瞳ひとみ

 が、じっと一弥を見上げていた。

「…………
 」

「ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「おーい、君」

　部屋の中には粗末な机と椅子が置かれたきりで、書物も、お菓子も、ふわふわしたかわいらしい衣服もなにも見当たらなかった。空気は冷え冷えと冷え切っていた。机の上には手をつけていない粗末な食事がおかれていた。

　黒い布の奥から出てきたヴィクトリカの顔は、かつてあんなに薔薇ばら
 色いろ

 でぷくぷくとして、誰もが指先でつっつきたくなるようだったほっぺたも、青白く、輝きをなくしていた。怒りにぶわりとふくれたり、太古の生き物のしっぽのようだった金色の髪も、小さな顔のまわりをぺたりと取り囲んでいた。

　ただ、老女の如き深く静かな、悲しげに翳かげ

 る緑の瞳だけが、以前と変わらぬ暗く激しい輝きをたたえて、それしか見えないというように一心不乱に一弥をみつめていた。

「ヴィクトリカ……」

「…………
 」

　青白い、ちっちゃな唇が、ふるっと震えた。

「お……」

　老女のようなしわがれ声が、響いた。

「なに、ヴィクトリカ？」

　ようやく、小さな声で返事をする。

「お……おそ、い」

「ご、ごめんよヴィクトリカ。これでも精一杯、急いでやってきたんだけど」

「いいわけ、するな」

　声が震えていた。

「ごめんごめん。ヴィクトリカ……」

　一弥は黒い布に包まれた小さなヴィクトリカを、そうっとつっついてみた。ちいさなからだがびくん、と震えた。一弥はおそるおそる、ふわんとヴィクトリカを抱きしめてみた。

「君……。こんなにちっちゃくなっちゃって……」

「ぐじゃ」

　ほんのちょっとしかない、折れそうに細くて小さなからだが、布の奥でふるふるっと震えた。

「こんなにちっちゃく……」

「ごぶっ」

「って、でも、もともとこれぐらいだったっけ？　君、いつもフリルでぷくぷくにふくらんでるから、もとの大きさがどうもよくわからないんだよなぁ。あ、それで思い出した。君、洋服もお菓子もなにも持っていかなかったってセシル先生に聞いてね。持ってきたよ。ほら、あの……」

「……もってこい」

「あ、はい」

　一弥はあわててトランクのところにとって返し、ふたを開けた。中からポンッと、一弥が一生懸命につめたフリルの山が飛び出してきた。白いファーつきのボンネットに、赤スグリ色のシックなドレス、三段フリルのドロワーズに刺し
 繡しゆう

 入りのバレエシューズ……。

　ヴィクトリカは無表情で眺めていた。

「それを着る」

「え、このドレス？　そういえば前も着ていたね。ふぅん、これがお気に入りなんだ」

「ここまで、もってこい」

「うん、わかった」

　一弥の手からドレスをもぎ取ると、ヴィクトリカは黒い布の中からのっそり出てきた。ふっくらしたフリルつきのドロワーズとペティコート、レースのパニエといった下着だけなのに、真っ白な雪うさぎのようにふかふかにふくらんだ姿だった。ヴィクトリカは気難しそうにしかめっ面をして、粛々とドレスを着始めた。一弥は紳士らしく後ろを向いている。

　ヴィクトリカはかわいらしいドレスの小さな胡桃くるみ

 ボタンをいくつも、一生懸命留めながら、

「その、赤いミニハットを、かぶる」

「えっ、これかい」

「もってこい」

「はいはい」

　一弥に手渡された薔薇のコサージュつきのミニハットをかぶり、顎あご

 の下でサテンのリボンをきゅっと結ぶ。

　少しずつ、青白かった顔に生気が戻ってくる。ほっぺたがぷくっとしてくる。

　はだしのままで偉そうに仁王立ちして、

「そのブーツを取れ！　ちがう。そっちの銀色のだ。この、大陸一の愚か者め」

「た、大陸でいちばんってほどじゃないだろ。なにさ、ヴィクトリカのいばりんぼ！」

「…………
 」

　ヴィクトリカは黙って、ほとんど透明にも見える白絹の靴下を手に取った。ほっそりとしたいまにも折れそうな足に靴下をとおしていく。それから、銀色に輝く、先のとがったブーツも履いた。

　レースの手袋をして、上からきらきらしたハート型の青い指輪をはめ、同じデザインの大ぶりの首飾りもつけた。

　貴婦人のような身支度がすっかり整った。

　そして、おもむろに一弥を呼んだ。

「久城」

「はいはい。終わったの？　はやく行くよ。いっしょに帰らなきゃ。ここは不気味だし、さっさと学園に……」

「久城」

「なに？　いま荷物を片付けてるから、後で……」

「久城」

「なんだよぅ」

「こっちこい、久城」

「うん？　もう、わかったよ。君はまったくうるさい人だなぁ。ぼくがわざわざ、こんな遠く、ま、で……。いたい！　いたい、いたいってば！　なんだよもう！　やめてってば、ヴィクトリカ！」

　ヴィクトリカは一弥が近づいてくるまで辛抱強く待っていた。まるで獲物をみつめる獰どう
 猛もう

 な虎のように。それから、とがった銀色のブーツのさきっちょで一弥のすねを思いっきり蹴け

 っ飛ばした。ハート型の青い指輪がついた小さな手でも、ぼこぼこと一弥を叩たた

 いた。

　一弥はたまらず悲鳴を上げて、薄暗い部屋の中を逃げ回った。

「なんなんだよ、君は！　気でも狂ったのかい？」

「久城、この、けだもの。ならず者。久城。君……」

　ヴィクトリカは真珠みたいな小さな歯を食いしばった。また、ぽかりと叩く。

「痛いってば。なんなんだよ、君はまったく！」

「君……くるのが……」

「なんだい、君……。もしかして、泣いてるのかい。ヴィクトリカ……？」

　ヴィクトリカはうつむいた。小さな頭に載せられたミニハットの、薔薇のコサージュがふるふるっと震える。

　部屋は相変わらず冷え冷えと冷たい空気に覆われていた。なにもないガランとした中には、食べた形跡のない粗末な食事と、古い木の机。床には、たったいままでヴィクトリカがかぶっていた分厚い黒い布が、脱皮のあとにのこされた黒いちいさな殻のように力なく落ちていた。

　どこからか隙間風が吹いてきた。びゅ、う、ぅ、ぅ、ぅ……。ヴィクトリカの金色の見事な髪が、床から舞い上がって、一弥の靴先にそうっとからみついた。

　ヴィクトリカは声をふりしぼった。

「くるのが、おそい……」

「……ごめんよ、ヴィクトリカ」

「待っていたのに」

「うん……。そうだね……」

　ヴィクトリカは、哀しそうな顔をして近づいてきた一弥の顔を、両手のひらでばしばしとはたいた。一弥は「いたい、いたい」と言いながらももっと近づいてきて、ミニハットをかぶったヴィクトリカの頭をくりくりと撫な

 でた。

「ごめんよ。ぼくのヴィクトリカ」

　ヴィクトリカはうつむいた。

　ぐうぅ～。

　お腹が鳴った。

　ヴィクトリカはお腹を押さえた。空腹という概念を急に思い出したかのように。トランクのほうをちらりと見た。

「そうだ、ヴィクトリカ。書物とお菓子もちゃんと持ってきたんだよ。君に必要なものは、ぼく、ちゃんとわかってるから……」

「むぅ」

　ヴィクトリカはうなった。

　小首をかしげて自分を見下ろしている一弥をぎろりと睨にら

 みあげると、偉そうに、

「よくやった、久城」

「う、うん。……なんだか君、相変わらずちょっと偉そうだなぁ。迎えにきてくれてありがとう、ぐらい言ってくれてもいいように思う、けど、ね……って、そんなむやみに蹴っ飛ばすなよ、ヴィクトリカ！」

「ふん」

　豪ごう
 奢しや

 なドレスを身につけたヴィクトリカが、部屋に転がっていた粗末な椅子に、貴婦人のように大威張りで座った。一弥は小声で文句を言いながらも、床に膝ひざ

 をついて、トランクからチョコレートボンボンや、クッキーや、スコーンを取り出してはヴィクトリカに差し出した。小さな貴婦人は騎士からの献上品を受け取るように、つぎつぎ手に取ると、もりもりと頰張りだした。

　青白かった肌が、またふっくらとした薔薇ばら
 色いろ

 に染まっていく。

　こけていた頰が、お口につめこんだお菓子のせいでまたぷくぷくとふくらんでくる。

　もりもり、もりもり。

　もりもり、もりもり。

　もりもり、もりもり。

　もりもり、もりもり。

　もりもり……。

　お菓子を食べ続けながら、ヴィクトリカは、

「それにしても、久城。君はほんとうにのろまだなぁ。ここまでくるのにどうして一週間もかかるのだね？　おおかた、どこかでスッ転んでくだらん溝に落ちてそのくだらん頭を打って、記憶喪失にでもなってしょうもない道草を食っていたのだろう。この、世界一のうつけ者め。まったく、命があるだけでもありがたいと思いたまえよ、君」

「こらっ、ヴィクトリカ！」

「ふん！」

「あのね、この一週間、ぼくはふつうに、聖マルグリット学園で授業を受けてたんだよ！　君ね、そのあいだ死ぬほど心配してたぼくの気も知らないで、なにさ、チビッコの、いばりんぼ！　ぼくがこなかったらまだそこのすみっこで、ちっちゃくなってめそめそ泣いてたくせに！」

「な、泣いてなどいない！」

「うそだー。さっきちょっと泣いてたよ。……いたい！　だから、蹴飛ばすなよ。そのブーツ、とがっててすごくいたいんだよ」

「知っているとも」

「あれ、まさか君、ぼくを蹴っ飛ばすためにその靴を選んだんじゃ、ないよ、ね……」

「ふん、まったくくだらん」

　ヴィクトリカはいかにも生意気な様子で小さな形のいい鼻を鳴らすと、また一つ、大きなチョコレートボンボンを口の中に詰め込んで、もふもふと咀そ
 嚼しやく

 してみせた……。






　　　　２






　貴婦人の如く大威張りでお菓子を咀嚼するヴィクトリカが、ようやく満腹になると、一弥はまたトランクに荷物を詰めなおして、小さなヴィクトリカのぷくぷくした手を握りしめ、歩きだした。

　さっき、トランクを引っ張りながら一人で上ってきたゆるやかな坂道は、ぐるぐると螺ら
 旋せん

 を描く下り坂となっていた。でも、今度はヴィクトリカの手を引っ張りながらなので、さっきよりもずいぶん時間がかかった。

　なにしろヴィクトリカが、

「久城」

「はいはい、なんでしょう。ほら、もっと急いで、ヴィクトリカ」

「久城」

「なぁに？」

「久城」

「…………
 」

「……久城」

「君、それはなんなんだよ？　さっきから」

　一弥の名前を呼んでは、立ち止まったり、繫つな

 いだ手を上下左右に乱暴に揺さぶったりするのだ。

　一弥はあきれて、ヴィクトリカをふりかえった。

「あのねぇ、君。名前を呼んだなら、用件まで言いなよね。ヴィクトリカ」

「…………
 」

　ヴィクトリカは黙って、薔薇色のほっぺたをぷくっとふくらませた。それから思いっきり、一弥の膝をブーツのかかとで蹴っ飛ばした。

「ぎゃっ！　こらっ、ヴィクトリカ！」

「フン」

「どうして今日は、そんなに暴れんぼうなんだよ？　まったく……。ほら、行くよ」

　一弥はぶりぶりと文句を言いながら、ヴィクトリカの手を引っ張って、また螺旋の迷宮の薄暗い廊下を歩きだした。

　ジ、ジ、ジジジッ……、と鈍い音を立てて、岩に覆われた暗い壁にかけられたランプが、風もないのに橙だいだい
 色いろ

 の炎を揺らした。獣脂の焼ける荒々しい匂いが廊下に充満し、むせ返るほどだ。暗い迷宮には、時折、黒尽ず

 くめの修道女が幽鬼のようにふらりと現れては、べつのドアに消えていく。どの顔にも表情がなく、顔にぽっかり開いた穴のような空虚な瞳ひとみ

 が暗く揺れているばかりだ。

　生きているとも死んでいるとも知れぬ、おかしな黒衣の少女たち……。

　廊下の左右に無数に並ぶ黒いドアは、あるものは固く閉ざされ、またあるものは半分ほど開いて、誰かが通り抜けたことを示すようにかすかにぐらぐら揺れている。

　ランプの橙色の輝きが、二人の後ろ姿を照らしている。

　ヴィクトリカが急に、ころんっと転んだ。痛がりなのを知っているので、一弥があわてて抱きとめる。しばらく歩くとまた、ころころっと転んだ。一弥がまた助け起こしながら、あきれて、

「どうしてそんなに転ぶんだよ、ヴィクトリカ？」

「む……」

　ヴィクトリカがつまらなそうに、小声で答えた。

「お腹がいっぱいで、ちょっとばかり、お腹が重たいのだ」

「お、お菓子食べすぎだろ、君！　自分で気をつけなよね」

「むぅ……」

　ヴィクトリカはへそを曲げたらしく、ぷくっとほっぺたを膨らまして黙り込んだ。それから、ちょこちょこと急いで歩きだした。一弥があわてて後を追う。

　廊下は少しずつ幅が広くなり、傾斜もゆるやかになってきた。二人の足音が響く。時折、黒衣の修道女とすれちがった。どこかのドアが開いて、修道女が出てきては、またべつのドアに消えていく。冷たい隙間風が吹いてくる。

「ねぇ、ヴィクトリカ……」

　一弥がちょっと遠慮がちに聞いた。

「う」

「……ちゃ、ちゃんと返事しなよ。どうして君、一語しか声に出そうとしないんだよ。ヴィクトリカの、面倒くさがりや！……まぁ、いいや。あのさ、君、いったいどうしてここに連れてこられたんだい？　急なことだったから、正直、ぼくには理由がぜんぜんわからないよ」

「うむ……」

　ヴィクトリカはうつむいた。

　銀色のブーツが立てるちいさな足音が、廊下に響く。

「ある人を、この修道院に呼び寄せるためだ」

「それはブロワ警部も言っていたような気がするけど。でも、ある人って？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは答えなかった。

　ただ、さくらんぼ色の唇をちょっとだけ嚙か

 んで、寂しそうに瞳を翳かげ

 らせた。一弥はそれ以上聞くのをやめて、きゅっと手を握るとまた歩き続けた。

　しばらく歩いていると、一弥がふと、一つの半開きのドアの前で足を止めた。それは小さな部屋で、なぜかその部屋のドアだけが派手な朱色にぬられていた。ほかの部屋と区別をつけるように。

　部屋の中に、いつのまにか、一弥が列車の貨物室でみつけた不思議なチェスドールがぽつんと置かれていた。

　髭ひげ

 をピンと張らせ、頭にターバンを巻いたユーモラスな顔。小さな頭部が、視線を感じたようにゆっくりと、ギリ、ギリ、ギリ……と動いて、ドアのほうを振り返った。

　一弥は硬直した。

　黒い目玉が、一弥をみつけたというように動く。

「うわっ！」

　一弥は思わず声を上げた。それから、ヴィクトリカがぐいぐいと手を引っ張るのであわてて部屋を後にした。

（また、あの人形が動いたような気がするけど……。気のせいかな？　気のせい、だよな……。だって、命のない人形が動くわけがないんだから……）

　また歩きだす。

　だいぶ修道院の入り口に近づいたところで、ドアの一つがとつぜん開いて、あやうくヴィクトリカにぶつかりそうになった。一弥はあわててヴィクトリカを抱え込んでかばった。代わりに一弥の後頭部にドアの角が当たった。

「きゅ！」

　一弥は短く悲鳴を上げた。広げた両腕でかばわれたヴィクトリカが、うっとうしそうに一弥の頭を、広げた両手でばしばし叩たた

 いた。

「いたた、こっちも痛いや。やめてよ、ヴィクトリカ」

「久城、君、邪魔だ。前が見えない」

「あのねぇ、ヴィクトリカ。君、ぼくがかばわなかったら、君のちっちゃなおでこをドアが直撃してたんだよ。君、ずいぶん痛がりの弱虫じゃないか。ちょっとだけデコピンしただけで、床を転げまわって痛がって、吠ほ

 えてたの、ぼくは忘れてないからね」

「むっ！　だ、誰が弱虫なのだ。それに床を転げまわってなどいない」

「君、泣いてたよ」

「むむっ！　な、泣いてなどいないぞ、久城」

　もめていると、二人の頭上で、「いや、こっちが悪かったよ」という男の声がした。振り向くと、列車の中で一緒だった若い男──サイモン・ハントがこちらを見下ろしていた。

「あ、どうも。サイモンさん……」

「思い切り開けたもんでね。じゃ……」

　サイモン・ハントは片手を上げると、急ぎ足で出口に向かって歩いていった。一弥は首をかしげて後ろ姿を見送った。それから、サイモンが出てきたドアの内側を覗のぞ

 き込んでみた。

　そこはまるで巨大な時計の中のような、ぜんまいや大きなレバーが溢あふ

 れる部屋だった。ぎりぎりと機械たちが妙な音を立てていた。壁掛けの大時計が夕刻の時間を差していた。

「あの人、ここでなにをしてたんだろう……？」

　一弥は首をかしげた。

　二人でまた歩きだす。

　ふと、ヴィクトリカが一つのドアの前で足を止めた。一弥もつられて足を止める。

「どうしたの、ヴィクトリカ？」

「…………
 」

　黙って、半分ほど開いたドアから、部屋の奥をのぞいている。

　大きくて奇妙な機械が一つ、置かれていた。四角くて、レンズが何箇所かに張り出していた。一弥はふと、国にいたころに家族で記念写真を撮ったときに見た写真機を思い出した。ヴィクトリカの顔を見下ろして、

「なんだろう、これ？」

「〝幻灯機〟だ」

「なぁに、それ」

「ふぅむ、なるほどな……」

　ヴィクトリカは一弥の問いには答えず、また歩きだした。一弥も、片手で小さなヴィクトリカ、もう片方の手で巨大なトランクを引っ張りながら廊下を進みだした。





　ようやく、〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉の建物から、一弥とヴィクトリカは外に出た。






　幻灯機─ghost machine 2─











──一九一四年十二月五日　〈ベルゼブブの頭蓋〉







「わたしがソヴュール王国科学アカデミーの主宰者、ジュピター・ロジェだ」





　朱色のドアが目印の、がらんとした部屋で。

　壮年の男、ジュピター・ロジェから差し出された手を、ブライアンは軽く握った。まだ冷や汗が額に浮かんでいる。ジュピターは気づく様子もなく、早口で語りかけた。

「君、例の〈名もなき村〉から戻ってきたばかりなのかね」

「ええ」

　ブライアンは軽くうなずいた。ドアが開いてミシェールが入ってきたが、二人の雰囲気に気づいて「あら……」とつぶやき、ドアをぱたんと閉めた。

　二人きりの部屋では、廊下から聞こえてくる、怪我人のうめき声や少女たちの足音がよく響いた。

「ブライアン、君は灰色狼の末まつ
 裔えい

 たちが住む忘れられた山やま
 間あい

 の村に行き、電気をひいてやり、彼らの信頼を集めたようだ」

「まぁ、ほかにも用があったものでね」

「そうだ。そのことを聞きたいのだ。君、例のもの……あの箱はまだ村にあったのかね？」

「形見箱のことだろう。あぁ、あったとも。コルデリア・ギャロの住んでいた小さな家の床下に隠されていた」

「ふむ……」

　ジュピターは目を細めた。それから機嫌をとるように、

「さっそく返してくれるだろうね。あれが人手に渡ると、我々科学アカデミーはとても困るのだよ」

「残念だが、返せない」

「なっ！」

　ジュピターのからだから怒りのオーラが発散される。ブライアンはくっと歯を食いしばり、答えた。

「あれは俺と、俺のコルデリア、二人の生命線だ。コルデリアはオカルト省の重鎮、アルベール・ド・ブロワ侯爵に追われている。その一方で、君たち、オカルト省と敵対する勢力であるところの科学アカデミーの重大な秘密も知っている。君たちがそれをもとに、俺とコルデリアを亡き者にしようとしても不思議はない」

「信用がないものだな」

「これはあくまでも利益の問題だ。政治のね」

「ふむ」

「俺はコルデリアを安全な場所に隠し、あの箱もまた安全な場所に隠したのだ」

　ブライアンはそう言いながらも、眉まゆ

 をひそめて、ついさっき箱を隠したばかりの床板に視線を落とした。ジュピター・ロジェはそれに気づかず、あせったように、

「しかし、〈名もなき村〉からここまでのあいだ、君はどこにも寄らなかったはずだがね」

「……やはり、誰かに俺を見張らせていたんだな。しかし残念ながら、うまく隠したんだよ、ジュピター。俺はあの箱を君たちに渡さない。だが、オカルト省の手にも渡さないと約束しよう。あれは俺とコルデリアの生命線だ。秘密によってのみ、俺たちは安全を確保するのだ」

「……ふむ。まぁ、いい」

　ジュピターは顔をゆがめた。

　はめ殺しの窓の向こうで、暗い海が波を寄せては返していた。少しずつ日が暮れて、薄紫色だった夕刻の空もまた暗い色に染め変えられていく。

　ゆっくりとジュピターが話しだした。

「ブライアン。いまここで起こっていることは、一つの国と国の争いから、世界中のあらゆる国が巻き込まれていった、壮大な戦いだ。こんなことはこれまでの何千年もの歴史になかったことだ。きっと近代化によって急速に、われわれの住むこの地上がせまくなっているせいなのだろう。セルビアの政治的問題、バルカン戦争、そして先日、サラエボで起きた不幸なオーストリア皇位継承者暗殺事件もまた、確かにひとつのきっかけになってはいるが、もちろんそれらは、散在するばらばらな起爆剤に過ぎない。すでにもう、この世界的な戦争の最初のきっかけがなんであったのか、なぜ戦うのか、我々にも完全に把握はできないだろう。そしておそらく後世、戦争が終結した直後から、早い段階でその謎を解くための試みが、世界中のいたるところで、痛みを共有した国々、ただ傍観者であった誰か、あらゆる人々、勢力によって為されるだろう。だがそれはすべてフィクションに過ぎない。歴史などというものは所しよ
 詮せん

 、己の都合に合わせ、過去を再さい
 編へん
 纂さん

 するゆがんだ創作活動の別称なのだ。未来の我々には永遠に〝いま本当に起こっていること〟はわからぬままだろう。……わかるかね？」

「ええ」

「そして我々、ソヴュール王国の科学アカデミーにとって、この戦争は、連合国側と三国同盟側の戦いであるとともに、ソヴュール王国内における、科学アカデミーとオカルト省との戦いでもあるのだ。わかるかね？　我々科学アカデミーはわが国の発展のため、科学という新しい力を積極的に取り入れようとしている。対してオカルト省は、あくまでもヨーロッパ大陸の古き力、魔力や想像上の生物や、オカルティックな力を用いて、これからの近代化していく世界と渡り合おうとしているのだ。しかしそれは、我々には無謀な白昼夢に過ぎないように思われる。国のためを思うなら、オカルトなどという前世紀の遺物は捨て去り、科学によって発展を遂げるべきなのだ。これから世界は急速に機械化されせまくなっていくはずなのだ。戦争もまた、個人と個人のものではなく、それぞれの世界と世界の争いになり、騎士道精神などという個人の美しき哲学は消え去り、機械によって戦われていくことだろう。あぁ、それは必然なのだ」

　ジュピターの顔はなぜか、話すほどに哀感を帯び、悲しげにゆがんでいく。それをブライアンは黙ってみつめていた。

「ブライアンよ。若き、灰色狼の末裔よ。君は灰色狼と呼ばれる想像上の生物、その隠れ住む村である〈名もなき村〉の血を引きながら、町に出て、奇術師として生計を立てている。君は己のショーを魔術などではなくトリックのある奇術であると明言している。それは我々の、科学への信奉と似ている気がするのだ。だからこそ君の力を頼るのだ。奇術師によって、工作活動を為したいと考えたのはそのためだ」

「オカルト省は、俺の敵だ」

　ブライアンは短く言った。

「あいつは俺のコルデリアを痛めつけた。オカルト省は灰色狼をただモノとして、現象として扱い、消せぬ傷をつけた。古き力の狂信者、歪ゆが

 んだ権力者、アルベール・ド・ブロワ侯爵を俺が許すことはない」

「こどもが生まれたのだったな、たしか……」

「まだ、ようやっと、四歳か、五歳か……。ちいさく、幼い狼だ。コルデリアは侯爵家に残してきたわが子を気にしている。だが、俺にはそのこどもはどうでもいいのだ。あれには半分、あの貴族の血が混じっている。それに、ようやく手に入れた古き力、灰色狼の血をブロワ侯爵はけして手放すまいからな」

「うむ……」

「ブロワ侯爵は敵だ。オカルト省もまた俺の敵だ」

　ジュピターはその言葉にうなずいた。それからかき口説くように情熱的に、

「どうかその力を我々に貸してくれ。〈ベルゼブブの頭蓋〉は表向きは野戦病院として機能させ、それを裏付けるためにこの国の女学生を動員して、看護婦として働かせている。だが、真実は我々、科学アカデミーがリトアニアとの協力体制の下、各種諜ちよう
 報ほう

 活動のために使用している要よう
 塞さい

 でもあるのだ。そのことが三国同盟側に漏れている恐れもある。オカルト省のスパイが入り込んでいる噂まであり、ここもけして安全とはいえないのだ」

「ふむ、なるほど……」

　ブライアンはうなずいた。

「奇術によって戦うのであれば、俺はちょうどよい道具を運び込んだところだ。じつのところ、これを使うことができるのではないかと予感がしていてね。これだよ」

　部屋の隅に置かれた、大きな四角いものを指さしてみせた。列車から運び入れた大きな荷物。ポーターが何人もで重そうに抱えていた……。

　それには上から布がかぶせられていた。ジュピターが不思議そうに、「いったいなんだね」と聞く。ブライアンは靴音を響かせて近づき、サッと布を剝は

 ぎ取った。

　中に隠れていたのは、写真機を巨大にしたような四角い奇妙な機械だった。大きな丸いレンズがこちらに大砲のように張り出していた。

　驚くジュピターに向かって、ブライアンは言った。





「──〝幻灯機〟だ」






　第四章　フェル姉妹のシスターズ・キャビネット











　　　　１






　一弥とヴィクトリカは〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉の外へ出た。





　修道院の前庭には、きらびやかな衣装を身につけた観客と、羽根飾りを揺らして踊る少女たち、そして原色の化粧で笑うピエロが溢あふ

 れかえり、ドラの音や笛、オルガンがけたたましく奏でるどこか悪趣味な賛美歌が響き渡っていた。

　前庭の隅にある古ぼけた聖堂が、内部から明々と照らされていた。骸がい
 骨こつ

 の影が揺れて見る人を脅えさせていた。その背後に広がるうち捨てられたような墓地には、無数の松明たいまつ

 が地面に突き刺され、鬼火のように激しく燃えていた。どこからか雷鳴が響くと、踊り子の少女たちが大げさに、

「きゃーっ！
 」

「きゃあああああ！」

「嵐よ、嵐がくるわ！」

　頭を抱えた絶望のポーズで叫んでみせた。観客たちはますます楽しそうに笑っている。

　一弥はしばらくその様子をぼうっとみつめていた。それからはっと我に返って、となりでぎゅっと自分の手を握っている、小さなフリルの女の子を見下ろした。

　ヴィクトリカはさくらんぼのようなつやつやした唇をぽかんと開けてその様子を見ていた。

　やがてゆっくりと一弥のほうを見上げた。なにものも映していないかのような、虚空に浮かぶ翡ひ
 翠すい

 のような緑の瞳ひとみ

 で、呆ぼう
 然ぜん

 と、

「久城……。なんだね、この君よりひどいうつけ者たちは」

「ええと、これは」

　一弥は頭をかいた。

「列車の中でほかの乗客から聞いた話だと、ここでは月に一度、魔力が強まるといわれる満月の夜に、こういった夜会を開いているんだよ。〈ファンタスマゴリアの夜〉という、魔術やらを見せる、古き力の祭典なんだって……」

「くだらん」

「うん……。もう帰るかい？　といっても、夜会が終わる時間にならないと、帰りの列車も出ないらしいんだけど」

「む……」

　一弥たちの横を、バチカンの奇跡認定士だという老いた修道士イアーゴがゆっくりと通り過ぎた。

　人ひと
 魂だま

 のような青白い光るものが、ふわふわとその後ろをついていく。一弥が不思議そうにみつめていると、ヴィクトリカが「ふわ～ぁ」とあくび混じりに、

「燐りん

 をぬった風船だろう、君」

「あ、そうなんだ。よくわかったね」

「む！」

　ヴィクトリカの眉まゆ

 が不機嫌そうにぴくんと動いた。こどもみたいに頰をふくらませて、

「君、わたしを誰だと思っているのだね。たったあれだけのことで感心するとは。だいたい、君、は……」

　なにか文句を言いかけて、ヴィクトリカは口を閉じた。よそ見をして、なにかに心奪われたように人垣の向こうのほうに目を凝らしている。何度も背伸びをしたり、小さなからだでぴょこっと跳んだりするが、なにしろこのからだの小ささなのでなにも見えないらしい……。

「君、どうしたの？　ヴィクトリカ……」

「む……」

「誰かいたのかい？」

「いた……」

　ヴィクトリカは人の波と飛びかう人魂、燃える松明に苛いら
 立だ

 つように、銀色のブーツを履いた小さな足で何度も地団駄を踏んだ。それから、一弥が引きずっていた巨大なトランクを振り返ると、ぷくぷくした両手でむんずと摑つか

 み、よいしょとばかりにトランクによじ登った。びっくりして見ている一弥の顔の前で、トーションレースを何重にも重ねた赤スグリ色のドレスの裾すそ

 と、繊細なフランス刺し
 繡しゆう

 の花模様が飾られた、フリルでたっぷりふくらんだドロワーズがふわふわと揺れた。

　白絹の靴下に包まれた、折れそうに細いふくらはぎが一瞬、見えた。

「ヴィクトリカ。危ないよ？」

　仔こ

 リスが木によじ登るようにトランクに登ったヴィクトリカは、無表情なエメラルド・グリーンの瞳で、じっと人波の向こうに目を凝らした。それからさくらんぼのようなつやつやの唇をカッと開けて、誰かの名前を呼ぼうとして……。

　ブーツがつるりとすべった。

「ヴィクトリカ！」

　トランクの上でもんどりうって転んだヴィクトリカは、一瞬、下から自分のほうを見上げてあわてている一弥の顔をちらっと見た。それから、迷わず、一弥に向かってふわりと落下してきた。

　ほどけたターバンのような見事な長い髪が、夜の風をはらんで、魔的な黄おう
 金ごん
 色いろ

 に舞い上がる。

　赤い羽を揺らす小鳥の如く、ヴィクトリカは一弥の上に、ずしん、と着地した。とっさに両腕を伸ばして受け止めようとした一弥は、勢いあまって地面に仰向けに倒れた。

「うわぁ！」

　叫び声にはかまわず、ヴィクトリカは一弥のお腹の上にうまく着地したまま、小さな片手を顎あご

 に当ててなにごとか考え込んでいる。

「…………
 」

「ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「ねぇ、ヴィクトリカ？」

「…………
 」

「あのさ、ヴィクトリカ。ぼくに、ごめんなさいは？」

「……そのつまらん口を閉じて、ちょっと黙っていたまえ。わたしは考え中だ」

「あぁ、そう……。それって、でも、ぼくの上でじゃないとできないことかい」

「うるさいなぁ、君」

「…………
 。あぁ、だよね。ぼくはうるさいよね。ごめんよ、ヴィクトリカ。……いや、そうじゃなくて！」

　ぶつぶつと文句を言う一弥をほったらかしにし、しばらくヴィクトリカはなにごとか考え込んでいた。それから短く、

「あの赤いたてがみは……。ブライアンがきているのか。ということは……。オカルト省と科学アカデミーのことか……？　こまったものだ。混沌カオス

 の欠片かけら

 がまったく足りない。ううむ……」

「えっ、なにか言った？」

「言ったとも。だが、君には教えない。なぜなら、説明するのが面倒くさいからだ」

「あのねぇ、ヴィクトリカ」

　一弥がまた文句を言いかけたとき、ひときわ大きなドラの音が響いた。

　観客が叫び声を上げた。

　夜会が始まるのだ。





　前庭の中央に作られた丸い舞台に、修道女たちに付き添われた壮年の男が進み出てきた。黒尽ず

 くめのローブに身を包んだ男は、〈ベルゼブブの頭蓋〉の修道院長を名乗った。

「我らの夜会へ、ようこそ……！」

　低い声が夜空に響き渡った。観客がごくりとつばを飲んだ。

　ヴィクトリカがゆっくりと立ち上がった。地面に転がっていた一弥も、ようやく立ち上がると、まずヴィクトリカのドレスについた砂や埃ほこり

 をぱんぱんはたいて落としてやった。ヴィクトリカが迷惑そうに、フリルをふわふわさせてからだを揺すった。それから一弥は自分の衣服の汚れもはらった。

　修道院長が低い声で、口上を述べ続けている。

「さて、今こ
 宵よい

 の宴うたげ

 のために大陸中からやってきた、特別な客人であるみなさん。あなたがたは果たして、不思議な力というものの存在を知っておられるのだろうか。かつてこの大陸、古き力に彩られしヨーロッパの地には、魔力が溢あふ

 れ、我々はそれを日常のこととして受け入れていた。しかし……」

　一瞬、言葉を切る。一同をゆっくりと見回して、

「いまはどうであろうか？　石炭によって列車が走り、空には飛行船が飛び、電波によって遠くの人の声が届く。それらはたしかによき発展だが、一方で我々は大事な力を忘れてしまったのではないか？　大事な力とは？」

　夜風が吹いた。

　とおくからまた雷鳴が響く。雨が近いようだ。院長が叫ぶ。

「それはすなわち魔力！　そう、これだ！」

　院長の周りに青白い骸がい
 骨こつ

 が何体も現れて踊り始めた。観客がざわめく。院長は懐からサーベルを取り出し、一振りした。

　骸骨はすべて、操っていた見えない糸を断ち切られて、その場にガシャガシャガシャッと激しい音を立てて落下した。院長がうそぶく。

「こんなものはまやかしに過ぎぬ！　いま、奇術と称してあなたがたを夢中にさせている数々の出し物はすべて魔術のにせものなのだ。我々は魔力の強き場〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉にて、本物の古き力、ヨーロッパが持ちうる本当の力をお見せしようではないか。選ばれし今宵の客人たちよ。さぁ、きたれ、我らの〈ファンタスマゴリアの夜〉へ！」

　会場のあちこちにおかれた陶器の鉢に、踊り子の少女たちが衣装に風をはらみ、舞いながら松明たいまつ

 の火をつけていった。たちまち白い煙が無数に上がり、煙の中にたくさんの幻影が浮かび始めた。

　悲鳴を上げる女。

　黒衣の死神。

　ヨーロッパの人々がよく知る、一人の女の幻影も現れた。鮮やかな青色をしたシンプルなドレスに身を包んだ、悲しげな顔の、か弱き貴婦人。目の覚めるような青い薔薇ばら

 を一輪握りしめて、おびえたような表情を浮かべて小首をかしげている。ソヴュールの王妃だった、若く美しい一人の女。魔術とオカルトを愛した、永遠の少女。先の世界グレート
 大戦・ウオー

 のころに、不幸にも命を落とした、可か
 憐れん

 な〝ソヴレムの青い薔薇〟──。

　王妃の顔が、揺らめく煙とともにゆがむ。なにか言いたげに過去の亡霊が唇を開く。風に煙が揺らめく。観客の女たちが伝説の美しき王妃の亡霊をみつめ、恐ろしそうにつぎつぎ悲鳴を上げる。

　一弥が小声で、

「映画みたいだね……。あの煙がスクリーン代わりなのかな」

　そうつぶやいてかたわらを見ると、ヴィクトリカは返事もせずに、一生懸命、背伸びしていた。背が小さすぎてうまく見えないらしい。

　舞台にインド風の衣装を身につけた少年が進み出てきた。地面に植物の種を植える。それはたちまち夜空に向かって蔓つる

 を伸ばしていく。少年ははだしの足で、蔓をつたって夕刻の空に上がっていく。そして暗い空の上に消えていく。

　見上げる観客の度肝を抜くように、少年の生首が地面に落っこちてきてバウンドする。若い女性客が「きゃーっ！
 」と悲鳴を上げて失神する。大きな笑い声。ドラの音。観客の中から少年が現れて、自分の生首を拾い、一礼してさっそうと消える。

　一弥がそっとヴィクトリカのほうをうかがうと、ヴィクトリカはまだ、見えない、というように一生懸命、背伸びをしていた。一弥はヴィクトリカの前に立つと、両脇の下に腕をいれて持ち上げてやった。

　ふわり、と軽かった。フリルのドレスの中にはまるで仔こ
 猫ねこ

 一匹しか入っていないかのようだ。

　なにをする、というように、小さなヴィクトリカが両足をばたつかせる。一弥がトランクの上にぽんと座らせてやると、ヴィクトリカは無表情な、冷たい横顔をかすかにゆがめた。

「む……」

「見える？」

「……うむ」

　ヴィクトリカはそっぽを向いて、気難しそうに返事をした。一弥はにっこりしてまた舞台に視線を戻した。

　舞台ではおとなしそうな美しい女が進み出て、院長に請われるまま寝台に横たわった。目を閉じ、呪じゆ
 文もん

 を与えられると、女のからだは寝台からゆっくりと持ち上がった。ドレスの裾すそ

 が垂れ下がる。女は夢の中にいるかのようにうっとりと眠り、目覚める気配もない。やがてゆっくりとまた寝台に戻ってくると、ふわりと着地した。

　院長の手の中に生まれた、燃える巨大な人ひと
 魂だま

 が夜空に向かってまっすぐに消えていく。

　オルガンの音が響く。

　またべつの美しい女が出てきて、礼をする。どこからか取り出したピストルに弾をこめ、観客に渡す。渡された若い男が恐ろしがって首を振る。

　女が何度も撃ってみろと挑発する。男がいやがると、連れの男が、俺がやるというようにピストルを奪い取る。

　ドラの音が鳴る。

　雷鳴が響く。

　ピストルを持った男が、女を狙って引き金を引く。観客たちが悲鳴を上げる。

　発砲音。

　静寂。

　女は微笑んでいる。開いた口の中にあるものに、観客が声を上げる。

　真っ白な歯と歯のあいだに弾丸が嚙か

 まれている。煽せん
 情じよう
 的てき

 に開かれた真っ赤な唇からぽとりと舞台に落ちる。女は一礼して、下がる。

　観客は拍手する。

「つぎは〈フェル姉妹のシスターズ・キャビネット〉の時間です……！」

　院長が叫ぶ。観客はまた拍手をする。人が何人も入れるような横長の古びたキャビネットが運び込まれてくる。

「なんだろうね？」

　一弥がつぶやくと、ヴィクトリカがトランクの上で、眠たげな小鳥のように首をかしげた。

　老いた修道女が二人進み出てきた。観客はしんと静まり返った。二人は驚くほど似通っていた。雪のように真っ白な長い髪を、一人は背中にさらさらと流し、もう一人は頭上高く、デコレーションケーキのように編みこんでいた。しわだらけの顔は青白くて、二人とも老女にしては大柄で姿勢もよかった。よく見ると、髪をたらしたほうは青い瞳ひとみ

 を、編みこんだほうは真っ黒な瞳をしていた。

　二人の老女は、震えるしわだらけの手で黒いローブを脱いだ。髪と同じく真っ白な、禁欲的に首元も足も隠した長いドレスを身につけていた。衣装のデザインは、髪をたらしたほうが丸襟に筒つつ
 袖そで

 、髪を編みこんだほうが四角い襟に丸袖と、微妙に変えられていた。

　老女たちは丁寧に一礼をすると、海の底のような暗い青い瞳と、闇のように真っ黒な瞳で、順番にぎろり、ぎろりと観客たちをねめつけた。そしてしゃがれた声で、白髪を背中に垂らしたほうが、

「姉のカーミラです」

　編みこんだほうが、

「妹のモレラです」

　院長が二人を、不思議な力を持つ姉妹なのだと紹介した。

「カーミラとモレラのフェル姉妹は、昔からこの界かい
 隈わい

 の村ではよく知られた、魔力を持つ家系のさいごの生き残り。まさに古き力の一端であります。さて、これから特別にお見せするのは、不思議な〈フェル姉妹のシスターズ・キャビネット〉。みなさま、よぅく見ていただきたい……！」

　院長がのどをからして叫んだ。

　老姉妹が手を繫つな

 いで、踊るような足取りでキャビネットに近づいた。そして観音開きの扉を開くと、中には向かい合わせになった椅子が二つ、ぽつんとおかれていた。二人が座ると、院長が荒縄を取り出し、二人が差し出した四本の細くてしわだらけの両手首をきつく結んだ。

　それから、ばたんと扉を閉めた。

　ほんの一瞬。

　そしてすぐに、観音開きの扉を両手で開く。

　観客が一斉にあっと叫んだ。

　ほんの一瞬のことで、中で身動きできぬほどの大きさの箱にいたというのに、二人はなぜか……左右が入れ替わっていた。右にいたはずの、白髪を垂らしたカーミラが、左に。左にいたはずの、白髪を結い上げたモレラが、右に。二人は観客のほうを、ギリ、ギリ、ギリ……と人形の首を動かすようにゆっくりと振り返り、老女には似合わぬ真っ赤な口紅をぬった二つの口で、同時に、

　ニヤリ、

　と、笑ってみせた……。

　観客がどよめく。

　院長はまたなにごとか叫びながら、扉をばたんと閉めた。そしてまた開く。閉めては開けるたびに二人の座る位置は入れ替わっていた。そしてそのうち、院長がキャビネットの中にラッパや笛などの楽器を放り入れると、扉を閉めた後、中から楽器の音が響き始めた。しかし、開けると二人は、相変わらず四つの手首をぎゅうっと縛られたまま、身動きできずにいる……。

　観客の一人が叫んだ。

「いんちきだ！」

　一弥は振り返った。スーツを着た若い男──サイモン・ハントだった。観客たちを押しのけるようにして舞台に出て行くと、老女二人を指さして、

「キャビネットの中で縄をほどいてるんだ。こんなもののどこが魔力だ。ただのまやかしだ。なにが古き力だ──！」

「そうお思いなら」

　ふいにカーミラが、しわがれた声でつぶやいた。

　サイモン・ハントがキャビネットのほうを振り返る。

　老姉妹は青い瞳と真っ黒な瞳を見合わせて、順番に、早口で言った。

「そうお思いなら」

　と、カーミラ。

「あなたも」

　と、モレラ。

「この箱に入ればよい」

　と、カーミラ。

「そうすれば」

　と、モレラ。

「きっとわかる」

「この中で起こることが」

「科学では説明のつかぬ出来事だということが」

「不思議な力に祝福された」

「そんな力」

「新大陸にはない」

「古き大陸にしかない」

「失われていく、この力」

「我らのもつ古代の力」

「それがあなたを捕らえ」

「審判を下すでしょう」

「……さぁ」

　と、モレラ。

「……お入りなさい」

　と、カーミラ。

「若者よ」

　と、モレラ。

「恐れることはない」

　と、カーミラ。

「あなたが」

　と、今度は二人で、青と黒の瞳を見開いて。

「後ろ暗いところのない、ただの観客であるのなら！」

　サイモン・ハントがフンと鼻を鳴らした。革靴を鳴らして〈シスターズ・キャビネット〉に近づく。

　スーツの襟を直し、丁寧に撫な

 で付けられた短い髪に手をやって整えながら、

「う、後ろ暗いところなどあるものか。俺はちゃんと招待状を持ってやってきたんだからな。それに、こんな茶番は恐れないぞ」

「あの、その、では……」

　院長があわてたように、老姉妹を一度キャビネットから出した。二人をしばった荒縄をといて、それから妹のモレラと若いサイモン・ハントをキャビネットに入れて座らせる。若い男のごつごつとした手首と、瘦や

 せた老女のしわだらけの手首をぎゅっと結ぶ。

　カーミラがまた、

　──ニヤリ、

　と、笑う。

　そして院長が最初のパフォーマンスで使った派手な飾りつきのサーベルを、縛られた二人の手首の上にそうっと載せる。サイモンの横顔が少しだけこわばる。カーミラが、

「手首の縄がとけていない証拠になりましょう。サーベルが床に落ちていなければ」

「まぁ、そうだな」

「さよなら、若者よ」

　カーミラはそうつぶやくと、院長とともに観音開きの扉をばたんと閉めた。

　ほどなく、キャビネットの中から、この世の終わりのような男の叫び声が聞こえた。院長はびっくりしたように跳び上がった。カーミラも驚いたように肩を震わせた。

　どうしたのだろう、というように二人が顔を見合わせる。

　キャビネットから響く悲鳴は、長く続いた。そしてだんだん細く、甲高くなっていった。観客はみんな硬直して、なにごとだろうと舞台をみつめている。

　まだ出し物の途中なのだという空気が、修道院の前庭を覆い尽くしている。

　その様子を見ていた一弥は、はっと我に返った。舞台に向かって走りよる。同時に修道士イアーゴもまた、なにか祈りの言葉をつぶやきながら舞台に近づいてきた。扉を開けようとする一弥を、院長が止めた。修道士イアーゴも遅れて舞台に上がってきて、扉を開けるようにという。院長が戸惑いながらもキャビネットのほうを振り返ったとき。

　キャビネットの下、扉の隙間から、たらたらと真っ赤な血が流れ出てきた。

　観客は、まだ夜会の演出なのだと歓声を上げるものと、低い悲鳴を漏らすものが半々だった。続いて、中から老女の細い悲鳴が聴こえてきた。途端に、外にいたカーミラが、白い長い髪を振り乱してキャビネットに飛びついた。さきほどまでの芝居がかったしゃべり方は消えて、老いたしゃがれた声で、

「モレラ？　モレラ！　どうしたの、おねえちゃんはここよ！　モレラ、モレラッ！」

　返事はない。

　ただ細い悲鳴だけがずっと続いている。

　カーミラが細いしわだらけの手をのばして、キャビネットの扉を開けようとした。重たくてなかなか開けられない。一弥が手を貸して、観音開きの扉をえいやっと開けた。

　キャビネットの中は……。

　血の海だった。

　真っ赤な鮮血が、バケツでぶちまけたように中を染め変えていた。生臭い匂いがドッとあふれ出してくる。椅子の右側には、血まみれで、暗い黒い瞳ひとみ

 を見開いて細く叫び続ける老女が座っていた。真っ白なドレスは血の色に染まり、結い上げた白髪も、しわに覆われた青白い肌もまた血まみれでどろどろと汚れていた。

　左側の椅子には、サイモン・ハントがものいわぬ様子で座っていた。

　恐怖に見開かれた瞳。唇は叫び声のまま凍りつき、顔は断末魔に歪ゆが

 んでいる。

　血まみれのスーツから、ぽたぽたと雫しずく

 が垂れ落ちている。

　サイモン・ハントの死体と、返り血に染まる老女モレラは、相変わらず、四本の手首をがっちりと荒縄で縛られたままだった。そしてその手首の上に載せられていたはずの派手な飾りつきのサーベルは……。

　サイモン・ハントの胸に深々と突き刺さっていた。

　観客の女たちがつぎつぎに卒倒した。踊り子の少女たちが、今夜初めて、本当の、恐怖に凍る悲鳴を上げ始めた。

　カーミラが震え声で妹の名を呼んだ。老いた妹は一度、大きく息を吸った。それから、まるでこどものような声で一言、姉を呼んだ。

「おねえ、ちゃん……！」

　それから白目をむいて、ごとん、とキャビネットの外に向けて横倒しに卒倒した。

　モレラのやせ細ったからだに引っ張られるように、サイモン・ハントのがっしりした死体もまた、縛られた手首から、がたがたっと音を立ててキャビネットから転がりだし、血の海となった舞台にごろりと転がり落ちてきた。





　遠くでまた、ゴロゴロゴロ──ッと、雷鳴が轟とどろ

 いた。
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　ガーッ。

　ピピ、ピ、ピピ……。





　ガガガガガガガガガガガッ。





〈死、んだ〉

〈スパイが、死、んだ〉





〈カーミラとモレラが、殺しタ〉





「計画通りかね？」

「ええ、もちろん」






　黒死病の仮面











──十四世紀中期〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉







　城は凪な

 いでいた。

　紫色に染まる海に囲まれた、石でできた巨大な迷宮は、その朝もまた静かに白い砂浜に建っていた。

　夜になると満潮となり、砂浜に水が満ちる。いまは朝の光を浴びて、海水が足跡のように残した貝殻や緑色の海草がきらきらと輝いている。だが夜は、満ちた水が寄せては返す暗闇の世界となる。

　不吉な蠅の頭蓋の如き巨大な城は、引いていった水のきらめきをまだ表面に残し、朝陽に眩まぶ

 しく照らされていた。内部は迷宮の形につくられていた。ぐるぐると少しずつ上へ続いていく廊下には、満潮のあいだは水が満ち、もっとも上にあるいくつかの部屋以外は海の中に消えるかたちになっていた。朝であるいまは、引いたばかりの海水の気配が、潮の匂いや、壁やドアからぽたぽたと落ちる水滴となってまだ残っていた。

　近くの村からやってきた召使たちが、粛々と城に入っていく。どの顔も暗い。イタリアの地で発生した黒死病がヨーロッパを覆いつくし、この東側の小国をも汚染してからもう何年もが経っていた。親を亡くし、兄弟を、こどもを亡くした人々は、城に隠れ住む一人の男の世話をするために今朝もまたやってくるしかなかった。

　この国の王。

　一人のか弱き青年を。

　青年は、迷宮のもっとも奥の部屋、窓もなく、ドアも大人にはなかなか通れないほど小さなものしかない暗い部屋で、今朝もまた、黒死病の化身とされる黒衣の男にみつけられるのを恐れていた。震え、怒り、ただ己の命のことだけを考えて過ごしていた。

　そのあいだに、この国の多くの名もなき人々が死んでいった。

　彼らを守るべき国王の欺ぎ
 瞞まん

 のために。保身のために。

　国王はまだ二十歳の若者だった。彼に分別を、責任を説くべき年長者たちは先に病魔に倒れた。彼にできるのは脅えることだけ、逃げることだけだった。そして、黒死病から逃れるために海の中に迷宮を建設させ、隠れたのだ。国中が死に満ちていくそのときに。

　そして、その朝。

　貝殻と海草、白い砂がきらめく中を、城に向かって歩いてくるものがあった。ゆっくりと、ゆっくりと。黒いコートの裾すそ

 が、朝のさわやかな風に揺られて、ぶわっ……と舞い上がった。まぶかにかぶったフードによって、男の顔は見えなかった。ただ、ずいぶんと大柄なことだけは見て取れた。山のように大きな、黒衣の男……。

　男は城に近づいていった。

　召使たちが働く手を止め、男を見た。

　男は伏し目がちのまま、ゆっくりと彼らの前を通り過ぎた。

　召使たちはなにも言わなかった。男に道を空けた。

　誰も、止めなかった。

　目を伏せて、ただ城に入っていく男の後ろ姿を見送った。

　男の歩いた砂浜には点々と、赤黒い、濁った血が垂れていた。男の命がもう長くはないことを示すほど多くの血が。男のコートがまた風になびいた。

　コートの下で、男が握りしめている長剣が、朝の日射しをきらりと照り返した。

　召使たちは黙って男に目礼した。それから震えながら、胸の前で十字を何度も切った。





　迷宮のもっとも奥の部屋。

　日の射さぬそこで、朝がきたのも知らず、布にくるまって若き国王は震えていた。ほっそりした男だった。

　ふいにドアが開き、からだをかがめて黒衣の大男が入ってきた。

「だれ？」

　いまだ少女の如きか細い声で、国王が聞いた。

　黒衣の男は、低くくるしげな声で言った。

「おまえの魂を救いにきたものだ。恐れるでない」

「その、声は！」

　国王は震えながら立ち上がった。

　立ち上がっても、国王と黒衣の男の身の丈はこどもと大人というほどにちがった。黒衣の男はゆっくりとフードを取ってみせた。

　黒い斑はん
 点てん

 に覆われ、瞳ひとみ

 ばかりが大きく見開かれた、不吉な顔。

　もとは人間であったことが信じられぬほどの、醜い変へん
 貌ぼう

 。

　そう、まるで、蠅の頭のような、恐ろしい──。

「──侯！」

　国王はふいに大男の名を呼んだ。男はうなずいた。

「若者よ。愚かな国王よ。汝なんじ

 はこの国の主あるじ

 として幼きころから栄華の限りを尽くした。しかし、その栄華には王者としての義務がつきまとうことを汝に誰も教えなかったものと見える。黒死病が国土を覆い、民が国王の力を必要としておるとき、それゆえ、汝は逃げたのだ」

「しかし、しかし……わたしは」

「我が妻は苦しみの中、死んだ。幼き娘も然しか

 り。そしてわたしも、もう……」

　大男は瞳を見開いた。顔のあちこちの黒点から血が滲にじ

 み出してくる。大きく開かれた両の瞳からも、赤黒い血がたらたらと、悲しみと怒りに濁った色で床まで流れ落ちていく。

「くるな、──侯！　それ以上わたしに近づくな！」

「わたしは汝を救いにきたのだ。愚かなりし、未熟な魂を。一人の年長者として。かけがえのない家族を失った、一人の、汝の国民として」

「どうしてここまでこれたのだ。召使たちはどうした？」

「誰もわたしを止めなかった。みな、同じ気持ちだ。責任を放棄し一人でここに籠こ

 もった汝は、もはや国王ではない。さぁ……」

　大男は長剣をかまえると、国王に近づいた。国王は魅入られたように動かない。

　長剣は柔らかいものを斬るようにやすやすと、国王の瘦や

 せたからだを貫いて背中から顔を出した。

　鮮血が滴る。

　大男の口からも、どばっと赤黒い血があふれだす。

　カッと目を見開き、赤い涙を流しながらなにか言おうとして、とつぜん、何者かに命を断ち切られたかのように事切れる。国王は胸に長剣を刺されたまま、倒れてきた大男の下敷きになり、冷たい床に崩れ落ちる。国王の青白い唇からも血が流れ出る。断末魔の中、小声でつぶやく。

「死にたくない」

　声が震える。

「生き延びたくてここにきたのに。わたしの魂は救われぬ。救われぬぞ、──侯よ！」

　からだが痙けい
 攣れん

 する。

「の、呪われ、ろ」

　血を吐きながら、叫ぶ。

「呪われてしま、え。この、城。ここにくるものは不吉な死の仮面に脅えるが、よ、い。未来永えい
 劫ごう

 、呪われるのだ。たとえ何百年が経とうとも。この場所には、繰り、かえ、し……」

　国王はなにかつぶやきかけ、唇を震わせた。

「死、を……！」

　そしてゆっくりと瞳を閉じた。





　それは、いまと同じ場所。

　しかし遥はる

 か遥かむかしのできごと──。






　第五章　ドーナツは回りがふちでできた穴
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　修道院の前庭はしんと静まり返っていた。とつぜんキャビネットから転がりだした死体に、観客たちは声も立てずにただ立ち尽くしていた。

　遠くで雷鳴が轟とどろ

 いた。雨雲が近づいてきているらしい。夜空に群青色の雲がゆっくりと拡がりつつあった。

　白髪を地面に散らして、老女カーミラが血に染まる妹を抱き起こしていた。院長がはっと我に返り、懐から取り出した小型ナイフで、モレラとサイモン・ハントの死体を縛っていた荒縄を切った。

　モレラは腰を抜かしたように地面をはって、少しでも死体から遠ざかろうとした。声にならない悲鳴を上げて、何度か、溺おぼ

 れる人のように息を吸い、吐き、それから黒い瞳をくるりと反転させたように白目をむいてその場に倒れた。

　しわだらけの顔に、ぽつん、と雨粒が一滴、落ちる。

　サァァァァァァァァ……
 と静かな音を立てて雨が降り始める。

　また雷鳴が響く。

　観客は冷たい雨に我に返らされたかのように、いまさら悲鳴を上げ始めた。修道院の中へ我先に駆け出していく。サイモン・ハントの死体もまた雨に濡ぬ

 れ始めた。誰かが、

「警察を呼べ。警察を！」

「電話はあるのかね、ここには？」

　男たちが死体に布をかけ、修道院の中へ運び込み始めた。

　一弥はトランクの上に座らせていたヴィクトリカに駆け寄ると、守るように前に立った。と、頭頂部を乱暴につつかれた。

「な、なに、ヴィクトリカ？　いまは非常事態だから、おとなしく、して、て……」

「久城。君、息をするな」

「うん、わかった。息はしない……って、いやいや、死んじゃうよ。息はするだろ。なんなんだよ君は、ヴィクトリカ」

　頭上から聞こえてくる低いしゃがれ声に、一弥はあきれてヴィクトリカを見上げた。と、その顔はいつになく真剣で、緑色の瞳が静かに一弥を見下ろしていた。

　一弥が気になってじっとみつめ返すと、ヴィクトリカはついっと視線を外した。それから、白い煙が上がっているほうを指さして、

「あの煙をなるべく吸うな、という意味なのだよ。君」

「煙？　スクリーン代わりに使われていた、白い煙かい？　とくに匂いとかはないようだけれど……」

「周りを見たまえ、久城」

　言われて一弥は、辺りを見回した。

　死体を見て悲鳴を上げている女たちや、怒号を上げる紳士。みな、瞳をぎらぎらとさせて異様な様子だった。失神する少女や、その場にへなへなと崩れ落ちる若い男もいた。

　一弥はそっと煙の上がっているほうを見た。サァァァァァァァ……
 とつめたい雨が降ってきて、煙を少しずつ消していった。暗い夜空が覆い尽くしていく。

「どういうこと、ヴィクトリ、カ……。うわぁぁぁぁ
 、君！」

　トランクの上から自分を見下ろしているヴィクトリカのほうを振り返って、質問しようとした一弥は、つぎの瞬間に叫び声を上げた。ヴィクトリカが冷たい緑色の瞳でギロリと一弥をねめつけると、えらそうな口調で、

「君、本当に、気をつけ、たま、え……」

　つぶやきながら、真横にぐらりと揺れて、地面に向かって落っこちてきたのだ。一弥はあわててヴィクトリカと地面のあいだに滑り込んで、自分はつぶされながらも、なんとかヴィクトリカを受け止めた。

「ちょっと、君？　ふざけてないで……。おい、ヴィクトリカ？　ね、どうしたの」

「むぅ……」

　ヴィクトリカは一弥の腕の中でぐんにゃりとしていた。油断しているときの仔こ
 猫ねこ

 のように、骨のないぐにゃぐにゃな様相だった。一弥があわててゆさゆさ揺すっていると、

「煙を、吸うな、君……」

「あの煙が、いったい……？」

　一弥は振り向いた。

　雨の中、白い煙はいまやほとんど消えそうだった。一弥はヴィクトリカを支えながら、トランクも引きずって、修道院の中に避難することにした。





「久城、久城」

　一弥に支えられて修道院の中に戻ったヴィクトリカが、銀色のブーツのさきっちょで一弥のふくらはぎを後ろから弱々しく蹴け
 飛と

 ばしながら、声をかけた。

「名前を呼ぶだけで振り向くから、蹴るのはやめてよ」

　ヴィクトリカは一瞬、むっとしたように黙った。それから、返事の代わりにまたこつんと一回、蹴飛ばした。

「君ねぇ」

「わたしから……離れるな、久城」

「…………
 」

「なぜなら、危ないから、だ……」

　一弥は、言いかけていた文句の言葉を吞の

 み込んだ。

　自分の胸かおなかの辺りまでしかない、フリルでふくらんだ小さなヴィクトリカを見下ろす。ちょっとかがんで、きらきらした緑の瞳ひとみ

 と、薔薇ばら
 色いろ

 のほっぺたと、さくらんぼみたいなお口がそろった小さな顔を覗のぞ

 き込んで、たずねる。

「どういうこと？　さっきの殺人事件のこととか、煙のこととか、この妙な場所のこととか……ヴィクトリカ、君、なにかがわかっているのかい」

「ふん」

　答える代わりに、ヴィクトリカは鼻を鳴らした。

「あのねぇ、君」

「……修道院には、過去から続く、とある対立構造がある。さきほどの殺人事件もまた然しか

 りだ」

「そういえば、あの男の人……」

　一弥は思い出して、ヴィクトリカとトランクを引っ張ってまた歩きだしながら、説明した。

「くる途中の列車の中で彼と話をしたんだよ。……そしたら彼は、修道院にあるといわれてる魔力のことを、いんちきだって言ってた。そういういんちきを暴くのが自分の仕事だって。たしか役人だと言っていたよ」

「ふむ、なるほど、な……」

「ヴィクトリカ……？」

　それきりヴィクトリカはなにも答えなかった。

　二人は修道院の中にあるいくつもの小部屋の一つに入っていった。観客たちはそれぞれ、いくつかの部屋に分かれて逃げ込んでいた。

　一弥は部屋の隅にトランクを横に倒して置いて、上着をかけて、その上にぐにゃんとなっている小さなヴィクトリカをそっと置いた。ヴィクトリカは壁にもたれてぐにゃぐにゃの様子で、えらそうに、

「危ないから離れるなよ、久、城……」

「こっちの台詞せりふ

 だよ、ヴィクトリカ。君、いったいどうしちゃったんだよ。なんだか不気味にぐにゃぐにゃしてるけど」

「あの煙にはおかしな成分が入っていた。麻薬に近いものだ」

　ヴィクトリカがゆっくりと言った。

「麻薬？」

「そうだ。おそらく、夜会で見せる魔術を観客に本物だと思いこませるために焚た

 いていたのだろう。見たまえ、ほかの大人たちを」

　言われて一弥は辺りを見回した。部屋にいる客たちはかんしゃくを起こし、互いに言い争い、ある者は泣き……。頭が痛いと座り込んでいる者もいた。どこかおかしな、不安定な様子だった。ヴィクトリカはぐにゃぐにゃしながらもあくまでもえらそうに、

「言語化してやるとだね、久城。愚かなことに、みんなあの煙を吸ってしまったのだよ」

「君もだろ、ヴィクトリカ」

「むっ……」

　ヴィクトリカはこぶしを振り上げて振り回そうとして、トランクから転げ落ちそうになった。一弥に支えられて元に戻され、不機嫌そうにほっぺたをふくらませる。きゅうっと一弥の腕をつねったので、一弥は跳び上がった。

「こらっ、ヴィクトリカ！」

「ふん」

「八つ当たりするなよ。まったく君ってこどもっぽいなぁ」

「…………
 」

　部屋に入ってきた年配の男が、大きな声であれこれと説明し始めた。夜会が終わったころに迎えにくるはずの列車を待つしか方法がないこと、警察を呼ぼうにも、修道院には電話などというものは設置されていないことなどがわかった。

　観客たちはどよめいて、顔を見合わせあった。

「こんなところに、夜中までいたくないわ」

　と、若い女がつぶやいた。連れらしき若い男が彼女をいさめる。

「そうは言っても、警察を呼んであれこれ騒ぎになったら、何日も拘束されるかもしれないぞ」

「困るわ。こんなことに巻き込まれて……」

　観客たちは興奮しながら、それぞれ、誰がどうやってサイモン・ハントを殺したのか、なぜ彼は殺されたのか、などと話し始めた。

　小さなヴィクトリカが座っていると、巨大なトランクはさらに大きく見えた。一弥はその横に立って、漆黒の髪をした騎士のようにヴィクトリカの周りに目を光らせている。

「ここには、やっぱり、奇妙な魔力があるのかもしれない……」

　客の一人である若い男がつぶやいた。ほかの観客はなんとなく男のほうを振り向いた。つぎの言葉を待つ。男は小さな声で、

「だって、さっきの〈シスターズ・キャビネット〉はどう見ても不思議な現象だった。あんなに両手首をきつくしばられているのに、くるくると入れ替わるし、楽器も鳴らすし、それに……みんなが見ていた前で、あんなふうに人が死ぬなんて」

「確かにそうだな」

　べつの男がうなずいた。

「なにしろここは、あの〈落下させる聖マリアの怪〉が起こった場所だ。夜空に浮かぶ巨大なマリア像……。俺は、実際にその現象を見たっていう戦闘機乗りの生き残りにあったことがあるよ。涙を流す巨大な瞳の虹こう
 彩さい

 を見たことは、生涯忘れられないってさ……。彼はあれきり空を飛べなくなったんだ」

「ふん、くだらない」

　とつぜん、しわがれた老女のような声が響いたので、話していた大人たちが一斉に振り返った。声がしたほう、壁際のすみっこには、トランクにちょこんと座る小さな少女と、傍らに立つ東洋人の少年しかいなかった。人々の視線はほんの一瞬、二人を見比べた後、一弥に集中した。失礼なことを、と言いたげな顔つきで一弥を睨にら

 んでいる。

　一弥はあわてて、ぼくじゃないぞというように首を振った。

　となりでヴィクトリカが、またフンと鼻を鳴らした。

「そんなものにはトリックがあるに決まっている。どうしてそんな簡単なことがわからないのだね、君たち」

「なっ！」

　大人たちは、不思議な老女のような声が、トランクの上に鎮座した赤スグリ色のドレスに銀のブーツ、赤いミニハットをかぶった陶人形のような少女から発せられたのだと気づいて、思わず声を上げた。ヴィクトリカはそんなことにはかまわず、

「〝ドーナツは回りがふちでできた穴〟だということだよ、君たち。要するに、ものの捉とら

 え方の問題なのだ。くだらぬまやかしを簡単に信じてしまう君たちの心には、どんな闇があるのだろうなぁ。おそらく、急速な近代化、科学の波によって、我々の生息する古き大陸が急速に闇を失っている。なにものかが潜むべき闇が人工灯に照らされ、白日の下にさらされていることに関係しているのではないか、とわたしは推測しているがね。だからこそ君たちはスピリチュアルというまやかしに飛びついているわけだ。じつに愚かなことだ」

「なっ！　こ、この……」

「……ちょっと待て」

　一人がヴィクトリカに乱暴に歩み寄ろうとして、一弥が急いでヴィクトリカの前に立ちふさがったとき、べつの男がそれを止めた。

　ヴィクトリカの小さな、不思議な姿を恐ろしそうに眺めながら、

「思い出したよ。例の〈落下させる聖マリア像の怪〉が、トリックだという噂を聞いたことがある。戦争のとき、修道院はひそかにソヴュールの科学アカデミーの要よう
 塞さい

 として使われていて、そこに一人の奇術師が呼ばれたんだ、と……」

「奇術師？　どうして？」

「科学アカデミーは、トリックを使った諜ちよう
 報ほう

 活動を計画して、当時活躍していた奇術師たちに声をかけた。その中の一人が、名前は確か……ロスコー。いまでも有名で、あちこちの首都でショーをやっている人気者だ。彼には女の相棒がいたはずだ。魔的に美しく、そして驚くほど小さな、女の相棒だ。そう、ちょうど……」

　男がヴィクトリカのほうを振り向いて、顔をしかめながら言った。

「ちょうど、この子のように」






　　　　２






　修道院の外には相変わらず暗い雨雲が立ち込め、サァァァァァ……
 と静かな音を立てて雨が降り続いていた。薄暗い廊下にはあまり人ひと
 気け

 がなく、時折、開け放されたドアの内側から、中断された夜会について、事件について話す客たちの声が漏れてくるのみだった。

　一弥は一人で廊下に出て、歩きだした。一つの部屋の前で、老女カーミラがなにごとか叫んでいるのが聞こえて足を止めた。粗末な木のベッドにモレラが横たわり、うわごとをつぶやいていた。部屋の中には黒尽ず

 くめの修道女が数人いて、心配そうに、うなされるモレラを見下ろしていた。

　となりの部屋にはサイモン・ハントの死体が安置されていた。修道女たちが数人、ひざまずいて祈りを捧ささ

 げていた。黒衣の女たちがふりかざすロザリオが、薄暗い部屋の中でときおりきらきらと輝いた。

　廊下の途中で、修道士イアーゴと、くるときの列車で会った老人が立ち話をしているところに行き合った。老人が心配そうに、

「この混乱で、娘のことが心配なのに、みつけられなくてね。一人一人、顔を確認しなくてはいけないし。しかし、あんなことがあったのに、あまりうろうろするのもはばかられて……」

　そうつぶやくと、大きなため息を漏らした。

　バチカンの修道士イアーゴは厳しい顔つきをしていた。ため息をつきながら語った。

「わたしはおそらく、奇跡認定することなくバチカンに戻るでしょう」

　一弥は相あい
 槌づち

 をうった。

「そうなんですか……」

「ええ。さきほどの夜会も拝見していましたが、わたしにはどれもがトリックのある魔術、要するに、昨今、都会で流行はや

 っている奇術ショーのようにしか見えませんでした。まぁ、観客は喜んでいたようですが……」

　イアーゴはため息をついた。

　また歩きだそうとする一弥に、イアーゴが「そうだ」とつぶやいた。

「君、形見箱
 というものを知りませんか？」

「形見箱？　いいえ」

　一弥は首を振った。修道士のとなりで、老人も首をかしげている。

「なんなんですか、それは」

「いや、わたしにもわからないのです。ただ、殺された青年、サイモン・ハントが漏らしていたもので。『俺はこの修道院には仕事でやってきた。俺は形見箱を探しにきたんだ』と」

「形見箱、ですか……？」

　一弥は首をかしげた。
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──一九一四年十二月九日〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉







　くる日もくる日も怪我人が運ばれてきては、ある者はここで息を引き取り、ある者は命を取り留めてまたどこかへ運ばれていった。

　墓掘り人は毎朝、修道院の裏手にある墓地で新しい墓穴を掘り、年若い兵士たちを埋めては、また新しい墓穴を掘った。白衣の看護婦たちはまだあどけない声で、つたなく賛美歌を歌った。歌詞を間違え、つっかえ、ときには暗い空気を吹き飛ばすようにくすくす笑いあいながら。

　その日の夕刻。

　ブライアン・ロスコーは窓辺にもたれて、どんどん増殖していく墓地を見下ろしていた。猫を思わせる緑の瞳ひとみ

 は暗く翳かげ

 っていた。赤い髪が風にあおられて、炎のように窓から外へ舞い上がった。

「くだらん。こんなことはすべてくだらん」

　ブライアンはつぶやいた。

「争いあうこと。殺しあうこと。しかしそれこそが……」

　そこまでつぶやいて、ふと墓地にうごめく影に気づいて口を閉じた。じっと目を凝らす。

　白髪の老女が一人、祈りを捧げていた。瘦や

 せ細ったからだに、看護婦の白衣。夕刻の風に、もとは何色だったかわからない髪が、真っ白に輝いて不吉に舞い上がった。

　修道院で働く看護婦の一人だ。若い娘たちが多いが、中には年配のものもいる。老女は視線に気づいたように顔を上げて、修道院を見上げた。窓辺にもたれているブライアンに気づくと、小さく会釈をして立ち上がった。

　ブライアンが顎あご

 をひいてうなずきかえしたとき、背後で誰かがドアをノックする音がした。ブライアンは振り返った。

　看護婦が一人入ってきて、おそるおそる声をかけた。

「ジュピターおじさんが呼んでます」

「わかった。いま行く」

　ブライアンは窓から離れて歩きだした。





　長い廊下を歩いていく。ぐるぐるとどこまでも。

　一つの部屋の前でブライアンは立ち止まった。若い科学アカデミーの職員たちが何人か立ち働いていた。ぜんまいや巨大な機械で溢あふ

 れていて、ぎりぎりと不気味な音が響いている。壁掛けの大時計が見えた。

「この部屋はなんだね」

　看護婦に聞くと、少女は「えっと……」とつぶやいて、首をかしげた。

「確か、修道院の外にある水門を動かす部屋だと思います。満潮になると、水門を開けたままだとほとんどの部屋が水に沈んでしまうの。最初はわざとそういう造りにして建てられたらしいけれど。つまり、夜のあいだに侵入されないようにって」

「なるほどね」

「でもいまは、それではあまりに暮らしにくいから水門を建設したのよ。ここの部屋にある機械はぜったいに勝手に触ってはいけないの。水門が動いてしまうから」

　看護婦はそう言うと、「誰も触らないですけれどね」と微笑んだ。それからまた廊下を歩きだした。





　ジュピター・ロジェは、ブライアンが幻灯機を運び込んだ朱色のドアの部屋で、じりじりと彼を待っていた。ブライアンがやってくるとぱっと振り返り、

「ドイツ軍が侵攻してくる」

「……ふむ」

「空からだ。ここがただの野戦病院でなく、ある種の要塞であるということがどこからか漏れているに違いない。敵のスパイが入り込んでいるという噂もある。ドイツ軍のスパイか、それとも我が国のオカルト省のものか……」

「なるほど。空からか。それならあれを使えばいい」

　ブライアンは薄く笑った。

「あれ、とは？」

「〝幻灯機〟だよ。あなたがたが望んでいたのは、奇術によって工作活動をする人間だったはずだ。この機械はある意味で万能だ。これから始まるであろう、機械の戦争の時代にまことふさわしいものだ」

　ブライアンはそううそぶくと、部屋の片隅に、布をかけて置いてある機械に近づいた。さっと布を取り去る。すると、大砲のようなレンズを張り出させた四角い機械、幻灯機が出てきた。ジュピターはそれを不気味そうにみつめている。

「これはいったい、どうやって使うものなのだね」

「いうなればゴースト・マシン。人工的に幽霊を作り出す機械だよ。おやおや、そんな顔をする必要はない。これは科学によって作られたシロモノなのだ。見ていたまえ」

　ブライアンは部屋のドアに近づいて開けると、大声でミシェールの名前を呼んだ。遠くのドアがいくつも開いて、白衣の少女たちがつぎつぎにぴょこぴょこ顔を出した。

「ミシェールだって」

「ミシェールを呼んでる」

「赤髪のブライアンが、ミシェールを呼んでるわ」

　伝言が軽やかに伝わっていき、やがて螺ら
 旋せん

 の廊下の向こうからぱたぱたと、当のミシェールが走ってきた。ぱっちりした黒い瞳を見開いてブライアンを見上げて、

「なぁに？」

「煙を出したいんで、紙かなにかをたくさん持ってきてくれ」

「……そんな用で呼んだの？　忙しいのに」

「あいにく君の名前しか知らないんだよ」

　ミシェールはなるほどとうなずいて、またどこかへ走っていった。それから紙の束をたくさん抱えて戻ってきた。

　ブライアンはそれを受け取ると、ドアを閉めた。軽い足音が廊下をまた遠ざかっていった。

　紙の束を暖炉に投げ込むと、白い煙と炎が上がった。ブライアンはすばやく幻灯機に駆け寄ると、透明な板を機械の中に差し入れてスイッチを入れた。

　ブライアンの背後で、ジュピターがあっと叫んだ。ブライアンは薄い唇をゆがめ、にやりと笑った。そしてゆっくりと振り返る。

　暖炉から上がる白い煙に、ぼんやりと聖母マリア像が浮かび上がっていた。

　ジュピターはからだを震わせ、目を見開いてその情景をみつめている。赤子を抱いた聖母マリア像は、長い髪を床まで垂らし、悲しげな顔をしてこちらをみつめていた。高さはブライアンたちと同じぐらいで、まるでそこに本当にいるかのように、煙とともにのっそりと立っていた。

　ジュピターは声にならない悲鳴を上げ、胸の前で何度も十字を切った。数歩、後ずさった。ブライアンがもう一枚のスライド板を機械に差し込んだ。

「うわあぁぁぁぁ！
 」

　ジュピターが叫んで、のけぞった。マリア像が静かに涙を流し始めた。壁際まで後ずさって、ジュピターはブライアンのほうを振り返った。

「なんだね、これはっ？」

「だから、幽霊さ。この機械がつくったんだ。さて、と」

　暖炉で紙束が燃え尽き、白い煙が次第に減っていく。それとともにマリア像も薄くなっていき、頭部が、胸が、腰の辺りまでかき消されて足だけになり、やがて消えた。

　ブライアンはにやにや笑っている。

「おどろくようなことじゃない。これが幻灯機の使用法だ。スライド板に描かれた絵を、レンズ越しに煙に向かって映写したのだ。ほら」

　スライド板を差し出されたジュピターは、ようやくからだの震えを止めて覗のぞ

 き込んだ。

　透明な板にさきほど見たマリア像が描かれていた。寸分たがわぬ、その姿。続いて差し出されたもう一枚の板には、涙だけが描かれていた。

「これを、映写……」

「そうだ。これは奇術師たちのあいだで流行はや

 っている機械だ。舞台に、踊る骸がい
 骨こつ

 や巨大な人間の頭部、さまよえる幽霊を出現させるのさ。いまはまだ珍しい奇術だが、この後、おそらく技術も発展し、人々はこれに飛びつき……。すぐにめずらしくもなんともないものになるだろう」

「まさか……」

「絵が動くようになったり、声もつけられるようになって、人々の気楽な娯楽になっていく。君たちが世界の発展のために、国のためにと主張する科学という新しき力は、この先、争い事だけではなく、なにより人々の娯楽のために使われることとなるだろう。いま、貴族だけの特権である娯楽のための生活は、庶民のものとなり、そのとき科学は彼らに、貴族の如き快楽と、同時に死にも近い退屈をもたらすことだろう。その娯楽のための科学、庶民の生活のための科学の、最初の一歩こそが幻灯機だ、と俺は予感しているのだがね。まぁ、未来にいってみなければわからないが」

　ブライアンはくすくすと笑った。ジュピターはまだ合点がいかないというように首をひねっている。

「しかし、君。この機械──君の言う娯楽のための科学、ゴースト・マシンを、戦争において、いったいどうするつもりなのだね」

「ついさっきのあんたの驚き方を見ればわかると思うがね。ジュピター・ロジェ」

　ブライアンは笑った。そして人差し指で天井を指さすと、猫のようなつりあがった緑の瞳ひとみ

 を輝かせた。

「ドイツ軍は空からやってくる」

「あぁ、そういう情報だ。だが」

「夜空にゴーストを出現させる」

「なっ……」

「われわれは偉大な母、マリアに弱い。母を泣かせることは、ドイツの若者たちにとっても平静ではいられぬことだろう。殺しあうために夜空を飛んできたとあっては、さらにね。なにしろ我々は、科学の時代になりつつあるとはいえ、信心深い、古き大陸の古き男たちだ」

　ブライアンはにやにやと笑い続けている。それをみつめるジュピター・ロジェの顔には恐怖と嫌悪が浮かび始めている。

「神を騙かた

 るとは、しかし」

「君もまた信心深い、古き大陸の人間と見える。神などいないのだよ、最初から。いればこのようなおおがかりな戦争など起こるはずがない。新時代、新しい大陸の新しい人々は神など信じず、君たちよりずっと合理主義的に、享楽的に、そして刹せつ
 那な

 的で無意味に生きていくと思うがね」

「なぜ、そう……」

「灰色狼は、その知恵によって、来るべき暗い未来を見抜けることがあるのだ。だからこそオカルト省も力をほしがる。例の小さな、生まれたての仔こ
 狼おおかみ

 はそのことを自覚してはいないと思うがね。ごく一部の、都市に逃れた狼たちも然しか

 りだが。さて、ジュピター、どうする？　君はこの切り札を使うかね？　神を信じる心と引き換えに、ドイツ軍から君たちを守ることになるだろう。〈滂ぼう
 沱だ

 の聖母マリア作戦〉だ。さて、どうする？」

　ジュピターは脅えきったようにブライアンをみつめていた。ほんの数分の間にジュピターはいくつも歳を取ったように見えた。唇が震えていた。

　窓の外で日が暮れてきた。

　やがて、ジュピターは蒼そう
 白はく

 の顔でゆっくりとうなずいた。

「やってくれ」





　ジュピターが青白い顔で出ていき、ブライアンは幻灯機の部屋に一人、残された。暗い部屋は、橙だいだい
 色いろ

 をした暖炉の火がわずかに照らすばかりだった。複雑きわまる機械をブライアンは注意深く点検し、目盛りを動かし、テストを繰り返した。

　夜半を過ぎたころ。

　ブライアンが機械にもたれてうとうとと眠っていると、音もなく朱色のドアが開いた。誰かがひっそりと部屋に入ってくる気配がした。ブライアンはそっと薄目を開けた。

　暖炉の火が消えかけていた。ばちばちとかすかな音を立ててゆらめいていた。頼りない橙色の光に、闖ちん
 入にゆう
 者しや

 の着る白衣が照らされていた。長い髪がゆらめいているのも見えた。

　ブライアンは薄目を開けたままそれを見ていた。

　闖入者の、大きな青い瞳が、見開かれた。

　細い両手で握りしめた短刀が、ぎらり、と輝いた。

　ブライアンはすばやく立ち上がり、女の手をはらった。短い悲鳴が聞こえた。女はよろめいたが、手から短刀を離そうとはしなかった。ブライアンに腕をつかまれて、刃物を振り回す。切っ先が女の頰に当たり、サッと一筋、傷のラインが浮かび上がった。たらり、と赤い血が流れた。

　女──ミシェールが短く悲鳴を上げた。

　ブライアンがつぶやく。

「おまえが、ジュピターが案じていたオカルト省のスパイなのか？　この戦争で科学アカデミーに活躍させまいということか……？　しかし、意外だな。君はずいぶん意外な人物だ。だって君はスパイという年齢では……」

「は、放して！」

「ふん。放したところでどこへも逃げられまい」

　ブライアンが一瞬、手を離すと、ミシェールは獣のような敏びん
 捷しよう

 な動きで走り出した。ドアを開け、廊下に飛び出す。

　ちっと舌打ちをして、ブライアンは後を追った。





　廊下に出て、後を追う。遠くでドアの閉まる音がする。ブライアンはこれかとあたりをつけて、一つのドアを思い切り開けた。

　そこは病室だった。

　たくさんの怪我人が粗末なベッドにひしめいていた。血と、薬品の入り混じった不吉な匂い。ブライアンは顔をしかめた。白衣の看護婦たちが忙しく立ち働いていた。

　顔に包帯を巻いた少年がいちばん奥のベッドに寝かされていた。少年は傍らに座る看護婦の手を握りしめていた。看護婦が、ドアが開く乱暴な音に驚いたように、一瞬遅れて顔を上げた。

　ブライアンとみつめあう。

　にっこり微笑む。

　ブライアンは口を開けてなにか言おうとして、また口を閉じた。

　看護婦は……ミシェールだった。

　長い髪をたらして、ぱっちりした黒い瞳でこちらをみつめている。どうかしたの、と問いたげに首を少しかしげる。

「ミシェール……」

　ブライアンはかすれ声で聞く。

「君、いま、俺を……」

「どうしたの、ブライアン」

「君、俺のいた部屋に……」

　ベッドのあいだにあるせまい通路をふらふらと歩いて、ミシェールに近づいていく。怪我人のうめき声。忙しそうに歩き回る看護婦たち。近づいていくにつれ、おかしなことにブライアンは気づいた。

　ミシェールは片手を怪我人に握りしめられている。怪我人の少年は顔にぐるぐると包帯を巻いて、閉じた瞳と小さな耳しか見えない。ミシェールはもう片方の手で小さな本を持っている。ハイネの詩集だ。そして、青白い頰には……。

「どういうことだ？」

　ブライアンは思わず声に出した。病室のざわめきがしんとして、みんなブライアンのほうを振り返る。怪我人と看護婦。あふれる少年と少女たちと、血と薬品のむせ返るような匂い。

「いったいどうしたの、ブライアン」

「君は、なぜ……」

　ブライアンは震える指でミシェールの頰を指さした。

　傷一つない、その頰を。

「なぜ怪我をしていないんだ？　頰につけたはずの傷口がもうふさがっている。しかしあれはたったいまのことだ。なぜ傷口が消えたんだ？　普通なら数週間は残る傷だ。大きく切れて、血が流れていた。ミシェール……君はいったい何者だ？　その年齢でオカルト省のスパイということは……」

「なんのこと、ブライアン」

「それはいったいなんだ。恐ろしい回復力。人間とは思えぬ。それもまた古き力なのか？　どういうことだ……。君はいったい何者なんだ？　答えろ、ミシェール！」

「いったい……？」

「君はついさっき、俺のいた部屋で……」

「えっと……」

　ミシェールは困ったように首をかしげた。ほかの看護婦も集まってくる。口々に、

「あら、ミシェールはずっとここにいたわ」

「もう一時間以上。ずっとよ」

「だって、この人が手を離さないんですもの」

「ミシェールはずっとここにいたわ」

　ブライアンは眉まゆ

 をひそめてその様子を眺め渡していた。彼女の手を握る病人も、かすかな声で、

「ずっと一緒だった。あなたはなにか勘違いしてるんだよ」

　ブライアンはミシェールの顔を見下ろした。彼女は弱々しく微笑んで、

「わたし、ずっとここにいたわ。ハイネの詩を読んでたの。この人が聴きたいと言ったので」

　そうつぶやくと、ハイネの詩の一節を、無邪気な声で朗読してみせた。





「〝青き両ふた

 つの君が眼は　わがまなかいに漂いて──

　濃こ
 青あお

 の夢の海となり　わが心にぞ打寄する〟」






　第六章　螺旋の迷宮と形見箱











　　　　１






　修道院の外では相変わらず雨が降り続いていた。水門の向こうから、波が寄せては返す音も遠く聞こえてくる。それにかぶさるように、サァァァァァッ……
 と雨音もかすかに響く。

　一弥とヴィクトリカは、観客たちが座り込んだり叫んだりしている部屋の隅で、二人してトランクの上に座っていた。一弥が熱心に、ここにくる途中の列車内での話や、廊下で修道士と会った話などをヴィクトリカに聞かせている。

「イアーゴさんは、修道院の夜会は魔術によるものではないと思うって言ってたよ。奇跡認定は受けられないって。それから彼は、殺されたサイモンさんが『形見箱を探しにきたんだ』って言っていたのを聞いたんだって」

「うむ……」

　ヴィクトリカは心ここにあらずでうなずいていた。さっきの煙のせいか、相変わらず仔こ
 猫ねこ

 のようにぐにゃぐにゃした様子でトランクの上に座り込んでいる。銀色のブーツを履いた折れそうにほっそりした両足を胸に引き寄せて、ちっちゃく丸まっている。

　一弥はそんなヴィクトリカの顔をとなりから覗のぞ

 き込んで、

「いったい、形見箱ってなんだろう」

「さてね」

　ヴィクトリカは首を振った。ほどけたターバンのような金色の髪が、おくれて左右にサラサラと揺れた。上質な絹のようななめらかな動きだった。

　それを台無しにするように、ぷくっとしたほっぺたをさらにふくらませて、

「なんでもかんでもわたしに聞くな」

「あ、ごめんごめん。わかんないんだね。ヴィクトリカでもわからないことがあるんだねぇ」

「……むっ？」

　ヴィクトリカはむっとした。むきになり、しわがれ声を張り上げる。

「わからないのではない。君、失礼なことを言うな。ただ、混沌カオス

 の欠片かけら

 がまだまったくそろっていないのだ。ただ、だね……」

「いいわけするなって、ぼくは兄貴に、こどものころからよく叱られたもんだけどね。君もいかにもぼくの長兄に叱られそうな子だね……。なに？　ただ、なに？」

「……もう教えない。なぜなら、わたしはちょっとばかり気分を害したからだ」

「けちー」

「むっ！」

　ヴィクトリカはぷいっと横を向いた。そのままぐにゃんと座り込んでじっとしていた。だがしばらくすると、一弥の視線に根負けするように、

「ええい、しつこいやつだ」

「なんだよ。ただ、見てただけだろ」

「つまりだな、久城。この件には、我々にはわからない過去、因縁めいた過去の人々の関係性が関わっていると、知恵の泉がわたしにささやくのだ。気をつけろと。わたしには謎を解くより先にやるべきことがある」

「なぁにそれ」

　一弥が聞き返すと、ヴィクトリカは心外だというように、老女の如き静かな、表情を映さない不思議な瞳ひとみ

 を、瞬かせた。

　それから、小さなぷくぷくした人差し指で一弥の顔を指さしてみせた。

「君を無事に連れ帰ることだろう。因縁に巻き込まれることなく」

「…………
 」

「久城、わたしは……」

　ヴィクトリカはうつむいた。

　緑の瞳がきらきらと輝いている。まだ名づけられぬ未知の宝石のように。

「わたしはこの修道院で、鳴かなかった。わたしがとつぜんここに連れてこられたのは、ある者を誘おび

 き寄せるためなのだ。わたしはそのための囮おとり

 だった」

「君、さっきもそう言っていたね。それに、君の兄さんも……。ある人というのはいったい誰なんだい？」

「君、それは決まっている」

　ヴィクトリカはしわがれ声で言った。

「コルデリア・ギャロ。わたしの母だ」

　部屋の中を冷たい風が吹きぬけていった。一弥の漆黒の髪と、ヴィクトリカの金色の長い髪を揺らしていく。金の髪がどこか不吉に舞い上がり、一弥の小柄な、線の細いからだにゆるゆると巻きついた。一弥を取り巻くように幾筋もの金色のラインがうごめき、名残惜しそうにゆっくりとトランクの上に戻っていく。

　フリルのスカートも遅れてふるふると震えた。

　ヴィクトリカはいまにも泣きべそをかきそうな顔をしていた。瞳のはしっこに涙がたまり、まるでママに叱られた小さな女の子のようだった。

「ということはおそらく、コルデリア・ギャロをめぐるなにがしかの謎が、修道院に残されているのだ。それと、形見箱というもののあいだになにかの関連性があるのかどうかは、混沌カオス

 の欠片が足りず、ピースがはまりきらず、わたしにはまだ再構成することができない。ただ過去からの不吉なイメージがとめどなく頭をよぎるのみだ。あの煙が見せる幻影かもしれんがね……」

「うん……。ヴィクトリカ、君、大丈夫？　そういえば、ぼくもなんだか頭が痛いよ。ちょっと吸い込んじゃったみたいだ」

「ここの観客はみな同じだよ」

　ヴィクトリカはそうつぶやいた。それから暗い声で続けた。

「おそらく、足りない欠片のうちの一つは……わたしの母だ」

「どういうこと？」

「うむ……」

　ヴィクトリカの声が低くなっていく。

「母、コルデリア・ギャロを呼び寄せるために、わたしという仔狼はとつぜん移送されたのだ。わたしが悲鳴を上げれば、たまらず母狼がやってくるだろう、とブロワ侯爵はふんだのだ。しかし、わたしは鳴かなかった。何日も何日も、ただ黙って部屋の隅にうずくまっていた。母は、こなかった」

　一弥は黙って聞いていた。

　ヴィクトリカが家族の話をすることはとてもめずらしいことだった。哀感に満ちた小さな声を聞いているうちに、一弥はなぜか、国に残してきた自分の家族のことを思い出してしまった。厳しい軍人の父。個人のことではなく、国のために生きて命を捨てる男になれと説く、立派な長兄。そのことに引っかかりを覚えている、小さな自分……。

　一方ヴィクトリカは訥とつ
 々とつ

 と話を続けていた。ほんとうにめずらしいことだった。もしかするとさきほど吸い込んでしまった不思議な白い煙が、意地っ張りの、さびしがりやの少女に魔法をかけて、ほんの少しばかり素直にさせているのかもしれなかった。きっと夜のうちに解けてしまう、偶然の、小さな魔法……。

「久城。さきほどわたしがトランクの上によじのぼったのは、母の相棒である、人間と灰色狼のハーフ、ブライアン・ロスコーの赤いたてがみが見えた気がしたからなのだ」

「そういえば、ぼくも見たよ。声まで聞いたような気がする。ブライアンもここにこっそりきているのかな……」

「さてね。しかし本当だとしても、なぜブライアンがきているのかはわからない。彼は十年前、修道院を科学アカデミーが使用していたころに、〈落下させる聖マリアの怪〉を起こした張本人であるのだが。だが、なぜいまここにいるのだろう……」

「おかあさんの代わりにきた、とかかな」

「さてね」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

「しかし、それにしても、母はこなかったのだ。わたしが吠ほ

 えなかったからだ。唇を嚙か

 みしめて孤独に耐えたからだ。かけがえのない女性を危険にさらすことなど、わたしにはできなかった。呼ばなかったから、母はこなかったのだ」

「ヴィクトリカ、君……」

「久城。本当のところ、じつはわたしはもう母には会えないような気がするのだ」

　ヴィクトリカは言葉とは相反して、平気そうな顔で言った。いつもどおりのひんやりとした無表情だった。

「あれはまだ五歳のころ。ブロワ城の塔の上で孤独と退屈と倦けん
 怠たい

 のあまり毎夜、吠えていたわたしのところに、塔の窓までひらりとよじのぼってきて、母が窓越しにわたしに呼びかけてくれた。呼べば必ずやってくる、と。あの人はそう言った。そして娘のわたしを、愛していると、言ったのだ。あのときわたしは初めてその言葉を聞いた。意味がわからず、翌日からわたしは書物の山を迷い、言葉の意味を探した。ドイツ語で書かれた哲学書を読み、ラテン語で書かれた宗教書を読んだ。科学の森を彷徨さまよ

 い、詩を読んだ。わたしはあらゆる概念の海に溺おぼ

 れた。そして最後に、あの言葉はおそらく、かけがえのないものを大切に思い、失うまいとする、という意味なのだと推理したのだ。母はわたしに、その言葉をかけた……。ただ一人、母だけが……」

　ヴィクトリカのしわがれた、老女のような低い声は、静かな哀感を帯びていた。

「鉄格子越しにわたしの頰に触れた、あの、つめたい手。わたしに触れた人間はいなかった。愛をこめて、いつくしむように、わたしのあたたかいからだに触れた人間は、誰も、いなかったのだ！」

　一弥は小首をかしげ、黙って聞いていた。

「だがわたしは、もう母には会えまいという気がするのだよ。久城」

「どうして？　だって、呼べば必ずくると約束したんだろう」

「わたしはなくしてしまったのだ」

　ヴィクトリカはほっぺたをふくらませ、涙をにじませて一弥に訴えた。

「あのとき、母はわたしに金貨のペンダントを渡してくれた。母が〈名もなき村〉を追い出され、外の世界で生きていくとき、村から持ってでた小さな金貨。それに紐ひも

 を通したものだ。母は、これがある限り母と娘は離れない、と。そう言ったのだ……」

　一弥は目を閉じた。脳裏に、〈名もなき村〉から二人で逃げるとき、谷底に向かってきらめきながら落ちていった、ヴィクトリカの金色のペンダントが蘇よみがえ

 った。豪ごう
 奢しや

 なブラウスの、フリルをめくって、めくって、めくって……遥はる

 か奥に隠れてきらめいていた小さな金貨。

（そうだ。ヴィクトリカはあのときぼくを助けたんだ。大事な金貨のペンダントに、目もくれず……）

　両手に力をこめて、涙を浮かべて、痛くない、と繰り返した悲しそうな顔が思い出された。あのときの自分の、不思議なほど悲しい気持ちのことも。一弥はぐっと唇を嚙んだ。

　一弥があれこれ考えていると、ヴィクトリカは小さな声で言った。

「わたしはだから、修道院で、けして吠えずにうずくまることにしたのだ。そのまま何日も何日もが過ぎた。わたしは時間も、空間も、なにもかもを把握できなくなった。ただ黒衣の奥で小さな怪物と化していた。そうしたら、外から、明るいほうから、呼びかける声が聞こえてきた。ヴィクトリカ、と。わたしを呼ぶ声が聞こえた」

「…………
 」

「その声でわたしは人間に戻った。やわらかなものに。愛の意味を知るものに。ゆっくり、ゆっくりと、戻ったのだ」

「君……」

「それが君の声だったのだよ。久城。母はもうこなかったが、久城……君がわたしを迎えにきてくれたのだ。いつもどおりに。君が」

「……そのわりに、蹴け
 飛と

 ばしたり、けなしたり。君、ぼくに散々だったけどね」

「そんな細かいことは気にするな」

「うん」

　一弥はすぐに答えた。ヴィクトリカが、おや、というように一弥の顔をちょっとだけ見た。一弥は微笑んでいた。

「ぜんぜん気にしないさ」

　小さな声になる。聞き取れないほどの小声で、一弥は続けた。

「……また、君に会えたんだ。かけがえのない君に」

「ぅ」

「そうだよ。そうなんだ……」

　二人はまた黙った。

　ヴィクトリカがことん、と一弥の肩に小さな頭を預けてきた。かすかに花のような匂いがした。ヴィクトリカの匂いだ、と一弥は思った。

　部屋の中は、泣き叫ぶものも減って静かになってきた。ヴィクトリカはくぅ、くぅ、と小さな声を立てて眠り始めた。一弥は少しだけ微笑んだ。





　眠ってしまったヴィクトリカをトランクの上において、一弥は廊下に出た。修道女たちが水やパンなどを持って観客たちに渡していた。ヴィクトリカの分を確保して部屋に戻ろうとすると、くるときの列車で一緒だった老人が廊下をうろうろとさまよっているところに出くわした。

「どうかしたんですか」

　そう聞くと、老人は血走った目を見開いて言った。

「娘がいないのだ」

「あれ、まだみつからないんですか？　ほかの修道女の人に聞いてみたら……」

「誰も、余計な話はしないようにとでも言われているのか、答えてくれん。一人一人の顔を確認しているのだが、どうもみつからなくてな……」

　老人は頭を抱えた。頭痛がするのか、顔をしかめ、眉み
 間けん

 の辺りを押さえながら、

「そのうち、あまりにもたくさん、同じような年の女の顔を見すぎて、娘の顔が思い出せなくなってきたのだ……！」

「そ、そんな……。見ればわかるでしょう。それに向こうだって」

「わしに娘などいたのかな」

「えっ……」

　老人は狂気の宿る濁った緑色の瞳ひとみ

 で一弥をみつめた。そして絶句している一弥をおいて、どこへともなくふらふらと歩き去っていった。

　廊下を冷たい風が吹きぬけていった。一弥はきょとんとして、老人の後ろ姿をただみつめていた。





　部屋に戻ると、黒尽ず

 くめの修道女たちが中でも水とパンを配っているところだった。老いた修道女、カーミラもその中に交じっていた。隅に座っていたイアーゴに水とパンを渡す。二人は二言、三言、短く会話をしたようだった。

　開け放されたドアから冷たい風が入り込んでくる。イアーゴはドアの延長線上に座っていた。ゆっくりとカーミラが離れると、イアーゴは水を一口、飲んだ。

　一弥はヴィクトリカがトランクの上に座っているところに戻って、先ほど廊下で見たおかしな老人の話をしようとした。そのとき、誰か、黒い服を着た大きな男とすれ違ったような気がした。一弥が振り向こうとしたとき、部屋のランプが揺れていくつか消えた。急に薄暗くなる。

　そして……。

　奇妙なうめき声が部屋に響いた。

　観客たちと一緒に、一弥とヴィクトリカもそちらを振り返った。修道士イアーゴが、水の入ったコップを取り落とした。そしてのどをかきむしるような動作をした。

　そして、イアーゴのからだに……。

　たったいま一弥とすれちがった黒衣の大男が覆いかぶさっていた。薄暗くてよく見えなかったが、黒衣の下に、蠅にそっくりな、人とは思えぬ異様な黒い顔が見えた。〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉の伝説である、黒死病の悪魔そのものの恐ろしい姿……！

　カーミラが乾いた悲鳴を上げた。

　イアーゴはのどをかきむしり、目玉を飛び出させんばかりにひん剝む

 いている。

　そしてなにか叫ぼうとした。

　カーミラの甲高い悲鳴がそれをかき消してしまう。

　イアーゴは床に向かってばったりと倒れた。足元に立っていたはずの、蠅の頭を持つ異様な黒衣の大男が、ふいにどこかに姿を消した。

　女たちが悲鳴を上げた。

　廊下から、向かい側の部屋のドアがぱたんと閉まる小さな音がした。

　一弥が我に返り、イアーゴに駆け寄った。

「イアーゴさんっ？」

　重たいからだをなんとかして抱き起こす。

　イアーゴは白目を剝き、口から泡を出して事切れていた。

「……死んでる」

　一弥がつぶやくと、観客たちは遅れて悲鳴を上げ始めた。






　霊界ラジオ─wiretap radio 3─










〈形見箱〉

〈形見箱？〉

〈どこダ？〉





「形見箱はどこなのだ。まったくみつからないではないか！　これでは科学アカデミーに先を越されてしまう。せっかくサイモン・ハントを殺したのに！」

「あの箱の在り処か

 は狼たちが知っている。十年前、一九一四年の冬。赤髪の狼がやってきて、ここに隠したのだ。修道院のどこかにある。それを、戦争終結後も、ジュピター・ロジェはみつけだしていない。我々、オカルト省もまた。知っているのは狼たちだけ」

「赤髪の雄狼と、その番つがい

 の、小さな金色の雌狼」

「雌狼にはこどもがいる。我々は仔こ
 狼おおかみ

 をここに連れてきた。雌狼を呼び寄せるのだ」

「仔狼が鳴けば、たまらずやってくる。雌狼──コルデリア・ギャロがやってくる」





「……こないではないか？」

「……こないではないか？」





「本当にコルデリア・ギャロはまだ生きているのか？　あれを最後に見たものは誰だ？」

「知っているのは雄狼だけ。ブライアン・ロスコーだけだ」





「──こないではないか？」






　第七章　妖艶のブラック・ヴィクトリカ











　　　　１






　部屋は静寂に包まれていた。イアーゴの死体を見下ろして観客たちが黙り込んでいる。年配の女の観客が、辺りを見回して、

「いまの男は、黒衣の男はどこに行ったの！」

　そう叫ぶと、遅れて悲鳴を上げ始めた。

　壮年の男が一人進み出て、医者だと名乗った。イアーゴのからだを点検して、

「おそらく毒殺だと思うが……。しかし、警察がくるまでは確かめるすべはない」

「毒殺というと……だっていま、イアーゴさんが飲んだ、水……？」

　一弥が、イアーゴが取り落としたコップと、床に流れている水を見下ろしてつぶやいた。観客たちはざわめいて、めいめいが飲もうとしていた水に目を落としたり、あわてて口から離したりし始めた。

　若い女性がおそろしそうにつぶやいた。

「だけど、わたし、さっき修道女から受け取った水を飲んだわ。でもなにも入っていなかった。この人が受け取った水にだけ毒が入っていたのよ」

　そしてイアーゴにコップを渡した人物のほうを振り返った。老いた修道女、カーミラのほうを。

　カーミラは部屋の隅に立ち、ぶるぶると震えていた。何度も胸の前で十字を切って、首を振っている。

「わたしは、なにも」

「でも、さっきの若い男の人が死んだときだって！」

「あのとき一緒にシスターズ・キャビネットに入ったのは、妹のモレラよ！」

　カーミラは髪を振り乱して叫んだ。

　そのとき廊下を挟んだ向かい側のドアが開く音がした。軽い足音が近づいてきた。白髪を頭上高くに編み上げた、カーミラとそっくりの顔をした妹のモレラが部屋に入ってきた。「どうした、の……」と言いかけて、床に倒れて事切れているイアーゴをみつけて短い叫び声を上げた。そしてカーミラとそっくりのしぐさで胸の前で十字を切った。

「おねえちゃん、これ、どうしたの……？」

「水を飲んだら、とつぜん苦しみだして……。黒いコートを着た大きな、妙な仮面のようなものを被かぶ

 った男がやってきて、覆いかぶさって……。この人は倒れて死んでしまったの。おかしな男はどこかに消えてしまったし……」

「黒衣の大男、ですって？」

　ほかの観客たちもうなずいた。一人がおそるおそる、

「蠅の頭のような不気味な顔をしていたような気が、します……。あれは人間の顔じゃない。きっとなにか仮面を被っていたんだ。もとの顔を見られないように」

「変装、ということ？　でもどこに消えたのかしら。気づいたらいなくなっていたわ」

　べつの観客がつぶやいた。

　モレラがおそろしそうにしわだらけの顔をゆがめた。

「それではまるで、〈ベルゼブブの頭蓋〉の伝説になっている黒死病みたいな話じゃないの……」

　観客たちは顔を見合わせた。

　モレラが「院長を呼んでくるわ」とつぶやいて部屋を出ていった。急ぎ足で遠ざかる足音がした。黒衣の修道女たちがどんどん集まってきて、部屋の中が騒がしくなってきた。

「二人も死ぬなんて……」

　誰かがつぶやいた。

「夜会は中止だし、嵐がきて帰れないし……。なんてこと」

「しかし、そろそろ雨雲は遠ざかっていくだろうよ。雨音も弱くなっている」

「そうね……」

　不安げなささやき声が、あちらこちらで繰り返される。





　一弥は部屋を出て、外の様子を見ようと廊下を歩きだした。観客たちは数人が外に出ていたが、後は大きな部屋にいるようだった。黒衣の修道女が相変わらず、あちらのドアが開いてこちらのドアから消えて、と忙しく行き過ぎるばかりだった。

　一弥は奇妙なチェスドールが置いてあった朱色のドアの部屋の前を通りかかった。キィィィィ……
 と静かにドアが開いて、黒っぽいドレスを着た小さな女が一人、出てきた。

　ほどけた絹のターバンのような、金色の見事な髪が床まで垂れ落ちていた。黒っぽいドレスはところどころに紫色のレースがほの見えて、同じ紫色の絹の手袋と、黒いエナメルのハイヒール、そして黒と紫の暗い花が咲いたようなミニハットを被っていた。

「ヴィクトリカ？」

　一弥は声をかけた。

　女が振り返った。

　まるで千年の時を生きた太古の生物のような、静かで悲しげな瞳ひとみ

 が、ひたと一弥をみつめた。一弥はどきりとして立ち止まった。気楽に頭をぽんぽん叩たた

 こうとのばしかけた手が、凍りついたように止まる。

「ヴィクトリカ、だよね」

　なぜか自信がなくなって、思わず聞いてしまう。

「そうだ。ヴィクトリカだ」

　いつも聞くヴィクトリカ・ド・ブロワの声よりも少し高い、ころころと鈴がなるような美しい声に聞こえた。一弥はなぜか激しい緊張を感じた。立ち尽くして、黒と紫尽ず

 くめの、シックな暗い花のようなヴィクトリカをみつめていると、相手の女はふいに、にやり、と妖よう
 艶えん

 に笑った。

　肉食獣がほんの少し牙きば

 を見せたような……笑み。

　一弥は声も出せず、足も一歩も動かなくなった。大きな動物に睨にら

 まれた兎のように。立ち尽くしていると、女は赤く塗られた唇をどこか煽せんじ
 情よう

 的に開いてみせ、すこしだけ小首をかしげて一弥をみつめた。

　金色の見事な髪が、さらさら、さらさら、さらり……と、床まで少しの時間差をおいてうごめいた。

「久城一弥だな」

「……うん。いや、知ってるだろ、ヴィクトリカ」

　ようやく声が出るようになった一弥がかろうじて言うと、女は小さくて形のよい鼻をふんと鳴らした。黒いレースのドレスに隠された折れそうに細いからだがほんの少し揺れた。

「まぬけ面だな。それで大丈夫なのか」

「だ、大丈夫だよ。ヴィクトリカ、君、相変わらず失礼だなぁ。そうだ、この部屋でなにしてたの？」

　一弥は朱色のドアの部屋を覗のぞ

 き込んだ。さっきと同じように、いつのまにか運び込まれていたユーモラスなチェスドールが一つ、ぽつんと置かれていた。さっきのぞいたときは、ギリギリギリ……と首が動いて、瞳がこちらを見たような気がして一弥は跳び上がったものだが……。いま見ると、なぜか、この部屋や列車の貨物室で見たときのような奇妙な迫力をチェスドールから感じることはなかった。木の箱についたただの人形のようにしか見えない。

　一弥は首をかしげて人形をみつめていて……ふと、床に異変が起きていることに気づいた。床板の一つが外されて小さな四角い穴ができていた。まるで、ついいままでそこになにかが入っていたように……。

　一弥は女のほうを振り返った。手元に視線が吸い寄せられた。女は紫のなめらかな手袋をはめた手に、四角い箱を持っていた。赤い、小さな箱。大事そうに両手で握りしめている。

「それ、なぁに？　ヴィクトリカ」

「形見箱だ」

「えっ、それが？　そこの床に開いてる穴と関係があるの？　君、ついさっき、形見箱がなんなのかわからないって言ってたじゃないか。いや、わからないんじゃなくて混沌カオス

 の欠片かけら

 が足りないだのなんだのって、うちの兄貴にごつんと叩かれそうないいわけを並べてて、ほんとに君、感じ悪かったなぁ！……
 それがわかったの？　形見箱ってなんなんだい？　ちょっと見せて」

　女は一弥がのばしてくる手を乱暴にぱしんとはたいた。

「いたっ！」

「形見箱は、〈名もなき村〉のとある家の床下に隠されていたものだ。十年前、世界グレート
 大戦・ウオー
 勃ぼつ
 発ぱつ

 のころにブライアン・ロスコーが村に出向き、そこから取り出して修道院に隠した。ブライアンはすぐに回収するつもりだったが、終戦後、修道院が敵であるオカルト省の住すみ
 処か

 になったため、回収できなかった。そのためずっとここにあったのだ。たったいまわたしが回収したところだ。しかし代わりに、紛らわしい贋にせ
 物もの

 でもおいていってやろうかと思っているがね」

「へぇ……」

　女はヴィクトリカらしくなく、くっくっくっ……と笑ってみせた。そして続けた。

「この小さな箱の中には、科学アカデミーのとある重大な秘密が隠されている。科学アカデミーにも、オカルト省にも渡すわけにはいかない。我らの安全のために。これは我らの命綱なのだ」

「どういうこと……？」

「さてね」

　女はにやりと笑った。また獰どう
 猛もう

 な獣のような気配が濃厚に漂った。この感じは誰かに似ている、と一弥は思った。

（そうだ。ブライアン・ロスコーだ。少し前、聖マルグリット学園の時計塔で向き合ったときにこんな気持ちになった。不思議な迫力……）

　女は一歩、後ずさった。一弥から遠ざかる。

「君……」

「わたしはもう行かなくては」

「あの……」

「そうだ、坊主」

　女は絹の手袋の上からはめていた、きらきらと眩まぶ

 しい、暗い紫色の指輪を抜き取って一弥に渡した。一弥が受け取ると、女は妖艶な、そして恐ろしいほどに美しい顔をゆがめて、苦しそうにつぶやいた。

「坊主、これを」

「あの、ぼ、坊主って……」

「これをあの子に渡してくれ」

「あの子？」

「おまえとともに帰っていく、小さなあの子に」

　一弥は受け取った指輪をじっとみつめた。それからあっと息を吞の

 んだ。ゆっくりと顔を上げて、女の顔をみつめる。

　女のエメラルド・グリーンの瞳は、相変わらず表情らしいものを映さず、巨大な太古の生物のそれのように静かで、退屈そうだった。だが瞳の端がかすかに潤んで輝いたように見えた。一弥は目を凝らした。

「あの子って……」

「そう。あの子に渡してくれ」

　少し高い、鈴がなるような甘い声でささやく。

「母は変わらず、小さな娘を愛していると。おまえが鳴かなくともやってきたと。伝えてくれ」

「コ……」

「そしてできるならば、ここで起こったことの謎を解くように伝えてくれ。あの子には力があるはずだ。力を使えと。生きるために。力を見せろと」

「コル……」

「わたしはもう行かなくては。同じ女が二人いるのを見られてはいけない」

　女はそうつぶやくと、身をひるがえした。黒いエナメルのハイヒールが、廊下を蹴け

 るたびにコツコツと音を響かせた。一弥ははっと我に返り、黒と紫におおわれた、ふわふわした後ろ姿が消えていく廊下を走って、女を追いかけようとした。

「待ってください。あいつに会ってやって！　あいつ、ずっとママンに会いたがって、寂しがって、泣いて……！」

　一弥は走る。

　廊下を進む。螺ら
 旋せん

 を回って、回って……。

　黒と紫の後ろ姿は、ドレスの裾すそ

 を揺らして螺旋の向こうに向かって、消えた。一弥は立ち止まり、呆ぼう
 然ぜん

 と見送った。

　それから手の中に残る指輪をみつめた。





　一弥はゆっくりと、不思議な女が出てきた部屋に戻った。そこにはチェスドールがまだおいてあった。でもやはり、くるときの列車の中で一弥をポカポカ叩たた

 いたり、目玉が動いて睨みつけたりと、魔的な力を見せつけた自動人形のようにはもう見えなかった。ただの木製の箱と人形で、触ってみても両腕はだらりと垂れ下がるばかりだった。

　一弥はもう一度、箱の蓋ふた

 を開けてみた。

　でもやっぱりねじとぜんまいしか入っていない……。一弥は首をかしげた。それから部屋を出てまた歩きだした。

　螺旋の廊下を回って、回って、またもとの大きな部屋に戻ってくると、観客たちでごった返す部屋の隅で、ヴィクトリカが相変わらず、巨大なトランクの上にちょこんと座っていた。小さすぎて床に足が届かず、銀のブーツを履いた足を所在無くぶらぶらさせている。

　一弥が神妙な顔でゆっくり近づいてくると、ヴィクトリカは不機嫌そうに薔薇ばら
 色いろ

 のほっぺたをぷくんとふくらませた。そして、

「退屈だぁ！」

　と言いながら一弥の頭をぽかぽかと叩いた。

「いたい！　こら、ヴィクトリカ。退屈だなんて理由で人を叩いちゃだめだろ。まったくもう、君って人は……」

　一弥はそうつぶやいて、ヴィクトリカのとなりに腰を下ろした。巨大なトランクは、小柄な一弥とさらに小さなヴィクトリカの二人が座ったぐらいではびくともしなかった。一弥はヴィクトリカにつられて、お行儀悪く足をばたばたさせながら、

「念のために聞くけど」

「なんだ、まぬけ？」

「まぬけって呼んだら絶交だぞ、ヴィクトリカ」

「むっ……！
 」

「君、ついさっき、ドレスを着替えてべつの部屋から出てきたりしてないよね？」

　興味なさそうにそっぽを向いて短い返事だけしていたヴィクトリカが、ゆっくりと振り向いた。緑色の大きな瞳ひとみ

 を見開いて、不気味そうに一弥の顔を見上げる。猫が、奇妙なおもちゃに近づくようにゆっくりと一弥の顔に自分の顔を近づけて、小さな形のいい鼻をうごめかせる。

「そんなわけないだろう」

「……だよね」

「久城、君、まだあのまぬけな煙を吸った後遺症が残っているのかね？　一生直らなかったら愉快だなぁ。だが君、わたしにつまらんことを言うな」

「あのねぇ……」

　一弥は吐息をついた。

「しかし、君のほうはだいぶ元に戻ってきたみたいだね」

　それからヴィクトリカの顔をみつめた。

　少し躊ちゆう
 躇ちよ

 してから、ゆっくりと握っていた手を開いてみせた。

　暗い紫色をした指輪。

　ヴィクトリカがあっと息を吞んだ。

　さくらんぼのようなつやつやした唇を震わせて、黙って指輪を受け取ると、自分の指にはめた。

「あの、さっき、チェスドールが置いてあった部屋から、黒いドレスを着て、ちょっと大人っぽいっていうか、どきっとする感じの君が出てきてね」

「…………
 」

　ヴィクトリカが小さくうめいた。

「それで、ぼくのことを坊主呼ばわりして、まぬけ面だけど大丈夫ですかって余計な心配をして、さすが君だなって感じの失礼な態度でもって、これを渡して去ったんだ」

「うぅ……」

「それで別れ際に、これをあの子に渡してくれって。それでぼくは気づいたんだ。この人、ほんとにヴィクトリカ？　って。誰？　って。彼女、その部屋に十年前、ブライアン・ロスコーが隠したっていう形見箱を取り出して、君のふりをして廊下を歩いて、出ていったんだ」

　ヴィクトリカが小さく息を吞んだ。

　立ち上がって走り出そうとして、ふらついて、座り込む。一弥が後ろから近づくと、しゃがんだままでさびしそうにつぶやく。

「それで、彼女は、出ていったのか」

「うん……。止めたんだけど。あの子はずっとあなたに会いたがってたんだ、って。だけど伝言をもらったから。あの……『母は変わらず、小さな娘を愛している』って」

「…………
 」

「『おまえが鳴かなくともやってきた』って。それと『謎を解け。生きるために。力を見せろ』って。そう言ってた」

　ヴィクトリカはうつむいた。

　ふるふるっと肩が震えた。一弥はおそるおそる金色の頭を抱き寄せてみた。

　一弥の胸に鼻の頭を押し付けて、ヴィクトリカは「う、う、うぅぅぅ……
 」と唸うな

 るように、吠ほ

 えるように、低い声でなにかつぶやいた。

　それから小さなヴィクトリカは、一弥の胸で、声を上げずに、震えて泣いた。
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──一九一四年十二月十日〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉







　真冬の海は、いまにも凍りつきそうな暗い紫色をして、波がゆっくりと寄せては返していた。その夜。後に〈落下させる聖マリア像の怪〉として世界史の中で異彩を放つ、魔的な、不思議な夜が始まろうとしていた。

　凍い

 てついた冬の夜空には白々と月が浮かんでいた。不吉に光り輝く満月が、夜空に、そして暗い海にも映りこんで、まるで二つの月が互いをみつめあっているようだった。紫色に沈む海が波を寄せては返すたびに、映りこんだ満月がまるで命あるもののようにゆっくりとうごめいた。

「……用意はできた」

〈ベルゼブブの頭蓋〉の一室で、たてがみの如き鮮やかな赤髪をなびかせる、背の高い青年がぼそりとつぶやいた。猫のような深い緑の瞳を輝かせ、うなずく。

「後は待つだけだ。やってこい、ドイツ空軍の若者たち。死の海へ」

　青年、ブライアン・ロスコーは薄暗い部屋の中で、一人、にやりと笑った。肉食獣を連想させる奇妙に迫力のある笑みだった。牙きば

 にも似た二つの白い犬歯が、薄い唇からのぞく。

　部屋の中は今夜もまた、暖炉でぱちぱちと音を立てる炎が揺れているだけで、後は粗末な机と椅子があるばかりだった。窓際に、ブライアンが持ち込んだ機械──幻灯機が、大砲の如き巨大なレンズを窓の外に向けて置かれていた。ブライアンは何度も、自らゴースト・マシンと名づけた奇妙な機械をいじり、調整を繰り返していた。赤い髪が機械の上に垂れおちる。炎に取り巻かれるように、機械の周囲でちろちろと赤い髪が揺れる。

　ブライアンは髪をかきあげると、ふと緑の瞳を細めた。

「やってきた、か……？」

　耳を澄ます。

　窓の外の夜空に視線をやる。

　ぶ、う、ぅ、ぅ、ぅ、ん……とかすかに、虫の羽音のような、しかし奇妙に人工的な音が響いてくる。ブライアンはくすりと笑った。

「きた。ドイツ空軍が……」

　そのときふいに、

　──ガタン、

　と大きな音がした。ブライアンは跳び上がり、振り返った。

　部屋の鮮やかな朱色をしたドアが、一度大きく揺れたのだ。ブライアンは眉まゆ

 をひそめ「誰だ……？」とつぶやいた。

　ドアはもう動かない。

　ブライアンはしばらく睨にら

 みつけていたが、ふと目をそらした。

　窓の外で虫の羽音が大きくなってくる。満月が輝くその夜空いっぱいに、ぶ、う、ぅ、ぅ、ぅ、ん……と奇怪な音が複数、響き渡る。黒く不気味なデザインをした、人工的な虫……いや、ドイツ軍の戦闘機が、それこそ虫のように黒い点の大群となって、青白い満月の真ん中にいくつもいくつも浮かんだ。月がそれを不気味に照らし出す。紫色の海が揺れる。

　大きな音とともに閃せん
 光こう

 が走った。修道院の石の外壁にぶち当たり、鮮やかなオレンジ色の光を撒ま

 き散らす。石壁がバラバラバラッと音を立てて崩れる。つぎの爆撃が始まる。

　……耳の後ろに冷たい風が当たった。

　ブライアンははっと我に返った。あわてて振り返る。

　いつのまにか背後の朱色のドアが、音もなく開いていた。短刀を握りしめた二人のミシェール
 が、猫のように抜け目なくブライアンに近寄ってきていた。

　ブライアンはそっと幻灯機に手を伸ばした。スイッチを入れる。

　がたっ、ごとっ、と、ゴースト・マシンが動き出す。

　窓の外で少女が上げる声が響く。まだ年若い修道女の声が。

「──なんということを！」

　ブライアンはそっと後ずさる。二人のミシェール──白髪
 を垂らし、青
 い瞳と、黒
 い瞳をそれぞれ暗く輝かせる二人の老女
 を睨みつける。

　窓の外では少女が叫んでいる。

「いまここにいるのは、怪我人と看護婦だけ。ここは基地ではない。ドイツ軍め、呪われるがいい！」

　ブライアンが頰をゆがませて笑う。小さな声で、窓の外から響いた少女の悲鳴に補足する。

「それから科学アカデミーの重鎮、ジュピター・ロジェと、彼らに加担する奇術師、ブライアン・ロスコー。それだけじゃない。それらを阻止しようとする、オカルト省の老いたスパイたちもいるのだ。だから狙われたのだよ……。君たち、少年兵と少女看護婦は、彼らのかっこうの隠れ蓑みの

 だったのだ……」

　二人の老女は短刀を構えたまま近づいてきた。

　ブライアンが一歩、下がる。

　窓の外で爆撃の音、そして少女たちの悲鳴が聞こえてくる。「呪われろ」「呪われろ」「ドイツ軍め」「呪われろ」「呪われろ」「呪われろ」。無邪気な、若々しい声たち。それをさえぎるように、二人に増えたミシェールはしわがれた老女特有の声で言った。

「科学アカデミーに協力する人間を、許すわけにはいかぬ」

「なんと。君たち……ミシェールは二人いたのかね。いや、驚くには当たらない。奇術師のトリック〈同時存在〉の多くは、双子の奇術師を使って行われる。俺も、まぁ、同じようなものだ……。〈同時存在〉がもっとも原始的なトリックなのはわかっている」

「許すわけにはいかぬ、ロスコー」

「しかし、君がスパイだったのは意外だ。だって、君たちはスパイという年では……。君たちは年を取りすぎている
 。ちがうかね？」

「我らは」

　二人のミシェール──看護婦の制服を着た老女たちが、また一歩近づいてきた。昨日、修道院の外にある墓地で祈りを捧ささ

 げていたときと同じ寂しげな表情だった。

　ゴースト・マシンが唸った。

　ごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ
 。

　夜空に巨大なマリア像が浮かび上がった。満月の夜。地上から遥はる

 か彼方かなた

 までそびえる、紫色に沈む海に長い髪をたらす巨大な聖母の姿。砂浜で少女たちが声を上げた。

「マリア様だわ」

「聖母マリア！」

「マリ、ア……」

　ゴースト・マシンが唸る。

　ごぉぉぉぉぉぉぉっ
 。

　ブライアンがつぶやく。

「君たちは二人で一役をやっていたのだな。そうだ、修道院についたとき、最初に俺が行き会って、道案内をしてくれた老女は、看護婦の制服を着て、白髪を垂らして、そして青い瞳ひとみ

 をしていた」

「そう」

　青い瞳のミシェールが、しわをうごめかせてうなずいた。

「わたしがカーミラ」

「なるほど。二人で一つの偽名を使っていたのか。偽名なので、名前を聞いたときにとっさに出てこず、少し考えてから答えたのだな。そしてつぎに出会った……部屋に紙束を持ってきてくれと頼んだときに話したのは、同じ看護婦の制服を着て、白髪を垂らした、黒い瞳のミシェールだった」

　黒い瞳のミシェールもうなずいた。

「わたしがモレラ」

　青い瞳のミシェールのほうには、よく見ると頰に刃物による切り傷があった。痛々しく暖炉の炎に浮かび上がっている。ブライアンは片頰でにやりと笑った。

「ふむ。君たちは双子であることを隠して要よう
 塞さい

 に入り込み、スパイ活動をしていたのか。昨夜、俺を襲ったのがおまえだな。あのとき青い瞳を確かに見た。そして、後を追った俺がみつけたのが黒い瞳のおまえだ。もうずいぶん前から病室にいたと、何人もが証言した」

「そうだ」

「そうだ」

　二人は同時にうなずいた。

　ゆっくりとブライアンに近づいてくる。

「ふむ。あのとき、君がそらんじた詩──〝青き両ふた

 つの君が眼は　わがまなかいに漂いて──。濃こ
 青あお

 の夢の海となり　わが心にぞ打寄する〟。あれを聞いたときに気づくべきだったな」

　ブライアンは自じ
 嘲ちよう

 的につぶやいた。それから、幻灯機に触れるとなにか操作をした。窓の外で、「涙が！」と声がした。夜空に浮かぶマリア像が、悪夢の如き滂ぼう
 沱だ

 の涙を流し始める。暗い紫色の海に向かって悲しみの滝が流れ落ちていく。二人のミシェール……オカルト省のスパイ、カーミラとモレラが短刀を握りしめ、ブライアンに近づいてきた。

「呪われた、灰色狼のできそこないよ！」

「狼に似合わぬ赤髪の青年、ブライアン・ロスコーよ！」

「我らは」

「オカルトを信じるものたちの末まつ
 裔えい

 」

「ソヴュール王国オカルト省のもの」

「我らの擁護者、アルベール・ド・ブロワ侯爵に忠誠を誓ったもの」

「できそこないよ」

「科学に寝返った、人間とのハーフ」

「できそこないの哀れな灰色狼よ……」

　窓の外で、戦闘機がいくつも夜の海に錐きり

 もみ状に落下していった。砂浜に墜お

 ちて黒煙を上げるもの。満月に照らされる夜空で、互いにぶつかりあいねじれあうように墜ちていくもの。やがて夜空には一つも戦闘機は見えなくなった。砂浜から狼煙のろし

 のように上がるオレンジ色の火柱が、ばちばちと激しい音を立てていた。

　部屋の中では、カーミラとモレラが短刀を手に、ひらりと床を蹴け

 って飛ひ
 翔しよう

 し、ブライアンに襲い掛かっていた。ブライアンは身をかわすと、カーミラの頭に肘ひじ

 を当てて、よろめいたところで短刀をもぎ取った。そこに飛びかかってきたモレラの短刀が腕をかする。血が滲にじ

 む。ブライアンの眉まゆ

 がぴくりと動く。

　奪った短刀を、モレラに向かって思い切り突き出す。モレラは老女とは思えぬ敏びん
 捷しよう

 さでとびすさると、ブライアンの眉み
 間けん

 に向かって、短刀をぶんっと投げた。

　間一髪、ブライアンは頭を下げてやり過ごした。短刀は恐ろしい勢いで背後の壁に突き刺さると、ぶるるるっと震えた。

「なっ……」

　ブライアンは顔を上げた。額から冷や汗が垂れおちる。

「ど、どこへ、いった……？」

　開け放されたドアが揺れていた。ブライアンはあわてて廊下に飛び出した。しかし、暗い螺ら
 旋せん

 の迷宮には二人の老女の姿はもうなかった。

「カーミラとモレラ……」

　震える声で、ブライアンはつぶやいた。

「ブロワ侯爵の手のものか」

　ゆっくりと部屋に戻ってくる。膝ひざ

 が笑っている。いまさら冷や汗が噴き出て止まらなくなる。いちばん最初に修道院に着いたとき、よろよろと出てきた人のよさそうな老女、青い瞳のミシェールの様子を思い出す。そして、紙束を抱えて廊下を歩いてきた、いかにも温厚そうな黒い瞳のミシェールのことを。震えが走る。

「覚えておこう」

　そうつぶやくと、ブライアンは幻灯機のスイッチを乱暴に切った。

　窓の外で、夜空に浮かび上がり滂沱の涙を流していた巨大な聖マリアがかき消えた。砂浜には血まみれの少女たちの死体と、燃える戦闘機の、橙だいだい
 色いろ

 の狼煙のろし

 。そして後はただきらめく星空だけが、悠久の時を過ぎてもそこに在り続ける星たちだけが、変わらずきらめいていた……。
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　観客たちが集まる部屋に、しだいにざわめきが広がり始めた。互いにささやきあい、眉をひそめ……荷物を持って部屋から出て行こうとするものたちもいた。

　一弥がなんだろうとトランクから立ち上がり、手近な観客に聞くと、

「君、そろそろ帰りの列車が到着する時間なんだよ」

「あぁ、なるほど」

　一弥はうなずいた。

「でも、事件が起こったんだから勝手に帰れないんじゃないですか？　ここには通信機械がないわけだから、その列車で警察を呼びに行って、それから戻ってきて、捜査が始まって……」

「それがいやだから、みんなあせってるのさ。これは週末のお遊びだ。週が明けてもここに足止めされるようなら、それぞれの仕事や学業にも支障が出る」

「あぁ……」

　その観客もまた、話し終わると足早に廊下に出て行った。一弥は、相変わらずトランクの上でぐにゃぐにゃになって座っているヴィクトリカを振り返って、声をかけた。

「待っててね、ヴィクトリカ。外の様子をみてくるよ」

「う」

　ヴィクトリカは面倒くさそうに、陶製の小さなパイプをつやつやした唇にくわえたまま物憂げにうなずいた。一弥はばたばたと廊下に出て行った。

　あちこちの部屋から、待機していた観客たちがぞろぞろ出てくる。それを、黒衣の修道女たちが押しとどめようと四苦八苦していた。

　一弥はふと耳に、聞きなれない雑音が届いたような気がした。人波に逆行するように螺旋の廊下をゆっくりと上っていく。上がるほどに人の姿は消えて、相変わらず、ドアから出てきてはべつのドアに消えていく、黒衣の修道女だけが時折横切るのみになった。

　一つのドアの前で一弥は足を止めた。

　奇妙な音が聞こえてきていた。部屋の中からだ。

　ガーッ。

　ピィィィィィィィィィッ
 。

　そしてその音に混ざるように、ガリガリと割れた、人工的な、声。

〈形見箱は？〉

　答える声は聞き覚えのある男のものだった。

「わからん。雌狼がやってこないのだ。コルデリアはどこにいったのだ？　わたしの考えでは、娘の気配を察して必ずやってくるはずだったのだ」

〈まだ、そこにあるのだろうか？〉

「そうだろうと考えてはいるが。あぁ、我が妻はなぜやってこないのだろう。まさか、どこかですでに命を落としているのではあるまいな」

〈コルデリア・ギャロ──君の妻の生存は、確かに確認できていない。ブロワ侯爵〉

　一弥はあっと叫んだ。

　ドアのノブに手をかけ、思い切り開けた。

　そこに立っていたのは……あの、オールド・マスカレード号に乗って一緒にここにやってきたはずの老人だった。





　部屋の中には大きな黒い通信機械がでんと居座っていた。前に座っているのは、あの老人……娘に会いにいくのだと語っていた緑の瞳ひとみ

 をした老人だった。

　とはいえいまはもう老人の姿ではなかった。しわだらけのように見せていたメーキャップは拭ふ

 き取られ、そこには壮年の、美び
 貌ぼう

 とはいえるがどこか険しく陰のある顔つきをした男がいるばかりだった。服装はさきほどまでと同じだが、曲がっていた背はぴんと伸びていた。それは奇妙な変化だった。時の流れに逆行し、老人が壮年の男に若返ったかのような……。

　男の左右には本物の老女──カーミラとモレラのフェル姉妹が、彼を守るようにして立っていた。青い瞳と黒い瞳がひたと一弥を睨にら

 みつけた。

「通信機械、あるじゃないか……。それなら警察を呼ぶことだって……」

「もちろんできるとも」

　男はにやにやと笑った。

「しかし、この機械があることを知られるわけにはいかないのだ。ただの修道院にこんな大仰なものがあるのはおかしいからね。……久城一弥くん」

　ゆっくりと男が立ち上がった。

　しん、と冷え切った迫力があった。一弥は思わず一歩、下がろうとしてかろうじて踏みとどまった。灰色狼たち……ブライアン・ロスコーや、コルデリア・ギャロと対たい
 峙じ

 したときに感じた、巨大な肉食獣の前にいるが如き、原始的な恐怖。あれとはまたちがう、奇妙に静かな恐怖だった。この世の終わりの時を見ているような。絶望感と、冷えた諦てい
 念ねん

 。一弥はごくりとつばを飲んだ。

（ブロワ侯爵……。コルデリアを我が妻と呼んでいたこの人こそ……）

　膝ががくがくと震える。つい数時間前まで、気楽に、列車の中で話していたのと同じ相手だなんて噓のようだ。

（アルベール・ド・ブロワ侯爵……。伝説の、オカルト省の狂った重鎮。世界グレート
 大戦・ウオー

 で暗躍し、都市をさまよっていた灰色狼を捕らえた……）

　知らず顔が蒼そう
 白はく

 になる。

（そして、ヴィクトリカの父！）

　ブロワ侯爵は白髪の鬘かつら

 をすでに取り去っていた。もとは金色だったらしい、ところどころきらきらと銀色に変わり始めた長い髪を垂らして、しゃれた片眼鏡をかけていた。そのせいで、緑色の瞳は片方だけが大きく拡大されて見えた。ひたと一弥をみつめている。

　その左右で、フェル姉妹がしわだらけの顔をゆがめてくすくすと笑った。

「久城一弥くん。わたしと会うのは初めてだね」

「ええ……」

「ふむ。君があれのためにこんな遠くまでやってくるとは、正直、計算外だった。本当はあの列車で、あれの母親であるコルデリアがやってくると考えていたのだよ。それで変装して乗り込んでいたのだ。それなのに狼はこず、代わりに君がやってきた。奇妙な東洋人の少年が」

「ヴィクトリカを、勝手な都合で移送して、痛めつけて……」

「我々には目的がある。ジュピター・ロジェ……科学アカデミーの男より先に、あの二匹の狼だけが隠し場所を知っている、形見箱をみつける必要があるのだ。あれこそが、まずは科学アカデミーを追い落とすキーワードとなるものだ。そしてあれは遠からず、近代化していく世界の命運を左右する恐ろしいパンドラの箱となるはずのものだ。開けてはならぬ禁断の、形見箱。わたしはそれをみつけるために、娘を使ってあれをおびきよせようとしたのだ」

　ブロワ侯爵は冷たい口調で言った。一弥が唇を嚙か

 む。

「そんな、政治的な都合で、ヴィクトリカを……」

「あれはわたしの娘だ。娘をどうしようとわたしの裁量一つではないかね？　わたしは父だ。そして血のつながりなどたいしたことではない。国の大事のためには」

　一弥はカッと頭に血が上るのを感じた。

　国の長兄から送られてきた手紙や、雑誌の記事などがふと頭をよぎった。国の大事のために生きることや、自分のことよりも国を優先することなどについて書かれていた……。

　一弥は、ただヴィクトリカが心配でここまでやってきた自分のことを思った。国や大義のためでなく、ただ一人の女の子のために、いてもたってもいられずここまで旅をした自分の行動のことを。男として、これから大人になっていく者として、その行動は果たしてまちがっていたのだろうか。

　なんのために、どんな大義を背負って走ることが、大切なのだろうか。

　それとも……。

「あれはわたしの道具なのだ。そのために産み落とされた小さな狼だ」

　ブロワ侯爵が片眼鏡によって拡大された濁った緑色の瞳を見開き、つぶやいた。一弥は静かに答えた。

「それでもあなたには、ヴィクトリカを愛し、守る義務がある。なぜならあなたがヴィクトリカの父だからだ。人には人を愛する義務がある。そしてその人を、命をかけて守るという責任が」

　ブロワ侯爵は一瞬、虚をつかれたような顔をしたが、つぎの瞬間にやりとした。

「これは驚いた。それが東洋の思想かね」

「東洋もなにもない」

　一弥は静かに言った。

「あなたという人間が怪物なんだ。ヴィクトリカじゃない。彼女はぼくが、ぼくが……ちゃんと連れて帰る。安全な場所へ。責任を持って」

「ふむ。若いというのはおもしろいものだな。しかし、少年よ……。あの学園もまたわたしの力の及ぶ場所だということを忘れるでないぞ」

　ブロワ侯爵は苦い笑みを浮かべた。

　それから立ち上がると、部屋を出て歩き去ろうとした。フェル姉妹も後に続く。

「警察がくる前に、わたしたちは去るとするよ。ここはオカルト省の管轄で、修道女たちもすべてわたしの部下だ。しかし、この国の警察がきたときにわたしがいるとまずい。院長と修道女だけならただの修道院だと思わせることができるだろう」

「あの二つの事件は……。サイモン・ハントと、修道士イアーゴの……」

　一弥がつぶやくと、ブロワ侯爵の背後に付き従っていたフェル姉妹が、同時に振り返った。しわだらけの青白い顔をゆがめてつぶやく。

「あの二人は」

「わたしたちが」

「殺した」

「二人で」

「力を合わせて」

「侯爵の邪魔になるものたちだったから」

「しかし」

「そのことは誰にも知られぬままだろう」

　同時に口を閉じると、くるりときびすを返して、二人は侯爵の後に続いて廊下に消えていった。

「なっ？」

　一弥は絶句した。それからあわてて廊下に飛び出した。

「あっ……」

　遠くでドアの閉まる音がした。

　廊下は無人だった。

　しん、と冷たく静まり返っている。

　と……。

　べつのドアが開いて、また黒衣の修道女が出てくる。べつのドアからも出てくる。またちがうドアに消えていく。ただその繰り返し……。

　一弥は頭を抱えた。それから廊下を走り出した。おいてきたヴィクトリカの元に戻るために……。






　　　　２






　螺ら
 旋せん

 の迷宮をぐるぐると、走って、走って、一弥はまたもとの部屋に戻った。観客たちの姿はだいぶ減っていた。部屋の隅に相変わらず、大きなトランクが横になってでんと鎮座していた。

　そのトランクの上に、日向ひなた

 ぼっこをする仔こ
 猫ねこ

 のような様子で、赤スグリ色のトーションレースのドレスに銀のブーツ、薔薇ばら

 のミニハットをかぶったヴィクトリカがうつぶせに寝転んでいた。まだからだが弛し
 緩かん

 しているようで、ぐにゃん、とした様子でこちらをじっとみつめていた。さくらんぼみたいなつやつやの唇に陶製の小さなパイプをくわえている。ぷかり、ぷかり、と白い細い煙が、天井に向かって揺れながらのぼっていく。

　緑の瞳ひとみ

 が、すわっていた。ほっぺたは不機嫌そうにふくらんでいた。

「ヴィクトリカ、まだ……だるいの？」

「う」

「……ちゃんと返事しなよ。あのね、いま、奥のほうの、部屋で……」

　言いかけて一弥は口をつぐんだ。

　それから、ぐにゃん、としているヴィクトリカの横にちょこんと腰かけた。大きくため息をついて、

「国のことと、個人のこと。どちらが大切なんだろうな」

「悪い頭であれこれ悩むな。さらにばかになるぞ」

「そうだね。……コラッ！」

　怒られたヴィクトリカは、飼い主に叱られた仔猫みたいにびくんっと震えた。それから機嫌を損じたようにほっぺたをふくらませた。

　一弥が、どんどん人が減っていく部屋の中を見回してつぶやいた。

「ぼくらも外に出てみようか」

「う」

　ヴィクトリカはパイプをぷかぷかふかしたまま、こくっとうなずいた。

　片手でトランクを引っ張り、もう片方の手でヴィクトリカと手を繫つな

 いで廊下を歩きだした。しばらく行くと、螺旋の廊下を下れば下るほど床が奇妙に湿ってきた。ぴしゃっ、ぴしゃっ……
 と歩くたびに水音が響くようになる。やがて床が浸水しているように水がたまりはじめた。ヴィクトリカがいやそうに顔をしかめる。

「あのさ、ヴィクトリカ……」

　一弥は言葉少なになりながらも、ぐにゃぐにゃしながらゆっくりと隣を歩いているヴィクトリカに言った。

「さっき……君の」

「父に会ったかね」

　一弥は立ち止まった。じっとヴィクトリカを見下ろす。ヴィクトリカはつまらなそうに小さな形のいい鼻を鳴らして、

「知恵の泉だ」

「きているのを知ってたの」

「母を呼び寄せるために、わざわざわたしをこんな遠くまで移送させたのだ。となればあの男も直接、乗り込んでくることだろうよ……」

　そうつぶやくとヴィクトリカはうつむいた。

「わたしは〝有効〟なのだ。あの男──父にとっては」

　ちいさな肩が震えていた。

　一弥はその手をぎゅっと握ると、廊下をまた歩きだした。

　ヴィクトリカの手は冷たかった。かすかに震えているような気がした。

「久城」

「ん……？」

「君、自分はどうして生れてきたのか、考えたことがあるか」

　一弥は黙った。

　ヴィクトリカもなにも言わない。

　廊下はやがて歩きづらいほどに浸水してきた。水をかきわけて戻ってきた男たちがあわてたように一弥たちに向かって叫んだ。

「たいへんだ。水門が開きだしている！」

「なっ？」

　一弥は驚いて聞き返した。

「水門って、あの大きな？」

「そうだ。ゆっくりゆっくり左右に開いているところだ。下はもう浸水していて君らの身長では歩けないぞ。俺たちも危険だから戻ってきたぐらいだ」

　もう一人の男が、廊下を戻りながら、

「高台のほうを向いている窓を探して出たほうがいい。海岸の、水が迫っていないほうから駅のホームに向かうんだ。こっちはもうだめだ」

　一弥はくるりときびすを返した。ヴィクトリカが暗い、水に沈む廊下をみつめているので、一弥も振り返った。客のものらしいトランクがぷかぷかと浮いていた。手鏡や、鞄かばん

 、脱げてしまったのか紳士用の靴も。一弥がヴィクトリカをせかして歩きだす。

　ドアの一つを開けて、修道院の海とは反対側に向かってついている窓をみつけて、下を見下ろした。こっちはまだ水が迫ってきていない。暗い夜空と、砂浜。向こうに半分ほど開いている水門と、海岸沿いに迫ってくる水が見えた。一弥はまずトランクを窓の外に投げ落とすと、それに向かって自分が飛び降りた。トランクの上に立って、窓辺で小鳥のように小首をかしげているヴィクトリカに、両手を伸ばす。

「はい、飛び降りて。ヴィクトリカ」

「む」

　ヴィクトリカはなんの躊ちゆう
 躇ちよ

 もなく、一弥の伸ばした両腕を信じきった様子で、軽々と飛び降りてきた。赤いフリルのかたまりが軽々と落下してきて、ふわふわのスカートの奥でさらにふくらんでいる雪のように白いドロワーズと、薄絹の靴下に包まれた折れそうに細いふくらはぎを一瞬、きらめかせながら一弥の胸の中に飛び込んだ。ふわん、と仔猫一匹ぐらいの軽さで、ぐんにゃりとしたヴィクトリカを無事、抱きとめた。

　一弥はヴィクトリカと手を繫ぎ、トランクを持って砂浜を走り出した。

　暗い夜空からパラパラとまだ雨が降り続いていた。時折、雲間から現れる満月が、雨粒の一つ一つをきらきらと輝かせる。紫色の海もまた波を寄せては返していた。海面にも雨が激しく降り落ちて白い泡をうごめかせている。

　砂浜に散らばった観客たちはみな、雨の中を傘をさしたり、遠くにうっすらと浮かび上がる駅のホームに向かって走ったりしていた。遠くからかすかに汽笛のような音が聞こえた。一弥は耳を澄ました。

　やっぱり、汽笛だった。

　オールド・マスカレード号が戻ってきたのだ。

　やがてきらめく雨の中を、夜を切るように黒い車体が揺れながら近づいてきた。汽笛が激しく鳴った。何度も。何度も。海がその音に負けじと大きな波をつくった。ざばんっと海が鳴る。何度も。何度も。

　汽笛が近づく。

　なにか大きな振動のようなものが一弥たちを襲った。

　半分ほど開いていた水門が揺らめいていた。巨大な壁がうごめき、とつぜん、ゆっくりと下に向かって完全に開いた。海水がのたうって、砂浜に向かって一気に流れ込んできた。

「水門が！」

　誰かが叫んだ。

　一弥はあっと息を吞の

 んだ。水がどんどんこちらに近づいてくる。

　雨が降り続いている。

　砂浜に立ちすくんで、修道女たちが叫ぶ。

「誰かが機械に触ったのだわ！」

「こんな満潮のときに。まだ動くはずではないのに……！」

　一弥は、殺されたサイモン・ハントが、機械がたくさん動いている謎めいた部屋から出てきたことを思い出した。あのとき彼はこっそりとなにかをやっていたようだった……。

（もしかすると、彼が……？　殺される前に、水門が動くようにセットしておいたんだろうか？　自分は生きて、逃げる気で……。だって、帰りの列車がやってくる時間に合わせて開くなんて、偶然とは思えない……）

　一弥は我に返り、ヴィクトリカの手を強く握った。コルデリアにもらった紫の指輪が光る、小さな手。砂浜を走り出した。ヴィクトリカの足がもつれる。

「ヴィクトリカ！」

「久城……」

　ヴィクトリカはもつれた足を見下ろしていた。それから後ろを振り向いた。

　水が迫ってくる。

　背後の、いま出てきたばかりの修道院が飲みこまれていく。

「わたしは走れない。まだぼんやりしてるのだ」

「知ってるよ！　だからぼくが引っ張ってる」

「おいていけ、久城……」

　一弥はむっとして振り向いた。

　ヴィクトリカはうつむいている。なんだか元気がない。

「あのねぇ、君。そんなわけないだろ。だいたいぼくは君を迎えにきたんだよ？　ヴィクトリカ、君をね。そうだろ」

「でも、わたしは……。久城……。わたしは……」

「ヴィクトリカ……」

「生れてきた意味もわからぬのに、生きるために走れるものか」

　急にヴィクトリカが、彼女らしからぬ、こどものようにあどけない声で言った。いつもの老女の如くしわがれた声とは別人のような、心もとなく、あまりに幼い声だった。

　一弥は立ち尽くした。

　それから急にこぶしを握りしめると、ヴィクトリカの頭に振り下ろす真似をした。ヴィクトリカがきゃっ、というようにかたく目をつぶった。唇がぷるぷるっと震えた。一弥はヴィクトリカの目線にあわせて、こどもにするようにかがんで、小さな顔を覗のぞ

 き込んだ。

「こらっ、ヴィクトリカ。君、へんなこと言うんじゃないよ、こんなときに」

　一弥はヴィクトリカを叱った。

　それから迫ってくる水を見た。周囲の観客たちは、我先にと高台にあるホームに向かって走るものと、修道院の上に行くことで助かろうとするものが半々だった。一弥はホームに向かってまた走りながら、ヴィクトリカの手をぎゅうっと握った。

　強く。

「あのね、君」

「……なんだ？」

「ぼくは君を助けにきたんだし、君がぼくを助けてくれたこともある。ぼくたちは一心同体なんだ。自分だけ逃げたりなんかしない。一緒に生きるか、一緒に死ぬかだ」

「久城……」

「ヴィクトリカ、ぼくは……」

　水が近づいてくる。暗く、紫色に沈む水が。白い泡と、月光。それから降り続く雨の粒。

　一弥はトランクから手を離した。足をもつれさせているヴィクトリカを、両腕で強引に抱き上げた。ヴィクトリカは驚いたようにあっと息を吞んだ。一弥の腕の中で、この不思議な少女は、重さなどない天上の生き物のようにふんわりと軽かった。一弥は走った。砂に足を取られ、水は一弥の走る速度よりもはやくどんどん近づいてきた。

　腕の中でヴィクトリカは傷ついた小鳥のように小刻みに震えていた。

　一弥はつっかえながらも声に出して、言った。

「ぼくも、君とは少しちがうけれど、やっぱり家族のことでいろいろと悩んでいたんだ。ぼくは父や兄ともいろいろ話したし、意見の違いもあって、見聞を広めたくて留学してきたということもある。悩むことも、迷うことも多い。まだ十五歳だ。世界は広くてわけがわからなくて、ぼくは未熟で、だから答えが出せないことが多い。でも、ぼくは君に出で
 逢あ

 って……ひとつだけ、思ったことは……」

　ホームが近づいてくる。ヴィクトリカが後ろを振り向いて、あぁっと息を吞む。つられて振り向くと、手放した大きなトランクが波に吞まれて、紫色をした海の奥深くへ吞み込まれていくところだった。水が不快な轟ごう
 音おん

 をたててすべてを吞んでいく。巨大な化け物の舌のようにうごめいていまにも二人を吞み込みそうに迫ってくる。

「見ちゃだめ、ヴィクトリカ」

「う、む……」

「とにかくヴィクトリカ」

　一弥は走りながら、小さな声で言った。

「恥ずかしいけれど。男子たるもの、声を大にして言うことではないけれど。でもぼくは思ったんだ。父や兄が主張するように、国のために走るかどうかが重要じゃない。これから先、どんな責任を持つ大人になっていくのかはいまの自分にはわからない。でも、いまこのとき……大事なもののために……一人の女の子のためだけに走ることがあって、いいはずだって。ぼくには義務や責任があるように感じ始めてる。君っていう子を守る、責任が」

「君、頭が固いなぁ」

　ヴィクトリカが混ぜっ返した。

　一弥はちょっとむっとして、黙った。

　それから小さな声になってつぶやいた。

「ヴィクトリカ。もしかしたら君にだって、そういうこと、あっていいじゃないか。一人の男のために生れてきたかもしれないってことが。大切な誰かに出逢うため、それだけに」

　ヴィクトリカは答えなかった。

　一弥は走り続けた。

　やがて、腕の中でヴィクトリカが、すん、と洟はな

 をすするのが聞こえた。

　聞こえないほどのかすかな声で、老女の如きしわがれ声が、一弥の耳元で震えながらつぶやかれた。

「君、守ってくれ。どうか、どうか守ってくれたまえよ……」

　二人の背後で、紫色の巨大な波が、不吉にうごめきながらすぐそこまでやってきた。





　二人はホームに着いた。海水はどんどん増してくる。先に列車に乗り込んでいた女たちが振り返ると、二人をみつけて叫び声を上げ、タラップから手を伸ばしてきた。黒髪に青い瞳ひとみ

 の少女と、おとなしそうな中年の女性だった。くるときの列車でも乗りあった女性たちだ……。二人は、少女がヴィクトリカを、中年の女性が一弥を、波に吞まれる寸前でそれぞれ引っ張り上げて、よかったというようにぎゅうっと抱きとめた。

　汽笛が鳴った。

　オールド・マスカレード号が、広がってせまってくる海から逃げるように、甲高い悲鳴のような汽笛とともにゆっくりと動き出した。

　つぎつぎと列車に駆け込んでくる観客たち。ヴィクトリカの緑の瞳が見開かれているのに気づいて、一弥は列車の外に目を凝らした。

　水は不気味な紫色の生物のようにうごめいて、修道院をおおっていた。雨が降り続ける暗い空。蠅の頭ず
 蓋がい

 の如き修道院が、迫る水を睨にら

 みつけるように建ち続けていた。

「〈ベルゼブブの頭蓋〉──」

　一弥はつぶやいた。

「死に呪われた要よう
 塞さい

 。蠅の王──」

　ヴィクトリカが一弥の手をぎゅうっと握った。その顔を覗き込むと、いつもと同じけぶるような無表情で、なんの感情も読み取れぬ静かな横顔だった。

「だが、わたしたちは……」

　ヴィクトリカがつぶやく。

「わたしたちは、生きている」

「うん……」

「君のおかげだ、久城」

　小さな声だった。一弥は黙って、ヴィクトリカのぷくぷくした手を握り返した。





　汽笛が鳴った。

　オールド・マスカレード号は夜空に飛び立つかのように、海に浸しん
 蝕しよく

 されていくホームから徐々に遠ざかっていった……。
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──一九一四年十二月十一日〈ベルゼブブの頭蓋〉







　歴史に不吉な名を刻む〈落下させる聖マリアの怪〉事件が起こった翌朝は、皮肉なほどよく晴れた冬晴れの空だった。

　修道院の入り口に、荷物をまとめて立っている若い男がいた。たてがみのごとき赤い髪に、緑の瞳。ほっそりして背の高い男──ブライアン・ロスコーは、瞳を細めて眩まぶ

 しそうに、海に映る朝陽をみつめていた。

　足元に小さな荷物が一つだけおかれていた。幻灯機は修道院の中に置かれたままで、ブライアンは持ち帰ろうとはしなかった。彼に遅れて修道院から出てきたジュピター・ロジェは、ブライアンに気づくとうなずいてみせた。

「よくやってくれた。昨夜の君の活躍は我が科学アカデミーの歴史に残ることだろう」

「うむ……」

　ブライアンは短く返事をして、目をそらした。

「それにしても、あの老看護婦がまさか双子で、オカルト省のスパイだったとは。年老いてはいたが、よく働くし、まったく問題のない人物だと思っていたのだが」

「そうだな」

　ブライアンは薄く微笑んだ。

「誰も老女がスパイだとは思うまい。歴史は常に若者がつくっていくと、我々若者は思っているものだから」

「うむ……」

「そして時が過ぎ去ってから気づくのさ。……なにも変わっていない、と。一切はただ繰り返されるだけなのだ、と」

「君はずいぶんとシニカルな若者だな」

「灰色狼の特質だよ。……荷物はもう調べたのだろう。俺はもう行くよ」

　ブライアンのさりげない言葉に、一瞬、ジュピターはぴくりと肩を震わせた。それから少しだけ笑ってみせた。

「お見通しか」

「君たち科学アカデミーは、俺が〈名もなき村〉から持ち帰ったはずの箱……形見箱を探しているはずだ。もしも俺が修道院に持ち込んだのだとしたら、ここを出るときに持って出ようとする、君たちはそう推理するはずだ。出て行くとき、俺の荷物をこっそり調べないはずはない」

「そこまでわかっているのなら、ついでに身体検査をさせてもらうよ」

　ジュピターの合図で、科学アカデミーの職員である青年たちが進み出てきた。ブライアンの細いからだを服の上から調べていく。やがてなにも隠していないことを確認すると、ようやくブライアンから離れた。

「もういいかね」

　そうつぶやいたとき、遠く、水門の向こうにあるホームが一つあるきりの無骨な駅に向かって、蒸気機関車がゆっくりと近づいてきた。遠くで汽笛が鳴る。

　ブライアンは歩きだした。

　朝の空に黒煙をはきながら機関車がやってくる。砂浜をぶらぶらと歩き、巨大な蠅の頭に似た石の修道院からブライアンは遠ざかっていく。

　誰にも聞こえないように小声でつぶやく。

「ふん。予想通りだな……」

　乾いた砂浜には、昨夜、落下させたドイツ軍の戦闘機の残ざん
 骸がい

 がところどころに散らばっている。燃え尽きた真っ黒な残骸は、黒く塗られた巨大な動物の骨のように不吉にごろごろと転がっていた。ブライアンはそれらを感情もこもらない冷たい目つきで一いち
 瞥べつ

 すると、またつぶやいた。

「形見箱の回収は当分、難しいが……。朱色のドアの部屋に隠しておこう。戦争が終わればすぐに回収しにこられるはずだ。俺が近づくと警戒されるかもしれないが……。ふむ、うまくやろう」

　遠ざかっていくブライアンの背中に、ジュピター・ロジェが声をかける。

「ブライアン、この戦争における君の役目は大きい。遠からず、君の奇術の腕にまた頼る日がくるだろう。またすぐに連絡させてもらうとするよ」

　その声にブライアンは振り返ると、黙ってうなずいてみせた。

　薄く微笑む。

　駅のホームで、機関車が黒煙をはきながら停まっていた。〈ベルゼブブの頭蓋〉は、オールド・マスカレード号の長い旅路の終点だ。この後はまた、ここを始発駅として、長いレールをどこまでも走り出す。さまざまな人物の思惑を乗せて。戦時中も変わらず走っている。

　ブライアンがタラップに飛び乗る。

　車掌がゆっくりと列車の鉄のドアを閉める。

　たった一人の乗客、ブライアン・ロスコーを乗せて、オールド・マスカレード号は朝を横切るように走り出した……。






　エピローグ　絆










　オールド・マスカレード号の車内は混み合っていた。走り始めた列車の窓から、なんとか乗り込んだ観客たちが、まるで意志を持った存在であるかのように地上を嘗な

 め尽くしていく紫色の海を呆ぼう
 然ぜん

 とみつめていた。

　一弥とヴィクトリカは混乱する車内で、二等客室の一部屋をみつけて入った。小さな硬いベッドが二つと、簡単なテーブルがあるだけの部屋だった。ヴィクトリカがベッドにちょこんと座る。

　窓の外はどこまでも続く紫色の海。相変わらず雨はひどくて、透明な雨粒が窓ガラスに激しく叩たた

 きつけられていた。揺れる列車。響く、汽笛の音。廊下からはばたばたと走り回る人々の足音や、怒号、誰かを捜す声などが響いている。

「結局、どういうことだったんだろう……」

　一弥が誰にともなくつぶやくと、物憂げに窓の外を見ていたヴィクトリカが、うっすらと唇を開いた。

「言語化してほしいかね、君」

「うん。……えっ？　どういうことだったのかわかってるのかい、ヴィクトリカ」

「もちろんだ」

　ヴィクトリカはつぶやいた。

　どこかしょんぼりした暗い声だったので、一弥は心配そうに顔を覗のぞ

 き込んでみた。ヴィクトリカはうるさそうに、蠅でも追っ払うようにしっしっと一弥をはたいた。

「いたた！　なんだよ、ヴィクトリカ。元気がないから心配してるんだよ。君ってばほんとに……」

「この事件には最初から過去の因縁がかかわっていたのだよ、久城」

「過去の因縁？」

　一弥は文句を言うのをやめて、ヴィクトリカの顔をみつめた。

　ヴィクトリカの表情は読めなかった。相変わらず、百年の時を生きた老人のような、静かな、退屈と絶望と諦てい
 念ねん

 の入り混じった不思議な表情を、それとはあまりに似合わない人形のようにかわいらしい顔に浮かべていた。

「どういうこと？」

「修道院──〈ベルゼブブの頭蓋〉は十年前、世界グレート
 大戦・ウオー

 のころにはソヴュールの科学アカデミーの要塞として使われていた。科学アカデミーの重鎮、ジュピター・ロジェという男は、我が父、オカルト省を率いるアルベール・ド・ブロワの宿敵だ。貴族の出自であり、古き力を信じる我が父と比べ、ジュピター・ロジェは平民出身で、新しい力、科学を信奉する男だ。科学アカデミーとオカルト省を巡る対立は、そのまま、古き力を信じる貴族と、新しき力でのし上がろうとする平民の男の対立構造ともいえるのだ」

「ふぅん……」

「そしてジュピター・ロジェと戦時中、強い結びつきがあったといわれるのが、灰色狼の奇術師、ブライアン・ロスコーだ。古き力の血を引く彼は、なぜか新しき力を信奉する男に協力した。ブライアンはまた、ブロワ侯爵が捜している我が母、コルデリアとともに行動しているとも言われていた。コルデリアはおそらくだが、小さなからだを利用してブライアンの奇術を助けるとともに、追っ手からうまく隠れ続けていたのだろう。チェスドールの中に隠れていたように」

「えっ？　チェスドールって……」

「君、確か君は、くる途中の列車の中でチェスドールに頭を叩かれた、と言っていたね。そして箱の中を開けてみたけれど中にはなにもなかった、と。チェスドールの仕組みはおそらくこうなっているのだと推測されるよ」

　ヴィクトリカは小さな指でくもった窓ガラスに図を描いてみせた。
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「左側のドアを開けてみたとき、中に詰まっていた機械。これはおそらく可動式なのだ。このとき小さなからだのコルデリアは右側に隠れていた（③）。そして、右側のドアを開けるときには、機械そのものを右に動かし、左側に隠れたのだ（②）。チェスドールの人形部分を動かすときは人形の内部に上半身を入れる。こうやって箱の中に隠れた彼女は、荷物としてどこにでも入り込めた。敵の牙が
 城じよう

 である〈ベルゼブブの頭蓋〉にも。いうなれば、小さくてユーモラスなトロイの木馬だ。そして出て行くときは、自分とそっくりの顔をした娘、すなわちわたしが同じ建物内にいることを利用し、わたしのふりをして堂々と出て行ったのだ。形見箱を回収して」

「あぁ、そういうことだったんだ……」

　一弥は嘆息した。ヴィクトリカは続ける。

「さて、彼女の相棒であるもう一匹の灰色狼、ブライアン・ロスコーはだな。戦時中、修道院で科学アカデミーに協力し、工作活動をしていた」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

「しかしたいへんに皮肉なことにだね、君。終戦後、科学アカデミーが手放した修道院をオカルト省が使い始めたのだ。表向きは修道院として。しかし、満月の夜に行われる怪しげな夜会〈ファンタスマゴリアの夜〉は、君、オカルト省による、古き力をアピールするための催しでもある。彼らは奇術のトリックを使い、あくまでもそれを魔術だと言い張って出し物を続けていたのだ」

　列車は揺れながら走り続けている。

「まず夜会で繰り広げられていた数々の魔術について言語化してやろう。空中に浮く美女は、彼女の背後に滑車つきの機械を隠して、表向きは宙に浮いているように見せていたのだ。そして歯で弾丸を受け止める術についてはさらに簡単だ。錫すず

 と水銀をまぜて作った合金でできた、にせものの弾丸を使ったのだよ。一見、本物と区別がつかないが、つついただけで粉々になるような代物なのだ。それを客に渡して銃につめさせ、発砲させれば、にせものの弾丸は粉々に砕け散る。そこで、口の中に隠しておいた本物の弾丸を嚙か

 んで、口を開けて見せるだけだ。なんともこどもだましの奇術なのだよ」
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「へぇ……」

「さて、今こ
 宵よい

 。そのいんちき夜会にやってきたのが二人の男だった。一人は役人、サイモン・ハント。もう一人はバチカンの修道士、イアーゴ」

「二人とも殺されたね……」

「そうだ。まずサイモン・ハントについて説明しよう、久城」

　ヴィクトリカはつぶやいた。

「最初に殺された男……サイモン・ハントは、君の話では、魔力や古き力について懐疑的だった。君の時計が止まったのを直したとき、そういったトリックを魔術として見せているのを見抜くのが仕事だと話した。そして彼は役人だった。これらの混沌カオス

 の欠片かけら

 が、ようやくわたしに小さな事実を再構成してくれた。おそらくサイモン・ハントは、ソヴュールの科学アカデミーの職員だったのではないか、と」

　一弥が聞き返した。

「サイモンさんが？」

　ヴィクトリカはうなずいた。

「そうだ。おそらくはな。科学アカデミーはトリックのある技術を魔力とうそぶく昨今のいんちき魔術師たちの敵だ。科学によって国を発展させようとし、スピリチュアルな文化を撲滅させようとしている。だが問題は、おそらく科学アカデミーの職員だった彼が、なぜ身分を隠して〈ベルゼブブの頭蓋〉にやってきたかだ。しかも、月に一度の魔術の祭典〈ファンタスマゴリアの夜〉を狙って……。偶然ではないのではないか？　彼はなんらかの使命を帯びてやってきたのではないか？　しかし、そうだとしたらなぜだ？　科学アカデミーはここにどんな用があるのだね？」

「…………
 」

「その謎はまだわたしには解けていない。おそらく、彼が言い残した言葉『形見箱を探している』、そして小さな赤い箱を持って出て行ったという我が母の言葉『形見箱には科学アカデミーの重大な秘密が隠されている』、この二つが謎を解く混沌カオス

 の欠片たちとなるのだろう。そう、問題は〈形見箱〉なのだ。これはいったいなんなのだ？」

　ヴィクトリカは苛いら
 立だ

 ったように、小さなこぶしを握りしめてぶんぶんと振り回した。

　窓の外で少し雲が晴れて、不吉な青白い満月が海面に映り、波とともにゆらゆらと揺れ始めた。

「ともかく、サイモン・ハントは科学アカデミーからオカルト省の要よう
 塞さい

 に乗り込んできたスパイだった。形見箱を首尾よくみつけ、列車に乗り込む時間に合わせて水門が開くように細工し、無事に逃げるつもりだったのだろう。しかし彼はスパイであることをかぎつけられ、オカルト省の殺し屋である老いたるフェル姉妹の手によって片付けられたのだろう」

「でも、どうやって？　〈シスターズ・キャビネット〉にはほかの人は入れなかったし、それに二人とも手をきつく結ばれていたんだ」

「む……」

　ヴィクトリカは顔をしかめた。そのとき急に、二人のいる部屋のドアが開いて誰かが入ってこようとした。一弥が顔を上げると、二人の女──行きの列車でも会話をして、さきほど列車に乗り込むときは助けてくれた、黒髪に青い瞳ひとみ

 の少女と、中年の婦人が立っていた。二人はびっくりしたように、

「ごめんなさい。人がいたのね」

「空き室を探していたの。どこかに座りたくて」

　一弥が礼儀正しく立ち上がって、自分が座っていたベッドを指さした。

「ほかになければ、ここにどうぞ」

「あら、でも……」

　二人が顔を見合わせたとき、ヴィクトリカが小さな声でつぶやいた。

「ちょうどいい」

「ん？　なにか言った、ヴィクトリカ」

「言ったとも」

　ヴィクトリカは自分のミニハットにかかっている真っ赤なサテンのリボンをするするとほどいた。「ちょうどいい。スリップ・ノットを試してみよう」と言うと立ち上がり、二人の女性を向かい合わせて座らせた。

　中年の婦人がにこにこして、

「なにが始まるのかしら、小さなお嬢ちゃん」

「むっ？」

　ヴィクトリカがむっとした。一弥が小声で「小さいって言っちゃだめですよ。あと、おこりんぼとか泣き虫とか、意地悪とかも。ほんとのことを言われるとこの人は怒るんです」とささやく。

「黙れ、うつけ者」

「なにしてるのさ、ヴィクトリカ」

「君のような凡人にもわかるよう、あのあほみたいな〈シスターズ・キャビネット〉の種明かしをしてやるのだ」

　ヴィクトリカは「むっ、むっ……」とつぶやきながら、二人の女性の両手首をサテンのリボンでぎゅうっと結んだ。手首は強く縛られているように見えた。ヴィクトリカは二人に「手を引っ張ってみろ」とつぶやいた。

　二人の女性は顔を見合わせた。

　それから同時に、左右から引っ張った。

　するり、とリボンがほどけてふわふわと床に落ちた。一弥があわてて、床につくまでに拾い、ヴィクトリカのかたわらに立つ。元通り、薔薇ばら

 のコサージュがついた真っ赤なミニハットに、サテンのリボンを通して、顎あご

 の下辺りでぎゅっと結んでやった。

　ヴィクトリカはそれをうるさそうにしっしっと払いながら、

「これは〝スリップ・ノット〟と呼ばれる結び方なのだ。一見、きつく縛られたように見えるが、すぐにほどける。奇術のトリックなのだよ、君」
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「そうだったんだ……。ということはサイモン・ハントさんを殺したのは……」

「もちろん、一緒にキャビネットに入った老女、モレラだろう。彼らにとってはおそらく、衆人環視の中、魔術的な方法によって殺すことが、なにより科学アカデミーへの挑戦となったのだろうよ。しかし、まさかサイモン・ハントが、殺される前に水門を動かす計器に細工をしていたことまでは頭が回らなかった。彼らはだましあいをしていたのだ」

　一弥は黙って考え込んだ。

　手首を差し出していた二人の女性は、なにごとだろうと顔を見合わせている。

　ヴィクトリカは続けて、

「バチカンの修道士、イアーゴが殺されたのも、オカルト省の利益のためだろうと推測される。彼は奇跡認定のために呼ばれたという話だったが、ショーがいんちきであることを見抜いていた。バチカンに戻ったら報告する予定だったのだろう。しかしオカルト省にとっては、バチカンから正式に魔力を認められることがなにより大切なことだった。イアーゴが戻っていんちきだと報告すれば、たいへんなことになる。そこで彼らはイアーゴを、衆人環視の中で奇妙な死に方をするように演出したのだ。まるで魔術によって殺されたかのように。サイモン・ハントの場合と同様に」

「あれはいったいなんだったんだい？　黒衣の奇妙な男はどこに消えたんだ？」

「そんなものは最初からいなかったのだ、久城」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

「修道院にあった、四角い大きな機械を覚えているかね、久城。わたしが幻灯機だと語った機械だ」

「うん」

「あれもまた奇術の道具なのだよ、君。舞台に骸がい
 骨こつ

 や、幽霊や、さまざまなものを映すもので、ゴースト・マシンとも呼ばれるものなのだ。〈ファンタスマゴリアの夜〉で使われていたのもおそらくこれだろう。そしてわたしはこう推測しているのだよ。十年前、世界グレート
 大戦・ウオー

 が始まった年。修道院の上空で起こった歴史的事件〈落下させる聖マリアの怪〉は、ゴースト・マシンを使った大ボラ、ブライアン・ロスコーという奇術師、いや、稀き
 代だい

 のボンクラの手による歴史的詐欺だったのではないか、とね」

「どういうこと？　夜空に浮かび上がった巨大なマリア像が、滂ぼう
 沱だ

 の涙を流して、ドイツ空軍の戦闘機を墜落させた事件が……。まさか……」

「そうだ。あのボンクラは奇術のトリックを戦争に応用することで科学アカデミーに取り入ったのだよ。夜空に向けて幻灯機から幻を映し出し、幻の聖母に涙を流させた。怪奇でも亡霊でも奇跡でもなんでもない。トリックだ」

「そんな……」

「そして十年後。修道士イアーゴを殺したときにも同じ機械が使われた。イアーゴの死はもちろん、老女カーミラ……今度は姉のほうだな、うむ、彼女に渡された水に毒が入っていたためだ。しかしあのとき部屋に入ってきてイアーゴに抱きつき、殺したように見えたものは、幻灯機がつくった幻、黒いゴーストだったのだ」
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　ヴィクトリカはいかにもつまらなそうにあくび混じりに、つぎつぎ言語化していった。一弥は驚いて、

「どうやって……？」

「あのとき部屋のドアは開いていた。おそらく、廊下を挟んで向かい側の部屋に幻灯機を置き、延長線上に立つイアーゴに向かってゴーストを映し出してみせたのだろう。イアーゴのからだに毒が回り、彼が苦しみだすと同時に。そして彼が倒れると映像を切り、部屋のドアを閉めた。……君、覚えているかね？　あのとき廊下の向こうからドアが閉まる音がしたことを」

「あぁ……」

　一弥はうなずいた。

　それから少し不思議そうに、

「ヴィクトリカ、君、それっていま気づいたんじゃないだろう？　君のことだから、ずっとずっと前、事件が起こったときに同時にわかっていたはずだ。それをどうしていままで黙っていたんだい」

「そ、それは……」

　ヴィクトリカはうつむいた。

「いま解いてみせたのは母からのメッセージのためだ。力を見せろ、という……。だがこれまで黙っていたのは……」

　薔薇色のほっぺたがほんの少し赤くなった気がした。表情は相変わらず静かな、退屈そうなそれだが、それでもかすかに、生気に似たものが、精巧な陶人形のような彼女の小さな顔をよぎったような気がした。

「言っただろう」

「なにを？」

「わたしは君を無事に学園に連れて帰らなければならない。危険にさらすわけにはいかない。あの場で真相を告げていれば、君も狙われたことだろう。なにしろ修道院全体がオカルト省の力の及ぶ場所だったのだ。いうなれば……修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉そのものが犯人だったのだよ」

　一弥は黙った。

　それから小さく「うん」とうなずいた。

「そっか。ありがとう、ヴィクトリカ」

「ふん」

　返事の代わりに、ヴィクトリカは形のいい鼻を鳴らしてみせた。そして金色の髪を揺らしてぷいとそっぽを向いた。

　真っ赤なミニハットをかぶった小さな頭を、一弥はしばらくみつめていた。それからかすかににっこり笑った。





　オールド・マスカレード号は雷雨の中、夜を横切り、走り続ける──。





「まあ、そんな真相だったの」

　二人が話し終わったのを察したように、年配のおとなしそうな女性のほうが声をかけてきた。一弥が振り向くと、黒髪に青い瞳ひとみ

 の少女と二人してこちらをみつめていた。感心したように「それにしても、このちっちゃなお嬢ちゃんはすごいわねぇ」とつぶやいている。

　少女のほうは反対に「わたしは不思議な力の存在を信じているから。あれは奇跡だったと思いたいわ」と不機嫌そうにぶつぶつ言っている。

　そこにまたドアが開いて、二人の男が転がり込んできた。

「おや、ここも人がいたとは」

「ややっ！　仕方ない。廊下に座ってやり過ごすとしようぜ、若いの。俺はカードを持ってきている」

　せわしなく言いながらまた出て行こうとする。中年の女性がそれを止めて、

「座る場所はありますから、よかったら」

「やや、それはかたじけない」

　一人目の男が恐縮しながら、コンパートメントに入ってきてベッドの隅に腰かけた。小山のように大きなからだをした三十がらみの男だった。続いてもう一人が入ってきた。こちらは二十歳はたち

 を少し過ぎたぐらいの、若い小柄な男だった。小柄なほうはいかにも貴族の子弟といった洒しや
 落れ

 た服装をした、見目のいい若者だった。大柄なほうは逆に労働者風の、ごつごつとした大きな手に、丈夫そうな革のベスト、土で汚れたブーツといったいでたちだった。

「たいへんな夜ですね、みなさん」

　上品な若い男がそう言って、微笑みながら一同を見渡した。

　一弥が礼儀正しく「そうですね」とうなずく。大柄な労働者風の男のほうが、ベストのポケットからカードを取り出してきりながら、

「せっかくだから自己紹介といきませんかね。ややっ、ものすごくきれいなお嬢ちゃんがいるな。お嬢ちゃん、いくちゅ？」

「…………
 百十四歳だ」

　ヴィクトリカが、嵐の前の静けさのような、低くて静かな声で言った。一弥が笑いをこらえた。大柄な男は目をぱちくりしている。

　──コトン！

　小さな音がした。誰かが床になにかを落としたのだ。一同は床に視線を落とした。

　そこに、赤い小さな箱が落ちていた。

　なぜか空気が凍りついた。

「あら、いけない。落としてしまったわ」

　箱を落とした女性は微笑むと、落ち着いたしぐさで赤い箱を拾い、懐に戻した。大柄な男がカードをきる音だけが、しばらくコンパートメントの中に響いていた。

　汽笛が鳴る。

　窓の外ではまた激しい雷雨が暴れ始めている。

　この世の終わりのような、奇妙な夜。

　カードをきりながら、労働者風の男が言った。





「さて、全員で自己紹介といこう──」






　霊界ラジオ─wiretap radio 4─










　ギ、ギ、ギギギギギ。





　ガァァァァァァァーッ
 。

　ピーッ…………
 。





〈カ、カ、カ〉

〈カッ〉





〈形見箱。形見箱〉

〈形見箱は持ち出さレタ。いまこの列車の中にある〉





〈取り返せ〉

〈取り返せ〉

〈取り返せ〉





「了解した」

「必ずや取り返す。あの女の手から」






　プロローグ２　小さな赤い──










「そこまではわかった……。しかし」





　ソヴュール王国の首都。ソヴレムの中央にそびえるレンガ造りの建物。

　黒い鉄と透明なガラスでできた近代建築である巨大なシャルル・ド・ジレ駅の前には大きな交差点があり、黒塗りの自動車や乗合馬車がすごいスピードで通り過ぎていく。パラソルをさした上品な貴婦人が、紳士とともにゆっくりと舗道を歩いている。デパートの華やかなショーウインドウにはドレスや帽子、ピカピカの婦人靴などが溢あふ

 れ、ヨーロッパの繁栄の限りを尽くしている。だが、路上には真っ黒な顔をした浮浪児がしゃがみこみ、通りがかりの紳士が小銭を恵んでくれるのを、なにも映らないかのような暗い瞳でただ待っている。

　都市の光と闇。近代化の波と、前世紀から続く古き文化。二つの力がせめぎあう、ソヴレムの眩まぶ

 しい、朝──。

　レンガ造りの建物、警察庁の四階にある大きな部屋で、一人の男が腕を組み、話していた。

「そこまではわかった。だが、しかし……。しかしだな」

　仕立てのよいスーツに、銀のカフスボタン。革靴はぴかぴかに磨かれて、絹のシャツを少しはだけた首もとには同じく銀のチョーカーが輝いている。一分の隙もない伊達だて

 男といった様子で、男は壁にもたれかかり、ポーズを取っていた。

　金色に輝く眩しい男の髪は、前方に大砲のようにとがり、ぐりぐりとねじって固められていた。腕には、白と黒のレースとフリルでふっくらふくらんだ、いかにも高級そうなビスクドールを抱えていた。くるくると巻き髪になった人形の髪を、もう一方の手で無意識に撫な

 でながら、男──ソヴレム警察庁が一目も二目も置く男、名警部グレヴィール・ド・ブロワが話していた。目の前に立つ小柄な少年に向かって、

「しかしだな、久城くん」

「だから、ブロワ警部」

　少年──久城一弥は落ち着いた声で返事をした。

「昨夜。ぼくたちは、サイモン・ハントが細工をして、開いてしまった水門から流れ込む水から逃げて、大陸横断列車、オールド・マスカレード号に間一髪、乗り込んだんです」

「そこまではよくわかったよ。だが、しかし……」

　ブロワ警部はつぶやくと、久城一弥のかたわらで椅子に座っている、もう一人の人物を苦々しげにちらりと見た。その人物──彼の恐るべき妹、ヴィクトリカ・ド・ブロワは相変わらず、金色の見事な髪をほどけたターバンのように床まで垂らし、小さな貴婦人の如く、椅子に座っていた。壊れかけた人形を立てかけたように、少し姿勢を崩し、いかにもどうでもよさそうな顔をしてそっぽを向いて、パイプを吹かしている。

　ブロワ警部は妹から目をそらした。代わりに、久城一弥に問いただす。

「どうして列車の中で、殺人事件が起こったのだ。なぜ、そしてどうやって、あの女性が殺された
 のだ？　犯人は誰だ？」

「…………
 」

「最初から話してみたまえ、久城くん」

　ブロワ警部がずいっと顔を突き出して、一弥に迫った。

　一弥はあわてて一歩下がり、ドリルから身を守った。それから、かたわらで知らん振りしているヴィクトリカをちらちらと見ながら、

「説明はしますが……」

「早くしたまえ。わたしは〈オールド・マスカレード号事件〉の捜査を、警察庁から全面的に任されているのだ」

「まずは、ぼくたちが列車に乗って、そしてお互いに自己紹介を始めたところからなんです」

　一弥は話し出した。

　周りにいる警官たちも熱心にメモを取っている。

「殺されたあの女性は、不思議な、小さな赤い箱を持っていたんです……」














つづく
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　　──死者と木こり、孤児と、ブリタニア公妃のおかしな物語──






第二部　宴うたげ

 のあと




　　──〈野兎〉どもと、二つの嵐をめぐる物語──







　木こりの証言





　ブリタニア公妃の証言





　死者の証言





　殺人者の証言──心の声を添えて──







エピローグ　兄妹








登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ



　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の植物園で、大量の書物と時を過ごす。




久城一弥



　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。




グレヴィール・ド・ブロワ



　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。




コルデリア・ギャロ



　　ヴィクトリカの実母。




ブライアン・ロスコー



　　謎の人物で奇術師。




ジュピター・ロジェ



　　ソヴュール王国科学アカデミーの主宰者。




アルベール・ド・ブロワ



　　侯爵。ヴィクトリカの父




謎の少女



　　〈孤児〉を名乗る。オールド・マスカレード号の乗客。




ブリタニア・ガブリエル



　　〈公妃〉を名乗る。オールド・マスカレード号の乗客。




ギデオン・レグラント　



　　〈木こり〉を名乗る。オールド・マスカレード号の乗客。




サム・オネール



　　〈死者〉を名乗る。オールド・マスカレード号の乗客。











　やがて、まんまるい月がのぼると、ヘンゼルは、妹の手をひき、あの小石をたどって、歩いていきました。小石は、つくりたてのお金みたいにきらきら光って、ふたりに道を教えてくれました。






　　──「ヘンゼルとグレーテル」




　　　　『グリムの昔話１』フェリクス・ホフマン編・画




　　　　大塚勇三訳　福音館文庫








　第一部　仮面舞踏会



　　──死者と木こり、孤児と、ブリタニア公妃のおかしな物語──









　　　　１






　オールド・マスカレード号は夜を切り裂くように、雷雨の中を走り続けていた。

　凝った巻まき
 葉ば

 装飾のデザインをしたコンパートメントの窓の外には、闇より深い、漆黒の海が広がっていた。夜のバルト海は見たこともないぐらいの濃い黒味を帯びた波しぶきをあげ、この、揺れながら夜を切り裂く蒸気機関車を、雄お
 叫たけ

 びのような波の音で威おど

 し続けた。

　ピカッ──、と、閃せん
 光こう

 が走り、鈍い雷鳴が響く。そのたびオールド・マスカレード号は、まるでこころもとなく瘦や

 せた老人の如く、ぶるると車体を震わすのだった。

　その混み合った列車の、コンパートメントで……。

「ちょっと待ってね、ヴィクトリカ。お鼻のよこっちょも拭ふ

 いてあげるから」

「うるさいぞ、久く
 城じよう

 。人の顔をさすってないで、目をつぶっておとなしく祈りでも捧ささ

 げていてはどうだね。もっとも、君が何教徒なのかは知らないが」

「もちろん仏教徒だよー。あと、さすってるんじゃなくて拭いてあげてるの。顎あご

 、ちょっと上げて」

「……うむ」

　ヴィクトリカが不承不承、ほんのちょっと、貴族的なラインをしたちいさな顎を上げた。お付きの一かず
 弥や

 は生真面目な顔に、達だる
 磨ま

 に目を入れる男の如き真剣な表情を浮かべ、ヴィクトリカの顔に向かって絹のハンカチを近づけた。

「む」

「取れたよ、ヴィクトリカ」

　ちいさな形のいい鼻の横についていた、かすかな砂を拭くと、一弥はよかった、とにっこりした。ヴィクトリカはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「……余計なことだ」

「あのねぇ、ヴィクトリカ。拭いてくれてありがと、は？」

「ふん」

　ヴィクトリカがぷいとそっぽを向く。赤スグリ色をした、トーションレースを何重にも重ねた豪ごう
 奢しや

 なドレスの裾すそ

 が、ふわりと夢のように揺れた。ドレスにかかる髪は見事な金髪で、まるで絹のターバンがほどけて床に向かってひろがっているみたいだった。そしてちいさな頭には、繊細な薔薇ばら

 のコサージュがいくつもあふれる赤いミニハットを被かぶ

 り、顎の下でサテンのリボンで結んでいた。

　とがった銀のブーツがちいさな足を包んでいる。だが、深い碧みどり

 の瞳ひとみ

 が輝く、高貴なビスクドールを思わせる貴族的な美び
 貌ぼう

 はいまは不機嫌そうで、薔薇色のほっぺたが、つつきたくてたまらなくなるような様子でぷっくりとふくらんでいた。

「なんだよ。どうして不満そうなの？」

　一弥が、ちいさな妹にするように、首をかしげて優しく聞く。

　ヴィクトリカは胸を張って、えらそうに答えた。

「わたしの知性は、鼻のよこっちょにわずかについた砂ごときで揺らぐような軟弱なものではないのだ」

「……君ってほんとに、あっけに取られるほど自信家だね。あ、いけない。君の知性がまた揺らいでるよ。ほら！」

　ミニハットにくっついていたちいさな貝殻をつまんで、取ってやる。ヴィクトリカは「むぅ」とまたふくれた。栗鼠りす

 がほっぺたに木の実をいっぱいつめたような様子だった。しばらくそのまま、薔薇色のほっぺたをふくらましていたが、やがてあきたようにもとの顔に戻ると、百年も生きた老人のような不思議な悲しみの宿る、深い碧色の瞳をなんどか瞬まばた

 かせた。

「危機が去ったよ」

「う……」

「ん？　眠いのかい」

「うむー……」

「眠りなよ。ぼくが起きて、見張ってるからさ。君の知性を」

「頼むぞ、君……。命を懸けて、見張りたまえよー……」

　ちいさなぷくぷくの手でなんどか目をこすっていたかと思うと、ヴィクトリカは小猫のように背を丸め、となりに座る一弥の肩にコテンと頭を預けた。すぴー、すぴー、と小猫みたいな寝息が聞こえてきた。一弥は、幼少のころから父に、背中にものさしを入れられて鍛えられた姿勢のよさで、いかにも生真面目な軍人の息子、といった様子でぴしりと座っていた。まっすぐに前をみつめ、顔がこんなかわいらしい少年でなかったら、強こわ
 面もて

 で硬派にも見える雰囲気だった。だが次第に、肩にもたれたちいさな友達のことを思ったのか、生真面目そうな顔の口元に、優しい微笑が浮かんできた。

　すぴー、すぴー……。

　列車は雨の中を、暗い夜を切り裂いて走り続けている。





　──久城一弥がオールド・マスカレード号に乗っているのは、夏休みの終わりとともに聖マルグリット学園から姿を消した、〝知恵の泉〟にして大切な友達、ヴィクトリカ・ド・ブロワを連れて帰るためだった。ヴィクトリカはその父、アルベール・ド・ブロワ侯爵の手によって、バルト海沿岸に建つ不吉な修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉に、閉じこめられてしまっていたのだ。

　旧大陸に伝わる不思議な力を使って、国力を強くしようとするブロワ侯爵とオカルト省、そして科学の力で未来を切り開こうとするジュピター・ロジェの科学アカデミー、二つの勢力がソヴュール王国ではぶつかりあっていた。修道院で、オカルト省の手によって科学アカデミーのスパイが殺された事件をヴィクトリカは見事に見抜いた。そして、十年前、世界グレート
 大戦・ウオー

 の折に起こった怪異も説いてみせ、海に沈む修道院から無事に逃げて、オールド・マスカレード号に乗り、いままさに、二人は聖マルグリット学園に帰ろうとしているところなのだった……。





　コンパートメントの中は静けさに満ちていた。ぴしりと姿勢を正して座る、生真面目そのものの東洋人の少年と、その肩にもたれて眠る、豪奢なドレスに身を包んだ、ちいさな、おそろしい美貌の金髪の少女。向かい側の席には二人の女が黙って座っていた。一人は、肩の辺りでまっすぐにカットした黒髪に、青い瞳をした十七、八歳ぐらいの少女だった。白いブラウスに格子縞じま

 のスカートを穿は

 いた、簡素な学生風の服装をしていた。思いつめたような青白い顔をして、さっきから窓の外をみつめ、なにかぶつぶつと独り言を言っている。もう一人は中年の婦人だった。茶色い髪を後ろでまとめて、喉のど
 元もと

 まで隠すブラウスに長いスカートを穿いていた。化粧っけはなくて、落ち着いた雰囲気だった。婦人のほうはさっきから、興味深そうにヴィクトリカと一弥をみつめていた。一弥と目が合うと、にこっと微笑んだ。一弥は恥ずかしそうに、かすかに顎を引いてうなずいた。

　すぴー、すぴー、と、ヴィクトリカの立てるちいさな寝息が、一弥の耳元で響いていた。一弥はちらりと、豪奢なドレスに身を包んだ友達の寝顔を見やった。

　赤いトーションレースと、薔薇のコサージュつきミニハット、夢のような銀のブーツに包まれたヴィクトリカ。いまは瞳を閉じて、おどろくほど長い金色の睫毛まつげ

 が、息をするたびにかすかに揺れ、彼女が精巧なビスクドールではなく、まぎれもなく呼吸をしている少女なのだと伝えていた。ちいさな手の指には、暗い紫色をした指輪が輝いていた。ヴィクトリカが求めてやまぬ、その母。うつくしく妖よう
 艶えん

 な、金色の母狼、コルデリア・ギャロから、修道院で贈られた指輪だった。すぴー、すぴー、と眠りながらもヴィクトリカは、大切そうに、なくすのが不安そうに、指輪をはめたぷくぷくの手をぎゅっと握りしめていた。

　向かい側の座席に座る中年婦人は、しばらく二人を見比べていた。この婦人と、となりにいる黒髪の暗い少女が、波に飲まれそうになるヴィクトリカと一弥に手を伸ばして、列車に引き上げて助けてくれたのだ。そのあとのヴィクトリカの見事な謎解きも、婦人と少女は一緒に聞いていた。

　婦人はなんどか一弥に話しかけようとしたけれど、そのたびにヴィクトリカの顔をちらりと見て、起こしちゃかわいそうだわ、というように微笑んで口を閉じた。

　やがてヴィクトリカが目を覚ました。むぅ、とうめきながらちいさな手で目をこする。それから、床に落ちていた新聞に目を落とした。読むものがなくて、〝知恵の泉〟が退屈し始めたのだろう。一弥も新聞を覗のぞ

 きこんだ。炭鉱を持つ著名な富豪がロンドンで殺されたという物騒な事件が一面を飾っていた。そのとなりには小さく、ソヴレムで十七歳の学生、レグラント嬢が行方不明になった、という記事も載っていた。レグラント嬢の特徴は腰まで伸ばした黒髪で、性格はおとなしく、家族が安否を気にしている、と書かれていた。

　新聞の上を、不吉な黒い蜘蛛くも

 がゆっくりと這は

 っていった。黒と白の縞模様になった幾本もの脚がぞわぞわとうごめいて、灰色をした新聞の、レグラント嬢の記事の上を、ゆっくりと通過していく……。

　コンパートメントに乗り合わせた暗い少女は、相変わらず窓の外をみつめてぶつぶつと独り言を言っていた。肩の辺りでまっすぐカットされた黒髪が、列車が揺れるたびにべつの生き物のようにうごめいた。黒と白の格子縞のスカートは、長いあいだ着続けているのか、裾が少し汚れていた。

　婦人が少女のほうを、心配するような目つきで見た。それから努めて明るい声で、

「どこに行っちゃったのかしらね、レグラント嬢。家族の方は心配ねぇ」

「そうですね」

　一弥が礼儀正しく相あい
 槌づち

 を打った。すると、「あとね、殺された富豪ってねぇ、ほんとは破産寸前だったらしいわよ～。噂で聞いたわ」などと、どうも明るい話題とはいえない気もしたが、婦人は楽しそうにしばらく、どこかで仕入れてきたらしい社交界ゴシップを披露した。相槌を打つのは一弥だけだったが、それでも空気がだいぶほぐれてきた。

　婦人が遠慮がちに、

「あの、自己紹介してもいいかしら？」

「ええ」

　一弥がうなずくと、婦人は目め
 尻じり

 にしわを寄せてにっこりした。

「わたしの名前は、ブリタニア・ガブリ、エ、ル……」

　婦人が笑顔で話し始めたとき、コンパートメントのドアがノックもされずに乱暴に開いた。少女がビクッとして、顔を上げた。

　小山のように大きな身体をした、三十歳ぐらいの髭ひげ
 面づら

 の男が立っていた。丈夫そうな革のベストに、土で汚れたブーツ。両手はごつごつとして、いかにも労働者風の男だった。後ろにもう一人、男がいた。こちらは二十歳ぐらいの見目のいい男で、いかにも貴族の子弟といった洒しや
 落れ

 た服装をしていた。一弥をちらりと見て、東洋人か、というようにかすかに顔をしかめた。それから小声でつぶやいた。

「おや、ここも人がいたとは」

「ややっ！　仕方ない。廊下に座ってやり過ごすとしようぜ、若いの。俺はカードを持ってきている」

　二人がせわしなく言いながら出て行こうとするのを、中年婦人があわてて止めた。

「座る場所はありますから、よかったら」

「やや、それはかたじけない」

　大男がうれしそうに髭面をゆるめて、コンパートメントに入ってきた。若い男も続いて、「たいへんな夜ですね、みなさん」と上品な声で言い、辺りを見回した。

　大男はうれしそうに、

「せっかくだから、自己紹介といきませんかね。ややっ」

　一弥の陰に隠れていた、小さな薔薇ばら

 の花のようなヴィクトリカをみつけて素す

 っ頓とん
 狂きよう

 な声を上げた。若い男もヴィクトリカに気づいて、おどろいたように目を見開いた。

「ものすごくきれいなお嬢ちゃんがいるな。お嬢ちゃん、いくちゅ？」

「………………
 百十四歳だ」

　ヴィクトリカが、嵐の前の静けさのような、不機嫌な低い声で言った。お、怒ってる、と一弥は思わず笑いをこらえた。ヴィクトリカは子供扱いされるととても不機嫌になるのだ。

　秘密の花束のようなうつくしい、ちいさな少女の口から、老女の如きしわがれた声が響いたので、大男も、若い男もびっくりしたように目をぱちくりした。不吉な沈黙が流れた。

　バリバリバリバリッ──、窓の外で雷鳴が轟とどろ

 く。一瞬、雷に照らされてコンパートメントの中が白く染まった。目がくらんで、一弥はごくっ、と息を吞の

 んだ。

　──コトン！

　ちいさな音がした。

　激しい雷鳴のあとでは、あまりにかすかな音だったが、一同はつられて床を見た。

　そこに、赤いちいさな箱が落ちていた。

　一弥は、あれっと思った。見覚えのある箱によく似ていたのだ。修道院〈ベルゼブブの頭蓋〉で、ヴィクトリカの母、コルデリア・ギャロが持ち出そうとしていた箱。オカルト省と科学アカデミーの両方が探しているという、〈形見箱〉というものだ。コルデリアはそれが、この国の命運を左右する大事なものだ、と言っていた……。

　その箱によく似た赤い箱が床に落ちていた。コンパートメントにいる六人、ヴィクトリカと一弥、中年婦人、黒髪の少女、髭面の大男、貴族風の青年のうちの誰かが、

　ビクンッ──、

　と、緊張したのがわかった。あれ、と一弥は辺りを見回した。いまの緊張が誰のものなのかよくわからなかったのだ。でも、見回してみたらどの顔も普通の、落ち着いた表情を浮かべていた。

「あら、いけない。落としてしまったわ」

　窓際に座っていた黒髪の少女が、床に手を伸ばして赤い箱を拾った。それから大事そうにしまいこんだ。

　その仕草を大男がじいっと見ていた。

　それから、髭面をごりごりとかいて、言った。

「さて、全員で自己紹介といこう──」






　　　　２






　上機嫌でコンパートメントを見渡して、大男は破顔した。一弥は思わず、国にいたころに年に数度、顔を合わせた親しん
 戚せき

 の伯父おじ

 さんを思い出した。普段は田舎に住んでいる伯父や伯母たちは、ひとなつっこくて、なんでも聞くし遠慮がないから、ちょっと閉口しつつも、なんだか憎めないのだ……。

　大男のごつごつとした無骨な手から、切っていたカードがざらざらと座席にこぼれ落ちた。青年が拾うのを手伝った。険しい顔をした国王や王妃の横顔、死神めいた不吉なジャックなどが描かれたカードが散らばっている。

「自己紹介……？」

　窓辺で物憂げに頰ほお
 杖づえ

 をついていた黒髪の少女が、カードをちらりと見ながら、面倒くさそうにつぶやいた。

　なおもなにか言おうとする大男を制して、暗い声で、

「わたしは何者でもないわ。わたしは〈孤児〉なの」

「孤児？」

　大男が聞き返した。

「じゃ、家族はいないのか？」

「ええ、いないわ」

　足元に落ちていた新聞を、大男が踏んづけた。這っていた黒い蜘蛛を踏みつぶそうとしたのだろう。行方不明のレグラント嬢の記事が、ブーツの泥で汚れて、しわが寄った。少女は続ける。

「わたしは自分の誕生日を知らないの。だから、あの不思議な修道院で誕生日をみつけてもらおうと思ってやってきたのよ。だって、誕生日を知らなかったら、死ぬときも黄泉よみ

 の国に行く道に迷ってしまうんだもの！」

　急に、暗い青色をした瞳ひとみ

 を見開いて少女──〈孤児〉が叫んだ。大男と若い男が同時にひゃっと首を縮めた。コンパートメントの中に、静かな少女がとつぜん叫んだ声と、狂気じみた気配が満ちて息苦しいほどだった。ヴィクトリカだけが、おどろくことなく少女の顔をじっとみつめていた。

　中年婦人が心配そうに〈孤児〉の顔をみつめた。それから、おかしな雰囲気をほぐそうとするようににっこり微笑んだ。〈孤児〉と大男を見比べながら、努めて明るい声で話し出す。

「えっと、じゃ、つぎはわたしの番ね。ええと、その、わたしは……そう、わたしはじつは、お忍びで修道院のショーを見に行った、とある国の〈公妃〉なの。いつもお城にいて、つまらないから、こっそり抜け出したのよ」

「……おいおい」

「えっと、だから、みつかったら国に戻されてしまうから、変装してるのよ」

　地味な服装をして、化粧っけのない落ち着いた顔で中年婦人──〈公妃〉はむりやり、言い切った。うつむいて、自分でもちょっと照れ笑いしている。大男はあきれて、髭面をごりごりかきながらなにか言おうとした。

「あの、なぁ……」

　そのとき、ずっと黙っていた貴族風の青年が口を開いた。真剣な顔つきをしているが瞳がすこしうるんで、笑いをこらえているような顔にも見える。

「つぎはぼくですね。ええと、ぼくは……。どうしようかな……。そうだ！　ぼくはねぇ、冥めい
 界かい

 の王に捕らえられた妹を捜す旅をしています。山から山へ。国から国へ。妹を人質に取られてるから、冥界の王の言いなりなんです。だから、なにをするかわかりませんよ～」

〈公妃〉が、感謝するように優しく微笑んだ。青年と〈公妃〉はみつめあってにっこりした。どうやらこの青年は、気弱でおとなしそうだが、心優しい性格であるらしかった。

「職業は？」

　と、〈公妃〉が優しく質問した。

　青年はちょっと悩んで、

「ええとね、職業は──〈木こり〉にしよう。そう、ぼくは木こりなんです。山から山へ、木を切り倒しては、進むんです」

　むっつりしていた〈孤児〉も、一生懸命話している青年、〈木こり〉の様子にちょっとだけ表情を柔らかくした。大男はあきれた顔で、木こりだと言い張る青年の、どう見ても羽振りのいい贅ぜい
 沢たく

 な衣装と、貴族的な顔立ちをみつめた。

　少女〈孤児〉と、中年婦人〈公妃〉と、貴族の青年〈木こり〉は三人で顔を見合わせて、楽しそうに微笑んだ。「……ちぇっ！」と、髭ひげ
 面づら

 の大男が舌打ちをした。とはいえ本気で怒っている風ではなくて、苦笑しているのだった。

「わかった、わかったよ。君らはみんな、真面目に自己紹介する気がないんだな。みんなしておかしな名前を名乗って、俺はまるで悪い魔法にかかってるような気分だよ」

「あら、わたしは本当にお忍びの公妃ですよ」

〈公妃〉が真面目な顔で抗議してみせた。

「はいはい、わかったよ。……どうせ俺たちは、たまたまこの列車で行き合ったどうしってだけの間柄だ。あの修道院のショーだって、見に行っていたことを周りに知られてかまわないやつもいりゃ、知られたらなにかと困る立場の客もいただろう。俺は、なんてことねぇ立場の人間だからさ、考えがいたらなかったよ」

　すねたように言って、また髭面をかいた。自分の泥だらけのブーツに視線を落とし、粗末なベストをごつごつとした両手で引っぱる。

　窓の外でまた雷鳴が轟いた。ピカッ──、と白い閃せん
 光こう

 がコンパートメントの中を不吉に染め上げた。

　大男の無骨な声が、低く響いた。

「それなら、俺は──〈死者〉だ」

　光に照らされて、髭に覆われたごつごつとした顔が、まるで銀皿に載せられた罪人の生首のように白々と浮き上がった。ちいさな瞳は血走って、まさに断末魔の表情で凍りついた不慮の死者そのもののようだった。

「もう数百年も前のことだ。おそろしい疫病、黒死病が流行はや

 ったころに、あの修道院で殺されたんだ。俺は死にたくなんかなかったのに、あんまりな最期を迎えたもんで、魂だけが死に切れず、長いあいだバルト海の暗い海面を、黒い涙を流しながら彷徨さまよ

 っていたのさ……」

　大男の声に重なるように、もう一つ、まだ年若い青年のか細い、どこかヒステリックな声色も聞こえるような気がした。

　修道院で死を遂げた、伝説の〈死者〉──。

　そして、彼を手にかけた、黒いマントの、黒死病の仮面──。

　大男は朗々と話し続けている。

「それ以来、数百年もの間、俺の魂はずっとあの修道院にとり憑つ

 いて、やってくる人間を呪っていた。世界グレート
 大戦・ウオー

 のときは、海面や砂浜に面白いほど舞い落ちるドイツ軍の戦闘機に、喜びの声を上げたもんさ。若い命を散らした、ドイツの少年兵士たち。だけどどの兵士も飛行機と一緒に黒焦げになったり、四肢をばらばらに散らして死んじまった」

　修道院に響く、中世から続く呪いの声。（呪われろ。呪われてしまえ。この城。この場所には、繰り返し、死、を──！）あまりに年若く、愚かで狭量であった、伝説の国王の、恨みに満ちた、冥界からの声……。

「ところがどの死者も、満足な身体を残してくれずに無残に死んじまってね。ようやく今夜、堤防が決壊したどさくさに、新しくて丈夫な死体をみつけた。どこからかショーを見にやってきた、この男さ。こいつはなんと、丈夫で力持ちだけど、山育ちなもんで泳げなくてね。うっかり溺おぼ

 れ死んだところに入りこんで、こうして数百年ぶりに、二本の足で歩き出したってわけだ！」

　大男のだみ声が響いた。

　──不吉な雷鳴が、しだいに遠のいていった。

　コンパートメントの中も、閃光が晴れてもとの薄暗さを取り戻した。列車は老人の歩みのようにこころもとなく揺れながら、夜を切り裂いて走り続けている。

　大男──〈死者〉は、話し終わると、どうかな、というように自信なさそうに一同を見回した。

「おぉ～！」

　と、〈木こり〉が拍手をすると、〈公妃〉も目め
 尻じり

 にしわを寄せて微笑んだ。

「なかなか迫力がありましたわ。ねぇ」

「ちょうどいい具合に、雷が落ちたおかげもあるけど、でもすごくかっこよかったですよ。なんだ、結局、あなたの話がいちばん出来がいいじゃないですか。ねぇ」

「そ、そうかい？」

　まんざらでもなさそうに〈死者〉は髭面をかいた。その顔には、ついさっき、閃光の中に浮かび上がった、すでに死んだ男のような不吉な面影はもう微み
 塵じん

 もなかった。

　それから〈死者〉は楽しそうな、でも残念でもあるような、なんともいえない顔をしてつぶやいた。

「だけど、今夜はまるで──〝仮面舞踏会の夜〟だな。皆の衆」

　一同を見回して、一人ずつの目をみつめる。

　どの顔もとたんに無表情になって、粗野な大男の髭面を黙ってみつめかえした。〈死者〉の声が不安そうにすこし大きくなった。大きな手の中で、国王や王妃などさまざまな人物が描かれたカードを扇形に広げてみせて、

「だって、そうだろう。俺たちはみんな本当の姿を隠して、まるでこのカードの柄みたいな、不思議な仮面を被かぶ

 って向かい合ってるんだ。誕生日を探す〈孤児〉に、お忍び旅行中の〈公妃〉。妹を捜す〈木こり〉に、彷徨う〈死者〉……。本当の姿は、互いに知らないままだ……」

　困ったように髭面をごりごりとかく。

　その顔を、ヴィクトリカは黙って興味深そうにみつめていた。

　金色の髪が夢のように垂れ落ちて、赤スグリ色をした豪ごう
 奢しや

 なドレスを取り巻いている。薔薇ばら

 の飾りが躍るミニハットは、夜の闇に咲く秘密の一輪の花のようだ。そのヴィクトリカに目をやって、大男、〈死者〉は軽い調子でなにか言おうとした。

　それから、ヴィクトリカをじっとみつめて、異様なうつくしさに改めて心打たれたというように口を閉じた。一同もヴィクトリカをみつめて、彼女の言葉を待った。

　なにも言わないので、〈死者〉が髭面を緊張させ、低い声で聞いた。

「それで、お嬢ちゃんは？」

「……むぅ？」

「いったい、あんたは何者なんだい」

　ヴィクトリカは、けぶる碧みどり

 の瞳ひとみ

 をうっすらと見開いた。唇をゆっくりと開き、低いしゃがれ声でささやいた。

「我らは、誇り高き太古の〈灰色狼〉と、大まぬけな〈家来〉だ」

　ピカッ──！


　雷光が白く輝き、コンパートメントを白く染めた。深い輝きを湛たた

 えた、しかしおそろしいほど無表情の碧の瞳が、閃光の中ですべてを見通すようにきらりと輝いた。

〈灰色狼〉という言葉に、誰かがびくりと身体を緊張させたのを一弥は感じた。さっき、〈孤児〉が赤い箱を落としたときに緊張したのと同じ人物じゃないか、と一弥は思った。でも、それが誰なのかはわからない。雷鳴がやんだときにはまたもとの空気に戻っていて、一同はリラックスして互いの顔をみつめていた。

　……と、一弥がはっと気づいて、反論した。

「ちょっと待ってよ。ぼくは百歩譲って〈家来〉でもいいとして、断じて大まぬけじゃないよ。国の代表でソヴュールにやってきたわけだから、しっかりしてるし、それに成績だって君よりいい。君、授業に出ないしテストも受けないから、言っとくけど、いばってたって、テストは毎回０点なんだからね。……イテッ！」

　ブーツのさきっちょで脛すね

 を蹴け

 っ飛ばされて、一弥は黙った。

　列車が揺れる。

　一弥が小声でつぶやく。

「でも、ほんとのことじゃないかー……。ヴィクトリカの万年０点魔……！」

　ヴィクトリカがなにか言おうとして口を開けて……。

　ちいさな形のいい鼻をひくつかせて……。

　深いエメラルドグリーンの瞳をぱちぱちさせ、ぷくぷくした両手のひらを、さくらんぼ色のお口に当てて……。

　その、物静かで思慮深い、表情らしきものが浮かんでいないひんやりとした美び
 貌ぼう

 をほんのすこぅしだけ、びっくりしたように緊張させて……。

　──ぐじゃ！

　と、おかしなくしゃみをした。

　一弥は目をぱちくりした。あわてて手のひらを、白い陶器のような、ヴィクトリカのちいさなおでこに当ててみる。

「熱は、ないな。ドレスが海で濡ぬ

 れたから冷えたんじゃないかい？　えっ、なに？　……きやすくぺたぺた触るな？　家来のくせに？　……それはすみませんでしたね。ヴィクトリカのいばりんぼ。……あれれ」

「ぐじゃ！」

「むぅ、ヴィクトリカ。そのくしゃみは、君、あやしいよ」

「……あやしくない」

「そういうところが、ますますあやしいよ。君、いまちょっとだけ返事が遅れたろ？　若干、自信がないときはそうなるんだよ。自分では気づいてないだろうけど、へへん、家来のぼくにはお見通しですよー、君。……君？」

「うるさいやつだ」

　ヴィクトリカは、倦けん
 怠たい

 と諦てい
 念ねん

 にけぶる瞳をわずかに見開いて、つまらなそうに返事をした。

「そうよ。あなたたち、着替えたほうがいいかもしれないわ」

〈公妃〉が母親のような言い方で口をはさんだ。一弥が、まったくです、とうなずきながら、いやがるヴィクトリカにあれこれと世話を焼く。

　そのときとつぜん、窓際で〈孤児〉が叫んだ。

「この中に敵がいるわ！」

　一弥も〈公妃〉もほかの人々も、あっけに取られて〈孤児〉を見た。身体を震わせ、目を血走らせて、少女はコンパートメントの中を見回していた。

　黒髪をふり乱して、目を恐怖に見開いて、

「わたしは誕生日を知る前に殺されてしまうんだわ。この中に、わたしを狙う敵がいるのよッ！」

　なごやかだった雰囲気が、しらけた。〈孤児〉は激しくすすり泣いて、座席の上で身体を震わせた。〈公妃〉があわてて、落ち着いてちょうだい、となだめ始めた。

「大丈夫よ。もしも誰かがあなたを狙ってるとしても、わたしじゃないわ。わたしのそばにいなさいな、あなた」

　その言葉に、〈死者〉と〈木こり〉が顔を見合わせた。〈死者〉はちょっと気を悪くしたように顔をしかめている。

「どうやらこの中に怪しいやつがいるらしいぞ。おまえじゃないか？」

「いやぁ、あなたのほうがいかにも怪しいですよ」

「む……。俺も、自分でそんな気がするよ。でも、好きでこんな大きな身体に育ったわけじゃないぞ。まったく……」

　つまらなそうな顔で、大男〈死者〉が吐息をついた。コンパートメントには〈孤児〉のヒステリックな泣き声が響いている。〈木こり〉は困ったように〈死者〉に肩をすくめてみせた。

〈死者〉が逃げるように立ち上がると、一弥に声をかけた。

「さっき、食堂車で給仕たちと話したんだけど、制服の替えがあるみたいだぞ。お嬢ちゃん、それを借りて、風邪をひく前に着替えちまいなよ。俺がうまく頼んでやるからさぁ」

「あ、ありがとうございます」

　一弥は立ち上がった。ヴィクトリカの手を引いて廊下に出る。

〈死者〉は薄暗い廊下を大おお
 股また

 で歩きながら、「おかしなやつらだな。まったく」と吐き捨てるように言った。

「〈公妃〉はどう見たって、普通の家庭にいるいい奥さんってところだ。それに〈木こり〉は貴族のおぼっちゃんにしか見えないし。俺だって、誰より丈夫なのに〈死者〉なんだしなぁ。まったく、おかしな夜だ」

　無骨な手の中でカードをなんどか切りながら、ため息をついた。それから振り向いて、髭ひげ
 面づら

 をごりごりとかく。

「だけど、考えてみりゃ……。君らがいちばんおかしな乗客だよ。子供が二人だけで修道院のショーにやってきたなんて、さ。どう見たって君らは、十四、五歳の少年と、それと、うーん……」

　ヴィクトリカを見下ろして、あまりの美貌に怖れをなしたように目をそらし、髭をかきながら考えこむ。ヴィクトリカがまた不機嫌そうに、

「……百十四歳だ」

「うぅーん、そうか。ま、〈灰色狼〉ならそうかもな……」

　小声で〈死者〉がつぶやく。

「それって、あれだろ。〝山奥におそろしく頭のいい灰色狼の村がある〟っていう怪談から思いついたんだろ。俺もその話はよく知ってる。子供のころ、さんざん聞かされたもんな」

〈死者〉はごりごりと髭面をかいて、また歩きだした。

　廊下にも人があふれて、混んでいた。食堂車につくと〈死者〉が、黒と白の制服を着た給仕係に屈託なく話しかけた。どうやらすぐに打ちとけるひとなつっこい性格らしく、給仕も愛想よく〈死者〉とおしゃべりをした。

　振り向いて、

「制服、貸してくれるってさ。ほら、風邪ひいちゃいけない」

「ありがとうございます……」

「おまえも、海で濡れたんだろ。ほらよ」

　一弥は自分用の男物の服と、ヴィクトリカ用の女物のエプロンドレスを受け取って頭を下げた。化粧室をみつけて、自分も着替え、ヴィクトリカにも着替えさせる。

　着替えているあいだ、見張りのために化粧室の前に立った。両足を肩幅ぐらいに広げて、両手を身体の後ろで組む。姿勢を正して、年若い軍人のような姿で立っていると、化粧室の中から衣きぬ
 擦ず

 れの音や、絹のリボンをほどく音、それから心配でたまらない、ぐじゃっ、というちいさなくしゃみが聞こえてきた。

「ヴィクトリカ、だいじょうぶ？」

「む」

「ぼく、ここにいるからね？」

「知っている」

　衣擦れの音が続いている。

　ぱさり、とドレスが床に落ちる音。

　ブーツが床で立てる、乾いた音。

　やがて、エップロンだ～、エップロンだ～、という、かすかな、鼻歌のような低い声も聞こえてきた。

　一弥はうっかりつられて、一緒に、エップロンだ～、と小声で歌った。「……君、黙りたまえ」と怒られて、あわてて口を閉じた。

　周りにほかの人がいないので、一弥はヴィクトリカに気になっていたことを聞いてみた。

「ねぇ、ヴィクトリカ。さっきあの女の子──〈孤児〉が床に落とした赤い箱、見ただろ？」

「うむ」

「あれ、なんだろう……」

　一弥は、海に沈んだあの修道院で、ヴィクトリカの母コルデリア・ギャロと邂かい
 逅こう

 していた。コルデリアは灰色狼の村として知られる山奥の〈名もなき村〉で生まれ育った。その村を追われてソヴレムに出て、踊り子となった。そこでブロワ侯爵にみつけられ、ブロワ城に囚とら

 われてヴィクトリカを産んだ。その〈名もなき村〉の、コルデリアが住んでいた家の床下に隠されていた形見箱という箱を、コルデリアのパートナーである赤毛の男、ブライアン・ロスコーは村に出向いて持ち出した。そして十年前、修道院に隠した。

　コルデリアは、修道院からその形見箱を持ち出して一足先に去った。まぎらわしい偽物をおいていく、と言い残して。形見箱は、赤くて、ちいさくて……さっき〈孤児〉が床に落としたのとそっくりの箱だった。

「あれが、コルデリアさんがおいていった偽物の箱なのかしらん。だけど、ヴィクトリカ。形見箱っていったいなんだろう？　コルデリアさんは、オカルト省と科学アカデミーが必死で捜す、とんでもないものだと言っていたけれど……」

　一弥がつぶやいたとき、食堂車のドアが開いて、〈死者〉がご機嫌な顔つきで戻ってきた。食堂車で一杯やったのか、頰がかすかに赤かった。一弥の声がすこし聞こえたらしく、

「おぅ、〈家来〉くん」

　と、近づいてきて一弥の肩を叩たた

 いた。

「いま、形見箱って言ったか？　なんだよ、若いのにずいぶん古い言葉を知っているなぁ」

「えっ、古い言葉？　もしかして形見箱を知ってるんですか」

「おぅ。なにしろ俺は大昔の〈死者〉だからな。昔の風習には詳しいんだ。……いやぁ、いまのは冗談だよ。でも、なつかしいな。子供のころに聞いて以来だ」

　化粧室の中でも、ヴィクトリカがちいさな耳をぴくんとさせて、耳を澄ましているのがわかった。一弥は聞いた。

「ぼく、その言葉を聞いたことがあるだけなんです。でも、形見箱っていったいなんなんですか？」

「なんだ、そうなのか。そりゃあそうだよな……」

〈死者〉は照れたように笑った。

「俺が育った東欧の村じゃ、昔はよく形見箱をつくったらしいんだよ。形見箱ってのは、つまり、そいつの人生そのものさ。大きな家の跡継ぎの長男しかつくらないらしいけどね。生まれたときに箱を一つもらってさ、そこに自分の〝歴史〟そのものを入れていくらしいんだ」

　声が不思議な哀感を帯びて廊下に響いた。なつかしむように、怖れるように〈死者〉はゆっくりと続けた。

「そのうち箱はいっぱいになっちまってね。満杯になったときに、その男の寿命もやってきて、そして静かな死が訪れるってわけだ。どんな偉大な精神の持ち主も、頼りにされる一族の長おさ

 も、箱の大きさ以上に長く生きることは許されない。そして男が死ぬと、棺ひつぎ

 に形見箱も一緒に入れられる」

「へぇ……」

「つまり形見箱ってのは、ちいさな箱に縮められた、一人の男の生きた証あかし

 さ。極めて個人的な神話とでもいうべきものだね。昔、じいさんが死んだときに箱を見たけど、中身まではどうなってるのか知らないんだ。いまじゃ誰もやらない、古いにしえ

 の風習だしな。昔々、人生にもっと深い意味があった時代の、古きよき、小さくて底なしに深い、人生の箱、だ」

　酔っ払った赤い顔をして〈死者〉は笑うと、「じゃあな。先に戻ってるぜ」と大きな手を振って、廊下を遠ざかっていった。

　それを見送っていると、化粧室の中からヴィクトリカがつぶやいた。

「混沌カオス

 だな」

「ん？　どしたの、ヴィクトリカ」

「……教養のある男だ。少なくとも精神は、だが。どう思うかね、久城。彼の粗野そのものの外見と、服装。そしていま語っていた声に、隠せず残響していた、ある種の知性と教養というべきものの気配だ」

「そういえば、そうだね。あの人がぼくらに与える印象は二通りあって、その二つにはずいぶん隔たりがあるみたいだ」

「外見と内面がどうも合致していないのだ。あたかも、そう……」

　化粧室のドアがゆっくり開いた。ちいさな両手で、ドアがなかなか開けられないようなので、一弥が手をそえてやった。ヴィクトリカはちいさな薔薇ばら
 色いろ

 のほっぺたをふくらまして、体重をかけて、一生懸命ドアを押していた。

　押しながらも、老女のような深く暗く、しわがれた声で、

「あたかも、そう……死者の身体に、別人の魂がむりに入ったよう……だっ！」

　ドアが開いて、ヴィクトリカが廊下に転がり出てきた。勢いあまって、立っていた一弥に突進して、お腹の辺りにおでこをぶつけて、両手をばたばたさせる。一弥にそっと支えられて、転ばずになんとかその場に立つと、えらそうに胸をはって一弥を見上げた。

　豪ごう
 奢しや

 な赤いドレスを脱いで、黒と白のシンプルなエプロンドレスに着替えたヴィクトリカは、生来の凄すご

 みのある美び
 貌ぼう

 と、絹糸のように垂れ落ちる金色の髪が映えて、輝くばかりだった。碧みどり

 の瞳ひとみ

 は聡そう
 明めい

 な、悠久の時を生きた野生動物のように静かで、ひんやりと輝いていた。その瞳に映るのは、知性と、倦けん
 怠たい

 、そして──かすかに見え隠れする、きらきらして透明ななにか。

　野生動物の尻しつ
 尾ぽ

 のような金の髪が、あまりに誘うように輝いているので、みつめあっていた一弥は、思わず手を伸ばして、その毛先に、そうっ──と、触れた。

　天上の絹の如き、やわらかでしっとりとした手触りだった。でも。

　……怒られた。

「触るな！　下僕」

「……ごめんなさい。えっ、いや、下僕じゃないよ。触ったのは、君の髪があんまりきらきらしてたから、つい胸がいっぱいになって……。けど、ぼくは断じて、誰の下僕でもないよ。ちょっと、こら、ヴィクトリカ。いばりすぎると、転ぶよ。気をつけて、君」

　勝手にすたすた歩いていくので、ヴィクトリカが、うつくしい赤い蛇が脱皮したかのようにその場に残したトーションレースとフリルのかたまり──豪奢なドレスと輝くミニハットをかきあつめて、大切に抱えた。それから、抱えこんだ赤いレースとフリルに視界を遮られながらも、ぶつぶつ文句を言いながら友達の後を追った。

　フリルは空気を得てふくらむように、一弥の腕の中でふかふかと嵩かさ

 を増していく。帽子が腕から落ちそうになって、一弥はあわてて、床に落として汚してしまわないように、自分の頭にそっと載せた。黒と白の給仕服に、頭にかしいで載る赤いミニハット。興味なさそうにむっつりとして振り向いたヴィクトリカが、一弥の姿に、つめたい碧の瞳をわずかに見開いた。

　うつくしく、しかし冷酷にけぶるちいさな顔が、かすかにゆがむ。……笑ったのかもしれない。

「君、頭に花が咲いているぞ。ぷくく」

「ぷくく、じゃありません！　まったく、君はいつも散らかしっぱなしで。いったい誰が片付けると思ってるんだろ」

「君だろう」

　ヴィクトリカが、当然だというように、不思議そうに返事をした。一弥もため息混じりにうなずいた。

「そうなんだよね……。でも、どうしてなのかしらん……」

「君が几き
 帳ちよう
 面めん

 な片付け魔だからだ、ろ、う……。んっ？」

　ヴィクトリカが、ちいさな形のいい耳をぴくぴくっ、とうごめかせた。一弥も気になって、ヴィクトリカと一緒に耳を澄ませた。

　どこからか、ガーッ、ピーッ……
 と、不吉に機械的な音が響いてきた。

　揺れるオールド・マスカレード号の轟ごう
 音おん

 にかき消されながらも、冥めい
 界かい

 から響くような不気味な声が、耳を澄ますヴィクトリカと、ミニハットを被かぶ

 った一弥に届いた。

〈助けて、タス、ケテ……〉

　それは、若い女の声だった。

　苦しそうな、寂しそうな、黄泉よみ

 の国から届く声──。

　ガーッ、ピィィーッ……
 と機械の立てる音も響いている。

〈おにいちゃん、助けて、はやく、タ、ス、ケ、テ……！〉

　ヴィクトリカと一弥は顔を見合わせた。

　と、二人が立っていたすぐ近くのドアがとつぜん、乱暴に開いた。貴族的な顔立ちに、羽振りの良さそうな服装をした青年──〈木こり〉が、まるで見えない手に押されたように飛び出してきた。廊下に膝ひざ

 をついて、肩をわななかせながら、大きくなんども深呼吸している。

「あの……どうかしましたか？」

　一弥の声に、〈木こり〉はギクリとして、顔を上げた。

　その顔には、見たこともないほど強い恐怖がはりついていた。灰色の目を見開いて、薄い睫毛まつげ

 を小刻みに揺らし、色のない唇はまるで、悲鳴を上げたまま氷の女王の息吹で凍らされた若き旅人のように、凝り固まって動かすことさえできないのだった。

　まさに亡霊を見たような顔だ。さっきまでのにこやかで感じのいい青年とは別人のようで、生気を失い、とつぜん百歳も年を取ったかのようだった。一弥はゾクッと寒気を感じて、思わずヴィクトリカと〈木こり〉のあいだにそっと割って入った。その後ろからヴィクトリカがぴょこんとちいさな頭を出して、〈木こり〉の顔をじっとみつめた。

「あ、あ、いや……。いや、その」

〈木こり〉はあわてて立ち上がると、埃ほこり

 を払い落とした。冷静を装うように気弱に笑って、

「見苦しいところを、見せちゃって。やだなぁ」

「いま、なにか声が聞こえたような……」

「こ、声？　いや、それは知らないね。ぼくの、その、独り言かもしれない。じつはぼく、はずかしいんだけど、列車が苦手でね。乗ると必ずこうやって気分が悪くなってしまうんだ。恰かつ
 好こう

 悪いから隠れてたんだけど、よりによって年下の子にみつかっちゃうとはね」

「列車が苦手なんですか……？」

「うん。昔、子供のころに両親が、列車事故でね……。それ以来なんだ。でも、もう大丈夫さ」

　ふらつく足取りで、〈木こり〉は廊下を遠ざかっていった。それを見送っていた一弥は、はっ、と、ヴィクトリカの姿が見えないのに気づいた。あわてて「ヴィクトリカ？」と呼びながらきょろきょろすると、いま開いたドアの向こうからかすかに、返事のような、うめき声のような、合図のような声が聞こえた、気がした。

「ヴィクトリカ？　なにしてるのさ、君……？」

　覗のぞ

 いてみる。

　ぴょこん、と顔を出した赤いミニハットと、一弥の顔を振り返って、ヴィクトリカはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……通信室のようだ、君」

　言われて一弥も、狭い部屋の中を見渡した。どうやら人が一人ようやく入れるぐらいのスペースの通信専門の部屋のようだった。いまはなんの音もせず、しんと静まり返っている。

「さっき、へんな声が聞こえたよね……。空耳なんかじゃないと思う。それに〈木こり〉の声でもなかったような気がするけど……」

　一弥がつぶやいた。

「うむ」

「おにいちゃん、助けて、って聞こえたけど。なんだったんだろう。そういえば、あの人……冥界の王に連れ去られた妹を捜してる、なんて言ってたね。作り話とばかり思ってたけど。さっきの〈死者〉が持つ二面性といい、今夜はなんだかおかしな感じだよ、ヴィクトリカ」

「む」

　そういうヴィクトリカと一弥も、本当に伝説の灰色狼の末まつ
 裔えい

 であり、心優しきその従者なのだ。

　列車が右に一度、大きく揺れた。それから、左にも、一度。

　汽笛が甲高く鳴った。

　窓の外で、闇がいちだんと濃さを増した。黒い雲が流れて月が陰り、夜に漆黒のヴェールを被せたような、物寂しく不吉な闇がオールド・マスカレード号の周囲に立ちこめていた。

　ヴィクトリカと一弥は顔を見合わせ、同時に同じ方向に首をかしげあった。ヴィクトリカの金髪がさらりと床に垂れ落ちた。一弥の頭に載った赤いミニハットも、ちょっとかしいで、中世の騎士が被る帽子みたいに頭の上で斜めになった。

　一弥が不安そうな声でつぶやく。

「今夜はとてもおかしな〝仮面舞踏会の夜〟だね、ヴィクトリカ。〈死者〉が言うとおり、みんな仮面を被って変装しているようなものだけど、その仮面を取っても、もしかしたら、仮面とおんなじ顔が現れるかもしれないなんてさ」

「一人だけ、確実に噓をついてる人物がいるぞ」

　ヴィクトリカが通信室を出て、ぴょこぴょこと歩きだした。真っ赤なフリルのかたまりを抱えて、頭にミニハットを斜めに載っけて、一弥もあわてて小走りで後を追う。

　窓の外で夜が更けている。もう真夜中なのだ。

「ぼくにだってわかってるよ。〈公妃〉のことだろう？　あの人はまさか、ほんとうの話をしてたわけじゃないだろうしね。それに落ち着いた感じの婦人だし。ただ、あの女の子に話を合わせたんだよね」

「いや──」

　ヴィクトリカは短く答えた。

「噓をついているのは、──〈孤児〉だ」

「……えっ？」

　ヴィクトリカは振り向いた。

　千年の時を生きた、太古の生物の如き静かな瞳ひとみ

 が、一度、瞬またた

 いた。

　一弥はおどろいてヴィクトリカをみつめかえした。

「あの子が？」

「うむ」

「でも、いちばん本気で話しているように見えたけど？」

「おそらくあれは演技なのだよ、久城。だが、混沌カオス

 の欠片かけら

 がたりない。まったくもってたりないのだ。だからまだ再構成することができない」

「でも……」

「たりないったら、たりないのだ！」

　ヴィクトリカはエメラルドグリーンの瞳を瞬かせて、繰り返した。癇かん
 癪しやく

 を起こして、地団駄を踏むように銀のブーツの靴音を響かせた。ちいさな音がなんどか鳴った。一弥の頭に載った赤い薔薇ばら

 のミニハットが、さらにちょっと、横にかしいだ。

「戻るぞ、我が下僕」

「うん。……あの、下僕っていうのはさ、君」

　文句を言いながらも、一弥はあわててヴィクトリカの後を追った。

　窓の外で、黒ずんだ不吉な海が、ざばり、ざばりと暗い波を寄せては返していた。





　コンパートメントに戻ると、〝仮面舞踏会の夜〟に同乗した四人の乗客は思い思いにくつろいでいた。〈死者〉と〈木こり〉は二人でカードを切って遊んでいたし、〈孤児〉はというと、疲れきったようにぐったりして〈公妃〉の肩にもたれていた。ときどきぶつぶつと独り言を言っている。その〈公妃〉はというと、膝にひろげた婦人雑誌をめくって、熱心に読んでいた。

　一弥は、目を閉じている〈孤児〉をうかがうようにみつめた。疲れきり、精神が消耗したようなその顔つきに、（でも、噓をついているようには見えないけれど……）と首をかしげる。なにか気づくことはないかと熱心にみつめ続けていると、〈公妃〉がその視線に気づいて、うかがうように一弥を見上げた。それに気づかず、一弥は〈孤児〉をみつめ続けている。

　と……。

　──ばちん！

　とつぜん誰かに、顔を叩たた

 かれた。

　一弥はびっくりして、目をぱちくりとした。ほかの乗客もいまの音におどろいたように、一斉に顔を上げて一弥を見た。

　一弥の前で、顔を真っ赤にして背伸びをして、ヴィクトリカが両手を伸ばしていた。黒と白のエプロンドレスの裾すそ

 が揺れて、銀のブーツが、うんしょ、と背伸びしたせいでぷるぷるしているのが見えた。ヴィクトリカはぷくぷくしたちいさな手をいっぱいに広げて、もう一回、一弥の顔を、

　──ばちーん！

　さっきよりいい音を立てて、叩いた。

「いたい！」

「うむ！」

「……うむ、じゃないよ、ヴィクトリカ。いったいなんなんだよ。ぼくのなにが気に入らないのさ。紳士の顔を、いきなり正面から叩くなんて」

「うむ！　それはだな、君！」

　説明しようと口を開きかけて、ヴィクトリカは急に面倒くさそうに、さくらんぼみたいなちいさな唇を閉じた。興味をなくして横を向きかけて、ふいにまた一弥を見て、あっと叫んだ。

　──べちっ！

「いたい！　なんのつもりだよ。いたいってば」

　──べちっ、ばちっ、ぼこん！

　ヴィクトリカが両手を伸ばして、ほっぺたを真っ赤にして一生懸命、顔や、首や、背中を叩くので、一弥はせまいコンパートメントの中をあっちにこっちに逃げ回った。あきれ顔で二人を見上げていた〈死者〉がなにか言いかけたが、まぁいいかと言うように口を閉じて、またカードに意識を戻した。

　しばらく一弥が逃げ回っていると、〈死者〉と〈木こり〉が誘い合い、食堂車で葡萄ぶどう

 酒でも飲もうと立ち上がった。二人が出て行くと、一弥を追いかけ回していたヴィクトリカは両手をおろして、満足そうに言った。

「ふぅ！　もういいぞ、久城。座って、せいぜいゆっくりしたまえ」

「……ゆっくりしたまえ、じゃないよ。なんなんだよ、いったい！」

「なにって……君から、危機が去ったのだ」

　ヴィクトリカは不思議そうに一弥を見上げて、当然だという顔をして、言った。自信満々でちいさなほっぺたをふくらませ、なんの疑いも持たない澄んだ瞳をして一弥をみつめている。

　一弥は首をかしげた。

「どうして君は、そうやっていつも、ぼくを叩いたり蹴け

 っ飛ばしたりするのさ」

「……け、蹴っ飛ばしたりなんてしてないぞ」

　自信満々に輝いていたヴィクトリカの顔が、ゆっくりと陰った。うつむいて、しょんぼりと肩を落としている。一弥は不機嫌になって、

「そりゃ、いまは蹴ってないけど。でも、いきなり叩くなんてどういう了簡だい、君？　紳士の顔というものは、ご婦人からもっと尊敬されてしかるべきものだよ。それなのに、君ったら。答えによっては、ぼく、怒るよ」

「…………
 」

「君ね、人の顔をいきなりひっぱたく、どんな正当な理由があるのかわからないけどもね、言ってごらんよ。ほら、ほら」

「……うるさい。もう、いい」

　ヴィクトリカはふくれっ面をして、どすんと座席に腰かけた。一弥もそのとなりに座って、ヴィクトリカにぷいっと背中を向けた。

　そのまましばらくどちらも黙っていた。列車は揺れて、走り続けている。夜はどんどん更けて、二人の向かい側に座る〈孤児〉と〈公妃〉も眠そうに目を瞬かせ始めた。〈公妃〉の膝ひざ

 から、ばさりと雑誌が床に落ちた。

　一弥はそれを拾って、優しい仕草で、そっと膝に戻した。

　それからヴィクトリカをちらりと見る。

「ヴィクトリカ。……ごめんなさいは？」

「…………
 」

　ヴィクトリカは返事をしなかった。

　身動き一つしないので、もしかして眠っているのかな、と一弥は思案顔になった。身を乗り出して、金色の髪に隠されたちいさな横顔をそっと覗のぞ

 きこむと……。

　ヴィクトリカは碧みどり

 の瞳いっぱいに涙をためて、黙っていた。ほっぺたはふくらんで、ぷっくりしている。瞳は悲しみにうるみ、ほっぺたは傷つけられた誇りに赤く染まって、そのうえ、きゅっと結んださくらんぼみたいな唇からは、断じて一言も口を利くまいという強い意志が見て取れた。

「な、なんだよ、その顔は？」

　一弥がとまどって、聞いた。

「…………
 」

　ヴィクトリカは返事をしない。かすかに低い声でうめいたような気もするが、言葉は発しようとしなかった。

「まったく、君ってわからない人だなぁ。なんでまたそんな、複雑怪奇なお顔をしてるのさ、君。もしもし、ヴィクトリカ？」

「…………
 」

　返事がないので、人差し指の先でほっぺたをつついてみる。すると、がうっ、と仔こ
 狼おおかみ

 の吼ほ

 え声にも似た、短い低い声で抗議された。一弥はあきらめて、自分もすねたように頰ほお
 杖づえ

 をついた。

「わかったよ。わかりましたよ。ヴィクトリカ、君はなぜかいまとても不機嫌で、なおかつぼくに怒ってるんだけど、その理由はぜったい教えないぞ、ってところだね。それじゃ、ぼくだってどうしたらいいかわからないよ。まったく、君ってほんとに子供っぽいんだから」

　ヴィクトリカの瞳が、ちょっとだけ大きく見開かれた。でもまた、知らんぷりしてぷいと横を向いた。悲しそうな、涙のたまる目元が気になったけれど、一弥は立ち上がって、

「ぼく、食堂車に行ってくるよ」

「…………
 」

　ヴィクトリカは、立ち上がった一弥の後ろ姿に目をやって、ほんのすこし寂しそうな顔をした。でも、コンパートメントを出ようとした一弥が気にして振り返ったときにはもう、再びそっぽを向いて頑固に知らんぷりをしていた。

　一弥は、ちぇっ、とちいさくつぶやいた。

「じゃあね。──いばりんぼのヴィクトリカ」

　ドアを閉める。

　一弥は、揺れる列車の廊下を歩きだした。

　甲高い汽笛を背中で聞いた。夜更けを迎えた廊下は、灯あか

 りを落として薄暗かった。

　いつのまにか雷鳴は遠のいたようだった。夜は静けさに満ちていた。
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「ちぇっ……
 。ヴィクトリカったら、思いっきりひっぱたくんだから……」

　薄暗い廊下を歩きながら、一弥はなんどもため息をついた。

　血のように赤い絨じゆう
 毯たん

 はふかふかしていて、靴の底越しに、足の裏になんだか気味の悪い感触を伝えてきた。橙だいだい
 色いろ

 に輝いていた洋灯ランプ

 もいまは光を落として、薄明るい夕闇のようにこころもとなく一弥を照らしていた。

　列車は右に、左に、ときおり大きく揺れた。汽笛が甲高く響いて、動物の夜鳴きのように尻しり

 すぼみに、夜の闇に吸いこまれて途切れていった。

「まったく。理由もなしに叩たた

 きまくるなんて、どういうことだろ」

　一弥はぶつぶつと文句を言いながらも、廊下を歩いて食堂車に入った。

　白いテーブルクロスが輝く幾つかのテーブルに、人々がひしめいていた。今夜は列車のどこもかしこも人があふれて、混み合っている。給仕の制服で入ってきた一弥に、顔を赤くした中年紳士が大声で、

「君、葡萄酒とウイスキーのおかわりを！」

　一弥はあわてて、給仕ではないのですと言いながらテーブルを離れた。「そうだった。ぼく、この服を着てるんだった。ここにいたらまぎらわしいな……」とつぶやいたとき、誰かに強く腕を引っぱられた。

「ぼく、給仕じゃ、なく、て……。なんだ、〈死者〉さんと〈木こり〉さんでしたか」

　獅し
 子し

 の足を象かたど

 った凝ったデザインの丸テーブルに、髭ひげ
 面づら

 の大男と貴族風の青年が座って、カードに興じていた。国王や王妃の暗い横顔、死神めいた黒くろ
 尽ず

 くめのジャックなどの柄がテーブルに散らばっている。〈死者〉は一弥を空いている席に座らせると、葡萄酒をぐいっと呷あお

 った。

　列車は揺れて、走り続けている。

　汽笛が細く高く響いている。

「おや……、あの二人もきましたよ」

〈木こり〉が顔を上げてつぶやいたので、一弥は顔を上げた。食堂車のドアを開けて、〈公妃〉が〈孤児〉を連れて入ってきたところだった。〈木こり〉が女二人に手を振って合図をすると、こちらに近づいてきた。〈公妃〉がにっこりして聞いた。

「ご一緒してもいいかしら？　どうも目がさめてしまって」

「もちろん。どうぞ」

「ありがとう」

〈木こり〉が気を遣って椅子をずらし、丸テーブルに二人は座った。それからグラスが配られた。大人三人は葡萄酒を、一弥と〈孤児〉は水を飲み始めた。

　一弥がそわそわとして、なんどかドアのほうを振り返った。カードを切り始めた〈死者〉に、

「連れを一人で残してきちゃったから、ぼく、戻ります。〈公妃〉と〈孤児〉さんがここにいるってことは、友達が一人でコンパートメントにいるんだろうから……」

「もう、眠ってるんじゃないか。夜更けだぜ」

「あら、あの子なら起きてましたよ」

〈公妃〉が言った。

「誘ったんだけど、黙ってぷるぷる首を振ったから、おいてきちゃったの。なんだか、一人でいたそうに見えたから」

「……そうなんですけど。いつも、そんな感じなんですけど。でも」

　一弥はなにか言いかけて、口を閉じた。

　あの子は……、ヴィクトリカ・ド・ブロワは怖ろしいほど頭がよくて、その頭脳と一日遊んでいて、たった一人で山ほどの書物を読んで、ときどきお菓子を食べて、過ごすけれど……。あの子は一人が好きだけど……。でも、ほんとうは寂しがり屋なんだ……。

　いまでは一弥は、ヴィクトリカという難解な、迷路の如き頭脳を持つ友達のことを、もしかしたら、とそんなふうに理解していた。それがほんとうなのかはわからないけれど、あの子は図書館塔の迷路階段より複雑怪奇で、大いなる謎だけれど、でも、なんだかそんな気がしてしまうのだ……。

　一弥は様子を見に戻ろうと、急いで立ち上がった。そのとき大きな力で腕をつかまれて、椅子に戻された。一瞬、〈死者〉のごつごつした手につかまれたのだろうと思ったが、考えてみれば〈死者〉は一弥の正面に座っているのだった。手が届く距離ではなかった。

　おどろいて自分の腕を見下ろすと、ほっそりと華きや
 奢しや

 で、青白く不健康な手に、痛いほど強くつかまれていた。

〈孤児〉の手だった。暗い青色の瞳ひとみ

 が瞬またた

 いて、一弥を睨にら

 んでいる。

「なんですか……？」

「まだ帰らないで。ゲームをしましょうよ、みんなで」

「ゲーム？」

〈死者〉がカードを切る手を止めて、興味深そうに〈孤児〉を見た。

「いいね。ちょうど、カード遊びにもいい加減あきてきたところだ。どうせこんな夜じゃ眠れないし。あんたの言うゲームをやってみようか。どんなのだい？」

「干し葡萄ぶどう

 取りゲームよ」

〈孤児〉がグラスの水を一口飲んで、言った。〈死者〉と〈公妃〉が同時にうなずき、一弥と〈木こり〉が首をかしげた。〈公妃〉が代わりに説明する。

「東欧でよくやる遊びよ。でも、なつかしいわね。冬のあいだによく家族でやったものよ。雪に閉じこめられて外に出られない時季に、姉たちと遊んだものだわ。あのね、まずボウルにたっぷりの干し葡萄を入れて、熱いブランデーを注いで……」

〈木こり〉がかいがいしく立ち上がった。ぱたぱた小こ
 股また

 で走って給仕のもとに行き、干し葡萄を入れたボウルを持って戻ってきた。〈死者〉も立ち上がったかと思うと、大股でどすどす歩いていって、目に沁し

 みるほど熱したブランデーを持って戻ってきた。

　干し葡萄の上からたっぷりとブランデーをかける。

「干し葡萄に熱いブランデーを注いで、火をつけるの。そうして、あちち、と言いながら火の中の葡萄を取って、食べながら願い事を言うのよ。葡萄を取るのもひやひやして楽しいし、人の願い事を聞くのもなかなかおもしろいものよ。家族でやっても、お互い、意外な発見があるものでね」

〈公妃〉はなにかを思い出すような、あたたかな声でつぶやいた。大切な家族を思い出しているような、穏やかな微笑を浮かべている。〈死者〉も「そうなんだよな……」とつぶやいて、なにかをなつかしむように目を細めた。

　ブランデーに火がつくと、薄暗い食堂車の中でそこだけが不吉に青白い炎とともに浮き上がった。風にはためくタフタ生地のように、青い炎は薄く、風もないのに右に左に不吉に揺れた。

「あの、ぼく……」

　ヴィクトリカのことが気になってそわそわとする一弥に、〈公妃〉は気遣うようににっこりして「すぐ終わるわ。ちょっとだけやってごらんなさいよ。そしたらコンパートメントに戻ればいいわ」と言うと、葡萄酒を一口飲んだ。

　一弥も仕方なくうなずいて、水を一口飲んだ。

　汽笛が遠くで鳴った。

　葡萄酒の空瓶をテーブルの上で回すと、瓶の口が〈木こり〉のほうを向いて止まった。「あなたからよ」と〈孤児〉が低い声で言う。〈木こり〉がびっくりしたように、

「えっ、でも、ぼく、やったことないんだけど」

「だいじょうぶ。ぱっと手を入れれば、熱くないわ。一瞬よ」

「うーん、なんだかこわいなぁ……」

〈木こり〉はぶつぶつと言いながらも、えいっと思い切って炎の中に手を入れた。

　あちち、とつぶやきながら干し葡萄を一粒取って、口に入れる。

　みんな、じっと〈木こり〉をみつめている。視線に気づいて〈木こり〉は照れたようにちょっとうつむいて、

「ええと、食べましたよ……」

「願い事を言うのよ」

「そっか。じゃ……。冥めい
 界かい

 の王に連れ去られた妹が、無事にみつかりますように、かな……」

　暗くて哀感のこもった声だった。つられてテーブルがしんと静まり返った。一弥はふと、さっき廊下を通ったときに聞こえた気がした、不思議な声のことを思い出した。おにいちゃん、タスケテ……。あれはいったいなんだったのだろうか……？

　その重苦しい空気を変えるように、〈公妃〉が元気よくボウルに手を入れた。あちち、と言いながら干し葡萄を口に入れて、

「じゃ、わたしは……追っ手にみつからずに、楽しい旅を続けられますように！」

　そう言って、にっこりした。

　それから、〈孤児〉のグラスをみつめながら真剣な顔をして、つぶやいた。

「でも、このまま旅を続けていたら、だんだんわたしの王国がなつかしくなってしまうにちがいないわ。冬になると海水が白くなって、空一面が潮に染まるの。不思議な、わたしの国。民はわたしを待っていることでしょうね……」

　テーブルはまた静まり返った。やりすぎだよ、というように〈死者〉があきれ顔をした。〈公妃〉は目め
 尻じり

 に涙を浮かべ、しんみりとして黙ってしまった。

〈死者〉がため息混じりに、

「つぎは俺の番だな」

「ええ」

　しかめっ面をしながら、でもかなり大胆な仕草でボウルに手を入れると、何粒も口に放りこんだ。むぐむぐと咀そ
 嚼しやく

 しながら、

「じゃ、俺は……墓守にみつからずに、君ら生者とともに楽しく旅が続けられますように！　……かな？　しかし、こりゃ熱いな。口の中をやけどしちまったよ。うわっ！　あっちち！」

〈木こり〉があきれたようにその肩を叩たた

 いた。

「食べすぎですよ。一粒だけならなんてことないのに」

「腹が減ってきたのかもしれんな。ははは」

　一弥は青白い炎をみつめながら、願い事になにを言おうかと考えていた。このままなにごともなく、ヴィクトリカと一緒に、無事に聖マルグリット学園に戻れますように、というのがいまの一弥の願いだった。よし、それを言おう、と決めたとき、となりに座る〈孤児〉が、つかんでいた一弥の腕をようやく離した。一弥の腕の、ぐいぐいとつかまれていたところが赤く染まっていた。

〈孤児〉がボウルに手を入れて、一粒、干し葡萄を手に取った。

　炎の中から細い手が出てくる。

〈孤児〉が干し葡萄を口にふくんだ。

　嚙か

 む。

　咀嚼して、水を飲み、青白い顔に一瞬、微笑を浮かべた。色のない唇を開いて、なにか言いかける。また笑ったように見える。ヒクッ、と喉のど

 が痙けい
 攣れん

 する音がして、笑いがヒステリックにゆがんだ。

　笑っているのではない。喉を押さえて、おどろいたような顔をして……。

　苦しみ始めた。

〈孤児〉は立ち上がり、つぎの瞬間、猫足の椅子ごと派手に後ろに倒れた。〈公妃〉が細く悲鳴を上げた。〈木こり〉はギョッとしたように飛び上がって、テーブルから後ずさった。〈死者〉は大きな声を上げて立ち上がった。

　喉を押さえて、〈孤児〉は苦しみ続けている。格子縞じま

 柄のスカートが、震える脚に合わせてぶるぶると揺れた。裾すそ

 がめくれあがり、青白く不健康な肌色をした脚が片方、あらわになった。一弥はアッと叫んで、それに釘くぎ
 付づ

 けになった。

　青白い太ふと
 股もも

 に、女の子には似合わない無骨な黒いホルスターが見えた。ずっしりと重く、冷たい回転式拳けん
 銃じゆう

 が一丁、輝いていた。

（銃を隠し持ってる……！　でも、いったいどうして、こんな女の子が銃なんかを……？）

〈孤児〉は苦しみ続けている。

　青白い顔の中で、瞳ひとみ

 がおおきく見開かれている。

「あなた、どうしたの!?
 」

〈公妃〉が抱き起こした。「誰ッ！　誰が、わたしの、干し葡萄に……毒、を……！」途切れ途切れに叫ぶと、〈孤児〉はふらふらと起き上がった。支えようとする〈公妃〉をおそろしい力で突き飛ばすと、ふらつきながらも走りだした。

「〈孤児〉？　いったいどうしたの、どこへ？」

「誰かが、わたしに毒を。渡すもんか。誰にも形見箱を渡すもんか。それなら、列車もろとも消えてしまえばいい！」

〈孤児〉は食堂車を出ようと、よろめきながら遠ざかっていった。スカートをまくりあげて、太股のホルスターに手を伸ばしたのが見えた。〈公妃〉と〈死者〉があわてて後を追った。羽交い絞めにしようとした〈死者〉に、一弥は思わず叫んだ。

「気をつけて！　その子、銃を持ってる！」

「……銃ぅ？　なんだって、女の子が銃を持ってんだ？」

　振り向いた〈死者〉が啞あ
 然ぜん

 として聞き返した。そのあいだに〈孤児〉は食堂車を飛び出し、乱暴にドアを閉めた。追おうとした〈死者〉が、ひゃっと首を縮めて立ちすくんだ。ドアの向こうから乾いた銃声が響き、ドアが向こうからの力で激しく揺れたのだ。

〈公妃〉が甲高い悲鳴を上げた。食堂車にいた客も、その銃声ではじめて立ち上がり、ざわめき始めた。

　一弥はドアに走りよった。手をかけてみるが、開かない。〈死者〉と顔を見合わせた。

「だめだ。鍵かぎ

 をかけて、それから向こうから撃ったんです。鍵が開けられないように……」

「どういうことだ。なんだってこんなことを？　それに、あの子、かなり苦しそうだったぞ。ぜぇぜぇいって、顔色もおかしかった」

　近づいてきた〈木こり〉が、ドアに手を伸ばしてガタガタとさせた。やがてあきらめて、

「あの子、干し葡萄ぶどう

 に毒を入れられた、と叫んでいたけれど……」

　列車が大きくかたむいた。

　食堂車中が悲鳴に包まれた。開かなくなったドアの向こうからも、乗客たちの悲鳴が聞こえてきた。

　また列車が大きくかたむく。今度は反対側に。汽笛が悲鳴のように夜空をつんざき、いつまでもやまずに甲高く響き続けた。

　はるか遠く……そう、運転室のほうで、今度は続けざまに二発、銃声が響いた。

　食堂車は、しん、と静まり返った。

　汽笛だけが、危機を告げるように、咆ほう
 哮こう

 するように、細く高く響き続ける。

　──がたんっ！

　列車が横に揺れた。〈公妃〉が床に倒れて、〈木こり〉に抱き起こされた。〈死者〉が顔色を変え、つぶやいた。

「まずいぞ、おい」

「なんです？」

「……スピードが、上がった！」

　一弥はドアの向こうに向かって叫んだ。

「ヴィクトリカ！　いないの？　おーい、ヴィクトリカ、君、無事かい？　おーい！」

　肩を震わせて〈公妃〉が泣き始めた。食堂車にいたほかの婦人たちも泣き始め、連れの男性があわてて手を握ったり、抱き寄せて慰め始めた。

　一弥は拳こぶし

 で何度もドアを叩いた。

「おーい、ヴィクトリカ！　君ッ！」

「これは、まずい……」

〈死者〉がつぶやいた。

　オールド・マスカレード号は激しく横揺れしながら、確かにスピードを増していた。「一度目の銃声で壊されたのは、このドアの鍵だ。二度目と三度目の銃声のどちらかで、もしかしたら、あの子はブレーキ弁を破壊しちまったんじゃないか」と〈死者〉が震え声でつぶやく。

〈木こり〉もおそろしそうにうなずいた。

「あの子、こんなことを言ってました。列車もろとも消えてしまえばいい、と……！」

　汽笛がつんざくように鳴った。

　悲鳴に包まれて、洋灯ランプ

 が瞬またた

 き、消えて、室内は暗くなった。

　車体が揺れる。

〈死者〉がつぶやいた。

「まずい。──暴走し始めた！」






　　　　４






　汽笛の音が、止まることなくなんども、なんども鳴った。車体は激しく揺れながら走り、車輪と線路がきしむような悲鳴を上げ始めた。

　オールド・マスカレード号は貴婦人と称される豪華にして上品な列車から、夜の奥底で、黒い、鉄のかたまりである近代の怪物にその姿を変異させたようだった。赤い二つの目を光らせ、吼ほ

 え、夜をひた走る鉄の化け物。ギザギザの歯のような車輪をきしませる。石炭がすさまじい火を上げ、赤い舌のようにうごめく。その道程で、死が通りすぎたかのような灰を線路に、森に暗く残していく。真っ黒な息吹のごとき、たえまない黒煙。咆哮するような不吉な甲高い汽笛と、激しい揺れ。死という名の無慈悲な怪物は巨大な鉄の胴体をきしませ、夜を引き裂いて乗客をどこかに──冥めい
 界かい

 に連れ去ろうとしていた。

「ヴィクトリカ！　おーい、ヴィクトリカ！　君！」

　一弥はしばらく、ドアを叩いたり、小柄な身体で蹴け

 っ飛ばしたりしていたが、テコでも開かないとわかると辺りをきょろきょろし始めた。パニックに陥って立ち尽くしている大人たちの中で、一弥は落ち着いてなにごとかを考えていた。

「窓、だ……」

　やがて一弥はつぶやくと、うんと一度うなずいた。真っ青な顔で震えていた〈木こり〉が、その声を聞きとがめて、

「窓が、なんだって？」

「ドアが開かないし、向こう側にいるはずの人たちも開けてくれそうにない。だったら、窓から出るしかない」

「窓ぉ？　この、暴走してる中で？　おいおい、正気か」

〈死者〉が首をなんども振った。一弥は食堂車の窓を開けると、夜の闇の向こうを見渡した。海沿いの線路を走っていたオールド・マスカレード号はいつのまにかバルト海沿岸を離れ、深い森を分け入るようにして走っていた。緑の森が闇に沈んで、その向こうにぽつぽつと古めかしい民家の灯あか

 りが見えていた。

　一弥は目をこらした。どこのコンパートメントの窓も開いていないように見えた。小柄な身体を生かして、窓に背中を向けてそっと這は

 い出し、屋根に手を伸ばした。強い風が一弥の漆黒の髪を激しく揺らした。黒と白の給仕の制服が、夜の強い風に、びゅんっと乾いた音を立ててなびいた。

　黒い鉄のかたまり──怪物の如きオールド・マスカレード号が、嘲あざ
 笑わら

 うかのように汽笛を響かせた。

「……よせ！」

　強い声とともに、足を引っぱられて、一弥は食堂車の床に倒れ落ちた。したたかに臀でん
 部ぶ

 を打って、短く声を上げた。目を開けると、そこに〈木こり〉の青白い顔があった。

　みんなと話しているときの、上品で感じのよい顔つきと違って、いまは恐怖で真っ青になっていた。あの、通信室から転がり出てきたときと同じ、まるで亡霊を見たかのようなおそろしい顔つきだった。かぶりを振って、

「よせ。そんな無茶をしたら、ひどい事故になるかもしれない。走ってる列車の窓からなんて、出られるもんか」

「でも、ぼくは行かないと」

　きっぱり言い切る一弥に、〈木こり〉は強固に首を振った。

「だめだ。……ぼくの両親は、むかし列車事故で死んだんだ。いまみたいに暴走した列車を止めようとして、ぼくと妹の目の前で、死んだ。父も、母もだ。結局、一般の乗客が無理をしなくても、列車は無事に停まったんだ。列車に乗るたびにあのときのことを思い出して、つらくて、さっきみたいにひどく気分が悪くなる。君は無茶をしようとしている。ぼくは年長者として、君を止めないといけない」

「向こうにはヴィクトリカがいるんだ」

　一弥はきっぱりと言った。

「だから、ぼくは向こうに行かないと」

「ここで誰かがなんとかしてくれるのを待とう。大人に任せるんだ」

「大人も、誰もなんとかできないかもしれない。そういうこともある」

　一弥はそう言い返しながら、聖マルグリット学園を飛び出すときに、ヴィクトリカの異母兄、ブロワ警部に言い切った、自分の言葉を思い出した。

〈ぼくは、ヴィクトリカを迎えに行きます。でも……〉

〈あなたやあなたの父親、ブロワ侯爵のためじゃない。ほかの誰のためでもない。ぼくは、ヴィクトリカの、友達だから……〉

　そして夏休みの前、錬金術師リヴァイアサンの秘密が眠る時計塔で、ブライアン・ロスコーと対たい
 峙じ

 したとき、一弥のこころもとない拳こぶし

 に、投げつけられた冷たい声も……。

〈その程度の力で、守れるかな──〉

〈移送に、気をつけろ──〉

　一弥は唇を嚙か

 んだ。

　これまでだって、喧けん
 嘩か

 もしたけれど。それも、とてもつまらないことで怒って、口を利かなかったことだってあったけれど、ヴィクトリカも一弥も、元来、人とそんなに喧嘩なんてするたちじゃないのだ。こんなにむきになるのは、お互いに対してだけで、だけど、こんなタイミングで口喧嘩をして、お互いに離れた場所にいるなんて……。

　一弥は〈木こり〉にあやまった。

「ごめんなさい」

「ん？　なにがだい？」

「蹴ってごめんなさい！」

　と言いながら、一弥は目をつぶって、〈木こり〉の顔を蹴っ飛ばした。もんどりうって、〈木こり〉が食堂車の向こう側の壁まで飛ばされた。一弥は自由になった両足で床を蹴り、窓枠に飛び乗った。屋根に手を伸ばして、よじ登る。

　気になってちらりと食堂車の中を見ると、両手で顔を押さえながらも、〈木こり〉が叫んでいた。よせ、と口が動いた。一弥はかぶりを振った。

　その隣に〈公妃〉が立ち、なぜか高笑いをしていた。その瞳ひとみ

 に狂気に似たおかしな光をみつけて、一弥はぞくっとした。一緒にいるときに見せたことのない不気味な表情を浮かべて〈公妃〉は楽しそうに笑っていた。その甲高い声が列車の轟ごう
 音おん

 の向こうからかすかに耳に届いた。

〈死者〉はなぜか後ずさっていた。きょときょとと辺りを見回して、こそ泥のようなずるそうな目つきをしていた。それもまた、一緒にいるときには見せたことのないおかしな態度だった。

〈今夜はまるで──〝仮面舞踏会の夜〟だな。皆の衆〉

　彼の声がよみがえった。

〈みんな、カードの柄みたいな、仮面を被かぶ

 ってる──〉

　ここまで、コンパートメントで行き合って旅をともにした彼らは、いったい何者なのだろう。一弥はふと心臓をつめたい手で握られたような怖さを感じた。わかっているようで、互いのことをなにも知らないのだ。

　でもいまはおかしな仮面舞踏会どころではない。

　オールド・マスカレード号は黒い怪物と化し、どこにともなく夜を暴走しているのだ。

　一弥は敏びん
 捷しよう

 な動きで屋根に這い上がると、揺れる車体の上でバランスを取るようにしばらく立ち尽くした。まだ夜だと思っていたけれど、怪物のような揺れる列車の上から見ると、東の空から青白い朝陽がのぼろうとしているところだった。夜明けだ。夜明けの、寂しく不吉な光だ。一弥の目前に、鬱うつ
 蒼そう

 とした太古からの森と、遠く青白い朝陽、そしてこれから向かう、都市の四角い街々のシルエットが見渡せた。こういうときの気持ちを、なんというのだったか、と一弥は思った。軍人である厳格な父や、優秀な兄たちが、ここぞというとき口にしていた言葉。かの国から船便で届く、彼らの愛読書『月刊・硬派』にもときおり書かれる言葉──。

　そうだ、と一弥は思い出した。

　──〝褌ふんどし

 を締めなおす〟だ。

「ぷぷっ！」

　一弥は思わず吹き出した。「褌を締めなおす、なんて。まったくおかしな言葉だなぁ。親父も、兄貴たちも、気に入ってよく使うけど」それから、笑っていた口元を引き締め、真剣な顔になった。漆黒の瞳が暗く輝き、決意を秘めた、大人びた表情が浮かんだ。目の辺りまで伸びた漆黒の髪が、激しい風に煽あお

 られてばさりと音を立てた。

　一弥は、屋根を蹴って走りだした。

　小柄で敏捷な、黒い猟犬のように。

　黒煙が上がり、黒い巨大な舌のように一弥をなめた。車輪が機械の歯のようにきしんで、線路を喰く

 い散らした。死のような不吉な灰が夜明けの森に、彼らの行く先を告げるかのように撒ま

 き散らされていた。列車が咆ほう
 哮こう

 した。耳をつんざくその音に、一弥は唇をかみ締めた。

　列車がカーブに差しかかり、揺れた。敏捷な動きを止めて一弥はぱっとしゃがみ、風の影響を受けまいとした。身体が揺れ、踏ん張っていたけれどいまにも屋根から落ちそうにかしいだ。つるつると滑って、落下しそうになり、両腕で屋根の縁にかろうじてしがみつく。両脚がぶらぶらと揺れた。激しい夜の突風に煽あお

 られて、いまにも身体ごと空に舞い上がりそうになる。コンパートメントにいる乗客と、窓越しに目が合った。年配の婦人たちだった。屋根から落ちそうになってしがみついている東洋人の少年給仕をみつけて、婦人が悲鳴を上げて卒倒した。窓を開けてくれと合図を送ったけれど、みんな悲鳴を上げるばかりだ。「くそっ」と、一弥は両腕に力をこめて、足で窓を蹴け

 り、屋根に這い上がった。カーブが終わり、線路はまた直線になっていた。一弥は屋根の上を再び走りだした。屋根を蹴って、敏捷に。

　風が髪をなびかせた。

　汽笛が激しく鳴った。

　灰色の煙が容赦なく一弥に向かってなびいてきた。咳せ

 きこみながら、一弥は進んだ。

　夜が……、

　ゆっくりと、今日もまた波は
 瀾らん

 であるぞと警告するかのように不吉な青白さで、明けてきた。

　朝陽というにはあまりに暗い光が、一弥の緊張と決意で青白く染まった顔を照らした。ようやく運転室まで走ると、狂ったようにもくもくと吐き出される灰色の煙に視界をさえぎられながら、足を止めた。列車は激しく揺れる。怪物がいやいやをするように。一弥は落ち着いて、その揺れに合わせて敏捷に、屋根から車内に思い切り飛びこんだ。

「えいっ！」

「むぎゅ！」

　そこに──、

　ヴィクトリカがいた。

　視界いっぱいに、はるばる海を渡ってヨーロッパの小国、ソヴュール王国に留学して、ここ一年のあいだ一瞬たりとも一弥の心から離れることのない、夢のようにきらきらと輝く金色の、絹のヴェールの如き見事な髪が広がって、一弥の胸をいっぱいにした。

　金色は一弥にとって、ほかのなんでもなく、ただヴィクトリカ・ド・ブロワの色だった。図書館塔のいちばん上の、不思議な植物園で彼女に出会って以来、金の花を見ても、金の蝶ちよう

 を見ても、もちろん、金の髪を見ても。ほかのなんでもなく、ただヴィクトリカのことを想うのだった。一瞬たりとも離れたくない、愛いと

 しい、眩まぶ

 しい金色の輝きを。

　そして、深くて底なしに暗い、知性と倦けん
 怠たい

 にけぶる、この碧みどり

 の瞳を。

〈ともには、死ぬまい〉

〈しかし、案ずるな。心は、ずっと離れまいからな──〉

〈名もなき村〉で、村長から下された不吉な予言を思い出して、一弥は強く唇を嚙んだ。あのときの不思議と悲しい気持ちの正体がわかった気がした。

（たとえ心が離れなくてもなんになるんだ。身体ごと、そばにいて守らなくちゃ。離れるときは、死ぬときだ。従者でも家来でも、友達でも、肩書きなんてなんでもいい。ただ、ぼくはあの子のそばにいたいんだ……。ぼくは、けっして離れないぞ……）

「離れないと息の根を止めてやるぞ、久城」

　非常に機嫌の悪い、低いしわがれ声がした。

（……ん？）

　一弥は、我に返った。

「いま、むぎゅ、って言ったの、誰？」

「それはほかでもない、このわたしだ。……ばか者！　愚か者！　死神！　つぶれる、どけ、反省のために歌って踊って今こ
 宵よい

 は眠れぬほどに生き恥をさらせ、おい、……どけ────！
 」

　ヴィクトリカが老女の如き低い、しわがれた声で、どけー、と吼ほ

 えたので、一弥はあわてて起き上がった。

　運転室の床に、むぎゅー、とヴィクトリカがあおむけに伸びて、ぷっくりとほっぺたをふくらませて睨にら

 み上げていた。一弥はあわてた。どうやら、屋根を走って窓から運転室に飛びこんだのはいいが、そこにいたヴィクトリカの上にふわりと勢いよく着地してしまったらしい。

　もちろんその逆なら、これまでもあった。いままでもヴィクトリカは、よじ登ったトランクの上からつるっと足を滑らせて一弥の上に落っこちてきたり、木に登ったまま降りられなくなって、梯はし
 子ご

 をかけた一弥によってようやく救出されたり、さまざまなことがあった。そのたび一弥はいろんなポーズで、怒ったり、心配したり、笑ったり、いろんな思いとともに、豪ごう
 奢しや

 なフリルとレースに彩られた不思議な友達を、両手で力いっぱい受け止めてきた。

　でも、一弥がうっかりヴィクトリカの上に落っこちたのは、もちろん、初めてで……。

「ご、ごめんね。君、怪我は？」

「……ない」

　ほんとうに不機嫌な、地獄の底から響くような声で、ヴィクトリカが答えた。瞳は怒りと屈辱に、とても危険な光を放っていた。

「ごめんよ。ごめんよ。で、機嫌は？」

「……もちろん悪い」

「だよね。もう君の上には落っこちてこないから。ちゃんと確認してから、なにもない、硬くて危険なほうを選んで落ちるから。誓うからさ。ごめんよ、君」

　一弥は床に片かた
 膝ひざ

 をついて、騎士のような姿勢で誓った。ちいさな友達を助け起こして、汚れたエプロンドレスをはたいてやる。それから、どうしてここにヴィクトリカがいたのだろうと、辺りを見回した。

　運転室は、血の海だった。

　壮年の機関士が、腕を押さえてうめいていた。さっきの銃声だ、と一弥は気づいた。立て続けだった二発の銃声のうちの一発は、機関士の腕を撃ち抜いたのだ。

　もう一発は、〈死者〉が予測したとおり、ブレーキ弁を見事に破壊していた。車掌と何人かの大人の乗客が顔を出していたが、悲鳴を上げたり、真っ青になって壁にもたれているばかりで誰もが冷静さを失っていた。

　床に〈孤児〉が倒れて、虫の息で白目をむいていた。その手に握りしめられた銃を、駆けつけたヴィクトリカはなんとかして奪おうとしていたらしい。〈孤児〉が渾こん
 身しん

 の力で握りしめる銃を、一弥はしゃがんで、片手でえいっと奪い取った。ヴィクトリカに、はい、と渡す。ヴィクトリカはちいさなぷくぷくした両手で、受け取った。

　機関士が、一弥を見て、「お、い……」とうめいた。

「少年……。ブレーキを、見てくれ……」

「はい！」

　一弥が、破壊されているブレーキ弁を両手でつかんだ。レバーがブレーキを使わないとき用の運転位置で固定されて、ぴくりとも動かなかった。朝陽がゆっくりと運転室を照らし始めた。赤い血がぬらぬらと光って、床で靴底を滑らせる。機関士が、震える指で先をさした。

「この先に、ポイントがある」

「ポイント？」

「線路と線路を切り替える分岐器だよ……。ほうっておいたら、列車はこのまま終点のソヴレムまで暴走し続けちまう。そうなったらソヴレムのシャルル・ド・ジレ駅に、これまでにない大事故を引き起こしちまう。路線を本線から側線に切り替えろ。側線は上り坂になってるから、自然にスピードがゆるむ。レールの先端と連動する転換装置を撃って、切り替えるんだ……」

　一弥は、機関士の腕に自分のエプロンを巻いて止血しながら、うなずいた。機関士は感謝を伝えながら、また先を指さした。

「見えてきた……。まだ遠い……。あれだ。黒と白の、四角い標識。あれを撃て」

「わかったぞ」

　低い声がした。振り向くとヴィクトリカが、さくらんぼ色の唇を引き結んで、銃をかまえていた。ちいさな身体でかまえると、あまりに似合わぬ、巨大な大砲をかかえているように見えた。

　一弥はおどろいて、

「君、無理だよ」

　ヴィクトリカはつまらなそうに返事をした。

「いや、それがじつは、無理ではないのだ」

「ど、どういうこと？　もしかして、銃が使えるの？」

「いや？」

　ヴィクトリカは胸を張っていた。そうすると、銃がとても重たいらしくて、ちいさな銀のブーツを履いた足元がふらついた。

「灰色狼に、不可能はひとつもないのだ」

「あるでしょ、いろいろ！」

　一弥が叫んだ。

「思い出しなよ、自分のいろんな失敗を。君って人は、登った木から、自分で降りられなくなった人なんだよ！　お菓子食べ過ぎて、お腹が重たくて動けなくなっちゃう困った人なんだよ。思い出して。謙虚さも、時には必要だよ！」

「よく言った、久城。もちろん、君のような凡人にはなにより必要なものだ。明日から心がけたまえ」

「いやいやいや、君にこそ必要だってば！　あっ……。こらー！」

　一弥が止める前に、ヴィクトリカが引き金を引いた。

　銃声とともに、金の髪が舞って、ちいさな身体が反動でふわり、と宙に浮き上がった。一弥はすばやく、ヴィクトリカが落下すると予測した地点に滑りこんだ。胸と膝とおでこを床で強打する。痛さにうめいた。一弥の臀でん
 部ぶ

 にぽこん、と着地したヴィクトリカは、ふにゃ、と一弥の背中の上で、繊細なフランス菓子のクリームのように、伸びた。銃弾はもちろんあらぬ方向に飛んで、壁にめりこんで止まっていた。

　ヴィクトリカがびっくりしたように、吐息のようにちいさく、

「……どうやら、できないようだ」

「そりゃそうだよ……！」

「新たな発見だ、君」

「やる前に気づいてよ！　君、銃なんて撃ったことないだろ！　言っとくけど、凡人のぼくは最初から気づいてましたよ！　聞いてる？」

「むっ」

　誇りを傷つけられたというように、ちいさな灰色狼は抗議をした。

「人間の能力のすべてを行動、もしくは経験で論じるのは、愚かな野蛮人の発想だと思うがね。久城、わたしは銃を撃ったことはなかったが、その論理はもちろん熟知している。なにより、誰より明めい
 晰せき

 な〝知恵の泉〟、つまり、頭脳が、ある、か、ら、な……」

　いつもどおりの低い声だが、若干、自信がなさそうだ。はずかしそうに、ぷくぷくしたほっぺたもかすかに赤く染まっている。

「そんなの、関係ないだろ！　ヴィクトリカの大ばか者！」

　一弥は怒りながら立ち上がった。ヴィクトリカから銃を奪おうとするが、ヴィクトリカがしょんぼりして、自分からおずおずと銃を渡そうとしているのに気づくと、思案顔になった。そして、ちいさな友達の手からおおきな銃を奪い取るのを、やめた。

「……わかったよ、ヴィクトリカ。君、かまえてごらんよ」

「う、うむ」

　びっくりしたように瞳ひとみ

 をぱちくりとさせて、ヴィクトリカがうなずいた。それから、銀のブーツを履いたちいさな足を踏ん張って、銃をかまえた。……論理を熟知しているとは思えないほど、いかにも心配なかまえ方だった。

　一弥がそれに、そうっと手を添えた。

　男の子の手が触れると、とたんに銃身がピタリと安定した。ひとつの銃を真ん中にして、お揃いの、黒と白の給仕服を身にまとったヴィクトリカと一弥の小柄な身体が、優しく寄り添った。まるで二人で一つになったかのように。誰かに見られては困るほど親密な姿であると感じさせるように。それはいまだけの、魔法のような、とくべつな近さだった。

　ヴィクトリカがそっと一弥に背中を預けた。

　一弥は、ヴェールのような金の髪が、きまぐれに自分の腕に流れ落ちるのを感じた。

　胸の中にヴィクトリカのちいさな頭があった。それはおおきな光、これまで触れたことのない、エネルギーのかたまりのように感じられた。

（ええと、ええと……）

　一弥は秀才の頭脳を駆使して、頭の中ですばやく計算をした。回転式拳けん
 銃じゆう

 の弾は、六発。〈孤児〉がまず、食堂車のドアの鍵かぎ

 を一発、撃った。それから運転室に走り、続けざまに二発。機関士の腕と、ブレーキ弁を撃った。そしてたったいま、ヴィクトリカが一発。すでに四発の銃弾が発射されている。

（弾がすべて込められていたとしても、残りは二発。もしも、最初から六発用意されていなければ……）

　一弥はごくっとつばを飲んだ。

　ヴィクトリカはその胸の中で、かすかに震えている。

　銃身はピタリと安定している。

　転換装置が……近づいてくる……。

「いまだ！」

　一弥のささやきに、ヴィクトリカがいそいで引き金を引いた。乾いた銃声が響いた。惜しいところで、かすって失敗する。転換装置はびくともしない。一弥の胸の中で、ヴィクトリカが不安に脅えた小鳥のように、震えた。

（残りは、あと一発だ……。たぶん……まだあと一発……）

　失敗すれば、つぎはなかった。でも一弥はそのことをヴィクトリカに言わなかった。力づけるように、優しい声でささやいた。

「ヴィクトリカ」

「う……」

「震えないで。大丈夫、ぼくがいる。この危機を、二人でぜったいに乗り越える。それで、また一緒に聖マルグリット学園に帰るんだ。約束だ、ヴィクトリカ」

「む……」

「二人で、もう一回やろう。今度は失敗しない」

「うむ」

　一弥のささやきに、ヴィクトリカは震えながら、強くうなずいた。

「久城、もう一回だ……」

　呼吸を合わせて、寄り添いあい、落ち着いて狙いを定めた。

　最後の銃弾、二人の、そしてたくさんの人々の運命を決めるちいさな黒い塊が……。

「──いまだ！」

　放たれた……。

　乾いた銃声が響いた……。

　もう反動で飛ばされないように、胸にちいさなヴィクトリカを抱きしめて、踏ん張る。二人で力を合わせて放った銃弾は彼方かなた

 に向かって、まっすぐに飛んだ。

　そして──、

　転換装置の中心に見事に命中した。

　驚いたようにおののきながら、ゆっくりと、線路が切り替わっていく。

　一弥は安あん
 堵ど

 のあまりちいさく息をついた。

「ほら」

　ヴィクトリカがささやいた。

「ほら、できる」

　首をすこし曲げて一弥を見上げている。子供のように得意そうな顔をしている。

「うん」

　一弥はにっこりして、うなずいた。

　二人の表情は、いまの魔法の余韻のように、よく似た、不思議とおだやかなものだった。

「そうだよ。君はできた」

　列車は切り替わった線路に沿って、右へ右へ、カーブし始めた。

　床から、地獄の底から響くような不吉な声がした。

〈孤児〉がうめいているのだ。

「列車を、停めないで……」

　ヴィクトリカがちらり、とそちらを見た。

「おねがい。列車を停めないで。みんな一緒に死んでしまってもいい。ジュピター・ロジェの形見箱を、オカルト省に渡すわけにはいかないの。このまま逃げられないなら、列車ごと破壊してでも、止めなくては……ごほっ！」

　最後の言葉とともに〈孤児〉は真っ赤な血を吐いた。目は開かず、ちいさく痙けい
 攣れん

 している。その言葉が、コンパートメントや食堂車にいたときとあまりにちがう様子なのに一弥は驚いた。いかにも気が狂っているかのようにおかしな話し方をしていたのは、演技だったのだろうか。どうやらヴィクトリカはそうだと見抜いていたようだったけれど……。

　線路が切り替わり、次第に上り坂になった。増す一方だったスピードが落ちて、激しかった横揺れも収まってきた。

　オールド・マスカレード号はゆっくりと揺れ、車輪と線路とがこすれて低く不気味な音を幾度か立てて、ようやく停まった……。





　列車が停まると、あちこちから安堵の声や、泣き声が響き始めた。

　食堂車の窓から這は

 い出たらしく、〈木こり〉の青年が外を走ってきた。運転室に飛びこんで、一弥がいるのを確認すると泣きそうな顔になり、まるで子供どうしのようにぎゅうっと抱きついてきた。

「あっ、さっきは……蹴け

 って、すみません」

「いいんだよ。そんなの、平気だよ。あぁ、よかった。君、無事だったんだな」

〈木こり〉は涙を浮かべて、一弥を強く抱きしめた。

「よかった。屋根から振り落とされて死んだんじゃないかと思ってたよ。ぼくの父も、むかしそうやって死んだんだ。振り落とされて窓の向こうに消えていく父を、ぼくと妹は見たんだよ……。あぁ、よかった。生きててくれなくちゃ」

「ありがとう、〈木こり〉さん……」

　そう言うと、青年は首を振った。

「その呼び方はよそう。もう仮面舞踏会は終わりだ。ぼくは木こりじゃなくて、ほんとはソヴュール大学の学生なんだよ。名前はギデオン・レグラントというんだ。改めて、よろしく」

　照れたように、一弥と握手をする。

　かたわらでヴィクトリカが「レグラント、だと……？」とちいさくつぶやいた。一弥も、どこかで聞いた名前だとふと思った。でも、どこで聞いたのか思い出せなかった。

　そのとき、〈木こり〉ことギデオン・レグラントが、床に倒れた〈孤児〉をみつけて、あっと叫んだ。

「君……！」

　ヴィクトリカが〈孤児〉のかたわらにゆっくりと膝ひざ

 をついた。流れる血でエプロンドレスが赤く染まるが、気にする様子もなく、低い声でささやいた。

「〈孤児〉──君は、科学アカデミーのスパイなのだな」

「ええ、そうよ……」

　返事は細く、いまにも消えそうな声だった。

「君に毒を盛ったのは、オカルト省の手の者か。あの仮面舞踏会のメンバーに君の敵がいたのだな。君が修道院で形見箱をみつけ、持ち出したことに気づいて手にかけたのだろう？」

「…………
 」

　もう一度血を吐いて、全身を痙攣させ、〈孤児〉は静かになった。ヴィクトリカはその耳元に唇を寄せてなにごとかささやいた。なにを言ったのか、その声はそばにいる一弥にも聞こえなかったけれど──、〈孤児〉の顔に、深い安堵の表情が広がった。

　よかったわ、というようにゆっくりと微笑んで、〈孤児〉は、そして、事切れた……。

　反対側にしゃがみこんで、〈木こり〉が恐ろしそうに叫んだ。

「死んでる……！」

　腰を抜かしたようにしばらく座りこんでいたが、やがて震え声で、

「じゃ、ほんとに……、この子は毒を盛られたんだな。恐ろしいことだ。あの仮面舞踏会はいったいなんだったんだ？　それに、ぼくたちだって同じ干し葡萄ぶどう

 を食べたのに、どうしてこの子だけ毒入りのを口に入れたんだ……？」

　胃の辺りを押さえて不思議そうにつぶやいていたが、見開いたままの〈孤児〉の瞳ひとみ

 に手のひらを当てて、そうっと閉じてやった。

　そうすると、安堵の表情もあって、〈孤児〉の血にまみれた死に顔は、それでも聖母のように穏やかでまるで眠っているだけのように見えた。

「結局、この子、誰だったんだろう。それに、どうしてこんな目に。ぼくの……妹と同じぐらいの年の子だから、たまらないよ……。生きててくれなくちゃ……」

　ギデオンがつぶやいたとき、列車の外から金切り声が聞こえた。

〈公妃〉だ。

　あわてて外に出ると、〈公妃〉が狂ったように髪を振り乱し、あの落ち着いた婦人と同じ人とは思えないぐらい怖い顔をして、遠くを指差していた。

「どうしたんです、〈公妃〉？」

「いやね。わたしの名前はブリタニアよ。おかしな仮面舞踏会はもう終わり」

　血走った瞳をして、〈公妃〉ことブリタニアは言った。

　それから山のほうを指差し、

「それより、あいつが逃げたわ！」

「えっ？」

「だから、逃げたの。列車が停まったとたん、後ろ暗そうな顔できょろきょろしていて、怪しかったわ。いま、人目を忍んで走って逃げたところよ」

「誰が……？」

　ブリタニアは叫んだ。

「だから、〈死者〉よ！　あいつ、こそこそ逃げようとしてるの。ほらっ！　見て！」

　線路のずっと遠くを、大柄な男が走って遠ざかろうとしていた。こちらを振り返り、あわててまた走り出す。

　一弥とギデオンは顔を見合わせた。

「〈死者〉が……？」

「確かに、おかしな態度、ですね……」

　運転室の床に倒れた、〈孤児〉の無残な死体を振り返った。そしてつぎの瞬間、揃って地面を蹴り、二匹の若い猟犬のように、逃げる髭ひげ
 面づら

 の大男を追い始めた。

　その背中を、ブリタニアの甲高い笑い声が追いかけてきた。

　朝陽が昇り、周囲の山々から小鳥の声や、風のざわめきが響いてきた。






　第二部　宴うたげ

 のあと



　　──〈野兎〉どもと、二つの嵐をめぐる物語──








「そこまではわかった……。しかし」





　ソヴュール王国の首都。ソヴレムの中央にそびえるレンガ造りの建物。

　黒い鉄と透明なガラスでできた近代建築である、巨大なシャルル・ド・ジレ駅の前には大きな交差点があり、黒塗りの自動車や乗合馬車がすごいスピードで通りすぎていく。

　ほんの数時間前、朝もやがソヴレムの灰色の空を覆う夜明けに、ヨーロッパの〝小さな巨人〟と呼ばれるソヴュール王国が誇る近代建築の雄、シャルル・ド・ジレ駅をあわや、暴走機関車が破壊する危機があったことなど誰も知る由もなかった。そのことを、ちいさな少女と東洋人の少年が、力を合わせて銃弾を放ち、人知れず回避したのも、もちろんのこと。

　夜が無事に明け、午前のあたたかな日射しがソヴレムの街を照らしていた。秋の風がふわりと吹いた。パラソルを差した上品な貴婦人が、紳士とともにゆっくりと舗道を歩いている。デパートの華やかなウインドウにはドレスや帽子、ぴかぴかの婦人靴などが溢あふ

 れ、ヨーロッパの繁栄の限りを尽くしている。だが、路上には真っ黒な顔をした浮浪児がしゃがみこみ、通りがかりの紳士が小銭を恵んでくれるのを、なにも映らないかのような暗い瞳でただ待っている。

　都市の光と闇。近代化の波と、前世紀から続く古き文化。いまこのときも、交差点であやうくぶつかりかけて警笛を鳴らす自動車と乗合馬車に象徴されるように、新しい力と古い力は不思議な均衡でソヴレムに存在していた。あたかもソヴュール政府の、オカルト省と科学アカデミーの対立にも似て……。

　その朝。華やかであやういソヴレムの中央にそびえる、歴史あるレンガ造りの建物。警察庁の四階にある大きな部屋で、一人の男が腕を組み、話していた。

「そこまではわかった。だが、しかし……。しかしだ」

　仕立てのよいスーツに、銀のカフスボタン。革靴はぴかぴかに磨かれて、絹のシャツをすこしはだけた首もとには、同じく銀のチョーカーが輝いている。一分の隙もない伊達だて

 男といった様子で、男は壁にもたれかかり、変に色っぽくナイスポーズをキメていた。

　金色に眩まぶ

 しく輝く男の髪は、前方に向かって大砲のようにとがり、鰐わに

 の口のように二ふた
 股また

 に分かれて、ぐりぐりとねじって固められていた。ドリルとドリルのあいだに深い闇があり、さっきからそれを、傍らにいる東洋人の少年──久城一弥に不気味そうに覗のぞ

 きこまれては、いやがるように、上下に激しく振っていた。

　右腕に金髪の見事なビスクドールを、左腕に黒髪の、東洋風のやはり素晴らしいビスクドールを一体ずつ、大事そうに抱えていた。双子をあやす父親のように忙しく、両方の顔を覗きこみ、ナイスポーズをキメて、頭を上下に激しく振りながら、男──ソヴレム警察庁が一目も二目もおく男、名警部グレヴィール・ド・ブロワは話し続けていた。

「しかしだな、久城くん。……おい、君、そんなにここを覗きこむな。覗いたってなにも出てこないぞ」

「あ、いや、つい……。深遠な感じがして」

「ただの髪だ。深遠なものか、気のせいだ。そんなことより」

「でも、ほんとにどうしたんですか、その頭。なにか辛つら

 いことがあったとか、逆に、うれしくてたまらないことがあって増やしたとか」

「うれしいからって、増やすわけないだろう。常識で考えたまえ、君！」

　ブロワ警部はうるさそうに、一弥に背を向けようとした。向けても向けても、一弥がくるくると覗きこんでくる。助けを求めるように、傍らに立つ妹──ヴィクトリカをちらりと見やった。

　エプロンドレスから、兄が持参した豪ごう
 奢しや

 な緑のタフタのドレスに着替えたヴィクトリカは、つやつやと輝く緑のフリルと、黒いかぎ針編みレースに彩られて、ふっくらと夢のようにふくらんでいた。ドレスは腰から下に向けてチューリップの花の形に一度すぼまって、裾すそ

 にかけてふくらみ、裾はレースで黒く縁取られてふわふわしていた。金色の髪が流れるように床に垂れ落ちていた。ブロワ警部が手にした、大きな屋敷が一つ買えるほど高価なビスクドールも、一瞬でかすむ姿だった。

　機嫌悪そうに、白い陶器のパイプをくわえて、ぷかり、ぷかり、と吸っている。白い細い煙が天井にゆっくりのぼっていった。

　視線を感じて、兄をぎろりと見る。切れ味を感じるほどひんやりと冷たい瞳ひとみ

 だった。

「……まったく、愉快な頭になったな。我が兄グレヴィール」

「貴様のおかげでな、我が妹ヴィクトリカ」

　兄と妹はどちらも不機嫌そうに、形のよい眉まゆ

 をぴくぴくとさせた。それからヴィクトリカが先に、ふんっとそっぽを向いた。ブロワ警部は妹につられたのか、抱えた人形の一つをテーブルにそっとおいて、自分もパイプをくわえた。火をつける。白い細い煙が、ヴィクトリカとブロワ警部、それぞれの不機嫌そうな口元から天井に向かって漂った。

　三人の周りには学校を出たてのような若い刑事たちがいて、固かた
 唾ず

 を吞の

 んでその様子を見守っていた。今日未明に起こった、〈オールド・マスカレード号事件〉の捜査のために緊急で呼び集められた若くてやり手の面々だったが、いまは、初めて目にする名警部グレヴィール・ド・ブロワの妹、太古の生物の如き不思議な存在感を示すちいさな金色の少女、ヴィクトリカ・ド・ブロワに目を奪われていた。

　誰かがつぶやく。

「兄きよう
 妹だい

 らしいよ……」

「まさか、そんなことが……」

「でも、ほら……？」

　兄と妹は背中を向け合って、とてもよく似た仕草でパイプを吹かしていた。さらには兄の腕にはなぜか、豪奢なドレスで着飾らせたビスクドールがぎゅっと抱えられていた。

　刑事たちは顔を見合わせて、首をかしげた。

「わかるような」

「わからないような……」

「ねぇ……？
 」

「うん……」

「なんだろうね……？」

　彼らのこそこそ話す声をかき消すように、ブロワ警部が大声で言った。

「しかしだな、久城くん」

「だから、ブロワ警部」

　一弥がようやく、魅入られていた警部の頭からなんとか目をそらした。真剣な顔で、

「昨夜。ぼくたちはサイモン・ハントが細工をして、開いてしまった水門から流れ込む水から逃げて、大陸横断列車、オールド・マスカレード号に間一髪、乗りこんだんです」

「そこまではよくわかったよ。だが、しかし……。どうして列車の中で殺人事件が起こったのだ。なぜ、そしてどうやって、あの女性が殺されたのだ？　犯人は誰だ？」

「…………
 」

「最初から話してみたまえ、久城くん」

「説明はしますが……」

「早くしたまえ。わたしは〈オールド・マスカレード号事件〉の捜査を、警察庁から全面的に任されているのだ」

　一弥はちらちらと二股ドリルを見上げながらも、背筋を伸ばして生真面目な様子で話し出した。

「まずは、ぼくたちが列車に乗って、そしてお互いに自己紹介を始めたところからなんです。殺されたあの女性は、不思議な、小さな赤い箱を持っていたんです……」





　──一弥の説明が終わると、ブロワ警部はときおりナイスポーズを自在に変化させながらも、困ったように黙りこんでいた。

　さては、ぜんぜんわからないんだな、と一弥にはピンときた。とはいえ、ソヴレム警察庁の刑事たちは信頼しきった表情を浮かべて警部を見上げている。なにしろブロワ警部は、迷宮入りを噂された〈幽霊船QueenBerry 号事件〉や〈ジャンタンの闇オークション事件〉などを華麗に解決し、新聞にも幾度も活躍が掲載された、著名な、そしてみんなの憧あこが

 れの警部なのだ。

　期待に輝く刑事たちの顔に、警部は困ったように、所在無くまたポーズを変えた。

「うむ……」

　パイプを吹かして、遠い目をして天井を見上げている。困ったあまり、ちょっと涙目になっているようだ。

「つまり、その……殺された少女は、コンパートメントの仲間に敵が潜んでいる、と言い張っていたのだね？　そして干し葡萄ぶどう

 取りゲームの最中に、自分で言ったとおり、誰かの手にかかって毒を口にした。瀕ひん
 死し

 のまま、運転室に走り、機関士を撃ってブレーキ弁を破壊した、のだ。幸い、機関士の命は助かったが……しかし、謎は多く、残る……」

「ええ……」

　一弥は首をかしげた。

「あのとき、ボウルの中から誰がどの干し葡萄を手に取るかは、誰にもわからなかったはずです。つまり偶然だったと思うんです。それに、あの女の子より先にほかのメンバーももぐもぐ食べていたけど、みんな平気だったし……」

「うむ、なるほど……」

　警部はちらっと妹を見た。

　一弥もつられて、振り向いた。

　うつくしい闖ちん
 入にゆう
 者しや

 のために若い刑事たちの手によって用意された、警察庁の中でいちばんいいふかふかの赤い椅子に座って、ヴィクトリカはむっつりとパイプを吹かしていた。視線に気づいて一弥とブロワ警部のほうを見ると、興味なさそうにまた目をそらそうとした。それから、アッ、と短くつぶやいて、しげしげと兄をみつめ始めた。ブロワ警部がなにか期待するように、片脚を高く上げてビシリとポーズを決める。

　しばらく、碧みどり

 の瞳をけぶらせて、ヴィクトリカはなにごとか考えていた。沈黙が部屋を支配した。やがてヴィクトリカは、あぁ、と、合点がいったというようにうなずいた。

　ブロワ警部が、なんだ、と寄り目になる。

　ヴィクトリカはぷくぷくの指でブロワ警部を指差して、ぼそりと、

「わかったぞ。……アホウドリだ」

「えっ？　あぁ、なるほど。確かに大きな鳥の嘴くちばし

 みたいにも見えるよね。このおかしな髪型。いまにも、ケェェ、と啼な

 きそうだなとぼくも思ってたんだよ。めずらしく意見が合うね、ヴィク、トリ、カ……。警部、顔が真っ赤になってますよ。もしかして、怒ってるなんてこと、あります？」

　ブロワ警部は全身をわなわなと震わせていた。

「おまえが増やせというから、男らしく黙って増やしたのに、どうしてそうなんだ。おまえのせいでわたしは……」

「警部？」

「なんでもない。平気だ。捜査を続けよう。警察庁のほうでわかっているのは……」

　涙目のブロワ警部が、努めて冷静に話し出した。

「干し葡萄のボウルからは、毒の入った葡萄はみつからなかった。任意で選んだ葡萄が毒入りだったとするならば、その一粒だけだった、ということだろう。被害者の荷物からは、確かに、久城くんがいう赤い箱がみつかった。ただし中身はからっぽだ」

「からっぽ？」

「あぁ」

　ブロワ警部がドリルをくるくる振り回すようにして合図をすると、刑事の一人がうなずき、部屋を出て行った。まもなく、袋に入れられた赤い箱を持って戻ってきた。

　一弥はうなずいた。

「確かにこの箱だったと思います。でも、中身は空なんですか？」

「あぁ」

「じゃ、からっぽの小さな箱をめぐって、あの子は殺されたってこと、かな……」

　ヴィクトリカをちらりと見る。

　彼女はなにを考えているのか、いないのか、静かにパイプをくゆらしていた。

「それからな、久城くん。君たちがおかしな冥めい
 界かい

 からの声を聞いたという、列車の通信室だが、確かに通信機が充実していて、どこかと交信していた形跡がある。それはまだ列車を検分中だ。君たちと一緒にいた三人は、証言を取るためにこの警察庁にきてもらっている。どさくさにまぎれて逃げようとした怪しい者がいたようだが、君が捕まえてくれてよかったよ。これから、一人一人の証言を聞こうと思っているのだ」

「ぼくたちはもう証言しましたけれど。でも……帰れ、ま、せんよ、ね？」

　ブロワ警部はあきれたように一弥を見た。

「もちろん帰れないとも！　我が妹はともかく、久城くん、君は立派な容疑者の一人なのだ。犠牲者が毒入りの干し葡萄を口に入れたとき、同席していたうちの一人なのだからね」

「えっ！」

　一弥は困ったように叫んだ。

（そうか……。でも、ぼくはともかく、ヴィクトリカをちゃんと学園に送り届けたいのに……。このまま足止めされたらどうしたらいいんだろ……）

　一弥の暗い、落ちこんだ顔とは対照的に、ブロワ警部はなぜか上機嫌になって、ぱちん、と指を鳴らした。間近で顔を指差して、

「久城くん、君、困ってるね」

「そりゃ、そうですよ！　ねぇ、ヴィクトリカ」

　パイプをくゆらしていたヴィクトリカが、びっくりしたように瞳ひとみ

 をぱちくりして、顔を上げた。それから真顔で、

「久城、君をここにおいて、先に帰っていいかね」

「エッ!?
 　ぼくをおいてきぼりに、一人で戻っちゃうの、君!?
 」

「ここにいてもつまらないし、それにお腹が空いてきた」

「君ねぇ！」

　一弥は真面目な顔をして、説教をし始めた。

「ヴィクトリカ、君、それはないんじゃないかい。ぼくはとっても苦労をして、あの恐ろしい修道院まで君を迎えに行ったんだよ。それなのに、ぼくが容疑者になったとたんにおいて帰っちゃうなんて。人間としての、その、品性の問題だよ、君」

「うるさいなぁ、久城は」

　ヴィクトリカが機嫌悪そうに、ちいさな形のいい鼻を鳴らした。

　それからすねたように、

「おいていくと言ったのは、冗談だ」

「君ねぇ、だいたい……。えっ、なに？　なんだ、冗談だったの。怒ってごめんよ。あと、なんだっけ、お腹が空いてる？」

　一弥は自分の服の胸ポケットを探し、尻しり

 ポケットを探し、頭をかきむしり、靴まで脱いで探してから、お菓子を一つも持っていないことをようやく認めた。手近な若い刑事に、

「なにか、おいしいものを」

「いや、君、ここは警察庁だから……。カフェじゃない」

「おいしいものを」

　有無を言わせぬ口調で繰り返されて、若い刑事は気おされて後ずさりし、部屋を出て行った。そして、私物らしいチョコレートボンボンの山を持ってきて、一弥におとなしく渡した。

　一弥が礼儀正しくお礼を言い、ヴィクトリカに差し出した。

「はい」

「うむ、ご苦労」

「相変わらず、君ったらあきれるほどいばってるねぇ」

「むぐ。むぐ。むぐ」

　ヴィクトリカが、口の端にチョコをつけながら食べ始めると、ブロワ警部が低い、厳かな声で言った。

「いったい誰が、どうやって、毒入り干し葡萄で〈孤児〉を殺したのか？　仮面舞踏会に交ざったジャックのカード──つまり殺人者は誰なのか？　そして動機はなんなのか。犯人は久城くんなのか。もしそうなれば、もちろん監獄行きだ。窓もなくてトイレもなくて、そのうえ鼠に首をかじられる」

「お、脅かさないでくださいよ」

「真相は、どこにあるのか」

　ブロワ警部は急に声を落とした。刑事たちに聞こえないように、小さな声で、

「……さて、お手並み拝見と行こう。ヴィクトリカ」

「警部、やっぱりヴィクトリカに頼る気満々じゃないですか！　じゃないかと思った！　すこしは自分で考えてくださいよ、ブロワ警部！」

　怒り出す一弥に、ブロワ警部はあわてた。辺りを気にしてしーっと叫ぶ。

　それから、一弥を威おど

 すようにしなやかに上体を曲げて、鋭利な二ふた
 股また

 ドリルを一弥に向けて、突き刺すようなポーズをした。厳いか

 めしい顔をして騒ぐ一弥を威嚇しているのだが、一弥は顔つきより、その上にあるものに目を奪われていた。ドリルのあいだにある深遠な闇に魅入られたように、一弥は漆黒の瞳を幾度も瞬まばた

 かせた。

　覗のぞ

 きこむほどに、不思議と尻子玉を抜かれるような心持ちになった。

　底なしに暗いのだ。

「ヴィ、ヴィクトリカー……」

「怖いなら、目をそらせばいい」

　ヴィクトリカがつまらなそうに言った。一弥はハッとして、

「そ、そうだね。すっかり魅入られてたよ」

「久城、君、そのアホウドリみたいなグレヴィール、苦手か？」

　なにか思案するように、ヴィクトリカが聞いた。

　一弥が強くうなずく。

「うん。なんだか、とてつもなく不吉で。奥の暗いところが特にね」

「そうか。ふむ」

　こともなくうなずいて、ヴィクトリカがパイプを口から離した。

「おい、グレヴィール」

「なんだ。我が妹よ」

「そのおかしな髪型、もう、やめたまえ。久城がなぜかいやがってるみたいだし、それに……わたしも、もういい加減、見飽きたのだ」

「貴様っ！」

　ブロワ警部がぎりぎりと歯は
 軋ぎし

 りした。ビスクドールを放り出して妹に飛びかかろうとするブロワ警部を、一弥があわてて羽交い絞めして、止めた。

　刑事たちは啞あ
 然ぜん

 として、おかしな、そして凄せい
 惨さん

 な兄きよう
 妹だい
 喧げん
 嘩か

 を見守っている。

「なにが見飽きただっ！　会ってからまだ三十分も経ってないんだぞ。わたしはもう何日もこの髪型なのだ。まとめるのもたいへんで、ここしばらく、毎朝二時間近くかかって、固めては乾かし、固めては乾かし、固めては乾かし、固めては乾かし！」

　ブロワ警部は涙を浮かべて訴えた。羽交い絞めしながら一弥が、緊張感のない声で、

「でも警部、そんなことより……」

「そ、そ、そんなことだと？　えっ、なに？　そんなことって言ったのか!?
 」

「いや、まぁ、もしかしたら大事なことかもしれませんけど、ブロワ警部だけにとっては。でもそんなことより、いまはこの〈オールド・マスカレード号事件〉ですよ。証言を聞かないと。証言を」

「そうだな……」

　ブロワ警部は暴れるのをやめた。恥ずかしそうに吐息をつき、胸ポケットから取り出したレースのハンカチで、汗の浮かんだ額を拭ふ

 いた。照れたような、恥ずかしそうな笑顔を口元に浮かべて、

「取り乱してしまったようだ」

「いいんですよ。まぁ、どうでもいい髪型のことは後にして、と。……わっ！」

　またドリルの先を自分のほうに向けられて、一弥は飛び上がった。ブロワ警部の瞳は涙にうるみ、きりきりとつりあがっている。

　不機嫌なブロワ警部に合図をされて、刑事たちがそわそわと立ち上がった。

　一人が振り向いて「どの人物を呼びましょうか？」と問う。

　問われたブロワ警部は、ヴィクトリカを振り返った。

　いいわけのようにちょっとしどろもどろになって、

「そうだな。ここは妹に決めさせてやろう。これはまだまだ子供だが、その、兄を尊敬するあまり犯罪捜査に興味があってね。こほん……」

　一弥はあきれてブロワ警部を見上げた。刑事たちはというと、意外そうにうなずいて、ビスクドールのような姿をした、あまりにうつくしい闖ちん
 入にゆう
 者しや

 をみつめた。ブロワ警部はやけにそわそわしている。

　ヴィクトリカは面倒くさそうにあくびをして、「……誰でもかまわないがね。最初にめくるカードはどれでもよいのだ」と言った。それから一弥をちらりと見て、

「久城、君、あの中でいちばん親しくなったのは誰だ」

「誰って……。まぁ、〈木こり〉ことギデオンさんかな。年も近いしね」

「ふむ。じゃ、ギデオンからでいいだろう」

　刑事がうなずいて、ばたばたと出て行った。





　部屋の中に気まずいような、息の詰まる沈黙が流れた。片方は金色の見事な髪を床に垂らし、片方はおかしな形にセットした兄と妹は、それきり互いに背を向けて、黙ってパイプを吸っていた。白い細い煙が二筋、天井に向かってたゆたっていた。

　しばらくして、ドアが開いた。刑事に連れられて、いかにも貴族的な風ふう
 貌ぼう

 をした二十歳ぐらいの若者が入ってきた。〈木こり〉としておかしな仮面舞踏会に出席していた若者だった。すっかり憔しよう
 悴すい

 した様子ではあったけれど、ヴィクトリカと一弥の姿をみつけると、すこしだけほっとしたように笑顔を浮かべた。一弥もうなずいてみせた。

　部屋の中央にあるテーブルに、青年はついた。刑事から差し出された聖書の上に手を載せて「噓偽りのない証言をすることをここに誓います」と、ちいさな声でつぶやいた。ちょっと恥ずかしそうにうつむいて、自分にも言い聞かせるように、うん、とうなずく。

「さて」

　ブロワ警部が口火を切った。

「まず、名前から言ってもらおう。そして、昨夜から今日未明にかけてのことを、なるべく詳しく証言してくれたまえ」

「わかりました……」

　青年は真面目な顔でうなずいた。一弥を見て、つぎにヴィクトリカを見た。旅の仲間がそこにいることに安心するように、すこし微笑んだ。それから口を開き、名前を名乗った。





「ぼくの名前はギデオン・レグラントと申します。ソヴュール大学で建築学を学ぶ学生です。ええ、そうです。もちろんぼくの職業は、木こりではありませんでした……」






　木こりの証言










　ぼくの名前はギデオン・レグラントと申します。ソヴュール大学で建築学を学ぶ学生です。ええ、そうです。もちろんぼくの職業は、木こりではありませんでした。ただ、オールド・マスカレード号の中で、それぞれ孤児や公妃などといった噓の身の上話をする雰囲気になったので、現実の自分とはぜんぜんちがう職業を名乗ったのです。ほかの乗客には苦笑されてしまいましたが。

　ぼくは普段はソヴレムで下宿生活を送っています。そうだ。そこにいる東洋人の少年……クジョー、と呼ばれていた彼ですね、彼に話した身の上話は本当なんです。両親が子供のころ、列車事故でなくなってしまって、それ以来、養父の援助で学生生活を続けてきました。学費については、いろいろな方法で養父に返そうとしています。ただで援助してくれるわけではありませんからね。

　列車に乗ったのは、ええと、ほかのみなさんと同じく、修道院のショーを見に行ったためです。ちょっとした縁でショーのチケットが手に入ったので。うーん、ショーがおもしろかったかですって？　正直、ぼくにはよくわからなかったな。ご婦人たちは楽しそうに、きゃあきゃあと悲鳴を上げてましたけど、ねぇ。

　……えっ？

　さっきからどうして、きょろきょろしてるんだって？　いや、してませんよ？

　してる？

　……いやだなぁ。落ち着かないせいですよ。こんな、警察で証言するなんてこと、ありませんから。なにより、目の前で人が一人、死んだんですからね。落ち着いて証言していたら変でしょう？

　ええ。だいじょうぶです。もう落ち着いてきました。続きを話します。

　あのコンパートメントに入ったのは、偶然です。列車はおどろくほど混んでいて、どこも人がいっぱいだったんです。そのうち、席を探して歩く男の人……〈死者〉を名乗った大男と行き合って、二人でぺちゃくちゃしゃべりながら廊下を歩いていたんです。そしたら、あのコンパートメントを覗のぞ

 きこんで、男が、ここが空いてるぞ、って言ったんです。それならと思って入ったら、じつは先客が四人もいた。覗いたところの席だけ、ちょうど人がいなくて、それで勘違いしたんじゃないかな。〈公妃〉を名乗った女の人が許してくれたので、それでぼくたちもあのコンパートメントに落ち着いたんです。あの女性、よい人ですね。あんな人がおかあさんだったらな、と思いました。子供っぽいですかね。……はずかしいな。言わなきゃよかった。

　えっ？

　……ぼく、またきょろきょろしてますか？

　いや、してませんよ。

　してる？

　無意識かなぁ。落ち着かないんですよ。とっても。だってそうでしょう？　こんな警察の一室で、刑事さんたちに囲まれて。脚、震えてるんですよ、さっきから。気が小さすぎるかしらん。

　……なんどもドアを振り向いてる？

　誰かの到着を待ってるのかって？

　君、なんて言ったっけ。ええと、たしか〈灰色狼〉を名乗ってた女の子だね。風邪、ひいてない？　ドレスが濡ぬ

 れて、〈家来〉がとても心配してたね。仲がよくてうらやましかったよ。ぼくと妹みたいだった。えっ？　妹は君より大きいよ。でも、子供のころのことを思い出したのさ。妹も華きや
 奢しや

 で、風邪をひきやすくってねぇ。

　……あ、すみません。話を戻します。……この女の子がさっきから、なんども、ぼくがきょろきょろするって指摘するもんだから。もう疑われないように首を固定してますよ。自分ではおかしな態度をしてるつもりはないんですけど。

　警部は、気にならない？

　そうですか。よかった。警部が気にならないなら、べつにいいですよね。

　素敵な髪型ですね。……いや、お世辞じゃないですよ。個性は大事です。

　ええと、それで、どこまで話しましたっけ。

　そうだ。コンパートメントで四人の乗客と同席したんですよ。

　一人は優しそうな女性で、〈公妃〉を名乗った人です。ずっと、となりにいる女の子を気にかけていました。とってもね。となりの女の子は黒髪に青い瞳をしていて、全体的に青白かったですね。ぶつぶつ独り言を言っていて、なんだか怖かったです。箱を落とした？　あぁ、そういえばそんなことがありました。……赤い箱？　そう、そうでした。ぼくの手のひらぐらいの大きさの箱でした。なんの箱だろ。筆箱にしては正方形だし、お菓子の箱にしては無地で硬い感じだし、不思議なデザインでしたね。そういえば。

　あと、ここにいる別べつ
 嬪ぴん

 の女の子と、東洋人の友達。ぼくたちはお互いに自己紹介をして、話し始めたんです。最初に黒髪の女の子が、ノイローゼなのかな、それともヒステリーというやつか……わかりませんけど、わたしは〈孤児〉で、誕生日探しをしてるなんてオカルティックな感じで言い出したもんだから、大男が機嫌を悪くしたんです。それで、気を遣って女性が、わたしも〈公妃〉なんです、なんて女の子に話を合わせたんですよ。ぼく、あの優しい女性がとても気に入って、おかあさんみたいだなんて思ったもんだから……あっ、また。言わなきゃよかった、はずかしいな……とにかく、彼女のために話を合わせて、ぼくも、冥めい
 界かい

 の王がどうのとか、職業は〈木こり〉で、木を切りながら旅をしているとか言ったんです。ぼくまでそんなこと言い出したもんだから、大男も笑い出して、彼は彼で、修道院に伝わる怪談〈黒死病の仮面〉を使った身の上話を始めたんです。自分は〈死者〉で、死んだばかりの男の身体に乗り移って、歩き出したんだ、って。なんのことはない、彼の話がいちばんおもしろくて、笑っちゃいましたよ。

　そのあと彼と、ここにいる二人の子供が着替えるために出ていって。ぼくは〈公妃〉と少し話をしました。だけど、〈孤児〉が泣いているのをなだめなくちゃいけなくて、たいへんそうだったので、ぼくもしばらく席を外そうと思ったんです。

　廊下を歩きだしたとたんに、気分が悪くなりました。……えっ？　そう。そうだよ。恥ずかしいな、覚えてたのかい。そうです。ここにいる二人に、気分が悪くて震えているところを見られちゃったんです。どうして調子を崩したのかって？　両親の列車事故のことを思い出したからです。子供のころのことだけど、ぼくは、両親が暴走した列車から落ちて死んでしまうところを見たんですよ。この目でね。人と一緒にいておしゃべりしていたらまぎれることでも、一人きりになったら、闇のようにせまってくる、なんてこと、あるでしょう？　それです。廊下で目眩めまい

 を感じて、手近な部屋に入りました。……通信室？　そうだっけ。あぁ、そうですね。そうだ。あれは通信機器のあるちいさな部屋だった。でも、よくわかりません。えっ？　通りかかったとき、声がした？　なんて？

　おにいちゃん、タスケテ……？

　……。

　…………
 。

　………………………
 。

　おかしな冗談はやめてください！　そんな声、ぼくは聞いてませんよ。通信機器は動いてなかったし、ぼくも、どこも触ってません。頭がガンガンして、苦しくて悲しくて、心が痛むあまりにべつの人間になったような、いやな気分だったんです。せまい部屋にいることが息苦しくなって、廊下に転がり出たとたんに、そう、君たちと行き合ったんだよ。ここにいる二人です。給仕の制服に着替えて、廊下を戻ってきたところだったんです。

　それから、どうしたんだっけ……？

　気分が悪くなってからは、記憶があいまいです。たしか、一度コンパートメントに戻ったけど、〈死者〉と一緒に食堂車に行ったんじゃなかったかな。〈孤児〉が泣いたり、敵がいると叫んだりで落ち着かなかったんです。殺される、なんて言っていて、この子、危ないなぁと思ったんだけど。でも、本当に殺されたんですよね……。敵がいるって、本当の話だったのかな。それならうるさがらずにちゃんと聞いてあげればよかったのか。後の祭りですけれど。

　食堂車にいたら、この東洋人の少年〈家来〉が、続いて〈公妃〉と〈孤児〉がきました。〈家来〉は、コンパートメントに残された〈灰色狼〉を気にして帰ろうとしたけれど、引き止められて残ったんです。ぼくと〈死者〉は葡萄ぶどう

 酒を飲んでたんで、あと三人分のグラスをぼくが用意しました。給仕は忙しくて、呼ぶのもたいへんそうだったんでね。〈公妃〉はぼくたちと同じく葡萄酒、残りの二人は水を飲んで、しゃべっていたら、〈孤児〉が干し葡萄取りゲームとかいう遊びを提案したんです。

　ボウルに干し葡萄を入れて、持ってきたのは、誰だって？

　……。

　……………
 。

　ぼく、です。

　疑われてるんでしょうか？　あぁ、膝ひざ

 が震えてきた。でも、ちがいます。だいたい、どの干し葡萄を誰が取るかなんて、わかりませんよ。そうでしょう？　えっ？　ブランデーを持ってきたのは？　〈死者〉です。でもそれだって、ブランデーのほうに毒が入っていたら、みんな倒れて死んでましたよ。でしょう？

　食べる順番は、空の葡萄酒瓶を回して決めました。回したのは……〈公妃〉じゃなかったかな。瓶の口がぼくに向かって止まったので、それで、ぼくから食べることになったんです。偶然ですよ、それだって。

　瓶の口を回すのを、コントロールできたんじゃないかって？

　それは、ぼくにはわかりません……。

　でも、そんなことないと思いますけどね。

〈公妃〉はそんな人じゃないですし。

　いや、ええ、もちろん……初対面ですけど。でも、いい人ですよ、きっと。

　それでぼくが食べて、願い事を言って。つぎに〈公妃〉が食べました。そういやあのとき、彼女、ほら話のはずの、公妃だけど国から逃げてきた、という話をやけに熱心に語りましたね。このまま旅を続けていたら、わたしの王国がなつかしくなってしまうだろう、とか。冬になると海水が白くなって、空一面が潮に染まる、とか。民はわたしを待っている、とかね。

　よく覚えてるって？

　ええ、まぁ。

　気になったんです。〝空一面が潮に染まる〟って、どういうことかしらん、って。海辺の国って設定なのはわかりましたけどね、空は潮に染まらないでしょう。だって、空は空だ。海じゃない。

　いや、それだけです。

　それで、つぎに〈死者〉が干し葡萄を食べました。おかしな仕草はなかったかって？　いや、とくに……。

　とくに気づきませんでした。よく見てなかったですしね。そういえば思い切り炎の中に手をつっこんでたっぷり取って、食べて、口の中をやけどしてました。一粒だけでいいのにって、〈公妃〉があきれてましたよ。

　そしてつぎがいよいよ〈孤児〉でした。

　普通でしたよ。普通の仕草でした。ボウルに手を入れて、一粒、適当に……うん、適当に選んだ感じでした……つまんで口に入れて、それで……苦しみだしたんです。

　そのあとは、もう、大騒ぎですよ。

　苦しみだして、干し葡萄に毒が入っていたと言って、食堂車を飛び出したんです。〈家来〉が彼女は銃を持ってるというんでおどろいていたら、閉まったドアの向こうから本当に銃声がしました。鍵かぎ

 を壊されてドアが開かなくなって、遠く……運転室のほうで銃声が一発、いや、二発だったかな、聞こえてきて、列車は暴走し始めたんです！　悪夢でした。子供のころにこんなことがあった、両親が死んだと思って震えていたら、〈家来〉がこともあろうに窓から屋根に出て、運転室のほうに行こうとしたんです。僕の両親の事故に似ていたので、必死で止めました。でも、彼は結局、ぼくを蹴け

 っ飛ばして屋根に上がっていきました。

　そのあとのことは、よく、わかりません……。

　パニックになって、覚えてないんです。

　誰か、女の人が笑っていたような気がします。誰の声だったのか……？　〈公妃〉かな？　でも、いったいどうしてあの状況で笑ったりできたんだろう。〈死者〉はあわててました。なにか言っていたような……。「まずい」とうわごとのように。たしか。

「まずい。こんな事故になったら、人が集まってくる」

　と言っていたような気がします。

　意味、ですか？

　いえ、わかりません。ぜんぜん。

　聞き返しもしませんでした。とにかく怖くて、気が遠くなってたんです。

　妹の名前を呼びました。ぼくまで列車事故で死にたくない、って思いました。

　一人残していくのがいやでした。この儚はかな

 い世に。か弱い妹だけ残るなんて。

　遠くで銃声が響きました。ぼくは目を閉じて祈りました。

　一発。

　二発。

　そして……もう一発。

　ぼくは祈りました。泣きながら祈っていました。女の人の笑い声はそのときも続いていたと思います。誰の声なのかわかりませんが。





　やがて、列車が停まりました。

　……噓みたいでした。

　ぼくは初め、助かったということを疑いました。本当はもう列車は大破して炎上しているんじゃないか。死んだぼくが、助かった夢を見てるんじゃないか。ここはすでに冥めい
 界かい

 なのではないか。恐ろしい想像に、ぼくは少女のように震えました。

〈家来〉がさっき這は

 い出した窓から、ぼくも外に出ました。

　あぁ、なんということ！

　朝が、朝がきていました。

　東の空から青白い朝陽が昇り、ぼくの顔を照らしていました。列車は上り坂の途中で停まっていました。下のほうに、本来、暴走し続けるはずだった線路が見えました。助かったのだ、と思いました。そしてまた疑いました。ぼくは走りました。運転室に飛びこむと、〈灰色狼〉と〈家来〉がいました。〈家来〉は銃を握りしめていました。

　ぼくよりずっと勇敢な顔をしている、と思いました。ぼくより年下で、しかも東洋人ですけれど。人種が劣っていると思っていた自分を、すこし恥じました。たまたま行き合っただけで、そしてもう会うこともないだろう少年に、友情のような、仲間意識のようなものを感じました。〈灰色狼〉はというと、床に座っていました。そこに〈孤児〉が倒れていることに気づきました。ぼくの妹はちょうど同じぐらいの年で、やはり〈孤児〉と同じ黒髪をしています。まるで、列車が無事に停まった代わりに妹が召されたような気がしました。一瞬の、イメージですけれど。そのとき〈灰色狼〉がなにかささやきました。いまにも息絶えようと痙けい
 攣れん

 している〈孤児〉の耳元で。

　……なんと言ったのかな。君は？

　おや、黙ってるね。〈灰色狼〉。

　ぼくにはすこし聞こえたんだけど。確か君は、「偽物」とささやいた気がする。なんとかは、偽物だ、そう言ったんじゃないかい？　それとも、聞き間違いかな？

　……黙ってるんだね。まぁ、いい。

　そのあとぼくは、震えながら、すでに死んでいる〈孤児〉に手を伸ばして、目を閉じさせました。穏やかな死に顔だったのでびっくりしました。無念に歪ゆが

 んでいるとばかり思ってたんです。

　列車の外で、〈公妃〉が叫び声を上げました。外に出ると、なぜか〈死者〉が走ってどこかに逃げようとしていました。〈家来〉はおどろいていたけど、ぼくはそうでもありませんでした。さっき〈死者〉がつぶやいていた「まずい。こんな事故になったら、人が集まってくる」という独り言を思い出したんです。

　──〈死者〉には、なにかある。

　そう気づきました。ぼくはそれで、〈家来〉ことクジョーくんと一緒に線路を走り、逃げる大男を捕まえんとしたのです……。





　えっ？

　結局ずっと、ぼくは話しながらきょろきょろしてた？

　まるで誰かの到着を待つように、ドアのほうをなんども振り返ったって？

　……。

　…………
 。

　…………………
 。





　そんなこと、ないですよ？

　いやだなぁ、〈灰色狼〉さん。









「そんなこと、ないですよ？」





　部屋に、ギデオンの静かな、落ち着いた声が響いた。刑事たちに囲まれてメモを取られながらなので、さっきから顔色は悪く緊張した面持ちだったが、話すうちに少しずつ落ち着きを取り戻し、いまでは静かな目をして、口元には微笑までたたえていた。

「いやだなぁ、〈灰色狼〉さん」

　そうささやくと、ギデオンは、パイプを吹かしながら自分をみつめる、見事な金髪に緑のタフタのドレス姿の少女から、そっと目を離した。

　それからゆっくりと首を曲げて、ドアのほうを振り返った。

　誰かの到着を待つように、目を細めてじっと、開かないドアをみつめている。おそらく無意識の動作なのだろう。ヴィクトリカがこほん、と咳せき

 をして「また振り返っているぞ」と言うと、ギデオンは不思議そうに「えっ」と聞き返した。

「君には誰か、秘密の待ち人がいるのだね」

「おかしなことばかり言うなぁ、〈灰色狼〉さん。……ねぇ、警部。この子がなにを言っているのか、ぼくにはよくわかりませんよ。あれ、髪型、少し変わりましたね？」

「むっ？」

　妹と同じくパイプを吹かしながら、遠い目をしていたグレヴィール・ド・ブロワ警部が、はっと我に返った。

「なんだね？」

「警部、聞いてましたか？　ぼく、一生懸命、証言していたのですが」

「もちろん聞いていたとも。髪がどうしたのかね？」

　傍らに立つ一弥が、恐ろしそうに覗のぞ

 きこんできていることに気づき、警部はそっと自分の頭に手をやった。

　二ふた
 股また

 ドリルの下のほうが、重力に負けたようにゆっくりと垂れ下がってきていた。巨大な鳥が嘴くちばし

 を開いたかのような、深遠な闇がゆっくりと開き始めた。いまにも、ケェェ、と不吉な啼な

 き声が聞こえそうだ。「いかん。今日は秋にしては暑い日だからな。どうやら溶けてきたようだ」と警部はつぶやいて、パイプの吸い口でなんどもドリルをつっついた。

　パイプの火がドリルの先に当たり、ちりちりと金色の毛先が燃えた。もくもくと煙が上がり始めたのを、一弥は「あぁ……！
 」と啞あ
 然ぜん

 として見守っていた。ブロワ警部はすばやく走り、刑事の一人が飲んでいたコーヒーのカップに、お辞儀するアホウドリのように腰をきっちり九十度曲げて、ドリルの先をつっこんだ。

　じゅうっ──！


　コーヒーから、煙たい匂いが漂ってきた。

　火を消し終わると、ブロワ警部はコーヒーカップから顔を上げて、絹のハンカチでコーヒー液が滴るドリルを拭ふ

 いた。拭きながら、いかめしく、

「もちろん証言は聞いていたよ。君、おかげで状況がはっきりと読めた」

「そ、そうですか……。あの、大丈夫ですか」

「どうってことないさ、君」

「そうですか……。あの、その、でも、お役に立てたのならよかったです」

　ギデオンは不安そうな顔をした。

「殺された女の子、本当に、かわいそうだったから……。必ず殺人者をみつけてください、警部さん。こんなことは許されない。そのはずです」

　ギデオンはいたましそうにつぶやいて、顔を曇らせた。しょんぼりした顔つきのまま立ち上がって、

「それじゃ、これで終わりですか。でもまだ帰れないんですよね」

「あぁ。君たちは容疑者だからな。事件が解決するまでここにいてもらう」

「わかりました。お役に立てるなら、喜んで」

　ブロワ警部は、ちょっと不安そうな顔をしてヴィクトリカのほうを振り返った。ほかになにかないか、と問いたそうな顔つきだ。ヴィクトリカのほうは興味なさそうに、兄のほうをちらりとも見なかった。

　ブロワ警部がじりじりとして、妹をみつめている。

　やがてヴィクトリカが、パイプからさくらんぼのようにつやつやした唇を離して、言った。

「我が兄はなにか忘れてるぞ」

「なにしろ髪が燃えたものだからな。……なんだ、我が妹よ。わたしは動揺しているので、なにか忘れていたらせいぜい指摘したまえ。……頼む」

　最後の一言だけは、刑事たちには聞こえないような極めて小さな声だった。ヴィクトリカは興味なさそうにパイプをくゆらしていたが、一弥も自分のほうをみつめているのに気づくと、仕方ないというように、低いしゃがれ声で、

「……荷物検査だ」

　ブロワ警部は、垂れ下がるドリルで前が見えないらしく、両手で持ち上げながらうなずいた。警部が命令する前に、ギデオンは素直に自分の鞄かばん

 を差し出した。一泊旅行の荷物がちょうど入るぐらいの、上質な革製の茶色い小型トランクだった。角のところが丸いデザインになっていて、もしや女物ではないかと思わせるかわいらしいトランクだった。

「ちょっと恥ずかしいですけど。お役に立てるなら、どうぞ」

　ヴィクトリカが聞き返した。

「君、どうして恥ずかしいのだね？」

「うーんと、なんていうか、ちょこちょことおもちゃが入ってるからだよ、〈灰色狼〉さん。ぼくにはちょっとばかり子供っぽいところがあって、それで、妹にもよくからかわれるんだ。どうしてそんな小物を大事にしてるの、おにいちゃん、ってね。きっと君にも笑われちゃうよ……。あっ、ほら、それとかですよ、警部」

　トランクを開けた警部が取り出した、小さな黄色い香水瓶を指さして、ギデオンは言った。恥ずかしそうに頰が染まっている。

「なんだ、こりゃ」

「それは、その、母の遺品です。ほかにもいろいろあるんだけど、それがいちばん小さいし、きれいだから、いつも持ち歩いてるんです」

「ふぅむ。……こりゃなんだ？」

　つぎにブロワ警部は、くにくにとしたみみずの死し
 骸がい

 みたいなものを持ち上げた。ギデオンはあわてて、

「わぁ、すみません。先週森で拾ったんです。虫の死骸を拾って、鞄に入れるなんて……子供のころからの癖なんですけど、いまだに直らなくて。主に妹を脅かすのに使います」

「いやな兄だなぁ！」

　ヴィクトリカがぼそっと口をはさんだ。

　ブロワ警部が恨みのこもった顔つきで妹を睨にら

 んだ。刑事たちに聞こえないようにちいさな声で、

「世の中には、ショック死する寸前まで兄を威おど

 す、おそろしい妹もいるがな。〝知恵の泉〟とやらで悪魔のようになんでも当てて、かわいい兄の寿命を百年も縮めるのだ」

　ヴィクトリカは興味なさそうにパイプをくゆらした。

「……百年も縮んだら、もうとっくに死んでいるぞ、グレヴィール。わたしはまったくかまわないがね」

　お通夜のような暗く重苦しい空気に、ギデオンはきょとんとしてきょろきょろした。

　ブロワ警部がまたトランクに手を入れた。魔法のように、こまごまとしたものが出てきた。なんだこれは、とぶつぶつ言いながら、テーブルの上に出していく。ギデオンは本当に恥ずかしそうだ。

　ノートの切れ端。〝振り向かない〟と一言、走り書きがある。

「あっ、それは……。大学で、かわいい女の子がいて、その……ぼく、振られちゃったんです、こないだ、思いっきり……。それで、その……決意を、書いてみました」

　ちいさな肖像画。森の中で、男の子が立っている絵だ。ギデオンは得意そうに胸を張り、

「ぼくの子供のころの絵です」

「なんでまた、絵なんだね？　写真じゃないのかい」

「うちは肖像画のほうが多いんです」

「なるほど。ちかごろ流行はや

 りの懐古趣味というやつだな……」

　ブロワ警部がうなずいた。

　科学が発展したさいきんでは、記念写真を撮ったり、女優のブロマイドを買う人々が増える一方、貴族のあいだでは高いお金を払って画家を雇い、中世風の肖像画を描かせることが流行り始めていた。新しい技術を喜ぶ一方で、古い習慣を愛する人々も増え、両者は交差しあいながら共存していた。

　トランクから出てくる着替えや教科書のほかに、ときどき出没する妙な小物をテーブルに並べながら、ブロワ警部はあきれたようにつぶやいた。

「ギデオン君、君の荷物はなんというか、その、まるである種のご婦人のハンドバッグみたいじゃないかね。なにに使うんだかわからないこまごまとした小物や息子の肖像画でいっぱいで、そのくせ必要なものは入っていないのだ。ハンカチを忘れたり、お財布を忘れたり、家の鍵かぎ

 が入っていなくて家から閉め出されたりする。君はまるで、おっちょこちょいのご婦人だよ」

「だから最初に、恥ずかしいけど、って言ったじゃないですか。自分でもそう思うんですけど、でも癖なんです」

　ギデオンは真っ赤になって、トランクに荷物を放りこみ始めた。その様子をヴィクトリカが興味深そうに、瞳ひとみ

 を細めて眺めていた。

「……もう、いいですか」

　ブロワ警部が、うかがうように妹を振り返った。ヴィクトリカがかすかに、形のいい顎あご

 を引いてうなずくような仕草をしたので、ブロワ警部は自信を持って、

「うむ。控え室で待っていたまえ」

「わかりました」

　ギデオンはトランクを片手に優雅に一礼すると、部屋を出て行った。一弥はその横顔をじっとみつめていた。ブロワ警部に礼をしたときは笑顔だったけれど、くるりと背を向けたとたんに、ギデオンの横顔から、いかにも罪のない若者といった、如才ない笑顔がかき消えた。

　緊張してひきつる、暗い横顔だった。なにか秘密がありそうに見えた。一弥は気になって、部屋を出て行くギデオンの背中を目で追った。ドアが閉まると、思わずヴィクトリカのほうを振り向く。

　ヴィクトリカも、ギデオンの背中を睨むように鋭い瞳でみつめていた。閉まったドアを、パイプをくゆらしながらいつまでも睨んでいる。

「さて」

　ブロワ警部が、片脚を上げてナイスポーズを決めて、ぱちんと指を鳴らした。

「つぎの証言者だ。どっちにするかね？　またかわいい妹の意見を聞こう。もちろん必要があるわけではないが、なんというか、これはわたしなりの、その……家族サービスなのだ！　……おい、我が妹、聞いてるか？」

　ヴィクトリカが、ふわ～あ、とあくびをした。ブロワ警部は怒り出し、

「真剣さが足りないぞ、おまえ」

「どちらのカードを選んでもかまわないだろう。順番が問題ではないのだ。だが、まぁ……〝空一面の潮〟が、気になるといえば気になるからな。〈公妃〉を呼びたまえ。グレヴィール」

「よし、あの女性だな」

　ブロワ警部はうなずき、刑事たちに指示をした。

「彼女を呼びたまえ。あの中年婦人だ」





　ほどなくドアが開いて、オールド・マスカレード号のコンパートメントで行き合った、落ち着いた顔つきの中年婦人が入ってきた。殺された黒髪の少女とともに、ヴィクトリカと一弥を列車に引き上げて助けてくれた人だ。

　おぼつかない足取りで二、三歩、よろけるように進んだので、刑事の一人が手を貸して、椅子の前まで誘導した。〈公妃〉は、一見しておかしな髪型をしているブロワ警部が見えているのか、いないのか、おどろくこともあきれることもなく、まったくなんの反応もしなかった。自分の世界に埋没しているようにぼんやりして、背を曲げて椅子に腰をかける。その様子は、おそらく四十歳前後と見られる年齢よりもずっと上、疲れきり、背骨も曲がった老婆が、ただ訪れる死を待っているだけとでも見える憔しよう
 悴すい

 ぶりだった。

　一弥は、列車の中で会ったときの、生き生きとして気遣いを怠らない〈公妃〉とは別の人のように見えて、おどろいて身を乗り出した。そういえば、列車が暴走し始めたとき、目に危険な光を湛たた

 えて笑い声を上げていたところを見た、と思い出す。あのとき確かに〈公妃〉は様子がおかしく、それまでの印象とはちがった危険な感じがした。でも、いまのげっそりとやつれた様子はそれともちがう。

（いったいどうしたんだろう……？）

　気になってみつめていると、〈公妃〉は急に、辺りに人がいることに気づいたようにきょろきょろした。それから背筋を伸ばし、威厳のある様子で、下々のものを見渡すような目つきで一人一人の顔を見た。

　目玉をぎょろりとむき出し、白目には、いまにも破裂するのではと危き
 惧ぐ

 するほど、赤黒い毛細血管が太く浮き出ている。瞳どう
 孔こう

 がカッと開いて、まぎれもなく狂人の目をしていた。一弥はぞっとした。

（この人は、狂人だったのだろうか……。一緒に乗り合わせているあいだ、まったく気づかなかったけれど……）

　狂人か、それとも……。

　もしも演技だとしたら、怪演といえた。それはまさにすご腕の女優の顔だった。いったいどちらなのだろう。部屋は異様な緊張に包まれ、誰も言葉を発することなく、このおかしな中年婦人をじっとみつめるばかりだった。彼女のどんな隙も見過ごすまいとするように。

　衆人環視の中、目玉をむき出して、憔悴した顔色をした〈公妃〉は、刑事が差し出した聖書の上に、優雅な仕草で手のひらを重ねた。そして「噓偽りのない証言をすることを、誓いますわ」と、低い声でささやいた。

　ごくっ──、と、ブロワ警部が喉のど

 を鳴らす音がした。おかしな雰囲気に激しく緊張しているのだ。垂れ下がった下のドリルが、小刻みに震え始めた。

　部屋は異様な沈黙に支配され、誰も、なにも言わない。

「……さて」

　ブロワ警部が口火を切った。声が震えている。

「まず名前から言ってもらいましょう。そして、オールド・マスカレード号の中で起こった出来事について詳細に語ってもらいます。いいですね」

「お安い御用ですわ、警部さん」

　婦人は鷹おう
 揚よう

 に返事をした。そして部屋の中を見渡し、ご苦労様というように一人一人にうなずいてみせる。地味なブラウスとスカートを身につけた、化粧っけのない中年女性なのに、身のこなしはまるで別人のようだった。

　色のない唇を開いて、オールド・マスカレード号の乗客、奇妙な仮面舞踏会で行き合った中年婦人は、話し出した。誇り高く張り上げられた、甲高い声で。





「わたくしの名前は、ブリタニア・ガブリエル・ココ・ド・クレハドル。リトアニアの北西に位置するクレハドル王国の公妃です。……もちろん、みなさまはもうご存じでしょうけれど」






　ブリタニア公妃の証言










　わたくしの名前は、ブリタニア・ガブリエル・ココ・ド・クレハドル。リトアニアの北西に位置するクレハドル王国の公妃です。……もちろん、みなさまはもうご存じでしょうけれど。この部屋に入ってきたとき、すぐに気づきましたわ。みなさんはすでにわたくしの正体を知っていらっしゃるのだと。だって、とてもうやうやしくこの席まで案内されましたもの。王族にふさわしい扱いでしたから、あぁ、とわかりました。そう、わたくしこそ、クレハドル王国から消えた、あの有名な公妃なんですの。

　こっそり国を出て、気軽な一人旅を楽しんでいましたけど、それももう今日でおしまいですわね。きっと、わが国の大使にすでに連絡してしまったのでしょう？　あら、そんな顔をなさらないで。それがあなたの仕事ですもの。怒ってなんかいませんわ。

　えっ？

　なんですって。

　もう一回、言ってくださらない？

　……あなたは、リトアニアの北西にあるクレハドル王国と言うけれど、そんな国は世界地図に載っていない、ですって？　だいたい、リトアニアの北西には陸地がなく、海だ、って？

　ほほほほほ！

　あぁ、おかしい。

　もちろん、そんなこと知ってますわ、おかしな警部さん。あらあら、そんな怖い顔をなさらないで。

　わたくしの王国はね、陸地などにあるのではないのです。

　どこって？

　いやな人。どうしておわかりにならないの？

　海、ですわ。

　あの黒い、バルト海のはるか底。

　あぁ、もちろん大昔、古代のクレハドル王国は地上にありましたわ。黒い森では樹木がそこらじゅうで熟した実を垂らしていました。それに、白い海岸では素敵な琥こ
 珀はく

 がたくさん取れましたわ。農作物もよく実り、ほんとうに豊かで平和な国でした。ところがあるとき、ほかならぬ公妃のわたくしが、愚かにも海の魔女と恋敵になって恨みを買ってしまい、王国はなんと一夜にして海の底に沈んだのです。それ以来、何百年か、いえ、千年は経ったのでしょうか。もう時間のことはわかりませんわ。とにかく、クレハドル王国は海の底で、神殿を潮うしお

 に揺らして、いまでも古代と同じ暮らしを続けているのです。天気がよく、波も穏やかな日は、リトアニアの砂の海岸から、海に沈んだ灰色の古代神殿が見えることがありますわ。そんな日は、海の底にいるわたくしたちからも、上の風景が本当によく見渡せます。空一面に潮がたゆたい、波は灰色をして、雲のように流れていきますの。

　そんなときはわたくしたちは、海から上がって、岩肌に腰かけて高らかに歌うんですの。ところがこの歌声を聴くと、地上の国に住む船乗りは、船が転覆したり嵐がやってくると言って、いやがるんですわ。わたくしたちは別名、海の精、セイレーンと呼ばれて怖れられております。地上の人を脅かすことはなにもしていないつもりなのですけれど。

　ええ、クレハドルはとてもよい王国ですわ。わたくしは国も、民も愛いと

 しく思っております。だけどつまらなくなってしまって、ときどきこっそり旅に出るんです。刺激は必要ですもの、ね？





　えっ？

　なんですって。

　……どうしてそんな噓をつくんだ、って？

　失礼な！　わたくしは噓などついておりません！

　頭がおかしいふりをしているのかって？　なんのことでしょう！　なんのためにそんなことをするというのです？

　失礼ですわ！　あなたのその態度は、あとでクレハドルの大使に言いつけますよ。覚えていてくださいな。





　……証言、ですか。

　ええ、ええ。わかりましたわ。お役に立つのなら。

　いいえ、もう怒ってはおりません。わたくしは寛容なたちですの。

　……といっても、正直、オールド・マスカレード号の中でなにが起こったのか、わたくしにはよくわからないのです。お役に立てるかどうか。コンパートメントで行き合った人々も知らないどうしですし、いったいどうしてあんなことになったのか、こちらが聞きたいぐらいですわ。

　ともあれ、お話ししてみます。

　そうだわ。わたくししか聞いていない、〈孤児〉の言葉がありました。〈孤児〉というのは殺されたかわいそうな女の子のことです。本当の名前は知らなくて、わたくしたち、ふざけて、互いにおかしな呼び方をしあったんですの。





　わたくしが〈孤児〉と会ったのは、行きの列車の中でした。そこにいる〈家来〉さんも一緒でしたわ。そのときはあまりよくお話はしなかったんですけど、帰りの列車に飛び乗ったとき、また行き合ったので、互いに親しみを感じたんです。それにあの子は、わたくしの威厳といいますか、隠せない気品のようなものを感じとって、敬ってくれましたわ。だからわたくしもあの子をかわいく思ったんですの。

　あぁ、あれのことですか。

〈孤児〉が語った身の上話。

　誕生日を探しにきた孤児だという……。

　あれは、ぜんぶ噓ですわ。

　どうしてわかるかって？

　だって、本人がわたくしに白状したんですもの。さっきのは噓なのよ、って。気が狂ってるふりをして、自分を守ってるのよって。あの子はわたくしには隠さず話してくれましたわ。

　いつって……。たしか、コンパートメントで〈灰色狼〉と〈家来〉と四人でいましたら、〈死者〉と〈木こり〉が入ってきました。自己紹介の後、〈灰色狼〉さんがくしゃみをしたので、濡ぬ

 れたドレスを着替えさせようと、〈家来〉と〈死者〉が出て行ったんです。そしたら、〈孤児〉がなんとなくわたくしに打ち明け話をしたそうな様子になったので、おそらく気を利かせてくれたんですわね、〈木こり〉──あのとても感じのよい貴族の青年が、コンパートメントを出て行ったんです。

　そして、わたくしと〈孤児〉はようやく二人きりになりました。

　それまで、エキセントリックに叫んだり、涙ぐんでいた彼女の様子が急に変わったんです。

　ええ、もう泣いたり叫んだりはしませんでしたわ。

　ただなにかに強く脅えている様子でした。

「わたしは誰かに狙われていると思う」

　そう彼女は申しました。声は激しく震えていました。わたくしが、どういうことなのと聞くと、

「さっき、自己紹介する前に、大事な荷物をうっかり床に落としてしまったの。誰にも見られてはいけないのに。取り返しのつかない失敗をしてしまったわ」

　わたくしは首を傾げました。

　あぁ、と思い出しました。〈死者〉と〈木こり〉が入ってきたとき、彼女は確か赤い箱を落としたのです。それを、みんなじぃっと見ていました。彼女が言うには、その箱──なんの変哲もないただの箱に見えましたが──は、たくさんの人が探し続けている重要なもので、それを自分がみつけて修道院から持ち出したことは、敵には知られてはならないのだそうです。落としたときにヒヤリとして、それで、コンパートメントに乗り合わせたメンバーのうちの誰かが、その敵であると感づいたのだと。確かに殺気を感じたと。このままでは、オールド・マスカレード号が終点に着く前に、自分は敵に殺されて、大事な箱を奪われてしまう、と。

　なんのことかよくわかりませんでしたけど、彼女になんらかの任務があって、命をかけて遂行しているということは理解できました。それで、こんな年若い子がそんな任務を、と哀れに思いました。まだ十七歳ぐらいの子でしたわ。本当なら学校に通って、友達と語らって、両親とともに仲良く暮らしているはずの年頃の、本当に普通の女の子でしたから。だからとても、とても、哀れに思えたんです。目は血走り、色のない唇は震え、敵の気配に常に脅えていました。だから、わたくし、本当はそういったことに巻きこまれたくなかったんですけど、あの子に言ったんです。

「一人になっちゃだめよ。わたくしから離れないようにしていなさいな。わたくしはただのおばさんよ。敵じゃないわ」

「そうね。あなたは敵のスパイではないと思う。それはわかるの。だって、なんだかおかあさんみたいなんだもの」

　本当はクレハドル王国の公妃であることを隠して、わたくしは彼女の力になることを約束したんです。

　結局、力にはなれませんでしたけど……。

　その後のことはご存じの通りですわ。わたくしたちは食堂車に行き、干し葡萄ぶどう

 取りゲームに興じて、なぜか彼女だけが、毒入りの干し葡萄を口にしたのです。犯人は誰か？　わかりませんわ。

　ええ、そうですね……。警部さんのおっしゃるとおり、ゲームを提案したのは〈孤児〉です。その後、干し葡萄を持ってきたのは〈木こり〉で、ブランデーをかけたのは〈死者〉です。空瓶を回して順番を決めたのはわたくしですし。

　えっ？

　いえ。

　ええ。誰がどの葡萄を取るかは、誰にもわかりませんでした。すべては偶然だったのです。

　あのときも〈孤児〉は、頭がおかしい演技を続けていましたわ。ああして敵がいると騒いでいれば、敵も手出しをしづらいだろうと思っていたんですわね。でも、そんなことはなかった。衆人環視の中、誰だかわからない殺人者は、堂々とあのかわいそうな女の子を毒殺したんですわ。怖ろしいこと！

　そして列車は暴走し始めた。

　怖ろしくて、気を失いそうでしたわ。

　……えっ？

　わたくしが、笑ってた、ですって？

　そんな覚えはありませんわ。笑ってたとしたら、それは恐怖のためですわ。……ねぇ、わたくしのことをそんな、頭のおかしい哀れな女を見るような目で見ないでくださいな、警部さん。





　……ええ。

　なぁに、〈灰色狼〉さん。

　ええ、そうよ。そう。干し葡萄取りゲームのとき、確かにわたくしのクレハドル王国の話をしましたわ。そういえば、どうしてあのとき王国の話をしようと思ったのかしら。

　それが気になるの、〈灰色狼〉さん。

　気になってるようね。ええと、あなたのために思い出してみるわ。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　思い出したわ。あるものを見て、それで故郷の空一面の潮を連想したのよ。

　なにって？

　グラスよ。

　ええ、わたくしたちが使っていたグラス。わたくしのグラス……ではないわね。だって、わたくしと〈死者〉と〈木こり〉は葡萄ぶどう

 酒を飲んでいたんだもの。ボルドーの赤。ええ、でもわたくしが見たグラスには、透明な液体が入っていたわ。だから、〈家来〉か〈孤児〉のグラスね。二人は水を飲んでいたから。

　そう、そのグラスがとても冷えていて、水滴がびっしりついていたの。それを見て、故郷の空に広がる白い海面を思い出したのよ。海底王国から見上げる白い海の泡によく似ていたわ。それでわたくし、つまらない思い出話を長々としてしまったというわけ。

　えっ。それは誰のグラスだったかって？

　だから、〈家来〉か〈孤児〉よ。

　……なぁに、〈家来〉さん？

　ぼくのグラスの水は冷えてなかった？　それなら〈孤児〉のほうね。冷たくておいしそうだったわ。

　潮よ。

　空一面の潮。

　ふふふふふ。





　もう、いいかしら？

　いい？

　いいえ。お役に立てたなら光栄ですわ、みなさん、ご苦労さま。





　……ねぇ、そういえば。

　あの子が落とした赤い箱、結局、いったいなんだったんですの？

　ただのつまらない箱にしか見えなかったから、すごく気になってますの。どうしてあの子は殺されたのかしら、あんなただの箱のことで。

　形見箱？

　あれ、形見箱っていうの？

　ふぅ、ん……。





　いえ。

　その、なんでもないわ。

　ええと……。じつは、形見箱という言葉を、列車の中で聞いた覚えがあるの。

　ええとね、その、廊下を歩いていたときよ。〈灰色狼〉さんたちと行き合う少し前のことなの。通信用の小部屋があったでしょ。あの前を一人で通りかかったときに、ラジオのようなひび割れた音で、聞こえてきたの。

　形見箱を取り返せ、って。

　列車の中にあるはずだ、誰かが持っている、って。

　低い声で、誰かが答えたわ。わかった、と。

　だけど、誰の声だったかはわからない。男だった気もするけれど、自信がないわ。





　それだけ。

　お役に立てたかしら。

　そう。では、失礼しますわ。きっとクレハドル大使館からお迎えがくるでしょうから、そしたらわたくしがいる部屋に案内してくださいましね。

　では。みなさまごきげんよう！









「では。みなさま……」





　簡素な服を着て化粧っけもない、おとなしそうな中年婦人は優雅そのものの動きで音もなく立ち上がると、舞台を降りる役者のように大仰な仕草で礼をした。

「ごきげんよう！」

　部屋にいる一同は、啞あ
 然ぜん

 とした表情を浮かべておどろくべき婦人を見送っていた。部屋の隅にある赤いふわふわの椅子に座る、ちいさな金髪の少女が、うふん、と咳せき

 をした。身動きもしないグレヴィール・ド・ブロワ警部に代わって、一弥があわてて我に返り、婦人を呼び止めた。

「ブリタニアさん！　あ、ええと……ブリタニア公妃！」

　ゆっくりと振り返った婦人、ブリタニア公妃は、下げ
 賤せん

 なものでも見るようにつめたい、感情のこもらない目をして一弥を見た。列車の中で行き合ったとき、あんなに穏やかで気遣いをする婦人だったのとは別人のような、高慢とも取れる顔つきだった。

「……なんですの？」

　一弥は一瞬、言葉を失った。

（なんだろう。この感じ……。ぼくたちはとっくにオールド・マスカレード号を降りて、ソヴレムにいるっていうのに。これじゃ、まるで……）

　ごくっとつばを飲む。

（この人だけが、カードに描かれた不気味な絵のままだ。昨夜のおかしな仮面舞踏会がまだ終わっていないみたいだ……！）

　列車の中で冥めい
 界かい

 の王に妹をさらわれたと語った〈木こり〉は、警察庁では、自分は本当はソヴレムの大学生だと証言した。そしてほかの乗客もまた、あのときコンパートメントで、適当な作り話をしあっただけ……のはずだった。

　だけど〈公妃〉だけは、いつまでも夢から醒さ

 めない人のように、警察庁で証言をしているいまも、あくまでも自分はクレハドル王国の公妃だと言い続けている……。

　一弥は、ブリタニア公妃の茶色い瞳ひとみ

 をそっと覗のぞ

 きこんだ。演技なのか、それとも……。もしも演技だとしたら、そんなことを言い張るどんな理由があるというのだろうか。

「あの、その、ブリタニア公妃。あのですね……。警部ったら、ほら」

「へっ？」

　毒気を抜かれたような顔で、ブロワ警部が聞き返した。一弥は仕方なく、

「みなさんに荷物を見せていただいてるんです。失礼ですけれども、公妃の鞄かばん

 も見せていただけないですか」

「……かまいませんわ」

　ブリタニア公妃は嫣えん
 然ぜん

 と微笑んだ。

　目の下の皮膚に細かいしわが寄って、そうすると公妃は憔しよう
 悴すい

 した老婆のようにも見えた。まるで何百年ものあいだ、海に沈んだ国に暮らし続けた、老いた、哀れな人魚のように……。

　ブロワ警部がようやく我に返って、「あぁ、そうだ。荷物、荷物」とつぶやいた。立ち上がってブリタニア公妃のトランクに手を伸ばす。

　それは、さきほどの〈木こり〉ことギデオン・レグラントの女物と見まがうかわいらしいトランクとは対照的に、無骨で大きく、男物のようにも見える粗末で丈夫そうなものだった。

　遠慮がちに、一弥がトランクを開けた。

　そしてはっと息を吞の

 んだ。

　その気配に、部屋の隅でパイプをくゆらしていたヴィクトリカも、どうしたのだ、というように振り返り、一弥をみつめた。

「これは……」

　一弥は絶句する。

　ブリタニア公妃のトランクの中は……。

　──からっぽだった！

　大きなトランクの中は、まるで海にさらわれてすべて流されてしまったといわんばかりになんの荷物も入っていなかった。啞然として刑事たちも覗きこむ中、ブリタニア公妃はゆっくりと微笑んだ。

「みなさま、驚いていますわね」

「えぇ、まあ、そりゃ……」

「これはわたくしの寝巻きです。絹、ですの」

　なにもない空間に手をつっこんで、なにかを取り出すような仕草をする。まるで舞台で見るような見事なパントマイムで、一弥は口を開けて、ブリタニア公妃の手元にみとれた。

　なにもないはずの空間に、絹のたおやかな寝巻きが現れてふわりと風になびく。うっとりと、見えない寝巻きの持ち主、ブリタニア公妃は目を細める。続いて「それは部屋履きのシューズですわ。ビーズでびっしりと覆われて。わたくし、こうして粗末ななりに変装して旅行していますけれど、眠るときだけは本来の公妃の姿に戻って、素敵な寝巻きで床についておりましたのよ？」早口でしゃべりながら、幻の、繊細なつくりの靴を両手で持ち、またうっとりと微笑む。そこにないはずのものがいまにも目に見えるような仕草の見事さに、刑事たちは呆ぼう
 然ぜん

 として、公妃と空のトランクを忙しく見比べていた。

「あぁ、その聖書は眠る前に必ず読みますの。母からもらいました。母は、そのまた母から。聖書は心を清めますもの。ふふふ。そっちの小物入れには琥こ
 珀はく

 の指輪が入っていますの。代々伝わるものですわ。……あら。みなさん驚いていらっしゃるのね。こんな豪華なものが出てくるとは思わなかったのでしょう？　わかりますわ」

　くすくすと笑って、公妃はトランクを思い切り閉めた。

　ずいぶん乱暴な仕草だった。バタン、と大きな音が響いて、そのあと、部屋は静寂に満たされた。ブリタニア公妃は微笑んで、「では、みなさま」と言った。

　ブロワ警部があわてて立ち上がり、

「あちらの部屋で待っていてください。つぎの証言者の話を聞きますから。その……公妃」

　全員で、出て行く公妃を見送る。ドアが閉まるまで、公妃は公妃のままだった。ドアがゆっくりと閉まると、ブロワ警部は垂れた下のドリルを引っぱって、

「あのおばさん、いったい誰なんだね？」

　と、誰にともなくつぶやいた。

「誰かわかるか？　ブリタニア公妃と言われてもな……。もしかしてどこかの女優か？　しかし、もしいまのがすべて演技なら、パリのオペラ座に立って大きな賞がもらえるほどのすごい実力だぞ。あんな見事なパントマイム、あんな優雅な仕草、どこの舞台でも見たことがない」

「む……」

　ヴィクトリカは黙ってパイプをくゆらしていた。

　一弥が不思議そうに、

「それにしても、おかしな感じですね、警部。コンパートメントの中では、おかしな人だったのは〈公妃〉じゃなくて、殺された〈孤児〉のほうでした。でもいまの証言では、〈孤児〉はじつはおかしな演技をしていただけだったんですね。そして代わりに、まともな人に見えた〈公妃〉が、列車を降りても不思議な身の上話を本当だと言い張っている……。いったいどうしてなんでしょう？　〈公妃〉もまた〈孤児〉のように、なにか理由があっておかしな人のふりをしているのでしょうか。でも、それなら、なぜなんだろ……？」

「また久城が退屈なことを言ってるなぁ」

　ヴィクトリカが急に言った。一弥はむっとして向き直った。

「それなら、ヴィクトリカの考えを聞かせてよ」

「いやだ」

「な、なんでだよ？」

「面倒くさいのだ。それに、まだ一人証言者が残っている。ある意味、大物なのだよ。つぎのやつも」

　言葉とは裏腹に、ヴィクトリカはふわ～ぁ、とあくびをした。こんなときに、ヴィクトリカはこともあろうに退屈し始めているらしい。一弥は椅子に座ると考えこんだ。

　ブロワ警部が、鳥のようにドリルの先を揺らしながら近づいてきた。

「仕方ない、久城くんの意見でいいから聞かせてもらおうか。この名警部が聞いてやるのだからありがたくなにか話したまえ」

　一弥はつまらなそうに返事をした。

「……さては、まったくなにもわからないんですね？」

「むっ！　そんなことはない！」

　刑事たちに聞こえないように小声になって、

「だが……ブリタニア公妃のことは、さっぱりわからない」

「ぼくだって」

　一弥はため息をついた。

　列車で行き合ったときの彼らとの会話や、一人一人の表情などを思い出す。たまたま行き合った六人の乗客。一人は殺され、一人はどさくさに逃げようとした。一人はへんな荷物を持っていて、そして一人は気が狂っているか、もしくは狂ったふりをしている。

　だけど、思い出されるのは列車の中での笑顔ばかりで、一弥は途方に暮れた。

　遠慮がちに話し出す。

「あの、証言を聞いていてぼくが思ったのは、警部。ぼくたちは本当に偶然同じコンパートメントに行き合わせたのかな、ということです。もちろんぼくとヴィクトリカは、列車に乗るときに助けられて〈孤児〉と〈公妃〉に同席したから、偶然に同席したんだと思います。でも──〈死者〉と〈木こり〉はどうだろう？」

「どういうことだね？」

「たしかギデオンさんの証言では、〈死者〉がコンパートメントを覗いて、空いていると勘違いして入った、ということでしたけれど。でも、それは本当でしょうか。もしかしたら、〈孤児〉がいることをわかっていて、偶然を装って入ってきた可能性だって考えられるな、と……」

「ふむ」

「あ、あんまり真面目に聞かないでください。ただ、そう感じただけなので。……あと、ギデオンさんのトランクの中身はいったいなんなのでしょうか。女の人の荷物みたいな、香水瓶や、子供の肖像画。そして対照的だった、ブリタニア公妃のトランク。無骨な男物で、なんと、なにも入っていなかった。ブリタニア公妃はどうして荷物を持っていないのか。もともと空だったのか。それとも、途中でどさくさにまぎれて捨てたのかな……？」

　一弥はため息をついた。

　ちらりとヴィクトリカを見ると、パイプをくゆらしながら、碧みどり

 に輝く瞳ひとみ

 を細めている。なんだか眠たそうだ。きっとぼくが退屈な話をしてるからだぞ、と一弥は落ちこんだ。でもブロワ警部のほうは、身を乗り出して「おい、続けたまえ」とじりじりし、我慢できずにドリルの先で一弥の頭を何度もつついた。

「痛いからやめてくださいってば！」

「むっ。じゃあ、はやく話したまえ」

「まったく……。で、それからですね、警部。干し葡萄ぶどう

 取りゲームのときのことを思い出してるんです。あのとき、誰にも不可能だったはずの殺人が行われた。葡萄を取ってきたのは〈木こり〉で、ブランデーを注いだのは〈死者〉、順番を決めたのは〈公妃〉でした。あれは誰にも不可能な犯罪です。少なくとも、誰か一人の手によっては。それにぼくたちは偶然会っただけで……でも、思ったんです。本当にそうだったのかな、と」

「どういうことだね」

「ぼくたちはお互いに初対面の挨あい
 拶さつ

 をして、自己紹介し合った。でも、本当にそのときが初対面だったのかはわかりません。もし、もしもです。みんなが示し合わせて同じ噓をついていたら？　あの三人が初対面でなく、以前からの知り合いだったとしたらどうでしょう？　もっといえば、三人が共犯だったなら？　カードの中に三枚のジャックが交ざっていたのなら……？」

　ブロワ警部は啞あ
 然ぜん

 として、一弥をみつめかえした。刑事たちも緊張して耳を傾けている。

「つまり……？」

「つまりですね、もしかしたら毒は最初から、すべての干し葡萄に入っていたのではないでしょうか？　葡萄か、それともブランデーのほうかはわからないけれど。〈孤児〉がどの葡萄を選ぶかは誰にもコントロールできない偶然のことだった。でも、もしもどれもが毒入り葡萄だったら、あのときどれを選んでも、どちらにしろ〈孤児〉は死んだんだ」

　一弥は声をちいさくした。

「……警部、順番を決めたのは〈公妃〉でした。〈木こり〉から始まって〈公妃〉、〈死者〉、そして〈孤児〉という順番で、つまり……」

「つまり？」

「ぼくは葡萄を食べていないんです」

「あぁっ……
 」

「もしかして、あの三人は三人ともが共犯で、食べるふりをして一粒も口に入れなかったのでは？　干し葡萄の粒はちいさい。一粒なんて、親指と人差し指のあいだにはさまると、見えなくなるほど小さい。それなら……と、思ったんですけれど。あっ」

　一弥がなにか思い出したように宙を睨にら

 んだ。

　すっかり、三人とも逮捕するつもりで立ち上がったブロワ警部が「……ん、なんだね。そのあほ面は」と聞いた。一弥は気を悪くして、

「警部にそんなこと言われるなんて、じつに心外です」

「わたしほどあほ面と程遠い男はいないぞ。……なんだね？」

「やっぱり、いまのはちがうと思います。思い出した！　〈木こり〉と〈公妃〉は一粒だけ食べたけど、〈死者〉だけは、欲張って五、六粒まとめて食べたんですよ。口の中をやけどして大騒ぎしてました。彼が葡萄をたくさん取って口に入れたところを、見たような気がします」

　ブロワ警部はがっかりして、首をぶんぶんと振った。刑事たちも座りなおして、うーむと考えこんでいる。

「なんだね、それは。……まったく、まぎらわしい」

「……振り出しに戻っちゃいましたね、警部」

　一弥はちょっと赤面して、しょんぼりとした。

　黙って舟を漕こ

 いでいたヴィクトリカが、ゆっくりとけだるげに目を開けた。宝石のような深い碧の瞳を瞬かせて、

「いまのは、君、おもしろかった」

「……ほんと？」

　一弥の顔がかすかに輝いた。

「なんだかまぬけな推理だったけど、君の退屈しのぎに役立ったなら、せめても、よかったよ」

「うむ。じつにまぬけだった。それとだな、干し葡萄のことはもう忘れたまえ、君」

「えっ？　どうして？」

　一弥はびっくりして聞き返した。ブロワ警部が走り寄ってきて、小声で話せ、とジェスチャーで伝えた。

　ヴィクトリカは山と積まれたチョコレートボンボンをむぐむぐと食べながら、面倒くさそうに、

「じつのところ、毒がなにに入っていたのかはそう重要ではないのだ」

「どういうこと？」

「謎を解く鍵かぎ

 は〝空一面の潮〟だよ、君。すべての答えはそこにある。ブリタニア公妃はわたしたちにとんだほら話を聞かせたが、ひとつだけ、きわめて大事な証言をしてくれたのだよ。……さて、最後の証言者を呼びたまえ」

　ブロワ警部があわてて立ち上がった。ビスクドールを抱えて、「うむ。どうやら我が妹は推理ゲームを楽しんでいるようだ」とつぶやいた。それから大声で、〈死者〉を呼ぶように刑事たちに指示を出す。

　ヴィクトリカはもう何個目かのチョコレートボンボンをちいさなお口に入れながら、うっすらと微笑んだ。小声で、

「〈木こり〉のかわいいトランクからは、香水瓶に子供の肖像画に、虫の死し
 骸がい

 が出てきた。〈公妃〉の無骨で粗末なトランクからは、幻の寝巻きと靴が出てきた。そして〈死者〉の、おそらく上質な紳士物であろうトランクからは、もっともおそろしいものが出てくるはずだ、君」

「おそろしいものって……？」

「それは、おそらく彼の身の上話と大いにかかわりのあるものだろうよ、君。生者と死者が入れ替わった証拠となるおかしなものが、出てくることだろう……」

　ヴィクトリカは謎めいたことをつぶやくと、碧の瞳を瞬またた

 かせた。





　ドアが開いて、ゆっくりと〈死者〉が姿を現した。

　無骨そのもののおおきな身体に、髭ひげ

 に覆われた顔。着古した粗末なベストに、泥で汚れたブーツ。その服装とは対照的に、手にした小型トランクだけは高価そうな紳士物だった。

　逃走しようとして一弥とギデオンに捕まえられて以来、髭に覆われ日に焼けた顔には深い焦燥が浮かんでいた。いまも両脇を刑事にはさまれ、逃げられないように屈強な刑事たち何人もに囲まれていた。

　つかまれた両肩に、屈辱を感じているようにときどき顔をしかめる。「座れ！」と命じられて、しぶしぶと椅子に腰かけた。両脚を大きく広げて座ると、会議中かなにかであるかのように両腕を組んで、ぎろりとブロワ警部を見た。

　一弥はその行動に、先の二人の証言者とは違うものを感じた。ギデオンとブリタニア公妃は、入ってきてからやたらきょろきょろしたり、逆になにも見ようとしなかったりして、この部屋の様子をすぐにつかむようなことはなかった。しかし〈死者〉は、座って顔を上げたとたんに、部屋を牛耳る者、ボスたる者が誰かをつかんだようだった。ブロワ警部をまっすぐに睨みつけ、威嚇するようにごわごわした髭を震わせた。ブロワ警部も目をそらさず、じっと〈死者〉を睨み返した。

（でも……）

　一弥はブロワ警部と睨みあう〈死者〉の横顔をみつめて、考えた。

（〈死者〉は、気づいていない）

　知らず、ごくりとつばを飲む。

（この部屋の本当の主あるじ

 は、誰かを……）

　隅にあるかわいらしい赤い椅子に腰かけ、パイプをくゆらして〈死者〉を眺めている、ちいさな少女──見事な金髪を床に垂らし、緑のタフタのドレスにふんわりと包まれた、おそるべき頭脳を持つ灰色狼、ヴィクトリカ・ド・ブロワのほうを、一弥は振り返った。ヴィクトリカはまるで、そこに大切に飾られた人形であるかのように、気配を殺すように静かに座り、黙ってパイプをくゆらしていた。白い陶器のパイプから上がる細い煙だけが、それが椅子におかれたすばらしい人形なのではなく、まぎれもなく生きているということを示しているようだった。〈死者〉はこの部屋の影の主、自らの最大の敵、名探偵ヴィクトリカに気づくことなく、ブロワ警部と睨みあっていた。

　警部がとげとげしい様子で口を開く。

「まずは自己紹介からやってもらおう。おっと、オールド・マスカレード号の中で語っていたようなほら話はなしだぞ。おまえは誰か。誰がどうやってあの女の子を殺したのか。それからもちろん……おまえが、停止した列車から逃げ出そうとした理由もだ」

〈死者〉はいまにも殴り殺しそうなほど危険な目つきでブロワ警部を睨みつけた。ちっと舌打ちをする。両脇についた刑事たちが、ぐっと力をこめて大男の身体を押さえた。

〈死者〉は一度、大きく息を吸った。

　それから憮ぶ
 然ぜん

 とした声で話し始めた。





「俺の名前は、サム・オネール。イギリス人だ。ずっと炭鉱で働いてる。えっ、どこの炭鉱かって？　……どこでもいいだろう、そんなこと！」






　死者の証言










　俺の名前は、サム・オネール。イギリス人だ。ずっと炭鉱で働いてる。えっ、どこの炭鉱かって？　……どこでもいいだろう、そんなこと！

　炭鉱夫が修道院のショーなんかにどうしてやってきたのかって？　おいおい、ずいぶんな言い方だな、旦だん
 那な

 。どうしてだっていいだろう？　えっ？　おまえには答える義務があるって？　……ふん。列車に乗ってたのは、たいした理由じゃねぇよ。賭か

 けに勝ったのさ。俺はカード遊びが得意でね、ロンドンの酒場で賭け事をしちゃ、小金を稼いでいるのさ。……い、いかさまなんかしねぇよ！　失礼な旦那だな！　賭け事ってのはつまり、運次第さ。それと、まぁ、頭だね。俺は学はないが、ばかじゃあない。

　とにかく俺は先週、賭け事に負けたんだけど金を持ってなかった紳士から、代わりにショーのチケットを譲り受けたのさ。それで気晴らしに、柄にもなくオールド・マスカレード号に乗ることにしたんだ。結局、とんだ事件に巻きこまれちまったけどよ。

　逃げた理由？　それは……その……面倒に巻きこまれたくなかったからに決まってるだろう！　こんなふうに警察に足止めされて、つまんねぇ話をさせられて、家に帰れないなんて酷だよ。こっちは、また炭鉱に戻って汗水たらして稼がなくちゃなんないんだ。

　だから、どこの炭鉱かって？　……べつにいいだろう、そんなこと。





　昨夜のことを話すんだな？

　手短にいくよ。だって、俺はなんにも見てないんだからな。なにが起こったのかこっちが聞きたいぐらいだぜ。

　えっ？

　俺も容疑者の一人!?
 　なんでだよ!?
 　殺されたおかしな女の子とは、あれが初対面だし、まったくなんの関係もないんだぜ？　……わかったよ。じゃ、話すよ。話せばいいんだろう。

　ええと、どこからいくかな。

　俺と〈木こり〉が一緒にいた理由？

　あぁ……。それか。

　あいつね、泣いてたんだよ。

　そう、列車の廊下で、ぐずぐずとね。男のくせになにめそめそしてんだ、腹でも減ってんのか、って声かけたらさ。予想外に深刻な話をされちまった。

　妹が行方不明なんだってさ。

　あぁ、そう。そうなんだよ。あいつ、俺に最初に会ったときにちゃんと名前を名乗ったよ。ギデオンです、って。だから俺だけはあいつの本名は知っていたのさ。

　ギデオン・レグラントと言います、ってね。

　それでピンときたよ。えっ、なんのことかわからない？　あんた、警部だろ。しっかりしてくれよ。ソヴレムで行方不明になったレグラント嬢のニュースを知らないのかい？　えっ、なんだい〈灰色狼〉ちゃん。……そう、それだよ。新聞に出てた。長い黒髪が特徴で、おとなしい女の子ってね。とつぜんいなくなって家族は心配してるって。……そう、吞の

 みこみがはやいね、こっちのちいさなお嬢ちゃんは。心配してる〝残された家族〟がギデオン・レグラント、つまり〈木こり〉だったのさ。あいつはさめざめと泣いて、妹が帰ってきてくれなきゃ生きていけないって言うのさ。なんでも、両親を列車事故でなくして以来、後見人の貴族がついて生活には困らないけど、家族は兄と妹ふたりきりなんだってさ。そんな身の上話をした割には、なんでオールド・マスカレード号に乗ってるのかは、聞いても答えなかったけどね。いろいろあるんです、と言うばかりさ。

　とにかく俺は、へんなやつと行き合っちまったなぁと思ったけど、放っとくわけにもいかないからさ。一緒に席を探そうと思ったのさ。座って、カードゲームでもやって気晴らしすりゃあ、男のくせにいつまでもめそめそしたりしないだろ？　なんたって男の子なんだからさ。

　そういうわけで、涙を拭ふ

 いたギデオンと連れ立って、空いているコンパートメントを探したのさ。

　えっ？

　あのコンパートメントに入った理由？

　ギデオンは、俺が、空席と勘違いしてドアを開けたと言ってたって？

　う、うん……。

　そうだったっけ。いや、思い出してみるよ。

　ちがうな……。

　そうだ。コンパートメントの前を通りすぎるときに、一瞬、黒髪の女の子が見えたんだ。そう、あの子だよ。殺された、頭のおかしい〈孤児〉。えっ、頭はおかしくなかったって？　信じられないね。ありゃ、完全にイカレてたよ。……演技だったって？　そいつはびっくりだ。でも、どうしてなんだ……？　俺には、典型的なヒステリー症状に見えたけどね。ほら、精神分析学者フロイトの説だよ。特殊な状態で抑圧された経験がなんとか、ってやつさ。あの子の芝居じみた台詞せりふ

 や、おかしな叫び声は、まさに精神医学の学説における……いや、まぁ、それはいいさ。

　ともかく、俺は黒髪の女の子を見て、ふらふらとドアに手をかけたんだ。そう、ギデオンの行方不明の妹のことが頭にあったのさ。もしかしてこの列車に乗ってるんじゃ、それでギデオンは妹を捜してるんじゃ、となぜか思ってしまったんだ。深く考える前に、空いてるぞ、と言いながらドアを開けちまって、そしたら女の子の黒髪は、よく見たら肩のところで短くカットされてたし、ほかに三人も乗客がいてね。廊下に出ようとしたら、あのおばさん、〈公妃〉がひきとめてくれたのさ。

　それで、女と子供ばかりのコンパートメントだし、ギデオンも恥ずかしいからめそめそすることはあるまいと思って、腰を落ち着けたんだ。で、それからのことは知っての通りさ。せっかくだから仲良くなろうと思ったのに、みんなおかしな自己紹介を始めちまった。仕方なく俺も話を合わせてさ。ほかに思いつかないもんだから、とっさに、修道院に伝わる〈黒死病の仮面〉の伝説を使ったんだ。そしたら案外、好評でね。それっきり〈死者〉を名乗るはめになったのさ。

　えっ？

　いや、もちろんぜんぶ、作り話だよ。だって、みんなそうだろ？

　なんだって……？

〈公妃〉はまだ本当の話だと言い張ってる？

　信じられないね！　なんでまた？

　あのおばさん、しごくまともな人に見えたけどね。ヒステリー症状もないし、年齢にふさわしい落ち着きのあるご婦人だったよ。あの人に限って、どうしてそんなことを言い出したのか、俺にはさっぱりわからないね。

　まぁ、ともかく、俺たちは自己紹介しあって、それから俺はここにいる〈灰色狼〉と〈家来〉のために着替えを用意して、またコンパートメントに戻った。俺は虫が苦手でね。……えっ？　虫がなんの関係があるんだって？　いや、コンパートメントに蜘蛛くも

 がいたんだよ。最初からいたよ。いちばん初めに入ったときは、不気味な様子でずるずると床を這は

 ってたんだ。

　……ほら、覚えてるだろ、〈灰色狼〉ちゃん？

　だってあんた、黒と白の縞しま
 々しま

 のでっかい蜘蛛が〈家来〉の頭にくっついてたもんだから、一生懸命背伸びしてはらってやってたもんな。届かないから顔を真っ赤にして手を伸ばしてた。それなのに〈家来〉がぜんぜん気づかずに、怒り出すもんだから、おかしかったよ。だって、あんなにでっかい蜘蛛がおでこに張りついてたんだぜ？　〈灰色狼〉ちゃんが叩たた

 いたおかげで蜘蛛は床に落っこちてまた這い回り始めたんで、こっちは逆にひやひやもんさ。大の男が虫を怖がるところなんて女子供に見せられないし。それであわてて〈木こり〉を誘って食堂車に退散したんだ。そしたら〈家来〉もきて、ついで〈公妃〉と〈孤児〉もきて、それでなぜか干し葡萄ぶどう

 取りゲームをやることになったのさ。

　それからのことは、なにがなんだか、さ。

　ん？

　……なんだい、〈灰色狼〉ちゃん。

　葡萄酒？　あぁ、飲んでたよ。俺と〈木こり〉でね。

　あとの三人がきたときに、確か〈木こり〉が気を遣って、三人分のグラスを持ってきたよ。こうやって……右手に二つ、左手に一つ。脚のところをつかんで、さかさまにして持ってきた。それで三人の前に並べて……。彼が〈公妃〉に葡萄酒を注いだ。〈孤児〉と〈家来〉は水だというんで、それは俺が注いでやったよ。水は……たしかもともとテーブルにあったんだ。

〈孤児〉のグラスだけ、冷えてなかったかって？

　おかしなことを聞くなぁ、〈灰色狼〉ちゃん！　そんなこと、わからないよ。だって俺は触ってないもんな。わかるのは〈木こり〉のほうだろうよ。えっ？　……〈孤児〉のグラスだけ水滴がたくさんくっついてなかったかって？　そんなの、覚えてないよ。なぁ、〈家来〉さん、あんたは覚えてるか？　だろ？　そんな細かいこと、いま聞かれてもわかんねぇよ。

　ともかくそれで、〈孤児〉が水を飲みながらゲームを提案して、みんなでやってみることになった。〈木こり〉と〈公妃〉、ついで俺が干し葡萄を食べた。なんともなかったよ。口の中をやけどしちまったけど。それから〈孤児〉も干し葡萄を食べた。

　そしたら苦しみ始めた。

　咳せ

 きこみながら走り出したんで、止めようとしたら、〈家来〉が「あの子、銃を持ってる！」って叫んだんだ。ドアの向こうから銃声がして、それで、あとはもう、あの通りだ。

〈公妃〉がなぜか笑い出して、俺はもう逃げることだけ考えてた。

　えっ？　「人が集まるとまずい」と俺が言っていたって？

　……さてね。

　覚えてないよ。あの場から逃げたかったのは、ただ……面倒なことに巻きこまれるのがいやだったんだよ。早く家に帰りたくて。そ、それだけさ。





　本当だよ。それだけさ。





〈灰色狼〉ちゃん、いま、なんて言った？

　フロイトがなんだって？

　……フロイトの学説なんか、どこで読んだんだって？　炭鉱夫にしては、俺が教養を持ちすぎてる？　いや、偏見だよ。俺は本なんか読まない。きっと酒場で誰かに聞いたんだろう。

　……大学？　いやいや、行ってないよ。本当だ。

　本当は俺は、インテリだって？

　俺の、外見と中身が違いすぎる？

　粗野な生者の身体に、教養ある死者の魂が入ったように？

　……なにを言ってるんだよ。おいおい。〈死者〉の身の上話は、とっさにつくっただけの噓なんだぜ？　俺は見たまんま、このままの男さ。なんにも隠してない。





　……〈灰色狼〉ちゃん。あんた、さっきからずいぶん口をはさんでるな。

　いいんですかね、警部？　……あ、いいんですか。

　なに？

　荷物を開けてみろ、だって。





　……いやだ！　断る！

　くそっ！　なんてことだ！　おい、待て、やめろっ！　やめろったら！　開けるなよ！　そのトランクはぜったいに、ぜったいに……。

　開けさせないぞ！　くそっ、おまえらみんな、殺してやる！　一人残らずだ、殺すぞ！

　トランクを開けたら、許さない！

　やめろったら！

　ちくしょうっ！　ちくしょうっ！

　やめろ！









「ちくしょうっ！　ちくしょうっ！」





　暴れだした大男を、刑事が五人がかりで止めた。部屋はにわかに騒然とした。ブロワ警部はあわてて片手にパイプ、片手に豪ごう
 奢しや

 なビスクドールを持ったままで小走りに廊下まで逃げた。大男がわめきたてる声が、鼓膜を破らんばかりの大きさで警察庁のビルに響き渡った。

「やめろ！」

　髭ひげ
 面づら

 を怒りと焦燥に歪ゆが

 め、〈死者〉は怒鳴り続けた。若い刑事が鼻っ面を殴りつけると、〈死者〉はびっくりしたように口を閉じた。

　それから、恨みのこもった恐ろしい目つきで、まず刑事を、ついで……荷物を調べると言った人物──部屋に入ってきたときは一顧だにしていなかったちいさな金髪の少女、ヴィクトリカを睨にら

 んだ。

「ちく、しょう……。覚えていやがれ……」

　廊下から、キラリとドリルの先が顔を出した。もう大丈夫かなと迷うように金色の嘴くちばし

 が揺れ、その後からこわごわとブロワ警部が部屋を覗のぞ

 きこんだ。

　一弥が気づいて、

「もう大丈夫ですよ」

「……む」

　警部はいかめしい顔つきをして、部屋に戻ってきた。

「腕っぷしには自信があるのだが、ここは、若い彼らに任せようと思ってね」

「……兄きよう
 妹だい

 そろって、いろんなことに自信がありますね」

　つぶやいた一弥のくるぶしを、ヴィクトリカの銀のブーツがゴスッと大きな音を立てて蹴け

 った。一弥は片足立ちになって、黙って、顔を真っ赤にしてなんどか飛び上がった。

「……！　！　!?
 　い……いたいっ……!!

 」

　ヴィクトリカがちいさな声で、

「余計なことを言うからだ」

「銃に触ったこともないのに、自信たっぷりで撃てるって言い張った自信家の女の子のことは、あのおかしな兄さんに黙っててあげただろ。……うっ！　いたいってばっ……！
 　うぅ、もぅ」

　一弥はまた片足立ちでぴょんぴょん飛び跳ねた。

　ヴィクトリカは赤い顔をしてしばらくふくれていた。それから立ち上がり、興味深そうに〈死者〉のトランクに近づいた。小猫が怪しいものをみつけたかのようにおそるおそる顔を近づけて、くんくんと匂いをかいだ。ちいさな、形のいい鼻がちょっとぴくっと動いた。

〈死者〉はその様子を、脅えたように顔をひきつらせて見守っている。

　ヴィクトリカがぴょんぴょんしている一弥を呼んだ。

「おい、久城。……なにを跳ね回ってるんだ？　ノミのダンスみたいな動きだな。運動不足の解消かね？」

「くるぶしがものすごくいたいんだよ。君に蹴飛ばされたから。……なに？」

「このトランクを開けてみたまえ」

「わかった」

　飛び跳ねながら一弥が近づいてきて、涙目でくるぶしをさすり、それからトランクに手をかけた。〈死者〉がウォーッと吼ほ

 えた。一弥はびっくりしてちょっとだけ手を止めたが、臆おく

 せずトランクを開けた。

　上質な紳士物のトランクだった。開けるとまず、着替えが出てきた。絹のシャツと仕立てのいいズボンと、揃いのベスト。紳士物の帽子はうっとりするほど繊細なつくりで、これだけで炭鉱で働いた一か月分の給料が飛んでしまいそうな代物だった。

　一弥は几き
 帳ちよう
 面めん

 に、出てきた荷物をテーブルの上に並べた。

　着替え一式のつぎに出てきたのは──。

　なんと、札束の山だった！

　城が買えそうなほどの莫ばく
 大だい

 な金額だった。刑事たちはざわめいた。取り出す一弥の手もかすかに震えた。

「これは……!?
 」

　最後にトランクのいちばん下から出てきたのは、書類の束だった。なめらかな筆跡で自分の名前が書いてある。一弥はそれを手に取って、読み上げた。

「ジェイソン・ニール。……あれ、名前がちがいますね」

「……ジェイソン・ニールだって！」

　ブロワ警部が叫んだ。一弥はあわてて顔を上げて、辺りを見回した。刑事たちもみんな啞あ
 然ぜん

 としてこちらを見ていた。冷静な顔でパイプを吹かしているのはヴィクトリカだけで、大人たちはみんな驚き、呆ぼう
 然ぜん

 としている。

〈死者〉がまたウォーッと吼えた。

　刑事たちはつぎつぎトランクに駆け寄ってきて、一弥の手から書類を奪い取った。

「なんてことだ！」

「おい、この男、逃げようとしたはずだぜ。手配中の例の運転手じゃないのか。おい、確認しろ！」

　ばたばたと若い刑事が廊下に走り出ていった。一弥が警部に「どうしたんです？　ジェイソンって誰なんですか」と聞いた。

　ブロワ警部はあわてて右に、左に歩きながら、

「ジェイソン・ニールは一週間ほど前に殺された富豪の名だ。一代で財を成した炭鉱王だよ。車ごと焼け焦げた無残な死体になって、ロンドン郊外の森で発見された。一緒にいたはずの運転手が行方不明になってる。おそらく金目当てで炭鉱王を殺したんだろう」

「あぁ、それですか……」

　一弥は思い出した。昨夜、オールド・マスカレード号に乗ったとき、コンパートメントの床に落ちていた新聞に載っていた事件だ。富豪が殺されて……たしか〈公妃〉がいろいろとゴシップを披露していた。そのあと〈死者〉がコンパートメントに乗り合わせて、新聞を踏みつけてぐしゃぐしゃにしてしまった。てっきり蜘蛛くも

 が這は

 っているのを追い払ったのかと思ったのだが、もしかするとあれは、自分が起こした事件が載った新聞を、乗客の目からそらせたかったのかもしれない……。

　飛び出していった若い刑事が、走って戻ってきた。

「警部、いま、行方不明の運転手の同僚をこちらに向かわせました。顔を確認させます。こいつが、富豪を殺して逃亡中の、例の運転手だってことをね」

「ご苦労！　おい、君たち。ひとまずこいつを連れて行け。厳重に警備したまえよ」

　ブロワ警部の声に、〈死者〉がまたウォーッと吼えて怖ろしい力で暴れだした。刑事たちが四人がかりで押さえこみ、怒号とともに大男を引きずって部屋を出て行った。

　部屋の中は、ブロワ警部とヴィクトリカ、それに一弥の三人だけになった。ブロワ警部があきれたような声でつぶやいた。

「なるほど。なるほど。彼は別件の犯人だったというわけか。それで、列車が停まった後でこっそり逃げようとしたのだな。あの男──主人を殺した運転手には、こうやって警察がやってきては困る別の理由があったのだ」

「……ちがうぞ、グレヴィール」

　ヴィクトリカがちいさな声でつぶやいた。

　パイプをくゆらし、退屈そうに、深い湖のような碧みどり
 色いろ

 をした瞳ひとみ

 を細めている。

「彼はある種の〈死者〉なのだ。事実は一度、反転している」

「なんだ？　いったいどういうことだ」

「……さてね」

　パイプを口から離し、ヴィクトリカはちいさく吐息をついた。

　窓の外から、ソヴレムの街の喧けん
 騒そう

 が聞こえてきた。乗合馬車の蹄ひづめ

 が立てる乾いた音。車のクラクション。行き過ぎる人々のざわめきと、大道芸人が立てるアコーディオンの音色。

　ヴィクトリカは黙ってパイプをくゆらし続けていた。





「警部！　ブロワ警部、たいへんです！」

　──刑事の一人が、ばたばたと部屋に駆けこんできた。妹を睨み続けていたブロワ警部は、怖い夢から目覚めたばかりの子供のように、うるんだ暗い瞳をして振り返った。

「なんだね？　まさか、いまの男に逃げられたんじゃないだろうね？」

「いえ……」

　刑事が引きつった顔で叫んだ。

「いま、おかしな問い合わせが入りまして……！」

「なんだね、いったい？」

「それが、その……」

　刑事は言いづらそうにもじもじとした。

「はやく言いたまえ」

「は、はい……。それが……。ブリタニア公妃を捜しているが、そちらで保護されていないか、という問い合わせなんです」

「……なんだって？」

　ブロワ警部は聞き返した。

　刑事とみつめあい、同時に首をかしげた。

「どういうことだ……？　海の底にあるクレハドル王国は、おかしな女のほら話じゃなかったのか？」

「なんのことなのか、ぼくたちにもさっぱり……」

「まぁ、いい。わたしが応対するよ」

　刑事と連れ立ってブロワ警部が部屋を出て行くと、後にはヴィクトリカと一弥が残された。二人きりになると、一弥はしばらくヴィクトリカの横顔を眺めていたが、やがて立ち上がるとそばによって、人差し指をそっと差し出した。

　ぷくぷくしたほっぺたを、ちょん、とつつく。

　……怒られた。

「触るな！　君」

「……ごめんごめん。あんまりぷくぷくしていたから」

「……わたしは、ぷくぷくしていたことなど一度たりともない」

「いや、常にしてるよ……？」

「なっ!?
 」

「あのさ、ヴィクトリカ……」

　一弥はもじもじとした。

　その様子を、ヴィクトリカが不気味そうに見やった。

「なんだね、いったい？」

「列車の中でさ、怒って、おいていっちゃってごめんよ。あのとき蜘蛛がいたんだね。ぼくはぜんぜん気づかなかったよ」

「……ふん！　そのことか」

　ヴィクトリカはそっぽをむいた。金色の髪がゆっくりとうごめいて、窓から射す日の光を反射してきらきらと輝いた。

「おおきくて不気味な蜘蛛が、久城、君の頭頂部を這っていたかと思うとおでこに向かって降りてきて、カサカサと、右から左に横断中だったのだ。新大陸に渡った清教徒の旅団の如く、一生懸命、君の顔面を旅していたのだぞ。東へ、東へ、約束の地へ、と言わんばかりになぁ。どうして気づかなかったのか、わたしはそれが不思議だがね、君」

「いや、面めん
 目ぼく

 ない。ぼんやりしてたよ。それを、君が追い払ってくれたんだね」

「…………
 」

　黙っているので、そうっと後ろから覗のぞ

 きこんでみると、ヴィクトリカはちょっぴり赤い顔をしていた。一弥は微笑んで、

「ありがと」

「……む」

　そのときドアが開いて、ブロワ警部が戻ってきた。まっすぐヴィクトリカの前に歩いてくると、ヴィクトリカを見ながら、

「久城くん」

「……警部が見ているのはぼくじゃなくてヴィクトリカですけど。しかも、見間違えようもなく異なる外見です。性別どころか人種もちがう。でも、なんですか？」

「久城くん」

　ブロワ警部はあくまでも一弥に話しかけているふりをした。

「く、久城くん」

「だから、なんですか？」

「コンパートメントにいた仮面舞踏会のメンバーのうち、〈死者〉は別件の犯人である可能性が高く、いまこちらに証人を向かわせているところだ。〈公妃〉のことはわたしにはさっぱりわからないが、ともかくいま、ブリタニア公妃を捜しているという一行がこちらに向かっている。しかし、わたしが解決しなくてはならないのは、君、じつのところ炭鉱王殺人事件でもブリタニア公妃の謎でもなく、もっとも難解な〈オールド・マスカレード号事件〉なのだよ。……いったい犯人は誰なんだね？　……久城くん？」

「警部、さてはぼくじゃなくてヴィクトリカに聞いてるんですね。ヴィクトリカ、こんなアホウドリみたいな頭の人に、犯人は誰かなんて答えなくていいからね」

「誰って、君、ギデオンだろう」

　ヴィクトリカが面倒くさそうな口調でつぶやいた。

　一弥とブロワ警部は、互いに「じゃまするな、久城くん」「警部はいつもそうなんです。彼女の力を借りては自分の手柄に……」とくんずほぐれつで争い始めていたが、ヴィクトリカの声が耳に入り、互いに一時休戦して振り返った。

「なに？　ギデオンさんが犯人なのかい？」

　一弥が聞き返すと、ブロワ警部も緊張した面持ちでヴィクトリカをみつめた。

　ヴィクトリカはつまらなそうに、チョコレートボンボンを口に入れながら、

「むぐ。そうだ。むぐ。むぐ。君たち、もしかして気づかずに彼の証言を聞いていたのかね？　むぐ」

　ブロワ警部が縄抜けの達人の如く身体をくねくねと動かして、一弥の手から逃れて自由になった。と思うと、ドリルを光らせて駆け出し、部屋を飛び出していった。

　一弥は二人きりになると、とまどって、ヴィクトリカにつぶやいた。

「そんな、悪い人には見えなかったけれど……。だってギデオンさんって、普通の大学生といった感じじゃないか」

「……つまり犯罪は、人間の悪によって為されるとは限らないのだろうよ、久城」

「どういうこと？　悪でなければ、なんによって為されるんだろう」

「それはおそらく、弱さとでもいうものだろう、君。誰の心の中にもある。だがそれに負けてはならない」

　そう言うと、ヴィクトリカはその言葉とは裏腹に、おおきなあくびをしてみせた。

「悪ではなく、弱さこそが人を狂わせ、大切なものを永遠に失わせることもあるのだ」

「大切なもの？」

「愛するもの。誇り。そして──うつくしい思い出」

　足音を乱して、ブロワ警部が戻ってきた。〈木こり〉ことギデオン・レグラントを連れていた。ギデオンは驚いたような顔で部屋に入ってきて、警部に言われるまま椅子に腰かけた。

　その姿をブロワ警部がじっと見下ろしている。

　それからちらりと一弥を見た。

「頼む、久城くん。謎解きをしてくれたまえ」

「いやいやいや、ぼくには無理ですよ。なんにもわからないんだから。ヴィクトリカにちゃんと頼んでくださいってば」

「君が代わりに頼んでくれ。泣いたり頭を下げたり、屈辱的な条件を泣く泣く吞の

 んだり──ありとあらゆる手段を講じて、背水の陣で頼むのだ」

「あのねぇ、警部！」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

　ギデオンはいったいなんの話だろうというように三人の顔を眺めていた。不思議そうに、

「あのぅ、ブロワ警部って、有名なグレヴィール・ド・ブロワ氏ですよね。数々の難事件を解決して新聞に載っていた、みんなの憧あこが

 れの……。それなのに、なんでこのちいさな〈灰色狼〉さんにそんなことを頼んでいるんですか？」

「気にするな」

「でも……。あれ、まさか……」

「ちがう！　でも、まぁ、いろいろあるのだ。話せば長い」

　ヴィクトリカが、じりじりしているブロワ警部ではなく、首をかしげて自分を見ている一弥に向かって話し出した。

「面倒だが、君の容疑を晴らすために謎解きをしてやろう。涙を流して感謝したまえよ、君。うっかり君が犯人だと思われて捕まったら、監獄で鼠にあちこちかじられて、チーズみたいに穴ぼこだらけになったあげく、わたしの名を呼びながら、毎日さめざめと泣き暮らすことになるのだからな」

「うん……。たしかに、そうなったら寂しくって君の名前を呼ぶだろうね。鼠にがじがじとかじられながら」

「あたりまえだ」

　と、ヴィクトリカは胸を張っていばった。

　それから話し出した。

「〈孤児〉が毒殺された件をまず思い出したまえ。君、いいかね。事件の鍵かぎ

 を握っているのは〈公妃〉が語った〝空一面の潮〟だ。毒はいかにして被害者の口に入ったのか？　〈木こり〉は干し葡萄ぶどう

 に毒を入れてはいない。そして〈死者〉も、ブランデーに毒を入れたわけではない。したがってゲームの順番も殺人にはまったく関係がなかったのだ。もちろん〈公妃〉がゲームの順番を決めたことにも意味はなかったのだよ、君」

　低い、老女の如きしわがれ声が部屋に響いた。

　いつのまにか、魅入られたようにギデオン自身もヴィクトリカの推理に耳を傾けていた。その顔には隠し切れない好奇心が浮かんでいた。じつに興味深そうに、推理を披露するちいさな少女をみつめている。

　いっぽうブロワ警部は、誰か部屋に戻ってこないか心配そうに、ビスクドールを膝ひざ

 に載せて落ち着かなそうにきょろきょろしていた。

「毒は、干し葡萄に入っていたのではない」

「それなら……？」

「思い出したまえ。君たちはそれぞれ、大人三人は葡萄ぶどう

 酒を、子供二人は水を飲んでいた。〈孤児〉は干し葡萄を口に入れて、水を一口、飲んだ」

「う、うん」

「毒が入っていたのはだね──。水のグラスのほうなのだ
 ！」

　ブロワ警部が不思議そうにドリルをかしげた。パイプをせわしなく吸いながら、

「どうやってだね？　だって、久城くんだって同じ水を飲んだのだぞ」

「そう。同じ水を久城も飲んだ。だが──グラスがちがう」

「でも……〈孤児〉は倒れるすこし前にも、グラスに口をつけていた。そのときはなんともなかったのだ」

　ヴィクトリカはパイプにさくらんぼ色をした唇をつけて、黙った。

　ゆっくりとパイプから口を離し、

「グラスを持ってきたときの〈木こり〉は、脚の部分を握って逆さにしていたという。中身がからっぽでなければ不可能だろう。だがな」

　廊下が騒がしくなった。ブロワ警部がそちらを振り向く。

「一見、からっぽであり、逆さにして持てる状態で、一つのグラスにだけ毒を仕込むことは不可能ではないのだよ、君。そこで謎を解く鍵となるのが〈公妃〉の話だ。〝空一面の潮〟だよ。〈孤児〉のグラスだけが冷たく、表面にたくさん水滴がついていたことだ。どのグラスが誰に渡るかをコントロールできたのは──〈木こり〉、つまりギデオン・レグラント、君だけだ」

　ギデオンが廊下のほうを見て、またなにかを待っているようにきょろきょろとした。助けを待っているようだった。ヴィクトリカがその様子を瞳ひとみ

 を細めて観察していた。と、ドアが開いた！　ギデオンの顔がぱっと輝いた。

「──警部！」

　若い刑事が飛びこんできた。小声でブロワ警部になにか耳打ちをする。ブロワ警部が「証人が到着した？　よし！」とうなずくと、ギデオンはがっかりしたような顔をした。

　ブロワ警部は部屋を飛び出そうとして、あわてて戻ってきた。ヴィクトリカに小声で、

「謎解きはちょっと待て。すぐ戻ってくる。待つんだぞ」

　と叫ぶとばたばたと走り去っていた。

　足音が遠ざかっていく。

　部屋には灰色狼のヴィクトリカと従者の一弥、そして、犯人のギデオンだけが残された。

　ギデオンは落ち着かないというようになんども、ドアのほうを見た。

「どうやら……」

　ヴィクトリカがどこか楽しそうにつぶやいた。

「君の待ち人は、まだこないようだな。ギデオン君」

「……なんのことだよ。〈灰色狼〉さん。ぼくは誰も待ってなんかいない」

「わかっているよ」

　ヴィクトリカは薄く笑った。

「〈木こり〉よ。君は、君のゲームにとって切り札となる一枚のカード──〈冥めい
 界かい

 の王〉を待っているのだ」

　それを聞いてギデオンもまた、薄く微笑んでみせた。

「いやだな。そんな、あの身の上話は噓なんだよ。みんなに合わせてつくったほら話さ。冥界の王なんていやしないさ」

「ちがう。君は、この窮地から助け出してくれる冥界の王がくるのを待っているのだ、ギデオン君。わたしはそのことに気づいている。君がわたしを見る、その目つき。恐ろしいものを見るような、そのくせ、わずかな親近感のようなもの。気づいているとも……。オカルト省のスパイ、ギデオン君。君こそが科学アカデミーのスパイである〈孤児〉を殺して、形見箱の中身を奪った殺人者、つまりジャックのカードなのだ」

「えっ！」

　一弥が叫んだ。

　ヴィクトリカとギデオンが同時に一弥の顔を振り向いた。睨にら

 み合っていた魔法が解けたように、うるんだ瞳でじっとみつめる。

　一弥はあわてて、赤くなりながら、

「どういうことだい？　だって、あの赤い箱はからっぽだって話じゃないか」

「この男が中身をこっそり抜き取ったのだ。だから空だったのだよ」

「えーっ。でも、ギデオンさんはそんなものなんにも持っていなかったよ。ぼくらで荷物を調べたじゃないか」

「思い出したまえ、久城！　すかすか南瓜かぼちや

 みたいな、蜘蛛くも

 の這は

 う頭で！　いいかね。形見箱とは、〈死者〉の話によれば、一人の男の人生を凝縮した箱だ。なにか記念となることがあるたびに品を入れていき、箱がいっぱいになったときに男の人生は終わる。大昔の習慣だが、それは、昔と同じ生活をしている場所ではいまでも行われていることだろう。たとえば──」

　ヴィクトリカはパイプをくゆらした。

「たとえば、山奥の、村……。古代からずっとこもって暮らし、昔ながらの祭りを催す、灰色狼の村落、〈名もなき村〉などでは」

「〈名もなき村〉──！」

　一弥は叫んだ。

〈名もなき村〉は、今年の夏至のころ、一弥が聖マルグリット学園をこっそり出奔したヴィクトリカの後を追ってたどり着いた、山脈の奥の奥、中世のままの暮らしをする不思議な村落だった。そこに暮らす人々の多くは金の髪に碧みどり

 の瞳を持ち、うつくしく、そして恐ろしいほど頭のよい者たちだった。彼らはその昔、東欧の地から戦に負けて追われ、以来、いまでもソヴュールの山奥で昔と変わらぬ暮らしを続けていた。ヴィクトリカの母コルデリア・ギャロはその村に生まれ、殺人の罪をきせられ少女時代に村を追われて里に出て、ヴィクトリカを産み落としたのだ。

　そのコルデリアが、生まれた家の床下に隠していた、なにか。

　後に、コルデリアの相棒であるブライアン・ロスコーが村から持ち出して、修道院に隠し、いま科学アカデミーとオカルト省が奪い合っているものこそが──形見箱なのである。

「〈孤児〉は死ぬとき、こう言った。『ジュピター・ロジェの形見箱を、オカルト省に渡すわけにはいなかい』と──。ジュピターは科学アカデミーの重鎮であり、〈孤児〉はその科学アカデミーのスパイだった。つまりだね、久城。ここから、恐るべき争いの全ぜん
 貌ぼう

 が浮かび上がってくる。灰色狼の村落〈名もなき村〉から持ち出された形見箱は、ジュピター・ロジェのものなのだ。誰よりもオカルティックなものを否定し、機械と科学の時代を推進せんとする科学アカデミーの中心人物が、じつは──よりによってあの村の出身、つまり彼自身が灰色狼であるという、なによりの証拠となる品だったのだよ」

　一弥は啞あ
 然ぜん

 としてヴィクトリカとギデオンを見比べた。ヴィクトリカは涼しげに、いつもと変わらぬ無表情をしているが、ギデオンは人の良さそうな顔つきのまま、瞳だけを次第にぎらぎらとさせ始めていた。ヴィクトリカを一心にみつめている。

「どういう、こと……？　それじゃ、科学アカデミーの中心人物が、君と同じ、オカルティックな伝説で語られる灰色狼で、その出自を隠し続けていたってことなのかい。それは科学アカデミーの重大な弱味であって、それで、オカルト省はやっきになって探すし、コルデリアさんとブライアンは、我が身の安全を図るために、両方の勢力がほしがる形見箱を、政治的な切り札として隠し続けていたってこと？」

「そうだ。形見箱は世界グレート
 大戦・ウオー

 の最中、修道院のどこかに隠されたということだけがわかっていた。だからこそ、父、ブロワ侯爵は我が母コルデリアをおびき寄せ、箱をみつけようとしたのだ。わたしを監禁して苦しませ、母が助けに現れるのを待ったのだ」

「でも、でも……。箱の中身はからっぽだったけど……」

「だから、中身はギデオン君がどさくさにまぎれて盗み取ったのだ。箱がなくとも、中身さえあれば十分だからだ」

「でも、ギデオンさんの、荷物には……」

「さて、さて。ジュピター・ロジェの人生の断片を再構成するとしよう。わたしの知恵の泉を使ってな。ふむ、ちょっとした退屈しのぎにはなることだろう。……もちろん彼の人生はまだ終わっていない。〈名もなき村〉を出奔するまでの品しか入っていない、つくりかけの歴史だが」

　ヴィクトリカはそう言うと、ギデオンのトランクに手を伸ばした。ギデオンは止めなかった。ぎらぎらした瞳で、ちいさな灰色狼ヴィクトリカの言葉も、動きも、なにひとつ見逃すまいとしてみつめ続けている。

　ヴィクトリカがトランクを開けた。

　ちいさなぷくぷくした手が、勝手にギデオンの荷物をまさぐる。着替えを放り出し、教科書を投げる。一弥が拾ってはテーブルにきちんと並べていく。ギデオンが妹を脅かすのに使うと説明した、虫の死し
 骸がい

 をみつけて平気でつかむと、おおきな声で、

「──誕生した！」

　と叫んだ。

　一弥がきょとんとして、乾いたみみずみたいなものを覗のぞ

 きこむ。

「ヴィクトリカ、君、なに言ってるの？」

「ええい、鈍感なやつだ！」

　ヴィクトリカは銀のブーツを履いたちいさな足をじたばたさせた。ちょっとほっぺたをふくらませて、

「だから、赤子──ジュピター・ロジェ君の誕生だ。これが彼の形見箱にもっとも最初に入れられた、記念すべき品なのだよ、君」

「えっ、いったいどういうこと？」

「見ての通りだ」

「虫の死骸がかい？」

「ばか者。愚か者。南瓜頭。よーく見たまえ」

　一弥はヴィクトリカがちいさな手でつまんだそれを、より目になってじいっと見た。

　それの向こうにヴィクトリカの、気づけ、気づけ、とじりじりとしているちいさな、うつくしい顔があった。

「まさか、これ……？」

「そうだ。虫の死骸などではない。──これはへその緒だ」

「ぎゃっ！　そうだったの。えぇーっ」

「つぎに行くぞ。もうジュピター・ロジェ君は誕生したからな」

　ヴィクトリカはぽんとテーブルにへその緒を放った。一弥があわてて拾い、生真面目な様子でテーブルにきちんと並べる。

「無事に成長したようだな。子供のころの肖像画だ」

　森の中に立っているちいさな少年の肖像画を、放り投げる。一弥が空中でキャッチして、また並べた。

「そうか……。あの村はほとんど中世のままの暮らしをしていて、カメラなんて誰も持っていなそうだったもんね。それで写真じゃなくて絵だったんだ」

「うむ！」

「だいぶ大きくなったね。ジュピターは」

「恋をした！」

「えっ？」

　一弥はすこし赤くなった。

「ほら、これだ」

　ヴィクトリカが香水瓶を放り投げたので、一弥はあわててまたキャッチした。女性物のちいさな香水。一弥はそのきれいで繊細な瓶をじっとみつめた。

「そっか……。つまりこれは、彼が好きになったご婦人の持ち物だったんだね。恋の記念だったんだ。でも、お相手はいったいどんな女の人だったんだろう？」

「あまり派手な品ではない。しかし上品だ。……持ち主もそういう女性だったのだろう」

　一弥が、そっとまたテーブルに並べる。見知らぬ青年の恋に無言で敬意を払うように、優しげな手つきだった。

「彼は、挫ざ
 折せつ

 した！」

　ノートの切れ端をみつけだして、ヴィクトリカがつぶやいた。〝振り向かない〟と短く書かれたノートの切れ端だ。

　この短い言葉にどんな意味がこめられていたのだろうと一弥は考えた。恋か、進路か。家族のことだろうか。一弥はふと自分の来し方を振り返った。生まれ育った国での、ちいさな挫折。振り向かない、と思いながら、しかし振り返り、振り返り、故郷の国を後にして、そしていまここに、異国の友と二人でいるのだ。家族の──母や姉の優しい笑顔が思い出されて、一弥はあわてて、いまは泣くまいと首をぶんぶん振った。

　その様子をヴィクトリカが不気味そうに眺めていた。

「……ジュピターは出奔した。彼の形見箱はここで終わっている。つまりこれは未完の箱、未完の人生なのだ。それからのジュピターの生活は、押して知るべし。しかしちいさな箱に、よくもここまで人生を凝縮できるものだな」

　テーブルの上には、最初に見たときとはまったく意味合いの異なった小物が並べられていた。一見、とりとめもない、高価でもなんでもない、つまらぬガラクタの山にしか見えない。だが赤い形見箱の中に詰められると、それはたちまち不思議な魔法のように、かけがえのない誰かの人生の縮図となるのだ。一人の男の誕生と、成長、恋と挫折の道行きが、じっとりと湿った山奥の夜のような空気とともに、そこにたしかに存在するようだった。

　生まれた！

　生きた！

　愛した！

　戦った！

　そして、俺は去ったのだ！

　……と、声なき声が叫ぶように。

　大人たちに内緒で、二十歳の青年たるギデオンと、二人の少年少女の前にだけ姿を現した……在りし日の孤独な青年、ジュピター・ロジェの人生の秘密……！

　ヴィクトリカと一弥は、じっとそのテーブルをみつめた。浮かび上がる、一人の青年の誕生と成長、挫折を声もなくみつめ続けた。

　そして青年は一人、生まれた村を後にしたのだ、と一弥は考えた。

　あの跳ね橋を渡り。緑に覆われた中世そのままのような、灰色狼ばかりの村を。城壁に守られた、不吉な村を。もう二度と戻らないとわかっていただろうか。将来、彼がソヴュール王国の科学アカデミーをのぼりつめ、灰色狼に象徴される不思議な旧大陸の力を否定する、国の新勢力となったのは、なぜなのだろう。……しかしそれはずっと未来に起こる出来事で、いまの彼には自分の運命はなにもわからないのだ。ただ、振り返り、振り返り、故郷を後にするだけ──。深い山を降り、たった一人で、昼は飢え、夜は獣の気配に脅えながら、それでも山を降りたのだ。どうしても降りねばならなかったのだ。

　はるか昔の出来事。

　──彼もいまでは、大人になったが。

　それからの街での暮らしはどうだったのだろう。働き口をみつけ、勉強をし、社会の底辺から何年もかけて這は

 い上がったのだ。やがてやってきた世界グレート
 大戦・ウオー

 を、なすすべもない嵐に翻ほん
 弄ろう

 される世界を、たくさんの若者の死が落とした影を、彼はいったいどう思ったのだろうか。

　浮かび上がり、しかしなお深い謎を残す、科学アカデミーの重鎮、ジュピター・ロジェの未完の人生の、形見箱──。





　廊下でブロワ警部の声が聞こえた。一弥は「なにか騒いでるね。ブロワ警部ったら」とつぶやきながら立ち上がり、ドアから顔を出して廊下の様子をうかがった。

　ヴィクトリカは黙ってパイプをくゆらしていた。

　白い細い煙が、たゆたいながら、天井に向かって消えていく。

　ギデオンはじっとヴィクトリカをみつめていた。ぎらぎらした瞳ひとみ

 。憎しみか、怒りか、焦燥か。それとも諦てい
 念ねん

 のようなものか……。これまでのんびりした態度ばかりで、けして見せようとしなかった激しい面が隠せず表情に現れていた。

　ヴィクトリカはしばらくしらんぷりしていたが、やがて顔を上げて、薄く笑った。ヴィクトリカはいつもとまったく変わらぬ、ひんやりとした無表情だった。さくらんぼのようにつやつやした唇を開いて、

「しかし、ギデオン君。君は最初のあの証言で、じつはあまり噓はついていないのだね」

「……宣誓、したからね。噓はつきませんって」

　ギデオンの声は別人のように低く、冷たかった。

「ふむ。確かにそうだ。君はただ、口にしなかったことが多いだけだ」

「ぼくは、心の声まで口にする必要はないと思ったんだよ」

　ヴィクトリカとギデオンはつめたくみつめあった。パイプから細く白い煙が天井に向かってたゆたった。

　ヴィクトリカがゆっくりと口を開く。

「……氷
 を使ったのだろう、君？」

　ギデオンはその言葉を聞くと、ぎらつく目でヴィクトリカを見た。

「ふふふ。ははははは。その通りだ。毒は氷とともにあった。ぼくはただ余計なことを言わなかっただけさ。君さえいなければばれなかったのに。よりによってアルベール・ド・ブロワ侯爵の娘がオールド・マスカレード号に乗り合わせて、殺人の真相を見抜いてしまうなんて、なんという皮肉だろう。知ってるのか。この件の背後にいるのが──ゲームの切り札となる最後のカード〈冥めい
 界かい

 の王〉が、ほかならぬアルベール・ド・ブロワ侯爵だということを」

　ヴィクトリカは答えなかった。

　碧みどり
 色いろ

 の瞳を輝かせ、ひたとギデオンをみつめた。

「心の声が聞こえる気がしたのだよ。さっき君が証言しているあいだ、ずぅっとね」

「そうか。すべてお見通しだったのか。へぇ、そりゃすごいね。君」

　ギデオンは鼻を鳴らした。

　そうして、豪ごう
 奢しや

 なドレスに包まれたヴィクトリカのちいさな身体を睨にら

 みつけた。ヴィクトリカは目をそらさずみつめ続けた。ギデオンはやがて顔を伏せ、ぼんやりと、思案するような顔つきになった。

　快活で感じのよかった自分の証言を、いま一度、思い返すように。

　同じこの部屋で、ついさっき質問に答えた、己の言葉の一つ一つを、そして秘めたる思いを、いま一度心の中で繰り返すように……。






　殺人者の証言──心の声を添えて──










　ぼくの名前はギデオン・レグラントと申します。（さて、証言の時間だぞ。ボロを出さずにうまくやろう……。迎えが到着する前に犯人だってばれちゃあまずい……）
 ソヴュール大学で建築学を学ぶ学生です。ええ、そうです。もちろんぼくの職業は、木こりではありませんでした。ただ、オールド・マスカレード号の中で、それぞれ孤児や公妃などといった噓の身の上話をする雰囲気になったので、現実の自分とはぜんぜんちがう職業を名乗ったのです。ほかの乗客には苦笑されてしまいましたが。


（よし、うまく滑り出した……。誰もぼくを疑っていないようだ……）


　ぼくは普段はソヴレムで下宿生活を送っています。そうだ。そこにいる東洋人の少年……クジョー、と呼ばれていた彼ですね、彼に話した身の上話は本当なんです。両親が子供のころ、列車事故でなくなってしまって、それ以来、養父の援助で学生生活を続けてきました。（その養父が問題なんだけどな……）
 学費については、いろいろな方法で養父に返そうとしています。ただで援助してくれるわけではありませんからね。（それでいま、こんな目にあってるってわけだ）


　列車に乗ったのは、ええと、（まだかな……）
 ほかのみなさんと同じく、修道院のショーを見に行ったためです。（もう連絡は行っているはずだ）
 ちょっとした縁でショーのチケットが手に入ったので。うーん、（かんじんのぼくが捕まっちゃ、すべてが水の泡だ。そろそろオカルト省の助けがくるはずなんだが……）
 ショーがおもしろかったかですって？　（オカルト省は警察庁にもそうとう顔が利くはずだ。一発で、こんなところとはおさらばできるはずなんだ）
 正直、ぼくにはよくわからなかったな。（あぁ、気が散って、なにを聞かれてるかわからない。ちゃんと話せてるのか、ぼくは？）
 ご婦人たちは楽しそうに、きゃあきゃあと悲鳴を上げてましたけど、ねぇ。

　……えっ？

　さっきからどうして、きょろきょろしてるんだって？　（……しまった！）
 いや、してませんよ？

　してる？


（この小さな女の子、ぼくをじっと観察しているな。この子には気をつけねばならない。なんといってもほんものの灰色狼だ。噂には聞いていた。オカルト省はこの子の噂で持ちきりなんだ。ブロワ侯爵が狼に産ませた、おそるべき頭脳。まさかこんなにちいさく、か弱いとは思わなかったが……。ちくしょう！　それにしても遅いな、──アルベール・ド・ブロワ侯爵は！）


　……いやだなぁ。落ち着かないせいですよ。こんな、警察で証言するなんてこと、ありませんから。なにより、目の前で人が一人、死んだんですからね。落ち着いて証言していたら変でしょう？

　ええ。だいじょうぶです。もう落ち着いてきました。続きを話します。


（落ち着け、落ち着け。ちゃんと話すんだ。事件に巻きこまれただけの大学生のように。オカルト省のスパイだなんて、ぜったいに気づかれちゃいけない）


　あのコンパートメントに入ったのは、偶然です。列車はおどろくほど混んでいて、どこも人がいっぱいだったんです。そのうち、席を探して歩く男の人……〈死者〉を名乗った大男と行き合って（あのときぼくは妹のことを考えて泣いてたんだ。大人にかっこ悪いところを見られてしまった……）
 、二人でぺちゃくちゃしゃべりながら廊下を歩いていたんです。そしたら、あのコンパートメントを覗のぞ

 きこんで、男が、ここが空いてるぞ、って言ったんです。それならと思って入ったら、じつは先客が四人もいた。覗いたところの席だけ、ちょうど人がいなくて、それで勘違いしたんじゃないかな。〈公妃〉を名乗った女の人が許してくれたので、それでぼくたちもあのコンパートメントに落ち着いたんです。あの女性、よい人ですね。あんな人がおかあさんだったらな、と思いました。子供っぽいですかね。……はずかしいな。言わなきゃよかった。（……遅いぞ！　ブロワ侯爵！　ぼくはあなたの命令通り修道院に行き、形見箱を持ち出した敵をみつけて殺し、箱の中身をいま、このトランクの中に持っているというのに！　遅いぞ、侯爵！）


　えっ？

　……ぼく、またきょろきょろしてますか？

　いや、してませんよ。

　してる？

　無意識かなぁ。落ち着かないんですよ。とっても。だってそうでしょう？　こんな警察の一室で、刑事さんたちに囲まれて。脚、震えてるんですよ、さっきから。気が小さすぎるかしらん。

　……なんどもドアを振り向いてる？

　誰かの到着を待ってるのかって？

　君、なんて言ったっけ。ええと、たしか〈灰色狼〉を名乗ってた女の子だね。風邪、ひいてない？　ドレスが濡ぬ

 れて、〈家来〉がとても心配してたね。仲がよくてうらやましかったよ。ぼくと妹みたいだった。えっ？　妹は君より大きいよ。でも、子供のころのことを思い出したのさ。妹も華きや
 奢しや

 で、風邪をひきやすくってねぇ。


（失敗した。もう、きょろきょろするのはやめよう。冥界の王──ブロワ侯爵の到着を、黙って待つんだ……）


　……あ、すみません。話を戻します。……この女の子がさっきから、なんども、ぼくがきょろきょろするって指摘するもんだから。もう疑われないように首を固定してますよ。自分ではおかしな態度をしてるつもりはないんですけど。

　警部は、気にならない？

　そうですか。よかった。警部が気にならないなら、べつにいいですよね。

　素敵な髪型ですね。……いや、お世辞じゃないですよ。個性は大事です。

　ええと、それで、どこまで話しましたっけ。

　そうだ。コンパートメントで四人の乗客と同席したんですよ。

　一人は優しそうな女性で、〈公妃〉を名乗った人です。ずっと、となりにいる女の子を気にかけていました。とってもね。となりの女の子は黒髪に青い瞳ひとみ

 をしていて、全体的に青白かったですね。ぶつぶつ独り言を言っていて、なんだか怖かったです。（見覚えのある顔だった。科学アカデミーのスパイの情報は、オカルト省にも出回ってる。この子のことをぼくはよく知っていた。妹と同じぐらいの年で、よく似た黒髪をしていて、それで印象に残っていたんだ。ぼくとちがって、子供のころから両親とともにスパイ活動をさせられていた。かわいそうな女の子だ、とぼくは思ってた。子供のころはぼくも妹も普通に、幸せに暮らしていた。この子はそのころからずっとスパイだったんだ。みつけてしまったけれど、見逃してやりたかった。でも）
 箱を落とした？　あぁ、そういえばそんなことがありました。……赤い箱？　そう、そうでした。ぼくの手のひらぐらいの大きさの箱でした。（そう、あの子はよりによってぼくの前で赤い箱を落とした。形見箱だ。修道院から、敵のスパイが持ち出したのだ！　その瞬間、ぼくのこころはちゃんと切り替わった。敵だ！　始末して、そして箱の中身を奪わなくてはならない！）
 なんの箱だろ。筆箱にしては正方形だし、お菓子の箱にしては無地で硬い感じだし、不思議なデザインでしたね。そういえば。


（ぼくは妹を人質に取られていた。なんということだ。家族への愛が、足あし
 枷かせ

 になるなんて。両親を列車事故でなくしたぼくたちを、父の旧友だったというブロワ侯爵が後見人になり、養ってくれた。だが、それはオカルト省のスパイとして利用するためだ。貴族の子弟で、しかも大学生であるぼくと、まだ無邪気な女学生である妹。これほど意外なスパイがいるだろうか。しかも、互いを守るためにどんな危険なこともやる。ブロワ侯爵はある意味では正しい。目的を遂行する強さと、犠牲をいとわない狂気を持っている。その狂気はぼくにも伝染しているようだ。……妹は先週、ソヴレムで行方不明になり、ぼくはあわてて警察に届けた。でも、ほんとうはブロワ侯爵に誘拐されていたんだ。この任務を遂行しなくては、妹を返してもらえないとわかった。ぼくは妹のために、妹とよく似たこの見知らぬ女の子を始末しなくてはならないのだ。あぁ……ちゃんと証言しなくては。涙を見せたり、言葉に詰まったら、疑われてしまう！）


　あと、ここにいる別べつ
 嬪ぴん

 の女の子と、東洋人の友達。ぼくたちはお互いに自己紹介をして、話し始めたんです。最初に黒髪の女の子が、ノイローゼなのかな、それともヒステリーというやつか……わかりませんけど、わたしは〈孤児〉で、誕生日探しをしてるなんてオカルティックな感じで言い出したもんだから、大男が機嫌を悪くしたんです。それで、気を遣って女性が、わたしも〈公妃〉なんです、なんて女の子に話を合わせたんですよ。（あれは、まぁ、作り話だろう）
 ぼく、あの優しい女性がとても気に入って、おかあさんみたいだなんて思ったもんだから……あっ、また。言わなきゃよかった、はずかしいな……とにかく、彼女のために話を合わせて、ぼくも、冥めい
 界かい

 の王がどうのとか、職業は〈木こり〉で、木を切りながら旅をしているとか言ったんです。（本当の話だ。冥界の王──ブロワ侯爵に妹を奪われて、木を切りながら──人を手にかけながら旅をしているんだ。あれは本当の話だった）
 ぼくまでそんなこと言い出したもんだから、大男も笑い出して、彼は彼で、修道院に伝わる怪談〈黒死病の仮面〉を使った身の上話を始めたんです。自分は〈死者〉で、死んだばかりの男の身体に乗り移って、歩き出したんだ、って。なんのことはない、彼の話がいちばんおもしろくて、笑っちゃいましたよ。（彼の話も、作り話だろう。どう見ても死者には見えない丈夫そうな人だったし）


　そのあと彼と、ここにいる二人の子供が着替えるために出ていって。ぼくは〈公妃〉と少し話をしました。だけど、〈孤児〉が泣いているのをなだめなくちゃいけなくて、たいへんそうだったので、ぼくもしばらく席を外そうと思ったんです。

　廊下を歩きだしたとたんに、気分が悪くなりました。……えっ？　そう。そうだよ。恥ずかしいな、覚えてたのかい。そうです。ここにいる二人に、気分が悪くて震えているところを見られちゃったんです。どうして調子を崩したのかって？　両親の列車事故のことを思い出したからです。子供のころのことだけど、ぼくは、両親が暴走した列車から落ちて死んでしまうところを見たんですよ。この目でね。人と一緒にいておしゃべりしていたらまぎれることでも、一人きりになったら、闇のようにせまってくる、なんてこと、あるでしょう？　それです。廊下で目眩めまい

 を感じて、手近な部屋に入りました。……通信室？　そうだっけ。あぁ、そうですね。そうだ。あれは通信機器のあるちいさな部屋だった。（そう、あの部屋は修道院にもあった通信室で、オカルト省からの命令を聞くことができた。修道院も、オールド・マスカレード号もオカルト省の息がかかっている。ぼくはなんども、通信室でブロワ侯爵の命令に耳を傾けた。それから妹の声も聞かされた。おにいちゃん、タスケテ、と妹は泣いていた。ぼくが任務を遂行しなければ、妹は無事に帰ってはこまい）
 でも、よくわかりません。えっ？　通りかかったとき、声がした？　なんて？

　おにいちゃん、タスケテ……？

　……。

　…………
 。

　………………………
 。

　おかしな冗談はやめてください！　そんな声、ぼくは聞いてませんよ。（しまった。聞かれていたのか）
 通信機器は動いてなかったし、ぼくも、どこも触ってません。（うまくごまかさなくては）
 頭がガンガンして、苦しくて悲しくて、心が痛むあまりにべつの人間になったような、いやな気分だったんです。せまい部屋にいることが息苦しくなって、廊下に転がり出たとたんに、そう、君たちと行き合ったんだよ。ここにいる二人です。給仕の制服に着替えて、廊下を戻ってきたところだったんです。

　それから、どうしたんだっけ……？

　気分が悪くなってからは、記憶があいまいです。たしか、一度コンパートメントに戻ったけど、〈死者〉と一緒に食堂車に行ったんじゃなかったかな。〈孤児〉が泣いたり、敵がいると叫んだりで落ち着かなかったんです。殺される、なんて言っていて、この子、危ないなぁと思ったんだけど。でも、本当に殺されたんですよね……。敵がいるって、本当の話だったのかな。それならうるさがらずにちゃんと聞いてあげればよかったのか。後の祭りですけれど。

　食堂車にいたら、この東洋人の少年〈家来〉が、続いて〈公妃〉と〈孤児〉がきました。〈家来〉は、コンパートメントに残された〈灰色狼〉を気にして帰ろうとしたけれど、引き止められて残ったんです。ぼくと〈死者〉は葡萄ぶどう

 酒を飲んでたんで、あと三人分のグラスをぼくが用意しました。（列車はオカルト省の息がかかっている。ぼくは食堂車にあらかじめ、細工をしたグラス
 を用意していた……！）
 給仕は忙しくて、呼ぶのもたいへんそうだったんでね。（細工したグラスを女の子の前においた。疑われないように、からっぽだとわかるようさかさまにして持っていった。じつは、グラスの底にとある仕掛けがあったのだ……！）
 〈公妃〉はぼくたちと同じく葡萄酒、残りの二人は水を飲んで、しゃべっていたら、〈孤児〉が干し葡萄ぶどう

 取りゲームとかいう遊びを提案したんです。（提案しながら、〈孤児〉は仕掛けのあるグラスから水を一口飲んだ。しかし、まだ毒は口に入っていないようだった。苦しむ様子はない……。まだだ……。もうちょっとだ……！）


　ボウルに干し葡萄を入れて、もってきたのは、誰だって？

　……。

　……………
 。

　ぼく、です。

　疑われてるんでしょうか？　あぁ、膝ひざ

 が震えてきた。でも、ちがいます。だいたい、どの干し葡萄を誰が取るかなんて、わかりませんよ。そうでしょう？　えっ？　ブランデーを持ってきたのは？　〈死者〉です。でもそれだって、ブランデーのほうに毒が入っていたら、みんな倒れて死んでましたよ。でしょう？

　食べる順番は、空の葡萄酒瓶を回して決めました。回したのは……〈公妃〉じゃなかったかな。瓶の口がぼくに向かって止まったので、それで、ぼくから食べることになったんです。偶然ですよ、それだって。

　瓶の口を回すのを、コントロールできたんじゃないかって？

　それは、ぼくにはわかりません……。

　でも、そんなことないと思いますけどね。

〈公妃〉はそんな人じゃないですし。

　いや、ええ、もちろん……初対面ですけど。でも、いい人ですよ、きっと。

　それでぼくが食べて、願い事を言って。つぎに〈公妃〉が食べました。そういやあのとき、彼女、ほら話のはずの、公妃だけど国から逃げてきた、という話をやけに熱心に語りましたね。このまま旅を続けていたら、わたしの王国がなつかしくなってしまうだろう、とか。冬になると海水が白くなって、空一面が潮に染まる、とか。民はわたしを待っている、とかね。

　よく覚えてるって？

　ええ、まぁ。

　気になったんです。〝空一面が潮に染まる〟って、どういうことかしらん、って。海辺の国って設定なのはわかりましたけどね、空は潮に染まらないでしょう。だって、空は空だ。海じゃない。

　いや、それだけです。

　それで、つぎに〈死者〉が干し葡萄を食べました。おかしな仕草はなかったかって？　いや、とくに……。

　とくに気づきませんでした。よく見てなかったですしね。そういえば思い切り炎の中に手をつっこんでたっぷり取って、食べて、口の中をやけどしてました。一粒だけでいいのにって、〈公妃〉があきれてましたよ。

　そしてつぎがいよいよ〈孤児〉でした。

　普通でしたよ。普通の仕草でした。ボウルに手を入れて、一粒、適当に……うん、適当に選んだ感じでした……つまんで口に入れて、それで……（よし、また水を飲んだ）
 苦しみだしたんです。（毒を飲んだのだ！）


　そのあとは、もう、大騒ぎですよ。

　苦しみだして、干し葡萄に毒が入っていたと言って、食堂車を飛び出したんです。〈家来〉が彼女は銃を持ってるというんでおどろいていたら、閉まったドアの向こうから本当に銃声がしました。鍵かぎ

 を壊されてドアが開かなくなって、遠く……運転室のほうで銃声が一発、いや、二発だったかな、聞こえてきて、列車は暴走し始めたんです！　悪夢でした。子供のころにこんなことがあった、両親が死んだと思って震えていたら、〈家来〉がこともあろうに窓から屋根に出て、運転室のほうに行こうとしたんです。僕の両親の事故に似ていたので、必死で止めました。でも、彼は結局、ぼくを蹴け

 っ飛ばして屋根に上がっていきました。

　そのあとのことは、よく、わかりません……。

　パニックになって、覚えてないんです。

　誰か、女の人が笑っていたような気がします。誰の声だったのか……？〈公妃〉かな？　でも、いったいどうしてあの状況で笑ったりできたんだろう。〈死者〉はあわててました。なにか言っていたような……。「まずい」とうわごとのように。たしか。

「まずい。こんな事故になったら、人が集まってくる」

　と言っていたような気がします。

　意味、ですか？

　いえ、わかりません。ぜんぜん。

　聞き返しもしませんでした。とにかく怖くて、気が遠くなってたんです。


（グラスを洗う機会はなかった。きっと誰かに見み
 咎とが

 められてしまうだろう）


　妹の名前を呼びました。（そうだ、とぼくは閃ひらめ

 いた。すこし遠くのテーブルのグラスと、毒入りのグラスをそっと入れ替えた。警察に調べられるのは、事件の起こったテーブルだけにちがいない、と思ったのだ）
 ぼくまで列車事故で死にたくない、って思いました。

　一人残していくのがいやでした。この儚はかな

 い世に。か弱い妹だけ残るなんて。

　遠くで銃声が響きました。ぼくは目を閉じて祈りました。（無事にソヴレムに戻れますように。妹を取り戻せますように）


　一発。

　二発。

　そして……もう一発。

　ぼくは祈りました。泣きながら祈っていました。（取り戻せますように）
 女の人の笑い声はそのときも続いていたと思います。誰の声なのかわかりませんが。（取り戻せますように）



（取り戻せますように）






　やがて、列車が停まりました。

　……噓みたいでした。

　ぼくは初め、助かったということを疑いました。本当はもう列車は大破して炎上しているんじゃないか。死んだぼくが、助かった夢を見てるんじゃないか。ここはすでに冥めい
 界かい

 なのではないか。恐ろしい想像に、ぼくは少女のように震えました。

〈家来〉がさっき這は

 い出した窓から、ぼくも外に出ました。

　あぁ、なんということ！

　朝が、朝がきていました。

　東の空から青白い朝陽が昇り、ぼくの顔を照らしていました。列車は上り坂の途中で停まっていました。下のほうに、本来、暴走し続けるはずだった線路が見えました。助かったのだ、と思いました。そしてまた疑いました。ぼくは走りました。（形見箱を奪わなくては！）
 運転室に飛びこむと、〈灰色狼〉と〈家来〉がいました。〈家来〉は銃を握りしめていました。

　ぼくよりずっと勇敢な顔をしている、と思いました。ぼくより年下で、しかも東洋人ですけれど。人種が劣っていると思っていた自分を、すこし恥じました。たまたま行き合っただけで、そしてもう会うこともないだろう少年に、友情のような、仲間意識のようなものを感じました。〈灰色狼〉はというと、床に座っていました。そこに〈孤児〉が倒れていることに気づきました。ぼくの妹はちょうど同じぐらいの年で、やはり〈孤児〉と同じ黒髪をしています。まるで、列車が無事に停まった代わりに妹が召されたような気がしました。一瞬の、イメージですけれど。そのとき〈灰色狼〉がなにかささやきました。いまにも息絶えようと痙けい
 攣れん

 している〈孤児〉の耳元で。

　……なんと言ったのかな。君は？

　おや、黙ってるね。〈灰色狼〉。

　ぼくにはすこし聞こえたんだけど。確か君は、「偽物」とささやいた気がする。なんとかは、偽物だ、そう言ったんじゃないかい？　それとも、聞き間違いかな？

　……黙ってるんだね。まぁ、いい。

　そのあとぼくは、震えながら、すでに死んでいる〈孤児〉に手を伸ばして、目を閉じさせました。（ぼくが、殺したのだ）
 穏やかな死に顔だったのでびっくりしました。（ぼくが殺したのだ）
 無念に歪ゆが

 んでいるとばかり思ってたんです。（ぼくが殺したのだ！）



（人目を盗んでぼくは、女の子の荷物から赤い箱を探し出した。すぐそばに〈灰色狼〉がいたが、ちいさな彼女は、ぼくのやることにまったく気づいていなかった。ぼくは形見箱から中身だけをすばやく抜き取って、自分のトランクに入れた。香水瓶やへその緒、肖像画などを……。ぼくは、ずっと、まるで妹を殺したような気がしていた。悪夢だった。妹を助けるために見知らぬ女の子を殺したのだ。ぼくはきっと地獄に落ちるのだろう。急に恐ろしくなってきた）


　列車の外で、〈公妃〉が叫び声を上げました。外に出ると、なぜか〈死者〉が走ってどこかに逃げようとしていました。〈家来〉はおどろいていたけど、ぼくはそうでもありませんでした。さっき〈死者〉がつぶやいていた「まずい。こんな事故になったら、人が集まってくる」という独り言を思い出したんです。

　──〈死者〉には、なにかある。

　そう気づきました。ぼくはそれで、〈家来〉ことクジョーくんと一緒に線路を走り、逃げる大男を捕まえんとしたのです……。


（走りながらぼくは、知らずに涙が浮かんできた。風とともに涙が宙に飛んだ。死んだ女の子の、あの穏やかな死に顔が怖ろしくてならなかった！　ぼくたちはいったいどうして殺しあうのか？　大人に命じられて、自分の大切な人のために、見知らぬ誰かを殺すなんて。家族のために、国のために戦えと言われて、お互いを手にかける。あの女の子──〈孤児〉もまた、ぼくと同じ、大人に命じられて動くスパイだった。ぼくと彼女はまるで、敵と味方に分かれた鏡像のようにも感じられた。薄汚れた鏡にうつった、女の子の姿をしたぼくなのだ。ぼくはぼく自身であるような女の子を手にかけ、この手で殺してしまった。同じ国、ソヴュールの子供どうしなのに。あぁ、しかし、こんなことはいまも世界中で行われている。あの世界グレート
 大戦・ウオー

 はまだ終わってなんかいない。戦争終結から、やっと六年だ。ふん……。六年やちょっとで、過去になんてなってはくれないのだ。ぼくらの人生をひどく変えてしまった、狂乱のソドム……。大きな嵐……。あれはまだちっとも終わってなんかいない。ぼくたちはいまもこの国で、血を流し続けているのだ！）






　えっ？

　結局ずっと、ぼくは話しながらきょろきょろしてた？

　まるで誰かの到着を待つように、ドアのほうをなんども振り返ったって？

　……。

　…………
 。

　…………………
 。





　そんなこと、ないですよ？

　いやだなぁ、〈灰色狼〉さん。






（はやくこい。はやく助けにこい、ブロワ侯爵。血ち
 塗まみ

 れたぼくを救い、この手に妹を返してくれ！）







　エピローグ　兄妹










　部屋の中は静かだった。

　廊下からは刑事たちの歩き回る革靴の足音や、一弥がブロワ警部になにやら怒っている声などが聞こえてきたが、この部屋では誰もなにも言わず、ただ──金色の髪をほどけた絹のターバンのように床に垂らす小さく豪ごう
 奢しや

 な少女と、灰色の瞳ひとみ

 が激しい感情のためか濃く色づき、ぎらぎらと輝く貴族の青年の二人が、互いに睨にら

 みあっているだけだった。

　やがて、青年はまた、まだかな、と待ち人を探すようにドアのほうを見た。少女──ヴィクトリカが口を開いた。

「いや、そろそろだろう。君には迎えがくる。そのことはわたしにもわかっている」

「なるほど。……それじゃ、すべてお見通しってわけだね。〈灰色狼〉さん」

　ギデオンはそうつぶやきながらも、余裕を見せてにっこりと微笑んだ。ヴィクトリカの表情がわずかにゆがんだ。

「アルベール・ド・ブロワ侯爵が踊り子に産ませた娘。灰色狼とこの国の貴族の血が入り混じった、おそるべき金色の仔こ
 狼おおかみ

 。頭脳という、旧大陸の最終兵器」

「わたしは旧大陸の兵器ではない。わたしはわたしだ」

「……それはどうかな。子供は、親の意のままに動くしかないときもある」

「わたしはわたしだ」

　ヴィクトリカはちいさな声で繰り返した。

　部屋にひえびえとした静寂が満ちた。白い陶器のパイプから、天井にたゆたう細い煙がかすかにゆらめいた。それを持っているヴィクトリカのちいさな手が、震えたのだろう。

「……まぁ、いい。君のことはブロワ侯爵が決めることだ。それより、〈灰色狼〉さん。ぼくのやったことをすべて見抜いているのだね？　水滴がたくさんついた、つまり冷えていた〈孤児〉のグラス。まったく冷えていなかった〈家来〉のグラス。さかさまにして持ってきた、つまり空だったグラスにいつ毒が入ったのか。一口飲んだときは平気だったのに、二口目を飲んだとたんに〈孤児〉が毒を口にした、理由」

　ヴィクトリカは薄く笑った。こともなく、

「君はグラスに毒を仕込んでいたのだ。つまり、グラスは一つだけよく冷えていた。まず底に毒を入れて凍らせ、上からさらに水を入れて凍らせた。そうすれば、さかさまにして持っても毒は落ちることはなく、グラスは空に見える」

「そうだ……」

「注がれた水を一口飲んだとき、〈孤児〉が平気だったのは、まだ氷が解けていなかったからだ。そのうち解けた毒が水に混ざり始め、二口目でそれを口にした。毒は最初から、干し葡萄ぶどう

 のボウルでなくグラスに入っていたのだ。よって、グラスを持ってきた者──君こそが殺人者だ」

「そうだよ、〈灰色狼〉。君の推理の通りだ」

　ギデオンは笑った。

　それから、椅子に腰かけて天井を見上げた。

「……ぼくが仮面舞踏会で話した自己紹介は、本当だったんだよ、君。妹は冥めい
 界かい

 の王──つまり君の父、アルベール・ド・ブロワ侯爵に囚とら

 われていて、ぼくが任務を遂行して戻ってこなかったら、無事に帰されることはないだろう。コンパートメントの床に落ちていた新聞に、ぼくの妹の記事が出ていたよ。レグラント嬢行方不明、とね。あれをみつけてぼくは、ここで本当の名前を名乗ることはできないと思ったんだ。それもあって、あんなおかしな自己紹介をした」

「うむ……」

「オールド・マスカレード号の中でぼくは、通信室でブロワ侯爵の指示を聞いていた。形見箱を持っている乗客を探して、殺して、奪わなくてはならなかった」

「…………
 」

「敵のスパイが、まさか妹と同じぐらいの年頃の、追っ手の影にあんなに脅える、普通の女の子だったなんて。計算外だった。ぼくが戦わされる相手は常に大人だと思ってたんだ。でもあの子は同じ、子供だった」

「…………
 」

「ぼくは、あの子を手にかけた。でも……妹を助けるためには、仕方なかったんだ！」

　ギデオンは叫ぶと、ヴィクトリカのちいさな顔を睨みつけた。

　ヴィクトリカはじっとみつめ返した。

　パイプから白い細い煙がたゆたっている。いまは煙は揺れることなく、まっすぐに天井に向かっていた。

「それでも、君……」

　ヴィクトリカは低いしわがれ声で、

「君、わたしには従者が一人いるのだが」

「〈家来〉くんだね」

「わたしの従者はとてもまぬけだ。顔を這は

 う蜘蛛くも

 に気づかないし、音痴で、ダンスはへたで、そのうえけだものだ。しかしあれは、わたしの危機には必ず助けにくる人間だ」

「列車の窓から出て、屋根を走ってまで、ね」

「そうだ」

　ヴィクトリカはにこりともせず、苦虫を嚙か

 み潰つぶ

 したような顔でうなずいた。そうするとぷっくりとしたほっぺたが、さらにぷっくりとした。

「それはぼくと同じだな。ぼくも、妹のためならなんだってする。二人きりの兄妹なんだ」

「うむ。久城はどんな危険もいとわず、救いの手を差し伸べにやってくる。自分の危険は省みない。あれには、自分より弱い者を守ろうとするところがある。それがかの国、遠い東洋の海に浮かぶおかしな形をした島国の、男というものの、理念なのかもしれん。久城はああやって何者かに……大人の男になろうとしているのかもしれん。そして、わたしという、遠い地で出会った友に対し、そこまでして助けるべき、きわめて大切なものという認識をもっているのかもしれん」

「うん」

「久城はなるほど、命を惜しまん。しかし、君、わたしはもう一つ、あの男のことで信じていることがある。それは、たとえ自分の命のためであっても、わたしを救うためであっても、あれが、罪のない人間を手にかけることはけしてないだろう、ということだ」

「……」

「たとえ利益が異なる相手でも、そう……スパイ同士であっても。ほかの少女を手にかけ、わたしを救うことはないだろう。おそらく、わたしとともに死ぬことを選ぶ」

「でも、それは……！」

「そうだ。君、それは戦場においては、大人の男たちから〝弱さ〟と糾弾されるべきもの、後世の歴史家によって〝間違った選択〟として記録されてしまうものであろう。しかし、君。久城にはそういう、〝正しい弱さ〟とでもいったものがある。わたしはそれを、高潔と呼ぶのだ」

「でも……」

「あれは弱く、高潔な男だ。灰色狼はそれをして、慕う」

「……本人に言った？」

「い、言うものか！」

　ヴィクトリカはほんのすこしだけ顎あご

 をひいて、うつむいた。しかし表情は相変わらずひんやりとした、貴族特有の高慢な無表情とでもいったもので、見開かれた碧みどり

 の瞳はただ宝石のようにつめたくきらめいていた。

　パイプから、細く煙がたゆたう。

　窓の外からは、昼過ぎの喧けん
 騒そう

 がかしましく聞こえてきていた。馬車の蹄ひづめ

 が鳴り、アコーディオン奏者が音楽を奏でる。婦人たちの話し声がゆっくりと通りすぎる。

　ギデオンは唇をかすかに震わせ、聞いた。

「ぼくは、間違っていたと思うかい。灰色狼さん？」

　血ち
 塗まみ

 れているかのように、自分の両手のひらをみつめる。瞳に涙が浮かび、唇が震えた。

　ヴィクトリカはかぶりを振った。

「君自身が決めることだ。君という男は、自分の手を汚してでも、ほかの者の命を奪ってでも、ただ妹を救いたいと望んだ。そして実行した。それもまた、愛とやらなのだろう。わたしには遠い彼方かなた

 の、しかし誰の心にでもあるらしいもの。なによりもあたたかく、大切で、しかし、なによりも危険な、思い。目には見えないがたしかにこの世に存在するもの」

「だけど、正しかったとしても、間違っていたとしても、ぼくは、ぼくはけして捕まらない。なぜなら、この件の背後には君の父、ブロワ侯爵が──つまりはオカルト省がいるからだ。もうすぐぼくは釈放されることだろう。ほら……」

　廊下を近づいてくる足音が二人の耳に届いた。ヴィクトリカのちいさな形のいい耳が、ぴくっ、と動いた。

「ギデオン。わたしは、君が殺人者だということを見抜いた。しかしそれは君を捕らえるためではない。わたしの従者を容疑者から外すためだ。君を見逃すために、罪もない、そう……この国の大人からすれば無実の罪をなすりつけやすい立場である、東洋人の留学生が、警察庁によって誤認逮捕されないためだ！」

「なるほど。君もまた友達を助けたわけだ。列車の屋根を走るわけでなく、銃弾を放つわけでなく、ただ恐るべき頭脳によって。でも……友達はそれを知っているのかな？」

「知る必要はない。友とは、そういうものだ」

「……なんだ。じゃ、君も知ってるんじゃないか」

　ギデオンはくすくす笑った。ヴィクトリカは不機嫌そうに聞き返した。

「むっ。なにをだね」

「なにより大切で、あたたかく、しかし危険なもの。目には見えないが、存在するもの。……愛だよ。ぼくと妹のあいだにあるもの。君とあの少年のあいだにあるもの。それが、きっと愛だ」

「…………
 」

「顔、赤いよ」

「赤くない。君、ほら、アホウドリがやってきたぞ。いよいよ釈放の時間だろう」

　ドアを開けて、グレヴィール・ド・ブロワ警部が入ってきた。





　──ブロワ警部は苦虫を嚙み潰したような顔をしていた。

「今回は、お手柄はなしだ。あぁ、残念だ。君、ギデオン・レグラント君。帰っていいぞ。もう迎えの馬車もきている」

「容疑は晴れたんですか？」

　ギデオンが立ち上がり、カモシカのように弾んだ足取りで歩きだした。ブロワ警部はつまらなそうに、

「晴れてないとも」

「ふふ。でも、迎えがきたんでしょう」

　刑事たちも廊下から顔を出して、顔を見合わせていた。おそらくオカルト省からの連絡が入り、ギデオンを釈放せざるを得なくなったのだろう。気まずく重苦しい空気の中を、ギデオンは努めてさりげない動作でトランクに荷物──へその緒や肖像画、香水瓶など、ジュピター・ロジェの形見箱の中身を入れ、そっと蓋ふた

 を閉めた。

　ヴィクトリカが黙って見守っていた。

「用意はいいかね？　では、行くぞ。一階に馬車がきている。妹さんも乗ってるらしい。ほら、はやくきたまえ！」

「はい！」

　ギデオンは振り向きもせず、歩きだした。

　その後ろ姿が遠ざかっていくのを、ヴィクトリカは黙って見送っていた。パイプから上がる細い煙が、かすかにふるっと震えた。

「──待て、〈木こり〉！」

　低い声がギデオンを止めた。

　呼び止められて、ギデオンは振り返った。危機が去った、と安あん
 堵ど

 に輝いている顔を、ヴィクトリカはみつめた。椅子から立ち上がり、兎のようにちょこちょこと小走りに、ギデオンに近づく。

「なんだよ」

「楽しい旅の連れだった君に、名残惜しいため、別れの言葉だ」

「ん？」

　ブロワ警部が、そんなことを言い出した妹の顔を不気味そうに覗のぞ

 きこんだ。妹に限って、旅の仲間が名残惜しいなどという感情を持つはずはないと、誰よりも知っているのだ。ギデオンはきょとんとしてヴィクトリカをみつめかえしていた。

「耳を、こっちに。しゃがめ。届かない」

「わ、わかったよ、灰色狼さん」

　ギデオンがしゃがんで、子供にするように、耳をヴィクトリカの口元に近づけた。

　老女のような不吉なしゃがれ声で、ヴィクトリカはつぶやいた。

「逃・げ・ろ」

「……へっ？」

　ギデオンが小声で、あわてたように、

「なんでだよ？　ぼくはもう自由の身だ。妹とともに家に帰れるんだ。どうして逃げなきゃいけないんだ？」

「それは形見箱を無事に手に入れた場合のことだろう」

　ギデオンの顔色が、ゆっくりと変わった。

「……どういうことだ？」

「君が〈孤児〉を殺してまで手に入れたあの箱は、偽物なのだ。わたしが、事切れようとする〈孤児〉の耳元でささやいたのは、そのことだ。『安心しろ、君が修道院から持ち出した形見箱は偽物だ』と告げたのだ。だからこそ〈孤児〉は安堵し、あのように穏やかな顔で死んでいったのだよ」

「なっ……！
 」

「わたしがあのとき、君が〈孤児〉のハンドバッグから形見箱の中身を盗むのを気づかないふりをしていたのは、箱が偽物だったからなのだ。そしてその行為によって、〈孤児〉の敵が誰であったか確認したかったからだ。本物の形見箱は、とっくにコルデリア・ギャロが修道院から持ち出した。君が持っているのは、そのときに置いていったそっくりの偽物だ。鑑定をすればすぐにわかることだ。ジュピター本人とは筆跡も違い、肖像画もおそらく彼の子供時代に描かれたのではなく新しいものだろう。わかるのは時間の問題だ、ギデオン」

「なんて、ことだ……」

　ギデオンの顔が次第に青くなった。

　廊下では、ブロワ警部がじりじりと二人を待っている。

「ぼくは、ぼくはどうすれば……」

「逃げろ、野兎！」

「えっ？」

「これはアルベール・ド・ブロワ侯爵とオカルト省が仕掛けたことだが、こちらが……子供側が勝てないというルールはないのだ。逃げろ。どこまでも逃げるのだ、野兎。妹とともに、どこまでも」

「野兎って、なんのことだい……？」

「いや、むかし……そういう事件があったのだ。世界グレート
 大戦・ウオー

 のすこし前に、大人によって嚙か

 み殺された哀れな野兎──少年少女たちがいたのだ。沈みゆく豪華客船の中で、わけもわからずつぎつぎに死んでいった。わたしたちと同年代の、罪もない子供たちだった。いいから、逃げろ。ではな、ギデオン。血塗られた手を持つ、しかし誰かの優しい兄。妹のため木を切り倒しながら進む、呪われた木こりの青年よ」

　ギデオンはふらふらと立ち上がり、ヴィクトリカを見下ろした。

　灰色の瞳ひとみ

 に怯おび

 えと焦燥が浮かんだ。だが、やがてなにかを覚悟したように強くうなずいた。

　待っていたブロワ警部にポイッとトランクを預けると、努めて軽快に歩きだした。口笛を吹き、スキップまで踏みながら。ブロワ警部があきれたように「上機嫌だな」とつぶやく。

　廊下の角を曲がり、消えた。

　曲がる瞬間、振り返り、かすかに顎あご

 を引いて、ありがとうと言うようにヴィクトリカにうなずいてみせた。

　ヴィクトリカはその姿が見えなくなると、ひとりでちょこちょこと部屋に戻った。

　ひとりきり、しばらく椅子に座っていた。まるで豪ごう
 奢しや

 なビスクドールが椅子に立てかけられたまま、十年も、百年も経ったかのような──時の流れを遮断するうつくしさ、不思議な静せい
 謐ひつ

 さに満ちていた。

　パイプから、煙がたゆたう。

　金色の見事な髪が、さらり、と揺れ落ちる。

「すこしは、わかったのだろうか」

　低い、老女の如きしわがれ声でヴィクトリカは誰にともなくささやいた。

　耳によみがえるのは、あのときの兄グレヴィールの低い声。幼く、おそろしい妹をただ一度嘲あざ
 笑わら

 った、あの意地悪い声……。

　グレヴィールが頭を大砲のように尖とが

 らすこととなった、あの事件の直後のこと……。





〈おまえはなにも知らない塔の中のお姫さまだ──〉





〈おまえには人を絶望させる力がないんだ。なぜな──〉





〈なぜなら、灰色狼は誰も愛したことがないんだから──〉





　いまよりずっとちいさくて、ずっと人間らしくなかった、あのころのヴィクトリカ。塔に閉じこめられ、明めい
 晰せき

 な頭脳をただ書物の海にうずめ、人々を恐怖に陥れていたちいさな灰色狼……。そして、塔に這は

 い上がり、金貨のペンダントを渡して去った母狼コルデリアがささやいた、忘れえぬ言葉。





〈母はおまえを愛している。遠くにいても。おまえの危機には必ず駆けつける。ヴィクトリカ。なによりいとしい、我が娘よ……！〉





　書物の海をさまよい、母がささやいた言葉の意味を探した日々。ちいさな胸を覆いつくした不安と、母を求めるかなしい思い。そして出会った、不思議な、東洋からやってきた異人の少年。

「すこしは、すこしは、近づいたのだろうか。最大の謎に。生涯をかけるべき謎に。この胸に開いた、底のない沼のような、熱く、つめたく、常にヴェールの向こうにあるような思いの正体に」

　ヴィクトリカは震えるちいさな声で、つぶやいた。

　そして、しばらくじいっと座っていた。

　パイプから細い煙がたゆたい、金色の髪がさらりと音を立てて揺れた。やがてヴィクトリカは、そうっと立ち上がり、観音開きの窓を両手でうんしょっ、と開けた。

　窓の外にはデパートやレンガ造りのビル、舗道には人があふれていた。警察庁の前に、馬車が一台停まっていた。スーツを着た大人たちがわらわらと降りてきてギデオンを出迎えた。ギデオンは笑顔で、ブロワ警部に持たせたトランクを指差してなにか言った。そして、いそいそと馬車に乗りこんだ。

　遥はる

 か上の窓から見下ろしているヴィクトリカが、なにかつぶやいた。

「逃げろ……」

　馬車の、反対側のドアがそうっと開いた。

「逃げろ、野兎……！」

　まずギデオンが、そして小柄な、腰まで伸びた黒髪を揺らす十七歳ぐらいの女の子が、反対側のドアから音もなく降りた。走ってくる自動車に警笛を鳴らされ、乗合馬車にいまにも轢ひ

 き殺されそうになりながら、二人はぎゅっと手をつなぎ、そして、雑踏を走りだした。

　大人たちはまだ二人が逃げたことに気づいていないようだ。スーツの男たちとブロワ警部がなにごとか話している。

　だが、やがて……。

　警笛が鳴り、陽気なアコーディオンの音色が高鳴り……、その中、スーツの男が馬車を振り返り、指差して、なにごとか叫んだ……。

　男たちが左右に散り、走りだす。ギデオン、ギデオン、と叫ぶ声がこの四階の窓まで聞こえてくる。呼ばれた青年は妹の青白い手を握りしめ、雑踏を走って、脱兎の如く遠ざかっていく。猟犬のように追う男たちを、乗合馬車がじゃまする。二人はまるで恋人どうしのように寄り添って走り続けている。妹の長い黒髪が揺れて、明け方に見た怖い夢のようにゆっくりと黒く揺れて……そうして……町角を曲がり、兄きよう
 妹だい

 は、シャボンが弾はじ

 けたように消えた。

　ヴィクトリカが、表情の動かない、氷のような美び
 貌ぼう

 をかすかにゆがめて、叫んだ。

「逃げろ、野兎。歴史は動く。嵐はまたやってくる。だが、けして、けして大人に捕まってはならない……！　ただ、互いのために生きるのだ……！」





　──同じ頃。

　ソヴレム警察庁の裏口ではべつの騒ぎが持ち上がっていた。

「いやですわ！　いったいわたくしをどこに連れて行くというのですの！」

「落ち着け、静かにしろ……。うわっ、暴れるな。迎えがきてるんだ、はやくこっちに……」

　若い刑事二人が、一人が背後から羽交い絞めに、もう一人が両脚をつかんで、荷物を引きずるようにして中年婦人──ブリタニア公妃を名乗る女性を連れて行った。

　廊下で騒ぎを聞きつけた一弥が階段を下り、薄暗い裏口のドアを覗のぞ

 きこむと、そこにちょうど黒塗りの自動車が停まったところだった。白衣を着込んだ男が三人、ドアを開けて降りてきた。つん、と消毒薬の匂いがした。医者だ、と一弥は気づいた。

　降りてきた白衣の男たちは、車のトランクから丸めた朱色の絨じゆう
 毯たん

 を取り出すと、慣れた様子で警察庁の裏口まで細い絨毯を敷き詰めた。暴れたりひっかいたりしながら運ばれてきたブリタニア公妃が、車の側に立つ三人の白衣の男と、敷き詰められた絨毯に気づき、あっと叫んだ。暴れるのをやめる。刑事たちが手を離すと、ブリタニア公妃はゆっくりと乱れた髪を整え、威厳を持って顎を上げてみせた。

「お迎えね」

　男たちが同時に頭を下げた。

「ブリタニア公妃、お迎えに上がりました。どうぞ、我がクレハドル王国にお戻りになられますよう」

「民は公妃を待っております」

「もちろん、王も」

　言い慣れた様子で台詞せりふ

 を言うと、厳かに車のドアを開けた。公妃はつんと顎を上げ、しずしずと絨毯の上を歩いた。若い刑事が一弥にむかってささやいた。

「連絡がきて、驚いたよ。ブリタニア公妃を保護していないか、って言われてさ」

「あの、あの人たちは……」

「医者だよ。病院から逃げ出しては、ブリタニア公妃を名乗ってどこかで騒ぎを起こすんで、もう迎えにくるのに慣れてるのさ」

　あきれたような口調で言った。もう一人の刑事はすこし悲しそうな顔で、車に乗りこむ中年婦人を見送っていた。頰にはひっかかれた爪あとが生々しく残っていた。

「……なんでも、戦争の前は有名な舞台女優だったらしいよ。なかでもセイレーンの公妃がはまり役でね。それが、世界グレート
 大戦・ウオー

 のときに息子さんをなくしたんだって。一人息子が従軍して、戦争が終わってもそのまま帰ってこなかった。それでおかしくなっちゃったらしくてね。旦だん
 那な

 さんはもう再婚してるけど、豪華な病院の費用は出してくれるってわけさ」

　頰から垂れる血を手のひらで拭ふ

 きながら、

「ぼくも六年前まで、ソヴュール軍の少年兵士として従軍していたからね。幸い、無事に帰ってきたけど、もしいなくなってたら、うちのママだってさ……。そう思ったら、やりきれないよ」

　──ドアが閉まった。

　車の窓がゆっくりと開き、ブリタニア公妃が鷹おう
 揚よう

 に微笑んで、裏口に立つ一弥と刑事たちに手を振った。一弥はその笑顔に狂気のもとのようなものを探した。公妃の表情は寂しそうで、やっぱり優しそうで……いまはまた、昨夜オールド・マスカレード号のコンパートメントで会ったときのように穏やかで、狂った女のようには見えなかった。

（この人は、ほんとうに気が狂っているのかな……。それとも、もしかしたら、悲しみを紛らわせるために狂った演技をしているのかもしれない……。だって……）

　車が走りだした。一弥たちは礼儀正しく頭を下げて見送った。

（だって、オールド・マスカレード号の中で〈孤児〉が泣いていたとき、〈公妃〉はとても優しかった。〈木こり〉も、おかあさんみたいだと言っていた……）

　車は遠ざかっていく。

（息子をなくした母で、もとは有名な舞台女優……。ブリタニア公妃……。哀しいセイレーン……）

　そのとき、表門のほうで「逃げたぞ」「ギデオン！」と遠く叫び声が聞こえた。一弥はふとそちらを振り返った。

（そうだ。ぼくの母も、遠い地に旅立つときに泣いていた。そうだ。ぼくの母も、寂しがって泣いていた……）

　公妃を乗せた車はゆっくりと角を曲がって、消えた。

　表門のほうに行ってみようと一弥が歩きだしたとき、裏口から別の刑事たちに引っ立てられて、〈死者〉が出てきた。こちらは屈強な刑事たち五人に囲まれているが、観念したようにおとなしく歩いていた。

　そのとなりを、運転手の制服を着た若い男が、首をかしげながら歩く。

「まさか旦那さまがいるなんて思いませんでしたよ。こっちはてっきり、旦那さまはあいつに殺されたんだと思って、捕まった運転手仲間の顔を確認するつもりできたんですぜ？　それが部屋に入ったら、死んだはずの旦那さまがいて……。てっきり亡霊だと思いましたよ」

「そりゃ驚くだろう。こっちだって、自動車と一緒に黒焦げになった死体は、炭鉱王ジェイソン・ニールのものだとばっかり思ってたからな」

「そんなら、あの黒焦げ死体が行方不明の運転手だったんですかい」

「たぶんな」

「じゃ、旦那さまが、あいつを……？」

　運転手仲間が、怖ろしそうに〈死者〉の顔を見た。

　大きな護送車が近づいてきた。〈死者〉こと──炭鉱王ジェイソン・ニールは、護送車に放りこまれると、ふと振り返って一弥を見た。

　なにも映っていない、空虚な瞳ひとみ

 だった。

　ほんとうに、死者のようなうつろな瞳。

　刑事の一人が一弥をつっついた。

「驚いたぜ。あの運転手仲間がやってきて、部屋に入ったとたん、『旦那さまーっ！』って叫ぶんだもんな。なんと〈死者〉は、死んだはずの炭鉱王その人だったってわけだ」

「どういうことですか……？」

　一弥は驚いて聞き返した。ヴィクトリカが語っていた、生者の身体に死者の魂が入ったような姿、中身と外見がちがう、という言葉が胸によみがえった。

　刑事は肩をすくめて、

「どうもこうも、炭鉱王ジェイソン・ニールは、自分が死んだふりをして失しつ
 踪そう

 しようとして、運転手を車ごと焼き殺して自分の死体に見せかけたのさ。それで一財産持って逃亡中に、運悪く別の事件に巻きこまれちまったってわけだ。あの札束は、あいつの全財産さ」

「全財産……？」

「そう。炭鉱王はじつはもう破産寸前だったんだ。いまはもう電気の時代が近づいてきてる。炭鉱なんて持ってたって、そうそう稼げない。若くして金持ちになって、経済界を上り詰めたけど──夢の終わり、さ」

　一弥は〈公妃〉が披露したゴシップの中に、炭鉱王が破産寸前だという話があったことを思い出した。護送車のドアが閉まり、ブリタニア公妃を乗せた車とは反対の方角にゆっくり走りだした。

　一弥は立ち尽くして車を見送った。秋の涼しい風が吹いて、一弥の漆黒の前髪をゆっくりと揺らした。

（炭鉱王……。死んだ振りをして、別人になりすまして逃亡していたんだ。別の人生を生き直そうとした。まさに、生者の身体に入って歩きだした〈死者〉──）

　ちいさな声で名前を呼ばれた。どんなに遠くから、ほんのかすかに聞こえてもすぐにわかる、低い声。ヴィクトリカだ。一弥は振り返った。

　階段をちょこちょこと降りて、ヴィクトリカが顔を出していた。チューリップ型をした緑のタフタのドレスは夢のようにふくらみ、裾すそ

 はかぎ針編みの黒レースで丹念に縁取られている。とがった銀のブーツが、軽い音を立てる。金色の髪は不思議な動物の秘密のたてがみのようになびいて輝いている。

（生者と入れ替わった〈死者〉に、夢の世界に守られる〈公妃〉、そして妹を捜す〈木こり〉──。なんてことだろう。昨夜、あのおかしな仮面舞踏会でみんなが話したおかしな身の上話は、本当だったんだ。殺された〈孤児〉以外は、みんな……）

　ヴィクトリカが小首をかしげてこちらを見ていた。一弥は階段の石を蹴け

 って、ヴィクトリカの側に走りよった。ヴィクトリカは一弥が近づいてくると、ちいさなしわがれ声で、なぜか満足そうに、

「ギデオンは、逃げたのだ」

　そう言うと、パイプをゆっくりとくゆらした。

「えっ!?
 　……そういえばさっき、逃げたぞ、って声が聞こえたよ」

「いろいろとあったのだ。それはこれから、帰りの道々に君に説明してやろう。たいへん面倒なのでできれば黙っていたいが、説明するまでうるさく聞くだろうし、仕方ない、君に言語化してやらねばなるまい」

「うん、まぁね。……いま、〈公妃〉と〈死者〉もそれぞれ連れていかれたよ。その話も、ぼく、帰りに君にすることにしよう」

「うむ」

　一弥はヴィクトリカの手を握りしめると、警察庁の廊下を歩きだした。ちょうど表門から戻ってきたブロワ警部に、声をかける。

「じゃあ、ぼくたちは学園に戻ります」

「あぁ……」

　警部ははぁはぁと息を乱していた。「逃げられた……」と小声でつぶやき、しかしむりやりナイスポーズをつくりながら、

「午後いちばんの列車が、そろそろシャルル・ド・ジレ駅を出るころだろう。それに乗れば、夕方までには聖マルグリット学園に戻れる」

「ええ。じゃあ、また」

「お手柄を逃したのは、じつに残念だが……。しかし、今回は仕方あるまい……」

　ブロワ警部は悔しそうにつぶやいた。

　ヴィクトリカは、ふん、と鼻を鳴らした。





　警察庁のレンガ造りのビルを出ると、午後の大通りは人の往来が激しく、パラソルを差しておしゃれをした貴婦人や、シルクハットの紳士、スーツ姿のビジネスマンが右に、左にせわしなく行き来していた。乗合馬車が蹄ひづめ

 を鳴らし、自動車がクラクションとともに通りすぎる。馬に乗った騎兵隊。陽気な歌を奏でるアコーディオン奏者。そして道の隅で小銭をせびる、垢あか

 まみれの浮浪児たち……。

　ようやく聖マルグリット学園に戻れるのだ、と一弥はほっと胸を撫な

 で下ろした。荷物を抱えて、一人で学園を飛び出してからまだほんの数日しか経っていないのが、信じられない思いだった。あのときは、二度と逢あ

 えないんじゃないかととても悲しい思いをした。だけどいま、一弥は助け出したヴィクトリカとともに列車に乗って、村に戻ることができるのだ……。

　一弥はピューッと口笛を吹いて、馬車を停めた。

　ヴィクトリカが感心したようにちいさくうめいた。いちばん最初に一緒に外出したときも、ヴィクトリカは口笛で馬車を停めたらびっくりして、一弥をちょっとだけ見直してくれたのだ。いまではヴィクトリカも、最初の冒険のときよりもすこしだけ外出に慣れてきたようではあるけれど……。

　そう、あのときも週末のちょっとした外出が豪華客船〈QueenBerry 号〉での危険な冒険になってしまった。一弥とヴィクトリカは力を合わせて事件を解決し、一緒に聖マルグリット学園に帰った。そして、今日もまた……。一弥ははやる心をおさえて、ヴィクトリカとともに馬車に乗りこんだ。

「シャルル・ド・ジレ駅まで！」

　一弥が流りゆう
 暢ちよう

 なフランス語で告げると、御者は「はいよ」とうなずいた。馬に鞭むち

 を当てる。馬車が揺れながら走り出した。

　往来では馬車と自動車が交じり合って走っていた。貴婦人たちも、髪を結い上げ、コルセットで腰を締めたうつくしいオールドファッションに身を包んだ女性と、モダンな短髪にゆるやかなラインのワンピースなど、新世紀のファッションを取り入れた女性に分かれていた。シルクハットにステッキ姿の壮年紳士と、簡素なスーツの若いビジネスマンが互いに道を譲らず、ぶつかりあいながらすれ違っていく。

　科学とオカルトが──古いものと新しいものが──懐古主義と新しい時代への憧あこが

 れが──交じり合い共存する、かしましいソヴレムの街角。世界のあらゆる国がぶつかりあうおそろしい世界グレート
 大戦・ウオー

 からようやく六年の時が過ぎ、しかしなおその爪あとは人々のこころに重く残っている、この時代。それぞれに傷つき、過去を、失ったものを振り返り、振り返りしながら、それでも新しい時代への憧れはやまず、まだ見ぬ、すばらしいはずの未来を夢見る、この時代。

　馬車の窓から見えるのは、過去であり、いまのこの国であり、近づいてくる未来の世界でもあった。

　ヴィクトリカはちいさな顔をほんのすこし傾けて、物憂げに、ちいさなぷくぷくの指にはめられた紫の指輪をみつめていた。

　母から贈られた大切な指輪。

　ヴィクトリカにとって母は過去であり、一弥は未来だった。どちらも、目眩めまい

 がするほど大切なもの──。胸に大きな穴を開ける、熱くて冷たくて、とても不思議なもの──。

「……わたしたちは、よくよく、おかしな時代に生まれてきたものだな」

　ヴィクトリカが馬車の窓にもたれながらつぶやいた。

「ん？」

　一弥がにっこりして聞き返した。

「古いものと、新しいもの。すべてがせめぎあい、未来は混こん
 沌とん

 としている。嵐は一度やってきてまた去ったが、遠からず二度目の嵐がやってくる予感もある。そう、風の匂いがするのだ。嵐の前の、きなくさい、湿った風の匂いだ。硝煙の入り混じる風。歓迎できぬ、おそろしい変化の気配が」

「うん……」

　一弥もすこし緊張した面持ちでうなずいた。

　ヴィクトリカはけだるげにパイプをくゆらした。その表情はいつもどおり、氷のようにつめたく、高慢とも取れる、貴族特有のすましたものだった。でも深い湖のような碧みどり

 に輝く瞳ひとみ

 はかすかに揺れていた。

「世界は再び混沌に満ちてきた。遠からず嵐はまたやってきて、その大きな変化の後、世界は再構成されることだろう。おおきな変化だ。世界はまるでべつのものにとって代わることだろう。そのとき、古くなり消えるもの、伝説に昇華されきらめくもの、新しく権威となる国、誰かの都合によって歪ゆが

 められる歴史──すべてのものに、さまざまなことが降りかかるはずだ」

「灰色狼の君がいうのだから、本当だろう」

　一弥は静かな声で言った。

「だけどなにがあっても、信頼できる友達がそばにいたら大丈夫だよ。互いが互いを守ることができるからね」

「う、うむ……」

　ヴィクトリカは虚をつかれたように瞳をぱちぱちさせて、黙った。一弥はその顔を覗のぞ

 きこんで、にっこりした。

「ぼくたちは、離れない。なにがあっても」

「うむ……」

　ヴィクトリカは氷のような無表情のままで、でも強くうなずいた。

「そうだ。我々はけして離れまいよ……！」

　二人はじっとお互いをみつめた。

　一弥は微笑んでいた。ヴィクトリカはいつもどおりの表情で、ほっぺたもぷくぷくとしていた。

　二人を乗せた馬車は揺れながらソヴレムの喧けん
 騒そう

 を走りぬけ、やがてシャルル・ド・ジレ駅に着いた。駅もまた喧騒の限りを尽くしていた。赤い制服のポーターが走り回り、旅行者、貴婦人とその子供、アイスクリーム売り、それに駅員たちが忙しく行き過ぎていた。一弥はヴィクトリカとはぐれないようにぎゅっと手を握り、駅を歩いた。

　聖マルグリット学園のある村に通じる急行列車が、いまにも発車しようとしていた。一弥は「あれだよ！」とプラットホームを指差した。「うむ」とヴィクトリカがうなずいた。

　立ちどまって、お互いの顔をじっとみつめた。

　一弥の顔に穏やかな微笑みが浮かんだ。

　ちいさな声で、ささやく。

「一緒に帰ろうって、ぼくたち、約束したからね。あ、あのとき……」

　オールド・マスカレード号の運転室から、力を合わせて銃弾を放ったあのときの、あの秘密の親密さを思い出して一弥はちょっとだけ頰を赤くした。ヴィクトリカは照れることなく、大真面目な顔でうむとうなずいた。

「そうとも、君」

　一弥の顔はますます真っ赤になったが、ヴィクトリカはいつもどおりの、つめたくけぶる宝石のような瞳でみつめかえしていた。ほんのすこし首をかしげて、一弥の真っ赤な顔を不思議そうに見上げている。

　汽笛が甲高く鳴った。

「……いけない。あの列車に乗らなくちゃ。行こう！」

「うむ！」

　二人はぎゅっと手をつないで、仲良くプラットホームを走りだした。

　ヴィクトリカの見事な金の髪が、ホームに吹きこんだ秋の気持ちのいい風に吹かれて、となりを走る一弥の細い身体に、一瞬、優しい魔法のように、ふわり、と巻きついた。
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　登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ



　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。




久城一弥



　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。




アブリル・ブラッドリー



　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。




セシル先生



　　一弥たちのクラス担任。




コルデリア・ギャロ



　　ヴィクトリカの実母。




ブライアン・ロスコー



　　謎の人物で奇術師。




ジュピター・ロジェ



　　ソヴュール王国科学アカデミーの主宰者。




グレヴィール・ド・ブロワ



　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。




アルベール・ド・ブロワ侯爵



　　ヴィクトリカとグレヴィールの父。ソヴュール王国オカルト省の首魁。
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　　『あかいくつ』
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　プロローグ　少女










　石の塔に、女が閉じこめられていた。

　ぐるぐると回る、細い螺ら
 旋せん

 階段のほかにはなにもない細い塔。辺りは冬枯れの森に囲まれて、石の塔というよりむしろ、氷でできた剣のように重たく凍りついている。四角い小窓から見えるのは、月と、鬱うつ
 蒼そう

 とひろがる森だけ。その森からも、獣の啼な

 き声ひとつ聞こえるでもない。森の自然においては、冬とは死の季節なのだ。

　塔のいちばん上の、氷の蔵のように冷え切った小部屋に、女が鎖でつながれていた。いや、女と呼ぶにはあまりに幼い。ちいさな顔には恐怖と怒り、悲しみが凍りつき、ぴくりとも動かぬまま。まるで死者のように濁った瞳ひとみ

 で壁の一点をみつめている。白い布を被かぶ

 せただけのような簡素な衣服は、こんな塔で真冬の寒さをしのぐには到底足りないだろうと見て取れる。

　壁からのびる二本の鋼鉄の鎖が、細くて青白い両手首を捉とら

 えている。

　女が、いや、少女がかすかに動くたびに、鎖が邪魔をするかのように鈍い音を立てる。

　塔の外で夜の風が唸うな

 って、すると少女は、ふいに息を飲み、細い肩をぶるると揺らした。色をなくした唇がゆっくりと開く。すると、真珠のようにまっしろな歯が覗のぞ

 いた。

　風にあおられ、恐怖の記憶が蘇よみがえ

 ったものか。少女の開かれた唇から、奈な
 落らく

 のように暗い穴が見え、ついでその瘦や

 せ細ったからだから出たとは信じられぬほどのおそろしい響きで、

　──うぉぉぉぉぉぉぉっ！


　まるで獣のように低く、おおきく、咆ほう
 哮こう

 した。

　石の塔がぐらりと揺らいで、いまにも崩れ落ちそうなほどだった。

　少女は細い肩を震わせていたが、やがてそっと顔を上げた。

　伸び放題となった髪の奥から、鈍く光る二つの瞳が、闇をとらえた。もういちど唇を開き、そして少女は、夜を裂くような恐ろしい啼き声を轟とどろ

 かせた。





　──うぉぉぉぉぉぉぉっ！






　夜の風が、石の塔にまた、波飛沫しぶき

 のようにぶつかった。少女の咆哮と風の音が不吉に混ざりあい、冬枯れの死の森に向かって響き続けた。






　第一章　冬の朝
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　冬の日射しがきらきらと、聖マルグリット学園の庭園に降りそそいでいた。

　昨夜のうちに音もなく降りそそいだらしい、生クリームみたいになめらかな雪が、芝生にも、東あずま
 屋や

 の屋根にも、鉄製のベンチにもふわふわと積もって、朝日を浴びて真っ白に輝いている。

　噴水の真ん中にある透明の女神像も、雪のコーティングに凍りついて、今朝は青白く瞬く。日曜の朝早くなので、生徒たちも、それに教師や庭師も誰もいないようだ。

　芝生に広がる真っ白な雪の絨じゆう
 毯たん

 を、さく、さく、さく……と、ささやかな足音を立ててやってくるものがいた。分厚いコートを羽織って、ボタンをいちばん上までしっかり留め、マフラーも生真面目に二重に巻いて、山高帽子をかぶった、ちいさな東洋人の紳士……。

　久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 である。まだ何者も踏み荒らしていない、早朝の雪の砂漠を、黙ったまま、ゆっくりと歩いている。

　いかにも生真面目そうに引き結んだ唇は、この国ではまだ見慣れない黄色い肌と漆黒の瞳も相まって、ちょっとばかり気難しげにも見える。だが、よく、見ると……。

　一弥は右手にしっかりと、おおきなニンジンを握りしめていた。まるで刀を構えるサムライのように姿勢よく、ニンジンを前方に差しだしては、

「とー、とと、とっ」

　その低い、遠慮がちな呼びかけにこたえるように、木陰から雪のかたまり……いや、ちいさくて丸っこい雪ウサギが一羽、現れた。途端に一弥は、おどろくほど相そう
 好ごう

 を崩して、

「やっぱりいた！　ウサギだ！」

　目め
 尻じり

 がぐっと下がって、子供のように無邪気な顔つきに変わった。

　急にへっぴり腰になって、一生懸命、ニンジンを差しだしながら、

「さっき男子寮の窓から、雪の中をぴょんぴょん跳ぶところを見たんだ。こんなに寒い冬の日曜だもの。きっとヴィクトリカのやつも、いつにも増して退屈しちゃってるだろうからなぁ。ウサちゃん、おいで。ぼくと一緒に、恐ろしくきまぐれで、意地悪で、頭がよくって、皮肉屋で、寂しがり屋の……知恵の泉のところに遊びに行こうよ」

　ウサギはガラス玉みたいな赤い目を、いちど瞬まばた

 いた。それからきょとんとしたような顔をしたまま、ぴょんと跳んだ。

　一弥があわてて追いかける。

「うわっと、逃げちゃう！　おーい、待って、待って！」

　ぴょん、ぴょん、と跳ぶウサギを追いかけて、一弥がとっとっと、と駆け足になる。

　その芝生の反対側から、これまた、日曜の朝早くからいったいなにをしているのか、イギリスからの留学生、アブリル・ブラッドリーが姿を現した。こちらはトレンチコートを羽織り、頭にはハンチング帽、さらに片手になぜか探偵よろしくおおきな虫眼鏡を持って、雪の地面を睨にら

 みながら歩いている。

　ニンジンを差しだす一弥と、虫眼鏡を握ったアブリルが、おおきな木の陰できゃっと鉢合わせした。アブリルがあげた声にびっくりしたように、木の枝からどさっと雪が落ちてきた。

　お互いに、帽子に積もった雪を払いながら、

「おはよっ。なにしてるの、久城くん？」

「えっ。あの、ぼくはね、ちょっとウサギを……」

「マンドラゴラなんて持っちゃって」

「えーっ、ちがうよ。これは……ニンジン……」

「あのねっ、わたしは〝腐酒石〟を探してるの！」

「だいたい、マンドラゴラというのは架空の植物であって、君がよく読んでる怪談の本とかに……えっ、なに、なんて言った？」

　ニンジンを掲げて、生真面目そのものの口調で説明し始めていた一弥は、不思議になってアブリルを見た。アブリルはコートのポケットから本──『怪談　四巻』──を得意そうに取りだしてみせて、

「あのね、腐酒石っていうのは、太古からあるアフリカの石でね。これを粉にして飲んでおくと、死んでからも死体が腐らないんですって。それどころか肉体が死んでも魂が死体に残っちゃって、だから、腐らない死体が夜な夜な歩いたり、それで、家族のいる家に帰ってきちゃったり、で、『ただいまー、おやつはー』とか『おい、俺の部屋がなくなってるぞ！』とか、あとね、あとね……あれっ、久城くん、どこに行くの？」

「うん、ぼく、ちょっと……あっ、ウサギを見失っちゃう！」

　また、とっとっと、と小走りになった一弥の後ろを、子供探偵よろしく虫眼鏡を構えたアブリルも、つられて追いかけていった。

　一弥が、ベンチの下で丸くなっていたウサギをみつけて、そっと手を伸ばす。

　遠くの小道を、眠そうに目をこすりこすり、欠伸あくび

 までしながら、セシル先生が通り過ぎた。ふかふかのコートを着て、頭にも茶色い毛糸の帽子をかぶっている。ウサギを抱きしめた一弥がうれしそうに小首をかしげたところをちらっと見て、また目をこすり、通り過ぎていった。

　アブリルはというと、怪談の石探しにとつぜんあきたのか、本と虫眼鏡をポケットにしまって、急にぽんと手をたたいた。

「そうだっ。ねぇ、久城くんっ。せっかくの日曜日だし、村に買い物に行こうよ。つきあって」

「買い物？」

　一弥が不思議そうに、

「君。こんな朝早くから、なにを買いに行くんだい」

「あのねっ、クリスマス休暇の前に、リビ生きて
 ングいる

 ・チェス大会があるの。衣装の材料を買わなくっちゃ。いまなら、ほかの子も起きて買いにきちゃう前にゆっくり選べるし」

「でも、ぼく、このウサギを……」

　あの子のところに……と言いかけて、一弥は口を閉じ、そっと冬の空を振り返った。

　夜のうちに雪は止んで、日射しはとても眩まぶ

 しい。その空いっぱいにひろがるように、石造りの荘厳な図書館塔が、ちいさな二人を黙って見下ろしていた。

　知の殿堂。欧州でいちばんとも言われる、書物という宝の眠る祭壇。おおきく、おそろしく、しかしいつもしんと静かな建物──。

　一弥はきゅっと胸が痛くなって、いちど目を閉じた。

　と、アブリルに勢いよく腕を引っぱられて、「うわっ？」と言いながらつんのめってどこかに走りだした。

「な、なんだよ。アブリル！」

「村に行くのっ。雑貨屋さんに一番乗りぃ！　走るよ、久城くん！」

「君ねぇ～……」

　と、一弥の腕からウサギが逃げだして、ぽんと地面に着地すると、いちど振りかえり、

「あぁっ」

　赤い目を瞬きさせたかと思うと、まん丸いおしりを揺らしながら、雪の平原をちょこちょこと走りだした。

「逃げちゃったよ。ウサちゃん……」

「行くよぉ！」

　一弥はしょんぼりしながらも、アブリルに手を引かれて学園の正門に向かって走っていったのだった。





　時は一九二四年──。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。

　スイスとの国境は、深い森。フランスとの国境は、どこまでもひろがるうつくしい田園地帯。イタリアとの国境は地中海沿いの光眩しい避暑地。謎めいた回廊のように細長いこの王国の一端、地中海に面したリヨン湾を豪ごう
 奢しや

 な玄関とするなら、反対側に位置するアルプス山脈は、もっとも奥深い場所に隠された、秘密の屋根裏部屋と言えた。列強に囲まれながらも長い歴史を持ち、先の世界グレート
 大戦・ウオー

 の戦渦も切り抜けて、無事に近代へと漕こ

 ぎだそうとしている小舟のような国。西ヨーロッパの〝小さな巨人〟とも称されるソヴュール王国の、秘密の屋根裏部屋に当たる山脈の麓ふもと

 にあるちいさな村。そのさらに外れに、ひっそりと、中世のままの空気が息づく学園があった。

　聖マルグリット学園。

　王国そのものほどではないがやはり長く荘厳な歴史を持ち、貴族の子弟の教育機関として、秘密のヴェールに包まれる場所。空中から見るとコの字型をした校舎は、広いフランス式庭園に囲まれて、周囲は高い生垣で隠すようにぐるりと囲まれていた。王国の秘密の何割かはこの学園内で生まれ、また葬られたとも噂される、不思議な学園。

　だが、先の世界グレート
 大戦・ウオー

 終結後、一部同盟国からの留学生も受けいれ始めた。

　十五歳の久城一弥も、その一人である。優秀な成績を認められ、東洋の島国からやってきたのだが、なかなか生徒たちに受けいれられず、異国で苦労の多い留学生活を送っていた。そんな中で出で
 逢あ

 った、不思議な少女ヴィクトリカ・ド・ブロワ──。王国の秘密の武器庫とも呼ばれる聖マルグリット学園に幽閉された、おどろくべき頭脳を誇る、灰色狼の子孫。

　一弥の留学生活は、いつのまにか、ヴィクトリカを中心にして回り始めていたのだった──。





　男子寮の窓の外を、「ちょっとちょっと、アブリル、そんなに引っ張らないで！　腕がもげちゃう！」と悲鳴を上げながら、誰かが右から左に通り過ぎていった。

　外の庭園は雪景色で、クリームを塗ったばかりで飾りつけ前のクリスマスケーキみたいに真っ白でふわふわしている。朝からずいぶん寒そうだが、男子寮の一階の食堂ではおおきなストーブがしゅんしゅんと音を立てていて、ほっぺたが真っ赤になってしまうぐらい暖かい。

　その窓際に置かれた簡素な椅子に、寮母のゾフィがひどくお行儀悪く、片かた
 膝ひざ

 ついて座っていた。情熱的な赤毛をひっつめて結んで、エプロンの下からおおきな胸が覗のぞ

 いている。鼻の上にいかにも悪戯いたずら

 っぽいそばかすの浮かんだ顔を、ふっと上げて、

「あれっ、いまのは久城くん？」

　と、誰にともなく声を上げた。

　ついで、ぽりぽりと首をかいて、

「そういやさっき、寝起きの顔で飛びこんできて、ニンジンを一本くださいって、窓の外を指差してなにか言いながら、また飛びだしていったけど」

　首をかしげる。

「ウサギがどうとか言ってたっけ。まっ、いっか。それより……」

　蜂はち
 蜜みつ

 入りの紅茶がなみなみとはいったカップに手を伸ばしながら、テーブルに広げた新聞に目を落とした。

　一面にはちょっと物騒な政治記事が載っている。『同盟破は
 綻たん

 か？』『近々合同会議！』『東欧から火の手上がる可能性？』といった不吉な単語がつぎつぎ並ぶ。

　ゾフィは一瞬、顔をしかめた。

　それからぱっとめくった。

「あっ！」

　叫んで、紅茶のカップを握ったまま、あわてて記事を読む。

　そこは芸能欄だった。ソヴュール王国の首都ソヴレムにある老舗しにせ

 の劇場〈ファントム〉で、つぎのお芝居がかかるという。その名も……。

「〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉再演！　なになに、〝ココ＝ローズの不思議な死から、はや十年。いまなお人びとの心に生き続ける、うつくしくて清純で、孤独な王妃の生涯をたどる伝説の舞台が、今夜から再演さる〟だって。うわーっ！」

　ゾフィは新聞をがさがさ音を立てて握って、遠くを見た。

「みっ、みっ、見たいなぁ……」

　思えば、村の学校を出て、聖マルグリット学園にメイドとしてやってきた少女のころから、素敵な王妃のブロマイドを集めたり、雑誌の切り抜きを壁に貼ったりしていたものだった。

　と、しばらくゾフィは顎あご

 をかりかりかきながら考えていたが、やがて立ちあがると、紅茶をぐいっと飲み干して、

「よーし、見にいこうっと！　なーに、ソヴレムなんてすぐよ。さいわい今日は日曜日だし、今夜中に帰ってくれば問題ないって。行くぞっ」

　両手を腰に当ててうそぶくゾフィの背後で、窓の外の雪景色を、金色に輝くドリルのようなへんなものが、ゆっくりと左から右によこぎっていった。

　どさっ、と木の枝から雪の落ちる音がした。

　ぴーちちち、とどこかで冬の小鳥がかすかに鳴いた。





　雪に覆われたフランス式庭園の、奥。暗い迷路花壇が、くるものを拒むようにひろがっている。葉を落とした黒い枝が古びた骸がい
 骨こつ

 のように絡まりあい、雪がところどころを白く染め替えている。

　花壇を見下ろす位置にあるおおきな木の枝にそっと隠れるように、二匹の灰色狼がいた。

　一人は小柄で、人形のようにうつくしく、ほどけたビロードのターバンのような金色の髪を冬の風に寒々しくなびかせている。濃い緑の瞳ひとみ

 には悲しみと怒りが宿り、さくらんぼのようにつやつやのちいさな唇は固く結ばれている。

　黒絹の上から緑のトーションレースがたっぷり飾られたシックなドレス。首元にはブラックパールのネックレスが幾重にも巻かれ、ちいさな頭を、黒鳥の羽根が飾られたヘッドドレスで覆っている。

　太い枝に座りこんで、険しい顔つきとは相反して、どこか子供のような無邪気さでぶらぶらさせている足には、薔薇の柄が型押しされた華きや
 奢しや

 なブーツ。

　ふわりと羽織った翡ひ
 翠すい

 色のファーコートが、風にあおられて、おおきな鳥が翼をひろげたかのように舞いあがった。

　母狼──。コルデリア・ギャロ。

　その傍らに立つのはブライアン・ロスコーである。すらりと背が高く、燃えるような赤毛に、猫のようにつりあがった緑の瞳。シルクハットに燕えん
 尾び
 服ふく

 。獣のように残忍そうにも、少年のように繊細そうにも見える不思議な顔つきをして、コルデリアを守るように寄りそっている。

　二匹の灰色狼は、下界をじっと見下ろしていた。

　雪におおわれた小道を、やがて金色に光る鋭角のものが近づいてくるのが見えた。急ぎ足で雪を踏みしめる、きゅっ、きゅっ、という音もせわしなく聞こえる。

「やはりな……」

　遠く、地の底から響くような声でコルデリアがつぶやいた。

　傍らのブライアンも無言でうなずく。

　足音とともに近づいてきたのは、グレヴィール・ド・ブロワ警部だった。朝から金髪をドリルのような流線型に固め、白い乗馬ブーツに、同じく白の洒落しやれ

 たセーラーコート。なにかをずるずる引きずっていると思ったら、おおきな四角い旅行用トランクである。

　コルデリアが不快そうに眉まゆ

 をひそめ、

「やってきたか。アルベールの……つまりはオカルト省の、犬めが！」

「そのようだな。やはり、嵐が近いのだろう」

　ブライアンが呻うめ

 くと、獣のそれのように尖とが

 った犬歯が不吉に輝いた。

　迷路花壇に足を踏み入れ、ブロワ警部が進んでいく。

　冬の朝日が、尖った金色の髪を眩まぶ

 しく照らしている。

　そのまた後ろを、転んだり滑ったりしながら誰かが追っていくのに気づいて、コルデリアとブライアンは同時に、無表情なまま首をかしげた。

　寝巻きの上からコートを羽織り、頭に毛糸の帽子をちょこんとのせた姿の、肩までのふわふわブルネットに丸眼鏡、垂れ目がちの瞳をした若い女が、なぜか怒りに燃えた表情を浮かべながら、迷路花壇にぴょんと飛びこんだ。

「あれは、誰だ？」

「さぁな。ともかく……」

　ブライアンが、こきっこきっと首を鳴らした。瞳が不気味に光る。

「二度目の嵐は刻々と近づいている。ひとまず、ソヴレムだ。我らは一足先に向かうとしよう。おい、コルデリア……」

「なんだ」

「おまえのかわいい、そうして俺にとっては憎い……仔こ
 狼おおかみ

 。ちびのヴィクトリカの……お手並み拝見と行こうじゃないか」

「……」

　コルデリアは無言で立ちあがった。びゅうっと風が吹いて、翡翠色のコートを翼のようにまた冬の空に舞いあげた。黒い絹と、緑のレースにおおわれたドレスの裾すそ

 も激しく揺れている。

「いいとも、ブライアン。だがな。わたしの娘は、強い。けっして負けない。たとえ世界がかつてない嵐に揺れようとも……」

「ふん、どうかな」

「あの子の頭脳と、そして優しさは、比類なく強い。わたしは娘の力を信じている」

「ふん！」

「そしてそれだけが、屈辱と憤ふん
 怒ぬ

 のわたしの人生のうち、ここまで生きてきた唯一のよすがだ」

「……」

　ブライアンは顔をそむけた。

「……もう行こう。コルデリア」

「あぁ」

　風が強く吹きつけ、ふっとやんだ。

　そのときにはもう、枝の上には誰の姿もなく、ただ冬枯れの木がぽつんとそこにあるだけだった。

　どさっ、と雪のかたまりが下に落ちた。

　木々の枝が音もなく、寒々と揺れた。

　庭園はまさに嵐の前の一瞬の静けさに包まれていた。





「待てぃ、なにか悪だくみがあるんでしょうけど、そうはさせないわよっ。このへんな頭の、ばか警部！」

「痛い！　ばかはともかく、へんな頭とはなんだ、君！　……あっ、逆だ。ばかとはなんだ！　うわっ、放せぇ！」

　雪に凍りついた、黒と白の迷路花壇をぐるぐると回って、回って、ようやくたどりついたお菓子の家のようなちいさな建物の前。

　今朝は白砂糖をふりかけたように雪に染まって、いつもよりさらにおいしそうにも見える。

　その家の前で……。

「嚙か

 みつくなっ！　大人が大人に、普通、嚙みつくかね？　放せ、おかしな寝巻き女っ！」

「むーっ、むぐぐぐっ！」

　トランクを握ったまま悶もん
 絶ぜつ

 するブロワ警部の腕に、セシル先生が思いっきり嚙みついていた。

「離れない！　痛い、痛い！」

「騙だま

 されませんよーだ。そんなおおきなトランクを持って、日曜の朝早くから、学園にいったいなんの御用ですか。校長ーっ、理事長ーっ、不審者発見ですー、ただちに警備員をー！」

「騒ぐな、ばか！」

「そのトランク！　そうやって振り回してるところを見ると、まだ空っぽで、軽いのね？　あなた、さてはまたヴィクトリカさんをどこかに連れていくつもりなんでしょう？　担任のわたしにはすべてお見通しです。でも、だめっ。どんな理由があるかは知らないけど、あの子を危険な場所に連れていくなんて許しませんからねっ」

「だまれ、丸眼鏡！」

「とんがり頭の、変質者！」

「くっ」

「がぶっ！」

「……うるさいぞ。朝から、なんの騒ぎだ。そこの眼鏡と、とんがり警部」

　ふいに、地獄の底から響くような低いしわがれ声が間近でしたので、ブロワ警部とセシル先生ははっと凍りつき、動きを止めた。

　くんずほぐれつ、雪を踏み荒らして争っていたポーズのままで、お菓子の家のほうを振りかえる。

　が、誰もいない……。

　と思ったら、声がまた、

「事態はわかった。また出かけるのだな。……わたしは」

　心臓に死者のつめたい手で触れられて、一瞬にして体温や人間らしさを奪われて崩れ落ちてしまうような、不吉で、ちいさな声。

　二人はごくっとつばを飲み、互いに、セシル先生は相手の腕に嚙みついたまま、ブロワ警部は相手のブルネットの髪をつかんで引っぱったまま、そーっと視線を落とした。

　二人の胸かお腹辺りに、声の主のちいさな頭がようやく届いていた。

　ビスクドールのように小柄で、うつくしく、同時におそろしい少女が、陶製のパイプをぷかぷかと吹かしながら立っていた。

　母親とそっくりの、長い見事な金髪が、太古から生きる動物の金色の尻尾しつぽ

 のように、地面まで重々しく垂れている。エメラルドグリーンに輝く切れ長の瞳ひとみ

 には、百年の時をすでに生きた老人のように、静かで悲しげで、同時にひどくつめたい光が瞬いている。

　フリルとギャザーがたっぷりはいった、赤と白のタフタドレスに身を包み、ふっくらとふくらんだ姫ひめ
 袖そで

 は薔薇ばら

 の蕾つぼみ

 のよう。ドレスの裾は、薔薇がいまにも大輪の花となって咲きほこる寸前のようにひろがっている。一方、首元で交差したおおきなリボンと、ちいさな頭にちょこんとのった花模様のミニハット、胸に光るレースのブローチ、それにきらきら光るガラス製のような靴は、微妙に色合いの濃さが異なるピンク。赤と白とピンクがやわらかく交ざった装いは、悲しげな顔つきとは相反してひどく華やかだった。

　その姿で、ブロワ警部をじっと見上げて、

「父の……つまりは、オカルト省の要請かね」

「……なぜわかった」

「知恵の泉が」

　少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワは表情を変えないまま、短く答えた。深い緑の瞳がおそろしげに光った。

　乾いた風が吹いた。

　ほっぺたを引っぱられたまま、不安でたまらなさそうな顔つきで、セシル先生が二人の顔を見比べている。

　ブロワ警部はやがて、ふんっと鼻を鳴らし、ちいさな妹を憎々しげに睨にら

 んだ。セシル先生のほっぺたから手を離し、トランクをずるずる引きずりながら大おお
 股また

 で家に近づいていくと、

「貴様にだな、ぜひ解決してもらいたい事件がある。とはいえ、昨日今日起きた事件というわけではない。十年も前に話題になった、ある未解決殺人事件だ。ソヴュールでもっとも有名な殺人事件、といえばわかるだろうが」

「もっとも有名な、だと」

　ヴィクトリカが無表情なまま、聞きかえした。

「まさか……！　グレヴィール、それは……！」

「そうだ」

　お菓子の家に入っていく兄きよう
 妹だい

 の会話に聞き耳を立てながら、セシル先生もそっと後をついていった。いつになく深刻そうにおおきな両目を見開いている。

　と、そこに、ぴょんぴょんと雪の中を跳んでかわいらしい雪ウサギが現れた。セシル先生に近づいて、膝ひざ

 に乗っかろうとしたり、毛糸の帽子の先っちょについているポンポンを引っぱろうとしたりする。最初は「ちょっと、邪魔しないで。ウサちゃん。灰色狼ちゃんの一大事……」とウサギを避けていたが、ふっと気づいて振りかえり、

「あれっ。あなた、ついさっき久城くんと遊んでたウサギさんじゃない。てことは、久城くんのお友達なのね？　よかった。じゃ……」

　と、どこからかメモを取りだして、手紙を書き始めた。「えっと、ヴィクトリカさんがとんがり頭にどこかに連れて行かれるみたい、えっと、場所は……。書き、書き。とはいえ、心配だからわたしもついていかなくっちゃ。どうしよ、どうしよ……あっ、そうだ！　ものすごくいいことを思いついた！」と、家の玄関のところに置いたままの、おおきなトランクに目をやって、真剣な顔でうなずいた。

　家の中から兄妹の会話が漏れ聞こえてくる。それを聞きながら、手紙に「ソヴレムの劇場って言ってる！　久城くんも早くきてね、っと。よし！」書き終わると、ウサギの真っ白な耳に手紙を結んで、ぱっと手放した。それから眉をひそめて、また耳を澄ました。

　家の中では、ヴィクトリカが低い声で兄に聞きかえしているところだった。

「貴様。いま〈ファントム〉と言ったのか」

　声がなぜかかすかに震えていた。

　ブロワ警部の声が続いた。

「そうだ。ちょうどいま〈ソヴレムの青い薔薇〉を上演中らしいが……。それは、関係がない。劇場の地下に、じつはオカルト省のな……。まぁ、いい。ソヴレムに向かいながら詳しく話すとしよう」

「なんと。では〈ファントム〉に行くのか。このわたしが……」

　ヴィクトリカの声のほうは、なぜかいつまでも震えている。

　聞き耳をたてていたセシル先生が、小声で（いったいなにかしら。〈ファントム〉って……）とつぶやいた。

　と、ふんっ、とブロワ警部が鼻を鳴らす音が聞こえた。

「まっ。おまえにとってはじつに感慨深い劇場かもしれないがな。それは今回の件には関係がないぞ。おまえに解いてもらいたいのはだな……」

「それは、もうわかっている」

　二人の不機嫌そうな足音が近づいてくるので、セシル先生はあわてて身をかがめた。なんだかひどくいやな予感がして、知らず険しい顔つきになってしまう。

　転がっていたおおきなトランクの蓋ふた

 を開け、音もなく滑りこむ。

　ぱたん、と閉まった蓋の隙間から、毛糸の帽子の先端にあった、茶色い二つのポンポンがわずかに覗のぞ

 いていた。

　出てきた二人は、むっつりと押し黙っていた。ヴィクトリカのほうはいつのまにか、赤と白のドレスの上からピンクのコットンマントを羽織り、真珠の飾られた絹手袋まではめている。

　ブロワ警部は辺りを見回して、おや、あのうるさい教師がいなくなったな、と安あん
 堵ど

 したように息をついた。

　それから、おおきく息を吸いこみ、言った。

「貴様が解決するのは、十年前──一九一四年に起こった我が国最大の未解決事件。すなわち、王宮におけるソヴュール王妃ココ＝ローズ殺人事件だ！」

　びゅうっとつめたい風が吹いて、ヴィクトリカのピンクのマントを寒々と揺らした。

　枯葉がどこからか舞い落ちて、二人の足元でかさかさと悪戯いたずら

 に踊り続けた。





「こんなに買いこんで。ほんとにぜんぶ使うつもりなのかい、アブリル？」

　──そのころ、一弥は。

　村の雑貨屋を出て、雪の積もる村道をゆっくりと歩いていた。

　前を歩くアブリルは、もちろん手ぶら。両手を振り回して、じつに楽しそうに、

「あぁ、楽しみだなぁ。チェス大会っ！」

　その後ろをへっぴり腰で進んでいく一弥は、買い物の箱を四つも五つも抱えて、完全に前方が見えないままである。一つでも雪道に落としてはたいへんと、注意深く歩きながらも、

「で、なんだい。その大会って。どうしてチェスをさすのに衣装がこんなにいるのさ。今朝、君が買ったものといえば、戦士の衣装に、靴に、弓に矢。ほかにも女王のドレスやティアラ、王様の冠やマントまで売ってたじゃないか。雑貨屋さんの棚も、いつもとぜんぜん品揃えがちがうんだもの。ぼくにはまったくわけがわからないよ」

「あぁ。それはね」

　アブリルが雪道を器用にスキップしながら、もどってきて、

「リビング・チェスっていうのは、庭園に巨大なチェス盤をつくって、生徒たちがそれぞれ、戦車や女王や国王になって動くっていう人間チェスの大会なのよ。すっごく楽しいの！」

「あぁ、そういうことかぁ」

　一弥がうなずいた。

　ゴロゴロゴロ、と音を立てて、雪道を古びた荷車が行き過ぎていく。行儀よく道を譲って、また歩きだし、

「それならぼくの生まれた国にもあるよ。人間将棋って。昔からよくやったらしいね。殿様の余興で、春のお花見のときなんかに、みんなで戦国時代の恰かつ
 好こう

 をして……。聞いてる、アブリル？」

「久城くん、たいへんっ！」

「うわーっ！　急に押さないで、アブリル！　箱を落としちゃう！」

「見て見て、あの二人！」

　いつのまにか一弥たちは、村道をだいぶ歩いて、学園の入口近くまでたどりついていた。見て、と言われても、箱の山が邪魔で前方がよく見えない。だが、アブリルがあまりにも指をさすので、その場でトットッと足踏みして角度を変えて、指差すほうに目を凝らした。

　そこには一面の雪景色が広がっていた。

　一弥は目を細めて、

「ここって確か、りんどう畑がたっぷりあったよね。年配の女の人が、召使の男性といっしょにお世話してるのを、ときどき見たなぁ。もっともいまは、一面、雪に埋もれてるけど」

「怪談！　怪談！」

「えぇー？」

「よく見てよ、久城くん！」

　指差されるほうをがんばって見ると、一弥にも見覚えのあるおばさんと若い混血の召使が、なにやら畑の相談をしているらしく、雪景色のあっちを指差したり、こっちを指差したりしながら首をかしげていた。

　アブリルはなぜか興奮して、

「ほら、あの腐酒石の怪談。あれはたしかアフリカの石よ。混血の召使が奥さまを慕うあまりに飲ませちゃって、それで、産さん
 褥じよく

 で死んでしまったはずの奥さまの、生きてる幽霊が、夜になると赤子を抱いて、歌いながら畑を歩くと、い、う……。きゃーっ！
 」

「ふぅん」

　一弥はあっさり聞き流した。

「でも、あの召使は石を砕いて飲ませてないし、奥様も幽霊じゃないと思うよ。アブリル、だいたい君はだね、もっと冷静になるべきだと、ぼくは前から……。うわっ！」

　聖マルグリット学園の正門から、地獄からの使者を乗せたかのような、黒くて頑丈な馬車が飛びだしてきた。一弥はあわてて飛びのいた。

　アブリルもきゃっと言いながら避よ

 けた。

　馬車の窓から、かすかに、太古から生きる秘密の生き物の尻尾しつぽ

 のような金髪が、長く、誰かに助けを呼ぶようにうねっていたが、それも一瞬のことで、馬車は太くて不吉な轍わだち

 を道に残しながら、一路遠ざかっていった。

　ふいに未来から吹きつけた、一陣の暗い風のように。

　一弥には、箱の山に視界を邪魔されているせいで、なにも見えなかった。

「……危ないなぁ、もう」

　とため息をつきながら、箱を持ち直し、また歩きだす。

　ゆっくりと歩いていく一弥の背後で、おおきな黒い馬車はまたたくまにソヴレムに向かって姿を消していった。

　冬の朝日が白く、鈍く瞬いていた。






　　２






　漆黒の馬が二頭、黒煙のような鬣たてがみ

 を冬の風になびかせながら走っている。蹄ひづめ

 が雪を踏みしめ、車輪が、まるで男の悲鳴のような鈍い音を立てる。

　鋼鉄製の黒くおおきな馬車が、雪道を走り、村を出て、冬枯れの林を分け入り始めた。朝だというのに、高い木々に邪魔されて薄暗い。黄泉よみ

 の国に向かうような不吉な寒さに、御者までもが首を縮めてそっと吐息をついた。

　馬車の内部では、大輪のピンクの薔薇ばら

 のような少女──ヴィクトリカが、金色の髪を座席にひろげて座っていた。向かい側にはブロワ警部。二人は互いにふんっと顔をそむけて、窓枠に頰ほお
 杖づえ

 をついていた。不機嫌そうにふくらんだほっぺたも、片手に握ったパイプを時折吹かす動きも……なるほどこの二人は兄きよう
 妹だい

 なのだと納得させる、気味悪いほどそっくりなものだった。

　二人のあいだにはおおきなトランクが一つ、どんと置いてある。

　窓の外には不吉な林が続いている。黒い鳥が、絞め殺されるような鳴き声とともにゆっくりと行き過ぎる。ほかに生き物の気配はない。死の国そのものの、絶望的な静けさ……。

「なにか、喋しやべ

 れ。死ぬほど退屈だ」

　低いしわがれ声で妹が命じると、兄がすかさず、

「おまえこそ、それなら踊ったらどうだ。母親は踊り子だろうが。せいぜい陽気でエロティックなステップでも踏んで、この兄上様を楽しませてみろ」

「ここでか。グレヴィール。すぐさま貴様の足を踏みぬくが」

　ヴィクトリカが、さくらんぼのようにつやつやの唇をパイプから離して、つまらなさそうに言った。尖とが

 った凶器を思わせる、ピンクのぴかぴかの靴の踵かかと

 に目をやって、ブロワ警部は恐ろしげに肩を震わせ、黙った。

　馬車が鈍い音を立てて揺れた。おおきな石でも踏んだものらしい。

　トランクが「うぐっ？」とかすかな悲鳴を上げた……ような気もした。ブロワ警部は不審そうにトランクを眺めたが、すぐにふっと目をそらした。

　二頭分の蹄の音がたからかに響く。

　やがてブロワ警部が、トランクに両足をどんっと載っけて、

「おまえのことも、おまえの踊り子の母親のことも、どうでもいい」

「自分で言いだしたくせに、なんだ」

「くっ！　とにかくいまはココ＝ローズ殺人事件のことだ」

「ふん！」

「ヴィクトリカ、おまえも知っているだろう。まだピンクのほっぺたをした、幼くて可か
 憐れん

 な王妃、ココ＝ローズがフランスからソヴュールに嫁いできたのは、いまからもう二十七年ほども前。一八九七年。世が世紀末を迎えるころのことだ」

「……よくは、知らん。なにしろまだ生まれていなかったからな」

「ふん！　貴様なら、生まれる何百年も前に、ヨーロッパの隅で起こった些さ
 細さい

 な事件のことだって残らず知っていることだろう。呪われたその頭脳と、不吉に光る緑の瞳ひとみ

 を使って、悪魔のようにな……。まぁ、そんなことはどうでもいい」

「だから、自分で言いだしておいて、なんだ」

「むっ！　それよりココ＝ローズなのだ」

　ブロワ警部は不機嫌そうにしかめ面をしてみせて、

「ソヴュール国民は青いドレスに身を包んだ可憐な王妃にたちまち夢中になった。若き国王たる、ルパート・ド・ジレ陛下と並んだ立派なお姿は、まことに絵になり、天上界の人と思えたのだな。ことに若い女性に人気があり、ブロマイドや、王妃の似姿を描いたレターセットや、王妃ご愛用のフランス風の髪型や帽子が大流行した。だが人気とは裏腹に、王妃は初めからひどく孤独だった、と言われている」

「あぁ」

　ヴィクトリカが物憂げにうなずいた。

　パイプを吹かしながら、

「若くして異国に嫁ぎ、ソヴュールに慣れることができず、友人もおらずふさぎがちだったということだな。フランスから連れてきた、年とし
 恰かつ
 好こう

 が自身とそっくりなメイドとだけ仲がよくて、夜など、二人きりで寝室に籠こ

 もってはフランスの思い出話ばかりしていたらしい」

「うむ」

「そうして、不安を消すためか、次第にオカルトにのめりこんだ。例の錬金術師リヴァイアサンと出会ったのが一八九七年のこと。ルパート・ド・ジレ陛下は、ジュピター・ロジェ率いる科学アカデミーとの絆きずな

 を深くしていたが、ココ王妃のほうは、錬金術師リヴァイアサンを通じて、我らが父アルベール・ド・ブロワ侯爵並びにオカルト省とのつながりを強めた。宮廷において急速に力を増したが、そのため国王との仲がさらに冷え切った、という説もある。それに、王妃とリヴァイアサンの親密すぎる仲を詮せん
 索さく

 する向きも当時はあった。だろう？」

「あぁ、その通りだ」

　ブロワ警部はパイプを置いて、自分の顎あご

 を幾度も触った。

　窓の外が不吉な林から、凍りついたような渓谷に変わった。

　道はなだらかな下り坂で、馬車はアルプス山脈からソヴレムへと、ちいさな黒点となってゆっくりと滑り落ちていく途中だ。

「しかしな、リヴァイアサンは一九〇〇年に忽こつ
 然ぜん

 と消えた。その理由については、ヴィクトリカ、おまえが解いてみせたとおりだ。聖マルグリット学園の時計塔の秘密部屋にずっと、死体となって隠れていた、と。仮面の下の黒い皮膚と、海の向こうの灼しやく
 熱ねつ

 の大地から持ってきた金の山を隠してな」

「あぁ」

「そのころからココ王妃は、病気がちを理由に公式行事を欠席することが増えたという。郊外にかわいらしいカントリーハウスを建ててもらい、豪ごう
 奢しや

 な王宮を出て移り住んだ。国王はめったに訪ねてこなかったらしいな。一説によると、そのころお腹が大きかったようだが、赤子は生まれていないので、出産に失敗して心を病んだのではと噂された。国民はますます、異国からやってきた孤独なココ王妃に同情して、ルパート陛下を冷血な男と責めた……」

　ヴィクトリカがパイプを吹かしながら、

「しかし、べつの噂もあっただろう」

「あぁ、そうだ」

　ブロワ警部がうなずいた。

「カントリーハウスに移り住んでからのココ王妃は、孤独で物静かな、そして狂気を秘めた青い薔薇としてますます国民の同情と人気を得た。だが一方でこのころから、夜の街にお忍びでやってきては享楽的に遊ぶ姿の目撃談が出始めた。派手なドレスに化粧、頭っから安香水をふりかけて、街の男たちと踊って、笑う。なんでもゴシップ新聞によれば、リヴァイアサンから贈られた魔法の石──青せい
 香こう
 石せき

 とかいうものを持っていて、その石を握っているかぎり透明の姿になることができる。それのおかげで、ココ＝ローズは郊外にあるカントリーハウスを出て、お忍びで街にこられるのだそうだ。遊び女の正体が、可憐でおとなしいはずの王妃と気づいたゴシップ記者が後を追っても、角を曲がったところや、酒場の小部屋で、いつも忽然と姿を消した。それもまた、噂によると、魔法の石を握って透明になって逃げたということらしい」

「くだらんな」

「そんなこんなで、おとなしいはずの王妃は、夜毎、葡萄ぶどう

 酒をがぶ飲みしては陽気に踊っていたという説もあるのだよ。……ま、じつのところわたしは、噂にある、晩年の王妃の裏の顔も嫌いじゃないのだがね。だって、なにしろ、陽気な女ってのはいいものだろう。薄暗いカントリーハウスにこもってしくしく泣いてたなんて噂より、わたしは好きだね」

「……」

　ヴィクトリカは答えず、黙って窓の外を見た。

　だいぶ街に近づいてきている。冬枯れの木々や、不吉な鳥、半ば凍りついた河川は姿を消して、煉れん
 瓦が

 造りの家々や雪に覆われた畑がひろがっていた。

「ともかく、そのココ王妃がとつぜん死んだ、いや、何者かに殺されたのだ！　いまから十年前のこと──」

　と、ブロワ警部がつぶやいたとき、おおきなエンジン音がとつぜん響いた。

　黒い車が一台、おどろくべきスピードで迫ってきたかと思うと、馬車を追い越していった。

　ブロワ警部の位置からは見えないが、窓に頰杖をついていたヴィクトリカの目には、車の運転席に座った男の、燃えるような赤毛と、後部座席に無造作におかれた不気味なチェスドールが飛びこんできた。

　はっ、と息を飲む。

「どうした？」

「いや、なんでも……」

　赤毛の男がかぶった黒いぴかぴかのシルクハットが、風にあおられて空に舞いあがった。あっと思う間もなく、回転しながら飛んできて、馬車の窓からひらりと入り、ヴィクトリカのドレスの上に静かに着地した。

　ぶぉん、とエンジン音を響かせて、車がたちまち道路を遠ざかっていく。

　ヴィクトリカは目をぱちくりした。

　つまらなさそうにブロワ警部が、

「おい。なんだ、それは」

「ほうっておいてくれ、とんがり頭」

「貴様、またそれか！」

　不快そうに目をそらす兄に背を向けて、ヴィクトリカはシルクハットを裏返した。

　……ぽっぽー！

「！」

　まん丸い目玉をきょときょとさせながら、真っ白な鳩が出てきた。とたんにブロワ警部が飛びあがって、トランクを乱暴に蹴け

 っ飛ばしながら、座席に脚を縮めて逃げ腰になった。トランクがまた、「にぎゃっ？」とちいさな悲鳴を上げた。

「なんだぁ、いったい！　こんな国家の一大事に、貴様はのんきに手品か？　どうしてそこまで余裕しゃくしゃくで嫌味ったらしいチビなんだ、貴様というやつはぁ！　いったいどこからシルクハットが出てきたんだ！　鳩は、鳩はどこから？　うわっ、こっちに鳩の顔を向けるのをやめろ、いいからはやくシルクハットの中にもどせ！」

「グレヴィール、貴様……」

　不思議そうにヴィクトリカがつぶやいた。

　ぽつんと、

「もしや、鳥が怖いのか？」

「そうだ！　……いやっ、ちがう！　この妹にそんな弱みを握られたら、この先、一生、なにをされるかわからな……。きゃーっ、やめろーっ、鳩を頭にのせようとするな！　羽が、目が、ちいさな爪が、きっ、きっ、気持ち、悪……。うぅっ」

「おかしな兄貴だな。うわっと、まことにすまないことに、うっかり鳩から手を離してしまった」

「このうつけ者がぁ！」

「……おやっ？」

　ヴィクトリカが立ちあがって、細い腕を伸ばした。

　馬車の中を飛び回っていた鳩が、すっともどってきて、おとなしくその手にとまった。

　ブロワ警部はいまやこっちに背中を向けて、両手で頭を抱え、ぶるぶる震えている。

　鳩の片足に手紙が結んであるのに気づいて、ヴィクトリカはほどいて、ひろげた。手を放された鳩がまた舞いあがって、ヴィクトリカの頭に飾られたピンクのミニハットの上にちょこんととまった。

　手紙には短くこう書かれていた。

〈御身を守るべき秘密を発見したら、ただちにこの鳩に託せ。〉

　ヴィクトリカはしばし黙っていた。それから顔を上げて、遠ざかっていった車を追うように、視線を寂しく泳がせた。

「これは……」

　ちいさくつぶやく。

「〈我は咎とが
 人びと

 に非あら

 ず〉と同じ筆跡だ。灰色狼の村の十字架に彫られていた……わが母の……」

「いっそ貴様、その鳩を頭からばりぼり食っちまえ！　確か貴様は灰色狼だったろうが。おい、まだ羽音がするぞ。さては兄貴を殺す気だな！」

「……殺す？　凶器は鳩か？　兄貴はほんとうにばかだなぁ」

　ヴィクトリカはそっと手紙をしまうと、頭の上に腕を伸ばして、鳩をつかまえて胸の前で抱きしめた。

　そうしてそのまま、しばし黙っていた。

　ひとりぼっちの孤独な王妃のように。

「まだ、まだ、羽音が！」

　ごんっ。

「にぎゃーっ？
 」

　ブロワ警部が後ろ向きのまま蹴飛ばしたおおきなトランクから、またもや悲鳴のようなものが聞こえた。ついで、衝撃でぽんっと蓋ふた

 が開いた。

　中から、寝巻きの上からコートを羽織っただけの、寝起きスタイルのセシル先生が、ぽっぽーと飛びだしてきた。

　ヴィクトリカは啞あ
 然ぜん

 として、

「ん!?
 」

「しーっ。ヴィクトリカさん、しーっ」

　セシル先生があわてて、唇の上に人差し指を当ててみせる。それから小声で「ヴィクトリカさんのことが心配で、ついてきちゃったのよぅ……」とささやく。

　いままでの冒険も危険なものではあったけれど、それにしても今回はなにかがちがうのだとすでに気づいているような、不安に揺れる表情だった。ヴィクトリカはそれを察したのか、どうなのか、低い声でやけに不審そうに、

「セシル、でも……寝巻きでか？」

「だってだって、着替えるひまなんてあると思う？　で、ここはどこ？」

「もうすぐソヴレムだ。セシル、しかし君……。この先は危険だ。おそらくつぎの嵐が……。できればこのままずっとトランクの中に……」

　低い声と相反して、ヴィクトリカの顔つきにはかすかな焦りが見えた。

「いけない、隠れなきゃっ」

　セシル先生は真剣な顔でうなずくと、またトランクの蓋を閉めて隠れた。

「おい、セシル……。君……」

　ヴィクトリカは胸の前の鳩と、人間入りのトランクと、震えているブロワ警部を順番に見た。

　太古の動物のような深遠な瞳ひとみ

 を閉じて、しばし考えにふける。

　やがてゆっくりと首をかしげ、

「シルクハットから鳩。トランクからセシルか。ずいぶんとおかしな朝だな」

　と、つぶやいた。

「これはまだ、なにかからなにかが出てくるという不吉な暗示だろうかな……。うむ……」

　窓の外に目を凝らす。

　石造りの塔や近代的な建物が次第に増えてきていた。首都ソヴレムはもうすぐだ。

　冬の風は、森の中と同じく街にも寒々と吹きつけ、道行く人びとの帽子やマフラー、コートの裾すそ

 を揺らしていた。





　さて、そのころ──。

　雪に覆われた、まるでホワイトケーキの上にいるような聖マルグリット学園の庭園。噴水の女神像も、氷の像になってしまったかのように凍りつき、鉄製のベンチも雪に覆われてほとんど白く染め替えられている。東あずま
 屋や

 も、ケーキの上に飾られたお菓子の小屋みたいに雪に覆われている。

　その庭園を、一弥が一人、息せき切って走っていた。

　背後には、買い物の箱の山を抱えてやたらとよろよろするアブリル。こちらは、よろめきながらも元気に、

「荷物持ってくれて、ありがとね！」

　続いて不思議そうに問いかけた。

「でもさぁ、久城くん。急に、そんなに急いでどこに行くの？　だって、さっきまでのんびりお喋しやべ

 りしてたのに」

　ふりむいた一弥が、ひどくあわてた声で、

「ちょっと、ぼく、その……ソヴレムに行ってくる！」

「えーっ？　ソヴレム？」

　アブリルはきょとんとして首をかしげた。だが、一弥の顔がびっくりするぐらい焦って蒼そう
 白はく

 になっているのに気づいて、

「なぁに、どうしたの？　さっきまで、こんな朝早くから買い物するのかいって、不思議そうにしてたのに。あっ。さては、自分はソヴレムまで買い物に行くってわけね？　でもすごく遠いよ？」

　一弥が落ち着かないように両足を雪の地面に踏み踏みして、

「買い物じゃないんだよ。えぇと、その……。あぁっ、説明してるひまがないや。じゃ、またね、アブリル！」

　また走っていく。

「なによ……？」

　アブリルはしばし首をかしげていたが、やがて、はっと気づいたというように手をたたいた。

「怪しい！　あんなこと言って、さては久城くん、はるばるソヴレムのデパートまで、チェスの衣装を買いに行くんじゃないでしょうね？　おい、ずるいぞー。……あれっ、ちょっと久城くん？　滑ったの？　ねぇ、大丈夫!?
 」

　雪の上で転びかけた一弥が、んぎゃっと悲鳴を上げた。

　よく見ると、一弥はいつのまにか、両手で真っ白な雪のかたまり……いや、おおきな雪ウサギを一羽抱えていた。

「で、ウサギぃ？　どうして？」

　アブリルがますます怪け
 訝げん

 な顔になる。

　首をかしげて、ほっぺたに人差し指を当てて「……まったくわかんないや」とつぶやく。

　寒々とした冬の風がひんやりと駆け抜けていった。

　一弥のほうは、蒼白な顔で小道を走っている。

　ついさっき、セシル先生がウサギの耳に結んだ手紙がほどかれて、その手に握られていた。

　一弥は小声で、

「ヴィクトリカ……。ブロワ警部……。ソヴレムの劇場……。そして……」

　手紙に書かれていた内容を唱えた。

「つぎの、嵐……！」

　自分にはわからないところで、なにかおおきなものがついに動きだしているんだ、と一弥は唇をかんだ。

　胸にすこしずつ、初夏のあの夜、はるか遠くの山奥に隠れる灰色狼の村で、村長によって占われた不吉な未来が、漆黒の煙のようによみがえっていた。

（ともには、死ぬまい……）

（そなたたちの体は軽い。いかに思いが強くとも、風には敵かな

 うまい）

（しかし、案ずるな）

（心は、ずっと離れまいからな……）

　ぶるっとからだを震わせる。

　と、正門に向かって走る一弥の背後から、ぶるるん、ぶるんっと勇ましいエンジン音を響かせて、とつぜん最新鋭のオートバイが姿を現した。

　銀色の車体に真っ黒なタイヤ。ぴかぴかの新品だ。

　いったい誰が運転しているのだろうか。と、オートバイにまたがっていた誰かが、一弥をみつけて「あれっ、久城くんじゃないの！」と言いながら、いちど停まろうとした。しかし前輪がつんのめって、後輪だけが危険なほど上がった。

「わっ！」

　一弥はぎょっとして、思わず足を止めた。

「なに、走ってるのよ。久城くん」

「？」

「あらっ、無事にウサギさんとお友達になれたんだね。そりゃよかった。じゃね！」

　ヘルメットの奥から声をかけてきたのは、なんと寮母のゾフィだった。台所仕事のエプロン姿のまま、その上からコートを無造作に羽織って、手編みらしきマフラーを首にぐるんぐるんと巻いている。どうやらゾフィもひどく急いでいるようだった。

　一弥はびっくり仰天して、

「寮母さん。あの、いったいどこに行かれるんですか。しかもそんなものすごい乗り物に乗って……」

　聞かれたゾフィは、ぱちっと悪戯いたずら

 っぽくウインクしてみせた。

「ソヴレムよ」

「えーっ、ソヴレム!?
 」

「そうよ。じつは〈ファントム〉って劇場でね……」

「劇場!?
 」

「うんっ。ずーっと見たかった〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉って劇を、今日から再演するらしいの。それでね、あたし、さっそく駆けつけて……」

　一弥が叫んだ。

「寮母さん、お願いします！　ぼくも連れてってください！」

「えーっ、久城くんを？」

　ゾフィは怪訝な顔をしたが、すぐにおおざっぱに納得して、

「まぁ、いいわよ」

　一弥はウサギを抱いたまま、ゾフィのまたがるオートバイの後ろによじ登った。「しっかり摑つか

 まっててよぉ……」と言われて、うなずく。

　と、オートバイが勢いよく走りだした。

　エンジンが男の怒号のようなどこか異様な音を立てた。車体は右に左にやたらと蛇行しながら、フランス式庭園の小道をよろめいて進んでいった。

「わわっ！」

　と、一弥は悲鳴混じりに、

「でも、寮母さん。オートバイに乗れるなんてぜんぜん知らなかったです。すごいですね」

「乗ったのは、初めて！」

「……げっ？」

「でも、きっと平気よ。だって楽しいし」

「げげっ。寮母さん、あの、その、平気じゃないと……。ちょっと……」

　あわてて怯おび

 える一弥を気にせず、ゾフィが運転するオートバイは、聖マルグリット学園の正門を出て、ついさきほど鋼鉄の馬車が走り去っていった村道を、これまたすごいスピードで、一路ソヴレムへと遠ざかっていった。

「ぎゃーっ……
 」

　一弥の悲鳴が、激しいエンジン音にかき消されていく。

　冬の朝日が、さきほどまでよりさらに眩まぶ

 しく、雪道を真っ白に照らしていた。






　チェスドール　─chessdoll 1─










　ふと気づくと、わたしは劇場にいた。

　いい加減、通いなれた場所。粗末な下宿で夕方まで惰眠を貪むさぼ

 り、起きだして、いつもの坂道を降りてたどりつく。控え室にはいると、仲間たちが同じぐらい寝ぼけたひどい顔でわたしを出迎える。派手な化粧をして、衣装に着替えて、うるさい支配人に命じられてリハーサル。そのうち、朝まで飲んでいたお酒が抜けてくる。踊り子仲間と笑いあう。

　ショーが始まると、別世界！

　踊り子たちの口ぐせのとおりだ。すなわち、ショーほど素敵な商売はない！　わたしたちは派手な衣装を着て、舞台から飛び降りて、客席を走る。歌って、踊る。心の中はからっぽだ。なんにもない。故郷を出て、頼る人もなくて、生きるよすがもなくて。ただ毎日、むなしく楽しいだけだけど。でもそれでいい。

　歌って、踊って。

　踊り子仲間が、舞台袖そで

 でわたしをつっつく。「あんた、最近通ってきてる、あの赤毛の男の子、素敵じゃないの」言われて、カーテンの陰から覗のぞ

 く。こんな劇場に通ってくるには若すぎる、わたしと同じぐらいの年の男の子が、目が合うとはずかしそうににこっと笑いかえしてくる。

　赤くなって「あんなの、まだ子供よ」と仲間に言う。

「自分こそ」

「……じつはね、今夜約束してるの。話があるんだって」

「愛の告白でしょ」

「うんっと、でもそうじゃないみたい。なんでも、わたしと同じ村の出身なんだって。そんなはずないんだけど……。だって、わたしが出てきた村は本当に山奥にあって、村民はみんな知り合いだったし。でも、町に出てきた村民の子孫なんだって。あの子は言うわけ。わたしを一目見て、仲間だとわかったって」

「なにそれ。いったいどんな村よ？　でも、なんだかわかるわ。あの赤毛の素敵な男の子とあんたって、同じ目をしているもの。緑色で、深くて、怖いんだけどどこか悲しそうで。こう、若さがないっていうか……」

「失礼な！」

「あはは、くすぐらないでよ。だけどさぁ、つまり……。知性があんのよ。ときどきくるでしょ、おじいさんの偉い学者とか、ショーには不似合いな、そういうお客さん。埃ほこり

 っぽくて古めかしいスーツと、梳す

 いてもいないもじゃもじゃ白髪の奥にある、やけに深遠な瞳ひとみ

 。……そういう感じよ。そこが、似てんの」

「あっ、出番だ。──薔薇ラ・ヴイ
 色の・アン・
 人生ローズ

 ！」

「いけない。──ラ・ヴィ・アン・ローズ！」

　深いスリットの入った、ほとんど下着みたいな薄いドレスに、ローラースケートを履いて舞台に飛びだしていく。

　声をそろえて、歌う。






ケーキもないし、マフィンもない

でも、ぱさぱさのパンならある！





白馬に乗った王子もいないし

アラブの王様だっていない

だけど、情夫イロ

 がいる！





いいこと？

あんたは一人じゃない

だからさ

そうやって、いつまでも泣いてるんじゃないよ！





薔薇色の人生！







　激しく踊りながら、赤毛の男の子を見る。

　昨日もきてたけど、今夜もいる。一人でそんなに毎晩きて仕事は大丈夫なのだろうか。

　笑って手拍子をうっている男の子に向かって滑っていこうとしたとき、誰かに腕を強くつかまれた。

　痛かった。

　すごく乱暴な客だった。愛想のいい笑顔を作って、ちらっと見下ろす。

　金色の髪を後ろで無造作に結んだ、二十代後半ぐらいに見える貴族の男が、こちらを見上げていた。酷薄そうな緑色の瞳がわたしをとらえた。

「あのさ、お客さん。踊り子に触っちゃだめなんだよ。……この時間はまだ、ね」

「──か？」

「へっ？　なぁにぃ、聞こえない！」

　わたしは瞬まばた

 きした。

　つけ睫まつ
 毛げ

 が重たくって、邪魔だった。

　貴族の男がすっと手を離した。逃げるように、ローラースケートで滑りだして客席の間で踊りだしたけど、見ると手首が真っ赤に腫は

 れあがっていた。瞬間、ものすごい力でつかまれたのだ。

　──灰色狼か、と聞かれた、ような気がした。

　いや、気のせいだ、と頭を振る。踊りながら赤毛の男の子に近づいて、ふざけたように膝ひざ

 にちょこんとのってみせると、男の子が耳元で「裏口の木戸のところで、待ってるからね」とささやいた。

　いいわよ、とうなずいて、顔を見る。

　おどろくほど真剣な緑の瞳がそこにあった。確かに仲間が言ったように、深くて悲しげな、そして年老いた獣のような光が宿っていた。

　また立ちあがって、踊りだす。

　音楽が終わる。

　踊り子たちは客席の間を滑っていって、舞台にもどる。






だからさ

そうやって、いつまでも泣いてるんじゃないよ！







　となりの踊り子の顔を指差して、それぞれの名前を呼びあう。それから、ほとんど半裸の衣装の、互いのドレスの裾すそ

 を握りあって、花を咲かせるようにぱっと持ちあげた。

「──薔薇色の人生！」

　げらげら笑って、互いのドレスを引っぱりあったりしながら、降りてくる幕の向こうにいる客に手を振る。

　赤毛の男の子はおとなしく座って、拍手していた。

　ふっと横を見る。

　さっきのいかにも酷薄な目をした貴族の男はもういなかった。空のテーブルで、なみなみと注がれたままの安葡萄ぶどう

 酒のグラスが、血のように不吉な赤に瞬いていた。





　そして、その夜。

　仲間たちより早く、一人で劇場を出た。木戸の向こうに立っている赤毛の男の子をみつけて、片手にした紫のハンカチを振って合図してみせた。男の子が気づいてこっちに向きなおった。

　歩きだしたとき、とつぜん物陰から何者かが飛びだしてきて、わたしの頭から黒い布を被かぶ

 せた。ハンカチがふわりと路上に落ちていくのが見えた。

　男が三人か、もしかしたら四人はいたと思う。声もなく、いかにも慣れた様子でわたしを抱えて、おそらくそこに停まっていた馬車に乱暴に押しこんだ。

　赤毛の男の子が名前を呼ぶのが聞こえた。ついで、焦って走ってくる足音も。

　人が殴られるような鈍い音。

　男の子の叫び声。

　わたしを誘拐したほうは、誰も、一言も発しなかった。こういったことに慣れた手合いと思えた。

　頰を幾度も殴られて、薬をかがされ、そのまま意識が途絶えた。





　そうして、気づいたときには……。





　そう。

　いまだ。





　わたしは劇場を彷徨さまよ

 っている。

　通いなれた場所。

　いつものように夕方まで寝て、起きだして、坂道を下って……。控え室に入って、仲間たちと笑いあって……。

　でも控え室にすぅっと入っていっても、誰もこちらを振りかえらない。声をかけようとしても、自分ののどから声が出ない。踊り子たちの顔ぶれも変わっていて、知らない子ばかりが、我が物顔でわたしの鏡台を使ったり、衣装を着たりしている。むっとして、邪魔しようと手を伸ばしても、かするだけでなににも触れない。

　あせって、辺りを見回す。

　一人、知ってる顔をみつけた。いちばん仲がよかった踊り子。あの夜、通いつめてくる男の子のことでさんざんわたしをからかった。毎日一緒にいて、笑いあった友達……。

　動かないのどで名前を呼ぶと、彼女は天井を見上げたり、辺りを見回したりし始めた。わたしは、聞こえるのか、とさらにのどを振り絞った。

　でも彼女は、しばらくすると首をかしげて、白粉おしろい

 に手を伸ばしながら、

「なんだか、昔、知ってた子の声が聞こえたような気がしたんだけど」

「昔って？」

　誰かが聞きかえす。

「ん。ま、昔といっても、一年ちょっと前のことさ」

「一年なんて大昔じゃないの」

「あはは、ちがいないわね。……仲のいい子がいてさ。それが、ちょっとかわいそうな生い立ちなんだよ。ものすごい山奥から一人でソヴレムに出てきてさ。しかもその年まで、まるで中世のままみたいな暮らしをしてたらしくて、都会のことなんてなんにも知らなくって。きれいな女の子だったから、なんとか踊り子になって、飢えずに暮らしてたけど。家族も親しん
 戚せき

 も、友達も、恋人もいないんだってさ」

「なにそれ。かわいそうね」

「ん。しかも、生まれ育った村を、してもいない罪を誰かになすりつけられて追いだされたらしくてね。気立てのいい子だったけどね。その子が、一年ちょっと前のある夜、とつぜん消えちまったんだ」

「えっ、どういうこと」

「それが、まったくわからないんだよ」

　悲しそうに首を振って、

「夜、舞台がはけたあとに、常連の男の子と約束してたらしいけど。つぎの日から劇場にこなくて、下宿を訪ねてみたけど、帰ってきたあともなくて。赤毛の男の子も、それきり劇場にこなくなっちまってさ……」

「それ、まずいんじゃないの？　その男の子に殺されたとかさ。きっと殺人事件だよ！」

「まぁ、悪い男の子には見えなかったけどねぇ……。でもさ、踊り子なんてものがいなくなっても、警察だってまともに捜してくれなくってさ。それっきりだ。かわいくてかわいそうなあの子は、煙のようにこの世から消えちまった……」

　彼女が涙を拭ふ

 きながらそうつぶやいたので、わたしはぞっとして辺りを見回した。

　あれから、あの夜から、もう一年ちょっとが経っている？

　わたしはどうしたんだろう……？

　もう死んでいるのか……？

　劇場をむなしく彷徨う幽フアン
 霊トム

 になってしまった……？

　悲しくなり、大声で踊り子仲間の名を呼ぶ。

　でも、もう届かないらしい。彼女は涙を拭いて、一生懸命白粉を塗りなおしている。

　わたしは控え室を飛びだして、舞台に走った。

　客席へ。

　それから、地下へ。

　いつのまにか劇場には誰もいなくなってしまった。死のような静けさと、わたしという幽霊のほかには、なにもない……。

　辺りを見回す。

　自分の両手を指差す。

　床が透けている。

　わたし、は……。





　わたし、は、ファントム……！





　──はっ、と目を覚ました。

　あぁ夢か、とほっとして身動きした途端に、がちゃがちゃっと鈍い音が耳に不快に飛びこんできた。

　つぎの悪夢が、いや、夢から醒さ

 めたあとにある、現実の恐怖が、血の海のように胸にどっと蘇よみがえ

 ってきた。

　わたしは朦もう
 朧ろう

 としたまま、あの夜からの一年ちょっと……赤毛の男の子の目前で誘拐され、馬車に乗せられて連れ去られて……ここにやってきてからのことを思いだした。

　ここ……。

　石の塔。

　ここでこの身に起こった、恐ろしい出来事の数々。

　恐怖と嫌悪が山津波のようにせりあがってくる。風が塔の壁面を激しく叩たた

 く。四角い窓の外は夜と雪にむなしく凍りついている。唇が開き、咆ほう
 哮こう

 が響く。

　──うぉぉぉぉぉぉぉっ！


　この悪夢からは、醒めない。

　なぜなら現実に起こっていることなのだから。

　そして誰もわたしがここにいることを知らない。このまま死ぬまで助けはこないのだ。

　鎖が手首に食いこんで、熱い血が滴る。あの夜、劇場で、貴族の男──アルベール・ド・ブロワ──につかまれたときの痛みと嫌悪を思いだす。

　目を閉じる。

　するとたちまち意識は朦朧とし、心だけが、平和な日々を……ソヴレムの劇場〈ファントム〉で、歌って踊って、笑いあっていた日々を求めて、時空を寂しく彷徨い始めた。

　四角い窓の外で、氷の粒のような雪が冷え冷えと舞っていた。






　第二章　〈ファントム〉の踊り子たち
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　冬の朝もソヴレムの街は華やいで、そしてせわしなかった。

　巨大な交差点を行き過ぎる、ぴかぴかの車と乗合馬車。交通巡査が真ん中に立って、笛を短く鳴らしながら誘導する。石畳の舗道には買い物客があふれている。洒落しやれ

 た店のきらきらのショーウインドウはどこももう開いていて、洋服や帽子、靴の、欧州の最新流行を人びとに伝えている。

　ヴィクトリカとブロワ警部を乗せたおおきな鋼鉄の馬車は、交差点を行き過ぎて、広い道路をしばらく走り、一つの建物の前でゆっくりと停まった。

　鳩を避よ

 けるように、ブロワ警部はちいさな妹から顔をそむけたまま、急いでぴょんと飛び降りた。それから、いやいやトランクに手を伸ばして引っぱる。するとトランクのほうもまた、なぜだか警部の手に抵抗するように、馬車の床でしばし無言でじたばたした。

　ヴィクトリカは黙ってうつむき、座席に座っていた。

　それから顔を上げ、意を決したように立ちあがると、馬車から降りた。

　そこにあるのは、石造りの古めかしい劇場だった。異国のスフィンクスぐらいのおおきさがあると見える、巨大なライオンの頭を象かたど

 った石の飾りが、正面の壁面いっぱいを覆っていた。あんぐりと開かれたライオンの口が入口の扉になっている。

　その周囲に、半裸の女たちが楽しげに踊ったり、歌ったりしている蠟ろう

 人形も貼りつけられていた。楽しい夜の時のまま、永久に凍りついてしまった乙女たちの亡霊のように。目をカッと見開いてこちらを見下ろしている。

　ヴィクトリカは長い間、黙って建物をみつめていた。

　緑の瞳ひとみ

 は無表情で、なんの感情も読み取れない。が……。

「ここが〈ファントム〉！」

　つぶやいた低い声には、哀愁のような、怒りのような、複雑ななにかが宿っていた。

　そのヴィクトリカを押しのけるようにして、舗道にたまっていた、最新鋭のカメラを武器のように掲げた記者たちが、ライオンの口めがけてとつぜんどっと走りだした。ヴィクトリカも、ブロワ警部も、ヴィクトリカの頭にのったままの鳩も、それに路上に置かれたトランクまでもが……なにごとだ、というように同時に扉のほうを見た。

　今晩からかかる芝居〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉のおおきな看板。その横に、主演女優らしき、目の覚めるような青いドレスを身にまとった二人の若い女がポーズを取って立っていた。カメラがぱしゃぱしゃと光り、ヴィクトリカは眩まぶ

 しそうに瞬まばた

 きした。

　二人はよく似ていた。どちらも明るい金髪に、青い瞳。ちいさな丸顔がかわいらしくて、可か
 憐れん

 な様子だった。

　左側に立つ女は、袖そで

 が四角く膨らんで、繊細なレースが首元まで隠し、カメオのブローチで飾られたブルードレスを着ていた。髪もまた、高く結いあげてパールビーズを飾った、ずいぶん昔に流行した形にまとめていた。ブロマイドでよく見るココ王妃のヘアスタイルそのものだった。

　右側の女は対照的に、ほどいた金髪を肩まで自然に垂らし、ドレスも古めかしいものではなくて、青いオーガンジーでできたやわらかなデザインのものだった。胸元は大胆に開いていて、象ぞう
 牙げ

 のようなつややかな肌が冬の朝日に健康的に輝いていた。

　彼女たちが主演を務めるらしく、記者たちのやつぎばやの質問にうれしそうに答えている。ブロワ警部は腕を組み、ふんふんとうなずきながらそれを聞いていた。が、だんだん前のめりになり、あろうことか「抱負は？　十年ぶりの再演で、しかもココ王妃の役に大だい
 抜ばつ
 擢てき

 なんて、緊張してるだろうねぇ、君！」などと、記者と一緒に質問までし始めた。

　女優たちは笑顔で「そりゃ、まぁね」「でもさ、田舎の両親や兄弟が喜んでるわよ」などと答えるが、記者たちは「おまえ、誰だ」「どこの社のやつだ。取材用の腕章もなしに。オイ、押すなよ」とブーイングを上げる。するとブロワ警部はさらにむきになって、記者らを押しのけ、

「どうして主演が二人いるんだね？」

「あのぅ、それは……」

「わたしは、昔のおとなしいココの役。彼女は、奔放になってからのココをね。つまりわたしたち、二人一役ってわけなの」

「へぇ、そいつは斬新な演出だな。がんばってくれたまえ。……おいっ、押すな。いま彼女たちの話を聞いてるんだ」

「だから、おまえ誰だよ。どこの記者だ」

「誰でもいいだろう。わたしは貴族だぞ」

　押し合いへし合い、しばし争っていたが、やがて記者たちのたくましいお尻しり

 に押されて、人だかりからぽぅんと転がりでてきた。

「くそぅっ、このわたしを誰だと思っているんだ。あぁ、髪型が崩れてしまった。まったくもぅ……ヴィクトリカ、行くぞ。あれっ、おい、ヴィクトリカ？」

　歪ゆが

 んだドリルを両手で直しながら、辺りを見回す。

　舗道には買い物客や、書類鞄かばん

 にステッキ姿のビジネスマン、子供たちなどが行き来している。劇場の前には人だかりができていて騒がしい。舗道を行きかう人のどこにも、そして人だかりの中にも……。

　欧州最大の頭脳、伝説の灰色狼、聖マルグリット学園という名のソヴュールの秘密の武器庫にしまわれ、本来ならソヴレムの街を歩いたりできないはずの、囚とら

 われの少女、ヴィクトリカ・ド・ブロワの姿はなかった。

「にっ、逃げられた、のかっ？」

　ブロワ警部は両手を口に当てて、ちょっと内うち
 股また

 になり、立ち尽くした。

　それからよろよろと後ずさって、そこにあったトランクに力なく腰を下ろした。

　とたんにトランクが、わたしにお尻を乗せるなんて、とでも言いたげにどんっと動いた。きゃっと立ちあがり、それからブロワ警部は、右を見て、左を見て、上を見て、下を見て……。

　頭を抱えた。

　冬の朝日が、とがったドリルを眩しく照らした。

　その横を、通行人たちが不思議そうに彼を見上げたり、首をかしげたりしながらつぎつぎに行き過ぎていった。





　さて、そのころヴィクトリカは、劇場〈ファントム〉の中にいた。

　入口にはいかめしいドアマンがいたはずなのだが、ヴィクトリカがちいさすぎるせいか、ちょうど出てきた女優と記者たちのざわめきに気を取られたのか、なにも注意されることなく、それこそ実体のない幽霊にでもなったように、するりと扉を抜けて入ることができたのだった。

　劇場の内部は、幕を上げる前の時間らしく、薄暗くて埃ほこり

 っぽかった。昨夜の夢の時間を終えて、今夜までのひと時、疲れたからだをぐったりと休めているかのように。空気は濁って、時の流れもゆったりしていた。

　広々としたフロアに赤いビロードの絨じゆう
 毯たん

 が敷かれていた。年季の入ったそれは、華やかだがよく見ると毛羽立って薄汚れていた。

　左にのびる細い廊下を、ヴィクトリカは無言でとことこと歩いていった。

　頭にとまった鳩が、ぽっぽー、とちいさく鳴いた。

　ソヴレムでいちばんとは言えないが、しかし前世紀からの歴史ある劇場らしく、細い廊下の左右には歴代の女優や踊り子たちの肖像写真がぎっしりと飾られていた。天井からぶらさがる淡いランタンが、女たちの過去の顔を気だるく照らしている。

　手前になるほど最近の写真らしく、いま外を歩いている女たちとも同じような髪型と化粧をしていた。進んでいくほどに昔のものになり、懐かしい髪型、口紅のひきかた、衣装に変わっていった。

　ヴィクトリカのちいさな顔に、かすかな不安と、さらにかすかな期待が鬼火のように揺れ始めた。

　写真の一枚を見上げる。

　一九二〇年、と書かれて、女の名前も走り書きされている。

　ヴィクトリカは足を速める。

　細くて薄暗い廊下を、走りだす。頭の上で、鳩が驚いたようにばさばさと翼を蠢うごめ

 かせる。

　一九一五年、十三年、十年、九年……。遡さかのぼ

 って……。

　ついに、一枚の肖像写真の前で足を止めた。

　──一九〇八年。

　震える腕を伸ばし、写真に、過去に、おそるおそる触れようとする。

　そこに飾られた古い写真はいまから十六年近くも前のものだ。昔風のまとめ髪。丸いおでこを出して、そこに異国風の飾りを輝かせている。切れ長の瞳は太古の動物のそれのように静かで、同時に悲しげだ。さくらんぼのようにつやつやの唇。夜の世界にまぎれるためのへたな変装のような、濃い口紅とアイシャドー。

　あの夏至の日、炎に包まれていく灰色狼の村で、谷底深くに落ちていった金貨のペンダントに貼られていた古い写真の、女……。

　そのちいさな顔は、まぎれもなく……。

「コルデリア・ギャロ！」

　ふいに耳のすぐ近くで、聞きなれない年配の女の声が響いた。驚きと恐怖に罅ひび

 割れ、廊下中にわんわんと轟とどろ

 く。

　ヴィクトリカははっと振りむいた。

　いつのまにかそこに大昔の亡霊のような女が立っていた。大柄で、もとは見事なブルネットだったらしい髪に白いものが幾筋かまざっている。屋根裏部屋にあった曾そう
 祖そ
 母ぼ

 のキャビネットからみつけたような、あまりに古めかしいデザインのドレスを身にまとい、頭には大仰なティアラを乗せていた。化粧もひどく濃い。

　前世紀の女の幽霊か、それとも、気のふれてしまった女が外を出歩いているのか……。

　女はそばかすの浮かぶ鼻に皺しわ

 を寄せて、恐ろしそうに、

「あぁ、コルデリア！　あんたはコルデリアじゃないか……！」

「コルデリア・ギャロを知っているのかね？」

　答えるヴィクトリカの声は、警戒したままではあるが、奇妙なやわらかさを伴っていた。これまで誰も聞いたことがないような、おそるおそる親しみのようなものを込めて問いかける、声……。

　女は震えながらも、一歩、一歩近づいてきて、

「あぁ、なんということ！　十六年ぶりだよ！　だけど、あんた……若いときとまるでおんなじ、いや、むしろ若返ったような姿で……。幽霊……？　あぁ、あんたはやっぱりあの夜、死んだんだね。正体不明の、赤毛の男の子に連れだされたっきり、下宿にも帰らず消えた。それで劇場をさまよう幽霊になっちまったってわけだ……。あぁ、コルデリア……」

「おまえは、誰だ」

「忘れたのかい？　ジンジャー・パイだよ。あんたといちばん仲がよかったじゃないのさ。姉妹みたいにいつも一緒で……。あぁ、コルデリア、こんなに、なっちまっ、て……。ありっ？」

　いまにも滂ぼう
 沱だ

 の涙を流しそうだったおかしな女は、近づいてきたヴィクトリカのほっぺたをむにっと引っぱったまま、しばし停止した。

　それから不審そうに、幾度も引っぱったり捻ひね

 ったりした。

「やめたまえ、君！」

「幽霊にしちゃあったかいし、やわらかいし、それにあんた、どうしたんだい。まるで子供みたいな、むにむにの感触じゃないか。それに、ミルクみたいに甘くっていい匂いがするよ。あんた、コルデリアじゃないのか……。そう、あの子からは、近づくといつも葉巻と葡萄ぶどう

 酒の気だるい香りがしたものだ。つまりは、夜の匂いがね。だけどあんたはちがう……」

「残念だったな、ジンジャー・パイ。わたしの名はヴィクトリカだ」

「……」

　ジンジャー・パイは不思議そうにヴィクトリカのほっぺたを引っぱり続けながらも、壁にかかった肖像写真と忙しく見比べた。

　そこには一九〇八年に飾られた、当時花形の踊り子──コルデリア・ギャロの顔があった。古い友達と愛いと

 しい仔こ
 狼おおかみ

 、二人との再会をこっそり喜ぶように、さっきよりも唇をやわらかくほころばせているようだ。

　途方に暮れて黙りこむジンジャー・パイに、

「娘、だ」

　と短く告げると、ジンジャー・パイの顔がとたんにほころんだ。

「なんだい。娘だって？　へぇ！　あたしにも、いまじゃちいさな娘がいるんだよ。しかし、てぇことは、コルデリアはあの夜、死んだわけじゃなかったんだね。あぁ、よかった。踊り子なんてやってると、物騒なことが多くてね。急に消えちまう子も、ときどきいるし……。そうかい。娘がいるのかい。そんなら、かわいそうだったコルデリア・ギャロは幸せになったんだね」

「……」

　ヴィクトリカは黙った。

　うつむいたその顔を、ジンジャー・パイが心配そうに覗のぞ

 きこんだ。牝め
 牛うし

 のそれのような温かい鼻息がかかる。ヴィクトリカはうるさそうに女の顔を両手で押しもどした。

「痛い、痛い！」

「事情があって、ずっとべつべつに暮らしている。よくは知らない。だが、すくなくとも彼女はまだこの世にいる」

「そうだったのかい。そんなら、まぁ、あんまり聞かないけどさ……」

　ヴィクトリカは廊下の隅にあった古びた寝椅子に腰かけた。

　ランタンが瞬いた。

　壁一面に続く、昔の女優や踊り子たちの華やかな写真が、まるで死者の宴うたげ

 のように不気味にこちらを見下ろしている。狂騒の時代をげらげらと駆け抜けた、歌って踊る美女たちの群れ。どの顔も、笑っているのに、悲しそうにも怒っているようにも見え、どこか不思議な光景だった。

　ヴィクトリカがあきれたように、

「君、それにしてもそのおかしな恰かつ
 好こう

 はなんなのだ。君こそ前世紀の貴族の幽霊と見えて恐ろしかったぞ」

「あはは」

　ジンジャー・パイが快活に笑った。

「これはね、今夜からあがる〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉って舞台の衣装なのさ。あたしがやるのは国王の母君、畏おそ

 れ多くも皇太后陛下の役だよ。とはいっても、あんまり出番は多くないけどねぇ」

「おや。それなら外で記者会見のようなことをやっていたが。君、行かなくてもいいのかね」

　と問うと、しっかりと肉がついた肩をすくめて、

「ああいうのは、主演の若い女優だけでいいのさぁ。まぁ、自慢じゃないけど、これでも若いころは花形の踊り子の一人だったんだよ。あたしのおっぱいは、ほら、いまでも立派なもんだけど、当時はウエストが半分ぐらいの細さでねぇ。ローラースケートに純白のカトリック風婚礼衣装なんて罰当たりな恰好をして、司祭の衣装を着た支配人の周りを、みんなでぐるぐる踊りまわったりしたものさ。あのころは、からだが羽根布団みたいに軽くって、どんな踊りも自在だった」

「ふむ……」

「とはいえ、年を取るのもまぁ悪くないもんだよ。うちに帰りゃ、かわいいチビが一人でこのビッグ・ママを待ってるしね。それに、素敵な思い出が増えるから。あんたのママンとの日々だって、そうさ。いまでも思いだすよ。あの子の笑顔や、びっくりするぐらい細かった腰。あたしゃこの通り大柄だから、芝居では男役が多くってねぇ。あの子と一緒にやったもんだよ。どえらく罰当たりな演出のさぁ……」

　と、胸の前で十字を切りながら、やけに色っぽいウインクをしてみせて、

「シェークスピア劇なんかをね。〈ロミオとジュリエット〉や〈ハムレット〉のいい加減な真似事さ。もちろんコルデリアの役は、ジュリエットにオフィーリア。よく似合ったよ！　かわいくてちいさくて、儚はかな

 くって。あぁ、かわいいあの子と、あのままずっと歌って踊っていたかったねぇ」

「それなら君は、当時の母のことをよく知っているのだね」

　問いかけるヴィクトリカの声は低くて、どこか沈んでいた。

「まだ、自由で……。わたしを産む前の母を……」

「あぁ。あの子が山奥の村を、無実の罪を着せられて追いだされてさ、ソヴレムまで流れてきて踊り子になったってことも聞いてたよ。毎日楽しく、飲んで騒いで、歌って踊って……。でもある夜から、赤毛の男の子が通ってくるようになってね。それが、ちょっとおかしいんだよ……」

　ジンジャー・パイは不思議そうに首をかしげてみせた。

「ほかの子の話じゃ、その男の子は、なんとかっていう有名な奇術師のところの見習い小僧らしくてね。夜はお師匠さんの舞台の手伝いをするから、毎晩、うちの劇場に通ってくるなんて無理にきまってるって。でも、本当に毎晩やってきてたんだよ。まるで、同じ男の子がじつは二人いて、一人は手品の舞台袖そで

 に、もう一人はべつの劇場の客席にいるって具合さ」

「赤毛の男……。〈同時存在〉……。ふむ！」

　ヴィクトリカは煙草をくゆらせながら、かすかにうなずいた。

「ある夜、コルデリア・ギャロは忽こつ
 然ぜん

 と消えちまった。その日から男の子もこなくなって。どこの奇術師の見習いかいって、話してた子に聞いてみたけど、さぁ覚えてないわねぇって、いい加減だしさぁ。結局、なにもわからないままだった」

「む」

「ま、でも、生きててよかったよ。生きてりゃなんとかならぁ。なんたって……」

　言葉を切って、疲れたように首を振り、

「薔薇色の人生、さ！」

「つまり、君はこの劇場のことにも詳しいのだな。だって二十年近くここにいるのだろう」

「あはは。いや、もっとだよ」

　ジンジャー・パイは胸を張った。

　立ちあがったヴィクトリカが、廊下の奥に歩いていこうとするのに気づいて、あわてて追ってくると、ぷくぷくしたほっぺたのお肉を引っぱって止めた。

「だめだよっ、お嬢ちゃん！」

「むぐっ」

　ヴィクトリカが両手を振り回してじたばたした。

「きっ、君はなぜ、あくまでもそこを引っぱろうとするのだ。手首でいいだろう。せめてドレスの襟首とか、裾すそ

 で……。放せっ！」

「あっ、ごめんよ。十六年前、コルデリアにもいつもそうしてたもんだから。つい、さ……」

「手を放さないと、貴様の息の根を、止める」

「あははは。怒り方まで、こりゃそっくりだ。怖い、怖い！」

　ジンジャー・パイは意に介さず、腰に手を当てて笑った。

　それからふいに真面目な顔になり、ヴィクトリカの手を引っぱって劇場の入口のほうに向かって歩きながら、

「不思議なコルデリアのお嬢さん。劇場の地下はね、昔はショーに使われてたんだけど、ここ数年、政府のお役人らしい男とか、貴族みたいなやつがこそこそ出入りしていて、どうも様子がおかしいんだよ。あたしたちにも、勝手に地下に行かないようにってお達しがあってさぁ。危ないから子供が近づいちゃいけないよ。なんだかわかんないけど、物騒な匂いがする……」

「ふぅむ」

　ヴィクトリカはけだるくパイプをくゆらしながら、憂鬱そうな緑の瞳を瞬かせた。

　廊下の奥はまるで奈な
 落らく

 のように暗く、目を凝らしてもなにも見えないようだった。怪物が静かに口を開けているような不気味な静寂が漂っている。

「そういや、この先にある写真だけどさ……」

　ジンジャー・パイが、廊下の奥を振りかえって、

「一九〇〇年ぐらいかな。あたしが親父と喧けん
 嘩か

 して、田舎の家をおん出て、家出少女になってさぁ。ソヴレムで踊り子になったばっかりのころにも、とつぜんいなくなった踊り子がいてね。それが、当時流行はや

 ってた〈青い薔薇〉、つまりはココ王妃と顔が似ててさ。〈下町のブルーローズ〉ちゃんなんて呼ばれて、男たちにちやほやされてたんだよ。あの子がいてくれたら、いまの若い女優二人より、ずっと立派にココ王妃の役をできるのに、なぁんてね……。あぁ、ついつい若い子には意地悪になっちゃうねぇ。いけない、いけない」

　と、肩をすくめてみせた。

　ヴィクトリカはふいに興味を持ったように、

「君、それはなんという子だね。そしてその子はどうしていなくなったのだ？　それもまた、コルデリア・ギャロの事件と同様、わからないままなのかね」

　問われたジンジャー・パイは、首を振った。

「えぇと、名前はなんだっけねぇ。いつもブルーローズちゃんって呼ばれてたからねぇ。思いだした。確かニコル・ルルーだったよ。でもいなくなったといっても、ニコルの場合はまたちょっとちがってさぁ……。ぎゃーっ、一角獣！」

　ジンジャー・パイが叫んだ。

　扉を開けて、グレヴィール・ド・ブロワ警部が飛びこんできたところだった。なるほど、金色に尖とが

 った髪が、獣の角のように前方に向かってのびている。重たそうにトランクを引きずりながらきょろきょろしていたが、廊下に立っているヴィクトリカに気づくと、憤ふん
 怒ぬ

 の表情で近づいてきて、

「逃げるな！　人でなしの、意地悪の、いやがらせ製造機の、この、くそ妹のヴィクトリカ！」

「妹!?
 　この一角獣が兄貴なのかい。えっ、なに、ってことは……」

「腹違いだっ！」

　ヴィクトリカが、そんなおおきな声が出せるのかというほどの声を、低く、劇場中に轟とどろ

 かせた。ブロワ警部とジンジャー・パイは、同時に両手で耳を庇かば

 い、目をぱちぱちさせた。

　ジンジャー・パイがおそるおそる、

「まぁ、そうだろうねぇ」

「つまり、このへんな男とわたしの母には、いっさいなんの関係もない」

「しかし、この髪型をリクエストしたのはかわいい妹のおまえだがな？」

　ブロワ警部が苦にが
 虫むし

 を嚙か

 み潰つぶ

 したような顔でつぶやいた。

　その背後から、劇場の職員が「キャストは全員、いますぐ集まれ！　最後のリハーサルだ。ほらっ、早く！」と怒鳴った。ジンジャー・パイはあわててドレスの裾をまくりあげ、ふっくらと肉感的なふくらはぎをまるだしにすると、皇太后陛下らしからぬお色気を発散させながら駆けだしていった。

「……ニコル・ルルーの話を聞きそびれてしまったな」

　と、つぶやきながら見送るヴィクトリカの腕を、ブロワ警部が乱暴につかんで歩きだした。

「どこへ行くのだ？」

「おまえ、左のほっぺたがパン生地みたいにのびているぞ。自分で引っぱったのか？　左だけ？　なぜだ？」

「むぐっ!?
 」

　ヴィクトリカはあわてて手のひらを強く当て、ほっぺたを顔の奥に押しこんだ。

　ずんずんとブロワ警部が廊下を歩いていく。引っぱられて転びそうになりながら後を続くヴィクトリカの視界を、大昔に撮られた母のうつくしい肖像写真が、一瞬、横切った。

　どこか陰があるが、優しげな瞳ひとみ

 。

　若々しく輝く笑顔。

　薔薇色の人生──。

「どっ、どこに連れていくのだ。一角獣め！」

「オカルト省の要よう
 塞さい

 だ。ホッペタ、ノヴィトリカ」

「……そんなおかしな呼び方をすると、協力しないぞ」

「嵐に関わることについては、残念ながら、おまえ如きに選択肢はない」

　ブロワ警部はまっすぐに廊下を進んだ。

　やがて、地下に続く暗い螺ら
 旋せん

 階段が見えてきた。闇が不気味な力を持ったように暗くうねっては、くるものの心臓を震えさせる。

　その手に引っぱられるヴィクトリカも、反対の手に握られたトランクも、じたばたといやがるように蠢うごめ

 きながらも、廊下を進んでいった。





　螺旋階段の手前に開けた場所があり、そこに舞台の大道具らしいものがたくさん置かれていた。

　パイプをくゆらしながら、ヴィクトリカが足を止めた。興味深そうに眺めるのに気づき、ブロワ警部が短く「王宮とカントリーハウスだろう。うむ」とつぶやく。

「なるほどな」

　ヴィクトリカがゆっくりとうなずいた。

　左側に置かれているのは、巻まき
 葉ば

 装飾の柱に金色の香炉、女神の彫刻などであふれたロココ調の華美な建物の内部だった。これがおそらく王宮だろう。右側には、ささやかなフランス窓と簡素な化粧机、レースのカーテンなどに囲まれた過ごしやすそうな建物が置かれていた。こちらが郊外に建てられた王妃のカントリーハウスか。

「ずいぶん対照的だな。王宮はなるほど豪ごう
 奢しや

 だが、カントリーハウスのほうが静かで過ごしやすそうだ。うむ」

「いいからこい！　あぁっ、鳩が……」

　ヴィクトリカの頭の上で羽音を立てている白い鳩を、ブロワ警部がまた、地獄からの使者を見るような目つきで睨にら

 んだ。

　ブロワ兄きよう
 妹だい

 は互いにおっかない顔つきをして、一瞬、睨みあった。それから同時にふんっと顔をそむけ、また歩きだした。





　螺旋階段をぐるぐると下りていくと、劇場の地下に着いた。

　長い歴史の、あるときには、地底のホールとして出し物に使われたこともあったのだろう。石造りの壁には古めかしいランタンが幾つも瞬き、低い天井からも埃ほこり

 にまみれたシャンデリアの光が鈍く照らしていた。ホールの右には人工の池があり、劇場の入口とも似たおおきなライオンが口を開けて、そこから音もなく地下水を吐き続けていた。池には半裸の女たちの蠟ろう

 人形が浮かんだり、沈んだりしていた。目を閉じると、いまにも狂騒の時代の、楽隊が奏でる音楽と陽気な笑い声、乾杯のグラスを合わせる音に、女たちの嬌きよう
 声せい

 までが時を越えて蘇よみがえ

 ってくるようだった。

　寂しい老人の、明け方の夢のように。

　ホールはいまでは、客を入れなくなって久しいらしい。池の反対側にあるちいさな舞台では、埃をかぶった朱色の幕が半ば垂れ下がり、壁際には使われなくなった客用のちゃちなテーブルや椅子が山になっていた。

　ホールの真ん中に、最近になってから持ちこまれたらしい新しい机と椅子が並んでいた。劇場には似つかわしくない、書類の山。黒服を着た男たちがそこに集まり、音もなく歩き回ったり、書類の整理をしたりしている。

　入ってきたヴィクトリカとブロワ警部に気づくと、男たちが無言のまま、さっと避よ

 けて道を作った。

「なるほど」

　ヴィクトリカが呻うめ

 くと、ブロワ警部がぎょっとしたように肩を震わせた。

「こんなところにオカルト省の要塞があったとは。興味深い」

「ふん。貴様に興味などという概念がそもそもあるものか。退屈しきった、ちいさな悪魔め」

「兄貴は黙っていろ。鳩をけしかけるぞ」

「きゃっ」

　男たちの避けたその向こうから、椅子に腰掛けていた壮年の男が姿を現した。

　ヴィクトリカは足を止めた。

　そこにたちまち、ぶわりと音を立てて黒煙が立つような、あまりにも不気味な存在感だった。

　だが、おどろいた様子はなかった。まるでこの男と顔を合わせることを予期していたように。緑の瞳を気だるく瞬かせると、

「アルベール・ド・ブロワ。とうとう姿を現したか」

「ふむ。どこからか獣の匂いがすると思ったら、我が娘か」

　形のいい鼻を蠢かせながら、男──アルベール・ド・ブロワ侯爵がつぶやいた。酷薄そうな薄い唇が震えた。顔にめりこんだ片眼鏡の奥で、瞳がぐっと細められた。長き企たくら

 みの成果たるちいさな灰色狼の娘を、視線で弾丸のように射い
 貫ぬ

 く。

　とヴィクトリカはパイプを片手に握ったまま、一瞬、よろり、とよろめいた。

　だが唇を嚙んで、じっと父を睨みかえした。

　ブロワ侯爵は銀のロザリオをかけ、夜の色のコートを羽織っていた。ブーツのつま先が残虐そうに尖って光っている。胸もとに光る十字架が、なぜだか不気味な印と見えた。まるで、この男は神を信じているのではなく、この世の不思議を信じているだけだと主張しているようだった。なぜなら、良心というもののない人間に、神を信じることなどできないのだから、と。

　オカルト省の重鎮にして、欧州の最終兵器としてヴィクトリカをこの世に召還した男、アルベール・ド・ブロワ侯爵は、

「いよいよ嵐が近づいてきたようだ」

　と短く言った。

　その言葉を聞くと、ヴィクトリカは氷のような表情をさらにつめたく輝かせた。目を伏せて、緑の瞳をけぶらせる。

「よっておまえに命じるのは、没後十年、そのまま迷宮入りしてしまった、ソヴュールの歴史における最大の謎、ココ王妃殺人事件の真相を推理することだ」

「十年も経っている。いまさら誰にもわかるまい」

「おまえの知能は、時など越える。隠しても無駄だ。我々……オカルト省にはわかっているぞ、そんなことは」

「しかし！」

　ヴィクトリカは思わず一歩、後ずさりながらも、震える声で、

「ここにやってくる馬車の中でも疑念を持ったのだが。なぜあなたが、つまりはオカルト省が、ココ王妃を殺した犯人を知りたいのだ？　確かに国を揺るがす大事件だったが、それから長きの時が経っているのもまた確かだ。つぎの嵐と、オカルト省の権力に、いったいなんの関係がある？」

「ふふふ」

「わたしは考えた。もしやおまえたちはすでに殺人事件の犯人を知って、いや、察しているのではないかね？　つまりわたしに推理させたいのは、フー誰が
 ダニット殺した？

 ではない。ホワイなぜ
 ダニット殺した？

 とハどう
 ウやつて
 ダニット殺した？

 、つまりは動機と方法だ。それによって、君たちは犯人の弱みを握りたいのだ」

「おまえは本当におもしろい獣だ。ははは」

　笑い声が、冷えた空気を不吉に震わせた。

「そうまでして弱みを握りたい重要人物が、しかも王妃のすぐ近くに、そうそういるとも思えない。おまえたちの獲物はずいぶん大物なのだろう」

「はは」

「オカルト省に狙われる、ソヴュールの大物。謎めいた方法でココ王妃を殺し、いまものうのうとこの国に君臨する、殺人者とは……」

「……」

「まさか。父上。あぁ、まさか！」

　ヴィクトリカはほっぺたに手を当てて、蒼そう
 白はく

 な顔で父を睨み返した。もう片方の手に握られたパイプがかすかに震えた。

　ブロワ侯爵は黙って足を組み替えた。胸の前でロザリオが揺れて、ランタンの光を鈍い銀色に照りかえした。





「一九〇〇年ごろ。ココ王妃は王宮での豪奢な生活になじめず、ソヴレムを出て郊外に移り住んだ。このカントリーハウスを建ててもらって、だ」

　トン、トン、トン……と金かな
 槌づち

 の音がどこからかする。

　それに合わせて、床がかすかに揺れる。ランタンも一緒に揺れて、光がまるで波のように床の上を寄せては返す。

　一同はホールから螺旋階段を上がって、大道具が散らばる前に立っていた。ブロワ侯爵がカントリーハウスの大道具を指差し、空気を震わせる低い声で、

「郊外からめったに出なくなったココ王妃に、世間の同情は集まった。出産に失敗して悲しみに暮れているという噂もあったからな。それから十四年。あの嵐……世界グレート
 大戦・ウオー

 がやってくるころまで、王妃は王宮にはもどらず隠いん
 遁とん

 生活を送り続けていた」

「うむ」

　ヴィクトリカが呻いた。

「そのころから街の噂がいろいろあったのは聞いているが、信しん
 憑ぴよう

 性がないと見えるね。わたしはフランスから嫁いできたころのココ王妃を直接知っているが、夜遊びに耽たん
 溺でき

 するような奔放な女ではない。内気で、気が弱くて、まるで眠る小鳥のようにおとなしいひとだった……」

「ふむ」

「やがて世界に不吉な風が吹き、世界大戦の始まるころ。一九一四年の春。ココ王妃が王宮を訪ねた。じつに十四年ぶりの出来事で、王宮はおおわらわだった」

「理由はいったいなんだね」

「フランスからの使者がやってきたのだ。王妃となにやら話したがっていた。カントリーハウスに招くのも無粋だろうと国王陛下がおっしゃって、王妃に迎えの馬車を出して王宮まで連れてこさせた」

　一同の視線が、カントリーハウスの大道具から王宮の華美なものに向かって、一斉に流れた。金色の家具や豪ごう
 奢しや

 な織物が目に飛びこんできた。

「ちょうどそのとき、カントリーハウスにも来客があったようだが、入れ違いになり王妃とは会えなかったらしい。その客については後で話そう」

「ふむ」

「ともかく、王宮の一室に通されたココ王妃は、フランスからの使者に会う直前に死んだ。いや、殺された。部屋の入口は一つしかなく、そこからルパート陛下が入って、すぐに出てきたところを見られている」

「なるほど。国王が……」

「しかし、国王は入るときも出るときも手ぶらだった。国王ご自身の証言によると、そのときココ王妃はまだ生きていたという。しかし、数分後、部屋に入ったフランスからの使者一行が目にしたものは、無残な……ココ王妃の首なし死体だった！」

　ひゅうっとどこからか風が吹いた。

　屋内なのに、扉か窓から入ってきたのだろうか。

　ヴィクトリカが胸の前に抱いた白い鳩が、遠慮がちに、ぽっぽー、と鳴いた。

　ブロワ侯爵は片頰をゆがめて不気味な笑顔を作りながら、

「それだけではなかった！」

「うむ……」

「ほぼ同じ時間に、はるか離れたカントリーハウスに、ココ王妃の生首が現れた！　それは来客たちと、使用人たちの目に確かに映ったという。空中に浮かんだココ王妃の首は、生きているときとまるで同じように、肌は青白く、表情は悲しげで……。そしてしっかりと目を閉じていた。目め
 尻じり

 から赤い血が一滴、流れて、と思うととつぜん燃えあがった。生首の焼死体となって、ゴロリと床に落ちたのだ！」

「ふぅむ。つまりある種の〈同時存在〉だな。離れた場所に、ほぼ同時に一人の人間が現れる。だがこの場合は、王宮とカントリーハウスに、胴と首に分かれた状態で存在したのだ」

　ブロワ侯爵の目が片眼鏡の奥でつめたく光った。

「一つ気になるのは、そのときカントリーハウスにいた客の一人がジュピター・ロジェだったという部分だ。いうまでもなく科学アカデミーの主宰者で、国王とも懇意だ」

「うむ」

「しかし、科学を信奉するロジェまでもが、生首を目撃したという点がだな、皮肉なことに事件の信憑性を高めることになった」

「なるほど。しかし、この件には予想以上に、あの方……ルパート陛下が深く関わっているのだな……」

　ヴィクトリカとアルベール・ド・ブロワ侯爵の後ろに立っている、ブロワ警部がここまで引きずってきたトランクが、さっきからぐらぐらと揺れていた。生首が燃えた、の辺りで動きがやけに激しくなったと思ったら、爆発するようにぽんっと蓋ふた

 が開いた。

　その音に気づいて振りかえった一同の前で、丸眼鏡を外して両手で握りしめたセシル先生がまた、ぽっぽー、と飛びだしてきた。

「生首！　胴体！　いやー、こわいー！」

「ウワッ！」

　ブロワ侯爵が、悲鳴と怒号の中間のような、出したことのない声を上げながら、トランクからすばやく飛びのいた。






　　２






　中世の騎士や、神話の女神を象かたど

 ったおおきな飾りが幾つも通りを見下ろす荘厳な建物。ガラスと鉄でできた、ぴかぴかの新しいビル。それらが混在するソヴレムの街並み。

　古いものと新しいものが、宿敵どうしの戦いのように混在する街の真ん中にある、巨大な交差点。幌ほろ

 馬車と最新鋭の自動車がすれちがい、笛の音とクラクションが混ざりあう。

　その道を、二人乗りのオートバイが一台、右によろよろ、左によろよろしながら横切っていった。交差点の真ん中に立っていた巡査も、おどろいたのか、笛を吹くのを忘れてしばしみつめ、それから「気をつけなさい。マドモアゼル……」と遠慮がちに声をかけた。

　運転しているのは、肉感的なからだつきをした赤毛の若い女。コートの下からなぜか台所用の年季の入ったエプロンが覗のぞ

 いている。その後ろに乗る、目を固く閉じて唇を真っ青にし、蠟ろう

 人形のようにぴくりとも動かない少年は、どうやら東洋人らしく、漆黒の髪が冬の日射しを遠慮がちに照りかえしている。胸の前に抱えているのはなぜだか真っ白なウサギで、こちらも少年と同様、目を閉じて、耳も折りたたんだかのように縮め、剝はく
 製せい

 のように固まっている。

　おかしなオートバイは交差点をよろよろと横切って、劇場〈ファントム〉の方向にゆっくり消えていった。

　不思議そうに首をかしげる巡査が、ふぅっと吐いた息が、真っ白に染まって氷の粒のように蠢うごめ

 いた。





「ついたー！　長い道のりだったぁ！」

「あぁ！　神さま、仏さま、それから海の向こうのご先祖さま、ぼくを助けていただいてありがとうございます！　あぁ、死ぬかと思った。何度も、何度もだ……」

　一弥が忙しく、祈ったり、拝んだり、十字を切ったりしながら舗道に降り立った。

　劇場〈ファントム〉の前……ではなく、ブレーキをかけるのに手間取ったあげく、ちょっと通り過ぎてしまった辺りだ。

　続いてさっそうと飛び降りた寮母のゾフィが、胸を張って、

「無事につくなんて、噓みたいだねぇ！」

「ぼくがまず聞きたいのは、ソヴュール政府に対して、どうしてよりによってこういう危険人物にオートバイの運転免許を与えたのか。ついで糾弾したいのは、オートバイ屋の経営者に対して、どうしてオートバイを売ったのか。資本主義社会とは、繁栄の一方で、このような社会矛盾をつぎつぎと……」

「免許？　それってなに？」

「……めんきょ？　それってなに？」

　一弥は鸚おう
 鵡む

 のように、相手と同じ言葉を繰りかえした。

　腰に両手を当てて、いい空気だと深呼吸をしているゾフィに向かって、東洋の島国にいる帝国軍人の父親そっくりの厳しさで、

「免許を持ってないんですね」

「だから、それってなによ？」

「寮母さん、聞いてください。これを運転するには政府の許可が必要です。試験勉強、ペーパーテスト、運転練習と実技試験。あなたはそれをすっとばして……」

「なにをうるさいことを言ってるの」

　オートバイとゾフィの顔を交互に指差して、懇々と説教を始めた、ちいさな帝国軍人の頭を、くりくりと撫な

 でながら、

「あたしゃ子供のころから、親父の騾ら
 馬ば

 にも乗ってるし、必要とありゃ、荷車の運転も、馬車の御者まがいのこともやってきたんだよ。いまのところ、怪我人は出たけど、誰も死んでない。それにだいたい、このオートバイだってあたしのじゃないよ」

「えぇっ!?
 」

　人差し指を振り回しながら説教していた一弥が、両手をほっぺたに当てて、絞め殺されるような悲鳴を上げた。

「だっ、誰の？」

「うちの理事長！」

　ゾフィが後頭部をぽりぽりとかきながら、言った。

「先週、ようやくオートバイがきたって喜んで、あんたたちの授業中に、いい年して庭園を走り回ってたじゃないか。あっ、授業中のことだから久城くんは知らないのか」

「知りませんよ！　えっ、そのオートバイを盗んだんですか、どうしよう、共犯だ、こんどこそ強制送還だ、国の威信をかけてやってきた留学生なのに、つぎからつぎに事件に巻きこまれるし、そのうえ泥棒まで……」

「気づきゃしないよ。今夜中に理事長んちのガレージにもどしておけば、さ。あっ、チケット売り場だ！」

　ゾフィが走りだした。一弥も、ウサギを抱いたまま「話は終わってませんよ。こらっ！」と叫びながら後を追った。

　ちょうどそのとき、車道に停まった立派な馬車から、二人の紳士が降りてきた。どちらも壮年で、一人は上質なカシミアのコートと帽子、ぴかぴかの靴にステッキ姿の、品のいい紳士だった。帽子をあまりにも目深に被かぶ

 っていて、顔つきはよくわからない。

　もう一人は役人風の男だった。実務向きの丈夫そうなコートと靴を身につけていた。連れ立って劇場に向かって歩きだしたところで、品のいい紳士とゾフィがぶつかった。役人風のほうがおおげさな叫び声を上げ、ゾフィを突き飛ばした。

「きゃっ！」

「なんだ。女か……」

　ぷーっとふくれながらゾフィが立ちあがると、品のいい紳士のほうが「すまなかった。大丈夫かね、マドモアゼル」と微笑んで手を差しのべた。

　ゾフィはすぐ笑顔になって、「ええ。あたしも急いで走ってたから。ごめんなさいね、おじさん！」と言うと、また走りだした。その後を一弥も「こらっ」と追う。

　と、ゾフィが劇場の窓口で、

「えええ～ッ!?
 」

　大声を上げて、ついでがっくりと崩れ落ちた。

　扉から中に入ろうとしていた二人の紳士が、その声におどろいて足を止めた。

「君、どうしたんだね」

「チケットは完売御礼だって……」

「ははは。そりゃそうだろう。これだけ人気の演目の、しかも初日だ。君、あきらめて明日またきてみたまえ。当日券が、もしかしたらあるかも……」

「んー……」

　しょげきっているゾフィを見かねたように、品のいい紳士が懐に手を入れた。

　帽子の陰で、薄い唇がかすかに歪ゆが

 んだ。微笑んだのだ。

　ところがその瞬間、なぜだか銃を取りだすギャングのように冷え切って恐ろしい横顔に見えてしまい、一弥ははっと身構えた。

　この紳士はいったい誰だろう……？

　だが懐から出てきたのは、銃ではなくチケットだった。目深にした帽子の奥で、頰にも優しげな笑みが浮かんだ。

「よかったら、一枚あまっているから君にあげよう。とはいえ、おじさん二人組の隣だけれどね。それでよければ」

「ほんと？　ありがとう、おじさん！」

「こらっ、君。この方は、恐れ多くも……。街の娘からおじさんだのと呼ばれるような……」

「いいのだ。──ロジェ」

「しかし」

「今日の外出はあくまでもお忍びなのだよ。静かにしなさい」

「はぁ……。しかし……」

　品のいい紳士は微笑んで、帽子に指を添えてみせると、そのまま劇場に入っていった。ロジェと呼ばれた役人風の紳士も、あわてて後を追った。

　ぱっぱー、と自動車のクラクションが遠くで鳴った。

　道行く人は、誰もが目的地に向かって急いでいるように足早だった。

　立ち尽くしていた一弥の腕の中から、ふいにウサギが逃げて、石畳の舗道を走りだした。紳士たちの後を追うように、劇場の扉を抜けて中に入っていってしまう。

「あっ、待って！　ウサちゃん！」

　一弥はあわてて後を追った。

　ドアマンがおどろいたように目をぱちくりし、一瞬、一弥を止めようとしたが……一生懸命、ウサギを追う姿に気け
 圧お

 されて、そのまま一弥を通してしまった。

「待て、待て！」

　一弥は薄暗い劇場に、ひとりで、ぴょんと飛びこんだ──。





　劇場の中には、赤い絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられた広いフロアがあった。そこには華やかな衣装に身を包んだ俳優たちと、汚れたシャツを腕まくりした裏方のスタッフが入り交じって立ち働いていて、どこか不思議な情景だった。

「ウサちゃん！」

　フロアの横の、薄暗くて細い廊下にウサギが飛びこんだので、一弥も、おっとっと、とよろめきながら後を追った。

　廊下をランタンの灯あか

 りが寂しく照らしていた。左右の壁には踊り子たちの肖像写真が飾ってあった。いまはもういない女たち。劇場の過去の記憶をアルバムにしたように。どの女もうつくしくて、派手な衣装と濃い化粧で飾って、こちらに微笑みかけてくる。

　とっとっ、と駆けていくうちに、廊下の向こうに人影が見えた。

　胸元から出した懐中時計を覗のぞ

 きこんでいる、大柄な女。昔風のドレスに身を包んで、頭には大仰なティアラをのっけている。

　いかにも立派な姿なのに、同時になぜか床から数センチ足が浮いて、ゆらゆらと心もとなく揺れているようにも見えた。おおきなティアラが、ランタンの灯りを鈍く照りかえしている。

　一弥は、肖像画で見たことのあるソヴュールの皇太后陛下だと思い、ぎょっとして足を止めた。

　でも女のほうは、駆けてきたウサギをみつけると微笑んで、両手を伸ばして抱きあげ、

「なんだい。うまそうなウサギじゃないか。まるまる太って。バターソテーにして食っちまいたいねぇ」

「あれっ」

　一弥は、下町風の発音に気づいて首をかしげた。

　皇太后陛下にそっくりだけど、ちがうのかな。それにこんなところに本物がいるはずがない、と思っていると、女はにやっと笑ってみせて、

「おどろいてるのかい。あたしゃ、ここの女優だよ。なんだい、本物の皇太后陛下だと思ったみたいだねぇ」

「はっ、はい。あまりにもそっくりで……」

　一弥はウサギを返してもらって、胸の前に抱きながらうなずいた。

　女は楽しそうに笑って「そりゃ、女優だからそっくりにもなるさ。だけどもともとの顔はちっとも似てないんだよ。こいつはメーキャップの技さ。でも、そういえば……」とうなずきながら、壁の一点を指差した。

　そこにも女の肖像写真が一枚、飾ってあった。

　一八九九年、と書かれていた。

　名前のところにはニコル・ルルーとある。

　弾はじ

 けそうに満面の笑みで、楽しくてたまらないという様子でこっちに語りかけてくる。見ているうちに、写真から飛びだしてきて、さっ一緒に踊ろうよ、と手を引っぱりそうなほど、じつに生き生きとした写真だった。

　女はなつかしそうに微笑んで、

「この子は、ちがったよ」

「これ、いったいどなたですか」

「ニコル・ルルー。〈下町のブルーローズ〉ちゃんって呼ばれて、大人気だった踊り子さ。もう二十年以上前のことになるけどね。あたしらは陽気な田舎娘だから、しゃべれば地が出ちまうけど。だけどこの子は、黙ってりゃ〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉ことココ王妃と似てたからね。そんなにメーキャップしなくっても、青薔薇の役を上手うま

 くやれたことだろうよ」

「この人、いまはいらっしゃらないんですか」

「あぁ。そういやさっきも、この話をべつの子にしようとしてたんだけど……」

　大柄な女、ジンジャー・パイは、ウサギの耳を引っぱったり、一弥の耳も引っぱったりしながら話しだした。

「いまから二十四年ほど前。一九〇〇年のことだよ。ニコルがおかしな新聞広告をみつけたのさ」

「新聞広告？」

「あぁ。それはね、なんと……」

　廊下の奥の暗がりから、複数の人が争うような声とどたんばたんという物音が遠く聞こえてきた。

　それが気になりながらも、一弥は女の話に耳を傾けた。

　胸の前に抱いたウサギも、二つの耳をぴんとのばして、一緒になって聞いているようだった。





　同じころ。

　廊下の奥の、大道具が集められた場所では──。

　トランクから、ぽっぽーと飛びだしてきたセシル先生と、鉢合わせしたアルベール・ド・ブロワ侯爵が、不思議な顔つきをして間近にみつめあっていた。

「貴様は誰だ？　どこかで見たような、頭の悪そうなご面相の女だな」

「怖い！　怖い顔！　死神みたい！　……あれっ、ブロワ侯爵？」

「おやっ、貴様はもしや……聖マルグリット学園の間抜けな担任教師か？」

「人違いです。わたしは優秀ですっ」

「……つまみだせ」

　じたばたと暴れるセシル先生を横目で眺めて、ブロワ侯爵はしっしっと蠅でも追いやるような仕草をした。

　と、セシル先生の顔が真っ赤になって、ほっぺたも風船のようにふくらみ、

「つまみだされるもんですかぁ！　くっ、こうやって足を踏ん張れば……。あわわわ！」

「いったいなにをしてるんだね、君」

　あきれたような声色で、侯爵の息子──ブロワ警部が聞いた。開いたトランクの中に立って、ばたばたと暴れている、寝巻きにコート、茶色い毛糸の帽子姿の教師を前に、

「婦女子たるもの、こんなトランクに入るのは変死体になってからにしたまえ。だっておかしいだろうが」

「わたしはただ、ヴィクトリカさんが心配で……。普段は学園に閉じこめておくくせに、急にこんなところまで連れてきて、すごく怪しいし、それに……」

「退場だっ！」

　ブロワ警部がトランクの蓋ふた

 をむりやりばたんと閉めた。

「ぎゅっ？」

　中から、なにやら大騒ぎする黄色い声が聞こえてきた。それを無視して、トランクをずるずる引きずって廊下に出る。トランクはまるでそれ自体が生きているように自在に飛びあがったり、抵抗したりして、そのたびにブロワ警部が「きゃっ」「痛い！」と悲鳴を上げた。

　その様をヴィクトリカは、パイプをくゆらしながらしばらく黙って眺めていた。

　やがて、無表情なままでトランクにちょこちょこと走りよっていった。頭の上の鳩がゆさゆさと左右に揺れた。

「セシル」

　と、声をかける。

　それはひどく静かな声だった。まるで、これから起こるおそろしいことすべてを予あらかじ

 め知っている、未来から流れてきたひとりぼっちの旅行者のように。緑の瞳の奥には、長き歴史の傍観者だけが持つ諦てい
 念ねん

 が漂っていた。

「？」

「君、グレヴィールの言うとおり、このまま帰りたまえ。君には危険すぎる」

「!?
 」

「巻きこむわけにはいかない。……わかるかね？」

「……」

「どちらにしろ、わたしはこの謎を解かない限り、学園にはもう帰れないのだよ。君がここにいても、いなくてもだ。だから……」

「……」

「セシル？」

「ぐすっ！」

　トランクが泣きだした。

　子供のように身も世もなく号泣する声が、くぐもって聞こえてきた。おおきなトランクが左右に揺れて、それをまたブロワ警部がずるずると引きずっていく。トランクはまだ抵抗するように揺れたり、ブロワ警部の脛すね

 に角をぶつけたりしていた。

　それを見送っていたヴィクトリカの、頭の上にとまる白い鳩が、ふいにまた、ぽっぽー、と鳴いた。

　ちいさな翼を広げて、廊下の先へと勝手に飛んでいく。

　ヴィクトリカはおどろいて「おいっ、待て！」と走りだした。

　母から託された鳩を追って、暴れるトランクに苦戦するブロワ警部をたちまち追い越し、廊下を入口に向かってちょこちょこと進んでいく。

「待て！　待つのだ！」





　待て、待つのだ、という聞きなれた低い声が遠くから聞こえてきて、一弥は顔を上げた。

　一弥のほうも、ジンジャー・パイからようやく話を聞き終わり、そこを、腕から飛びだしたウサギが廊下のさらに先に向かって走りだしたので、あわてて追いかけ始めたところだった。

　ウサギを追って走る一弥と、鳩を追いかけて進むヴィクトリカが、廊下の途中でばったりと顔を合わせた。

　一弥の顔に、ぱっと花が咲いたような輝きが宿った。

「ヴィクトリカ！　捜したよ、さっそく会えるなんて！」

　しかしそれとは対照的に、ヴィクトリカの瞳ひとみ

 は、初めはおどろきに見開かれ、ついで夜の月が雲に隠されるように、陰った。

「久城！　なんということだ。君までここに……？」

　つめたい瞳の奥にうまく隠していた恐怖が、現れた一弥の姿を通して、顔全体にゆっくりとひろがっていくようだった。一弥もまた、その変化に気づいて息を飲んだ。

「どうしたの、君？」

「いや……」

「きちゃ、いけなかった？　セシル先生からの置手紙……というか、ぴょんぴょん跳ねる手紙に、君がブロワ警部に連れ去られたって、で、どうやらソヴレムの劇場に行くようだって書いてあったから。もっと早くきたかったんだけど、オートバイがあぜ道にはまったり、納屋に突っこんだり。町に近づいてからは、貴族の子弟が乗る最新鋭の自動車とのカーレースになっちゃって、ぜんぜんちがう道を走ったりして……。あれっ、ヴィクトリカ？　君、大丈夫かい。ほっぺたがしぼんじゃったよ」

「久城……」

　ヴィクトリカは鳩を肩にとまらせた。

　赤と白の、フリルとレースに縁取られた、豪ごう
 奢しや

 なビスクドールそのままの姿。ミニハットと靴はかわいらしいピンク色。まるでちいさな薔薇の花が満開に咲いたような姿。

　太古の動物の尻尾しつぽ

 のような金色の髪が、床にやわらかく垂れている。それ自体が不思議な力を持って発光しているというように、金色に輝きながらゆっくりと揺れる。

　ぷくぷくした手には陶製のパイプ。ちいさな顔は相変わらず無表情だった。だが瞳だけが、かすかに苦しそうにふと瞬いた。

　意地を張るような硬い声で、

「この件は危険だ。君もかかわらないほうがいい」

「でも、ぼくはかかわるよ」

　一弥が静かな声色で即答したので、ヴィクトリカはびっくりしたように瞬きした。

　両腕を組んで、一弥が、

「ぼくは、君が巻きこまれるすべてのことにこれからかかわっていくんだ。君の父、ブロワ侯爵とも、海水に覆われていく〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉で話したし、灰色狼のブライアン・ロスコーとも学園の時計塔で対たい
 峙じ

 した。ぼくという男はもうとっくに、君という非凡な存在を巡る世界の因果の輪に囚とら

 われているし、そのことを怖がってもいない。ぼくには、なによりも君が大事だから」

「でも、でも、だめなのだ……」

「君は優しいね。それに、案外、臆おく
 病びよう

 なんだ。毎日、ああやって書物の海を自在に泳いでみせるくせに。実際の出来事に身近な人を巻きこむのをすごく怖がってる」

「……」

「一人ぐらい、いてもいいじゃないか。君の人生に。君のすべてに進んで巻きこまれていく、おせっかいな友達が。それでも君を守ろうとする、平凡な男が。ただ一人」

「……久城」

「あっ。そういえば、さっき聞いたんだけど」

　急に一弥が、話題を変えようとしたのか、それともふっと気になったのか、廊下の向こうを指差しながら、

「〈下町のブルーローズ〉ちゃんって知ってる？」

「……は？　なんだ？」

　ヴィクトリカが虚をつかれたようにぽかんとして、聞きかえした。

　一弥は廊下をとことこともどりながら探して、壁にかかったニコル・ルルーの肖像写真をみつけると、指差した。

　満面の笑み。さっきよりもさらに大笑いし始めたように見えた。しっかりとルージュを塗った口の奥に、金歯なのだろうか、きらりと光る歯が一本見えた。

「この人のこと。さっき、皇太后陛下の恰かつ
 好こう

 をした女の人から教えてもらったんだけど」

「さてはジンジャー・パイだな」

「ん。あのね……」

　一弥は不思議そうに首をかしげて、

「ニコル・ルルーは一九〇〇年ごろまで劇場に出ていて、すごく人気のある踊り子だったんだけど。ある日、おかしな新聞広告をみつけたんだって。それがさ……」

「ふむ」

「〈秘書、求む！〉って広告なんだけど、外見の条件がやけにうるさいんだってさ。曰いわ

 く、金髪で、青い目で、容姿端麗。身長は百六十センチメートル前後。靴のサイズはどうのこうのって。ニコルは『へんな雇い主だねぇ。変態だろか？　だけどあたしは条件にぴったりだよ』って大笑いして。シンデレラの真似をして、ほら、ガラスの靴に足を入れて、わぁぴったりだって喜ぶところを、即興で歌って踊ったりしてみせたんだって」

「ふぅむ」

「元来、明るくて元気な人だったらしいね。それでほかの踊り子も、王子の役や継まま
 母はは

 、意地悪な姉たちの役をやって、楽屋で盛りあがったんだってさ。まるで昨日の夜のことみたいに覚えてるって」

「しかし、と話は続くわけだろう」

「うん。そうなんだ」

　一弥はうなずいた。

「お給料がべらぼうにいいからって、ニコルはふざけ半分もあって、面接に出かけたんだよ。『あたしみたいな踊り子稼業の女に、おかたい秘書なんてできるかねぇ』って言いながら。ところが、それっきりニコルはいなくなったんだって。劇場にもこないし、家にも帰ってこない。恋人の男たちがたくさんいたけど、みんな会えないままで、ひどく寂しがったって話だよ。……ね、不思議だろ」

「うむ」

　ヴィクトリカはうなずいた。

　その傍らを、暴れ続けるトランクをずるずると引きずりながら、ブロワ警部がゆっくりと通り過ぎていった。

　おでこに青筋がくっきりと浮かんでいる。

　その様におどろいて、口を開けてみつめる一弥のほうを、おもしろくもなさそうにじろっと睨にら

 んで、

「よーぅ。久城くん。おかしなところで会うな」

「なにをしてるんですか、ブロワ警部。生きているトランクを持って……。しかもトランクに嫌われてる……。なんというか、まずまちがいなく変質者に見えます」

「つまらんことを言うな。あぁ、重い」

　トランクがまた飛びあがった。

　それを蹴け
 飛と

 ばして、深いため息をつく。

　と、ヴィクトリカがいいことを思いついたというように、ぽんと手をたたいた。

「そうだ、久城」

「どうしたの？　ぼく、なにか手伝うことがある？　なくっても、君の前に立ちふさがって、時には、あのように珍妙な変質者から、君を全力で守り……」

「おい、聞こえてるぞ」

　ブロワ警部が怒鳴るので、首を縮める。

「おっと！　……時には、生きている弾たま
 除よ

 けジャケットになり。時には、お菓子を差し入れし。そして時には、君が退屈しないように、不思議なお話を持って姫のもとに参上するよ」

　と、片腕をそっと振りおろして、西洋風のおじぎをしてみせた。

　するとヴィクトリカが、なぜか納得したようにうなずいて、

「そうだな。ちょうどわたしは退屈している」

「ほんと？」

「うむ。だからな、さっそく不思議な話について調べてきてくれたまえ。いますぐに劇場を走りでて、往来に行ってだな……」

「わかった！　って……ヴィクトリカ。待ってよ、君」

　一弥が怪しむように、

「もしかして、ここからぼくを追いだそうとしてるんじゃないかい。自分のそばをうろうろしていたら危険だからって……」

　ヴィクトリカは一瞬、ぎくっとしたようにわずかに顔をゆがめたが、すぐに人形じみた無表情にもどって、

「……ぜったいちがう」

「怪しいな。じゃ、ママに誓ってちがうって言える？」

「……うるさい！　へっぽこ！」

「へっぽこ……」

　一弥がショックを受けたように黙りこんだ。

　むきになったようにヴィクトリカが、

「わたしはただ、さっきの君の話──ニコル・ルルー失しつ
 踪そう

 事件のことが、ちょっとばかり気になるのだよ。久城、セシルを連れて外に出て、一緒に調べてきたまえ」

「うん、それならわかった。さっそく……。えっ、セシル先生って言った？　でも、いったいどこにいるのさ」

　一弥はあわててきょろきょろするが、廊下にはヴィクトリカと自分と、壁に貼られた昔の踊り子たちの写真だけ。あとは遠ざかっていくブロワ警部の背中と、彼が引きずる、おかしな暴れトランクが……。

　と、ヴィクトリカが不機嫌そうに首を振り、ちいさなぷくぷくした指でまっすぐにさしてみせた。

「どこって、あのトランクの中だ。そんなの決まってるだろう。君、ほかにあるかね？」

「……えぇーっ？
 」

　一弥が叫んで、おおきくのけぞった。

　白い鳩が、ぽっぽー、とまたちいさく鳴いた。
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　往来は昼過ぎの日射しが眩まぶ

 しくて、空も冬とは思えないほど澄み、晴れ渡っていた。

　行きかう自動車や幌ほろ

 馬車が、クラクションや蹄ひづめ

 の音を響かせる。舗道には通行人があふれ、ショーウインドウにも華やかな商品がたっぷり並べられている。いかにも日曜の喧けん
 騒そう

 の最さ
 中なか

 といった風景だった。

　劇場〈ファントム〉の扉、巨大なライオンの口がぱかっと開いたかと思うと、ブロワ警部が顔を出した。金色のドリルが光って、道行く人の目を奪った。その手で舗道に向かって乱暴に放られたトランクが、ころころとどこまでも転がっていく。

　と、後を追うように扉から飛びだしてきた久城一弥が、なぜだか「先生っ！」と叫びながら、前のめりになってトランクを追いかけた。その後ろからさらに、白いウサギが一羽、ぴょんぴょんとついていく。

　通行人たちは顔を見合わせ、この小柄な東洋人の少年は、なにやら単語を間違えて覚えているにちがいない、トランクか荷物という言葉と取り違えたのだろうな、というように微笑んで肩をすくめてみせ、また歩きすぎていった。

「先生ーっ！」

　一弥が、舗道を転がっていってようやく止まったトランクに駆け寄って、蓋ふた

 をこじ開けた。

　ぽんっと音がして、中から、肩までのふわふわブルネットに丸眼鏡、毛糸の帽子が横にちょっとずれたセシル先生が現れた。

「うわっ、本当にいた！」

　自分で呼んでおいて、一弥はぎょっとしてのけぞった。

　セシル先生は、どうやら機嫌が悪いようだった。まるで、春になって永い眠りから醒さ

 めた穴熊のようにのっそりと出てくると、両手を腰に当て、怖い顔をして劇場の入口辺りを振りかえり、

「こらぁ！」

　そこには、もう誰もいなかった。

　巨大なライオンの口は固く閉じられて、おおきな二つの目がこちらをじっと睨みかえしている。

　ぴゅうっと風が吹いて、枯葉が一枚、右から左に飛びすぎていく。

　セシル先生はがっかりして、

「あれっ、もういないの……」

「先生！　いったいどうして、誰に、トランクに軟禁されたんですか！　うら若き女性を、まるで荷物みたいに乱暴に運ぶなんて。まったくブロワ警部らしいや！　警部の手で閉じこめられたんですね？　それなら、ぼく、抗議しにいってきます。けしからん！」

「あ、いや、えーと……」

　セシル先生はふいに、火を灯とも

 された蠟ろう
 燭そく

 のように赤面した。一弥に追いすがって、無言で止める。

「なんですか。ぼくはですね、断固、抗議、する……。なに、だめ？　そんなに激しくぶるぶる首を振って……。そこまで大反対するなら、やめて、おきますが……」

　一弥が黙る。

　ぱっぱー、とクラクションが鳴った。往来を行く人びとの足音がこつこつと鋭角に響き渡る。

　しばしの沈黙の後、一弥は疑うように、

「もしかして、ご自分でトランクにお入りに……なった……？」

「そっ、そんなことするわけないでしょ！　うら若き女性がっ！　なに言ってるの、もぅっ！　ばかねー！」

　怒られて、黙る。

　セシル先生は話題を変えようとするように、辺りを見回して、「ねぇ、あのカフェでお昼を食べよう」と言いだした。「カフェですか。いいですけど、そんなのんきな……」「わたしと久城くんの作戦会議よ」「なるほど、それなら……」うなずきながら、腕を引っぱられて、一弥は街角のちいさなカフェに向かって小走りになった。

　その後ろを、ウサギがぴょんぴょんと跳ねながらついてきた。





「ニコル・ルルー？　おかしな新聞広告？」

　ゆうに自分の顔ぐらいある、おおきなサンドイッチに思いっきりかぶりつきながら、セシル先生が聞きかえした。

　うなずいてみせる一弥の目の前で、サンドイッチから香草であえた海老えび

 が一匹落っこち、白いお皿の上でまるで生きているように勢いよく跳ねた。

　フォークを刺して、海老を口に運びながら、

「それって、今回の件に関係があるのかしら。でも、ヴィクトリカさんがそれについて調べてこいって確かに言ったのね？」

「えぇ」

　一弥はおおきくうなずいた。

「でも、今回の件ってどういうことですか」

「それがねぇ。わたしも、トランクの中に隠れて……あっ、いや、閉じこめられてたから、切れ切れにしか話が聞こえなかったんだけど」

　セシル先生はごくんと海老を飲みこんで、

「ヴィクトリカさんのお父様、例のブロワ侯爵がどうやら黒幕らしいの。劇場の地下で待っててね、なんだかよくわからないけど、ヴィクトリカさんに殺人事件の謎を解けって言ってた」

「誰かが殺されたんですか？」

「ううん、それがね」

　と、首を振る。

「久城くんは知ってるかしら。十年も前のことだけど、ソヴュールの王妃だったココ＝ローズが王宮で殺されて、大騒ぎになったの。犯人はまだ捕まってないし、犯行方法もわかってない」

「えぇ。それなら聞いたことがあります」

「ブロワ侯爵は、なぜかいまごろになって、その事件をヴィクトリカさんに解かせようとしてるのよ」

「でも、だからといって……」

　一弥は首をかしげた。

「ヴィクトリカはなぜ、ぼくたちに〈下町のブルーローズ〉こと、踊り子のニコル・ルルー失踪事件のことを調べさせようとしているのかな」

「さぁねぇ。まぁ、でも調べてみましょうよ。きっとわたしたち、あの子の役に立てるはずだもの。謎を解くまでは学園に帰らせてもらえないって、ヴィクトリカさんも言っていたし、ね」

「わかりました」

　一弥はゆっくりとうなずいた。

　その顔をセシル先生がそっと覗のぞ

 きこむ。

　静かな表情には、しかしよく見ると固い決意がみなぎっていた。喩たと

 えようもなくおおきな力──歴史という、全ぜん
 貌ぼう

 の見えない、あまりにも巨大な森を前にして、しかしできるだけのことをしよう、闘おうと決めたかのように。

　一弥は立ちあがり、「さて」と努めて明るく言った。あわててセシル先生も席を立った。

「まずは、資料を調べてみましょうか」

「うん、そうね。先生もがんばろっと！」

　窓の外ですっと日が翳かげ

 って、すると気温も低くなったように感じられた。肌寒さに首を縮める。道行く人たちも同じように、コートの襟を立てていかにも寒そうだった。





　大通りの、劇場のほぼ向かいの位置にあった王宮図書館で当時の新聞記事を調べた。

　それをもとに〈秘書、求む！〉の記事に書かれたかつての選考会場に向かう。

　一弥が走るので、セシル先生はだんだん息が切れてきて、

「ちょっと待って！　久城くん！　だって先生、コートの下は寝巻きなのよ！」

「あっ、すみません。ぼくったら、配慮が足りなく……。えっ、寝巻きだとどうして？」

「じつは、関係ないけど。でも、疲れちゃったの……」

　一弥は足を止めて、おとなしくセシル先生を待った。

　ウサギもぴょんぴょん跳ねながら元気についてきた。

　会場は古い雑居ビルの六階だった。エレベーターもなく、階段は急な勾こう
 配ばい

 だったけれど、一弥があまりにも苦もなく上っていくので、セシル先生は「あなた、どうしてそんなに体力があるの？」と不思議がった。

「どうしてって、えぇと……。あぁ！」

　一弥がぽんと手をたたく。

「ぼく、毎日、聖マルグリット学園の図書館塔に上っていますから。あの階段をいちばん上まで、腿もも

 をだるぅくしながら、上っては下り、上っては下り……」

「なるほどねー。ねぇ、久城くんは先に行って。先生はゆっくり上るの」

「あっ、はい」

　六階はがらんとした倉庫のような部屋だった。もう長い間、誰にも使われていないようで、部屋の真ん中に古びた机が一つと椅子が三つあるほかはなにもない。あちこちに埃ほこり

 がたまって目に沁し

 みるほどだった。

　ビルの管理人に聞くと、「自分はわからないけれど、一つ下の階の会計事務所が、昔っからあるから、なにか覚えてる人がいるかもしれないよ」と教えてくれた。

　五階に行き、礼儀正しく聞いてみる。

　すると、壮年と老人のあいだらしき年齢の事務員が出てきて、

「二十四年前の、例の日の話かい」

「昔のことで、なかなか覚えておられないとは思いますが………」

「そんなことはない。よく記憶しておるよ」

「えっ」

　ちょうど五階までの階段を上り終えたセシル先生と合流して、一弥は老いた事務員の話を聞いた。





「金髪で青い目の、若い女って条件だったって？　そうか、それでかい。あの日は朝からねぇ……」

　事務員は紅茶を出してくれながら、一弥たちが座った古いソファの向かいによっこいしょと腰かけた。

　窓ガラスはすすけて、ところどころが罅ひび

 割れていた。昔からの顧客が多いらしく、キャビネットには紙資料がたくさん積んであった。ときどき電話が鳴っては、誰かが応対する声が聞こえてくる。

　紅茶はおいしかった。一弥はうなずいて、話の続きに耳をすました。

「いまも思いだすよ。この階段を、一階から六階までずらりと金髪の若い女が列をなしていたね。青い目って共通条件まであったとは、さすがに気づかなかったけどねぇ。目が痛くなるほど眩まぶ

 しかった。わたしも金髪の美人は好きだけどね。いっぺんにあんなたくさん、しかもせまい階段にぎっしりつまっていたら、息が苦しくなっちまうよ。あぁ、でもきれいな子ばっかりだったね。それにみんな若くて元気で、隣どうしでぺちゃくちゃお喋しやべ

 りしてると、まるで金色の鳥が一斉にさえずってるようでねぇ」

　事務員が遠くを見るような目つきで、扉を振りかえった。

　一弥たちもつられてそちらを見た。

　遠く二十四年も前の、ある朝の情景。太陽のように輝く金髪をなびかせた、神話時代の女神の群れのような女たちが、雑居ビルの階段を六階までびっしりと埋め尽くす、幻の如き風景が、いまもまだそこにひろがっているように思われた。

　時を越えて。

　記憶の海を、そっと泳ぎついて。

　事務員が楽しそうに、

「しかし、わたしはずっと、たとえば女優とか歌手とか、そういった仕事のオーディションだとばかり思ってたよ。だってそうだろう、君。外見がほとんど同じような若い女ばかりだったし、それに漏れ聞こえた会話だと、お給料がずいぶん高くてね。男のわたしが当時もらってたのの、ゆうに三倍はあった。まさか秘書を募集していたとはねぇ。ずいぶんおかしな話だなぁ」

「髪の色、瞳ひとみ

 の色、年齢、身長。さらには靴のサイズまで指定されていたようです」

「ふぅん。へんなことをしたもんだねぇ。あのロジェって紳士は」

「──ロジェ!?
 」

　一弥がふいに叫んだので、事務員も、セシル先生もきゃっと跳びあがった。

「そういう名前の男がいたんですか。六階に！」

「あ、あぁ」

　事務員はうなずいた。

「どうも妙な感じだったんだよ。前日まで、長い間、六階には誰もいなくてね。だって、こんなに急な階段が続いてて、それに夏は暑いし冬は寒いし、けっしていい条件の事務所じゃないからねぇ。それが、その朝とつぜん、なんとか事務所って看板が一日だけ出たかと思うと、階段には金髪美女の群れ。だから自然と気になってねぇ。そうしたら、だよ……」

　と、不思議そうに首をかしげて、

「夕方になって、ようやく面接が終わったようでね。一人を残して美女の軍団はいなくなった。どうやら残った一人が、その秘書に抜ばつ
 擢てき

 された美女らしかったけれどね」

「ニコル……。そう、ニコルと呼ばれてませんでしたか。その女性は」

「どうだったっけな」

　事務員は考えこんでいたが、やがてぱっと目を輝かせて、

「そうだよ！　ニコルだ！　いままでずっと忘れていたよ。田舎にいる従姉妹いとこ

 と偶然同じ名前だったんだ。それで、彼らが連れ立って階段を下りてきて、この事務所の前を通ったときの会話が聞こえて、はっと顔を上げたんだ」

　一弥とセシル先生は顔を見合わせた。

「やっぱり」

　一弥はつぶやいた。

「踊り子のニコル・ルルーは、秘書募集の新聞広告に応募して、それに合格して、それきり行方不明になったんだ。きっと募集したやつらになにかをされて、消えたにちがいない」

　うん、とセシルもうなずいた。

　事務員が扉のほうを指差しながら、

「そこの扉のすりガラスだけど、二十四年前の当時は透明でね。それで一瞬、見えたんだけど、男たちは三、四人いて、誰もがずいぶん質のいいスーツを着てたよ。こんな雑居ビルに出入りするのが不思議になるほど、立派な出い

 で立ちの紳士ばかりだった。そう、まるで王宮とか、政府に関わる人みたいに見えた」

「それで、そのうちの一人が？」

「そう。ロジェと呼ばれていたのを覚えてるよ。どうやらその男がボスのようで、ほかの男たちが周りを囲んで、いちいち指示を仰いでいた」

「ロジェ……」

　一弥がつぶやいた。

「おそらくジュピター・ロジェだな。科学アカデミーの主宰者。ソヴュールの国王とも親交が深くて……。オカルト省、ブロワ侯爵とは犬猿の仲の……」

　扉をみつめる。

　その向こうに、また時を越えて、何事かを企たくら

 んで新聞広告を出し、ニコル・ルルーを雇った科学アカデミーの男たちと、ジュピター・ロジェが、いままさに通り過ぎていくところだというように。

　そして、彼らによって雇われ、時の狭はざ
 間ま

 に消えていった踊り子〈下町のブルーローズ〉の、明るくて、ふざけていて、いつも上機嫌で、でも瘦や

 せて儚はかな

 い姿も、また……。

　影法師のように揺れて、ぱちん、と消えた。

　一弥は厳しい顔をして考えこんだ。

「どういうことだ？　いったいなぜ科学アカデミーがこの件に関わっているんだ……！」

　窓の外では、冬の日射しがやわらかく往来を照らしていた。






　チェスドール　─chessdoll 2─










　この世のどこからか、賛美歌が聞こえてくる。

　石の塔。

　汚れた床も、罅割れた壁も、寒々と凍りついている。わたしの両手首からのびた鎖が立てる音が鈍く響く。

　もしやクリスマスが近いのだろうか。誰かがひどく遠くで、もろびとこぞりて……とかわいらしい声で歌うのも聞こえる。

「薬は効いているか」

　低い声がして、そっと目を開ける。とたんに歌声たちは幻のように遠のいていった。

　粗末なベッドに転がるわたしを、誰かが覗のぞ

 きこんでいた。

　酷薄そうな緑の瞳を細めてこちらを窺うかが

 っている。

　アルベール・ド・ブロワ──。

　医者の声が重なる。

「えぇ。しばらくの間は暴れる心配はありません」

「この灰色狼が仔こ

 を産むのは、そろそろのことかね」

「ここ数日のことでしょうな。侯爵、立ち会われますか」

「はっ、まさか！」

　おもしろい冗談を聞いたというように、男がのけぞって笑った。遠くからまた賛美歌が聞こえてきた。わたしは引きずりおろされるように睡魔の深い谷に落ちていった。

　風がびょうっとつめたく鳴った。










いつまでも泣いてるんじゃないよ！

コルデリア！

なんたって、薔薇色の人生さ





まったく、聞いてんのかい？　泣き虫の、弱い子だねぇ、あんたってば

どんなに寂しくたって、そうやって周りに壁を作ってみせたって、

あんたはねぇ、あいにく一人じゃないんだよ

劇場にくりゃ、あたしたち踊り子仲間がいるしさ

ああやって通ってきてくれる

かわいい赤毛の男の子だっているじゃないか





それにね、

いまはまだちっちゃな子供と変わらない

あまりに未成熟な、あんたの魂も、いつかは大人になる

そうして、大事な人を守るおおきな手になるのさ

それって素敵なことじゃないか





なぁんて、こんなお説教、しみったれてるよねぇ

あっ、あたしらの出番だよ！　ほら行こう！





──薔薇色の人生！











　昔の夢を見ていた。

　どれだけ長い間、眠ったのかわからない。また何日も経ったような気がする。どんな薬を飲まされているのか、もう長い間、はっきりと正気をとりもどした時間がほとんどないようだ。

　目を開けると、また医者がいた。見たことのない貴族風の男たちも数人、恐怖にかられたように目を見開いてこちらを見下ろしていた。

　おかしなことだ。

　怖がるのはわたしのほうのはずなのに。

　ある夜、とつぜん劇場から連れ去られて、それからずっとここにいる。踊り子仲間も、赤毛の男の子も、わたしを知る誰も、ここに閉じこめられていることに気づかない。

「そろそろです」

「なんと！」

　貴族の一人が叫んだ。震える声。

「あぁ、我らが父よ──！」

　どこからかまた賛美歌が聞こえてきた。ほかの男たちも震えて、「なんという皮肉なことだ。今夜はクリスマスなのだぞ」「恐ろしいことだ……」と胸の前で十字を切り、顔を見合わせあった。

　数日前から耳に届いていた賛美歌は、それでは幻聴ではなかったのだ。どこかで信心深い少女たちが声をそろえて歌っているのだろう。

「キリスト生誕の夜に、灰色狼の仔が生まれる。確かに皮肉なものだな」

「あぁ……。わたしは一刻も早く家族のもとに帰りたい。ここはなんと寒いのだろう！」

「もうすぐだ。もうすぐ……」

　男たちが怯おび

 えたようにわたしを見下ろす。

　繫つな

 がれた鎖が、じゃらっとおおきな音を立てた。

　雪混じりの風が吹いて、石の塔を乱暴に撫でていった。





　やがて、からだの中から大切なものが……生まれたときからずっとこの身に抱え、慈しみ……無実の罪で村を追われて、村長から投げ与えられた金貨を懐に、獣に怯えながら一人で山を降り、町を彷徨さまよ

 って、ソヴレムにたどりついて……そのあいだもずっと持ち続けた、わたしの魂のようなものが、ずるずると出ていく気配がした。わたしは抵抗した。鎖を引きちぎらんと暴れ、のどを嗄か

 らして咆ほう
 哮こう

 した。

　──うぉぉぉぉぉぉぉぅ！


　石の塔に、男たちの恐怖の声が上がった。

　あぁ！

　魂が、わたしの魂がからだから出ていってしまう！

　返せぇ！

　──うぉぉぉぉぉぉぉぅ！


　痛みも、怒りも、恐怖も。長い時間がかかったような気がするが、一瞬の出来事のようにも感じた。

　体内から取りだされたかけがえのないもの、わたしの魂が声を上げた。甘く、寂しげで、わたしを求め闇の奥で泣く声。

　これまで感じたことのない、慈愛……。愛するものを得たという天恵が、光のように怜れい
 悧り

 にからだを貫いた。

　ついで、魂を取りだされたこの肉体が、空っぽの木彫り人形になってしまったような喪失感も……。

「女だ」

「女の灰色狼だ。いや、狼と我が国の貴族の血を混ぜた、ちいさな怪物……」

　娘！

　わたしの、娘……！

　鎖に繫がれた手を伸ばした。

　踊り子仲間──ブルネットのグラマー、陽気で楽しくて、優しいあのジンジャー・パイが語ってくれた、愛するものを守る、おおきな手。大人の手。

　そうなったはずのわたしの両手は、しかし青白く、老婆のように瘦や

 せ細って、細い血管が無数に浮き出ていた。産声を上げるちいさな娘が、わたしの魂が、医者の手で容赦なくどこかに連れ去られていくのを、止めることさえできない。抗議するように喉のど

 をぐるぐると鳴らすが、獣の啼な

 き声が低く響くだけで、人の言葉は、塔に監禁されてからの長い時間でとうに忘れたのか、一言も出てこない。

　ぐるぐると唸うな

 りながら、娘を呼ぶ。

　母の声が届いたかのように、娘が激しく泣き始めた。

　夜を裂くように、ひどく悲しげに。

　貴族の男たちが、先を争うように扉に向かう。わたしはまた一人になる。鎖が音を立てる。青白い、ちいさな、無力な二本の腕が、虚空に向かって、瘦せた獣のかぎ爪のようにむなしく伸ばされる。

　わたしは叫ぶ。

　お願いだ。その仔と引き離さないでおいてほしい。わたしと、わたしの魂を、遠く離れたところにおかないでほしい。

　愛する娘よ！

　──うぉぉぉぉぉぉぉぅ！


　塔が震えるほどの声でわたしは吠ほ

 え続けた。

　わたしの魂のかたまりよ！

　──うぉぉぉぉぉぉぉぅ！






　どこからかまた賛美歌が聞こえてくる。





　決壊した河川のようにあふれた涙が、視界を次第に覆いつくしていった。






　第三章　青い炎
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「もうすぐ、クリスマスなのよねぇ」

「えっ？」





　──ソヴレムの街角。

　冬とはいえ、山間部とちがって、雪がどっさり積もっているわけでもなく、車も馬車もなんなく道を走っている。道行く人の息は白く、街路樹もほとんど葉を落とした裸の姿で寒々としている。

　大通りから何本か小こう
 路じ

 を曲がって、辿たど

 りついた薄暗い一角。大通りの店とちがって、ショーウインドウも寂しげに埃ほこり

 がかかり、人通りもまばらである。だがよく見ると、アラブ風の焼き菓子がぎっしりと並ぶ飾り窓や、いかにも掘り出し物がみつかりそうな古カメラ屋、ポージングをした木製のマネキンたちが手招きしているように見える仕立て屋の窓など、興味をそそる店がたくさん並んでいた。ゆっくりと散策すれば、なかなか楽しい日曜の午後になりそうな風景だ。

　その道をすたすたと歩く一弥のとなりで、セシル先生が、寝巻きが見えないようにとコートの前ボタンを留めたり、裾すそ

 をひっぱったりして気にしながら、

「クリスマスの買い物、この辺りでできたら楽しいわねぇ。ソヴレムが村のとなりにあったらいいのになぁ」

「なにかと思ったら、クリスマスのお話ですか。でも先生、いまは……」

「いや、あのね。久城くんに教えてあげるけど、クリスマスは、じつはあなたにとっても大事なことが一つある……」

「あっ、この店のようです、先生」

　一弥が一軒の店を指差した。セシル先生は口を閉じて、でもその口をまたぽかんと開けた。続いて、手の甲でよだれを拭ふ

 くようなしぐさをした。

　店の看板には、よく茂った小麦と焼きたてパンの絵が描かれていた。〈サムのパン屋　──そりゃ、おいしいさ！〉と誘うような文句も。ガラスの飾り窓の向こうには、なるほど、おおきなフランスパンにやわらかそうなブリオッシュ、たっぷりの具をはさんだボリュームあるサンドイッチの山が、陽気なサムの分身だというように、こっちを向いて鎮座していた。

「おいしそー」

「ここにいるサムさんに話を聞きましょう。なんでも……〈下町のブルーローズ〉の熱心なファンだったということですから」

「あぁ、そうだったわね」

　一弥は礼儀正しく背筋を伸ばして、店に入った。

　かららんころん、と扉につけられた鈴が気持ちのいい音を立てた。

　繫ぎのズボンをはいて同じ色の帽子をかぶった、針金のように瘦せた男と、エプロン姿の、まるまると肥えたおかみさんが同時に顔を上げて「いらっしゃい！」「そりゃ、おいしいさ！」と叫んだ。

「あの、すみません。ぼくたちは客ではなくて」

「えっ。じゃ、なんだい？」

「じつは〈下町のブルーローズ〉こと、ニコル・ルルーさんのことを調べてるんですが」

　したまちのぶ、の辺りで、瘦せた男、サムの顔色が真っ青になった。あわてておかみさんのほうを振りかえり、また一弥を見て、パンの山を見て、またおかみさんのほうを振りかえった。

　続いて敏びん
 捷しよう

 な動きで一弥に飛びついてきて、

「君っ。なんだね、もっと小声で頼むよ。俺、カカァに蹴け

 っ飛ばされちまう！」

「えっ、すみません、あの、その……」

「ずいぶん大昔の話だよ。二十年以上も前の。でも、カカァの焼きもちってぇのは、名画や名曲並みにはるかな時を越えるもんだからなぁ。……君、ちょっと！」

　セシル先生のほうを見る。

「パンの種類だのなんだの質問して、うちのカカァの気をしばらくの間、そらしておいてくれよ」

　頼まれるまでもなく、セシル先生はおいしそうなサンドイッチに釘くぎ
 付づ

 けになっていた。サンドイッチならついさっきも食べていたのに、と不思議になりながらも、一弥はセシル先生に「じゃ、お願いします」とささやいた。

　セシル先生はまたよだれを拭くようなしぐさをして、

「うん、わかったわ」

　とうなずき、おかみさんの傍に寄っていった。

「あの～、すみません～、パストラミのサンドイッチはありますか～。あと、こっちのブリオッシュ生地に入ってる赤い粒々は、蛇へび
 苺いちご

 ？　それともラズベリーのジャムかしら？」

「えーっ。よくわかったねぇ。これは蛇苺だよ！　めずらしいだろ？」

「やっぱり！」

「……あんた、只ただ
 者もの

 じゃないねぇ？」

「ふふ。教師ですからパンにはうるさいんです。じゃ、こっちの肉パイは豚？　雉きじ

 ？　それとも……」

　張り切って腕まくりをして、セシル先生に説明し始めたおかみさんを背に、一弥はパン屋のサムといっしょにそっと店を出た。





　サムが、一弥と連れ立って小路を歩きながら、身振り手振りをくわえて熱弁をふるっていた。

「大ファンだったよ、そりゃ。すごく明るくって、顔もかわいくてさ。スタイルもばつぐんで！」

　なつかしそうに目を細めながら、続ける。

「本物のココ王妃が、人工的につくられた幻の青い薔薇ばら

 だとしたらさぁ……」

「ええ」

「〈下町のブルーローズ〉ちゃんは、まるで青い炎さ！　ばりばりっと音を立てて、毎晩、愛に燃えてるんだ。歌っても踊ってもピカイチだしよ。そのうえ、通いつめてくるファンにも愛想がよくって。楽屋口で待ってたら、ぺちゃくちゃ立ち話もしてくれたよ。焼きたてのパンをよくプレゼントしたなぁ。あらありがとって、その場でガブッとかぶりついて、すっごくおいしいじゃないのよって笑ってくれるのさ。ほっぺたや顎あご

 に……」

　と、節くれだった指で自分の顔を指差してみせて、

「よくパン屑くず

 がついたままでさぁ。姐ねえ

 さん、ついてるよって、当時はまだ俺も若くって純情だったもんだから、どきどきしながら指を伸ばして、パン屑を取ってやったことがある。あのときのニコル・ルルーの頰の、燃えるような熱さを、いまでも指が覚えてるよ。命に直接、触れたって感じがした。賭か

 けてもいいさ。あの瞬間の俺を、神さまが後ろから見ていたってね」

　自分の熱弁に気づいて、ふいに照れたように顎をかいた。

「つまり……あの子に惚ほ

 れこんでたんだ、俺ぁ」

　それからうつむいて、さびしそうに、

「なにしろ二十四年も前の話さ。踊り子のニコル・ルルーも、客の俺も、びっくりするほど若かった」

「じゃ、サムさんは、当時のニコルさんをよく知ってるんですね」

「といっても、俺はファンの一人でよ。劇場でショーを見るだけの間柄だったからなぁ。でも、あれがすこぶるいい子だったのは確かさ。目を見りゃ、わかる。明るくて、飲のん
 兵べ
 衛え

 で、善良な、あの子の魂。夜しか会ったことないけど、不思議と太陽みたいな感じがしたな。だからいまでも炎のイメージだ。男はみんなそこに惹ひ

 かれた。下ロウ・ヴ
 町イレツジ

 のやつらはみんな、こっちのブルーローズのほうがずっと好きだったぜ。なにしろ王宮の奥にいるココ王妃なんて、きれいで高貴なのは確かだけど、ほんとうはどんな子なのかぜんぜんわかんないもんな。ま、あっちだって、知ってみりゃけっこういい子だったかもしれないけどよ」

「ニコル・ルルーは〈ファントム〉の踊り子だったけれど、一九〇〇年にとつぜんいなくなった、と聞いているんですが」

「あぁ」

　と、サムはふっと悲しそうな顔になった。

「詳しい事情は知らないけど、ショーに出なくなっちまってねぇ。心配したよ」

「えぇ」

「まさか、あんなに早く死んじまうなんてなぁ！　誰よりも元気な子だったのによ。いまだに信じられないねぇ！」

「……死んだ？」

　一弥は足を止めた。

　問われたサムのほうもおどろいて、「なんだ。知らなかったのかよ。ニコル・ルルーはとっくに死んでるんだぜ」と言った。

「どういうことですか？　ぼくが調べた限りでは、一九〇〇年から行方不明になってる、と……」

「このさきの墓地に墓がある。ニコル・ルルーのね」

　サムは悲しそうにうつむいて、つぶやいた。節くれだった指で、ちいさな教会の尖せん
 塔とう

 を指差して、

「俺もたまたまみつけたんだ。店から近いし、牧師先生の家にうちのパンを卸してるしね。ニコルが〈ファントム〉からいなくなっちまってから、三年ぐらい経ったときかなぁ。近道して墓地を通ったときに、たまたまみつけたんだ。墓石に、ニコル・ルルーって確かに書いてあった」

「まさか」

「ほんとさ！　俺ぁ、泣いたよ。だけども、ぐちゃぐちゃ涙を落としたりするのも性に合わねぇし。だいいちニコルのほうもよ、湿っぽいのはめっぽう苦手って子だったからな。どっちも涙と花束なんて柄じゃねぇなぁと思ってよ、パイの山と赤あか
 葡萄ぶどう

 酒の瓶をおいて弔ったよ。ニコルは葡萄酒が好物で、生きてるころは、毎晩浴びるように飲んでたからねぇ」

「そうですか……。しかし、ほんとうに……」

「あぁ。あの世でも飲んで、食って、歌って踊っててよって祈った。……俺とニコルの話は、それで終わりさ」

　サムは肩をすくめた。

　遠い昔を思いだすように、細い目をさらに細めて、

「つまり、ただそれだけの間柄だったんだ。あのころの俺と、青い炎みたいだった、あのものすっごくきれいな女の子とはなぁ」

　ぴゅうっと冬の風が吹いた。

　遠くでかすかな音がしたので振りかえると、サムのパン屋の扉が開いて、セシル先生が出てきた。一弥は手を振り、ついで眩まぶ

 しそうに目を細めた。

　きらきらと眩しい日射しが、舗道にやわらかく降りそそいでいた。





　サムと別れて、セシル先生と合流する。

　ちいさな教会に続くゆるやかな坂道を、連れ立って歩く。よく見ると木々の枝にちょっとだけ雪が積もっていた。二人の息が白く染まっている。

　大人用のカラフルなマフラーをぐるぐる巻いた子供が、元気よく走ってきた。その後ろを、乳母らしき女の人が一生懸命、追いかける。子供の息もまた白かった。

　枯れ枝が風にかすかな音を立てた。

　一弥は、セシル先生がたっぷり買いこんだ焼き立てパンの山が詰めこまれた紙袋を、両手で抱えていた。前が見えないほどおおきな袋だ。

「先生、それにしてもずいぶんパンを買いましたね」

　セシル先生が頰を赤くした。

「だって、久城くんとサムさんがなかなかもどってこないもんだから。間がもたなくって、あれはこれはって質問したり、レシピを聞いたりしているうちに……。その……」

　ずれた丸眼鏡を直しながら、

「どんどん、ほしくなっちゃって」

「こんなに食べ切れるんですか、先生」

　からかうように言うと、

「いいもん。友達のゾフィへのお土産にするから」

「寮母さん？　でも……」

　セシル先生はちょっと表情を曇らせて、足元の小石を蹴け

 っ飛ばした。

　小石が坂道をころころと転がっていった。

「わたしね、ソヴレムに行くときは、ゾフィと誘いあって出かけることが多いのよ。でも今朝は緊急事態だったから、一言も告げずに出かけてきちゃった。一人でソヴレムにきてるって知ったら、どうしてあたしも誘わないのって怒りそうなんだもの」

「あの……」

　セシル先生は首をかしげて、

「だいたい、あの子ってちょっとわがままなところがあるのよね。一人で出かけたっていいはずなのに、案外寂しがりやなもんだから、いつも誘ってほしがるの。そのわりに威張るしねぇ」

「寮母さんなら、いまソヴレムにいますけど……」

「……はぁ!?
 」

　セシル先生の顔がみるみるおそろしい形相に変わった。一弥は逃げ腰になって、

「なな、なんですか、その顔！　どうして怒るんですか！　わからない……」

「ゾフィが？　どうしてよ！」

「えっと、たしか、その……」

　一弥は思いだしながら、

「今朝の新聞に、〈ファントム〉でお芝居がかかるって記事が載っていて。寮母さんは子供のころからココ王妃のことが大好きで、ブロマイドを集めたりしていたとのことで」

「ふんっ。あの子ってば、そういう女々しいところがあるのよね！」

「女々しい!?
 　それは言いすぎです。趣味とは、万人の自由……。与えられし、人権……」

「とにかく、ゾフィはソヴレムに一人できてるのね？」

「いや、ぼくと一緒にきましたけど……」

「久城くんとぉ？　親友のわたしじゃなくて、去年、留学してきたばかりのあんたと!?
 」

「こらっ！　あんたって呼ぶのはやめてください！　生徒に向かってそんな言葉遣いはよくありません。だいたいですね、セシル先生はいつも……」

「あの子ったら、案外、意地悪ねっ。どうしてわたしを誘わないのよぅ！」

「えぇと……」

「この、わたしをー！」

　と、セシル先生は仁王立ちして、ベテランのオペラ歌手のように迫力満点で、腹から叫んだ。

　一弥は呆あき

 れた顔をして、

「……誘わなかったって怒ってるし、威張ってるし。さっきのって、まるで自分のことじゃないですか、セシル先生。……痛い！」

　片足立ちになって、跳びあがる。

「生徒を蹴った！　横暴だ！　断固、抗議するっ！」

「もう、知らない。ゾフィも久城くんも、大きらいっ」

　一弥は怒る寸前のような顔をしたけれど、やがてふっと笑顔になった。

「もしかして、それって焼きもちですか。女の人って、大人になってもそんなに焼きもちを焼いたり、怒ったりするものなんですね。いまのいままで知りませんでした」

「ふんっ」

　と、話しているうちに教会についた。

　ちいさな建物で、尖塔が尖とが

 って冬の空に向かっていた。丸っこい鐘が風に揺れているのが遠く見えた。

　裏庭にある墓地もこぢんまりして、どこかかわいらしかった。小ぶりな十字架がぎゅうぎゅうと並んでいて、きれいな花輪がかけられたり、お菓子が添えられていたりした。

　パンの山を抱えて身動きが取れない一弥に代わって、セシル先生が墓地の端っこからずっと、墓石の文字を読んでいった。

「これもちがう。これも……」

　冬枯れの木が寂しく揺れた。

　過去からの声のように。

　小さな子の墓、老人の墓、兄弟たちの墓……。おおきくて立派な十字架、かわいらしいデザインの、そしてささやかな十字架……。それらが重なりあって、過去からの風を静寂の中でただ受けとめていた。

　一弥がふと気づいて、

「先生、そういえば墓地は怖くないんですか？」

　と、問いかけてみた。

「あれっ、セシル先生？　あの？」

「うっ！」

　一瞬、セシル先生は丸眼鏡に手をかけて、逃げようとした。

　風がびゅうっと吹いた。

　それからセシル先生はふるふると首を振った。肩までの髪の毛が、子供のそれみたいにやわらかくひろがって、また顔の周りにゆっくりともどってきた。

「怖くない！　だって、久城くんと一緒にヴィクトリカさんのお手伝いをしなきゃ」

「えぇ」

「わたしなんかじゃ、たいして役に立たないけど。それはわかってるけど。でもね」

「先生……」

「今回はなんだかいやな予感がするの。むずかしいことは、わたしにはわかんないんだけどね……。とにかく、みんな一緒に聖マルグリット学園にもどりたいと思うの。だから怖くない。先生、考えたけど……」

　セシル先生は遠い目をして、

「お化けより、超常現象よりもっと怖いのは、現実の世界で、大切な人を永遠に失うことよ」

　遠くで獣が啼な

 くような不気味な音が響いた。

　冬枯れの風の音だろうか。それはかすかなものだった。

　枯れ枝が揺れて、凍りついたような茶色い葉を一枚、ふたりのあいだに落としてきた。

　カサッ、カササッ……と、枯葉がささやく。

「ここに眠ってるのは、失われた人たち。死者。そして、彼らを大切に思っている人たちがいる。怖がっちゃ失礼よねぇ、うん」

　風にセシル先生のブルネットがふわりと舞いあがった。

「だから、がんばろう。久城くん」

「えぇ、先生」

「あっ……。あった！」

　セシル先生が、ひとつの十字架の前で息を飲み、指差した。

　あわてて一弥は、パンの山を抱えたまま走りよった。

　ちいさな墓地のちょうど真ん中に、死者になってもみんなの前で歌って踊るのが好きなのだというように、ひとつの墓が鎮座していた。十字架はちいさくて目立たないものだったけれど、葡萄ぶどう

 酒の瓶やお菓子がたくさん添えられていて華やかだった。

　一弥とセシル先生は並んで、同時に墓石を読みあげた。






　　〈ニコル・ルルー

　　金と青のかわいい小鳥

　　永遠にここに眠る〉







　その下に生没年も彫られていた。






　　〈一八八一年～一九〇〇年〉







「なんだって!?
 」

　一弥が思わず、叫んだ。

「ニコル・ルルーは一九〇〇年に、新聞広告に惹ひ

 かれて科学アカデミーが主催した面接に出かけ、それっきり消えたという。それがいつのまにか死んで、墓に埋められている。しかも、消えたその年──一九〇〇年に、死んでいたのか？」

　風が吹いた。

　枯れ枝が不気味な音を立てて揺れた。教会から鐘の音が響いてきた。心臓を震えさせるその音。一弥の唇が固く閉じられ、漆黒の瞳ひとみ

 が闇で企たくら

 む何者かを睨にら

 むようにきゅっと細められた。

　枯葉がまた一枚、こんどは音もなく落ちてきて、風にさらわれて遠ざかっていった。






　　２






　さて、そのころ劇場〈ファントム〉では……。





「ふぅむ、この衣装はこういう裁断になっているのか。勉強になるな！」

　一階の大劇場の舞台袖そで

 で、ブロワ警部がしゃがみこみ、若い女優のドレスの裾すそ

 を引っぱったり裏返したりしては感嘆の声を上げていた。

　女優のほうは気にもせずに、片手にした台本に目を落としては最後の予行練習に余念がない。

　粗末な木椅子に、場違いなプリンセスのようにふっくらと腰かけたヴィクトリカが、その様を不気味そうに眺めていた。

　豪ごう
 奢しや

 な赤と白のドレスに、薔薇ばら

 のつぼみのようなピンクのミニハット。金色の髪がしどけなく床に垂れて、天上の蛇のようにとぐろを巻いている。指先に陶製のちいさなパイプ。膝ひざ

 の上には、生きている不思議な飾りのように、白い鳩が目を閉じ、ちいさな玩がん
 具ぐ

 の如き翼を休めている。

　それ自体がめずらしい異国の宝石のような、ちいさくてうつくしい顔を、ふいにくしゃっとしかめて、

「兄上様は、今日はいつにも増して変質者的なご様子だなぁ。いったいなにをしているのだろうなぁ」

「うるさいぞ、ヴィクトリカ。……ふむ、ふむ。このレースは裏から仮縫いしてあるだけなのだな。いまにも取れそうだ。なぜだろう」

「グレヴィール。知恵の泉を使って教えてやるが、それはおそらく……」

「なんだ？」

「つぎにべつの舞台がかかったときに、ドレスからレースだけをはずし、べつの衣装に再利用するためだろう。見たところ、彼女たちの衣装は一見、きらびやかだが、じつは安くて丈夫な布でつくられているようだ。おそらく、照明を浴びたときに豪奢に見えるよう、レースや真珠、飾りガラスなどだけ、ところどころ高価なもので飾られている。安いドレスのほうは消耗品で、飾りだけが本物のフランスレースや……」

「おい、貴様。そんなどうでもいいことにせっかくの知恵の泉を使うな」

　ブロワ警部がうるさそうに鼻を鳴らして、答えた。

　それから、

「……あっ、しまった？」

　ぞっとしたような顔でゆっくりと振りかえった。無表情で自分を見下ろす妹の目つきに気づくと、あわてて、

「睨むな！　怖いから、やめろ！　ちょっとぐらいおまえにからんだからといって、命までとるような目つきで、黙ってこっちを見るんじゃない！」

「どうして、ドレスに興味を持って、引っぱったりめくったりしているのだ？」

「いや、それは、その……」

「言わなくてもわかる。おおかた、村の警察署の棚に大切に飾っている、人形たちの衣装を手作りしようとしてるのだろう。気味が悪いな」

「そうやってなんでもたちどころに見抜くな！　狼め！　あぁ、もう。しかしそんなことはどうでもいい」

　ブロワ警部は立ちあがった。

　ドレスの裾を握ったままだったので、女優のドレスがめくれて、なまめかしい長い脚と黒レースのガーターベルトが丸見えになった。とたんに女優が、台詞せりふ

 を読みあげながら、ハイヒールの踵かかと

 でブロワ警部を蹴け

 っ飛ばした。

　警部は飛びあがって、しばし無言で苦く
 悶もん

 した。

　舞台には明るい照明が当てられていた。さっきまで裏にあった王宮の大道具がすでに組み立てられ、華やかな空気に包まれている。それとは対照的に、舞台袖は薄暗くて埃ほこり

 っぽかった。あまった木材で適当に作られたような、粗末な机。何十年も前からそこにあるらしき木椅子。触れたり座ったりすると、ギーギーと鳴った。舞台俳優という、華やかでそのくせどこかおそろしい仕事を選んだ者たちの、たくさんの人生の光と陰を見るようだった。

　舞台袖に、衣装に着替えた俳優たちが集まっていた。体操をしている者や、一人で台詞を確認している者、同じ場面に出演するどうしで読みあわせる者たちなどが点在している。初日の緊張感と、プレッシャーと、いつまでも消えることのない舞台への憧あこが

 れが、どれが誰の感情なのかひどく混乱したまま、空気の中に濃密に溶け、互いの心に影響を与えあっていた。

　まばゆい光にあふれた舞台の、袖。

　光のすぐ横の、陰。

　二人組になって手をつなぎあい、引っぱったり、押しあったりと準備体操をする若い女優がいた。ブロワ警部が気づいて、ヴィクトリカに向かって、

「おい。あれが、ココ＝ローズの役に抜ばつ
 擢てき

 された若手女優だぞ」

「どっちがだね」

　ヴィクトリカが物憂げに問う。

「それが、両方だ」

「と、いうと？」

「王妃だけが二人一役なのだ」

　ヴィクトリカの瞳が一度、閉じられた。

　もう一度、ゆっくりと開かれたときには、爛らん
 々らん

 としたつめたい炎が瞳の奥にかすかに宿っていた。

　ブロワ警部はその変化に気づかず、

「劇場に着いたとき、入口のところで記者会見をやっていてな。わたしも参加したのだが、意地悪な記者たちのいろんなお尻しり

 によって弾はじ

 きだされてしまった。あれはすごい連係プレーだったなぁ。男たちの、瘦や

 せたお尻や、太ったお尻、硬いお尻に、シフォンケーキみたいにやわらかなお尻……。それらによって、ぽん、ぽん、ぽんっと……。地中海沿いの避暑地で、夏にやったことのある、ビーチバレーのボールのように飛ばされて、気づいたら舗道に倒れていたのだ。むむ、悔しい！」

「ばか兄貴にはいい薬だ」

「おっ、おまえは何様なんだっ。威張るわ、見抜くわ、ちっちゃいわ、まったく末恐ろしいやつだな……」

　ブロワ警部は憎々しげにヴィクトリカを睨んだが、すぐに立ち直った。こんどは張り切ったように、

「よし、さっきお尻に邪魔された記者会見の続きといこう。記者たちはここまでは入れないからな。ざまぁみろ」

「ではわたしも付きあおう」

「えっ!?
 」

　ブロワ警部はいやそうに振りかえった。

　しかしもうそのときには、ヴィクトリカは粗末な木椅子から立ちあがっていた。ちょこちょことした動きで舞台袖を横切っていくと、体操中の女優たちに「おい、君たち」と声をかけた。

　二人はびっくりしたようにヴィクトリカを見下ろして、ついで同時に、

「かーわいいー！」

「なに、この子！　お人形ちゃんみたい！　お嬢ちゃん、いくちゅでちゅか？」

「……百十四歳だ」

　ブロワ警部は顔をしかめてやきもきしていたが、やがて仕方ないというようにため息をついた。それからヴィクトリカの後に続いて、女優たちのいる壁際にそろそろと移動していった。





「そうなの。二人一役なの」

「わたしが昔のココ王妃。で、こっちが……」

　女優たちは確かによく似た姿形をしていた。二人ともちいさな丸顔で、くりくりした青い瞳ひとみ

 が愛らしい。美人というよりもかわいらしいタイプ。立派な大人の女性なのに、どこかまだ少女の残り香がした。寂しそうで、繊細そうで、そのくせやけに悪戯いたずら

 っぽく目を輝かせている……。

　長い髪が眩まぶ

 しい金色に瞬いているが、よく見ると片方は、根元からブルネットがちょっとだけ覗のぞ

 いていた。もともとは濃い色の髪を、舞台に合わせて染めたらしい。

　髪を染めているほうの女優は、胸元が開いたふわふわのシフォンのブルードレスを着ていた。ヘアスタイルも自然に後ろに垂らしている。

　もう一人は、袖そで

 が四角く膨らんで、首元までレースで覆われた堅苦しい青いドレス姿だった。もう二十年以上も前に流行したものだった。髪もまた昔風に高く結いあげていた。ブロマイドなどでソヴュールの国民が見慣れている、ココ王妃らしいスタイルだ。もともとはフランス風の形らしい。当時はココ王妃を真似して、ソヴュール中の若い娘が髪を金に染め、高く結いあげたものだった。それもまたいまは昔のお話だ。

　昔風の髪型の女優のほうが、まず自分を指差してから、もう片方の女優を差して、

「こっちが、カントリーハウスに引きこもってからの、つまりは一九〇〇年以降のココ王妃をやるのよ」

「王妃はその生涯の途中で、悲しみのあまりとっても変わってしまったから。それを表現するためにべつの女優を使うんですって。斬ざん
 新しん

 な演出でしょ？　わたし、痺しび

 れちゃった！」

「ねっ。でも、同じ人に見えるようにって、わたしたちずっと一緒に稽けい
 古こ

 してたの。すっかり仲良くなっちゃったぁ」

「ねっ」

　楽しそうにくすくす笑う。

　稽古の成果か、もしくはもともと似ているのか。二人は笑い方もまるでそっくりだった。

　ヴィクトリカが、鏡像のような女優を見上げて、

「役作りには苦労したのかね」

「そりゃあね。同じようにするところと……」

「王宮のココ王妃と、カントリーハウスのココ王妃で、変えるところがあってねぇ。いろいろ相談したわ」

「王妃を知ってた人たちに、話を聞かせてもらったりね」

「ふむ。たとえば？」

「えっとぉ……」

　王宮のココ王妃のほうが、右手をほっぺたに当てて、左腕を水平にして、その左手の甲に右ひじを当てて頰ほお
 杖づえ

 をつくようなポーズをした。

　そのままずーっと黙っているので、ヴィクトリカがきょとんと見ていると、横からブロワ警部が、

「ブロマイドだ！」

「そうっ」

　女優がうなずいて、うれしそうに、

「当ったり！」

「なんだね、それは」

「おまえは子供だし、それに街を歩かないから知らないだろうがなぁ。ヴィクトリカ」

「歩かないのではない。歩けないのだ」

「うっ！　こほん！　とにかく、輿こし
 入い

 れした直後に売られたココ王妃のブロマイドは、ぜんぶこのポーズだったのだ。どうも彼女の癖らしいな。といっても、気難しそうではなく、まるで窓辺で小鳥と話しているような物憂げな表情でな。すっごく、かわいかった！」

「兄貴が言うと気持ち悪いなぁ」

「……」

　ブロワ警部は口を閉じて、じっとりした目つきで妹の頭頂部を睨にら

 んだ。

　それから気を取り直したように、

「そのポーズを取ったとたん、みんなが知っているココ王妃に変身するな。お見事！」

「で、わたしのほうはね……」

　カントリーハウスの王妃のほうが、ぱっと同じようなポーズを取った……が、首はがっくりと捻ねじ

 れて、左腕もぐにゃぐにゃしていて、まるでもう死んでいるかのように目にも力がない。

　しばらくじっとしてから、ぱっと向きなおった。と、瞳にたちまち、いきいきした若い光がもどった。

「元気がなくなって、静養のためにカントリーハウスに移ってからの王妃よ。落ちこんでるの、とか、悩んじゃってる、なんて台詞せりふ

 の説明なしに、ただ演技だけで王妃の心の変化を表現するの。そいつが女優の腕のみせどころ！」

「そうよね！」

　と、もう一人も笑ってうなずいた。

　それから二人並んで、右の王妃は物憂げに、右手のひらにかわいらしいほっぺたを預け、左の王妃は亡霊のように真っ青になって、右手のひらに生首のような重たげな頰をのせ、力なく虚空を睨んだ。

　その姿で、二人して、じーっとする。

　気け
 圧お

 されて、ブロワ警部が「ブラーヴォー！」と拍手した。となりでヴィクトリカもまた、いつになく素直に感動したというように、ぷくぷくしたちいさな手のひらを合わせて乾いた音を立てた。

　二人の女優は、同時に素の表情にもどった。ふいに魔法が解けたように。

　それからにこにこして、丁寧に舞台風のお辞儀をしてみせた。

「どぅお？」

「すごいな、君たち！」

「一説によると、王妃は一九〇〇年ごろにルパート陛下の子供を身み
 籠ごも

 って。皇太后陛下からも、跡継ぎが生まれるって期待されてね。でも残念ながら死産だったらしいって……。真意のほどはわからないけど、深く落ちこんだ王妃と国王陛下との溝がさらに深まって、ついに、静養のためと称してカントリーハウスに追いやられたって話もあるわ。でも、難しいのよねぇ」

　二人は顔を見合わせた。

　ヴィクトリカが「どうしてだね」と聞く。

「だってね。ココ王妃のことを、この国の人はみんなよく知っている。それに、亡くなってからもう十年も経つのに、いまだにすごく人気があるわ。なにしろこういう舞台が再演されるぐらいだし、ね……。内気で、繊細で、かわいくっておとなしくって……。きっとみんな、年配の人なら自分の娘のように、若ければ妹のように、もしくはお友達のように、ココ王妃を身近に感じては案じていたのよ。だからこそ、難しい。みんながそれぞれの胸で大切に記憶して、そのくせ誰も、じつはどんな女性なのかよく知らない、ココ＝ローズという謎を演じるのは、ね」

「それだけじゃあないわ」

　もう一人が後をついで、語る。

「貴族のおとなしい女の子が、異国の王に嫁いで、異文化になじめなくて苦しんだ。出産に失敗してますます立場が不安定になった。そういうことなら、わたしたち、彼女の苦しみを理解できると言うとおこがましいけど、演じる方法を探すことはできる。でもね、一方でココ王妃には、無視できないほどおかしな噂がある……」

「オカルトへの耽たん
 溺でき

 と、夜遊び癖。だな」

「そうよ。だって、なんだかおかしいわ！」

「ね！」

　二人がそろってうなずいた。

　舞台から大道具が立てるおおきな音が聞こえてくる。演出家の声も。照明のテスト中なのか光の色と濃淡がめまぐるしく変わった。くらっ、と目眩めまい

 がするようだった。

　王宮のほうの女優が、

「輿入れした直後から、不安のためか、オカルトに凝っていたって。不思議な錬金術師に傾倒して、仲がよすぎた、という話もあるわ。信しん
 憑ぴよう

 性はないけれど……国王ではなく、錬金術師を愛していたのだ、とまで語るひともいる。なんでも、錬金術師もまたどこか異国からきた旅人で、異邦エトラ
 人ンゼ

 どうしだからと心を許してしまった、とね」

「なるほど。そこを考慮すると、より複雑な役作りになってしまうというわけだな」

　ヴィクトリカがうなずく。

　もう一人の、カントリーハウスのほうの女優も、

「それに、王宮を離れて静養し始めてからの逸話だって、よく考えると不思議だわ。王宮を離れたときはすっごく落ちこんでたっていうけど。でも、カントリーハウスで静かに暮らし始めて、数年後。夜の街で遊んでる目撃談が、タブロイド紙をやたらと賑にぎ

 わせるようになったのを知ってるでしょ。いったい、元気がないのか、それともあるのか、よくわからないのよねぇ。内気でおとなしかったひとが、晩年、どうしてそんなに変わっちゃったのかしら。じつはなにかきっかけがあったのかな。でも、それがわからなくって悩んじまうのよ。もぅ、どっちなのよ、って！」

「なるほど。二人目のココ王妃もまた役作りが難しいというわけだ」

「そうよぉ」

「たいへんなの」

　二人の女優は同時に言って、それぞれ右と、左に、ぐらっと首をかしげてみせた。

　ヴィクトリカは、手近な木椅子にのっそりと腰かけた。すでに百年の時を生きた老人のように、ゆっくりとした動きだった。

　ブロワ警部がじっと見下ろしている。

　ヴィクトリカは誰にともなく、

「確かにそうだ。ココ＝ローズには昔からおかしな二面性があった。おとなしくてかわいらしい、ごく普通のフランスの女の子が、若くして異国の国王のもとに嫁ぎ、脚光を浴びた。その不安のあまりか、怪しげな錬金術師に強く頼ったという」

「うむ、そうだ」

　傍らで、ブロワ警部が重々しくうなずいた。

　ヴィクトリカがうるさそうに、

「変質者め。わたしの思考の邪魔をするな」

「むっ！　ぐっ！」

「王妃はプレッシャーのあまり、アブサンという強い酒をよく飲んでいたという話もある。フランスから連れてきた、自分とそっくりのメイドとしか、心を開いて話すことがなかった、とも言われている。そして晩年の謎の醜聞……。夜遊びの日々……」

　ヴィクトリカは、再び準備体操をし始めた二人の女優をじっとみつめた。

　その瞳ひとみ

 は、なにかを恐れるようにひどくつめたく瞬いていた。

「しかしそれにしても、だ。どのような話が洩も

 れ伝わっても、ココ王妃の人気は衰えることがなかった。国王は当時どう感じていたのだろうかな。なにしろ王位を継承したルパート陛下より、異国からやってきたただの女の子のほうが、国民から深く慕われていたのだ。ふむ……」

　と、遠くを見上げる。

「ココ王妃の人気は、おそらく、彼女が弱くて不安定な女の子だったからなのだろう、とわたしは推測する。人の心とはまことに不可思議なものだ。あるときは完全な美を、正しさを、強さを求めてやまないが、その同じ人間が、またあるときは、弱くて、儚はかな

 く、不完全なものにひどく心を奪われてしまう」

「貴様はなにが言いたいのだ」

　ブロワ警部が苛いら
 立だ

 ったようにつぶやいた。

「いや。ただソヴュールの国民は、ココ王妃が輿こし
 入い

 れしてからの二十七年間、弱さや、まちがった行いや、怪しい噂、そして謎めいた殺され方……すべての矛盾を内包して王妃を愛め

 でてきたのだな、と思ったのだ。人間という存在自体を肯定するように。なぜなら、ソヴュールの国民一人ひとりもまた……」

「なんだ」

「弱く、儚く、ときにはまちがったことを繰りかえしてしまう……謎めいて不完全な存在だからだ」

「だが、自分だけはちがう！　貴様はどうせそう言いたいのだろうな！」

　と、ブロワ警部は憎々しげに妹を睨にら

 みつけた。

「いや」

　ヴィクトリカは言葉を切って、

「ちがわ、ないぞ……」

　ぷいっと顔をそむけた。

　さくらんぼのようにつやつやの唇をパイプにつける。パイプの先から白くて細い煙が上がっている。

　兄には聞こえないようにかすかな声で、低く……。

「わたしも、弱く、儚い、ひとりの人間だ。あぁ、わたしは、日々、そのことを痛感しているのだ……。いまこのときも……」

　それから、凍りついたように無表情のちいさな顔を、不安と心配でわずかに曇らせた。劇場の外に続く扉があるほうをゆっくりと振りかえる。

　なにか言いたげに、唇を動かす。

　くじょう、と呼んだようだった。

　だが声にはならない。

　寂しそうに、やがて目を伏せる。

　そのヴィクトリカのちいさな頭に……ふいになにかが……すっぽん、と音を立てて上から被かぶ

 せられた。





「……早く、取れ」

「この子を怒らせると、めっぽうおもしろいんだよ！　ちっちゃくって、夢のようにかわいらしいのに、おそろしい悪魔が乗り移ったかのように髪を逆立てちゃ、怒るのさ」

「その声はジンジャー・パイだな。なんだかわからないが、早く、取れ」

「ちっこい顔には似合わない、大人みたいに深刻な表情で考えこんじゃってるからさぁ。せいぜい元気にしてやろうと思っただけさ。陽気に生きて、歌って、踊って。それがいちばんだろ。さぁ、もう笑顔になったかい」

「なった。すこぶるご機嫌だ。だからはやくはずせ」

　真っ暗になった視界が、下から上にすこしずつ、またもとの舞台袖の慌しい情景を映すものにもどった。

　目の前にはいつのまにかジンジャー・パイがいた。皇太后陛下の厳いかめ

 しい衣装と舞台化粧という姿で、腹を抱えて大笑いしている。

　そのとなりに、同じく立派な服装をした、見目麗しい男の俳優ものっそりと立っていた。どうやら国王陛下の役をやるらしい。両手でおおきな王冠を持って、興味深そうにこっちを覗のぞ

 きこんでいた。

「やぁ！　ものすごくきれいなおちびさんじゃないか。ジンジャー・パイ、これが、君がさっき話してた、昔の踊り子仲間の娘さんかい」

「そうともさ。廊下に残っている、昔の肖像写真を後で見てごらんよ。母親とそっくりなんだ。まったく、びっくりするぐらいにねぇ」

　ジンジャー・パイが大声でからかうので、つぎつぎに俳優たちが集まってきた。好き勝手に、ヴィクトリカのほっぺたを突っついたり、リボンやミニハットを引っぱったりし始める。ヴィクトリカは癇かん
 癪しやく

 を起こして、「やめたまえー！」と怒るが、俳優たちは気にせず、「よくできてるなぁ。瞬まばた

 きしたぜ」「おい、人形じゃないみたいだぞ。生きてる、生きてる！」「かっわいいなぁ。ちっちゃくて、どこもかしこもぷくぷくだ！」といじり続けた。

　ブロワ警部が、危険を察知したのかとっとこと逃げていく。

　そうしていると、ヴィクトリカはまるで、埃ほこり

 にまみれた廃城に迷いこみ、中世の貴族の幽霊たちに取り囲まれたところのようだった。

　ヴィクトリカはしばし黙って、ちいさな肩を小刻みに震わせていた。

　だが、やがて本当に怒りだし、

「やめんか！　ばか！」

「ほらっ、怒るとますます母親にそっくりなんだよ。こうやってほっぺたをふくらまして、動物が威い
 嚇かく

 するように、金色の、夢のように長くて見事な髪を、逆立てて……」

　大笑いしていたジンジャー・パイの顔が、急にくしゃくしゃになった。

　国王役の俳優がそれに気づいて、ヴィクトリカのほっぺたをつついていた手を離した。脇に抱えていたおおきな王冠を被りなおす。

　さっき、ヴィクトリカの頭にすっぽり被せられたのがどうやらこの王冠らしいが、大人の男の頭にはちょうどのサイズらしく、上品に撫な

 でつけられた短い金髪の上にのった。そうすると俳優は、なるほど立派な国王そっくりに見え始めた。

「こらっ！　泣くなよ、ジンジャー・パイ。最近、あんたってばずいぶん泣き虫だぜ？」

　肩をたたいてなぐさめるが、

「だって、いなくなっちまったコルデリア・ギャロとあんまり似てるんだもの。この子がさぁ……」

　滂ぼう
 沱だ

 の涙がたちまちメーキャップを落としてしまう。俳優たちは大慌てで、ジンジャー・パイを取り囲んだ。

「黙ってても顔かたちが似てるが、怒るともっとそっくりなんだよ。きっと、魂が似てるんだね。あのなつかしい、大好きだったコルデリアと……」

「涙もろいのねぇ。昨日もべつのことで泣いてたじゃないの。もぅ、しっかりしてよ。ジンジャー・パイ。あんたはみんなのママンみたいなものなんだから。歌って、踊って、毎日陽気に、でしょ？」

「うん。だけどさ、みんないってしまう。ここでこうして元気にしゃべってる子たちもだよ。あたしを置いて、いつかみんないなくなっちまうんだもの……」

　まるで中世の幽霊たちのような、華やかな俳優の群れが、涙を拭ふ

 くジンジャー・パイをぐるりと囲んでどこかに歩き去っていった。

　あとにはヴィクトリカが残された。

　相変わらず、氷のような無表情のままそれを見送っていたヴィクトリカは、しかしゆっくりと顔つきをゆるめた。

　その瞳から、ちいさな涙の粒が一滴だけ流れて、落ちた。

　氷でできた彫像から、ただ水滴が落下しただけのように。

　唇をかすかに開いて、

「ママンとわたしは似ているのか」

　しばし天井を飛び回っていた白い鳩が、ゆっくりと旋回して、ヴィクトリカのもとにもどってきた。

　肩にそっととまる。

「怒りに燃えると、さらにそっくりなのか。なぜなら、魂が似ているから……？」

　鳩がぐるるる、と喉のど

 を鳴らした。

　うつむいて、ヴィクトリカはかすかに頰をゆがめた。笑ったようにも、涙をこらえたようにも見えた。

　舞台ではめまぐるしく光の色が変わり、スタッフの声も、あちらこちらからせわしなく飛び交っていた。
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　劇場の楽屋には、白粉おしろい

 の匂いが充満していた。

　ひどく粉っぽい空気に、汗、紫煙、人いきれも入り混じって、匂いまでが喧けん
 騒そう

 に包まれていた。四方に鏡や巨大なキャビネットがあり、もとは客用だったらしい、蔦つた

 飾りや猫足の部分が汚れたり折れたりした椅子が散らばっていた。脱ぎ捨てられた衣装や下着、ルージュで鏡に書かれた文字〈The show must go on!〉、そこらじゅうにあふれる、着がえや化粧の途中らしき、きれいな女優や踊り子たち……。

「ごほん！　ごほん！」

　一歩はいった途端に、一弥は煙と匂いに激しく咳せ

 きこんだ。さっきまで元気に走り回っていたのに、目眩めまい

 までして、ふらっとキャビネットによりかかった。

　なにかやわらかな感触がするな、と目を開けたら、そこには婦人物のシルクの下着がかかっていた。

　真っ赤になり、あわてて両手をまっすぐ上げる。

　ホールドアップしたまま固まる一弥に気づいて、女優の一人が「どしたの、坊や？」と物憂げに声をかけた。若いのに、お酒と煙草で半ば潰つぶ

 れた、しかしたまらなく蠱こ
 惑わく

 的な──夜の世界の声だった。

「はい、あのっ」

　手を上げたままそちらを見た一弥は、女優が上半身は王宮風のきらびやかなドレス、下半身は下着とガーターベルトだけで、長い脚を鏡台の上にのっけているのに気づいて、さらに赤くなった。天井を見上げて、困ったような声で、

「昔のことを知ってる方を、探してまして。えっと、一九〇〇年に、もうこの劇場にいらした方を……」

「へぇ」

　女が頭をかいてみせた。

「そんな昔っからいるってぇと、まずジンジャー・パイだろ。そのほかには一人、二人だねぇ」

「あのぅ、どなたなのか教えていただけますか」

「いいよ」

　とうなずいてから、

「いや、ちょっと待った」

　女優はおもしろいことを思いついたというように、楽屋中を見回した。

　いつのまにやら、煙管キセル

 を吹かしたり、髪をといたり、眉まゆ

 を描いたりしながら、女たちが聞くともなく二人の会話に耳を傾けている。女優はにやにやして、

「坊や、当ててごらんよ？」

「はい！　……はっ。なんですか？」

「だからさ、この中の誰が、そんな大昔からいる〝おばあちゃん〟か。ほらよっ、ちゃんと見なっ！」

　くわえ煙草で、一弥のほっぺたをつかむと、ぎゅむっと引っぱった。

　むりやり楽屋中を眺めさせられて、しかし一弥は途方に暮れた。

　どの女もうつくしくて肉感的で、それにしっかり化粧をしていて、区別が上手うま

 くつかない。黒髪に、金髪、赤毛。波打つロングヘアに、ストレートヘアに、ボーイッシュなショートヘア。瞳ひとみ

 の色も、青にグレー、黒、ブラウンとさまざま。顔つきもそれぞれにちがうけれど、年齢を当てることなどとてもできなかった。

　と、一弥の後ろからちょこんと顔を出したセシル先生が、たちまち、

「あの人と、あの人ー！」

　と、〝おばあちゃん〟を当ててしまった。

　指差された、上半身は木綿のブラジャー一つで、細い金鎖のついた眼鏡をかけて新聞を読んでいた、インテリ風の瘦や

 せた黒髪の女が、ぎくっと肩を震わせた。ついで、鏡に向かってブラシを駆使し、熱心に赤毛を逆立てていた肉感的なからだつきの女が、鏡越しに「ちっ」と舌打ちした。

「当たりだよ！　すごいね、お嬢ちゃん」

「教師ですから！」

　得意になって胸を張ってみせるセシル先生に、二人のセクシーな〝おばあちゃん〟がコッコッコッ……とピンヒールを響かせて近づいてきた。そして、

「なにを威張ってるのかな～」

「丸眼鏡の、ちちくさいお嬢ちゃん～」

　と言いながら、

「痛い！」

「わっ、ぼくもですか!?
 」

　右と、左から、セシル先生の髪をぎゅうぎゅう引っぱり始めた。ついでに一弥のわき腹も肘ひじ

 で乱暴に小突くので、二人は悲鳴を上げてしばし楽屋中を逃げ回った。





　赤毛の女が、煙草の先端を嚙か

 みながら、不審そうに聞きかえした。

「ブルーローズちゃんが、一九〇〇年に死んだ？　あんた、いったいなにを言ってんだい？」

　楽屋を出たところの、せまい廊下。なにかで使われた大道具の一部らしい、やけに豪ごう
 奢しや

 な寝椅子。テーブルは、使い勝手が悪いだろうにとおどろくほど低い。もしかすると俳優たちの動きが観客に見えやすいようにそう作られたのかも知れない。

　赤毛の女はテーブルにどっしりと腰かけていた。

　首を何度も振って、

「そんなはずないよ！　だってあたし、あいつに会ったもんね」

「えっ、会った？」

　一弥が聞きかえす。

　こちらは直立不動で、靴のつま先も礼儀正しくそろえている。かたわらにセシル先生がいて、さっき両方から引っぱられてくしゃくしゃになった髪のまま、ひどく真面目な表情をして、ふんふん、ふんふんとうなずいていた。

　赤毛の女は、一弥の後をついてきたウサギを抱きあげて膝ひざ

 の上にのっけながら、

「急にいなくなっちまってさ。いろんな噂があったけどねぇ。富豪に見初められて新大陸に渡ったとか。冒険家になってアフリカに行ったとか。いや、死んだとか、誰かが墓をみつけたとか、さ……」

「ニコル・ルルーのお墓が、確かに裏通りのちいさな教会にありました」

「でも、そりゃおかしいねぇ。もしやあの子、生きてるうちに作ったんだろか？」

「そんなわけあるかい！」

　もう一人の、インテリ風の黒髪の女がまぜっかえした。こちらは寝椅子にしどけなくからだを伸ばして、瘦せて細長い猫のように伸びをしたり、あくびしたりしている。

　赤毛の女がそっちを見て、

「だけどさ、あれは確か一九一〇年ぐらいかね。あの子がいなくなって十年ぐらい経ったころだね。あたしが二度目の結婚をしたころだから……」

「おやおや、三度目じゃなかったかい」

「うるさいね！」

「あはは！」

「まったく、付き合いの長い仲間ってのは、つまんないことをよく覚えててくれるから、やっかいだよ」

　と、言葉と相反して、赤毛の女はうれしそうに黒髪の女の頭を小突いた。黒髪の女はおおげさなほどおおきなあくびでそれにこたえた。

「とにかくさぁ、そのころあたし、十年ぶりにブルーローズちゃんを見たんだよ。……ねぇ、あんたにも話したよね」

「聞いた、聞いた」

「舞台がはけて、疲れて帰る途中にさ、どこの貴族が乗ってるんだよってぐらい豪華な馬車とすれちがったのさ。で、『あら、あんた！』ってなつかしい声がするから、はっと顔を上げたら、小窓からブルーローズのちっちゃな顔が覗のぞ

 いてたんだよ。あのころと変わらない、満面の笑みでね。生きてるのが楽しくってたまらないって、いまにも踊りだしそうな笑顔さ。無邪気で、そのくせ邪悪でもあって、かわいくて、でも、どっか醜い……女って存在そのものみたいな、あの顔。あれがニコル・ルルーじゃなかったら誰なんだよ。それに、確かにあたしを見て声をかけてきたんだ。間違いないさ」

　赤毛の女は肩をすくめて、ちいさな声で、

「幽霊じゃなかったら、ね。はは！」

　黒髪の女も、物憂げにうなずいてみせた。

「そういやあたしも見たよ」

「えっ、ほんとかい！」

「あんたからその話を聞いて、二年後ぐらいかな。当時パトロンだった貴族のおじさまと郊外の湖畔を歩いてて……」

「そんなこと、あったっけ。あたしはあんたの男遍歴の生き字引なのに、知らないよ？」

「ほら、あれだよ！　おじさまって呼んでたけど、こっちが年を十五もごまかしてっからさぁ、じつは向こうのほうが年下の……」

「あぁ、あれかぁ！」

　二人の女は顔を見合わせて、あっはっは、と笑った。

　それからしばらく、年下のおじさまとのアバンチュールを、身振り手振りでもって二人で再現し始めた。さすがに女優で、演技が真に迫ってなまめかしかった。一弥がびっくり仰天して寸劇に聞き入る。

　そのとなりで、セシル先生がやきもきして、両足をぱたぱたと蠢うごめ

 かせていたと思うと、背伸びしながら一弥の両耳に手のひらを当てて、

「教育上、よくありませーんっ！」

　二人の女がおどろいて寸劇をやめた。

「なに言ってんの。あんた、おかたい教師じゃあるまいし」

「おかたい教師ですッ。この子の担任なの！」

「あら、ま！」

　女たちは急にかしこまった。窮屈な女学校時代の、厳しい女教師のイメージでも思いだしたのだろうか。セシル先生を恐れるように口をつぐんで、うつむいたまま、ちろっ、ちろっと目を合わせた。

「……ね。その話の続き、あとで聞かせてね」

　セシル先生が小声でささやくと、二人はおそるおそる顔を上げた。ついで、にやにやしながらうなずいてみせた。セシル先生はうんとうなずきかえすと、一弥の耳に当てていた両手のひらをぱっと離した。

「もういいわよー、久城くん。けしからん女の人たちねー。先生が叱っておきましたからね」

　一弥は困ったようにもじもじして、

「先生……。耳に当てた手のひらが、両方とも上と下にずれてて、残念ながら、全部聞こえていました」

「まっ！」

　セシル先生は真っ赤になった。

　二人の女が、どっと笑う。

　壁掛けのランタンが鈍く瞬いた。

　黒髪のほうが、

「とにかくさ、湖畔を歩いてるときに、やけに重装備でピクニックしてるご一行をみつけたのさ。おつきの人たちに囲まれる中、上等のドレスを着て、ボンネットも被かぶ

 った、貴族のマダムみたいな女の人がさ。どうやらサービス精神旺おう
 盛せい

 らしくて、おつきの人たちを楽しませようと、とつぜん歌いだしたんだよ」

「歌いだした？　貴族のマダムが？　なんのこっちゃ。そんなことあるかい」

「あったんだよ！　で、その声を聞いた途端、遠い記憶が蘇よみがえ

 った。だって忘れようもないじゃないか。あの声をさ。生きてるのがうれしくなっちまうような、弾む歌声。そのうちマダムが、ステップなんぞ踏み始めてねぇ。それがまた、陽気で楽しそうなことこのうえない。あたしはもう少しで、『おぅい、ニコル！』って声をかけちまうところだったよ。『よーぉ、下町のブルーローズちゃんよ！　あんたの右脚は健在だねぇ！』って。当時のあの子の口癖が、『あたしの右脚はソヴレム一の脚線美。だけど、この右脚にはライバルがいんの』だったからね。客が『どこにだい？』って聞くと、『あーら、あたしの左脚よ』って大笑いするんだ。なつかしいねぇ……」

「声を、かけなかったんですか」

　一弥が聞くと、

「……かけるわけないだろ」

「そりゃ、そうだ」

　二人の女が同時にうなずいた。

　黒髪のほうが、けだるく肩をすくめてみせて、

「だってさ、見たとこ、いいとこの貴族か実業家に見初められて奥さまの座に収まったか、〈明け方の夢〉──あたしらの隠語で愛人って意味さ──になったんだろう。そんで、見違えるほどいいお暮らしをしてるんだ。そういう子には、昔の仲間はなるべく声をかけないもんだよ。あたしらのうちの決まりさ。そりゃ、いつ誰が決めたってわけじゃないけど……」

「でもさ、確かに決まってるんだよ。ね？」

　二人の女はそっと腕を伸ばして、テーブルと寝椅子に座りながら、ほんの一瞬、手をつなぎあった。

　時が未来に向かってうねりながらも、その瞬間だけ、やわらかく止まってみせた。

　一弥がつぶやいた。

「それが一九一二年のことか……」

　首をかしげる。

　ウサギがぴょんとはねて、一弥の足元にもどってきた。

　楽屋からの喧けん
 騒そう

 はますます激しくなってくる。

　女たちがゆっくりと立ちあがって、じゃあね、とウインクして楽屋にもどっていった。白粉おしろい

 と、香水と、煙草と、汗……それから時の流れと、さまざまな思いが……入り混じった複雑な残り香が、廊下に物憂げに漂い続けた。

　静かになると、廊下はついさっきまでよりぐっと寒く感じられた。それに、やけに広々とした寂しげな空間になってしまったようだった。

　一弥はテーブルにそっと座った。

　ちいさな声で、

「ジンジャー・パイさんから聞いた新聞広告を調べると、ニコル・ルルーは、金髪に青い瞳ひとみ

 、靴のサイズは……などというおかしな条件の秘書募集に応募して、合格していた。ひとつ下の階で働いていた目撃者の証言では、面接していたのは科学アカデミーのジュピター・ロジェだったらしい。そして、ニコルはそのまま姿を消した……」

「うん」

　セシル先生がうなずく。

「パン屋のサムさんの話では、ニコルは劇場からいなくなってほどなく死んだらしい。彼の話すとおり、墓地にはなるほど墓があって、一九〇〇年に亡くなったと書かれていた……」

　言葉を切る。

　埃ほこり

 っぽい天井を見上げて、ため息をつく。

「だけど……。踊り子仲間の証言では、それぞれ一九一〇年と、一九一二年にニコルらしい女をみかけたという。夜中に、豪ごう
 奢しや

 な馬車に乗った貴婦人として。または、郊外の湖畔でピクニックをする優雅なマダムとして。これって、いったいどういう……。どういう……」

　天井から目を離す。

　辺りをきょろきょろし、あきれたようにふいに声を低くして、

「セシル先生ったら。いったいなにをしてるんですか」

「きゃっ。えっと、その……」

　セシル先生はいつの間にか、さきほど黒髪の女優がしどけなく寝そべっていた寝椅子に、彼女の真似をするように小柄なからだを伸ばして、髪をかきあげるポーズの練習をしていた。どうしてもばっちり決まらないらしく、ああしたり、こうしたり、もぞもぞしながら四苦八苦していたが、一弥にみつかるとあわててぴょんと起きあがり、

「きょっ、教育上、よくありませんっ！」

　両手で一弥の目を覆った。

　一弥は困ったように黙っていたが、

「あの……。先生……」

「……あとで、ゾフィと一緒に猛特訓しよ」

「は、はぁ」

　一弥が遠慮がちな声で、

「先生、ぼく、ヴィクトリカのところに……」

「あっ、うん」

　セシル先生は神妙な顔つきをしてうなずいた。

　一弥は立ちあがって、ウサギをそっと抱きあげると、

「ヴィクトリカが言うところの、混沌カオス

 の欠片かけら

 を無事に集められたかどうかは心もとないですけど。一度、あの子のところに行ってみます。それで話してみよう。だいいち、ブロワ警部なんかと一緒で、どうしてるか心配だし……」

　ブロワ警部、と聞いて、セシル先生は顔をぎゅっとしかめた。

「行きましょ、久城くん」

「えぇ。……あっ、待って、ウサちゃん！」

　一弥の手から、ふわっと逃げだしたウサギが、廊下をぴょんぴょんと駆けていった。一弥はまた、ウサギを追って暗い巣穴に飛びこんでいくように、靴音を響かせて廊下を走った。

　角を曲がる。

　すると、羽音とともに、真っ白な鳩が向こうから飛んできた。ちいさな白い点と見えたものが、あっというまに近づいてきて、ガラス玉のような目を瞬かせて、ウサギの頭上で旋回し始めた。

　一弥はウサギと鳩のいる場所に、「おーい！」と言いながら駆けていった。





　ヴィクトリカは舞台袖を出て、ゆっくりと歩いていた。

　どこの角を曲がって、劇場のどこにいるのかよくわからない。肩にとまった鳩が急に羽ばたいて廊下を飛び始めたので、ちょこちょこと小走りになり、追いかけた。

　薄暗く、隅に蜘く
 蛛も

 の巣が光って見える廊下。

　そっと角を曲がったところで、ランタンに鈍く照らされて、久城一弥が立っているのが見えた。

　頭に鳩がとまり、巣作りを始めたように、漆黒の髪の毛を忙しく引っぱっている。「痛いっ……」と言いながらも、鳩に抵抗するでもなく、ゆっくりとかがんで、足元のウサギに手を伸ばそうとしていた。

　なにかの気配に気づいたようにこちらを見て、

「あぁ、ヴィクトリカ！」

　ぱっと顔を輝かせ、ヴィクトリカを呼んだ。

　呼ばれた、ビスクドールのようにちいさく、うつくしく、ひんやりと冷え切った横顔を持つ少女は、豪奢なドレスの裾すそ

 をゆっくりと揺らしながら「うむ」と短く答えた。

　ウサギを抱いて、一弥が駆け寄ってきた。

　遅れて、セシル先生の姿も廊下の向こうから現れた。

　一弥が弾んだ声で、

「果たして、君の役に立つのかはわからないけどね。先生と一緒にソヴレムのあちこちを回って、いろんな話を集めてきた。なぜだか君が気にしていた〈下町のブルーローズ〉ちゃんについてのあれこれだよ」

「ふむ……」

「ニコル・ルルーは、死んでるけど生きてるんだ。とっても妙なお話でね」

「む」

　ヴィクトリカは難しい顔をしてうつむいた。

　金色の髪がさらさらと流れ、波がゆっくりとうねるように不思議な文様をつくった。





　一弥とセシル先生から話を聞くと、ヴィクトリカは短く、

「ゼロ時間、の謎だな」

「なぁに、それ」

　一弥が聞く。

　ぷくぷくした指先で持ちあげたパイプを、ゆっくりと一服吸ってから、

「うむ。君のように、頭に南瓜カボチヤ

 のプディングがぎっちりみっちり詰まってるようなつまらない秀才にもわかるように、わざわざ教えてやるとだな」

「君、こんなときによく威張るような余裕があるねぇ。ある意味、感心しちゃうよ」

「むっ」

「わっ、ごめんなさい。でもそんなこわい顔するなよ！」

「つまりだな、犯行が露見したり、このときの犯行だと思われていたりするのとはまったくべつの時間に、べつのタイミングで、事件の鍵かぎ

 となる重大なことが起こっていることがあるのだ。その本当の犯行時間をゼロ時間と言う」

「うーん」

「たとえば、久城。君がお腹を壊したとする。のたうち回って苦しみ、この世のものとは思われないぐらいの痛みに、涙を流して、来し方行く末の諸もろ
 々もろ

 を反省する」

「いやな喩たと

 えだなぁ」

　一弥が顔をしかめた。セシル先生は真面目な顔をして聞いている。

「君は推理する。お昼に食べた鶏とり
 肉にく

 の煮込みがあやしいと。そして煮込みを出した寮母さんを犯人として糾弾する。それは言いすぎだろうと周囲があきれるほどにだ」

「そんなことしないよ！　うん、でもまぁいいや。続けて」

「ところがだ。真相はべつのところにあった。じつは、朝、寮の部屋で食べたパンが腐っていたのだ！」

「なるほど。じゃ、寮母さんは冤えん
 罪ざい

 だね。すぐに謝らなきゃ」

　一弥が落ち着かないようにやたらともじもじした。

　続けてヴィクトリカが、

「それなら、原因となった件は朝起こったのか？　いや、ちがう。パンがなぜ腐ったかというとだな、前夜の夕食に出たものを、君が部屋に持ち帰り、机に置いておいたのだ。ところが朝になるまでにパンは傷んでしまった。それを翌朝、馬鹿みたいにもぐもぐ食べたのが原因だ」

「うん、うん」

「この事件の場合、ゼロ時間は、お昼に鶏肉を食べたときでもなく、朝、パンを口に入れたときでもない。前夜の夕食時のことだ。君はお腹がいっぱいでパンを残し、でももったいないから部屋に持ち帰ろうと、じつにしょうもないことを思いつく。ここが──」

　目を見開いて、脅かすように、

「ゼロ時間なのだ！」

「喩えのせいか、なんだか釈然としないけど。でも、なるほどね」

　と、一弥はうなずいた。

　それから不思議そうに、

「でも、それが今回の事件とどう関係があるんだい」

「それはまだわからない」

　ヴィクトリカが首を振った。

「だが……」

　緑の瞳ひとみ

 が陰った。

　鈍く瞬くランタンを見上げて、吐息をつく。

　それから短く、

「事件のゼロ時間を知るためには、うむ、おそらく……墓を暴くしかないのだろう」

　その言葉に、一弥はびくっとして黙った。

　セシル先生もぽかんと口を開けて、それから思わず胸の前で十字を切った。

　ヴィクトリカはさらに短く、

「君たちはここまでだ」

「えっ？」

　一人で歩きだそうとするので、そのからだの前に回って、一弥が覗のぞ

 きこむ。するとヴィクトリカは首を振ってみせて、

「これ以上はだめだ。久城、君はセシルを連れて劇場を出て、学園にもどるのだ」

　ちいさなその姿の背後に、遠い国からの留学生の一弥には想像もつかないほどの、ヨーロッパの長き歴史のうつくしき暗黒部分が、黒煙のようにうっすらと蠢うごめ

 いていた。

　その気配を畏おそ

 れるように、だが畏れながらも静かに飲みこむように、ヴィクトリカはいちど目を閉じて、甘い息をゆっくりと吐いた。

　それからヴィクトリカは目を開けた。自信なさそうにちいさな声で、

「わたしも、すぐに、もどる」

「ほんとうにかい？」

　一弥の顔つきは厳しかった。

「……あぁ、そのようにありたいと願っている。どうなるのかはわからないがね。ただわたしに言えるのは、今回の事件に君たちはけっして巻きこまれてはならないということだ」

　ヴィクトリカはうつむいた。

「大昔に起こった、未解決の殺人事件。被害者も大物なら、かかわった人物もまた……。無事に解決せねば学園に帰れないが、非常に危険がともなうのだ」

「ぼくはね、ヴィクトリカ」

　一弥が静かに、

「かかわるって言っただろ。帰らないよ。君のそばにいる。役に立たないかもしれないけど、でも、もしかしたらなにかの役に立つかもしれない。それに……」

　廊下を歩く足音が響く。

「一人なんてだめだ。ヴィクトリカ」

　さくらんぼのようなヴィクトリカの唇が、ふるっと震えた。

「運命とは、誰かと共有するものだ。悲しいことも、うれしいことも、過去も、未来も……。なにもかも、もう君ひとりのものじゃないんだ。ヴィクトリカ」

　廊下には蜘蛛の巣がはり、ランタンの光にきらきらと不気味に瞬いていた。

　一弥の頭の上で鳩が身じろぎした。

　ヴィクトリカはそのまま黙っていた。

　となりを歩く一弥もまた、返事を待っているのではなく、沈黙の中をたゆたいながら、欧州最大の頭脳、旧世界の最終兵器と呼ばれる不思議な少女のかたわらに、ただ寄り添っているだけだった。
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　あれから、もう、どれぐらいの時が経ったのか、わからない。





　意識を朦もう
 朧ろう

 とさせたまま、極寒の冬を過ごした石の塔をいつのまにか出て、白くて四角い、ちいさな部屋にいた。

　簡易ベッド。ちいさなテーブル。四角い小窓にときどき鳥がとまっていた。なつかれる質らしい。もとは森の人間だったとわかるのだろうか。次第に、食事に出されるパンを千切って渡すようになった。

　ほとんどの時間を、ぼんやりと壁の一点をみつめて、歌ったり、物思いにふけったりして過ごしていた。といっても、薬がずっと効いているらしくて、一つのことをちゃんと考え続けることはできなかった。わたしの意識は、波間の貝殻のように揺れてはどこかに流されていってしまう。

　劇場での日々を思いかえすと歌声が洩も

 れ、生まれたはずの娘のことを思うと嗚お
 咽えつ

 が零こぼ

 れた。

　といっても、ほんとうに娘は生まれたのか。記憶も感情も曖あい
 昧まい

 で続かなかった。なにもかもがこのまま忘却の彼方かなた

 に消えてしまいそうだった。

　そこは病院らしかった。窓から外を見ると、割と街中の高台にあるらしい。密集する建物が遠く見えた。その向こうには、青い空がただ茫ぼう
 漠ばく

 とひろがっていた。

　となりの部屋に、黒髪の女の子供が入っている時期があった。週に一度、入浴のために連れだされるとき、窓越しに見えた。子供もまた薬を飲まされてぼんやりしているようだったが、ときどき顔を上げてわたしを見た。病室の扉には、アレックス、と走り書きされていた。

　わたしのいる部屋の扉には、コルデリア、と。

　どれほどの時が経ったのか、わたしにはわからなかった。





　ある日。

　助けがやってきた。

　とつぜんに。





　──赤毛の男の子たちが。





　枕元に、劇場の裏口で手を振って以来、別れ別れになっていたなつかしい顔が、ぼうっと立っていた。

　夜だった。

　小窓からの月光はつめたく燃えているようだった。

　男の子の髪は、昔と同じ、炎の色で、月明かりに照らされて真っ赤に膨らんでみえた。四つの緑の瞳が、獣のそれのように夜の中で光っていた。

　そう、四つ。

　わたしは初め、打たれた薬のせいで彼の姿が二重に見えているのだと思った。でもちがった。彼は……。

　ブライアン・ロスコーは二人いた。

　同じ人間が、この世に複数、存在しているのだ。二人はただの双子ではなかった。同時に右に首をかしげ、ついで薄い唇を嚙か

 んで、声もなく咆ほう
 哮こう

 した。まったく同じタイミングで、同じ表情と動きをしたのだ。わたしはおどろいて、瘦や

 せ細った腕を伸ばして二人に触れた。本当に、二人いた。ブライアンたちの膝ひざ

 が崩れ落ちて、わたしの肩に、頰に触れ、それから同時に、

「──遅くなって、すまなかった」

「──遅くなって、すまなかった」

　わたしに謝罪した。

　コッ、コッ、コッ……と、夜の監視人が廊下を歩いてくる足音がした。ついで懐中電灯の細い光が、扉につけられた小窓から覗いた。わたしははっと息を飲んだ。だが、ブライアンたちの姿はいつのまにか魔法のようにかき消えていた。小窓が閉じられ、監視人が遠ざかっていく。さっきのは幻覚だったのだろうか、と怯おび

 えたとき、闇のどこからかまたブライアンたちが現れた。

　朦朧とする意識の中で、わたしはふと、踊り子仲間から聞いた話を思いだした。あんたの舞台に通ってくる赤毛の男の子は、奇術師の見習いをやってる子だ、と。では、いまのもイリュージョンの一つだろうか。再び現れたブライアンたちは、まさに魔法のように、わたしと簡易ベッドとをつなぐ鎖をはずした。もう何年ぶりだろうか。両手首が軽くなった。空も飛べるような気がした。だがからだは重たくて、それに鋼鉄のように冷え切っていた。

　一人がわたしを背負った。

　もう一人が拳けん
 銃じゆう

 を二挺ちよう

 、取りだし、両手に握った。

　わたしは声にならない悲鳴を上げた。

「──おまえは彼女と逃げろ。俺は追っ手を引き受ける」

「──生きていたら、あの部屋で」

「──帰ってこなかったら死んだと思え。そしてこれからは一人でやっていくんだ」

「──一人じゃない。彼女がいる。つまり俺とおまえとコルデリアだ。俺たちの姫。二人か、三人かだ」

「──そうだな」

「──幸運を祈る」

　これらの会話はほんの一瞬のことで、あまりにも早口なのでほとんど聞き取ることができないぐらいだった。これだけの情報を二人が共有するまでに、かかった時間は、一秒か二秒か。人間ではなく、二匹の赤い獣がせわしなく吠ほ

 えたように聞こえた。わたしは目を閉じた。

　ブライアンたちが、同時に飛び、扉を蹴け

 り開けた。

　どこからかサイレンが聞こえた。

　侵入者だ、と叫ぶ声。

　銃声が間近で幾度も飛び交った。血の臭いが赤い煙のように立って、辺りの空気を染めかえた。激しい怒号と、命を取られるものの原始的な悲鳴。すぐそばを弾丸が通過する音がした。

　ふっ、と気が遠くなった。

　ほどなく、首をがっくりとかたむけたまま気を失った。

　二人の男の子。

　劇場の楽しい思い出。

　石の塔での恐怖。

　奪われたわたしの魂、ちいさな娘。

　それらの記憶が弾丸のように行き来する中、わたしは巨大な生物に足をつかまれて、暗黒の海の底に引きずられていくように、この世のどこかにとつぜん沈んだ。





　目を開けると、そこは広い地下室だった。

　地下室といっても、わたしが閉じこめられていた塔のように暗くて寒々しい空間ではなかった。もとは倉庫だった建物を借りているらしい。あちこちに、大人が一人ようやく入れるほどのおおきさのガラスの箱や、怪しげなキャビネット、恐怖の表情に凍りついているのになぜかユーモラスにも見える、女の生首の蠟ろう

 人形などがあふれていた。

　その地下室の真ん中に、姫を寝かせるような、白くてちいさな天てん
 蓋がい

 つきベッドがあった。そこにわたしは寝かされていた。どれぐらい時が経ったのかまたわからなかった。

　空っぽのはずの、扉を開けっぱなしのキャビネットから、とつぜんブライアンが一人現れた。そこにはついいままで誰もいなかったはずなのに……。

　わたしが悲鳴を上げると、ブライアンがおどろいて、

「気がついたか。コルデリア」

　と、こちらを見た。

　それから、あわてて、

「内部に鏡をはってあるんだ。トリックだよ。ほんとうに魔法使いというわけじゃないんだ。俺たちは、その……」

「奇術師だよ。俺たちには魔法なんて使えない」

　薄い天蓋の布の向こうから、もう一人のブライアンが現れた。生きていたのだ、と安あん
 堵ど

 したが、こちらは裸の上半身に幾重にも包帯を巻いていた。わたしを助けだすときに撃たれたのだろうか。

　二人がゆっくりと近づいてくる。

　この人たちは味方だ。わたしを助けだしてくれた。

　頭ではそう思うのだが、総毛立つような恐怖がふいにわたしのからだを捉とら

 えた。それから逃れられなくなった。

　もう何年ものあいだ、わたしのそばにいるのは男ばかり。それもわたしを迫害したアルベール・ド・ブロワと、薬を打ち続け、最後には娘を取りあげた医者、おかしな貴族たち……。

　わたしから奪うものたちばかりだった。

　恐怖にかられ、ベッドから飛び降りた。長い間、ろくに栄養も与えられず、鎖につながれていたわたしのからだは、かつてはあんなにも若く、元気に歌って、踊り、心の命じるままに自在に動いたのに、ほんの二、三歩の動きでさえひどく重く、骨がきしんだ。

　ブライアンたちが同時に、

「──動くな」

「──骨が、折れる。君のからだはゆっくりと回復させなくては」

「──それに、俺たちは味方だ」

「──古代セイルーン族の末まつ
 裔えい

 。なつかしき灰色狼たちの国。いまはもうアルプス山脈の奥にちいさな村を残すだけの」

「──俺たちは同胞に危害を加えない」

「──君に、けっして」

　わたしはきしむからだを揺らして、逃げた。

　男だ。男の声がする。

　同胞？　都会の、貴族の男のようなことはしないと？　四肢が恐怖と傷みに悲鳴を上げた。

　目の前におかしな木彫りの人形があった。

　四角い木箱の上に、トルコ風のターバンを巻いた男の上半身がくっついていた。男の前にはチェス盤があって、両手をそこに向かってつきだしていた。

　箱の右側に蓋ふた

 があり、開いていたので、とっさにそこに逃げこんだ。

　どうしてこれを選んだのかはいまでもよくわからない。だが、どれぐらい前のことか……娘を産んだあのとき、魂を失って木彫り人形のようになったと感じたときのことを思いだしたのかもしれない。

　箱に飛びこみ、蓋を閉じる。

　内部は空洞になっていて、木彫りの人形の上半身にすっぽりと入ることができた。もしかするとこれは、人が……といっても、大人の男にはむりなことで、子供か、わたしのように小柄な女が……内部に入って、機械人形のふりをして動かす手品の装置かもしれない、と思った。

　人形の頭にすっぽりと入ると、目のところに穴が開いていて、外の様子がよく見えた。

　おそるおそる近づいてきたブライアンたちが、困ったように、

「──チェスドールにはいっちまった！」

「──おぅい、コルデリア？」

「──せっかく自由になったのに」

「──でも、からだと同じく、心がもとの自由を取りもどすには長い時間がかかるだろう」

「──俺たちには、彼女と話したいことが無数にあるのに。いまではほとんど失われた、誇り高き古代セイルーン族のこと！　俺たちのルーツ！　そうして俺たちを待っている不安な未来……」

「──そして、なにより」

「──謝りたい」

「──そうだ。あの夜、目の前で君をあの侯爵に奪われたまま、オカルト省の囚とら

 われの身としてしまったこと。森に囲まれたブロワ城に隣接する石の塔に、警備に阻まれてどうしても近づけなかったこと。そして」

「──その後、君が移送された先についてなかなか調べられなかったこと。まさか、あんな、俺たちの興行先と目と鼻の先の精神病院にずっと監禁されていたとは……」

「──君に」

「──謝らねば」

　ずっと捜して、助けようとしてくれた人がいたということに、氷のように凍りついたわたしの心はゆっくりと溶けようとした。

　でも、それには時間がかかった。

　ブライアンたちの頰に同時に透明な涙が伝ったので、わたしはおどろき、チェスドールの手を動かして、そんなことはない、と否定した。

　でも、木彫りの人形の手を、ふっても、ふっても、ブライアンたちはいつまでも後悔の涙を流し続けた。





　そうしてそれから、わたしは奇術師ブライアン・ロスコーの興行に助手として付き従うようになった。わたしが石の塔と病院に監禁されていたあいだに、ブライアンたちは一人前の奇術師に成長し、町から町へとさまざまな劇場を渡り歩いていた。劇場の仕事にかかわるのは、わたしも楽しかった。なんといっても、かつては踊り子だったのだ。夜の空気。甘くて暗い、あの匂い。客席からの「ブラーヴォー！」という喝かつ
 采さい

 は、神からのふいの祝福のようにいつまでも耳に残った。

　わたしは移動中も、興行のときも、チェスドールの中にいることが多かった。人が入れるとはとても思えないちいさな機械に閉じこもり、客とチェスに興じるのだ。

　わたしが負けることはなかった。村を追われたとはいえ、そして長らく薬漬けになっていたとはいえ、いやしくも灰色狼が、人間相手に頭脳で負けるなどということは。けっして。

　ほとんどチェスドールから出てこようとしないわたしを、ブライアンたちは辛抱強く世話してくれた。

　そして友情なのか、愛情に似たものなのかわからないなにかが、わたしと二匹の赤狼とのあいだにすこしずつ生まれていった。





　いまではわたしは、ブライアンたちを愛していると言ってもいいだろう。

　だがわたしたちの絆きずな

 は脆もろ

 く、同時に複雑でもあった。

　わたしは奪われた娘をいつも案じていたが、ブライアンたちは二人とも、アルベール・ド・ブロワを嫌悪するあまり、娘の存在をひどく憎んでいた。娘のことではいつも意見が分かれたが、しかしわたしが案じると、ブライアンたちはいやいやでも、娘の様子を見るために遠出してくれた。

　そのうちわたしも、チェスドールから比較的長い時間、外に出ることができるようになった。恐怖がからだからすこしずつ去っていったのだ。





　わたしはいまでも、ブライアンたちと行動をともにしている。きたるべきつぎの嵐を待ちながら、娘と、そしてアルベール・ド・ブロワ、彼が支配するオカルト省の動きを見張っている。獣らしく、ときには木の上から。ときには森の奥から。けっして相手に気づかれることなく。





　ブライアンたちの生い立ち、彼らのわたしへの思いも、すこしずつ二人と語りあい、わたしは理解した。

　だが、それはまたべつの話だ。

　それを語るには……。

　長い長い時間がかかるだろう。





　わたしが一日のうちのほとんどを過ごすチェスドールの中は、とても暗くて、湿っぽくて、そう、まるで生きながら墓に埋められ、墓ごとむりやり動いているようだった。

　死者が、ちいさな二つの穴越しに、この世をそっと覗のぞ

 いているような。

　そうだ。

　まるで、墓に埋められてしまった生者の目そのものなのだ……！
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「墓を暴く、だと──」





　アルベール・ド・ブロワ侯爵の声が、地下ホール全体に悪夢のように木こ
 霊だま

 した。

　巨大なライオンの口から流れ続ける、ひえきった水。人工の池にぷかぷか浮かぶ、しどけなく肌を見せた女の蠟ろう

 人形たち。隅に寄せられた客用の椅子や小テーブルの山。それらが一緒になって、ぶるる、と震えたようだった。

　声に、時の流れが破られて、ほんの一瞬──大昔にここで歌い踊っていた、若くて弾はじ

 けんばかりに元気な、コルデリア・ギャロやジンジャー・パイ、それに、いまはとうに失われたうつくしい女たちが、ローラースケートに婚礼衣装、頭にはでっかい羽根飾りをつけて、肌もあらわに、睨にら

 みあうヴィクトリカとブロワ侯爵の周りを滑りぬけていったような気がした。

　幻影がかしましい笑い声を立てあいながら、壁の向こうに消えていく。

　現実には、ヴィクトリカとブロワ侯爵の周りをうろうろしているのは、一弥とセシル先生、そして金色の大砲を尖とが

 らせたブロワ警部だった。

　ブロワ侯爵の濃い緑の瞳が不気味に光っていた。

　黙って睨みあう二人の、互いに一歩も引こうとしない視線を断ち切ろうとするように、背筋をのばした一弥が、カッ、カッ、カッ……と学園指定の紺色の革靴の音も高らかに、ヴィクトリカの周りをぐるぐる回る。ブロワ警部のほうは、ドリルが誰かに刺さってしまいそうなほど前傾姿勢になって、なにが怖いのか顔をぎゅっとしかめて、父親の前をいったりきたり、いったりきたりと繰りかえしていた。セシル先生はというと、さっき買ったサンドイッチを齧かじ

 りながら、ヴィクトリカの前に立ちふさがるようにして、メトロノームの針のように、ちっく、たっく、と右に左に上半身を揺らしている。

　ブロワ侯爵が、死神を思わせるほど乾いて不気味な土気色をした頰を、どこか獰どう
 猛もう

 に歪ゆが

 めながら、

「墓だと。このちいさな狼は、いったいなにを言いだすかと思ったら……」

　のけぞって、乾いた声で笑う。

「〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉ココ王妃の墓を暴くと言うのか。そんなことを、しかもこのような理由で──つまりは殺人事件の謎を解くために──申請しても、国王の許可が下りるわけがないだろう。……おい、おまえたち、うろうろするな。邪魔だぞ」

「ちがう。ココ王妃の墓ではない」

　ヴィクトリカが低いしわがれ声で、否定した。

　沈黙の中、ライオンの口から流れ続ける水音が低く響いた。

「なんだと？」

「〈下町のブルーローズ〉の墓だ」

　ブロワ侯爵がゆっくりと肩をすくめた。それから片眼鏡を不気味に光らせて、

「それはいったい誰だ」

「昔、この劇場にいた踊り子だ。すぐそこのちいさな教会に眠っている」

「……」

　ブロワ侯爵とヴィクトリカはじっと睨みあった。

　ヴィクトリカがうるさそうに、目の前で右に、左に揺れるセシル先生に、

「おい、君。邪魔だ」

　セシルが動きを止めて、

「だって、なんだか心配で……。二人きりで話なんてさせられないもの。……あ、ヴィクトリカさん、蛇へび
 苺いちご

 のジャム入りパン、食べる？」

「もちろんだ」

「はい、あーん」

　渡されたパンを、ちいさな両手で抱え、栗鼠りす

 のように一生懸命、かぶりつく。

　上目遣いにちろっと一同を見て、

「久城もうろうろと戦闘態勢で歩いているし、兄貴のあれは、きっと父上を守っているつもりなのだろう。ふんっ」

「おかしな空気をみんな感じてるのよ……。もぐもぐ」

「久城、いいから止まれ！　もぐもぐ」

　と命じられて、カッ、カッ、カッ……と歩き続けていた一弥が、ぴたりと動きを止めた。

　目をぱちくりしてヴィクトリカを見る。

　ブロワ侯爵が部下を呼び、おそろしげな低い声でなにか命じていたかと思うと、ほどなく、

「行くぞ」

　とこちらを振りむいた。

　無表情な顔。奈な
 落らく

 の底のような二つの目が残忍に輝いた。

　ヴィクトリカはうなずいた。それからうつむき、緑の瞳ひとみ

 をわずかに不安げに瞬かせた。

　歩きだしたヴィクトリカの後ろを、一弥が、ついでセシル先生が、縦一列になって続いた。ヴィクトリカは頭の上のピンクのミニハットと、肩にとまった鳩を揺らしながら、ちょこちょこと歩き。一弥は一人きりの軍隊の行進のように、規則正しく。セシル先生はきょろきょろとよそ見しながら、サンドイッチを片手に。

　ライオンの口から流れる水の音が、地下ホールに不気味に響き続けていた。





　劇場を出て、教会に続く小こう
 路じ

 を、馬車で急ぐ。

　ブロワ侯爵はおそろしい顔つきをして何事か考えこんでいた。その横顔をヴィクトリカは、これ以上はできないほどの、ほんとうに人形そのものの無表情で眺めていた。どちらも、いったいなにを考えているのか、一弥にはわからなかった。

　外は寒かった。息が白く染まって、氷の粒のようだった。

　冬の日没は早い。まだ夕刻には届かない時間だと言うのに、太陽はもう陰って、夜の気配が街のあちこちから近づいてきていた。店の軒先や、道の薄暗がり、わずかな空き地の隅などに、もう闇がちいさなとぐろを巻いている。そうして夜がくるのをじっと待っていた。

「あなたは……」

　とつぜん、無表情のままでヴィクトリカがブロワ侯爵に声をかけた。全員がびくっと肩を震わせたが、ブロワ侯爵だけはゆっくりと顎あご

 を下げ、不気味な片眼鏡越しに、ちいさな灰色狼を睨みつけた。

　瞳は氷のように冷えている。

「なんだ」

「ココ王妃に会ったことがあるのだな」

　ブロワ侯爵はゆっくりとうなずいた。顎の辺りにこわい皺しわ

 が幾本も寄った。侯爵が首ごとおおきく動かすと、銀色に変わりかけた髪が漣さざなみ

 のように揺れた。

　かつては輝く金色の髪だった、それ。馬のしっぽのように無造作に結び、白いブラウスに乗馬ズボンといった、気楽だが、己のうつくしさを存分に生かした服装で、時計塔に棲す

 む仮面の錬金術師、リヴァイアサンのもとを訪れた青年──。猫のような緑の瞳は、少女のそれの如き無邪気な好奇心と、老ろう
 獪かい

 な野心とに引き裂かれて複雑に輝き、薔薇色の頰もまた、いまが盛りと眩まぶ

 しかった。

　彼はリヴァイアサンの力を信じ、戦ホムン
 士ルクス

 を、つまりは人造ホムン
 人間ルクス

 を聖マルグリット学園で大量に造り、やってくる嵐、つまりは史上初めての世界グレート
 大戦・ウオー

 、すべてを巻きこむ未み
 曾ぞ
 有う

 の大災害に役立てようとした。

　しかし若きアルベールの野心は、リヴァイアサンの失脚、失しつ
 踪そう

 によっていちど潰つい

 えた。そうして約十年後。ソヴレムの劇場で、伝説の妖よう
 獣じゆう

 たる灰色狼の子孫をみつけ、とらえて石の塔に閉じこめた。

　灰色狼とのあいだに生まれた娘──恐るべき頭脳を持つ、しかしまだほんの仔こ
 狼おおかみ

 のヴィクトリカにみつめられながら、いまでは年老い、邪悪でおそろしい空気を分厚い皮膚のように自然に身にまとったブロワ侯爵は、

「ココ＝ローズにか。あぁ、もちろんある」

　ゆっくりとうなずいた。

　ヴィクトリカが先を促すように睨む。

　一同も固かた
 唾ず

 を吞の

 んでブロワ侯爵の口元をみつめている。

　肩を重たげに揺らし、

「フランスから輿こし
 入い

 れしてきた一八九七年。宮殿で行われた婚礼の儀で、初めて見た。といっても国王ばかりがおおきな王冠を頭にのせて、白絹のご衣装で、立派なご様子でな。王妃になられた方は、おとなしくて引っ込み思案で、豪ごう
 奢しや

 なパーティーにひどく恐れをなしているようにも見えた」

「ふぅむ」

「細い肩が小刻みに震えていたのを、昨日のことのように覚えている」

　馬車が揺れた。

　遠くに、目指す教会のちいさな尖せん
 塔とう

 が見えた。夕刻を告げる鐘がからんころんと鳴っているのが聞こえた。

「ほどなく国中が、国民の気がおかしくなったのかとおどろくほどの、とつぜんのココ＝ローズ人気に揺れ始めた。新聞に掲載された、国王のとなりに立つ写真や、ブロマイド写真などでは、まぁかわいらしかったがね。だが王宮の晩ばん
 餐さん

 会の折に、実際に見かける彼女は、ほんとうに普通の、いやそれ以上に内気な女の子といった様子で、話しかけてもあまり反応がなく、どうして町ではあんなに人気なのかよくわからぬままだった」

「なるほど」

「彼女がそうして王宮にいたのは、一九〇〇年までのわずか三年間だ。それから亡くなるまでの十四年、ほとんどを郊外のカントリーハウスで静養して過ごした。それは口実で、気ままに遊びたいだけだ、などと揶や
 揄ゆ

 する声も巷ちまた

 ではあったが、彼らは王妃の実体を知らないのだ」

　ブロワ侯爵は長い指で顎をかいた。

　一本一本がまるで刃物のようにも見える、どこか不吉な指先だった。

「いちどだけ、学園の時計塔でココ＝ローズと会ったことがある。一八九九年のことだったと思うが」

「リヴァイアサンのもとで、だな」

「あぁ、そうだ」

　ヴィクトリカの金色の髪が、風をはらんだようにそっとふくらんだ。

「彼女は仮面の錬金術師の足元に、ほとんどひれ伏すようにして両りよう
 膝ひざ

 をついていた。目を閉じて、両手を胸の前で合わせていた。まるで神に祈るマリア像のような姿だった……。わたしはもちろん、そう信心深い人間ではないが、それでも思わず胸の前で十字を切って、言葉もなく王妃を見た。ひざまずいている若い女は、我が国の王妃であられた。そして神のように従われる男は、正体のわからぬ錬金術師。奇異に思ったものだ」

「ふぅむ」

「わたしが入ってきたのに気づくと、ココ＝ローズは途端に真っ赤になって、立ちあがると同時に後ずさり、カーテンの後ろに隠れてしまった。部屋の隅に、王宮でもいつも付き従っているというメイドがいて、代わりにわたしに頭を下げた。わたしの姿を見て、ソヴュールの貴族の人間だとわかったのだろうが、よく知らない相手と話すどころか、挨あい
 拶さつ

 するのでさえ気恥ずかしかったのだろう。あのころのココ＝ローズはあきれるほど気弱な女だった」

「青い薔薇ばら

 。弱くて可か
 憐れん

 な王妃……。国民みんなの、ほうっておけない、かわいい娘……！」

　馬車がゆっくりと停まった。

　ごとんっ、と音を立てていちどおおきく揺れた。

　ヴィクトリカの髪が音もなく流れて、となりに座る一弥の膝に落ちてきた。天上界に棲す

 む金色の蛇が、うっかり雲の切れ目から地上に落下してきたようだった。思わず指先で大事そうに触れたところを、

「君、触るな」

「ごめんなさい！」

　一弥はなぜか居住まいを正してあやまった。

「もうしません！」

「うむウイ

 」

　ヴィクトリカは目をそらすと、立ちあがった。

　先に降りた一弥が、両手を伸ばして、豪奢なビスクドールのようなちいさな友達を抱えて、馬車から地上にそっと降ろしてやる。触るな、と言ったくせに、ヴィクトリカはいやがるでもなく、パイプをくわえて、物憂げに夕刻の空を見上げながら、黙って一弥に運ばれていた。

　その様を横目で見ていたブロワ警部が、ぼそっと、

「そうだ。人形を持ってくればよかったなぁ！」

「な、なにを言ってるんですか」

「久城くん、せめて君のウサギを貸してくれたまえ。なに、ちょっとのあいだだけでいいのだ。わたしは朝から、あまりのストレスで……。生意気な妹はいるし、父上もいらっしゃるし、そのうえ、名警部なのになぜか事件のことがさっぱりわからなくてな……。いますぐ、かわいくてふかふかしてちいさなものをこの手に抱いて、すりすりしないと、胃に穴が開きそうなのだ」

「えーっ。……でもウサちゃんも、ほら、なんだか嫌がってるみたいですし」

「言っておくが、テニスボールぐらいの穴だぞ。ちょっとした拳こぶし

 なら入っちゃうぐらいの穴だ。君、こわいだろう？」

「こわい、かな……？　あっ、でもほら、逃げた！」

「待てぃ、ウサギ。かわいくてちいさなやつ！」

　寒々とした教会の敷地を、墓地に向かってぴょんぴょんと跳び始めたウサギを、ブロワ警部が全速力で追いかけた。

　パイプから上がる、白くて細い煙を見上げながら、ヴィクトリカが物憂げに、

「兄貴のコレクションする、人形師グラフェンシュタインのビスクドールたちにも、もしも動く足があったらな……」

「うん？」

「蜘く
 蛛も

 の子を散らすように、右に左に、走って逃げるのだろうなぁ」

「それはそうだね。……あっ」

　ついさきほど、セシル先生と一緒にみつけたちいさな墓──〈下町のブルーローズ〉こと、踊り子ニコル・ルルーの墓の周りに、すでに人が集まっていた。

　一弥は指差して、

「あの場所だよ。行こう」

「うむ……」

　ヴィクトリカはパイプからゆっくりと唇を離した。

　さくらんぼみたいにつやつやの唇から、寒さに染まる息か、それとも白煙か……ひんやりした真っ白のため息が、ふわっと漂い、消えていった。

　枯葉が足元を、カサカサと音を立てながら、右から左に飛ばされていった。





　一行が着くのとほぼ同時に、ブロワ侯爵の手配で役所からの許可証が届いた。

　泥のついたズボンに、おおきなスコップを持った大柄な墓掘り人が、となりの墓石に腰かけて、指示を待っているらしく、くわえ煙草でぼぅっと空を見上げていた。

　教会の尖塔の周りを、鴉からす

 が真っ黒な羽を広げて飛び回っていた。不吉な啼な

 き声もときおり響く。

　日は翳かげ

 って、もうすっかり夕刻の景色だ。

　ブロワ侯爵がやってくると、オカルト省の役人らしき男たちが一斉に立ちあがり、その周りを取り囲んだ。

　年配の牧師と、住み込みの家族らしき瘦や

 せた女、そばかすの散る青白い顔をした子供たちが、遠巻きにして怯おび

 えたようにみつめている。

　鴉の旋回がスピードを増していく。

　ブロワ侯爵が低く恐ろしい声で、短く、

「ニコル・ルルーの墓を、掘れ！」

　と命じると、牧師と家族、墓掘り人が胸の前で十字を切った。

　遅れて、役人たちも祈るようなしぐさをした。

　ヴィクトリカのとなりで、一弥も、

「なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ……」

「呪っているのか？　ニコル・ルルーを？　なぜだ、久城」

「ちっ、ちがうよ！　ぼくの国のお祈りだよ。失敬な！」

「いや、なんというか、響きが不気味でな」

「ヴィクトリカ、君にはだいたい、異国情緒ってものに対する理解が足りないね。そんなことならもう一個、もっと長くて怖いのを唱えるよ」

　一弥は直立不動になると、帽子を取って胸の前に持ち、腹からの発声で、

「なんみょーほーれんげーきょう……」

「やめたまえ」

「あっつい！」

　と、飛びあがった。

「パイプでじゅっとするのやめてよ！　火傷やけど

 だよ。ぼくは、断固抗議するっ！」

「君、静かにしたまえ。うるさいから怒ることを禁じる。おぉ、棺かん
 桶おけ

 がすこしだけ見えてきたようだ」

「えっ」

　一弥はそっちを見た。

　墓掘り人がせっせと穴を掘っているところに、腐りかかった木の板のようなものが見えていた。一弥はそっと息をつき、ヴィクトリカの手をぎゅっと握って、ゆっくりと近づいていった。

　ヴィクトリカが、握られた手を、右に左に、上に下に、前に後ろに、激しく振り回した。手をつなぐのがいやなのか。しかしその割には放す様子はない。一弥が、

「いたたた！　だから、肩の関節がはずれちゃうよ！　いたた！」

　悲鳴を上げ続けながらも、こちらも手を放すでもなく、争いながら歩いていった。





「出てきたぞ！」

　土が除よ

 けられ、やがて埋められたニコル・ルルーの遺体らしきものが出てきた。

　とたんに、

「きゃーっ！
 」

　牧師の妻が、絹を裂くような悲鳴を上げてのけぞった。子供たちの頭を抱えてかばうようにして、

「見るんじゃない！　あぁ、神さま……！」

　鴉の黒い翼が、旋回しながら墓地に暗い影を落としていた。

　夕刻の日射しが眩まぶ

 しく一同を照らしていた。

「首が！　首が、切られている！」

「しかし、そんなはずは！」

　牧師が震えながら叫んだ。

　役人たちが一斉に顔を上げ、彼を見る。

　首からかけたロザリオを握りしめて、牧師は幾度も首を振った。

　枯れ枝が風に揺られて鈍い音を立てた。

「貧しい踊り子で、病死だと聞いて埋葬した。記録も残っています。そうだ。でもその割には、まるであなたがたのような男たちが……」

「わたしたちのような？」

「えぇ。きちんとした服装をした役人風の男たちがきて、手続きをした。家族や友人、恋人といった顔ぶれではなかった。そうだ。それを不思議に思ったのだ。あのとき……」

「あのときとは、一九〇〇年だね」

　ヴィクトリカが問うと、牧師は恐こわ
 々ごわ

 うなずいた。

「えぇ」

　ひとりごとのようにヴィクトリカがつぶやく。

「それもおそらく、おかしな新聞広告を出してニコル・ルルーを雇った者たち……つまりは科学アカデミーと同じ男たちであろう」

「見ろ、このドレスを！」

　オカルト省の役人たちが、怯えたように一歩、下がった。

　激しく、幾度も十字を切る。座りこんで絶句するものもいる。

　ヴィクトリカとブロワ侯爵だけが、おそれることなく墓穴の中を覗のぞ

 きこんだ。

　そこにあったのは、なるほど、首と胴体の離れた女の遺体だった。長い時が経ち、生前のうつくしさも快活さも、繊細さも、土の中で永遠に失われてしまっていた。

　胴体は見事なほどに死し
 蠟ろう

 化していた。

　切られた首の断面がおそろしい。

　昔はやった、大仰に四角く膨らんだ袖そで

 。襟元を覆う幾重ものレース。腰のところで締めて、スカートを膨らませる形。布は半ば朽ちていて、色まではもうわからないが。

　そう。いま劇場で主役のココ王妃を演じようとしている、二人の女優のうちの片方が着ていたのとそっくりな……。

　しかし、彼女の衣装が近くで見れば安くて丈夫な布でつくられたものとわかるのとは対照的に、首を切り離された遺体が身につけているのは、上質の絹と本物のレース。首元のカメオのブローチもまた豪ごう
 奢しや

 なものだった。

　それに体を締めつけて覆い隠してしまう、動きにくい服装だ。踊り子のニコル・ルルーが着ていたとはとうてい思えないドレスだった。

　ドレスから覗く指は、いまもまだ生きているように青白く生々しかった。まるで劇場の入口に飾られる蠟人形のように。

「これは……」

　ブロワ侯爵が顎あご

 に指を当てた。

「普通に埋葬したとは思えぬな。なんらかの薬品を使ってわざと死蠟化させたとしか」

「うむ」

「そしてそういった科学知識においては、我が国の科学アカデミーは欧州一だ……」

「胸を刺されているようだ！」

　科学アカデミーから意識をそらそうというように、ヴィクトリカが遺体の胸を指差した。

　確かにそこに、古びて変色したドレスのせいでわかりづらいが、穴が開いて血のような茶色い跡が残っていた。

「刺されて殺され、死蠟化させられてから首を落とされた、のか」

「しかし、こちらの……首は！」

　ブロワ侯爵が冷酷そうな唇をわずかに歪めながら、

「腐っているぞ」

「そのようだな」

　胴体の上に切り離されておかれているのは、女の首だった。金色の髪がふわふわと垂れている。だがこちらは、胴体とはちがってひどく腐敗が進み、皮膚も失われていた。

　崩れた顎から、奥に光る金歯が見えた。

「どうして胴体だけが死蠟化し、首のほうは傷んでいるのだ！」

　ブロワ侯爵は立ちあがり、頭を振った。銀色の髪が不吉に揺れた。

　しかしヴィクトリカは、その隙を待っていたかのようにそっと手を伸ばした。

　傍らで見守っていた一弥が、代わりにやるよ、というようにヴィクトリカを制し、遺体に触れた。これかい、と目で問うと、ドレスの首元にあるカメオのブローチを開けた。

　中から、ちいさく折りたたまれた紙片が出てきた。

　ヴィクトリカが顎をひいてうなずいた。

　受け取って、手のひらの中に隠す。同時に一弥が、ブローチをぱちんと閉じた。

　ブロワ侯爵がまたこちらに向きなおった。険しい顔をしておそろしい声で、

「なにをしている！　そこの二人！」

「なっ」

　とっさに一弥は立ちあがると、

「なんみょーほーれんげーきょー……
 」

　と、直立不動で祈りだした。

　なんだ、東洋人が死者を前にして、おかしな儀式をしているのか、とブロワ侯爵が嫌悪感をあらわにして、一弥の細い背中を睨にら

 む。

　その隙にヴィクトリカがその場を離れた。

　最初はヴィクトリカを助けるためだったのだが、祈っているうちに、一弥はだんだん一生懸命になってきた。

　いつのまにか墓穴の周りに、牧師と妻、その子どもたちが集まってきて、一緒にお祈りをし始めた。妻ももう、見るな、と子どもを止めなかった。

　一弥のおかしな祈りの声と、牧師のさすがに流りゆう
 暢ちよう

 な祈り、妻の生真面目そうな声に、子供たちのかわいらしい、だが少々つっかえながらの声……。

　暴かれた踊り子の墓の周りで、それぞれの祈りの声がばらばらに木こ
 霊だま

 した。そして、墓地から尖せん
 塔とう

 の辺りへ、そして遠い、届くか届かないかわからないほどはるかに遠くの上空にある、この世ならぬ場所、ニコル・ルルーが踊る雲の上の世界に、静かに立ち上っていった。





　一弥の声がひときわ低く、熱心に響く墓地からすこしはなれたところで、ヴィクトリカは一人、カメオのブローチからこっそり取りだした紙片を開いていた。

　その顔が蒼そう
 白はく

 になっていく。

　考えるまもなく、肩にとまっている鳩の足に、紙片を固く結んだ。

　夕刻の、寂しく陰ってきた空を見上げる。

　不安でおそろしくてならぬというように。

　と、どこかで梟ふくろう

 が啼な

 いた。ここがソヴレムの街中などではなく、深い森の奥でもあるようだった。

　見回すと、またどこかで梟が、ちいさな娘に応こた

 えるように、長く哀切に啼いた。

「ママン……！」

　ヴィクトリカが怯おび

 えて唇をふるわせた。

「これは、いけない。踊り子ニコル・ルルーの墓から出現したが、彼女のものではありえない、貴婦人の首なし死体。ブローチから出てきた、短い手紙。これは、いけない。我らの命を縮める秘密が、ここに……」

　梟が啼いた。

　尖塔を、鴉からす

 もまた黒い翼を広げて旋回し続けている。一羽だったはずのそれはいまでは三、四羽にも増え、掘りだされた謎の死体を見下ろしている。

「この手紙のことを誰にも知られてはならない。わたしたちは一人として生きて帰してはもらえまい。ママン……。これを……！」

「おい、貴様」

　背後から兄の声がした。ヴィクトリカははっと息を飲み、とっさに、抱いていた鳩からぱっと両手を離した。

　鳩はたちまち、空高くに飛びあがった。

　こちらを振りかえることなく、教会の向こう側に向かって、白いちいさな点となって消えた。

「なにをしている！」

「いや……」

　振りむいたヴィクトリカは、金色の大砲を尖とが

 らせ、肩には白いウサギをのせて、満足そうにほくそ笑んでいるブロワ警部を見上げて、あきれたように、

「貴様こそ、いったいなんのまねだ？」

「意外と重たいのでな。腕がだるぅくなってきて、仕方なく肩にのせたのだ」

「そうか。それならせいぜい好きにするがいい」

　と、首をかしげながら、

「……わたしはな、ただ物思いにふけっていたのだよ」

「ほんとうにそれだけか？」

　と、疑うようにブロワ警部が詰問した。

「いま、様子がおかしかっただろうが！」

「そんなことはない。それに、いつも様子のおかしい大人に、そんなことを言われたくもないがね」

「くっ！」

　歯は
 軋ぎし

 りするブロワ警部の横顔を、ウサギが鼻をうごめかし、至近距離から怪け
 訝げん

 そうに眺めていた。

　ヴィクトリカは何事もなかったかのように、ちょこちょこと一同のもとにもどった。

　そのときはもう、顔つきもいつもどおりの氷のような無表情にもどっていた。深い湖のような緑の瞳ひとみ

 には、不安も焦りもなにごとも映っていない。

　一弥がようやくお祈りを終えて立ちあがり、ヴィクトリカを見た。

　ブロワ侯爵が「この遺体を捜査に回さねば……」とつぶやくのが聞こえた。

　全員の息が白かった。日が暮れてきて寒さが増したようだった。枯葉がいくつも落ちてきて、頭の上や、コートの肩や、靴のつま先にとまった。

　風が吹いて、立ち尽くすひとびとの髪やマフラーを揺らしていった。

　鴉が頭上で短く啼いた。

　やがてヴィクトリカがちいさくつぶやいた。

「さて、諸君。どうやら混沌カオス

 の欠片かけら

 が集まってしまったようだ」

　周囲を見回す。

「それらはすでにわたしの内部で弄もてあそ

 ばれ、再構成され、否応なく過去の真実に到達しつつあるのだ。諸君……」

　ブロワ侯爵も、そうしてオカルト省の役人たちも一斉にヴィクトリカの顔を見た。一弥がそっと近づいて、守るようにとなりに立った。セシルも寄ってきた。

「さて、劇場にもどろうではないか」

「なるほど。つまり……」

　ブロワ侯爵がにやりとほくそ笑んだ。地獄の扉がゆっくりと開いていくような不気味な笑みだった。

「うむ」

　その顔を見上げて、ヴィクトリカは蒼白なまま、うなずいた。パイプからの煙が細く白く上がっている。

　つめたい風が吹いた。

　ヴィクトリカが強がるように、低い声で言い放った。

「そろそろ、謎シヨー
 解きタイム

 だ！」






　　２






　劇場〈ファントム〉前の舗道に、つぎつぎに馬車や自動車が停まっては、着飾った人びとが飛び降りてきた。ご婦人の帽子の羽根飾りや、紳士が手にする凝ったデザインのステッキ、若い娘さんの髪に飾られたリボンなどが、夕暮れの日射しに照らされてきらきらと輝いた。

　枯葉が幾枚も、カサカサと風に飛ばされていく。

　日は暮れかけて、できたてのクリームのようにやわらかな光が、寒さに凍る建物や石畳に豪華に降りそそいでいる。

　往来の人の行き来は激しいが、劇場の前がことに華やかだった。もうすぐ幕が上がるはずの〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉再演に駆けつけた客たちが、うれしそうに息を弾ませては、巨大なライオンの口を模した扉から中に入っていく。舗道を歩く人びとも、劇場の看板を見上げては、あぁ、例のお芝居か、と合点したようにうなずいて、興味深そうに目を瞬まばた

 かせる。

　馬車が蹄ひづめ

 の音を高らかに響かせて、また走りだす。

　そんな〈ファントム〉の内部で……。





　天井からシャンデリアが吊つ

 りさがり、赤い絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられた広々としたフロアにはすでに客があふれていた。低いざわめきが、それ自体がひとつの巨大な生き物のため息のように、規則正しくさざめいていた。

　フロアの奥に、一階の舞台の客席に通じる観音開きの扉があった。そこはもう開け放されていた。中に入っていくと、濃い紫色をした座席がびっしりと並ぶ。一階席と二階席。もう半分ほども客が入り、席については連れとなにごとか話している。

　一階席の真ん中というなかなかいい座席に、妙な三人組が座っていた。

　真ん中に座っているのは、燃えるような赤毛に、そばかすの浮かぶ頰をした、いかにも健康的な若い女性。なぜかコートを着たまま座っている。コートの下からエプロンが覗のぞ

 いていて、どうやらあわてて飛びだしてきたせいで、コートを脱げない事情があるのだな、と見て取れる。

　女性──寮母のゾフィは、膝ひざ

 の上にのっけたブロマイドや皿やティーカップをうれしそうに持ちあげたり、にやにやしたりしていた。どうやら売店でしこたまココ＝ローズのグッズを買いこんだらしい。青い扇子を握って、そっと開く。右手のひらを頰に当て、左の手の甲に右みぎ
 肘ひじ

 をのせて物憂げにこちらを見る、ココ王妃の似姿が描かれていた。

　どうやら満足のいく出来だったらしい。ゾフィはさらにうれしそうに、にまぁ～と笑った。

　その右隣に仏頂面で座っているのは、役人風の紳士だった。劇場の入口でぶつかり、ひょんなことからチケットを一枚譲ってくれた紳士たちのうちの一人。連れからロジェと呼ばれていた男だ。彼は、観劇にきたというのになぜだかやけに険しい顔をして、舞台の幕を睨にら

 んでいた。その向こうに宿敵が潜んでいるとでも言いたげな、あまりにも獰どう
 猛もう

 な目つきだった。

　ゾフィの左隣には、帽子を目深に被かぶ

 った上品な紳士が腰かけていた。……どうやらゾフィに渡すときに、まちがえて、三人分の席の真ん中のチケットをあげてしまったらしい。

　あいだに知らない若い女性が座っているせいか、二人の紳士はほとんど会話をしなかった。

　上品な紳士のほうは、呆ほう

 けたように腰かけて舞台の幕をぼんやりと眺めていた。時折、ゾフィがひろげるグッズをちらっと見ては、なぜか怖おぞ
 気け

 立つように肩を震わせたりもした。

　開幕まで、あとすこし。

　ゾフィがまたうきうきしてグッズを眺め始めたとき。左隣に座っていた上品な紳士がとつぜん立ちあがった。右隣の紳士がぎょっとしたように顔を上げ、険しい口調で、

「どうしました。──陛下！」

「胸騒ぎがするのだ。ロジェ。どうにも落ち着かぬ」

「ふむ……」

　役人風の紳士が、

「胸騒ぎというものは太古からあります。科学的には、なにか心配の種となるものを見聞きしたものの、無自覚でいる場合、心が警笛を鳴らすためとされております。見聞きしたなにかが陛下の心に届き、注意を発しているものでしょうな」

「ロジェ、観劇は明日にしよう。余は……。余は……」

　言葉を切り、首をけだるく振った。

　目深に被った帽子がすこしだけかたむいて、短く切って丁寧に撫な

 でつけられた金髪が見えた。細面だがどこか骨太にも見える横顔。ゾフィはその横顔をじぃーっと見上げた。どうもどこかで見たことがある男だと思えてきたのだけれど、しかし、果たして誰だったろう……？

　二人がばたばたと客席を立って、「失礼、マドモアゼル」とつぶやいて立ち去っていった。ゾフィはぽかんとして、

「えーっ、観ないの？　あのおじさんたち。ここまできて。……へんなのっ」

　と首をかしげた。

　それからしばし、一人きりで熱心にグッズを眺めていたが、どんどん座席に増えてくる客たちを見渡すと、不安そうに、

「あたし、あたし」

　こそっと立ちあがって、ほっぺたに手を当てた。

「えっと、あたし……」

　それから胸を張ると、

「もっとココ＝ローズのグッズを買ってこよっと！」

　元気よく立ちあがった。

　たったった、と走ってフロアに向かいながら、ふっと思いだしたように、そうだ、と手を叩たた

 く。

「それに、セシルにお土産を買わなくっちゃ。あの子って寂しがりやで、おとなしく見えて意外とおこりんぼで、こうして週末に一人で遊びに出かけると、ものすっごく怒るのよねぇ。だから、ソヴレムまで買い物にくるときは、いっつもあの子を誘ってあげるんだけどさ。ま、しょうがないや」

　肩をすくめながら、急いで歩く。

「あの子は根っから貴族のお嬢さんで、それがああして、職業婦人として日々、がんばってるんだものね。そんな中、甘える相手っていえば、このあたしさ。まったくあの子は……痛いっ！　誰かに蹴け

 られた？」

　フロアに出て、意気揚々と歩き始めたゾフィの向こう脛ずね

 を、遠くから一目散に駆けてきた小柄な誰かが思いっきり蹴飛ばした。ゾフィはぎゃっと悲鳴を上げながら振りむいた。

　と、そこにいたのは……。

　ほっぺたを風船のようにふくらませたセシル先生だった。

　不思議そうにゾフィは目をぱちくりした。怒るよりも先に、「セシルじゃないの。あんた、どうして……」とつぶやいたとき、セシルの二打目が見えたので、あわてて飛びのいた。

　キックを空振りしたセシル先生が、くるくるっと回転して絨毯の上に顔からこけた。





　──それよりほんの一時、前のこと。

　ヴィクトリカたち一行は、馬車で再び劇場〈ファントム〉にもどってきたところだった。

　誰もが険しい顔をして、黙りこんで互いの顔をみつめていた。さきほど見たばかりの墓穴──昔風のドレスを身にまとった貴婦人の首なし死体と、金歯の光っていた、腐乱した首！──の情景が蘇よみがえ

 っては、はるかな過去からの悲鳴と呪じゆ
 詛そ

 を聞いたようにその身を震わせるだけだった。

　一弥は決意を秘めたような顔をしてヴィクトリカのとなりに座っていた。離れないぞ、というように。

　ブロワ父子は無表情だった。

　セシル先生はとうに眼鏡を外していた。垂れ目がちのおおきな瞳ひとみ

 には大粒の涙が浮かんで、光っている。

　馬車が劇場に着くと、一同はゆっくりと降りた。セシル先生が丸眼鏡をかけなおす。

　ブロワ侯爵がふいに低い声で、

「いったいなにがわかったのだ。はやく話せ」

　と、ヴィクトリカを威おど

 すように声をかけた。

　一弥がとっさに身構えた。

　ヴィクトリカはしばし黙っていたが、

「まず中に入ろう。……舞台はそれからだ」

　短く答えた。

　ブロワ侯爵が、ふんっとつめたい鼻息をもらした。

　ライオンの口を通って、獣の体内を探検するように、劇場に再び足を踏みいれる。

　フロアは人いきれが凄すご

 く、足音や話し声が充満していた。着飾った女たちや、スーツにステッキ姿の男たち。みな楽しみでならないというように弾んで、売店に向かったり、互いに会話を楽しんだりしている。

　一同が左に曲がって細い廊下を行こうとしたとき、とつぜんセシル先生がフロアの真ん中に向けて走りだした。

　一同はびっくりして目で追った。

　ほどなく「痛いっ！　誰かに蹴られた？」「セシルじゃないの。あんた、どうして……」という、どうにも聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　人垣をかきわけるようにして一弥が近づいていくと、セシル先生と寮母のゾフィがくんずほぐれつで、子供の姉妹のように喧けん
 嘩か

 しているところだった。

「どうして誘わないのよー」

「だって、そんな暇なくってさ。それより、あんたこそソヴレムにきてるじゃない。いったいどうしたのさ」

「わたしはトランクできたんですっ。でもゾフィはオートバイでしょ！」

「なに言ってんだよ、わっかんないなー。セシルはもー」

　どうやら怒っているのはセシル先生のほうで、ゾフィはにやつきながら諫いさ

 めているだけのようだった。ぽかぽかと叩かれて、楽しそうに苦笑し、

「うるさいなぁ、もぅ。べつに、たまには一人で出かけたっていいじゃないのさ。あんた劇とか観ないし」

「だめよ！」

「えっ、だめ？」

　ゾフィは目をぱちくりした。

　それから腰に両手を当てて首をおおきくかしげ、笑った。

「まったく、おかしなもんだねぇ！」

「なっ、なにがよ！」

「だってさ、六年前にあんたと出会ったころは、あたしはただの〝見えないメイド〟で、あんたのほうは貴族の立派なお嬢さまだった。毎日、窓を拭ふ

 いたり、床を掃いたりしながら、額の汗を拭き拭き、授業中のあんたの横顔を窓越しに眺めたもんだよ。ミス・ラフィットはあたしなんかとちがって、全身がぷくぷくしてて、幸福そうで、いっつも明るくってさ。あんたとただ一言でも会話する機会があるなんて、あのころのあたしにゃ、まるで思いもつかないことだった」

「むー」

「時は流れて、いま。あんたは、実家が没落しちまったとはいえ、立派な職業婦人になって、毎日教壇に立ってる。こうやって生徒たちにも尊敬されているし……」

　一弥と、ついで近づいてきたヴィクトリカのほうを見てうなずいた。一弥はつい口をはさもうとするように口を開きかけたが、セシル先生にきゅっと睨にら

 まれて、わずかにのけぞり、口を閉じた。

　ゾフィは感心したように、

「あたしゃ、ジャガイモを洗ったり、むいたり、ニンジンを切ったりしながら、授業中のあんたを窓ガラス越しに眺める毎日だよ。机から教壇に変わったけど、やっぱりミス・ラフィットは、ご立派な教室っていう、あたしにゃ到底入れない場所にいて……。つまりは、ガラスのウインドウの向こうにいるプリンセスのままさ。そのあんたがさぁ」

「なによ」

「へっ。あたしが一人で遊びに出たからって、子供みたいにふくれるなんざ、おっかしいねぇ。昔のあたしに教えてやっても、寂しそうに笑うだけで、とても信じやしないことだろうよ。へへっ」

「だって友達でしょ」

　セシル先生が、風船のようにほっぺたをふくらませたまま、上目遣いに睨んだ。

　睨まれたほうは、両手を腰に当ててのけぞり、楽しそうに笑い続けている。

　その二人のあいだに、妙に猫背の姿勢で、一弥が割って入り、

「まぁ、まぁ、まぁ……」

　じいさんのように渋く、仲裁しようとした。

「ご両人、どうか冷静に……。痛い！」

「男は黙ってて」

「それに久城くんは子供でしょ」

「理不尽な……。ぼくはただですね、冷静になれば、両者の言い分に、落としどころといいますか、ええと、ぼくの国に喧嘩両りよう
 成せい
 敗ばい

 という制度がありまして……いや、制度じゃないぞ、ことわざだっけ。えーと、つまりですね……。痛い！　ちょっと、いい加減にしてくださいよ！」

「……えっ、ロジェ？　誰それ？」

　セシル先生がとつぜん、ロジェ、と口走ったので、一弥ははっと息を飲んだ。

　さっきからあきれたように揉も

 め事ごと

 を眺めていたヴィクトリカもまた、きらりと目を光らせて、一弥に、静かに、と無言で命じた。

　一弥が、うん、とうなずいて口を閉じる。

　あんなに激しく揉めていたはずなのに、セシル先生と寮母のゾフィは、なぜだかいつのまにか、落としどころもなにもなく、すーっと喧嘩をやめていた。長い友達づきあいの、あうんの呼吸だろうか。

　代わりにゾフィが、「両隣の席が空いたからさ、いっしょに観ようよ。紳士が二人いたんだけど、胸騒ぎがするって急に帰っちゃったんだよ。おっかしな人たち！」と身振り手振りで説明していた。

「その片方がロジェって呼ばれてたの？」

　セシルが不思議そうに聞いている。

　うなずきながらゾフィが、

「そうなの。こぅ、役人風のこわそうなおじさんよ。入口のところでさ、もう一人のおじさんにぶつかったときも、あたしを突き飛ばして連れを庇かば

 ったし。連れのほうをおじさんって呼んだら、このお方はそんな呼ばれ方をする人じゃないって怒るし。だいたいさ、おじさん二人組で観劇するなんて、そもそもおかしくない？」

「おかしー。あやしー」

「それに、もう一人は金髪を短く切って、ぺたっと撫な

 でつけた、上品でけっこう素敵なおじさんだったけどさ。あだ名が、傑作。当ててみてよ、セシル」

「傑作のあだ名～？　鮒ふな

 ？」

「惜しい！」

「もうちょっとか。うーん……。平目？」

「正解は……。陛下！」

「陛下？　ひどーい。ほとんどいじめみたいなあだ名ね。うちの生徒がクラスメートに使ってたら、先生、お説教するわ。放課後の薄暗い教務室で、しつっこいぐらい、延々と……。それって、ほんとに仲がよくて呼んでるのっ、て。先生の目を見て答えられますかって。晩御飯抜きですよーって」

「でしょ！」

「ちょっと待って、ゾフィ。ぜんぜん惜しくないじゃないの。あなたってば、いつも適当にわたしをあしらってさ！　だいたいゾフィはいつも……」

「あの、すみません。喧嘩しないで。それより……」

　ヴィクトリカに目で命じられて、一弥は再び、じいさんのような合いの手を入れた。至近距離で睨みあう二人のあいだに、むりやり滑りこむ。

「整理整せい
 頓とん

 します！」

「引っこんでてよ」

「いや、だんぜん引っこみません。ぼくはこの通り、ヴィクトリカが評するように中途半端な秀才で、じつにつまらない男です。しかしつまらないだけに、なるほど整理整頓は得意でして……」

「ちょっと待って。生徒が急にこんなこと言いだしたら、わたしも黙っちゃいないわ。久城くん、あなたにはいいところもけっこう……」

「わかりました。いいところもけっこうあります。……整頓を続けます！」

　一弥がますますじいさんのように猫背になり、

「寮母さん。劇場の入口でぶつかって、チケットをくれた二人組の紳士は、一人は役人風のおじさんで、ロジェと呼ばれていたんですね」

「そうよ」

「もう一人は金髪を短く切った上品なおじさんで、陛下、と呼ばれていた」

「うん」

　ゾフィはうなずいた。

「そういや、お忍びだからどうのこうのって言ってたかなぁ。いったいどういう意味だろ」

「……なるほど」

　一弥は二人のあいだを、なめくじがのたくるような妙な動きですり抜けて、ヴィクトリカの前にもどった。

　ヴィクトリカは相変わらずの無表情で一弥を眺めている。緑の瞳ひとみ

 がシャンデリアの光を浴びて瞬く。

「つまりだよ、ヴィクトリカ。陛下とロジェ──おそらく、事件の陰でなんらかの暗躍をしていた科学アカデミーのジュピター・ロジェ──の二人が、お忍びで劇場にきているということだね。君、ロジェの正体が彼だとしたら、陛下と呼ばれていたのは、もしかすると……」

「うむ」

「でもどうしてだろうね」

　一弥は首をかしげた。

「まぁ、自分の王妃だった人を主人公にした舞台だから、こっそり観にきたという気持ちもわからなくはないけれど……」

「む」

　ヴィクトリカはうなずいた。

　深い緑の瞳は寂しげに瞬いていた。さくらんぼのようなつやつやの唇も、いまは固く結ばれて、緊張を隠しているようだった。一弥は心配になり、眉まゆ

 をひそめてそのちいさな顔を黙って見守った。

　そろそろ舞台の幕が開こうとしていた。フロアにいた人びとはずいぶん減って、そのぶん、観音開きの扉の向こうに広がる客席からのざわめきが大きくなってきていた。

　ヴィクトリカがパイプを一口、ゆっくりと吸ってから口を開いた。

「ゾフィの隣の席が二人ぶん空いているのだな？」

「うん、そうよ」

「それなら、久城とセシルはその席で観劇したまえ」

「いやだ」

　と、一弥が答えた。

　いつのまにかヴィクトリカの背後に、オカルト省の役人たちが集まっていた。ほとんど気配もなく近づいて、やがて一同をぐるりと囲んだ。どの顔にも表情がなく、まるで、ブロワ侯爵がかつて夢見た人造ホムン
 人間クルス

 のように虚うつ

 ろで、同時におそろしかった。

　ヴィクトリカが一歩、下がった。

　役人たちが取り巻く。

　一弥は顔をこわばらせて、

「ぼくも、行く……」

「この先はいけない。久城」

「でも」

「大丈夫だ。わたしには……」

　ヴィクトリカはため息のような小声で、

「ママンがいる。いつもわたしを見守ってくれる、おおきな手が……」

「でも、でも」

「第一、ここからはソヴュールの国家機密にかかわるのだよ。久城、君はわたしの友である前に、東洋の某国からやってきた留学生だ。国の助成金によって、異国のこの地で学んでいる立場だ。やがては国の中枢となる、立派な人材に育つために」

「ヴィクトリカ」

「君の生まれ育った国とソヴュールは、なるほどいまは同盟国だが、しかしつぎの嵐ではどうなるかわからない。一度目の嵐とはまったくちがう勢力地図、大地と海の場所でさえ揺り動かすほどのおおきな変化がやってきたとき、君の立場がどうなるのかも」

　国のことを指摘されて、一弥は開きかけていた口を閉じた。

「ここから先は、危険領域だ」

「ヴィ……」

　とつぶやいたきり、絶句してしまった友達の、とても悲しそうな顔を見上げながら、ヴィクトリカはいまではらしくないと思えるほど硬い声で、別れを告げた。

「さらばだ、久城。たった一人の、かけがえのなかった、わたしの友よ……」

　最後の一言は、ほんのわずかな空気の震えで、一弥の耳にしか届かなかった。

　友よ、というこのときの彼女の声を、一弥は、生涯、耳に残る、悲しき愛の告白のように感じ、黙って受け取った。

　ヴィクトリカは一弥から目を背けた。役人たちに囲まれ、きびすを返して、ちょこちょこと歩き去っていく。

　世界を揺るがすほどの頭脳、古代セイルーン族の末まつ
 裔えい

 、旧大陸が隠す人間兵器──。

　その割には、後ろ姿はまだちっちゃな子供でしかないようだった。金色の髪が揺れる様は、過去という大河が、金に光りながら流れて、どこかにゆっくりと消えていくようで、胸が締めつけられた。

　一弥はひとり立ち尽くしていた。

〈ソヴレムの青い薔薇ばら

 〉の開幕がまもないことを告げるブザーが、鈍く鳴った。

（ヴィクトリカの言うとおりだ。ぼくは確かに、ソヴュールの同盟国からの一留学生に過ぎない……。国の中枢となる頭脳を育成するための、助成金でこの国にやってきた……。でも……）

　一弥は自分の手のひらをそっと見下ろした。

　青白い、まだちいさな手。大人の男のものではない。でも……もう子供でもない。

　この手で守れるものはなんだろうか。

（ちがう。確かに義務はある。その一方で、守らなくてはならない人がいる。ぼくが、誰かの友達である前に、ある国の人間である、なんて……。そんなわけがないんだ……）

　一弥はそっと客席に通じる扉を振りかえった。

　ゾフィがセシルの手を引っぱって連れて行こうとしていた。一弥のほうを見て、あんたもはやく、というように手招きする。

　ヴィクトリカが連れ去られていった、細い廊下のほうを見る。

　と、ゾフィの「おーい、久城くーん……」と呼ぶ声が聞こえてきた。

　一弥は黙っていちど、天を仰いだ。

　そうしてそれから、赤い絨じゆう
 毯たん

 が敷きつめられた床を蹴け

 って……。





　ある方向に、走りだした。






　チェスドール　─chessdoll 4─










　鳩が飛んできた。





　両手を空に向かって遠く伸ばして、わたしは受けとめた。我が娘──ちいさな灰色狼の命を救うメッセージを託された、白い鳥を。

　わたしとブライアンは、教会の鐘に、自身も夜の闇の鳥のようにとまってじっとしていた。外は夕刻で、半ば落ちかけた日が眩まぶ

 しく墓地を照らしていたが、ここは真っ暗で外からみつかることはなかった。

　ブライアンはというと、今夜は片割れが手品の舞台に立つはずで、わたしに寄り添っているのは一人だけだった。手を伸ばして鳩を抱きしめたわたしを、おもしろくなさそうにねめつけた。

　墓地から人びとが去っていく。小こう
 路じ

 に停めた馬車につぎつぎと乗りこむのが見えた。アルベール・ド・ブロワの姿を、ブライアンはしばらくのあいだ、犬歯を剝む

 きだした獰どう
 猛もう

 な表情で見下ろしていたが、やがてこちらに向きなおり、

「我々も〈ファントム〉に行くか」

「あぁ……」

「なつかしい、場所だ」

　ブライアンは炎のような色の髪をゆっくりとかきあげた。

　わたしは顔を上げ、彼を見上げた。

「あんたをみつけた。劇場の地下ホールで。歌い、踊るあんたを」

「昔の話だな」

「しかし、過去には三つの種類がある。容赦なく忘却されるもの。なつかしい思い出として心に記録されるもの。そうしてもう一つは」

　ブライアンはのびをした。おおきな猫がやってみせたように、ぐぅっとからだが伸びてさらに背が高く見えた。

「まるでいまもその瞬間にいるかのように、いつまでも、生々しく肉体に残るもの。つまりは、永遠だ」

「永遠……」

　わたしは目をそらした。

　おそろしい石の塔で、あの仔こ

 を産み落としたときのことが胸に蘇よみがえ

 った。

　ぱっくりと開いた傷口のように生々しく残る、あの瞬間の永遠よ。

　石の塔にいまもいて、連れ去られていくちいさな娘に、瘦や

 せ細った手を差しのべているような気がした。わたしはいまだに、あの瞬間の自分に居続けているのだろうか。

　ブライアンが尖せん
 塔とう

 の細い螺ら
 旋せん

 階段を下り始めた。そうしながら、こちらを振りかえり、「なにが書いてあるんだ。その紙切れには」と聞いた。

　わたしははっと我にかえった。

　鳩の足に結ばれた紙をほどいて、開く。

　さきほど墓穴から出てきた首なし死体の、古いドレスに飾られていたブローチから出てきたものだ。

　いかにも繊細そうな文字が短く綴つづ

 られていた。

　フランス語だ。

　女性が書いたのではないか、そう思わせる筆跡だった。

　わたしは低く読みあげた。






　　〈愛する魔法使いよ





　　あなたとの罪に神の雷が落とされ、

　　わたしは悪魔の子を産みました

　　遠からず、命で償うこととなるでしょう……





　　願わくはこの手紙をいれたブローチが

　　哀れなわたしとともに埋葬されて

　　この世とあの世の狭はざ
 間ま

 にいるあなたに

　　届きますように




　　　　孤独とともに




ＣＣ〉







「どういうことだ」

「ＣＣ……」

　わたしは怖おぞ
 気け

 だった。

「これは、おそらくココ＝ローズの手紙だ」

「ニコル・ルルーの墓から出てきた死体に、王妃の手紙が忍ばせてあったと？　いったいどういうことだ……。それにこの内容は。まるでこれから誰かに殺されることをココ自身も知っていたかのようじゃないか」

　ブライアンが緑の瞳ひとみ

 を細めて、嘯うそぶ

 いた。

「あぁ」

　わたしはうなずく。

　教会の外で鴉からす

 が不吉に啼な

 いている。それに答えるように、ほぅぅ、と梟ふくろう

 の啼き真似をしてみせる。

　鴉の羽音が響いた。わたしは首を振った。

「そして愛する魔法使いとは、まさか。コルデリア……」

「錬金術師リヴァイアサンのことだろうな」

　わたしはうなずいた。

「王妃はおそらく、錬金術師が国王と科学アカデミーに追われて、時計塔で姿を消してから、悪魔の子……国王ではなく錬金術師の子供を産み落としたのだ」

「まさか！」

「国民には、出産に失敗して以来、さらに元気がなくなってカントリーハウスに籠こ

 もるようになった、と伝えられていたが、実際はちがったのだ。子供は生まれた。悪魔の子が。つまり……」

「つまり？」

「わからないのか、ブライアン」

　わたしは声を低くした。

　神に聴かれないように。

「錬金術師はじつはアフリカ人だった。つまり生まれた子供はあいのこなのだ。我が娘が、灰色狼とソヴュールの貴族の血を引く存在であるように。そう、ソヴュールの王妃が産んだ、王室待望の第一子は……つややかな黒い肌をしていたのだ！」

　ブライアンが足を止めた。

　石の螺旋階段は冷えて、二人の息が白かった。

　彼の髪だけが真っ赤に燃えている。

「だがそんな子供はどこにもいない。国王のそばにも、どこにも！」

「いまとなっては、産み落とされた子供がこの世のどこに消えてしまったのかはわからない。それはおそろしいことだが……。しかし、しかしだ。生まれた赤子を見たココ＝ローズは、自分の命を取られるものと怯おび

 えて、手紙、いや遺書を書いた。そしてブローチに忍ばせた。だが実際には……」

　二人でまた螺旋階段を降り始める。

　もうすぐ地上に着く。

「ココ＝ローズは、郊外のカントリーハウスで軟禁状態だったのだろうが、それからの十四年を生き延びた。そうしてなぜだか、出産から十四年後の一九一四年、王宮で何者かの手にかかり、殺されたのだ」

「この手紙が示しているものは……」

「おそらく一つは、ココ＝ローズの恐るべき出産という、王家の秘密。それからもう一つは、彼女を殺害した犯人を推測するヒントになるという面だ。そう、どちらにしろ……」

　わたしはそっと吐息をついた。

「我が娘の命綱だ。この手紙をわたしたちが安全に保管している限り、王家も科学アカデミーも、あの仔に手出しはできまい。わたしたちが、自身の安全装置として保管している赤い形見箱と同じ役目だ」

「ふぅむ」

　ブライアンが呻うめ

 いた。

　地上に着いた。扉を開けて外に出る。

　眩まぶ

 しい夕陽が辺りを寂しく照らしていた。

「ココ王妃の哀れな遺書が、おまえの娘ヴィクトリカの命の安全装置となるわけか」

「あぁ」

「それなら、せいぜい大事に持っているがいいさ。コルデリア」

「……ありがとう。ブライアン」

　ブライアンの横顔がかすかに歪ゆが

 んだ。

　鴉が不吉な旋回を続けていた。

　墓地では、掘りだされた遺体がどこかに運ばれていくところだった。役人たちが憂ゆう
 鬱うつ

 そうな横顔をさらしながら、荷運び人に指示をしている。

　わたしたちは彼らに背を向けた。

　小こう
 路じ

 を抜け、歩く。

　ブライアンがふっと手を伸ばして、わたしの髪の先に触れた。ほんの一瞬、指を這は

 わせて、また遠慮がちに離した。

　わたしは唇を開いた。

　梟の真似をする。

　ほぅぅ、ほぅぅ。

　するとブライアンもとなりで、獣のうなり声を立ててみせた。

　向こうから、犬を散歩させる老人が歩いてきた。わたしたちに気づくと会釈をするのだが、犬のほうは恐れて足を止め、飼い主がいくら綱を引っぱっても一歩も動こうとしなかった。

　怯えたように短く、きゅうん、と鳴いて目を伏せる。

　こいつらはいったい、と不審の目になって、老人がこちらを観察する。

　その横を、わたしたちはゆっくりと歩いて通り過ぎていった。

　風にあおられた枯葉が目の前を横切り、それをブライアンが乱暴に踏み潰つぶ

 した。





　わたしの手の中には、ココ王妃の遺書がしっかりと握られていた。






　第五章　The show must go on!
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　漆黒の髪をなびかせながら、少年が廊下を走っていた。

　髪と同じく、瞳も黒。東洋人だ。生真面目そうな顔つきをした小柄な少年だった。きゅっと結んだ唇を、ゆっくりと開いて、

「ヴィクトリカ……！」

　と、少女の名を呼んだ。

　壁には古ぼけたランタンが幾つも並んでいた。まるで過去から照らすような鈍い光が少年の上から降りそそぐ。細い廊下を進めば進むほど、少年は時という穴を下りて過去の秘密に近づいていくようだった。

「ヴィクトリカ！」

　少年がもういちどつぶやいた。

　ランタンがじじじっ……と音を立てて不吉に瞬いた。

　駆け足する少年の足音が、その細い背中とともに遠ざかっていった。





　二人の紳士がべつの廊下をゆっくりと進んでいた。

　壁を一枚隔てた客席のほうから、満員の観客のざわめきが聞こえてくる。その音が次第に、ばらばらの囁ささや

 き声から、集合して、一つの歓声になって木こ
 霊だま

 し始める。

　コーコ！　コーコ！　コーコ！

　ココ＝ローズの復活を、黄泉よみ

 の国から蘇よみがえ

 り、舞台の上で生身の姿を見せてくれるその時を待って、首都ソヴレム、いやソヴュール中から集まったファンたち。王妃の父、兄、妹、恋人、友達……。ココ王妃ココズ
 の子供・チル
 たちドレン

 ……。おそるべきその群れ……。

　金髪の紳士が、やめてくれというように両手で耳を押さえ、首を振った。

　もう一人の役人風の紳士もまた、険しい顔つきをして、ココズ・チルドレンの悲鳴のような声を聞いている。

「彼らは、なぜ……」

　そう金髪の紳士が呻いたようだった。

「そこまでココを……」

　連れは答えない。

　それきり二人は黙って廊下を歩いていった。

　コーコ！　コーコ！　コーコ！

　いまにも暴徒と化しそうな観客たちの声──。次第に激しくなりながらハリケーンのように劇場中をうねっている。

　コーコ！





「ショー・マスト・ゴー・オン！」

　ヴィクトリカがつぶやいた。

　真っ赤な大輪の薔薇ばら

 のようなその姿。赤いドレスは裾すそ

 がふくらんで、ガラス製のような靴は淡いピンク。見事な髪が床までたっぷりと垂れていて、豪ごう
 奢しや

 なビスクドールそのものの姿だった。

　ずいぶん不似合いな、壊れかけた木椅子に腰かけている。木製の唐草飾りがところどころ折れているし、身動きするたびにギーギーと不気味な音を立てた。どこか囚とら

 われの姫のようにも見えた。

　パイプから上がる細い煙が心細そうに揺れていた。

　一同がいるのは舞台袖そで

 だった。いまは真っ赤な幕が下ろされていて、王宮のバルコニーを模した大道具が用意されている。辺りには、衣装を身につけて本格的な舞台化粧も終えた俳優たちが緊張した面持ちで集まっている。舞台監督がこの期に及んでも細かな指示を続けていた。

　木椅子に座りこんだヴィクトリカの周りを、オカルト省の役人たちがぐるりと取り囲んでいた。そばにブロワ侯爵もまた、こちらは地下ホールから持ってあがらせたのか、上等で新しい椅子にふんぞりかえって腰かけていた。その傍らに息子のブロワ警部が立って、頭によじのぼってくるウサギに手を焼いている。

　俳優たちも、劇場関係者も、この不気味な一行にはなにも言わず、視線も向けないように気をつけているようだった。舞台裏でたとえなにが起ころうとも、俳優の仕事は同じなのだ。劇は続けシヨー・
 られなくマスト・
 てはなゴー・
 らないオン

 。

　客席からのココ・コールはここにももちろん届いていた。まるで空気が割れるほどの大歓声として。無理もない。大人気の演目の、十年ぶりの再演だ。それにしても、集団ヒステリーの一歩手前と評してもいいかのような、すさまじい音量になってきていた。悲鳴の如き声。チルドレンが、いまはもういないママンの復活を望んで、黄泉の国の入口に集まり、狂ったように叫ぶ声。

　コーコ！　コーコ！　コーコ！

　四角く膨らんだ袖そで

 に、襟元まで幾重にも覆うレース、首元に光るカメオのブローチという、昔風の青い衣装を身につけたココ＝ローズ役の女優が、その声にプレッシャーを感じたように横顔を引きつらせた。

　遠くからヴィクトリカが、黙ってその姿をみつめていた。

　若い女優はしばし絶句し、瞳ひとみ

 に涙を溜た

 めていたが、ふいに、お得意のポーズ──右手のひらを頰に当てて、肘ひじ

 を左手の甲にのっけて微笑む──をしてみせた。

　数秒。

　女優のからだから緊張と不安が抜けていった。横顔が薔薇色の輝きを灯とも

 した。希望が淡い光を放つように。

　ヴィクトリカがパイプをくわえた。紫煙をくゆらしながら女優を見守るその顔も、ほんのわずかにほころんだように見えた。

　さて。

　そして……。

　幕が上がった。

　途端に、大地を揺るがすほどの歓声が低く響いて腹の底を震わせていった。

　スポットライト。

　ココ役の女優が光の中にゆっくりと進みでていく。若くして、望んで天に召されるような、じつに不思議な後ろ姿だった。

　と、客席は水を打ったように静まりかえった。

　固かた
 唾ず

 を吞の

 んで、ようやく復活した王妃を──今夜の女優を見ている。貪むさぼ

 るような二つの目で。無数の観客が。生いけ
 贄にえ

 のうつくしさを値踏みするように。

　舞台の神の存在を感じるような、すさまじい静寂。

「……ショーほど素敵な商売はない」

　ルパート陛下役の俳優が、ふいにつぶやいた。

「俺たちは自ら望んで俳優になった。やがては老いて声も嗄か

 れ、舞台にも立てなくなるだろうが。しかし、諸君。この喝かつ
 采さい

 を覚えておこうじゃないか。耳に、肉体に、心に残り、ひとりきりの寂しい夜を慰めてくれるだろう」

　俳優たちもまた固唾を吞んで、舞台袖から様子を窺うかが

 っている。皇太后陛下役のジンジャー・パイも、威厳たっぷりに顎あご

 を上げて立ち、しかし握ったハンカチを緊張でくしゃくしゃにしている。

　やがて……。

　さきほどまでよりもさらにおおきな歓声と、ココ・コールが響き渡り始めた。王妃役の若い女優が、観客に受けいれられたのだ。

　一同はほっとして、わずかに微笑をかわしあった。

　それから自分の役に没頭し、それぞれの静寂にもどった。

『明日はソヴュールに嫁ぐ、この身……。フランスともお別れだわ。あぁ、ソヴュールの国民のみなさんは、わたしを受けいれてくれるのかしら。陛下はわたしを愛してくれるかしら。とても、とても不安な、最後の夜……！』

　いまはもうどこにもいない、フランス人の十七歳の少女、ココ＝ローズが寂しげな声で訴えた。

　客席はしんと静まり返り、女優をみつめていた。

　誰もが彼女の未来を知っていた。国民には受けいれられたが、ルパート陛下には愛されることがなかった……。薔薇色にはほど遠かった、彼女のみじかい人生を……。

　舞台をみつめていたヴィクトリカが、ふっと目をそらした。

　向かい側に座るブロワ侯爵と、自分の周りを取り囲む役人たちを眺め渡す。それから舞台を指差して、

「ゼロ時間、という概念がある」

　と話しだした。

　ブロワ侯爵の眉まゆ

 がかすかに動いた。片眼鏡がつめたく光った。

　薄暗い舞台袖の、ヴィクトリカとブロワ侯爵が座る場所にだけ、目には見えない細いスポットライトが一つずつ当たって、不気味に照らしだしているようだった。ヴィクトリカは顔を上げて、自身のおそるべき父親にして、オカルト省の重鎮、アルベール・ド・ブロワ侯爵をまっすぐに睨にら

 んだ。

　舞台には国王陛下役の俳優も登場し、婚礼のしたくが始まっていた。

　音楽がかかり、俳優たちが華やかに踊る。

　ヴィクトリカは氷のように無表情だった。怒りも、憎しみも、退屈も、倦けん
 怠たい

 も、ときには喜びも……。すべての感情を飲みこむ訓練が、生まれたときからできているのだというように。

　古いテーブルに置かれたランプが瞬いた。

　舞台からは音楽が聞こえてきた。





「ゼロ時間とは、本当に事件が起こった時のことだ。しかしそれが誤認されていて、そのために真実が見えづらくなっていることが多々あるのだよ」

　ヴィクトリカがパイプから口を離し、低いしわがれ声で言った。

　老婆のように、無邪気さや少女らしさを奪われた声。長い間、母親と同じく石の塔に閉じこめられ、外界を知らずに、ただ書物だけを頼りに、外の世界に広がるもの……知識や発見、愛情や、悲しみ……とかろうじて繫つな

 がろうと試みた。吠ほ

 え、啼な

 き、叫び、やがて声から失われた、幼いものの甘さとやわらかさ。

　時が経ち、それはいまでは老いたる森の賢者の如き、静かで不思議な声となっていた。

　その響きで、

「さて、いまは……」

　とつぶやくと、舞台を指差した。

　スポットライトに照らされる中、婚礼の儀が執り行われていた。白いマントを羽織っておおきな王冠を被かぶ

 ったルパート陛下が立ち、となりにココ王妃がうつむきがちに付き添っていた。

「一八九七年だ。……まだゼロ時間ではない」

「どういうことだね」

「まぁ、待て。もうすぐだ」

　ヴィクトリカは低い声で、

「ほどなくゼロ時間がやってくる。つまりは、ココ王妃が殺された瞬間が」

「なにを言っている」

　ブロワ侯爵は鼻を鳴らした。

　ひどく低く、凍りついたようなおそろしい声で、

「それは一九一四年だろうが。政府関係者のみならず、国民みんなが知っていることだ。まだまだ先のことだ」

「ちがうのだよ。父上」

　ヴィクトリカは首を振った。

「知恵の泉が異を唱えている。ココ王妃が死んだのはだな……」

　言葉を切った。

　舞台では婚礼の儀が無事に終わった。

　陛下と王妃の、寝室でのもめごと。王妃のオカルト趣味。仮面の錬金術師リヴァイアサンの登場……。

　劇はゆっくりと、だがセンセーショナルに進んでいく。

　一九〇〇年。

　王妃の寝室で。お腹が大きくなった王妃と、忠実に付き従う、フランスから一緒にやってきたメイドの会話。やってくる皇太后陛下。彼女の期待。あぁ、息子の初めての子供がどうか王位継承者となる男でありますように……。息子に似て、金髪で青い目の、美丈夫であるとなおいい……。あぁ……。

　しかし、王妃は出産に失敗した。

　ベッドに横たわって、泣き……。

「いまだ」

　ヴィクトリカが短く言った。

　不機嫌そのものの声で、ブロワ侯爵が聞きかえした。

「なにがだね」

「ココ王妃が死んだ」

「はぁ？」

「何者かに、胸を刺されて」

「いったいなにをのたまっているのだ！」

　天てん
 蓋がい

 つきの豪華なベッドの上で、泣きつかれたココ王妃が眠っている。胸を押さえて苦しそうに。メイドが付き従っている。それを指差して、ヴィクトリカが、

「ほら」

　と繰りかえした。

「胸を刺されて、死んでいる」

「……まさか！」

「暗転だ！」

　衝撃的な音楽とともに、舞台は暗転した。

　暗闇の中、王宮の大道具が片づけられ、カントリーハウスのものに取り替えられる。客席から、ココ王妃に同情して泣きだした女の声がそこかしこで聞こえ始めた。どこかで聞き覚えのある……おそらく寮母のゾフィの泣き声もヴィクトリカの耳に届いた。

　ヴィクトリカは表情を変えずに、

「ココ王妃はもう死んだのだ」

「……説明しろ！」

「一九〇〇年の時点で、何者かにすでに殺されていたのだ。けっして計画的なものではなく、衝動的な殺人だったのではないかと推測するがね……。おそらく遺体は防腐処理されたのだろうな。同じころ、何者かが偽者の王妃を探す動きがソヴレムの街で見られた」

「どういうことだ」

「〈秘書、求む！〉の新聞広告が出た。しかし秘書という割には、やけに条件が細かかったというではないか。曰いわ

 く、金髪で、青い瞳ひとみ

 、身長に、足のサイズまで……。破格の給料を提示したせいか、ソヴレム中から金髪の美人が集まった。そうして」

　ヴィクトリカは言葉を切った。

　真っ暗な舞台から、初日の出番を終えたココ王妃役の女優がゆっくりともどってきた。雲の上を踊るような足取りかと思いきや、ずいぶん落ち着いて、舞台の床を一歩一歩確かめるように踏みしめて歩いていた。

　ヴィクトリカが続けた。

「首尾よく、死んだココ＝ローズとそっくりな女がいた。それもそのはず、女は劇場の踊り子で、ココ＝ローズと顔が似ているから〈下町のブルーローズ〉ちゃんと呼ばれて多くのファンもいるほどだった。新聞広告を出した男たちは、女──つまりニコル・ルルーを雇った」

「なぜ……」

「それはだな」

　ヴィクトリカの目の前で、ココ王妃役の女優──おそらくは、明日の朝刊に演技を絶賛する記事が載り、一気にスターダムを駆けあがるだろう──が真面目な顔つきで立ちどまった。

　ブルネットを金色に染め替えたもう一人の女優が、ゆっくりと歩いてきた。こちらは長い髪をふんわりと垂らして、胸元のおおきく開いた、やわらかそうな素材のブルードレスを身につけている。よく似たメーキャップ。こうして薄暗い場所で見ると、二人は、顔かたちはそっくりだが性質がまったくちがう双子の姉妹のようでもあった。

　ヴィクトリカが続けた。

「ココ王妃の影武者として雇うためだ。だって、本物の王妃は死んでしまったのだからな」

　目の前で、二人の女優が掲げた手のひらをあわせてみせた。ぱちんっ、と小気味いい音がした。

　バトンタッチだ。

　髪を垂らしたほうが不安そうに唇を震わせた。

「とてもこわいわ。わたし、あなたみたいにちゃんと演技できないかもしれない。だってあまりにもあなたの演技が素晴らしくて……。同じようにはできないわ……」

「大丈夫よ」

　一人目の女優が力強く言った。

「ココ＝ローズは、カントリーハウスに移ってからは別人のように変わったの。あなたはあなたらしい演技をすればいい。あなたのココを演じれば……。ほらっ、出番よ。──幸運を！」

「ありがとう。──幸運を！」

　舞台をスポットライトがまた照らした。ささやかだがかわいらしい造りの、カントリーハウスの大道具が並んでいる。

　二人目の女優が踊るような足取りで出ていった。

　王宮のココ王妃にはなかった軽々しさ。軽薄のほんの一歩手前の、女。しかし心に強く残るのはその生命力の輝きだ。

　観客は二人目の女優も温かい拍手で迎えた。

　ライトを浴びて、二人目のココが、

『こうして華やかな王宮を離れてみたけれど、ここは空気もきれいだし、自然もあって、うつくしいわ。思わず歌いたくなってしまうぐらいよ。王宮の晩ばん
 餐さん

 会では、貴族の方々の前で踊るなんて気が重かったけれど、ここではわたしを見るのは、わずかな使用人のほかは森の動物たちぐらいね……』

　長い台詞せりふ

 を、寂しげではあるが、同時に呪じゆ
 縛ばく

 から解かれた気楽さも漂わせながら一気に言うと、舞台の真ん中で優雅に踊りだした。

　それを指差して、ヴィクトリカが、

「ゼロ時間は過ぎた。ここからは、第一の殺人事件以降の長い時間だ」

「第一？」

「ふふ。それはまたあとで説明しよう。ともかく、王宮で本物のココ王妃は殺された。静養のためと称してカントリーハウスに移ってきて以降のココ＝ローズは偽者だったのだ。そこには王宮で知りあった誰もおらず、使用人もおそらく一新したのだろう。カントリーハウスにはフランスから連れてきたメイドももういなかったということだしな」

　ヴィクトリカはパイプをくゆらしながら、舞台でひっそりと踊るココ＝ローズ……いや、ニコル・ルルーをみつめた。

「現実のココ＝ローズもまた二人一役だったのだ！　この舞台の演出のように！　本物のココは、一人目の女優の退場と時を同じくして死んだ。二人目の女優の登場は、替え玉ニコル・ルルーのそれと同時だ」

「なんと……！」

「だからこそ、謎の王妃ココ＝ローズには多面性があったのだ。ストレスでアブサンを浴びるように飲んでいたのは本物。葡萄ぶどう

 酒が好きで陽気に飲んでいたのは替え玉のほうだ。おとなしくて内気なのがココ。夜遊びをしていた奔放なのは、ニコルだ。姿かたちが偶然そっくりで、だが内面は正反対の女たち。歴史の悪戯いたずら

 で二人の女が演じるはめになったために、ココ王妃には多面性が生まれた。皮肉なことに、だからこそ謎が謎を呼び、公には没後とされている年から十年も経った現在でも、不動の人気を誇っているのかもしれぬ」

「しかし……」

「ニコル・ルルーは死んだことにされ、ちいさな教会に埋葬された。棺かん
 桶おけ

 に入れられたのが本物のココ＝ローズのほうだ。だから、墓まであるのに、死んだはずの〈下町のブルーローズ〉ちゃんが街のあちこちで昔の仲間に目撃されることになった。夜遊びしていたり、ピクニックしていたり。彼女を知らなければ、顔かたちと豪ごう
 奢しや

 な服装から、おやっ、あれはココ王妃じゃないかとおどろくが、知っている者は逆の反応をする。すなわち、どうしてニコルがあんな貴婦人みたいな恰かつ
 好こう

 をしてるんだい、と」

　ヴィクトリカはパイプに唇をつけ、一服、吸った。

　険しい顔をしてその姿を見下ろしていたブロワ侯爵が、ふっと息をついた。

「さて」

　ヴィクトリカが煙を吐きながら、

「そうして十四年の時が瞬く間に過ぎた。ニコルが喜んで影武者として雇われたのか、威おど

 されていたのかはわからないが、ピクニックして踊っていたという話もあるので、けっして辛つら

 いことばかりではない時間だったと願いたいものだ。が、それもいまではわからないことだ」

「ふむ」

「運命の時がやってきた。──一九一四年だ！」

「王宮でココ王妃の……つまりは、貴様がいう影武者ニコルの胴体が、カントリーハウスで首が発見された事件が起こる年だな」

「そうだ」

　ヴィクトリカが舞台を指差した。

　また大道具が変わり、舞台の左側には王宮が、右側にはカントリーハウスが広がっていた。二つの舞台で、同じ時間の出来事を俳優たちが演じていく。

　王宮には人びとが集まり、ざわめいていた。カントリーハウスのほうにも久々の来客があり、使用人たちがばたばたと立ち働いている。

　王宮にルパート陛下が現れた。おおきな王冠を被かぶ

 り、王者の貫かん
 禄ろく

 で立っている。お付きの者となにごとか話している。

　やがてココ王妃を乗せた馬車が、ゆっくりとカントリーハウスを出て、王宮に向かい始めた。二つの建物が遠く離れていることを演出するために、長い時間をかけた。馬車はなんと客席にまで出て、一階席の階段をのたのたと進んだ。ココ王妃に「行くない」「誰かに殺されちまうよ」と声をかける客もいた。「こんなにみんなが心配してんのに、あんた、どうして行くんだ！」と怒りながら止めようとする男までもが。

　馬車は進む。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　王宮にはフランス風の服装の男が二人、顔を出していた。

　ヴィクトリカがその俳優たちを指差して、

「一九一四年、つまりは世界グレート
 大戦・ウオー

 が始まる直前だった。フランスからの使者がソヴュールの王宮にやってきた。ココ王妃と面会したいといって」

「うむ」

「しかし、ココ王妃に旧知の人間を会わせるわけにはいかない。影武者だとばれてしまう。そして十四年前の、王宮における前代未聞の殺人事件も。では、フランスからの使者を殺すか？　いや……それはむりだ。王宮でそんなことが起これば国際問題になる。ではどうすればいい……？　ココ王妃が、つまりは替え玉のニコルが……もう到着してしまった！」

　馬車が舞台にもどり、王宮の前についた。

　ヴェールつきの帽子をかぶったココ王妃が、踊る足取りを隠せないように弾んで馬車から飛び降りた。

　王宮の小部屋に通される。

　そのとき、カントリーハウスでは来客が集まり、ココ王妃不在のままでサロンに座っている。

　王宮ではルパート陛下が小部屋に入り、ココ王妃と言葉を交わす。

　すぐに出てくる。

　そうして、フランスからの使者が小部屋に入ろうとする。

　観客も、それから舞台袖そで

 にいる俳優やヴィクトリカたちまでもが、息を飲んで、おそろしい瞬間を待った。

　雷鳴が轟とどろ

 いた。

　スポットライトがとつぜん真っ赤に燃えて降りそそいだ。一つは王宮に、そうしてもう一つはカントリーハウスに。

　客席で悲鳴と泣き声が起こって、劇場ごと揺れたように感じられた。

　王宮では、赤い光に照らされて、首をなくして胴体だけになったココ＝ローズが立っていた。よく見ると女優が赤い布で首から上だけを隠しているのだった。そこに赤い光を当てたので、首なし死体に見えるのだ。

　悲鳴が響き渡る。

　舞台に立つフランスの使者役の俳優からも。客席からも。

　もういちど雷鳴が鳴った。

　するとカントリーハウスの壁にもなにかが現れた。ココ王妃の首だ！　かなしげに目を閉じている。首から下はなにもない！

　ヴィクトリカは目をこらした。

　こちらの生首は、一人目の女優──つまり一九〇〇年に死んだ本物のココ王妃を演じていたほうだった。目を閉じて舞台に立ち、首から下をやはり赤い布で隠している。

　王宮の胴体と、カントリーハウスの首。

　ソヴュール国民に記憶される、いまだ解決を見ない、王国の歴史上、おそらく最大の殺人事件──！

　ヴィクトリカが静かに、

「犯人にはずっと共犯がいた。ココ王妃の影武者を探して雇った者たちが」

「うむ」

「影武者をフランスの使者に合わせることができないために、ニコル・ルルーは謁見の直前に殺された。しかし死に顔を見せると、使者に偽者だとばれてしまうかもしれない。そのため犯人は首を切り落として……」

「しかし、部屋からはなにも持ちだされていないし、どこにも首はなかったのだ！」

「それについては、その……」

　ヴィクトリカは目をそらした。

「つまり、わたしには、わからない」

「なんだと」

「……ほんとうだ」

　また目をそらす。

「とにかく、犯人には共犯者がいた。その者は、事件の前にあらかじめニコル・ルルーの墓を暴き、死し
 蠟ろう

 化させた本物の王妃の首だけを切り落として持ち帰ったのだろう。そして当日、カントリーハウスに出向いて、ニコル・ルルーが殺されて首なし死体になったのとほぼ同じ時間に、カントリーハウスに生首を出現させた」

「なんと……」

「舞台を見たまえ。いまこうして、王宮の胴体は二人目の……つまりはニコル役の女優が演じている。そしてカントリーハウスの生首のほうは、一人目の……本物のココ役がやっているのだ。考えてみるとだね、おそろしいほどこの舞台は現実に即している。実際にこのとき、王宮で発見された胴体はニコルのもので、カントリーハウスで目撃された首はココのもの、つまりは二人のべつの女の、べつの死体だったのだから！」

「……」

「観客は、いや、国民の代表たる、今夜ここに集まったココズ・チルドレンは、皆それを無意識に感じているのかもしれんな。今夜の熱狂はそれほど忘れがたい。さてもすばらしきショータイムだ」

　ヴィクトリカはぷくぷくした手のひらを合わせて、二回だけ、拍手した。

　と、ブロワ侯爵が低い声でかすかに呻うめ

 いた。

　舞台上で、カントリーハウスに浮かんだ生首が燃え始めた。女優の顔の手前で、実際に燃える布をおいて演出している。客席から悲鳴が上がった。

「来客たちに首を見せた後は、燃やす必要があったのだろう。長く見られていては、たったいま死んだのではなく、死蠟化させた昔の死体だとばれてしまう」

「うむ」

「切り落としたニコル・ルルーの首は、死蠟化したココ＝ローズの胴体が眠るニコルの墓に入れられた。一つの墓にココの胴体とニコルの首が眠ることとなった。踊り子時代の写真と同じく、奥に金歯があったので確かだろう。そうしてココ王妃の豪華な墓には、おそらく燃えてしまったココの首と、ニコルの胴体が納められたのだ。これこそがココ＝ローズ殺人事件の真相だ」

「しかし……」

　ブロワ侯爵が立ちあがった。

　舞台からは悲劇的な音楽が流れてくる。そろそろ演目の終わりが近づいていた。

　ブロワ侯爵の顔は残忍な衝動に満ちていた。ちいさな仔こ
 狼おおかみ

 の肩を乱暴に幾度も揺すると、

「誰が殺したのだ！　我々が知りたいのはそこだ！　ココ＝ローズが殺されたのは一九一四年ではなく、十四年も前のことだった。以降は替え玉にみんな騙だま

 されていた。それはすさまじき真実だ。だが、我々オカルト省が真に知りたいのは……犯人だ！　証拠だ！」

「しかし」

　ヴィクトリカは目をそらした。一度、パイプにつやつやの唇をつけてから、ゆっくりと離し、

「それはあまりにも昔のことなのだ」

　その顔をブロワ侯爵が睨にら

 む。

　舞台からは音楽が流れ、客席は水を打ったように静まりかえっている。

「ほんとうにわからないのか！」

　ヴィクトリカのちいさな両肩をつかんだ手に力をこめ、まるで壊そうとするかのように乱暴に幾度も揺さぶった。人形なら腕や足が取れてしまうだろうと危き
 惧ぐ

 するほどの振動がヴィクトリカのちいさなからだを苛さいな

 んだ。ヴィクトリカはくっと歯を食いしばると、瞳を見開き、低く叫んだ。

「わたしにもわからないことはあるのだ！」

　その声が耳に入っても、ブロワ侯爵の腕は止まらなかった。

「時の流れは、真実を覆い隠してしまう。ほんとうに……見えないのだ。ココ王妃を殺した犯人の、顔が。目を凝らしても、そこにはただ罪の煙が黒い柱のように立ちのぼっているだけなのだ。そういうことも、あるのだ！　なぜなら過去とはそういうものなのだ！　けっして取りもどせないものも、ある……」

「くっ」

　ブロワ侯爵が悔しそうに歯は
 軋ぎし

 りした。

　両腕をゆっくりと離す。片眼鏡の奥で瞳が不気味に揺らめいた。

「またもやか……」

　独り言のように低く、

「リヴァイアサンは去り、王妃まで奪われ、そして犯人は……すんでのところでこの手をすり抜けてしまったのか」

　舞台の幕が、静かにするすると下りていった。

　俳優たちがもどってくる。どの顔も静かで、だが赤く高潮している。やがて音楽が鳴り終わると、地震のような激しい衝撃とともに、客席からの拍手と、「ブラーヴォー！」「ブラーヴォー！」と叫ぶ声が響いてきた。

　俳優たちが手に手を取って舞台にもどっていく。ルパート陛下は王冠を片手で直してから、皇太后陛下をエスコートする。

　ゆっくりと、再び幕が上がる。

　カーテンコールだ。

　大波のような拍手が続く。

　顔を見合わせ、ぎゅっと手をつないで、成功した二人の女優──ココ役とニコル役の女の子たちが舞台に駆けだしていく。拍手がおおきくなる。

　この瞬間を覚えておくのだ。喝かつ
 采さい

 の記憶は、老いてなお一人の寂しい夜を照らしてくれるだろう。ショーほど素敵な商売はない。舞台に生きよ。若い二人よ──。

　薄暗い舞台袖そで

 では、ブロワ侯爵が肩を震わせていた。やがて仔狼に背を向け、ゆっくりと立ち去ろうとした。オカルト省の役人たちも。ブロワ警部も父親を追って、頭の上のウサギを押さえながら駆け足になる。ウサギはまるで箒ほうき

 にまたがる魔女のように、すました顔つきでもって金色の大砲の上に鎮座していた。

　一人残されたヴィクトリカは、粗末な木椅子の上で、寂しそうに身じろぎした。するとギーギーと椅子が音を立てた。氷のようにつめたく、なんの感情も持たない人形のように見える無表情の下で、極度に緊張していたのだろうか。ついいままでは、こんなに不安定でうるさい椅子に座っていたというのに、わずかにギーとも鳴らなかった。まさに人形の如く、身動き一つできずに、恐怖を隠し、たった一人でおそろしい父親と対たい
 峙じ

 していたのだ。

　ヴィクトリカはゆっくりと目を閉じた。

　ブラーヴォー、という声が客席から聞こえてきた。俳優たちは舞台の上で、スタッフたちも舞台袖に集まって、抱きあったり、微笑んで手を握りあったりしている。

　薄暗い場所に、ヴィクトリカは一人で座っていた。

　閉じた瞳ひとみ

 の瞼まぶた

 が、一度だけゆらりと揺れた。






　　２






　薄暗がりから、ちいさな、あまりにもちいさなその背中を狙うものがいた。

　息が熱い。真冬とは思えないぐらい、額から、こめかみから、首筋から汗が滴る。黒い革手袋をはめた手の指が、ぎゅっと鈍く鳴った。眼光鋭く、獲物──ヴィクトリカ・ド・ブロワを睨んだ。

　灰色狼は、まだちいさかった。噂を聞いて恐れ、想像していたよりもずっとうつくしい姿をしており、だが同時に、おどろくほど弱々しい生き物と見えた。そのことに男はおどろいていた。革手袋をまた鳴らして、両手を拳こぶし

 にして握りしめた。奪うには──命を奪うにはいましかあるまい、と閃ひらめ

 いた。仔狼はいま、一匹っきりで粗末な木椅子に腰かけていた。さっきまで周りを囲んでいた男たちは去り、俳優たちもまたカーテンコールの真っ最中だった。いま、灰色狼は誰の目にも届かぬ危険な場所にいた。奇跡のように。いや、これは神が与えてくれた機会なのだ。男は傍らに立つ部下に目配せをすると、足音もなくヴィクトリカの背後に近づいていった。

　灰色狼の仔は、近づくほどに、おどろくほどちいさいことがわかった。十四年前に生を受けたと報告されたはずだが、もっとちいさな、よるべのない子供の背中と見えた。金色の髪が、黄金郷を流れる恵みの大河のように床に向かってうねっていた。真っ赤なタフタドレスに身を包んだ姿は、椅子に置き忘れられた、誰かの贈り物の花束のようだった。姫袖が薔薇ばら

 の蕾つぼみ

 のようにふくらみ、ピンクのミニハットにはなめらかなクリームのような飾りが揺れていた。

　男が革手袋をはめた両手をゆっくりと伸ばして、ヴィクトリカのほっそりとした首をつかもうとした。これから咲くはずの、伝説の大輪の花を、こっそりと手折るように。首の皮膚に触れる。男がぐっと力を込めた。

　そのとき……。

　ぐらりとからだが揺れた。なにかが背後から激しくぶつかったのだ。男は声を出さずに振りかえった。部下の男もおどろいて身構える。声もないままに乱闘になる。部下の男がその何者かを捕まえようと両腕を伸ばした。相手の影はほっそりとして小柄で、恐れることもない敵と思えたが、思いのほかすばやく、また戦うという意志と力に満ちていた。

　部下の男のからだから、ふっと力が抜けた。それを察すると、相手もまた男たちから一歩、ゆっくりと離れた。

　男は顔を上げて、おどろきと不快感をあらわにしながら、とつぜんの闖ちん
 入にゆう
 者しや

 を見下ろした。

　そこに、いたのは……。





「ヴィクトリカから離れろ」

　一弥の静かな声がして、ヴィクトリカはゆっくりと振りかえった。

　舞台からは相変わらず、鳴りやまぬ拍手が聞こえ続けていた。俳優たちはカーテンコールという光の只ただ
 中なか

 に立ち続けている。舞台袖にいるのは、残されたヴィクトリカだけ、のはずだった。しかし背後にはいつのまにか二人の紳士、そして久城一弥が立っていた。

　紳士たちは顔を見合わせ、それから揃って足を踏みだした。ついで一弥を値踏みするように目を細めた。一歩も引くまいと、一弥が胸を張って、両腕を広げてヴィクトリカの前に立ちふさがっている姿をしばしみつめ、動きを止めた。

　二人の男と、一人の少年がじっと睨みあう。少年としても小柄で線の細い一弥の全身から、おどろくほどの戦いの意志がみなぎっていた。

「久城。君は……？」

　ヴィクトリカがつぶやいた。

「セシルたちとともに、客席にいなかったのかね」

「いるもんか！　君を捜してた。君が……とっても心配で」

「ふん、そうか」

　ヴィクトリカが合点したというようにうなずいた。

「どうりで君の泣き声だけ聞こえないと思ったよ」

「なっ、泣かないよ！　客席にいたって。男子たるもの、泣いていいときは人生に三回だけだ。親が死んだとき。子が死んだとき。自分が死んだとき……。あれっ、ちがうな。最後が思いだせない。誰が死んだときだったっけ……？」

「うるさいぞ」

「あっ、ごめん」

「……心配、だと？」

　紳士が低い声で聞きかえした。

　目深にかぶった帽子の奥から、短く切って撫な

 でつけた金色の髪が覗のぞ

 いていた。物腰はひどく上品で、威風堂々としていた。背後にいるもう一人の男は、なるほどゾフィが説明してみせたように役人風で、全体に色がなく、どこかモノクロームの存在感だった。

　金髪の紳士が、

「おかしなことを言う少年だ。見たところ東洋人のようだが……。灰色狼の心配なぞ。君は知っているのかね」

　顎あご

 でヴィクトリカのほうをしゃくる。

「これがどんなに恐ろしい生き物か。君が心配するようなものではないことを」

「知っています。ヴィクトリカが何者なのか。でも、友達だからこの子を心配する。だって、どんなにすごくっても、ヴィクトリカはこんなに……」

　一弥は慎重に歩いて、ヴィクトリカと紳士のあいだに割りこみながら、

「ちっちゃい！　……痛い！」

「二度とわたしをちっちゃいと言うな、君」

「あのね、そんなことで怒ってる場合？　いいからヴィクトリカは黙ってて。だって、いまこの男に殺されかけたんだよ。おかしいと思って跡をつけたら、ずっと物陰から君たちの様子を立ち聞きしてた。それで、君が一人きりになった途端に、こうやって！」

　一弥は紳士に向きなおった。

　紳士も宝石のように光る二つの青い瞳で、じっと東洋人の少年をみつめかえした。

　客席の拍手は鳴りやまない。まるで永遠に続くかのように。

　栄光という名の、一瞬の永遠。いつまでも残るだろう、輝かしい記憶……。

　灰色の日々を照らす光……。

　一弥が紳士に向かって、こわい顔をして、

「陛下。あなたは……」

　と言いかけると、ヴィクトリカが低いしわがれ声で止めた。

「久城、だめだ」

「えっ」

「その男の名をけっして呼ぶな」

「どうしてだい。だって、この人はどう見ても……」

「危険だからだ」

　ヴィクトリカは首を振った。

　二人の紳士がそのちいさな姿を憎々しげに睨にら

 んだ。

　パイプをくわえてくゆらせながら、ヴィクトリカが低くつぶやいた。

「いまは仮に、彼、とでも呼んでおこう」

「彼……」

「さて、わたしのほうもだね、じつは二人の紳士に話があったのだよ。ご足労戴いただ

 いて光栄だ。久城が言うには、君たちはさっきからずっと、わたしが父上に聞かせた謎解きを物陰で聞いていたということだ。それなら話が早い。君たちにはよくわかることだろうからね」

　ヴィクトリカは言葉を切った。

　白くて細い煙がパイプからゆらゆらと上がっていく。

　紳士たちは硬い表情を浮かべて、黙って聞いていた。

「さっきの謎解きでは、明かされていない部分がある、と」

「……」

「二つだ」

　ヴィクトリカは唇をゆるめた。

　もしかすると、かすかに笑ったのかもしれない。

「一つは、一九〇〇年にココ＝ローズを、そして一九一四年にニコル・ルルーを殺した犯人は誰か。二つ目は、犯人は王宮でどうやってニコルを殺し、首だけを消し去ったのか、だ」

「わからない、とおまえは父親に言ったが」

　金髪の紳士が静かに問うた。

　ヴィクトリカは、こんどははっきりと笑った。すると辺りに氷の粒が散らばるような、いかにも酷薄そうなつめたい表情に変わった。一弥に見せるどこか脆もろ

 さをも秘めた輝きとはちがって、それはとても傲ごう
 慢まん

 でおそろしげな笑みだった。

「わたしにわからないことなどない」

「まさか」

「もちろんすべて解けているとも。ただ父上には……つまりはオカルト省には真実を話さなかっただけだ」

「なんと！」

「名前を呼ぶわけにはいかないがね。彼……つまりは殺人者は、一九〇〇年に一つ目の殺人を犯した。おそらく衝動的なものだ。ココ王妃が産み落とした第一子、つまり男であれば王位継承者となるはずの子供を見てしまったのだろう」

　紳士の顔が苦しげに歪ゆが

 んだ。

「おまえはどこまで知っているのだ」

「すべてだ」

　ヴィクトリカの声は静かだった。

「子供は悪魔の子だった。つややかな黒い肌をしていた。そして、彼の子ではなかった！　王妃が不義密通の果て、黒人か、ムーア人か、誰かはわからないがともかく異国の男とのあいのこを産み落としたのだ！　それはとうてい許されることではなかった……」

「……」

「彼はとっさに、王妃を刺し殺してしまった」

「……」

「そのあと後悔したのか、しなかったのか。心の底では王妃を愛していたのか、それともついに愛情を持つことができなかったのか。それは、わからない。だが王妃は死んだ。それは確かだ」

「なぜ知っている？」

　悲鳴のような問いかけだった。

　ヴィクトリカは落ち着いて、

「ココ王妃の遺書をみつけたのだ。ニコル・ルルーの墓に隠されていた彼女の胴体から。カメオのブローチの中に隠されていた」

「なんと！」

「彼は、信頼する部下──結びつきを強くしていた科学アカデミーの者たちだ──に命じて後始末をさせた。替え玉をみつけさせ、その女が死んだことにして、墓にココ王妃を埋めた。それから十四年が無事に過ぎた。だが、世界グレート
 大戦・ウオー

 直前、フランスからの使者にココ王妃を会わせることになり、偽者だとばれるのを恐れて、彼はまた殺人を犯した。……替え玉の王妃をもまた、殺したのだ」

「しかし、どうやってだね」

　紳士は険しい顔をして聞いた。

「偽者のココ王妃がいた部屋には、ドアは一つだけだったではないか。召使が入り、王妃と話してから出ていった。つぎに、その……国王が入った。そして、出ていった。そのときはまだ生きていた。そうしてつぎに使者たちが入ったときには、首なし死体になっていたのだ！　召使も、国王も、使者たちも手ぶらで、首がどこにどうやって消えたのかはわかっていない。首は……君、首は、はるかはなれたカントリーハウスに登場したのだ。誰にこの謎が解けるというのだね」

「彼が殺したのだ」

　ヴィクトリカは静かに宣言した。

　それから独り言のように、

「今朝は、まずシルクハットから白い鳩が出てきた。つぎにトランクからセシルが出てきた。なにかから、なにかが出てくる暗示か、と思ったが。まさか本当にそうなるとはな……」

　ちいさくつぶやき、首を振った。それから舞台のほうをちらっと見た。

　と、ようやく長いカーテンコールが終わったようだった。

　幕がこんどこそ重たく下がっていった。俳優たちがどやどやと舞台袖そで

 にもどってきた。静かに上気した顔つき。まだ舞台という夢から醒さ

 め切ることはできないらしい。ヴィクトリカたちの姿は目に入らないようで……まるでそこに劇場の幽霊たちがいることに気づかず、すーっと通り過ぎていくように、ヴィクトリカたちの前や後ろを一斉に横切っていった。

　瞬間、ヴィクトリカたちが姿の見えない幽霊なのか……それとも彼らのほうが、はるか昔の劇場で活躍していた俳優たちの、時を越えた幻の姿なのか、ふっとわからなくなるような不思議な空気がよぎった。

　ヴィクトリカは目を閉じた。

　しばし。

　ゆっくりと開ける。

　漣さざなみ

 のように、俳優たちの気配が廊下へ流れて遠ざかっていった。

　古びた木机の上に、ルパート陛下役の俳優が置き忘れたらしい王冠が輝いていた。ヴィクトリカは目をぱちくりし、それからそっと手を伸ばして王冠を手に取った。

　それはきらきらと輝いていた。

　中を覗のぞ

 くと、紙でつくられているらしかった。豪ごう
 奢しや

 に見えるのは外側だけのようだ。

「彼は……」

　ヴィクトリカが低い声でまた話しだした。

「とあるおおきな帽子を被かぶ

 っていた。ちょうど、これのような」

「ふむ」

「おおきな帽子は、男の頭にはしっかりとのるがね。しかしだ」

　ヴィクトリカはそっと王冠を被ってみせた。

　するとそれはヴィクトリカのちいさな頭にすっぽりとはまって、首から上がまったく見えなくなってしまった。

　舞台が始まる前、ジンジャー・パイがふざけてやってみせたときのように。

　ヴィクトリカが王冠を頭からはずそうとした。じたばたするが、両手を伸ばしてもなかなか取れない。一弥がそっと近寄って持ちあげてやった。中から、真っ赤になったヴィクトリカの顔が出てきた。

　声を低くし、

「彼はおそらく、このようにして、おおきな帽子の中に生首を隠したのだ！」

「むっ」

「ほかに方法はない。召使にも、フランスの使者にも、女を殺して生首を持ちだすことはできなかった。ただ彼にだけは……。手ぶらだったといわれる、そしてこの国でもっとも偉大な存在である、彼にだけは……。自分の頭の上に、もうひとつの頭を、つまりは殺した女から切り落とした首を隠して、部屋から出ることが可能だったのだ！」

　ヴィクトリカが立ちあがり、

「彼にだけは！」

　ともういちど叫んだとき、金髪の紳士──ルパート・ド・ジレ陛下の背後から、部下の紳士──ジュピター・ロジェが飛びだした。

　ヴィクトリカに向かって拳こぶし

 を振りあげる。硬く、黒い弾丸のようにヴィクトリカに襲いかかった。

　一弥がすばやく立ちふさがる。

　ヴィクトリカを軽々と抱えて横に飛び、安全な机の下に押しこむと、その前に立ってロジェを迎えた。大人の男の拳が胸にめりこむ。目の前が真っ白になり、息ができなくなった。

　意志の力でぐっとこらえ、ロジェの足を払う。倒れたロジェに馬乗りになり、両手で首を押さえた。

　振りあげられたロジェの拳が一弥を幾度も、激しく打った。ひるんだところを押しもどされて、床に転がる。

　二人は二匹の獣のようにぱっと飛びのいて離れた。

　一弥はヴィクトリカを庇かば

 って机の前に立ちふさがった。

　そしてロジェのほうは、ルパート陛下の前に立って、恐ろしい顔つきでこちらを睨にら

 みつけていた。背後にいる国王の目もまた、よく似た……ひどく冷酷な光を放っていた。

　一弥はりんと背を伸ばして立っていた。ロジェのほうが傷はひどく見えた。首に手のひらを当てて荒く息をしている。

「ロジェ！」

　机の下から、ヴィクトリカが低く唸うな

 った。

　それは獣がぐるるる……と啼な

 いたときに似ていた。びくっと国王の肩が震えた。本能的な恐怖だった。机の下にいるのは、豪奢なドレスに身を包んだ、ちいさくて無力な少女のはずだったが、その声には、獰どう
 猛もう

 で、自然の驚異にも似たなにかが響いていた。

「我が、同胞よ」

　ロジェの顔色が変わった。

　国王が不思議そうになり「いったいなんのことだ、ロジェ」と聞いた。

　ヴィクトリカの緑の瞳ひとみ

 が机の下で不気味に光っていた。まるで獣の巣穴の、真っ暗な奥から、目だけが瞬いて獲物を狙っているように。

「村から街に出て、べつの生き方を探す。そのことに異論はない。わたしの母、コルデリア・ギャロもそうだった。母と行動をともにする、赤毛のブライアン・ロスコーの先祖もまた、然しか

 り。わたしたちとともに、燃え落ちる灰色狼の村から脱出した青年、アンブローズもだ」

「……」

「そういえば、わたしの母は〈形見箱〉を保管しているのだったな。自身とブライアンの安全装置として。あなたの弱味。あなたの過去。それを隠し持っているかぎり彼らは命を取られることがないのだ」

「……」

「さて、わたしたち……わたしとこの久城一弥の安全装置もまた、ある」

　ヴィクトリカがゆっくりと机の下から這は

 いでてきた。

　国王の前にちょこちょこと歩いていき、

「さきほどの話に出てきた、ココ＝ローズの遺書だ。一九〇〇年にニコル・ルルーの墓に埋葬された、首なし死体のブローチから出てきた手紙。そこには、ココ王妃が産み落とした悪魔の子の、ほんとうの父親の名前と、遠からず殺されるだろうと予見した言葉が書かれていた。その手紙をわたしは鳩に託し、遠く飛ばせた。わたしの同胞が受け取った。おそらくすでに安全な場所に隠した後だろう」

「つまり？」

「我々の身になにかあれば、ココ王妃の遺書が公開される。国民は、真犯人が誰かを悟ることになるだろう。そして列強の諸外国もまた。ソヴュールはおおきく不安に揺れることになる」

「余を、威おど

 しているのか」

「いいや」

　ヴィクトリカは首を振った。

「ただだね、わたしは、身の安全が保証されないのに真実を明かすような愚かなことはしない。それだけだ」

「父親になぜ言わぬ！」

　ヴィクトリカはパイプをくわえて、ぷかりと吸った。

　それからふいに子供のような声で、

「なぜなら世界の均衡を崩すからだ」

　つぶやいて、足元にそっと視線を落とした。

　問うように国王がその顔を覗きこむ。

　ヴィクトリカは続けた。

「父上はけっして罪を告発したかったわけではない。彼と科学アカデミーの弱みを握り、オカルト省の権力をより強固にするために、わたしをここに召還したのだ。しかし、真実を父上に告げることは、ソヴュール国内の勢力地図、そして、そう、遠からずやってくる二度目の嵐の行く末を左右してしまうことになるだろう」

「なるほど」

「だから、黙っている。わたしたちをせいぜい生かしておくことだ」

　国王は長い吐息をついた。

　客席からはとうに観客たちがいなくなり、しんと静まりかえっている。

　幕が下りた舞台では、大道具を整備する音だけがやけにおおきく響いてくる。

　俳優たちはまだ楽屋にいるのだろうか。それとももう家に帰っただろうか。明日の夜にはまた舞台の幕が上がる。薔薇色の人生が──スポットライトの中のドラマがまた始まるのだ。

　ルパート陛下とジュピター・ロジェが、ヴィクトリカを睨み、それからくるっと背を向けた。

　うつむいた国王が、

「一つ、聞きたいが」

　こちらもまた、急に若返り、青年のように張った声で問うた。

「なんだね」

　首だけを動かして振りかえり、うつむきがちに、

「王妃の遺書には、余のことは……殺されるかもしれないということ以外にだ、なにか書かれていなかったか」

「なにか、とは？」

「たとえば……」

　二十四年前の、傷ついた青年──恵まれて育ち、プライドが高く、その立場から誰もに慕われ、だが異国からやってきた新妻の心だけは手に入れられなかった、ルパート──ソヴュールの歴史に隠されたおおいなる殺人者が、

「あぁ……」

　と、ふいに顔をゆがめた。

「彼女は、ちいさなココは、最期の時に……余を、恐れただけかね？」

「それはわからない」

　ヴィクトリカは首を振った。

「遺書は短かった。彼女が考えていたことは、あの後も生きていれば、いつかわかったかもしれない。長い時間をかけて、互いに理解しあうことができたかもしれない。だが無理だ。いくらあなたでも過去だけは取りもどせない。彼女の魂は去ったのだ。あなたに殺されて」

「……」

「あなたには永遠にココの心を知ることができないだろう。〈ソヴレムの青い薔薇〉は、二十四年前、若きあなたに手折られ、枯れたのだ」

　ゆっくりと、ルパート陛下の顔から感情が消えた。

　そこには巨大な奈な
 落らく

 のような無表情があった。愛する相手を殺した者の、血塗られた顔。人としての一線を、はるか昔に越え、それからの長い時間を一人で生きてきた、孤独を刻んだ能面のような姿だった。

　きびすを返し、ロジェを従えて歩きだそうとする。

　背中にはやはり威厳があった。ソヴュールという国の歴史を背負った、国王に相応ふさわ

 しい空気をずっしりと身にまとっていた。それは影のように重たく、夜のように青く、過去のように底知れず暗かった。

　ふっと振りかえり、数歩もどってきた。ロジェに聞こえないようにちいさく、

「なるほど……。おまえがヴィクトリカ・ド・ブロワなのだな。つまりは、これが。欧州最大にして最後の頭脳とアルベールが豪語しているという、灰色狼」

「それがなんだね」

　国王の頰が笑みに歪ゆが

 んだ。

「つぎの嵐は近い。そして余は国王であり、つまりはソヴュール王国の長きの歴史の使徒だ。オカルト省が隠している力、おまえのことは、今こ
 宵よい

 よくわかった。そして余は……」

　国王はコートを翻した。

　夜のように裾すそ

 が暗くひろがった。

「利用できるものは、けっして見逃さぬ！」

「！」

「また会おう。ちいさな狼。金色の髪をなびかせ、時を越えて中世からやってきた、不思議な力をもつ妖よう
 精せい

 よ……！」

　国王とロジェが廊下に姿を消した。

　大道具を移動させる音が響いてきた。

　照明が落ちて、舞台も客席も真っ暗になっていく。

　長い間、ヴィクトリカと一弥は黙って立ち尽くしていた。

　それからヴィクトリカが、そっと一弥の手を握った。子供のそれみたいにぷくぷくしたヴィクトリカの指。でもいまは氷に触れたようにつめたく、細かく震えていた。

　力づけるように、一弥がぎゅっと握りかえした。

　ヴィクトリカがやがて顔を上げて、つまらなさそうに、

「これにて、ショーは終わりだ。ようやくだがね」

「カーテンコールは、なし？」

「冗談じゃない、君。わたしは早く学園にもどって、図書館塔の植物園で日がな一日、書物に耽たん
 溺でき

 したいものだよ」

「退屈だって騒ぐくせに」

「そりゃあ、退屈だとも！　毎日、死にそうだ！」

　ヴィクトリカは不機嫌そうに言うと、歩きだした。なぜだかぷんすかしているので、一弥は不思議そうに首をかしげて後を追った。さきほどのロジェとの格闘でからだのあちこちが痛んだが、それを隠して、つとめて元気よく歩いてみせた。

「でも……」

「えっ？」

「君を危険な目にあわせるよりは、ずっといいのだ。退屈とはこれすなわち、安全でもあるのだな。いままでは夢にも思いもしなかったことだが」

「ヴィクトリカ……」

　一弥は虚をつかれたように黙っていたが、やがてゆっくりと微笑んだ。

　それからつないだ手にまたぎゅっと力を込めて、廊下に出て歩きだした。

　ランタンが鈍く瞬く。

　壁には過去の踊り子たちの写真がずらりと飾られていた。廊下を劇場の出口に向かって進むたびに、時が経って現在に近づいていく。過去を出て、いまこのときにもどっていくように、そうしてさらに未来へ進もうとするように、二人は手をつないで、薄暗い廊下を黙って歩いていった。

　未来へ。

　若き人たちよ。

　さぁ、未来へ……！

　ほのかな灯あか

 りが、力づけるように二人の細い背中を照らしていた。






　　３






　劇場〈ファントム〉の裏口の扉が開いた。

　巨大なライオンの口を模した表の扉とはまったくちがう、簡素で古びたつくりだった。俳優たちがどっと裏通りに出てきた。彼らの姿もまた、裏の扉と同じく、さきほどまでの舞台衣装や化粧とは別人のような簡素なものだった。化粧を落とした肌は疲れてくすんでいた。衣服もまた、着古したコートにシンプルなデザインの帽子、どこかで拾ってきたようなステッキなど、無造作で、でも自由のようなものを感じさせる着こなしだった。

　彼らのいちばん後ろから、ジンジャー・パイが、よっこらしょと出てきた。

　若い俳優たちが肩を組んで、葡萄ぶどう

 酒でも飲みに繰りだそう、と下町のバールに続く角を曲がっていく。一人の青年が、ジンジャー・パイの肩を抱いて「行こうぜ、ママン！」と笑うのを、彼女は同じくらい愉快そうに笑って、でも、

「ママンを待ってる子がいるからねぇ。あたし、帰るよ」

「なんだ」

　青年はがっかりしたように腕を放したが、

「そっか、うちにちびがいるんだったな。じゃあさ、あんたのちびにこれをやるよ」

　懐から出したキャンディの袋を、ジンジャー・パイにぎゅっと押しつけた。

「あら、ありがとよ。じゃ、また明日ね」

「えぇ。明日、お会いするのがいまから待ち遠しくてなりません。皇太后陛下！」

　青年はとつぜん声を張りあげた。そうすると、まるで舞台に立っていたときと同じ光に包まれ、辺りをぴんと張りつめた空気が取り巻いた。ジンジャー・パイも笑いながら、肩をそびやかせ、立派な皇太后陛下になりきってみせた。

「では、また」

「陛下、よい夜を！」

「あんたもね。そんじゃね」

　ジンジャー・パイが手を振ってから、のしのしと小こう
 路じ

 を歩いていくのを、青年はしばし名残惜しそうに見送っていた。だがやがて、仲間たちの声に引っぱられるように振りかえると、バールに続く道へ、楽しげに弾む足取りでまたたくまに消えていった。

　ジンジャー・パイが一人きりで歩く道に、小雪がちらついてきた。

　向こうからちいさな女が歩いてきた。

　暗くて色はよくわからないが、ふっくらとふくらんだドレスを身にまとって、上からファーコートを羽織っていた。金色の髪がうねるちいさな頭には、羽根飾りがついた豪ごう
 奢しや

 なヘッドドレス。風が吹いて、コートの裾が鳥の羽のように広がった。

　どこかで梟ふくろう

 が、ほぅぅ、と啼な

 いた。

　女には連れがあるようだった。こちらは黒いコートを着て、闇に半ば沈みこんだような姿をしていた。赤い髪だけが、人ひと
 魂だま

 みたいに宵闇でつめたく燃えている。

　なんだ。さっきまで劇場にいた、ちっちゃなお嬢ちゃんじゃないか、とジンジャー・パイは気づいた。保護者らしき男がとなりにいるとはいえ、こんな夜中に子供が出歩いて、とあきれた。女のほうはなぜか緊張したような面持ちでうつむいている。

　ジンジャー・パイはすれちがいざまに、

「あんた、はやく家にお帰りよ！」

　女ははっとしたように息を飲んだ。

　それからさらにうつむいて、聞き取れないぐらいちいさな声で答えた。

「……うむ」

「でもさぁ、よかったらまた劇場にきておくれよ。なつかしいあんたのママンの話を、またしたいもんだよ。紫色したちっちゃな宝石みたいだった、コルデリア・ギャロのことをね！」

「うむ」

　女はうなずいた。

　ほっそりした顎あご

 が、かすかにふるっと震えたようだった。

　薔薇ばら

 の柄が型押しされた華きや
 奢しや

 なつくりのブーツが、そっと動いた。

（……おやっ？）

　とジンジャー・パイは首をかしげた。あの子……ヴィクトリカと名乗るちいさな娘はこんな靴を履いていたっけ、と。さっき、確かピンクの、ガラスみたいにぴかぴかのヒールを見たような気がするけれど……？

　どこかでまた梟が低く啼いた。

　背後で、女がぴたりと立ちどまる気配がした。

　ジンジャー・パイもつられて立ちどまった。

　と……。






いいこと？

あんたは一人じゃない

だからさ

そうやって、いつまでも泣いてるんじゃないよ！

ジンジャー・パイ





──薔薇色の人生！







　どこかで聞き覚えのある歌声が、低く響いてきた。ジンジャー・パイはおどろいて振りかえった。

「コ、コル……？」

　急に強い風が吹いた。

　裸の街路樹がカサカサと音を立てた。枯葉が舞いちって路上に数枚、落ちた。

　ついいままで背後にいたはずのちいさな女も、連れの赤毛の男も、幽霊の如くかき消えていた。

　まるで過去からやってきた、時の旅人のように。

　ほんの一瞬、歌声を響かせて。

　取りもどせはせぬが、思い出の優しさは、永遠だ、と……。

　ジンジャー・パイは不思議そうに首をかしげて、路上に立ち尽くしていた。それからゆっくりときびすを返して、

「いやだ。気のせいかしらねぇ」

　とつぶやいた。

「いま、なつかしい人に会ったような気がするんだけれど。幻かね……」

　うっすら浮かんだ涙を、手の甲で拭ふ

 く。

　それから、ちょっと泣いてしまっているのに、さっきよりも元気のいい足取りで歩きだした。

　小路を抜けて、角を曲がり、歩いていく。劇場があった華やかな街角とそうはなれていないのに、もう下町のごちゃごちゃした一角に出た。いろんな食べ物や下水の臭いが入り混じって、静かなのにどこかかしましい。遠くで、夫婦喧げん
 嘩か

 しているらしき声と、食器の割れる音がかすかに響いている。べつの窓からは、子供たちの笑い声。シチューかなにかを煮込んでいる匂いも洩も

 れてくる。それぞれの生活がばらばらに営まれながらも、ひどく密集してそこにあった。

　ジンジャー・パイは下宿の扉を開けて中に入り、音を立てないようにそっと階段を上がった。

　小声で、






ケーキもないし、マフィンもない

でも、ぱさぱさのパンならある！







　と歌いながら、階段を上がっていく。足はステップを踏むのをむりに我慢しているが、両手のほうは自然に動いている。いまはいない観客に向かって。






白馬に乗った王子もいないし

アラブの王様だっていない

だけど、情夫イロ

 がいる！







　やがて一つのドアの前で足を止めると、懐から鍵かぎ

 を取りだしてそーっと開けた。

　せまい部屋。テーブルと椅子。やけにおおきなキャビネット。

　部屋の奥にベッドがあって、小窓からの月明かりがそっと枕元を照らしていた。絵画に出てくる天使のような、くるくる巻き毛のちいさな女の子が、これから世界と戦うのだというように、ちっちゃな拳こぶし

 を勇ましく握りしめ、くぅくぅと眠っていた。

「──薔薇色の人生！」

　歌の続きを口ずさみ、ジンジャー・パイはにやっと笑った。

　枕元に、さっき青年からもらったキャンディの袋を置いてやる。そうして自身も大あくびをして、急いで寝巻きに着替えると、ちいさな女の子のとなりにもぐりこんだ。

　ほどなく、子供のものとよく似た、くぅくぅという寝息を立て始めた。

　小窓からの月明かりが、二つの寝顔をうっすらと照らしていた……。





　そのころ。

　劇場〈ファントム〉の地下ホールにある、オカルト省の要よう
 塞さい

 で、電話が鳴り響いていた。

　広いホール。その昔は、踊り子たちがローラースケートで駆け回り、ヒールを響かせ、スカートを翻しては歌った陽気な場所には、いまは黒いスーツ姿の役人たちが険しい顔つきで書類を整理し、話しあい、電話をかけ、と立ち働いていた。

　真ん中の大きな椅子に、オカルト省の重鎮の一人らしき年配の男が座っていた。かかってきた電話について伝言を受け、ゆっくりと受話器を受け取った。

　相手の声に耳を澄ませていたが、やがてじわじわと顔色が変わっていき、

「……出産の跡がない、だと？」

　首をがくりと右に傾け、聞きかえした。

「うむ？　しかし、それは確かかね。……ニコル・ルルーの墓から出てきた、死し
 蠟ろう

 化した首なし死体だ。つまりはココ王妃の胴体。不義の子を産みおとし、それがもとで転落したはずなのだ」

　しばし黙っていたが、やがて電話を切った。

　顎に指をあて、瞳ひとみ

 を瞬かせて考える。

「どういうことだ？　じゃ、ココ＝ローズは出産していなかったのか？」

　しかし、男はしばらくするとため息をついて立ちあがった。コートの襟を立て、腕を組んで壁に寄りかかる。ほかの役人たちを呼び、小声で報告する。戸惑いとざわめき、そして怒りがひろがっていった。

　男はそれから、遠く過去を透視せんとするように天井を睨にら

 んで、

「ブロワ侯爵に報告せねば。しかし、どちらにしろもうわからぬ。なにしろあまりに昔の出来事だ。証拠もない……。うむ」

　誰にともなくつぶやいた。

　ジジジッ……と音を立てて、ランタンが瞬いた。

　男の横顔を鈍く照らす。

　震えていた腕が、やがて辺りの書類や電話、椅子などにぶつかり、めちゃくちゃに投げ、壊し、紙の束を辺りに散らした。ほかの役人たちもまた怒りに任せて呻うめ

 き、壁を蹴り、獣のような声を上げてなにかをののしった。

　ランタンが、ジジジッ……と不気味な音を立て続けていた。






　　４






「クリスマス・プレゼントぉ？」





　同じころ。

　ソヴレムの街角で、セシル先生が一弥に聞きかえしていた。

　路上に停められた鋼鉄の馬車の前で、一弥とセシル先生、寮母のゾフィが立ち話している。一弥は真面目な顔をして腕組みまでしているが、ゾフィはまだ舞台の興奮冷めやらず、せわしく涙を拭いたり、鼻をかんだりしていた。

　一行は聖マルグリット学園にもどるために、ヴィクトリカたちが乗ってきた馬車の前にいた。ところがブロワ警部が、まだデパートや小売店が開いているからと、買い物に行ってしまったのだった。ヴィクトリカはとうに馬車の座席に座って、物憂げに窓の外を眺めているばかりだ。

　しかし一弥は、一人で妙にやきもきして、

「欧米では、キリスト生誕の日にカードを送りあったり、贈り物をしたりすると聞いています。セシル先生、だから、ぼくちょっと買い物に……。その、あの、たいしたことじゃないんですが……」

　一人で赤くなりながら、馬車が停まっているちょうど前にあるお店のウインドウを指差してみせた。

　そこには、漆しつ
 喰くい

 の壁に赤い木骨組みの素朴な村の家を模したかわいらしいドールハウスが飾られていた。中にはちいさな男の子や女の子の人形もいる。屋根には雪が積もって真っ白になっていた。

「あぁ……！
 」

　と、セシル先生がうなずいた。

　一弥の顔を眺めて、それから馬車の中にいるヴィクトリカのほうを窺うかが

 い見て、また一弥の顔をとくと見た。

　一弥はいっそおもしろいほど真っ赤っかになりながら、「それと、こっちの……」とドールハウスのとなりにある小物を指差した。

　きらきらした金色のペンダントだった。「はい、はい、はい！」とセシル先生は、万事承知しましたよという顔でうなずいてみせた。ゾフィは涙を拭ふ

 きながら「えっ。なんの話さ、あんたたち？」と不思議そうにしている。

　セシル先生はにこにこして、

「ヴィクトリカさんにあげたいのね」

「いえっ、はいっ、あの、そうですね……」

　一弥はおたおたしたが、やがて意を決したように、音を立てて靴のつま先どうしをあわせて、背筋を伸ばし、

「そうであります。先生」

「それならね。久城くんに、先生、いいこと教えてあげる！　あのねぇ、昼間、パン屋のサムさんに話を聞きに行くとき、言いかけたままになったことがあったでしょ。ほら、クリスマスは久城くんにとっても大事なことが一つあるのよって……」

「あぁ、はい。そうでした」

　一弥が思いだして、うなずいた。

　まだ顔が赤い。

　セシル先生は背伸びすると、一弥の耳に口を近づけて、なにごとかをごにょごにょと言った。一弥は真顔でふんふんと聞いていたが、

「……えーっ！」

　と叫んで、ついできゅっと背伸びして馬車の中のヴィクトリカを見た。

　セシル先生があわてて、唇の前に人差し指をくっつけて、

「しーっ、しーっ！」

「そうだったんですか。知らなかった。じゃ、ぼく、その……」

「えへへー。いいこと教えてあげたでしょ」

「はい！」

　一弥は直立不動になって、ついできっかり九十度、腰を曲げて、セシル先生に礼をした。セシル先生は得意そうに鼻の穴をふくらませた。

「うふふ」

「先生、ありがとうございます。ではぼく、買い物してきます。このお店で、そのぅ、あのぅ、ヴィクトリカに……」

　もじもじして、

「クリスマスプレゼントと、もう一つのプレゼントと。ふたっつ、買い物を……」

「そうよ。ふたっつなのよ」

　セシル先生がうなずいた。

　びゅうっと強い風が吹いた。

　道行く人のコートの襟やマフラーの先が、寒そうに揺れた。

　一弥が、ばびゅん、と音がするほどの勢いでドールハウスの店に飛びこんでいった。セシル先生がウインドウ越しに眺めていると、背筋を伸ばしてカッカッカッ……と入っていき、窓際においてあるドールハウスを指差してさっそく注文していた。ソヴュールに留学してきてまもないころは線も細くて、子供のようで、どこか頼りなかったのに、その姿はなんだかもう一人前の紳士のようにも見えた。

　さびしいような、うれしいような、不思議な笑顔でもって、セシル先生はウインドウ越しににこにこした。

「みんな、大人になっていくのね。はやいわねぇ。えへへ」

　ドールハウスの中で、男の子や女の子の人形も楽しそうに笑っているようだった。

　セシル先生は寄り目になって、ウインドウに飾られたドールハウスをよぅく覗のぞ

 きこんだ。思わず笑みがこぼれてしまう。

　と、背後でゾフィが、

「さてっと。あたしゃ、帰るわ」

　セシル先生は振りかえった。

　瞬まばた

 きして、不思議そうに聞きかえす。

「あれっ。帰るってなに？　だって、あんたもいっしょに馬車に乗るんでしょ」

「なに言ってんだよ、ミス・ラフィットは」

　ゾフィが肩をすくめた。

　どこからか取りだしたヘルメットを被かぶ

 って、勇ましく、

「あたしが馬車で帰っちゃったら、誰が理事長の新品のオートバイを学園に届けるんだい。あたし、一人で運転して帰るからさ。あんたは久城くんとヴィクトリカさんと、あと、なんだっけ、とんがってて頭にウサギがのってるあのおかしな警部さんとさ……」

「むっ」

　セシル先生が両手を腰に当てて、

「だからさ、どうしてゾフィは、いっつも、その、もうっ！」

　ゾフィは路上に停めっぱなしだったオートバイに、ひょいとまたがった。

「ま、文句は明日、聞くからさ。よしっ、と」

　きぃぃ、と音がして店のドアが開いて、両手に大荷物の一弥が出てきた。

　一つの包みにはクリスマス・プレゼントらしい赤いリボンがかけられていた。もうひとつの、もっとおおきな包みには黄色いリボンが飾ってある。

　足を止めて、びっくりしたようにゾフィのほうを見ている。

　ゾフィも、

「ん？」

　と、怪け
 訝げん

 な顔をした。

　いつのまにか、オートバイの後ろにセシル先生がのっかって、ゾフィの腹に腕をまわして黙っていた。どうやらいっしょに帰る気らしい。横顔はどうにも不機嫌そうで、唇を固く引き結んでいた。

　ゾフィは首をかしげて考えこんでいたが、やがて「……ま、いっか」とおおざっぱに納得すると、エンジンを乱暴に吹かした。

　一弥があわてて、とっとっと、と駆けてオートバイに近づいた。でもなにしろ大荷物なので、どうしても動きがゆっくりになってしまう。

　止めようとして、

「あのっ、セシル先生！　そのオートバイはたいへん危険な乗り物です！　畑に突っこんだり、貴族の若者が運転するオープンカーとスピードレースをしたり、道を間違えたり……。朝でさえあんなだったんだから、こんなに暗くなってから、そんな危険な乗り物に乗ったら……あぁぁぁ～。セシル先生～！」

　一弥の糾弾を、エンジン音がたちまちかき消してしまった。

　ぶぉぉん、ぶぉぉん、と生きているかのように生き生きと唸うな

 ったかと思うと、ソヴレムの大通りを、右に左にむちゃくちゃに蛇行しながら走りだした。

「あぁっ、先生～！」

「……きゃー！」

　遠くから、セシル先生のか細い悲鳴が聞こえてきた。

　立ち尽くして呆ぼう
 然ぜん

 と見送る一弥の視界から、交差点で危なっかしく左折して、よろよろと消えていく……。

「先生……。なっ……」

　一弥は馬車の扉を開けて荷物を中に入れた。

　ついで路上に立ちつくし、両掌てのひら

 をあわせて目を閉じると、

「なまんだぶ……。なまんだぶ……」

「いったいなにを唸っているのだ、久城くん。腹でもくだしたのかね？　そりゃたいへんだ」

　耳元で声がしたので、ぎょっとして振りかえった。

　目の前に、金色に尖とが

 った大砲と、それにまたがって意気揚々と赤い目を輝かす真っ白なウサギが見えた。

「わっ！」

「買い物は終わりだ。なんだ、久城くんもなにやら買いこんでいたのかね。気が合うなぁ、君」

「合いませんよっ、ブロワ警部と気なんて。縁起でもない！」

　文句を言い合いながら、押しあいへしあいして真っ黒なおおきな馬車に乗りこむ。

　窓際の席に座っていたヴィクトリカが、ちらっと二人の様子を見た。髪を引っぱったり肘ひじ

 で押したり、争いながら乗ってくるのを、眉まゆ

 をひそめて一いち
 瞥べつ

 し、また窓の外に視線をもどした。

　金色の髪がゆったりと垂れていた。

　緑の瞳ひとみ

 は静かに遠くをみつめていた。

　一弥が隣に座って、ふっと吐息をついた。ブロワ警部は二人から目をそらして、知らんぷりしている。

　頭の上のウサギだけがこちらをじっとみつめていた。

　一弥が遠慮がちに、

「どうしたの、ヴィクトリカ。すごく静かだね」

「……ふん。いつものことだぞ」

　答える声は、でもけっして暗くはなかった。ゆっくりと首を動かして一弥の目をまっすぐにみつめると、

「わたしはな、過去が一つ、この国からまた去ったのだな、と考えていたのだよ」

「うん、そうだね」

　一弥もうなずいた。

「ずいぶん長い間、謎だったココ王妃殺人事件の真相が、ついにわかったんだ。今夜はソヴュールにとってとてもおそろしい夜だったね」

「うむ」

　ヴィクトリカはパイプを取りだし、くわえた。

　ゆっくりとため息のように、

「流れをせきとめていた過去が、一つ去った。このことによってこの国の歴史の流れは速まるかもしれない。オカルト省が、科学アカデミーが、そして国王陛下が……こののちどう動くのか。世界の均衡はどうなるのか。いちど崩れて、また新たな歴史を作るのだろうか。それとも……」

「それとも？」

「……いや、わからない。混沌カオス

 の欠片かけら

 がまだ足りないのだよ、君」

　ヴィクトリカはわずかに不安そうに首を振ってみせた。

「ただわたしに感じられるのは、おおきななにかが動きだしている、不穏な気配がするということだけなのだ。そしてそれは遠からずやってくるのだろう、とだけ今夜は言っておこう……」

　それを聞くと、一弥は顔を上げた。遠くを見るように背筋をきゅっと伸ばすと、

「どちらにしろ、ぼくたちはいっしょだ。ヴィクトリカ」

「ふっ」

　ヴィクトリカは反論するでもなく、無視するでもなく、ただ薄く笑った。ビスクドールそのままのちいさくてつめたい美び
 貌ぼう

 に、ほんの一滴、命の雫しずく

 がたらされて、光った。巨大な暗闇に存在する、たった一つの道みち
 標しるべ

 のように。

　かすかだが、しかしそれは一弥には確かな返答と見えた。

　黙って微笑みかえす。

　ウサギが大砲の上で身じろぎした。

　やがて、馬車が左右に揺れたかと思うと、走りだした。蹄ひづめ

 の音を響かせながら、二頭の黒い馬が大通りを駆ける。スピードを増し、劇場〈ファントム〉のライオンの口も、蠟ろう

 人形の女たちの飾りも、なにもかもを過去のように背後に押し流していった。

　未来へ。

　去っていく過去を埋葬し。さぁ、未来へ……！

　鋼鉄の馬車は、ヴィクトリカたちを乗せて、冬冷えのソヴレムの街から静かに走りさっていったのだった。






　エピローグ　母と息子










「いっそ、ウサギのほうが本体なのだ……。むにゃ！」

「ヴィクトリカ？　いまなにか言ったかい？」

「むにゃにゃ……」

　黒煙の如き鬣たてがみ

 をたなびかせた漆黒の馬が二頭、夜の森を切り裂くように走っている。蹄が雪道を踏みしめ、車輪が悲鳴のようにきしんでは、前に、前に進む。

　鋼鉄製の黒くおおきな馬車が冬枯れの林を分け入っていた。ソヴレムの街を出て、郊外を抜け、高い木々のあいだを、上空から見ればささやかな黒点となって急ぐ。夜も更け、命あるもので目を覚ましているのはいまや馬車の中の人びとだけのようだった。

　座席の前では、ブロワ警部が半ば床にずり落ちながら眠りこけていた。買い物の箱が詰まれた山によりかかっておおきく口を開けている。その頭には相変わらず、金色の大砲にまたがって、上から世の中を眺め渡しているのだというように、白いウサギが鎮座してこちらを見下ろしていた。その場所が気に入ってしまったらしく、もう動こうとしない。

　向かい側の席では、一弥が武士の如くぴしりと姿勢を正して座り、前方をみつめていた。ヴィクトリカはその一弥にぐんにゃりとよりかかって、やはり眠たそうだ。片手にパイプを持ったまま、むにゃむにゃと、

「兄貴を見ているうちになぁ」

「うん？」

「思ったのだよ。もしや頭に乗っているウサギのほうが本体でな、兄貴はつまりは甲かつ
 冑ちゆう

 のようなものではないか、と。彼はウサギの意思で動いているのだよ。むにゃ！」

「つまり、君、寝ぼけてるんだね。前にすごく寝ぼけたときも、栗鼠りす

 がもしも帽子入れにいたなら、栗鼠語でどうのこうのと、ひどく理屈っぽく、理屈の通らないことを主張してたもの」

「むっ」

「しかし、秀逸なことを言うじゃないか。ヴィクトリカ」

　窓の外には凍りついた月明かりがひえびえと瞬いていた。森を分け入り、死者を乗せた冥めい
 界かい

 の王の馬車が、黄泉よみ

 の国に帰っていく途中だというように。それに馬車の中はひどく寒かった。街とは気温がまったくちがった。

　一弥が欠伸あくび

 をこらえながら、

「ぼくにもだんだんそう見えてきたよ。だって警部は寝てるし、ウサギのほうはしっかり起きてるしね」

「だろう？」

「でもさ、ヴィクトリカ。それならだよ。もしもウサギのほうが死んじゃったら、ブロワ警部も途端にがくっと崩れ落ちて、それきり動かなくなっちゃうってわけかい」

「久城、君こそなかなか秀逸なことを言うじゃないか。さっそく試してみよう」

　寝ぼけ眼をこすりながら、ヴィクトリカがぷくぷくした両手をウサギのほうに伸ばした。ウサギが不穏な空気に気づいて、むっとヴィクトリカを睨にら

 みおろす。「覚悟したまえよ、君。むにゃ……！
 」とヴィクトリカが立ちあがるのを、一弥が「こらこら」と止めた。

　ブロワ警部はそんな危険に気づくことなく、ひたすら眠りほうけている。

　馬車が石を踏んだらしく、ごとんっとおおきく揺れた。

　ヴィクトリカと一弥はほっぺたを寄せあって、窓の外を見た。いつまでも続くかと思えた雪の森を抜けて、次第になつかしい村に近づいていた。ちっちゃなお菓子の箱みたいな駅舎が遠くに見えた。

　ようやくもどってきた、と思うと、一弥は自然と笑みがこぼれた。

　かたわらのヴィクトリカのほっぺたを、ちょんとつつく。

　うるさそうに、邪険にはらわれる。うれしくなって、笑みがまた深くなる。

「……おやっ？」

　駅舎を過ぎて、村道に入ったばかりのところで、ランタンの灯あか

 りが助けを求めるように揺れているのが見えた。なんだろうと目を凝らす。

　馬車がゆっくりと停まった。

　しばらくすると、御者の老人が、寒そうに凍りついた灰色のあごひげをかきながら近づいてきた。一弥が窓を開け、ヴィクトリカが「君、どうしたのだね」と聞いた。

　御者は遠慮がちに、

「荷車が雪道にはまって、立ち往生してる人たちがおりまして。この先の村人らしいが」

「それはたいへんだな」

「寒いし、かわいそうだから乗せていってやりたいんじゃが。しかし旦だん
 那な

 さんはいやがるだろうて……」

　ヴィクトリカはちらっとブロワ警部の寝顔を見た。

　警部は、りんごがまるまる入りそうなほど大口を開けて眠り続けていた。代わりに、頭上のウサギが、うむ、かまわんじゃろう、と大仰にうなずいてみせた。

　ヴィクトリカが「いいだろうよ、君」と答えると、御者はうれしそうな足取りでもどっていった。

　ほどなく、ランタンを掲げた召使の青年と、中年のご婦人が歩いてくるのが見えた。

　一弥にはどことなく見覚えのある二人だった。しばし首をかしげて考えていたが、「あぁ」と思いだした。

「ん？　なんだね、君」

「わかった。確か、学園を出てすぐのところにあるりんどう畑の人たちだよ。女の人と召使の二人で、畑にいるところをよく見かける」

「りんどうか。ふむ……」

「あっ、どうぞ！　お寒いでしょうから、さぁ、中へ！」

　一弥が礼儀正しくご婦人を案内した。まずご婦人が、ついで若い召使が丁寧に礼を言いながら乗りこんできた。ブロワ警部とウサギに気づくとぎょっとし、それから品のいいしぐさでそっと目をそらした。

　馬が嘶いなな

 いた。

　また馬車が走りだした。蹄の音が重たく響く。

「ぼくたちは聖マルグリット学園の生徒で、外出からもどるところです。で、そこで寝ているのは村の警察署の……」

「あぁ、噂を聞いたことがありますわ。最近、変わった警部がいらっしゃるとか」

「そうです。その人です。……お二人は、村にはずっと？」

「えぇ、ずっと」

　ご婦人は静かに微笑んでうなずいた。

　もとは何色だったかわからないが、いまは銀色になった髪を高く結いあげていた。簡素なドレスとコート。畑仕事で日焼けを繰りかえした肌には、そばかすとしみが散って斑まだら

 模様になっていた。

　すこしおちくぼんだ青い瞳ひとみ

 が、善良そうに瞬いていた。やさしくて穏やかな気配を自然と身にまとった品のいいご婦人だった。

　馬車は村道を走り続けた。

　月明かりが窓から差しこんできた。

　ふっと若い召使が窓から目を凝らして、遠くに見えてきた聖マルグリット学園を指差してみせた。

「時計塔、なくなってしまったね」

「そうねぇ」

　ご婦人がうなずいた。

　おや、一人暮らしのご婦人と召使、とばかり思っていたが、二人の関係はそうではないらしい。続いて青年が、

「思い出の場所だったのに」

「おまえを授かった、ね」

「だから、この村に住んでいるんだろ。ママンは」

「えぇ、そうよ」

　ヴィクトリカがすっと瞳を細め、さくらんぼのようなつやつやの唇を固く引き結んだ。

　優しそうな青い瞳をしたご婦人は、右手のひらを皺しわ

 の寄るほっぺたにくっつけて、肘ひじ

 を左手の甲において、物憂げに考えこんでいた。長年、からだに沁し

 みついたくせのように。ちょっと小首をかしげて、夢見るように遠くをみつめている。

　そっと寄り添う混血の青年が、力づけるようにその肩を抱いた。

　ご婦人は小声で、

「でも、いいのよ。こうしておまえがいてくれるからね」

「そう？」

「えぇ。だってね、栄光も、名誉も、賞賛も、なにもいらない。ただ静かな生活と、愛するものさえあれば。わたしには十分なの」

　二人は黙って微笑みあった。

　馬車がおおきく揺れた。

　一弥の顔が、言葉もないまま真っ青になっていた。ぴしりと背を正して黙って座りながらも、頰に緊張が走っている。

　やがて馬車は学園のそばで静かに停まった。おおきな二頭の馬が嘶いた。

　ご婦人と青年は丁寧に礼を言い、下りていった。

　馬車はまた走りだした。

　二人がいなくなってぽっかりと空いた座席には、過去の気配が濃厚に残っていた。さっきまでいた幽霊の残り香のように──。

　一弥が青い顔をして、

「ね、ねぇ、ヴィクトリカ。いまの二人ってさ……」

「あぁ」

　となりでむっつりとパイプを吹かしながら、ヴィクトリカがうなずいた。

　金色の髪が床までうねっていた。真っ赤なドレスが血のように赤くひろがる。豪ごう
 奢しや

 なトーションレースが幾重にも飾られている。ヴィクトリカは、ちいさいが獰どう
 猛もう

 な獣のように瞳を光らせて、空いた座席をみつめていた。

「久城。確か君、いまの二人は学園のそばでりんどう畑を持っている、と言ったな」

「そうだよ」

「りんどうはだね、アブサンの材料なのだよ。二人はアブサンをつくっているのだ。おそらくはママンの、つまり……」

　ヴィクトリカは一度言葉を切った。

　パイプを吸い、煙をゆっくりと吐き、それから、

「ココ＝ローズの好物だからだ」

「じゃ、やっぱりいまの女の人は！」

　一弥が叫んだ。

　と、向かい側の席でブロワ警部が「……むにゃ」と呻うめ

 いた。あわてて小声になって、

「二十四年前に国王に殺されたはずの、ココ王妃だったの？　若くて、かわいくて、内気で、国民に大人気だった、ブロマイドの主!?
 」

「そうだ」

　ヴィクトリカは静かにうなずいた。

「そしてひどく熱狂的だった今夜の舞台の、本当の主役。ソヴュール王国の伝説の王妃、ココ＝ローズの年老いた姿だったのだよ」

「でも、どういうこと……？」

「君、この事件にはじつは行方不明になった人物が二名いたのだ。もちろん、ずいぶん昔の話だから仕方あるまいと思っていたがね……。一人は、遺書によるとココ王妃が産み落としたはずの、混血の赤子。生きていれば二十代の若者になっているはずだ。そしてもう一人は……」

「もう一人？　いったい誰だい」

「忘れたのかね。君。ココ＝ローズがフランスから連れてきた、仲のいいメイドだ。ココと二人きりで寝室でいつまでもおしゃべりしていたという、とても仲良しの……。二人は見た目も非常によく似ていたという……」

　ヴィクトリカは低いしわがれ声でつぶやいた。

　馬車が、ごとん、と揺れた。

　聖マルグリット学園の正門をゆっくりと抜けて、スピードを落としながら夜のフランス式庭園を走りだした。校舎も、宿舎も、どこも灯あか

 りが消えて真っ暗だった。まるではるかに時が過ぎ、いまでは生きているものは誰もいない廃墟のように。

　ヴィクトリカが続けた。

「ただ仲のいいメイドだったのか、それとも、フランスから連れてきた影武者……つまりは有事の際に身代わりに命を落とす役目だったのかはわからないが。ともかく、その最期の時に、ココ王妃とメイドはおそらく入れ替わったのだよ！　なんということだ……。身代わりのメイドが殺され、ココ＝ローズは産み落とした赤子を連れて王宮を逃れた。そして、犯人一味がみつけてきたニコル・ルルーがやってきた。歴史の陰に葬られようとしているこの事件には、そっくりな容姿をした女が、じつは三人いたのだ。王妃、メイド、そして踊り子。彼女たちは歴史の魔の手によってシャッフルされ、別人となって、二人が死に、首と胴体がばらばらにされて埋葬された。一人だけ生き残った。……なんと、本物のココ王妃がだ！」

　馬車がゆっくりと停まった。

　馬が嘶いた。

「彼女は、錬金術師リヴァイアサンとの思い出が残る村にもどってきたのだろう。学園のすぐそばでりんどう畑を整備しながら、子供を育てた。混血の息子は、村人たちには召使と誤認されているようだが。政府関係者も、村人も、誰も、ここにココ王妃がいるとは夢にも思わない……。なぜなら、もともと彼女はごく普通の女の子だったのだ。頭上のティアラを取り、ドレスを脱ぎ、目立たぬようにしていれば、けっしてみつかる危険はなかった」

　はっ、と息を飲むような音がして、ついでブロワ警部が覚かく
 醒せい

 した。

　一弥が扉を開けてまず降り、ヴィクトリカにうやうやしく手を伸ばして降りるのを助けた。

　ヴィクトリカはちいさな声で、

「どちらにしろ、過去は遠く去った。だからこれは、運命の皮肉で歴史の表舞台に引きずりだされた人びとの、その後の物語だ。歴史には残らん。静かな、そして貴重な、ココ＝ローズの長い余生だ……」

「うん……」

　学園は静かだった。まるで誰もいないかのようだ。

　フランス式庭園は雪に覆われて、どこもかしこも月明かりに青白く照らされていた。東あずま
 屋や

 の屋根も、校舎の外壁も、鉄製のベンチも、どこもかしこも冬の夜の寒さにひどく凍りついていた。ヴィクトリカがぶるると震えた。

　ブロワ警部が頭にウサギをのせたままで「あれっ、ウサギがいないぞ」とむにゃむにゃと、誰にともなく聞いた。

　どこかで梟ふくろう

 が啼な

 いた。ずいぶん近くで聞こえたと思ったが、辺りを見回してもどこからかはわからなかった。

　つめたい風が吹きつけてきた。

「……ふわ～ぁ」

　と、ヴィクトリカが眠そうに目をこする。

　ずいぶんな夜更かしだ。長い長い一日がようやく終わろうとしていた。





「そうか。なるほどな……」

　馬車の上に、二人の人間が両足の裏と両掌てのひら

 をついて、おおきな黒い鳥のように止まり、下界を見下ろしていた。

　翡ひ
 翠すい

 色のファーコートが夜の風にひるがえって、鳥が翼をひろげたようだった。ヘッドドレスに飾られた羽根もまた寒そうに揺れた。金色の髪がうねって夜空に舞いあがった。

　緑の瞳ひとみ

 が、宵闇を射い
 貫ぬ

 くように光る。

「そっくりの人間と入れ替わることで、ココ王妃は生き延びたのだな。そうしてなによりも大事な存在──息子とともに、無事に余生を送っているというわけだ」

「コルデリア。君は……いったいなにを考えている？」

　傍らにとまった、黒くておおきな影──ブライアンが呻いた。黒いつやつやしたコートは闇に完全に溶けこんでいたが、燃えるような赤い髪だけが、松明たいまつ

 のように風に不吉にはためいている。

「……いや」

「ふん」

「フランスから同行したメイドとやらは、よほど深くココ王妃を想っていたのだな。そうでなくては、とっさに身代わりになどなれなかったろう。ふむ」

「おい、そろそろ行くぞ。子供たちはもう眠る時間のようだ」

「あぁ、わかっている」

　コルデリアがすっと立ちあがった。ほぼ同時に、ブライアンが立ちあがりざま、コルデリアのほそいからだを大事そうに抱えこむと、馬車の天井を蹴け

 って思い切り飛ひ
 翔しよう

 した。

　頭だけが赤い、おおきな黒い鳥と、翡翠色の翼と金の長い尾をひるがえすちいさな鳥が、夜の闇を飛び越えて、あっというまにどこかに消えていった。

　ほぅぅ。ほぅぅ。

　どこかで梟が啼く。

　ざっ……と風が吹いて、庭園の裸の木々が苦しげに揺らめいてみせた。





　馬車を降りて歩き始めた一弥は、ふいにふっと振りかえった。

　誰かの声が聞こえたような気がしたのだった。

　馬車の上で、何者かの影が蠢うごめ

 いたような気がした。でも、そのとき強い風が吹いた。一瞬、一弥はきゃっと目を閉じた。

　つぎに開けたときには、影は消えて、そこにはただ茫ぼう
 漠ばく

 とした欧州の夜がひろがっているだけだった。

「どうした、君？」

「いや……なんでも」

　一弥は首を振った。

　迷路花壇の前までついて、ぶるっと首を振った。それから「もう寝なよね。子供が起きてていい時間じゃないんだから」とうるさく言いながら、花壇の中の小道を歩きだした。

　となりでヴィクトリカが、

「久城。でも、君も子供だぞ」

「ぼくのほうがほんのちょっとお兄さんだもの」

「むっ。なにを威張っている。ほとんど変わらん」

「でも、確かに君のほうが眠たそうだよ。どうしてかっていうとね、君のほうがちょっとだけまだ子供だからだよ。ふふーん」

「なにが、ふふーんだ！」

「イテッ！」

　脛すね

 を蹴られて、一弥は飛びあがった。

　ヴィクトリカをちょっとだけ睨にら

 んでみせて、またすぐに笑顔にもどった。ヴィクトリカと手をつないで、ゆっくりと小道を歩く。

　冬枯れの迷路花壇は、寒々としていた。でも春になればまたここに色とりどりの花が咲くだろう。そうしたらまた、一弥は、花の道へ分け入っていくようにここを通って、もしくは図書館塔の迷路階段を駆けあがって、ヴィクトリカに会いにやってくるのだ。おいしいお菓子や、めずらしい事件の噂など、ちいさくて偏屈で、孤独で、そして、誰よりもうつくしいお姫さまが喜ぶおみやげを、手にして……。

　二人は、毎日、また出会うのだ。

　毎日……。





　ヴィクトリカと一弥はぎゅっと手をつないで、どこまでも続くような迷路花壇を歩き続けていた。

　ときどきヴィクトリカが一弥を蹴っ飛ばし、一弥が飛びあがる。ヴィクトリカが鼻を鳴らす音や、一弥の文句が遠く聞こえてくる。それでも、つながれた手はどちらからもほどかれることがなかった。

　月明かりが、ふたりのちいさな後ろ姿を、真っ白にやさしく照らしていた。
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　登場人物







ヴィクトリカ・ド・ブロワ



　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。


久城一弥





　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。


アブリル・ブラッドリー





　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。


セシル先生





　　一弥たちのクラス担任。


コルデリア・ギャロ





　　ヴィクトリカの実母。


ブライアン・ロスコー





　　謎の人物で奇術師。


ジュピター・ロジェ





　　ソヴュール王国科学アカデミーの主宰者。


グレヴィール・ド・ブロワ





　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。


アルベール・ド・ブロワ侯爵





　　ヴィクトリカとグレヴィールの父。ソヴュール王国オカルト省の首魁。



















しろの　なかにわでは　うまや　いぬが　ねむり、ひろまでは　王さまや　おきさきさまや　けらいたちも　ねむって　いました。王子は　ふるい　とうを　のぼって、ちいさなとを　あけました。そこには、うつくしい　ひめが　ねむって　いました。

「なんて　うつくしい　ひめだろう」






　　──『ねむりひめ　グリム童話より』

　　『ペローとグリムのおひめさま　シンデレラ』高橋真琴／八百坂洋子／学研








　プロローグ　戦場






「──を危険な目にあわせるな！」





　少年は夢の中で叫んでいた。

　ひゅんっ、と軽い音を立てて弾丸が行きかう。火薬の匂いが鼻先をかすめる。汗が額を伝ってくる。

　どうやら、いつのまにか南国にいるらしい、と気づいた。

　目を見開いて見回すと、そこは見たこともない戦場だった。

　オレンジ色に燃える、やけにおおきな太陽に照らされている。黄色い砂がぶわっと舞いあがり、その向こうにおおきな戦車が一台見えた。見たことのない形をした葉っぱが生い茂る、細長い木が連なっている。

　つぎの瞬間、少年は、自分も兵士の一人だったことを思いだした。

　銃を構え直して、勇ましく走りだす。

　熱された砂に足を取られ、体が重たかった。

　そのとき、遠くでおおきな爆発があり、炎が上がった。

「……彼女は人間の、女の子だ。ちいさなちいさな女の子なんだ。怪物呼ばわりされたり、兵器だと言われたり、抹殺されそうになるなんて、ぼくには納得できることじゃない」

　どこかに向かって走りながら、自分が誰かと言い争っているのがわかった。

　熱い風が激しく吹きすさぶ。

　すぐそばにいて……耳元で嘲あざ
 笑わら

 うようにいやな声を立てているこの男は、いったい誰だったろう？　それは、ここからは遠い国──肌寒くて、教会の光る尖せん
 塔とう

 や薔薇ばら

 窓、馬車のゴトゴト揺れる音やご婦人たちの立てる衣きぬ
 擦ず

 れの音、そういったものに囲まれた西欧の王国で起こった出来事だったような気がする。

　いまではもう思いだせないほど昔に出会った、謎の男。

　炎のように赤い髪を、揺らす……。

〈……とんだ騎士ナイト

 がいたものだな〉

　男の声が響いて、少年ははっと振りむいた。

　とたんに間近に爆弾が落ちて、数メートルも飛ばされる。

　南国特有のおおきな太陽が、容赦なくぎらぎらと照りつけてくる。

　熱風が吹きつけてくる。

　汗が垂れる。

〈その程度の力で、守れるかな？〉

〈この先、あの仔こ
 狼おおかみ

 の行く手に待つものは、おおきなおおきな嵐だということさ〉

〈一度目の嵐の前に、あれが生まれた。二度目の嵐の切り札とするために、計画的に産み落とされた。それはたった一人の、優しい少年によって守り通せるような嵐ではない。君は、きっと、泣く……〉

〈悲しみが、君を、変えることだろう……〉

〈君も、また、ちいさな怪物になって、しまうの、だ、ろう、か、ね……〉

　声がすこしずつ遠ざかっていく。

　粉ふん
 塵じん

 が舞い散る中を、少年は、相手の顔を見ようと目を凝らした。

　仲間の兵士たちに肩をつかまれる。手を引かれ、逃げろっと叫ばれて、はっと我にかえった。

　太陽がぎらぎらと照りつけてくる。

　仲間とともに走りだしながら、いまの言葉を、自分がいつどこで聞いたのだったかと懸命に思いだそうとするが……。

　記憶は遠い夏の日の波のように、揺らめいて遠ざかっていくばかり。

　ひゅんっ、とまた弾丸が飛びすぎていく。

　額から顎あご

 に汗が伝って……。





「ヴィクトリカッ！」

　一かず
 弥や

 は叫びながら起きあがった。

「……ぎゃっ!?
 」

「きゃっ、誰っ、あっ、寮母さん？」

　とたんに、目の前にあったそばかすの散る大人の女の人と顔をつきあわせることになって、一弥はびっくりしてまたおおきな声を出した。

　──時は一九二四年。

　ヨーロッパの小国、ソヴュール王国。スイスとの国境はうつくしい山脈や湖に、フランスとの国境はどこまでも広がる悠然とした葡萄ぶどう

 畑に、イタリアとの国境は地中海に面した過ごしやすい避暑地に囲まれた、回廊のような形の王国は、列強に囲まれながらも先の世界グレート
 大戦・ウオー

 を生き延び、長い歴史と発言力の大きさから、西欧の〝ちいさな巨人〟とも呼ばれている。

　王国の玄関が地中海に面したリヨン湾なら、秘密の屋根裏部屋と言えるアルプス山脈の麓ふもと

 にある村。そこにひっそりと息づく、不思議な学園があった。

　聖マルグリット学園──。

　表向きは貴族の子弟用の教育機関とされているが、謎も多く、ソヴュールの秘密の武器庫とも呼ばれていた。とはいえ先の大戦の後は、同盟国から優秀な生徒を留学生として受けいれたりと、門戸を開きつつある。

　その学園の、広大な敷地の一角にある男子寮の一室で。

　一弥の、いつもと同じような朝が始まろうとしていた……。





「久く
 城じよう

 くんったら、名前を叫びながら飛び起きるなんて。よっぽど、あのちっちゃなお嬢ちゃんと仲がいいんだねぇ」

　寮母さんにからかわれて、一弥は思わず赤くなった。

「いえ、あの……。ぼくはただ、なにか夢を見ていまして」

「えっ、夢？　どんな？」

「それが、起きてみるとぜんぜん思いだせないなぁ。うーん……」

　一弥は寝間着にしている浴衣ゆかた

 の前を合わせながら、眉まゆ

 を寄せて困ったような顔をした。

「知らない暑い国にいて、なにかをしていたような……。って、それより、寮母さん。ぼくの部屋でいったいなにをなさってるんですか？」

「あぁ！」

　寮母さんは思いだしたというようにうなずいて、

「明日はクリスマスでしょ？　村のダンスパーティーに着ていけるような、オリエンタルで素敵な衣装があるかなぁと思って。寝てるようなら、チェストから勝手に……」

「寮母さん！　だから、ぼくの荷物を勝手に開けたり、衣服を持っていかないでください！」

「瑠る
 璃り

 、瑠璃、って、留学してきたころは、しくしく泣きながらお姉ちゃんの名前をよく呼んでたのに。最近はずいぶんちがうのねぇ。久城くんも大人になってきたってことかな？　あっ、これ貸して！」

「しくしく泣いてなんていません！　あと、それはぼくの夏用の寝間着で……。ちょっと、寮母さん！」

　止める前に、寮母さんは逃げ足もすばやく、一弥の部屋から飛びだしていった。一弥は片腕をドアに向かって伸ばしたポーズのままで呆ぼう
 然ぜん

 としていたが、やがてあきらめたようにため息をつくと、ゆっくりと腕を下ろした。

　それから浴衣の前をあわせて、ベッドから起きた。

　息が白い。

　本格的なヨーロッパの冬だ。

　小声で「そうだ。明日はクリスマスだったな……」とつぶやくと、一弥は楽しそうににっこりした。

　机に置かれた二つの包みを見やる。

　ほんの数日前、ヴィクトリカを追ってオートバイでソヴレムに向かって、王国最大の謎と呼ばれるソヴュール王妃ココ＝ローズ殺人事件の解決にかかわった。その帰りにこっそり買って、クリスマスになったらあの子に渡そうと保管しているものだ。

　窓の外が騒々しいことに気づいて、顔を上げる。どてらを羽織って、下駄を履き、窓辺に近づいて外を見渡した。

　すると、学園の見事なフランス式庭園いっぱいに、旅支度を整えた貴族の子弟たちが溢あふ

 れていた。

　リビング・チェス大会を終えて、冬期休暇の初日を迎えた今朝。さっそく帰省する生徒たちの群れ。どの子も急いでいるようで、カシミア製の豪ごう
 奢しや

 なコートにマフラー、帽子、両手にトランクといった姿で、足早に正門に向かっているところだ。

「久城くーんっ」

　弾はじ

 けるように明るい女の子の声がして、一弥は窓のすぐ下を見下ろした。

　はらはらとかすかに雪が舞い散る中、金髪のショートヘアに、ぱっちりして海みたいに青い瞳ひとみ

 、長くてしなやかな手足がいかにも健康的な、きれいな女の子が、一心にこっちを見上げていた。

　おおきなトランクに、蝙蝠こうもり
 傘がさ

 も。コートやマフラーは高級なカシミア製ではないが、デザインがシンプルで上品だった。一人だけそこに立ちつくして、一弥の部屋の窓を見上げていたものらしい。

「なんだ、アブリルじゃないか。おはよう！」

　女の子──イギリスからの留学生で、冒険家サー・ブラッドリーの孫娘、アブリル・ブラッドリー──に、一弥は思わず笑顔になって、片手を上げた。

　アブリルが黙って、うんっ、とうなずいた。

　なにか言いたそうなその顔を、しばし見下ろす。

　一弥は、その場で「じゃ、また新学期にね……」と挨あい
 拶さつ

 しかけたのを、ふとやめた。帽子掛けから山高帽をとって、頭に載せる。それからくるりときびすを返して、部屋を出て廊下を駆けた。下駄をカラコロと鳴らして階段を下りると、男子寮の外に出た。

　息が見事に真っ白だ。

　アブリルがとたんに、うれしそうな満面の笑みになった。

「わぁ、久城くんっ」

　彼女の目の前に立って、直立不動になると、一弥もにっこりして、

「すごい大荷物だなぁ。じゃ、また新学期にね。アブリル」

「わたし、窓に石を投げようと思ったんだけど、イギリスにいたとき、それで友達の家のガラスを思いっきり割っちゃったことがあるの。それで、迷ってたら、ちょうど顔を出してくれたんだもん！」

「そっか。ねぇ、君。まさかずっとここにいたんじゃ……ないよ、ね……」

　と、聞きかけて、一弥は言葉を飲みこんだ。

　アブリルのふさふさした金色の髪に、雪がこんもりと積もっていた。一弥は黙って手をのばすと、そっとはらってやった。すると、アブリルはまるで火に触れたようにはっと息を飲んで、目を閉じた。でも口元だけ、楽しげににこっと笑ってみせる。

　目め
 尻じり

 でなにかが光ったような気がした。一弥は、いまのはいったいなんだろうと、首をかしげた。

「ぼく、ちょうど起きたところだったんだ。夢を見て魘うな

 されてたみたいで。……でも、よかったよ。怖い夢からはちゃんと覚めることができたし。起きたらこうして友達に会えたしね」

「ヴィクトリカさんが……」

「んっ、ヴィクトリカ……？」

　一弥はびくっと震えて、アブリルを見下ろした。

　二人の間に真っ白な雪が降ってきた。大荷物の生徒たちの行進は続いていた。冬の朝日がきらきらと降りそそぐ。

　アブリルが真面目な顔でおおきくうなずいて、でも不思議そうに、

「忘れずに、ペニー・ブラックを持っていきたまえって言ったの。なんだか心配そうな顔をしてたような気がする。昨日のことよ」

「ペニー・ブラック？　あぁ、あれかぁ……」

　ペニー・ブラックとはめずらしくて高価な古切手である。世界最古の切手であるそれらの中でも、印刷ミスのおかげでさらに資産価値の出たものが、数枚あった。そのうちの一枚こそが、アブリルに祖父サー・ブラッドリーから受け継がれた秘密の遺産である。これは長らく学園に隠されており、そのせいでアブリルは、怪盗二代目クィアランに狙われたりと、波は
 瀾らん

 万丈の留学生活の幕開けになってしまった。もっともヴィクトリカと一弥のおかげで、最後には無事に孫娘の手に渡ったのだが……。

　一弥はふっと考えこんだ。

（冬期休暇の短い帰省に、ペニー・ブラックを持っていけって？　それって、いったいどういう意味だろう……）

　さて、彼女のあの頭脳──知恵の泉がどんな混沌カオス

 の欠片かけら

 を再構成し、なにを予知した結果なのか。

　今朝見ていたような気がするおそろしい夢のことを思いだし、一弥は、いや……と首を振った。

　アブリルが婦人用の華きや
 奢しや

 な腕時計を覗のぞ

 きこんで、いかにも行きたくなさそうに、

「あぁ、もう行かなきゃ。朝いちばんの列車に乗らなくちゃいけないの」

「う、うん……」

　一弥もひどく名残惜しくなって、急いで、

「だけどさ、冬期休暇は、夏期休暇よりもずっと短いものね。またすぐにここで会えるよね」

「そうよ」

　と、アブリルはおおきくうなずいた。

　武骨なデザインをしたおおきなトランクを重たそうに引っぱっていくので、一弥は紳士らしく、荷物を持って正門まで送ることにした。

　アブリルは蝙蝠傘を両手で握って振り回しながら、元気よく、

「クリスマスには、従姉いとこ

 のフラニーと一緒に七面鳥を焼くの。あとね、おばあちゃまがプディングをつくるでしょ、それから、家族で贈り物しあったりもね……」

「イギリスのクリスマスって楽しそうだなぁ」

「うん。あぁ、もう門についちゃった！」

　アブリルはトランクを受け取ると、ばいばい、と手を振って一弥に背を向け、よろよろと歩きだした。

　ばさっ、と木の枝から雪のかたまりが落ちる音がした。

　一弥は直立不動になって見送っていた。

　と、急にトランクからぱっと両手を離して、春の小鳥みたいに元気いっぱいの仕草で、長くてしなやかな両手足を振り回すようにして、アブリルが駆けもどってきた。一弥がびっくりして、両手を上げた降参のようなポーズをしたところに、子供みたいに飛びこんだ。アブリルはそして、長い間、外に立っていたからか、らしくなく氷のように冷えた唇をすぼめて、一弥の頰に向かって撃つように吹っ飛ばした。

　ほんのかすかに、触れたか触れないかぐらいに、アブリル・ブラッドリーが一弥のほっぺたに、キスをした。

　留学してきてから、ヨーロッパの人たちが挨拶で頰にキスをしあうのを間近で見てきたものの、そういった文化のない国で育った一弥は、びっくり仰天して「うわっ!?
 」と叫んだ。

　と、アブリルの、恥ずかしくて真っ赤になった頰が視界をよぎったかと思うと……。つぎの瞬間にはコートの裾すそ

 とマフラーを翻して、トランクを握りしめて……。

　アブリルは元気よく駆けた。

　門の外に向かってぐんぐん遠ざかっていく。

　遠くから、楽しそうに弾む声が聞こえた。

「まっ、また新学期にね、久城くんっ」

「う、うんっ……」

「よよよ、よいクリスマスををーっ」

　アブリルは小鳥のように羽ばたいて、門の向こう……未来に向かって元気よく走っていった。

　後には、両手を上げたまま立ち尽くす一弥が残された。

　その顔がじわじわと赤くなっていく……。

　学園にはもう生徒たちは残っていなくて、しん、と静まりかえった豪奢な庭園のあちこちにひらひらと雪が舞い落ちるばかりだった。





「待ってーっ。乗ります、乗りますっ！」

　村に一つだけのちいさな駅舎。

　汽笛が鳴り響いた。

　学園の生徒たちで溢あふ

 れた機関車が、いまにも発車しようとしている。窓から鈴なりになった生徒たちの顔が、なんだろうというように一斉に、声のしたほうを見た。

　トランクを引きずって駆けこんできたアブリルが、ホームを走ったかと思うと、動きだした機関車に向かって勢いよくトランクを投げた。

　おぉっ、とどよめく男子生徒たちを尻目に、自分も元気いっぱいに弾んで、飛び乗る。

　短い金色の髪が風をはらんで、ふわっと夢のように揺れた。

　長くてしなやかな足が、機関車の床で楽しげなステップを踏んだ。

　人心地ついたアブリルが、外の風景を振りかえって、笑顔で目を凝らしたとき……。

　耳をつんざくような汽笛がまた鳴った。機関車はスピードを増して、村からどんどん遠ざかっていった。
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　その翌日──。

　聖マルグリット学園。

　一昨日までのリビング・チェス大会の喧けん
 騒そう

 も、昨日の朝の一斉に帰省し始めた貴族の子弟たちの足音も、噓のように、庭園は雪と静寂に包まれていた。

　東あずま
 屋や

 もみっしりと雪に覆われている。壺つぼ

 を掲げるポーズを取った女神の像が輝く噴水も、氷の世界の出来事のように冷え冷えと凍りつく。鉄製のベンチは黒と白の斑まだら

 模様になって輝いている。

　──誰もいない、朝。

　貴族の子弟である生徒用の寮と比べると、おどろくほど簡素な建物である職員寮から、誰かが出てくる足音がした。

「よっ、と……」

　肩までのふわふわブルネットに丸眼鏡、垂れ目がちの仔こ
 犬いぬ

 のようにおおきな瞳ひとみ

 をした小柄な女の人だ。先端にポンポンのついた毛糸の帽子を目深に被かぶ

 り、何重にも巻いたマフラーが口元を隠し、コートの中にもセーターをたっぷり着こんでいるようで着膨れている。足元は長靴という重装備だ。

　小柄な女の人──セシル先生は、両手いっぱいに抱えたクリスマス用の色とりどりの飾りを、入り口のドアに引っ掛けたり、貼りつけたりし始めた。

「むー。ほとんど誰もいなくなっちゃったんだから、こっそりこれぐらい派手にしてもいいわよね……。うるさい理事長も留守だしね。しめしめ。おやっ……？
 」

　誰かが歩いてくる足音に気づいて、耳を澄ます。

　ほどなく、雪に覆われた小路を、ひとりっきりの軍隊のように規則正しく進んでくる小柄な少年の姿が現れた。

　きちっとした仕立てのコートに茶色のマフラー。山高帽をかぶっている。両手で贈り物の包みを大事そうに抱きしめて、どこかに向かって急いでいるようだ。

　セシル先生はにっこりして、

「久城くーんっ。おはよっ」

「あっ、おはようございます。セシル先生！」

　少年──久城一弥は眩まぶ

 しそうに目を細めた後、いかにも生真面目な仕草で頭を下げた。

　ばさっ、と音を立てて、どこかで雪のかたまりが地面におちた。

　冬の小鳥がかすかな鳴き声を上げて頭上を飛んでいく。

　さく、さく、と足音を立てながら一弥が近づいてきた。いったいなにをしてるのかな、というように首をかしげてセシル先生を見る。ドアの上のところに星の飾りをくっつけようと背伸びしているらしいと気づくと、贈り物を持ってもらい、代わりに貼ってやった。

　……それはいいのだが、ドアから離れて見て、また近づいてきて「ほんとうにここでよかったのかな？」「若干、斜めになってはいないか」「うーん。もうすこし上で、もうすこし左にするべきではないかな……」と悩み始めた。

　セシル先生は贈り物の箱を一弥の腕の中にぎゅっともどすと、

「大丈夫よ。ありがと！」

「うーん、でも、しかし、正確にはもうすこし左にですね、先生……」

「アブリルさんも帰省しちゃって、寂しいわねぇ」

「えぇ、そうなんです。アブリル、も……。あっ」

　と、一弥はなにかを思いだしたというように、急に頰を赤くした。

　それから、なぜかふるふる、ふるふると、誰かに向かって何度も首を振ってみせた。その様子をセシル先生は不思議そうに見上げていたが、なにかに思いあたったかのように、ふと顎あご

 を引いた。

「……学園中が、すっかり静かになったわね」

「そうですね、先生」

　うなずきながら、一弥はゆっくりとセシル先生のほうに向きなおった。そして、また玄関の扉の飾りを見上げて悩み始めた。

「もっと左に、そして、上に……」

「クリスマスのご用事があったんじゃない、久城くん？」

「そうだ、あとすこし上にしたら……。あっ、クリスマスの用事！　そうだった！」

　一弥はあわてたようにつぶやくと、贈り物の箱をそっと抱きしめた。大事な宝物にするように。柔らかく。

　それから、いなくなった誰かのことをも思いだすように、正門のほうをゆっくりと振りかえった。セシル先生もつられて振りむいた。

　そこには誰もいなかった。

　悲しそうに、申しわけなさそうに、一弥がうつむく。

　そして……。

　まだ未練があるのか、星の飾りのほうも一いち
 瞥べつ

 すると……。

　くるりときびすを返した。また小路を規則正しく歩きだす。

　今朝もまた、やけに姿勢のいいその後ろ姿に、セシル先生が明るく声をかけた。

「ヴィクトリカさん、もう起きてるわよぅ。朝ごはんを食べてるときから、誰かを待ってそわそわしてるみたいだったわ」

「……えっ!?
 」

　一弥があわてて足早になった。

　小路を曲がって、雪に覆われた生垣の向こうに姿が消えていった。贈り物の箱についたかわいらしい黄色いリボンだけが、まるで蝶ちよう

 が飛んでいくように、生垣の上に浮かびながら、超特急で遠ざかっていく。

　セシル先生はにっこり微笑んで見送っていたが、やがて、寒いなぁというように両手をあわせてもみもみ、もみもみした。

　それから、職員寮のドアを見上げながら、つぎの飾りをどこに貼ろうかとまた悩み始めた。





　フランス式庭園の中にある、迷路花壇の奥。

　見事な造りの花壇もいまは雪に覆われて、一面真っ白な世界だ。

　その真ん中にある、お菓子の家を模したようなちいさな建物も、いまは白砂糖でコーティングされたように染まり、冬の朝日を浴びてきらきらと輝いている。

　繊細な造りのフランス窓の中に、お菓子の家に閉じこめられた妖よう
 精せい

 のような、おどろくほどうつくしい少女の横顔が見えていた。

　きらめく翡ひ
 翠すい

 が埋めこまれたアンティークのテーブルには、マカロンやチョコレートボンボン、動物形のクッキーなどが溢あふ

 れている。花瓶にさされたものも、花を模してはいるが、よく見ると色とりどりの棒つきキャンディーばかり。まさにお菓子の家の主の部屋に相応ふさわ

 しいといえる。

　赤いビロードをはった猫足の椅子に深く腰かけて、膝ひざ

 においた書物をすごい勢いでめくっているのは、身長百四十センチメートルぐらいの、ビスクドールと見まごうようなうつくしい少女──。

　ほどけたビロードのターバンの如き金色の髪が、輝きながら床までうねっている。磁器を思わせるきめ細かな青白い肌に、深い湖の底に沈むような、深遠な緑の瞳。頰は薔薇ばら
 色いろ

 で、唇はさくらんぼみたいにつやつやしている。

　だが、その外見と相反して、表情はひどくつめたく、まるで百年の時を生きた老人のような静けさをたたえていた。

　ドレスは翡翠を思わせる輝く緑色のタフタで織られていた。袖そで

 や襟、裾すそ

 には、珈琲コーヒー

 で染めた深い陰影のある茶色のレースをふんだんに重ねてある。同じレースで作られた茶色のボンネットには、ドレスと同じ輝く緑のリボンと、朽葉色の花のコサージュ。靴は型押しされた薔薇柄のブーツ。

　子供のようにちいさな、細い指に、ママンからもらった紫の指輪が控えめに輝いていた。

　まさに冬の森の精を思わせる姿をした少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワは、忙せわ

 しなく書物をめくりながら、「……ふっ」と息をついた。

　もしもこっそり様子を見ているものがいたら、あぁ、人形ではなく生きているのだとようやく気づくような、かすかな変化。

　ちらっ、と壁掛けの時計を見る。

　七色の羽を輝かせる本物の小鳥の剝はく
 製せい

 が飾られた、ちいさいが豪ごう
 奢しや

 な時計。二本の針はまだ朝早い時間であることを示していた。

　ヴィクトリカは時計から目をそらし、書物に目を落とした。

　しばし。

　また、時計をちらっと見る。針は僅わず

 かにしか進んでいない。

　ヴィクトリカは書物を読みながらも、所在なげにテーブルに手をのばした。動物型のクッキーを取ると、もぐっと食べる。

「……むっ？」

　と、遠くから足音がし始めた。

　耳をすます。

　ちいさいが、ひとりぼっちの軍隊みたいにやけに規則正しい足音だ。

　ヴィクトリカは、老女のようにしわがれた低い声で、

「あの足音は、例のならず者だな」

　言葉と裏腹に、青白い肌にかすかに赤みがさしたようにも思えるが、あるいは気のせいかもしれない。どちらにしろそれはあまりにも瑣さ
 末まつ

 な変化だった。

　二つめの動物クッキーに手をのばしながら、不機嫌そのものの声で、

「ふんっ。遅くもなく、早くもない。驚かされることも、待たされることもない。いかにも、帝国軍人の三男で凡人でつまらない秀才にふさわしい時間に現れるというわけかね。まったく、いつもくだらんな。……久城は」

　ちいさな声でぶつぶつと悪態をつきながらも、古代ゲール語がびっしりと書かれた重たそうな書物を、よいしょと膝から下ろした。

　立ちあがって、迫力ある悪態のつきっぷりとは裏腹の、拍子抜けするぐらいちょこちょこした小動物じみた仕草でもって、窓まで歩いていった。ドレスの裾の茶色いレースが夢のように淡く揺れた。

　手をのばし、窓を開ける。

　贈り物の箱で視界をふさがれた久城一弥が、首を曲げて、箱の向こうから一生懸命顔を出した。

　ヴィクトリカをみつけた途端に、満面の笑みになって「おはようっ！　起きてたんだ。ヴィクトリカ」と、うれしくてたまらないような声で言った。それから「玄関から入るね」と言いながら窓の外をとことこと通り過ぎていった。

　ヴィクトリカがかすかな仕草でうなずき、窓を閉めた。

　遠ざかっていく足音……。

　やがて、玄関の開く音がした。規則正しい足音を響かせて廊下を近づいてきた一弥が、ようやく部屋に姿を現した。

　にこにこしながら、

「まずはね、クリスマスおめでとう。ヴィクトリカ」

「……む」

　ヴィクトリカはいつも通りむっつりしていた。

「これね、おっきいけど、ドールハウス……だっ……よっ。きゃっ！」

　ちいさな悲鳴とともに、一弥が転んだ。

　床に落ちていたピンクのマカロンを踏んだらしい。かしゃっ、とマカロンがつぶれるかわいた音がした。ついでヴィクトリカの、

「貴様ぁ、わたしのマカロンを！」

「うわーっ！」

「久城のくせに生意気なーっ！」

　一弥の腕の中から飛んだ贈り物の箱がつくる放物線を、ヴィクトリカが（……えっ？）という顔でもって、見送った。

　それから、相変わらずひんやりした無表情ではあるが、この少女なりにどうもあわてたらしく……。

　とっとっとっ、と小こ
 股また

 で駆けると……。

　あやういところで、無事に箱を抱きとめた。

　床にうつ伏せに倒れふした一弥が、それを見上げて安心したように、

「あぁっ、よかった！　ヴィクトリカ、それ、ぼくからのクリスマス・プレゼントだよ」

「むっ？」

「あのね、ドールハウスなんだ。まるでこのお菓子の家みたいな……」

「……重い」

　ヴィクトリカが短く宣言すると、ぱっと箱から両手を離した。

　声もなく悲鳴を上げながら、一弥が床を飛んで、箱の下に着地した。あやういところでなんとか箱を受けとめ、そろそろと立ちあがる。

　怒るかと思いきや、曇りのない笑顔で、

「はい」

　と、改めてヴィクトリカに箱を差しだした。

　ヴィクトリカはいつもの猫足椅子にふんぞり返って座った。朝早くから、このたった一人の従者をずっと待ち続けていたことなどおくびにも出さず、あきれるほどのおおいばりで、

「君、さっさと開けてみたまえよ」

「はいはい」

　一弥はやはり怒りもせずに、慣れた様子でリボンに手をかけて、するっとほどいた。ふわふわした黄色いリボンにヴィクトリカがあっと気を取られたのに気づくと、黙って微笑み、リボンを椅子の背に巻いてちょうちょ結びにしてやった。

　箱の中から、ソヴレムで買い求めたドールハウスが出てきた。

　素朴でかわいらしい造りの調度品が並んでいる。花柄の壁紙が貼られた壁も、ダマスク織りの絨じゆう
 毯たん

 が敷かれた床も、マントルピースも、古めかしいソファセットも精巧だった。真ん中のおおきな一部屋に、大人の人差し指ぐらいのおおきさの人形たちがいて、思い思いにくつろいでいた。

「ど、どうかな……？」

　と、心配そうに様子を見る一弥に、

「ふん！」

　と、ヴィクトリカは鼻を鳴らして返事をしてみせた。

「あれっ、気に入らなかった？　それならべつのに取り替えてもらって、く、る……痛いっ！　くるぶしをブーツで思い切り蹴け
 飛と

 ばしたってことは、気に入ったってことだね。よかったよ。すっごく、痛い、けど……」

　涙目になったまま、一弥は満足そうに何度もうなずいた。

　辺りをきょろきょろしたが、そばに椅子がないので、ヴィクトリカの目前で床に片かた
 膝ひざ

 をついて座る。

　従者そのもののポーズで、上目遣いになり、

「あとねぇ」

「うむ……」

「その、えっとね」

　ヴィクトリカが緑の瞳ひとみ

 を輝かせて一心にドールハウスで遊び始めたので、一弥は言葉を切って、待った。

　そのまま長い間、じつに辛抱強く待っていた。やがてヴィクトリカがはっと我にかえって顔を上げ、うろんな様子で、

「なんだね、君？　さてはつまらない顔をしてまたつまらない用があるのだろう」

「顔はともかく、用件のほうはつまらなくないよ。あのね」

　一弥はさんざんもじもじしてから、ようやくコートのポケットに手を入れた。

　赤いリボンが飾られたちいさな箱を取り出す。

「はっ、はい……」

　ヴィクトリカはさっと身を引いて、疑うように横目で、

「なんだね。もしや爆弾か？」

　一弥の顔がとたんに真っ赤になった。

「ど、どうしてぼくが君に爆弾を贈るんだよっ。それにこんな間近でっ。もしこれが爆弾なら、箱を開けた君と一緒に、ぼくまで吹っ飛んじゃうだろ。またそういうしょうもないいやがらせを言ってないで、もうっ……」

「いったいなんだ、君。まったく朝からばかみたいにうるさいやつだなぁ」

「お誕生日おめでとうーっ、ヴィクトリカーっ！」

　ついに怒りだしたせいで、いっそ元気のいい小学生みたいな言い方になってしまいながらも、一弥はようやく用件を伝えることができた。

　ヴィクトリカはきょとんとしたように目をぱちくりした。

　金色にけぶる長い睫まつ
 毛げ

 がゆっくりと下がり、また上がった。

　ほっとしたように、一弥は息をついて、

「君も十五歳だね。ぼくとおんなじ」

　ヴィクトリカが相変わらずむっつりした声で答えた。

「……百十五歳だ。このわたしが君なんかより年下であるものか」

「わかったよ、もぅっ。どうしたって普通に受け取ってくれないんだから！　とにかく百十五歳の誕生日おめでとう、ヴィクトリカ！」

「うむ……」

　ヴィクトリカは電気仕掛けの人形のような不自然な動きで、ジ、ジジ……とゆっくりと向きなおった。

　それから黙って箱を受け取った。

　とても名誉なものを渡された人のような仕草で。

　磁器そのものの青白い肌に、こんどは明確に赤みがさした。自分の指でリボンをそっとほどく。

　中から金色をした丸いものが出てきた。

　金貨を模したペンダントだ。

　ヴィクトリカがわずかに息を飲んだ。

　あの夜──。

　あれは今年の夏の、夏至の夜だ。母狼コルデリアの罪を晴らすために、山奥の〈名もなき村〉に向かい、隠れていた真犯人と対決した。村は燃え落ちてしまった。ヴィクトリカは無事に逃れたものの、従者にして己を守る騎士の一弥を助けることの代償に、コルデリアからもらった大事なペンダントを、はるかな断だん
 崖がい

 の下に失ったのだ。

　──その昔、母狼から仔こ
 狼おおかみ

 の手に渡った、愛の証あかし

 の金色のペンダントは、生きるものがすべて死に絶えたずっと未来にも、半永久的に、崖がけ
 下した

 のどこかで眠り続けるのだろうか。

　ヴィクトリカは遠い目をした。それから、複雑にして、悲しく、同時に深い愛に満ちた感情を無言で飲みこんだ。ペンダントと引き換えに助けた騎士と、その騎士から再び贈られた、よく似た金色のペンダントをみつめる。

　ゆっくりと顔を上げると、

「ありがとう、久城」

「……うん」

「君はなるほどすごく馬鹿だが」

「えぇっ？」

「ともかく、善良な男だな。かつてわたしは、人が善良であることを知性の放棄のように思って、深く軽けい
 蔑べつ

 していたものだが……」

「あのねぇ、君っ。いらないなら……」

　顔をべちっと平手でたたかれて、一弥は「痛い……」と悶もん
 絶ぜつ

 した。

　ヴィクトリカは、じたばたしている一弥のことは意に介さず、ペンダントを首に回した。

　緑のタフタと茶色のレースに覆われ、まるで冬枯れの森のような装いだったその姿。首から下がった金貨が、とたんに、森に照りつける太陽のようにきらきらと眩まぶ

 しく輝き始めた。

「じつは、善良であり続けることには、ある種の知性が必要なのだな。なぜなら知性こそが、人間が人間らしくあり続けるための燃料なのだから」

「どうしたのさ、急に？」

「ほかならぬ、君が教えてくれたことなのだよ。うむ……」

　不審そうに横目で自分を見る一弥に向かって、ヴィクトリカは低い声で続けた。

　暖炉の火がぱちっと音を立てて爆は

 ぜた。

　一弥が疑うように、小声で、

「もしかして、褒めてる？」

「ふん！　君なんかを褒めるほど、このわたしが耄もう
 碌ろく

 したように見えるかね。それより、久城……」

　とつぶやいたきり、ヴィクトリカはしばらくのあいだ、またドールハウスに意識をもどして、熱心に遊んでいた。

　だがやがて、辛抱強く待っている一弥のほうをじろりと見て、言った。

「君、お察しの通り、わたしは今日で十五歳になった」

「う、うん。……お察しの通り、ね。じつはセシル先生が教えてくれたんだよ。あのねぇ……」

「十四歳のときと変わらず、わたしはひどく退屈している」

「ソヴレムでクリスマスのものを買おうとしてたら、先生がね……えっ、君、いま、また退屈って言った？　そういや、ぼく、瑠璃に手紙の返事を書かなきゃいけないから……あとフランス語とドイツ語とラテン語の勉強もしなくっちゃ。冬期休暇のうちにすこしでも……。あの……。あぁ、どうしたってこの罠わな

 からは逃げられないのか……」

　中腰になって逃げようとしたところを、ズボンの裾すそ

 をぎゅっとつかまれ、一弥はおとなしくあきらめた。

　ヴィクトリカは老女のような低いしわがれ声で、威おど

 すように、

「わたしは謎を十五個、ご所望だ。久城」

「十五個!?
 　あはは、やだなぁ。冗談だよね、ヴィクトリカ……？」

「冗談を言うほど耄碌してもおらん！」

「耄碌とはぜんぜん関係ないよ、あの……ぼく、ほんとに……。外はすごく寒いしね……。だいたい、学園にはぼくと君のほかには生徒は誰もいないんだよ。校長や理事長もうちに帰っちゃって、残ってる職員はセシル先生とあの寮母さんぐらいっていう、おそろしい無法地帯なんだ……。だから……うぅ、わかりました。わかりましたよ」

「ふんっ、わかればいいのだ。ならず者め」

「ヴィクトリカぁ……。君ねぇ、あの……」

「どうせわたしの言うことを聞くしかあるまいのに、聞く前にさんざんごねるのは、君のしょうもない悪癖の一つだなぁ。久城よ」

「うぅ……」

「さぁ、行きたまえ。退屈がわたしの息の根を止める前にっ！」

「わかったよ、もぅっ」

　一弥は肩を落として、すごすごとお菓子の家を後にした。

　廊下を歩いていく。

　玄関から、ぱたん、とドアが閉まるちいさな音が響いた。

　ヴィクトリカは興味なさそうにふんとそっぽを向き続けていた。それから、一弥が外に出て迷路花壇に向かって寂しそうに歩いていく後ろ姿を、横目でちらっと見た。

　一弥が途中で振りむいて、ばいばい、と子供みたいな仕草でこっちに手を振ると、かすかに頰を赤くする。

　にこにこと手を振りかえすことなど、もちろんしない。だが、氷のような無表情のままで、胸元のペンダントをぎゅっと握った。

　肩を落として去っていく一弥の背中が、遠ざかって、やがてぱちんと弾はじ

 けるように消えた。するとヴィクトリカは窓辺の寝椅子に座って、陶製の白いパイプをくわえた。

　白い細い煙が天井に向かって上がっていく。

　つめたい緑の瞳ひとみ

 を細めて、フランス窓の外を眺める。

　部屋は再び、冷え冷えとした静けさに包まれた。

　どうやらヴィクトリカは、たったいま自分で追い返したばかりの従者が、またもどってくるのを、じっと待ち始めたらしかった。その姿は、まるで親の迎えを待つちいさな子供のようだった。






　　　　２






「まったく、ヴィクトリカったら……！　ほんとに十五個、要求するんだから！」





　さらに、翌日。

　雪に白く染まった聖マルグリット学園の敷地──。

　昨日の天気のよさが噓のように、朝から曇って、空も灰色に沈んでいた。雪もしとしとと湿気を含んで降り積もって、どこもかしこも寒々としている。

　一弥は学園の正門を出て、いかにも生真面目な様子で歩きだしたところだった。いつもの山高帽にコート、マフラー。黒い蝙蝠こうもり
 傘がさ

 を差して、雪に覆われた村道をとことこと進んでいく。

　春や秋には、ここを通るたびにゴトゴトと揺れる荷車などに追い越されたものだが、雪の積もったいまは、村道や畑に村人たちの姿はほとんどない。一面の葡萄ぶどう

 畑も白くかすんで、つぎの季節の到来を静かに待っているところだ。

「えぇと、昨日の朝から、学園中を走って、みつけた謎が、何個だっけ……？」

　歩きながら、一弥が一つ一つ、丁寧に指折り数えてみせる。

「一つめの謎が〝冬の午後三時になると、噴水の女神の像が笑ってるように見えるのはなぜ？〟。これは光の角度のためで、さらに、その場所に女神像を置いた建築家の青年が、冬の午後三時に特別な思い出があるから、だったな。で、二つめは……〝庭師さんのシャツがいつもきいろいのはなぜ!?
 〟〝クラスメートが教室の机の引き出しに忘れていった林りん
 檎ご

 に、異なる歯形が二つついていた謎!?
 〟えっと、それと……」

　と思案顔になり、首をかしげる。

「そうだ。あと〝修理をしてもしてもすぐ壊れる懐中時計の謎〟。これは、お客さんのご婦人にまた会いたいから、時計屋がこっそり細工してたんだっけ。あと〝子供たちが見たという空を飛ぶぬいぐるみの正体は!?
 〟とか、ええと……」

　しばらくぶつぶつと数えていたが、やがて、ふぅっとため息をついて、

「ようやく九個か。どれもたちどころに解いてしまっては、退屈だーってごねるんだもんなぁ」

　ヴィクトリカの反応を思いだしたのか、急に黙ってにこっとしたり……腹を立てたのか唇を固く引き結んだりする。

「もう学園では謎らしきものはみつかりそうにないから、こうして村にまで出てきちゃったけど……」

　と、一人でくるくると表情を変えながら謎の数を数えているうちに、村の真ん中辺りに近づいてきた。

　茶色い三角屋根に、漆しつ
 喰くい

 の壁。木骨組みの窓から垂れる枯れた蔦つた

 。道の左右に古めかしい造りの家々が並んでいる。それぞれの窓から、いかにもクリスマスの翌日らしい、のんびりした村人たちの姿が見えた。お茶を飲んでいる娘と、年配の母親。あっちの窓には、微笑みあう若い夫婦がいる。こっちでは部屋中を遊びまわる子供たち。

　ちょうど、老夫婦が孫を送って出てきた扉の前を通りかかった。ちいさな孫は「おじいちゃん、おばあちゃん、大好きぃ」と叫んで、老夫婦の足に仔こ
 犬いぬ

 みたいにいつまでもまとわりついた。

　顔を上げた老婦人のほうが、一弥に気づいて会釈した。

　──村にきてしばらくは、見慣れぬ色の肌をした東洋人の少年を、みんなして気味悪がったものだ。でも、村の雑貨屋やのみの市などで、アブリルと買い物をしたり、映画館を覗のぞ

 いたりするうちに、村人たちもどうやら慣れてきたようで……。こうして挨あい
 拶さつ

 をすることも、いまでは時折あった。

　一弥は笑顔になって、カチカチッと音がしそうな硬い仕草で会釈を返した。すると老婦人がおかしそうにふふっと笑ってみせた。

　雪がいっそう強く降ってきた。

　村道が眩まぶ

 しい白さで輝いている。

　どの家の窓にもあたたかな風景が広がっていた。

「しかし、それにしても……」

　一弥はまた歩きだしながらひとりごちた。

「いまのところ、とくに不思議な事件は見当たらないなぁ」

　おなじみの雑貨屋の緑の屋根が見えてきた。

　村の真ん中にあるおおきな十字路も、今日は一面の雪景色だ。左に曲がると駅舎に、右に曲がると広場や映画館がある大通りに出る。

（おやっ……？
 ）

　一弥は首をかしげた。

　木綿のブラウスにごわごわした麻のスカートが目印の村娘とは、あきらかにちがう服装をした……裾の長いドレスの上からカシミアのコートを羽織ったご婦人が何人も、パンやケーキを売る店に出入りしているのが見えた。

　馬車からも、仕立てのいいフロックコート姿の紳士と奥方、ちいさな子供たちが降りてきては、一軒しかない宿屋に足早に入っていく。

　村ではみかけることのほとんどない、都会の貴族や富裕層の姿だった。

　一弥は不思議そうに、

「ソヴレムの人たちが、冬の休暇を山奥の村で過ごそうとしてるのかしらん。でも、そんな習慣が、この国の人に果たしてあったっけ？」

　と、また首をかしげながら、雑貨屋に入っていった。

　この店もまた、いつもとは客層がずいぶんちがうようだった。いかにも都会からやってきたらしき家族連れが、着がえのシャツやちょっとした日用品を選んでいた。いつもはレジの前でぺちゃくちゃおしゃべりしているかわいらしい村娘たちも、今日はどうも勝手がちがうらしい。みんなしてレジの中に逃げこむようにして、見慣れぬ客たちを横目で見ながら、小声でなにごとかささやきあっている。

　そこに規則正しい足音を立てながら一弥が入ってきたので、一斉に顔を上げた。見慣れた顔をみつけてほっとしたように、口々に、

「あらっ」

「しばらくねぇ！」

　と、愛想よく、でも辺りをはばかるような小声で話しかけてきた。

「あっ。こんにちは、みなさん……」

　一弥はすこし赤くなった。

「今日はあのガールフレンドは？　ほら、金髪で、元気で、いつもきょろきょろしてる子よ」

「きょろきょろ？　あっ、アブリルのこと、か……」

　一弥はまた赤くなって、なぜかやけにあたふたしながらうなずいた。それから、アブリルがイギリスに帰省したことを手短に説明した。肩を落として、ふぅっと吐息をつく。

　と、ちょうどそこに、やはり都会からきた様子の男女二人組の客が入ってきた。

　一弥が振りむいて様子を見ていると、村娘たちがつぎつぎに袖そで

 やマフラーの裾すそ

 や髪の毛をぎゅうぎゅう引っぱって、一弥までもレジの中に連れこんだ。

「なっ、なんですか？　や、やめて……」

　村娘たちは顔を寄せてきて、ささやき声で言った。

「ねぇ、あの人たちもどうやら、ソヴレムからきたお客さんみたいよ」

「おかしいのよね。昨日か一昨日おととい

 辺りからかしら……」

「急に増えたのよねぇ。宿屋ももういっぱいなの。でも、いったいどうしてかしらね？」

「そうなんですか。確かに、いま歩いてくる途中に、村人じゃなさそうな人たちがずいぶんいるな、とぼくも思ったんです」

　一弥も思わず小声になって、レジの後ろから客を眺めた。

　二人はずいぶん急いでいるようだった。男のほうは目立つ長い黒髪を垂らして、最先端のお洒落しやれ

 なコートと帽子を身に着けていた。それが、いまかぶっているのとはまったくちがう趣味の、シンプルでしゃれっ気のないデザインの帽子を、しかも二つも手に取ったので、一弥は不思議に思ってじっと観察した。ファッションにはうとい一弥の目にも、長い髪の男性が使うタイプの帽子ではないし、服装の趣味ともあっていないように見えたのだ。

　とはいえ、女のほうの買い物はさらに不思議だった。釣りのときに使う、ちいさなポケットがたくさんついた分厚いチョッキを持って、やたらと裏返したりしては吟味している。

　と、二人が小声でなにか相談し始めた。男のほうの声は、やけに甲高くて特徴があった。女のほうはささやき声で、外国訛なま

 りなのか、独特の抑揚があった。

　不思議な男女は、それぞれ帽子を二つとチョッキという妙な買い物を大急ぎで済ますと、そそくさと出て行った。それを見送りながら、一弥は村娘たちと一緒に、同じ方向に首をかしげた。

　顔を見合わせて、「どうしてでしょうね」「ねぇ？」「あなた、あの頭のいい子たちの学園の生徒なんでしょ。なにかわからない？」「えぇ？　いや、そんな。ぼくにできるのはラテン語やドイツ語を読んだり、難しい数式を解くぐらいで……」「そんなの役に立たないわよぅ。それなら狩りや薪まき

 割りができるほうがかっこいい！」「す、すみません……」と小声で言いあっていると、店のドアが勢いよく開く音がした。

　毛糸の帽子とマフラーで顔がほとんど隠れているが、服装からして、こんどは村人の二人組のようだ。村娘たちと一緒になって、レジの奥にちいさくなってしゃがんでいる一弥の姿に気づくと、のしのしと近づいてくる。

　覗きこんで、

「あれ、久城くん？　こんなところでなにしてるの？　冬休みだから、みんなと一緒に働いてるの？」

「うわ、たいへん！　生徒のアルバイトって禁止じゃなかったっけ？　セシル、ここは先生らしく、叱ってやらなくっちゃ！」

「よぉーし！」

　二人組の客は、どちらも毛糸の帽子を目深にかぶって、マフラーで鼻まで隠す重装備のせいで、顔がほとんど見えないが……。

　声からすると、どうやらセシル先生と寮母のゾフィさんのようだった。胸を張って両腕を組み、独裁者みたいなポーズでこっちを見下ろしている小柄なほうが、セシル先生。隣で、その先生の肩に頰ほお
 杖づえ

 をついて、くっくっくっ……と笑いをかみ殺している背の高い女性が、寮母さん……。

　一弥はびっくりして、わーっと叫びながらレジから出た。

　村娘たちがおかしそうに一斉に笑った。





　さっきよりも雪が積もった村道。

　連れが二人も増えた、学園への帰り道──。

「謎を十五個も？　へぇ、ヴィクトリカさんったら、甘えるわねぇ」

「甘える!?
 」

「あら、ちがうの？」

「冗談じゃありません、セシル先生！　これはれっきとしたいやがらせです。しかし、もうこれ以上はどうしたってみつけられなくて……」

　怒りながらも生真面目そうに説明してみせる一弥の顔を、丸眼鏡越しに見上げて、セシル先生がにこにことうなずいていた。寮母さんはその隣でマフラーのさきっちょをいじっている。

　寒そうに首を縮めながら歩く村人たちとすれちがった。互いに会釈して道を譲りあい、また歩きだす。

　足元で溶けかけた雪が透明に輝いていた。

　セシル先生が感心したように、

「じゃ、それで、学園を出てわざわざ村まで行ったのね。不思議な事件を探しに」

「えぇ。そうなんです」

「ちゃんとみつかったの？」

「それが……。ようやく九個みつけたところで……」

　と、一弥はしょんぼりと首を振った。

　三人分の足音がゆっくりと雪に吸いこまれていった。真っ白に染まったアルプス山脈が日の光を眩まぶ

 しく照らしかえしている。

　セシル先生が急に胸を張ってみせた。ついで、もこもこの毛糸の手袋をはめた手でその胸をどんと叩たた

 き、

「じゃ、先生が手伝ってあげるわ。久城くんは宿題も忘れないし、予習もちゃんとするし、優秀な生徒だものね。特別よ？　……ほら、ゾフィも！」

「えっ、わたしも？」

　と袖を引っ張られて、寮母さんも二人のほうを見た。セシル先生は得意そうに丸眼鏡を光らせて、

「そうねぇ。じゃ、まず……。そうだ、あれは？　校長の部屋の中国製の壺つぼ

 が、夜のうちに真っ二つに割れた事件！」

「えっ！」

　と、一弥が身を乗りだそうとすると、寮母さんがあきれたように横目でセシル先生を見た。

「それは、あんたが蹴け
 躓つまず

 いて割ったんじゃなかったっけ？」

「うっ？」

「しかも、教員用の抜き打ちテストがあるって噂を聞きつけて、ほかの教師と一緒になって、夜中に問題を盗もうと侵入して……。で、壺に躓いて、パリーンって……」

「シャーラップ！　おしとやかな女性はおしゃべりしすぎちゃだめですよ、ゾフィ」

「なに言ってんのよ、もぅっ……
 」

　セシル先生は気を取り直して、手袋をはめた手を顔の前に上げ、

「じゃ、理事長が買ったばかりのオートバイのミラーが、いつのまにか片方もげちゃってたのは？」

「あっ、あうう、それは……！」

　と、今度は寮母さんの顔色が悪くなった。

　ふふん、と不敵な笑みを浮かべるセシル先生の横顔を睨にら

 んでから、寮母さんが機嫌の悪そうな低い声で、

「そういや、久城くん。今朝、男子寮の食堂でもね、おそろしい紛失事件があったんだよ」

「ほんとうですか！　それ、詳しく教えてください」

　一弥がうれしそうに身を乗りだす。

「それがね……。せっかく大おお
 晦日みそか

 だからさ、家にいる弟や妹に持ってってやろうと思って……。昨夜、こーれぐらいの……」

　と、寮母さんは両腕で、直径五十センチはありそうなでっかい丸をつくってみせた。

「りんごと洋梨のパイを焼いたのよ。なにせ、ここの窯はおっきいからねぇ。うちでは作れないような料理ができるもの。甘くておいしいパイよ！　ところが、ね……」

　寮母さんは顔を曇らせる。

　一弥は興味を持ってうんうんとうなずいているが、なぜかセシル先生だけは、明後日あさつて

 の方角を見ていた。と、あろうことか、手のひらをおでこにつけて、えいえいと背伸びまでして、雪で真っ白に染まったアルプス山脈のほうを遠く見上げ始めた。

　寮母さんはがっかりしたような声で、

「今朝、起きたら、三分の二ぐらい、誰かに食べられていたんだよ……」

「三分の二も？　こぉんなにおっきなパイをですか!?
 」

　一弥がびっくりして、両腕で丸を作ってみせた。寮母さんも真顔で頷うなず

 いて、また丸を作り、悲しそうに、

「こぉんなにおっきくて見事だったんだよ。それがさぁ！」

「それこそ事件ですね。学園内なら、いまは容疑者も限られているし……。よし、さっそくヴィクトリカに報告します！」

「まぁ、でも、じつはさ」

　と、寮母さんは急に怖い顔をして頷いてみせた。

「犯人、うすうす知ってるのよね」

「……えっ！　誰ですか!?
 」

「……それはねぇ」

　セシル先生はあくまでも知らんぷりしたまま歩き続けていた。その鼻先に、寮母さんがコートのポケットから取りだしたりんごと洋梨を乱暴につきつけて、

「セシル、村まで歩いてお腹がすいたでしょ。りんご食べない？　おいしい洋梨もあるわよ」

「もう、やめてよぅ！　とうぶん、りんごと洋梨は食べたくないぐらい、昨夜たっぷり……あっ、しまった！」

「やっぱり！」

「ご、誤解だってば！」

「そういや、昔、クッキーも盗んでくれたよね。かわいくてお上品な、ミス・ラフィットが……」

「六年も前のことを、まだ言うの？　そのことはもう謝ったじゃないの。もぅっ、しつっこいなー」

　二人の女性が激しくもめ始めた様子を、一弥はぽかんとして見ていた。それから、なにかを思いだしたように考えこみ始めた。

　しばらくして、その様子に気づいたセシル先生が、寮母さんとけんかするのをやめて「どうしたの、久城くん？」と聞いた。

　一弥はうなずいて、村で気づいて気にかかったこと……やけに都会からの客が多い件について二人に話した。

　セシル先生のほうは不思議そうな顔をして聞いていたが、隣で寮母さんがうんうんとうなずいて、

「そうなんだよ。幼なじみが宿屋のメイドをしてるんだけど、もう大変なんだってさ。昨日から部屋はぜんぶ埋まってるし、それに、なにしろ貴族のご家族が多いもんだから、お作法にうるさいって」

「そうなの？　うーん、いったいどうしてかしらね」

　一弥とセシル先生は同時に、同じ方向に首をかしげた。

　内心で一弥は、

（これも謎のうちに数えていいかな……。そうだとすると、これでようやく十個目だ）

　と、うなずいていた。

　ようやく学園に着く。

　男子寮の一階にある食堂に入った。

　誰もいないから無礼講よ、と言い張るセシル先生に押されて、担任の先生と寮母さんと三人という取り合わせでお茶を飲むことになった。

　寒さに凍えたからだに、蜂はち
 蜜みつ

 をたっぷりいれたあったかい紅茶が染み渡った。

　いつもなら生徒たちでごったがえす食堂は、五つもある長い大テーブルのどれもが無人で、隅っこに座った三人のほかには、生きてるものの気配もしなかった。

　とはいえ一弥は、毎朝、人が多い時間を避けて早めに食堂に下りてきていたから、寮母さんと二人きりの朝食になることが多かったのだが……。

　寮母さんは、座っておしゃべりしながらも、卵白を泡立てたり粉をふるったりと休みなく立ち働いていた。セシル先生にからかわれると、自分でも笑いながら、

「普段はさ、あんなにたくさん生徒たちがいるもんだから、大鍋いっぱい料理を作るんだものね。こうして休みの時期は、なんだか物足りなくって。自然といろいろ作っちゃうんだよ」

　ケーキの種を紙製のちいさなカップに流しこんで、火のついたオーブンに入れる。ほどなくおいしそうな匂いがしてきた。ふかふかに焼きあがった、たくさんのカップケーキの上に、溶かした砂糖でハートを描いては、赤やピンク、紫のジャムで飾る。

　いかにも家庭的な、手作りのお菓子がテーブルいっぱいにあふれた。

　それを見てそわそわし始めた一弥に気づいて、寮母さんがにやっとする。ついでウインクしてみせて、

「久城くん、よかったらこれと、あと紅茶もポットごと、持っていくかい？」

「あっ……。はい、ありがとうございます！」

　と、バスケットに焼きたてのカップケーキを、ティーポットにも新しい紅茶をたっぷり入れてもらった。セシル先生が、「こうすると冷めないのよぅ」と、ポットにもこもこした兎の形のカバーもつけてくれた。

　一弥がポットを片手に、執事よろしく礼儀正しく頭を下げて食堂を出ていくと、二人は顔を見合わせた。

　同時にふっと笑う。

　寮母さんが楽しそうに、

「あの子ったらさ、大好きなんだねぇ。あのちいさな女の子のことがさ」

「ゾフィ、十五歳は〝大好きの季節〟よ」

「おぉ、いいこと言うじゃないか。さすが教師！」

「でも、ね……」

　セシル先生が顎あご

 を引いて、テーブルの角をみつめながら、

「その〝大好き〟って、お互いにのこともあるし、一方通行のこともあるから……。どっちもつらいものよね」

　と、誰かのことを思うように、優しく微笑んだ。

「そうさね。あぁ、でも……」

　寮母さんはにやっと笑って、紅茶のカップを握りしめた。

「あたしにもかつてあったよ。〝大好きの季節〟ってやつがね。あんたのことが、ほんとにさぁ……」

「そのわたしが、こうして大人になっても仲良しなんだから、もうちょっとありがたがってくれてもいいのに」

「うーん。そうねぇ……」

　二人の大人が笑いながらも争う声が、食堂の天井に夢のように響いた。

　窓の外では雪がだんだん激しく降り始めて、まるで白い模様が蠢うごめ

 いているようにちらちらと揺れていた。





「それでね、ヴィクトリカ。村でみつけてきた謎なんだけど」

「む……」

　お菓子の家で。

　暖炉でぱちぱちと炎が爆は

 ぜている。窓の外の雪は激しくなる一方で、いまが昼か夜かもわからないぐらい空の色が暗かった。

　ビロードの猫足椅子にふんぞりかえって座ったヴィクトリカが、えらそうに顎をつんと上げ、取っ手が白鳥の長い首になって、カップ部分に広げた羽がはりついたデザインのアンティークのティーカップで紅茶を飲んでいた。

　傍らには一弥が執事のように直立不動で、両手でティーポットを持っている。

　猫足テーブルには、さきほど焼きあがったばかりの、ハート模様のカップケーキがところせましと並んでいた。ヴィクトリカはもう三つほども食べた後らしく、カップの紙が散らかっていた。

「一昨日おととい

 ぐらいから、ソヴレムからの旅行客がとつぜん増えて、しかも貴族が多いらしいんだよ。寮母さんの友達で、宿屋で働いてる人によると、もう部屋が満室なんだって。……この謎はどうかな？」

「美う
 味ま

 い……」

「えっ？　あぁ、紅茶のこと？　たっぷりの蜂蜜に、ほんのすこしジンジャーも混ぜるんだって。気に入ってよかった。……ねぇ、ヴィクトリカ。この旅人たちの話も、謎の一つに数えてもいいな。だって不思議だろ？　もちろんぼくにはさっぱりわからないけど、君になら解けるかもと思って……」

　指折り数えて、

「ふぅ。これでようやく十個目だよね？」

　一弥は言葉を切って、問いかけるようにヴィクトリカの顔を覗のぞ

 きこんだ。

　と、そこにはいつになく緊張したような、ひんやりとしたちいさな顔があった。緑の瞳ひとみ

 は半ば閉じられて、唇は硬く引き結ばれている。

　不安になって、

「……ヴィクトリカ？」

　しばらく返事がなかった。

　やがて、静かな声でヴィクトリカが言った。

「君も座って紅茶を飲んだらどうだ、まぬけな従者よ」

「えっ、いいの？　……いま、まぬけって言った？　ぼくは断じてまぬけじゃないよ。この椅子に座ろうかな。よいしょと。じゃ、いただきまーす」

「カップケーキも一つ食べたまえ」

「えっ、ほんとにいいのかい？」

「言っておくが、一つだけだぞ」

「うん。……君、いったいどうしたのさ？」

　遠慮なく、ピンクのハートのカップケーキをもらいながら、一弥は首をかしげて友達の顔を見た。

　ヴィクトリカは瞳を半ば閉じたまま、考えこんでいる。

「紅茶、冷めちゃうよ。ヴィクトリカ」

「む……」

「……」

「それで、ほかになにかなかったかね、君」

「うん、ほかにはね」

　一弥は考えて、雑貨屋に入ってきた男女の客のことを思いだして話した。

　都会からやってきたらしき二人組を見たこと。男のほうは長い髪とお洒落しやれ

 な服装には似合わないデザインの帽子を二つ、女のほうは釣りに使うチョッキを買った。そして急いで出ていった、と……。

「ふむ」

　一弥が自信なさそうに、

「これぐらいかな。えっと、これで十一個目だね。ね、君に解けるかい？」

「混沌カオス

 の欠片かけら

 が足りない。再構成にはまだ不十分だと言わざるをえないがね、君……」

　そうささやきながら、ヴィクトリカがゆっくりと目を開けた。

　睫まつ
 毛げ

 が細く金色に震えた。

（あれ、なんだかおかしいな？）

　と、一弥は首をかしげた。

　昨日、一弥が学園中を走り回ってみつけてきた九個の謎は、たちどころに解いてみせたヴィクトリカなのに、今日、献上した十個目と十一個目の謎には、黙りこんでしまったどころか、顔つきまでなんだか硬くなってしまったようだ。

　不思議そうな表情を浮かべて、一弥は黙った。

　いつもとはどこかちがう空気を感じて、不安になってきた。でもその原因がなんなのかどうもわからなかった。

　窓の外で雪が降り積もっていく。

　暖炉がぱちっと音を立てて炎を爆ぜた。

　とても静かな午後だ。

　ヴィクトリカがかすかにからかうような響きを込めて、

「久城、君、外にはこんなにも雪が積もっている。吹雪の中でなら、いつものようにわたしをみつけることもなかなかできないだろうなぁ。どうだね？」

　とつぜんそんなことを言われたので、一弥は目をぱちくりした。それから怪け
 訝げん

 そうに首を傾げ、答えた。

「君、いったいなにを言ってるんだい？」

「む」

「あのね、君はね、たとえすごい吹雪の中でも、真っ赤だったり、紫色だったり、あざやかなピンクだったり……。それに髪がそんなに金色に燃えさかってるんだから、すぐにわかるよ」

「……ほんとうかね？」

　問いかえすヴィクトリカの声はどこか不安そうだった。

　暖炉の火がぱちっと爆ぜた。

　一弥は微笑んで、

「それより、君のほうこそ、ぼくをちゃんとみつけられるかなぁ？」

「……わたしは必ず君をみつけるとも。たとえ世界の果てと果てにはぐれてもだ」

　ヴィクトリカがふいに、子供のように心もとない声でつぶやいた。

　それを聞くと、一弥の頰がゆっくりと、暖炉で燃え盛る火と同じぐらい赤くなっていった。

「そ、そ、そっ、そう？」

「神に……いや、わたしは神を信じているとは言えぬから……。そうだな」

　ヴィクトリカはうつくしい唇の端を皮肉にゆがめて、小声で、

「うむ、では──母狼に、誓おう」

　それを聞くと、一弥がすごくうれしそうな顔をした。にっこりと微笑んで、身を乗りだす。

「じゃあ、もしはぐれたらさ、君がみつけてくれると信じていつまでも待つことにするよ」

　するとヴィクトリカはなぜかぷいっと横を向いて、

「そうだな。じいさんになっても愚直にばかみたいにひとりぼっちでいつまでも、ぜんっぜんこないわたしをぼけーっと待ち続けたまえ」

「君ねぇ、どっちだよ？　くるの、こないの!?
 　そんなことを言うと、もう待たないよ！」

「……行くとも、君」

　ヴィクトリカは再び、老女のようなしわがれ声を出すと、目を閉じて背もたれにぐったりとちいさなからだを預けた。

「命をかけても、だ」

　夢のようにひろがるドレスのフリルが、暖炉の火を映して赤々と揺れた。

　カーテンに火が映って、眩まぶ

 しく照りかえしている。

　なみなみと注がれた紅茶の表面が鮮やかなルビー色に輝いていた。

　部屋の中はとても静かで、そして暖かかった。

　一弥はそっとポットをテーブルに置いて、どこかに歩いていった。ヴィクトリカがこっそり片目を開けて、どこに行くのかな、というように後ろ姿を見守る。

　毛布を抱えてもどってきた一弥が、ヴィクトリカの膝ひざ

 にそれをかけた。

　ヴィクトリカはどこか不安そうに、ぎゅっと目を閉じた。そして黙って、椅子の背にか細い体を預けた。

　暖炉の火が、また音を立ててばちばちっと爆は

 ぜた。

　部屋の中はとても暖かい。それぞれの椅子に腰かけた二人は、ドールハウスの中のかわいらしい人形のように静かで、動かず、それきりことりとも音を立てなかった。






　　　　３






〈おまえは……なにも、知らない……塔の中のお姫さまだ……っ！
 〉





　その夜のこと。

　お菓子の家の奥にある、ちいさいが快適な寝室で。雲みたいにふわふわした水色の羽布団にくるまって。天てん
 蓋がい

 付きのベッドから垂れる薄闇のようなヴェールに、半ば隠されながら。

　ヴィクトリカは、夢を見ていた。

　現実のヴィクトリカ・ド・ブロワは、昨日で十五歳の誕生日を迎え、もうだいぶおおきいといってもよかった。でも夢の中では時が遡さかのぼ

 ってしまって、彼女は十歳を迎える前のほんとうにちいさな女の子だった。

　いま眠っている天蓋付きのベッドとは比べるべくもない、ひどい場所……。石の塔のいちばん上にある牢ろう

 のような小部屋で、藁わら

 に汚れた布をかけただけのような寝床にまるくなって、動物のようにただ眠っていた。

　壁際には書物が積まれて、床には色とりどりのお菓子が散乱している。ちいさな体を覆うのはフリルとレースがたっぷりと使われたドレス。そう、あのころは夜になったら寝間着に着替えるということさえ知らなかったのだ。ただ書物の中で、人々の生活として、知識を持ってはいたが、それはいまでもここでもない遠い世界のことでしかなかった。

　震えながら、書物やドレスを運んでくるレディズメイド。

　ちいさなヴィクトリカは、光を求めて、夜毎、傷ついた獣のように啼な

 いていたが、自分が求めているもの、光、の正体を知ることはできなかった。ただ漠然と助けを求めて、小窓からほの見える月を見上げていた。

　あるとき、やってきた異母兄──グレヴィール・ド・ブロワに向かって、ヴィクトリカは知恵を授ける代わりに、嫌がらせで命令をした。その金色の髪を尖とが

 らせてみろ、と。

　てっきり嫌がるかと思いきや……。普段は妹を恐れて震えている兄が、そのときばかりはあきれて、彼女をあざ笑って見せたのだ。

　──ヴィクトリカは今夜、どうやらその夜の夢を見ているようだった。

　ベッドの端から端に転がって、苦しみながら。さくらんぼのようにふっくらした唇を開いては、激しく息をする。

〈わたしを絶望させたいなら、悪魔的な要求はこう告げるべきだ。もうジャクリーヌを愛すな、と──〉

〈おまえには思いもつかなかったんだろう──〉

〈おまえには人を絶望させる力がないんだ。なぜなら、灰色狼は誰も愛したことがないんだから──〉

「そんなことはない。ちがう、ちがうのだ……」

　声に出して呻うめ

 きながら、ヴィクトリカは幾度も寝返りを打った。開いた唇から、苦しげで熱い息が漏れた。

　おそろしい過去の夢の中で、小窓から見える月が、次第に紫色に染まっていった。

　高らかにあざ笑いながら、グレヴィールが石階段を下りていく足音が響く。

　一人きりになり、ちいさな少女がもがく。すると藁の寝床から見上げる月が指輪に形を変えた。そしてきらめきながら小窓から飛びこんできた。

　ヴィクトリカは、現実の彼女が浮かべたことのない、無邪気な子供そのものの笑みを満面に浮かべて、一心に両手を伸ばした。

　空中を飛んだ指輪が、羽をはやして夏の虫のようにふわふわと逃げていくので、立ちあがってトットットッと追いかける。ようやく捕まえて、両手でそっと包んだとき、小窓から彼女とそっくりの顔をしたもう一人の女が覗のぞ

 いた。

　これもまた、過去に見た情景の一つだった。

　ヴィクトリカの等身が、夢の中でさらにちいさく縮んでいく。

　あれは四歳か、五歳か……。

　幼い少女はやはり石の塔に閉じこめられ、暴れるからと鎖に繫つな

 がれて、書物だけをよすがに生きながらえていた。

　女は見事な金色の髪に、深いエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 をしていた。人形のように整ったちいさな顔。どうやってここまで上がってきたものか、小窓から金色のペンダントを差しだし、ちいさなおまえを愛している、とささやいた。

　ただ一度だけ、ヴィクトリカが母狼の顔を直接見た……けっして忘れられぬ、大切な夜。

　そのとき以来、少女は書物の海におぼれながら、愛という言葉の意味を探すことになった。自分にはけっしてわからない、謎の言葉。

　そう、あれはもう十年も昔のことだ……。

　きらめきながら、ちいさな手の中に落ちてくるペンダント。母狼コルデリアが〈名もなき村〉を着の身着のまま追いだされた、あの遠い夜。村から持ってでた一枚の金貨でできていた。

　手を伸ばすと、しかし金貨のペンダントは、どこかに向かって落ちていった。

　あわてて見下ろすと、石の牢の床に、真っ暗な谷底が広がっていた。

　そこから落ちそうになっている黒い髪と漆黒の瞳をした小柄な少年に気づくと、ヴィクトリカは思わず、ペンダントではなく少年のほうへと力いっぱい両手を伸ばしていた。

　かけがえのない友に向かって。

　失ってはならぬのは、物ではなく血の通った人間で、思い出ではなく今なのだと、あのときヴィクトリカにはとつぜんわかったのだ。書物の海を泳いでも、知識の森を彷徨さまよ

 い歩いても、けっしてみつからなかったはずのそれを、いつのまにか、ヴィクトリカは知っていた……。

　力を込めて引き揚げた少年の、熱くて、汗に湿った手のひらの感触は、ヴィクトリカの心の奥深くに、激しい畏おそ

 れと正体のわからない感動を与えたのだった。

　以来、彼女は少年の顔を見て声を聴くと、以前よりさらに、不思議な苛いら
 立だ

 ちと愛いと

 しさを同時に感じ、いたたまれない気持ちになった。彼がいると腹が立って、意地悪をしたり追い返したりしてしまうのだが、いなければいないで、寂しくて、憎たらしくて、たまらなくなってしまうのだ。

　おや。いつのまにか夢から覚めたようだ。ヴィクトリカはまたおおきくなり、石の塔を出て、お菓子の家にいた。

　父であるアルベール・ド・ブロワ侯爵の目が届かない分、学園で世話係になった担任教師の計らいで、ほんの数週間のうちにどんどん居心地のいい家に変わっていった。硬かったベッドは、いつのまにか天蓋と羽布団がついてかわいらしくなっていたし、チェストにも素敵な飾りがついた。猫足テーブルの上には花瓶が現れた。お茶セットも花柄のかわいいものになった。天使の模様のお皿やピンクの水差しまでやってきた。カーテンもいつのまにか素敵なビロードのものに変わっていた……。

　いや、ちがう。

　ヴィクトリカはまだ夢の中にいるのだ。

　季節は春と夏の間……。

　暖かいから窓を開け放して、窓際で椅子に腰かけている。

　窓から顔を出して、ヴィクトリカに向かって無邪気に微笑みかけているのは、さきほどの小柄な少年だ。漆黒の髪が風に揺れて、春の草原のようにやわらかくたなびいている。

　黒い瞳は楽しそうに、愛しそうに輝いている。

〈君って本当に不思議な人だね。ぼくにとっては、どんな謎よりも、君がいちばん不思議だよ〉

〈いつか君を巡る謎は解いてみせるよ。いつか必ずね〉

　少年の顔のすぐそばを、白い蝶ちよう

 が飛びすぎていった。

　夢を見ながら、ヴィクトリカはかすかに微笑んだ。固く閉じられた目の、おどろくほど長い金色の睫まつ
 毛げ

 が、ふわっと揺れた。

　水色の布団に覆われた、華きや
 奢しや

 なベッドの上。

　真っ白なフリルで幾重にも覆われたふわふわの寝間着の胸元に、金色のペンダントが光っている。

「久城……」

　唇が開かれて、ヴィクトリカは寝言を言った。

「この、愚か者の、ならず者めが……！」

　夢の中でも、いつもと同じく腹が立つらしい。聞き取れるか取れないかぐらいの声でぶつぶつと悪態をつき続けているが、やわらかな表情だけは、起きているときよりもずっと素直に、ちいさな少女の思いを映していた。

　ようやく安心したように、唇の端をゆるめた。

　だが、閉じられた瞼まぶた

 から、次第にうっすらと安あん
 堵ど

 の涙がこぼれ始めた。

　外で月がきらっと瞬いた。

「久城め……。君のせいなのだ、君の……！」

　ヴィクトリカは涙を流しながら、そっと目を見開いた。

　長い夢から覚めたばかりのせいか、ここはどこだとおどろいたようにしばらくベッドの天井を睨にら

 んでいたが、やがて小声で、

「生きるために走りたいと、このわたしが思い始めたのかもしれん。長らく沈んでいた虚無と倦けん
 怠たい

 の海底から、怪物はついに陸地に上がってきてしまったのだ。そのぶんこの身は……弱くなったのかもしれない。だって、生身のわたしにいったいどんな力があるというのだね。ふんっ……！
 」

　金色の扇のように広がった長い髪が、水色のシーツの上で別の生き物のように苦しげに揺らめいた。まるで水に浮かんでいるような姿だった。

　波にゆったりと揺られたかの如く、ヴィクトリカは蠢うごめ

 きながら、

「〝欧州最後にして最大の知性〟……。〝毛皮を着た哲学者〟……。しかし、生身のわたしのこのちいさな魂は、あまりにも無力なのだ」

　夜空がヴィクトリカを見下ろしていた。

「久城、きっと君にしか守れまい……」

　ちいさな寝室に立ちこめる、蒼あお

 い闇に目を凝らして、ヴィクトリカはまた涙を一滴、こぼした。

「学園から急いで帰省していった生徒たち。同時に、村に疎開してきた貴族たち。つまり、遠からず……ここに兄貴がやってくることだろうな。いや……グレヴィールならまだいい」

　水色の布団が波のように細かく震えていた。

「わたしは、父上にはなるべく会いたくないのだ……」

　ヴィクトリカは闇を静かに睨みながら、ちいさな体をいつまでも幻の波に揺らせていた。

　その胸で、もらったばかりの金色のペンダントがきらきらと光り続けている。

　……いつも君のそばにいるよ、というように。

　寝返りを打つと、ペンダントも揺れて、少女の動きに従順に付いていった。

　夜はまだまだ終わらない。

　窓の外で、凍りついたような月が青白く輝いていた。雪がどさっと屋根から落ちる音が響いた。ヴィクトリカはその音に、撃たれたようにびくっと震えた。そして水色の羽布団の奥深くに潜りこんだ。

　ほどなく……。

　くぅ、くぅ……というかわいらしい寝息が聞こえてきた。






　第二章　二人っきりの大おお
 晦日みそか













　　　　１






　それからさらに数日が過ぎた。

　一九二四年最後の日。

　大晦日の午前早い時間。

　真っ白な雪に一面を覆われた、静かな聖マルグリット学園──。





「結局、こんなに時間がかかっちゃった。十五個の謎なんてそうそう集められないよ。ヴィクトリカったら、ほんとうに意地悪なんだから……！」

　ぶつぶつと文句を言いながら、それでも弾む足取りで、男子寮の扉から久城一弥が飛びだしてきた。

　暖かそうな紳士物のコートに、山高帽。重たそうな雪が降っている空を見上げると、おおきな黒い蝙蝠こうもり
 傘がさ

 を無言で開いた。それから、規則正しい歩幅でもって、雪の小路を歩きだした。

　噴水も、東あずま
 屋や

 も、秋には色とりどりだったうつくしい花壇も、いまは白く染まり、みんなして静かな眠りについているようだ。ほとんど誰の姿もない、広大なフランス式庭園──。

　遠くに庭師のおじさんが見えたけれど、寒そうに首をちぢめてどこかに歩き去っていった。

　一弥の吐く息も白く揺れている。

「ええと、あれからみつけた謎が……」

　と、指折り数え始める。

「〝食堂には鼠が出ないのに校舎には出るのはなぜ？〟と、〝庭園にある、一つだけ傾いてる東屋の謎〟……。これで十二、十三、と。そうだ、あと、村で聞いてきた〝毎週なぜか自転車のペンキを塗り替えるパン屋さん〟か。これで十四、と。……もうっ。あと一個なんだけどなぁ。これが難しいんだよなぁ。ヴィクトリカのやつ、毎日、謎を一つ一つ数えては、まだ足りないぞと言わんばかりに、じろっと睨むんだもの。ふぅ……」

　困ったようにうつむいて、一弥は首をかしげた。

　さく、さく……と雪を踏んで、小路を進む。

　コの字型をしたおおきな校舎がそびえる学園の真ん中辺りから、庭園の隅に向かって、次第になだらかな坂に変わっていった。道の幅も狭くなって、雪に覆われた裸の木々の枝が、黒い無数の腕をこちらに伸ばして、左右から迫ってくるようだ。

　つめたい風が吹き抜けた。

　一弥はふっと足を止めて、目の前に現れた荘厳な塔を見上げた。

　石造りの巨大な塔。中世から集められた様々な書物が隠され、ソヴュールの知の殿堂として知られる建造物。ヨーロッパ中の貴重な書物を食らって沈黙する、黒い──。

　聖マルグリット大図書館。

　数々の歴史と、それに翻ほん
 弄ろう

 される人々と、容赦なく変わっていく王国の有り様をただ見守ってきたおおきな建物は、一九二四年の最後の日である今日も、静かにそこに建っていた。

　一弥は図書館塔を見上げて、にこっと微笑んだ。

「いるかなぁ……。ヴィクトリカのやつ」

　うれしそうに足取りを弾ませて、しかしあくまでも規則正しい歩みでもって近づいていった。塔は不気味なほどの静けさと沈黙で、やってくる人を圧倒しようとしていた。一弥は乳ち
 鋲びよう

 を打った革張りのスイングドアに手をかけて、恐れるようにそっと中を覗のぞ

 きこんだ。

　しかしその途端に、

「……うっ？」

　と、おかしな声を上げて、動きを止めた。





　──図書館塔の中は、ほとんどいつも通りだった。

　ある一点を除いては。

　吹き抜けのホールいっぱいに、冬の湿った冷気が満ちていた。四方の壁にびっしりと古今東西の書物が並び、やってくる者たちを静かに見下ろしていた。地上から天井近くまでを、木階段が複雑な迷路のように細く繫つな

 いでいる。見上げると、はるか上の天井に荘厳な宗教画が描かれているのが見える。

　最上階に、緑色の木の葉のようなものが揺れているのが見えるが、あるいは目の錯覚かもしれない……。

　そんないつも通りの図書館塔の、一弥がいつも一心に駆けあがる迷路階段の、最初から三段目辺りに……。

　見慣れたおかしな男が、ナイスポーズで立っていた。

　目の覚めるような白いフロックコートに、百ゆ
 合り

 の形を模した銀色のカフスボタン。つま先の尖とが

 った最新流行の乗馬ブーツ。文句なく整った顔立ちに、鮮やかに輝く緑色の瞳ひとみ

 。

　ただ、髪型だけが……。

　見事な金髪を、なぜか前方に向かって尖らせ、先端をぐりゅんと回転させた不思議な形にセットされていた。

　一弥は音もなくスイングドアを閉め、そーっと退散しようとした。ところが、抵抗しがたいほど弾んだ、じつにうれしげな声で、

「よーぅ、久城くんじゃないか！」

　と、背中から声をかけられた。

「……」

「おはよう！　こんなところで出会うとは、じつに奇遇だなぁ、君！」

　一弥は肩を落とした。仕方なく、そろそろと図書館塔に入る。

　──この男の名は、グレヴィール・ド・ブロワ警部。ヴィクトリカの異母兄で、村の警察署で警部職を得ている。もともとは学園に移送された妹の監視役として、父親であるブロワ侯爵の手で送りこまれた。初恋の相手であるジャクリーヌが、ソヴュール警視庁の警視総監シニョレー氏のもとに嫁いでしまったため、異母妹の監視役の傍ら、夫君に対抗する意味を込めて、村の警察署に掛けあって警部になったのだ。

　もっとも、村で起こる事件の数々における、ブロワ警部の大活躍の陰には、ソヴュールの〝秘密の武器庫〟たる聖マルグリット学園に隠された、〝欧州最大の知性〟であるヴィクトリカ・ド・ブロワの頭脳があったのだが……。

　今日もブロワ警部は、どうやら村で事件が起こり、さっそく妹の知恵を借りんとやってきたものらしい。

　ブーツの音も高らかに一弥の前まで歩いてくると、ナイスポーズを決めて、

「君、さては運動不足だろう。ぜひともこの階段を上がりたまえ！」

「えっ……。いや、ぼくはべつに運動不足では……」

「まったく、困った子だな。わたしは、君のために言ってるのだよ。ほら、ほらっ、さっさと上がりたまえよ。走って、急いで、ほらほら！」

　と、お尻しり

 を思い切りぺちっと叩たた

 く。

　一弥は「きゃっ!?
 」と飛びあがって、

「やめてください！　べつに、警部に言われなくたって上がりますよ。上に大事な用がありますから。でも、警部はこないでくださいよ！」

「えっ、いったいどうしてだね？　わたしは大人だから、もちろんエレベーターを使うがね。できれば、君が最上階の植物園について、その、あの……あれの……機嫌がうそのようによくなった後に、参上したほうが、心の傷がいくぶん少ないのでね……。頼むから早く上がりたまえ。助けると思って。後でお駄賃を上げるから！」

「いりませんよっ。まったく、もぅ……。困ったなぁ」

　一弥はいやがりながらも、ブロワ警部の干渉を避けて小走りになり、迷路階段をいつものように上りだした。





　巨大な図書館塔は、迷路階段を上って、上って、息を切らしてまだ上ってもいつまでも上につかないようだった。

　それもいつも通りのことだ……。

　四方を囲む書物の壁は、おおきな動物の腹の中に迷いこんで、内臓の壁を見ているような気持ちにさせた。

　古きよきヨーロッパの知という怪物の内部に迷いこんで、その中心部に隠された、旧大陸の力そのものの象徴である金色の妖よう
 精せい

 に、逢あ

 いに行く……。

　不思議な巡り合わせによって。一弥だけにとくべつに許されて……。

　毎日、毎日……。

「はぁっ、はぁっ……
 はぁっ……
 」

　息を切らして、ようやくあと数段でたどり着く、と思ったとき、風で揺らされたように、金色の長い髪が一房、上から流れて視界を覆い尽くした。

　一弥は思わず手を伸ばして、そのかけがえのなくうつくしい一房に、一瞬、指先で触れた。

　たちまち心臓がどきんと跳ねあがった。

　……足を止める。

　どきどきする心臓の音を聴きながら、また上りだす。

　やがて、最上階の光景が幻のように視界に開けた。

　その昔、国王が愛人との秘密の逢おう
 瀬せ

 のために造ったとも伝えられる、不思議な植物園。

　南国のおおきな葉が茂り、見慣れぬ木々には赤や紫の実が生な

 っている。黄緑の翼を広げた南の鳥が頭上をゆったりと飛びすぎていく。

　でも、どこかがいつもとちがうような……。

　荘厳な静けさの中にピリリとした緊張感が漂っているように感じて、一弥は不安になり、辺りを見回した。

　目の前の床に、ヴィクトリカ・ド・ブロワが壊れかけた人形を誰かが立てかけたようなポーズでもって座り、いつもと同じように書物を読んでいた。その姿を見ると、一弥はほっとして思わずにっこりと微笑んだ。

　胸のところで編み上げになった、ゴブラン織りの鮮やかな赤と黒のドレス。いまが盛りと咲き誇る満開の花のようにふくらんだ真っ赤なスカートの裾すそ

 には、黒いベルベットのリボンがたくさん揺れていた。襟と袖そで

 には贅ぜい
 沢たく

 な真珠のボタンが輝いている。

　金色のちいさな頭に載せられたミニハットは、赤と黒の格子柄。ラベンダー色の梯はし
 子ご

 レースがちょうちょ結びに飾られている。

　足元は、どうやら雪の日用らしく、今朝もまた、薔薇ばら

 柄を型押ししたかわいらしいブーツに覆われている。

　周りには、ラテン語に、古代ゲール語に、サンスクリット語……さまざまな言語で書かれた難解そうな書物が広げられ、扇状に置かれていた。

　片手にした陶製の白いパイプから、細い煙が上がっている。

　ヴィクトリカは、そのパイプをぷかりと吸いながら、

「……うるさいぞ、久城」

　と、老女のようなしわがれ声でつぶやいた。

　見慣れているはずなのに、一弥はその姿にまたもや見とれて、いつのまにか直立不動のまま立ち尽くしていた。それから、あわてて「えっ？」と聞き返した。

　胸元に山高帽を抱きしめて、小首を傾げる。不思議そうに漆黒の瞳を瞬まばた

 かせて、

「なんだよ。もううるさいっていうのかい？　だって、いま上ってきたばかりで、まだ一言も言ってないのにさ」

　と言いながら、ゆっくりと近づいていった。

　ヴィクトリカはむっつりして、

「君こそ喧けん
 騒そう

 の権化なのだ」

「へへん。おおかた二番目の敵ってやつだね。君のいちばんの敵は、長らく退屈だったものね」

「うむ」

「だけどさ。すぐに、ぼくどころじゃないほどの喧騒の御仁がやってくるはずだよ。困ったことにね……」

　一弥が顔をしかめながら、エレベーターのほうを指さしてみせる。

　と、ヴィクトリカが不機嫌そうにわずかに眉まゆ

 をひそめ、顔を上げた。

　底知れぬほど深い、緑の瞳──。

　生身の人間とは到底思えぬうつくしさとつめたさ。なんの感情も宿らないような宝石じみたその目に、なにをみつけたものか、一弥が「……あれっ？」とつぶやいて、とととっと小走りでさらに近づいた。

　床に膝ひざ

 をついて、ヴィクトリカの顔を間近から覗のぞ

 きこむ。息がかかるほどそばから、しげしげとみつめる。右から、左から、上から、下から、長いあいだ観察していたかと思うと、あろうことか、ほっぺたを何度もつっついた。

　それから首をかしげ、なにごとか考えこみ始めたので、ヴィクトリカはついにうるさがって、

「君っ」

「ん？」

「近い、近い、近い！」

「あっ、ごめん！」

　あわてて一歩離れて、でもまだしげしげとみつめ続けた。

　ヴィクトリカはしばらく知らんぷりしていたが、やがて根負けしたように、小声で、

「君……いったいなんだね……？　気味の悪いやつめ……」

「ヴィクトリカ、君、今日、目が赤いよ？」

「えぇっ！」

　と、ヴィクトリカが飛びあがった。一弥は納得したようにうなずいた。

（上がってきたとき、なんだかいつもと空気がちがうような気がしたけど、その原因はこれだったのかな……？）

　それから、顎あご

 を引いてうつむいて、目を隠そうとするヴィクトリカに向かって、なおも詰問するように、

「目のふちがちょっと赤くなってる。ヴィクトリカ、君、もしかして昨夜、遅くまで難しい本を読みすぎたんじゃないのかい？　それで寝不足になっちゃったとか？　それとも、まさか、君、泣いてたのかい？　なーんてね」

　からかうような声に、ヴィクトリカははっと息を飲み、さくらんぼのようにつやつやの唇を強く引き締めた。

　それから、膝の上に置いていた重たそうな書物を持ちあげると、その角のところを使って、一弥の頭に、ちいさな雌ライオンの如くとつぜん襲いかかりながら、

「泣いてない！」

「痛い!?
 」

「エジプトのツタンカーメンのミイラと競いあえるぐらい、わたしは寝返りもうたずに見事なまでにじーっと眠っていたのだ。したがって、泣いていないし、寝不足でもない。わかったかね、スカスカ南瓜カボチヤ

 の、朴念仁めが！」

「き、君ねぇ。だいいち、自分が寝返りをうったかどうかなんて、眠ってたらわかんないだろ。……わぁ、そんなおそろしい目つきで睨にら

 むなよ。わ、悪かったよ。君はしっかり熟睡してたんだね。だから夜更かししてないし、泣いてない、と。じゃ、どうして目がいつもより赤いんだろうなぁ……。痛い、痛い、痛いっ！」

　一弥は悲鳴を上げて逃げ回った。

　それから、ぴたりと黙りこんだヴィクトリカの横顔を、やっぱり心配そうにちらっと見た。

　風が吹いた。

　ほどけたビロードのターバンのような金色の長い髪が、一弥に向かって甘えるようにたなびいてきた。

　一弥がその髪の一房を、そっと握った。

　ちろっと横目でそれを見て、ヴィクトリカはふんっと鼻を鳴らした。

　よせとも言わずに、知らんぷりして髪の先に触らせている。

　二人の真上にある枝に、南国の鳥がとまって、低音で一声、鳴いた。

　永遠のような優しい静けさに植物園は包まれていた。

　が、どこからか、ガコッ、ガコッ……と無粋な機械音が響いてきた。一弥は困ったような声で、「あぁ、上がってきた……」とつぶやいた。

　ヴィクトリカが不機嫌そうな声で、

「さては、兄貴かね？」

　一弥はうなずいてみせた。

「そう。ついさっき、下で会ったんだよ。どうやらまた村で事件があったとみえるね。……でも、ヴィクトリカ。どうしてわかったんだい」

「ふん。ほかならぬ君が言ったのだろう。自分どころじゃない喧騒がやってくる、と。知恵の泉を使わずとも、さては兄貴のことだなとピンとくるというものだよ」

「そっか……。あぁ、きた！」

　一弥がつぶやいたとき、最上階の隅にあるエレベーターホールで、鉄てつ
 檻おり

 の扉が開く音がした。

　二人が顔を上げる。

　そこに、グレヴィール・ド・ブロワ警部がナイスポーズを決めて立っていた。

　相変わらず妹のほうはまともに見ようとせず、一弥だけを一心にみつめて、

「さて、ここ数日、村にソヴレムからの客がたくさんきていることは、久城くんも知っているだろうね」

　と、とつぜん話し始めた。

　一弥はまたむっとして、

「だから、警部さん。ぼくじゃなくてヴィクトリカに話しかけてくださいよ。まったく」

　警部は気にせず、つかつかと二人に近づいてきた。身振り手振りも交えて説明し続ける。

「ところで昨夜、二人組の男が森で殺されたのだ。久城くん、君がとっても気になるだろうから、ここはひとつ、詳細を話してやろうじゃないか」

　ブロワ警部はそう言いながら、横目でちらっと異母妹を盗み見た。それから、足音を立てないようにそろりそろりとヴィクトリカに忍び寄っていった。腰を引き気味に、おっかなびっくり、隣に立つ。

　ヴィクトリカは相変わらず、興味なさそうにパイプをくゆらし、書物のページをめくり続けていた。

　ふわっとあたたかな風が吹いた。





「村の宿屋の客に、男性二人組がいてな。どうもソヴレムからやってきたものらしい。まぁ、仮にＡとＢ、としておこう。彼らは昨日の夕方……」

　ブロワ警部は自在にポーズを変えながら滔とう
 々とう

 と話し続けていた。

　どこからか小鳥の鳴き声が聞こえてきた。風もさわさわと気持ちいい。植物園には冬などきていないかのようで、暖かくて心地よかった。

　ヴィクトリカはまだ知らんぷりし続けている。

　一弥のほうはやきもきして警部を睨んでいた。

　意に介さず、警部は続ける。

「同じ宿屋に泊まっていた夫婦と仲良くなり、四人で森に遊びに行ったのだ。なにが楽しいものかと思うが、都会暮らしの人には、いろいろと物珍しかったのだろうな。しかし、寒くてやっぱりいやになったということで、四人はすぐ宿屋にもどった。宿屋の夫婦の部屋に……まぁ、夫をＣ、妻をＤとしておこう。ＣとＤの部屋に四人でいて、ぺちゃくちゃしゃべってるところをメイドに見られている」

　言葉を切り、恐ろしそうな表情を浮かべる。

「ところが……！」

「その後、ＡとＢが死んだというわけだな」

　ヴィクトリカがつまらなそうに言うと、ブロワ警部はびくっと震えた。

　それから気を取り直したように、うなずいて、

「そ、そうだ！」

「ふん！」

「男二人組のＡとＢが森で撃ち殺されているのを、村人がみつけて届け出てきた。四人で部屋にいるところをメイドに見られた後、夜遅く、二人は宿屋を出て、もういちど森に向かったものらしい。誰もそこを見てはいないが……。そして、何者かに殺された。なにぶん村の人間ではないから、二人を恨んでいたものがいたのか、動機がなにか、いまのところまったくわからないのだ」

　ヴィクトリカは胡う
 乱ろん

 な目つきでブロワ警部を見た。

「で、兄貴は、夕方まで一緒にいた夫婦を疑っているというわけだな」

「うっ……。そうだが、しかしＣとＤは、ＡとＢの死体がみつかるまでずっと宿屋から出ていないのだ。メイドたちが二人の姿を見ている。なんでも二人とも食堂にいて、やけに真剣な顔をしてラジオを聴いていたそうだ」

　そこまで言うと、ブロワ警部は期待を込めて一弥をみつめた。

　とがったドリルの先がぐるぐると回りながらこちらに迫ってくるようだった。一弥は思わず避よ

 けながら、

「どうしてこっちばかりを見るんですか！」

「さて、なにかわかったかね？　久城くん」

「だから、ぼくじゃなくてヴィクトリカに……」

「頼む。なにかわかってくれたまえ。なぜならわたしはすごく困っているのだ、久城くん！」

　一弥とブロワ警部が顔を突き合わせて、もめ始めた。

　しばらくすると、ヴィクトリカが不機嫌極まりない声色で、むっつりと言った。

「いくらなんでも混沌カオス

 の欠片かけら

 が足りないというものだ、グレヴィール。いまの話で、わたしにわかったのは……」

「えっ？」

「むむっ」

　争い続けていた一弥とブロワ警部は、同時に動きを止めて、ヴィクトリカの横顔をみつめた。

　ヴィクトリカはパイプの先でブロワ警部を差して、

「貴様が、男性二人組を殺した犯人として、なぜかその夫婦だけを執しつ
 拗よう

 に疑っているらしいということだけだ」

「むっ!?
 」

「それから、もう一つ……」

　ヴィクトリカはつめたい目つきでブロワ警部を見て、

「彼らの名前を言わずに、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとだけ語るのはなぜか？　わたしが推理するに、おそらく彼らの職業は……」

　と、ブロワ警部が怯おび

 えたように妹を睨にら

 んだ。

「黙れっ！」

　一弥が不思議そうに「えっ、なんですか？」と聞く。

　するとブロワ警部がむきになって叫んだ。

「よっ、余計なことは考えなくてもいい！　貴様は、ただ……」

「ふん。どちらにしろ情報が足りない。解いてほしければ……。久城！」

「……わっ？」

　急に呼ばれて、一弥はなぜか飛びあがった。

　ヴィクトリカがパイプを口から離して、ため息交じりに、

「君、ばか兄貴と一緒に村に行って、もっと詳しく調べてきたまえ」

　すると、一弥は心底不思議そうに聞きかえした。

「えっ、ぼくが？　どうしてさ？」

「いいからさっさと行きたまえ」

　ブロワ警部がとたんに張り切って、

「よーし、久城くん。わたしと一緒に村に行こう。さぁ行こう。なにをしている？　早く立ちあがりたまえ。特別サービスだ。今日は手をつないでやろうじゃないか」

「いやだぁ！」

　と、いやがる一弥の手を引っ張って、いまにもスキップせんばかりの勢いで歩きだした。一弥は激しく抵抗しながら、

「絶対に行きたくないよ。だって、せっかく迷路階段を上がって、上がって、植物園にたどり着いたばっかりなのに。ようやくヴィクトリカに逢あ

 えたと思ったら、ブロワ警部に邪魔されて、また地上に降りるなんて……」

「さらなるサービスだ。村でジャムなりクッキーなり、なんでも好きなものを買ってやろう。ほらっ、行くぞ！」

「警部、いい加減にしてください。ぼくは女の子じゃありません。なにを言って……。あぁ、もぅ……」

　ブロワ警部に腕を引っ張られて半ば無理やり、一弥は引きずられるようにしてヴィクトリカの傍らを離れ、木階段のほうに連れ去られていった。

「ちょっと、ヴィクトリカ！　ヴィクトリカったら……」

　ヴィクトリカはあくまでも知らんぷりしている。

　ぴーちちち、と小鳥が鳴いた。

　南国のおおきな葉が、風にさわさわと揺れる。

　喧けん
 騒そう

 の権化たる少年と警部の声が遠ざかっていくと、ヴィクトリカはわずかに唇をゆがめて、ふんっと鼻を鳴らした。

　ちいさな声で、

「なにが、寝不足かい、目が赤いよ、だ。久城のやつめが……」

　と、悪態をつく。

「まったく、あのならず者めが。人の気も知らずに、いい気なものだ」

　靴の形のパイプ置きにそっとパイプを置いて、書物のページをめくった。

「だいたい、昨夜ゆうべ

 わたしが……いったい誰のせいで……」

　金色の長い髪がかすかに揺れた。

　ヴィクトリカは憎たらしそうに、

「今日は、腿もも

 をだるぅくしながら幾度も迷路階段を上がって、ぜぇぜぇ、はぁはぁとせいぜい苦しめばよいのだ。うつけ者にはよい薬だ。ふんっ。ふんっ」

　またページをめくる。

　一人きりになったとたんに、ヴィクトリカの薔薇ばら
 色いろ

 の頰から生気が抜けていって、不思議なほどにつめたく、人形じみた姿に変わった。手足をだらりと弛し
 緩かん

 させて、孤独に置き捨てられたはるか昔の高価なビスクドールのように、ヴィクトリカは遠い目をして書物の海をさまよい始めた。

　ぴーちちち……。

　その頭上で小鳥がちいさな声で鳴いた。






　　　　２






　村の真ん中にある、警察署や商店などに囲まれた石畳の広場を、一弥はブロワ警部と争いながら歩いていた。

　季節によっては、のみの市がたくさん立ってかしましいこともある広場も、いまはしんと静まり返っている。どこも雪に覆われて冷えていた。

　いかにも大おお
 晦日みそか

 の午前中らしく、天気はいいのに人ひと
 気け

 はあまりない。雪玉を投げあう子供たちが数人、遠くで楽しそうな声を上げている。

　それを横目で見ながら、ブロワ警部が、

「久城くん、ひとつわたしに、そのマフラーを貸してくれたまえ」

　一弥は不思議そうに聞きかえした。

「どうしてですか」

「なぜなら、寒いからだ」

「……いやですよ。なぜならぼくも寒いからです。ヨーロッパの冬は二度目で、まだ慣れてないですしね。ぶるる。……おやっ？」

　一弥はまた、とあることに気づいて足を止めた。

　どうやら、都会から飛ばしてきたものらしい、最新流行のデザインの屋根を輝かせる馬車が二台、宿屋の前に停まったのが見えた。ぜいたくな素材でできたコートの裾すそ

 を揺らしながら、ご婦人たちがどっと降りてくる。子供を連れた女性もいた。

　一同はどやどやと宿屋に入っていった……。

　一弥は、足早に歩いていくブロワ警部の後を追いかけて、肩を並べると、

「いったいどうしてでしょうか。ブロワ警部」

「むっ、なにがだね？」

　一弥は生真面目な口調で、

「五、六日前から、村にソヴレムからきたらしい貴族や富裕層の姿が目立ちます。宿屋もいっぱいだというし。そうだ、そういえばヴィクトリカもこの件についてはなにも言おうとしないんだよな。十個目の謎なのに、黙りこんだままで……。それに、アブリルにおじいちゃんの遺産ペニー・ブラックを持ち帰るようにと命じていたし。アブリルの話では、なんだか心配そうな顔をしていたって。それに、だいたい……」

「うるさいな、君！」

「警部が、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとしか言わない、殺人事件の名前のない被害者と容疑者たちだって、ソヴレムからきた客人じゃないですか」

「……」

「これだって混沌カオス

 の欠片かけら

 のはずなんだけど。うーん、ぼくにはさっぱりわからないし……。警部もこの通り……」

　一弥は、太陽の方角に向かってドリルを向けて、あくまでもそっぽを向いているブロワ警部を恨めしそうに見やった。

　ふぅっとため息をついて、

「なにも教えてくれそうにないな。いったい村でなにが起こってるんだろう……」

「着いたぞ、君！」

　ブロワ警部がむっつりしたまま、宿屋の前で足を止めた。

　その背後から、一弥が顔を出して、宿屋の入り口を覗のぞ

 きこんだ。

　金色の巻まき
 葉ば

 装飾や錫すず

 の飾り、真しん
 鍮ちゆう

 の鋲びよう

 などが目を奪う、一見して高価だとわかるデザインのトランクが、巨大な積み木のように幾つも積まれていた。その向こうに、チェックインしようとするご婦人や子供たちと、小走りになって立ち働く若いメイドたちの姿もたくさん見える。

　一弥はブロワ警部の顔を見上げた。

「やっぱり、なんだか様子がおかしい……」

「いっさい気にするな。行くぞ、久城くん！　ともかくわたしは急いでこの殺人事件を解決せねばならないのだ！」

「でも、警部……。ああ、もう！」

　一弥は首をかしげながらも、警部に強引に手を引かれて、宿屋へと足を踏み入れた。

　ロビーいっぱいに敷かれた、毛羽立って質素な絨じゆう
 毯たん

 がごわごわと揺れた。

　宿屋の中はさまざまな喧騒に満ちて、そのことに粗末な建物自体がひどくびっくりしているようだった──。





「……と、いうわけでね。ねぇ、聞いてる、ヴィクトリカ？」

　聖マルグリット大図書館。

　再び、学園にもどって、迷路階段をぜぇぜぇと苦しみながら上がって、ようやく一弥はヴィクトリカのもとにもどってくることができた。

　村に行って調べてきたまえと命じたくせに、興味なさそうに書物を読み続けているヴィクトリカの横顔を、恨めしそうに見やって、

「約束通り、ブロワ警部がクッキーとジャムを買ってくれたから。君、これを食べるかい」

「もちろんだとも」

「……大威張りで食べるねぇ、まったく……」

　ヴィクトリカが書物に目を走らせながら、パイプを置いて、クッキーに手を伸ばす。それを横目で見て、一弥は肩を落とした。

　ほどなく、エレベーターホールのほうから足音がして、ブロワ警部も現れた。

　壁にもたれて、腕を組む。片足で貧乏ゆすりまでして、早くしろというように一弥を睨にら

 んでいる。

　一弥は、いらいらしている兄と、あくまでも知らんぷりしている妹に挟まれてしょんぼりした。両方の顔を見比べ、ますます肩を落とす。

　ともかく、話を続けることにする。

「宿屋のメイドさんから聞いたところによるとね、昨夜はこういう感じだったらしいんだよ。……ねぇ、聞いてる、君？」

「う」

「ソヴレムからきた四人の客は、男性二人組のＡとＢ、夫婦らしき男Ｃと女Ｄが、それぞれ一部屋ずつ予約した。宿屋で初対面だったけど、気が合ったらしくてね。遊ぶところもあまりないし、ひとつ森に行ってみましょうと言いあった。で、四人で仲良く出ていくところをメイドが見てるんだ」

「……帰ってきたところは？」

「それは、見てないらしいけど。でも、森からもどってきた後、ＣとＤがとった部屋のドアが開いていた。その部屋で四人がしゃべってるところを見かけたメイドがいるんだ。ずいぶん仲良くなったもんだ、やっぱり都会の人同士は気が合うんだなぁと思ったんだって」

「ふん」

　鼻息のような返事が返ってきた。

　一弥はめげずに、

「その後、夜になると、ＣとＤの夫婦が食堂に降りてきて、熱心にラジオを聴いていたって。ＡとＢのほうが、いったいいつ再び森に出たのかはわからないけど、ＣとＤはずっと宿屋にいたところを何人もに見られてる。それから、森でＡとＢの射殺死体が発見されて、村は大騒ぎになったんだ」

　小鳥が鳴いた。

　植物園にふわっとやさしい風が吹いた。

　うっそりとヴィクトリカが顔を上げた。不機嫌極まりない低い声で、離れた場所に立つブロワ警部を一いち
 瞥べつ

 して、

「わかったぞ」

「むっ!?
 」

「つまり、ＣとＤの夫婦は宿屋から出ていなくて、ＡとＢの男二人組は離れた森でみつかったとわかっているのに、兄貴はやはり、なぜか執しつ
 拗よう

 に夫婦を疑っている、というわけだな」

「そうなんだよ。……どうしてだと思う？」

　一弥はブロワ警部の顔を振りかえった。

　警部のほうはあくまでも知らんぷりしている。ヴィクトリカはつまらなそうに、

「ふん。まぁ、ひとまずそれはいい」

「うん」

「久城、さてはまだ言い足りないことがあるのだろう」

　一弥は不思議そうに目をぱちくりした。

「そう！　そうなんだ。君、どうしてわかったの」

「おおかた、その夫婦が……」

「そうなんだよ、ヴィクトリカ！」

　一弥は何度もうなずいて、ヴィクトリカににじり寄った。

　あわててブロワ警部が、腕組みしたまま上半身をお辞儀するように曲げて、二人の会話を聞こうとする。

　ヴィクトリカはうるさそうに顔をしかめ、寄ってくる二人から身を引いた。

「何日か前に、君にも話しただろ。不思議な出来事を探して村に出かけたときに、雑貨屋でみかけた男女二人組のことをさ。ほら、都会からきたお客さん風の……」

「覚えているとも」

　ヴィクトリカがクッキーをかじりながらうなずいた。

「甲高い声をした男と、外国訛なま

 りの女だ。二人は妙な買い物をしたのだったね」

「そう！」

　一弥がうなずく。

「男のほうは、長い髪をしてお洒落しやれ

 なコートを着てるのに、それとは合わないデザインの紳士用の帽子を買ったんだ。あの髪型と服装でそんな帽子は被かぶ

 らないんじゃないかなって、不思議に思ったんだよ。さらに女の人のほうは、こんな真冬に、なぜか釣り用の分厚いチョッキを購入した」

「ふん」

「ほかのお客さんたちが着替えやタオルを買っていたから、へんだなぁって、気になって仕方なかったんだよ」

「うぅ」

「それで、もどってきて、十一個目の謎として君に話したら、混沌の欠片が足りないって言われてさ……」

「うむ。しかし、いまようやく欠片が集まったところだ」

「えっ」

「……なにっ？」

　一弥が、遅れてブロワ警部も、あわてて聞き返した。

　さわさわと気持ちのいい風が吹いて、ヴィクトリカと一弥の髪を揺らしていった。南国のおおきな葉もこすれあってかすかな音を立てる。南国のカラフルな鳥がゆったりと頭上を飛びすぎていく。

　ヴィクトリカは、傍らにおいてあったドールハウスに手を伸ばした。さっきまで遊んでいたままに、内部のおおきな部屋に人形が幾つも散らばっていた。

　ヴィクトリカはドールハウスを引っ張ってくると、猫のように四つん這ば

 いになって覗のぞ

 きこんだ。

　なにをしてるんだろう、また遊び始めたのかなと首をかしげている一弥をじろっと見て、

「君たちもきたまえ」

「えっ、どうして？」

　聞き返しながらも、一弥はおとなしくヴィクトリカの隣で屈かが

 んだ。

　金色の髪が床の上で夢のように波打っていた。日射しがそれを照らして黄金の川のようにきらきらと輝かせた。

　ブロワ警部もおそるおそる近づいてきた。二人からすこし離れたところで四つん這いになり、頭をぐいっと下げたポーズで、ドールハウスを覗きこむ。

　そのさまをじろりと見て、ヴィクトリカが一言、

「犀さい

 」

「……貴様ぁ！」

「ほんとだ、すごく犀に似てますね。……け、警部、そんなに睨まなくても。言ったのはぼくじゃなくてヴィクトリカなのに……。いつもぼくばっかり……」

「久城、いいからこっちを見たまえ」

　そうつぶやきながら、ヴィクトリカが人形を四つ、片手に二体ずつ握って、ドールハウスから出した。

　一弥は振りむいた。

　四人でどこかに出かけるというように、ヴィクトリカは両手を楽しそうに揺らして、人形たちを床の上で滑らせていく。

　一弥とブロワ警部は顔を見合わせた。

　事件の話になったのだなと気づいて、うなずきあって、ヴィクトリカの手元に視線をもどした。

　ヴィクトリカは真剣そのものの顔つきで、

「Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの四人は、こうやって、連れだって森に出かけたのだ」

「うむ、そうだ」

「誰がＡとＢを殺したのかは、もちろんわたしにはわからないがね。兄貴がやたらとこだわっている、ＣとＤが犯人だとする仮説がもし正しいとするならば……だ。殺人はこの時点ですでに実行されたのだろう」

「えっ」

「なにっ？」

「ほら、撃ち殺された！」

　ヴィクトリカは両手をぱちんっと合わせるようにしてから、片手を開いた。男の人形が二体、死んだというように床に不気味にゴロリと転がった。

　一弥とブロワ警部は顔を見合わせた。

　どこからか風が吹いた。

　一弥がおそるおそる、

「でも、ヴィクトリカ……。その後、宿屋の部屋で四人が話しているところを、メイドさんに見られているんだよ」

「もちろん、わたしの推測に過ぎないがね。しかし、兄貴の仮説を裏付けるなら、まぁこれしかあるまい」

「うーん」

「さて、二人は宿屋にもどった。確か、帰ってきたところは誰にも見られていないのだったな。それなら、四人の客が二人に減っていても誰も構うまい」

　ヴィクトリカは真剣そのものの顔をして、ドールハウスに二体の人形をもどした。

　それを三人そろって、外から覗く。

　ブロワ警部の髪が、日射しを浴びて眩まぶ

 しく輝いた。

　ドールハウスの中には二体の人形がいた。一人はドアに背中を向けて立ち、一人は椅子に座っている。

　ヴィクトリカがそれを覗きこんで、なんの感情も感じられない、低くて静かな声で、

「ほら？」

　と言った。

　その声に、ブロワ警部が、この妹のことが心底、苦手でたまらないというように肩を細かく震わせた。

　一弥は興味深そうにドールハウスの中を覗いている。

　ヴィクトリカはまっすぐに人形たちをみつめていた。

「なぁに、ヴィクトリカ？」

「部屋にはＣとＤの二人しかいなかった。だが、ドアの外から見たメイドに、四人いると誤認させることはできたはずだ。……あくまでも仮定の話だが、ね」

「貴様、それはどういうことだッ!?
 」

　と、ブロワ警部が叫ぶ。

　ヴィクトリカは静かに、

「久城。君の話によると、二人はそれぞれ、男が帽子を、女が釣り用のチョッキを購入したのだったね。君はその買い物が不思議でならないようだったが」

「うん」

「しかし、わたしの知恵の泉は、それが二つとも極めて重要なアイテムだったにちがいないと告げているのだ」

「えっ、どうして？」

「まず、Ｃだ」

　ヴィクトリカは抑揚のない静かな声で、

「長い髪をした男だが、帽子をかぶってしまえば、髪は隠れる」

「えっ」

「そしてＤだが……釣り用のチョッキはしばしば、女性が男装するときに使われる道具なのだよ。衣服の中に着れば肩幅も四角く、胸板も分厚くなる。もちろん素人ではなく、主に政府の工作員によって使用されるものだがね」

　一弥は息をのんで、ドールハウスの中をみつめた。

　ミニチュアの部屋にはさまざまな調度品が置かれていて、なかなか豪華な眺めだった。

　次第にそれが、メイドが宿屋の廊下から覗きみたという、昨夜の部屋の中に見え始めた。

　二人の男がいる。一人は帽子を深くかぶって、ドアに背中を向けて立っている。もう一人も帽子をかぶっているが、さらに椅子に深く座っているために、背の高さはわからない。肩幅も胸板も男のものだが、やはりドアに背中を向けていて、顔は見えない……。

　ＣとＤが、森でついさっき撃ち殺したＡとＢのふりをして、冷静を装ってそこにいるという、おそろしい風景……。

「……いや、でも！」

　一弥は顔を上げて、ヴィクトリカに向かって不思議そうに問うた。

「それだけじゃ、四人がいたということにはならないよ。ＡとＢはいたけど、ＣとＤの夫婦はいなかったってことになる。メイドさんは確かに、四人とも部屋にいたと言っていたよ」

「この仮説を裏付けたければ、グレヴィール。メイドからさらによく話を聞くことだな」

　ヴィクトリカが物憂げに言った。

　紫の指輪が輝く指をそっとのばして、ドールハウスの中を差し、

「中には二人しかいなかったが、メイドはまず、その二人の後ろ姿を、姿かたちからＡとＢだと誤解した。それから……声を聴いて、さらにＣとＤも同じ部屋にいる、四人いると勘違いしたのだろう」

「声……？」

　ブロワ警部が聞きかえした。

「久城、君がわたしに教えてくれたのだ。Ｃは男にしては甲高くて特徴のある声で、Ｄは外国訛なま

 りの女だったと。彼らは一つの部屋で、変装した後ろ姿でＡとＢを、特徴のある声と訛りでＣとＤを……つまり、二人四役を演じたのだ。もちろん素人には難しいことだろうがね。きっと……」

　ヴィクトリカは起きあがって、パイプを手にした。

　ぷかり、ぷかり、と吹かしながら、物憂げに、

「素人ではないのだろう」

「どういうこと？」

「ふん……。だからこそ、この御仁は二人を執しつ
 拗よう

 に疑っているというわけだ。……そうだろう、グレヴィール？」

　おどろくほどの素早さでブロワ警部が起きあがって、二人から後ずさりながら立ちあがるという複雑怪奇な動きをしてみせた。

　お尻しり

 で木の幹にぶつかって、わっと飛びあがる。衝撃でユサユサッと葉が揺れた。

　なにも言わずに、あわててエレベーターホールに向かって歩いていく。足を激しくもつれさせて、いまにも転びそうだ。

　一弥は腹を立てて、立ちあがった。

「警部！　また、ヴィクトリカに謎を解かせて、わかったと思ったら逃げるんですか」

「す、す、すまんが、わたしは、先を急ぐのだ！」

「……グレヴィール？」

　ヴィクトリカの老女のようにしわがれた低い声が、植物園に静かに響いた。

　一弥は動きを止めて、振り返った。

　鉄てつ
 檻おり

 に駆けこんだブロワ警部も、不安にゆがむ顔をゆっくりと振り向かせて、ちいさな妹を見た。

　鮮やかな赤と黒のドレスを身にまとったヴィクトリカは、まるであの世で燃え盛る松たい
 明まつ

 のような、怪しいうつくしさだった。床まで垂れる金色の髪が、尻尾しつぽ

 のようにゆっくりと蠢うごめ

 いていた。

　パカッと口を開き、老女のようなしわがれた声で、

「貴様がそんなにもあわてているということは、おそらく、これは政府がらみの事件なのだろうな？」

「なっ！」

「犯人だと疑われている夫婦は、素人ではない……。おそらくなにごとかの工作員だ。それなら、被害者の男性二人組もまた政府関係者なのではないかね？　非常時だからといって、村に疎開しにきたのは、ご婦人と子息、その家庭教師やメイド、若い女性たちがほとんどのはずだ。そこにやってきた男性二人組というのが、そもそも不自然ではないかね？」

「くっ……」

「そして、自然を装って二人に近づいた夫婦もまた、何者かだ。そう、知恵の泉がわたしに告げているのだよ。グレヴィール、貴様が今朝、そこまであわててこの植物園に駆けこんできた理由をね……」

「黙れ」

「おそらく、殺された側が、貴様と父上の味方なのだろう。すなわち、ＡとＢがオカルト省の役人だったのだ。となると、犯人のＣとＤは、もしや科学アカデミーの工作員かね？　もしもそうなら、彼らはこの時期、いったいなにをしに、こんな辺へん
 鄙ぴ

 な村までやってきたのだ？　そして互いをみつけ、片方が相手を殺すとは……。まさかソヴレムのご婦人たちのように、疎開しにきたわけでもあるまい。そう、彼らの目的は……」

「……」

「近々、有用になる、武器……」

「……もう、行くぞ！」

「秘密の武器庫たる聖マルグリット学園に隠されている、とあるもの……。すな、わち……」

　ガコンッと音を立てて、鉄檻が閉まった。

　武骨なきしみかたをしながら、降下していく。ドリルの先がきらりと光って、階下に向かって消えていった。

　ヴィクトリカはそのさまをしばし黙ってみつめていたが、やがて静かに息をつき、床に置いていた書物に手を伸ばした。外の世界でたとえなにがあっても、自分がここから出ることはできないのだと、よく知っているらしい姿だった。異常なほどの知識を蓄え、その頭脳が導きだした様々な事象を、退屈しのぎに玩もてあそ

 ぶだけの日々が続く……。それだけの日々だ……。

　今日もまた、開かれたままの書物が、ヴィクトリカの周りにところせましと放射線状に並べられていた。英語、ラテン語、サンスクリット語、古代ゲール語……。旧大陸中から集められた書物はジャンルも言語もじつにさまざまだった。ヴィクトリカはぼんやりと見開かれたような緑の瞳ひとみ

 で、それらを同時に読み飛ばしていく。

　パイプから細くて白い煙が上がっていく。

　やがて、あまりにもかすかな小声でささやいた。

「わたしがここにいられるのは、果たしてあとどれぐらいだろうか……」

　ゆっくりと辺りを見回す。

　それから力を抜いて、四肢を投げだし、天井を見上げた。

　パイプをくわえてぷかりと吸う。

　と、ヴィクトリカははっと気づいて、何度か瞬まばた

 きをした。パイプを片手に、不思議そうに、

「く、久城？」

　と従者を呼ぶ。

　こんどはせわしなく辺りを見回す。

　いつのまにか、最上階の植物園からは一弥の姿までも消えてしまって、ヴィクトリカはほんとうの一人きりになっていた。

　急に不安そうに肩を震わせ、立ちあがって、とことこと歩いていく。

　吹き抜けのホールをそっと見下ろす。

　はるか下まで続く迷路階段の途中を、一弥が一心に駆け下りていくところだった。転ぶのではないかと心配になるほどの歩みで、瞬く間に遠ざかっていく。

　あきれたように、ヴィクトリカはその様を眺めて、

「羽でも生えているようだな。……黒い羽が。ふん！」

　そうつぶやいた。

　それから、わずかに心配そうに眉まゆ

 を寄せると、どこかに向かって急いでいく一弥の後ろ姿をみつめ続けた。





　図書館を出て、雪の小路をまっすぐ。

　氷の世界のように冷え冷えとしたフランス式庭園。動物の形を模して刈られた生垣が雪に染まって、冬の怪物の如くあちこちにそびえている。東あずま
 屋や

 も凍りつき、噴水は氷にびっしりとおおわれている。

　その小路を、金色の角を輝かせながら、ブロワ警部がどこかに急いでいた。

「……警部っ！」

　背後から、少年のものらしき線の細い、でも決意に満ちて震える声が聞こえると、ブロワ警部は思わず眉をひそめた。

　立ち止まることは、しない。

　先を急いでいる。

　それでも少年──一弥は、すぐに警部に追いついた。

「警部、いまの会話は、いったい……。ヴィクトリカが最後に話したことは、なんですか！」

「……そんなものは、あれに聞けばいいだろう」

　進行方向に立ちふさがるようにして、一弥は警部を止めた。それをうるさそうにはねのけて、警部が歩き続ける。

　一弥はしつこくまた回りこんで、

「ヴィクトリカが教えてくれるはずはない。きっと、一人で抱えこんで……。また床に丸まって書物を読むんだ。危険に周囲の人間を巻きこむまいとするだけで、自分が助かろうとは……」

「だが、それでも、君には関係がないのだ！」

「ある！」

「……」

　一弥は警部と並んで歩きだした。

　ぴちょん、と雪解け水が垂れる音がした。

　木の枝から溶けた雪が幾粒も落ちていく。日射しが強くなってきて、真っ白な庭園をさらに輝かせた。

「警部、オカルト省の役人と科学アカデミーの工作員が同時に村にやってきたのは、なぜですか。そして、科学アカデミーの工作員がオカルト省の役人を撃ち殺したかもしれない。なぜ？　だいいち、彼らはなんのためにわざわざこんな山奥の村にまできたんですか！」

「久城くん。君……」

「もしかして、ヴィ……！
 」

「君ッ！」

　と短く叫んだきり、ブロワ警部はなにも言おうとしなくなった。

　一弥は黙って、怖い顔をしたまま歩きだした。

　二人は自然と連れだって、村に続く雪道を歩いた。

　ようやく宿屋につくと、メイドにもう一度話を聞き、ヴィクトリカのたてた仮説が正しかったことを確認する。

　しかし、宿屋にはＣとＤの夫婦の姿はもうなかった。

　焦る一弥に、ブロワ警部は、村からソヴレムに続く道と、駅舎に警官を配置していると告げたが……。

　しかしどちらでも二人組はみつかっていなかった。ＣとＤは村のどこかに、煙のように消えてしまったのだ。

　村の警察署は途端に慌ただしくなった。村から出る道は、ほかにはアルプス山脈の奥に続くおそろしい山道しかない。二人は山に逃げたのか、それともまだ村のどこかに隠れているのか……。

　殺人犯が逃げているという話がまたたくまに広まって、村はたちまち、大おお
 晦日みそか

 どころではないほどの喧けん
 騒そう

 に包まれた。
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　──その夜のこと。

　雪に覆われた迷路花壇の奥。

　寒々とした風景の真ん中に、ぽつんと、温かみのあるお菓子の家が沈みこんでいる。

　その家の、暖炉の前に引っ張ってきたらしい猫足椅子の上にふんぞり返って……。

　ヴィクトリカが書物をめくっていた。

　暖炉がぱちぱちと音を立てて火を爆は

 ぜている。オレンジ色の炎が揺らめいて、少女の頰を赤々と染める。テーブルには赤やピンクや黄色のマカロンと、動物の形のキャンディの山。薔薇ばら

 をかたどったちいさなチョコレートも幾粒か散らばっている。壁にかけられた絵画も、暖炉の火を照り返している。

　ヴィクトリカは時折パイプをふかしながら、一人静かに書物のページを繰っていた。眠りに入る前の時間らしく、白いフリルを幾重にも重ねたモスリンの寝間着に、同じ素材のふわふわフリルの丸帽子。幾筋か垂れた金色の髪が、光りながら床に向かってうねっている。寝間着の裾すそ

 から、チューリップ模様の刺し
 繡しゆう

 が躍る、ぷっくりしたラインのドロワーズが覗のぞ

 いていた。

　胸元には金貨のペンダント。

　指には紫の指輪がぴかぴかと輝いていた。

　ぱちっ、と火が爆ぜる。

　いつも通りの、ひとりぼっちの夜。

　一九二四年最後の日、大晦日の夜半であってもなにも変わらない。

　こうして一人で、深い緑の瞳を静かに見開いて、世界の深しん
 淵えん

 を覗きこみ、知恵の泉をさらに満たしながら、しかし、なにものも自分の力では動かすことができず……。ちいさな少女は時が経つのをただ待っている。

　ページをめくる音が部屋に響く。

　壁掛けの時計がすこしずつ針を進めていく。静かな、静かな夜……。





　そのお菓子の家の外で。

　ほとんど足音もなくやってきた人影があった。

　二人の大人だ。辺りをはばかるようにしながら、迷路花壇をゆっくりと進んでくる。ここか、と問うように、一人がもう一人の顔を見た。

　窓からこぼれる光で、二人が黒い革手袋をしているのが見えた。

　うなずきあい、二人はまた歩きだした。

　一人は玄関のほうに、もう一人は窓に近づいていく。

　月光が横顔を照らす。

　どちらも冷徹な目と薄い唇をしている。まったくなんの感情もこもらない、まるで仮面のような顔つき。一人は男で、もう一人は女のようだ。

　男の長い髪が風に揺られて不吉に舞いあがった。コートの裾も揺れて、かすかに嫌な音を立てている。

　男が家の前に立つ。と、玄関は玩具おもちや

 のようにちいさくてかわいらしかった。腰をかがめなくては頭を打ってしまうだろうほど低くて、輝くピンクに塗られている。男の横顔が強くしかめられた。

　革手袋をはめた手が、玄関のドアノブにかかる……。

　どうやら鍵かぎ

 はかかっていないようだ。

　ドアノブが音もなく回った。

　ゆっくりとドアを開ける。

　満足そうなつめたい息が、その口から洩も

 れる。いかにも残忍そうに唇が横に曲がった。両手を幾度か握りしめて、なにかの動きの予行演習をした。そう、細いなにかを両手でつかんで思い切り絞めようとしているような動きを……。

　どこか楽しげに、白い息を吐く。

　部屋の主はまだなにごとにも気づいていない。

　静けさがその証拠だった。

　……と、そのとき。

　同じぐらい音もなく、花壇の陰から小柄な影が飛びだしてきた。

　──久城一弥だ。

　男がおどろいたようにのけぞり、つぎの瞬間、胸元に手を入れて銃を取りだした。

　その手を蹴け

 って、銃を遠くに飛ばす。

　一弥に飛びつかれて、無言のまま転がり、そのまま二人で雪の地面に倒れた。互いの顔を殴りあい、呻うめ

 く。

　女のほうが気づいて、銃を構えた。だが、重なりあう二人に銃口を向けてから、気にするように窓のほうを見た。部屋の主に、銃声で気づかれて逃げられるのを恐れたものらしい。

　一弥は、男に首を絞められながら、こぶしを振りあげて殴りつけている。

　と、女の背後からも──おかしなシルエットが二つ現れた。

　一つは、大砲のようにとがった頭をした大人の男。

　もう一つは、手をつないだ男二人のシルエットだ。

　そっと近づいて、背後から女を羽交い締めにする。おそろしいほどの力で抵抗されながらも、三人がかりでなんとか手錠をかける。

　一弥は男と縺もつ

 れあいながら地面を転がっている。やがて先に立ちあがると、男をうつぶせにして、背中に膝ひざ

 を当てて、体重をかけた。男が呻いた。

　ブロワ警部が近づいてきて、男に後ろ手に手錠をかけた。

　一弥がゆっくりと立ちあがった。

　すべてが無言のままに終わった。部下二人──イアンとエバンが女を、ブロワ警部が男を、引っ立てていく。

　ブロワ警部が振りむいて、短くうなずいてみせた。一弥も無言のまま、硬い表情でうなずきかえした。

　警部と二人の部下、そして男と女が無言のままで去っていくと、お菓子の家の前には一弥一人が残された。真剣なまなざしで彼らを見送る一弥の顔つきは厳しかった。唇はぎゅっと硬く結ばれている。

　まるで何事もなかったかのように、迷路花壇はまた冬の夜特有の寒々とした静けさに包まれた。

　凍りついた花壇が月光を青白く照りかえしている。

　月はまるでいまにも落ちてきそうにおおきく見えた。静寂がどこまでも広がっていた。

　一九二四年も、もうあと数分で終わる……。

　一弥は一人で立ち尽くして、体中の痛みをこらえていた。

　それから、胸にどんどん広がっていく不安と、静かで激しい怒りも……。黙って体を震わせながら……。

「……さて、みじめな濡ぬ

 れ鼠といったところかね。久城」

　急に、地の底から響くようなおそろしい低い声が背後から聞こえて、一弥はびくっと肩を揺らした。

　ゆっくりと振りかえる。

　真っ白でふかふかの寝間着姿のヴィクトリカが、無表情のままでそこに立っていた。





「いや、君を起こしちゃ悪いなと思ったもんだからさ、ヴィクトリカ」

「子供みたいにばかみたいに早寝などするものか。わたしはもう十五歳だ。ふん、起きていたとも。あぁ、外が非常にうるさかった」

「そこ、怒るとこかしらん。まったく、君ったら……！」

　お菓子の家の、暖炉の前で。

　雪の積もる地面で格闘したためにびしょびしょになった一弥の服が、広げられて乾かされていた。

　一弥は毛布にすっぽりくるまれて、おとなしく床に座っている。

　その顔は、明るい室内で見ると打ち身や血で汚れて、無残に怪我をしていた。

　ちょこちょこした歩き方で近づいてきたヴィクトリカが、その顔に向かって、ふかふかのタオルを……。

　びゅんっ、と……。

「な、投げるなよ！」

　ヴィクトリカが一弥に背を向けながらむっつりと、

「あいにくだが、優しく手渡すのなどまっぴらごめんなのだ」

「君ねぇ、ちょっとは思いやりってものを……」

　と、言いながらも、一弥はタオルを受け取った。

　その横顔をじろりと見て、

「あんなところで、君とばか兄貴と部下たちは、ばかそのものの忍耐を見せて、寒い中、何時間も犯人を待っていたというわけかね、久城？」

「あぁ……」

　一弥は赤くなって、ちいさくうなずいた。

　それからタオルでそっと顔を拭ぬぐ

 った。

　唇を嚙か

 んで、しばし黙る。それから、努めてのんびりした口調を心がけながら、

「図書館で、君とブロワ警部の会話を聞いてさ。科学アカデミーの工作員が村にやってきたのは、聖マルグリット学園に……つまりは君に、ちょっとばかり物騒な用件があるんじゃないかな、危ないなと思って、いちおう警部にくっついていったんだよ。……あっ、昼間は急にいなくなってごめんね。あわててたもんだから……。君、怒ってないよね？」

「ふん！」

「ところが、犯人の男女は逃げちゃってて。でも村からは出ていないらしいとわかったんだ。で、ヴィクトリカ、君の周りを警戒していたら、二人が現れるんじゃないですかって警部を説得したんだよ。相手が大人二人じゃ、なにかあっても、ぼく一人で撃退できるのかわからなかったからね」

「しっ」

「えっ？　あぁ、ごめん、うるさくて。君の第二の敵たる喧けん
 騒そう

 というやつだね。もう、黙ろう……」

　ヴィクトリカのぷくぷくした指がとつぜん伸びてきて、一弥の唇に触れた。

　一弥は首からおでこにかけて、どんどん真っ赤になった。

　間近に見えているヴィクトリカの瞳ひとみ

 が、なにかを楽しみにするように、緑色に瞬いた。フリルたっぷりのモスリンの寝間着が、かすかに揺れた。

　一弥は毛布にくるまったまま……。くしゅん、とくしゃみをした。

　とたんにヴィクトリカに睨にら

 まれる。

「静かに！」

「ご、ごめん……」

「ふん」

「でも、どうしたのさ？」

「村の教会だよ。もうすぐ鐘を鳴らすのだ」

　そのとき、遠くから、教会の鐘が、新しい年がやってくるのを祝福するように、高らかに幾度も鳴るのが聴こえてきた。楽しみでならない、すばらしい年がやってくる、うれしい、とおおきな声で叫んでいるような音だった。

　ヴィクトリカはうれしそうに瞳を瞬かせながら、耳を澄ませている。

　一弥は、からだの内側から光り輝くようなヴィクトリカの姿に見とれて、間近にあるそのちいさな顔を一心にみつめた。

　やがて鐘の音が、過去に遠ざかるような余韻を残して、小さくなっていった。

「久城」

「ん……？」

「新年、なのだなぁ！」

　ヴィクトリカが感に堪えないような、うれしげに弾む声でささやいた。

「去年もここで、一人でこの音を聴いたのだ。人々を祝福するような、無邪気でうれしげなこの鐘の音を」

　かすかに微笑みながら、

「だから、今年も楽しみにしていたのだよ」

　毛布の奥に縮こまりながら、一弥もうなずいた。

「へぇ。ソヴュールでも、一年の終わりの時間に鐘を鳴らすのか。ぼくの生まれた国でもそうなんだよ。もっとも、もっと長いけどね……。すごいな。一年の終わりの鐘を、今年はほかならぬ君と一緒に聴けたなんて」

「そんなうれしそうな顔をするのは、いますぐやめたまえ。なぜなら、とたんにむかむかと腹が立つからだ」

「ど、どうしてだよ！」

　一弥はむっとして聞きかえした。

　でもヴィクトリカのほうは、それきり心ここにあらずの様子で、難しげな顔つきをしてなにごとかを考えこんでいた。一弥が心配そうに見守っていると、パイプをくわえてゆっくりと火をつけ、吸った。

　白くて細い煙が、ゆっくりと天井に向かって上っていく。

　その横顔を一弥はしばらく眺めていた。やがて思い切って、小声で、

「あのね、ヴィクトリカ……」

「なんだね。南瓜カボチヤ

 」

「南瓜じゃなくて、久城だよ。まぁ、いいや。君は今日の夕方、ぼくが探してきた十一個目の謎にあたる、雑貨屋に現れたおかしな男女の客の事件を解いてみせただろ。だけど……」

「む」

「十個目の謎のほうは、まだ解いてないよ。ほらっ……」

　と、一弥は人差し指を伸ばして、

「村にソヴレムからのお客さんがとつぜん増えたことさ。宿屋が満杯になって、村人もびっくりしてるって。まさかあんなに大勢の人のすべてが、オカルト省や科学アカデミーの工作員であるわけはないしね。第一、女の人や子供、家族連れがほとんどなんだもの。でも、あれっていったい……。おやっ、ヴィクトリカ？　君、どうしたの？」

　一弥は話すのをやめて、手を膝ひざ

 の上に下ろした。

　パイプがヴィクトリカの手から床に向かって落ちていくので、あわてて腕を伸ばしてキャッチする。床に落ちて粉々に割れることは回避されたものの、どうやら先端をつかんでしまったようで、

「あちちっ！」

「む……」

「危ないなぁ、ヴィクトリカ。割れちゃうよ」

　パイプをテーブルにそっと置く。そしてヴィクトリカのほうを振りむいた。

　と、そのとき、ヴィクトリカがとつぜん、糸が切れたマリオネットのような奇妙な動きでくんにゃりと体をゆがめた。

　そして、そのまま一弥の体に倒れこんできた。

「ヴィ、ヴィクトリカ？　君っ!?
 」

　一弥はあわてて叫んだ。

　返事はなかった。

　……いったいどうしたのだろう？

　鐘の音を聴いてやわらかく微笑んだことで、さきほどまでの内なる緊張が、ようやく解けたのだろうか。それとも、一弥からの問いかけのために、新たな緊張の種を思いだしてしまったものだろうか。

　一弥はびっくりしたように息を飲んだけれど、つぎの瞬間、迷いなく、ヴィクトリカのちいさなからだをしっかりと抱きとめた。

　いつもはフリルとレースの豪ごう
 奢しや

 なドレスと、ごわごわした男子用制服に阻まれている互いの瘦や

 せた体が、いまは、モスリンのやわらかな寝間着と薄い毛布だけにさえぎられていた。細くて心もとない、でも確かな温かみを持っていまを生きている、肌が、血液が、息が、そして心臓のかすかな鼓動までも、互いにはっきりと感じあえた。

「ヴィクトリカ……」

「久城……。久城……」

　一弥はおどろいたように、

「もしかして、震えてるのかい」

　ヴィクトリカの返事は静かで、とても悲しそうだった。

「……君もだぞ、久城」

「だ、だって……」

　一弥は赤くなって黙った。

　またむっつりした声で、ヴィクトリカがふふっと笑った。

「さては、君、わたしが怖いのだな」

「……それは、ちがうよ」

　一弥は、ヴィクトリカをしっかり抱きしめたまま、首を何度も振った。

　ヴィクトリカが駄々をこねるように、子供みたいな口調で、

「わたしが怪物だからおっかないのだ。そうだろう？」

「ちがうよ！　君のことなんてちっとも怖くないよ。ちっちゃな、すごくきれいな、そしてこんなぼくを大事に思ってくれる、一人の女の子じゃないか。怪物だなんて思ったことは一度もないよ」

「うぅ」

「君が怖いんじゃない。ただ……」

「ただ、なんだね……」

　一弥はちいさな声で、

「大切、すぎて。だって、君って人を失ったら、ぼくはどうしたらいいのかわからないよ。なんのために生きているのか。このさき、君以外の、いったいなにをうつくしいと信じて生きていけばいいのか。ぼくにはなにもわからなくなっちゃうから……」

　一弥は、震えながらも、ヴィクトリカをさらに固く抱きしめた。

　ヴィクトリカはだらんと弛し
 緩かん

 したまま、おとなしく抱かれていた。

　手のひらで頭を撫でられても、指先で長い髪を弄もてあそ

 ばれても、じっとしていた。金色の睫まつ
 毛げ

 をちいさな天使の羽のように震わせて、瞳ひとみ

 を閉じる。

　恐怖と悲しみが、ちいさくてか細い体を固く貫いていた。

　それに気づいて、一弥は、なだめるようにさらに固く抱いた。それでもヴィクトリカの肌は、息遣いは、心臓の音は、安あん
 堵ど

 に柔らかくなることがなかった。

　長い時間が経った。

　永遠に感じられるほど、離れがたく、少年と少女は、あまりにも不器用に抱きあっていた。

　やがて一弥は、抱きしめたままそろそろと動いた。

　なにかにおびえ切ったヴィクトリカを、そっと抱きあげて寝室に運ぶ。

　天てん
 蓋がい

 付きのかわいらしい寝床に寝かせて、水色の羽布団を優しくかけた。

「久城……」

「ん……？」

　消え入るような声がして、一弥は寝室から出ていこうとした足を、カチッと止めた。

「……もうすこしだけ、ばかみたいに、そこにいたまえよ」

「でも、もう夜遅いよ。ヴィクトリカ」

「うるさい！」

「眠くないの、君？」

　そう言いながらも、一弥は言われるままにとことこともどってきた。

　そのとき……。

（おやっ？）

　一弥は、寝転んで拗す

 ねたように布団にくるまっているヴィクトリカの指からいつのまにか紫の指輪が消えていることに気づいた。たったいままでその指で輝いていたのに……？　不思議に思ったけれど、それよりも、まるで死期の迫った動物のように不気味な静けさをたたえたヴィクトリカの様子が、とても恐ろしかった。だから、なにも言わずに、毛布にくるまったままの姿でベッドの傍らの椅子に座ることにした。

　従者のように、静かに。

　でも、どこかに熱さを隠しもった、正体のわからないまなざしで。

　一弥は、ヴィクトリカが震えながらも、やがてちいさな寝息を立てて眠りに落ちていくまで……両りよう
 膝ひざ

 をきちんとつけて、手を膝の上に置き、じっと座っていた。

　窓の外で、新年の夜が次第に濃くなっていった。

　粒のおおきなしっかりした雪が、また激しく降り始めた。

　寝室の闇は、粘度を強めながら二人を重たく取り巻いていた。

　やがて、一弥は立ちあがった。まなざしにはまだ、正体不明の、静かで激しい光があった。

　いい加減見慣れたはずの、でもおどろくほどうつくしいヴィクトリカの寝顔を覗のぞ

 きこんで、

「おやすみ、ぼくのヴィクトリカ……」

　そう告げると、紳士らしく礼儀正しく、寝顔に向かって一礼した。

　それから規則正しい足取りでもって、そっと寝室を出ていった。

　──ぱたん、と音を立てて扉が閉まった。





　ふかふかした水色の布団の奥で、もう眠っていたはずのヴィクトリカの睫毛が、ふわっと震えた。

　ゆっくりと目を開けようとして、こわがっているようにそれをやめて、さらにぎゅっとつぶる。

「……久城」

　声はかすかで、すこし震えていた。

　枕に頰をうずめながら、

「知恵の泉が、わたしに急を告げているのだ。つぎの嵐がもうすぐそこまでやってきている、と……」

　吐息は氷のようにつめたかった。

　金色の長い睫毛が細かく震える。

「君と、わたしは、もう逢あ

 えなくなってしまうのだろうか。なぜなら、久城が異邦人で、わたしが、おそろしい怪物だから……」

　ヴィクトリカは羽布団の奥で短く呻うめ

 いた。

「いやだ。そんなの、いやなのだ……。久城……」

　ちいさな体が縮こまった。

「まただ。また君がわたしを泣かせるのだ。君がわたしをどんどん弱くするのだ……」

　窓の外で雪がしんしんと降っている。

　遠くで玄関のドアが閉まる音がする。

　さく、さく、と雪を踏んで、少年の足音が次第に遠ざかっていった。ぶるぶると震えながらヴィクトリカはその音に耳を澄ませていた。か細い体がきしんで、全身全霊で悲鳴を上げていた。

　寝室はまるで誰もいないかのような静けさに包まれ始めた。ヴィクトリカもまた、百年もそこに眠り続けているかのように、やがて身動き一つしなくなった。





　姿勢よくお菓子の家を出た一弥は、いつものように規則正しい足取りで、雪の迷路花壇をさくさくと足音を立てて進んでいった。

　途中で幾度か、足を止めては、家のほうを振りかえる。

　迷路花壇の複雑な文様の奥に沈みこむように、お菓子の家は見えなくなっていった。まるで、異国のおおきな森で迷っているような不安な気持ちにさせる。

　一弥はふっと眉まゆ

 をひそめた。いつになく弱々しくて、そのぶんやけに素直だった、今夜のちいさなヴィクトリカの様子を思いだしたのだ。

「ねぇ、ヴィクトリカ……？」

　一弥のささやき声も、冬のつめたい風にかき消されるように消えていった。

　ほぅぅ～とどこかで梟ふくろう

 が啼な

 いた。

　伝えるべきことを伝えたような、でもまだ大事ななにかを告げていないままのような、悲しみと興奮が入り混じった不思議な気分のままで、一弥は立ち尽くしていた。

　それから「また明日、会えるものね？」と自分に言い聞かせるようにつぶやくと、首を振り、また歩きだした。

「あっ？」

　と、また足を止める。思案顔になり、

「結局、献上できた謎は十四個か。村で起きた殺人事件と、学園にまでやってきた科学アカデミーの工作員のことで、今日は大変だったものなぁ。ヴィクトリカに十五個目の謎を献上する前に、年が明けちゃうなんて。困ったなぁ。でも、明日こそ……」

　と考えながら、また歩きだす。

　迷路花壇からすぽっと抜けて、誰もいない真夜中のフランス式庭園を、背筋を伸ばして歩きだした。

　ほぅ～……と、また梟が啼いた。

　あとはなんの物音もない。

　一弥の足音さえも、やわらかな雪を踏みしめるだけで、ほとんど無音の世界だった。

　男子寮にもどって、自分の部屋に入る。

　顔を洗って、着替えようとしたときに、窓の外から奇妙なざわめきが聞こえてきた。そっと窓を開けて外を見ると、飾りのない武骨なデザインの馬車が停まっていた。スーツを着た、一弥と同じ東洋人らしき男が降りてくる。続いて警官らしき制服を着た男たちも飛び降り、男子寮の入り口に向かった。

　なんだろう、と首をかしげていると、階下から争うような声が響いた。寮母さんの声だった。どうやらひどく怒っているようだ。

　なにが起こっているのかわからないなりに、助けにいこうと部屋のドアを開ける。

　廊下に一歩、出たときに、階段から上がってくる男たちの姿が目に入った。

　その背後から寮母さんが、

「こんな夜中に？　もぅっ、やめなさいよ！　いま、担任教師を呼ぶから、ちょっと待ってったら！」

　男の声がかぶさるように続く。

「火急を要する！」

「はぁ？」

「我が国の優秀なる、未来を担う頭脳であり、大尉殿の大切なご子息でもあるのだ。至急、我々の手で保護せねばならない」

「な、なんのこと？」

「おまえに説明する必要はない」

「やめてったら！　それに、あの子にはこの学園での生活もあるし、大事な友達だってさ……」

「生活？　友達？　大意の前になんと些さ
 末まつ

 なことだ！」

　大おお
 股また

 でこっちに近づいてくる東洋人の男性に、一弥は見覚えがあった。

　あれは、一年と数か月前……。

　ソヴュール王国にやってきたとき、大使館で出会った政府要員の一人だ。父とも学生時代から面識があるとのことだった。ぜひ我が国のために勉学に励むようにと、国に残してきた父とそっくりの言い方で叱しつ
 咤た

 されたものだ。

　もちろん一弥は、優秀な成績を収めて、その言葉に表向きは従っていたが……。

「あの、どうなさったんですか。こんな時間に。いったいなにが……」

　男は一弥の傷だらけの顔を一いち
 瞥べつ

 すると、おどろいたように目を見開いた。

　でもつぎの瞬間には冷静にもどり、

「久城くん。君を大至急、本国に送還することになった！」

「えっ？」

　と、一弥は立ち尽くした。

「さぁ、すぐに荷物をまとめたまえ！　朝には港を出る船に乗せ、君を無事に我が国に送らなくてはならないのだ！」

「そんな、なぜ……」

　一弥は絶句した。

　それから、たったいま別れを告げてきた金色のちいさな友達──この国で出会ったどんな事象よりも深く不思議で、惹ひ

 かれてならない、失ってはならぬはずのヴィクトリカのことを考えた。

　それは、ほんの数秒……。

　すぐに顎あご

 を引き、緊張した面持ちで、

「いったいなにが起こったんですか。政府要人の方だけでなく、一介の学生であるぼくを本国送還するなんて。ぼくが問題を起こしたわけではない。つまり……国の側に、なんらかの事情があるということ……。事態の説明を求めます！」

　男は首を振った。

「悪いが、説明している時間はないのだ。そしてその義務もわたしにはない」

　一弥は考えこんだ。

「……思えば、ここ数日、様子がおかしかった」

「久城くん！」

「あっ、いえ……」

　一弥は首を振った。

（そうだ、こんな山奥の村に、ソヴレムの貴族や富裕層の女性、子供がとつぜん押し寄せてきて、宿屋が満杯になるなんて、やっぱりおかしい。それと前後して、貴族の子弟であるこの学園の生徒たちも、争うようにそれぞれの家族のもとにもどっていった。つぎに、村にソヴュールの政府要人や工作員が現れ、殺人事件まで起こった。そして、いま……留学先からとつぜん強制送還されることに……。いや……）

　考えこみながら、低い声でつぶやく。

「ちがう。なにもかもとつぜんなんかじゃないんだ。ここ数日、なにかがずっと起こっていたんだ……！」

「ふむ。なにもかも、君が知らなくてもいいことだ。さぁ、荷物をまとめたまえ！　できない場合は強制的に執行する！」

　一弥は黙って唇をかんだ。

　苦しげに、悲しげに、悔しげに、男を睨にら

 みかえした。

　寮の部屋には、教科書とノート、辞書、瑠璃たち家族から届く手紙、着替えなどのほかにはあまり物がなかった。

　──この国で得たほとんどのものは、物ではなく、一弥の頭の中に入っている、勉学の甲か
 斐い

 としての知識と、愛情と、楽しい思い出、それから一人一人とのかけがえのない絆きずな

 なのだ。

　一弥は、ゆっくりとみじろぎした。

　そのとき、ポケットの中になにかが入っているのに気づいた。

　固い感触が、布を通して腿もも

 に伝わってくる。一弥は瞬まばた

 きした。

　──ある予感があった。

　無言のまま、一弥はそっと、ズボンの上からその感触をなぞってみた。

　……まちがいなかった。

　そこにいつのまにか、ヴィクトリカが指にはめ続けていた紫の指輪が入れられていることに気づいて、一弥ののどが悲しげに鳴った。

　この指輪は……。

　いまから数か月前のことだ。夏の終わり。ある朝、とつぜん聖マルグリット学園から移送されて、姿を消したヴィクトリカ。一弥は彼女を助けるために、リトアニアにある不気味な修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉に駆けつけたのだ。そこで無事にヴィクトリカをみつけたものの、おそろしい殺人事件が起こった。一弥はヴィクトリカを連れて、あふれる水の中を駆け、列車〈オールド・マスカレード号〉に飛び乗った。

　あのとき……。

　一弥はただ一度だけ、ヴィクトリカの母狼であるコルデリア・ギャロと出会った。気味の悪いチェスドールの中に隠れて修道院に潜入した彼女は、一弥にだけ顔を見せ、「ちいさなあの子に渡してくれ」と、この指輪を託したのだ。

　いつでもおまえを見守っている。仔こ
 狼おおかみ

 が呼ばずとも、母狼はやってきたぞ、と。

　以来、ヴィクトリカは、なくした金貨のペンダントの代わりに、いつもこの指輪をはめていた。母狼の絆を抱きしめるように。いまではすっかり見慣れた、徐々に彼女のからだと一体化しつつあるようだった、紫の指輪……。

　いったい、いつ、これを一弥のズボンに隠したのだろうか。

　一弥はそっと目を閉じた。

　あぁ、さっきのことだ、と思いだした。震えるヴィクトリカを抱きあげて、寝室に運んだときだ……。天てん
 蓋がい

 付きのベッドに横たえて、水色の羽布団をかけてやったときには、指輪が消えていたのだ。

　きっと、抱きあげられたときに、そっと指輪をはずして一弥のポケットに滑りこませたのだろう。

「知恵の泉、だ……」

　一弥はつぶやいた。

「はっ？　なんのことだね？」

「あの子には、なんでも予知できるんだ。なぜなら、ちいさな事象のひとつひとつが、混沌カオス

 の欠片かけら

 になって降り注いでくる。それを退屈しのぎに玩もてあそ

 ぶうちに、たちまち再構成してしまうんだから……」

「うわごとかね？　いいから、はやく荷物をまとめたまえ」

「ぼくに黙っていただけで、十個目の謎をもうとうに解いていたんだ。これきり逢あ

 えなくなるかもしれないって、知ってたんだ。ついさっきのヴィクトリカは……」

「君！」

「ぼくだけ、知らなかった。新しい年がやってきて、朝になったらまた君と会えると思って。いつものように、おやすみ、ヴィクトリカって言ったんだ。ぼくは……」

　一弥はうつむいた。

　なにを女々しいことを呻うめ

 いているのだ、と責めるように、男が一弥を見下ろしていた。それに気づくと、一弥は表情を引き締めて、直立不動になった。

　その動きとは反対に、心の中では静かに考え続けていた。

（大事な人に、伝えていないことがある）

　そう思うと、心残りの強さに胸が痛んだ。

（あの春の日、先生から託されたプリントを手に、図書館塔の最上階に上って、金色のあの女の子に逢って以来、胸に燃え続けてる、この不思議な気持ち……。いったいこれはなんだろう。ぼくにはわからない。そして、それを告げることができないまま、ソヴュールを去ることになってしまった……！）

　一弥は命じられて、てきぱきと荷物をまとめ始めた。

　一年と数か月前、ソヴュールにやってきたときに持っていたトランクに、教科書や辞書を詰める。着替えもきちんと折りたたまれたまま、その上に載せられる。

　一弥は男に、冷静な口調で、手紙を残してもいいかと尋ねた。「友人などにはなにも言い残すな」と冷たく言われて、唇を嚙か

 んだが、すぐにノートにさらさらとなにか書いた。

　生まれた国の言葉で、なにかが書かれた。

　その上に、ちいさな蝶ちよう

 の絵も添えた。

「担任の先生、ミス・セシル・ラフィットにこれを渡したいのです」

　男はそれを見ると、蝶の絵には、女々しいものをというように顔をしかめたが、文字そのものには「なんだ。それなら構わない。事務手続きには必要だろうからな」とうなずいて許可した。

　トランクを手に、部屋を出る。

　二度ともどってはこられないだろう、聖マルグリット学園の、いまでは住み慣れたちいさな根城を……。

　廊下を歩きだす。

　背筋を伸ばして、涙をこらえて。

　寮を出て馬車に乗りこんだとき、極寒の雪の小路を、コートも羽織らずに、寝間着のままで、一心不乱に駆けてくるセシル先生の姿が見えた。寮母さんと手をつないでいる。

　声をかけようと窓から顔を出しかけて、警官たちに止められる。

「久城くーん！」

「ちょっと、その子をもう連れて行くってわけ？　いったい何事なのよ！　ねぇ、久城くんっ！」

「新年早々、こんなことっ……。学園にはなにも連絡がきていません。まず担任のわたしと、校長、理事長に話を……」

　セシル先生と寮母さんの声が聞こえてくる。

「そのような時間は残されていない。火急の用なのでね。手続きを待っていたら、我が国の貴重な学生を一名、危険にさらしてしまうのだ！」

「えっ、危険って、どういうこと……？」

　セシル先生が不思議そうに聞きかえした。

　一弥も息を飲んで、耳を澄ました。

　風に揺られて、馬車がガタガタと揺れた。冬の風はつめたくて、馬車の中にいても息が白く染まっていた。

「そうだ。担任教師のミス・セシル・ラフィットという人物は、君かね？　久城くんからこれを預かっている。今後、必要な連絡があれば使うといい」

「なに、これ？　変わった模様だわ……」

「ふむ。これは我が国の文字だ」

　セシル先生が、読めないながらも、ノートの切れ端を受け取ったのがわかった。

　男が馬車に乗りこむと、その隙間から必死に覗のぞ

 きこんでくるセシル先生の顔が見えた。「久城くんっ……」とささやく。

　ぴょんぴょん跳んでいるので、見慣れたふわふわのブルネットと丸眼鏡が、窓の外に浮かんだり下に消えたりを繰りかえした。

「なんだかわかんないけど、わかったわ。このメモに書いてある蝶は、きっと金色でしょ……。金色の蝶に、このメモを渡してねってことね。先生にはぜんぜん読めないけど、あの子宛あて

 の手紙なんだわ。これ……」

　一弥は声を出さずにうなずいた。

「久城くん、久城くん……。あぁ、元気でね……！」

　馬車のドアが閉まっていく。

「ソヴュールのこと、ここにいるみんなのこと。生まれた国に帰っても、忘れちゃわないで……」

「……先生！」

「みんな、あなたのことが大好きだったんだから！　久城、くん……！」

「先生、先生、どうかお元気で。それから、あの子の、ことを……」

　おおきな音を立ててドアが閉まった。

　一弥の目からいつのまにか涙が伝っていた。部屋で荷物をまとめながらも、我慢して無表情でいたぶん、心が一気にあふれてしまったように……。

　気づかれないようにそっと手の甲で拭ぬぐ

 う。男たるもの、と父そっくりの口調で怒鳴られることがわかっていた。でも、いくら帝国軍人の三男でも、人を思って泣くのがいけないことだとは、いまの一弥にはもう思えなかったけれど……。それはこの異国で出会った人たちと、ヴィクトリカと一緒に乗り越えた試練の数々が、一弥に教えてくれたことだった。

　御者席で鞭むち

 の音がしなった。

　きちんと別れを告げる暇もなく。涙にぬれる漆黒の瞳ひとみ

 で、振りかえって月光にうっすらと浮かびあがる図書館塔の姿をみつめるのがやっとのスピードで。馬車は容赦なく走りだした。

　石造りの荘厳な塔は、年が明けた直後の寒い夜更けに、黙って去っていく異国の少年を静かに見下ろしていた。数百年の間、ヨーロッパにおけるさまざまな歴史をここから黙って見守り続けた図書館塔が……。

　フランス式庭園を横切って、見慣れた正門を抜け、馬車は悪魔のように村道に飛びだした。真っ暗な道。黄泉よみ

 の国に連れていかれるような……。底知れぬ闇が村道を重苦しく包んでいた。

　一弥が震えを隠して、努めて静かな声で、聞いた。

「これから、なにが起こるんですか」

　一瞬の沈黙の後、言葉を選ぶように慎重に、役人が答えた。

「局地的な戦争だよ」

「……局地的な？」

　役人はこちらに向き直った。

「いまヨーロッパにいては、危ないのだ。我が国の同胞たちは、政府の計らいで一斉にこの大陸を後にし、本国に逃げているところだ。この大陸は再び火の海になるかもしれない」

「な……」

　役人は自信を持って、

「しかし、我が国は安全だ」

　びゅうっとつめたい風が吹いて、馬車を激しく揺らした。まるで目に見えない巨神の手に捕まり、外から揺さぶられているようだった。

　一弥は押し殺した声で、叫んだ。

「つぎの嵐だ！　いつかくるはずだった、そして、十年前のあれよりも、もっともっとおおきな嵐……！」

　と、一弥は手のひらで額を押さえて、呻くように、

「先の世界グレート
 大戦・ウオー

 もまた、最初は局地的な争いごとのはずだった。それが瞬く間に世界に燃え広がったんだ。だから、もしかしたらこんども……。世界中に……！」

「めったなことを言うな！　久城くん！　君は、ただ……」

　村道を抜け、村の真ん中にたどり着いた。

　灯あか

 りのついた建物がまだ幾らかあった。遠くに駅舎がぼぅっと浮かんでいた。闇に半ば埋もれて、暗い波間をなすすべもなく漂っているように。

　警察署のあるあたりを走り抜けた。そのとき、一瞬、馬車がスピードを落とした。ちょうど警察署から出てきたブロワ警部が、馬車の窓から見えた一弥の顔に気づいて、おどろいたように息を飲むのがわかった。

　馬車がまた速度を増した。村道を抜け、森に入った。森はいつもよりずっと深く、同時に暗く感じられた。裸の枝が幾層にも連なって、夜空から一弥たちの乗る馬車を隔ててしまっていた。

　まっくらな冬の山道を、激しく揺れながら、馬車は瞬く間に、ヴィクトリカの眠る聖マルグリット学園から遠ざかっていった。






　第三章　十五個目の謎
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　──一九二五年一月一日の朝は、とても静かに訪れた。





　夜のうちに、東洋のちいさな島国からの留学生、久城一弥がいなくなった聖マルグリット学園は、しかし一見、いつも通りの様子だった。

　フランス式庭園のあちこちに、雪が硬く積もって、真っ白に染めていた。噴水も、東あずま
 屋や

 も、鉄製のベンチもつめたく凍りつき、時折、木々の枝から、ばさっ、と雪の塊が地面に落ちる音が響いた。

　上空から見るとコの字型をしたおおきな校舎も、いまは誰もいないようで、しんと静まりかえっていた。

　広大な敷地の一角にある、迷路花壇。秋までは色とりどりの花が咲き誇っていたが、いまでは真っ白な雪に覆われている……。





　その花壇の奥に隠された、ちいさなお菓子の家。

　奥にある寝室の、水色の羽布団でふかふかになった天てん
 蓋がい

 付きベッドの上で、少女が一人、このまま永遠に眠り続けるかのような不気味な静けさを保ちながら、朝の眠りの海をさまよっていた。

　うつぶせの姿勢で、白い拳こぶし

 をぎゅっと握って。さくらんぼみたいなつやつやの唇がほんのすこし開かれていた。淡い桃色をした舌の先が覗いている。

　くぅ、くぅ……とかすかな寝息。

　硬く閉じられた瞼まぶた

 は、密集した金色の睫まつ
 毛げ

 に覆われている。両の目め
 尻じり

 から頰にかけて、涙の跡が乾いて光っていた。その姿は、幾重ものフリルでふかふかにふくらんだ寝間着のせいか、水辺で羽を休める白鳥の子のように真っ白でかわいらしかった。

　少女──ヴィクトリカ・ド・ブロワは、百年も続きそうな眠りの真ん中で、ふいにゆっくりと寝返りを打った。

　誰に揺り起こされたわけでもないのに、びくっと震える。

　そっと目を開けた。

　時は氷のように固くなり、空気は鮮やかな色彩を忘れ去っていた。

　一弥のいない、長い長い時間が、雪に閉ざされたつめたい世界いっぱいに広がり、ヴィクトリカを侵食し始めていた。そのことに気づくと、ヴィクトリカははっと息を飲んだ。それから、世界を拒絶せんとするように固く目を閉じた。

　──壁掛け時計の針が、カチッと音を立てて、一分、進んだ。

　その音に、ヴィクトリカはびくりと震えて、肩を揺らせた。首からかけられたままの金貨のペンダントが、かちっとかすかな音を立て、持ち主とともに震えてみせた。





　そのころ、学園の敷地を、ゆっくりと歩いてくる人影があった。

　先っちょにポンポンのついた毛糸の丸帽子。もこもこした茶色いコートと、お揃いのマフラー。肩までのふわふわブルネットに、おおきな丸眼鏡。仔こ
 犬いぬ

 みたいな垂れ目がちのおおきな瞳が、今朝は寝不足と緊張のあまりか、縁を赤く染めていた。

　人影──セシル先生は、たくさん着込んでいるというのに、寒そうに肩を震わせながら、迷路花壇に近づいていった。慣れた足取りで花壇に飛びこむと、くるくると迷路を歩いて、たちまちお菓子の家にたどり着く。

　遠慮がちにドアをノックする。それから返事を待たずに、そっと開けた。

　暖炉の部屋には誰もいなくて、寒々と冷えていた。猫足テーブルも椅子も、窓際の安楽椅子もかわいらしいデザインのチェストも、いまは無人で、冬の朝の寒さに凍えているようだった。

　寝室を覗く。

「ヴィクトリカ、さん……」

　呼ばれた主は、天蓋付きベッドの上で起きあがっていた。

　ちいさなからだはふかふかの布団に半ば埋もれている。ほどけた絹のターバンのような髪が、金色に輝きながらシーツの上に広がっていた。いつもは薔薇ばら
 色いろ

 に輝いているちいさな顔が、いつになく青ざめていたけれど、それだけにどこか壮絶さも感じさせた。

　今朝のヴィクトリカの顔は、豪ごう
 奢しや

 なドレスを着ていないのに、ここ二年ほどずっと世話係をしてきたセシルも見たことがないほどの不思議なうつくしさだった。激しい感情を隠すあまりか、魂の内側から青白い炎を透かし、ちいさな火柱のように揺れて見えた。

「お……」

　セシル先生は、思わず息を飲んで、

「起きて、たの？」

「いま起きたところだ、セシル」

　姿の異様さとは相反して、その声はいつになく優しげで素直な響きを帯びていた。まるでごく普通の、十五歳になったばかりの少女のもののようだった。

　セシル先生は、なにか様子がおかしい、と気づきながらも、不安を隠して、

「あのね。昨夜ゆうべ

 、とつぜんのこと、なんだけど……」

「久城が、行ってしまったのだな」

　と、静かな声が返ってきた。

　セシル先生ははっと息を飲んだ。

「……ヴィクトリカさん！　あなた、知ってたの！」

　ヴィクトリカは静かに笑った。

「なぜなら、わたしの知恵の泉に不可能などないのだよ。セシル」

「じゃ、どうして昨日、久城くんに言わなかったの！」

　解せないというように、セシル先生は首を振って、

「あの子、あなたにさよならも、言えないまま……」

「……」

　ヴィクトリカの視線はしばし、まるで亡霊を見ている仔猫のように、虚空をみつめていた。それから、人形が機械仕掛けで動くようにカクカクとした動きで、セシル先生のほうを見た。緑色の瞳ひとみ

 には、百年の時をすでに生きた老人のような諦てい
 念ねん

 と、いままさに愛と理解を必要としているちいさな子供の孤独とが入り混じって、難解な文様をつくっていた。

　セシル先生は立ち尽くして、自分には理解しがたいほど複雑な、そしてとくべつ大切な女生徒の目を、震えながらみつめかえした。

　ヴィクトリカが機械仕掛けの人形のようにパカッと口を開いた。

「セシル。わたしは昨夜、あれに別れと、思いを告げた。それで十分だ。久城には久城の生きるべき国と、生活がある。このわたしのために、沈みゆく旧大陸と運命を共にすることはないのだ」

「沈みゆく、旧大陸って……？」

　不思議そうにセシル先生は問いかえした。

「セシル。いま我々のヨーロッパは、この大陸ごと傾き、どこかに沈んでいこうとしているのだ。さながら役目を終えたちいさなチェスの駒たちのように、な。そしてわたしは、その最後の戦いの鍵かぎ

 を握っていると、父にしてオカルト省の重鎮、アルベール・ド・ブロワ侯爵から思われているのだ……」

　ヴィクトリカはつぶやきながら、ゆっくりとベッドから降りた。そうすると、大人の女性としては小柄なセシル先生の胸のあたりまでしかなくて、ヴィクトリカはやっぱりすごくちいさかった。

　壁掛け時計が、また、カチッと音を立てて針を進めた。

　セシル先生がはっと我にかえった。コートのポケットに手を入れる。

「あのっ、わたし、久城くんから手紙をっ……」

「なにっ！」

　ヴィクトリカの真っ青な頰に、薔薇色の揺らめきがほんの一瞬、宿った。それから、もう期待をするまい、希望を持つまいと素直な心を押しとどめるように、さくらんぼみたいに艶つや

 めく唇を、真珠色をしたちいさな前歯で、黙って嚙か

 みしめた。

　セシル先生が取りだした、蝶ちよう

 の絵と、東洋の島国の文字が書かれた手紙を一いち
 瞥べつ

 すると、ヴィクトリカは、

「セシル。昨夜、久城は私信が許されない状況で、これを書いて、担任教師に渡してくれと言ったのだろうな。そしておそらく、その場には、この言語を読むことができる人間がいたのだ。……ちがうかね？」

「あら、その通りよ。まるで見てたかのようにわかるのね。ヴィクトリカさんったら」

　と、セシル先生はうなずいた。

「で、蝶の絵も描いてあったから、ヴィクトリカさん宛あて

 だってわかったの。留学してきたころから、久城くんは庭園で、ちいさな金色の花や蝶にみとれてることがあってね。あるとき話しかけて、金色が好きな色だって教えてもらったのを、思いだして……」

「セシル。時間がない。裁縫用の針と、それからインクを持ってこい」

　ふいに、おそろしいほど緊迫した声が響いた。

　セシル先生はわけがわからないながらも、お菓子の家から飛びだした。

　ばたばたと急いで職員寮にもどる。お裁縫セットとインク壜びん

 を両手に持って、また庭園に出る。ひゅうっ、とつめたい風が吹いた。セシル先生はひゃあっと首を縮めた。

　今朝の静けさは、それにしても格別だった。

　──一年の初めの日。生徒も職員もほとんどいなくて、静かな朝。降り積もる雪。

　でもそれだけではなくて、なんだか……人がたくさんいるのに誰もが息を詰めて黙っているときのような、緊迫した静寂のように思えた。さっきからどうも胸騒ぎがしてならなかった。

　背後から鈍い音がして、振り返ると、真っ黒で丈夫な馬車が一台、正門を抜けて走ってくるところだった。

　後ろの荷台が、鉄製の檻おり

 になっている。幌ほろ

 で半ば隠された、不吉な檻……。この馬車を見たことがあるわ、とセシル先生は思いだした。確か二年前のことだ。あの不思議な女生徒が〝移送〟されてきた日に……。

　セシル先生は次第に足早になった。それから、たまらず走りだした。

　校舎の前を通るときに、冬期休暇に入ってから留守にしていたはずの校長と理事長の顔が、理事長室の窓から見えた。まるでいま着いたばかりのように、二人ともマフラーを巻いたままだ。険しい顔つきをして何事かを話しあっている。

　セシル先生は足元を見下ろした。そこに真新しい馬車の轍わだち

 が二台分、続いていた。校長と理事長がやってきたばかりだと教えるように。

　校長がふっとこちらを振りむいた。セシル先生の姿に気づくと、急いだ様子で手招きした。顔つきは引きつっていて、いつもとは様子が違った。

　セシル先生はとっさに、気づかなかったふりをすることにした。足早に校舎の前を通り過ぎる。窓が開く音と、「セシルくんっ、待ちたまえ！」と呼ぶ声が聞こえたのを合図に、セシル先生はお化けに追いかけられている子供みたいに、両手を上げて走って、逃げた。





「ヴィクトリカさーん！」

　寝室に飛びこんできたセシル先生に、ヴィクトリカはこともなく「……遅い！」と文句を言った。

　その話し方が、いつも通りの、不機嫌な無表情のまま、生きているなにものにも興味がないようなつめたい声色だったので、セシル先生は不思議なほどほっとした。

　無言で、お裁縫セットとインク壜を渡す。

　そのまま、待つ。

　と、ヴィクトリカが面倒くさそうにじろっと見て、

「君、もうもどっていい」

「えっ。……でも、先生はここにいるもの」

　平静を装って、にっこりする。

　ヴィクトリカに深くかかわるようになってから、彼女のために、鈍感なふりをしながらそばに張りつくことに、もうすっかり慣れていた。セシル先生の笑顔は、だから、今朝もとても自然だった。

　ヴィクトリカは彼女をつめたく一瞥すると、老女のようにしわがれた、つめたい声で、

「ふん。それならお茶でも入れたまえ。君がここにぼさっと突っ立っていたって、なんの役にもたたん」

「はいはい、お茶ね」

　セシル先生はうなずいて、寝室を出た。

　ぱたん、と扉を閉めて、キッチンのほうに歩いていく……ふりをする。

　その場で足踏みするだけの足音を、だんだんちいさくさせて、遠ざかったように装って……。

　それから、寝室の扉に耳をくっつけて、中腰になり、黙って聞き耳を立てた。

　なにも聞こえない。

　いや……。

　さら、さら、さら……と衣きぬ
 擦ず

 れの音がする。

（き、着替えてるのかしらん？）

　しばし聞き続ける。

　それっきり寝室は静かになった。

　まるで、誰もいなくなったかのように……。

　不思議な魔術でヴィクトリカが異空間に連れ去られてしまったように思えて、セシル先生はわけのわからない恐怖に囚とら

 われた。考えるよりも先に、扉に手をかけて、無言のままで開けた。

　そして、つぎの瞬間──。

　寝室で起こっていることに気づいて、声にならない悲鳴を上げた。両手をほっぺたに当てたまま、ぽかんと立ち尽くす。こわいとつぶやく代わりに、丸眼鏡に手を当てて外そうとした。それからその手を止めて、ゆっくりと眼鏡をかけ直した。

　──ヴィクトリカはそこにいた。

　ベッドの横に幽霊のように立って。

　ふかふかにふくらんだフリルの寝間着が、シーツの上に置いてあった。上半身は、金色の長い髪と、金貨のペンダントに守られているだけで、磁器でできているかのように真っ白な、きめの細かいすばらしい肌がむきだしになっていた。おへそから下は、レースと薔薇ばら

 の刺し
 繡しゆう

 がうつくしいドロワーズ姿。ふっくらと満開の花のような豪ごう
 奢しや

 なドレスを身にまとっていないヴィクトリカは、青白く瘦や

 せて、漂白された冬の小枝のような姿だった。

　全身が、ふるふると震えている。

　片手に、鋭利な針を握っている……。

　ベッドサイドのミニテーブルに、一弥からの手紙がふわっと広げられていた。

　なにをしているのかを悟ると、セシル先生は思わず「いや、やめてぇ！」と叫んだ。

　ヴィクトリカは意に介さない。

　彼女は針で、自分の染みひとつない真っ白な肌に、自ら傷をつけていた。一弥からの手紙に書かれた、東洋の文字をなぞって、一文字、一文字、自分の肌に彫っていたのだ……！　針で刺された場所がたちまち濃いピンク色に浮きでて、血が滲にじ

 む。痛くはないのだろうか。不気味なほどの無表情だった。

　セシル先生が教師らしくつかつかと近づいて、針を取りあげようとした。するとヴィクトリカは飛びあがり、狼そのものの声で、ぐるるる……と威嚇した。

「だめよ。どうしてこんなこと！」

「これしか、方法がないのだ」

　答えるヴィクトリカの声は静かだった。聖マルグリット学園にやってきてから、すこしずつ変わり始めた、ヴィクトリカの人間らしさ、時折見せる柔らかなかわいらしさが、一弥の存在とともにここから永遠に去ってしまったようだった。今朝のヴィクトリカは、最初に見た日と変わらないぐらい、感情というもののまるでない、ひんやりとつめたい横顔を晒さら

 していた。人に慣れないちいさな獣、そのままに。

「いけませんっ。針を返して！」

「……ほかにどうすることもできん。ゆえに、これが最適の対処法なのだ」

「いったいなにをしてるの？　頭がおかしくなっちゃったの？　ヴィクトリカさん、お願い、落ち着いて。だって、手紙を大事に持っていればすむことなのに」

「ふんっ。手紙など持って、ここを出られるものか。セシル」

　抑揚のまるでない声。それからヴィクトリカは、また、ぐるるる……と低く唸うな

 った。

　そのとき、お菓子の家の外から鈍い足音が聞こえてきた。どうやら男たちの、それも複数の足音だった。こんなに朝早くから……？　そんなことはこれまでなかった。セシル先生は寝室の扉をそっと開けて、居間の窓越しに、いったい誰がやってきたのかと確かめようとした。男たちの黒い不吉な影が窓の外をすーっと通りすぎていく……。

　セシル先生は扉をそっと閉め、生徒のほうに向きなおった。ひどく混乱しながらささやいた。

「ねっ、これってどういうことなの……？」

　ヴィクトリカは静かな声で、

「つまり、わたしもまたここから移送される運命だということだよ」

「えっ……？
 」

「そして、二年前、聖マルグリット学園にきたときのように、わたしはまた、なにも持たずにここを去ることになる。書物も、ドレスも、お菓子も……。ただ、頭の中に残る知識と、思い出だけが、なにも所有することなく生きるわたしの、唯一の、目に見えない荷物だ」

「ヴィクトリカさん。いま、外に……。男の人たちがたくさん……」

　セシル先生が震える声でつぶやいた。

「そう、もう時間がないのだ。セシル、わたしにはこの手紙を持って学園から出ていくことはできない。かといって、異国の文字を記憶するのは至難だ。また、このさきも、わたしが正気を保ち……この手紙の存在を記憶し続けることができるのかはわからないのだ。それなら、肌に……」

　ヴィクトリカは、激しい痛みに耐えているためか、表情はまったくないままひどく青白い顔をしていた。

「肌に刻めばよい。そうすれば、いつか再び、わたしの黒い死神に逢あ

 えるかもしれないのだから」

　一度、言葉を切った。

「かすかでも、いいのだ。たとえ夢でもいいのだ。わずかな希望もなしに、ここを出ていきたくはない。絶望だけのせまい牢ろう
 獄ごく

 に、再びもどるには、わたしという獣は、まばゆい光を見すぎてしまった……」

　人形のようだった表情に、かすかに微笑みがよぎった。

　どんどんっ、と玄関をたたく音がした。

　セシル先生は立ち尽くしていた。はっ、と息を飲む。あわてて半裸姿のヴィクトリカに水色のシーツをふわっとかけた。それから寝室を出て、玄関のドアを開けた。

　校長と理事長、それから役人らしき男たちと言い争う声が聞こえてきた。どうやらソヴュール王国の役人らしい。

　男たちの武骨な足音が響きわたった。

「いや、荷造りの必要はない。本人さえいればいいのだ。だから、今朝は教師の出番などは……」

「でもっ、レディは着替え中です。それぐらい待っていただかなくっちゃ」

　寝室に入ろうとした役人たちは、シーツにくるまっただけのヴィクトリカの姿を見ると足を止めた。つまらなそうに肩をすくめて、

「五分、いや、三分やろう。適当に着替えさせろ！　なんでもいい！」

「まったく、殿方は早く出てってくださいな。起き抜けで髪も梳す

 いてないってのに。いやねぇ、もぅ。ほら、ほら、校長も！」

　セシル先生はぷりぷりと怒っているような顔をして、男たちを追いだした。

　後ろ手に、ぱたん、と扉を閉じる。

　途端に表情が変わって、顔色もすーっと蒼そう
 白はく

 になった。

　さらっと衣擦れの音がして、水色のシーツが床に落ちてひろがった。

　そこに半裸で立ったヴィクトリカは、水から上がってきたばかりの少女のヴィーナスのようだった。

　セシル先生の顔が、悲しそうに歪ゆが

 む。ヴィクトリカにじっと見上げられて、うなずいた。こっちにこい、と目で合図されて、ふらふらとヴィクトリカに近づいていく。手も足も、こわくって震える。泣きそうになる。ずり落ちてきた眼鏡を上げながら、ヴィクトリカの前に両りよう
 膝ひざ

 をついて、座った。

　針を渡される。

　震える手で、受け取る。

　ヴィクトリカが自ら彫った文字は、胸の下から始まってお腹の下にかけて、斜めにぐるりと回っていた。

　脇から背中にかけて、手の届かないところを、セシル先生は代わりに彫った。

　雪のように白い肌。

　ちいさな傷一つない。それでいて薄く繊細で、ほんとうに見事な膚はだ

 だった。旧大陸に巣くう古い神々たちが作った、精巧な人形のような姿……。こんなにうつくしく、完かん
 璧ぺき

 なものがこの世にあるのかとおどろくほどの美び
 貌ぼう

 。その膚を、自分のお裁縫セットから出したつまらない針などで汚していくなんて、あまりにもこわかった。理屈抜きで、神さまの目前で禁忌を犯しているという畏い
 怖ふ

 があった。

　それでも、震える手で、セシル先生は一弥の残した文字を彫り続けた。

「痛く、ない？」

「……なにも、感じん」

「う、噓ばっかり！　ヴィクトリカさんが人一倍、痛がりの生徒だって、先生、よく知ってるもの！」

「こんなものは、平気なのだ」

　子供みたいな口調で、ヴィクトリカがつぶやいた。

　薄い扉を隔てて、役人たちがいらいらと歩き回る足音が響く。いまの時間と、道筋、到着予定の時間などをせわしなく相談し合う低い声も聞こえてくる。

　ヴィクトリカは緑の瞳ひとみ

 を見開き、心などもともと持っていないかのようにつめたい横顔を見せながら、ピンクの花柄の壁をみつめていた。

　静かな声で、

「セシル。わたしの体は、これまでとても粗末に扱われてきたのだよ。ほかならぬ父によって、塔に閉じこめられ、長い間、鎖に繫つな

 がれていた。世話係のメイドや下男によっても……。わたしの体はずっと、自分の手ではどうすることもできない状況によって、そしてほかならぬ自分自身によって、虐げられてきたのだ。そのことを疑問にも思わず、わたしはひたすら書物の海におぼれながら、ただ生きてきた。だが、あいつだけが……」

　なにかを思いだすように、ヴィクトリカは目をかすかに細めた。その場にはいない誰かに抱擁されたかのように、ゆっくりと身をすぼめた。優しげにふっと小首を傾げて、

「あの、不思議な黒い死神だけが……」

「久城くん、ね」

「このわたしを、宝物と認識したのだ」

「えぇ。先生も、知ってるわよ」

「おかしなやつだなぁ」

　ヴィクトリカはもう一度、かみしめるように、

「ほんとうにおかしなやつだ……。久城は……。このわたしなどを……」

　そうつぶやいて、くっとうつむいた。

　二人を出会わせることになった、あの春の日。東洋からの留学生の少年に、プリントを持って図書館塔に行くようにと命じた午後の一時のことをセシル先生は思いだした。泣きそうになりながらも、懐かしくって、垂れ目がちのおおきな瞳を細めて、にっこりと微笑む。

「だから、な……。セシル」

「ん」

「これぐらいの痛みは、まったく平気なのだ。いまのわたしは、すこしの汚れもない虚無よりも、汚濁の海を泳ぎ切った向こうにある、一寸の希望を求める者だ。そして、その希望とは……」

　ヴィクトリカがそっと目を閉じた。

「あの少年の姿をしている」

　そのとき、扉の向こうで役人たちが、

「おいっ、まだか。着替えにどれだけかかってる！」

　と叫んだ。

　ヴィクトリカが目を開けた。インク壜びん

 を手にする。まるで毒を飲み干す王妃のように、気高く掲げると、真っ白な肌にかけようとした。

　セシル先生が、金色の髪をまとめて、頭上に持ちあげてやった。

　インクが白い膚を伝っていき、床に向かって垂れ落ちた。水色だったシーツをも真っ黒に染めていく。

　この世に確かにあるが、これまでのヴィクトリカが直接触れることのなかった、ある種の汚濁、外の世界のすさまじい雑音、そして紅ぐ
 蓮れん

 の炎に取り巻かれたおそろしい未来……。秘密の楽園たるヴィクトリカの心と体への、それらの乱暴な来訪を予言するように、インクは不吉に流れて、そのちいさな体を取り巻いていった……。

　真っ白な肌に、刺いれ
 青ずみ

 をしたように、黒くて細い文字がぐるぐると刻まれて浮かびあがった。

　痛みに体を震わせ、真珠色をしたちいさな歯をカチカチと鳴らしながら、ヴィクトリカはしばし呆ぼう
 然ぜん

 と立ち尽くしていた。自らのちいさなからだの、片道切符の変化に、いまさらながら静かにおどろいているかのように。

　セシル先生が、シーツで丁寧に拭ふ

 いてやる。

「ヴィクトリカさんっ。なっ、なっ、なっ、なにを着る？」

　と、セシル先生の歯の根はあっていなくて、小柄な体がふるふると震えていた。

　ヴィクトリカはセシルのほうを振りむき、

「そうだな。セシル……。君が用意してくれたものの、一度も袖そで

 を通すことのなかった、あれを着ようか。なかなか皮肉なことだがね」

「えっ？」

　セシル先生が首をかしげる。

「約二年前、わたしは、得体のしれぬちいさな獣として聖マルグリット学園に移送されてきた。しかし今朝は、獣などではなく、教師への敬意を知る、君の生徒としてここを出ていこうではないか」

「あっ……！
 」

　ヴィクトリカは緑の瞳をらんらんと輝かせながら、担任教師の顔をじっと見上げた。月よりもつめたい光。知性と倦けん
 怠たい

 と諦てい
 念ねん

 と孤独の影から、愛を求め続ける、一滴の瞬きが覗のぞ

 いた。

「セシル・ラフィット。いままでありがとう。君はこの灰色狼の、おそらく短い生涯でも、最高の教師だった」

　セシル先生はなにも言わなかった。悲しみとうれしさと、喪失と永遠と、怖さと愛いと

 しさと。相反する感情の大波に、たちまち飲みこまれてしまって……。

　ただ思いっきり両腕を広げて、目をつぶって、黙ったまま、ちいさくてかわいいヴィクトリカ・ド・ブロワをぎゅうっと抱きしめた。





「遅いじゃないかっ。……おっ!?
 」

　ゆっくりと寝室の扉が開いた。

　静かに出てきた灰色狼を見下ろした役人たちは、一瞬、声を詰まらせた。背後で怯おび

 えながら待っていたらしき校長と理事長も、その姿を見ると、おどろいてからだをのけぞらせた。

　──ヴィクトリカは、聖マルグリット学園の制服に身を包んでいた。

　紺色を基調にしたジャケットとプリーツスカートに、リボンタイ。白靴下にシンプルな革靴。見事な輝きを持つ金色の髪は、二房のゆるめのおさげにして左右にふわっと垂らしていた。これまでほとんど日に当たることのなかった、細くて白いふくらはぎの、ひどくきめ細かな膚はだ

 が、寒々とこころもとなく輝いていた。

　その頰はおどろくほど青白い。唇まで色をなくして、なにかに耐えているようだ。

　スクールガール風の恰かつ
 好こう

 とは裏腹に、片手に陶製の白いパイプを持って、ぷかり、と吹かしている。ゆっくりと歩くたびに、一歩一歩、ナイフでどこかを切り刻まれているかのように痛そうに、体を震わせた。腰の後ろについた紺色のシンプルなリボンが、ふわっ、ふわっ、と揺れる。

　この制服に隠された細い体に、異国の黒い文字が刻まれているなどと、誰が思うだろうか。

　やはり、荷物はなにも持てないようだった。役人たちに、物のように雑に扱われて身体検査されて、なにも所持していないことを確かめられる。背中を乱暴に押されて、とととっ……と歩みを乱しながら、ヴィクトリカはお菓子の家を出された。セシル先生も涙を拭きながらついていく。

　迷路花壇を、まるで十字架を背負って丘を登る男のようによろよろとよろめきながら、ヴィクトリカは進んでいった。

　花壇を出たところに、黒い巨大な馬車が待っていた。不吉な城がそびえるような、圧倒的な存在感だった。ヴィクトリカは恐怖を感じたのか、息を一つ、おおきく吸った。

　今朝のフランス式庭園は、異様な静けさに覆われていた。鳥も鳴かず、雪もどさりと音を立てて落ちることなく、風さえもぴたりと止まっている。まるで、時までも息を詰めて彼らの様子を見下ろしているようだった。

　馬車の横に、今日はナイスポーズをすることなく、物憂げにもたれて、グレヴィール・ド・ブロワ警部が立っていた。今朝も、真っ白な乗馬用コートに、ブーツ。袖には銀のカフスボタンを輝かせている。

　彼もまた、制服姿で出てきた妹の、実年齢よりもずっと心もとない、女学生風の雰囲気におどろいたように目を見開いた。

　すると、ヴィクトリカは不機嫌そうな低い声で、

「朝から、兄貴のばか面か！」

　ブロワ警部はしばらく黙っていたが、やがていつも通りの声色で、

「……とうとう、お迎えだ。我が妹よ」

　ヴィクトリカはつめたい響きで問うた。

「さて、わたしは再びブロワ城に連れもどされるのかね。……いや、ちがうのだろうな。もしもつぎの嵐がやってくれば……つまりは大規模な戦争が世界に訪れれば、戦局は刻一刻と変化する。それを見越して、おそらくソヴレムのどこかに連れて行かれるのだろう。……ちがうかね？」

「そうとも。行先はソヴレムだ！」

　ブロワ警部は顔をそむけて、吐きだすように言った。その横顔はいつになく青白く引きつっていた。

　そして「──乗れッ！」と檻おり

 を指さした。

　ヴィクトリカはそれを見ると、苦しげに一度、息を吐いた。





　鉄の檻に、ばさっと分厚い幌ほろ

 がかけられる。ずいぶん大柄な御者が、黒い鞭むち

 をしならせた。

　馬がいなないて、雪道を走りだす。

　ヴィクトリカが檻の中で身じろぎした。それから床を這は

 って、鉄格子越しに指を伸ばし、幌を持ちあげようとした。

　すると、雪に覆われたフランス式庭園に立って、飛びあがりながら、両手をばたばたと振っているセシル先生が見えた。涙があふれているけれど、ヴィクトリカになんとか笑顔を見せようとしていた。もしかすると、学園で最後に見たものの記憶を、笑顔にしようとしてくれているのかもしれない。

　そこに立っているのはセシル先生だけだったけれど、ヴィクトリカの目には、久城一弥、アブリル・ブラッドリー、寮母のゾフィなど、見知った顔の数々がそこにいて、微笑みながら自分に向かって手を振っているような幸福な幻が一瞬、浮かんだ。

　幻はすぐにかき消えていく……。

　泣きながら笑っているセシル先生の姿も、たちまち豆粒みたいにちいさくなって、遠ざかっていく……。

　ヴィクトリカは眩まぶ

 しそうに目を細めて、見上げた。

　雪に覆われたアルプス山脈の、途方もなくおおきな姿が視界いっぱいにそびえていた。人間一人一人のちいさな手では、とても太刀打ちできない、自然と時間の巨大な力を感じさせる、じつにおそろしい眺めだった。

　手前に、アルプス山脈と比べればなるほどささやかなものだが、人が造ったものとしてはなかなか見事と言える、広大なフランス式庭園が広がっている。

　そしてその奥に、石造りの荘厳な塔が建っていた。中世からそこにあるという聖マルグリット大図書館。ヨーロッパの知識と魔術と歴史そのものが詰めこまれた、壮大なる知の殿堂。ヴィクトリカが縦横無尽に読みつくした、古今東西の難解な書物たちの巣そう
 窟くつ

 が、去っていくちいさな金色の主を、黙ってみつめかえしていた。

　馬車がおおきく揺れた。

　正門をくぐった。

　村道に出ると、視界から、庭園も図書館塔もたちまち消えてしまった。冬の道が真っ白に染まっていた。

　一年の始まりの日の朝──。

　道にはほとんど人影がなかった。その代わりに、家々の窓がカーテンを開け放されていて、暖炉を前に団だん
 欒らん

 する村人たちの顔が時折、見えた。炎に赤々と染まりながら、どの顔も楽しそうに笑っていた。ときどき、村道をすごい速さで飛ばしていく不吉な黒い馬車に気づいて、眉まゆ

 をひそめながらこちらを振りむく顔もあった。

　馬車は村を飛びだし、森に入っていった。

　朝なのに、暗い森。高い樹木が茂って、葉を落としたいまは、黒と白のモノクロームの景色がどこまでも広がっている。生き物の気配もなくて、寒々と凍りついている。

「……貴様、なにをしている？」

　座席から、ブロワ警部が咎とが

 めるように声をかけた。

　檻の隅に座って、外に目を凝らしながら、ヴィクトリカがちいさな声でなにか返事をした。聞き取れなかったらしく、ブロワ警部が「おい、なんだ！」と聞きかえした。するとヴィクトリカは低く、

「追憶の材料を集めているのだよ。トンガリ頭」

「はぁ？」

「わたしは……」

　ヴィクトリカはゆっくりと向き直った。頰は相変わらず蒼そう
 白はく

 で、痛みか悲しみに耐えているかのように、唇が震え続けていた。

「わたしは、思うのだ」

「なにをだ。このできそこないの灰色狼め！」

　ヴィクトリカは、震える低い声で、

「これきり、もう二度と外に出られないのなら。わたしの残りの人生は、牢ろう
 獄ごく

 の中で、一人ぼっちだ……。追憶の整理と再構成、完成したと思ったら、またばらばらにして、再構成する……。そのくりかえし……。つまりは過去の夢に費やされることに、なるのだ……」

「……」

「どちらにしろ、短い時間だ……。わたしはこの戦争が終わるまでの命だろうからね。グレヴィール」

「……そんなことは、わたしは知らんよ」

　と、ブロワ警部が不愉快そうに顔をそむけた。その横顔はなにかの感情を押し殺しているかのように硬く、妹のそれと変わらないぐらい、血の気が失う

 せて青白かった。

　なにも意に介さず、ヴィクトリカは森の情景に目を凝らしていた。そこに、実際にはいないなにかの影を感じているかのように。いったいなにが視えているのか、檻から手を伸ばして風に触れようとした。かすかな笑みが頰を震わせた。

　その横顔を、ブロワ警部が、迷うように、半信半疑の表情を浮かべて盗み見た。なにごとかを考えている。顎あご

 に片手を当てて、もう片方の手で、尖とが

 った髪の先っちょを幾度も撫な

 でながら、いつまでもじっと観察し続ける……。

　しばらくして、ヴィクトリカが、

「なんだ、気味悪い。じろじろ見るな！」

「いっ、いや。その……」

「おおかた、とうとう黄泉よみ

 の国のような牢獄にもどされる妹の姿が、うれしくてたまらんというわけだろうな。ふん！」

「そっ、そんなこと、誰も言ってないだろうがっ。ふん！」

　いつになく青白い頰をした妹と兄は、そっくりな仕草で、同時にそっぽを向いた。

　馬車は走り続けている。

　ヴィクトリカは外をみつめながら、小声で、

「十五個目の謎は……」

「は？」

「もうっ。兄貴は黙っていてくれたまえ。独り言だ！」

「き、気になるじゃないか」

「わたしは、ただ、久城が……」

　ヴィクトリカはうつむいた。と、途端にブロワ警部が興味を持ち、ぐいっと身を乗りだしてきた。檻の中に尖った髪の先が入ってきて、ヴィクトリカはいやそうに身を縮めた。

「なに、久城くんがどうした？」

「わたしの誕生日に、十五個の謎を所望したところ、あと一つ残したところで、昨夜、強制送還の憂き目にあったのだ」

「あぁ、夜遅くのことだろう？」

　ブロワ警部はうなずいた。尖った髪の先が上下におおきく揺れた。

「ちょうど警察署を出たところで、連れて行かれる久城くんをみかけて、わたしもおどろいたよ。まぁ、すぐに事態を察したがね。各国の大使館が、ほかならぬこの旧大陸から人を避難させ始めたところだったから」

「ふん。貴様も夜中までご苦労なことだな」

「しかし、久城くんらしいな。一つ残して、時間切れ、か……」

「いや……」

　ヴィクトリカは首を振った。

「あのならず者の、南瓜カボチヤ

 頭の、とうへんぼくの、下僕は、じつのところ、最後にして最大の謎をわたしの胸に残していったのだと、いま考えていたのだ」

「最後にして最大の謎？　ふむ、それはいったいなんだね？」

　ブロワ警部はドリルの先を天に向けるようにして、妹に問いかえした。

　馬車がおおきく揺れた。きっと川のそばを走っているのだろう。外から寒々しく激しい水音が聞こえてきた。

　ヴィクトリカは外の景色に再び、目を凝らしながら、

「この思いが、いったいなにか、だ」

「えぇっ。なにって、貴様……」

　ブロワ警部が甲高い声で叫んだ。

「……む？」

「そんなの、決まってるじゃないか！」

　ヴィクトリカが気味悪そうに、

「なに、決まっている、だと？　兄貴のくせに偉そうに。……では聞こう。これはいったいなんだね？」

「そ、それは、その……」

　ブロワ警部があきれたような顔をして、なにかを言いかけた。でも、不安そうで、悲しそうで、そのくせ怒っているような異母妹の横顔を睨にら

 むと、結局、黙ったまま腕を組んだ。

　また、迷うような視線でヴィクトリカをじっと観察し始める。

　馬車は激しく揺れながら走り続けた。空は灰色に染まり、森は裸の枝と積もった雪でどこまでもモノクロームに広がっていた。





　──ソヴレムの街は一変していた。

　舗道にあふれていた紳士や淑女の姿もなく、馬車と自動車が走るはずの道路もがらんとしていた。

　デパートも、小売店のショーウインドウも、分厚いカーテンを閉めて鍵かぎ

 をかけている。そのためか、昼間なのにずいぶん薄暗く感じられた。通りにはやけに警官の姿が目立った。

　黒い馬車は、がらがらに空す

 いた大通りを走ってどこかに向かっていた。シャルル・ド・ジレ駅を通り過ぎ、警察署やデパート〈ジャンタン〉の前を通り、ゆるやかな坂道を登っていく。

　ソヴレムの郊外。下町近くの、おおきな公園が広がる辺りに近づいていく。

　馬車の中で、ヴィクトリカが震えた。

　この地域には、中世から使われている石造りの監獄〈黒ソレイユ
 い・
 太陽ノワール

 〉があった。国王の座を巡って貴族たちが争った時代には、政敵を閉じこめ、隣国との戦争が絶え間ない時代には、フランスやドイツの捕虜が収監された。そして宗教戦争の時代にも。いつの世でも、ソヴュール王国によって捕えられた重大な咎人はここに連れてこられた。そしてほとんどの場合は監獄の中で命を落とし、つめたい骸むくろ

 となって出ていった。二度と外に出て太陽を仰ぐことのできなかった過去の囚人たちの憎しみと絶望に覆われ、昼間でも、黒い太陽の名にふさわしい巨大な丸い形の塔は、暗く靄もや

 がかかっているように見えた。

　今日、ここに連れてこられたのが誰なのか、ソヴレムの下町に住む人々にはわからなかった。でも黒い馬車が走ってくると、大人も子供も、咎人に同情するように、同時にその運命を恐れるように、眉をひそめて見送った。

　分厚い幌ほろ

 が揺れて、一瞬、学園の制服を着た、金色の髪をおさげに垂らしたちいさな少女の姿が見えた。

　人々はびっくりして顔を見合わせた。あの監獄に、よりによって子供が入れられるなんて。もう数百年も前の、王座を巡って貴族が争った時代以来、なかったことではないかと小声で言いあった。

　ちいさな少女は、いったいどんな罪を犯した、誰なのか……。

　それは、下町の人々にはわからないことだった。

　馬車は蹄ひづめ

 を鳴らしながら駆けて、跳ね橋を通り、たちまち〈黒い太陽〉の内部に走りこんでいった。





　監獄の中は、昼でも真っ暗だった。

　馬車から出された少女は、ちいさく息を吐いた。息は氷のように冷たくて、白く染まっていた。

　彼女が果たして、政治犯なのか、凶悪な犯罪を犯した危険人物なのか。なんなのか、監獄で働く人々にも知らされていなかった。ちいさくて、制服姿で、顔を見ればビスクドールと見まごうほどにうつくしい、そしてひどく無力に見える少女の姿に、誰もが不審の念を持って見守った。

　床も壁も天井も石でできた、暗い廊下を歩く。ぐるぐると回って、入り口がどこだったかもわからないほど歩いた後、ようやく、廊下の行き止まりにあるちいさな四角い部屋についた。役人に肩をつかれて、よろめきながら、ヴィクトリカは部屋に入った。

　真ん中に粗末な椅子がひとつあるきりだった。

　役人たちとブロワ警部が部屋から出ると、ヴィクトリカは壊れかけた人形のような動き方で、椅子に腰かけた。

　かちゃーん……。

　音が響く。外から鍵をかけられた。

　ヴィクトリカは目を見開いて、虚空をみつめた。

　これまでのこと……。聖マルグリット学園に移送されて、図書館塔とお菓子の家を与えられて、担任の教師にすこしずつ慣れていき……。遠い異国からやってきた久城一弥と出会って、仲良くなり……。アブリル・ブラッドリーなどとも話すようになり……。そうしたことすべてが、ほんの一瞬、眠ったすきにうっかり見てしまった、楽しいけれど、自分にはけっして手の届かない夢のように感じられた。

　あれはほんとうにあったことなのか？

　久城、君という男は、いたのか？

　そう感じて怯おび

 えたときに、胸の下から背中にかけての鈍い痛みが、いたよ、と告げるように狂おしくうずいた。

　いたのだ。

　わたしは確かに、異国からやってきた黒い死神と出会った。

　たのしいときをともにすごしたのだ。

　そして、失ったのだ。

　──これから始まるであろう、長い、追憶の日々よ！

　ヴィクトリカはゆっくりと目を閉じた。

　さくらんぼのようにつやつやの唇の端に、なぜかかすかに笑みが浮かんだ。あたたかいなにかが、四角い部屋を、幻の金色の蝶ちよう

 のようによぎっていった。






　　　　２






　その日の夕刻──。

　ソヴレム郊外の巨大監獄〈黒い太陽〉に、一台の馬車が到着した。

　銀色の長い髪を、馬の尻尾しつぽ

 のように無造作に結び、しゃれた片眼鏡をかけた、一見して貴族らしい風ふう
 貌ぼう

 の壮年の男が、さっそうと降り立った。

　オカルト省の役人たちが取り巻いて、出迎える。

　男──アルベール・ド・ブロワ侯爵が、目を細め、傍らの役人に、

「あれは、どうしている？」

　と聞いた。

　声は低くて、なんともいえないいやな臭気を帯びていた。目元は真剣だが、唇の端は楽しそうに緩んでいる。

　問われた役人は、重々しくうなずいた。

「いまのところ、静かにしております」

「だが油断するな。嚙か

 まれるぞ！」

　そう言いながら、ますます、いまにも笑いそうになる。

「あいつらはじつに凶暴だ。仕方がない、もともと、人間ではないのだからな。旧大陸の叡えい
 智ち

 のすべてを内包する、静かなる獣の末まつ
 裔えい

 。それとわたしの血を融合した、まったく新しい道具。そう、あれこそすばらしい兵器なのだ……！」

　役人たちが一斉にうなずく。

　ブロワ侯爵は床を滑るように、音もなく歩きだした。石に覆われた廊下をするすると歩いて、奥の部屋に進む。

　鉄格子のついたちいさな窓がある、石の扉が、暗闇の中に浮かびあがっていた。

　その横に、ブロワ警部が思案顔をして立っていた。片手を腰に当て、もう片方の腕は高く伸ばしたポーズで、やけに難しい顔つきをして考えこんでいる。足音に気づいて、振りむく。父親の姿を見ると、あわてて直立不動になった。どうやらいまだに父親が恐ろしくてならないらしい。

「ご苦労だったな、グレヴィール！」

　と、ブロワ侯爵は低い声を出した。片頰をゆがませて笑うと、

「ここまでの移送中、狼は暴れなかったかね？」

「あっ、はい。父上。今朝はとてもおとなしくって……」

　息子は緊張した面持ちでうなずいてみせた。それから鉄格子越しに部屋の中をちらっと見て、小声で、

「いまも、もうまったく……」

「油断するな！」

「はい。しかし……」

　ブロワ警部が反論しかけて、口を閉じる。

　その顔をみつめていたブロワ侯爵が、うなずいて歩を進めた。息子はびくっと肩を震わせて、おおきく三歩ほども避けた。鉄格子越しに部屋の中を覗のぞ

 いたブロワ侯爵は、にやっとうれしげに笑った。黄色くなった奥歯が、色のない唇の端から覗く。

「ほぅ。だいぶ弱っているようじゃないか」

　まるで歌うような、楽しそうな声色だった。





　──鉄格子の中。

　つめたい石の部屋で、粗末な椅子に腰かけた少女、ヴィクトリカ・ド・ブロワは、深い緑色の瞳ひとみ

 を虚うつ

 ろに見開いて、唇もパカッと開けて、まるで壊れかけた人形が椅子の上に捨て去られたかのように、体の力を抜いて、いまにもずり落ちそうなポーズでちいさな体を投げだしていた。





　巨大監獄〈黒い太陽〉から、アルベール・ド・ブロワ侯爵がゆっくりと出てきた。

　一年の始まりの日の午後早い時間だというのに、遠くから射す太陽は、確かにいつもよりも暗くて、煉れん
 獄ごく

 の炎を燃やし始めているかのように見えた。黒いスーツに身を包んだオカルト省の役人たちが、その奥に大事な兵器を隠した巨大監獄を、何重にもぐるりと取り囲んでいた。夜よりも暗い輝きを宿した日射しが、彼らを寒々と照らしている。

　ちいさな金色の蝶が、すーっと視界を横切ったような気がして、ブロワ侯爵は思わず目を細めた。片眼鏡の奥で、諦てい
 念ねん

 と絶望が冷えて固まった氷の玉のような緑の瞳が、かすかに揺れた。

　しかし、どうやら気のせいだったようだ。第一、こんな真冬に、生きている蝶など現実にいるはずはないのだから……。

　ブロワ侯爵は先のとがった革靴を高らかに鳴らして、また歩きだした。ずらりと並んだ役人たちの間を通り過ぎ、馬車に乗りこむ。おおきな黒い馬車は、金色の飾り鋲びよう

 や巻まき
 葉ば

 装飾、ラシャ布のカーテンが取りつけられた、貴族仕様の中でも最上級の物だった。見事な毛並みの馬が二頭、もの悲しげな甲高い声で、一度ずつ鳴いた。

　おどろくほどサディスティックな手振りで、御者が馬に鞭むち

 をふるった。馬が飛びあがるようにまた嘶いなな

 く。

　馬車が走りだした。





（とうとう近づいてきたのだ。あれが……）

　馬車の中で、ラシャ布のカーテンに浮かぶ模様を睨にら

 みながら、ブロワ侯爵は独りごちていた。

　緑の瞳は半ば濁って沈み、絶望の中を、長い時を過ごしてきたとわかる不気味な静けさを湛たた

 えていた。色のない薄い唇は、残忍さを隠すことなく緩められている。妙に赤い舌が覗いて、蛇のそれのように細かく動いた。

（二度目の、嵐ッ──！
 ）

　蹄ひづめ

 の音が不吉に響いている。嵐の到来を予感させるように、遠くで雷鳴が轟とどろ

 いたのも聞こえた。郊外の道を進む馬車は、風に煽あお

 られたように時折激しく揺れた。

　森のそばを通っているらしい。ほぅぅ、と梟ふくろう

 の啼き声が聞こえた。とたんにブロワ侯爵はくっと目を細めた。その啼き声が合図だったように、とつぜんふっと昔の記憶がよみがえってきたのだ。

　カーテンの模様が、馬車の揺れに合わせて勝手に動いて、徐々に形を変えていく。

　過去がカーテンに映っている。ブロワ侯爵には血塗られた己の魂の歴史をうつす走馬灯のようにも感じられた。

　侯爵の記憶にある、時が遡さかのぼ

 っていく様子が、途中で一度、ジジッ……と音を立てて停まった。

　布の上に浮かぶ模様が、見たことのある男の顔に変わっていく。いや、男ではなく……。そう、これは……人形の顔だ！

　ほんの数年前のこと──。

　気まぐれに足を止めたサーカス一座の隅で、古めかしい機械オート
 人形マタ

 をみつけた。そう、あれはターバンを巻き、カールした髭ひげ

 と浅黒い膚はだ

 をしたユーモラスな男が座った形のチェスドールだった……。

　わずかな金を払い、機械仕掛けの怪しげな人形とチェスの勝負を始めたものの、その間中、なぜか体中の毛穴が開き、髪が総毛だつような謎めいた緊張と興奮を感じ続けた。

　人形との一局は、どちらも、相手のキングを落とせないまま一つも駒を動かせなくなるという、珍しい結果……ステイルひき
 メイトわけ

 に終わった。そして、ブロワ侯爵は正体のわからない苛いら
 立だ

 ちを胸に抱えながら、サーカスを後にしたのだ……。

　しかし、なぜいま急に、あのことを思いだしたのだろうか……。

　ふっ、とカーテンが揺らめいて、もっと遠い過去へと追憶の波を揺らしていった。幻の強い風が吹いて、カーテンの奥に飛ばされたチェスの駒たちが、すこしずつ人の形に変わっていった。ブロワ侯爵自身の姿もまた、そこにあった。彼はどんどん若返っていき、少年となり、さらにちいさくなっていった。

　ブロワ城で過ごした幼い日々へと、心が飛ばされていく……。うつくしくてか弱い母親と、聡そう
 明めい

 な兄とともに暮らしていたころに……。

　母親は二人の息子を平等に愛しているようだったが、ちいさな弟にとっては、平等では足りなかった。幼い頃から、アルベールにとって、愛とは支配することで、独り占めするべき素晴らしい光だったのだから。母とよく似た、やさしくて穏やかな気質の兄の存在は、弟の行く手を阻む、邪魔な岩のようなものだった。

　森の洞どう
 窟くつ

 に隠れ住んでいた、怪しい老婆──古き生き物たちの一匹だ──から教えられた魔法の呪文を、アルベールは朝も夜も唱え続けた。するとある日、兄が庭園の奥にある池に落ちて、あっけなく溺おぼ

 れ死んだ。母はもちろん身も世もなく嘆き悲しんだが……。ちいさな弟アルベールのほうは……。

　ラシャ布のカーテンの模様に、そのときの自分の、まだ幼い顔いっぱいに浮かんだ邪悪な笑みが、うつっている。

　あれがたまたま起きた事故だとは、いまでも思わない。アルベールは幼くして、ほしいものを手に入れる方法を知り、人生の答えを得たのだ。また、これ以降、古いにしえ

 から伝わる不思議な力の存在を強く信じることとなった。洞窟の前に金と真珠を置いて、オカルトの精たる古き生き物に礼をした。

　兄が継ぐはずの家督まで彼の手に落ちてきたのは、当初の目的ではなかった。

　しかし、やがて母も病に倒れて死に、城には父親とアルベールが残された。

　ほら……カーテンにうつっている！　一人きりで窓辺に立ち尽くす少年の背中が。母の魂を復活させたくてたまらず、それは可能だと信じていたから、初めは周囲の人々におどろかれるほど冷静で、葬儀の日もそう悲しまなかった。だが、急いで森の洞窟に向かい、そこでみつけたのは……。金と真珠を胸に得意げに飾ったまま、死して長いと見える老婆の死し
 骸がい

 だった。アルベールは怒り、金と真珠を奪い返した。このとき初めて涙を流し……一人とぼとぼと城にもどったのだ。

　自分が母をほんとうに失い、その魂も肉体も二度と復活させられないのだと、長い時間をかけて気づいた。そのとき、アルベールは悲しみよりも、怒りと恨みを抱いたのだった。

　父が籍を置いていたオカルト省に興味を持ったのは、早くもそのころのことだ。アルベールはたちまち魔法や錬金術にのめりこんだ。母を無条件に慕ったように、生まれた国ソヴュールを愛したし、そのために役立つと信じたために、ますますオカルトにのめりこむこととなった。

　あのころ世界を支配したかった。

　そして、愛をも支配したかった。

　──カーテンの皺しわ

 に、リヴァイアサンの姿が現れた。ソヴュール王妃ココ＝ローズと禁断の関係に落ちた、謎の錬金術師。目の前で白薔薇ばら

 を鮮やかな青に変えてみせ、なにもないところから金を造りだし、また、オカルト省とも密接な関係を結んだ……。

　これこそ、求めていた男！　世界を我が手にするために必要な力！　この男さえ手中にすれば、我々は！

　しかし彼も、また……！

　世界を襲った最初の嵐、世界グレート
 大戦・ウオー

 を前に、科学アカデミーを敵に回し、国王に恐れられ、王立騎士団によって追われた。ソヴュール王国のためにどこまでも戦うホムンクルスを造る、という、アルベールの見果てぬ夢をくだいて……。

　さて──。

　つぎにカーテンの皺に現れたのは、踊る少女だ。

　金色の髪にちいさなうつくしい顔。陽気に歌って踊るが、緑の瞳ひとみ

 には隠された悲しみ、故郷を追われた咎とが
 人びと

 の絶望が静かにけぶっている。

　まさか！　古き生き物たちの末まつ
 裔えい

 を、こんなソヴレムの夜の街でみつけるとは！　なんという幸運だろう！　リヴァイアサンを失ってからの長い失意の日々が、ついに終わりを告げるのだ……。アルベールは歓喜に震えた。

　すぐに少女を捕えた。ブロワの塔に監禁し……。ほどなく、少女──灰色狼の末裔コルデリア・ギャロは、おそろしい力を持つ仔こ
 狼おおかみ

 を産んだ。

　やがておおきな嵐がやってきた。

〝西欧のちいさな巨人〟たるソヴュールは、厄災の日々をなんとか持ちこたえた。しかしつぎの嵐の予感はアルベールの胸を鳴らし続けていた。

　──間に合うのか？

　つぎにやってくるはずの嵐は、もっとおおきく、果てしないはずである。その厄災に仔狼の成長が果たして間に合うのか？

　出産の直後、城に不思議な絵──少女を誘拐した夜の情景が描かれていた──が届き、指で触れた途端に爆発した。アルベールは片目の視力をほとんどなくした。それを古き生き物たちからの挑戦状と受け取り、すぐにコルデリアを城から移送した。

　カーテンの皺に、石の室に残された仔狼が悲しげに泣き叫ぶ姿が映っている。

　母狼コルデリア・ギャロと、泣き叫ぶヴィクトリカの心は、アルベールの崇高な目的を阻むじゃまなものの一つだ。幼かったあの日、彼の行く手を阻んだやさしい兄の存在のように、ひどく目障りな……。兵器たるこの二匹の獣に、人間らしい自我などいらぬのに。

　オカルトへの憧どう
 憬けい

 と、憎しみと、渇きが、アルベールの胸中で強風のように吹き荒れていた。

　仔狼は、毎夜、泣いている……。

　己の運命を、知らぬまま……。

　それを見ていると、腹の底から笑えてくるのだ……。

　やがて一度目の嵐は終結した。ソヴュールは勝利した連合の一つとして、国力を増した。しかし同時に、科学の発展によって、科学アカデミーが国内での勢力を伸ばしていき、オカルト省との争いが激化した。

　アルベールはいまも固く信じている。オカルトが国のため、人々のためになると。

　生まれ育ったソヴュール王国を、アルベール・ド・ブロワ侯爵はやはり深く愛していた。自分をこの世に産み落としたうつくしい母を、身も世もなく慕うように。

　そして、愛するとは支配すること。あの幼い日に母を失って以来、アルベールの自我は増大する一方だった。だからいまの彼には、ソヴュール王国を守り、戦い、そうすることで王国すべてを手中に収める必要があった。

（なんとしても、なんとしてもだ……）

　カーテンの上に現れては、責めさいなもうとする過去を睨にら

 みつけながら、

（恐ろしい二度目の嵐をも、ソヴュール王国は乗り切らねばならない。国とは一隻の巨大な戦艦のようなものなのだ。そうだ、我々は……）

　口角を上げて、笑ってやろうとする。

　カーテンの皺には、次第に、悲鳴を上げる女や、立ち尽くす子供たち、その間を飛び交うちいさな妖よう
 精せい

 や、半人半獣の生き物など……ソヴュールの不吉な未来がうつり始めた。つぎの嵐に翻ほん
 弄ろう

 される、名も無き人々よ……。長年、幻覚の類たぐい

 には慣れているが、今日のそれは格別、強い。次第に幻聴までも聞こえ始める。

　炎から逃げ惑う人々や、跡形もないほど破壊されたソヴレムの街から、助けてください、アルベール、アルベール……という叫びが響く。

（そう。我々はこの嵐をも乗り越え、これまで通りの形で生きるべきなのだ……！）

「ブロワ侯爵さま？」

　はっと気づくと、いつのまにか馬車は停まっていた。

　ラシャ布のカーテンの上で繰り広げられていた過去の小劇場は、大道具も小道具もしまわれ、もがき苦しむコルデリアや、生まれたばかりのヴィクトリカや、いまはもういない、優しくうつくしかった母や、幼かった兄……それらを演じていたちいさな役者たちも、どこかに……おそらくは過去に……足音も立てず、そっと歩み去った後だった。まるで、劇場主たるアルベールの、怒りの爆発を恐れるかのように。

　でも、幻聴だけはまだ細く、苦しげに続いていた。

　助けてください、アルベール……。

　すぐ近くまで迫っている、煉れん
 獄ごく

 の未来から、わたしたち国民を……。

　あなたの力こそが、必要なのです……。

　アルベール……。

　アルベール……。

　アルベール！

　……これは、ごく近い未来からの声だ。わたしの知恵と勇気だけが、彼らを救うことができる。いまわたしの助けを求め、わたしに権力を与えようとしている、うるわしきソヴュール王国よ！

　アルベール！

　アルベール！

「あの、侯爵さま……。そろそろ会議が始まるようです」

　しわがれた老女の声が響いて、ブロワ侯爵は顔を上げた。夢から覚めたように眩まぶ

 しげに、そしてうれしそうに、

「そうか！」

　とうなずき、ゆっくりと馬車から降りた。

　わずかにデザインのちがう、それぞれ薄紫色と淡いピンク色のドレスを着た、瘦や

 せて背の高い老女が二人、同じ方向に首をかしげるようにして立っていた。モレラとカーミラ──。これまでも暗躍してきた、オカルト省の双子の工作員だ。

　二人はブロワ侯爵の右と左に立った。彼女たちの実年齢がどれほどなのか、人間なのか、古き生き物たちの血を引いているのか……オカルト省でも知られていない。

　そこは王宮の前だった。翡ひ
 翠すい

 色に輝く丸い塔が幾つもそびえ、翼を広げた女神の像が幾つも立って、やってきたブロワ侯爵を、石でできたつめたい目で見下ろしていた。王立騎士団が並び、敬礼で出迎える。ブロワ侯爵は片眼鏡に手をやって、にやり、とほくそ笑んだ。

　誰にも負けるはずがない。科学アカデミーにも。軍部にも。いや、たとえ国王にもだ。

　──なんといっても、こちらには、欧州最大にして最後の知性、我が娘がいるのだから。





　豪ごう
 奢しや

 にして歴史ある調度品に囲まれた宮廷の廊下を、足早に歩いていく。

　天井が高く、寒々としていた。廊下の左右で瞬くランプも、どこか薄暗い。奥にある観音開きの扉を開けると、広々としたテーブルが部屋いっぱいに広がっていた。天井に瞬くシャンデリアが、目がつぶれるほどに眩しく光っている。

　テーブルの中央に、空席が一つ。

　左右には科学アカデミーの重鎮たちがずらっと並んでいる。ジュピター・ロジェの姿も見える。ブロワ侯爵はロジェの向かい側の席に進むと、余裕のある仕草でゆっくりと座った。

　誰もなにも言わない。

　やがて、扉の開く音がして、赤と白と金を基調とした正装に身を包んだルパート・ド・ジレ陛下が姿を現した。

　全員が直立不動になり、出迎える。

　陛下がお座りになると、役人たちもゆっくりと腰かける。

「──さて」

　ルパート陛下は、重たい声で告げた。

「もうそれぞれの耳には入っていると思うが……。昨年の暮れから一部で噂されていた通りのこととなった」

　誰もが黙って、陛下のつぎのお言葉を待っている。

「今朝、ついにドイツがポーランドに侵攻した！　すでに戦火は上がっている！」

「おぉ……」

　誰かが声にならない吐息を漏らして、震えた。

　一同、無言のままで肩を揺らしたり、目を細めたりする。ブロワ侯爵だけが身動き一つせず、陛下のお姿の上に幻の情景を追っていた。

「局地的な争いで終わるか。それとも、十一年前──一九一四年のあの春のように、たちまち世界中にひろがっていくのかは、まだわからぬが……。ともかく、だ。諸君！」

　ルパート陛下は震える声でつぶやいた。

「またもや、戦争が始まるのだ！」





　……そのころ。

　巨大監獄〈黒い太陽〉のもっとも奥にある石室では。

　粗末な椅子に、か細い体をだらりとさせて腰かけたちいさな少女が、宝石のように澄んだエメラルドグリーンの瞳ひとみ

 を虚うつ

 ろに見開いて、なにかの幻をゆっくりと追っていた。

　ほどけた絹のターバンのような金色の髪が、つめたい灰色の床に向かって垂れて、きらきらときらめいていた。

　床の隅に置かれたランプが、じじっ……と音を立てて、揺れる。

「一九一七年……。ドイツの……。一八年五月……。スイスでは……。そして二一年には……」

　と、低い声が聞こえる。

　少女は、聞いているのか、いないのか。目を見開いたまま反応しない。

　よく見ると、椅子の横に、床に片かた
 膝ひざ

 をついて座る影がある。シルエットからすると成人した男性のようだ。頭の上部で、尖とが

 った不思議な影が、上に、下に、かすかに揺れている。

「同じ月、新大陸では……。東洋では……」

　どうやら、現在に比較的近い過去の国際情勢について、暗い中で、延々と資料を読みあげているものらしい。

　ランプの炎が、ぶわっと揺れる。

　少女はまるで反応しない。

「そして、一九二二年のこと……」

　男の声がいつまでも続く。

　いつもよりやけに暗くておおきい、不吉な太陽の光でさえも、この室には届かない。

　金色の髪がきらきらと光って、どこかに向かって流れていく感情の川のように、一瞬、はかなく揺らめいた。





　誰も、なにも言おうとしない王宮の会議室で。ブロワ侯爵がゆっくりと立ちあがった。

　科学アカデミーの役人たちが、胡う
 乱ろん

 な目つきで見上げる。ブロワ侯爵は歪ゆが

 んだ笑みを浮かべてルパート陛下を見下ろした。しん、と水を打ったような静けさの中、よく響く、だがどこか濁った声で、

「ご安心ください。わたしはよい武器を持っております。──ルパート陛下！」

「武器？」

「えぇ」

　うなずいてみせるブロワ侯爵の目には、ルパート陛下もまた幻覚によって変異して見えていた。

　まるで王宮のあちこちに飾られた古代の王や戦士のように、背中におおきな羽を生やした、半裸姿で、うつくしい肉体を惜しげもなくさらしている。弓矢を持ち、雲の上を力強く駆けていく。お供をするのは、上半身は人間で、腰から下は立派な白馬に姿を変えた、半人半獣の、若き日のアルベールだ。

　助けてください、アルベール、アルベール……。

　アルベール……！

　アルベール！

　無数の人々の声に、陛下のそれも重なる。

　アルベール！

　アルベール！

　幻聴に邪魔されながらも、ブロワ侯爵は胸を張り、濁った緑の瞳を不気味に光らせながら、おおきな声で宣言をした。

「いまこそ、陛下、いまこそ……。オカルト省の真の力をお見せし、ソヴュール王国の血塗られた未来を救済すべきときでありましょう！」
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　まさに野火のような勢いで、戦火は世界に広がっていった。

　それは一度目のときよりもずっと早く、そして音も気配もなく、国家に、人々の生活に忍び寄っていった。誰にも止めることはできなかった。

　それは、それぞれの国益、政治的信念、つまらぬ野心から立ちのぼった集合体によってもたらされた巨大な人災ではあったが、一方で、世界そのものの意志による変化でもあり、ある部分は、自然と時が満ちたことによって起こった天災でもあった。変化は、すでに始まっていた。

　ドイツ帝国は、用意周到だった。新世界の一大勢力であるアメリカ合衆国も、すぐに参戦を決めた。ついでイタリア、フランス、スペインがつぎつぎに宣戦布告した。ヨーロッパは初めこそ二分されたが、新大陸の台頭を鑑かんが

 みて、次第に団結し始めようとしていた。

　そんな中、ソヴュール王国は……。

　いまだ動きを決めかね、あまりにも危険な静観を続けていた。





　かちゃーん……！

　乾いた音が響いた。

　セシル・ラフィットは途端に、おおきな声で脅されでもしたように首を縮めた。肩までのふわふわしたブルネットの髪が、ふわっとやわらかく揺れた。

　──聖マルグリット学園。

　冬期休暇の期間はとっくに終わり、真っ白に覆い尽くしていた雪もすこしずつ溶けて、ところどころに早くも春の芽吹きがフランス式庭園の顔を覗のぞ

 かせ始めていた。季節は廻めぐ

 って、セシル先生ももう分厚いコートを脱ぎ、毛糸のカーディガン一枚の姿で迷路花壇の中にぼんやりと立ち尽くしていた。

　冬の間は骸がい
 骨こつ

 のように不気味に揺れていた花壇の黒い枯れ枝も、いまはもう、気の早い花の蕾つぼみ

 を揺らしながら、春の訪れを小声で予告している。

　栗鼠りす

 が何匹も、小路を駆けては、セシル先生の肩によじ登ったり頭にのっかったりした。ちゅっちゅっ……
 と短い鳴き声が耳元でして、セシル先生は思わず表情を緩めた。それから、悲しそうにため息をついて、お菓子の家を見上げる。

　かわいらしい造りのちいさなおうちは、屋根までびっしりと鉄格子で覆われていた。まるで家ごと罪を犯して収監されてしまったかのように。

　あの日──。

　一九二五年の最初の朝。

　この家の謎めいたちいさな主が、ついに連れ去られた。そしてその日のうちに、役人によって手配された工事人たちの手で、家には厳重に鍵かぎ

 がかけられて、鉄の檻おり

 で囲われてしまったのだ。

　まるで、病原菌を隔離するように。

　咎とが
 人びと

 の気配を世間から隠すように。

　それはとつぜんのことで、セシル先生でさえお菓子の家からなにも持ちだすことができなかった。二年ものあいだ、お世話をしながら、すこしずつ心を通わせたちいさな生徒、ヴィクトリカ・ド・ブロワとの思い出の品も、なにも。それどころか、久城一弥から託されてヴィクトリカに渡したあの最後の手紙も、針と空のインク壜びん

 も、寝室のサイドテーブルの上にまだ置かれたままだ。それらの大切な品々は、檻の奥深くで、そこにかつて存在したことさえ人々に忘れられ、過去という見えない水に、いままさにゆっくりと沈んでいくようだった。

「ひっく……！」

　セシル先生は、悲しそうにしゃくりあげた。

　もう一回、鉄格子に両手を伸ばして、おおきく揺らす。

　かちゃーん……！

　と、乾いた音が響いて、檻が揺れた。

　家の主たるヴィクトリカも、いまこんな目に遭っているのだろうか、とセシル先生は目をつぶって考えた。

　あの不思議な生徒のために、二年もの月日をかけて、自分にできたのは、なんてわずかなことだったのだろう、と。

　言われるままに、書物やお菓子を運んで、わがままが過ぎれば注意をして。ヴィクトリカが気にしていた〝黒いやつ〟〝歩き方がカクカクしている〟が、留学生の久城一弥のことだと気づいて、一弥を図書館塔に向かわせた。むりやり教室に放りこんで泣かれたこともあったけれど、それがきっかけで、英国からの留学生、アブリル・ブラッドリーとも親交を持ったみたいだった。

　……でも、それだけ。

　あのちいさな子の、心の平穏や成長に、ほんのすこしは役だったかもしれないけど……。

　おおきな運命の歯車が回って、ぜんまい仕掛けの巨大な時計塔のように動きだしてしまう、こんなとき。ちいさくて無力な個人の手でできることは、ほとんどなにもないような気がして、セシル先生の気持ちは沈みこんだ。

（わたしったら、あの子を行かせちゃったんだもの……！）

　鉄格子から手を離して、自分の手のひらを見下ろす。

（大切な生徒を、おそろしい場所に……！　一人ぼっちで……！）

　指の先に、まだつめたい感触が残っていた。

　あの朝。ヴィクトリカに命じられて、あのうつくしい膚はだ

 に針を刺していったときの、あまりにもおそろしい手触り。禁忌を犯すものだけが知るだろう、おおきな震え。

　セシル先生はゆっくりとうつむいた。

　丸眼鏡がずり落ちて、鼻のさきっちょに引っかかった。すんっ、としゃくりあげながら眼鏡を押しもどす。

　肩を落として迷路花壇を抜け、誰もいない小路を歩きだす。

　ちゅんちゅん、とどこかで小鳥が鳴いている。気の早い花が一輪、白い花びらを開いている。風がふわっと吹いた。噴水からつめたい水が流れて、女神の像が濡ぬ

 れて輝いていた。

　東あずま
 屋や

 の向こうから大柄な老人がさっそうと現れて、セシル先生をみつけると、びっくりしたように声を上げた。庭師の老人だ。植木を剪せん
 定てい

 する道具を両手いっぱいに抱えている。

「なんと、セシルじゃないか！　どうしたんだね。まさか、まだここにいたのかい？」

「あっ、おじさん!?
 」

　セシル先生はうっかり、十年ほど前、生徒として聖マルグリット学園に入学したころみたいな子供っぽい声を上げた。

　庭師の老人は大おお
 股また

 で近づいてきて、剪定の道具を地面に下ろすと、ちっちゃな孫にするようにセシル先生の頭をぐりぐりと撫な

 でた。

　ひんやりした風が、ふわっ……と通り過ぎていった。

　セシル先生は首をちぢめて、

「んと、あのね……」

「いったいなにをしてるんだね。だって、学園はもう閉鎖されちまったんだろう。とつぜんのことで、おどろいたがねぇ。まぁ、このご時世だから無理もないかね。村でもいろいろと噂されとったがなぁ。もともと、どっかおかしな学校だったとか……。秘密が多いとなぁ……」

「おじさんこそ、なにしてるのぅ？」

　セシル先生に問われると、老人はなめし革のように分厚い皮膚に皺しわ

 を寄せて、恥ずかしそうに笑った。

「なにって、おまえ。木のことが気になるだろうが。なにしろ庭師だからなぁ」

「あっ！」

　気づいて、セシル先生は辺りを見回した。

　生徒も職員もほとんど誰もいなくなってから、二か月以上も経つ聖マルグリット学園。見事なフランス式庭園で知られた敷地のあちこちに、今年も、素晴らしい景色が広がり始めていた。

　誰も手入れをしていなかったら、あっというまに荒廃しているはずだろう。自然を装った人工美の庭、巨大な芸術たる庭園は、見る者のいない今も、見事にうつくしく息づいている。

「じゃ、おじさんが手入れしにきてくれてたのね」

「そりゃ、そうだ。給料ももらえないし、商売あがったりだけどなぁ。幸い、うちに息子夫婦の孫もいて、食うには困らんしな」

「そっかぁ」

「そりゃな、庭師は庭園を見捨てないものさ。セシル」

　セシル先生は、うんうんとうなずいた。

　それから、また悲しそうな顔になって自分の手のひらを見ているので、老人が眉まゆ

 をひそめて、「おい、どうしたね？」と聞いた。

「ううん。わたしも……。もう、先生じゃないんだけど……」

「先生たちも職員も、みんないなくなっちまったものなぁ。しかし、セシル。もしかして、一人でずっとここにいたのかね？」

「ん……」

　セシル先生は恥ずかしそうに、

「だって、身寄りもないでしょ。ここの生徒だったころ、前の戦争でいろいろあって、心配した理事長が、教員として雇ってくれたんだもの」

「そういや、そうだったなぁ」

　老人ははるか昔のことを思いだすように、遠い目をしてうなずいた。

　またセシル先生の頭をなでなでしながら、

「しかし、あのおそろしい四年間……。思いだしたくもない、世界グレート
 大戦・ウオー

 のことをな、まさかよりによって、前の戦争って呼ぶようになるとはなぁ。この老いぼれが生きてるうちに、こんなことになるとは思わんかったよ」

「そっか、おじさん……」

「うん」

　老人は遠い目をして青空を見上げた。空の向こうに、死者たちの魂の国が浮かぶ、優しい幻を探すように。

「あんときは、息子を一人、持っていかれたな。いちばん体が弱くて、その代わり天使みたいに良い子だったのに……。あぁ、こんどは誰も持っていかれたくないもんだ。おおごとになる前に、雲の上にいる偉い人たちに、うまく収束してもらいたいもんだなぁ」

「ん……」

「このソヴュール王国も近々参戦するって噂があるから。あぁ、いやだねぇ……」

　セシル先生は、うんとうなずいた。

　庭師の老人がゆっくりと歩き去っていくと、また誰もいなくなった庭園の真ん中で、おおきく空を振り仰いだ。東屋の椅子にそっと腰かけて、

「庭師は庭園を見捨てない、か」

　眼鏡をはずして、浮かんだ涙を拭ふ

 いた。愛情たっぷりの手入れが行き届き、うれしげに花の蕾つぼみ

 を揺らし始めている無人の花園を見回しながら、つぶやく。

「わたしも……。あぁ、わたしも！」

　目の前を、ちいさな金色のもの──蝶ちよう

 のようななにかがふわりと飛びすぎたような気がして、セシル先生は丸眼鏡をかけなおした。笑顔になって、辺りを見回す。

　でも……誰もいない。

　人も、蝶も。

　生徒たちも。

　誰も……。

　ブォォォォォォォッ
 と不吉な音がして、セシル先生は空を見上げた。

　眩まぶ

 しいほど晴れた春の空を引き裂くように、濃い色の腹を見せながら、小型飛行機が横切っていった。こんな山奥でも、最近は飛行機をみかけることが多い。庭園に空からのエンジン音が不気味に響き渡る。

「ソヴュールまで、参戦するなんて……そんな噂、噓よね。それより前に、きっと戦争が終わってしまうもの。そしたら、また、去年までみたいにみんなここに帰ってきて……。楽しく授業をしたり、お休みの日にはピクニックをしたり。そうよ、きっと……」

　セシル先生は目を細めて、輝く希望を探して、いつまでも空を見上げていた。

　ブォォォォォォォッ……！







　　　　２






　──ソヴュール王国の山奥にある学園の一隅で、セシル先生が庭師の老人と再会したこの日から、数日前のこと。





　東洋のちいさな島国の、首都にも近いおおきな港に、旧大陸を出た民間の船が一隻、到着した。

　二か月半の船旅を経て、地面に降り立った旅人たちの顔は一様に焦燥し、青白かった。ほとんどはこの国の出身と見える東洋人たちで、漆黒の髪と瞳ひとみ

 、小柄な姿をした男たちだった。旧大陸の歴史ある様々な国で、働き、学び、暮らしていた、企業の特派員や学者、芸術家たち……。

　その中に、一人、ひときわ線の細い男の姿があった。

　十代半ばと見える少年で、青白い頰に、きつく結んだ唇。欧州で購入したものらしいジャケットをきちっと着て、山高帽を目深にかぶり、顔を隠すようにうつむいている。

　少年は、人々が船を下りていっても、心残りがあるというように、甲板に立ち尽くして考えこんでいるばかりだった。が、家族連れの特派員が、タラップを降りてさっさと歩いていく姿に気づくと、疲れきった顔をしたその夫人と子供たちに手を貸してやり、自分もゆっくりと歩きだした。

　転びそうになったいちばんちいさな子供を、夫人が抱きあげる。すると二番目にちいさな子供がぐずりだしたので、少年はその子の肩を抱いて、

「お兄さんと、行こうか」

「ウン……」

　子供は、どうやら船旅の間に少年になついたようだ。ママじゃないけど仕方ないやというように肩をすくめてみせると、手をつないで、甲板をてこてこと歩きだした。

　タラップを降りていく。

　迎えに来た家族や、船員たちや、さまざまな人で港はごった返していた。

　東洋人ばかりのその顔、顔、顔を眺めて、少年はすこしだけ皮肉な笑みを浮かべた。以前はけっしてしなかっただろう、どこか歪ゆが

 んだ表情を……。

　少年は、この国を離れて留学した一年半もの間、東洋人の姿を見ることがほとんどなかった。異国の言葉を話す白人たちに囲まれて、言葉や習慣の違い、差別に苦しみながらも勉学に励んできた。そして、こうやって久しぶりに……。自分とよく似た、小柄で黄色い肌をした、黒髪の人々ばかりの国に帰ってくると……。

「あれ？　なんだか、ぼくの背が伸びたような気がするな。あの国の人がみんなおおきかったせいだろうけど……。あっ、あの子を、除いて……。ふふっ」

　少年──久城一弥はまた、奇妙に歪んだ微笑を浮かべた。それからうつむいて、悲しそうに下唇を嚙か

 んだ。

　夫人と子供たちが、夫君に追いついた。一弥は子供から手を離して、山高帽をちょっと持ちあげ「では、ぼくはこれで」と夫人に挨あい
 拶さつ

 をした。すると夫人が、疲れ切ったような顔で一弥を見上げながら、

「ずっとありがとうね。子供の遊び相手をしてくれて、助かったわ。わたしったら、船酔いでほとんど動けなくなっちゃって……」

「いえ。ぼくも、その……」

　一弥は言葉を切った。またうつむいて、卑屈にも見えるおかしな表情を浮かべ、

「気が、まぎれましたから」

「お兄ちゃん、これちょうだい！」

　一番上の子供が、一弥に向かって手を伸ばし、衣服の下に隠していたものをむりやり引っ張りだした。一弥はびっくりして、「あっ」と叫んだ。

　船の中でみつけたらしい、粗末な細い荒縄をくくって首からかけた手製のペンダントだった。縄の先端に、紫色に光る石──婦人物の指輪が輝いている。

　一弥は、らしくないおかしな表情を途端に引っこめた。生真面目で優しそうな笑みを浮かべて、子供の顔を覗のぞ

 きこむと、

「船旅の間、ずっとこの指輪で遊んでたねぇ。気に入ったんだなぁ」

「ウン」

「でも、これはあげられないよ。その……大事な友達からもらったものなんだ」

　そっと指輪をシャツの内側にしまう。いつくしむような、とても優しい仕草だった。

「その友達、どうしたの？」

　一弥は黙りこんだ。ゆっくりと、能面のような無表情になっていった。

「……わからない。海の向こうにおいてきてしまった」

　と、絞りだすようにつぶやいた。それからゆっくりと顔を上げた。視線を感じて、振りかえる。

　強制送還された一弥が、東洋のちいさな島国にもどってきて早々に対たい
 峙じ

 しなければならない……。

　久しぶりに見る、そして懐かしい顔が、そこにあった。





（──一弥さまが、帰ってくる！　帰ってくる！）

　その日。

　久城瑠璃は、朝から羽が生えたかのように家じゅうを飛び回っては、父親に叱られていた。

「いい加減にしないか！　嫁入り前の乙女がっ！　みっともない！」

「あらっ、わたし、お嫁になんて行きませんもの」

「瑠璃、そんなこと言ってると、武む
 者しやの
 小路こうじ

 が男やもめになっちゃうじゃないか」

　長兄がのっそりと顔を出して、からかう。

　つられて次兄までもが「そうだ。せっかくだから武者小路さんも呼ぼうぜ」と言いだし、いそいそと廊下を歩いていった。

　母はというと、台所にこもって、末っ子の一弥の好物ばかりを、細心の注意を払いながらつくっている。ときどき、手伝おうと顔を出すのだが、

「瑠璃さんは、今日は入ってきてはだめよ」

「ど、どうして！」

「えぇと、それはね、その……」

　また次兄がひょいと顔を出して、

「天ぷら鍋なべ

 が火を噴いたり、野菜が飛んだり、米が焦げたり。いままでも、台所でいろいろ事件を起こしてるだろ。瑠璃っぺ」

　と、まぜっかえす。

　瑠璃は肩を落として、廊下を歩いた。なにもすることがないので、たすき掛けして、一弥の部屋をぞうきん掛けしてみたりする。

　そんなことをしているうちに時が経って、港に船が着くはずの時間が迫ってきた。

　家族で、父と母は着物をきちっと着て、兄たちは正装用のスーツに身を包んで、瑠璃は袴はかま
 姿すがた

 で、髪にはお気に入りの黒と緑の格こう
 子し
 縞じま

 のリボンを結んだ。足元はぴかぴかのブーツだ。

　そろって車に乗って、出かける。武者小路が間に合ったので、いやがる瑠璃の隣に兄たちがむりやり乗せてしまった。

（せ、せまい……！　武者小路さんが、おっきいから！）

　と、ぶんむくれながらも、車に揺られて港を目指す。隣で武者小路は、平気な顔でにこにこしていた。

「ようやくですなぁ」

「えぇ……」

「子供のころ、瑠璃さんが張り切って、ちいさな妹に着せ替えしたりお化粧したりしてるところを見ましたよ。おしゃまなお姉さんだなと思ったものですが……」

「なんです？」

「まさか、あの子が弟だったとは。がっはっは！」

「がっはっは！」

「あはは、おっかしいな！　瑠璃っぺと一弥が仲いいってのは、昔っから、ほんとに面白いよな！　がはは！」

　兄たちが一緒になって笑うので、瑠璃はほんとうに腹が立った。

　むくつけき男たちの、地の底から響くような無神経な笑い声で、車までがつられて左右に激しく振動しているようだった。それにしても、あまりにもいつまでも笑っているので、瑠璃はむっとして、

「だいたい、どうして武者小路さんがこの車に乗ってるんですか。武者小路さんのせいで後部座席はぎゅうぎゅうだし。第一、家族じゃないのに……」

「瑠璃！」

　前の席から父の叱しつ
 責せき

 が飛んだので、瑠璃はひゃっと首を縮めた。

　険しい顔をして、父が振り向いて、

「この武者小路さんを逃したら、おまえはきっと行かず後家になる。瑠璃は黙っていればなかなか美人で才女だが、口を開けたら、殿方はみんな裸足はだし

 で、帽子も鞄かばん

 もコートも置いて、とっとこ逃げていく。だいたい、おまえにはな、かわいげというものがないのだ。もしうっかり嫁に行けても、すぐに婚家から追い返されてしまうことだろう。しかし、父親として、そうはさせん。性格もよく知っていて、しかも職業婦人なぞという賤いや

 しいものになると、とんでもないことを言いだしたのに、気にもせず、十年待つとまで言ってくれる、おかしなおかしな武者小路さんを、わしも、泰やす
 博ひろ

 も、寛ゆたか

 も、命に代えても逃がさん覚悟だ。瑠璃、ほかならぬおまえのために、な」

「とっ、なっ、なんですか、それ！」

　瑠璃は赤くなったり青くなったりして、叫んだ。

「わたくしは、職業婦人としての誇りを持って成安女学校に勤める所存ですっ。若い人に教え、導くお仕事は、だんじて、賤しくなんてありませんもの。それにっ、結婚するかどうかは、愛する人がみつかるかに、かかっておりますし……。だっ、だからっ……。えっと……」

「ぐぅ！」

「……えぇっ？」

　横を見ると、武者小路が、阿あ
 鼻び
 叫きよう
 喚かん

 のこの騒ぎの中で、腕を組んで座ったままで眠っていた。おおきなからだも、下げ
 駄た

 のように四角い顔も、微動だにせず。不動明王のように堂々としたまま……。

　瑠璃はくりくりしたおおきな黒い瞳ひとみ

 をぱちくりさせたが、やがてあきらめて、かわいらしく振りあげていた拳こぶし

 を次第に膝ひざ

 に下ろした。

　ため息をついて、窓の外を見る。

　……せまい。

　おおきくて四角い男性が三人から四人に増えたぶん、車内の空気の薄さと圧迫感は尋常ではなかった。そのせいもあってか、いつになく、狂おしいほど、瑠璃はちいさくてかわいい弟が恋しかった。

　もうすぐ逢あ

 えるのに。もう海の向こうの遠い国にいるわけじゃなく、このちいさな島国の港に近づいてきているのに。でも、なぜか不安になってきて、すると胸が苦しいほど、ちいさな一弥をいますぐ抱きしめて頰ずりしたくなった。





　港に着くと、迎えに来た家族や役人たちでごった返していた。

　父親と兄たちは、人出を見込んでそこかしこに開店している食べ物屋や土産物の屋台を見て、楽しそうになにか話したり、財布を出したりしている。

　やがて遠くから、黒い蒸気を不吉に噴きだしながら、おおきな船が近づいてきた。

　と、誰かが「無事について、ほんとうによかったよなぁ！」と大声で言うのが聞こえた。別の声が、えっと聞き返す。すると、

「欧州のほうじゃ、もう戦争が始まっているから。海峡によっては、民間の船まで魚雷に当たって、沈んじまった事故があったはずだよ。この船は無事に帰ってこられて、ほんとうに幸運だったんだぜ！」

　瑠璃は震えあがった。黙って唇を嚙か

 む。

　人波が多くて、近づいてくる船は見えるけれど、一歩も進めない。

　すると、ふいにふわっと体が浮いたような気がした。あれっと辺りを見回すと、武者小路が瑠璃と母親を抱えるようにして人波を進んでくれているのだった。あれよあれよというまに、二人は人波の前にたどり着いていた。いちおうお礼を言おうと振り返ると、彼はもう二人から離れていた。

　瑠璃は母親と二人で立ち尽くして、タラップを降りてくる男たちや家族連れに目を凝らした。

　小柄な男の子はいない。大人ばかりだ。

　やがて、子供をたくさん連れた疲れ切ったご婦人がゆっくりと降りてきた。ご婦人の弟か、それともおおきな長男か、瘦や

 せ型ですらっとした青年が、ちいさな子供の手を引いて後についてくる。

　華やかではないけれど、どこか人目を引く、色白で端整な顔つきの青年だった。内に秘めるなにかが、全身を透かして陽炎かげろう

 のように揺らめいていた。素直で優しそうではあるけれど、同時に、得体のしれない悲しみが、闇となって青年をすでに支配してしまっているようにも見えた。

　子供になにかを引っ張られて、笑いながら返事をしている。

　それから顔を上げて、視線に気づいたように、わずかに眉まゆ

 をひそめながらこちらを振りかえった。

　知っている人のような気もした。

　でも、初めて会う男だとも思った。

　隣で母親が、わずかに肩を震わせる。

　青年は眩まぶ

 しそうに目を細めて、覚悟を決めたかの如き、どこか硬い声色で、

「やぁ。母さん、瑠璃。……久城一弥、ただいま帰りました！」





　──えっ、これが一弥さま？





　その瞬間、瑠璃は、まるで女の子みたいだった、泣き虫で優しくて素直な、ちいさな弟を、自分が失っていたことを悟った。

　理由はわからないが……一弥はいつのまにかまるでべつの人間のようになっていたのだった。大人で、悲しそうで、そのくせ強情そうな、男に……。

　いま、いったいなにを考えているのか、ひどく複雑な微笑を浮かべながら、こちらをみつめかえしていた。





「えぇっ、背が伸びた？　そうかなぁ。自分ではよくわからないけど。あ、でも、そういえばね、瑠璃……」

　一弥は瑠璃にくっつかれて、よろよろと港を歩きだしていた。母親があきれて、「もうちょっと普通に歩きなさい。こらっ、瑠璃ちゃん」と小声で注意する。

　甘えてくる姉が恥ずかしくて、一弥は赤くなりながら、

「さっき船を降りたとき、みんながちいさく思えたな。あっ、それに、そういやズボンの裾すそ

 も……」

　歩きながら、足元を見下ろす。

　たしかに一弥のズボンは短くなって、つんつるてんだった。二か月半ほど前、ソヴュールの港を出たときにはちょうどのサイズだったはずなのに……。

　船で眠っているとき、体が軋きし

 むような痛みに襲われたことを思いだす。測ってみなければわからないが、二か月半の船旅のあいだに、ずいぶん背が伸びたのだろう。そういえば、この国を出るときには同じぐらいの身長だったはずの瑠璃を、いまではこうやって、年下の女の子にするように見下ろしている。

　ようやく会えたのに、瑠璃はなんだか寂しそうに、いなくなった誰かを探すような不思議な目つきで一弥を見上げるばかりで、無口だった。一弥もまた、以前のように姉にくっついて回っては一緒に遊ぶような気持ちにはならなかった。距離の取り方も、近づき方もなんだか難しくて、二人は並んで歩きながらも次第に口数少なくなっていった。

　やがて、瑠璃が指差すほうを見て、一弥は緊張して、背筋を伸ばした。父と兄たちが、変わらぬ頑強な圧迫感でそこに立っていた。父は着物姿。兄たちはスーツ姿だ。

　おやっ、兄たちは……と、一弥は思わず後ずさった。

　母親の顔を見て、瑠璃の顔も見る。でもどちらもなにも言わないので、幻覚だろうかとまどいながら、

「兄さんが、増えてないでしょうか……」

「まぁ、なにを言ってるの。一弥さま」

　母親が不思議そうに聞きかえした。瑠璃も目をぱちくりして「どうしたの？」と聞く。それから一弥の視線をたどって、はっと顎あご

 をのけぞらせ、

「あぁ！　あれは武者小路さんよ。どうしてかわからないけど、兄さまたちが呼んで、一緒にきたの。さっきも、わたくしとお母さまを助けて、前のほうに……えぇと、その……一弥さま？」

「瑠璃のせいで、増えたんだ」

　途端に瑠璃が、かわいらしいこぶしを振り回して、

「ど、どうしてわたくしのせいになるの！　もともと兄さまたちのご学友だもの。昔からよく遊びにいらしてて、えっと……そのぉ……。いまは帝国軍人でいらっしゃるの」

「あぁ、また帝国軍人か……」

　一弥が肩を落とすと、母親がちいさな声で「こら」と叱った。

　しばし一弥は黙って耐えていたが、やがて背筋をきちっと伸ばし、山高帽を脱いで胸の前に当てた。

　こつんっ……と、瘦せた胸板に、硬い指輪がぶつかる感触がした。

　一弥は一瞬、祈るように目を閉じた。素直な笑みが疲れた横顔をよぎった。

　でも、ゆっくりと目を開けたときには、笑顔も、優しそうな唇のほころびも、楽しげに染まる頰も、なにもかもを海の向こうの遠い国、不思議と妖よう
 精せい

 と過去の力に彩られた旧大陸の〝小さな巨人〟ことソヴュール王国に置いてきてしまったというように、どこかに流れ去っていた。

　一弥はまっすぐな、だがどこか情熱のこもらない目で、父親を見上げた。

　父と兄たちが、値踏みをするような、期待とあきらめが交互に光る目つきで、末弟を見下ろした。武者小路だけは、ちいさくてかわいいものを見るような目つきで、四角い顔をやけにほころばせていたが……。

　やがて父親が、

「よく帰ってきたな。ソヴュールで優秀な成績を収めていたことは、大使館の資料を通じて知っているぞ」

「……はい」

「国際情勢の変化によって、志半ばの帰国を余儀なくされたことは遺憾に思うがね。かの国で学んだことを、国家のために生かし、国の繁栄に役立つ立派な男になるよう、引き続き切せつ
 磋さ
 琢たく
 磨ま

 を続けるのだ！　一弥、わかったな！」

「……は、い！」

　一弥は直立不動で、まっすぐに前をみつめながら、うなずいた。

　父たちと一弥の顔を見比べながら、瑠璃が心配そうに首をかしげた。





　その夜──。

　久城家の庭で、さんざん兄たちと武者小路と相撲を取らされた後。食事の席で、一弥はソヴュール王国で見聞きしたことを家族に話していた。

　あの国で出会った人や、起こった出来事には、一人一人の人との出会いやドラマがとても大きかった。公には話せない事件も多かったが……。でも父や兄たちは、先生や友達とのことを話しても、個人的な出来事にはほとんど関心を持たないようだった。彼らから求められるまま、ヨーロッパの情勢や、かの国の発達ぶり、人々の東洋への偏見……。それらを客観的に話すうちに、一弥は、自分の大事なソヴュール王国の個人的な思い出が、胸から飛び去って、さらに遠ざかっていくように感じられた。

「……それで、ソヴュール王国も近々参戦すると思うかね？　一弥よ」

「現在の情勢を見るに、そう思います。父上」

「ふむ……。そして我が国もおそらく、な」

「はい」

　と、国際情勢の話が続く。この話題は、一弥の心のある部分にとってはなんだか楽でもあった。ほんとうに大事なことをまだ誰にもなにも話していないようにも感じられたが……。

　──夜。

　夕方に相撲を取ったときに壊してしまった庭のししおどしを、一人で黙々と直していると、足音も気配もなかったのに、背後からとつぜん、

「そうやってると、昔と変わらないのねぇ。一弥さま」

　さびしそうな響きの瑠璃の声が聞こえてきた。

　うつむいて、猫背になって作業に没頭していた一弥が、えっと聞きかえそうとしたとき、

「えいやっ！」

　軽やかな声とともに、背中にあったかな人肌の感触が、ずっしりとのしかかってきた。瑠璃の重たさに、一弥はびっくりして、瞬まばた

 きした。

　一弥と瑠璃は、もともと風情が似ている。二人ともほっそりして柳腰で、並ぶと、血のつながった姉きよう
 弟だい

 だとよくわかる、同じ空気をまとっていた。

　幼いころは、武者小路に妹だとまちがえられるほど内気でちいさかった一弥が、一年半の留学からもどってきたいまは、背が伸びて青年そのものの体つきになっているのと同じように。衣服を着ているとわからないけれど、瑠璃もまた、瘦や

 せっぽちの元気な女の子から、大人の女の心と体に、急速に変わっていく時期なのだろう。

　一弥は赤くなって、

「瑠璃。重いったら！」

「重く、ないもの」

「もしかして、太ったの？」

　とからかわれて、瑠璃は子供みたいにぷくっとふくれながら、背中から降りた。

　それから、一弥の隣に座った。

　大好きな姉の笑顔を見て、一弥は不思議なぐらいほっとした。

　にこにこと微笑み返す。

　瑠璃も、安心したように首をかしげて、ますます唇をほころばせた。それからからかうように、

「さっきは、父さまや兄さまたちが乗り移ったように、ずいぶん硬い顔をして、背筋も伸ばして、ヨーロッパの国際情勢の話をし続けるんだもの。海の向こうの国の戦争のこととか、我が国も参戦するだろう、なんておっかないお話……！　わたしもお母さまも啞あ
 然ぜん

 としてたんですからね」

「あはは」

「で、観光はした？　素敵な国だった？　学校ではどんなお勉強したの？　そういうお話のほうが、わたしとお母さまは聞きたいのに。ねぇ、お友達はできたの？」

「うん、できたよ。でも……」

「ほら、あのちいさな女の子は？　金色の髪が長くて、きれいで、緑の瞳ひとみ

 をしてて、とっても賢くって、大好きだって手紙に書いてたじゃない」

「そ、そこまで書いたっけ、ぼく」

　一弥は赤くなった。瑠璃がくすくす笑って、

「大好き、は、文面から察したのよーだ」

「あの子は、えっと、その……」

「あら、なぁに？」

　一弥は迷った。「とも、だ……」と言いかけて、口を閉じる。それから恥ずかしそうに、ちいさな声で、

「ぼくの……大事な……。想い人、なんだ」

「……えっ!?
 」

　瑠璃の顔色がゆっくりとへんなふうに変わったので、一弥はあわてて、

「ちがう！　誤解なんだよ、瑠璃。同い年なんだ。金色の女の子……ヴィクトリカも十五歳だよ。ただ、ほかの女の子より背がちっちゃくて、それで、瑠璃の子供のころの浴衣ゆかた

 も、喜んで着てた。雛ひな

 あられもおいしいってむさぼり食べてたよ。あのねぇ、ヴィクトリカはねぇ……」

　一弥は言葉を切った。

　さっきまで、夕ゆう
 餉げ

 の席であんなに朗々と政治や文化の話をして、父や兄たちと立派に議論までしていたというのに。いざほんとうの気持ちを、ほんとうの言葉で話そうとすると、邪悪な魔法にかかったかのように、一弥の口からは一言も出てこなくなった。

　──一弥は、あれきりずっと、闇の中に一人ぼっちでいたのだ。

　あの夜。一九二四年の最後の夜。二人っきりで新年の鐘を聴いた。そして大好きなヴィクトリカを固く抱きしめた。それでも、大事ななにかを伝え忘れたような、奇妙にもやもやした気持ちのままで寮にもどった。

　そして、そのまま……。

　とつぜんの迎えによって、なすすべもなく、強制送還されてしまったのだ。

　おおきな嵐がくるというひどい危険のただなかに、もっとも大切な人、一弥にとってはもはや信仰とも呼べるほど深まった思いの対象たる、ちいさな少女をおいてきてしまったことを、船旅のあいだ、昼も夜も考え続けていた。

　一弥は、自分を許せなかった。

　弱さが……。

　なにもできない、この手の、あまりの無力さが……。

　そんな気持ちを、大好きな瑠璃に……海を渡る手紙を通じて、ヴィクトリカとのことを知ってくれていた姉に……隠したいわけではないのに。

　でも、どうしても言葉を発することができなかった。

　一弥はなんども口を開けて、なにか言おうとしては、失敗した。その姿を、瑠璃はおどろきと悲しみとともにみつめた。瑠璃もまたなすすべもなく、苦しんでいる弟を見るしかなかった。

　月が青白く輝いている。壊れたししおどしが庭の砂利に投げだされていた。

　もしかすると、一弥の心も、こんなふうにばらばらに壊れてしまっているのだろうか、と瑠璃はたまらなくなった。

　遠くで犬が啼な

 いた。

　やがて……瑠璃はそっと一弥の手のひらを持って、自分の両手で温めようとするように包みこんだ。不器用な、でも心を込めた手つきだった。

　一弥が声を取りもどすまで、二人はそのまま、長い間じっとしていた。

　縁側を歩いてきた母親が、姉弟の姿に気づいて声をかけようとして……飲みこんだ。祈るような顔をして、柱にもたれて、悲しそうに二人を見守る。それからそっと部屋にもどっていった。

　一弥がふいに、怪物が倒れてたちまち土くれにもどるように、その場に崩れ落ちて、泣いた。そして声もなく、頭をかきむしって涙を流し始めた。

　瑠璃は、おろおろしたり、泣きだしたりはしなかった。甘えんぼの姉だったのに、急に、わたしが大人にならなくっちゃと背伸びする気持ちになったのだ。これまで見たこともない姿で慟どう
 哭こく

 する弟の背中に手を置いて、優しく撫な

 でさする。

　人間が動物をなだめるように。大人が子供をあやすように。

　いまの一弥は、話す言葉どころか、泣き声さえもなくしてしまったように見えた。

「大丈夫よ。お姉さまはここにいますからね」

「瑠、璃……」

「ずっとここにおりますよ」

「瑠璃、に……」

「一弥さま。一弥さま」

「いつか、いつか……聞いてほしいんだ。ぼくが、うまく話せるようになったら。いまは、むりだけど……。あんまり、苦しすぎて……」

「うん……」

「あの国にいたきれいな女の子、誰にも似ていない、すごい女の子、まるで金色の妖よう
 精せい

 みたいだった、ぼくだけのヴィクトリカのこと。ぼくと、ヴィクトリカのあいだに起こったこと。ぼくが……」

「うん」

「どれだけ、あの子の、ことを、大好き、なのか……」

　一弥は、硬い砂利に突っ伏したまま、呻うめ

 いた。

　月が濡ぬ

 れたように光った。

　瑠璃は、弟の震える背中を撫でながら「いつか聞かせてちょうだい。お姉ちゃんはずっと待つわ」と、静かに言った。

　遠くでまた犬がもの悲しげに啼いた。

　月がやさしく瞬いていた。その欠片かけら

 が散らばったような星たちも、きらめきながら久城家の庭をやわらかく照らしていた。






　　　　３






　──そして、ソヴュール王国では。

　やはり、平和を願う人々の希望はかなえられなかった。

　セシル先生が、聖マルグリット学園の庭園で、庭師の老人と話をしたあの日から、数週間後の、正午前のことである。





　首都ソヴレムの中心にあるソヴュール王宮には政府高官が集まり、会議室からあふれるほどの人垣を作っていた。それほどの人数がひしめいているのに、誰も話そうとせず、それどころかコトリとも音を立てないために、王宮は不気味な静けさに包まれていた。

　王宮前広場には王立騎士団が集まり、整列していた。

　真っ青な空。王宮の上空を、巨大な防空気球が何機も、ゆっくりと飛んでいる。

　王宮の会議室では、ルパート陛下が正装に身を包み、蒼そう
 白はく

 な顔をうつむかせていた。左右に科学アカデミーの役人たちが立ち、なにごとかをかき口説き始めた。スピーチ原稿の草稿を見せているようだ。

　会議室の奥の小部屋には、ラジオ放送用の機材が並んでいた。

　誰かがちらっと時計を見た。

　──この日、国中に流れていた噂通り、ソヴュール王国もまた、ついに戦火に身を投じようとしていた。海の向こうからやってきた新大陸の軍隊が、イタリアの国境から、我が国に侵攻しようとしていた。静観する時期はとうに過ぎたのだ。

　あの日、東洋からやってきた一人の留学生が、強制送還される馬車の中でつぶやいたように……。やはり戦争は局地的なものでは終わらず、まさに野火のような広がりで世界中を魔的に照らし回り、いまやソヴュール王国をも燃やし尽くそうとしていた。

　国内では、科学アカデミーは静観を、オカルト省は参戦を主張し続けていた。次第に参戦が避けられなくなってくると、科学アカデミーは国防を、オカルト省は積極的な戦いを勧めた。政府は二つの主張の中庸におり、いまのところどちらも主導権を握れてはいなかった。

　そして新大陸の軍隊は我々の知らない科学力を持つとも言われていた。戦車も、爆弾も……。大量破壊のための科学兵器の存在が噂されていた。

　会議室に、アルベール・ド・ブロワ侯爵がさっそうと入ってきた。まっすぐにルパート陛下のもとに歩み寄り、草稿を渡す。陛下が蒼あお

 い顔をして、二枚の紙を見比べる。

　ソヴュール王国の国民に向けて、参戦を告げるラジオスピーチを開始する時間が、あと一時間後に迫っていた。

　慎重派の科学アカデミーが作成したスピーチか。

　それとも、強硬派のオカルト省が……？

　それは、どちらの信じる力によって今後の戦火を戦い、勝ち抜いていくかの選択でもあった。優勢を信じていた科学アカデミーの重鎮、ジュピター・ロジェが、ルパート陛下の迷いを見てとり、唇を嚙か

 んだ。

　ブロワ侯爵の顔が、気味の悪い笑みで歪ゆが

 んだ。陛下になにごとかを耳打ちする。するとルパート陛下の顔色がゆっくりと変わった。

　──ルパート陛下は、止める臣下を振り切り、ブロワ侯爵について会議室を出た。王宮から歩きでて、待っていた馬車に飛び乗る。

　上空には、薄茶色の防空気球が幾つも、海を漂う海月くらげ

 のように不気味に揺れていた。





「陛下！　わたしの造りだしたホムンクルス……灰色狼と人間のあいのこたる、オカルト兵器を今日こそその目でご覧くださいませ！」

　──巨大監獄〈黒い太陽〉の奥。

　これまでその存在を耳打ちし続けながら、けっして見せなかった切り札──オカルト兵器を、ブロワ侯爵はこの日、ついにルパート陛下の前に晒さら

 した。

　光の一切入らないじめじめした石室の真ん中に、少女が座らされていた。

　聖マルグリット学園の制服。金色の髪が波打ちながら、汚れた床に向かって垂れている。見たこともないほどうつくしい、ちいさな顔。深い緑の瞳ひとみ

 は、夢見るように見開かれて虚空をさまよっている。両手も両足もだらりと垂らしたままだ。

　しかし、おそろしげな舞台装置とは相反して、少女の表情はどこかやわらかく、優しそうにさえ見えた。さくらんぼのようにつやつやした唇などは半ば開かれて、いまにもにっこりと微笑みかけてきそうだ。

　傍らに、金の髪を大砲のように尖とが

 らせて、洒落しやれ

 た服装をした青年が控えている。ついいままで読みあげていたらしい政府の資料を、そっと傍らに置くと、陛下に向かって礼儀正しく平ひれ
 伏ふ

 した。

　だが少女のほうはまるで反応しない。

　ルパート陛下はしばし絶句して、〈美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〉を見下ろした。

　壮年になるまでの長い間、ソヴュールの王族として王宮の表裏を見、長大な歴史に彩られた王国らしき、不可解な事件やおそろしい闇は見慣れてきたつもりだった。だが、いまこの目で見ているものは、これまでに目撃したなによりも不思議で、足元から冷気がせりあがってくるような恐怖を感じさせた……。

　少女は、いままで人の顔に見たことのないような、どこか恍こう
 惚こつ

 とした無表情で虚空を見上げ続けている。

　──わずか三か月ほど前のこと。

　ソヴレムの劇場〈ファントム〉で、ルパート陛下はオカルト省が隠し持つ〝欧州最大の知性〟ヴィクトリカ・ド・ブロワを目撃し、そのとき短い会話を交わした。うつくしさとちいささ、そしてその知性を恐れはしたが、いま目の前にいる、〝オカルト兵器〟と化したヴィクトリカは、あのときの、意思を持って動き、自身の大切なもののために戦おうとする少女とはまるで別人だった。

　ルパート陛下を見ても、まったくなんの変化もない。

　──と、ふいに、パカッと唇を開く。

　老女のようにしわがれた声が、地獄の底から響くの如き低さで、響き渡った。

「ドイツがまたも侵攻するだろう！　今度はイギリスにだ！」

「……ほぅ。いつだね？」

　ブロワ侯爵が楽しそうな声色で聞きかえす。

　人形のように不自然な硬い動きを見せて、ヴィクトリカが答えた。

「そんなことは決まっている。一両日中にだよ、君」

「ふむ」

「知恵の泉が、そう告げているのだ！」

　ルパート陛下は後ずさり、つめたい壁に背中をつけた。

　石室は冷え切っていた。ここにだけまだ春がこず、聖マルグリット学園から連れ去られてきたあの日のまま冬が続いているかのように。ルパート陛下は声にならない悲鳴を上げ、

「これはいったいなんだ！」

「簡単なことですよ。陛下」

　ブロワ侯爵が色のない薄い唇を開いた。くっ、くっ、くっ……と肩を震わせて低く笑いながら、

「この灰色狼の頭脳が、たいへん優秀にできているというだけのこと！」

「なんと……！」

「古代セイルーン族の末まつ
 裔えい

 が、スイスの山奥に〈名もなき村〉を造って、数百年もの間、隠れ住んでいました。彼らはセイルーン王国を名乗り、村長の老人こそがじつは国王だったと聞いています。彼らはちいさく、うつくしく、金色の髪と緑の瞳を持っていた。別名、灰色狼とも呼ばれ、優秀な頭脳を誇っていた。これこそ、まさにオカルト！　時を越え、古代世界から現れた、知性の遺跡！　我々には持ちえない力を持つ、神話時代の、神々の末裔です……！」

　ルパート陛下はあきれたように首を振ってみせた。

「しかし、ドイツがイギリスにも侵攻するだと？　ばかも休み休み言ってくれたまえ。この瘦や

 せっぽちの子供に、なぜそんなことがわかるのだね？　こんな場所にずっと閉じこめられているというのに！」

　ブロワ侯爵はにやりと不気味に笑うと、傍らにいる息子を差してみせた。

「この生き物には、今年の初めからずっと、我が息子にして、怪物の兄の口を通して、世界情勢のデータを与え続けているのです」

「な……！」

「それらは〈美しき怪物〉の内部で整理され、解体され、また整えられ……やがて現実の時間を追い越していく。つまり、世界で起こることを予言し続ける。我々はすべての事象を先回りすることができる。これこそが生物兵器。オカルトの力にしかできない、魔力戦争……」

「まさか！」

　ブロワ侯爵は黙って笑った。その顔つきにも、声にも自信が満ち、なにものにも揺らがない様子だった。口こう
 蓋がい

 で赤い舌がちろちろと燃えている。

「陛下。我々ソヴュール王国は、古き力を持つ、伝統ある国。ヨーロッパの誇り、歴史の重みをけっして忘れてはなりません。我々には我々らしい戦い方があるはず。科学力では新大陸にはかなわない。だが……ソヴュール王国には、これがある……オカルトの力が……！」

「ブロワ侯爵……」

　ルパート陛下は、よろめきながら石室を出た。





　馬車に揺られて、急いで王宮にもどる。

　顔面は蒼そう
 白はく

 で、手もわなわなと震えていた。その傍らでブロワ侯爵が、いったいどんな幻が視えているのか、ラシャ布のカーテンをじっとみつめては楽しげにほくそ笑んでいた。

　上空には相変わらず、防空気球が揺れている。

　会議室にもどると、科学アカデミーの役人たちがあわててルパート陛下に駆けより、オカルト省の者たちから引き離した。

　壁時計の針が、また進んだ。ラジオ放送の開始時間が迫っている。

　ジュピター・ロジェが、草稿を渡す。力なくうなずきながら、ルパート陛下は二枚の草稿を手に、よろめいて奥の部屋に向かった。その耳元にロジェが小声でささやいた。

「どうか、わたしどもの草稿を！　科学による新しい戦いを、我らに！　勝利のためにはそれしか方法はありませぬ！」

「わかっている。あやつらの幻術などに、いまさら惑わされてはおらん……」

「よかった。我々はもちろん陛下を信じております」

　小部屋に入る。ロジェは、ラジオ放送用の設備の前に進みでた陛下に向かって、安あん
 堵ど

 したような笑みを浮かべながら、

「陛下、開始時間が迫っております」

「あぁ」

「……ドイツがイギリスにまで侵攻したとの情報が入っております。こんなときこそ我々は、科学の力でこそ……。陛下？　あの、陛下……？」

　ルパート陛下の顔が真っ青になった。

「あの……？」

　ロジェが不審に思い、なにか問いかけようとまた口を開いたとき、ラジオ局の職員が「始まります！」と声をかけた。

　マイクが入る。

　ルパート陛下は、死人のように蒼白な顔のままで、両手に握った二枚の草稿をむなしく見比べた。





　ソヴュール王国の人々は、この午後、ほとんどみんながラジオの前にいたらしい。

　国王の肉声で放送があることを知って、誰もが参戦を予感し、震えていた。家にいるものは、ラジオが置かれた居間に集まって、抱きあったり、背中を撫な

 であったりして、互いの不安を解消しようと気遣いあいながらソファに腰かけていた。会社で働く者たちも、手を止めて、みんなでラジオの前に集まり、腕を組んだり壁にもたれたりして目を閉じていた。街頭でも、ラジオを聴くことができる店の前に集まって、息を詰めてその時間を待っていた。

　自らが乗る、王国という名のこの巨大戦艦が、止めようもなく激しい嵐の中に乗りこんでいくことを、誰もが知っていた。知っていながら、もはや誰にも事態をどうすることもできずにいた。あまりにもおおきなものが動きだしたために、一人一人の手でできることは限られていたのだ。ただ、やってくる恐ろしいものを察して、覚悟するだけ……。この日、ソヴュールの人々は、互いに手を握りあい、顔を見合わせ、涙をふきあうだけだった。

　ガァァァッ……
 。

　ぴぃぃっ……
 。

　不吉な機械音の後、ルパート・ド・ジレ陛下のお言葉が、王国中に響き渡ることとなった。





「本日、朕から我が国民に報告がある。我々ソヴュール王国は国家の危機に瀕ひん

 し、立ちあがることとなる……。我々は……。その、我々は……。古き力の末裔たる、ヨーロッパの人間であることを、なにより誇りに思わなくてはならない。我々らしい戦いのために、多くの犠牲を強いることになる……。しかしである……」





　王宮前広場に、国民たちが集まってきた。空を飛ぶ巨大な気球がそれを見下ろす。

　王立騎士団が警備する中、やがて王宮のおおきなバルコニーにルパート・ド・ジレ陛下が姿を現した。人々は熱狂的に国王を出迎えた。皇太后、ルパート陛下の姉とその子供たち、弟とそのうつくしい妻。妹たち……。正装した王室一家が並んで手を振ると、歓声はより大きくなった。

　──バルコニーからは見えない、奥の会議室で、主導権を握らんとする役人たちの戦いが続いていた。

　今日はひとまず、オカルト省の勝利となった。ブロワ侯爵の笑い声が低く響きわたっていた。

　歓声が続いて、広場は波に揺れているように震えていた。

　こうして巨大戦艦はついに、嵐のただなかに突っこんでいったのだった。






　　　　４






　さて、それから時はまた流れて、春から夏に近づいていく季節のこと。

　世界中で戦局が緊迫している日々。

　英国の朝──。





　首都ロンドンの郊外の街角にある、堅実そのものの佇たたず

 まいをした四階建てのビル。

　辺りに建ち並ぶビルよりも造りが古くて、そのぶん丈夫そうだ。水牛に背負われたデザインの大仰な外灯や、満開のひまわりを象かたど

 った黒いドアノブも、建物の古めかしい威厳に一役買っている。

　ビルの前の道路を、白馬にまたがって警官たちがゆっくりと通り過ぎる。四つ角ごとにやはり警官が立って、辺りを警戒している。

　──戦争が始まると、初めは静観しようとしたソヴュール王国よりずっと早く、英国は参戦を表明した。

　とはいえ、首都ロンドンの街並みは、一見、そうとは思えないほどの落ち着きと静寂に包まれていた。だがよく見れば、物々しい警戒ぶりや、家々が誰もいないかのように静まり返っているところなどは、やはり平時とはちがうと言わざるを得ない。

　さて、その四階建てのビルはどうやらブラッドリー一家のものらしい。なぜなら表の表札にぶっきらぼうな飾り文字でそう書かれているし、すこし傾いて地面に刺さっている赤いポストにも〈冒険一家・ブラッドリーの家はこちら！〉と、こっちは子供が書いたのか、かわいらしい手書きの文字で記されている。

　と、そこに四階の窓が勢いよく開いて、金色のショートヘアをした女の子の顔がぴょこんと飛びだした。

「おはよー、おはよー。朝がきた！」

　ちょうどビルの前を、自転車で通り過ぎようとしていた牛乳屋の配達の男の子が、片手を離して手を振って、

「おはよー。美人さん」

「いい朝ね！」

「あぁ、そうとも！」

「いい一日を」

「君もね！」

　元気よく手を振りかえしていると、女の子の背後から、「……朝から、うるさいっ」と怒る声がした。ついで、おおきな枕が飛んできて、後頭部にぽこんと当たった。

　女の子──アブリル・ブラッドリーは振りむいて、

「もぅっ。いい加減に起きなって、フラニーのお寝坊さん！」

　両手を腰に当てて、胸を張って言い返した。





「とうとう戦争が始まったってのに、毎日ばかみたいに早起きして、朝から窓まで開けて、歌って。あんたってつくづくおかしな子よね」

　ビルの四階にある、娘たちの寝室で。

　飾り気のないおおきなベッドが一つと、鏡と引き出しがついているだけの鏡台が二つ。クロゼットと、屋根裏部屋に上がるための古い梯はし
 子ご

 。

　ただそれしかないシンプルな部屋で、ベッドに起きあがった金髪の縮れ毛の女の子──二つ年上の従姉いとこ

 フラニーが、胡坐あぐら

 をかいてぷくっと膨れていた。白いモスリンの寝間着はくしゃくしゃで、アブリルと造りがよく似た顔に浮かんだ表情も、それと同じぐらいにしかめられている。

　とっくに水玉のブラウスとシンプルなバルーンスカート、バレエシューズに着替えたアブリルは、元気に笑いながら、

「起きないと、おばあちゃまにどやされるわよーだ。ほら、もう朝ごはんの時間。ごはん食べたら、すぐに家庭教師の先生がくるから……」

「もうっ、わたしはなにもかもいやなんだったら。アブリル！　早起きも、午前中にくる家庭教師も、午後からの軍需工場での奉仕活動も。それから、あんたのばかみたいに元気な声も、まっぴらごめん！」

「じゃ、フラニーのぶんのパンも食べていい？」

「……」

　フラニーは顔をしかめた。

　いやいやベッドから降りると、着替える。アブリルに手を引かれて、寝室を出て階段を下りていった。

　ロンドン郊外にある〈冒険一家・ブラッドリーの家〉は、もともとおばあちゃまが若いころに、ひいおじいちゃまが建てたビルとのことだった。事業に従事していたひいおじいちゃまが一階を倉庫に、二階をオフィスに、三階と四階を家族の住居にしていたらしいのだが、時を経たいまでは、通りに面した一階が〈冒険家サー・ブラッドリー〉の記念館とオフィスを兼ねて市民に開放されていた。おばあちゃまの部屋と居間が二階に、アブリルの両親の住居が三階にある。もっともいまは、アブリルの両親は仕事でロンドンにはいないのだが……。

　二階の居間に下りていくと、おばあちゃまはもう起きて、眼鏡をかけて熱心に刺し
 繡しゆう

 縫いなぞをしていた。

　二人の孫が顔を出したのに気づくと、眼鏡越しにじろっと見て、

「アブリル。おかしな歌が二階まで聞こえましたよ。それから、フラニー。寝癖を直しなさい」

「はーい」

「ふんっ！」

　アブリルは素直にうなずいたが、フラニーはぷいっと顔をそむけた。

　おばあちゃまがため息をついて、また刺繡にもどった。

　朝ごはんを食べ終わったころに、雇われたばかりの家庭教師が現れた。前の世界グレート
 大戦・ウオー

 で負傷した傷しよう
 痍い

 軍人で、今回の戦争で従軍することは不可能なために、ロンドンに残っているらしい。足を引きずりながら入ってきた先生に近づいて、アブリルが鞄かばん

 を持った。

　居間のテーブルで、おばあちゃまが目を光らせている中、ラテン語と数学の授業を受ける。フラニーは眠そうで、何度も、こくっ……と顎あご

 を落として居眠りしそうになる。そのたびにアブリルが肘ひじ

 で乱暴に突っついて起こした。

　アブリルはラテン語の文章を英語に直したり、辞書を引いたりしながら、次第に、去年の冬までの楽しい授業風景を思いだしていた。

　聖マルグリット学園──。

　春に留学して、冬期休暇が始まる前までだから、結局、一年もいられなかったのだけど……。

　ものすごく素敵だった広大なフランス式庭園や、図書館塔や、校舎。濃い赤の絨じゆう
 毯たん

 が敷かれた廊下の左右にたくさん掛けられていた、フランス式の古風な髪型や衣装に身を包んだ誰かの肖像画。円い天井に描かれた眩まぶ

 しいフレスコ画。

　教室や女子寮で出会った、ソヴュールの貴族の子弟たち。英国の子とはなにもかもちがって、あの国の子たちは、どこかふわふわと妖よう
 精せい

 じみていた。そう、気取っていて意地悪な、おかしな妖精たちと一緒に、教室で勉強して、食堂でご飯を食べて、寮でおしゃべりして……。

　その中でも、不思議な出会いになったのは、東洋のちいさな島国からやってきたという漆黒の髪と瞳ひとみ

 をした小柄な少年だ。

　留学して早々、怪盗二代目クィアランに誘拐されて倉庫に閉じこめられるという危険に遭遇したアブリルを助けにきてくれたのだ。そして、クィアランに盗まれたおじいちゃまからの遺産、ペニー・ブラックまで取りもどしてくれて……。

　冬期休暇の最初の日。別れ際にすごくがんばった自分の大胆な行動を思いだして……アブリルは思わず真っ赤になった。

　そんなアブリルの横顔を、フラニーが鼻の下にペンを挟んだおかしな顔のままで、不思議そうに眺めている。

「久城くん、どうしてるかなぁ……？
 」

　思わず独り言をつぶやく。

　それから、久城一弥との出会いを通して、知りあうことになった不思議なあの少女──とんでもなくうつくしくて、謎めいて、賢くて、意地悪で……そのくせ人見知りで、痛がりの泣き虫で、ほうっておけないほど危なっかしい、ヴィクトリカ・ド・ブロワを思いだして、さらに深くため息をついた。

「あーあ！」

「……なに百面相してるの？　へんな子ね！」

「へっ？」

　フラニーにからかわれて、アブリルは我に返った。

　いつのまにか、ずいぶん時間が過ぎてしまっていたらしい。アブリルのノートは真っ白なままだけど、フラニーのほうは、ゆっくりだけどラテン語をちゃんと翻訳していて、先生に赤い花丸マークをつけてもらっていた。なんとおばあちゃままで、刺繡から顔を上げて、フラニーに向かって感心したようにうなずいてみせている。

　得意そうに、フラニーが顔を斜めにして、アブリルを見下ろしてみせた。

「へへーん」

「くっ！」

　アブリルは途端に悔しくなって、猛烈な勢いで辞書をめくり始めた。

　……外は、とても天気がいい。開け放された窓から、気持ちのいい初夏の風が吹いてくる。

　じめじめしたロンドンの街にも、夏が近づいていた。とても、戦争が始まってもう数か月経つとは思えない静けさだ。戦火はヨーロッパの別の国や、イギリスの別の土地を襲っていたけれど、ロンドンはまるでまだなにも起こっていないかのように、案外平和だった。

　アブリルは辞書に顔をつっこむようにして、熱心に勉強し始めた。

（おばあちゃまにいいとこを見せなくちゃ。冒険家サー・ブラッドリーの孫にふさわしい、賢くって勇敢なところを。ええっと……。むー。でもラテン語って難しいな……）

　風がまたふわっと優しく吹いた。





　──さて、その日の夜遅く。

　午後から、臨時の軍需工場に姿を変えた公会堂で、戦地で使うこまごまとしたものを作る赤十字の活動をして、アブリルたちはくたくたで帰ってきた。フラニーはふてくされてどこかに行ってしまったが、アブリルは〈冒険一家・ブラッドリー家〉のビル二階の居間で、便びん
 箋せん

 を前にして、手紙を書いていた。

　相変わらず、窓際の安楽椅子におばあちゃまが座って、刺繡をしている。ときどき眼鏡越しに、ちらっとちいさな孫娘を盗み見る。

　アブリルはというと、手紙を書きあぐねて、うーんと呻うめ

 いていた。

「ボーイフレンドにかい？」

「……えぇーっ！
 」

　アブリルはびっくりして顔を上げた。

　おばあちゃまの曇りない笑顔がそこにあった。

「戦地にでもいっちまったのかい。似合わないほど深刻な顔をしてさ。おまえは元気が取り柄だろうに。まぁ、若い男はみんな戦争に取られてるからねぇ」

「えっ、いや……」

「あの世界グレート
 大戦・ウオー

 の後もね、ロンドン中に、怪我をして包帯だらけ、ときには目、手や足を片方なくした若い人があふれたもんだ。家庭教師の先生もその一人だけどね。また、ああなるのかねぇ。いやだねぇ……」

「ん……」

　アブリルは羽根ペンを置いて、

「でも、この手紙は男の子にじゃないの。あの、ほら……。ソヴュール王国の聖マルグリット学園でお世話になった担任の先生とね、文通してるの」

　おばあちゃまはおどろいたように眼鏡に手を当てて、うなずいた。

「へぇ、そうだったのかい」

「冬期休暇が終わったら、すぐもどるつもりだったのに、学園がとつぜん閉鎖されちゃったでしょ。先生や友達宛あて

 に手紙を書いたら、先生だけはまだ学園にいて、お返事をくれたの。いつまで学園に残ってるのかはわからないですけどねって。えっと……。友達のこと、知りたいから」

　アブリルはそうつぶやくと、ふっと書きかけの手紙に視線を落とした。

　ミス・セシル・ラフィット宛の手紙。ロンドンでの暮らしについて……家庭教師や軍需工場のこと、食べものや日用品の配給がすこしずつ滞り始めていること、道路にいつも警官がいること、もっとも、ロンドンにいると、戦争というものがどんなふうに日常に忍び寄ってくるのか、まだよくわからないことなどを書いている。

　セシル先生からの返事には、一通目には、久城一弥が強制送還されたこと、ヴィクトリカもいまはもう図書館塔にいないこと。二通目には、一弥が無事に東洋のちいさな島国にたどりついたと、大使館を通じて連絡があったばかりとのこと、などが書かれていた。

　それから、家庭教師がついていると聞いて安心しました、こんなときこそ、ちゃんと勉強してくださいね、ちなみに先生がアブリルさんの年齢のときは、毎日十時間もお勉強してました、とも書かれていた。

　アブリルは、さっきから……久城くんやヴィクトリカさんに逢あ

 えなくなって、とっても寂しいです、と書こうかどうか、迷っていたのだった。

（だって、セシル先生も、みんなにまた逢いたいはずだもの。で、いつもみたいに、笑顔で、おはよう、って……）

　ちらっ、とまたおばあちゃまがアブリルの横顔を盗み見た。

　アブリルは、うーんと一声呻いて、また羽根ペンを握った。

　先生、わたしがんばります、先生も元気にお暮らしください、平和になったソヴュール王国でまた逢える日を願って。最後はソヴュールで習ったフランス語で、またオー・リ
 逢う日ユボ
 までアール

 、と勢いよく記した。

　乾くのを待って、宛名を書いた封筒に入れ、封をする。

　手紙を書き終わったのを見て取ると、おばあちゃまがまた顔を上げて、

「アブリル？」

「はーい」

「屋根裏部屋まで行って、小麦粉と砂糖の袋を下ろしてきてくれないかい。重たくって悪いけど、いまは男手がないしね。わたしはもう、あの梯はし
 子ご

 を上ったり下りたりはとてもできないんだよ」

「うん、いいよー」

　うなずいて、元気よくぽこんと立ちあがる。踊るような足取りで居間を出て、階段を駆けあがった。

　四階の自分たちの寝室に入って、誰もいないので思いっきりスカートをたくし上げた。まるでかもしかのようにしなやかな、長くて細い脚がむきだしになる。

　梯子に手をかけて、ひょいひょいと上る。

　三角の天井までの高さが一メートルあるかないかの、ちいさな屋根裏部屋。円い窓からかすかに月明かりが差している。そこかしこに、半分開いたままの年代物のトランクや、謎めいたナラの木のチェストや、クリスマスの飾りに、前時代的なデザインの古いドレス、魔法使いが被かぶ

 るような大仰な帽子などがあふれている。それらが気になってしかたがないまま、膝ひざ

 をついて四つん這ば

 いになって進む。

　えぇと、小麦粉はどこだったっけ、と首をかしげたとき、どこからか、恨めしげな女の泣き声が聞こえたような気がした。

「──お化けっ!?
 」

　アブリルは色めきたった。激しくきょろきょろする。

　泣き声の聞こえるほうに近づいていって、きゃーっとうれしい悲鳴を上げる用意までして、目を凝らすと……。小麦粉のおおきな袋によりかかって泣いている女の姿が目に入った。

　アブリルは、悲鳴を上げようとしていた唇を静かに閉じた。代わりに心配そうに眉まゆ
 尻じり

 を下げて、

「……フラニー？」

「うっ、うぅっ……
 」

　女──フラニーは身をよじりながら、こっちを見た。月明かりに照らしだされた頰には、なぜか涙の跡が伝っていた。アブリルはあわててにじり寄って、

「どしたの！　いないと思ったら。ねぇ」

「……知らない！　放っといてよっ！」

　フラニーは従妹いとこ

 をきっと睨にら

 んだ。アブリルのほうはびっくりして目をぱちくりした。

「アブリル、あたしはあんたがきらいなの。だって戦争が始まっちゃって、飛行機が飛んでくるたびに、びくっとしてるくせに。ソヴュール王国の学園も閉鎖されて、友達にも先生にも会えなくなって、ほんとは寂しいくせに」

「そんなことないもん。寂しくなんて……」

「それなのに、朝も早起きして、窓まで開けて、元気に歌うし、ごはんももりもり食べるし。……アブリル、あなたって子は、鈍感なのよ」

　アブリルはぷくっとふくれた。

「もう、フラニーったら！　わたし、そんなつもりじゃないわ」

「どうせ、こう言うつもりなんでしょ、わかってるんだから。わたしは、かの有名な冒険家サー……」

「サー・ブラッドリーの孫娘なんだから、それを誇りに、けっしておじいちゃまの名を汚すような行動をしちゃいけない」

　年下の従妹の、りんとして静かな声を聞くと、フラニーは相手をますます憎たらしそうに睨みつけた。

「ほら！　冒険家の孫って、そればっかり」

「フラニー！」

「……あんたにはわかんないわ。アブリル、だって、あんたは勇敢なんだもの。根っからの冒険好きで、うまくいかないかも、きっと失敗するわ、なんて恐れることもない。あのおじいちゃんの自慢の孫。おじいちゃんは、だから、あんただけにペニー・ブラックをあげたんだわ。そうに決まってる……」

　と、フラニーは手の甲で涙を拭ふ

 いた。

「でも、このわたしは、戦争が怖いの。男の子の友達も、戦争に行って死んじゃうかもしれないし。そう考えてたら、たまらなくなっちゃって……」

　そう言われたアブリルは、しばらく虚を突かれたような無表情で黙りこくっていた。

　せまい屋根裏部屋に、フラニーのみじめな泣き声だけが響いている。やがてアブリルは、しょげたような声で、

「フラニー、だけどね……」

「なによ」

　アブリルは迷うように唇を閉じた。それから、素直になると決意したように、ゆっくりと口を開いた。すると、さっきまでの元気で明るくて陰のない様子とはすこし表情が変わった。フラニーの肩にそっと手を置いて、

「あの……。ずっと一緒にいたのに、正直に言わなくってごめんね。わたしも、すごく怖いってこと。ほんとは、こんなのもう、やだって……。ひっく……。うわぁぁん！」

　アブリルまでしゃくりあげて、涙をこぼし始めたので、フラニーはびっくりして起きあがった。目をぱちくりさせながら、

「泣いてるの？　やだわ、ゼンマイを巻きすぎた玩具おもちや

 みたいに元気だったあんたが？　なによ、やめてったら……」

「ゼンマイとはなによ。ひっく……。えぇん」

　疑うように、フラニーが、

「お酒、飲んだんでしょ？」

「ちっがーう！」

　アブリルは涙を拭いて、フラニーの横に座りこんだ。

　両腕で膝を抱いて、その膝に顎あご

 を載せながら、しょげたように吐息をつく。それから、ついさっきセシル先生宛の手紙には書けなかった不安を、思い切って口にしてみた。

「わたしだって、毎日、怖いよ。なにもかもよくわかんないし。ロンドンはまだ大丈夫だけど、新聞を読むと、世界中のいろんな街が、たいへんなことになってるし。こりゃロンドンだってどうなるかわかんないなぁって……」

　すると、フラニーが目玉をぐるんと回してみせた。

「まさか、アブリル……。あれっ。あんたが泣いてるのを見てたら、わたし、頭がすっきりしてきた。まるで霧が晴れたみたい」

「まっ。それはよかったわねぇ、フラニー」

　アブリルはふんっとそっぽを向いた。

　窓の外から、月までが心配そうにこっちを覗のぞ

 きこんでいるようだった。アブリルは頰ほお
 杖づえ

 をついて、しょげた声で、

「おっかないから、元気にしてたの。だって、そうしてないとたちまち不安になっちまうんだもの。……きっと、おじいちゃんもね」

「英国一有名な冒険家、サー・ブラッドリー……」

「うん」

　と、二人はそっと顔を見合わせあった。

「きっと冒険の旅に出る前は、ほんとは不安で、逃げだしたいような気持ちだったんじゃないかな。それを隠して、元気にふるまっては、暗黒大陸に出かけたり、アマゾンに飛びこんだり、大海原を進んで行ったのかも、なんてね」

　フラニーはまた目をぱちくりして、

「へぇぇ。でも、あんたが言うならきっとそうだったのね」

　と、なんだか楽しそうにつぶやいた。

「いつまで泣いてるのよ。やぁねぇ、アブリルったら。てんで子供なんだから。ほらっ」

　二つ年下の従妹の涙をごしごしと拭いてやる。

　夏の夜が、ゆっくりと濃くなっていった。

　風が吹いて、黒い雲を流して月を隠していく。霧が立ちこめていく。

　静かな時間だった。鳥が飛びすぎるような羽音が遠くで聞こえた。





　二階の居間で。

　相変わらず、刺し
 繡しゆう

 を続けながら、おばあちゃま──冒険家サー・ブラッドリーの未亡人が、ふっと顔を上げた。

　眼鏡越しに天井を見上げる。

　屋根裏部屋で起こっていることに、気づいているのか、いないのか。かすかに頰を緩めて、微笑む。

　やがて、おばあちゃまは、また、刺繡の針を丁寧に動かし始めた。






　　　　５






　こうして戦火の広がりは、世界に、最初は音もなく、しかし確実に広がっていった。

　ビルを、家々を、なぎ倒して迫りくる悪夢のように。

　気づけば、もはや参加していない国はないと言えるほどだった。愛国心と愛国心、利権と利権がぶつかりあって、世界中の誰もが長いあいだ息もできなかった。

　なにが正しいのか。

　誰がまちがっていたのか。

　奪ったのはどの国で、奪われ踏みつけられたのは、結局のところ誰なのか。

　正義は風の向きによってくるくると変わり続け、そのたびに、なぎ倒される葦あし

 の束のように、国家も人々も右に倒れ、左になびいた。

　本当に起こっていることは、なにか。

　後世の歴史家にも思想家にもそれを正確に言い当てることはできないだろう。時は回転し、抗い、流されながら、過ぎていくばかりだ。





　夏から秋にかけてのこと。

　戦いは次第に、新大陸とその同盟国、旧大陸との戦いへと姿を変えていった。

　新大陸側の優勢がくりかえし伝えられてはいたが、劣勢であるはずの旧大陸の連合国で、長らく〝小さな巨人〟と呼ばれた、そして参戦ではかなり後れを取ったはずの小国ソヴュールだけは、おかしな動きを見せ続けていた。

　そう、まるで……。

　起こるはずの近未来の出来事を、予知しているかのように……。

　それは数か月先、いや、数週間先のことではなかった。あす、あさってに起こるはずの事件を察知しては、急いで適応しているかのような奇妙な動きが、軍部を中心に続いていた。ソヴュールは、沈みかけた歴史ある旧大陸の大地から、一国だけ、すこしずつ浮きあがっていくようだった。足を離し、夜空にそっと飛びあがり、戦火の揺れる大地から逃れて、風に乗ってどこかに流れていく最中……。

　それは積極的な戦いというよりも、国内の被害を最小限にとどめる、逃げ足の異常な速さを感じさせた。諸外国の誰も、この国の中枢になにが隠されているのか知らなかった。それどころか国民でさえ。

　ただ政府高官の一部だけの間で、奇怪な噂が……〝監獄に怪物がいる〟〝その名は〈美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〉〟……密ひそ

 かに流れているばかりだった。

　ソヴュールは古いにしえ

 から続く伝統と、古きヨーロッパに巣くうオカルトの力によって、戦火を漂い、不思議な動きを続けていた。





「蝶ちよう

 が……」

　ソヴレム郊外にある巨大監獄〈黒い太陽〉。

　そのもっとも奥にある石室。

　光の一切射さない、狭くて四角い部屋の真ん中に、金色のなにかが床にむかってのたくり、震えていた。

「蝶が、見えないのだ……」

　隅に置かれた粗末なランプが、ふるる、と揺れた。

　シンプルな形の椅子に、ヴィクトリカがちいさくて細い体を投げだすように座っていた。シーツを縫いあわせただけのような薄手の白い服を着せられているが、おおきすぎるのか裾すそ

 を床に引きずっている。胸元に金のペンダントが光っていた。

　緑の瞳ひとみ

 は見開かれたまま、石室の中をむなしくさまよっていた。

　傍らには、大砲のような髪を尖とが

 らせる異母兄、グレヴィール・ド・ブロワが座っていた。無表情のまま、声に出して資料を読み続けている。

　虚うつ

 ろな目をさまよわせながら、ヴィクトリカが、

「金色の蝶が……。いなくなってしまった……」

「またうわごとか。そんなものは最初からいないだろうに！」

「ふっ」

　ふいに、ゆっくりと表情が動いた。

　折れ曲がったように横に倒れていた首を持ちあげて、ヴィクトリカは目を細めて意地悪そうに返事をした。

「兄貴は、俗物だからなぁ！」

「えっ？」

　ブロワ警部はおどろいたように顔を上げた。

　すると、妹と目があった。火花が散るほどの激しさで。

　──聖マルグリット学園に迎えの馬車を出して、ともにソヴレムの監獄まで走ったあの朝以来、ブロワ警部は毎日、昼も夜もこの石室に通っては、異母妹に向かって世界情勢の資料を読む日々だった。

　食事と水になにかが入れられているのか。ここに監禁されると、ヴィクトリカの意識はたちまち、中有をさまよう無限の旅人となった。あんなにも頭脳明めい
 晰せき

 で、寄らずともすべての人間を斬ると言わんばかりだった妹が、壊れかけた人形のように首を曲げ、四肢をだらりと投げだして、うわごと交じりの予言を繰りだすばかりになった姿を、ブロワ警部は恐れと、これまで以上に深い嫌悪と、それからかすかな迷いとともに見守り続けていた。

　それが、いま。霧がとつぜん晴れるように、以前の妹の目つきにもどって、つめたく皮肉な表情を浮かべてこちらを見上げている。

　薬の効果が切れたのだろうか。それとも、このちいさな体が、不可解で厳しいこの運命に対して、必死に抗っている結果か。

　資料を膝ひざ

 に下ろして、ブロワ警部は妹を睨にら

 みつけた。

「なんだ！」

「いまは、何月だね。春か？　もうすぐ夏になるのか──？」

　あきれたように、

「あいにくだが、夏はとっくに終わって、もう秋になるところだ」

「なんと。もう、そんなに……」

　ほとんど表情というものを浮かべようとしないはずの妹の頰に、おどろきと緊張とが走ったように見えた。

　薔薇ばら
 色いろ

 だった膚はだ

 は青白く沈み、以前よりもさらに瘦や

 せている。その体とはまるでべつの生き物のように、金色の見事な髪だけが、色いろ
 艶つや

 を失うことなく、眩まぶ

 しい輝きを帯びながら床に向かって垂れている。

　ヴィクトリカは怪しむように、

「それで、わたしのこの頭脳は、役に立っているのかね。……ソヴュールの戦局にだ」

「あ、あぁ」

　ブロワ警部は震えながらも、うなずいた。大砲のようにとがった頭を、落ち着きなく右に左に揺らしながら、

「おまえの予言は、遠い未来ではなく、ここ数日のことが多い。しかし正解率が高いために、王宮も軍部もオカルト省を頼りにし始めた。急いで対処しては、国内の犠牲を最小限に減らしている」

　すると、答える声は憂ゆう
 鬱うつ

 に沈んでいた。

「しかし、そのぶん、世界のどこかで誰かが死ぬのだ。この世界はそうやって、恐ろしい帳ちよう
 尻じり

 を合わせているのだよ。科学の観点からは、神の別名を、自然とも確率ともバランスとも呼ぶのだから」

「そ、そうなのか？」

「知恵の泉が、そう告げている。……わたしの責任は深い、と」

　ブロワ警部は責めるように、

「責任だと？　もしや道義的責任を憂いているのか？　まるで人間みたいなことを言うじゃないか。獣のくせに！」

「ふんっ。わたしは人間だ。生まれたときからずっと。そして、いまこのときもだ」

　ヴィクトリカはだるそうにつぶやいた。

　首を動かして、ゆっくりと石室を見回す。ひどい場所だな、と、いまさらながらあきれたように鼻を鳴らし、

「グレヴィール。わたしの占いは、なるほど重宝がられているとのことだが、今後は正解率が落ちていくのではないかと予測するよ、君」

「えっ、ど、どうしてだ。いまさら……」

　ブロワ警部はおどろいて、資料の束を取り落とした。床に紙が散らばって、音を立てる。

　ランプが、じじっ……と音を立てる。

「ソ、ソヴュールはもはや、おまえの力なしには一日も戦えず、国をも守れないのだ。王宮も軍部もそのようになってしまったのだ。そして、父上の権力も次第に増大しつつある……」

　ヴィクトリカはそれを遮って、

「客観的なデータなどというものは、ほとんど存在しない。グレヴィール、ここ十か月ほどかけて、君がわたしの頭脳に機械的に流しこんだらしきそのくだらん資料もまた、然しか

 りだ。誰かの主観、どこかの機関の都合が入りこんでは、すこしずつ齟そ
 齬ご

 を増大させていくものだ。その結果、正解率は時とともに下がっていくことだろう」

「なっ」

「……そのときは、わたしはお払い箱だ。おそらく、つめたい肉塊となってここから運びだされ、名も無きまま、どこかに捨て去られる運命なのだろう」

　ヴィクトリカは皮肉な顔つきで、

「そうなったらうれしいだろうね、グレヴィール？」

「ふんっ。も、もちろんだとも……」

　ブロワ警部は震えながら、資料を拾い集め始めた。

　と、ヴィクトリカの夢見るような低い声が頭上から響いた。

「しかし、それでいいのだろう。このような場所で、このように屈辱的な立場に甘んじ、望まぬ破壊の悪魔の役目を担い続けるよりも。この世界から声もなく消え去るほうがずっとましな末路というものだ」

「破壊の悪魔、だって？」

　ブロワ警部はかき集めた資料を胸の前でぎゅっと抱きしめて、不安そうに、

「そりゃ、ほかの国にとってはそうだが、ソヴュール王国にとっては、おまえはまるでつめたい天使じゃないか。呪われし、我が妹よ……。悔しいが、我々は、我々の未来のためにおまえの力をやはり必要としているのだ……。わたしはけっして認めたくはないがね……」

「それはちがう、グレヴィール」

　ヴィクトリカはゆっくりと目を閉じた。苦しげに、

「戦いが長引けば、結局のところ、国内の犠牲者も増え続けるだけだ。だからこそ、いまやわたしは破壊と滅亡の象徴なのだよ。本当は、一日だって、ここにいては、いけないのだ。それなのに、もう十か月も、ここに……。なすすべも、なく……」

　ブロワ警部は半信半疑で、

「しかし、わたしはソヴュール王国を守り、勝利に導くべきだと思うがね。敗戦国の惨めさと国民の苦労を、おまえだって予測できるだろう。結局のところ、我々は国内の犠牲を払ってでも、この嵐の中を勝ち抜くべきなんじゃないのか、ヴィクトリカ」

「グレヴィール。いま起こっている嵐は、世界そのものの意志による、おおきな方向転換でもあるのだ。戦いの後しばらくすると、どこからともなく、新しい世界が立ち現れるだろう。そして、いままでとはまったくちがう人々と文化がやってくるのだ……。それは新大陸がもたらす科学と商業主義の世界であり、伝統や不思議よりも、上へ上へとさらなる変化を望む、渇望の庶民たちによる文化であり、そして……」

「なんだ」

「その新しい世界に、我々、古い生き物たちの居場所などほとんどないはずだ。それほどすべては変わってしまうのだからな……」

「なっ」

「しかし、それはけっして悪いことではないのだ、グレヴィール」

　ヴィクトリカは沈んだ声で、

「時とは……おおきな海のように、ただそこにあるものだ。わたしはその光景を、夢とうつつの間をさまよったこの十か月の間に、永遠とも感じられる長い時間をかけて……旅し続けていた。時は、ただそこにある……。過去も、未来もなく、永遠を漂い、そして同時に、そこにはすべての人がいる。いなくなった大切な人たちがだ。だから……。そこで、かの人たちと、また会えるが……。そのときは、わたしたちもまた海の一部になっているからな。会いたいという心そのものまでも……。もはや、波のひとかけらにすぎなくなるのだろう……。あぁ、グレヴィール……」

「いったいなにを言っているのだ？　おいっ。たったいままで、せっかく！」

　ブロワ警部はまた資料の束を取り落とした。それをブーツの底で踏みながら、異母妹のそばに駆け寄る。

　次第に、言葉がまた、聞き取れないようなうわごとにもどっていく。

　──約十か月ぶりに彼女が正気をとりもどしたのは、わずかな時間。またおおきな黒い海の沖へと流されて、意思の光が消えていった。

「我々、人間の、力、で……」

「ヴィクトリカ？　おいっ、我が妹よっ！」

「時というすさまじい大海のかたちを変えることは、けっしてできないのだ……。いままさに終わっていく古い世界を延命できるとしても、それはわずかな間のことに過ぎない……。父上は賢いが、愚かでもある。あの方の愚かさは……欲望のせいだな……。欲望が、あの目を曇らせるのだ。ブライアン・ロスコーの罠わな

 にはまって、大事な片目を失ったときのように……」

「おい？」

　ヴィクトリカはがっくりと首を折り曲げて、また粗末な木椅子の上で、壊れかけた人形のように体の力を抜いた。

　ブロワ警部がその顔を覗のぞ

 きこむ。

　どうやら、まだわずかに聞こえているようだ。澄んだ瞳ひとみ

 が緑色に瞬いている。

「おい、我が妹よ！」

「なん、だ……」

「気になったんだが、蝶ちよう

 ってなんだね？」

「あぁ……。あれか……」

　ヴィクトリカは、子供がおやつをもらった瞬間のようなまっすぐな輝きを浮かべて、にっこりと笑った。

「金の、蝶の、ことか、ね……」

「あぁ、そうだ！」

　夢を見ているような声が、揺らめきながら返ってきた。

「ここに……連れてこられたときにな……聖マルグリット学園から、ずっと……馬車を追って、蝶がついてきていたのだ。手紙から飛びだして。不安に震えるわたしとともに……」

「そういえばあのとき、おまえはずっとなにかを目で追っていたな」

「あぁ……。この部屋に入ったときにも、蝶はいた……。それが、わたしが心を失っていた十か月のあいだに、あの幻が消えてしまったことが、寂しいのだよ……」

「金の蝶、か」

「あれはな、人生の輝きだ」

　そう言って、ヴィクトリカは話し終えても口を閉じず、パカッと開いたままで、無情にもスイッチを切られた電気仕掛けの人形のように、停止した。

　ブロワ警部は、啞あ
 然ぜん

 とした表情のままでしばしヴィクトリカを見下ろしていた。それから、不安そうに眉まゆ

 を寄せた。ドリルを揺らしながら、おそるおそる異母妹の肩をゆすったり、髪を引っ張ったり、震える声をかけたりした。

「おい、おい……。我が妹よ……。しっかりしろ！」

　呼んでも、ゆすっても、ヴィクトリカの心はもどってこなかった。

　見開かれた緑の瞳がまた空を漂い始め、開かれたままの口からは、予言の数々が、真っ黒な呪いのように漂いでてくるばかりだった。
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　ひとひら、雪が舞い落ちてきた。

　ソヴュール王宮の丸っこい塔の先に落ちて、溶ける。街を行く騎馬隊の、黒い羽をそびやかす制帽の先端にも、毛並みの良い白馬の鬣たてがみ

 の上にも。

　物資が減ってはいるが、まだ華やかに開かれているデパートの外壁に飾られた、複雑な形をした外灯にも。石畳や、その上を走る自動車の上にも。





　──路上を飛んできた古新聞の一面に、爆撃されて瓦が
 礫れき

 の山となった世界のあちこちの街の写真や、泣き叫ぶ女性、兵士たちの姿が躍っている。参戦する国はさらに増えていき……。連なる国名には、東洋のちいさな島国も、例外ではなく並んでいた。





　アルプス山脈の麓ふもと

 にある村にも雪が降り積もり始めていた。

　赤い三角屋根と木骨組の窓が並ぶ家々にも、荷車を引く馬が蹄ひづめ

 の音を高らかに立てる通りにも、村娘たちでにぎわう雑貨屋の扉の、ちいさな飾り屋根にも。

　人々は空を見上げては、目を細めた。

　秋から、冬へ。季節がまた変わろうとしていた。





　赤い絨じゆう
 毯たん

 が敷き詰められ、金色の調度品に囲まれた長い廊下を、朝早くから、紳士たちが忙せわ

 しく通り過ぎる。ソヴュール王宮には連日、政府関係者が詰めていた。政治家と軍人、貴族、そしてオカルト省の一派と、科学アカデミーなどが。

　ルパート・ド・ジレ陛下は、一年前とは別人のように焦燥し、瘦や

 せ細っていた。

　目はぎらぎらと輝き、その下には深い隈くま

 が刻まれている。品と風格のある容よう
 貌ぼう

 の下から、獣のような奇妙な光が漏れ出ていた。玉座に座り、役人たちの報告を聞きながら、床を睨にら

 みつけている。

　冬が近づいてきたこの季節、ソヴュール王国はまた一つの決断を迫られていた。自ら攻めていくのか、それとも国防を重視し留とど

 まるか。会議のたびに紛糾し、結論を急がねばならぬのに、答えが出ないままだった。軍部とオカルト省が果敢に攻めるべきと主張する一方、科学アカデミーは国防を唱えていた。

　しかしどちらにしろ、多大な犠牲が出るのは明らかだった。この数か月で、戦火は巨大な野火の如く世界中に燃え広がる一方で、どの国にも、誰にも、鎮火することはできなかった。

　紛糾する会議の席で、ルパート陛下は遠い目をして考えこんでいた。軍部の主張と、科学アカデミーが予測する今後の戦局に耳を澄ませながら、深く息をついた。

「……アルベール」

　ルパート陛下がふいに、オカルト省の重鎮であるアルベール・ド・ブロワ侯爵の名を小声で呼んだので、一同はぎょっとし、静まり返った。

　ブロワ侯爵が立ちあがった。

　銀色の髪に、残忍そうな緑の瞳。片眼鏡の奥で、片目がレンズ越しにとてもちいさく見える。まるで片目で今を、もう片方の目で過去を見ているような、不気味な顔つき……。色のない薄い唇を開くと、妙に赤黒い舌が見えた。

　父親のような慈しみを湛たた

 えて陛下を見下ろし、

「どうか、いたしましたか？」

　その声もまた、勝ち誇ったような鈍いきらめきを内包していた。

　ルパート陛下は暗い顔つきをしていた。政府には、陛下が次第にブロワ侯爵とオカルト省の操り人形となってしまうのではないか、と危き
 惧ぐ

 する声も高まっていた。

　オカルト省とブロワ侯爵は、近い未来に起こることを予言しては、王宮と軍部に対して惜しげもなく情報を開示し続けていた。その一方、科学アカデミーが唱え続ける慎重論もまた採用されたため、貴重な情報は、主に国内を守るために使われていた。ブロワ侯爵はオカルトの力を利用して、国外へともっと戦いに出るべきだと主張し、次第にルパート陛下も、そちらに向かってゆっくりと倒れていくようだった。

　ルパート陛下は迷うような声で、

「あれに……。あの……〈黒い太陽〉におまえが隠している、おそろしいオカルト機械に……もっと遠い未来を占わせることはできないかね」

「遠い未来？」

「そうだ。半年後、一年後、そして……五年後。そこまで見通すことができたのなら、おまえの命じる通りにしても、よい……」

「おぉ、できますとも！」

　ブロワ侯爵はますます笑みを深くした。

　途端に、ルパート陛下はほっとしたように表情をゆるめた。侯爵の顔を見上げて、威厳を持って、「今夜だ。余はおまえとともに〈黒い太陽〉を訪れる。そのときに、きっと……」と宣言した。ブロワ侯爵はうなずき、「仰せの通りに。わが陛下」と礼をした。

　ルパート陛下とブロワ侯爵が小声でなにを話しているものかと、一同はひどく落ち着きなく、二人の様子を睨みつけていた。

　侯爵の笑顔を見ると、ジュピター・ロジェがぎりりと歯は
 嚙が

 みをした。隣にいる側近に、歯と歯の間から漏れ出る悔しげな声で、

「もしもこの国が、さらなる戦火に自ら身を投じることになったら、それは、我々科学アカデミーの力が弱く、この国を運命から、そしてアルベール・ド・ブロワの魔の手から守ることができなかったせいだろう。我々は後世、深く恥じ入ることになろう……」

　と呻うめ

 いた。

「そして、我々のおおいなる失敗の一つが……。あの〈美しき怪物〉を、開戦前にうまく始末できなかったことだ……」

　と、つぶやく。側近も険しい顔をしてうなずいている。

「これまでずっと、あれの命を奪うことが科学アカデミーにとっていかに大切かわかっていたというのに、実行できずにいた。母狼コルデリアとその仲間に、わたしがとある弱味を……形見箱を巡る秘密を……握られていたからだ。しかし、しかしだ！」

「はい」

「去年の大おお
 晦日みそか

 、開戦を予期し、我々の工作員を、聖マルグリット学園に派遣したのだ。開戦のどさくさにあれを始末し、消してしまえばよいと。我々の工作員は、宿屋にいたオカルト省の役人を殺し、夜半に学園に侵入し、あと一歩のところまであれを追いつめたのだ。それなのに……」

「えぇ」

「報告によると、正体不明の少年の待ち伏せによって、ぎりぎりのところで阻止され、少女の息の根を止めることに失敗してしまった」

「聞いております。ロジェ様」

　側近がうなずいて、

「なんでも、〈美しき怪物〉と変わらない年頃の、小柄な……。暗闇のことでよくはわからないが、東洋人だったような気がする、ということでした」

「そうだ」

「調査によると、聖マルグリット学園には、確かに一名、東洋からの留学生がいました。しかしもうとっくに帰国していることもあり、正体はわかりません。もしや、留学生のふりをした、かの国の工作員だったのか。それにしても、かの国の者がオカルト省にかかわる〈美しき怪物〉の命を助ける利益とはなにか？」

「うむ……」

　ロジェは顎あご

 に指を当てて考えこんだ。

「そう……。思い起こせば、昨年の夏、リトアニアの修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉での事件と、帰りの〈オールド・マスカレード号〉での事件。その現場に我々の工作員を派遣したが、そのときにも確か、あれに東洋人の少年の連れがいる、と報告を受けたはずだ」

「えぇ、そうでした」

「すでに帰国したその少年とは、何者だったのか……。なにゆえあのような怪物を頑強に庇かば

 い、命を救い続けたのか。極秘任務か、それとも……」

　ジュピター・ロジェは険しい顔をして考えこんだ。

「どちらにしろ、かの国も参戦し、久しい。その少年もおそらく、遠からず戦地に向かうことになるのだろうな……」

　と、つぶやく。

　その視線の先に、〈美しき怪物〉をこの世に造りだし、どこかで育て、いまは厳重に警備された〈黒い太陽〉に運びこんで隠しているブロワ侯爵が、勝者の如き笑みを浮かべて立っている。国王のほうはぐったりと玉座にもたれて目を閉じていた。

　ロジェはぎりぎりと歯ぎしりをした。

　と、そのとき……。バラバラバラッと激しい音がして、飛行機が空を飛びすぎていった。役人たちも一斉に窓の外を見た。

　今年初めての雪が降り始めた、ソヴレムの暗い空を、戦闘機が数機、通り過ぎていく。一同は目を細めてその様子を見上げた。

　どこかでけたたましいサイレンが鳴り始めた。空には太陽が見えず、すでに夕刻のような色に染まっていた。
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　そのころ。

　東洋のちいさな島国にも、数日前から雪が降り始めて、通りを白く染めかえようとしていた──。





「一弥さま、一弥さま……。あれっ？」

　下駄を鳴らして、姉の瑠璃がうちじゅうを捜し回っている。

　縁側から庭を覗のぞ

 いて、襖ふすま

 を開けてはべつの部屋を見て、薄暗い玄関の土間まで見て、いないので、奥にある父親の部屋の襖まで開けたところで、

「瑠璃、静かにしなさい！」

　と大きな声で怒られて、ひゃっと首を縮めた。

　父親は畳の上に正座して、厳しい顔つきで、なにやら書物を読んでいた。あまりにもいつも通りの様子に、瑠璃はおどろいた。なにか言いかけて、口を閉じ、ついで襖をそーっと閉める。

　と、父親が、

「瑠璃」

「キャッ。……なんですか、お父さま！」

「そう膨れるな。いつまでも、子供みたいにな」

　静かな声なので、瑠璃はほっとして、またそっと襖を開けた。

「なぁに？」

「まぁ、ここに座れ」

「えー」

「座りなさいっ」

　しぶしぶ座る。すると父親は瑠璃のほうにゆっくりと向きなおり、いつになく静かな声で、

「あのな。いつも通りに接して、静かに送りだしてやるんだぞ」

「……」

「一弥のことだ」

「……わかって、ます」

「泰博と寛のときは、おまえも立派だった。女らしくしとやかに、そして元気づけるような笑顔で兄たちを見送ったので、わしは、人は変われば変わるものだ、明けない夜はないのだなぁと安心したものだ。しかし、おまえは人一倍、弟っ子だからな……」

「……」

「男には、行かねばならない時があるのだ。こういった有事にはなおさらだ。それに、あの子はもう立派な大人だ。おまえも見ただろう、瑠璃……。ソヴュール王国から帰国して以来、昔とは別人のようにしっかりして、男らしい。ヨーロッパで学ぶことによって、一人前の立派な男になって帰ってきたのだ。おまえが泣いたりわめいたりして、一弥の勇気を挫くじ

 くんじゃないかと思うと、わしは、もう……。朝から、胃が痛くて……」

「お父さま、でもね」

　瑠璃は、帰国してからの一弥のことを思いだして反論しかけて、言葉を飲みこんだ。

　父や、兄たち──一足先に出征した──の目には、一弥の変化がそんなふうに映っていたのか、と思うと悲しくてならなかった。だって、この数か月ずっと、一弥は暗い顔をして苦しんでいる様子だったのに。ソヴュール王国で学んだ数々のことよりも、おいてきてしまった大切なものが、一弥という少年をひどく変えてしまったことに、父も兄たちもどうして気づかないのだろうか、と。

　瑠璃は悲しくなって、「おい、こら。待ちなさい、瑠璃ちゃん！」と、思わず子供のころの呼び方で止める父親をおいて、部屋を飛びだした。

　確かここにいたはず、と、和室の襖を開けて、開けて、縁側に近い暖かい部屋で、火鉢の前に座りこんでいた母親のところに飛んでいく。

　母親は熱心に繕いものをしていた。一弥の着替えらしい。

　瑠璃はそれを見るとさらにしょんぼりして、隣に座りこみながら、

「あのね、お父さまがねぇ……」

　と、言いつけた。

　母親が、てっきり瑠璃の意見にうなずいてくれるのかなと思っていたのだが、

「そうですねぇ」

　と、繕い物の手を止めて、母親はいつになく考えこみながら瑠璃を見上げた。

　糸のように細く、目が縮む。

　無言で、笑ったのだ。

「なによぅ、お母さま！」

「どちらも本当かしら、とお母さまは思ったのですよ」

　母親は瑠璃の頭を、子供にするように何度も撫でて、

「一弥さんがね、わたしと瑠璃に反対されながらも、あんなに遠い国までお勉強しに行って、とっても大変な思いをして、帰ってきて。あなたが言うように、一弥さんがあの国で起こったなにかに傷ついて、苦しい気持ちを抱えてらっしゃるのも、そうだと思うの」

「でしょ、母さま」

「だけどね、瑠璃。父さまたちがおっしゃるように、以前よりもずっと強くて、大人に成長したというご意見のほうも、きっと当たっているんですよ」

「えっ……」

「だから、どっちも本当なのよ。瑠璃もお父さまも、大事な一弥さんのことを、よくわかってるんだわ。きっとねぇ……瑠璃は右から、お父さまは左から、同じ男の子を見てらっしゃるの。ほら、おっきな山もね、ちがう方向から見上げたら、別の形をしていたりするでしょう？」

　瑠璃は頰をぷくっと膨らませて、母親の横顔を見ていた。それから、火鉢の中をやたらと乱暴にかき混ぜながら、

「じゃ、お母さまにはどんなふうに見えてるの？」

「それがねぇ、ほんとに、困ったわねぇ……」

　母親は、表情の変化を見せまいとするように、瑠璃からぐいっと顔をそむけた。

　火鉢の中で、オレンジ色の光が揺れた。

　外はとても静かで、時折、寒々とした風の音が聞こえてくるばかりだ。

「わたしにはね、ちいさな子供のままに見えるのよ。あなたとも、お父さまや泰博たちともちがって。きっと家族の中でも、わたしだけ幻を見てしまっているのねぇ……」

「お母さま……」

「泰博も寛も、もう立派な大人の男の人だってわかっていますよ。でも、あなたと一弥はねぇ……。どうも……」

　声が震えていた。

「あんなちっちゃな男の子が、大人みたいに戦争に行くなんて……。わたしにはなんだかよくわからないことよ」

　繕い物の上に、ぽたっと涙が落ちた。

　瑠璃はあわてて飛びあがって「お母さま……！」と、母親の背中を撫ぜた。

　いつのまにかおおきくなって、大人の体型に近づいた瑠璃とは逆に、おおきかったはずの母親の背中はか細かった。

　庭で、ししおどしがかぽーんと鳴った。風の音がひっそりと響いてきた。





「兄さんたちと、よく訪ねてこられてた武者小路さんがいなくなると、うちががらんと広くなったよなぁ……」

　と、つぶやきながら、一弥が外の道を歩いていた。

　雪がひらひらと舞う中を、傘も差さずに、規則正しい歩き方で進んでいく。

　しばらく見ることのできなくなる、幼少時から見慣れた近所の街並みを、一人で散策していたのだ。朝ごはんの後でそっと抜けだしたから、いまごろ姉の瑠璃が捜しているかもしれないな、と独りごちながら、角を曲がる。

　と……。

　久城家の門の前で、色とりどりのもんぺ姿の、一弥と同じかすこし年下ぐらいの年頃の女の子たちが数人、固まって、門の中を覗きこんでいた。

　固かた
 唾ず

 を飲んでなにかを探しているらしい様子に、一弥は足を止めて、首をかしげた。そばまで寄っても誰も気づかないので、後ろから声をかけてみる。

「あの……」

「きゃっ！」

「出たー！」

　途端に女の子たちは、腰を抜かさんばかりにおどろいて飛びあがった。尻しり

 もちをついて転んだ子までいる。

　一弥は目をぱちくりし、ついで転んだ女の子に手を貸した。ソヴュールで学んだレディへの礼儀なのだが……女の子たちは、異様なものでも見るような目つきで、一弥の仕草をみつめた。

　なんだか見覚えのある子たちだな、と一弥は気づいて、「あぁ」とうなずいた。春から瑠璃が教師として勤めている成安女学校の生徒たちだ。

　久城瑠璃は、在学中からクラスメートや後輩の女生徒たちに絶大な人気を誇っていて、どうやらふぁんくらぶなるものもあるらしい。英語とフランス語の教師になったいまも、学園できゃあきゃあ言われている、と噂に聞いていた。それを聞くたびに、父親は妙に渋い顔をするのだが……。

　一弥が帰国した後も、日曜日の昼などに生徒たちがうちを覗のぞ

 いたり、それを母親がみつけて、お茶とお菓子をふるまったり、そのうち英語の本を読みにぞろぞろやってきたりしていたものだった。みんな、瑠璃と母親にはなついたけれど、父や兄たち、それに武者小路までが、女の子たちの気配にそわそわして顔を出すと、怖がって「きゃーっ！
 」と逃げたり、面と向かって「怖いですぅ！」と怒ったりしていた。

「なんだ。瑠璃に御用かい。うちにいると思うよ。ちょっと待っててね」

「いえ、あのぅ……」

　女の子たちが首を振って、それから、互いに、あなたが言いなさいよ、というように肘ひじ

 で乱暴に小突きあった。次第にほんとうに痛そうな、かなり本気の激しい小突きあいになってきたので、一弥はおどろいて、

「どっ、どうかしたの。君たち」

「一弥さまが、お国のために、その、えっと……」

　一人がつっかえつっかえ言いだすと、残りの子もせきを切ったように、一弥に顔を近づけてわぁわぁと話しかけてきた。

「お国のために、出征されると聞きまして、わたしたち……」

「今日、お立ちになると、瑠璃せんせぇから、聞きましたので、えっと」

「だからぁ」

「……ぼくのこと？　あぁ、うん」

　一弥はうなずいた。首をかしげて、またすこし皮肉な顔つきになって、

「赤紙がきちゃったからね。……きちゃった、なんて言うと、いけないけど」

「一弥さまが、その、無事に帰ってこられないと、瑠璃せんせぇが泣くので、わたしたち……」

「あの……これっ！」

「ふぁんくらぶで造りましたの！」

　と、手ぬぐいのようなものを渡されて、一弥は目をぱちくりした。

「ふぁんくらぶ……。あぁ、瑠璃の！　噂で聞いたことがあるよ。姉さんってほんとにすごいなぁ」

「いえっ！」

　女の子が首を振った。

「瑠璃せんせぇのほうは、成安女学校の一大勢力ですが、わたしどもは、その……。あの、一弥さまのふぁんくらぶですの」

「エェッ」

　一弥は絞め殺されるような声を上げた。

「少数派で、四人しかおりませんが……。あのぅ、おうちにお邪魔するたびに、わたしどもによくしていただいて。英語の本を読んでくださったり、それに、フランス語の発音も教えていただきましたし。ラテン語も読めるなんて、すごいかっこいいし！」

「あの、いや……。向こうにしばらく留学してただけなんだけど……。えっと……」

「わたくしども、わぁわぁ騒いでたのに、邪魔にもせず、優しくしていただきましたので、どうか御無事でお帰りいただきたいと思いまして。わぁ、出たぁ！」

　と、女の子が一弥の背後に目をやって、急に及び腰になった。一斉に後ずさり始めたので、なんだろうと振りかえると、玄関を開けて父親がぬっと顔を出したところだった。

　とても四角い。男物の下駄のようだ。しかも、怒っているようにも、見える……。

　女の子たちに囲まれている末息子をみつけると、父親は顔を赤くして、

「こら、一弥！　おまえはまた、ちいさな女の子たちと、あほのように遊んで！」

　と声を荒らげた。

「いえ、あの……」

「せっかく、すこしはしっかりして帰ってきたと思っていたのに、それでは、近所の女の子たちと着せ替えや人形遊びをしていた子供のころと、まるで変わらんじゃないか。出征前に、庭に出てもう一度乾布摩擦をしなさい！　乾布摩擦を！　男になれ！」

「理不尽な……」

　のしのしと父親が近づいてくると、女の子たちは「きゃあ！」「みつかった！」と言いながら、両手を上げて、ますます後ずさった。

　それから、一弥を見上げて、名残惜しそうに一斉に寂しそうな顔をした。と、わーっと声を上げながら、通りを走って逃げていく。

「あら、なんの騒ぎですの」

　と言いながら、瑠璃まで出てきた。一弥は振りかえって、姉の姿を目にとめると、黙って首を振った。

　──戦争が始まる前は、羽は
 織おり
 袴はかま

 にブーツ、黒髪にはおおきなリボンを飾った、ハイカラな女学生だった瑠璃も、いまは、さっきの女の子たちと同じ、もんぺに無地の下げ
 駄た

 という服装だった。髪には、目立たないように細いリボンをこっそり結んでいたけれど……。

　街中から、着物や羽織袴、洋服の女性がどんどん消えていた。代わりにもんぺ姿の女性と子供が増えていた。

　そして、若い男性の姿もどんどん少なくなっていた。つぎからつぎへと出征しているからだ。

「一弥さま、捜したんだから」

「そのへんを散歩してたんだよ。もう準備をしなくちゃね」

「ん……」

　瑠璃は肩を落として、心配そうに、そっと一弥の横顔を盗み見た。

　あの春の日、帰国して以来、ずっとそこにある翳かげ

 、以前はなかった悲しみと苦しみの気配が、今朝もやっぱりみつけられた。

　一弥が、悲しいまま、立ち直ることができないまま、戦地に送りだされてしまうことが瑠璃にはつらくてたまらなかった。黙ってくっついて、腕にもたれた。

　おや……？　以前は棒のように細かった腕も、いまではたくましくて、もうほとんど大人のようだ。

　やっぱり、母さまたちがおっしゃるように、この人は強くもなったのかしら。と、こっそり首を傾げたけれど、瑠璃にはやっぱりよくわからなかった。

　瑠璃は目を閉じて、腕から腕に伝わってくる弟の体温を記憶しようとした。二人同時にもつれて、転びそうになりながら、父親の横を通り過ぎる。

　目を開けたら、真っ暗な土間が迫っていた。瑠璃はぎゅっと一弥の腕にくっついて、もう一回、目を閉じた。





　自分の部屋にもどった一弥は、さっき女の子たちに渡されたてぬぐいをそっと開いた。びっくりしたように目を見開いて、それから、くすくすと笑いだす。

　そこには……覚えたてのフランス語を刺し
 繡しゆう

 してあった。四人でがんばったらしい。ところどころ綴つづ

 りはまちがっているけれど〝がんばれ、負けるな、無事に帰ってきてね〟と書いてある。あちこちに花や木や噴水などの柄もかわいく散らばせてあって、それを見ると、自然と、遠いあの国にあった素晴らしいフランス式庭園……それから、色とりどりの花が咲く中をゆっくり歩いていく、妖よう
 精せい

 のようなちいさな少女の、波打つ金色の見事な髪が思いだされた。

　一弥は一瞬、遠い目をして、目を開けたまま白昼夢の世界に飛びこむように、あの女の子が待っている、植物園の過去の景色に囚とら

 われた。

「……一弥、もう着替えなさい！　行く時間だ！」

　父親の声に、はっと我に返る。

　傍らの畳の上に、真新しい軍服が畳んであった。一弥は黙ってうなずくと、立ちあがり、着物の帯に手を当てて、静かに引っ張った。

　帯が畳にするすると落ちた。

　一弥の細い息遣いが、部屋に響く。

　庭で、ししおどしがまた、かぽーん……と寒々しい音を立てた。






　　　　３






　バラバラバラッ……！


　上空から戦闘機のエンジン音がいくつも聞こえてきた。

　ロンドンの郊外から自動車で一時間ほど走ったところに位置する、一面に小麦畑の広がるちいさな村。その道を歩いていたアブリルとフラニーは、顔を見合わせると、小麦が刈りいれられた後のはだかんぼうの畑に、同時にダイブした。

　バラバラバラバラッ……と、不吉な音で冬の空を震わせながら、戦闘機が三機、二人の上空をゆっくりと通過していった。飛行機のお腹は不気味な灰色で、アブリルは思わず、首を縮めてひゃーっと悲鳴を上げた。

　戦闘機が遠ざかっていっても、二人は小麦畑に仰向けになったまま、空を見上げていた。フラニーはおそろしそうに目を見開いて、唇を尖とが

 らせていた。

　アブリルのほうは、なにを考えてるのかよくわからない顔つきだ。けっこう平気そうにも見えるし、すごく不機嫌そうにも見える。

　二人の金色の髪が、冬の朝の日射しを受けてきらきらと輝いた。

「ねぇ、ほんとのほんとに戦争なのね。信じられないわ、アブリル」

　フラニーが口をさらに尖らせて、言う。

「ロンドンにいても、まだ大丈夫なのかしらね？　冒険一家のビルも、あと大聖堂とか……。宮殿とか……」

「そんなの、わたしたちにはわかんないもの。悩んでないで、行こうよ。さっ、起きて」

　と、アブリルはよいしょっと元気に起きあがった。

　途端に、道の端から二人を眺めている村の少年たちの集団をみつけて、きゃっと悲鳴を上げる。あわててフラニーを起こして、二人して、衣服に付いた土や葉っぱを落とした。

　少年たちに口々に、

「おい、なにしてんだ？」

「倒れてっから、さっきの飛行機に撃たれたのかと思ったよ。どこ行くんだ？」

「おかしな帽子だな。さてはロンドンからきたのか。なにしにきた？」

　と聞かれて、アブリルは訪ねていく家の名前を言った。少年たちに「それならうちの隣だ！」「うちの向かいだ！」「知ってる！」と道案内されて、道を歩きだす。

　ぴゅうっと北風が吹いて、フラニーが寒そうに首を縮めた。

　アブリルも、思わずマフラーに手を置いて、しっかりと締め直した。





「まぁ、まぁ。ブラッドリーさんちの子供たちなの？　ちっちゃかったのに、いつのまにか二人とも立派なレディになって！」

　たどり着いた、村の真ん中にある石造りの平屋。

　両手いっぱいに干し草を抱えて納屋から出てきた太ったおかみさんが、アブリルたちを見てびっくりしたように言った。二人をうちの中に案内しながら、

「あたしはね、若いころ、サー・ブラッドリーの助手をして、筏いかだ

 でアフリカの川を渡ったりしたんだよ。楽しかったねぇ。で、奥様はお元気かね？　あのロンドンのビルは記念館になってるんだって？　また行ってみたいねぇ……」

　筏、アフリカの川、と聞いて、アブリルはマタタビをかいだ猫のように目を輝かせ、身を乗りだした。フラニーは反対に、うへぇ、かんべん、という顔をしてみせた。

「はい、元気です。マダムによろしくって！」

「マダムだって？　もしかしてあたしのことかい？　あはは。……ねぇ、奥様は、昔ね。フラニーちゃん、あんたのお父さんをロンドン中追いかけて、フライパンで思いっきり叩たた

 きのめしたことがあるんだよ。どうしてだったっけねぇ。あんたのお父さんは、しょっちゅう奥様を怒らせてたから、もう忘れちまったよ！」

「へぇ、パパが……」

「……で、これがそのときのフライパン！」

「エッ!?
 」

　おかみさんは台所におかれている、使いこまれたおおきなフライパンを持ちあげてみせた。フラニーはぎょっとしてのけぞったが、アブリルは興味津々で覗のぞ

 きこみ、

「ほんとだ！　底がへこんでるわよ。フラニー、あんたのパパ、こんなので叩かれてよく死ななかったわねぇ。すごいじゃないの！」

「あたしが、結婚してこの村に引っこむことになったときにね、奥様がなんでも好きなものを持っていっていいっておっしゃったんだよ。あのビルにはほかにも素敵なものがいろいろあったんだけどね、つい、これをねぇ……。だって、見るたびつい笑っちゃうんだもの。いまだにね」

「あはは。へこんでる、へこんでる！」

　アブリルが両手をばたばたさせて、やけに喜んだ。

「なんだい。じゃ、あんたたち、これを持っていくかい」

「えっ……。あ、そうじゃなかった。あの……」

　と、アブリルは、ようやく用件を思いだした。

　──戦局の悪化によって、ロンドンでは急速に物資が不足し始めていた。ミルクやバターは言わずもがなだが、小麦粉や卵、ハム、新鮮な野菜も、配給分がとてもすくなくて困っていた。

　フラニーが、背負っていたカバンからなにかをごそごそ出した。台所のテーブルいっぱいに広げると、おかみさんは感心したように、

「奥様お手製のキルトじゃないか！　あの方は昔から、手先が器用で、それに、こらえ性ってものがあるんだよねぇ。いったい何週間かかって作ったんだろうね！」

　それは色とりどりの布を使って縫われた、見事なキルトの布団カバーだった。遠くに立って眺めると、イギリスの地図を象かたど

 った模様になっているとわかる。おかみさんはうきうきし始め、「あぁ、息子の布団カバーにしよう。この国を守る戦争から帰ってきたら、毎晩、ぐっすり眠れるようにねぇ！」とつぶやいた。

　それから、ひとしきり黙った。

　遠くで戦っている息子の姿を、不思議な力で幻視するように……。

「……あんたたち、ロンドンにいて怖くないかい？　ときどき爆撃されてビルが壊れてるって、それに、怪我をしたり亡くなったりした人までいるって聞くよ」

「え、えぇ」

「いざとなったら、いつでもこの村に疎開してきてくれって、マダムに伝えてちょうだいね」

　そうつぶやくと、ばたばたと台所を出ていく。

　小麦粉のおおきな袋を持ってもどってきて、椅子の上に置いた。砂糖と、塩と、ジャガイモと玉ねぎ。アブリルの頭ぐらいのおおきさのハムも持ってきた。それからはっと気づいたように、

「あれ、こんなに運べるかい？」

　二人の返事を待たずに、ドアから顔を出して、近所の少年たちを呼んだ。

　わらわらと飛びこんできた彼らに、「あんたは小麦粉を持って」「そっちのあんたはジャガイモ」「レディに荷物を持たせるんじゃないよ。大事な人のおうちの方々なんだからね」と言って、荷物を持たせた。

　アブリルは元気よくお礼を言って、石造りの平屋を出た。

　あれ、フラニーがいない、と思って、家を覗きこむ。

　すると、フラニーはこっそり、おおきなフライパンの底のへっこんだところを、黙ってなでなで、なでなでしていた。……見ちゃいけないところだったような気がして、アブリルはあわてて頭を引っこめた。

　しばらくしてフラニーも出てきた。アブリルは知らんぷりして並んだ。

　おかみさんに別れを告げて、「これでなにを作るんだ？」「ロンドンのパンって味がちがうのか？」「ジャガイモ料理は好き？」と質問攻めにしてくる少年たちと一緒に、村道を歩きだす。

　雲間から太陽が覗いて、そんな二人を静かに見守っていた。





　でこぼこ道の村道を抜けて、舗装された道路にもどったところで、停めっぱなしにしていた自動車にたどり着いた。

　ぴかぴかの黒い自動車をみつけると、少年たちはおおきな声を上げて飛びかかっていった。あんまり興味津々なので、アブリルは運転席に乗りこんで、彼らを後ろに乗せてその辺りを二周も三周もしてやった。それからようやく、少年たちを降ろして、道路の端に待たせていたフラニーを乗せ、食料も後部座席に運んだ。

　フラニーのほうは、自動車の運転にはまるで興味がなさそうだ。帽子の位置を何度も直したり、バックミラーを覗きこんで口紅を丁寧に引き直したりしている。

　少年たちが喜んで飛び跳ねながら見送る中を、ロンドンに向かってまた走りだす。

　エンジン音が響く。冬枯れの村の景色が、どんどん遠ざかっていった。

　……しばらく夢中で、覚えたての運転に没頭していたら、フラニーが後部座席に向かって手を伸ばしてなにかごそごそやっていた。なにしてるのかな、と首をかしげていると、急に、

「車にもだけどさ、あんたにも燃料がいるわよ。アブリル。ほら、ハム！」

「きゃっ、ハム！」

　フラニーが、さっきおかみさんからもらったばかりのおおきなハムの塊を、小型ナイフで一切れ切って、アブリルの口に押しこんできた。ついでに自分の口にも入れる。

　アブリルはゆっくりとハムを嚙か

 みしめて、

「お、い、し、いー……！
 」

「でしょ。もご……。ひさしぶりの……。むぐ……。動物性蛋たん
 白ぱく
 質しつ

 だものね……」

「おいしいー！」

「もう、わかったってば。もう一切れ、食べる？」

「うん！」

　手作りのハムはとてもジューシーだった。アブリルはしみじみと、

「生きてるねぇ。フラニー」

「そうよ、アブリル。わたしたち、まだ生きてる」

　と、めずらしいことにフラニーが年下の従妹いとこ

 に同調した。

　もぐもぐもぐ。おいしいハムを食べながら、走っていく。ぶるるるるるっ……。エンジン音が勇ましく響く。二人を乗せた黒い自動車が、ロンドンに向かう道を、スピードに乗って進んでいった。





　ロンドン郊外にはまだ雪が降っていないが、ソヴュールの山奥、スイスとの国境に近いアルプス山脈の麓ふもと

 にある、時に忘れ去られたかのようなちいさな村には、早くも村道に雪がうっすら積もるほどの降雪があった。

　戦争の足音は聞こえ続けているが、こんな山奥までは戦火はまだやってこない。まるで時が止まったように村は静かだった。

　統治するものもいなくなり、秋ごろまでは開け放されたままだったはずの聖マルグリット学園の正門も、誰の手によってかいつのまにか閉じられ、固く鍵かぎ

 をかけられていた。

　村人も誰も、わざわざそこに近づく者はいないようだった。

　と……。

　さく、さく、さく……。雪を踏みしめる足音とともに、チョコレート色のなめらかな膚はだ

 をした、混血らしき青年が正門に近づいてきた。毛糸の帽子の下から、肩まで伸びた明るい金髪が覗のぞ

 いている。

　首をかしげて、しばらく中を覗いたり、鍵に手を伸ばして触れたりしていたが、やがて諦あきら

 めたようにきびすを返して、村道をもどっていった。

　秋にはいっぱいに葡萄ぶどう

 が生な

 る広大な畑も、いまは次第に雪に覆われてきている。

　青年は畑を横切って、青い三角屋根をしたちいさな家に入っていった。目立つ飾りもなにもない、粗末な家だった。でも中に入ると、暖炉の火が赤々と燃えていて、座り心地のよさそうな椅子が二つと、暖かそうな青い絨じゆう
 毯たん

 があった。

　椅子の一つには、灰色がかった髪をした、瘦や

 せた中年の婦人が座って、静かに本を読んでいた。飲みかけのアブサンのグラスが、シンプルなデザインのサイドテーブルの上で鈍く輝いていた。

　顔も上げずに、

「おかえり」

「ただいま、母さん」

「外の様子はどうだったかね？」

　混血の青年は、お湯を沸かしてお茶を入れながら、母親のほうをちらっと見た。背中をすこし曲げて、いかにももの静かに、婦人は本を読み続けていた。

「畑はまだ大丈夫だよ、母さん。雪もそんなに積もっていないしね」

「そうかい」

「それと、あの……。学園は閉鎖されて、もう誰もいないようだったよ」

　青年の声に、婦人はゆっくりと顔を上げた。

　お茶が入った。暖炉の前で向かいあって座って、顔を見合わせながら、一緒に飲む。

「そうかい。確か、雪が降る前までは……」

「うん、そうなんだ」

　青年は頷うなず

 いて、

「丸眼鏡をかけた小柄なかわいい先生が、一人だけ残ってたんだけどね。どうやら、どこかに逃げたらしいね」

「あんた、あの人の心配をしていたものねぇ」

「う、うん……」

　青年はうつむいて、

「若い女の人が一人でいたから、大丈夫かなって。でも、ときどき友達らしき赤毛の女の人がきたり、庭師のおじいさんが声をかけたりしてたようだよ」

「戦局も激しくなってきたから、きっと、どっかにあるおうちに帰ったのね」

「うん……」

　しばらく黙ってお茶をすすってから、婦人は息子に向かって、からかうように、

「もしかして、あんた、あの女の先生がいなくなって寂しいんじゃないの」

「ち、ちがうよ！」

　青年はむきになって首を振った。

「母さんはすぐそうやって人をからかう！　ただ……。ぼくは……」

　暖炉の火がゆっくりと蠢うごめ

 いた。

　あったかなお茶が、親子ののどをすこしずつ通っていく。

　窓の外ではしんしんと雪が降っていた。夕方なのにもう夜のような暗さだった。

「一人ぼっちは、寂しいものだ。だから……。こっそり心配してたんだ。それだけだってば……」

「ふぅーん。へぇー」

「……って、母さん！」

　暖炉の火がおおきくなった。

　窓の外が吹雪になってきた。風の音も寒々と響いている。

　青年の金色の髪とチョコレート色の膚が、暖炉の火をうつしてあたたかく輝いていた。





「──へっくしゅん！」

　ちょうどそのころ。

　同じ村の、宿屋の四階から、ものすごく急きゆう
 勾こう
 配ばい

 の階段をよじのぼったところにある、ちいさな屋根裏部屋で。

　くしゃみしている女の人がいた。

　藁わら

 の布団に、薄い毛布が二つずつ。

　生成りの木綿の寝間着に丸帽子をかぶった、小柄な女性だった。丸帽子から、肩までの長さのふわふわブルネットがひとふさ覗いている。──セシル・ラフィットだ。

「誰かが、わたしの噂をしてる……？」

「してないから、寝なさいって！」

　機嫌の悪そうな声が、隣の布団から聞こえた。

　頭からかぶった毛布の隅から、燃えるような赤毛が覗いている。顔は見えないが、どうやらこちらはゾフィのようだ。

「うーん。誰かしら？　素敵な男の人だったらいいんだけどなぁ……」

「きっと庭師のおじいさんか、うるさい理事長か、校長よ。もしくは下で寝てるメイドたち。寝なさいって！」

「それで思いだしたけど、わたしたちも下で寝たいよぅ。屋根裏部屋って寒すぎるもの」

　むくっ、とゾフィが起きあがった。

　一弥からもらった、というか借りたままになっている、東洋風のオリエンタルな寝間着姿だ。帯の代わりに婦人用の赤いベルトをぐるぐる巻いている。

　ゾフィはちいさな子供に教え諭すように、こんこんと、

「ほかに空いてる部屋がないんだから、ありがたく思わないとだめでしょ。相変わらず、疎開してきた貴族やお金持ちで満室で、みんな猫の手も借りたいぐらい忙しいんだから。いつ敵機に爆撃されるかわからないソヴレムになんて、誰も帰りたくないもんねぇ……。で、わたしの幼なじみが頼みこんでくれて、ようやくわたしたち、ここに寝られているのよ。わかってるの、セシル？」

「うーん？」

「じゃ、洗い物や洗濯物も、ちゃんと手伝ってよ」

「むむ……」

　セシル先生は肩を落としてため息をついた。

　──聖マルグリット学園に王立騎士団がやってきて、内部を点検し、セシル先生を外に出して固く鍵を閉めてしまったのは、ほんの数日前のことだった。困って村道を歩きだしたところを、心配してオートバイでやってきたゾフィと行き合った。

　ゾフィもまた、学園の仕事がなくなって困っていた。村にある家には兄きよう
 妹だい

 がたくさんいて寝場所もないし、第一、仕事も探さなくては……。それで、宿屋でメイドをしている幼なじみを通して、屋根裏部屋を貸してもらうことにしたのだ。

　ここ数日、ゾフィはメイドたちの仕事を手伝い、セシル先生は、都会から疎開してきた貴族の幼い子弟たちに、午前と午後の数時間、授業らしきものを開いてお給料をもらっていた。

　しかし……。

　屋根裏部屋の寒さは格別だ。

　セシル先生は辺りを見回した。布団のほかにはほとんどなにもない。学園を出るときに引きずってきたトランクは、いまは部屋の隅に寝かされて、机代わりになっている。上に、まだ書きかけの手紙が──英国からの留学生、アブリル・ブラッドリーに宛てて、学園から出て村の宿屋にいますよ、と書こうとしている──載っていた。

　セシル先生が寒そうに縮こまって、

「きっと、素敵な殿方だと思うけどなぁ……」

「根拠のない自信って、怖いねぇ。もう寝なさいって！」

「寒いよぅ。ゾフィ」

「……寝るまで、手をつないであげようか？」

　そう言われると、沈みこんでいたセシル先生の顔が、途端にぱっと明るくなった。

「うん！」

「ほら！」

　布団の中から出てきた、あったかくて湿った手に、乱暴につかまれて、ぎゅっと握りしめられた。セシル先生は自分の布団に潜りこみながら、

「ゾフィ。ねぇ……」

「もうっ、なにさ！」

「ほんとうに、また戦争になったのね。だって、なにもかも変わっちゃったわ。こわいね。はやく終わるといいねぇ……。くすん、くすん」

「寝なさいって！」

　くすん、くすんと鼻を鳴らしていた割には、友達に手を握られて安心したのか、セシル先生はすぐに気持ちのいい寝息を立て始めた。

　静かな、そして冷え冷えとした屋根裏部屋。四角い小窓から、雪がしんしんと降るのが見える。

　どこからも物音一つしない。まるで、世界にミス・ラフィットと自分の二人しかいなくなってしまったようだ。

　ほんとうに……。

　布団から、鼻から上だけを出していると、もういい大人になったはずのゾフィの二つの瞳ひとみ

 は、まだ十代半ばの、ちいさな女の子みたいにも見えた。

　ここと同じぐらい、いや、もしかしたらもっと粗末で寒々としていた、学園の下働きのメイド用の部屋。早朝から、同世代の貴族の子弟たちの様子を横目で見ながら働いて、夜遅く、くたくたで布団に潜りこむと、ひとりぼっちで眠ったものだ。

　あのころ、友達になりたかった、貴族のかわいい女の子がいた。

　きっとあの子とは気が合うんだという予感がして、でもあまりに恐れ多いから、誰にも内緒でこっそり想像していた。あの子と手をつないで庭園を散歩したり、秘密の打ち明け話をしたりしてみたいなぁ、と。

　おばあちゃんの手製クッキーを、ごっそり盗まれたりもしたけれど……。

　あまりにも遠かったあの子は、いま、隣で安心したように寝息を立てている。

「ほんとだよ、セシル」

　ゾフィは小声でささやいた。灰色の瞳を見開いて、不安そうに、

「こんなの、こわいよね。はやく戦争が終わるといいな……。くすん、くすん」

　それからぎゅっと目を閉じて、「わたしも寝よっと！　ま、明日のことはね、明日悩むさ！」とつぶやくと、布団の奥深くにもぐった。

　窓の外で、音もなく、雪が降り続いていた。

　遠くでかすかに雷鳴が轟とどろ

 いた。空に稲妻もうっすらと浮かんで、またそっと消えていった。






　　　　４






　ソヴレム郊外の小高い丘にのっそりと浮かぶ〈黒い太陽〉の周りを、いつになく暗い雲が取り囲んでいた。

　下町の人々は、不気味そうにその雲を見上げては、吐息をついていた。外で遊んでいる子供を呼んで「あの雲は、きっと雷鳴の前触れだよ。家に入りなさい」と言ったり、洗濯物を取りこんだりし始める。飲み屋の外にたまって、樽たる

 をテーブル代わりにウイスキーを飲んでいた男たちも、めいめいのコップを手に手に、よろよろと、混んでいる店の中に入っていく。

　ほどなく、雷が鳴り響いた。

　人々は首を縮め、夕刻の空に不吉な模様のように浮かびあがる青白い稲妻を見上げた。





〈黒い太陽〉の内部、湿って暗い石の廊下を歩いてくる人影があった。

　ブロワ侯爵だ。不思議な部下──モレラとカーミラを引き連れ、足早に進んでいる。奥の石室から出口に向かって、急ぎながら、

「おい、グレヴィール！」

「はっ！」

　背後から、緊張したような若い男の声が返ってきた。

　侯爵は目を細めた。すると自然と口角が上がって、静かで残忍な、獣じみた表情が現れた。

　左右にいるモレラとカーミラの顔も、かすかに歪ゆが

 んで、ほんの一瞬、笑みらしきものを浮かべた。

「約一時間後に、だ」

「はっ……」

「あれを見に、国王がやってこられる。そう、今夜こそが、これから始まるとくべつな日々の幕開けとなるのだ！」

「はい」

　暗がりからグレヴィール・ド・ブロワ警部の姿が現れた。父親の前で萎い
 縮しゆく

 しているらしく、ずっと直立不動だ。

　父親のほうは笑みを浮かべたままで、

「それまでに、な。あれに、さきほど用意された分の水と食料をたくさん与えておけ。いいな」

「わかりました！」

　と、ブロワ警部は重々しくうなずいた。ブロワ侯爵は軽くうなずきかえすと、また足早に歩きだした。

〈黒い太陽〉を出て、雷鳴の轟く中を進む。不吉で豪ごう
 奢しや

 な造りのおおきな馬車に乗りこんだ。御者がすぐに鞭むち

 をふるった。馬が悲鳴を上げるように甲高く一声、鳴き、すごい勢いで走りだした。

　激しい雷鳴が轟き、稲妻が夕刻の空を鋭く切り裂いていった。馬車は雪交じりの雨に打たれながら走った。





　郊外からソヴレムの街中に駆けこんでくると、つめたい雨はすこし穏やかになったが、馬車の屋根を叩たた

 く音は相変わらずおおきく響いていた。

　暗い赤色をした背もたれに体を預けて、ブロワ侯爵は知らず知らず薄笑いを浮かべた。

　……さきほどから、屋根に落ちる激しい雨音が、彼にまた愉快きわまる幻を視せていたのだった。びしびしと音を立てて屋根を揺らし、なにかを訴えかけてくるような何物かの気配が、やがて、屋根の上にうつぶせに倒れて、ちいさな拳こぶし

 で、一心に叩いている哀れなちいさな少女の姿に変わっていった。

　ブロワ侯爵はそれに気づくと、目を閉じて、巨大なホールの舞台に立った偉大なる老指揮者のように、両腕を揺らして楽しんだ。

　屋根の上に乗った幻の少女は、なにを訴えているのか、悲しそうな緑の瞳を見開きながら、一心に屋根を叩き続けていた。見事だった金色の髪が、いまでは艶つや

 をなくして、雪交じりの冷たい雨に打たれてか細いからだにぴったりと貼りついていた。襤ぼ
 褸ろ

 を身にまとっただけの惨めな姿で、瞳だけを不気味に輝かせ、なにかを懇願している。

　弱々しく命いのち
 乞ご

 いしているのだと気づいて、ブロワ侯爵は、くっくっくっと笑った。すると傍らでモレラとカーミラが身じろぎした。

「どうしましたの、侯爵」

「とつぜん笑いだして」

「わたしたち」

「不思議ですわ」

「……ふっ。わたしは楽しくてならないのだよ！　ついに、ついにだ！」

　ブロワ侯爵はゆっくりと目を開けて、二人の部下に笑いかけた。カサカサとして色のない唇から、生々しいほど赤い舌が覗のぞ

 いた。舌だけがぬらぬらと奇怪に輝いている。

「長年の苦労の甲か
 斐い

 があり、ここにきて、〈美しき怪物〉は、絶大な権力を、このわたしとオカルト省にもたらすことになった。素晴らしきことではないかね？　君たち」

「えぇ！」

「もちろんです！」

　モレラとカーミラはうれしそうにうなずいた。ちいさな無数の拳が、一心に屋根を叩く音が響く。

「わたしはこの日を信じて歩き続けてきたのだ。不遇の時代も多かったがね。あの日……遠いあの日……。老婆からまじないを買って、兄を呪い殺した幼い日からずっと続いた夢が、今夜、ついに叶かな

 うのだ！　旧大陸に残る、過去からもたらされた不思議な力によって、この国のすべてを支配する……！」

　ブロワ侯爵はひどく楽しそうに両腕を揺らし、

「国王のお心は、もう手中に収めたのも同じだ！」

「えぇ！」

「その通りです！」

　馬車がスピードを落としていく。蹄ひづめ

 が石畳の道を蹴け

 る音も、ゆっくりになっていく。

　屋根を叩く雨音だけが続く。助けて、わたしを助けて、と訴えるように。

　幻の少女は、実際の彼女──それが灰色狼の子供、ヴィクトリカなのか、その昔、侯爵自身の手でさらってきた母親のコルデリアなのかはわからないが──その本人がすることはおそらくないだろう、ブロワ侯爵を崇拝しながら同時に畏おそ

 れるような、素直で、弱々しい表情を浮かべていた。

　コルデリアもその幼い娘のヴィクトリカも、実際には、なりこそちいさいが、古の魔女の如くしぶとく、その精神は何物にも屈服することがなかった。幻のひどく哀れな様子が、ブロワ侯爵をいい気分にした。

　そうだ、遠いあの日、あの優しい兄のことも、惨めに命乞いをさせてから殺せばよかったのだ。あのころは幼すぎて、そこまで考えられなかったが……。いま思えば、惜しいことをしたものだ。

　懇願してくる哀れな獣の幻を、屋根の上に残したまま、さっそうと馬車を降りる。

　ソヴレムの中心街にある劇場〈ファントム〉の前に着いていた。

　十六年前のあの夜。街をさまよう伝説の灰色狼をみつけて、こっそりと捕獲した、オカルト省にとっても記念となる場所だ。いまでは使用されなくなった地下のホールをオカルト省の施設として借りている。

　ブロワ侯爵は足早に劇場に入った。黄金色の巨大なライオンが口を開けている形の扉を抜けて、赤い絨じゆう
 毯たん

 がきらびやかに敷かれた廊下を歩く。

　戦争が始まってからもしばらくは、劇場は開かれていて、娯楽を求める人々でけっこうな賑にぎ

 わいを見せていた。でもここ三か月ほどは、上演中の舞台はなかった。俳優や女優、踊り子たちのほとんどが、子供を連れて一斉に疎開したとの話だった。

　地下のホールに入り、役人たちが忙しく立ち働く中を、歩く。

　さまざまな報告を受けながら、いまでは水を止められているホールの隅の噴水と、そこに浮かんだり、壁にくっつけられたままの蠟ろう
 人にん
 形ぎよう

 をときどき眺める。それらもまた幻となって、火の中を逃げ回ったり、空からの爆撃を受けて倒れたりし始めた。

　国王が予定通り、夜に〈黒い太陽〉を訪れて〈美しき怪物〉の予言を聞くという報告を部下から受けて、ブロワ侯爵は鷹おう
 揚よう

 にうなずいた。片眼鏡の奥で、ちいさく縮んで見える片目が、さらに細められる。

「ふふふ。ルパート陛下は、たいへんご不安なのだ。戦争が始まってからというもの、ずっとな。積極的な戦いか、防戦か。なかなか決められないのは、ご自身の意志でこの国の未来をお決めになることが恐ろしいからなのだろう。さまざまな部署が異なる意見を言うたびに、陛下の心は激しく揺れておられる」

　ブロワ侯爵は楽しそうに笑いだした。

　幻の女たちも、ますます苦しそうに、撃たれたり、炎に包まれたりし始めた。それをみつめながら、目をぐいっと見開いて、

「だからこそ、いまあの方には〈美しき怪物〉の予言が必要なのだ。代わりに決めてくれて、肩を押してくれる、絶対的な力を持つ何かがだ。ふふふ……」

「しかし……」

　男性の部下が、眉まゆ

 をひそめて、

「侯爵さま、あの怪物は戦争が始まってから、近い未来の予測機能こそずば抜けていますが……」

「あぁ」

「ルパート陛下がいま知りたがっておられる、攻めか国防か、この二択……これはもっと遠い未来を見渡せなければ、予言できないのでは」

「そこは、抜かりない」

　ブロワ侯爵は楽しげに笑いながら、部下をみつめかえした。片眼鏡の奥で瞳ひとみ

 が不気味に瞬またた

 いた。

「薬の量を飛躍的に増やすように、あらかじめ指示をしておいたからな」

　役人はごくりと唾つば

 を飲んだ。

「あれ以上？　し、しかし……」

「わかっているとも。これまでも薬物の量はぎりぎりだった。だがそのぎりぎりとは、あくまでも、安全上、という意味に過ぎない。つまりは、あの生き物の……生命の、だ」

「えぇ、確かに……」

「だが、あの怪物の延命を望んでいるものなど、この大陸中を探したところで、一人でもいるものかね？　限度を超えた量の薬物を与えて、遠い未来までを見渡させ……その神託を聞くことのほうが大事だ。もしもそれで……いや、かなりの高確率で、今夜を最後にあの〈美しき怪物〉の脳は焼き切れ、壊れてしまうだろうが……。その後には、わたしがいる」

　ブロワ侯爵は言葉を切ると、暗く、重々しげに微笑んだ。

（オカルト省も、ソヴュール王国も、そして世界も、いつまでも怪物に頼る必要はないのだ……！）

「侯爵？」

　と、役人が問いかけるが、もうその声はブロワ侯爵の耳には聞こえていなかった。目の前には、彼にしか見えない、幻のオカルト帝国が現れ始めていた。

（そう、ヴィクトリカ・ド・ブロワがどうなろうとも、その後は隠しておけばよいのだ。人目に触れさせず、怪物からの神託だと偽って、後はわたしの考えを述べればよい。そうだ……）

　幻の帝国の上空を、なにかが駆けていた。古代の彫刻のようなたくましい肉体に、腰から下は見事な白馬の脚を持つ、半人半獣の神……アルベール自身の幻だ。雲の上を雄々しく駆けまわり、緑の瞳を不気味に光らせて、自身のものとなった素晴らしきソヴュール王国を堂々と見下ろしている。

（そう、そのときこそわたしとオカルト省は、真の、そして無限の権力を手にするのだ。それこそが長きにわたったこの計画の完成──。国王をわたしの言いなりにし、わたし自身が古き力の象徴たるあの生き物にとって代わる、その時こそが……！）

　かつては国王であったはずの男、ルパート陛下が、駆けまわるアルベールの後ろを、白い翼を畳んで歩いてくる……。まるで忠実な、そして気の弱い従者のような姿だった。

　幻を視るブロワ侯爵の目はじつに満足そうにぎらぎらと輝いていた。

（我らのソヴュール王国を、そして沈みゆく旧大陸を救うために、命に代えても……わたしたちは戦うのだッ──！
 ）





　部下を引き連れて劇場〈ファントム〉を出て、舗道を歩く。

　雨は止んでいた。ひえびえとした冬の風が頰を叩たた

 くように吹いた。街にはあまり人影がなく、数枚の枯葉が、人の代わりに、舗道をゆっくりと流れすぎていった。

　馬車の屋根には、まだあの幻が乗っていた。

　金色の髪がべったりと背中にはりつき、襤ぼ
 褸ろ

 は雨に縮んで、うつぶせに倒れた横顔は青かった。ぽっかりと見開かれた緑の瞳は、虚空をみつめたまま動かない。

　ブロワ侯爵は鼻で笑った。

「ふんっ。まるで死んだ虫のようだな。なかなか哀れなものだ……」

「えっ？」

「なんですか、侯爵さま？」

　モレラとカーミラに聞きかえされて、ブロワ侯爵は「ふふふ、なんでもないさ」と首を振った。それからまた、楽しそうに、くっくっくっ……と笑いだした。

　また幻が浮かんだ。黒い風とともに旧大陸にぐんぐん広がっていくブロワ侯爵の帝国と、彼を讃たた

 える人々の声。アルベール──！　アルベール──！　喜びに満ちた彼の民たちの声と、光り輝いて空を飛んでいく豊かな大地──。

　オカルト帝国が生まれるまであとわずかだった。ルパート陛下のお心はもう、手に入れたも同然なのだ。

　そのとき、馬車の上にいたちいさな幻がかすかに震えた。光をなくしていた瞳が、こっちをひたと見据えた。地獄まで、一緒に引きずり落としてやると言わんばかりの、暗くて、怒りに揺れる緑の輝きに、ブロワ侯爵はぎょっとして足を止めた。

　すぐに、強く睨にら

 み返す。すると幻は、弱々しく揺らめいた。そしてそのまま白い煙のように薄くなっていった。

　つめたい風が吹いた。数枚の枯葉とともに、幻もぐにゃりと曲がって、飛ばされ、どこかに消えていった。

　ブロワ侯爵は馬車に乗った。再び、走りだす。

　ほどなくソヴレム郊外につき、〈黒い太陽〉の前で止まった。

　ルパート陛下の到着までは、ほとんど間がなかった。オカルト省の関係者のほかに、王立騎士団も国王を迎えんと整列していた。ブロワ侯爵は足早に廊下を進んだ。

　──なにものも侵入できないだろう、巨大にして頑強な牢ろう
 塞さい

 。中世のこと、薔薇ばら

 戦争も、宗教裁判の数々も、旧大陸に吹き荒れた革命と王制廃止の季節も、そして王室たるジレ家のおそろしい内紛と、玉座を巡る無数の争いごと、毒殺、断頭台、王族の監禁……さまざまな歴史を黙って睨みつけてきた、石造りの〈黒い太陽〉。これまでの歴史でも、ここから生きて逃げ延びた犯罪者、革命家、政治家、王族はいなかった。

　歴史に翻ほん
 弄ろう

 されし、偉大なる過去の人々。誰もが、皆、死なねばここから出られなかったのだ。

　そして、いま……。

　一九二五年の冬。

　十五歳の囚とら

 われ人、〈美しき怪物〉こと、ヴィクトリカ・ド・ブロワも、また……。今夜息絶え、ソヴュール王国の陰の歴史の、一人となるのだ。

　その時は迫っていた。





　──暗い石室に、いつも通りランプが一つだけついていた。

　粗末な椅子の上に、か細い体を投げだすようにして腰かけさせられているちいさな少女がいた。さっきまで見ていた幻のようには、濡ぬ

 れそぼっても、震えてもいなかったが、同じぐらいに弱々しくて、影までも以前よりすこし薄くなってしまったような姿だった。

　過度の薬物が効いているのか。ぽっかりと見開かれていることが多い緑の瞳は、いまは閉じられて、金色の長い睫まつ
 毛げ

 が、目の下の青白い膚はだ

 に無数の細い影をつくっていた。

　金色の髪はうねって床にまで広がっていた。

　よく見ると、ただのシーツのように見える白い衣服の下で、ちいさな体が小刻みに揺れていた。

　首はいつものように、折れ曲がったかの如き角度で、真横に倒れている。

「ふんっ。どうやら薬が効いているようだな……グレヴィール」

　傍らにいる男の影に話しかける。

　返事がない。

　ブロワ侯爵は、ふっと背後を振りかえった。本能的に、なにかを警戒したように。

　しかし石室の外にはさきほどまでと同じように、オカルト省の役人たちと、武器を持つ王立騎士団たちがぞろぞろと控えていた。とつぜん振りかえったブロワ侯爵のほうを、みんなして不思議そうにみつめかえす。

　ブロワ侯爵は、少女のほうに視線をもどした。

　ぐったりとひどく力なく、少女は椅子に体を投げだしたままだ。見事な金色の髪が、黄金の川の如く床に向かって流れている。

「グレヴィール？」

　もう一度、息子を呼ぶ。

　返事がないので、男のほうをちらっと見る。暗闇に半ば隠れているが、目が慣れてくるに従って……背丈こそ同じぐらいだが、なにやら別の男であるような気がし始めた。

　ブロワ侯爵は片眼鏡の奥で、不気味に片目を光らせた。

　その目の中で、ゆっくりと石室の闇が晴れてくる。

　男の、顔、までは、まだ、わからない、が……。

　髪が、見慣れた息子の金髪ではなく、松たい
 明まつ

 の炎の如き、燃えるような赤だと気づく。

　ブロワ侯爵の、片眼鏡の奥の目が、恨みと憎しみにピリッと痛んだ。

　ゆっくりと首を回して、そこに座る、弱々しい金色の髪の少女を見下ろす。

　もういちど、よく見た。

　よく、似ているが……。

　しかし……。

　ほんとうにこれはヴィクトリカか？　一時間前まで、ここにぐったりと座っていた哀れなあれと、同じ子供か？

「おまえ、は……」

　侯爵の声が緊張と嫌悪に歪ゆが

 んだ。

「ま、まさか！」

　ブロワ侯爵が、銀色の髪をカッと燃えたたせるようにした。薄い唇を開いて、悲鳴のように叫ぶ。

「まさ、かっ……！
 」

　──そのとき。

　少女が、硬く閉じていた瞳ひとみ

 を静かに見開いて、ひたとアルベール・ド・ブロワ侯爵をみつめかえした。

　明け方の月のようにつめたく、だがきらきらと輝くその瞳。

「おっ、おまえは──！　おまえは、おまえはっ──！
 」

　ブロワ侯爵のおそろしい叫び声が、〈黒い太陽〉に響き渡った。

　ついで黒いコートに包まれた腕を伸ばして、少女の細い首にかけ、すさまじい力でぎりぎりと締めつけた。片眼鏡の奥でひえびえとした緑の瞳が残酷そのものに瞬またた

 いた。乱暴に揺さぶられ、物のように扱われると、少女の金色の長い髪が床を、不思議な生き物の断末魔のようにのたくった。

　少女、いや──。

　コルデリア・ギャロが、満足しきった悪魔のような、真っ暗な微笑を浮かべて、ブロワ侯爵を見上げた。

　そのつめたい瞳に、はるかな過去が映っていた。コルデリア・ギャロから見た、恐怖と憤ふん
 怒ぬ

 に血塗られた、二人を巡るおそろしい過去が……。

　夜。劇場の裏口で、誘拐され、馬車に乗せられた。石の塔に閉じこめられ、助けを呼んでも誰にもみつけてもらえなかった。やがて、出産し……。移送された場所から救いだされてからの長いあいだを、チェスドールの暗闇に隠れ、怯おび

 えて過ごした。

　漆黒の喪失の沼に沈む、わたしの過去よ……。

「アルベールよ……。愚かな男よ……」

「なんだッ、この汚い獣が！」

　ブロワ侯爵は吠ほ

 えた。

「わかっているのか！　ここから逃れるすべはないぞ。おまえも、おまえのその赤い髪の相棒も、袋の鼠だ。生きてここを出られると思ってやってきたのか！　愚かなのは貴様のほうだ！」

　すると、コルデリアは声もなく笑った。

「もちろん、わかっているとも。アルベール。わたしはただ、娘とよく似た己がここにいることで、時間を稼ぎたかっただけなのだよ。我が娘を無事に逃がすための時間を、ね。そしてそれはすでに、神の慈悲の手によって、わたしたちに与えられたのだ……」

「なんだとッ──！
 」

「アルベールよ、またもや、だな……」

　コルデリアはぐったりと倒れかかりながらも、楽しそうに、

「あれは、数年前のこと。我々が参加していたサーカス一座の客として、ふらりとおまえが現れた。機械人形とチェスを戦ったあの長い夕刻のことを、いまも覚えているかね？」

「あのチェスドールか！　とても、とても強い……」

　ブロワ侯爵は驚きよう
 愕がく

 したように目を見開いた。半ば白濁した白目に、赤紫色をした毛細血管が無数に浮かんだ。

　脳裏に、機械仕掛けの不気味な人形の姿が浮かんだ。総毛立つ不快な感覚も、また。

　じりじりと照りつけていた夕日の不快さ。額を伝った塩辛い汗。ひどく長く感じたあの午後。機械人形を叩たた

 きのめし、勝負に勝ちたかったのに、あのとき、確か……。

　勝利の喜びという美酒を得ることができぬまま、アルベールは奇妙な苛いら
 立だ

 ちとともにサーカスを後にしたのだ。

「まさか、あの中に貴様が隠れていたというのか！　この頭脳を駆使して闘った人形は、オカルト機械ではなく、おまえだったのか？　わかっていたら、あのときにおまえをまた捕え……」

　コルデリアはうれしげに、

「アルベールよ。あの夜も我々は死闘を繰りひろげたが、結局のところは、ひきわけだったなぁ。もしや、それが我々の長い戦いの運命なのかもしれん」

「なっ……。貴様ッ！」

「さて、今夜もだぞ、アルベール……。わたしも捕えられたが、おまえもまた、重大な切り札たる我が娘を失ったのだからな。ふふ、ふ……」

　女は片頰をゆがませて笑った。

　それは凄せい
 絶ぜつ

 なうつくしさと悲しみを内包した笑みだった。緑の瞳は娘のそれよりもはるかに暗く、きらきらときらめきながらも、あの少女の中にはまだない暗い虚無を湛たた

 えていた。いっぱいに見開かれると、人形の目に埋め込まれた宝石のように、絶望から生まれた邪悪な魔力を秘めて、光ってみせた。

「アルベール・ド・ブロワ侯爵よ。いまこそ汝なんじ

 に告げようではないか。ほかならぬ、このわたしの声で……」

　それから、コルデリア・ギャロは静かな声で、告げた。





「──ステイルメイト！」














〈つづく〉
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ヴィクトリカ・ド・ブロワ



　　謎に包まれた少女。ヨーロッパの小国ソヴュールにある、聖マルグリット学園大図書館最上階の秘密の部屋で、大量の書物と時を過ごす。




久城一弥



　　極東の島国より、聖マルグリット学園に留学してきた少年。




アブリル・ブラッドリー



　　一弥のクラスメイトで、英国からの留学生。




セシル先生



　　一弥たちのクラス担任。




コルデリア・ギャロ



　　ヴィクトリカの実母。




ブライアン・ロスコー



　　謎の人物で奇術師。




ジュピター・ロジェ



　　ソヴュール王国科学アカデミーの主宰者。




グレヴィール・ド・ブロワ



　　貴族出身の警部。ヴィクトリカの異母兄。




アルベール・ド・ブロワ侯爵



　　ヴィクトリカとグレヴィールの父。ソヴュール王国オカルト省の首魁。




アンブローズ



　　「名もなき村」を出て街にすみついた青年。








　第六章　夢を見る者











　　　　１






　薄灰色をしたやわらかな海を、ヴィクトリカの意識はずっと漂っていた。

　監獄に連れ去られてから十か月ほどのあいだ、意識を失うたびにヴィクトリカはその海の如き場所に旅立っていたのだった。そこは海の底のようで、波間に浮かぶ、海と空の境界線のようで、水も空気もねっとりと湿っていた。遠くから、悲しげな音楽のようにも、人の悲鳴が折り重なったようにも聞こえる、不思議な音色が聞こえていた。

　波間を、海月くらげ

 に似た淡い影がいくつも漂っていた。

　ヴィクトリカはここに来始めてから初めて、ゆっくりと瞳ひとみ

 を開いた。密集する長い金色の睫毛まつげ

 がふるふるっと震えた。

（ここは……？）

　この世とあの世の、狭はざ
 間ま

 だろうか──。

　遠くに島影のような黒いものも浮かんでいた。すぐ近くには、中世の難破船らしき濃い灰色の残ざん
 骸がい

 も斜めに漂っていた。木切れや、転覆したボートも。どこかで火事もあったのか、豪華な家具の燃えかすと、焼けただれた人の背中が、ヴィクトリカのすぐそばに浮いていた。

　生きているものは誰もいない。

　遠くで雷鳴が鳴った。さーっと悲しい音を立てて雨が降り始めた。

　どこかに爆弾が落ちたようだ。閃せん
 光こう

 と爆発音が響き渡り、赤々と燃える火の玉がいくつも落下してきた。

（さては薬の量が増えたのだな。こんなにはっきりと、狭間の海が見えるとは。ここ十か月なかったことだ。父上め……。とうとう、国王の心を手に入れるための切り札に、わたしを使おうとしているのだろう……）

　ヴィクトリカは見開いた目で、灰色の空を見上げた。波間に浮かぶちいさな体には、透けた衣服越しに、自ら針で彫った不思議な文字が浮きだしていた。ヴィクトリカは悲しげに、さくらんぼのようにつやつやした唇を震わせた。

（もう、逢あ

 えないだろうか……）

　と、少年のことを想うと、また一つ、弱くなる。

　日が暮れてきて、宵の明星が暗い空に浮かび始める。世界のどこかで、いまも爆弾が落ち、船が難破し、家々が燃えているのだろう。あちこちで雷鳴が轟とどろ

 いて、そのたびヴィクトリカは目を見開いた。

　辺りを漂っていた海月のような影が、ヴィクトリカのところに集まってきた。

　互いに相談しあうように、揺らめく。どうやら人の声で話し始めたかと思ったら、一つ一つの影が、人の顔や、姿をうっすらと映し始めた。

　若い男の姿もあった。歳を取った夫婦らしき二人組も。ヴィクトリカよりもちいさな女の子もいた。彼らはみな、片腕がなかったり、胸から血を流していたり、足をなくしていた。表情もまるでなくて、木の洞のようにぽっかり空いた両の目がヴィクトリカを見下ろしていた。

（これは……）

　ヴィクトリカは漂いながら、

（……死者たちか。この嵐の。あぁ、そうなのだ！）

　遠くから汽笛が聞こえた。

　見たこともないほどの豪華な客船が、波間を漂う人の体や、木片や、難破船を押しのけて近づいてきた。舳へ
 先さき

 には金に輝くキリスト像が見えた。

　ぼぉぉぉぉっ
 と汽笛がまた響いた。

　ヴィクトリカを取り巻いていた人々が、一斉に振りかえった。

　互いに助けあい、肩を抱いたりしながら、船に向かっていく。船から「旅立ちの時がきた。畏おそ

 れることはない……」「あなたがたは勇敢だった」「時は満ち、いざ永遠の国へゆかん……！」と船員たちが上げる声が聞こえてきた。ヴィクトリカも、影のように揺らめく誰かに手を取られてゆるゆると起きあがる。

　口を開く者は誰もいない。

　死者たちの影は海の上をゆっくりと、船に向かって歩いていく。甲板にはもうたくさんの死者の影が揺れていた。汽笛がもの悲しく轟く。夜空を雷鳴が切り裂き、またどこかで真っ赤な爆発が起きて空気を震わせる。そのたび、死者の影はどんどん増えていく……。

「待て！」

　誰かが叫んだ。

　振りかえって、ヴィクトリカをまっすぐ指さす。

　胸元からおびただしい量の血を流す若い男だった。ヴィクトリカよりせいぜい二つ、三つ年上だろう。

　ヴィクトリカのそばから死者たちが離れ、一斉に彼女を見下ろした。

　影のように揺らめいている人々の中で、ヴィクトリカのちいさな体だけが実体を持っていた。月明かりを反射して、薔薇ばら
 色いろ

 の頰が輝き、濡ぬ

 れそぼった金の髪は女神のそれのように波打ちながら、背中にはりつき、波間に向かって垂れていた。半ば透けた衣服の下から、瘦や

 せ細った体と、金貨のペンダントと、膚はだ

 に彫りこまれた異国の文字が浮かびあがっていた。

「この子は、ちがう！」

「……ほんとうだわ！」

　ちいさな女の子が、おどろいたように言った。周りの大人たちも啞あ
 然ぜん

 として、木の洞じみた目を見開いてみせた。

「まだ、生きている」

「それなのに、どうやってここにきたんだ？　病気なのかね。それとも、気絶でもして迷いこんだのか……。ともかくこの子は生者なのだ」

「あの船に乗せては、いけない……」

　死者の群れがゆっくりと近づいてきた。ヴィクトリカを取り巻き、どこかに向かって押しもどそうとする。

「でも……」

　ヴィクトリカは戸惑い、押されるままに後ずさりながらも、

「どこに、行けばいい……」

　汽笛が耳をつんざく。

　豪華客船はどんどん近づいてくる。船首がもうすぐそこにあり、意識も体も勝手にそちらに引っ張られていく。

「帰る場所など、もう……」

「生きろ」

　と、誰かが言った。

　死者たちの中の誰が発した声なのかは、わからなかった。また別の誰かが、

「ほら、ちゃんと迎えがきたじゃないか」

「迎え？」

「君を心配しているようだ……」

「──できそこないの灰色狼め！」

　と、急に別の声がどこかから聞こえて、ヴィクトリカはむっとした。うつくしい顔を不機嫌そうにゆがめながら、振りかえろうとする。

　船はもうすぐそこだ。真っ黒な壁のように海の上にそびえている。

　──ばしっ！

　目の前には誰もいないはずなのに、頰を誰かにはたかれた。

「おいこら。目を覚ませ、ヴィクトリカ・ド・ブロワ！　貴様が、これぐらいで倒れるようなタマか！　ブロワ城の石の塔に上がるたびに、このわたしを死ぬほど怯おび

 えさせた、おそろしいチビッコにもどりたまえ！」

「さようなら、我が娘。未来に歩きだせ。わたしのぶんも、生きるのだ──！」

　別の声がまた重なった。ヴィクトリカの緑の瞳が、途端に、おどろきと悲しみで色を濃くした。

　死者たちが力を合わせて、ヴィクトリカを押しもどしていく。

　意識が海から遠ざかり、波が揺れて、急に水を冷たく感じて、ヴィクトリカはさっきまで歩いていたはずの海上から、じゃぽん、と音を立てて沈んでいった。

　水の泡がきらきらと揺れている。

　金の髪を広げながら、ヴィクトリカはどこまでも、どこまでも、真っ黒な海の底に向かって沈んでいった。





「──いやぁ、ママン！」

　と、ちいさな子供のような声を上げて、ヴィクトリカは起きあがった。

　そこにいた誰かに、強く抱きつく。確かな体温を感じて安あん
 堵ど

 したが、つぎの瞬間には本能的に敵の気配を察したように、はっと身を引いた。そうして、秘密の湖水のように輝くエメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 を細めて相手を睨にら

 みつけた。

　ヴィクトリカは馬車の中にいた。座席は古ぼけた木製で、壁紙もほとんどはがれた粗末な馬車だった。誰かがこぼした酒や、長年の間に染みこんだ汗のすえた臭いが漂っていた。

　開かれた窓に向かって、ヴィクトリカのほどけたビロードのターバンのような金色の髪がたなびいて、夕刻の日射しを悲しく照りかえした。

　ヴィクトリカは顎あご

 を引いて、短く、ぐるる……と啼な

 いた。ちいさな獣じみた、獰どう
 猛もう

 な響きだった。すると、目の前にいた人物もまた、同じように顎を引き、緑の瞳を不気味に瞬かせながら、獣が威嚇するように唸うな

 ってみせた。

　夜空に燃え盛る松明たいまつ

 のような、赤い髪。猫の如くつりあがった形の緑の瞳。闇をはらむ黒いコート。ヴィクトリカを睨みつける視線には一点の愛も、気遣いも、同胞への共感もない。ただつめたく〈美しモンスト
 きル・シ
 怪物ヤルマン

 〉を観察するだけ……。

「き、貴様はッ……！
 」

　長くおそろしい夢から覚めたばかりのヴィクトリカは、一声、発した途端に体が揺らいで、壁に向かってゆっくりと倒れこんだ。

　それを見ると、赤毛の男──ブライアン・ロスコーは、ひどく憎々しげに鼻を鳴らした。鼻の上に縦皺じわ

 を浮かべて、眉まゆ

 をひそめ、

「弱々しい、つまらん獣め！」

「ブライアン・ロスコー……。貴様が、なぜ……？」

「こんなに弱いもののために、我々はなんという多大な犠牲を。つまらん仔こ
 狼おおかみ

 一匹がいったいなんだというんだ！」

「まさか、ブライアン。まさか……！」

　人形のように表情のない、そして青白いヴィクトリカのちいさな顔に、はっきりとわかる恐怖が、一瞬にして広がった。

「まさか！」

　蹄ひづめ

 の音が不吉に響く。窓から寒々とした風が吹きつけてきた。ソヴレムの街を走っているのだろうか。外からは人々の声や自動車のクラクションが、そして上空からは飛行機のエンジン音が響いてくる。

　御者席にいるのは誰だろうか。そちらからもぶつぶつと文句を言う、聞き覚えのある声が耳に届く。

　ヴィクトリカは、自分を睨みつけるブライアン・ロスコーの瞳をじっとみつめかえした。小声で「噓だと、言ってくれたまえ……」とつぶやく。ちいさな顔いっぱいに、次第に雷雨のような絶望が降り注いだ。ぷくぷくした手のひらで顔を覆って、

「さっき、ママンの声を聞いたのだ！」

　子供がいやいやをするように首を振る。

「ふん。なんと言っていた？」

「さようなら、我が娘、と。わたしの、ぶん、も、生き……」

　最後までは言えず、その代わり、絶望と恐怖に歪ゆが

 んだ顔でブライアンを睨みつけた。金色の仔狼と、炎の如く赤い雄狼。二匹の獣の根深い憎しみが、粗末な馬車の中で燃えたぎるように、瞬間、スパークした。

　遠くで雷鳴が轟とどろ

 いた。

　風が雨を内包して、窓からつめたく降り注いだ。

　気づくとヴィクトリカは、目の覚めるような青い紗しや

 のドレスに身を包んでいた。シンプルな白い衣服で過ごした十か月を経て、ドレープのついたうつくしいドレスを……。

「そうだ。お前の大事なコルデリア・ギャロは、娘の替え玉になって〈黒ノワール
 い・
 太陽ソレイユ

 〉に残ったのだ！」

「なぜ止めない！　貴様はいったいなにをしていた！　コルデリアを見捨てたのか！」

「ふざけるな。止めたとも！」

　ブライアンの声は怒りに震えていた。きつく握りしめた拳こぶし

 がぶるぶると痙けい
 攣れん

 し、いまにもヴィクトリカの細い首をつかんで叩たた

 き折ってしまいそうなほど、全身で怒りに燃えていた。

　ヴィクトリカも負けずにブライアンを睨み返した。あのとき……去年の夏、聖マルグリット学園の時計塔で対たい
 峙じ

 したあの夕暮れよりもずっと強い怒りが、互いの心も体も支配していた。ぎりぎりと歯を食いしばり、二人ともの唇の端から、尖とが

 った犬歯が覗のぞ

 いた。決闘を前にした獣の如き、血なまぐさい憎しみ……。

　ヴィクトリカは、ついいままで漂っていた夢の世界を思いだし、戦せん
 慄りつ

 した。この二度目の嵐によってすでに命を落とした人たちが集まっていた、あの海。そして死者を迎えに来た、船首にキリストの像を戴いただ

 く巨大な船。

　ママンも、また、遠からず、あの場所に……。

「噓だ！　おまえたち……ブライアンたちは、コルデリアの話にやすやすと乗ったのだろう。あの人を止め、命を助けられるのはおまえたちだけだったのに」

「生憎あいにく

 だが、チビ。おまえの母狼、コルデリア・ギャロがこの計画を思いついたのはずっと前のことだ。おまえがあの場所に行かなければな……」

「あの場所？」

「劇場〈ファントム〉だ！」

「なんだと──」

　ブライアンは拳を震わせながら、

「去年の冬だ。ちょうど一年ほど前だったかね。おまえはアルベール・ド・ブロワとオカルト省の要請でソヴレムに呼び寄せられ、王国最大の謎、ソヴュール王妃ココ＝ローズ殺人事件を解決した。我々はその様をずっと見守っていた。おまえを守るためにコルデリアは危険を冒した。俺も懇願され、鳩を飛ばした。覚えているか？　事件の真相──替え玉による二人一役、そしてさらなる真相、三人一役！　それを知ったときに、コルデリアはこの計画を思いつき、以来、ずっと実行の時を待っていたのだ……」

「噓だ。噓だ……。わたしの解決したあの事件が……。コルデリアに……」

「実行まで時間がかかったのは、我々が強く止めたせいでもある。我々三人の生活は……奇妙だが……ある種の幸福ではあったからな。失いたくなかった」

　と、ブライアンは目を伏せた。

　睫毛まつげ

 も赤かった。ちろちろと燃えるように震えている。

　馬車はどこかに向かって走り続けている。

　ヴィクトリカは瞳を見開いて、

「では、もう一人のおまえは？　だって、おまえたちは二人いるだろう」

「ふん。さすがだな。〈美しき怪物〉は、同時存在の真相にとっくに気づいていたというわけか」

「片割れはどうしたのだっ？」

「コルデリアのもとに、残った……」

　と、ブライアンは壁に背中を預けて遠い目をした。

「もちろん、どちらも残りたかった。俺は、譲ったのさ。そしてこうやって、生きたままコルデリアを喪うしな

 った。いまは、仔狼よ。貴様が憎くてたまらない。貴様と、貴様の父親アルベール・ド・ブロワの喉のど
 笛ぶえ

 を食いちぎってやりたくて、血が猛たけ

 って仕方がないさ」

「あぁ、ブライアン……」

　ヴィクトリカは震えて、

「ママンは……」

　薬がまだ効いているせいか、ゆらゆらと体を揺らしてふらつきながら、馬車のドアに手をかけた。ブライアンが素早い動きでヴィクトリカの肩をつかみ、物のように乱暴に引きもどす。ヴィクトリカは壁に背中を叩きつけられたが、それでもまた起きあがり、ドアに向かって青白くて細い手を伸ばした。

「ママン！」

　ブライアンが苛いら
 立だ

 ったように叫んだ。

「おとなしくしろ。もう盤上でゲームは進んでいるんだ。コルデリア・ギャロという名のクイーンの駒が戦っているとき、ほかの駒は動けない。俺だってそうだ！　子供みたいに駄々をこねるな！」

「ママン！　ママン！　降ろしてくれ。ママン！　ママン！」

「だめだッ！」

　ヴィクトリカは唇を震わせた。

「あれ以来、逢あ

 っていないのだ。幼いころ、石の塔の窓越しにペンダントをくれた。最初で最後の、短い時間……。リトアニアの修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉でも、すぐそばにいたというのに、紫の指輪をくれたのに、わたしとは逢ってくれなかった。劇場〈ファントム〉でもそうだ！　鳩に託した手紙をくれたが、すぐそばでずっと見守っていてくれたが、姿を現すことはなかった。そして、いまも……」

「逢えば、別れがつらくなるだろう。大人になるんだ、チビ」

　かたくなな様子で、ヴィクトリカは首を振った。

「いやだ。わたしは逢いたい。助かるより、ママンに一目、逢いたいのだ。そして、今生の別れになるなら、なおさら……生きているママンに逢って……伝えたいのだ……」

「いったいなにを？」

　ヴィクトリカは振りむいた。薬が効いているのか、まだどこか虚うつ

 ろな瞳ひとみ

 をしていたが、声だけはしっかりと、

「恐ろしい運命とともにこの世に生まれて、辛苦をなめたが、それでも……うつくしいものを見たし、大事なものをみつけたし、わたしは……生まれてきてよかったと……。ママンはそれを、わたしの変化を知らずにいってしまうのか」

　それを聞くと、ブライアンの表情がゆっくりと変わった。迷うようにヴィクトリカを見下ろして黙っていたが、やがて口を開いた。

「……なんだ、そんなことか。とっくに伝わっていたさ」

　ブライアンは鼻を鳴らし、つまらなそうに続けた。

「コルデリアは、俺たちと一緒におまえの学園生活を見守っていた。おまえはずいぶん楽しそうだったからな。そばにいつも、あいつが……あの坊主が、いたから……」

　ブライアンの声が、ほんのわずかだが優しげに変わった。

「ママン、ママン……」

「コルデリアからの伝言だ」

　なおも暴れだすヴィクトリカを押さえつけながら、ブライアンは食いしばった歯の間から悔しげな声を出した。

「〝未来へ〟と！」

「……未来？」

　ヴィクトリカは、まるでその簡単な言葉の意味がわからないというように不安げに聞きかえした。声は震えて、横顔はひどく青白かった。

「そうだ」

「そこに、一人で行けというのか。ママンをおいて……」

「そうだよ、チビ！」

　と、ブライアンはヴィクトリカのちいさな顔を睨にら

 みつけた。

「〝不思議な運命によってこの世に生まれ落ちた、わたしの娘よ。おまえは古きものの末まつ
 裔えい

 であると同時に、未来につながる新しい可能性なのだ〟と」

　ヴィクトリカはその言葉の意味がわからぬというように、老女の如くしわがれた声で繰りかえした。

「新しい……可能性……」

「ふん。俺はそうは思わんが、な！　くそつまらんチビめが！」

　ブライアンはふいにまた不機嫌な顔になると、胸の痛みに耐えかねるというようにうつむいて、唇を強く嚙か

 んだ。





「──新しい可能性、だと！」

〈黒い太陽〉のもっとも奥にある、暗い石室。部屋の隅で、ランプの炎が心もとなく揺らめいている。冬の寒さが骨まで染み透るような、冷えて饐す

 えた空気。

　四角く、狭い石室の真ん中に、アルベール・ド・ブロワ侯爵が仁王立ちしていた。ところどころ銀色に変わった金髪は乾いて、古い紙でできているかのようにカサカサと背中に垂れている。鋭利に尖った靴の踵かかと

 が、雪に濡ぬ

 れたのかぬめぬめと輝いていた。片眼鏡の奥で、濃い緑の瞳が不気味に揺れた。

　薄い唇を開いて、ばかにしたように笑う。

　その目前で、粗末な椅子にだらりと腰かけたちいさな女──コルデリア・ギャロが光っていた。ランプの灯りがちょうど当たり、彼女の体だけが不思議な発光体のようにきらきらと瞬いて見えた。

　白いシンプルな衣装。床に向かって垂れる、長い金色の髪。エメラルド・グリーンに輝く切れ長の瞳は、まるで宝石を埋めこんだように見事だった。

「そうだとも。アルベール」

　と、低い声が響いたとたんに、石室の中も、外の通路も、一斉にざわっと空気を揺らした。

　石室には王立騎士団が押し寄せて、身動きもできないほどにみっしりと、ブロワ侯爵と不思議な金色の女を囲んでいた。石室の中にいる者は剣を握り、外の通路にいる者は銃を構えていた。どの顔も能面のように無表情で、ただブロワ侯爵の命令だけを待っている。合図の印に、その右手が軽く上がりさえすれば、たちまち、突如この石室に現れた不思議な女を八つ裂きにし、銃で蜂の巣にするのだ。

　女の傍らには、背の高い男が控えていた。彼もやはり騎士団に四方を囲まれていた。赤い髪を垂らし、猫のように吊つ

 りあがった瞳を危険に輝かせる──もう一人のブライアン・ロスコーが。危険を察知しているだろうに、薄い唇はシニカルに歪ゆが

 められ、視線はブロワ侯爵をひたと睨んで動かなかった。

　握った拳こぶし

 がふるふるっと震えた。激しい怒りと、憎しみを抑えているように。

「おかしなことを言うものだ。さて、母狼というものはかくも愚かなものなのかね？　十六年前、わたしはあくまでも、あれを、来たるべきおおきな嵐のための、最強のオカルト兵器として造りだしたにすぎない。わたしの期待通りに、あれは、ここで未来を予測し、ソヴュール王国の戦局にも、わたしの権力増大にも、大いに役立っていた。それを貴様が……コルデリア、貴様のような、下げ
 賤せん

 なものが……」

　片眼鏡の奥で、緑の瞳がとつぜん白濁した。

　ついで、ブロワ侯爵は腕を振りあげ、すさまじい力を爆発させてコルデリアの青白い頰を打った。女は金色の髪をたなびかせて、床に惨めに落下した。ブライアンが獣のように短く吠ほ

 えると、制止を振り切ってコルデリアに駆け寄った。庇かば

 うように覆いかぶさり、また激しい憎悪を瞬かせながら、ブロワ侯爵を睨みつけた。

「なにをする。下品で下劣な貴族め。俺の、俺のコルデリアに……！」

「わたしのオカルト兵器を返せ！　我々の娘は、わたしのものだ。コルデリア、貴様になど一切なんの権利もないのだ！」

「いや、あの子の未来はあの子のものだ。アルベール。それは父のものでも、母のものでもない……」

「くっ！」

　ブロワ侯爵は肩を震わせた。片かた
 膝ひざ

 をついて座り、床に倒れたコルデリアの細い肩をつかんで、揺さぶった。ブライアンが吠え、庇おうとする。

「新しい可能性だと？　あの仔こ
 狼おおかみ

 が？　あれはオカルト兵器として使われる道具に過ぎない。愚かなことを考え、この国を危機に陥れるとは！　この獣が！」

「ちがう、アルベール。いつの世もな……」

　コルデリアはうっそりと顔を上げた。

　唇の端から細い血が流れていた。それを手の甲で拭ぬぐ

 いながら、

「歴史とは、若者が造っていくものだ。あの子は未来なのだよ、アルベール。このわたしもかつて、〈名もなき村〉を出てソヴレムに辿たど

 り着いたときには、新しい可能性を持った雄々しき若者の一人だった。わたしは夜毎、これから始まるあたたかな人生を夢想したものだ。その夢は、もちろんいまも儚はかな

 く続いてはいるが……わたしは思うのだよ、アルベール。愚かな貴族よ……」

「なんだっ」

　コルデリアは微笑んだ。

「母狼は夢見ドリー
 る者マー

 で、ちいさな仔狼は旅立ストレ
 つ者ンジヤー

 だったのだと。かわいいあの子は、かつてわたしが夢見た、未来へと……」

「なんというくだらん戯ざれ
 言ごと

 だッ！」

「歩いて、いってくれるのだ……。孤独に、しかし果敢にな……」

　ブロワ侯爵は立ちあがると、コルデリアの腰を乱暴に蹴け

 った。と、ブライアンが今にも喉のど
 笛ぶえ

 を食いちぎらんというように、ぐるる……と唸うな

 り、ブロワ侯爵を睨みつけた。

　騎士団の構える剣が、一斉にブライアンに向いた。

　ブロワ侯爵は数歩、歩くと、迷うように振りむいた。

「しかし、いったい……」

　まずコルデリア・ギャロを、それから傍らにいる赤毛のブライアン・ロスコーを見比べる。憎々しげに唇を歪めてみせ、

「どうやってこの石室に入ったのだ？　そして、あれを逃がしたのだ？　警備は厳重だったはずだ……。それにだいたい、貴様たちはこの十数年の間、いったいどこに隠れていたのだ？　数年前はサーカスのチェスドールの中にいたなどと……。そうだ、それを聞いてからでいいだろう。貴様たちを始末するのは」

　騎士団の一人から剣を奪い取ると、ブロワ侯爵はコルデリアの白い喉のど

 に切っ先を突きつけた。

「言え！　言うのだ！　貴様たちはどこにいて、どうやってここにやってきた！」

「それは……」

　コルデリアは目を伏せた。

　ゆっくりと顔を上げたときには、ちいさな青白い顔いっぱいに、残忍で、悲しげで、愛に満ちて、しかし絶望にも埋め尽くされた……複雑な表情を湛たた

 えていた。

　ブライアン・ロスコーが庇うように傍らににじり寄ってくる。金色の髪を垂らす、ちいさくてうつくしい女と、燃える赤毛を揺らす男──ついに捕えられた二匹の灰色狼は、しかし、囚とら

 われ人とは思われないほど挑戦的で、そのくせ静かな目をして、互いに一瞬、みつめあった。

　それから二匹そろってブロワ侯爵に向きなおり、睨みあげた。獣そのものの怜れい
 悧り

 な顔つきだった。

「俺たちは……」

　と、ブライアンが話しだす。

「俺たちは、貴様たちのすぐそばに、ずっといたのだ……。そして、あのつまらん仔狼のそばにも、な……」

　薄暗い石室に、灰色狼の発する低くて怒りに満ちた声が響き渡った。

　ジジ、ジッ……。ランプの火が揺れて、その瞬間、ブライアンの彫りの深くうつくしい横顔を照らしだした。そしてつぎに、アルベール・ド・ブロワ侯爵の憤ふん
 怒ぬ

 に歪んだ顔と、乾いた皮膚も……。

　コルデリアの長い髪が、床の上で、それ自体が別の生き物であるかのように蠢うごめ

 き、悲しげな音を立てた。






　　　　２






　そこは、静かな地下室だった。

　もとはなにかの倉庫だったらしい。四角くて、天井は低いものの横に向かってどこまでも広い部屋。壁にはむき出しの木材が見えていて、安い壁紙ひとつ貼ってあるわけではない。床も傷だらけで、絨じゆう
 毯たん

 もなにもなく、冷え冷えとしている。

　壁際には、鏡の仕掛け付きのキャビネットや、開けると宇宙空間が見える不思議な箱、巨大なトランプのカードや水責め用の大樽だる

 など、奇術の道具が所狭しと並んでいる。

　──〈黒い太陽〉でブロワ侯爵によって捕えられ、詰問される、わずか四時間ほど前のこと。

　無人と見えた地下室のどこかで、コトン、と音がした。

　横長のキャビネットの、とても大人が一人入れるとは思えないほどちいさな引き出しから、まるで不吉な魔術によって空間がねじ曲がったかのように歪みながら、男が姿を現した。

　煙に囲まれたように姿がけぶっている。宵の松明たいまつ

 の如く真っ赤に燃える髪。怒りと熱情に揺れる緑の瞳ひとみ

 。上背もあり、すらっとしていた。

　その姿はちいさな竜巻のようにしばし揺らいでいたが、やがて安定した。

　ため息とともに、首を左右にコキッコキッと曲げる。それから靴を鳴らして歩きだした。

　部屋の真ん中に置いてある、ロココ調の高価だがずいぶん古びた大テーブルに腰かけると、長い脚を組んだ。テーブルに広げられたなにかの図面を、いかにも面倒くさそうに見始める。

　と、またかすかな──コトッという音がした。

　同じキャビネットの隣の引き出しが、そばに誰もいないのに、音もなくすーっと開いた。そこから一枚の紙のようにぺらぺらとのっぺりした姿の、もう一人の男が姿を現した。実体の伴わない幻のように見えていたが、しばらくすると、きちんと厚みも重たさもある姿になっていく。ため息交じりに首を左右に揺らした。またコキッコキッと、関節の鳴る乾いた音がした。

　二人目の男は、最初の男とまったく同じ容姿をしていた。似ている、というレベルではなく、顔つきも体つきも、表情も、鏡で映しあったようにまるで同じ存在だった。

　一人目のブライアン・ロスコーが、のっそりと顔を上げて、

「起きたか」

「起きた。起きたか」

「起きた」

　二人はまったく同じ声色で言い合うと、同時に一つの方向を振りかえった。

　──そこにあったのは、古めかしい機械オート
 人形マタ

 、ターバンを巻いた男が座る上半身が四角いキャビネットに取りつけられたちいさなチェスドールだった。

　二人の視線によって揺らいだかのように、チェスドールが一度、コトトッと震えた。

　男の人形の、目の部分がぎろっと動く。

　二人のブライアンはじっとみつめ続ける。

　と、下のキャビネットの扉が開いて、こんなわずかなスペースに入っていたのかとおどろくことに、小柄な少女──いや、女性がころころころっと、床の上を転がりながら飛びだしてきた。

　軽快に出てきた割には、四回転ぐらいした後に、だらっと四肢の力を抜いて、床に転がって、のびた。ほどけたターバンのような見事な金色の髪が、扇状に広がって、女性──コルデリア・ギャロのちいさな体をいっぱいに囲んだ。

　閉じている瞼まぶた

 の上で、密集した金色の睫毛まつげ

 が、ふるっと震えた。

　と、ふいにカッと瞳を見開く。

　娘のヴィクトリカ・ド・ブロワの瞳にはまだない、激しい怒りと、それを抑える忍耐の日々、それらの荒ぶる感情とともに長い年月を生きてきた、囚人の如き暗い光に満ちていた。しばらく天井で揺れる古めかしいシャンデリアを睨にら

 んでいたが、

「始まったようだな。ブライアン……」

「……」

「……」

「ブライアン？」

　返事がないので、コルデリアはのっそりと起きあがった。

　夜明けの海のような、鮮やかな青のドレスを身に着けていた。胸元に三つのビロード製の薔薇ばら

 が飾られている。繊細な造りの光るハイヒールと、ちいさな頭を覆うヘッドドレスは、深いボルドー色。暗い瞳の輝きと、濃淡のあるドレスの色がよく合っていた。

　テーブルについたブライアンたちは、黙って互いの顔を見ていた。それから同時に首を動かして、床に満開になって咲いた暗い花のようなコルデリアを見下ろした。

「……なんだ、ブライアン？」

「俺たちは」

「納得していない」

「あの仔こ
 狼おおかみ

 を助けるために」

「俺たちにとってかけがえのないあなたを、危険に晒さら

 すなど」

「到底、容認できない」

「……しかし、運命の歯車はもうとうに回り始めていたのだよ。ブライアン。それは今年ではないのだ。二度目の嵐が始まる、ずっと前……。十六年前の、あの夜に……」

　そうつぶやきながら、コルデリアはまた床の上をくるくるっと回り、三回転ほどしてから、ゆっくりと立ちあがった。乱れた金色の髪と青いドレスの裾すそ

 がやわらかく動いて、もとの位置にもどっていった。

　コルデリアの表情には、優しさと儚はかな

 さと、娘のそれにはやはりまだない、相手を慈しみながら覆い尽くすような静かな輝きが満ちていた。それを見ると、二人のブライアンは唇の端から犬歯を覗のぞ

 かせて、悲しそうな唸うな

 り声を上げた。

　コルデリアは二人のそばにやってくると、ロココ調の大テーブルの上にちいさなお尻しり

 をちょこんと乗せて、腰かけた。それはまさに、ちいさくて精巧なビスクドール、喩たと

 えるなら、魔に魅入られたと噂の人形師グラフェンシュタインの名作を、誰かが無造作に置いたかのような姿だった。

　二人のブライアンは黙って、熱く、コルデリアをみつめた。

「わたしたち三人の絆きずな

 は、過去には存在したものだ。なにも事件がなければ、もしかしたらともに暮らして幸せになったかもしれない。だが、十六年前のあの夜……劇場〈ファントム〉の前で、黒い馬車によってわたしが連れ去られた、あの瞬間に……わたしたち三人の運命は、一度わかれたのだ」

「もうすこしで」

「間に合うところだった……」

「あのとき、手を伸ばして」

「連れ去られるあなたに」

「かすかに、触れた……」

「連れもどしていれば」

「あなたは、傷つけられなかった」

「不吉な仔狼を産むことも」

「なかったのだ……」

　ブライアンは吐きだすように言った。一人が乱暴にテーブルを叩たた

 き、一人は足を床に打ち付けた。コルデリアは人形のような軽さで左右に揺らいで、その細い首も、長い金髪もいまにもテーブルから転がり落ちそうにぐらぐらと震えた。

「あなたを喪うしな

 うぐらいなら」

「ともに……死なせてくれ」

「頼む」

「お願いだ」

　コルデリアは氷のような眼差しで壁を睨んでいた。

　……大テーブルに広げられているのは〈黒い太陽〉の見取り図だった。それはどこにも公表されておらず、存在しないはずのものだった。中世からの伝承や歴史書をひも解いて、様々なエピソードから組み立てられた、もっとも現実に近いと思われる仮説の見取り図。この作成に三人は長い時間をかけたのだった。

　歴史書をひも解いても、あの灰色の巨大監獄から無事に逃げた囚人の話はなかなかみつからなかった。だが、逃げたのではなく……投獄された夫に逢あ

 うために、まだ幼い妻が策を凝らして忍びこんだ逸話があった。妻はみつかり、夫とともに断頭台に送られたのだが……。

　その逸話にあった秘密の侵入経路を、二人のブライアンは調べていた。

　それは判明した。

　しかし……。

　侵入し、娘を助けだしても、監獄から消えたとわかれば追手がかかることもまたわかっていた。首都ソヴレムから脱出し、そしてソヴュール王国の外へも……いまや絶大な権力を誇るアルベール・ド・ブロワ侯爵の力の届かない場所まで逃げおおせるのは困難だった。

　コルデリアは、自身がヴィクトリカの身代わりになって監獄に残り、追手がかかるまでの時間を稼ごうと考えていた。二人のブライアンにとっては、恐怖と憤ふん
 怒ぬ

 に満ちた計画だった。まさかあのつまらん仔狼などのために、我らのコルデリアが命を落とすなどということが……！

「一人は、逃げてほしい」

　コルデリアがささやいた。

　顔つきは無表情のままだが、声色は苦しげにうわずっていた。二人のブライアンが裏切られたというように彼女を睨みつけ、ぐるる……と唸った。

「あの子は、きっと一人では遠くまで逃げられまい。だから船に乗るまでの道案内がいるのだ。つまりは新しい世界への。ブライアン……！」

「一人はコルデリアと」

「一人はヴィクトリカと」

「つまり、一人は死を」

「一人は生を」

「そんなに残酷なことを」

「あなたは命じるのか」

「……ブライアン。頼む。わたしの最初で最後のわがままだ。聞いてくれたまえ。あぁ」

「我々は、離れたことがない」

「同時存在は、二人で一人だ。ただの双子ではない。我々は……」

　震えるコルデリアに向かって、二人のブライアンは立ちあがって、手を伸ばした。互いをみつめあい、コルデリアを真ん中に挟んで抱きあう。真っ青になって、金色の小動物のようにふるふると震えているコルデリアの傍らに、一人が残った。

　もう一人は、静かに一歩、下がった。

　その瞬間、バキ……ッ……
 と音なき音が響いて、空気が真っ二つに割れた。二人のブライアンのあいだに透明な亀裂ができ、静かに広がっていった。

　コルデリアの傍らに残ったほうのブライアンの顔は、亀裂を見守りながらもかすかに微笑んでいるように見えた。

　と、下がったほうのブライアンの横顔が激しく歪ゆが

 んだ。ついで獣じみた縦線を鼻の上に浮かべながら呻うめ

 いた。床に両手をついて、首をもたげる。狼そのものの啼な

 き声を轟とどろ

 かせ、悲しみに全身を激しく震わせた。

　テーブルに置かれた高価な人形のようなコルデリアと、それを抱きよせたほうのブライアンは、対照的だった。まるでうつくしい中世の絵画のような姿になって動かず、その場に凍りついたままでいた。

　赤い狼の咆ほう
 哮こう

 が地下室に響いた。





　冬の午後のソヴレムに、三人の奇術師の姿は不吉な煙のように現れた。

　谷底のように低くなった、湿気の多い土地に造られた貧民街の古びたアパート。半地下になったじめじめして安い部屋の、床板がコトコトと動いて、三人が現れた。アパートの地下におおきな地下室があることなど、ほとんどの住人は知らないままだった。足音もなく現れた、青いドレスのちいさな女と、赤毛の双子の男。三人はまるで地面の上を滑っているように、気配までも殺しながらソヴレムの街に出ていった。

　キィィィィィ
 ン……！

　頭上を戦闘機が飛びすぎる不吉な音がした。片方のブライアンが片目を細め、空を見上げた。もう一人は前を見たままだった。長らく、同じ行動を取り続けた同時存在の男たちは、早くも、互いの存在から離れ始めたように見えた。コルデリア・ギャロの願いのために……。





　入り組んで複雑な形状をした〈黒い太陽〉の内部を、三人は進んでいった。中世に造られた地下道と、荷物の搬入や、ゴミ、死体の片付けに使われる職員用の通路を使い分け、足音も気配もまるでなく進んだ。

　職員が、人の息を聞いたような気がして振りむくと、そこにはもう……ただ獣の不吉な気配が漂っているだけ。

　誰もいない。

　青い煙が瞬いたように思って目を凝らしても、金色の尻尾しつぽ

 が誘っていたように思って立ち止まっても、なにも視み

 えない……。

　壁の向こうに残る中世の地下道をひたひたと進む、何物かの気配に、すわ亡霊かと首を縮める。声を聞いたように思って、震える。

　金色のコルデリア・ギャロと二人のブライアン・ロスコーは、こうして、古代の魔術のようにして、時間をかけ、ゆっくりと石室に近づいていった。





「さようなら、我が娘。未来に歩きだせ。わたしのぶんも、生きるのだ──！」

　窓もなく、鉄格子のはめられたせまい入り口しかない石室の真ん中で、粗末な椅子に体を預けて、死者のそれのようにぽっかりと開いた瞳ひとみ

 を見せるヴィクトリカ・ド・ブロワの耳元で、コルデリア・ギャロはささやいた。

　すると、意識もほとんどない弱り切った仔こ
 狼おおかみ

 の表情が、ほんのかすかに和らいだように見えた。それを見届けると、コルデリアの横顔にもほっとしたような柔らかなものがよぎった。

　コルデリアは膝ひざ

 をつき、ドレスを脱いだ。ついでヴィクトリカの体から白い衣装をはがした。金色のペンダントがきらりと光った。

　ふいに現れた、異国の文字──陶器のようにすばらしい膚はだ

 に直接、書きこまれた呪文のようなそれをみつけると、おどろいたように手を止めた。

　ブライアンのうちの一人が、ちらっと見下ろして、

「それはかの国の文字だ。東洋の……」

「なんと。あの坊主のか。つまり、これは……」

　コルデリアはあきれたようにつぶやき、それから、かすかに笑いながら娘を見下ろした。

　たちまち、ヴィクトリカが青いドレスに、コルデリアが白い衣装に変わった。片方のブライアンが無造作にヴィクトリカを肩に抱えると、石室を出ていこうとした。

　コルデリアが止めた。

「その子に、伝えてくれ。〝未来へ〟と！」

「未来？」

「不思議な運命によって旧大陸に生まれ落ちた、わたしの娘よ。おまえは古きものの末まつ
 裔えい

 であると同時に、未来につながる新しい可能性なのだ……。意識がもどったら、そう伝えておくれ」

「……」

「わたしの……遺言だ」

「ふんっ」

　ブライアンは鼻を鳴らした。

　それから、ゆっくりとうつむいて、

「わかったよ」

「すまない、ブライアン。ほんとうに……」

「これでほんとにさよならだな、コルデリア！　それから、もう一人の俺！」

　ブライアンは叫ぶと、二人に背を向けた。

　ヴィクトリカを荷物のように肩にかついだまま、そして、さらにとあるものを小脇に抱えて、通路を数歩、進んだ。それから竜巻のようにくるくると蠢うごめ

 いたかと思うと……暗闇に吸いこまれたのか、その場からあっというまに消えた。

　遠くから、狼の悲しげな咆哮が響いてきた。

　石室には、金の髪を床に垂らした女と、傍らに立つ一人の男が残された。とたんに魔法のようにまた時間が回り始めて、石室の前からなぜか消えていた見張りの兵士たちの姿が再び現れた。椅子にだらりとのびる女の姿を確認しては、どこかに報告をする。傍らの男は暗闇にまぎれて、足しか見えていない。ここ十か月、兵士たちがみつめ続けた光景となにも変わっていないかのように、石室の内部はしんっと静かになった。





　──石室の中。

　真ん中に、空の椅子がゴロッと転がっている。ランプの光が重たい明るさで照らしだしていた。まるで、数時間前までずっとここに座っていた少女の不在を、そこにいる人々に思い知らせようというように。

　金色の髪を床に向かってうねらせながら、コルデリアが倒れている。傍らにブライアン・ロスコーが、彼女を守るようなポーズで座っている。

　両足を広げて立ち、声を震わせているのはブロワ侯爵だ。腰から上は闇に溶けこんでしまい、なにも見えない。だがその声色から、激しい怒りと疑念が聞き取れた。

「……なるほど、それでは貴様ら、薄汚い狼どもは、三匹でやってきて二匹で出ていったというわけだな」

　ブライアンが、いまにもぐるる……と唸うな

 りだしそうな低い啼き声で、答えた。

　闇の奥で、ブロワ侯爵の片眼鏡が不気味に光ったのがわかった。口を開くと、黄色くておおきな前歯が覗のぞ

 き、それもまた気味悪く瞬いた。

「この巨大監獄に忍びこむことも、こっそり出ていくこともほとんど不可能だとわたしは知っているが……。それにしても、だ。仮にここまでやってきたとしても、見張りにみつからずに石室の中には入れまい。なにかが、なにかがおかしいぞ、こいつらの話は……。いったいなにを隠している？」

「我々は奇術師だ。あらゆる幻術を遣えるのだ。ふんっ。貴様が心酔する古き力などではなく、トリックと長年の鍛錬によって、な。コルデリアも同様だ。我々と再会したときから、彼女も奇術の訓練を続けてきたのだから……」

「トリックと鍛錬だと？」

　ブロワ侯爵はばかにしたように笑った。

「古き力ではない、だと？　ばかも休み休み言うことだな。貴様は……貴様は首都ソヴレムで、いやパリでも、ロンドンでも……ヨーロッパのあらゆる地で人気を誇る、著名な奇術師ではないか。わたしでさえ、そのご面相と名前を知っていた。〈ブライアン・ロスコーのファンタスマゴリア！〉〈魅惑の同時存在ショー！〉。しかし、さて、生きている人間の、どこの誰に、そこまで幻術を遣うことができるというのだ？　貴様の奇術には確かにトリックがあるが、それを自在に使い、幻を産みだし、人々を魅惑する力は、やはり灰色狼の……旧大陸の荒ぶる神々の末裔、古き力を持つ獣のものなのだ！」

「ふんっ。妄執とは恐ろしいものだな……」

「しかし、しかしだ。その灰色狼の潜在能力とトリックを持ってしても、石室の中までは気づかれずに入れまい。手引きした者がいるのでなければ、な……。通路中に見張りの兵士がいるし、第一、石室の中には……。中、には……」

　ブロワ侯爵が言葉を切った。

　ふいになにかに気づいたように、動きも止め、辺りを見回す。

　ランプをつかみ、石室の四隅を順繰りに照らしていく。

　そこには誰もいなかった。

　床の上に水差しと空の皿が置いてあった。水差しからこぼれたというようにその周りの床だけがびっしょりと濡ぬ

 れていた。ブロワ侯爵は不思議そうに眉まゆ

 をひそめ、床をみつめてから……

　コルデリアとブライアンのほうを振りむいた。

　銀色に乾いた髪が、不吉な風をはらんでガサガサとうごめいた。

　コルデリアの青白いちいさな顔も、怒りと嫌悪に歪ゆが

 むブライアンの顔も、同じような……まるで重大ななにかを隠しているが故の無表情と見えた。緑色をしたつめたい四つの瞳が、瞬まばた

 きもせずただじっとみつめかえしていた。

「待てっ……」

　ブロワ侯爵は立ちあがると、

「我が息子は、どこだッ──！
 」

　と喚わめ

 いた。

　誰も、なにも答えない。

「わたしの長子、グレヴィール・ド・ブロワをいったいどこに消したのだッ！　あやつはここ十か月もずっと石室にこもり、気味の悪い異母妹の相手をし続けていたはずだ。わたしの命令をおとなしく聞く、なかなか役に立つ息子だ。まだ若く、いたらん部分も多いが、我がブロワ家の家督を継ぐはずの大切な嫡男でもある。そのグレヴィールを……貴様らはどこにやった！」

　コルデリアがかすかに笑ったように見えた。ブロワ侯爵はカッと目を見開くと、また折せつ
 檻かん

 をしようとするように大おお
 股また

 で近づいた。ブライアンが庇かば

 って、二人の間にすばやく体を滑りこませた。

「まさか……貴様らはあやつを殺したのか？　仔狼などのために……」

　二匹の灰色狼はその問いに答えもせず、黙ってブロワ侯爵を睨にら

 みつけていた。その青白い顔に、やはり人間のそれとはちがう、生来の残酷さと、迷いのない生存欲、仲間を守る忠実さ……狼の本能を見たように思い、ブロワ侯爵はよろめいて、動きを止めた。

「それとも、まさか……消したのか。奇術のように、この世から……生きている人間を一人、煙のように……」

「煙の、ように……か。ふふふ……」

　コルデリアが人形の如き無表情のまま、低い声で繰りかえした。

　その声を聞くと、ブロワ侯爵は一声、叫び、床にランプを落とした。床の上でランプはほんの一瞬、赤々と燃えた。それから石室の中は闇そのものの暗さに沈みこんでいった。
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　──時は再び遡さかのぼ

 り、その日の、やはり数時間前。

〈黒い太陽〉のもっとも奥にある、この石室で。

　ここ十か月ほどずっとそうだったように、真ん中の粗末な椅子に金色の髪を垂らした少女が座り、四肢をだらりとのびさせていた。

　ランプの光がうっすらと少女──ヴィクトリカを照らしている。

　その傍らにあるすこしおおきめの椅子に、グレヴィール・ド・ブロワ警部が浅く腰掛けていた。膝ひざ

 の上にひろげた資料を、朗々と読みあげている。

「一九二五年五月、ドイツは……。同じく五月、新大陸では……。ソヴュール諜ちよう
 報ほう

 部からの報告によると、つぎの月……」

　ここ十か月も続いた時間となんら変わらぬ光景だった。石室の外に立つ兵士たちも、いまでは興味深そうに中の様子を覗くこともない。ここでなにが隠されているのか知る由もないが、好奇心を持ったのは最初の一月ぐらいのものだった。いまでは、謎めいてはいるものの日常風景となっていた。

　グレヴィールは資料を読み進めていた。

「六月になると……。ロシアは……。そして、亜細亜アジア

 では……」

　そうしながら、時折、ちらっと異母妹の血の気のない横顔を窺うかが

 う。

　ヴィクトリカ・ド・ブロワは、エメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 を虚むな

 しく見開いたまま、虚空をみつめて動かなかった。かつて薔薇ばら
 色いろ

 だった頰は血の気をなくして、さくらんぼみたいにつやつやした唇も、紅をさす前の、造りかけの人形のそれのように色がなかった。見事な金色の髪は変わりなく、床に向かって黄金の川の如く流れていた。それだけが、彼女がまだ生きて、その肉体も生命活動を続けていることをこっそりと教えていた。

「なぁ、我が妹よ……」

　グレヴィールはとつぜんそうつぶやくと、言葉を切った。

　返事が返ってくるはずもなかった。

　──あの秋の日、急に意識を取りもどして語りかけてきた短い時間の後は、妹の心は二度とこちらにもどってこない。

　グレヴィールは彼女が再び、ぎろりとこちらを睨んできては悪態をつき、彼にはわかるはずもない難しいことをのたまったり、馬鹿にしたり、つめたく振る舞い、そのくせ……ふいに人間らしい弱さや愛に飢えた子供の心を見せる時がくるのを、ひどく恐れていた。

　グレヴィールは、まだ少年時代に、ブロワ城の石の塔に突如、やってきた不思議な客人のことが忘れられなかった。父親の、日夜、常軌を逸してなにかに夢中になっている様子と、夜毎、響く動物のおそろしい啼な

 き声……そして、それを断じて気にすまいと襟を正す貴婦人たる母親の様子も、また。

　やがて石の塔から客人は消え、奇怪な異母妹、ヴィクトリカだけが残った。

　グレヴィールはある日、勇気を持って塔に上がった。

　そこにいたのは、まるで中世の姫君のような豪ごう
 奢しや

 なフリルのドレスに身を包み、緑の瞳をちいさな悪魔の如く光らせ、難解な書物の山に囲まれた……見たこともないほどうつくしい幼女だった。

　そのときのグレヴィールは、まだ少年と青年の間とでもいった年齢で、波打つ金色の髪を背中に垂らし、贅ぜい

 を凝らした衣服を身に着けた、自身もまた中世の城に住む王子のような外見だった。

　グレヴィールは、その不気味な妹に一瞬にして心を囚とら

 われた。

　この奇妙な存在を、愛するべきか、それとも憎むべきか。

　しかし異母妹は、光る鼠を兄に放った。怖がるグレヴィールをあざ笑い、また何事もなかったかのように書物にもどった。奇怪な出生のせいか、人と接していないせいか、それとも……やはり獣だからか。この妹には人間らしい感情が一切なかった。からっぽの心に、頭脳と、知識と、まるで古代の女神がいつのまにか背後に立ち、容赦なく重たい刃物を振り下ろしてくるような……ひどい残酷さだけがあった。

　グレヴィールは元来、優しい女性が好きだった。普段は父親から感じる重圧や、社会での成功を夢見る苦しさで苦み走っていることの多いグレヴィールの目も、異性を見るときには穏やかに輝いた。容姿よりも、華やかさよりも、明るさと善良さを愛した。そんな理想の女性のそばにいると、自分も心穏やかに、そして楽しくなってくるのだ。女性には太陽のようでいてほしいと願っていた。

　ひどく奇妙で、氷の刃やいば

 の如く冷酷な妹を、以来、グレヴィールは根深く嫌悪するようになった。

　それでも、時折、石の塔を訪れた。異母妹との闇の取引によって、あるときは髪を尖とが

 らせる羽目になり、またあるときはその髪をぐるぐると回転させることにもなった。さらには、青年になって吸い始めたパイプ──お気に入りの陶製の白いちいさなやつだ──まで奪われた。ヴィクトリカは得意そうにパイプを吸うようになり、その姿を見るたびにはらわたが煮えくりかえったものだ。

　そうして、何年経ったのか。

　グレヴィールは大人になり、ソヴレム社交界でそれなりの地位を得た。父親の後ろ盾で政府の仕事にも関わろうとしていた矢先、異母妹がブロワ城の塔から移送されることになった。山奥の村にある、秘密めいた機関──聖マルグリット学園へ。

　ブロワ侯爵の命令で、グレヴィールは監視役として村に出向くことになった。

　グレヴィールはこれまで父親に逆らったことが一度もない。そのせいかはわからないが、人に対して素直になったことも、ほとんどないようだ。好きな女に、ほかの男のものにならないでくれと懇願することも。

　グレヴィールは村で警部職を得た。異母妹の監視の傍ら、熱心に捜査をし始めた。なんとしても見返したい男──ソヴレム警視総監のためにも。

　そうして……。

　そうだ、そうして……。

　次第に、気づき始めた。

　氷のようだったヴィクトリカ・ド・ブロワの、わずかな変化に。

「我が、妹よ……」

　石室の中で、こわいほどの暗闇で、兄と妹は二人きりだった。一九二五年の冬──。グレヴィールは迷うように、資料をせわしくめくりながら、

「学園に移送されてからの貴様は、どうやら以前の貴様ではなかったな。貴様自身がどこまで気づいていたかは知らないがね……」

　懐からパイプを出して、くわえる。

「なにしろ貴様は、頭脳こそは〝欧州最後にして最大の知性〟と評されるほどの機能を持ち、オカルト兵器になるほど立派だが、心のほうはおどろくほど未発達で、人の思いのまったくわからん、ほんとうにひどい、兄の心をまず鉈なた

 で割ってからスコップでえぐり、最後にガソリンをまいて火までつけるような、じつにえげつないチビッコだった」

　火をつけたパイプを、ゆっくりと吸う。

　白くて細い煙が天井に向かっていく。

　去年まで、学園の図書館塔でヴィクトリカが燻くゆ

 らしていたのと同じように……。

「どうしておまえは変わったんだ。ヴィクトリカ、我が妹よ」

　グレヴィールは独り言を続けた。

「あの少年がきてからだろう？　あれは二年近くも前のことだ。オートバイで走っていた男の首が切れるという不気味な事件があり、彼……東洋からの留学生、久く
 城じよう
 一かず
 弥や

 くんが容疑者となった。おまえはなぜか、その欧州最大の頭脳を使い、見ず知らずの異人の少年を助けてやった。それからだ……。貴様の瞳に、時折、心が現れて揺れるようになったのは」

　煙が震える。

　グレヴィールの手が、細かく揺れたのだ。

「貴様は愛を知らない、塔の上の氷の姫君だった。それなのにあれ以来、貴様はあの黒い死神の手で、魔術によって心を吹きこまれたつめたい人形のように、カタカタと動きだした。貴様が〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉に収監されたときには、久城くんもリトアニアまで迎えに行った。帰りの列車で起こった事件でも、貴様と彼は互いに助けあった。それはひどく奇妙な光景だった。だって、あるはずのないことが起こり始めていたんだからな……」

　ヴィクトリカの瞳は見開かれたままで、動かない。なにも見えず、聞こえていないようだ。

　それをグレヴィールは不気味そうに見下ろして、

「聖マルグリット学園を出て、この監獄に移送されるとき。馬車の中で交わした会話を覚えているか。ヴィクトリカよ……」

　小声でささやいた。

「久城くんが残した十五個目の謎について、貴様は話していたな。彼は最大の謎を残していった、と。この思いはいったいなにか、と」

　ランプの火があたたかく揺れた。

「あのとき、わたしは迷ったのだ。教えてやるべきか、と。もちろんわたしにはそれがなにかわかったとも。我が妹よ。これまでずっと、貴様にはわからないと、わたしが言い続けてきたもの……。それをこそ理由に、貴様の存在を憎み、蔑さげす

 み続けてきたもの……」

　ジジッ、と火がやわらかな音を立てた。

「愛、だ──！」

　ヴィクトリカの唇がわずかに開き、歌のような、譫うわ
 言ごと

 のような声が漏れでてきた。グレヴィールはパイプを置くと、迷うように、尖った頭を左に傾けた。

「あのとき、貴様に伝えるべきだったのだろうか。しかしわたしはおどろき、黙りこんでしまった。自らみつけるべき答えを、先回りして教えることに戸惑いを覚えたせいもあったが、ね……。そしてわたしたちはそのまま、この監獄へやってきて……。すぐに貴様は、薬物の入った水を飲まされ、意識を失ってしまったのだ……」

　グレヴィールは悩むように頭を振り、またパイプを手に取った。

「どんなに頭がよくても、過去や未来を見通せても、心を持たないおまえは獣に過ぎないと、ずっと信じてきた。だが……もうそうではないのなら……おまえは人間だし、血を分けたわたしの妹だ。その昔、石の塔でおまえと初めて会ったあの夜のこと。おまえを愛するか、嫌悪するか、二つの道があった。あの日選んだ、貴様を憎み、否定するという道から、わたしはもう離れなくてはならない……」

「警部！　侯爵がいらっしゃいます！」

　兵士がおおきな声をかけた。

　グレヴィールは椅子からお尻しり

 が浮くほど、おおきく飛びあがった。額から冷汗が流れ始めた。それから冷静を装って「……わ、わかった」とうなずいた。

　ゆっくりと座る。迷うように、苦しそうに、ヴィクトリカのつめたい横顔をみつめた。苦しそうに、

「あぁ、妹よ……」

　震えながらささやく。

「わたしはいったいどうすればいいのか……」

　答える声はなかった。

　通路のずっと手前、遠くのほうから、不吉な足音が近づいてくるのが聞こえた。





「おい、グレヴィール！」

「はっ！」

「約一時間後に、だ」

「はっ……」

「あれを見に、国王がやってこられる。そう、今夜こそが、これから始まるとくべつな日々の幕開けとなるのだ！」

「はい」

「それまでに、な。あれに、さきほど用意された分の水と食料をたくさん与えておけ。いいな」

「わかりました！」





　──ブロワ侯爵の一行が監獄から去っていくと、石室には再び、ヴィクトリカとグレヴィールだけが残された。

　グレヴィールの手はぶるぶると震えていた。横顔はすでに血の気をなくして真っ青だった。

　長らく意識のない異母妹を見下ろして、両手で顔を覆う。

「あぁ、だが妹よ。わたしは父に逆らったことがないのだ！」

　冷汗がさらに激しく伝った。

「許してくれ。父の命令は絶対なのだ」

　尖った金色の頭を揺らしながら、

「あぁ、太陽が恋しい。わたしは……」

　床に置かれた皿を手に取り、ヴィクトリカの口元にパンを持っていく。機械的に開かれた唇がそれを咀そ
 嚼しやく

 しようとすると、とつぜん取りあげて床に放った。

　それからまた迷うように首を振り、水差しを持ちあげた。ヴィクトリカの口元に近づける。

　ヴィクトリカは口を開けると、おとなしく水を飲み始めた。

　グレヴィールの顔つきは、二つの感情に引き裂かれた人間のそれだった。唇まで真っ青になり、額からとめどなく汗を流して、

（今日の水と食料には、薬物がたくさん入っている。未来予測の能力は上がるだろうが……これを全部飲んだら、もうもどってこられないかもしれない。わたしの妹は、死んでしまう……）

　半分ほどもヴィクトリカが飲み干したのを見ると、短い叫び声を上げて、とつぜん水差しを取りあげた。

　そしてなぜか自分の口元に持っていき、喉のど

 を鳴らして何口も飲んだ。途端にふらついて、水差しを取り落とし、自身も床にがっくりと膝ひざ

 をついた。

　床に落ちた水差しから、薬物入りの水がこぼれて水たまりを作った。

　早くも薬が効いてきたらしく、グレヴィールは朦もう
 朧ろう

 としながら、

「おい、ヴィクトリカ。毒舌で、おそろしくて、冷酷で、初めて会ったあのときからこのわたしを軽けい
 蔑べつ

 しきっている、憎き異母妹よ……」

　ヴィクトリカのもとににじり寄った。

　薬物の影響か、ヴィクトリカはもう目を閉じて四肢をだらっとさせており、びくりとも動かなかった。グレヴィールはそれを見ると、悲しげに、悔しげに咆ほう
 哮こう

 し、妹の瘦や

 せ細った体をひしと横抱きにした。

　触れることはおろか、近づくことさえも嫌悪して避けていた、ちいさな妹。

　いつもお気に入りのビスクドールを抱いて歩くときのようなポーズで、グレヴィールは妹を抱えた。ひんやりとつめたい妹は、ほんとうに磁器でできた精巧な人形そのものだった。体温を感じられないことが、グレヴィールをさらにあわてさせ、慟どう
 哭こく

 させた。良心の咎とが

 めからか、悲しくなって、さらに腹が立ち、

「おいこら、目を覚ませ、ヴィクトリカ・ド・ブロワ！」

　と、叫んだ。

「貴様が、これぐらいで倒れるようなタマか！　ブロワ城の石の塔に上がるたびに、このわたしを死ぬほど怯おび

 えさせた、おそろしいチビッコにもどりたまえ！」

　返事はない。

　グレヴィールも薬のせいでだるくなってきて、どうしたらいいのかわからず、

「頼む。死ぬな。これじゃ、わたしが妹を殺したようなものじゃないか。お願いだ。もう一度生きてくれ。……ヴィクトリカ！」

「……なんの騒ぎだ」

「おかしなやつがいる」

「こいつは誰だ」

「しかも、泣いてるじゃないか」

　ほかに誰もいないはずの石室に、とつぜん誰かの声が響き渡ったので、グレヴィールはおどろいて顔を上げた。

　そこに青いドレスに身を包んだヴィクトリカが……いや、ヴィクトリカが大人になったような、静かで、研ぎ澄ましたちいさな剣のような光を湛たた

 えた瞳ひとみ

 をした女が、忽こつ
 然ぜん

 と姿を現していた。

　そして背後に、二人の男の脚が見えた。暗闇の中で、三人の来訪者は足音も気配もなく、まるで幻のようだった。

「ふむ。これはアルベールの長子にして、仔こ
 狼おおかみ

 の異母兄だ。どうして泣いているのかは、わたしにもわからないがね。ブライアン」

　グレヴィールはあわてて石室の外を見た。ついさっきまでいたはずの見張りの兵士も姿がなく……聞こえていた風の音も消えて、まるで時が止まってしまったように、別の空間になっていた。

　グレヴィールはなにかを言おうとしたが、薬が効いてきたらしく……。首ががっくりと崩れ落ちた。

　遠くから、男たちの不気味な声が聞こえてくる。

「じゃ、始末していいか」

「邪魔だものな」

「アルベール・ド・ブロワの息子の命なんて、我々には」

「どうでもいいものだ。だろ、コルデリア？」

　グレヴィールは危機を察して、震えた。

「……待て。無駄な殺生は獣の誇りを傷つけるだけだぞ、ブライアン」

　コルデリア・ギャロの静かな声が響き渡った。

　三人、いや三匹の灰色狼は、どこから現れたものか、その空間を完全に支配していた。腰を抜かしたように彼らを見上げているグレヴィールの口の周りが水で濡ぬ

 れているのを、コルデリアが不審そうにみつめ、細い指を伸ばして拭ふ

 いた。

　ちいさくて形のいい鼻をくんくんとうごめかせ、臭いをかぐ。

　ついで、床に倒れている水差しと、落ちているパンを。目を閉じてじっとしている仔狼を。順繰りにつめたい瞳で見回して、

「薬物入りの水か。しかし、それがどうしてこいつの口の周りについているのだ？　それにパンも落ちている」

「さて」

「わからんな」

「どうでもいいが」

「さぁ、始末しようぜ」

「む……」

　と、コルデリアと二人のブライアンは顔を見合わせた。三匹でなにごとかごにょごにょと相談している。面倒だから殺そう、と男たちがいい、コルデリアが助けようと主張していた。これはまずい状況だとグレヴィールにもよくわかったが、薬物のせいで全身がふらついていた。

「うぅ……」

　グレヴィールはさらに力なく崩れ落ちて、ヴィクトリカの膝の上にのびた。その姿をコルデリアが黙って見下ろしているのがわかった。

　ブライアンたちの低い声が聞こえてきた。

「わかった。殺すのはやめるが……」

「しかし、面倒だな」

「この石室に二人以上の人間がいてはいけない。変化があったことが見張りにばれてしまう。コルデリアと、俺。二人しか残れないぞ」

「このおかしなやつも外に出さなければ」

「ブライアン。我々は三人でここにやってきて、わたしと片方のブライアンが残る。そしてもう片方のブライアンと、ヴィクトリカと、この男──やはり三人が出ていくのだ。計算は合う」

「うむ」

「御意」

　男二人の話し方が、まるで二人で一人のようで奇妙に思ったが、意識はどんどん遠のいていった。

　衣きぬ
 擦ず

 れの音が聞こえてきて、誰かが着替えているらしいとわかった。それからコルデリアの「その子に、伝えてくれ……」「〝未来へ〟と……！」という声も。

「すまない、ブライアン……」

「これでほんとにさよならだな……」

　誰かが自分を横抱きにして、歩きだした。石室から外に出されていくのがわかった。

　太陽のある場所へ。

　生まれて初めて、恐ろしい父親に逆らって。

　外の世界へ。

　揺られながら、自分のとがった金色の頭が、崩れておおきく右に、左にたなびいているのがわかった。

　外へ。

　外へ……。

　再び太陽のもとへ。

　グレヴィールの意識は、しかし遠のいていった……。





　──重苦しい暗さに覆われた石室の内部にも、外の通路にも、王立騎士団の兵士が溢あふ

 れていた。それぞれの武器を構え、侵入者である男女──コルデリア・ギャロとブライアン・ロスコーを睨にら

 みつけている。

「我々は無駄な殺生をしない。アルベールよ、おまえとはちがうのだ」

　コルデリアの静かな声が響いた。

　アルベール・ド・ブロワ侯爵が、片眼鏡の奥の瞳を鈍く瞬まばた

 かせ、コルデリアを睨みおろした。

「息子を自由にしてやるのだ。そして彼の行く道もまた、彼自身が決めることになるだろう。その心の赴くままにな」

「ふんっ」

　ブロワ侯爵は一歩、踏みだした。

　色のない唇がゆっくりと開いた。黄色い歯が覗のぞ

 いた。

「さて、逃げおおせることができると思うのかね。貴様たちは」

「……いいや」

　コルデリアは、達観しきった静かな、しかし相変わらずつめたく燃える瞳で、ひたと見返した。

　夢見ドリー
 る者マー

 のエメラルド・グリーンの目が、次第に澄んでいった。いつになく新緑のようなみずみずしさを湛えて、

「わたしの道は、おそらくここで終わりだ」

　と、低い声でささやいた。

「その昔、わたしは、この旧大陸に残った古き神々の気まぐれな手で、〈名もなき村〉ことセイルーン王国に生まれ落ちた。そして若くして咎とが
 人びと

 として追われ、一匹きりになってソヴュールの首都ソヴレムに辿たど

 り着いた。あれははるか昔のこと。わたしはとても幼かった……。劇場〈ファントム〉で踊り子の職を得て、友を作り、ブライアン・ロスコーとも出会った。しかし悪魔の目に留まり……。不思議な運命の輪に搦から

 めとられて、わたしは旧大陸の命運を左右する仔狼を生み落とし、旧世界、最後にして最大の暗黒の聖母となった。そして悪魔の手から逃れると、陰から仔狼を見守り続けた。二度目の嵐に翻ほん
 弄ろう

 される、いま、最後のチャンスをつかんだ。アルベールよ、おまえの手から仔狼を取りもどし、あの子を未来に送りだして……。わたしの道は、ここで……！」

　コルデリアの表情には怯おび

 えも不安もなく、いっそ楽しげにさえ見えた。

「はるか昔のあの夜、セイルーン王国を追われて、跳ね橋が無情に上がっていくのを見上げた。深い森に残されて、震えながら歩きだした。あのままずっと村にいられたら、起こるはずのなかった、さまざまな出来事。あの夜、あの瞬間に動きだしたわたしの因果の輪が──いまこそ、閉じるのだ！　恐れることなどなにもない！」

「ふむっ……！
 」

　ブロワ侯爵が残忍そのものの、妙にうれしげな目つきで見下ろした。

　傍らのブライアンが、コルデリアににじり寄る。

　王立騎士団の兵士たちは、固かた
 唾ず

 を飲んで、侯爵の命令を待っているばかりだ。

　そのときブロワ侯爵が乾いた唇を開き、なにか言いかけた。そしてその右手が、合図をせんとゆっくりと頭上に向かって動きだした……。






　　　　４






　闇夜を切り裂くように、馬車は走り続けていた。

　使い古された馬車の、はがれかけた壁紙が、振動に合わせてユラユラと揺れていた。粗末な座席に丸まって、金色の髪を、古代の生物の不思議な尾のように震わせながら、ヴィクトリカ・ド・ブロワが慟どう
 哭こく

 していた。

　頰は青白く、緑の瞳ひとみ

 は、母狼のそれが、いまこのとき春の新緑のように澄んで輝いているのとは裏腹に、深く沈みこみながら、恐怖に見開かれていた。

　深い森の奥に隠された秘密の湖の如き、深い色に染まり──。

　青いドレスに包まれたちいさな体も、小刻みに震えていた。

　傍らに座り、不機嫌そうに頰ほお
 杖づえ

 をついたブライアン・ロスコーが、面倒くさそうに、

「いつまで泣くつもりだ、チビ」

　と言った。その声には、ついさっきまではなかった優しい響きがほんのわずかに混ざっているようだった。

「……泣いてはいない」

　予想外に静かな声に、ブライアンはおやっと眉まゆ

 をひそめ、ヴィクトリカのほうを見た。

　ヴィクトリカは緑の瞳を悲しげにけぶらせて、ブライアンをみつめかえした。

「おい、ブライアンよ」

「……なんだ。ふんっ」

　ブライアンは優しげな響きを封印し、つまらなそうに鼻を鳴らした。わざと意地悪を言うように、

「このつまらんガキめ！　コルデリアの優雅さと、女性らしさ、芯しん

 の強さ……。やはり、それらをまったく受け継いではいないようだな。レディには程遠い。まったく、育ちの悪い野蛮な子供だ！」

「君も、二つの感情に引き裂かれたことがあるかね？」

　ヴィクトリカは静かな声で聞いた。

　窓の外で、自動車のクラクションやエンジン音が響いた。蹄ひづめ

 の音もひどく耳障りに続いている。破れかけた安物のカーテンから、月光がゆったりと二匹の灰色狼に降り注いでいた。

　ブライアンは顔を歪ゆが

 めた。

「あるさ！　いつもだ！　いまもそうだ！」

「……そうか」

「我々は、大事なコルデリアにもっと近づきたかった。ずっと、ずっとだ。だがそれを止める声があった。二つの感情の真ん中に、長いあいだ立ち尽くしていた」

「うむ」

「いまも……。あいつに譲ってよかったと思い、俺がそばに残りたかったと後悔もし……」

　そうささやきながら、ブライアンは窓の外を睨みつけた。

「約束通りこのチビを守らなければと思い、いっそ喉のど
 笛ぶえ

 にかみついて食いちぎってやろうかとも思い。先に進もうと思い、もどってともに死のうとも思い……」

「わたしもだ、ブライアン」

　ヴィクトリカは壁に背中を預けて、染みだらけの天井をじっと見上げた。

　蹄の音が響いている。

　月の光が不気味に降り注ぐ。

「いま、進まねばと思い、それと同じぐらい、いや、もっと強く、もどらねばとも思う」

「うむ」

「わたしには、もういちど逢あ

 いたい人が二人いるのだ。行く道には、あの少年が……再びまみえたいと思うだけで、胸がひどく苦しくなる……久城一弥がいる。だが、立ち止まって振りかえると、背後には……愛いと

 しいママンがいるのだ。もどってママンのそばにいたい。そこで死んでもかまわないと……。道の先と、後ろに、二つの衝動があるのだ。こんなことはこれまでなかった。人とはこんなにも苦しみながら生きているものなのか。わたしはいままでなにも知らなかった。生きるということのほんとうの苦しみを、大切な人と引き離され、失うおそろしさを。ブライアン……」

　悲しげに語るヴィクトリカの横で、ブライアンはしばらく黙っていた。それから迷うように吐息をつき、

「それなら、道を行くべきだろ。チビ。なぜなら、その道の後ろ、コルデリアがいる場所は過去で、あの坊主、久城とかいうやつがいる、道の先がおまえの未来なんだろう。そしてコルデリアは、未来へ、とおまえに言い残したんだ」

　じろっ、とまた憎しみを込めた目でヴィクトリカを睨みつける。

「生きろってことだろ。おまえが泣きながらもどっていったって、あの人はちっとも喜ばない。未来を信じるからこそ、自ら犠牲になったんだからな」

「だが、ブライアン……」

「そろそろ、港に着くぞ」

　窓の外から、街中を走っていたときのクラクションや人工的な光が消え始めていた。薄暗くなって、波の音が聞こえ始めた。

「ソヴュール王国ともさよならだな。おい、チビ。おまえは旧大陸にはもうもどってこないほうがいいんだ。わかったな」

「どこに、行くのだ……」

　ブライアンはなぜか顔を歪め、

「アメリカ合衆国──新大陸だよ！　いちばん安全な場所だ。オカルト省にも、旧大陸を陰ながら支配し続け、そしていままさに消えようとしている古き神々たちにもみつからない場所。物質マテリ
 的アル

 で、不思議も、奇跡も、目に見えぬ力もなにもない、身もふたもないほど科学的で庶民的な、新しい文化」

「うむ……」

「古きものの最後の末まつ
 裔えい

 にして、我々の新しい可能性であるおまえが生きていくには、もっとも適した土地だと、我々三人で話しあい、結論を出したのだ」

　ブライアンは胸元からなにかを取りだして、見せた。

　四角いなにか……。

　しかしそれを見た途端に、ヴィクトリカは短く恐怖の叫び声を上げた。

　それは──旅券だった。

　モノクロームの顔写真が貼られている。姿かたちはヴィクトリカとよく似た……だが明らかに別人の写真だ。闇の奥で熱く燃えるような目をした、まぎれもなく戦う者の静かな顔が、黙ってこちらをみつめかえしてきた。

　行け、というように。

　旅立て、けっして振りかえるな、と仔こ
 狼おおかみ

 に向かって吼ほ

 えるように。

　──名前の欄には、コルデリア・ギャロと書かれていた。

　その写真の顔がヴィクトリカから、落ち着きと、理性の最後の一欠片かけら

 を奪い去った。ヴィクトリカは四肢を揺らすと、飛びついてきたブライアンに激しく抵抗して、暴れた。薬物が残っていて弱々しい動きではあったが……。「じっとしろ、チビ！　おい、くそっ。こんなところで計画を台無しにするな！」とブライアンが叫んだ。

　馬車が停まり、御者席のほうから、御者がブーツを鳴らしながら降りて駆けてくる足音がした。ついで扉を開けて、若い男──もとは尖とが

 らせてきた金髪を、ブライアンによって小脇に抱えられて揺らされている間に崩してしまったのか、溶けかけたソフトクリームのように乱して、頭の上でぐにゅぐにゅとやわらかなとぐろを巻いている、グレヴィール・ド・ブロワが飛びこんでくると、ブライアンと一緒に、暴れる異母妹を乱暴に押さえつけた。

「わぁ、痛いッ！　かみつくな！」

「どっ、どうして兄貴が……」

「最後の最後まで、兄の言うことなど聞く気はないというわけか！」

　大人の男二人がかりで、どうにかヴィクトリカを押さえつける。

　青いドレスに覆われた瘦や

 せほそったちいさな体が、ぶるぶると震えていた。ぽっかりとあいた緑の瞳からは、いまにも雪の粒のようなつめたい涙がこぼれそうだった。

「ママンに逢いたい。ほんとうに逢いたいのだ……。このまま二度と逢えないなんていやだぁ……！
 」

「ガキみたいなことを言うな、このチビ！」

　ヴィクトリカはブライアンを睨にら

 みかえした。

「だって、子供だ。まだ十五歳で……。わたしは百十五歳なんかじゃなくて、たった十五歳で……。ママン……」

「チビ。でも、それでも行くんだ」

　ブライアンが低い声で言い、ヴィクトリカのぷくぷくしたほっぺたを、ぱちん、と乱暴にはじいた。グレヴィールはそれを見て、では自分も、と手をそっと上げたが、ヴィクトリカの恐ろしい目と目が合うと、心が折れて、ゆっくりと手を下ろしてうなだれた。

　ブライアンは不意に、深く傷ついたように、

「おまえはほんとうに、あのコルデリア・ギャロの娘か？　あの人は、おまえなんかよりもずっと苦しい道を歩いてきたんだ。辛つら

 い運命に抗あらが

 い、生きてきた」

「ブ、ブライアン……」

「貴様の自慢の、そのご大層な頭脳なんかでは、このさきの道、生き残れない。不屈の勇気を見せてみろ」

「不屈の、勇気……」

　ヴィクトリカは子供みたいな口調で、繰り返した。

　馬車の中でゆっくりと起きあがって、それから遠くを見上げた。窓の外に夕刻の月が浮かんで、青白く瞬いていた。

「それは、あの少年が持っていたものだ」

「む？」

「中途半端な秀才で、南瓜カボチヤ

 頭で、とうへんぼくで、しょうもない死神だったが、その力で幾度もわたしを守ってくれた」

「ふんっ。……そうだったな」

　ブライアンはゆっくりとうなずいた。

「あいつは、聖マルグリット学園の時計塔でこの俺と、修道院〈ベルゼブブの頭ず
 蓋がい

 〉でブロワ侯爵と、そして劇場〈ファントム〉ではジュピター・ロジェとも渡りあった。おまえを守るために。あいつもなかなか命知らずのガキだったな」

「あの少年は──。久城は、もうわたしのそばにはいない。おおきな嵐がやってきて、彼をわたしのもとから連れ去ってしまった。いま最大の冒険の時だというのに……」

　ブライアンとグレヴィールは、燃えるような赤毛と金色の頭を突き合わせて、ヴィクトリカを覗のぞ

 きこんでいた。

　ヴィクトリカは静かな声で、

「それなら、わたしが、わたしが久城になればいい。彼が持ち続けた不屈の勇気を、この弱く、脆もろ

 く、未来を恐れてばかりのわたしの心と体にも、持つようにするのだ」

「そうだとも、チビ」

　ブライアンがうなずいた。

「貴様は生きて……。勇敢でばかみたいにまっすぐだった久城一弥になり、強くてうつくしかったコルデリア・ギャロになり……。貴様は、生きて……」

　そう言いながら、ブライアンはなぜか迷うように言葉を切った。

　どこかで汽笛が鳴った。

　ヴィクトリカは、でも、母狼のように達観できるのか、一弥のように勇気を持てるのか、と……不安そうにちいさな拳こぶし

 をきゅっと握りしめて、震えるばかりだった。





　──石室の中で。

　ゆっくりと、ブロワ侯爵の腕が、上げられていく。

　最後の時は迫っていた。

　そのときコルデリアが緑の瞳ひとみ

 を不気味に光らせ、けたたましい笑い声を響かせた。全身全霊をかけ、ブロワ侯爵を嘲あざ
 笑わら

 い始めた。

「アルベールよ。いまわたしは灰色狼の誇りをかけ、貴様に予言をしようではないか」

「なっ？」

「未来永えい
 劫ごう

 、おまえの魂が安らぐ日はこぬだろう、と。オカルトと権力に狂い、愛を知らぬまま老いていくおまえのその哀れな魂に、終わりの時はけっして来ず、死してもむなしく地上を彷徨さまよ

 い続けるだけなのだ」

「くっ……」

　暗い石室の中でもわかるぐらい、ブロワ侯爵の顔色が明らかにさっと変わった。

「貴様のようなものに、わたしたち灰色狼の魂を、真に屈服させることなどできない。たとえ、自由を奪い、意思を奪い、最後にはこうして命まで奪っても、だ。あの仔狼も、また然しか

 り……」

「貴様ッ」

「今宵、あの夜から十六年も続いた、我々の長い戦いはついに終わりを告げるようだ。アルベール！」

「……くっ」

「──ステイルメイト！」

「始末しろッ──！
 」

　ブロワ侯爵が合図した。

　と、途端に幾本もの銃剣が、コルデリアとブライアンの座りこむ床に向かって振り下ろされた。

　同時にライフルが火を噴き、耳をつんざく銃声と、視界をふさぐ灰色の煙で、石室の中はほとんどなにも見えなくなってしまった。

　女のものも……男のものも……悲鳴もなにも聞こえない。

　もう一度、銃声が鳴り響いた。

　暗闇の中にアルベール・ド・ブロワ侯爵の乾いた笑い声が、低く、重く、震えながら響き渡って、饐す

 えた空気を切り裂いていった……。





「……ブライアン。いま、ママンの声が聞こえた！」

　小声でヴィクトリカがささやいた。

　──港には旅姿の人々が溢あふ

 れてむせかえるほどだった。たくさんの旅船が停泊しては、船客をおろし、また新たな客を乗せていた。

　赤毛を隠すように、ブライアンは帽子を目深にかぶっていた。ヴィクトリカも髪をまとめて濃いボルドー色のボンネットにしまいこんでいた。

「コルデリアの声が？　あぁ、俺にも聞こえた」

「あぁ……」

　二匹はそれきり、なにも言わなかった。

　と、遠くから、金色の髪をなびかせながら、お洒落しやれ

 で非常にうつくしい青年が──グレヴィールが走ってもどってきた。それをじろりと見上げて、ヴィクトリカが、

「許可なくドリル頭をやめるとは。さては反抗期かね？」

「なっ。こっ、くっ……こんの、にくったらしい妹め……」

　グレヴィールが拳を震わせながら反論した。

「あんな頭をしたまま、人目のある港をばかみたいにうろうろできないだろうが。どう見ても、遠くから目撃しただけでも、どうしたって、ブロワ家のハンサムな長男だと、政府関係者に一発でみつけられるに決まってるじゃないか！」

「もう下ろしていいぞ、グレヴィール」

「……エッ？」

「なぜなら、いい加減見飽きたのだ」

「くっ、このっ、ばっ……」

「おいおい、兄きよう
 妹だい
 喧げん
 嘩か

 をしてる場合か。どうした、ばか兄貴」

　ブライアンの声に、

「おまえまでっ。言っておくが、わたしの協力があってこそ、ここまでなんなくたどり着いたのだぞ。ソヴレムの街は検閲だらけで、政府の通行証を持つわたしが、親切にも馬車まで操って、貴様らをここまでだな……」

「そういえば、そうだった。ご苦労」

「ご苦労」

　よく似た、傲ごう
 慢まん

 で、そのくせ悪戯いたずら

 っぽく震える声で、ブライアンとヴィクトリカが返事をした。グレヴィールはその場で身もだえして、

「だから灰色狼はいやなんだ。やっぱりだいっきらいだ。くそっ……」

「それでも助けてくれたのだな、グレヴィール」

　ヴィクトリカが、かすかにあきれたような声色で言うと、グレヴィールはふんっと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「面めん
 妖よう

 なことを。しかし、いったいなぜだね？」

　すると、グレヴィールは憎たらしそうに異母妹を睨にら

 みおろして、

「言っておくが、おまえのことが好きだからじゃない。やっぱり、苦手だ。ふんっ。べつにかまわんだろう？」

「ふんっ。もちろんだとも！」

「ただわたしは、己が正しいと信じたことを為しただけだ。死なせてはならないと、わたしの内なる、ちいさな神が……つまりは道徳心が命じたのだ」

「なんと、アルベールの息子に道徳心があったとはな」

「わたしだって、父とはちがう人間なのだ。ヴィクトリカ。知らなかっただろう」

　兄と妹は、じろっ、と互いを睨みあった。そのまま長いあいだ、目をそらさず互いを睨み続けている。

　その真ん中で、ブライアンがあきれたようにため息をつく。

　ヴィクトリカはそっぽを向いて、

「……ふんっ。そのようだな」

「さて、ようやくお別れだ、ヴィクトリカ。古き力に呪われし、わたしのちいさな妹。塔の上の不気味な妖よう
 精せい

 。おかしなフリルの少女よ……」

　グレヴィールはそうつぶやくと、ヴィクトリカからゆっくりと目をそむけた。

　そしてブライアンのほうを見て、船を指さしながら、

「新大陸行きの船は、どれも警備が厳重だ。動きを予測して、オカルト省が役人を派遣している。あんた得意の目くらましの奇術で無事に乗れるかはわからないが、賭か

 けをするには、少々危険な日じゃないかね？」

「なるほど」

「同盟国行きの船なら、比較的自由に乗れる。大国を避けて、まさかと思う小国を行先に選ぶのが得策だと思うのだ。新大陸へは、その別の国経由で渡ればいい。どうだね」

「さすがは政府関係者、とでも言っておこうか」

「ふんっ」

　グレヴィールは一つの船を指さした。ほかの船ほど巨大ではないが、立派な造りで、黒々とそびえていた。

　それを見上げて、ヴィクトリカはぶるっと震えた。

　ついさっきまで見ていた不吉な夢──狭はざ
 間ま

 の海にやってきた、死者の魂を運んで永遠の国へと連れていく、死神の船を思いだしたのだ。

　ヴィクトリカは辺りを見回した。

　どの船も、同じぐらいおおきくて、不気味で、彼女を黄泉よみ

 の国に乗せていくおそろしいものと見え始めた。ヴィクトリカはその頭脳を総動員して、知識によって恐怖を克服しようとした。でも、見えない恐れはたちまちのうちにヴィクトリカを包んで真っ黒に支配してしまい、弱々しいちいさな少女は、涙をこらえて、さくらんぼみたいなつやつやの唇をかみしめるばかりになった。

（しっかりするんだよ、ヴィクトリカ──）

　ふいに、そこにはいないはずの少年の声が届いた。

（君は、君は、ほんとはもっと強い子だろう？　あのとき……すぐそばに殺人犯がいたときも、怖くたって、そんなことはおくびにも出さずに悪態ばかりをつきまくって、ぼくを怒らせたりして……。助けてくれたことがあったじゃないか。ねぇ、君、聞いてるのかい？）

　ヴィクトリカは船を見上げた。

　声はそこから聞こえていた。目を凝らすと、甲板に立って、手すりにもたれ、こっちを見下ろして手を振っている少年の幻が浮かんだ。漆黒の髪が風にふわふわと揺れていた。黒い瞳ひとみ

 は楽しそうに輝いている。

（幽霊船〈QueenBerry号〉でも、豪華列車〈オールド・マスカレード号〉でも、君ったら、ぼくをこっそり守ってくれていたよね。わざと怖がってるような声を出して、危険な人物から遠ざけたりね。それに、〈名もなき村〉が燃え落ちたあの夜も、崖がけ

 から落ちかけたぼくを、一生懸命助けてくれた）

「久城……。久城っ！」

　弱々しい声で、ヴィクトリカは少年を呼んだ。

（君はがんばれるってことを、ぼくは知ってるよ。またオー・リ
 逢ユボ
 おうアール

 。お願いだ、ヴィクトリカ……。ぼくのヴィクトリカ……。生きのびて、再び……！）

「久城っ、久城っ。わたしの少年よ……！」

（再び……緑茂るあの植物園と、よく似た場所で、いつか君と、逢える日を……）

「久城っ……！
 　待て！　こ、これは、命令なのだ……！」

　強い風が吹いて、幻がゆっくりと消えていった。

　ヴィクトリカはうつむいた。

　瞳に、かすかに、コルデリアのそれに浮かんでいたような強い光、不屈のなにかが燃え広がっていった。ついさっきまでの、弱々しく瘦や

 せ細った少女の目にはまだなかったはずの光が。

「勇気を、勇気を持とう。不屈の、勇気を……。最後の瞬間まで、生を、未来をあきらめない。我々は生きるのだッ──！
 」

「その意気だ、チビ！」

　ブライアンが、コルデリアにはけっしてしなかった無造作で遠慮のない態度で、ひょいとヴィクトリカをかついで歩きだした。

　船のほうへ。

　なぜか躊ちゆう
 躇ちよ

 するように幾度か足を止め、いや、とまた歩きだす。

　ヴィクトリカは両足を子供みたいにばたばたさせた。

　そっと、振りむく。

　金色の髪を胸に垂らした、まるで中世のお城の王子様のようにうつくしい青年──兄のグレヴィール・ド・ブロワ警部が、手を振っていた。相変わらず苦虫をかみつぶしたような顔つきで、妹のおまえが大っきらいなんだ、虫むし
 唾ず

 が走る、と言いたげだった。ヴィクトリカは負けずに、顔をくしゃくしゃにして、ベーッと舌を出してみせた。途端にグレヴィールが、ぎりぎりと奥歯をかみしめ、地団駄を踏んで悔しがった。

　ヴィクトリカは再び、人形のように無表情になって、四肢をだらりとさせた。

　でもその姿は、心がないからではなく、熱く燃えるなにかを隠して、つめたい磁器の人形のふりをしようとしているようにも見えた。やはり異母妹は、以前とはなにかがまったく変わっていた。それを見て取ったグレヴィールは、いまさらながら心が震え、知らず知らず罪を犯さなくてよかった、ヴィクトリカを助けてほんとうによかったと思った。

「おまえは……。狼だけど、人間だったんだなぁ」

　つぶやく。

「わたしはずっと、そのことを知らなかったのだ。ヴィクトリカ……」

　それから、ゆっくりと船を見上げた。

　新大陸行きの船を避け、ソヴュール王国の同盟国の中でも、小国である……東洋のちいさな島国行きの船を選んだ。

　もっとも、無事にそこに着いたとしても久城一弥はもういないだろう。かの国でもとっくに学徒動員が始まっていた。十代の少年たちまで、ヨーロッパやロシア、新大陸のおそろしい戦地に赴いては、若い命をつぎつぎに散らしていることを、グレヴィールもよく知っていた。

　東洋の小国にたどり着いたら、乗り換えて新大陸に……。それがヴィクトリカにとってもっとも安全な道行だった。

　……うつくしく、ちいさな妖精よ。

　二度と再び、おまえと生きて逢うことはないのだろうか。

　血を分けた、しかし理解しがたいほど難解な魂を持つ、わたしのたった一人の妹、ヴィクトリカよ。いまこそ十五個目の謎を解きに行け。海を渡り、遠い世界に旅立ち、その新しい土地で……。大切なものをみつけるのだ。

　と、遠ざかっていく異母妹に、苦しげに目を凝らす。

　するとヴィクトリカが視線に気づいて、はっとし、こちらを睨んで……ご丁寧にも、またもやベーッと舌を出してみせた。

　グレヴィールはさすがに怒り心頭になって、

「すこしは感謝ってものを……。あぁ、いや……」

　さらさらと風になびく金色の髪を、自分の指先で玩もてあそ

 んで、ゆっくりとうなずいた。

「感謝、してるんだろうな。あれでも。最大限に。きっと」

　長年の呪いを解かれた金の髪が、眩まぶ

 しく光りながら風をはらんでふわりと揺れた。

「最後までひどい態度で、かわいげの欠片かけら

 もなく、兄への敬意ももちろんなく、ほんとうに憎ったらしい、悪魔の如きチビッコだが……うぅ」

　グレヴィールは、遠ざかっていく異母妹のちいさな顔をじっとみつめた。もう距離があって、どんな表情をしていてもわからないが……。

「わたしの手でおまえを助けられるのは、ここまでだ。できるなら、どうか未来に生きのびてくれ。こまっしゃくれて、妖よう
 怪かい

 じみた、おかしなおかしな、たった一人のわたしの妹よ──！」

　グレヴィールは目を細めた。

　それからふいに、怒ったようにうつむいて、船に背を向けた。足早に歩きだす。ゆっくりと振りむくと、また船を見上げる。

　おどかすように汽笛が鳴った。

　それを聞くと、グレヴィールはぎゃっと飛びあがった。それからまた目を細めて、なんともいえないさびしげな表情を浮かべながら船を見上げた。





　日暮れの海。

　橙だいだい
 色いろ

 の夕日が眩しく照らしている。水平線に半ば埋もれたような太陽から、港に向かって光の道ができていた。それに沿って、船はゆっくりと出港していった。

　汽笛が幾度も鳴る。

　港には見送りの人々や、出迎えの人々、いま船から降りてきた人……人波であふれかえっていた。旧大陸から、いましも古い生き物が二匹、船で逃れていったことなど、もちろん誰も知る由もなかった。静かに、静かに、船は海上を滑っていき、やがて黒いちいさな点になって……ソヴュールの港から遠ざかり、広い大海原に向かってほとんど音もなく溶け消えていった。
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　またこうやって、遠い地から瑠璃に手紙を書くようになるなんて、なんだかおかしな感じが致します。帰国してからもう何か月も、一緒に暮らしていたからね。ソヴュール王国に旅立ち、遠く離れてしまったぶんを、互いに取りもどすような日々でしたから──。姉さんとまた仲良しになれたのは、小生、望外の喜びでありました。

　最後の日、笑顔でうちを送りだしてくれたことに、深く感謝致します。もし瑠璃が泣いてしまっていたら、ぼくも子供みたいに泣きじゃくって、父さんに殴られたと思うからね。誇りを持って見送ってくれた父さんの顔を思いだすたびに、不肖の息子としてひとまず安あん
 堵ど

 しております。

　さて、この手紙が着くころには、もう年が明けて一九二六年になっているのだろうね。ぼくがこれをしたためている今は、一九二五年の十二月です。長かった一年がようやく終わろうとしています。

　ぼくはいま、とある地におりますが、自身、まだ少年兵であること、英語とフランス語、それからドイツ語も多少は使えること、また、おそらくは帝国軍人の息子であることを考慮されてか──。いまのところ前線に出されることはなく、外国人捕虜の通訳、暗号の解読、通信の翻訳などに狩りだされています。もちろん寝る間もなく忙しいけれど、司令部の建物から出ることがありません。危険な目にもまったく遭わず、また、悲惨な状況を目にすることもないのです。

　──だから、どうかそんなに心配しないでくださいね。

　先日、瑠璃から届いた手紙を読んで、姉さんも、母さんも、あまりにもぼくを案じてくれているので、返事を書かねばならぬと感じた次第です。

　そうだ、ここには面白い少年兵仲間がいるんだよ。これまでの人生では出会うことのなかった、さまざまな職業についている子たちと仲良くなりました。夜中のおしゃべりに花が咲きます。たとえば築つき
 地じ

 で魚を卸してる家の子は、競りについて教えてくれるし、中でも見世物小屋一座の生まれの子の話がいちばん人気です。ぼくも負けずに、ソヴュール王国で見た、ヨーロッパのいろんな話をしたりしています。

　怪我もせず、みんな心身ともに健全であります。ほんとうです。





　瑠璃。今夜は、ぼくの大事なあの女の子、はからずも遠い地に一人で置いてきてしまった彼女の、誕生日です。

　あの子はいまどこにいて、誰と一緒で、なにを考えているのだろう。まだ無事でいてくれるだろうか……。無事だとしても、ひとりぼっちで泣いていないか。目のふちを赤くして、ふるふると震えて。ちいさく丸まって、怯おび

 えてはいないか。

　もしも、まだどこかで生きていてくれたら、あの子は今夜で十六歳になります。

　考えるのはね、瑠璃。あの子にもう一度だけ逢あ

 いたいなって、それで、最後の夜にうまく言えなかった言葉を、今度こそ伝えたいなって。夜毎、そればかりです。

　霧の立ちこめる、先の見えぬまっすぐな道を、どこまでも従軍していくような毎日。ぼくは足を止め、ふいに迷います。あの子に再び逢えるのは、こうして歩いていった先……つまりは未来なのでしょうか。それとも、過去……二人で幸せに過ごしたあの時間の、遠い思い出の中だけなのでしょうか。

　毎日のこと、ぼくは考えています。

　あの子のことばかり、想ってしまうのです。

　ぼくはもうそればかりの日々です。





　女々しいってまた怒られちゃうから、父さんと兄さんたちには、内緒です。





　だけどね、瑠璃。誰かを大切に思う気持ちは、強いとか弱いとかの問題じゃなく、けっして悪いものじゃないと思うんだ。それだって結局のところは、父さんのような大人が求める、ぼくたちの強さに繫つな

 がっていくんだって。だって、ぼくが成長しようと思ったのは、もっと力がほしいと悔しがったのは、ただあの子のためだったんだから。





　瑠璃、また手紙を書きます。

　くれぐれも心配しないでね。ぼくは心身ともに、とても安全な場所にいるのですから。






一九二五年一二月二五日




久城一弥




（帝国陸軍／検閲済）











「おい、久城。昨夜、手紙を書いてただろ」

「……あぁ、うん」

　雪交じりの雨が降っていた。森の中の舗装されていない道を、ぬかるみにひどく足を取られながら、一隊は進んでいた。つめたい雨は少年兵士たちの額を、頰を、首を容赦なく打ち、そして軍服の中にまで染みこんで骨まで凍えさせていた。

　息が灰色に染まっている。

　隣を歩く少年が、からかうように、

「おまえさ、手紙書き終わった後、ひとりで泣いてたんだろ。すんすん言ってるのが聞こえたぞ」

「な、泣いてないよ！　すんすん、なんて。君、失敬な！」

「恥ずかしくないから、言えよぉ。だって、俺たちみんな泣きたいんだからさ」

「しつこいなぁ、ぼくは泣いてないってば。ただ……」

　一弥はまっすぐに前を見て歩きつづけながら、ふいに表情を崩した。すこしだけ素直になって、苦笑いしながら答える。

「胸が、キュッとなっただけだよ」

「それって、フランス語だとなんて言うの？」

　前を歩いていた線の細い少年が、振りむいて聞いた。一弥が途端にあきれたように眉まゆ

 をひそめて、

「聞いて、どうするのさ」

「ちょっとだけ、気がまぎれる。へへ」

「そうだよなぁ。久城の学園生活の話とか、ほら、あいつの、旅から旅への一座の話とか、遠い世界のことを聞いてる間は、楽しくなるしなぁ」

　少年兵士たちはよろめきながら進んでいく。

　行軍が始まってからすでに半月程が経過していた。どの顔にも焦燥感が溢あふ

 れて、もとは学校に通っていたり、市井で働いていたり、のんびりと暮らしていたとは思えないほどに固く緊張していた。

　キィィィ──
 ン！

　頭上を戦闘機の飛びすぎる乾いた音が響いた。「伏せろッ！」と号令がかかり、一斉に道の左右にわかれて、泥の中に埋まるようにして隠れる。

　つめたい雨が、彼らの体にさらに降り注ぐ。

　また起きあがって、歩きだす。

　一度うつぶせに倒れたら、もう力が出なくなったというように、たったいま、一弥に向かってフランス語について質問した少年が、音もなくその場に崩れ落ちた。濡ぬ

 れた襤褸ぼろ
 雑ぞう
 巾きん

 のように、たちまちぺたんこになってしまう。

　一弥があわてて駆け寄って、助け起こした。と、上官の叱しつ
 責せき

 が飛ぶ。誰もがとばっちりを恐れて少年を遠巻きにする中、一弥が背中の荷物を持ってやり、肩を貸して、また歩きだした。その一弥の顔もまた蒼そう
 白はく

 で、気力も体力ももうそう残っていないことが見て取れた。上官の目がなくなると、ほかの少年たちも寄ってきて、荷物を分けあったり、助けあったりし始めた。

「すまな……い……！」

「謝らなくていいって。もうさ、いい加減、ごめんは禁止にしよう」

「でも……。足手まといで、恥ずかしいよ……」

「よし。じゃあさ、どうしても謝りたいときはフランス語にしようか。ごめんは、Pardonnezパードン

 。英語ならsorryで、えっと、ドイツ語なら……。あれっ、君の足を踏んじゃったよ。Pardonnez」

「ははは」

「気がまぎれるから、歌ってやろうか。ソヴュール王国の村でみんなが歌ってた、フランス語の歌があるんだ……」

　一弥は、少年に肩を貸して、引きずるように歩きながら、おどろくほど朗々と、しかし上官に聞こえないようになるべく小声で、口ずさみ始めた。

「アフリカ人たちが言うには、歩いて、歩いて、歩け……」

「おい、へんな歌だなぁ」

「リ、トゥラ、ルーラル、ルー！」

「あははは」

「久城、おまえって、歌がうまいなぁ。昔からか？　ねぇ、もっと歌ってよ」

「き、君たちねぇ……。このままずっと歌ってたら疲れちゃうよ。一曲だけだって」

　頰を土気色に染め、ふらふらとふらつきながらも、少年兵士たちはその年頃にふさわしい軽々とした笑い声を上げて、互いにつっつきあった。

　従軍はどこまでも進んでいった。

　そしてそのまま、みんなで何時間歩いただろうか。

　上官の合図で歩みを止め、ゆっくりと顔を上げると、いつのまにか雨が雪に変わり始めていた。

　目前に広いなにかが広がっている。森の中にある平地と見えたけれど、よく見ると、ちがった。

　そこにはかつて村があったらしく、しかしどこかの軍によって焼き払われて、黒く燃え残った家の残ざん
 骸がい

 や、傾いた教会の尖せん
 塔とう

 、骸がい
 骨こつ

 の如く幹だけ残った樹木などが、時を止められた姿で不吉に浮かびあがっていた。

　無残な遺い
 骸がい

 のような村の跡に、雪が降り積もっていく。

　誰かが弔おうとしたらしく、半ば燃え落ちた教会跡の前に、亡くなった村人たちが並べられていた。うら若い女性も、ちいさな子供も、老婆もいた。少年兵士たちは立ちつくしたまま、しばしその光景を眺めていた。破壊と死。従軍して以来、見続けてきた眺めの一つだ……。

「ここにも敵がきたんだな！　新大陸の軍が……！」

　少年の一人が、足元に転がる、壊れたまま打ち捨てられたライフルをみつけて、弱々しく蹴け
 飛と

 ばしながらそうつぶやいた。それは旧大陸の軍隊や亜細亜アジア

 圏の兵士たちが身に着けているものとはどこかちがう、銀色に輝く奇妙に未来的なデザインをしていた。

「久城ッ！」

　上官の一人が、険しい声で呼んだ。一弥は顔を上げ「はっ！」と敬礼をした。

「至急、通訳をしろっ！」

　教会跡から、スコップを持った老人が手を乱暴に引かれ、連れだされてきた。村の生き残りらしい。老人自身もあちこちに怪我をし、足を引きずっていた。抵抗するでもなく、達観したような優しげな瞳ひとみ

 をして、静かにこちらを見返していた。

　スコップで、村人たちの墓穴を掘っていたものらしい。亡くなった人たちを丁寧に並べていたのもこの人だろう。

　年若い東洋人ばかりの、ひどく疲れ切った死者の如き軍隊を、あきれたように黙って眺めている。進みでた一弥が、穏やかな声色で話しかけると、急に孫でも見るような柔らかな目つきに変わって、

「……あんたたち、いったいどこからきなさった？　ここらへんじゃ、まるで見たこともない顔つきをしておるが」

「我々は東洋の地から従軍してまいりました。ご安心ください。あなたがたの同盟国であります。ご老人」

「なんと。いったい幾つだね？」

「ぼくは十六歳であります」

「なんと、まぁ……！
 　十六歳かね。まだてんで子供じゃないか！」

　それから老人は静かな声で、新大陸の軍隊がやってきて村を焼き払ったこと、彼らは見たこともない最新鋭の兵器をたくさん持っており、これだけの建物を焼きつくし、村に残っていた女や子供、老人たちを殺あや

 めるまでにわずかな時間しかかからなかったこと、を伝えた。そして、つぎにどこに向かったかも。

　一弥はそれを通訳し、上官に伝えた。

　老人を置いて、村を背にしてまた行軍が始まる。

「あぁ、ご老人。あなたに、神のご加護がありますように……」

　たった一人、村に残された老人に、一弥は震える声でささやき、深く頭こうべ

 を垂れた。それからなすすべもなく、死者の如き灰色の軍隊とともにまた雪の道を歩きだした。足はすでに鉛のように重たくて、骨まで凍えていた。

「──そうとも。わたしはいつも見守っておるよ。あなたがたの魂の平穏のために」

　と、ひどく落ち着いて、優しくて、一弥のことこそを心配するような返事が背後から聞こえてきたので、一弥ははっと息を飲み、振りかえった。ところが、ほんの一瞬前までそこに一人で立って、またスコップで村人たちの墓穴を掘りつづけようとしていたはずの老人の姿は、声と同時にどこかにかき消えてしまったようだった。真っ白な雪が、村人たちのつめたい遺骸の上にうつくしく降り注いでいた。

　一弥はしばし、おどろいたように立ち尽くしていた。それから思わず、目を閉じて、胸の前でゆっくりと十字を切った。すると、軍服の奥に隠された紫の指輪のペンダントが、寒そうに凍えて音もなく震えた。

　──古き神々は、いまや歴史ある旧大陸のそこかしこにその姿を現していた。新しき世界からの侵略者の兵器によって、聖なる土地を踏み荒らされては、休むまもなく彼らの民の墓穴を掘っているのだった。





　夜半、空襲警報が鳴ったとき、アブリルはロンドン郊外の暗い小路を自動車で飛ばしていた。あわてて車を停めて、首を縮める。

　見上げたら、戦闘機の焦茶色の腹が、ちょうど頭上をゆっくりと通り過ぎていくところだった。

「ひぇぇ～。こ、こわい……」

　アブリルは泣きそうになって目をぱちぱちした。

　後部座席には、たったいま調達してきたばかりの、小麦の詰まったおおきな麻袋が二つと、籠かご

 いっぱいのトウモロコシの山が揺れていた。それから、箱からあふれんばかりの包帯や消毒薬などもたっぷり積まれていた。

　びっくりしすぎて腰を抜かしそうになりながらも、

「えっと、でも、もどらなくちゃ。……ファイト！」

　と、蚊の鳴くような声でだが、自分を叱しつ
 咤た

 して、またハンドルを握った。

　遠くで不気味な爆撃音が響いている。「こっ、今夜の空襲警報って……。う、うちのほう……じゃ、ないよね？」誰もいないのに、誰かに聞くようにつぶやくと、また自動車を発車させた。

「あわわっ！」

　道の脇にある郵便ポストにぶつかって、停まる。それから落ち着いて、ふぅーっと深呼吸した。

　するとアブリルの顔が、いまにも泣きそうな女の子のそれから、まるで大人のしっかりした女性みたいな表情に、ゆっくりと変わっていった。

「よし、行くぞっ！」

　再びエンジンを吹かして、走りだす。と、今度はちゃんと車道を走りだした。右に、左に、蛇行運転気味ではあるけれど……。

〈冒険一家・ブラッドリーの家〉の前に着くと、アブリルは自動車から飛び降りた。

　道路は辺り一面、まるで氷のミルキーウェイのように透明できらきらしていた。月明かりと、再びつき始めた外灯の光を反射して、目に眩まぶ

 しいぐらい光っている。

　家々の扉が開いて、バケツを持った女たちがつぎつぎに現れた。割れた窓ガラスの破片を集めて、みんなしてやけっぱちになったみたいに道路にザーザーと撒ま

 いているのだった。見ている間に、ガラスの欠片かけら

 でできたミルキーウェイがさらに増えていった。

　どの家も、轟ごう
 音おん

 と爆風でか、窓ガラスが割れて、玄関の扉も黒く染まっていた。道路にもところどころおおきな穴が開いている。もちろん、サー・ブラッドリーの家も……。

「おっ、おばあちゃーん！　フラニー！」

　アブリルは叫んで、かもしかのようにしなやかな、長くて細い脚で玄関に駆けこんだ。

　外から見ても、二階、三階の窓ガラスが割れて、カーテンが裂けてしまっているのが見えたが、一階に入ると、壁の漆しつ
 喰くい

 がはがれて床に散乱したり、花瓶が倒れて割れたり、ソファまで黒っぽく染まっていやな臭いを発しているのがわかった。アブリルはあわてて、冒険家の展示室が広がる一階の床を蹴け

 って走った。隅の壁一面にある展示用の大棚に近づくと、石せつ
 膏こう

 製のサー・ブラッドリーの胸像の前に立って、石膏でできた真っ白なおじいちゃんの頭を、両手でぐいっと押した。

　途端に、大棚がギギーッと不気味な音を立てながら、観音開きになって、左右に開いた。地下に続く石階段が魔法のように現れる。

　もともとはおじいちゃんが造った秘密の地下室にして、戦時下であるいまは、残された女たちによって防ぼう
 空くう
 壕ごう

 にされている部屋である──。

　アブリルが名前を呼びながら階段を駆け下りてくると、地下室に置かれたランタンの淡い光の中、肘ひじ
 掛か

 け椅子にゆったりと腰かけたおばあちゃんが、いつも通り刺し
 繡しゆう

 縫いをしていた。老眼鏡越しに、アブリルのほうをじろっと見て、

「なんだい、アブリル」

「無事？　なら、よかった。フラニーは？　おーい、フラニー！」

　大声で呼びながら、ランタンを手に持って、地下室のあちこちをせわしなく照らす。すると暗闇の隅のほうで、誰の子供なのか、まだ生後間もない赤ちゃんを抱いておかしな聖母像のようになったフラニーの姿が照らされて見えた。

「しーっ。……せっかく、赤ちゃんがまた寝たところだってのに。あんたってほんとにがさつな子よね、アブリル」

「がさつだとぅ！　あぁ、お隣のちっちゃな赤ちゃん……」

　よく見ると、地下室のあちこちに、逃げこんできたらしい近所の女や子供たちが座って、互いに手を握ったり、目を閉じて祈ったりしていた。赤ちゃんの若い母親はフラニーの隣でじっと動かなかった。

　──戦争になる前は、葡萄ぶどう

 酒の壜びん

 や作りすぎたジャムでも置いておくぐらいで、とくに使い道のなかった地下室も、さいきんでは近所の人たちから、近隣でいちばん安全な防空壕としてけっこう頼りにされていた。空襲警報があるたびに、近くを歩いていた人たちが駆けこんできては、ありがたいサー・ブラッドリーの石膏像のおでこをごんごんと叩たた

 く。なにしろ丈夫な部屋で心強いし、サー・ブラッドリーの未亡人が、さすが大冒険家の妻とでもいうのか、いつもやたらと落ち着いているのもあって、安心するらしかった。

　アブリルはフラニーに、割れた窓ガラスなどの掃除を頼んでから、地下室を出た。背後からフラニーの「ねぇ、気をつけていってよ。アブリル！」と心配そうな声が追いかけてきた。

「うん、わかった！」

　通りに出て、自動車から食料の袋を下ろし、よいしょと台所に運びこむ。

　それからまた、運転席にひらりと飛び乗った。

　走りだしたところで、怪我をした壮年の婦人を連れた若い女性をみつけて、ブレーキをかける。

「教会に連れていくなら、乗って！　わたしも行くところなの」

「なんと、まぁ！　助かるわ、お嬢ちゃん」

　後部座席に怪我人を、助手席に若い女性を乗せて、車を飛ばす。

　さっきまで赤く染まっていた夜空が、もういつもの群青色にもどっていた。真冬の風は膚はだ

 を切るほどに冷たい。

　女性が後部座席を見て、

「これ、包帯？　それに消毒薬も？　このご時世に、よくこんなに買えたわねぇ」

「おじいちゃんの代からの付き合いで、いろんな人がいて。車で買いに行くのよ。いつもは従姉いとこ

 のお姉ちゃんと一緒なんだけど、今回は遠かったから、一人で行ったの。おばあちゃんを家に置いていくのが心配だったもんだから」

「それで、教会に持っていくってわけなの？」

「うん、そう」

　十字路を曲がった。

　道路におおきな穴が開いていたので、大胆に迂う
 回かい

 する。空襲の直後だからか、歩いている人も、車も、馬車も、ほとんどいない。煙たいような不吉な臭いが街中に静かに広がっていた。

　ようやく目指す教会の尖せん
 塔とう

 が見えた。

　女性がほっとしたように深く息をついて、胸の前でそっと十字を切った。

　──おおきな教会の礼拝堂は、長椅子を全部撤去して、簡易ベッドを並べ、臨時の病院として機能していた。病院には入りきらないほどの怪我人が街にあふれていた。そしてこの夜も、戦地から帰ってきて治療されている若い兵士たちと、空襲で怪我を負った子供や老人、女性たち……さまざまな人がそこかしこに寝かされて、わずかしかいない医師と看護婦がくるのをじっと待っていた。

　女性のほうは怪我人を運びだし、アブリルは包帯の山を両手に抱えた。

　教会には泣き声や、苦しそうなうめき声、祈りを捧ささ

 げる低いささやきなどが溢あふ

 れていた。薔薇ばら

 窓の向こうから月光がやわらかく降り注いで、壁いっぱいに描かれた中世の宗教画を照らしだしている。祭壇の前には銀色の十字架が輝き、磔はりつけ

 になったキリスト像が濡ぬ

 れたように月光を照りかえす。使いこまれた赤い絨じゆう
 毯たん

 が、怪我人の血を吸って、ところどころ濃い斑まだら

 に変わっている。

　アブリルは慣れた足取りで教会の中を進んでいくと、包帯の山を所定の位置に置いた。車にもどって、消毒薬も抱えてまた歩いてくる。

　と、もうとっくに顔なじみらしい、がっちりした体格の壮年の医師が、通り過ぎざまにアブリルの首根っこをひょいとつかまえた。

「おっとっと、まだ帰るなよ。人手が足りないんだ。助手を頼むぜ、いつも元気な冒険一家の、ちいさなほうのお嬢ちゃん！」

「えーっ、でも、免許がないです」

「そんなもの、今夜だけは神が与えてくださるさ。臨時の看護婦免許を、な。……ほら、見ろ！」

　医師が人差し指を伸ばして、なにかを差した。

　その行方を追って、アブリルはぐるりと首を回して、見上げた。

　悼むように首をかしげて、ほっそりと儚はかな

 い両腕をやさしく広げ、礼拝堂にあふれる傷ついた人々を見下ろしているマリア像──。はるか昔、中世からこの教会にある、古めかしい像の、両の目から、真っ赤ななにかが流れおちて首まで垂れていた。

　母なるマリアから、血の涙が──。

　アブリルは思わずおおきく息を飲んだ。

　古き神々は、島国たる英国のこの教会にも、今こ
 宵よい

 、姿を現し、こうして失われていく民と、急速に変わっていく古き良き時代のために、朱に染まりながら嘆いていたのだった。アブリルはそれを見上げて、祈ろうとしたのか、それとも細く悲鳴を上げようとしたのか……。声もなく唇を震わせたけれど、医師に手を引かれてはっと我に返り、いまこのとき助けられる誰かに手を貸すために、一心に走りだした。





「今宵は、ずいぶん……。本たちが騒がしいな？」

　──フランス共和国の首都パリ。

　王宮跡や美術館などのある中心街からすこし離れた下町にある、鉄とガラスでできた古びた商店街。薄暗い中に、奇妙な人形屋や、秘密の香水屋、不思議な形のジュエリー専門店に、帽子屋など……ちいさくて個性的な店がごちゃごちゃとあふれている。

　その一角にある、薄暗いちいさな本屋さんの、入り口近くの出窓。そこにしどけなく腰かけたほっそりした青年が、小声でつぶやいた。

　さきほどから、壁によりかかって、窓から見える夜空に目を凝らしていたらしい。ふと我に返ったように店の中を見回して、首をかしげる。

　外から見ればちいさなお店に見えたが、一歩中に入ると、吹き抜けの天井が三階まであり、地下にも一階あって、木でできたちいさな螺ら
 旋せん

 階段があちこちにあるという、変わったつくりだった。あちこちに椅子もあり、夜だというのに、まだちらほらと客の姿もあった。

　青年は、金色の髪を馬の尻尾しつぽ

 みたいに後ろで無造作に結んでいた。エメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 は、一見物静かそうだが、じつは好奇心たっぷりに輝いて、なんだか楽しそうに濡れていた。

　白いシャツブラウスの上から、ざっくり編んだ若草色のセーターを着ている。胸元には瑪め
 瑙のう

 のブローチ。パリの若者たちのあいだで流行はや

 っている最新のファッションを、いかにも自然にものにしていた。

　どうやらここの店員らしいが……。

　そのとき店の奥から、オーナーと見える壮年の上品な女性が足音もなく現れて「……アンブローズ、まだいるの？」と呼んだ。

「えぇ！」

　青年は若馬のように元気よく、出窓から飛び降りた。

「なんなりと、マダム！」

「それなら、こちらのお客さまのご案内をしてくれるかしら」

　オーナーとともに現れた初老の紳士が、探している書物について、青年──灰色狼の子孫たるアンブローズに伝えた。すると彼はいかにも楽しげに何度もうなずいてみせて、

「そちらの商品でしたら、三階の棚にございますとも。ぜひご案内いたしましょう。おやっ、お客さま、お足元に気をつけて……」

　と、目当ての棚にいそいそと案内し始めた。

　どんな質問にも、たちどころに「それでしたら……」「あっ、お待ちください。こっちの本のほうが詳しいかもしれませんね」「いえ、そのテーマについては……えぇと、これだ！　さて、いかがです？」と、吸いこまれそうな緑の瞳をきらきらと輝かせながら、聡そう
 明めい

 に答えてみせる。どうやら学者らしき初老の紳士も、たちまち目を白黒させて、

「ねぇ、君。おどろいたね。君みたいな若者……それも、お洒落しやれ

 でぴかぴかの……じつに典型的なパリジャンが、だよ」

「典型的な！　ぼくが！」

　と、アンブローズはますますうれしそうな表情でもって、無邪気にうなずいた。

「中世ヨーロッパの文献について、そんなにも詳しいとはねぇ。発音までも、急に中世風のものになったようだし……。君はまるで大昔の世界に実際に住んでいたみたいじゃないか！」

「あはは。じつは、そうなんですよ」

「んんっ？」

　紳士はどうやら、相手が冗談を言ったのかと思ったらしい。青年の包みこむような笑顔につられて、我慢できず愉快そうに笑いだした。

「さて、君。ほかにも詳しい分野があるのかね？」

「はい。この店に置いてある本すべてが、ぼくにとっては、素晴らしい発見に満ちているんです。ヨーロッパの伝統と知恵について書かれたものも興味深いし、新しい科学技術や、新大陸の台頭などの近代史、それに、ガス灯が電気に、馬車が自動車に、ドレスがスカートに……人々の生活や文化の変化もまた、新鮮で……」

「なるほど。若者はいま、好奇心ではちきれんばかり、というわけか。そう、なつかしいねぇ。そういえばわしも、君の年頃のころはそうだったとも」

「こうやっていま、なにもかもが変化していくことも、ぼくには恐ろしいとは思えないんですよ。どうやら、ぼくたちがいる世界──旧大陸とも呼ばれる、古き神々たちの広大な領土は、いまかつてない危機に陥っているらしい。だけども……」

　アンブローズはなにかを思いだすように、ふいに遠い目をした。

　その脳裏に浮かんでいるのは、伝統を重んじ、村人を文化から、近代から遠ざけた村長の姿だろうか。目の前で燃え落ちていく〈名もなき村〉だろうか。それとも……。

　あの夜、とっさに炎に包まれた跳ね橋を駆け渡ることを選択し、外の世界へと……中世のままのセイルーン王国から、二十世紀初頭のヨーロッパへと飛びだした、自身の姿だろうか。

　アンブローズは静かだが確信に満ちた声で、

「変わっていくのは、悪いことじゃない。ぼくは、やがてやってくる新しい世界に対しても、好奇心いっぱいでいるんです」

「ふむ……」

　と、それを聞いた紳士はゆっくりと微笑んでみせた。

「我々よき大人たちは、自分たちこそが国の礎を造り、いまも担っていると思いこんでおるが……。じつのところ、世界はとうに君たち若者のものだったのだね」

　紳士は、目当ての本を小脇にして階段を下りていった。一階のレジで紙幣を出しながら、しみじみと、

「しかし、わしのような年寄りは、やはり変化が恐くてねぇ。おやっ……？
 」

　と、書棚のほうをふりかえった。

　アンブローズも、緑の瞳を瞬まばた

 かせながらそちらを見た。

　風もないのに、まるで大地のほうが震えているのだと言いたげに、書棚に並んだ古き書物たちが、音を立てて右に、左に揺れていた。中には棚から飛びだして、床に落ちるものまであった。あまりにもおおきく震える書物たちに、棚までがおどろいて絶句しているように見えた。アンブローズたちが見守る中を、いつまでも、怯おび

 えたように書物が震え続け……。いまにも、書棚から飛びだして、古い紙でできた鳥になって店中を狂ったように飛び回りそうに思えた。

「ああ、今夜はやけに本が騒がしいんです。さっきから気になっていたんですが……」

　アンブローズは不思議そうにつぶやいて、愛いと

 しいものをみつめるように書物たちを見回した。

「古い世界について書かれた本ばかりが、ときどき勝手に震えだすんです。まるで世界の変化に気づき、消滅の時を予感して怯えるように、ね」

「なるほど。わしと一緒じゃないかね」

　と、紳士はうなずいて、なんだか愉快そうに笑った。

　紳士が出ていくと、アンブローズは床に落ちた本を拾っては、丁寧に書棚にもどしていった。ときどきまた、震えては、書物が落ちる。

「そんなに怯えなくても大丈夫だよ」

　と、小声で書物に向かってささやきかける。

「世界が変わってしまっても、忘れられるわけじゃない。あの不思議な古い村のことだって、こうやって、ぼくはいつまでも覚えてる。かつてあった素晴らしいものは、人々の記憶の中に、永遠に残る、って……」

　と、オーナーの女性が、表の看板を下ろしてもどってきた。アンブローズを見上げて、

「今夜はもう店じまいよ。あなたも遊びに行きたいんじゃない？」

「……えぇ！」

　と、元気よくうなずくと、アンブローズは書物をもとにもどした。そして螺旋階段を楽しそうに駆け下りてきた。

　オーナーに挨あい
 拶さつ

 をしてから、心配そうに書棚のほうをいちど振りかえってみせ……。でも、楽しいことが待っているからもう我慢できないというように、弾む足取りで店を出ていった。

　オーナーは窓辺にゆっくりともたれて、飛びだしていった若い店員の後ろ姿を、あきれたような、頼もしそうな、複雑な表情を浮かべて目で追った。

「まったく……。毎日、元気いっぱいじゃないの！」

　人気がなくなり、静かになった店の中で、ランタンの光がゆらりと揺れた。





　──その数日後の朝。

　ソヴュール王国の首都ソヴレムの真ん中にある、いかめしい官庁街でのこと。

　灰色の馬車からゆっくりと降り立った若いご婦人が、心ここにあらずの様子で、舗道をまっすぐに歩きだした。

　清潔で品があるけれど、洒落っ気というものを、少女時代に野原を走ってて落っことしたままのような、シンプルな草葉色のドレス。茶色いボンネットに覆われた頭から、ブルネットの髪が覗のぞ

 いている。いかにも目立たない服装のご婦人だが、顔を覗きこむと、若さには似合わない威厳のようなものもなぜか見て取れて、道行く人たちの襟をはっと正させた。

　と、同じ馬車から、二十歳ぐらいのきれいな女があわてたように飛び降りてきて「奥様っ、ネックレスも！　あとこの口紅を、唇に！　えっと、それと、レースの手袋はいかがです？　あぁ、もう、待ってったら……！」と言いながら、両手に貴婦人用の装身具を抱えたまま、ご婦人を追いかけた。

　最後に馬車から降りてきたのは、そばかすの浮かぶ丸い顔をした、いかにも元気いっぱいの、十歳前後の少年だった。彼も走って、ご婦人──ジャクリーヌ・ド・シニョレー警視総監夫人に追いつく。三人仲良く並んで舗道を歩きだした。

　ブロォォォォォッ──


　エンジンを鈍く唸うな

 らせて、若い兵士たちを積んだ軍用トラックが何台も通り過ぎて行った。カーキ色の分厚い軍服を着て、機関銃を担いだ男の子たちは、どの顔もまだとても若くて、瞳ひとみ

 はきらきらと輝いていた。

　自ら志願した若者で組織された自由ソヴュール軍の兵士たちだった。秋を過ぎたあたりから、各都市の市庁舎に従軍を希望する若者が押し寄せていたのだ。彼らは首都ソヴレムに集合し、毎日のようにトラックに乗せられては遠い地に旅立っていった。旧大陸の連合軍に合流し、ある者はこの土地を守るために、またある者は船に乗ってはるかな新大陸へと向かうのだ。

　ブロォォォォォッ──


　と、またトラックが走ってくる。ジャクリーヌはつられてそっちを見ると、息を飲んで立ち止まった。

　と、その視線を追いながらマリオンが、

「奥様、わたしのぼーいふれんどたちも、三人とも自由ソヴュール軍に入隊してしまいましたわ。一人はイタリアに、もう一人はロシアに、最後の一人は新大陸に派遣されて……。もう、心配だったらありゃしない」

「そうなの、マリオン。それは、たいへん……えぇっ、ぼーいふれんどが三人？　まぁっ、マリオンったら！」

「うふっ」

　と、マリオンは悪戯いたずら

 っぽく肩をすくめてみせた。

　三人はまた舗道を歩きだした。市庁舎の入り口が見えてきた。今朝もまた、学生にビジネスマン、職人などさまざまな服装をした若者の列と、慣れない軍服を着て整列し、出てくる列で混雑していた。マリオンがそれを眺めて、

「あの、わたしたち、シニョレー様の忘れ物を届けにきたんですわよね。警視庁は市庁舎の向こうなのに……」

「えぇ。ちょっと歩きたい気分だったもので、ついつい手前で馬車を降りちゃったのよ。こんなに舗道まで混んでるなんて知らなかったものだからねぇ」

　答えながら、ジャクリーヌが、なにかが気になるというように、また振りむく。マリオンが不審そうに聞いた。

「どうしたんですの、ジャクリーヌ様？」

「あっ、いえ……」

　と、ジャクリーヌは言葉を切って、それからいつになく不安そうな顔になってうつむいた。

「あのね、ついさっき通り過ぎた軍用トラックに、見覚えのある男性が乗っていたような気がしたのよ。でも、きっと見間違いよねぇ」

「見覚えのある男の人って、どなたです？」

「それが、グレヴィールなの」

「あぁー」

　と、マリオンが渋い表情になった。

「まぁっ、マリオンったら。せっかくの美人さんが、そんな顔をしないの！　……幼なじみのグレヴィールとはね、去年、いいえ、あれはもう一昨年おととし

 だわ、聖マルグリット学園で開催されたリビング・チェス大会に特別審査員として招かれたときに、ばったり会って以来なのよ。でも、彼は政府の……つまりはオカルト省の職員でもあるし、民間の志願兵として戦地に赴くなんておかしいものねぇ。きっと見間違えたんだわ……」

「グレヴィールって、あのおかしな髪型の警部かよ？　あいつなら、確かオカルト省を退職したはずだぞ。街の噂で聞いたけどさ」

　と、そばかすの少年──ルイジが言いだしたので、ジャクリーヌはまたすぅっと青くなった。

「オカルト省を？　いったいどうして？」

「さぁ。なんでも、おっかない親父さんを怒らせるようなとんでもないことをしでかしたらしいぞ。で、その足で退職届を出して、館やかた

 を飛びだしたんだってさ。そういや……一兵卒として志願して戦争に行くらしいって話もあったな……。そっか、じゃ、さっきの軍用トラックに、ほんとに乗ってたのかもなぁ……？
 」

　それを聞いてジャクリーヌは絶句した。

　それっきり黙りこんで、舗道を歩き続ける。

　市庁舎の前に着いた。混雑は激しくて、入っていく男の子たちの列と、軍服を着て整列しながら出てくる兵士たちで、なかなか前に進めなかった。

　ジャクリーヌはぼんやりしたまま、兵士たちを避よ

 けて警視庁のある角を目指そうと、車道に出た。

　と……。

「危ないッ──！
 」

　列を作っていた男の子たちから声が上がった。

　はっと気づくと、すぐ目の前におおきな軍用トラックが、機械でできた巨大な獣が獲物の喉のど
 笛ぶえ

 に食らいつくようにジャクリーヌの目前に迫っていた。後ろからルイジとマリオンの「奥様、走ってぇ！」「わぁっ！」と悲鳴が聞こえた。あわてて走りだそうとしたとき、らしくなく足がもつれて、ジャクリーヌはその場に膝ひざ

 をついてばったり倒れてしまった。

「あぁっ、ジャクリーヌッ！」

　と、どこからか、聞き覚えのある若い男の声が響いた。

　どこからか飛んできた金色の絹のカーテンのようなものが、ふわっと視界を覆って、その向こうの眩まぶ

 しい冬の太陽が、一瞬、透けて見えた。

　誰かにがっしりと抱きかかえられて、路上を三回転ぐらいも転がる。守られていたようで、幸い、どこも痛くなかった。遅れて鈍いブレーキ音が響いた。こわごわと目を開けると、すぐ目前でトラックが止まっているのが見えた。

　さっき転んだ場所にあのまま倒れていたら、ひかれていたことに間違いはなかった。

　助けてくれたのは、カーキ色の軍服に覆われたこの腕からして、どうやら市庁舎から整列して出てきた民間の兵士のうちの一人らしかった。遠くを見ると、兵士の列の一か所だけが、ここにいた男が飛びだしたのですよとわかるようにぽこっと欠けていた。

　男が背中にしょった機関銃が、不吉な音を立てて揺れた。

「大丈夫か！　けっ、けっ、けっ、怪我はないのか──！　あぁ……」

「えぇ、どこも。どなたか存じませんがありがとうございます」

「ジャクリーヌッ！」

「……へっ？」

　と、もう一度名前を呼ばれて、さすがに気づいた。ジャクリーヌはゆっくりと顔を上げた。

　そこには、金色の髪をさらさらと冬の風になびかせて、深い緑の瞳を細めている、世にも美しい若い男の顔があった。まるで神話時代の美青年のように、いっそ現実離れした美び
 貌ぼう

 を苦み走らせて、間近からじっとこちらの顔を覗きこんでいる。

　カーキ色のごわごわした軍服に身を包んでいるのは仮の姿だとでも言いたげな、夢の世界からとつぜん現れたかのような、きらきらした風ふう
 貌ぼう

 ……。

「あらっ、グレヴィールなの？」

　と、ジャクリーヌはきょとんとして聞いた。

　マリオンたちも舗道から駆け寄ってきて、マリオンは泣きながら、ルイジも真っ青になってジャクリーヌに抱きついた。ジャクリーヌは二人をなだめながら、もう一度、軍服の青年を──グレヴィール・ド・ブロワを見上げた。

　ちいさな魔女によってかけられた悪い魔法が、とうとう解けた、奇妙な青年王子がそこにいた──。

　グレヴィールは不機嫌そうに顔をしかめながら、右手で金色の髪をかきあげた。「なにかへんかね、そんなにじろじろ見ないでくれたまえ」「ううん……。あなた、その恰かつ
 好こう

 ……。じゃ、ほんとに自由ソヴュール軍に志願したというわけね」「あぁ、父のもとを離れて、過去の呪縛からも逃れ、一人でやっていこうと思ってね。これはその第一歩……」と言いながら、誇らしげに顔を輝かせて、両手をゆっくりと持ちあげてみせた。

　ジャクリーヌとマリオンとルイジの三人の視線が、グレヴィールが雄々しく上げた……左腕にまっすぐに注がれた。

　誰も、なにも言わない。

　おかしな視線に気づいて、なんだね、というように、グレヴィールは自分でも左腕を見た。

　するとグレヴィールの左腕は、どうも路上を三回転したときに骨折してしまったらしく……。あらぬ方角に向かって、いやな角度で曲がっていた。

「きゃーっ！
 」

　と、ジャクリーヌが我にかえって、おおきな悲鳴を上げた。マリオンはあきれたように黙りこくっている。

　やがてルイジが代表して、大人みたいな厳かさで、

「おまえ、腕、折れたみたいだぞ」

　それを聞くと、グレヴィールはますます苦々しそうな顔つきになり、穏やかだがしかしよく聞くとかすかに語尾の震えている声で、答えた。

「……あぁ、そのようだ」

「それに、気づいてないようだから教えてやるけどよ、足もへんだぞ。ほら、ぶらーんってなってる」

「えっ？　……なるほど。君の言う通りだと認めざるを得ないな……」

　ブロォォォォォ──！


　互いに、驚きよう
 愕がく

 の表情と、不機嫌に苦み走った顔でみつめあう幼なじみ、ジャクリーヌとグレヴィールの横を、兵士をたくさん載せた軍用トラックが、また一台、通り過ぎていった……。





「──それじゃ、あのちいさな、ビスクドールみたいに見事だった女の子は、あなたの妹さんだったの？」

　その日の夕刻。

　ソヴレムでいちばんの大病院の、上の階にあるおおきな個室で、グレヴィールは不機嫌そのものの顔をしながら、ベッドに寝かされていた。足と腕をギプスできつく固定されている。新品の軍服はとっくに脱がされて、白い寝間着姿に変わっていた。

　若い看護婦たちが連れだってきゃあきゃあと覗のぞ

 きにくる。グレヴィールはいやがるのだが、そのたびにジャクリーヌが看護婦たちを入れてしまうので、個室はたちまち、花やレコードやお酒など、女の子たちからの贈り物でごったがえした。

「……そうだ。いろいろあってね。父上の命令に背いて妹を逃がしたために、わたしはオカルト省にはもういられなくなったのだ。それで、心機一転……自分の足で踏みだそうと、今朝、市庁舎に向かったところ……運命のいたずらで、このように腕と足がポッキリ折れたというわけだよ」

「わたしのせいで……。ごめんなさいね」

　いかにもしゅんとするジャクリーヌに気づくと、グレヴィールはふんっと顔をそむけながら、

「古い友達を守るのは、紳士として当然のことだからね。ジャクリーヌ、君はきっともう忘れてしまっただろうね。一昨年のクリスマス前の休日のことだが……」

「いやねぇ、覚えてますわ」

「ふふっ。あの雪の日、君はおかしな白のクイーンで、わたしはもっと妙な恰好の戦車だったな。どちらも、学園の生徒が造った、はりぼての箱やボール紙のティアラで飾りたてて……」

　ジャクリーヌはくすくすっと笑った。

「懐かしいわね。まるでもうずっと昔のことみたいだわ。戦争はまだ始まっていなかったもの。この国は平和だったわ」

「大丈夫だ。また平和はくるさ」

　古い友達の、ふいに優しい響きを帯びた声に、ジャクリーヌははっと息を飲んで顔を上げた。それからゆっくりと……少年時代のグレヴィールが密ひそ

 かに愛してやまなかった、太陽の如き眩しい表情を浮かべて、微笑んだ。

「そうねぇ、グレヴィール」

「あぁ、だが、それにしても、だ……」

　グレヴィールは頰ほお
 杖づえ

 をついて、物憂げな目つきで窓の外を眺めた。

　ソヴレムの曇った空に、防空気球がいくつも浮かんでいる。飛行機も轟ごう
 音おん

 を響かせて飛んできた。雲間からわずかな光がやわらかく街に降り注ぐ。

　金色の髪がうねって、グレヴィールの顔を神々しく取り巻いていた。その昔、大人の貴婦人たちの心までとろかすと噂され、社交界でも評判だった美少年ぶりを思いだすわ、とジャクリーヌは、あきれるようななつかしいような気持ちでそれを見守った。

「我が妹は……果たして、生き延びられるのかな……？」

　独り言のようにつぶやくと、グレヴィールは深く甘いため息をついた。

　どこかで鳥が鳴いた。

　窓の外には灰色の雲が広がっている。

　その空には、まるで海上を漂う海月くらげ

 のような姿で防空気球がゆっくりと泳いでいるばかりだった。






　　　　２






「Godless──。もうすぐ、神さまのいない世界がやってくる」

　ブライアン・ロスコーが小声でつぶやいた。

　二等船室に続く船のせまい廊下を、ヴィクトリカはブライアンと並んでゆっくりと歩いていた。乗船したばかりの船内を、誰もがばたばたとせわしなく行きかっていた。東洋行きだから当然のことだが、大柄な西洋人たちの中に、漆黒の髪と、濡ぬ

 れたような黒い瞳ひとみ

 を持つ、かの国の人々が混じっているのが目立った。

　ほとんど荷物も持たない、燃えるような赤毛の長身の男と、ちいさな少女の姿は、船内でも目立った。

　少女の頰は、身に着けたドレスと変わらないぐらい真っ青で、一歩一歩、進むたびに瘦や

 せほそった体がユラユラと震えた。赤毛の男のほうも顔色がひどく悪く、うつむきがちだった。

　ブライアンはまた小声で、

「おまえはこれから新大陸に向かうが、遠からず、最新の火炎放射器やロケット砲、戦車に、大量殺さつ
 戮りく

 のための化学兵器……さまざまなものがこの旧大陸を襲い、古き魔力を燃やし尽くしてしまうだろう。そしてここもまた新しい世界──神々も、不思議も、夜歩く我々のような獣もいない、つまらぬ場所に変わっていくのだ……」

「ブライアン。さっきから、なぜそう言うのだね？」

　と、ヴィクトリカがひどくだるそうな力ない声で問いかけた。

「なにっ？」

「おまえは、と」

「む……」

「なぜ、我々は、とはけっして言わないのだ？　ブライアン、君もまたわたしとともにこの船に乗り、新しい世界を目指すのではないのか」

「……」

　ブライアン・ロスコーは答えなかった。

　と、廊下の向こうから、自由ソヴュール軍のカーキ色の軍服を着た男たちが足早にやってくるのが見えた。会話から察するに、すべての船を、出航直前に見回っているらしかった。彼らはヴィクトリカとブライアンの二人組を、一瞬、不審そうに眺めた。顔をそむけてすれ違おうとしたとき、ブライアンの足元がとつぜんぐらついて、壁にもたれかかった。

　兵士たちが、その様をじっと観察する。

　ヴィクトリカは、薬物がまだ効いていてだるい体を壁にもたれかけさせて、その情景をぼんやりと眺めた。ブライアンもまた、ぐったりと壁に体を預けたままで、なぜだかほとんど動けないようだった。ついさっき、船に乗るまではしっかりしていたというのに。

　兵士たちは様子をうかがうように彼をみつめ続けている。

　生来、ヴィクトリカには驚異的な頭脳こそあったが、自分の命を、尊厳を守ろうとする、当然あるはずの本能にはいささか欠けていた。いまも、緑の瞳を見開いて、焦るでも怯おび

 えるでもなく、危機を黙って眺めていたのだが……。

　そのときふいに、心の中に、

（こんなとき、どうするのだろうか。あいつなら？）

　と、不思議な考えが雷鳴のようにひらめいた。

　あの少年の……漆黒の髪をし、黒い瞳でまっすぐにこちらをみつめてくる顔を、ふっと思いだす……。

（そうだ。久城よ、君ならどうするかね？　おそらく、機転を利かせてブライアンを助けて、そして……。自分の命も大切にするのだろうな、君。帝国軍人の三男で、おそるべき凡人で、中途半端な秀才の、南瓜カボチヤ

 頭のちいさな紳士は。ふふ、どうだね？　当たったかね？）

　ヴィクトリカは磁器でできたつめたいビスクドールそのものの無表情の奥で、そんなことを考えた。

　それからゆっくりとブライアンに近づく。慣れないせいか、機械仕掛けの人形のような不自然な動き方ではあるが、相手をいたわるような表情と動きを演じてみせた。

「兄さん、大丈夫？　きっとここにくるときの車に酔ってしまったのね」

「あ、あぁ」

「さぁ、わたしの肩を貸してさしあげましょう」

　ちいさなヴィクトリカにむりによりかかるようにして、ブライアンはよろよろと歩きだした。兵士たちも不審な思いを飲みこんだようだった。二人の後ろ姿をしばし見送っていたが、また廊下を進み始めた。

　くっくっくっ、と肩が揺れるのでなにかと思ったら、ブライアンがこっそりと笑っているのだった。

「なんだ、君」

「いまのはじつに気味の悪い話し方だったな。チビ」

　むっとしながら、ブライアンを横目で見た。と、彼の顔色は悪く、寒い冬の日だというのに、額から汗が幾粒も垂れていた。

　ヴィクトリカはそっぽをむいて、

「ふんっ。演技をしては悪いかね」

「ふふふ……」

　と、ブライアンは笑い続けている。ヴィクトリカは心の中で、そばにはいない一弥に向かって語りかけた。

（なるほど。わかったぞ、久城……。こうやって、わたしはすこしずつ君になっていくというわけだな）

　ふっ、とかすかに微笑む。

（久城、君と出会ったときのわたしは、まさに機械仕掛けの人形、秘密の武器庫たる聖マルグリット学園に隠されたオカルト兵器、人の心を知らぬ、氷の如きヴィクトリカ・ド・ブロワだった。ほかならぬ君が、このわたしをみつけてくれた。……それからさまざまなことがあったな。久城、君はいつもわたしを守るために戦ってくれたが、君に守られることで、このわたしもまた強くなったのだよ。そして……）

　波に乗る船の中で、足元がゆっくりと揺れていた。

（一人になっても、その強さは続いている）

　胸元で揺れる金貨のペンダントに、指先でそっと触れる。気温と同じぐらいひえて、それはぞっとするほどつめたかった。

　ヴィクトリカはブライアンの横顔を見た。やはりずいぶん苦しそうに歪ゆが

 んでいると思えて、小声で、

「貴様は、どこかに怪我をしているのか？」

「……いや、ちがう」

　ブライアンは首を振り、それきり黙った。

　汽笛が耳をつんざくような音を立てて鳴った。

　二等船室のせまい部屋に、転がるようにして入る。するとちいさな窓から真っ青な海が見えた。港を出て、船は早くも大海原に出ていくところだった。

　ヴィクトリカは自身もだるそうによろめきながらも、片方のベッドにブライアンを横たえると、背伸びして洗面台の蛇口をひねり、コップに水を入れて相手に渡した。ブライアンは震えながら水を一気に飲み、それからおそろしそうに窓の外に目を凝らした。

　波の音がたえまなく響いてくる。床もゆっくりと揺れ続けている。

「ブライアン？」

　もう一度、咎とが

 めるように問うと、ブライアンはゆっくりと苦笑してみせた。頰を歪めながら低い笑い声を出し、

「コルデリアと同じ顔で、そんな目をして睨にら

 むな。胸が、苦しくなる」

「しかし、いったいなにを隠しているのだ？　さて……。このオカルト兵器たる頭脳を駆使して当ててみようか、君？」

「ふんっ。それはまた物騒なことだな」

　ブライアンは起きあがろうとして、力が出ずにそのままへたりこんだ。弱った狼そのままに四肢を震わせて、鬣たてがみ

 の如き赤毛をぶわっと逆立てながら、

「そういや言っていなかったがな。我々のような古き生き物たちには、チビ。神々の力の宿る旧大陸を出ることは困難なのだよ」

　ヴィクトリカの頰が、一瞬、ぴくりと震えた。

「困難、だと？」

「そうだ。俺の知り合いにも、昔、新大陸を目指したり、ほかの大陸に出ていこうとしたりした古代の狼族や、不思議な生き物の血を引く者たちがいたんだ。でもみんな、船に乗った途端に様子がおかしくなり、血を吐き、のた打ち回り、自慢の毛並みも翼も枯れ果てて……。新しい世界には着かずに、這ほ

 う這うの体でもどってきたり、途中で息絶えたりした。どうも、神々のいない世界に出ていくことは、我々には禁じられているらしいのさ」

　ヴィクトリカはそっとベッドの端に腰かけた。

　黙ってブライアンをみつめる。

　そのヴィクトリカ自身の顔色もまた蒼そう
 白はく

 だった。薬物が残っているせいか、それとも、外の世界に出ていこうとする力と、もどろうとする力に切り裂かれているのか……。苦しげなうめき声が、さくらんぼのようにつやつやした唇から洩も

 れてきた。

　ブライアンはうつむいて、

「そのことだって、俺たちはコルデリアと話しあった。しかしあいつは、仔こ
 狼おおかみ

 の可能性を信じると言った。ヴィクトリカはきっと生きて新しい世界に着く、と。まぁ、どちらにしろ、旧大陸に隠れていてはアルベール・ド・ブロワ侯爵の魔手に再びみつけだされる危険が高いからな……」

「しかし、ブライアン！　君は？」

「コルデリアは言ったのだ。残ったほうが、ヴィクトリカを港まで送ってくれ、と」

　ヴィクトリカはじっとブライアンを見下ろした。

　氷のようなつめたい緑の瞳ひとみ

 に、わずかに……動揺が走った。

「それは……。つまり……」

「……」

「コルデリアは、わたしを連れて新大陸に行け、とは言わなかったのだな。わたしを無事に船に乗せるところで、貴様とコルデリアのあいだの約束は終わりだったのだ。乗れば、貴様もそうやって苦しむだろうと、コルデリアにはわかっていたのだから……」

「あぁ」

　と、ブライアンは力なくうなずいた。

「では、なぜいまわたしのそばにいるのだッ？」

　ヴィクトリカの老婆のようにしわがれた声は、恐怖に震えていた。

「なぜって、俺が思っていたよりずっと、おまえがガキだったからさ。港に向かう馬車の中でも泣いてばかりだったじゃないか。それに……」

「な、なんだッ！」

　悲しそうな低い声が返ってきた。

「さっき船に乗るとき、振りむいて、考えた。しかし俺の心に迷いは生まれなかった。どちらにしろ、コルデリア・ギャロのいなくなった世界なんて、な……」

　ブライアンは短くそう答えると、それきり黙った。

　薄暗い船室の中で、椅子に座ったままじっと動かないヴィクトリカの金色の髪が、黄金の川のように見事に瞬いていた。

　汽笛が鳴る。

　窓の外では、波の音が静かに寄せては返していた。





　──数日後のこと。

　せまい廊下を歩き、階段をゆっくりと上って、ヴィクトリカとブライアンは甲板に出た。

　天気の良い午後だった。広々とした一等船室にいる紳士淑女たちも、三等船室で雑魚ざこ
 寝ね

 をしている旅疲れた人々も、一緒になって甲板のあちこちで日光浴をしていた。

　ブライアンに肩を貸しながら、ヴィクトリカはゆっくりと進んで、甲板にあるベンチの一つに腰かけた。ブライアンの横顔は蒼白で、顎あご

 も鋭角にとがり、まさに獣のそれのように眼光鋭かった目もかなり落ちくぼんでいた。

「ほら、見ろよ。……チビ！」

　と、小刻みに震えている瘦や

 せた指で、どこかを指さす。

「なんだね」

「あそこに俺たちの仲間がいるぜ。ふふっ、みじめなもんだな」

「仲間、だと？」

　ヴィクトリカはそちらをちらっと見た。

　甲板にいる人々のほとんどは、すこしは疲れた顔を見せているものの、病人らしき顔つきにはなっていなかった。遠くのベンチに、瘦せ細った壮年の男が、半ばうずくまるようにして座っていた。ブライアンが「あれも、かな？」とべつのほうを指さす。てすりにもたれてぐったりと首を曲げている若い女がいた。どちらも膚はだ

 は透き通るように青白く、手足はすらりと長くて、人目を引く美び
 貌ぼう

 をしていた。両足が地面から浮いてしまってふわふわと漂っているような、非現実的な白い光に取り巻かれている。

「まぁ、俺たちの同族……灰色狼じゃないだろうが、あれも古き生き物たちの一種だな。この船だけで何匹も隠れて乗ってるってことは、つぎつぎ、いましも失われようとしている旧世界から逃げだそうとしているんだろうが……。さて、しかし無事に着けるかな。約束の地に」

「ブライアン。そんなにぺちゃくちゃしゃべれるなら、開いているその口に、ありがたくもこれを入れてやろうではないか」

　と、ヴィクトリカが船室から持参してきたマフィンをちぎって、ブライアンの口に入れた。

　ブライアンは苦笑したが、おとなしく咀そ
 嚼しやく

 して、ゆっくりと飲みこんだ。今日のヴィクトリカはまるでヴィクトリカらしくなく、もう一口、ブライアンに食べさせようと必死の様子だった。

「もう、いいよ……。うるさいな！」

「だめだ。食べるのだ。生きるのだ、ブライアン！」

「なんだよ、チビ。俺のことなんか、きらい……いや、なんとも思っちゃいないだろう。おまえはだいたい、つまらん他人になど興味を持つようなやつじゃなかったじゃないか」

「ふんっ」

　と、ヴィクトリカはそっぽを向いた。

「君がいなくなったら、一人になってしまうではないか」

　と、いかにも平気そうにうそぶきながらも、ブライアンをいたわるようにちらっと見た。

　するとブライアンはますます意地悪そうに、

「なにを言う。石の塔でも、図書館塔でも、おまえはずっと一人ぼっちだったのに」

「……」

　ヴィクトリカは黙って、胸元の金貨のペンダントを撫な

 でた。

　その横顔をブライアンはしばし睨んでいたが、やがてちいさく息をついて、「そろそろ休戦協定……いや、仲直りといこうか。チビ」とささやいた。

　ヴィクトリカもまた蒼白な顔で、ブライアンほどではないがだるそうに体を丸めていた。弱々しく微笑むと、

「いいとも。じゃ、友達だ」

「こんなつまらんガキといても退屈だが、ま、気がまぎれるから、なにか話すとするか。そうだな……。といっても俺にはコルデリアの話しかないぜ。そうだ、あいつがチェスドールの中に入っちまって、なかなか出てこなくて困った話でもしてやろうか。おまえ、知らないだろう」

「あぁ……」

　つめたい風が吹きつける寒々とした甲板で、二匹の灰色狼は、青白い頰を寄せあっていつまでも話し続けていた。話題はコルデリアのチェスドールから、旅から旅への三人暮らし、楽しい思い出話に満ちていた。やがてヴィクトリカが話す番になると、彼女はつっかえつっかえ、一弥とのそもそもの出会いについてや、豪華客船でのおそろしい一夜の冒険について、ブライアンに話して聞かせた。

「そう。それでな、ブライアン。翌朝、沈みゆく船から救出されて、別の船に乗り移ったのだ。そしてその甲板で、こうやって久城とも話したのだよ」

「ふんっ。どんな話をしたんだ？」

　と、ふいに耳元に、あの朝の自分自身の声がよみがえってきた。

（──美しいものは、嫌いじゃないのだよ）

　そして、それを聞いたときに、朝日に照らされた一弥の顔にゆっくりとひろがっていった、やさしくてとても柔らかだったなにかを。

　あれはなんだったのだろう。

　なぁ、久城よ……。

　とたんに、なぜか胸がぎゅっと締めつけられて、ヴィクトリカは苦しさのあまり、なんだか無性に腹が立ってきた。まったく、久城めが、と怒りながら、緑の瞳をいかにも神経質そうに細めてみせる。

　それから老婆のようにしわがれた、静かな声で、

「いつかまた、一緒に海を見にこよう、と」

「……いつかまた、か」

　ブライアンが弱々しくくりかえした。

「それって、いい言葉だな」

「そうかね？」

「そりゃ、そうさ。未来がおまえを呼ぶ声だろ……」

　ブライアンはそう言うと、重たそうに瞼まぶた

 を震わせながらゆっくりと目を閉じた。

　その体をしっかりと支えながら、ヴィクトリカはそっと立ちあがった。ブライアンにちいさな肩を貸して、また船室にもどっていく。

　さきほどまでいたはずの古き生き物たちの姿は、もう甲板にはなかった。波が寄せては返していた。見渡す限り、大陸も、島も、ほかの船もなにもない。冬の大海原を、船は一路、旧大陸から離れて進み続けていた。





　戦地には、雪交じりのつめたい雨が降り続いていた。

　足元はひどくぬかるみ、煙と泥と溶けかけた雪の臭いが入り混じって少年兵士たちを取り巻いていた。月も星もない、黒い夜──。テントの屋根を、絶え間なく雨がノックし続けていた。

　野営地に「久城ッ」と、部下を呼ぶ上官の声が響いた。頭に血の滲にじ

 む包帯を巻いたり、あちこちに怪我をした少年たちが円を作って、なにやら言葉遊びのゲームかなにかをしていたテントから、すこし遅れて「はいっ」と、生真面目そうな返事が聞こえた。

　雨にびしびしと打たれながらも、上官のもとに走っていく。

　敬礼をすると、上官が「我々より先に到着した一隊と戦ったらしき、新大陸の軍の兵士を、一名、捕虜としている。一隊はほぼ全滅した。久城、捕虜から状況を聞きだすように」と命じた。一弥はうなずいて、指さされたテントに入った。

　とたんにすえた血の臭いが、さきほどまでいた仲間のテントとは比較にならないほどの強さで鼻び
 腔こう

 を刺激した。

　そこに、どうやら一弥たちと同じぐらいの年齢と見えるアメリカ人の少年が寝かされていた。捕虜と言っても、おおきな怪我をしていてもう虫の息らしい。毛布の下に隠されたからだが、寒気のためか激しく震えていた。

　傍らに座って、戦いについて聞く。流りゆう
 暢ちよう

 な英語におどろいたように、少年は目を開けて一弥を見た。茶色い巻き毛に覆われた、丸っこくてそばかすだらけの顔だった。ソヴュールの貴族たちの学園ではあまり見慣れないタイプと見えた。これが開拓者の顔、新しい世界の少年たちの顔だろうか。

　少年は痛みに耐えて声を震わせながらも、おとなしく説明をした。そして、一弥が立ちあがって去っていこうとすると、とつぜん怒りの発作に襲われたように、おおきな声で呼びとめた。

「待て、よ……ッ！
 」

　一弥は足を止めた。

　少年がこちらを睨にら

 みあげていた。激しい目つきだった。茶色い瞳ひとみ

 が燃えるようにきらめいている。

「俺は、俺はな。最後にはこうやって捕まっちゃいるがよ。昼間は、おまえみたいな黄色い膚のやつを、一人で十人は殺したんだぜ」

「そうか」

「とても、寒いんだ。手を握ってくれないか……」

「……いいよ」

　一弥はおとなしくもどると、毛布の中から現れた少年の右手を、自分の手のひらで握りしめた。

　その手は傷だらけで、たくさんの血がついていた。少年のものか、ほかの兵のものか……。一弥の手のひらもすぐに赤く染まっていった。

　相手の震えが、手のひらを通じて一弥の心臓にまで届いて、いまにも凍えそうだった。奇妙な寒気を感じて、一弥はきつく唇を嚙か

 んだ。

　譫うわ
 言ごと

 のように少年が続ける。

「俺はすごく強かったんだぜ。上官に褒められた。わかるか、おまえらを、ちっちゃな黄色イエロー
 い猿モンキー

 をたくさん殺したんだ」

「君、猿じゃないよ。ぼくたちも人間だ……」

　少年は聞こえないように、

「戦争の前は……ハイスクールに通っていて……。野球をやってた。野球、わかるか？」

「わかるよ」

　一弥がうなずくと、少年は握っていた手におどろくほどの力を込めた。少年からうつる寒気が、一気に脳天まで立ちのぼってくるようだった。

　ぶるぶるっと震えながら、一弥の記憶は、一九二四年の春に……ヴィクトリカ・ド・ブロワとともに乗った、地中海に浮かんでいたあの船、〈QueenBerry号〉で起こった事件へとゆっくりと飛んでいった。

　ヴィクトリカが解いてみせた、奇怪きわまる幽霊船事件の真相──。かつて、世界各国から集められた少年少女たちが、武器を与えられ、疑心暗鬼にさせられて、殺しあうことになった……。穴が開いて浸水し、すこしずつ海に沈んでいこうとする豪華客船の中で……。船中に武器が隠されていて、少年たちはそれをみつけては、互いを撃ち、突き刺し、そうすることでさらに怯おび

 えて泣き叫びながら、死んでいったのだ……。ときには相手を信じ、助けあうこともあったが……。

　いま一弥には、戦争の嵐が吹き荒れるこの世界そのものが、あのときの〈QueenBerry号〉に変わってしまったように感じられた。ぼくたちは武器を与えられ、戦地に向かわされ、戦えと命じられ、そして世界そのものもまた、浸水して海に沈んでいこうとする船さながらに、いまおおきく揺れているのだ、と……。

　見知らぬアメリカ人の少年が、

「苦しい……。燃えるように体が熱い。俺、死ぬのかよ？」

　と、とつぜん子供のように素直な声になって聞いた。

　毛布の下の彼の体が、どれぐらい損傷しているのか一弥には窺うかが

 い知れなかった。黙ってみつめかえしていると、

「死んだら、どこに行くんだ……？　地獄か？　そこでずっと焼かれるのか。俺がとても悪い人間だから……」

　つないだ手から震えが伝わってきて、一弥は思わず憎しみを忘れて、

「行かない。行かないよ、君！」

　と、見知らぬ少年に向かって反論した。

「この戦争で死んだ人は、みんな天国に行けることになってるんだ。もちろん、いい人も悪い人もだ。ほら、戦争特需ってやつだよ。きっとそうだ、君」

「へぇぇ、そうかい。でも、そしたらさ……」

　と、少年は皮肉っぽく笑った。

「天国が人でいっぱいになっちまってさ。領地を巡って、また戦争が起こるぞ。それでまた銃を持たされて、ほら、あの猿どもを殺してこいよって言われるんだ」

「君ねぇ」

　少年は苦しそうに咳せ

 きこんだ。顔面は蒼そう
 白はく

 で、一気にその顔に死相が現れていった。死神が近づいてきているのだ、というように。少年の体からドッと力が抜けていく。ひどくかすれる声で、

「俺を、赦ゆる

 すか……？」

「赦すとも！　あぁ、赦すとも！」

　一弥はおおきな声で繰りかえした。テントの外にいる見張りの兵士がそれを聞きとがめて「おい、どうした？」と聞いたけれど、そちらには答えられなかった。

　少年はつぶらな茶色い瞳で一弥を一睨みして、

「そうか……。黄色い膚はだ

 のおまえが言うなら、そうなんだろうな……」

「君、しっかり……」

「おまえが言うように、天国に行けるなら……。そこでまた母さんに逢あ

 える」

「君……」

「母さん、に……」

　静かになった。数秒後、少年はこと切れた。

　一弥はしばらくそこに座ったまま、ぴくりとも動かなかった。それから少年に握られていた手を離して、その場で両手を合わせ、目を閉じた。

　ゆっくりとテントを出る。

　いまではすっかり見慣れてしまった、名もなき誰かの凡庸な死が、今夜もあった。ただそれだけのことなのだった。一弥は上官のテントに行き、少年兵士から聞いた昼間の戦局について静かに報告した。それから重たい脚を引きずって出てくると、誰もいない暗がりを探してしゃがみこみ、声を押し殺して泣いた。

　それから静かに立ちあがると、自分たちのテントにもどった。

　仲間たちはほとんどがもう寝袋にくるまって眠っていた。二人ほど、一つのランプの光を分けあって、本を読んでいるものと手紙を書いているものがいた。一弥は長いあいだ、テントの隅に座りこんで彫像のように動かず、黙っていたが、やがて、自分も故郷に手紙を書くことにして、ごそごそと便びん
 箋せん

 を取りだした。

　瑠璃へ、という書き出しで、字が震えてしまって、貴重な便箋を一枚、無駄にした。二枚目を取りだして、まず落ち着こうと深呼吸した。それから一度目を閉じて、ゆっくりと開けた。

　二通目の手紙を書きだした。





　瑠璃へ





　うちの様子はどうでしょうか。かあさんも瑠璃も、みなさん無事でいるでしょうか。

　こちらは今日もいつも通りです。なんの危険もありません。ですから、あまりにも遠くて様子を知ることができない、うちの心配をしております。





　瑠璃、こうやって手紙でね、ヴィクトリカのことばかり書いて、ごめんね。

　今日の昼間も、ふっと思いだしてしまって、ずっと考えていました。以前のこと、とある場所にいたとき、水門が開いて海水が迫ってきて、危険な目にあったことがあるんだけど……あっ、だいぶ前のことだから心配しないでね。そこでヴィクトリカに、逃げよう、走れ、と言ったときに、あの子がとても悲しそうな顔をしてこう答えたのです。

「生まれてきた意味もわからぬのに、生きるために走れるものか」

　と。

　だけど、ぼくはどうしてもあの子に生きていてほしくて、だから「それなら、ぼくのために走ってくれ。一人の男のために生きてくれ」と約束させてしまいました。するとあの子は……やさしいあの子は、それを受け入れてくれました。ぼくたちは助かって、だからね、いま考えると、あの瞬間にぼくには責任が生まれていたのです。

　あの子を守るためにこそ、ぼくは生きる、と。

　その約束を果たせていないことが、裏切ってしまったことが、とても辛つら

 く、まだ自分を許せずにおります。





　ねぇ、瑠璃。あの子にからかわれるまでもなく、ぼくはとても平凡な人間で、なにも持たぬ徒と
 手しゆ
 空くう
 拳けん

 の子供なのであります。そして、父さんや兄さんの持つ、けっして揺らぐことのないあの価値観──男の生き様、天下国家のためにこそ身を犠牲にして生きる、という考えに対して、疑念を持ちながらも表明できずにいた、弱い人間でもあります。

　この戦争によって、容赦なく破壊しつくされていく世界。焼き払われた村と、そこかしこに散乱する生活用品や、かつて人体であったものの一部。絶望と黒煙によって、黒く染まっていくぼくたちの空。こうなってみて初めて気づいたのは、毎日、学校に行って勉強したり、友達と話したり、家族でご飯を食べたり、一人で散歩をしたり……。なにげない日常が、じつはなんとすばらしいものだったのか。そして、かけがえのない一人一人の命が、平凡な人生が、世界そのものと同じ価値を持つ、途方もなく大切なものだったのか。なによりもそのことでありました。

　そうしてね、瑠璃。そう思うほどに、大好きでたまらない誰かや、あなたがたの待っている家、生まれ育った町、そしてそれを内包する国家──。それらをよりよく保ち、みんなが平凡な幸福を甘受するために努力し、この身を役立てることには、すくなくとも確かな意味があるのだと感じるようになったのです。

　小生はいま、もしこの戦場から生きて帰れたら、父さんともう一度逢いたいと切望しております。そのときは、たとえ弱虫だとののしられてもかまわない、今度こそ、父さんの持つ旧来の価値観から逃げずに、自分自身の考えを述べたいと。

　そのうえで、父さんが決めたのではなく、己の信じる道を選び、愛する人のために、立派な大人になるのだと決意した次第です。

　生きて、帰れたら……。

　きっと。

　きっとです。

　瑠璃、もっと話そう。君に逢いたいよ。おうちでいちばん仲良しの瑠璃にね。

　だから、ね……





「敵襲ッ──！
 」

　叫び声とともに、喇らつ
 叭ぱ

 の音も響いた。

　寝袋にくるまっていた怪我だらけの少年たちが、喇叭の魔力に突き動かされるように、音もなく起きあがった。つぎつぎに武器を手にし、勇猛果敢にテントから走りでていく。

　一弥も、書きかけの手紙を胸にしまいながら、仲間を追ってテントを飛びだした。

　外は雪交じりの大粒の雨で、たちまち骨まで凍えるほどに寒くなった。月も星もないのにやけに明るい、と思ったら、敵軍のサーチライトに、冬の森がところどころ照らされているのだった。

　すぐ近くに爆弾が落ちた。どぉぉぉん、と地響きがして、すさまじい炎と土煙が一弥たちを襲った。

「あっ……」

　熱風でからだが地面になぎ倒されたとき、軍服の胸から、しまいかけていた手紙がふわっと飛んだ。

　白い鳩のように羽を広げて、サーチライトに照らされた夜の空に向かって、風をはらみ飛びあがっていく。

「ま、待って……」

　と、一弥は呻うめ

 いた。

「届けなきゃ。瑠璃、に……」

　地上に崩れ落ちた一弥を置いて、手紙だけが、天に向かって召されるように遠ざかっていく。

「ヴィクトリカに……」

　一弥はそれをじっと目で追っていた。

　近くでまた爆撃音が響いた。塹ざん
 壕ごう

 に向かって兵士たちが駆けていく。一弥も起きあがって走ろうとした。

「父さんに……」

　そのとき、重たい雨に打たれて、白い鳩のようだった手紙がひしゃげた。まるで見えない弾丸に撃ちぬかれたようにくるくると舞いながら地上に落下していく。落ちていく先の地面は暗くて見えないけれど、つめたくて真っ黒なぬかるみなのはよくわかっていた。

　一弥は、塹壕に向かって走りだした。

　爆撃音と、戦車が近づいてくる鈍いエンジン音が背後から響き続けていた。まるで現実ではないようなひどい光景だった。少年兵士が何人も足元に倒れている。まだ息のある仲間をみつけると、一弥は黙って彼を背中にしょって、また走りだした。

　戦車がうなって近づいてくる。もうすぐ背後に迫っているようなおおきな音だ。標的になったかのようにサーチライトに照らされる。ほかにはなにもないただただ白い道を、悪夢のように走り続けているみたいだった。右腿もも

 の裏側に焼けつくような痛みが走って、その場にどうっと倒れた。

　一弥は震えるちいさな声で、つぶやいた。





「母さん、に……」






　　　　３






「新大陸行きの船に乗っていないのは確実、とのことか」





　──ソヴュール王国。

　首都ソヴレムにある劇場〈ファントム〉の地下に、アルベール・ド・ブロワ侯爵の声が響き渡っていた。

　傍らにはモレラとカーミラが控えている。役人たちは怯おび

 えたように立ち尽くし、誰もなにも言わない。

　巨大監獄〈黒い太陽〉から、オカルト兵器たる仔こ
 狼おおかみ

 ヴィクトリカが逃亡してから、すでに四日が過ぎていた。ソヴレムの外には脱出できないようにと、王立騎士団が道路を封鎖し、街中が調べられ、しかしどこにも仔狼はいなかった。ソヴレムの外まで捜査網を広げても、みつからない。

　あの日、港の一角で、赤毛の青年ととともに、金色の髪のちいさな少女が目撃されていた、との情報を仕入れてきたのはモレラとカーミラだった。赤毛の青年……しかし、それがブライアン・ロスコーのことであれば、彼は同じ時間にコルデリア・ギャロとともに〈黒い太陽〉で囚とら

 われの身になっていたはずだ。

「どういうことだ。しかし、ブライアンの奇術の一つは、同時存在だったな……。まさかとは思うが……」

　オカルト省は、あの日に出航した新大陸行きのすべての船に無線で連絡を取り、犯罪者としてヴィクトリカ・ド・ブロワとブライアン・ロスコーの手配を命じた。

　燃えるような赤毛をした長身の青年と、見事な金色の髪をなびかせ、緑の瞳ひとみ

 を光らせる人形のようにうつくしい少女。これ以上、特徴のある逃亡犯はいないではないか？　しかし新大陸行きの船はなぜかどれもが、手配の人物は乗っていない、と答えてきた。

　ブロワ侯爵は怒りのあまり、歯の根をぎしぎしと鳴らしていた。

　──とつぜんオカルト兵器を失ってからのわずか四日間で、ソヴュール王国内の政局は劇的に変化し、もうすぐつかむはずだった栄光が、いまこのとき手から滑り落ちていこうとしていた。ルパート・ド・ジレ陛下はますます慄おのの

 き、科学アカデミーの言説のほうへと傾き始めていた。

　モレラとカーミラが、小声で、

「ほかの船にも手配書を」

「回すのです」

「そう、たとえばロシア行きの船」

「暗黒大陸アフリカ」

「それに、南アメリカ大陸」

「世界のどこに逃げたのかは」

「我々にはわからない」

「なにせ相手は」

「毛皮を着た哲学者、欧州最大の頭脳、呪われた灰色狼……」

　と、ささやいて、くっくっくっ……と声をそろえて笑った。

　続けて、

「しかし」

「古き生き物のくせに、あやつが生意気にも船に乗って逃げたとするなら」

「おそらく途中で息絶えてしまうのではないかと」

「アルベール様、なぜなら我々も、いかにあなた様のためでも、船には乗れませぬ。旧大陸を一歩も出ることができないのです。古き生き物とは、そういうもの。新しい世界では呼吸をすることさえできない。なぜなら、アルベール様、我々は……」

「旧世界のため息！」

「魔力によって生きながらえた、中世の亡霊！」

「オカルトの力のない世界では、満足に息もできない、古びた哀れな傀かい
 儡らい

 どもにございますゆえに……！」

　また、くっくっくっ……と楽しそうに笑う。

　ブロワ侯爵はそれを聞き、うなずいた。

　大声を張りあげて、新たな命令を出す。

「四日前に出航したすべての船に、至急、手配書を回せ。金色の髪のちいさな少女と、赤毛の青年を追うのだ。第一級の犯罪者、〈黒い太陽〉からの、史上もっとも危険な逃亡犯だと。生きて捕え、連れ帰るのだ。やつらが乗る船をみつけたら、ただちにソヴュールの港にもどるように命令しろ。呪われし我が娘を取りかえし、再びオカルト兵器として働かせねばならん。命のともしびが消えるその瞬間まで、未来を占う機械となるのだッ！」

　命令が響き渡った。

　地下深い部屋いっぱいに、不吉な声がひろがっていく。

「暗黒大陸行き、ロシア行き、南アメリカ大陸行き、そう、そして……そう……亜細亜アジア

 諸国に向かった船にも、忘れずに手配書を回せッ──！
 」

　役人たちがうなずき、飛びだしていった。

　ブロワ侯爵はその場で天井を見上げ、目には見えないなにかを睨にら

 みつけていた。

　今こ
 宵よい

 はどんな幻がそこに現れ、アルベールのための演目を繰り広げているのか……。怒りと焦りに歪ゆが

 んでいたその横顔に、次第に、残忍そうな笑みが浮かび始めた。色のない乾いた唇から、ふふふふ、と笑い声まで漏れてくる。

　ブロワ侯爵のおおきな声が、地下に響き渡り、コンクリートがむき出しになった古びた壁を不吉に震わせ続けた。





　大海原を船は進み、旧大陸はすこしずつ遠ざかっていった。

　波の音が続いていた。汽笛が時折、船内の空気を破って轟とどろ

 いた。

　その日、夜半になると遠くの空で鈍い雷鳴が鳴り響いた。それは幾度も、幾度も繰りかえされながら、船に向かって次第に近づいてきた。神の雷いかずち

 が振りおろされているような光と音だった。波は高くなっていき、船窓の外で、サァァァァッ……
 と雨が降り始めた。

　と、すぐ近くに雷が落ちた。

　粗末な二等船室の隅に置かれた椅子に腰かけていたヴィクトリカは、胡う
 乱ろん

 な様子で瞳を見開き、窓の外の光をみつめた。

　顔色は青白くて、体も、首都ソヴレムの巨大監獄〈黒い太陽〉の石室に閉じこめられていたときよりもさらに瘦や

 せ細っていた。ただ、不思議なエメラルド・グリーンの瞳はいつになくきらきらときらめいて、いつかたどり着くはずの約束の地を未来視せんというように、希望を失わずにいた。

　雷鳴がまた轟いた。

　神が、おまえを逃がしはしないと、船に向かって手を伸ばしているかのように……。

　真っ黒な夜の海を、巨大な怒りの拳こぶし

 で殴り続けているように……。

　ヴィクトリカはそっとベッドのほうを窺うかが

 った。そこには、ヴィクトリカよりもはるかに弱り切り、ひどく瘦せ細ったブライアン・ロスコーが横たわっていた。皮膚はざらついて、目の周りも落ちくぼんでいた。すでに黄泉よみ

 の国に旅立った体に、魂だけがむりに居残っているような様子だった。猫のようにつりあがった緑の瞳だけが、ぎらついて、天井をまっすぐに睨んでいた。

　乾いた唇が、動く。

　なにかささやいたようだが、聞き取れないので、ヴィクトリカはゆっくりと立ちあがってベッドサイドに歩いていった。一足ごとに痛みを感じているかのような弱々しさだった。ブライアンの口元に、ちいさな形のいい耳を近づける。

「コルデ、リ、ア……」

　と、半ば罅ひび

 割れたささやき声が聞こえた。

　ヴィクトリカは大人のような口調で、

「しっかりしたまえ！　わたしたちはもうすぐ新しい世界に着くのだ！　あぁ、きっとたどり着けるとも、ブライアン・ロスコー。勇敢で不機嫌な、赤く燃える灰色狼よ……！」

「うるさいな。……なんだ、チビか」

　ブライアンが横目で見て、苦しげな息をついた。

　それから、気にするように眉まゆ

 をひそめ、

「そんなに悲しそうな顔をするな。コルデリアとよく似た顔で……。辛いと言ってるだろうが」

「だって、だって、ブライアン……」

「俺はもうだめだ。きっとくたばっちまって、あの世に行ったら、そこでいつかまた……もう一人の俺と、コルデリア・ギャロと逢あ

 うんだ。三人で、さ。互いを守りあいながらひっそりと隠れて暮らすのだ。ソヴュール王国でのあの生活のように、な」

「ブライアン……。だめだ。おまえは生き残ったのだから……。母はおまえに生きることを望んだのだから……。どうしても、わたしと一緒に新世界にたどり着くのだ。ブライアン！」

「チビ……。ヴィクトリカ……。おまえも行くか？　コルデリアたちの待つ、魂のきらめく永遠の国へ……」

「……いや」

　ヴィクトリカは何度もかぶりを振った。金色の髪が揺れて、ランタンの光を反射して眩まぶ

 しくきらめいた。

「魂は不滅だが、なるほど体は有限のものだ。いつかはわたしも旅立ち、その国で、愛いと

 しい母狼とも、ほかのなつかしいすべての人たちとも再会することだろう。でも、それはいまではないと信じているのだ……」

「そんなに弱ってもか……。ふふっ」

「わたしは、わたしは、新しい世界に行くのだ」

「なぜだ？」

　すると、震える少女の声がかえってきた。

「……そこに、久城がいるはずだから」

　ブライアンは黙った。

　それから薄く笑った。震える腕をむりに上げて、娘をかわいがる父親のようにヴィクトリカの頭を一度、撫な

 ぜる。

「その意気だ、チビ。ふふふっ」

　そして目を閉じ、深くてだるい眠りに落ちていった。ヴィクトリカは自身もいまにも崩れ落ちそうになりながらも、ブライアンを案じてその寝顔をみつめ続けていた。

　真夜中に、とつぜんブライアンは目を覚ました。

　叫び声で起きあがったヴィクトリカが、ランタンでその顔を照らすと、緑の瞳ひとみ

 が見開かれて虚空をきつく睨んでいた。

「コルデリア！」

　と、今度ははっきりと叫んだ。

　その姿が、闇夜の奥で、ジ、ジジジッ……と音を立てて、揺らめいたように見えた。周りに煙が立ち、瘦せ細った体が、灰色の、いや、光の加減によっては輝く銀にも見える毛並みをした巨大な雄狼のように、一瞬、見えた。つぎの瞬間にはまたブライアン・ロスコーにもどり……。またおおきな狼に……。幾度かその変身を繰りかえしたかのように見えた……。あぁ、闇夜とランタンの光が見せる幻だろうか……。

　それからブライアンは、目玉だけを不気味に動かして、ゆっくりとこちらを見た。

　光にうっすらと照らされた少女の青白い顔を見ると、これまでに見せたこともない、年若い少年のそれのようなうれしげで苦しげな笑みを浮かべて、無邪気に両腕を伸ばしてきた。

「コルデリア……」

「おいっ……？
 」

「迎えにきてくれたのか。そうなんだな。あぁ、おまえはきっと、俺を一人で置いてはいかないと信じていたぞ。コルデリア……」

「ブライアン……」

「しかし、俺はもう長くないぞ。コルデリア、この世にいるうちに……。頼む、一度でいいのだ……」

　枯れ枝のように瘦せた体を起こして、ヴィクトリカに覆いかぶさってきた。ヴィクトリカは倒れそうになって、弱々しくじたばたと手足を動かした。

「ブライ、ア……」

「いだいてくれ、コルデリア。ただ一度、俺を……！」

「ブライアン」

　ヴィクトリカは凍りついたように固まっていた。

　それからおずおずと、ブライアンの力ない体に手を伸ばした。赤毛だけが燃えるようにつやつやとしているその頭を、子供が大人のふりをしているような、ひどく硬くて不器用な仕草でもってかき抱いた。

「コルデリア。俺のコルデリア……。俺たちのコルデリア……」

「ブライアン！」

「これが俺の最後の力だ……」

　と、ブライアンは骨がきしむほどの力でヴィクトリカを抱きしめた。それからその耳元で、

「長いあいだ、ありがとう。黙ってそばにいてくれて……」

「ブライアン……」

「ずいぶん奇妙な生活だったが、それでも、俺たちは確かに幸福だったのだ。愛しいコルデリア、おまえがいたから……」

「あ、あぁ……」

「魂の再会の時は近い！　またオー・リ
 逢ユボ
 おうアール

 、愛しマ・シ
 い人エリ

 ！」

　弱々しく叫ぶと、ずるずるとブライアンは崩れ落ちていった。瘦せ細った体はどこも硬くて乾いていた。ヴィクトリカは硬直して、じっと黙りこんだ。それから震える声で、ブライアンをもう一度呼んだ。

　返事はなかった。

「あぁ……」

　と、ヴィクトリカは吐息をついた。

　そうして、たったいま黄泉の国に旅立ったブライアン・ロスコーの片割れの体をベッドに横たえ、手のひらでそっと顔を一撫でして、まだきらめいている緑の瞳をやさしく閉じてやった。

　遠くで雷が鳴った。

　しかし、嵐はすこしずつ遠ざかっていくようだ。神の怒りの拳は、もう海上を殴りつけてはいない。ブライアンの魂だけを連れ去って、ヴィクトリカには気づかないまま、いまゆっくりと立ち去っていくところのようだった。

　ヴィクトリカは一人ぼっちになり、椅子に座ったまま身じろぎもしなかった。

　──翌朝は嵐も過ぎ去って、まだ冬の寒さに取り巻かれているとはいえ、とても天気のいい日だった。ヴィクトリカは足をだるそうに引きずりながら、甲板に出て、歩いていた。屈強な体格をした若い船員たちが、白いシーツにくるんだブライアンの遺い
 骸がい

 を担いで、ヴィクトリカの先を歩いていた。

　甲板に出て日光浴をしていた船客たちが、不吉なものを見たというようにヴィクトリカたちから目をそらし、ついで、ちらちらと様子を窺うかが

 った。ヴィクトリカはがっくりと首を曲げてうつむいて、いかにもしょんぼりと歩いていた。

「この船、やけによぅ」

　と、船員の一人が仲間に向かって話しかけた。

「葬式が多くねぇかい？　昨日も、一人。三日前にも……。それに、この男もだけどさ、みんなやけにきれいな顔をした、もったいねぇような客ばかりなんだよな。俺たちの船は神さまに呪われちまってるのかねぇ」

「それがよぅ、どうやらさいきん、ほかの船でも同じことが起こってるらしいぜ。船医によると、伝染病でもないみたいだしよ……」

「いったいなんだろうねぇ、まったく！」

　肩をすくめあう。

　それから、ヴィクトリカのほうをちらっと見た。

　船内で命を落とした者は、海に沈められるのが習わしだった。ヴィクトリカは海上に下ろされようとしているブライアンをみつめていたが、船員をふいに止めて、

「花を……。君、せめて、彼に花を……」

「そんなもの、この船にあるわけないだろう。お嬢ちゃん、悪いけどよぉ……。頼む、泣くなよ。しょうがねぇんだって！」

「そうか。では、代わりにこれを……」

　ヴィクトリカは震える手で、青いドレスの胸元に縫いつけられている見事な薔薇ばら

 の飾りを三つ取ると、シーツをめくって、ブライアンの胸の上にそっと置いた。

　ブライアンの顔つきは、まるでまだ生きているようだった。弱り切って眠っているだけみたいな姿で、口元には楽しげな微笑まで浮かべている。

　三輪の人工の薔薇が、コルデリアとブライアンたち三人組のように声もなく寄り添って、朝日を青々と照りかえした。

　船員たちの手で、遺骸がシーツごと海に向かって下ろされていく。ヴィクトリカは自分もいまにも落っこちそうな姿で、手すりに深くもたれて、この世から去っていくブライアンの最後の姿を見下ろしていた。

　エメラルド・グリーンの瞳は悲しげに見開かれていた。以前よりもずっとずっと、人形のように整ったうつくしいちいさな顔には、ヴィクトリカ・ド・ブロワ自身の感情がはっきりと表れるようになっていた。悲しみと、寂しさと、ブライアンの魂の行くあてを案じる思いが、ドッと溢あふ

 れんばかりに表情を覆い尽くしていた。

　風が吹いた。

　丸くまとめられてボンネットに包まれたヴィクトリカの髪を、つめたく叩たた

 いていった。

　ふいに、ヴィクトリカのさくらんぼみたいなつやつやの唇に、かすかな微笑が浮かんだ。白いシーツにくるまれた遺骸は海の底へとゆっくりと沈んでいくところだった。それを見下ろしながら、

「なんだか……いまにもボンッと煙を上げて、不思議な力でどっかに消えてしまいそうな気がしてしまうのだ。なぁ、ブライアンよ。なぜだろうなぁ」

　と、つぶやく。

　またやわらかく風が吹いた。

「奇術師ブライアン・ロスコー！　母狼の相棒にして、不思議な雄狼……！」

　シーツの白が、波の向こうにすこしずつ消えていった。泡が立って、どこか愉快そうに真っ白に弾んでみせた。

「そうしておまえは、灰色の煙に姿を変えて、海の上を飛んで、わずか数日で旧大陸にもどり……。再び、不思議な力を持つ赤毛の青年としてよみがえるのではないか？　そんな気までしてしまうのだ。それほどに、おまえは……。わたしには不死身のおそろしい生き物と見えていたぞ……」

　ヴィクトリカの体がぐらっとかたむいた。強い風が吹くと、瘦や

 せてやつれはてたこの少女は、自身もまた風に飛ばされて、いまにも海に向かって落ちてしまいそうに儚はかな

 かった。

　ひとりぼっちになった。

　ここから新世界へ、ヴィクトリカだけで行くのだ。ほかにはもう同行者は誰もいないのだから。愛いと

 しいすべての人たちがこの少女のそばから去った。

　風が吹いた。

　未来からの、つめたい風が……。

　ヴィクトリカは緑の瞳ひとみ

 を見開いて、海の向こうを黙ってみつめていた。

　と、甲板に誰かが出てきた。年配の船員たちだ。せわしなくなにかを言い合う声が、遠く聞こえてきた。

「赤毛の若い男と、金色の髪をしたちいさな少女だって話だ！」

「おい、この手配書を見ろ……。なんてこった！」

「凶悪犯じゃないか！　ソヴレムの〈黒い太陽〉を逃げだしたって？　歴史上、あの監獄から脱獄するなんて不可能だったはずだろうに」

「赤毛のほうは、なんでも奇術師だそうだ。魔術まがいのおかしな手を使って少女を助けだした。少女のほうが凶悪犯だ。野放しにしていたらあまりにも危険だと……」

「赤毛の男だって？　そいつなら、たったいま葬式を……。確か、炎みたいに真っ赤な髪をしてて、よ……」

　船員たちが一斉にこちらを振りかえった。

　──そこにぽつんとヴィクトリカが立っていた。

　すでに彼女を守るものは誰もいない、その場所に。久城一弥も……。セシルも、アブリルも。異母兄グレヴィール・ド・ブロワも、コルデリアも、そしてブライアンも……。もう誰ひとりいないのに……。

　しかし海の向こうには、新しい世界が、おそらくはずっと平和で安全な生活が待っているはずなのに。

　もうすこし、だったのに……。

　ちいさな少女は、つめたく燃えるような緑の瞳で船員たちを睨にら

 みかえした。体にはすでに力が入らず、よろよろとよろめいて手すりにもたれかかりながらだが、うつくしい顔立ちだけは、畏い
 怖ふ

 の念を起こさせるのに十分な迫力を持ち、また表情にも、相手をぞっとさせる残忍さと深い怒りが込められていた。これこそが灰色狼のおそろしいオーラ……。

　船員たちはそっと顔を見合わせあった。

「緑の、瞳……」

「飛びぬけてうつくしい顔立ち。そして十歳前後にさえ見える、ちいさな体。条件にあてはまるぞ」

「赤毛の男のことは兄だと言っていたが」

「これが凶悪犯か。ずいぶんちいさいな……。しかし！」

「なんともおそろしい目をしている……！」

　船員たちが周りを取り囲むようにしてゆっくりと近づいてきた。

　ヴィクトリカは一歩、後ずさった。

（もはや、ここまでか──？）

　と、瞳が澄んで輝いた。

　やわらかな風が吹いてきた。

（オカルト省からの手配書がこの船にも回ってきたということだな。わたしの特徴……金の髪と緑の瞳。そしてちいさな体……。あぁ！）

　ちらり、と海を見下ろす。

　ついいま、ブライアンの体が沈んでいった青い海の底に目を凝らす。

　ごくりと唾つば

 を飲んだ。

（あの監獄に連れもどされ、父上のもとに監禁され、再びオカルト兵器として使われるのなら……。あぁ、それならいっそ……！）

　どこからか父の笑い声が響いてくる。アルベール・ド・ブロワ侯爵が、片眼鏡の奥の目を不気味に光らせ、勝ち誇ったようにこちらを見ている気味の悪い顔も。そして〈黒い太陽〉の奥にある石室で過ごす、ひどく惨めな時間の記憶もよみがえってきた。

　風が吹いた。

　汽笛が鳴る。

（死のような生より、生の如き死を。自由を奪われるなら、せめて尊厳ある最期を……。わたしは……ッ！
 ）

　屈強な船員たちが、ぐるりとヴィクトリカを取り囲んだ。

　逃げ場はない。

　地上には。もうどこにもだ。

　ヴィクトリカはまた海を見下ろした。

　誘うように、波が寄せては返していた。白い泡が幾つも躍っている。

「おい、そのボンネットを取ってみろ。髪の色を見せるんだよ、お嬢ちゃん！」

「なぁ、俺、この子が髪を下ろしたまま、廊下を歩いていたのを見たような気がするぞ。確か見事な金髪だったな。おい、いいから取ってみろ！」

「……気をつけろ、凶悪犯だぜ！」

「おいっ！　いいからボンネットを取れよっ！」

「……久城」

　と、ヴィクトリカは震える声で、少年の名を呼んだ。

　目の前に、石室に監禁されていたとき、薬物の影響で漂い続けたあの幻の海が浮かび始めていた。この戦争でなくなった世界中の人たちが集まっていた、灰色に染まるあの中ちゆう
 有う

 の海……。あの場所にまた帰るのだ。未来ではなく。キリストを掲げた死者の船が迎えにやってくる、暗い海に……。

　そこに満ちていたのは……。

　死だ……。

　ヴィクトリカは、瘦せ細って弱った四肢を無理に動かして、手すりを越えようとした。どこまでも続く真っ青な海に向かって、ちいさな体を躍らせようとする。

「逢あ

 えなくて、すまない。生き延びられず、すまない。久城、君のように勇敢にはなれなくて。だが、だが、君……」

　強く風が吹いた。

「わたしは……わたしは……ッ。再びあの監獄に帰ることだけはできないのだ。それだけはいやなのだ。わかってくれ、久城……。わたしの弱さを……。あぁ、久城よ……」

　ヴィクトリカは恐怖のあまり瞼まぶた

 を震わせた。

「わたしは、君にはなれなかった。勇敢な少年には……」

　船員たちの腕が伸びてきて、いまにも飛び降りんとするヴィクトリカの頭をつかんだ。ボンネットが弾けて飛び、中にまとめられていた見事な長い髪が、ばさりと音を立てて背中に流れ落ちた。

　風が吹いて、青いドレスの裾すそ

 がたなびく。

　自由を求める、ちいさな女神が握りしめた旗のように。激しい感情の濁流たる、川の流れのように。夜空を流れる、青い星の輝く尻尾しつぽ

 のように。

（さよならアデユー

 、愛しモン・シ
 い人エリ

 ……）

　ヴィクトリカは目をぎゅっと閉じると、死の海に向かって身を躍らせた……！





　ひゅんっ、と音を立てて、弾丸が一弥の耳元をかすめて飛びすぎていった。かすかな痛みの後、耳たぶから血が流れるのがわかった。

　曇り空の下で戦闘が続いていた。まだ朝だというのにまるで夕刻のような薄暗さで、雪がちらちらと降ったり止んだりを繰りかえしていた。

　両手で握りしめたライフル銃も、とうに武器ではなく杖つえ

 代わりになっていた。弾丸が飛び交い、戦車がうなり、あちこちで爆発音とともに炎の上がる戦場に、すでにたくさんの仲間が倒れている。自身も負傷してしまったのか、衛生兵たちの姿も今日は一人も見当たらなかった。

　先日、夜中の戦闘の折に撃たれた右足が、丸太のように重たかった。

　仲間にみつけられて「久城ッ、こっちだ！」と助けられ、肩を貸される。弾丸の音が飛び交う中を、半ば引きずられるようにして歩く。

「す、すまない……」

「おいおい、それはフランス語で言うんじゃなかったのか。なんだったっけ。パー……ダン？」

「……あぁ！」

　よく顔を見ると、行軍の途中で肩を貸したことのある仲間だった。一弥は片頰で笑って「それを言うなら、パードンだよ」と言った。

「それにしても、見たことのない形の戦車だよな……！」

　少年兵士が、敵軍のほうをおそろしそうに振りかえりながら、独り言のようにつぶやいた。一弥もつられて振りむいて、新世界からやってきた最新型の戦車をぎゅっと睨んだ。それはまるで、真っ黒な外壁をした鉄のビルが迫ってくるような迫力だった。

　どぉぉぉん、と地響きがして、戦車から発射された爆弾が近くに落ちた。爆風に飛ばされて、一弥の体は仲間と離れて、地面に叩たた

 きつけられた。

「うぅ……。おい、大丈夫か！　……おい、どこにいる？」

　うめきながら、起きあがる。

　ついいままで、一弥に肩を貸してくれていた少年兵士の体は、すこし離れたところでうつぶせに倒れていた。一目見て、いま永遠の国に旅立ったことがわかる形だった。一弥は一声うめいて、深く頭を垂れた。

　ライフルを両手で握りしめて、地面に突き刺すようにし、体重をかけてなんとか立ちあがろうとする。仲間のもとに近づこうとするのだが、体にもう力が入らない。四肢がおどろくほど重たかった。負傷した右足から、目には見えない深い沼に向かってずぶずぶと沈んでいくかのように感じられた。

　しばし、体と心が戦っていたが……。

　一弥はついにその場にどぅっと音を立てて倒れた。

　仰あお
 向む

 けに寝転がる。

　その頭上を、幾つもの弾丸が音を立てて行き過ぎていく。肩で荒く息をし、目を閉じ……。

　なにかに呼ばれたような気がして、ゆっくりと目を開けたとき……。

　風が吹いて、雲がすこしずつ晴れ始めた。

　灰色の雲間から眩まぶ

 しい朝日が差してくる。それを見ると、一弥はなぜかうっすらと笑顔になった。

　雲が薄まって、細い木階段のようにカクカクとした細い形に変わっていく。空高くに向かって延びる秘密の道みたいに、どこまでも細く続いている。

（あれは……）

　と、一弥はかすかに首をかしげた。

（なにかに似てるな。なんだろう。あぁ、そうだ……！）

　微笑が深くなる。

　頭上をまた弾丸が行き過ぎる。

（聖マルグリット学園の図書館塔の、迷路階段だ……ッ！
 ）

　荘厳だったあの場所の、独特の空気。

　知識とインクと埃ほこり

 の匂いが入り混じったような、不思議な静けさ。しんと静まり返っていて、そのくせ四方の壁をいっぱいに覆い尽くす欧州の書物たちが、視み

 えない目でじっとこちらを観察しているかのような緊張感が漂っていた。見上げると、迷路階段がカクカクと続いていて、いちばん上には、植物園の茂る緑がかすかに望める。そして吹き抜けの天井には宗教画が描かれていたはずだ。

　最上階のてすりから……金色に輝くなにかが……こちらに垂れていたら……それはきっと、学園の生徒たちのあいだでささやかれる怪談の主でもある、金色の妖よう
 精せい

 だろう。

（なんだ。こんなところにあったのか。なつかしい聖マルグリット大図書館。ぼくとヴィクトリカの秘密の逢おう
 瀬せ

 の場所は……）

　一弥は微笑みながら、両手を空に向かって伸ばした。

　弾丸が行きかう頭上に向かって。もはや恐れることなく。

（あぁ、ヴィクトリカ。ぼくのヴィクトリカ……！）

　微笑がより深く、そして悲しげに変わっていく。

（この雲の階段を上がっていったら、また君に逢えるのかな？　それは、いまの君じゃなくて、未来の君でもなくて、過去の……一九二四年の春から冬にかけての、まだ十四歳だったときの君に、だけどね……。それでも、もうかまわない。ぼくは、とにかく君にもう一度逢いたいんだ。そして、あの最後の夜、一九二四年の大おお
 晦日みそか

 に告げることのできなかった思いを……。君に……。今度こそ、ちゃんと……）

　一弥の漆黒の瞳ひとみ

 が濡ぬ

 れ始めた。やがて、両目の端から涙があふれて、ぬかるんだ地面に向かってきらきらと光りながら落ちていった。

（ぼくだけの、金色の蝶ちよう

 を……。ずっと守りたいんだ……）

　植物園に咲き誇る南国の植物たちか、それともフランス式庭園の奥にある迷路花壇で揺れている花たちか。冬の戦場にはそぐわない、あたたかな風と、かぐわしい緑の匂いの幻が一弥を取り巻いていった。

　緑の間を縫うように、ひらひらとなにかがこちらに飛んでくる。

　──ちいさな蝶だ。

　金色の……。

　いや、金ではない……。

　白、もしくは銀色の羽と見えた。一弥の生まれ育った国でも見ることのある、ちっちゃな紋白蝶かもしれなかった。ぱたぱた、ぱたぱたと羽を揺らして、ゆっくりと、一生懸命こっちに飛んでくるのが見えて、一弥は一瞬、おどろいたけれど、すぐににっこりと微笑んだ。さぁ、こっちにおいで、というように蝶に向かって手を伸ばしてみせる。

（あぁ、君だろ。そりゃ、わかるよ……。ヴィクトリカ。姿がほんのすこしだけ変わってたって、ね）

　と、一弥はまたにっこりした。

　弾丸が飛び交い、爆発音も絶え間ない。血の臭いが立ちのぼり、硝煙にも取り囲まれている。そのくせ朝日はとても眩しくて気持ちがよくて、まるでこの世とあの世の狭はざ
 間ま

 にいるような不思議な時間だった。

（わざわざ逢いにきてくれたのかい、ヴィクトリカ……。こんなに遠くの戦場まで。ぼくのために。ふふ、君ったら！）

　一弥は一心に手を伸ばしていたが、幻の蝶に指先が触れるか触れないか、というところで、瞼まぶた

 が急にひどく重たくなっていき……。

　両腕を、どさり、と音を立てて地面に落とした。

　その頰に涙が流れ続けていた。顔色は蒼そう
 白はく

 で、まるで蠟ろう

 でできたかのように生気をなくしている。

　一弥の頭上を、相変わらず弾丸が激しく行き交っていた。





（どうして泣いてるんだい、ヴィクトリカ？　どこか遠くから、君の泣き声が聞こえてくる……）





（大丈夫。君はもうひとりぼっちになんてならないよ）





（ねぇ、君、あの春の日を覚えてるかい？　プリントを持ったぼくが、図書館塔の迷路階段を上がって、金色に輝くヴィクトリカ・ド・ブロワをみつけた日のことを……）





（君には、ぼくがいる。ぼくという騎士がね。約束する……。だから、泣かないで。ぼくはきっとまた君をみつけだしてみせる。君がどんなにたくさんのフリルの奥に隠れていても）





（なぜって？　だって、ぼくは君の魂の色を知ってる。どんなに姿かたちが変わってしまっても、けっして見過ごしはしないよ）





（大好きなんだ、ぼくだけのヴィクトリカ。君の、こと……）





　──戦場にも夕刻がやってきた。

　永遠に続くようだった戦闘が終わり、そこには瓦が
 礫れき

 と焼け野原だけが残された。硝煙の臭いをはらんだ風が不吉に吹きすぎていった。静寂が重たい布のように辺りを覆い尽くしていた。どこかで鳥が啼な

 くのが聞こえたが、そのほかにはなんの音もなかった。

　やがて、新大陸の兵士たちが、生きているものは誰もいないような戦場を、ゆっくりと歩いてきた。片手に銃剣を持ち、倒れている旧大陸の兵士をみつけるたびに、剣で心臓を狙っては刺し貫いていく。すべては無言のうちに進み、ひどく機械的な作業に見えた。

　一人、また一人と、黒い髪をした東洋人の若い兵士たちの胸を刺しては、進む。

　一弥が仰向けに倒れたままの場所にも、兵士がやってきた。見たところ、外傷はちいさなものばかりで、膚はだ

 こそ蒼白だが、生きているのかもう死んでいるのかよくわからない姿だった。

　兵士は銃剣を思いっきり持ちあげた。一弥の胸に突き刺そうと、力いっぱい振り下ろす。

　一弥の心臓に……。

　向かって……。

　鋭利な刃やいば

 が……。

　いま、落っこちてくる……。

「……オッ？」

　兵士はなにかをつぶやいて、ふいに腕の動きを止めた。

　思案顔になり、ついで、しゃがみこむ。

　腕を伸ばして胸元を探った。すると細い荒縄でくくられて首から下げられた指輪が出てきた。紫色をした宝石がぴかぴかと輝いている。

　兵士は紫に光る石の部分を、指で幾度か弾はじ

 いた。それから、手近にあった小石をぶつけてみた。……ガラス製ではなく本物の宝石らしい、と気づくと、うれしそうに息を弾ませて、おどろくほど無邪気な表情を浮かべて指輪をみつめた。

　背後からほかの兵士に声をかけられ、返事をする。一弥の胸からむりに指輪を奪い取ると、急いで隠した。満足そうに笑って、それからあわてたようにその場を後にし、走っていく。

　すこしずつ日が暮れてきた。

　戦場から新大陸の兵士たちが去っていく。戦車にみっちりと乗りこみ、口々になにか言い合ったり歌を歌ったりしながら遠ざかっていった。

　つめたい風が吹いて、硝煙の不吉な臭いをまたまき散らしていった。

　日射しは濃い灰色に染まっていき、夕刻の戦場は次第に過去のようなモノクロームに色を変えていった。そしてどんどんかすんでいく。

　どこかで鳥が啼いている。

　曇った空の向こうから、再び白い雪が降り始めた……。





　──ヴィクトリカは、いましも船から身を躍らせようとしていた。ふらついて一瞬、遅れて、そこを船員のがっしりした腕でつかまれ、邪魔された。

「放、せッ！」

「ボンネットを取れっ！　くそっ、暴れるなっ。よし、取ったぞ、ほら、金、髪、だぞ……？」

　ボンネットを奪われて、中でまとめられていた長い髪が、風にあおられてふわりとそこにひろがった。

　夢のように。

　きらきらと輝いて。

　緑の瞳を危険に瞬まばた

 かせる、ちいさくておどろくほどうつくしい顔から、流れる川の如く……。

　目に眩まぶ

 しい、髪が……。

　船員たちは、丸めた絹の反物を転がしたように、目の前にきらめいて広がったその髪におどろいて、一歩下がった。

「おい、これは……？」

「しかし、手配書には金髪と。まちがいなく……」

「人違いか……ッ？
 」

　その声に気づいて、ヴィクトリカは風にたなびく旗のような自分の髪にそっと視線を泳がせた。

　するとそこには見たこともない、まるで自分のものとは思えない、きらめく見事な髪が広がっていた。

「白！　いや……」

「これは、銀か？　しかし！」

　それはうつくしい色だった。

　雪のような。

　月の光のような。

　そして、秘密のダイヤモンドの輝きのような。

　ヴィクトリカは、船に乗って新世界を目指す数日の間に、ブライアン・ロスコーやほかの古き生き物たちとともに苦しみ、体を蝕むしば

 まれて……。

　わずか数日のうちに、黄金のようだった髪の色をすべてなくしていたのだった。

　その場に、ゆっくりと崩れ落ちる。

　船員たちは「まぎらわしいなぁ。人違いかよ！」「まったくよぅ！」とぶつぶつとつぶやきながら、ヴィクトリカを置いて甲板から歩き去っていった。

　しゃがみこんだヴィクトリカは、たったいま、自ら飛びこもうとしていた死の海を覗のぞ

 きこんで、肩を震わせた。

　静かに嗚お
 咽えつ

 し始める。

　緊張が解けたのか。

　再びもどってきたかすかな希望が、心を激しく震わせたのか。

　失われた妖よう
 精せい

 の金色の輝きが、おそろしいのか。

「い、行こう……。この先へ……」

　唇を開いて、つぶやく。ちいさな肩も不安に揺れていた。

「あ、あ、あ……。新しい……」

　座りこんだヴィクトリカの周りを、見事な銀色に変わった髪がきらきらと取り巻いていた。その姿は、まるでそこだけが先に夜になったような、とても暗くて、そして抗あらが

 いがたい魅力に満ちていた。

　やがてヴィクトリカは雄々しく顔を上げた。

　よろよろと立ちあがる。

　エメラルド・グリーンの瞳ひとみ

 を怪しく瞬かせて、なにかを決意したようにうなずいた。

「新しい、世界へ──！」

　ぶわっ、と風が吹いた。銀の髪が巻きあげられて、どこまでもたなびいていく。

　汽笛が鳴った。

　船は旧大陸に背を向けて、ゆっくりと海上を走り続けている。





（ともには、死ぬまい）





（これから何年後か……世界を揺るがす大きな風が吹くであろう）





（そなたたちの体は軽い。いかに思いが強くとも、風には敵かな

 うまい）





（しかし、案ずるな。心は、ずっと離れまいからな）





（心、は……？）






　第八章　また逢う日まで











　　　　１






　──ソヴュール王国の山奥の村。

　村中を覆うほど積もっていた雪もだいぶ解けかけて、ようやく冬の終わりが訪れたことを示している。

　教会にも、雑貨屋にも、市が立つはずの広場にもあまり村人の姿はなかった。売り物があまりなかったし、食料も自給自足するぶん以外は配給に頼っていたから、買い物する主婦たちも見かけなくなって久しかった。

　と、大通り沿いにある宿屋から、元気のいいセシル先生の声が聞こえてきた。

「みなさーん、リンゴが一個と、レモンが三個あります。あわせて幾つですか？」

「はーい」

「はーい」

「はーい」

　と、負けずに元気いっぱいの子供たちの声も響く。

　一階のロビーに置いた長椅子に、貴族の子弟たちが、窓辺に止まる小鳥の集団のように首をそろえて座っていた。暖炉の火がぱちぱちと爆は

 ぜている。教壇代わりにした葡萄ぶどう

 酒の大樽だる

 の前に立って、セシル先生が小枝を振り回していた。

　子供の家庭教師まで連れて疎開することができなかった貴族の婦人たちに雇われて、このロビーを使って、午前中はちいさな子供の、午後はハイスクール用の授業を受け持っているのだった。なかなか優秀な教師だとご婦人たちからの覚えもめでたくて、セシル先生はひとまずほっとしているところだった。

「じゃ、つぎの問題です。……わかるひとー？」

「はーい」

「はーい」

「……はーい」

　ロビーの壁につくりつけのフランス窓をぴかぴかに磨いていた赤毛のメイドさん……ゾフィが、ふざけて子供と一緒に手を上げた。と、セシル先生のおっきな丸眼鏡が、不吉に光った。ちょっとばかり嫌な予感を抱かせる笑みを口元に浮かべながら、

「じゃ、ゾフィちゃん！」

「げっ？」

　ゾフィがぎょっとして振りかえった。雑ぞう
 巾きん

 を握ったまま赤くなって、「いや、問題は聞いてなかったんだよ……。ちょっと、セシル。セシルったら……」とぶつぶつ言う。その顔を、貴族の子弟たちが振りかえって心配そうに見上げていた。と、一人が立ちあがってとととっと駆けていって、こそこそ耳打ちして答えを教えてくれた。

　ゾフィは胸を張って、得意満面で、

「先生、５です！」

「あぁ、正解ですー……」

「ちょっと、どうしてがっかりしてるのよ。正解でしょ」

「ちぇっ！」

「……いま、ちぇっ、て言った？　まったく、セシルったら。せっかくおやつにクッキーでも焼こうと思ってたのにさ」

「えっ、クッキー！」

　と、セシル先生がにこにこし始める。それからまた授業にもどった。ゾフィもまた、まるで何事もなかったかのように熱心に窓ガラスを拭ふ

 きだす。

　フランス窓の外では、解けかけた雪が朝日を浴びて白く輝いている。

　ぴーちちち、とどこかで小鳥が鳴いた。

　風が吹いて、窓をかすかに揺らしていった……。





「それじゃ、警察の仕事にもどるというわけなの？」

　同じソヴュール王国の首都ソヴレムで。

　こちらはとうに雪も解け、道路の舗道も乾いている。街路樹はまだ裸で、一つも葉をつけていないが、いつのまにか、春がやってくるのを静かに待っているような温かみを湛たた

 えていた。

　自動車や馬車の通行は少なくて、通行人の姿も戦争前と比べるとかなり減っている。昼時だというのに静かな舗道を、二人の男女が、慎み深い距離を取りながらゆっくりと歩いていた。

　男のほうは、おどろくほど美しい顔立ちに、見事な金色の髪をなびかせた王子様のような風ふう
 貌ぼう

 をしていた。女のほうはブラウンの髪を簡単にまとめて、申しわけ程度に帽子も載せてみたような様子。茶色い瞳がくるくると悪戯いたずら

 っぽくよく動く。

　男──グレヴィール・ド・ブロワは、まだ怪我が治っていないらしく、足をすこし引きずりながらゆっくりと歩いていた。その歩幅に合わせて、ジャクリーヌ・ド・シニョレーのほうもしずしずと進む。

　ジャクリーヌは心配そうな顔をしていたが、グレヴィールはいつになく飄ひよう
 々ひよう

 とした様子で、

「なにしろ、自由ソヴュール軍に入隊しそこなってしまったからね。かといって、いまさら父上のもとにはもどれないし。だいいち、その父上も長らく君臨したオカルト省で、ついに失脚せんとしている最中さなか

 だ。政府でも科学アカデミーが台頭し、一部では、父上の逮捕状を取るらしいという説もある。不肖の息子たるわたしどころではないだろうよ」

「じゃ、あなた、それで……」

「うむ。そうだ、シニョレー氏には改めてお礼に出向かせてもらうよ。君の夫君がソヴュール警視庁に職を用意してくれたのだ。わたしの〝知恵の泉〟は、もうこの国のどこにもいないが……」

「知恵の泉、ですって？　それってなぁに？」

「あぁ、いや、なんでもないよ！」

　と、グレヴィールはあわてて首を振った。

　金色の髪が柔らかく揺れる。物憂げな瞳が遠くを見るように空を見上げて、ゆっくりと見開かれた。

　彫刻のように見事なその横顔を、日射しがやわらかく照らしている。

「とにかく、これからは自分の力で事件を解かなくてはならないのだ。名警部の名は返上だな。もちろん、父上の威光に頼ることももうできない……。しかし、だからこそがんばってみようと決意したのだよ。うむ……」

　そしてグレヴィールは、ほんの一瞬、眩まぶ

 しくてならないというように目を細めて、ジャクリーヌを盗み見た。太陽を見上げる子供のような、無邪気な憧あこが

 れに満ちた素晴らしい目つきだった。

　しかしジャクリーヌは、飛んできたかわいい小鳥に気を取られて、街路樹の枝の辺りを見上げていた。そのせいで、もう何年もそうだったように、今日もまた、グレヴィールがうっかり覗のぞ

 かせてしまった愛のヒントに気づかなかった。

　それから飛びっきりの笑顔で向きなおって、

「そうなの。あなた、すごいわね！」

「う、うむ……」

「あなたと古いお友達で、わたしったら、いつも鼻が高いわ。ほんとよ」

「そうかね」

　皮肉っぽく、グレヴィールは返事をした。ジャクリーヌは気にするそぶりもなくにこにこしている。

　大通りの交差点で、二人は右と左に分かれた。グレヴィールは新しい職場たるソヴュール警視庁のほうへ。ジャクリーヌはシニョレー氏の待つお屋敷のほうへ。

「じゃ！」

「えぇ。また逢いオー・リ
 まユボ
 しょうねアール

 ！」

　足をまだすこし引きずりながら、グレヴィールは一人で歩きだした。

　金色の髪がふわりと風になびいて、やっぱり、古代の神話に出てくるうつくしい青年のような姿だった。ジャクリーヌはゆっくりと振りかえって、その後ろ姿を、目を細めてじっとみつめた。でもそれも一瞬のことで……すぐに姿勢を正して、生真面目そうな顔つきになると、お屋敷にもどる道をまた歩きだした。

　つめたい風が吹いた。

　道を進みながら、グレヴィールは次第に背筋を伸ばして、顎あご

 を引いて、きりりとした面持ちに変わっていった。長いあいだ抱えていた熱い思いを、ついに吹っ切っていくところなのか。それとも、まだ……。ともかく、一人になった青年は、重たい脚を引きずりながらゆっくりと、でも胸を張って、自身で選んだ道を静かに歩き始めたのだった。

　どこかで自動車のクラクションが鳴った。

　馬車が行き来する蹄ひづめ

 の音も、聞こえてくる。

　つめたい風が吹いて、青年の見事な金色の髪をまたきらきらとなびかせていった。





　──大英帝国。

　ロンドンより北東の、とある町。英国軍の野営地からも近く、幾度も戦火に見舞われて街の一部がすでに瓦が
 礫れき

 の山と化したそこに、アブリル・ブラッドリーはいた。

　観光客用のホテルだった建物いっぱいが、いまは野戦病院になっていた。自分たちと歳もそう変わらない、軍服を着た少年たちがつぎつぎに担架に乗せられ、運ばれてくる。そのたびに、傷口の消毒をし、包帯を巻き、外傷の箇所と重度をファイルに書いては医師に回す。医師の人数は絶望的に足りなくて、怪我人たちの苦しげなうめき声が朝も夜も絶えることがなかった。

　アブリルは従姉いとこ

 のフラニーと一緒に、ロンドンの赤十字社に出向いて、臨時の看護婦として志願したのだった。

　すぐにこの町に派遣されて、ほとんど寝る間もないほど働いていた。同じ年頃の男の子たちがひどい怪我をしては運ばれてくるのを見るのはおそろしかったけれど、同じ国の子供どうし、心の通う瞬間も多かった。看護婦たちは彼らを元気づけようとして笑顔を絶やさなかったし、兵士のほうも、傷口を見て怖がっているんじゃないかと心配して、自分が大怪我をしているくせに、むりに冗談を言ったり歌ったりしては相手を笑わせようとした。

　そうして、毎日が飛ぶように過ぎていた……。

「ねぇ、フラニー」

　ほかの看護婦と交代して、ようやく床に就けた明け方。

　アブリルは布団の中で寝返りを打った。ベッドが足りないから、従妹いとこ

 どうしだということで、二人で一つのベッドに押しこめられていた。それについてもフラニーはべつに文句を言うでもなく、毎晩平気でぐぅぐぅ寝ていたが、アブリルが話しかけると、

「なによ、もぅ。明日あした

 にしてよー。わたし、眠い！」

　と、一応、怒った。

「ん……」

「……」

「んー……」

「なによ、気になるわねぇ。言いなさいよ」

「あのねっ」

　アブリルはうれしそうに顔を近づけた。

　窓の外で月が青白く輝いていた。かかっていたはずのカーテンはとっくに外されて、シーツか包帯代わりに使われてしまっていた。むき出しの夜空が、凍えながら眠ろうとする二人を見下ろしていた。

「戦争が終わったら、フラニーはなにをしたい？」

「わたし？　ボーイフレンドと映画を観たい。公園を散歩してボートに乗りたい。それと、もちろんアイスクリームも食べたいわね」

　と、フラニーは不愛想に即答した。

　それから、ふんっと鼻を鳴らして、

「あんたは？」

「あのねっ、わたしはねぇ……」

「冒険、でしょ。わかってるんだから！」

　先回りされて、アブリルがちょっとめげる。それから元気よくうなずいて、

「その通りよ！　もしこの戦争が終わって……誰もが敵でも味方でもなくなったら……世界中のどこにでも行けるようになるでしょ。そしたら……新大陸にも行ってみたいな。海の向こうにある新しい世界は、きっとファンタスティックだろうって、ずっと思ってたわ。冒険の旅に出て、新しいものをたくさん見て、わくわくしたい。それから、それから……」

「ん？」

「友達にも、また逢あ

 いたいな。懐かしいあの子たちに……」

　ふいに泣きそうになったアブリルをじろっと見て、フラニーは迷うように目をそらした。その瞳ひとみ

 に、ちいさな子供を慈しむような穏やかな光がかすかに揺れた。アブリルの頭を撫な

 でてやろうとしたのか、そっと右手を上げて……。でも、照れたように不機嫌そうな顔になって、手を下ろした。

　寝返りを打ってアブリルに背を向けると、努めてつめたく、

「もう、勝手に行きなさいよ。ふんっ」

「ねぇ、フラニーも一緒に行く？」

「……ときどきならね。まぁ、ついていってやってもいいけど」

「やったぁ！」

　アブリルはうれしくなって、くすくす笑った。

　すると、遅れてフラニーの肩もかすかに震えだした。どうやらつられて笑っているらしい。

　と、そのとき……。

　夜空を切り裂くように、激しい音が響いた。

　むき出しの窓から、こちらに向かってぐんぐんと近づいてくる戦闘機の先端が幾つも見えた。啞あ
 然ぜん

 としてそれらを見上げているうちに、キィィィー
 ン……と耳障りな音とともに、あっというまに間近にやってきて、戦闘機の腹が見えた。

　操縦席に乗る、茶色い目をした年若い青年と、一瞬、目があったような気さえした。

　アブリルは「あぶないっ、フラニー！」と叫んで、布団ごとくるむようにして従姉を床に落っことした。自分もベッドから飛び降りて、伏せる。

　照明弾の光が悪夢のように夜空を照らした。

　と、爆撃音が響く。

　こんな夜中に……？

　てっきり腰を抜かしているかと思ったが、フラニーは冷静だった。すぐに立ちあがると、アブリルと手を繫つな

 いで走りだした。ほかの看護婦たちも、寝間着のままで廊下に飛びだしている。

　ホテルのビルごと揺れるような、激しい衝撃が続いた。みんな立っていられなくなって、つぎつぎ床にしゃがみこんだり、泣き声を上げたりした。

　爆撃音は鳴りやまない。窓ガラスは割れて吹っ飛び、壁からも漆しつ
 喰くい

 がばらばらと落ちてくる。

　電気が消えて、暗闇になった。

　ガラスの破片を踏みながら一階まで下りると、あちこちからすでに火の手が上がっていた。「あぁ、あぁ。怪我人がいるのに……」と、アブリルがつぶやく。兵士たちを寝かせている大広間に飛びこむと、包帯だらけの少年たちが、逆に「大丈夫？」と聞いてきた。起きあがれる兵士たちに肩を貸して、歩きだす。

　窓の向こうの、暗い夜空を見上げる。

　この旧大陸のなにかが途方もなく変わってしまったことをアブリルは感じていた。古き神々は時の川に押し流され、いずこへか去った。燃え盛る地上に残されたのは、我々、哀れな古き使徒たちだけで、戦火を逃げ惑うことしかできない……。

　神などもういない。

　だから、今日、子供たちは助けあう。

　アブリルはぎゅっとフラニーの手を握りしめた。フラニーも無言で握りかえしてきた。

　戦闘機がもどってくるのが、割れた窓越しに悪夢のように見渡せた。

　焼しよう
 夷い
 弾だん

 が落ちてくるのも、はっきりと見た。

　そして、落下していく地点に、先に外に逃げた女の子たちがいるのも……。

　アブリルとフラニーは、ほとんど同時に悲鳴を上げた。

　裏口だ、と兵士たちに言われて、肩を貸したままそっちに向かう。するとそこに軍用ジープが一台停まっていた。運転席に片腕をなくした男の子が乗っている。ほかの席には看護婦の女の子をぎゅうぎゅうに詰めていた。

　肩を貸していた兵士たちが、アブリルたちに「あれに乗れ！」と指示した。

「で、でも……」

「俺たちより、女の子を助けなきゃ」

「あの」

「いいから乗れってば！　殴るぞ！」

「えっと……」

「ちっくしょう！　はやいとこ乗りやがれってばよぅ、こんの、くそ生意気なアマっこが！」

　いかにも労働者階級らしい、アブリルたちが聞いたこともないようなスラング交じりで、兵士たちが脅してきた。ジープはもういまにも出発しようとしている。運転席の男の子が「もう満員だ。むりやりでも、あと一人しか乗れねぇ！」と叫んだ。

　アブリルとフラニーは顔を見合わせた。

　まず、あぁ怖い、と怯おび

 えて、それから、でもわたしは勇気を見せたい、とアブリルは思った。するとフラニーが、いつも通りの、ふてくされたお金持ちのお嬢さんらしい態度のままで、

「あのさ。三つ、約束してくれる？　アブリル」

「な、なによっ、こんなときに？　約束ですって？」

「一つめはね、戦争が終わったら、ほんとに世界を回る冒険の旅に出ること。誰よりもかっこいい、世界一の女冒険家になるのよ。あんたはおじいちゃまのいちばん自慢の孫なんだから」

「えっ……？
 　でも、フラニーも一緒にって、さっき……」

　男の子が「出発するぞ！」と、また叫んだ。

　上空で戦闘機がうなり、近くに爆弾が落ちた。爆風に頰を焼かれて、ちりちりと痛む。

「二つめはね、わたしのことを怒ったり、自分を責めたりしないこと。言っとくけど、好きでこうするだけなんだからね」

「えっ……？
 」

「で、三つめ、は……」

　と、言いながら、フラニーは目を閉じて、アブリルの肩を乱暴にどんっと押した。油断して「えっ、三つめって？」と聞きかえしたところだったアブリルは、ふらついて、ジープに思いっきりぶつかった。開いていたドアから、転がるようにしてジープの中に落っこちる。とたんに運転席の男の子が「行くぞ！」と叫んで、急発進させた。

　ものすごい勢いで、瓦が
 礫れき

 の山と上がる炎を避よ

 けて、走っていく。

「ちょっと、フラニー！」

　アブリルが泣き叫んだ。

「降ろしてぇ！　従姉いとこ

 のお姉ちゃんが一緒じゃない！　わたしたち、一心同体よって誓って、そろって赤十字に志願してここまできたのよ！　ついさっき、戦争が終わったら旅をしようねっておしゃべりした、ばかり……。フラニー、フラニー！　あの子だけこんなところにおいていけないわ。お願い、降ろして！　フラニー！」

　両手を伸ばして、思い切り身を乗りだすアブリルを、ほかの女の子たちが必死に止めた。

　瓦礫の山の向こうに、寂しそうに立ち尽くしてこっちを見ているフラニーがいた。そして体のあちこちをすでに欠損させた、傷ついた少年兵士たちが……。と、彼らのすぐそばで炎が上がる。

　上空から落ちてくる、黒くて細長い形をした爆弾が、スローモーションのようにしてアブリルの目に映った。フラニーたちのいる場所に向かって、悪夢そのものの奇怪な形をして、ゆっくりと……。まっすぐに……。

　アブリルは、あっと目を閉じた。

「フラニー！」

　爆撃音と、炎の熱さと、すさまじい爆風がジープまで届く……。

（わたしよりも、あの子のほうが勇気があった……！）

　意識を失っていきながら、アブリルはようやく悟った。

（この戦争になる前は、フラニーはわがままで、気まぐれなお嬢さんだった。だけどわたしの知らないあいだに、うんと成長してた。いつのまにか追い越されてしまって……。いまではフラニーのほうが先を歩いてたんだわ。そして、妹分のわたしを守ってくれていた）

　ずるずると崩れ落ちて、ジープの床に丸まる。

（戦争は人を変える。よくも、悪くもよ。わたしは知ってる。世界中のみんなが、この歴史の変換点たる、二度目の世界グレート
 大戦・ウオー

 が起こる前の自分には、もうけっしてもどれないってこと。世界が変わっていき、伝統ある古き者たちが消えていく一方で、大地を焼き払いながら、新しい文化が台頭するように……。一人一人の心の中にも嵐が吹き荒れて、かつてないほど、変化して、いって……）

　アブリルの瞼まぶた

 が震えた。

（フラニーは、あんなにいやがってたおじいちゃんの血を引く、勇気ある大人の女性になっていた……。わたしは、まだ子供のまま……）

　戦闘機が町を破壊していく中、ジープが走り続ける。間近でおおきな音が響いて、みんなもう口も利けないほど怯えている。アブリルは本格的に意識を失って、どさり、と倒れた。

　ジープは炎の上がる町の中心部を抜けた。

　月がきらきらと瞬いていた。

　冬の夜はやわらかく揺れながら、アブリルたちを乗せたジープを取り囲んでいた。





（それでも、いつか大人になる。そしたら、新しい世界に……。わたし、冒険の旅に……行くの……）






　　　　２






　──東洋の島国。

　もう冬が終わりかけている季節だとはいえ、夜になると空気は冷えきって、風も刃物のようにとがっていた。

　冬の気配と、硝煙の臭いと、なにかが燃えるようなきな臭さが、この国でいちばんおおきな港にまで漂ってきていた。

　日暮れのころに港に着いたおおきな船が、まだ停泊していた。遠い西洋の国──このちいさな島国の人々のほとんどが、もちろん行ったこともなく、国名も聞いたことがあるかどうか……という存在、あまりにも、遠くておとぎ話の舞台とでも感じるほどのはるかかなたの小国、ソヴュール王国から着いた船だった。

　地中海の港を出て、約三か月。

　ようやく船は目的地にたどり着いた。

　乗客はすべて船を降りた後だった。日が暮れて真っ暗になったいまでは、乗員たちが荷物を下ろしたり、甲板を掃除したりしている。

　いかにも人目を忍ぶようにこっそりと、港に着いた古ぼけた自動車があった。そこから音もなく降りてきた、赤い着物の袖そで

 をひらひらさせた、大柄な、男か女かわからない奇妙な人物が、足音を忍ばせて船に近づいていく。

　乗員の一人をつかまえて、耳打ちする。すると乗員はうなずいて、船のほうを顎あご

 でしゃくった。すると甲板から顔を出したべつの乗員が、一度ひっこみ、なにか白っぽいかたまり……いや、白銀色に輝く不思議なものを抱えてもどってくると、

「受け取れっ！」

　と小声で叫んで、船から無造作に投げ落とした。

　人形だろうか。細い手足とちいさな頭がついている。銀色と見えたのは素晴らしく輝く長い髪だ。もとは青だったらしいが、いまはだいぶ傷んだドレスが細い体を覆っていた。

　夜風をはらんで、銀色の少女がゆっくりと落ちてくる。いまにも風に飛ばされそうな軽さで、ふわり、と空中で揺れた。

　瞳ひとみ

 は閉じられている。

　どこか不気味な眠り人形のようだ。

　赤い着物らしきものを着た人物は、両手を広げて、その人形らしきものをひょいと受け止めた。肩にかついで、そばにいる乗員に、じゃらじゃらと音を立てるなにかの入ったちいさな巾きん
 着ちやく

 袋を渡す。

「いつも、ありがと！」

　声からするとやはり男のようだった。女物の振ふり
 袖そで

 らしきおかしな着物をひらひらさせながら、

「今夜のは上玉みたいじゃないの、あんた！」

「あぁ」

　と、乗員は興味薄げにうなずいた。顔も上げずに、

「男と女の二人連れで乗ってきたんだがな。男のほうが途中でくたばっちまってよ。こっちの女の子供も、一月経った辺りでばったり倒れて、それきり、呼んでも答えねぇし、体もほとんど動かなくなったんだ。まだかろうじて心臓は動いちゃいるがなぁ……」

「ふふん。で、身寄りもないっていうわけね」

「そうさ。さ、はやく行った、行った。……おい、親方によろしく頼むよ」

「はいはい。今度きたら、よくしてあげるからねぇ」

　謎の人物は、自動車のトランクを開けると、人形のような少女を無造作に放りこんだ。ばたん、と閉めて、運転席に回る。

　意識のないヴィクトリカを乗せた古い自動車が、港を離れて、どこかに向かって走り始めた。





　自動車はおおきな通りを走って、やがて薄汚れてごみごみした町に入っていった。

　夜だというのに嬌きよう
 声せい

 が響いて、ところどころに電気のついている小部屋や、酒瓶の割れる音、運転席にいる男が着ているのと同じような赤い着物や襦じゆ
 袢ばん

 の裾すそ

 がちらちらと見えた。

「このご時世、女の子を集めるのも楽じゃないのよ。まったく。……ま、アタシみたいに賢くやんなきゃだわねぇ。明日あした

 、親方に褒められるだろうなぁ。ふふふ、毛唐の女の子なんてなかなか手に入るもんじゃないものね」

　男は奇妙な話し方で言うと、ハンドルから手を離し、片手を頰に当てて女のようにしなを作ってみせた。

　町の一角で車を停める。

　いそいそと運転席を飛びだすと、トランクを開けた。

　そして、息を飲んだ。

　──少女の体は、もちろんまだそこにあった。

　生きているのか死んでいるのかわからないほどの静けさだった。かすかな外灯の光が、その信じられないほど整った神々しい顔を白々と照らしだしている。閉じられた瞼に長い睫毛まつげ

 が夢のようにかかっていた。銀色に輝く髪が、少女のちいさな体を、巨大な真珠貝の貝殻のように光りながら取り巻いている。この世のものとも思われない、あやしくて、同時に畏い
 怖ふ

 の念を感じさせるすさまじい輝きが全身から放たれていた。

　男は思わず真顔になり、胸の前で十字を切った。

　それから、照れたように、

「いっけない。アタシはもう神学校の生徒なんかじゃないんだったわね……。赤紙をぶっちぎって逃げちゃってさ、いまじゃ、赤線地帯の哀れな女衒ぜげん

 ってやつよ。でも、それにしてもこの子ったら……」

　ヴィクトリカを抱えあげて、トランクを閉める。

「このアタシが、子供のころに想像した神さまみたいに見えるじゃないか。そう、あのころは、神さまって女だと思いこんでいたのよねぇ。母さまに、姉さまたちに、従姉いとこ

 たちに……なにしろ女ばっかりの家で育ったからかしらね。神さまがじつはおじさまだってわかったときには、子供心にも、腰を抜かすほどおどろいたもんよ……」

　さっきまでよりもずっと丁寧に、姫を運ぶような仕草でもって、裏口から家に入っていく。

　表の入り口だけはきれいに飾られていたが、裏から見ると平屋建てのひどくぼろぼろの家屋だった。

「だけども、この子ったらさ……」

　顔を覗のぞ

 きこんで、おそろしそうに、

「きれいだけど、よく見りゃどっかこわいところもあるじゃないか。ちっちゃな神さまとも見えるのに、悪魔みたいにも見えるねぇ……。人を惑わす魔力を持った……。夜歩く邪悪な魔物さ……！」

　裏口から入ると、女物の派手な下げ
 駄た

 を脱ぎ捨てて、まっすぐに風ふ
 呂ろ
 場ば

 に行く。次第に鼻歌交じりになっていき、

「ま、どっちにしろとんでもない上玉ってことさ。これは思わぬ拾い物だねぇ。さーて……。まずは今夜中によく洗ってきれいにしてから、明日の朝、親方に大威張りで見せてっと！」

　広い風呂場には、もう夜中だというのに湯が沸いていた。男は振袖をまくってよいしょとしゃがみこむと、横たえたヴィクトリカの薄汚れた青いドレスを脱がせていった。金色のペンダントが胸元から出てくると、おっと手を止めた。

　それから、またドレスを引っ張って……。

「なっ、なによ、これっ？」

　ふいに素す

 っ頓とん
 狂きよう

 な声を上げた。

　風呂場の湯気にもわもわと隠されながら、そこに現れた青白い膚はだ

 ……磁器のように透き通って白い、素晴らしいきめの細かさを誇る膚に、その国の文字で黒々となにかが書かれていた。男はあきれかえったように口をぽかんと開けて眺めていたが、文字が脇腹まで続いているのを見ると、おそるおそる、意識のない少女をひっくりかえした。

　やはり……。

　文字は背中まで続いていた。

「住所ッ？」

　と、男はまた甲高い声で叫んだ。あきれ半分、悲鳴半分のへんな声色だった。

「ど、どうしてまた、こんなにきれいな女の子の、お腹から背中に、よりによって住所なんて書いてあるわけよ。これっ、消えるの？　……なによ、消えないじゃないの、刺青いれずみ

 だわっ。でも、まさか……。えぇぇっ！
 」

　腰を抜かしたようにしゃがみこんで、天井を仰いだ。

「郵便物じゃないんだからさ、なにも体に彫らなくたって！　なんなのよぉ、もう……。これじゃ商品価値なんてちっともありゃしないわ。あぁ、せめて……これが英語やフランス語ならともかくさぁ……。ああ、もう……。でも、とにかくやりかけたことだから最後まで洗おうかしら」

　男は頭を抱えながらも、ヴィクトリカの髪を洗い、きれいにしてやった。

　お湯をかけて乱暴にゆすいでいるとき、パキンッ、と空気がガラスのように割れるような不気味な気配が漂った。

　はっと息を飲んで少女の顔を覗くと、ずっと閉じられていた瞳がいつのまにかぱっかりと見開かれていた。

「あぁっ……
 」

　初めて見たその瞳は、宝石のように見事に瞬くエメラルド・グリーンだった。吸いこまれそうに澄んで、しかし同時に信じられないほどつめたくもあった。幼いのか、大人なのか、老いているのかよくわからない、人ならぬものの持つ不思議な光を静かに放っていた。

　神さまと間近で目が合ってしまったような……奇跡的な瞬間と感じて、男はまた胸の前で十字を切りそうになった。

　ヴィクトリカは、黒い髪に漆黒の瞳をしたおかしな服装の男を凝視して、黙っていた。と、その瞳がわずかに細められて、なにかを整理し、再構成するように不気味に光った。しばしそのままでいたが、やがて、さくらんぼのようにつやつやの唇が静かに開かれた。

　と、フランス語が流れでてきた。

「──なるほど。それでは、ついに東洋の島国にたどりついたのだな」

　細い肩を揺らしながら、くっくっくっ、と不気味な笑い声を上げる。

「ということは、いまは三月の下旬辺りかね？　しかし、どうやらわたしは船上で意識を失い、この身を売られ、貴様のような下げ
 賤せん

 な輩やから

 の手に渡ったところ、というわけらしい。ふん、くだらん！」

　男はあっけにとられて少女を見ていた。

　ヴィクトリカがなにを言っているのかは、神学校でも真面目に授業を受けたことのない男には、フランス語はうろ覚えで、半分ぐらいしかわからなかった。ただ、しわがれた老女の如き低い声と、聴く者の胸をつかんで揺するような悲しげな響きにおどろいて、あほうのように口を開けて少女をみつめかえすばかりだった。

　ヴィクトリカはゆっくりと立ちあがった。

　ふらっと倒れかけて、二、三歩、よろめく。男はあわてて少女を支えた。すると、無礼者っとでも言いそうなかたくなさと生意気さで、少女がその手をばしっと払った。

「……君、わたしは行く！」

　弱々しいが、断固たる響きを秘めた声だった。男は怯おび

 えながら、

「どっ、どっ、どっ、どこに？」

「どこって、決まっているだろう。この身に刻んだ場所にだ。君、異国の言葉でわたしには読めないが、これはこの国の住所なのだろうね。わたしはここに行かねばならぬのだよ。あの少年と再び会うには、それしか……」

「その住所は、でも……」

　──それは不思議な情景だった。

　湯気で半ばかすむ風呂場に、銀色の髪を垂らした異人の少女が立ち、その体には黒い文字が浮き出ている。傍らでほとんどひれ伏すようにして怯えているのは、女物の振ふり
 袖そで

 を着た、しかしよく見ればどこか生真面目さの欠片かけら

 を頰に残した、そしてまだ少年と青年の間の年頃の男だ。

　男はがたがたと震えながら、

「アタシ、その町を知ってるけどさ……。そこはもうないんだよ。ほんの三、四日前のことだけど、空襲でさぁ……。なんとかっていう名前の、アメリカさんの最新の戦闘機がたっくさん飛んできて、絨じゆう
 毯たん

 爆撃をしたんだよ。町はもちろん、一面火の海でさ……。そりゃあひどいもんだったって。お客さんに聞いたのさ。アタシ、アタシ……」

　それから、少女がかすかに首をかしげてみせたので、うろ覚えのフランス語や英語を思いだしながら、片言で伝えようとする。

　どこまで伝わったのか、少女は表情を変えることなく聞いていた。風呂場から出ていくので、あわてて後を追い、「だから、町はもうないんだよ……。住所もなにもサァ……。家も、道も、それに人間だってほとんどいないんだから！」と投げかける。

「戦争だからサ、あんた。なにもかも、仕方ないんだよ……」

「わたしは行く」

「ねぇ、わかってるの？　あっ、それにさぁ！」

　男は、いちばんちいさなサイズの赤い着物をみつけてきて、ヴィクトリカに乱暴に着せた。それから強い口調になって言い聞かせた。

「これは大事なことだけどね。あんたはアタシが買ったんだよ。せいぜいここで稼いでもらわにゃあ……。まったく、もぅ、その刺青がなけりゃねぇ。こんなものを買うのにあんなに払ったってわかったら、親方にどやされちまうよ」

「その町がどこにあったかを教えてくれたまえ。じつにばかみたいな恰かつ
 好こう

 をしたあきれた大人だが、地図ぐらいは書けるのだろう、君」

「あ、あのねぇ！」

　男はむっとして、ヴィクトリカのちいさな肩をつかんで揺すった。

　すると、胸元で光る金貨のペンダントが、誘うように瞬いた。男はなにかを思いついたようにあっと息を飲んで、それから、すこしばかりずるそうににやりとした。

「……なんだね？」

「ねぇ、あんたさ。その素敵な外国のペンダントと引き換えになら、自由にしてやってもいいわよ。どう？」

「こ、これは……。でもっ……」

　ヴィクトリカが初めてひるんだ。

　金色のペンダントを両手で握りしめて、いやいやをするように首を振る。銀色の髪が揺れて、真珠色の雪が降ったようにその場で淡くきらめいた。

　ふいに年相応の少女らしい物腰に変わったので、男は急に、相手のことが恐くもなんともなくなった。

「だ、大事な、もの、なのだ……」

「ふふん」

　男は風呂場を出て、廊下をきょろきょろすると、ヴィクトリカを連れて、階段の下に造られた狭苦しい部屋に入った。どうやらそこが男の部屋らしかった。古びた布団が一組。それと、部屋にはそぐわない、妙に立派な文ふ
 机づくえ

 が一つ。それだけでもういっぱいだった。

　文机には子供用の聖書が大切そうに置かれていた。読みこまれてぼろぼろになっている。

　半紙を取りだすと、男は地図を描き始めた。わかるように、綴つづ

 りの怪しげな英語とフランス語で説明も書く。

　ヴィクトリカにそれを差しだしたが、相手が震える手で受け取ろうとすると、途端に引っこめて、

「まった！」

「あ……」

「もちろん、ただじゃやらないよ。たとえあんたが、アタシが幼いころに夢見た、素敵な神さまその人でも、だよ。だって、こっちはとっくに大人になっちまったしさ。アタシだって毎日、こうやってさ、おまんま食ってかなきゃいけないんだからね！　ほら！」

　と、ペンダントをむりに奪い取った。

「うぅ……」

　すると、ヴィクトリカはさっきまでのおそろしい憎まれ口はどこへやら、いまにも泣きそうに頰を震わせた。

　しかし男は気にせず、

「ふふ、泣いたって返さないよ。船員たちに払った分を取りかえさなきゃ、食いっぱぐれちまう。ほら、どこにでも行った、行った！　ここで稼がなくてもいいって言ってやってるだろ。さぁ、早く出ていきなっ！」

　ヴィクトリカは頭を小突かれて、部屋から追いだされた。

　暗い廊下にぽつんと立つと、赤い着物と銀色の髪のせいで、人間ではなくべつの不思議な生き物のように見えた。心残りがあるように男の部屋を振りむいたが、手渡された地図を覗のぞ

 きこむと、なにかを決意したかの如くかすかにうなずいた。

（久城なら、それでも足を踏みだすだろう。それなら、わたし、も……）

　と、弱々しく瞬まばた

 きする。

「……さぁ、行こう」

　唇が子供みたいにふるっと震えた。

「光射すほう──。未来の希望のほうへ！」

　ヴィクトリカは心もとない足取りで廊下を歩きだした。

　裏口に出る。

　外には人通りはなかった。埃ほこり

 っぽいいやな臭いに満ちていて、道路のあちこちに汚い枯葉が散らばっていた。

　ぴゅうっとつめたい風が吹いてきた。

　よろよろと裸足はだし

 で歩きだそうとすると、後ろからなにかが投げられて、ヴィクトリカを追い越して道路にぽとんと落っこちた。近づいて拾うと、ちいさな女物の下げ
 駄た

 だった。鼻緒がかわいらしいピンク色をしていた。

　ヴィクトリカの表情がかすかに動いた。

　……笑ったのだ。

「この馬鹿みたいなデザインを、わたしは、知ってるぞ」

　と、独りごちる。

「あの一九二四年の夏休み、あいつが……履いていたはずだ。転んでケーキを落として、これで踏んでしまったのだ。……つまり、靴だ」

　震えながら、ちいさな足で下駄を履いた。

　緑の瞳ひとみ

 を瞬かせて、ゆっくりと振りむく。

　裏口には誰もいなかった。赤い振袖の先が、かすかにひるがえったのが一瞬、見えただけだ。

　ヴィクトリカはうっそりと笑みを浮かべた。

　それからまっすぐに前を向き、ゆっくりと歩きだした。

　欠けた月が、ちいさなその姿を青白く照らしていた。

　枯葉が飛ばされて、舞いあがった。埃っぽい道路を、灰色の風が不気味な音を立てて吹きぬけていった。





「……ねぇ、待って！　やっぱり気になるし、アタシもさぁ……」

　裏口から男が飛びだしてきた。さきほどまでの小狡ずる

 そうな、脅すような表情はかき消えていて、気の弱い少年にもどったような青白い横顔を晒さら

 していた。

　道路にはもう誰もいなかった。銀色の髪をなびかせる不思議な異国の少女は、どこかに姿を消していた。

　男は十歩ほど、とととっと進んだが、あきらめたように足を止めた。

　振袖がふわっと風に揺られてたなびく。

「あのね、あんたがね、その膚はだ

 に刻んでまで、海を越えて目指してきた町は、もう燃えちまったのよ。……わかってるのかしら。あぁ……」

　と、肩を落とす。

　月が出ている。

「それに、町だけじゃないんだってば！　ずっと平和に暮らしてたけど、こうして戦争になっちゃって、出征したり、逃げたり、家を燃やされたり。人間だってみんなさ、それぞれの事情で、平和だったあのころとはまるで変わっちまったのよ……！　ほら、このアタシを見てよ……」

　星もきらきらと瞬いている。

「だから、あんたがそんなに逢あ

 いたがってる誰かだって、さ……。きっと……！」

　男は立ち尽くして、少女が消えた方向を眺めていた。

「でも……」

　迷うように小声で、

「もしかしたら、なんて、ね……？」

　雲が流れて、月がよりくっきりときれいに見えた。

　男は、なにもかもが変わる前の古い平和な世界を探すように、裏口にしどけなくもたれて振ふり
 袖そで

 を夜風に揺らしながら、いつまでも物思いにふけっていた。





　風が吹いた。

　ヴィクトリカ・ド・ブロワがいなくなった暗い道を、茶色い枯葉を巻きあげながら、つめたく吹き抜けていった。





　そしてその風が、冬のつめたさをなくして春の暖かさとなり。やがては夏の熱風となり、また寂しい秋がきて。





　それでも戦争は終わらなかった。

　巨大な嵐が世界中で吹き荒れ続けた。





　時は、経ち……。





　フランスの首都パリ。

　下町の一角にある商店街は、しんと静まりかえっていた。夜も更けて、青白い月が流れてくる雲に隠されたり、また姿を現したりを繰りかえしている。野良犬の鳴き声がときおり響くほかには、かすかな物音も、生きているなにものかの気配もなかった。

　とても静かな夜──。

　商店街の一角にある古い書店の、ガラス張りのウインドウの奥で、なにやら動くものがあった。金色をした馬の尻尾しつぽ

 のようなものが揺れたように見える。……頭の後ろで無造作にゆわえた、アンブローズの長い髪だ。

　相変わらずお洒落しやれ

 な服を着ている。顔立ちは青年のそれから、すこしだけ大人びたものに変わったようだ。どうやら店でうたた寝してしまったらしく、寝ぼけ眼で辺りを見回している。それから、ポケットの懐中時計を取りだすと、

「しまった。もうこんな時間か……」

　と、照れたように首をかしげた。馬の尻尾も、つられてやわらかく揺れた。

　猫足の丸っこい小テーブルの上に、開かれたままくしゃくしゃになった新聞が載っていた。世界グレート
 大戦・ウオー

 の戦局がびっしりと書かれているが、目立つのはいちばん上の文字〈ついに終局か？　ドイツ、イタリアが全面降伏！〉だった。

　日付は一九二九年二月──。

　アンブローズはゆっくりと起きあがって、けだるげに体を揺らした。

「おやっ……」

　と、動きを止め、その場にかたまったまま薄闇に目を凝らす。

　ガラス張りの店のドアは閉まったままなのに、幽霊のように半透明の影が、月光にきらきらと輝きながら店に入ってくるところだった。ドアのところで一度、氷のように溶けてから、また元にもどるように。影は一つではなく、二つ、三つ、四つ、いや……もっとたくさんだ……。

　アンブローズは目をこすった。

　青白くきらめきながら店に入ってくる影は、よく見ると、白鳥の如き羽を背中からはやしていたり、額におおきな角が一本生えていたり、羊のそれのようにくるくるした角を二本持っていたりした。吹き抜けの天井まで届くような巨人もおり、逆に、アンブローズの手のひらに載るほどのちいささの少女もいた。金色の髪が淡く揺れている。人間なのか動物なのかわからない形状の生き物……立派な四本足で、人間の男の顔を持つ雄牛や、不吉な黒いマントをなびかせる青白い頰の青年、甲かつ
 冑ちゆう

 に身を包んだ屈強な男に、笑いさざめきながら駆けてくる、見目麗しい女神の四人組や……。

（ぼくは、まだ夢を見ているのかな……？）

　と、アンブローズは迷いながらも、彼らの邪魔をしないようにと息を殺して見守っていた。

　古き生き物たち……我々人間と神々の世界のあわいに長らく生息し続けた、旧大陸の秘密の住人たちは、今こ
 宵よい

 、ついにこの貧しき地上に見切りをつけ、こうやって大陸中で集団避難をし始めたところなのだった。

　もとは彼らの同胞であるアンブローズが門番を務めるこの書店は、ナラの木のチェストや屋根裏部屋の秘密のクローゼットなどとともに、あちらの世界への入り口の一つとして、古き生き物たちの間で密ひそ

 かに知られ始めていた。そのためか、アンブローズと目があっても、恐れることなく嫣えん
 然ぜん

 と微笑みかえしてみせる若い女神までいた。

　おそらくは永遠に、長らく暮らした旧大陸から去っていくところだろうに、どの生き物の顔にも悲しみも苦しみも浮かんでいなかった。むしろ楽しそうに笑いさざめきながら、弾む足取りで書店に入ってきては、足音も気配もなく螺ら
 旋せん

 階段を駆けのぼっていく。

　アンブローズは思わず立ちあがって、じっと見送った。

　壁一面の棚に収められた、売り物である書物たち。それを手にして、ページを開いては、古き生き物たちはその中に溶けこんでいった。影のようだった姿がさらに薄くなって、ちいさくなり、そして本のページの中へと……。彼らの姿がゆっくりかき消えるとともに、手にしていた書物が、開かれたまま床にぱたん、と落ちる。

　やがて床には、たくさんの本が開かれたまま、灰色に乾いた動物の死し
 骸がい

 のように幾重にも重なった。

　不思議な行進は夜明けまで続いた。アンブローズは夢見るように緑の瞳ひとみ

 を見開いてそれをみつめていた。

　やがてやわらかな朝日が射し始めると、彼らの姿も、とだえた。

　するとアンブローズはゆっくりと螺旋階段を上がっていった。そこかしこに散乱している本をそっと拾っては、閉じて、大切そうにもとの棚にもどしていく。

「なんと。それじゃ、彼らは物語の世界に旅立ったってわけか。そして……」

　腰に片手を当てて首を傾げ、どこか愉快そうに、

「書物を開けば、そこにいる。ずっと！」

　と、つぶやいた。

「またオー・リ
 逢う日ユボ
 までアール

 。古き人々よ。愛いと

 しい昔むかし
 馴な
 染じ

 みよ。これからは幾つもの物語の中でこそ、また君たちと逢えるのだね……！」

　にっこりと微笑む。

　窓の外で、自転車が行き来する音がかすかに聞こえ始めた。牛乳配達に、新聞屋。日に焼けた頰をした少年たちが、商品を山盛りに乗せた自転車にまたがり、元気に走りすぎる横顔が見えた。

　戦争が始まったときには、もっとちっちゃかったのだろう。でもいまはもうこうやって働いて、日々を忙しく過ごしているのだ。

　長かった戦いの終わりが見えてきたことを知っているのか、少年たちの顔もどこか明るく、楽しそうだった。

　アンブローズはつられたように満面の笑みになって、弾む足取りを抑えられないように楽しげに、螺旋階段を駆け下りていった。出窓に近づいて、思いっ切り開ける。すると春のあたたかな風が吹きこんできた。冷えて埃ほこり

 っぽかった夜の空気が、さわやかな朝のそれにどんどん代わっていく。

　横顔はすこしだけ寂しげにも見えたが、微笑みの明るさが、すぐにそれをかき消していく。

「そして……」

　と、アンブローズは誰にともなくつぶやいた。

「ようこそ、新しい時代！　……さて、ぼくになにができるかな？」

　朝日が眩まぶ

 しく射した。

　どこかで小鳥が鳴いている。

　アンブローズは出窓に無造作に腰かけると、片かた
 膝ひざ

 を抱いて小首をかしげた。そうして窓の外で広がっていくきらきらした春の日射しを、輝く緑の瞳を見開いて眺め始めた。その全身から、若さと希望と、変化への好奇心がきらめきながら発散されていた。

　馬の尻尾みたいな髪が、風に揺らされてふわふわとたなびいた。

　窓の外では、石畳の道路が日射しを照りかえしている。街の人たちの話し声がどこからか聞こえてくる。

　小鳥の鳴き声がすこしずつ増えてきて、やがてかわいらしい合唱になった。朝はどんどん商店街の中に満ちてきて、次第に人の通りも多くなっていった。





　──そして、それからわずか五日後のこと。

　旧大陸のすべての国が、新大陸に降伏、もしくは戦争放棄した。

　何年も続いた二度目の嵐が、ついに止んだのだった。

　世界中に吹き荒れ、町をなぎ倒し、自然をも破壊し、何十万の人々の胸を張り裂けさせ、二度と取りもどせない大切なものを奪ってから……。

　かつての地図のほとんどすべてが壊されてしまい、その場所が古い形にもどることも二度とない。人々の心もまた同様だった。

　このおおきな嵐がなんであったかを世界中の人々が検証し、理解するまでに、そしてすさまじい廃はい
 墟きよ

 の山を踏み越えて新しい町を造り、そこで再び生き始めるまでに、まだ長い時間がかかりそうだった。新しい時代とやらは、瓦が
 礫れき

 と無数の悲しみを越えて、まるで侵略者のように容赦なく世界にやってきた。





「さぁ、行こう」





「光射すほう──。未来の希望のほうへ！」






　　　　３






　──東洋の島国。

　焼け残った家々の木製の土台や、黒く変色した家財道具が散乱したままの、破壊された町の一角にも、眩しい朝日が射してきた。

　朝早いというのに、トンカントンカンとどこからか金かな
 槌づち

 の音が響いている。どうやら木材を組み立てて簡素な住居を建てようとしているらしく、ねじり鉢巻きをした年配の男たちが集まっては、大工仕事に余念がない。

　彼らによって新たに建てられたばかりらしい、家というべきか、いや小屋と呼ぶべきか……と首をかしげるような簡素な建物から、黒髪の若い女が出てきて、欠伸あくび

 を一つした。

　ぱっちりした黒い瞳に、ちいさな鼻。はっと人目を引く美人で、微笑みかけるような表情には愛あい
 嬌きよう

 もある。唇はいかにも意志が強そうにぎゅっと閉じられていた。

　──久城瑠璃だ。

　戦争の前はずいぶんお洒落しやれ

 な女学生で、カラフルな羽は
 織おり
 袴はかま

 におおきなリボンが目印だった瑠璃も、いまでは水色のもんぺを穿は

 いて、つやつやの黒髪を無造作に垂らしていた。背中にはどうもちっちゃな男の子を背負っているらしい。くぅくぅと寝息を立てる子供は、やけに四角い顔をしていた。

　瑠璃は、家……というか、小屋を覗のぞ

 いて、元気よく「さぁて、朝ですよぅ！」と声をかけた。

　すると、ずいぶん経ってから、

「……う」

　と、低い声が返ってきた。

　瑠璃はそれきり黙って、にこにこしながらなにかを待っている。

　やがて、とことこと小こ
 股また

 で、同じような赤いもんぺに、頭からすっぽりと頭ず
 巾きん

 をかぶった人物が出てきた。大人とも子供とも老人とも、男とも女とも妖よう
 精せい

 ともしれないが……。瑠璃よりも頭一つ分もちいさくて、それに足取りがよろよろしていた。

「よし、今日も港に行きますよ！　……なーんて言っても、わかんないか。あのね、ゴー・トゥー……
 えっと、ウィズ、ミー……んーっと、んーっと……」

　その声を聞くと、ちいさな人物が頭巾の下できゅっと唇を嚙か

 み、うつむいた。

　瑠璃は背中の子供を近所の奥さんたちに預けた。そしてその人物の手を引いて、ぼろぼろになった道なき道を元気よく歩きだした。ちいさな人物はよろめきながらもおとなしくついてくる。瑠璃は次第に鼻歌交じりになった。

　二人が行く町は、新大陸の軍の爆撃で燃やし尽くされていて、どこまで行ってもまるで平地のようだった。町があったときには考えられないことに、遠い地平線までいっぺんに見渡せる。

　その光景を朝日が眩しく照らしていた。

「今日こそきっと帰ってくるって。ね？　だから、元気お出しなさいよ」

　瑠璃は傍らの人物の顔を覗きこむようにして、明るく言った。それからうんうんと頭をひねって、いまのも英語かフランス語で言い直そうと、しばしがんばった。

　朝日が高くなってきた。

　二人がとことこと進むうちに、町の風景はすこしずつ変わってきた。

　まるで、二人の歩みとともに未来に進んでいるようだった。真っ黒に変色したごみの山や、燃え残った家が減っていき、建てられたばかりの小屋や、柱を二本と屋根代わりの布を張っただけの場所で開かれている市や、元気よく駆けていく幼い子供たちの後ろ姿が増えていく。

　瑠璃たちはずいぶん長い距離を、徒歩でゆっくりと進んで、ようやく港に着いた。あちこちに、家族を探す女や老人たち、それに、彼ら目当ての売り子があふれていた。瑠璃たちはその一角に立つと、辛抱強く、今日の船が帰ってくるのを待った。

　──瑠璃がこの港で弟を見送ったのは、もう四年近くも前のことだ。

　それからずっと、心穏やかに眠れる日はこなかった。この国の人みんなが同じだった。息子や恋人、友達が戦死した知らせを受け取った人々も多いと聞く。

　敗戦後も、弟が戦死した通知は届かなかった。もちろん、どこか異国のつめたい地で、部隊ごと全滅したり、混乱の中で生死不明になったりしている可能性もあった。ほかの家族は無事だったが、弟のことだけがまだわからなくて……。瑠璃は夜毎、怖い夢を見ては涙をこらえているのだった。

　いまこうしていても、不安になって、つい震えてしまう……。

　すると、頭巾をかぶったちいさな人物が、まるで力づけるように瑠璃の手を軽く握りかえした。瑠璃ははっとして、思わずにっこり笑いながら相手の顔を覗きこんだ。

「ありがと！」

「む……」

「あっ、きたわよ。今日の船が」

　水平線のはるか向こうから、黒い不吉な船が姿を現した。まるで死者たちの魂も積んで帰ってきたように、いかにも重たげに海に半ば沈んでいる。暗くて悲しげな気配を発散させながらゆっくりと近づいてくる。

　朝日がその姿を眩まぶ

 しく照らしていた。

　やがて船が停泊すると、タラップから、軍服姿の男たちがゆっくりと降りてきた。出征したときとは別人のようにやつれて、傷だらけの姿ばかりだった。腕や足のないものもいて、ほかの者に支えられてなんとか歩いてくる。彼らを支えている男たちもまた、あちこちに血の滲にじ

 んだ包帯を巻いており、満身創そう
 痍い

 の姿だった。

「わたし、あっちを見てくるわね。ここで待っててちょうだいね？」

　と、言い聞かせると、瑠璃が足早に船へと近づいていった。ちいさな人物は、あっ……とつぶやいて瑠璃を追うように一歩、進んだが、そこで足を止めて、また怯おび

 えたようにうつむいた。

　周囲のざわめきがおおきくなっていった。家族をみつけて泣きだす人や、歓喜の叫び。怪我の状態を見て悲しむ言葉も響いてくる。

　白い朝日がきらきらと降り注いでいた。

　その光は、まるで、かつて毎日を過ごした図書館塔の最上階にあった、植物園に降り注いだもののようだった。あれはもう遠い昔のことだ。書物を並べて忙しく読みながらも、待っていると、夕方、はるか下のほうから図書館塔の扉が開く音がする。駆け足で迷路階段を上がってきて、でも、階段はどこまでも続くから、なかなかたどりつかなくて……。それでもじっと待っていると、やがて、すぐそばに立つ少年の気配がする。ゆっくりと顔を上げると、いつもの笑顔がある。そして少年はうれしそうな声で、聞くのだ……。

　と、そのとき。

　背後に誰かが立ったのがわかった。

　笑ったような、かすかな気配がした。

　きらきらと朝日が降ってくる。

「……君、退屈してた？」

　東洋のちいさな島国にたどり着いてから、初めて聞く、流りゆう
 暢ちよう

 なフランス語が背後から聞こえてきた。ひどくなつかしいその声は、隠しきれないほど弾んでいる。

「君に面白い話を持ってきたよ。……ヴィクトリカ」

　ヴィクトリカはびくりと肩を震わせて、そろそろと振りむいた。

　──一弥が立っていた。

　軍服が汚れ、傷だらけで、右足を負傷したらしく左足に体重をかけて、左に向かって半ばかたむきながら。ずいぶん背が伸びて、それに顔立ちも落ち着き、ほとんど大人の男のようだった。

　黒い髪が、春の風にやわらかくたなびいている。

　変わらぬ漆黒の瞳ひとみ

 が、やさしく包みこむようにヴィクトリカを見下ろしていた。

　遠い昔に、まだ出で
 逢あ

 って間もなかったこの少年と、ある約束をしたことをふいに思いだした。いつかまた、海に上るうつくしい朝日を二人で一緒に見よう、と。あれからずいぶん長い時間が経ち、そして、いま……。かつて彼女だけの少年だった男の背後に、遠い異国の海と、眩しく光る朝日がどこまでも広がっていた。ヴィクトリカはぐっと黙りこんだまま、濡れる緑の瞳をますます見開いた。

　一弥が、傷のたくさんついた右腕をそっとこちらに伸ばしてくる。指先がかすかに震えていた。大事そうな仕草でゆっくりと頭巾を取る。

　するとそこに強い風が吹いて、銀色に変わったヴィクトリカの長い髪を、まるで昼の世界にふいに現れた星の川のようにおおきくなびかせた。

　視界いっぱいに眩しい銀色が広がる。

　目に眩しいほどにきらきらと輝きながら、その新しい色が一弥を包みこんでいく。

　夢の世界の続きのように……。

　一弥はおどろいたように目をぱちくりし、おおきく息を飲んだ。そして、何年も前、戦場で視た銀色の幻を思いだしそうになったけれど……もうすこしというところで記憶はゆっくりと羽ばたきながらまた遠ざかっていった。でも、なぜか懐かしくて、見ているうちに胸があたたかなものでいっぱいになってきた。

　視線を感じて、はっと我に返り、見下ろすと、ヴィクトリカが上目遣いに一弥を睨にら

 んでいた。かつてよく知っていた危険な目つきだった。

　──そこにいるのは、まごうかたなきヴィクトリカ・ド・ブロワだった。旧大陸からやってきた伝説の灰色狼。毛皮を着た哲学者。最大の頭脳を持ち、夜歩く不吉な獣。髪の色こそずいぶんと変わってしまったものの、静かにけぶりながらも、どこか射い
 貫ぬ

 くように激しいエメラルド・グリーンの瞳も、形のいいちいさな鼻も、さくらんぼみたいにつやつやした唇も、薔薇ばら
 色いろ

 に輝くすばらしい頰も、あの遠い夜……一九二四年の大おお
 晦日みそか

 に一弥と二人きりで語りあったときと、同じ……いや、むしろ時を経てさらに凄すご

 みを増した、人ならぬ生き物だけが持つ壮絶なうつくしさだった。

　一弥はそんなヴィクトリカを、目を細めてじっと見下ろした。

　それから、これは戦場で幾度も見た悲しい夢なんかじゃない、今度こそほんとうに逢あ

 えたのだと、自分に言い聞かせるように……抱きしめようと腕を伸ばした。でもなんだか恥ずかしそうな表情になって、頰を赤く染める。代わりに、ふるふると激しく震える指でほっぺたに触れた。

　ぷくっ、と指先で押してみる。

　それから、安心したように表情をゆるめて、にっこりする。

　ヴィクトリカは照れたように身をよじり始めた。それから、わざと不機嫌そうな低い声を出して、

「……や、やめたまえ」

　と、言った。

　じとっとしたとても危険な目つきで一弥を睨んで、

「遅いぞ、春来たる死神」

「うっ、うん……？」

「言っておくが、わたしはものすっごく待ったのだ！」

「そ、そんなに怒らないでよ、ヴィクトリカ。これでもずいぶん急いだんだからね。でも、こうやって、ほら！　その名の通り、春に帰ってきたよ」

「うぅ……」

　と、ヴィクトリカはゆっくりうつむいた。

「……あっ、瑠璃！」

　遠くから駆けもどってきた瑠璃が、一弥をみつけて泣きそうに顔をくしゃくしゃにさせた。走り寄ってきてぱっと抱きつこうとしたが、足を止めると、ヴィクトリカのほうをまた覗のぞ

 きこんだ。

「あの、おかえり……。一弥さま」

「姉さん、ただいま帰還いたしました」

「この女の子……」

　と、瑠璃は大事そうにヴィクトリカのほうを見て、微笑んだ。

「ある夜とつぜん、地図だけ持って、うちがあったところまでやってきたの。でも異人さんだし、言葉がほとんど通じなくて。女学校で習った英語とフランス語じゃ、ね。やたらと悪態をついてるのと、あと甘いものが好きなのだけはよくわかったわ……」

「う、うん」

「わたしね、どうやってか海の向こうからやってきた、この子が……きっと、一弥さまのおっしゃってた……大事な想い人なのだろう、と思ったのよ」

「そうなんだよ、瑠璃。……うん、そうなんだ」

　と、一弥はにっこりした。

　辺りの人々が、ヴィクトリカの姿に気づき始めた。風になびく銀色の髪を振りむいては「おい、異人さんだ……」「なんてきれいなんだ」「しかし……」と、おどろいたようにつぶやくのが聞こえる。しかしヴィクトリカは気にするでもなく、その髪を堂々と輝かせながら一弥の前に立っていた。

「ねぇ、ヴィクトリカ」

　一弥が不思議そうに言った。

「なんだね、死神」

「それにしても、その髪、とってもきれいだね。まるで異国の雪みたいだ……。遠い戦場で見た雪野原を思いだすよ。だってすごくきらきらしてるんだもの」

「ふんっ！」

　ヴィクトリカは鼻を鳴らした。

　一弥にようやく逢えたあふれるうれしさを隠すように、顎あご

 を引いてうつむいてみせる。それから、在りし日に図書館塔の最上階で見せた姿の如く、朗々と語りだした。

「なにしろ、黄昏たそがれ

 ていく古き神々の世界から、こちらに渡るために、たいへんな苦労をしたものでね。途中で息の根の止まってしまった古き生き物たちが、数多くいたのだ……。ブライアン・ロスコーもその一人……」

　思いだし、胸に痛みを覚えたのか、長い睫毛まつげ

 を震わせる。

「うん……」

「コルデリア・ギャロは、このわたしを新しい可能性だと信じ、自分の命に代えても旧世界から送りだしてくれた。だが、それは果たして本当だろうか……？　船の中でブライアンを看み
 取と

 りながら、こうして破壊とともにやってきた新しい世界に、もしかするとわたしのような古い獣は必要ないかもしれないと……そんな不吉な考えまでもよぎったのだよ。でも……」

　ヴィクトリカは言葉を切った。

　そのちいさな手を、一弥はそっと握った。と、激しく震えているのがわかって、もっと力を込めて手をつないだ。

「わたしは、どうしても、もう一度、生きて、君に……」

　言葉が途切れる。

　と、それに答える一弥の声も知らず震え始めた。

「ぼくも、君にまた逢いたいから、ただもうそれだけで、生きていようと思った。そしてもしも無事に帰れたら、今度こそ……」

　それから二人は、黙って互いを見た。

　その姿は、一弥は背もすらっと伸びて青年そのものの様子で、ヴィクトリカはちいさなままで、しかし彼らの間には、甘く、胸の躍るなにかが漂っていて……。見る人によって、父親とちいさな娘にも、老いた母と成長した息子にも、恋人どうしにも、とても親しい友達のようにも思える、どこか不思議な様子の二人だった。しかしさらに目を凝らしてよく見ると、そのうちのどれにも見えなくなっていくようでもあった。

　すこし後ろで、瑠璃が微笑みを浮かべながらみつめている。

　ヴィクトリカが小声でつぶやいた。

「Godless……。神さまのいない世界がやってくる！」

「なぁに、それ？　ヴィクトリカ？」

「奇術師ブライアン・ロスコーが、そう言い残したのだ。確かにそうだ、君。我々の古き神々はすでにいずこへか去った。そして新大陸の文化とともに、新しい物質マテリ
 的なアル・
 世界ワールド

 での生活が始まったのだ。しかし、わたしはこう信じるのだよ、久城。それでも我々は、日々、ちいさな神をみつけるだろう、とね。たとえば、大切な人の命に。限りあるうつくしいなにかの輝きに。誰かがふいに見せた、崇高なる勇気の中に。そして、すこしずつ復活していくだろう、我々の住む町のあちこちに、だ……。久城、わたしたちはこれからも、愛するものや、文化や、さまざまなものの中に、それぞれの神をみつけ、支えあい、それらが確かな希望となって……。明日あした

 からも生きていくのだ、と」

「ぼくはね……君の中にいつもそれを見ていたよ。ぼくのヴィクトリカ」

　一弥が微笑んでそう言うと、目め
 尻じり

 にやさしい皺しわ

 が寄った。それを見るとヴィクトリカはかすかに赤くなった。

　ふんっと顔をそむけ、でも、迷うようにゆっくりと、

「わたしも、久城。君の中に、長らくそれを……。初めて言葉を交わした、あの日……図書館塔の最上階の植物園で、勇気を出して君に声をかけたあの時から、ずっと……」

　二人は黙りこんだ。

　風が優しく吹きつけてきた。ヴィクトリカの銀色に変わった長い髪と、一弥の黒い前髪をやわらかく揺らしていった。

「あのね」

「なんだ？」

「ぼくは、君を愛してる」

　一弥が静かな声で宣言した。

　するとヴィクトリカはますますそっぽを向いた。長い睫毛が伏せられて、瞳ひとみ

 の色も見えなくなった。

　昼に近くなって、日射しがますます強くなってきた。

　やがて震えるちいさな声が、しかしこれまで聞いたことのないようなとても素直な響きとともに、

「わたしも、どうやら、その、君を愛してる、よう、だ」

　と、ちいさな口から漏れ出た。

「だってそうでなくては、こんなにも胸が痛んだり、苦しいほどに高鳴ったりするはずはないのだ。混沌カオス

 の欠片かけら

 たちが集まり、わたしに告げている。すべてを再構成してついに導きだした、真相を……」

　恥ずかしそうに続ける。

「これが、愛だと！」

　その声に、一弥が小首をかしげて微笑んだ。

「うん……。ずっと、そうだったんだ」

　春の風があたたかく吹いて、一弥の漆黒の前髪と、ヴィクトリカの見事な銀色の髪を揺らしていった。

「あの、ね。ヴィクトリカ……。ぼく、決めたんだ……」

　と、ヴィクトリカのほうに向き直ると、一弥は恐れるように震えながら、そのちいさなおでこに自分のおでこをそっとくっつけた。

　するとヴィクトリカは緑の瞳を見開いて、おどろいたように一弥をみつめた。それから、まるで機械仕掛けの人形のように空虚でつめたかったあのころとはちがって、やさしいような、切ないような、そのくせどこか怒っているようでもある……複雑な表情を浮かべてみせた。

　一弥と目が合うとやわらかく微笑む。

　二人の顔がゆっくりと近づいていく。

　ヴィクトリカがそっと瞳を閉じた。

　風がやさしく吹いた。

　一弥も目を閉じて、手のひらでヴィクトリカの髪をそっと撫な

 ぜた。

　ヴィクトリカのうつくしい銀色の髪は、うねりながらどこまでもたなびいていた。

　──互いの唇が、そっと触れる。

　その瞬間、まるで時が止まったかのようだった。一九二四年の終わりの夜からずっと続いた十五個目の謎が、いま、二人の力をあわせてついに解かれたのだった。まるでまばゆい日なたに出された氷が、あたたまりながら消えていくように。

　やがて、名残惜しそうに唇を離す。

　二人はゆっくりと目を開けた。

　と、一弥はこんどは、大切な壊れ物にするようにヴィクトリカの体をそぅっと抱きしめた。

　あの忘れがたい最後の夜と同じく、ヴィクトリカは瘦や

 せていて、ちいさくて、それに小鳥のように震えていた。

　それを感じると、一弥はヴィクトリカのことがたとえようもなく愛いと

 しくて、同時にひどく心配で、たまらない気持ちになった。何年も前、二人で初めて学園の外に出かけて、幽霊船〈QueenBerry号〉の甲板で、斧おの

 を手にしたあの男に追われたとき、切望したように。いまも変わらず、大切な少女をこの手で守りたくて、胸がとても苦しくなった。

　口を開く。

　ヴィクトリカの耳元で、そっとささやく。

　決意を込めた、静かな声で。

「世界がどう変わろうとも、これきり、君と離れるものか」

　するとヴィクトリカは、すがるような輝きを秘めた緑の瞳でじっと一弥をみつめた。

　やがてその顔に、ようやく安あん
 堵ど

 のような、素直で幸福そうな輝きが広がっていった。次第に息までも弾んで、瞳も楽しそうに生き生きとし、いまではもう誰も、薔薇ばら
 色いろ

 の頰をしたうつくしい女、ヴィクトリカ・ド・ブロワのことを、命のないつめたいビスクドールと見間違えることなどあるまいと思われた。

「君……！」

　と、震えるちいさな声でつぶやいたきり、ヴィクトリカはしばし黙っていた。そしてそれから……。





「……約束だぞ」

　そう言うと、また、静かに瞳を閉じた。






　エピローグ　マテリアル・ワールド






　大通りには、自動車のクラクションが絶え間なく響いていた。

　天気のいい、まだ夕方だというのに、摩天楼と呼びたくなるほど高く、四角いビルディングが通りの左右に建ち並んでいて、舗道まではとても太陽の光が届かない。

　ビルの一階にはガラスのショーウインドウを並べた店舗が、上の階にはオフィスが多いようだが、時折、安酒場などもあるようだ。流行はや

 りのジャズが大音量でかけられて、昼間っからポーカーに興じる男たちの、アイルランド訛なま

 りの声が聞こえてくる。

　かと思うと、舗道の角に荷車を置いて商売している果物売りの老人は、どうやらイタリア系の移民だ。聞き取りづらいほどのイタリー訛りで、通りを行くスーツ姿のビジネスマンや女たちに、シシリーの太陽を浴びたオレンジを勧めている。

　ふいに、銃声か、それとも子供がふざけて鳴らしたクラッカーかよくわからない鈍い音が、通りに響き渡った。人々は一瞬、足を止めたり顔を上げたりしたが、どうやら慣れているようで、何事もなかったかのようにまた歩きだす。

　ビルの一つの前にたむろして、葉巻をくわえながらおしゃべりしているのは、若いギャングたちだ。こちらももとはイタリア移民で、眉まゆ
 毛げ

 のしっかりした彫りの深い顔立ちをしている。ぱりっとしたスーツに、斜めにかぶった帽子、胸ポケットのハンカチーフで決めているが、よく見ればどの顔もまだあどけない。ギャング用の安物の銃、サタデーナイトスペシャルを片手にぺちゃくちゃと話していたが、彼らが、通りにいた誰よりも音におどろいて、一斉に飛びあがった。

　そのすぐそばに、箱みたいに四角いちいさな店を構えている新聞売りは、若いきれいな女の子だ。さっきからギャングたちにからかわれて困っているらしい。

　店に並べられた新聞のどれにも、近々始まるニューヨーク市長選についての記事が躍っていた。〈移民の代表、立候補！〉〈我々のニューヨークは変わるだろうか？〉などと書かれている。その下には〈マンハッタンを恐怖に陥れた連続殺人事件、ついに解決！　市警のお手柄か？〉という記事も見える。

　──新大陸アメリカ合衆国。

　ニューヨーク。五番街。

　新聞の日付によると、一九三四年の春……。

　車体を黄色く塗られた、おんぼろのタクシーがよろよろと走ってきた。新聞売りの前を通り過ぎ、花屋の前で停まりかけたものの、乗客になにか言われたらしく、弱々しくバックする。年配の黒人の運転手が、窓から顔を出して、ビルの一つを見上げながら「……どうやらここですぜ、お客さん」と指さしてみせた。

「ありがとっ……」

　と、うめき声のように答えながら、ぼろぼろのドアから、年配のご婦人が転がりでてきた。上等なコートと帽子を身に着けた、身なりの良く品のある女性だが、なぜか片腕には怪我をした仔こ
 犬いぬ

 を抱き、ハンドバッグからはおおきなサンドイッチが覗のぞ

 き、もう片方の手には鋏はさみ

 を握りしめていた。よく見れば、高価そうな帽子も頭に斜めに乗っていて……。

　顔つきはというと、困り切ったように眉まゆ
 根ね

 を寄せ、息も荒く弾んでいた。

　あわてて歩きだして、ギャングの一団のいる辺りにつっこんでいってしまった。よろめいたご婦人を、若者たちはおどろいたように見たが、顔を見合わせてにやにやし始めた。

　肩を押したり、腕を小突いたりして、

「どうしたんだい、おばさん」

「ずいぶんおかしな様子で……。なにかお困りかねぇ？」

　サタデーナイトスペシャルをくるくると振り回したり、ふざけて銃口を向けたりして、からかう。ご婦人は真っ青になって、仔犬を抱いたままその場にへたり込みそうになった。

　プップー、と乱暴なクラクションが響いた。若者たちが振り向くと、タクシーの運転手が顔をしかめてこっちを見ていた。

「ほんとにお困りなんだってばよ、そのお客さんは！」

「あっ、そうなの。……ごめんな」

「なぁ、あんたたち。そのビルに、なんとかっていう名前の、民間の探偵事務所が入ってるかどうか知らないか？　なんでも、ニューヨークの電話帳の隅に載っててよぉ、それで訪ねてきたらしいんだよ。その人。住所からするとまちがいないはずなんだがなぁ……」

「なんだ、〈GRAY WOLF探偵社〉の客なのかよ！」

　ギャングたちはとたんににやにや笑いを引っこめて、おそろしそうに顔を見合わせた。

「それをはやく言えよ、もぅ……」

「いったいなんだね？」

「い、いや、なんでもねぇよ！　その探偵社ならビルのいちばん上、十一階にある。言っとくけど、ここは古いビルで、エレベーターなんてご大層なもんはねぇからな。その二本の足で、しっかり歩いて上がるんだぜ、おばさん」

「あ、はい、えっと、ええ……」

　ご婦人はびくびくしながらうなずいた。

　と、葉巻の端を嚙か

 んだり、サタデーナイトスペシャルをくるくる振り回しながら、ギャングたちが小声で、

「確かに、ここの探偵社はニューヨーク一の凄すご
 腕うで

 さ。なんといっても、所長がなぁ……」

「そう、煮ても焼いても食えねぇやつってのはあのことだよな。まったくよ。まだ若いし、ちっこいけど、なんだかとんでもねぇやつでよぉ。なにしろ、市警じゃ解決できねぇ凶悪事件も、つまんねぇちっちゃな事件も、なんでも解決しちまうし」

「俺たちシシリーのファミリーとも、アイルランド系のマフィアとも、いまのところうまく共存してるがよ……。俺たちとしても、どうも油断のできねぇ相手ってわけさ」

「二人いるよ。ありゃ、どっちも移民だよな」

「ふんっ。なにしろこの国はいまや、右を向いても、左を向いても、旧世界からの移民の国だからな。……市長選が楽しみだぜ」

「あっ、おい？」

　ご婦人は彼らの話を最後まで聞かずに、転がるような足取りでビルに入っていった。それを見届けると、黒人運転手もうんとうなずき、黄色いタクシーを発進させて、五番街の通りを忙しそうに走り去っていった。





「はぁ、はぁ、はぁ……」

　吹き抜けの広い螺ら
 旋せん

 階段を、ご婦人は一生懸命上がっていた。

　琥こ
 珀はく
 色いろ

 のタイルに覆われた階段と、奇妙な蛇の形をした鉄製の手すり。見上げると、はるか上の天井はガラス張りになっていて、眩まぶ

 しい太陽光がゆったりと射してくる。

「はぁ、はぁ……」

　上がっても、上がってもつかないようで、ご婦人は息を切らしながらため息をついた。

　でも、足を止めずに上がり続ける。

「がんばらなくちゃ。だって、うちで不思議なことが起こってるというのに。超常現象なんかじゃなくて、犯人がいるはずなのに。家族も誰も信じてくれないんだもの……。警察もだめ、地元の探偵社も……。だから、ここが最後の頼みの綱よ……。どれだけ依頼料が高くたって、もうかまうもんですかっ……！
 」

　上がる、上がる。

　ようやく最上階に着いた。

　廊下は薄暗くて、奥に行くほどに闇に飲みこまれていくようだ。左右のドアには、輸入会社や、よくわからない名前のオフィスなどが続いている。いちばん奥の正面に、目指すドアがあった。

　──〈GRAY WOLF探偵社〉

　と、おどろおどろしいロゴで書かれている。

　ご婦人は、急に怖くなったというように足を止めた。

　それからごくっと唾つば

 を飲んで、勇気を出してドアノブに手をかけた。ドアノブは狼の頭の形をしていた。いまにもこちらに飛びかかり、喉のど
 笛ぶえ

 にかみつこうとしているようなおそろしい顔つきをしている。

　ドアを、開けた。

　途端になにかにドアがごんっと音を立ててぶつかった。どうやらそこに誰かが立っていたらしく、「わぁっ？」という、いかにも人のよさそうな男の声が聞こえた。続いて、資料を床にぶちまけたような乾いた音が響いてきた。ご婦人は目をぱちくりして、頭だけドアから入れ、そっと中を覗いた。

　黒と白の格子縞じま

 のタイルの上に、たくさんの本や紙の資料が散らばっていた。そこにしゃがみこんで、一生懸命拾い集めている青年の後ろ姿も見えた。漆黒の髪が、動くたびにさらさらと揺れている。

　こっちを覗いているご婦人に気づくと、青年は振りかえった。前髪がふわりとやわらかく動いた。

　ご婦人は一瞬、警戒して身構えた。

　さいきんはこの国でも昔よりよく見るようになったが……黄色い膚はだ

 に、吸いこまれるような黒い瞳ひとみ

 をした東洋人の男だった。

　立ちあがると、すらりと瘦や

 せていた。いかにもオリエンタルな、不思議な微笑を浮かべながらこちらを見下ろしている。

「〈GRAY WOLF探偵社〉へようこそ！　……どうやらお困りのようですね、レディ？」

「えっ、えっ、ええ」

　ご婦人は言葉に詰まって、

「じゃ、あなたが探偵さんなの？　まさか、その、東洋人だ、なんて……」

「いえ、ちがいますよ」

　東洋人の青年は、気にするでもなくまた微笑んでみせた。すると目め
 尻じり

 にぎゅっと皺しわ

 が寄って、優しい顔つきになった。拾った本を胸の前に抱きしめながら、

「普段は別の仕事をしてるんですが、ときどき手伝いに、ね。あいつったら、あんまりひどく散らかすもんだから……」

「あら、まぁ」

「探偵は、ぼくの妻なんですよ。あっ、白人です。レディ、ご安心を」

　と言ってから、ちょっと気まずそうに、小声で「えっと、でも、狼だけどね……？」とつぶやく。ご婦人にはその言葉は聞こえなかったようで、

「なっ、なんですって。じゃ、女なの？　わたくし、女の探偵なんてまるで聞いたこともないわ。そんなの頼りになるのかしら……？　こんなところまで上がってきたのに、無駄足になるなんて、いやだわ……」

「まぁ、こちらにどうぞ。レディ」

　言われて、ご婦人は初めて、その探偵社の中を見た。

　昼間なのにずいぶん薄暗い部屋だった。広々としている。壁一面はすべて書棚になって本に埋め尽くされていた。チェストや、小テーブルや、出窓など、ところどころになぜか、クッキーやマカロンやゼリーなど、色とりどりのお菓子のタワーができていた。

　天井に一か所、ガラス張りになって、太陽光が射しこむルーフ窓が開いていた。そこから射す光が、部屋の奥にある書物机に向かって降り落ちていた。まるで巨人が使うかのような、幅のおおきな立派な机だった。

　机の前に、向こうを向いた椅子が一つあった。

　どうやらその椅子に誰かが座っているらしい。椅子の背から、白くて細いパイプの煙がゆっくりと天井に向かって上がっていくのが見えた。

　と、しわがれて低い、まるで老女のような声がとつぜん響き渡った。

「騒々しいぞ、君。思索の邪魔だ」

　その不気味な声に、ご婦人は飛びあがった。

「……さて、またもや依頼人というわけかね？　久城」

　一弥がにっこりして、

「どうやらそのようだよ、ヴィクトリカ。一見して、とてもお困りの女性の登場だ。見ればわかるほどね」

「ふんっ。それはまた面倒そうなやつだな」

「まぁ、こっちを向いて、この方を一目見るぐらい、べつに面倒じゃないだろ。こらっ、ヴィクトリカ。さぼってないで」

　と言いながら、一弥は資料の山を書物机の上に置くと、椅子に近づいていった。

　彼が右足をおおきくひきずりながらとてもゆっくりと歩くことに、ご婦人は気づいた。きっとこの青年もまた、先の戦争で負傷してもどってきた傷しよう
 痍い

 軍人の一人なのだろう。自身の息子も同じだったためか、ふいに、見知らぬ異国の青年への親愛の情が湧いてきた。ご婦人はなんだか気恥ずかしくなって、そっと目を伏せた。

　と、椅子の向こうで、銀色の長い髪が揺れるのがかすかに見えた。ご婦人はまた見構えた。声と髪の色からして、相手は老人だろうか、でも青年はぼくの妻と言ったはずだが……と息を詰めて、正体不明の探偵を観察した。

　一弥が腕を伸ばして、椅子をくるっと回してこちらに向けた。

　ご婦人は息を飲み、相手をみつめた。

　──そこにいたのは、まるで見たこともないほどうつくしい女だった。映画のスクリーンでも、雑誌のページでも、こんなすばらしい美び
 貌ぼう

 にはこれまでお目にかかったことがなかった。それに、目鼻立ちこそ完かん
 璧ぺき

 に整っているものの、悲しげでなんともいえない光がエメラルド・グリーンの瞳から発せられていて、それが見る者の心も悲しく震わせた。

　不思議な銀色の髪が、輝きながら床までうねって垂れていた。まるで古代の生き物の秘密の尻尾しつぽ

 のように、意思を持って、不機嫌そうに毛先から揺れている。

　闇夜を思わせる漆黒のドレス──。胸元が編み上げになって、フランスレース越しに素肌がすこし透けていた。ほっそりした首元には薔薇ばら

 の形のチョーカーを幾重にも巻いている。ピンクのサテンのリボンが飾られた黒いミニハットがちいさな頭に乗っていた。

　おどろくほどうつくしく……そして、大人の女性なのは瞳の輝きからうかがい知れるが、それにしても、その全身がなんとちいさいのだろう……。

　女──ヴィクトリカは、白いパイプを片手に、つめたい瞳をけぶらせてこちらを眺めていた。なんの感情もこもらないかのような無表情で。

　その椅子の背に無造作に頰ほお
 杖づえ

 をついて、一弥がにこにこと話しかけた。

「ほら、この方、とてもお困りのようだろう。それに君だって、ちょうど退屈してたところじゃないか。昨夜まで、混沌カオス

 の欠片かけら

 を玩もてあそ

 んでは再構成してた、例のマンハッタンでの連続殺人事件も、とうとう解決しちゃって。……でも君ったら、またニューヨーク市警のお手柄にしちゃったみたいだけどさ」

「ふんっ」

「話だけでも聞いてあげてよ。ほら、ヴィクトリカ……？」

　一弥が困ったような笑顔でもって頼むと、いかにも不機嫌そうに黙ってパイプをくゆらしていたヴィクトリカも、仕方ない、というようにかすかに吐息をついた。

　ご婦人はあっけにとられて相手を見ていた。

　これが探偵ですって？　女で、若くて、うつくしくて、それに……ものすごくちいさい……。

　しかし、彼女の瞳には獣のそれのような激しさが秘められていて、目の前に立っているだけで、そうして、こうやっていかにも興味なげに眺められているだけで、なぜだか足がなえて、へたりこみそうになるほど、なにかが、たとえようもなく怖い……。

　ついさっき、ビルの入り口辺りで、〈GRAY WOLF探偵社〉の話題になったとたんにおかしなほど怯おび

 え始めた、若いギャングたちの声が耳によみがえった。

（まだ若いし、ちっこいけど、なんだかとんでもねぇやつでよぉ）

（どうも油断のできねぇ相手ってわけさ……）

　ルーフ窓からの太陽光が、ヴィクトリカのちいさな姿を、真昼の夢のように眩まぶ

 しく照らしていた。その椅子の背に頰杖をついて、優しい微笑みを浮かべて彼女を見守る一弥の姿とともに、まるで絵画になって時を止めたような光景だった。

　その絵画がふいに動いた……と思ったら、ヴィクトリカがパイプから唇を離して、緑の瞳をあやしく輝かせたのだった。一弥の微笑がいっそう深くなる。

　さくらんぼみたいなつやつやの唇が、ぱかり、と開かれた。

　しわがれて低い声が、そこから漏れでる。

「ふんっ。きっとつまらん事件だろうがな。退屈しのぎに、ひとつ、聞いてやってもいいだろう。君、なぜなら……」

　パイプから白い煙が天井に上がり続けている。

　老女のような不気味な声が、続いた。





「──旧世界の灰色狼の末まつ
 裔えい

 たるわたしの、知恵の泉には、不可能はないのだから！」
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Le crime passé est rejoué dans le théatre fermé.
La fontaine de sagesse a atteint la vérité,
et la camarde essaye de la cacher.
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Les six passagers étranges sur le train de minuit.
L'un conspire, I'autre est tué,
puis, la fontaine de sagesse indique tout.
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les garcons et les filles survivent a leur bataille.
Quand le vieux monde finit, un nouveau monde commence,
la petite fille de la fontaine de sagesse et
la camarde qui vient au printemps, peuvent-ils se revoir?

KADOKAWA BUNKO






OEBPS/Image00015.jpg
b

s L
Quand le monde change en grande partie,
la petite fille de la fontaine de sagesse et la camarde
échangent les cadeaux avec la promesse.
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et le petit garcon qui est venu de ['est
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Le garcon de I'est essaye
de résoudre le mystére de
la rose bleue et I'enfant disparu.
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La petite fille de la fontaine de sagesse
essaye de résoudre un cas
dans le village du loup gris
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Le garcon va au monastére
dans le coin lointain de la terre pour sauver
“la petite fille de la fontaine” captive.
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